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譴んで 此書を 

余の 肉體の 父に して， 最初の 敎師， 

最良の 友人な りし 

故 內村宜 之 君に 獻ず 

^  長男 鑑 三 

ノ 此默 句を以 つて 始められし 最初の 內村全 は 最後 迄の 

刊行 を果 さ. さりき。 この 著者 逝いて 二 年 * 今や 彼の 多く 

.i の 友人の 熱誠と 援助と によりて 新ら しき 內村 IE 三 全集 裝 

/ を 整 ふ。 

一 願 ふ， 之に よりて 余の 父の 彼の 父に 對 する 素志の 盈さ 

れんこと を。 願 ふ * 之が 余の 父. 余の 糚 父の 喜び 給 ふと 

こ ろと たらん こと を。 

祐 ， 之 
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和. 

年 
九 
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年 
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本 全集 編 暴の 方法に 就 い て 

一 本 全集 は、 著者の 全 著作 集で ある。 卽ち 著者が 其の 地上の 生活の 間 ( 一 八 六 一 

年 —二 九 三 〇 年) に 筆と 口と を以 つて 傳 へたる 言葉 を、 能 ふ 限 b の範 園に 亙って 鬼 奥 

し、 編纂せ る ものである。 

一 それ故に 本 全 奥の 內容 は、 行の 諸 著書、 著者 主筆の 『一 お 朝 報』 英文 欄、 『東京 

獨立雜 誌』、 『聖書 之 研究』、 " J さ pui christian  Jutelligcuccr  " に發 表せられ たる 大小 

の 文、 一般 新聞 維 誌への 寄稿 文、 及び 若干の 未發 表の 原稿、 書簡、 その他 を 包括す。 

一 以上の 資料 は、 年代 的に 二期に 大別 せらる。 卽ち 著お の 文筆 的 活動 は、 明治 三 

十三 年 二 九 〇〇 年) 九ガ 著者が 維 誌 『加！^書之硏究』 を獨 力に て 主筆し 發 行した ろ 時 

を 分界 點 として、 其の 以前、 及び 其の 以後、 の 二つに 分た るべ しとの 編者の 解 釋 に 基 

く。 (左の 諸卷 のうち 『初期の 著作』 の 全部 及び 『英文』 の 一 部 は 此の 前期に 屬 する 

ものである。) 
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本 全 Isssus の 方法に „K いて 

本 全藥は 左の 二十 卷に 分た る。 

初期の 著作 上下 r 第一 卷、 第二 卷〕 

舊 約硏究 上下 (第三 卷、 第 四卷) 

新約 硏究 上中下 (第五 卷、 第 六卷、 第 七卷) 

敎義 研究 上 下 (第 八卷、 第 九卷) 

講 演 上下 (第 十卷、 第 十 一 卷) 

所 成  (第 十二 卷) 

感 想  (第 十三 卷) 

時 事  (第 十四 卷) 

英 文 上下 (第 十五 卷、 第 十六 卷) 

日 記 上下 (第 十七 卷、 第 十八 卷) 

雜  (第 十九 卷) 

(第二 十卷) 


誊 翰 

本 全 位 に 於いて、 年代に 主要なる 褊纂 上の 基準で ある。 內容 的に 分類せられ た 


る 各卷に 於いても 各 文 は出來 得る 限り 年代の 順に 從ふ。 

一 本 全集の 本文 は、 各 文 發表當 時の 原文に 據る。 卽ち 

ィ、 文字 は、 明白なる 誤記 叉 は 誤植と 考 へらる、 ものの ほか、 著者 獨特の 文^、 

用語、 假名 遣 ひ 等、 凡て 原文に 從ふ。 

口、 句 霞 は、 原句 讀點を 保存す。 (但し 全文 句讀點 なきもの は 編者の 句 讀を加 ふ。) 

ぺ 內容の 事 實に通 說と異 る もの ある 場合に も、 明白なる 誤記 又は 誤植と 考 へら 

る、 もの 以外 は、 凡て 原文に 從ふ。 

-ー、 軍 行 本に して 初版 以後の 各 版の 間に 字句 其の 他の 相違 ある 場合に は、 初版 を 

以 つて 甚 礎と し、 各 版を參 照の 上、 校訂す。 

一 本 全集 は、 各卷 末に 夫れ夫れ 「內容 年譜」 を附 し、 各 文の 發 表せられ たる 年月 

を 明に す。 


本 全 おの 方法に 就いて 


內村鑑 三 全集 第 一 卷 


} 

\ 


t  c>  ./r--.^  ( _v、  (  ii<l 二  rl さ— 

■、 

. ^へ 斗： ね 

、 ，, 

き uml  ，ず 

一- 、M 

-0  ,^^^ss.05^s 


第 一 卷 初期の 著作 上 


一 本卷 は、 著者の 文筆 的 活動の 初期、 卽ち 明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) 『聖書 之 

硏究』 發行 以前、 に 於け る sf 行の 諸 著書 を集輯 せる ものである。 

一 右の 諸 著書と 同時代に 發 表せられ たる 他の 著作 文章 は、 『初期の 著作 下』 及び 

『英文 上下』 に輯錄 せらる。 

一 本 卷は卷 末に 「第一 卷 s: 容 年譜」 を附 し、 各 書 V 或は 各 書に 含まる、 各 文) の 

發 表せられし 年月 を 明に す。 
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第 一 卷內容 年譜  


ぐ さめ 


明治 二十 四 年 四月 十九 曰 所謂 『第一 高等 

中學校 不敬 事件』 の 後に、 余の ために 其 

生命 を 捨てし 余の 先 愛内 村加壽 子に 謹ん 

で此 著を獻 ず。 願く は 彼女の 靈 天に 在り 

て 主と 偕に 安 かれ， 


自 序 

心に 慰め を 要する 苦痛 あるな く、 身に 艱難の 迫るな く、 平易 安逸に 世 を 渡る 人に して" 

神聖なる 心靈 上の 記事 を 見る も、 唯 人物 批評 叉 は 文字 解剖の 材料 を 探る にと、. - まる も 

の は 至少の 利益 をも此 書より 得る ことな かるべ し。 

然れ ども 信仰と 人情と に 於け る 兄弟 姉妹に して、 記者と 共に 心 靈の奧 殿に 於て 靈 なる 

神と 交 は， 9、 悲哀に 沈む 人靈と 同情 推察の 交換 を爲 さんと 欲する もの は、 此 書よ.^ 多 

少の 利益 を 得る 事な らんと 信す。 

此誊は 著者の 自傳 にあら す、 著者 は 苦しめる 基督 信徒 を 代表し、 身 を 不幸の 極 點に置 

き、 甚督敎 の 原理 を 以て 自ら 慰 さめん 事を勉 めた るな， 9。 

窨中 引用せ る 歐文は 必要 と認 むる ものにして 原意 を 害な は すして 翻 譯し得 る もの は 著 

者の 意 譯を附 せり、 然れど も 譯し得 ざ る もの 叉 は 譯す る の 必要 なきもの は 其 儘に 存し 

置け，^、 故に 歐文を 解し 得ざる 人と 雖も此 書を讀 むに 於て 少しも 不利益 を感 せざる 事 

と i|5 す。 


信徒の たぐ さめ 

叫 治 二十 六 年 一 月廿 八日 

攝 津中津 川の 邊 


於 て 


內村鑑 


改版に 附 する 序 

此 書初めて 成る や 余 は 勿論 先， つ 第一 に 之 を 余の 父に 送れり (彼 は 今 は 主に 在りて 雜 

司ケ 谷の 墓地に 眠る)。 彼れ 一 讀 して 淚を 流して 余に 告げて 曰く、 此書 成りて 今や 汝 

は 死す とも 可な り、 後世、 或は 汝の 精神 を 知る 者 あらんと。 余 は 叉 其 一 本 を 余の 舊友 

M  •  C  . "リス氏に贈.=^たり (彼 は 今や 美 以敎會 の 監督と して 朝鮮 國に 在り)」 彼れ 

ー讀 して 余に 書 送して 曰く、 此書 蓋しべ ンが 君の 手よ， 9 落ちて 後にまで 存 せんと。 斯 

/、て 余の 父と 友. ヒに 祝福 せられて 世に出で し 此小著 は 彼等の 豫 期に 違 はす、 版 を 磨滅 

する こと ニ囘に 及びて、 更に 又玆に 改版 を 見る に 至れり、) 其 文の 拙なる、 其 想の 粗な 

る、 取る に 足らざる 書な りと 雖も、 而 かも 其發刊 以來 十八 年後の 今日 猶ほ 需要の 絕ぇ 

ざる を 見て、 余 は 暫時 的なら ざる 小 著 を 世に 供せ しの 特權 に與 りし を 深く. に 感謝せ 

ざる を 得す： 願 ふ、 余の 慈父と 師友との 祈禱 空しから すして、 此 著の 更に 世の褒 苦 を 

除き 去る の 一 助と して 存 せんこと を。 

一 九 一 〇 年 六月 廿 三日 

改 S に W す-" 序  五 


信從の なぐさめ  六 

東京 市外 柏木に 於て 

內村 鑑三 


此書 今年 を 以て 發行滿 三十 年に 達す。 大 なる 光榮 である。 感謝に 耐 へない。 

今より 三十 年 前に 日本に 於て 本人の 甚督 敎文學 なる 者はなかった と 思 ふ。 若し あ 

つたと すれば、 それ は歐米 基督 敎文學 の翻譯 であった。 日本人 自身が 基督 敎の 事に 就 

て獨 創の 意見 を 述べん と 欲する が 如き、 偕 越の 行爲 である 乎の 如くに 思 はれ、 敢て此 

事 を爲す 者はなかった。 丁度 其 頃の 事であった、 米 國の學 校に 於て 余と 同級生た し 

米國人 某氏が 余 を 京都の 寓居に 訪 うた" 彼 は 余に 問 ふて 曰うた 「君 は 今 何を爲 しつ > - 

ある 乎」 と。 余 は 彼に 答へ て 曰うた 「著述に 從事 しつ 、ある」 と。 彼に 更に 問 ふて 曰 

うた 「何 を翻譯 しつ、 ある 乎」 と。 余 は 答へ て 曰うた 「余 は 自分の 思想 を 著 はしつ 、 

イン ギィ ー ド  こと f4 

ある」 と。 此 答に 對 して 彼 は 「本當 に！」 と 曰 ふより 他に 辭 がなかった。 誠に 當 時の 

米國人 (今 も 猶然. 0) の 日本の 基督 信者に 對 する 態度 は 大抵 如斯 きものであった。 そ 

して 如斯き 時に 方て、 歐 米の 敎師に 依らす して、 直に 日本人 自身の JM 仰 的 實驗叉 は 思 
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想 を述ぺ んと 欲する が 如き は大膽 極まる 企圖 であった。 然るに 余 は 神の 祐 助に 由り 恐 

る 恐る 此 isi;- を 行って 見た。 殊に 何よりも 文 學を雄 ひし 余の ことで あれば、 美文と して 

何の 取る ベ き 所な き は 勿論であった。 余 はた 、： Z 心の中に 燃 ゆる 思念に 强 いられ 止む を 

得す 筆 を 執った ので ある。 

此喾 初めて 出て 第一 に 之 を歡迎 して 吳れた 者は當 時の. 『護 敎』 記者 故 山路 愛山 君で 

あった。 君は戚典の餘..^鐡道馬^sfの內に在りて之を通讀した..^と云ふ。 然し 其 他に 基 

督敎 < ^；: の 名士 叉 は 文士に して 之 を歡迎 して"，. 炎れ た 者はなかった。 或 ひ は 「困難の 問屋 

である」 と 云 ひて 冷笑す る 者 も あ h 人 或は 「國 人に 捨られ し 時」 などと 唱 へて 自分 を 

國家的 人物に 擬 する は 片腹痛し と 嘲け る 者 もあった。 然し 余は敎 會と敎 職と に 問 はす 

して 直に 人の 靈 魂に 訴 へた。 而 して 數 萬の 靈魂は 余の 靈 魂の 叫に 應 へて 吳れ た。 余の 

執筆の 業 は此小 著述 を 以て 始 つた。 余 は 此著を 以て 獨り 基督 敎 文壇に 登った。 而 して 

敎會 並に 敎 職の 同情 援助 は 余の， 5^ に 伴 は ざ，^ しと 雖も、 祌の 恩^と 平信徒の 同情との 

余に 加 は.^ しが 故に、 余 は 今 H に 至る を 得た ので ある。 敎會の 援助 同情の 信仰的 事業 

の 成功に 何等の 必要な き 事は此 一 事 を 以て も 知らる 、ので ある。 神 は 日本人 を 以て 日 


本 國を救 ひ 給 ふと 信す る。 神 は 日本に 曰 本 特有の 基督 敎文學 を 起し 給 ひし 事 を 感謝す 

る。 此書 小な りと 雖も、 外 國宣敎 師の手 を 離れ、 敎會の カを藉 すして、 直に 祌に聽 つ 

つ 其 御言 を傳 ふる 卒先 者の 一 たりし 事 を 以て 光榮 とする。 余 はまた 玆に ュ ベ ネゼ だ 

(助けの 石) を 立て、 サム H グ と共に 之に 記して 曰 ふ r ュ ホ バ玆 まで 我 を 助け 給へ b」 

と (撒 母 耳 前書 七 章 十二 節)。 

大正 十一 一年 (一九 一 一三 年) 一 一月 七日 

東京 市外 柏木に 於て 

內村 鑑三 
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基督 信徒の 慰 

內村鑑 三 著 

第一章 愛する もの  失せし 時 

我 は 死に 就て は 生理 學 より 學 ベり、 之 を 詩人の 哀歌に 讀 めり、 之を傳 記者の 記錄に 見たり、 時には 死 

體を 動物 學實 撿窒に 解剖し、 生死の 理由 を 研究せ り、 時には 死と 死後の 有様に 就て 高 境より 公衆に 向 

て 余の 思想 を演 ベたり、 人の 死す る を 聞く や、 或は 聖經の 章句 を 引用し、 或は 英雄の 死に際す る 時の 

狀を 語て、 死者 を 悲む者 を 慰め i とし、 若し 余の 言に 依て 氣カ を囘 (仪 せざる もの ある 時 は 余 は 心竊か 

に 其 人の 信仰 雜 きを 歎じ 理解の 鈍き を 責めたり、 余 は 知れり 死 は 生 を 有する もの \ 避くべからざる 事 

にして、 生物界 連接の 必要なる を、 a つ 思へ らく 古昔の 英雄 或は 勇み 或は 感謝し つ、^ を 去れり、 余 

も何ぞ 均しく 爲し能 は ざらん やと、 殊に 宗敎の 助 あり、 復活の 望 あり、 若し 余の 愛する もの、 死す る 

時には 余 は 其 枕邊に 立ち、 讚美の 歌を唱 へ、 聖書 を朗讀 し、 曾て 彼 をして その 父母の 安否 を 問 はんが 

爲め 一 時鄉 里に 歸 省せ しむる 時 讚美と 祈 禱とを 以て 彼の 旅 出 を 送りし 時、 暫時の 離別 も 苦し けれ 共 又 

遭 ふ 時の 悅を樂 み、 淚を隱 し 愁懼を 包み、，， ，潔よ く 彼の 鬥出を 送りし 如く 彼の 遠 逝 を 送らん のみと。 

愛する もの ゝ 失せし 時  11 
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鳴 呼 余 は 死の 學理を 知り、 又 心 靈上其 價値を 了れ り、 然れ共 其 深さ、 痛 さ、 悲さ， 苦さ は 其 塞 冷なる 

乎が 余の 愛する もの- - 身に 來り、 余の 連夜 熟 血 を 液ぎ て 捧げし 祈禱 をも贫 みす、 余の 全心 全力 を搏ち 

余の 命 を 拾て k も 彼 を 救 はんとす る 誠心 を も 省みす、 無 敷に も 無慈悲に も 余の 生命より 貴き もの を 余 

の 乎より モギ 取り去りし 時 始めて 豫 察する を 得たり。 

生命 は 愛 なれば 愛する もの k 失せし は 余 自身の 失せし なり、 此 完全 最 美なる 造化、 其幾囘 となく 余の 

心 をして 絶大 無限の E 心 想界に 逍遙せ しめし チ 萬の 不滅 泣 を 以て ii された る蒼弯 も、 其 春來る 毎に 余に 

永遠 希 の 雅歌 を 歌 ひくれ し 比翼 を 有する 森林の 親友 も、 其 菊花 香し き 頃：. i 々として 千秋に 錄へ 常に 

余に 愛 國の情 を 喚起せ し 芙蓉の 山 も、 余が 愛する もの & 失せて より、 星 は 光 を 失 ひて 夜暗く、 鷲は哀 

歌を彈 じて 心 を^ ましむ、 富 嶽も今 は 余の ものなら で、 曾て 異鄕に 在りし 時、 モ，^ ド！^ クの饿 扇形 

を 見、 ^ トパ キ シ  1 の 高き をば n! みし 時、 我故鄕 なら ざり しが 故に その美と 嚴とは 反て 孤獨 悲哀の 情 を 喚 

起せし 如く、 此 は 今 は異鄕 と變じ * 余 はお ほ 今 私の 人.^ れ共 已に此 世に 屬 せざる ものと なれり。 

愛せし もの、 死せ しょり 來る 苦痛 は 僅かに 此^ を 失な ひしに 止まら ざり しなり、 此世は 何時か 去る ベ 

きもの なれば 今 之 を 失 ふ も 三十 年の 後に 失 ふ も 大差な かるべし、 然れ共 余の 誠心の 貫かざる より、 余 

の滿 あの 願と して 溢 出せし 祈禱の かれざる より (人間の 眼より 評すれば) 余は懷 疑の 惡 鬼に 襲 はれ 

G 仰の 立つべき 土 臺を失 ひ、 之 を 地に 求めて 得す、 之 を. S に 探て 當ら す、 無限の 空間 余の 身 も 心 も 置 

くべ き處 なきに 至れり。 之 ぞ眞實 の 無限 地獄に して 永遠の 刑罰と は 是事を 云 ふならん と 思へ り、 余 は 

i^K 哲敎を 信ぜし を悔 ひたり、 港し 余に 愛なる 祌 て，" 思想な かりせば 此 苦痛 はな かりし もの を、 余 は 人 

問と 生れし を 歎ぜり、 若し 愛情て う もの， - 余に 存せ ざり しなら ば 余に 此落膽 なかり しもの を、 鳴 呼 如 


3： にして 此傷を 癒す を 得ん や。 

醫師 余の 容體を 見て 奮 與劑と 催眠薬と を勸 む、 然れ共 何物 か 傷める 心 を 治せん や、 友人 は轉 地と 旅行 

とを勸 む、 然れ共 山川 今 は 余の 敵な り、 哲理 的の 冷眼 を 以て 死 を學び 思考 を轉 ぜんとす る も 得す、 牧 

師の慰 言 も 親友の 勸吿も 今 は 怨恨 を 起す のみに して、 余 は 荒 熊の 如くに なり 「愛する もの を 余に 歸せ 

よ」 と 云 ふより 外 はなき に 至れり。 

嗚呼 余を醫 する 藥は なきや、 宇宙 間 余 を 復活せ しむる の カは存 せざる 乎、 萬 物 悉 く 希望 あり、 余の 

み 失望 を 以て 終るべき 乎。 

時に 聲 あり 胸中に 聞 ゆ、 細く して 殆ど 區^ し 難し、 尙ほ 能く 聞かん と 欲して 心 を 沈 むれば 其聲 なし、 

然れ共 惡靈懷 疑と 失望と を 以て 余 を 挫かん とする 時 其 聲叉聞 ゆ、 曰く 「生 は 死より 强し、 生 は 無 生の 

土と. S 氣 と を 變じァ ン の 森と なすが 如く、 生 は 無靈 の 動物 體を 取りて 汝の 愛せ し眞實と^^操 の 現 

象と なせし 如く、 生. は 人より 天使 を 造る ものな り、 汝の 信仰と 學 術と は 未だ 斯に 達せざる か、 此 地球 

が 未だ 他の 惑星と 共に 星雲と して 存 せし 時、 又は 凝結 少く度 を 進め 一 つの 溶解 球たり し 時、 是ぞ億 萬 

年の 後シャ I ロノ の 薔薇 を 生じ レ バ i  ノ， ン" の 常盤樹 を 繁茂せ しむる 神の 樂園 とならん と は 誰か 量り 知る を 

得し や。 最始の 博物 學者 は蛄 蟖の變 じて 蛹と 成りし とき は 生蟲の 死せ しと 思 ひしな らん、 他日 美 翼 を 

0 へし 日光に 道遙 する 蛾 は 曾て 地上に 匍匐せ し見惡 かりし ものな りしと は 信す る 事の 難 かりし ならん。 

暗黑 時代より 信仰 s 由と 代議 政體 生れ、 三十 年 戰爭の 劇場と して 殆ど 砂漠と 成りし 獨逸 こそ 今 は 中央 

欧羅巴の 最强國 となりし にあら す や、 地球と 人類と が 年を越 ゆる 程 生 は 死に 勝ちつ 、あるに あらす や、 

、■-  の， 《J み とく  つか 

然 らば 望と 德とを 有し 神と 人と に 事 へんと 已を 忘れし 汝の 愛する ものが 今 は死體 となりし とて 何ぞ失 

ほんす. 0 もの X 失せし S  ニー  1 
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望す ベ けんや、 理學も 歷史も 哲學も 皆 希 &r}i を說敎 しつ & あるに 何 ぞ汝獨 り 失望 敎を 信す る や」。 

r  Xjife  mocks  tlie  idle  liate 

〇f liis  arch-enerny  Deatll,lyea  sits  lumseif 

IJP2i  tlie  tvrant"s  throne,  tlie  sepulchre. 

And  oi  tlie  triumf>lis  of  his  gliostly  foe 

plaices  liis  oAvn  nourislinient,  "  Bryant. 

4J、 ひねし  ふ，、，、 -c つ  ooooooocooooooooooooooo 

然り余 は 信す 余の 救 主 は 死より 復活し 玉 ひし を、 義人 を 殺して 其 人 死せ りと 信ぜし 猶太 人の 淺墓 さよ- 

何ぞヒ マラ ャ山 を敲 きて 山崩れし と 信ぜざる、 余が 愛する もの は 死せ ざり しなり、 自然 は 自己の 造化 

を 捨てす、 祌は 己の 造りし もの をヵ輕 すべ けんや、 彼の 體は朽 しならん、 彼の 死體を 包みし 麻の 衣 は 土 

と 化せし ならん、 然れ ども 彼の 心、 彼の 愛、 彼の 勇、 彼の 節 11 鳴 呼 若し 是等も 肉と 共に 消 ゆるなら 

ば、 萬 有 は 我等に 誤 謹を說 き、 聖人 は 世 を 欺け り、 余 は 如何にして 如何なる 體を 以て 如何なる 處に再 

び 彼 を 見る や を 知らす、 唯 

Love  does  dr»am,  J. つ aitli  (loes  ^w.ca^ 

Somehow,  somewhere  ineet  we  must.  " — '  wlntuffir. 

愛の 夢想 を 我れ 疑 はじ 

何様 か何處 かで 相 見ん と (ホ イツ チヤ ー) 

然れ ども 彼 は 死せ ざる ものにして 余 は 何時か 彼と 相會 する 事 を 得る と雖 ども 彼の 死 は 余に 取て は 最大 

不幸な りしに 相 遠な し、 神 若し 神 なれば 何故に 余の 祈 禱を聽 かざりし や、 神 は 自然の 法則に 勝つ 能 は 


ざる か、 或は 祈禱は 無！ なる ものなる か、 或は 余の 祈 禱に熟 心 足ら ざり しか、 或は 余の 罪深き が 故に 

聞かれ ざり しか、 或は 余 を 罰せん が 爲に此 不幸 を 余に 降 だせし か、 是れ 余の 聞かん と 欲せし 所な り。 

細き 聲叉 曰く、 「自然の 法則と は 神の 意な り。， 雷 は 彼の 聲に して-: 風 は 彼の 口笛な り、 然り、 死 も 亦 彼 

の 天使に して 彼が 彼の 愛する も の を 彼 の 膝下に 呼ばん とする 時. 遣 は し 袷 ふ 救 使な り」 と。 

勅  い 

嗚呼 誰か 神意と 自然の 法^と を し 得る もの あらん や、 神 若し 余の 愛する もの を 活かさん と 欲せば 

自然の 法則に 由て 活かせし のみ、 余輩 神 を 信. f- る もの は 之に 依て 神に 謝す、 然れ ども 神 を 信ぜざる も 

の は 或は 之 を 醫藥の 效に歸 し、 或は 衞 生の 力に 歸し、 治癒の 元なる 祌を 讚美せ ざるな り、 神の 何たる 

を 知り、 自然の 法則の 何たる や を 知れば 「神 は 自然に 負けたり」 との  一一 一一 tl は 決して 出づ べき ものに あらす。 

然 らば 祈る 何の 要 か ある、 神 は 祈 禱に應 じて 雨 を 賜 はす、 叉 聖者の 祈禱 に反して 種々 の 難 苦 を 下せり、 

祈らす して 神 命に 從 ふに 若 かす、 祈禱の 要はぎ 處 にある や。 

是れ 難問な り、 余 は 余の 愛する もの k 失せし より 數月問 祈禱を 魔したり、 祈禱 なしに は 箸 を 取ら じ、 

祈禱 なしに は 枕に 就か じと 堅く 誓 ひし 余さ へ も 今 は 神な き 人となり、 恨 を 以て 膳に 向 ひ、 淚を 以て 寢 

所に 就き、 祈らぬ 人と なる に 至れり。 

嗚呼 神よ 恕し 給へ、 爾は爾 の 子供 を 傷け たり、 彼 は 痛の 故に 雨に 近づく 事 能 は ざり しなり 、"爾 は 彼が 

祈らざる 故に 彼 を 捨て ざり しなり、 否な、 彼が 祈りし 時に 勝りて 爾は 彼を惠 みたり、 彼 祈り 得る 時 は 

O0O0OOO00000OOO  0000O00000O0OO0COOOC000 

雨の 特別の 惠 みと 慰めと を 要せす、 彼 祈り 能 はざる 時 彼 は爾の 擁護 を 要する 最も 切なり、 余 は 慈母が 

こと. ii  二 つ 11J  あ i- つ  つ ね  ま さ び-?. うし 

その子の 病める 時に 言語に 禮を 失し 易く、 小言が ましき 時に 當て 慈愛の 情の 平常に 勝り 病 子 を 看護す 

る を 見たり、 爾 無限の 慈母 も 余の 痛める 時に 余 を 愛する 余の 平常 無事の 時の 比に あらざる なり、 余の 

g する もの y- 失 • ゼ し 時  1 五 
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愛する もの 失して 後、 余が 宇宙の 漂流者と なりし 時、 其 時 こそ 雨が 雨の 無限の 愛 を 余に 示し 得る 時に 

して、 余が 爾を 拾ん とする 時雨 は 余の 迹を逐 ひ 余 をして 爾を 離れ 得 ざら しむ。 

然り 祈禱は 無益なら ざり しなり、 十數 年間 一 日の 如く 朝 も 夕 も 雨に 祈りつ k ありし が 故に 今日 此思は 

ざるの 喜 と 慰 とを爾 より 受 くる を 得るな り。 

いの，. ：- S ゝ Hi 

鳴 呼 父よ、 余 は爾に 感謝す、 雨 は 余の 祈 禱を聽 給へ り、 汝„|:： て 余に 敎 へて 曰く、 肉の 爲 めに 祈る 勿れ 

靈の爲 めに 祈れよ と、 而 して 余 は 余の 愛する ものと 共に 爾に 祈る に此 # の 幸福 を 以てせ ざり しなり、 

若し その 爲 めに 祈りし 時 は必す 「若し 御意に 卟 はば」 の 語 を 付せ り、 自己の 願事 を聽 かば 信じ、 聽か 

すば 恨む は 之れ 偶像に 願を掛 くる もの k 爲す i5 にして、 基督 信者の 爲 すべき 事に あらざる なり、 嗚呼 

余 は 祈 薦 を 魔す ベ けんや、 余 は 今夕より 以前に 勝る 熱心 を 以て 同じ 祈禱を 爾に捧 ぐべ し。 

時に 惡靈 余に 吿て 曰く、 「汝 祈禱の 熱心 を 以て 不治の病 者 を 救 ひし 例 を 知らざる か、 汝の祈 禱の聽 か 

れざ りし は 汝の熟 心 足ら ざり しが 故な り」 と、 若し 然 らば 余の 愛する もの、 死せ し は 余の 熱心の 足ら 

ざり しが 故 か、 然 らば 彼 を 死に 至らし めし 罪 は 余に あり、 余 は實に 余の 愛せし もの を 殺せし ものな り、 

し 熱心が 病 者 を 救 ひ 得ば 其 熱心 を 有せざる 人 こそ 憐 むべき かな、 余 は 余の 信仰の 足らざる を 知る、 

然れ共 余 は 余の 熱心の あらん 限り 祈りたり、 而 して 聽 かれ ざり しなり、 若し 尙ほ 余の 熱心の 足らざる 

を 以て 余 を 貴む る もの あらば、 余 は 余の 運命に 安す るより 他に 途 なきな り。 

鳴 呼 神よ、 雨 は 我等の 有せざる もの を 請求せ ざるな り、 余 は < ふの 有する 丈け の 熱心 を 以て 祈れり、 而 

0000  0000000O00O0000OO0O0 

して 雨 は 余の 愛する もの を 取 去れり、 父よ、 余 は 信す、 我等の 願 ふ 事を聽 かれしに 依りて 爾を 信す る 

000  OCO00000OO0OOO0000000  OC000O00COO0C0OOO00 

は 易し、 聽 かれざる に 依りて 尙ほー 曆爾に 近づく は 難し， 後者 は 前者に 勝 さりて 雨より 特別の 恩惠を 


oooooooo  oooooooooooooooooooooooocooooooooooo 

受けし ものなる を、 若し 我の 熱心に して 爾の聽 かざる が 故に 挫けむ ものなら ば 爾必す 我の 祈 禱を聽 か 

0  0  0  0  0 

れ しならん。 

鳴 i 感謝す、 鳴 呼 感謝す、 爾は 余の 此大試 鍊に堪 ゆべき を 知り たれば こそ 余の 顧 を 聽き給 は ざり しな 

れ、 余の 熱心の 足らざる が 故に あら チ して 反て 余の 熟 心 (雨の 惠に 因て 得し) の 足る が 故に 余に 此苦 

痛 ありし なり、 嗚呼 余 は 幸福なる ものなら す や。 

愛なる 父よ、 余 は 信す 爾は 我等 を 罰せん 爲 めに 艱難 を 下し 給 はざる 事 を、 罰なる 語 は 雨の 如何なる 者 

な る 乎 を 知る 者の 字典に 存す ベ き 語 にあらざる なり、 罰 は 法律上 の 語 にして 基督 敎 て ふ 律 以上の 範圍 

に 於て 用 もな き 意味 もな き 名詞な り、 若し 强て此 語 を 杯 せんとな らば 「暗く 見 ゆる 神の 惠」 なる 定義 
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を附 して 存す ベ きなり、 刑罰な る 語 を 以て 雨に 愛せら る& もの を 置々 威嚇す る 爾の敎 役者 をし て 再び 

OC00O0OO0  00O00OOO000 

雨の 聖書 を 探らし め、 彼等の 誤謬 を 改めし めよ。 

然れ ども 余に 一事 忍ぶべからざる あり、 彼 何故に 不幸に して 短命な りし や、 彼の 如き 純， 曰なる 心靈を 

有しながら、 彼の 如く 全く 自己 を 忘れて 彼の 愛する もの、 爲 めに 盡 しながら、 彼に 一 日 も 心痛な きの 

日な く、 此 世に 眼 開て より 眼を閉 しまで、 不幸 艱難 打辏 き、 而 して 後 彼れ 自身 は 非常の 苦痛 を 以て 終 

れり、 此 解すべからざる 事實の 中に 如何なる 深意の 存 する や 余 は 知らん と 欲するな り。 

書に 云 はす や 地 は祌を 敬す る もの k 爲に 造られた りと (約 t 記 十五 章 十九 節)、 然るに 此 最も 祌を 

慕 ひし もの は 最も ゎづ か に此世 を樂ん で 去れり、 ブ ラ ジル國 の 砂 中 に S もる 大 金剛石 は 誰の 爲 めに 造 

られ しゃ、 無辜 を 虐げ 眞理を 蔑視す る 女帝 女王の 頭 を 飾る 爲め にか、 或は 安逸 以て 貴重なる 生命 を 消 

費し、 春 は 花に 秋 は 月に 此の 神聖なる 神の 職工 場 〈Got:rs  Task-gardell) を 以て 一 つの 遊戲 場と 見做 

资 する A- の ゝ 失せし 時  一七 


K お 信徒の な さめ  一八 

す瀨惰 男女の 指頭と 襟と に 光澤 を 加へ む爲 にか、 東臺 の樱、 龜井戶 の 藤 は 黄土の 爲 めに 身 を 汚し 天 

の 形に 惡 鬼の 靈を注 人せ し妖 物の 特有なる か、 誰が 爲 めに 富嶽は 年々 壯嚴 なる {II 冠 を 戴く や、 誰が 
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爲 めに 富士川の 銀 線 は 其 麓 を 縫 ふや、 最も 淸 きもの 最も 愛すべき ものに は 朝より 夕まで、 月滿 てより 

月缺 るまで、 彼の 視線 は 一 小屋の 壁に 限られ、 聽 くべき ものと て は 彼の 援助 を 乞 ふ 痛める もの k 聲ぁ 

るの み、 鳴 呼 造化 は此 最良 最 美の 地球 を惡 魔と 其 子供に 讓與 せし か。 

此 深遠なる 疑問に 對し答 ふる 所 二 個 あるの み、 卽ち祌 なる もの は 存在せ ざるな り、 此 地球に 勝る 世界 

の 義人の 爲 めに 偏 へらる、 あり、 而 して 若し 神な しとせば 1- 现 なし、 眞理 なしと せば 宇宙 を 支 ゆる 法 

則な し、 法則な しとせば 我 も 宇宙 も 存在す べきの 理 なし、 故に 我 自身の 存在す る 限り は、 此天此 地の 

我冃 前に 存 する 限り は、 余 は 神な しと 信す る 能 はす、 故に 理論 は 余 をして 不得 止未來 存在 を 信ぜざる 

を 得 ざら しむ、 若し 祌は" ン— ル h の 金剛石、 州の 青玉、 ル ^ の 金 を 以て 瀬惰 貪慾 不義 を も驻ひ 

玉 ふなれば、 勤勉き 私 良 節 を 飾る 其 石 其 金 は 如何なる も のぞ、 コ ー ィ ノル、 オルロ ー( 共に 大 金剛石 

の 名〕 の 寶石を 以て 冠 を 編み、 ペル 11、；^ の 眞珠千 百 を 以て 襟 飾と なし、 ウラルの 白銀、 オル マツ ヅの 

金 を 打て 腕輪と なして 彼 を 飾る も 神 は尙ほ 足らす となし、 別に 我等の 知らざる 結晶 體を 造り、 金に 擾 

る 鎮物を 製し、 彼を粧 ひつ & あるな らん、 然り此 地 は 美に して 其 富は大 なり、 然れ共 佞人 も 之 を 手に 

す る を 得べ きもの なれば 決して 無窮 の 價條を 有す る ものに あらす、 我の 欲する 所の も の は惡人 の 得る 

能 はざる もの、 樂 しみ 得ざる ものたり、 義人の 妝飾は r 髮を辮 み 金 を 掛け また 衣 を 着る が 如き 外面の 

si に 非す、 た 心の 內の隱 たる 人すな はち 翁る ことなき 柔和 恬 S なる 靈」 なり。 

この るん-二  OOOOC0COOO0OO000O00OO0CO0000  0  0 

余 は 了解せ り 宇宙の 此隱語 を、 此 美麗なる 造化 は 我等が 之 を 得ん 爲 めに 造られし にあら すして、 之 を 


ooooooooooooo  oo  ooooooooooooooooooooooo  ,  , 

拾 てんが 爲 めに 造られし なり、 否 な、 人 若し 之 を 得ん と 欲せば 先 づ之を 捨てざる ベから す (馬 太傳 1 '六 

章廿 五節〕 誠に 實に 此^ は 試練の 場所な り、 我等 意志の 深 底より 世と 世の 總を捨 去て 後 始めて 我等の 心 

靈も獨 立し 世 も 我等の ものと なるな り、 死て 活き、 捨て 得る、 基督 敎の 「パラドックス」 (逆 說) と 

は 此事を 云 ふなり、 余の 愛する もの は 生涯の 目的 を 達せし ものな り、 彼の {.Hs は 小な りし、 然れ ども 

其 小宇宙 は 彼を靈 化し、 彼 を 最大 宇宙に 導く の 階段と なれり、 然り神 は此地 を祌を 敬す る もの V 爲め 

に 造り 玉へ り。  ， 

へ は 余の 失 ひし もの を 思 ふ 毎に 余 をして 常に 斷腸 後悔 殆ど 堪 ゆる 能 はざる あり、 彼が 世に；^ せし 問 

余 は 彼の 愛に 慣れ、 時には 不與を 以て 彼の 微笑に 報い、 彼の 眞意を 解せ すして 彼の 余に 對 する 苦慮 を 

、％ 加し、 時には 彼 を ¥i ヌし、 甚 しきに 至りて は 彼の 病中 余の 援助 を 乞 ふに 當て— 假令數 月間の 看護の 

爲 めに 余の 身 も 精神 も 疲れたる にもせ よ— 荒ら かなる 言語 を 以て 之に 應ぜ ざり し 事 ありたり、 彼は渾 

て 柔和に； S て， 忠. M なる に 我 は， 幾 庶か嚴 酷に して 不實 なりし や、 之 を 思へば 余 は 地に 恥ぢ 天に 恥ぢ、 報 

ゆべき の 彼 は 失せ、 免 を 乞 ふの 人 はなく、 余 は 悔い 能 はざる の 後悔に 困め られ、 無限 地獄の 火の 中に 

我 身で 我 身 を 責め立てたり。 

一 日 余 は 彼の 墓に 至り、 塵 を 拂ひ花 を 手 向け、 最高き ものに 祈らん とする や、 細き 聲 あり— 天よりの 

聲か 彼の 聲か余 は 知らす I 余に 語て 曰く  r 汝 何故に 汝の 愛する もの」 爲 めに 泣く や、 汝尙ほ 彼に 報 ゆ 

るの 時 を も 機 を も 有せり、 彼の 汝に 誰 せし は汝 より 報 を 得ん が爲 めにあら す、 汝 をして 內に 顧み ざら 

しめ 汝の 全心 全力 を以 て汝の 祌と國 とに 盡さ しめんが 爲め なり、 汝 若し 我に 報 ひんと ならば 此國此 民 

に 事へ よ、 渠の 家な く 路頭に 迷 ふ 老婦 は 我たり、 6 に 儘さん と 欲せ 彼女に 盡せ、 渠ゅ 貧に 迫 かられ 

愛する もの、 失せし 11-  二 九 


基 e~ 信徒の なぐさめ  二， し 

て 身 を 恥お 寸の 中に 沈む る 可憐の 少女 は 我な り、 我に 報 ひんと ならば 彼女 を 救へ、 渠の 我の 如く 早く 父 

母に 別れ 憂苦 頼るべき なき 兒女は 我な り、 汝 彼女 を 慰む る は 我 を 慰む るな り、 汝の 悲歎 後悔 は 無益な 

り、 早く 汝の 家に 歸り、 心 志 を 磨き 信仰に 進み、 愛と 善との 業を爲 し、 靈の王 國に來 る 時 は 夥多の 勝 

利の 分捕 物 を 以て 我 主と 我と を悅 ばせ よ」 と。 

鳴 呼 如何なる 聲ぞ、 曾て パ マカスなる 人が 妻お— リ.^ —ナを 失 ひし 時、 聖ジ HiB^^ が 彼 を 慰めん 爲 めに 

「他の 良人 は 彼等の 妻の 墓 を 飾る に 革： 菜 草と 薔薇 花と を 以てする なれ ど、 我が T マ 力 スはボ -^. ^ナの 

ジるほ  fr.y 

¥ なる 遺骨 を濕 すに 慈善の 5^ 香 を 以てすべし」 と 書. 送りし は 蓋し 余が 余の 愛する もの i 墓に 於て 心に 

開きし 聲と 均しき ものな らん、 よし 今日より は 以前に 勝る 愛 心 を 以て^の 憐 むべき もの を 助けん、 余 

の 愛する もの は 肉 身に 於ても 失せ ざり しなり、 余 は 尙ほ彼 を 看護し 彼に 報 得べき なり、 斯國斯 民 は 余 

のます る もの.^ 爲 めに 余に 取て は 一 層 愛すべ きものと なれり。 

一 婦人の 爲 めに 心 思 を 奪 はれ 殘餘の 生 を 悲哀の 中に 送る は 情 は 情なる ベ けれ 共是眞 正の 勇氣 にあら す、 

某 督敎は 情 性 を過& ならしむ るが 故に 悲哀 を 感ぜし むる 亦 從て强 し、 然れ共 露理は 過敏の 情 性 を % り 

無限の 苦痛の 中より 無限の 勇氣を 生やる 者な り、 I アナ、 ハセ 叫ト l;s 婦 の 死 は 宜敎師 ジ ャ ドソ ン をして 

々猛 ：？|j 忠實 ならしめ たり、 メ， 、—モ I フ ハト婦 の 死 は探險 家， リ をして 晤黑 大陸に 進入 

する 事 益々 深から しめたり。 詩人 ヅ I ルレ ルの 所謂 

Der  stal-k© ist  maclltig-sten  allein. 

(勇者 は獨り 立つ 時 最も 强し) 

の 一 百 は 蒉し此 意に 外なら じ、 若し 愛なる 神の 在まして 勇者 を  一 &! 勇なら しめんと ならば 其 愛する もの 


を モ ギ取 るに 勝れる 法 はな か るべ し〕 

< ^は 余の 愛する もの k 失せし に 因て 國も 宇宙 も— 時には 殆ど 祌をも I 失 ひたり、 然れ共 再び 之 を 间 復 

する や、 國は 一 曆愛を "し、 宇宙 は 一 曆 美と 壯宏と を 加へ、 神に は  一 i? 近き を覺 へたり、 余の 愛する 
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もの、 肉體は 失せて 彼の 心 は 余の 心と 合せり、 何ぞ思 ひき ゃ眞 正の 配合 は 却て 彼が 失せし 後に ありし 

0  0 

と は 0 

然り余 は 萬 を 得て 一 つ を 失 はす、 神も存 せり、 彼も存 せり、 國も存 せり、 自然 も存 せり、 萬 有 は 余に 
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取りて は 彼の 失せし が 故に 改造せられ たり。 

余の 得し 所 之に 止まらす、 余 は 天 國と緣 を 結べり、 余 は 天 國てふ 親戚 を 得たり、 余 も 亦 何日 か 此淚の 

里 を 去り、 余の 勤務 を 終へ て 後 永き 眠に 就かむ 時、 余 は 無知の 異鄉に 赴く にあら ざれば、 彼が 曾て 此 

世に 存 せし 時 彼に 會 して 余の 勞苦を 語り 終日の 疲勞を 忘れむ と、 業務 も 其 苦と 辛と を 失 ひ、 喜 悅を以 

て 家に 急ぎし 如く、 殘 餘の此 せの 戰 ひも 相 見む 時を樂 みに ぎく 戰ひ 終へ し 後 心 嬉しく 逝かむ のみ。 


第二 章 國 人に 捨てられし 時 

愛国 は 人性の 至誠な り、 我の 父母 妻子 を 愛する 强 ひられて 之を爲 すに あらす、 愛せざる を 得 ざれば な 

り、 普通の 感能を 供へ しものに して 誰か 己に 生を與 へし 國土を 愛せざる もの あらん や、 鳥獸 つ 其 棲 

a 人に 捨てられし «  ニー 


や 5^ 信徒 のな. さめ  - ニー 

.  .      まと   1  I  - 1 1 

k を認む 沉んゃ 人に 於て を や、 曾て ユダヤの 愛國 者が バビ „ -ン 河の 邊 りに 坐し、 故 國のジ オン を 3 え ひ 

いで &、 淚を 流して 彈 じて 口く、 

TTT^^ よ、 もし 我れ 汝を わすれな ば、 

我がお の^に その 巧 を わすれし めよ、 

もし 我れ 汝を おも ひいです、  ノ. , 

もし我叫|叫^^レ|ム を わがす ベ て の歡 喜の 極と なさす ば、 

わが 古 を にっかし めよ、  レ 

(詩篇 第 百 三 卜 七篇) 

と、 是ゎ t< まなり、 他に あるな し、 此の 眞情は 我が. に 附着す る もの、 否な、 靈の 二部 分に して、 外 

0  0  0  0  0  0  0  I 

より ゆび 5£ たる ものに あらざる なり。 

「如 M にして 愛^心 を 養成す ベ き や」 と は 余 1^ が 暫々： 斗に する 問題な り、 曰く 國民 的の 文 學を敎 ゆべ 

しと、 21  く！： 歌 を in へしむ べしと、 然れ ども 人 若し 普通の 發 逹を爲 せば 彼に 心情の 發逹 する が 如く、 

彼 の y き の 成お す るが 如く、 愛 M 心 も 亦 自然に 發逹す ベ きもの なり、 義務と して 愛國を 呼 稱 する の Si 

心 を 失 ひつ.. - ある 岡 尺な り、 孝を稱 する 子 は 孝子に あらざる なり、 愛 固の 穴誉 喧しく して 愛 

を 絡つ に 至る、  < 水 は圃を 愛する 人となりて、 愛國を 論す る ものと なら ざらん こと をび ヤーむ もの 

ト" 」  ま 

故に < 水 は 余の n 木^ を 愛すと 云 ふは是 決して 余の 德を賞 讚す るに あらす して 一 人並の 人 問と して 余の 

眞愤 をお するな り、 余 は 米國が 日本に 勝りて 富 を 有し 技藝の 盛なる を 知る、 然れ共 余 は 富と 技藝 との 


故 を 以て 余が 本に 與 へし 愛 心 を 米 國に與 ふる 能 はざる なり、 英國の 政治、 ^國の 美術、 獨 逸の 學術 

怫蘭 丙の 法律 は 余 をして 日本人た る を嫌惡 せしめし 事 は 未だ 曾て あらざる なり、 コ トパキ シ の 高き は 

JkS の 高き に i ると 雖も 後者が 余 の 胸中に 喚起す る 感情 の 百 分の 一 だ も 余 は 前者 の 爲に發 す る 能 は ざ 

るな り、 否な、 1r,.^l。lr キシを 見て 却て 芙蓉 を 思 ひ、 ミシ シピを 渡て 石 狩 利根 を 想 ふ、 是れ眞 情なり、 

決して 余 人の 感覺 にあら す、 普通 一 人並の 大和 男子に して 此感 なきもの は 一 人 も あるべ からざる な 

然九共 若し 愛 國も眞 情なれば 眞理と 眞理の 神 を 愛する も亦眞 情なり、 而 して 完全なる 社會に 於て は 一 一. 

者 決して 撺 着すべき ものに あらす、 國の爲 めに 祌を 愛し 祌の爲 めに 國を 愛し、 國民 擧て祌 なる 愛國 

者と なるべき なり、 . 抓 斯 社會に 於て 人 若し 國に 捨てられし ならば 卽ち 神に 捨てられ しなり、 其 時 こ 

そ 實に人 の聲は 神の 聲 にして (vox  Ispuli  est  vox  (lei)、 國に 捨てられ しとて 天に も 地に も訴ふ 

べき 人 も 祌も存 せざる なり。 

然れ ども 世に は眞 正の 愛國 者に して 國 人に 拾 てられし もの 其 人に 乏しから す、 耶蘇 基督 其 一な り、 ソ 

. 7_ ^ス， 其 二な り、 J ゾ，^ .1^、 アフリカ ナス 其 三な り、 ダ .^—、if^ リギェ ー リ其 四な り、 而 して 公平な 

る歷 史家が 判決 を 下す に當 て、 是等 人士の 場合に 於て は 罪を國 民に 歸 して 捨てられ しもの V 無罪 を宣 

告 せり。 

余 は 現在の 此余 自身 を 以て 不完全なる ものと 認む ると 同時に 亦 今日の 社會を 以て 完全なる ものと 認む 

る 能 はざる なり、 而 して 余の 國 人に 捨てられし、 罪 或は 余に あらん、 余の 不注意な りし 其 一 なり、 余 

の 過 劇な りし は 其 一 一な らん、 余の 心中 名譽 心の 尙ほ 未だ 跡 を 絶たざる あり、 愁心も 時に 威を逞 ふす る. 

a 人に 捨てられし 時  ニー 一  I 


基 4" 信徒の な. さめ  二 四 

あり、 余の 此 不幸に 陷 りし は 或は： ！疋 等の 爲 めなら む 乎  

ァ 、今 之 を 謂て W を かせん、 斯く 記す る さへ も 余が 陰 然と 余 自身 を 辯 護し つ k ありと 余の 愚 を 笑 ふ も 

の も あらん- 今 は 余の 口 を閉づ べき 時な り、 而 して 感謝すべき は 余は默 止し 居る を 得る ことなり、 勿 

論 普通の 情と して 忍ぶべき にあらざる なり、 余 は 余の 國人 を後循 となし 力めて 友 を外國 人に 求め ざり 

き、 余 は 日本 狂と 稱 せられて 却て 大に 喜悅 せり，、 然るに 今や 此賴 みに 賴 みし 國 人に 捨てられて、 余 は 

歸 るに 故山な く * 需む るに 朋友な きに 至れり、 如斯 ありし と 知りし ならば 友 を 外 國に需 め 置きし もの 

を、 如斯 ありし と 知りし ならば 余の 國を 高めん が爲 めに 强く 外國を 幾ら ざり しもの を、 余の 位置 は 可 

憐の 婦女子が その 敏 みに 敏 みし 良人に 操 を 立てむ が爲め 頻りに 良人 を頌揚 たる 後 或る 差少の 誤解よ 

り此 最愛の 良人に 離緣 されし 時の 如く、 1^-の下には身を隱すに家なく、 他人に 額 を會し 得す、 孤 i 淋 

しさ 一；： -a はん 方な きに 至れり。 

此 時に 當て鳴 呼 神よ、 雨 は 余の 隱 家と なれり、 余に 枕す る 場所な きに 至て 余 は爾の 懐に 入れり、 地に 

足の 立つべき 處 なきに 至て 我 全心 は 天に 逍遙す るに 至れり、 周 園の 暗 黑は天 體を窺 ふに 當て 必要なる 

が 如く、 三^の 天に 登り、 永遠の 慈悲に 接せん と 欲せば、 先づ 下界の 交際より 遮斷 さる、 に 若 かす、 

画人 は 余 を 捨て 余 は 靈界に 受けられたり。 _ 

斯 土の 善美 は 今日 迄 余の 眼 を 暗ませり、 何に して 其 富 源 を 開かん 乎、 如何なる 國民敎 育の 方針 を 取 

らん 乎、 如 3： なる 政略 を 以て 海外に 當 らん 乎、 其 世界に 負 ふ 義務と 天職と は 如何、 ベ 门リ 時代の 

テ：  —— -  I  によ わ- r-  ,   l,^,;h.y ブ D  . ン+' こら/ 

雅典、 メ. チ チのフ P レンス、 H リザべ ス 女王の 英國、 フレデリック 大王の 普 魯士は 交々 余の 眼に 浮び、 


ね  .T- め  こ CJ  二く ど  .》 一二と 

我 W をして 之に 爲 さんか 彼に 爲 さんかと、 寝ても 醒ても 余の 思想 は斯國 土より 離れ ざり しなり、 眞に 

こ せ？  けんせい ぐ，'：， いで 

や 古昔の ギリシャ 人 は 現世 を 以て 最上の 樂 園と 信じ、 彼等の 思想 は 現世 外に 出し こと 稀れ なりし と は、 

余 も 余の 國を 以て 滿 足し、 此 世に 勝る 世界と て は 詩人の 夢想に 讀 みし かど、 叉 牧師の 說敎に 聞きし か 

ど、 余が 心中に は實 在せ ざり しなり。 

余が 國 人に 捨てられ しょり は然ら す、 余の 實業論 は 何の 用 か ある、 誰か 奸賊 の富國 策を聽 i む や、 余 

の敎育 上の 主義 並に 經驗は 何 か ある、 誰か 子弟 を 不忠の 臣に委 ぬる もの あらん や、 余は斯 土に 在て 斯 

土の ものに あらす、 斯 土に 關 する 余の 意見 は 地中に 埋沒 せられて、 余 は 目 もな き 口 もな き 無用 人間と 

なりたり。 

地に 屬 する ものが 余の 眼より 隱 されし 時 始めて 天の ものが 見え 始まりぬ、 人生 終局の 目的と は 如 M、 

人 は 罪 を 洗 去る の途 ある や、 如何にして 純淸に 達し 得べき か、 是 等の 問題 は 令 は 余の 全心 を 11- ひ 去 

れり、 而 して 眼 を擧て 天上 を 望めば、 榮 光の 王 は 神の 右に 坐す る ありて、 フ  131、 保羅、 ，コ—^— 

,  II  ;:に..1パぶ，し  ほど， ts  、ら -0 しう-; 3  い！ Si ら かんむり 、..u/  み 

ゥ エルの 輩數 知れぬ 程 御 位の 周圍に 坐す る あり、 荊棘の 冠 を 頂きながら 十字架に 上りし 耶蘇 基督、 未 

來を 論じ つ 、 矢 鳩 答 毒 を 飲みし ソ ク ラ テ ス 、 異鄕， 一 へ ちに 放逐され しめ ノ— テ、 其 他 夥多の 英靈は 今 は 

余の 親友と なり、 詩.. < リヒテル と共に 天の 使に 導び かれつ、、 球より 球まで、 星より 星まで、 心靈界 

(>  00000  0ゥ 000000000  OOO000000  000000  0000 〇o  00 

の 廣大を 探り、 此 地に 決してへ かざる 花、 此 土に 未だ 見ざる 玉、 聞かざる 音樂、 味 はざる 香味、 余 は 

OO00O0000O0OO 

實に思 はぬ 國に 入りたり けり。 

あり   I がいか  あきらか 

實に此 經驗は 余に 取て は 世界 文學の 註解 書と なれり、 H レ ミヤの 慨歌 はん マ は 註解 書に 依らす して 明白 

れ、 r- ち  は. ン ちく  I  I 

に 了知す る を 得たり、 放逐の 作と 見做して のみ ダンテの ディビ ナ、 コメ ヂャは 解し 得るな り、 殊に 基 

国人に 捨てら.；； し 時  二 五 


督彼 自身の 首 行 錄は國 人に 捨てられざる もの、 妣 何で 其 廣其深 を 探り 得べ けむ や、 然り < ^は 余の w 人 

に^^てられてょり^界人 (weltmaulo と 成りたり、 曾て ホ リヨ ー ク 山頂に 於て 宇宙 學者ハ ム— ボ I ル I 卜 

が 自筆に て 名 を 記せる を 見たり、 n く、 

Alexander  von  Humboldt, 

In  DeutschlalKl  g.el:>cre】l, 

j5in  13iirg.er  (ler  \ メ  elt-. 

獨 逸！； に 生れた る 世界の 市； i: 

ァレキ サン、 デル、 フ ホン、 ハム ボルト 

鳴 呼 ヘル も 亦 人，' は^ の 市民な り、 生を斯 土に 得しに より、 斯 土の 外に 國 なしと 思 ひし 狭隘なる S や 想 は、 

八， はん：.； く 消失せ て、 小さき ながらも^ 界の 市民、 宇宙の 人と 成る を 得し は、 余が 余の 國 人に 捨てられ 

しめで 度 結 * の 一 にぞ ある。 

然 らば 〈.丄 由 人となり しに 由り 余 は 余の 國を 忘れし か、 嗚呼 神よ、 若し 我れ 日本 國を 忘れな ば、 我が 右 

の に その 巧み を 忘れし めよ、 若し 子た る ものが その 母 を 忘れ 得る なれば 余 は 余の 國を 忘れ 得るな り、 

無理に 離 緣狀を 渡されし 婦は 益々 其 夫 を 慕 ふが 如く、 拾 てられし 後 は 國を慕 ふ は 益々 切なり、 朝 は 送 

るに，：^ ん なく、 タは向 ふるに 戀人 なく、 八；' は 孤獨の 身と なりて、 齊 ふべき の 家 もな く、 閑暇 勝ちに て 

餘所 おに 心 を 使 ひ 得る にもせ よ、 朝な 夕な に 他の 女子が 其の 良人 を 勞るを 見て、 我れ 獨り舊 時の 快 を 

忘る ベ けんや、 鳴 呼 神よ 我が 良人 をして 恙なから しめよ、 彼の 行路 をして 安から しめよ、 令 我 は 彼に 

着き： t 一 ひ、.^ を^す 能 はすと も、 若し 我が 祈禱 だに して 彼 を 保護す るに 力 あらば、 此賤 1! の 祈禱を 受け 


ミヤ- r,  ふこ ゝろ. H か 

て 彼の 歩行 を 導きた ま へ、 尙又此 身に して 彼の 爲 めに 要せら る& ならば 何時な りと も爾の 御意に 委せ 

彼の 爲 めに 之 を 使用し 給へ、 叱 身 は 雨の ものにして 雨の 爲 めに 彼に 與 へし ものたり、 我に 屬 せざる 此 

、，のち  すで 

命 は 彼の 爲 めに は 何時な りと も 棒ぐべし と は 已に爾 の 前に 誓 ひし 處 たり。 

みこ ゝろ  でつ と  わが をつ， こ 

然れ ども 神よ、 若し 御意なら ば 我 をして 再び 我 夫の 家に 歸 らしめ よ、 勿論 我 は爾を 捨て k 我 夫に 歸る 

能 はざる なり、 疋 爾に對 して^なる のみなら す 我 夫に 對 して 不貞 なれば なり、 雨の しろしめす 如く 我 

夫に 天地の 正 氣鍾る あり、 その 壯宏 なる 富嶽の ごとく、 其 香ばしき こと 萬 架の 櫻の 如く、 其 秀其芳 萬 

國與 に禱し 難し、 我れ.！ 何に して 斯夫を 欺く ベ けんや、 彼の 正 I 湫は 時に I お 屈する と雖 も、 明 i 岱 再び 光 

を 放つ 時 は、 宇宙に 存 する 渾 ての 善なる もの 、塔ての 美なる もの は 彼の 認 むる 所と なるな り、 偽善 諂媚 

•  •  •  9  9  •  ，  9  9  ,  9  9  OOCOOO0O0OOOO0OOOOOOOO00OO 

は 彼の 最も 嫌惡 する 所な り、 我 は 彼の 威厳 を 立てむ が爲 めに 我の 良心に 從 はざる を 得す、 唯 願 ふ 神よ、 

若し 彼に 誤解 あれば 爾の 聖靈の 力に 依りて 之 を 氷解せ よ、 若し 彼に 迷信の 存 する あれば 爾の光 を 以て 

之 を 排除せ よ、 而 して 余 再び 彼に 歸し、 彼れ 再び 我に 和し、 舊 時の 團藥 を囘復 し、 我 も 彼の 一臂と な 

り、 彼 をして 旭日の 登る が 如く、 勇者の 眠より 醒めし が 如く、 此歷 史上 危急の 時に 當て 世界最大 國民 

たるの 一 助たら しめよ、 余 は 知る 誤解の 爲 めに 離別せ し 夫妻が 再び 舊の 緣に復 する や 其 情愛の 濃 かな 

る 前日の 比に あらざる 事 を、 余 も 亦 此國に 入れられ、 此國も 亦 其 誤解 を認 むる に 至らば、 其 時 こそ 余 

の 國を思 ふの 情 は實に 昔日に 百倍す る 時な らん。 

こ ど- -、  せつ  ，t-?_-c 

嗚呼 < ^は 良人 を 拾て ざるべし、 孤 獨彼を 思 ふの 切なる より 余の 身 も 心 も 消へ 行け ど此操 をば 破る まじ、 

よし 余 は 和解の 來 る迄此 浮世に はながら へす とも、 何時か 良人が 余の 心の 深 底 を 悟らむ 時 も ありぬ ベ 

し、 貞婦の 心の 一 念より して 彼の 改 むる 時 もや あらむ、 最終 迄 忍ぶ もの は 幸な り、 余 も 余の 神の 助に 

S 人に 捨てられし 時  二 七 


^^!53信徒のなぐさめ  二 

て 何 を か 忍び 得 ざら む や。 


第三 章 基督 敎會に 捨てられし 時 


(注 窗」 玆に用 ゆ る 某 脊敎 並に 基督 信者なる 語 は 普通 $i に稱 する 敎會 並に 信者 を 謂 ふ も のにし 

て 何れ か眞 何れ か 偽 は 全能な る； t のみ 知り 玉 ふな リ 

人 は 集合す る 動物な り (Gregarious  slimaly  isf 獨は 彼の 性に あらす、 白 鷲の 如く 獨り 曠野に；； を 

結び、 痛切なる 悲聲、 聞く もの をして 戰慄 せし むる 動物 あり、 飜 魚の 如く 大洋 中茵々 に樓 息し 唯 寂 一 li 

を 破らん 爲め にか {4! に 向て 飛揚 を 試む る 奇性魚 あり、 又は 狸の 如し f で 日光 を 避け、 古. 1^ の 下 或は g 

& .5 なる 岩石の 問に 小 穴 を 穿ち、 生れて、 生んで、 死す る、 動物 あり、 然れ ども 人 は 水蜜 上國 家の； |<S 田 

源なる 練、 0.  魚の 如く、 南米の 糞 山 を 作る 海鳥の 如く、 叉，， r 、力？ 山 を 攀じ登る， 山羊の 如く、 集 

合衝 物にして、 古人の 言 ひし 如く S 早 獨を歡 ぶ 人 は 神に あら ざれば 野獸 なり。 

余 は 斯未信 敎國に 生れ 余の 父母 兄弟 國 人が 嫌 惡 したる 耶蘇 敎に 入れり、 余の 始めて 此敎を 聽し頃 は 全 

國の信 iSl 1 千に 滿 たす、 殊に 敎會は 互に 相 離れ 遠 かりければ 此新來 の 宗敎を 信す る もの は賁に 寥々、 g 

寂たり き、 然れ ども 一た びその 大道 を 耳に してより、 これ を 以て き 已を救 ひ 國を救 ふ 唯一 の 道と 信じ 


たれば、 社會 に嫌惡 せらる k にも 關 せす、 < ^の 親戚の 反對 する を も 意と せす、 幾多の 舊 時の 習慣と 情 

實を 破りて 新 宗教に 入りし 事 なれば、 寂寞の 情 は 以前に 倍せ しと 共に 同宗 敎に 於け る 親愛の 情 は實に 

骨肉 も啻 なら ざり き、 當時余 は 思へ らく、 基督 敎會 なる もの は 地上の 天國 にして 其 内に 猜疑 憎 惡の少 

しも 存 する 事な く、 未信者 社會に 於て は 萬 事に 懸念し、 心に^ せざる 事 を 云 ひ、 存 する 事 を 云 はざる 

も、 此新 社會に 於て は 全 敎會員 皆 心靈に 於け る 兄弟 姉妹 なれば 骨肉に も 語り 得ぬ 事 も 自由に 語る を 得、 

若し 余に 失策 あると も 誰も 余の 本心 を 疑 ふ もの はなき ものと 確信し、 其 安心 喜 樂は實 に 筆に も 紙に も 

書き 盡 されぬ 程に ありき。 

嗚呼な つかしき かな 余の 生れ 出し 北 地僻鄕 の敎會 よ、 朝に 夕に 信徒 相會 し、 木曜日の 夜半の 祈 禱會、 

土曜日の 山上の 菜會、 日曜 終 曰の 談話、 祈禱、 聖書 研究、 偶々 會員 病む もの あれば 信徒 交々 不眠の 看 

護 をな し、 旅立 を 送る 時、 送らる \ 時、 祈禱と 讚美と 聖書と は 我等の 口と 心と を 離れし ^ は 殆どな か 

りき、 偶々 外より 基督 信徒の 來る あれば 我等 は舊 友に NtT せし が 如く、 敵地に 在て 味方に 會せ しが 如く、 

-フ ちょろ こ  0OOOO0OOOOO0C0O0C0000OOOOOOO000 

打悅 びて 之を迎 へたり、 基督 信徒に して 惡人 ありと は 我等の 思 はんとす る も 思 ふ 事 能 は ざり き。 

然れ ども 此小兒 的の 感念は 遠から すして 破碎 せられたり、 余 は 基督 敎會は 善人の みの IWH^ にあらざる 

を 悟らざる を 得ざる に 至れり、 余 は敎會 に 於ても 氣を 許すべからざる を 知る に 至れり、 加 之 余の 

最も 祕藏の 意見 も、 高潔の 思想 も、 勇壯 の行績 も、 余 をして 基督 敎會 に嫌惡 せし むる に 至れり。 

余 は 基督 敎の 必要なる 基本と して 左の 大個條 を 信ぜり、 

主たる 爾の神 を拜し 惟之に のみ 事 ふべ し 

(出 埃 及 記 二十 〇 三、 四、 五、 申命記 十 〇 二十、 馬 太傳四 〇 十) 

K;_e 敎 食に 捨てられし 時  二 九， 
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而 して 神と 眞理と を 知る 惟一 の途 として は 使徒 保羅の 語に して ル ー テルが 彼の 信仰の 城壁と 賴み r プ 

口 テス タント」 敎の 基石と なりし 左の 題ぶ 子 を 以てせり。 

兄弟よ， 称 なん ぢらに 示す 我 が て爾 等に 傳 へし 所の 福音 は 人より 屮 r つるに あらす、 蓋し われ 之 を 

人より 受けす 亦敎 へ られ す、 惟 VTrKi、 キリス— トの默 示に 由て 受 たれば 也 

(加 拉太書 第一章 十一、 トニ、) 

此 等の 確信が 余 の 心中に. y まり たれば こそ 余 は 意 を 決し て 余の 祖先 傳來の 習慣と 宗教と を 脆し 新宗敎 

000000000000000000000  0000000000000  COO 

に 人り しなり、 余 は 心靈の 自由 を 得ん が爲に 基督 敎に歸 依せ り、 is 侶 神官 を 捨てし は 他 種の is 侶羅に 

縛せられ んが爲 めにあら ざり しなり。 

宇宙の 祌を 以て 余の 父の 父と 尊み、 彼 自身よりの 默示を 以て 眞理の 標準と 信じ、 己の 一身 を處 する に 

於ても、 余の 國に盡 さんと する に 於ても、 基督教 會に對 する 余の 位置に 於ても、 余 は 悉く 此 標準に & 

て 行 はん 事 を 勤めたり、 然るに 余の 智能の 發 達する に從 ひ、 余の 經驗の 積む と共に、 余の 信仰の 進む 

と 仝 時に、 余 の 思想 並に 行 に 於て S 々彼の 基督 敎先 達者、 此 の 神學 博士と 意見 全く 相 合す る を 得 ざ 

るに 至れり、 或は 余の 一身 を處 する に 於て 忠實 なる 一 信徒より 忠吿を 蒙る あり、 曰く、 「君の 行蹟は 

聖典の 明白なる 敎訓に 反せり、 君 宜しく 改む べし」 と、 親愛なる 友人の 忠吿 として は- 冉び 三度 己 を 

省みたり、 然れ ども！^ 思 默考に 加 ふるに 祈禱と 聖典 研究の 結果 を 以て 而後 友人の 忠吿必 しも 眞现 なり 

と 信ぜざる 時 は 不得止 自己の 意志に 從 ふたり、 友人 は 余 を 信す る を 以て 敢て 余の 彼がずに 從 はざる を 

忿ら すと 雖も、 余 を 愛せざる 兄弟 姉妹 (？) の 眼より は 余 は 聖典の 敎訓に 逆ら ひし もの、 基督より 後 

层 りせ しもの、 特種 の 天 車 j を 放棄 せし もの と 見做さ る \ に 至れり。 


余の 神學 上の 思想に 就ても、 余の 傳道 上の 方針に 就ても、 < ^の敎 育 上の 主義に 就ても、 余 は 余の 眞 

现と 信す る 所 を 堅守す るが 爲 めに 或は 有名 博識なる 神學 者に 遠 けられ、 或は 基督 敎7% 一  般 より 非常の 

人^11^を有する高德者ょり無神論者として檳斥せられ、 終に は敎 會全體 より 危險 なる 異端 論者、 聖書 を 

蔑 にす る 不敬 人、 ュ 一一 テリアン (惡 しき 意味に て)、 ヒク サイト、 狂人、 名 譽 の 跡を逐 ふ野& ま豕、 

敎會の 狼、 等の 名稱を 付せられ、 余の 信仰 行 蹟を責 むる に 北 まらす して 余の 意見 も 本心 も 悉く 過酷の 

0000000000 

批評 を 蒙む るに 至れり。  .  > 

鳴 呼 余 は大惡 人に あらす や、 余 は 人 も 我 も 博識と 昆 認めた る祌學 者に 異端 論者と {疋 めら れ たり、 余 は 

實に 異端 論者に あらざる か、 余に 先す る 十數年 以前より 基督 敎を 信じ 而も 歐米大 (豕の 信用 を 有し 全敎 

きの k 梁と して 仰がる、 某 高 德家は 余 を 無神論者 なりと 云へ り、 余 は實 に無祌 論者に あらざる か、 名 

を宗敎 社會に 轟かし、 印度に 支那に 日本に 福 昔を傳 ふる 事十數 年、 而も 博士の 號 二三 を 有する 老練な 

る 某 宜敎師 は 余はュ 一一 テリアン なりと 云 へ り、 余 は 實に救 主の 噴 1^ を 信ぜす 自己の 善行に のみ 賴む ュ 

一一 テリアンなら ざる か、 偉 道醫師 として 有力なる 某 敎師は 余 は 狂人な りとの 診 斷をド せり、 余 は贫に 

知 覺を失 ひし ものなる や、 敎 會全體 は危險 物と して 余 を 遠け たり、 余 は 實に惡 鬼の 使者と して 綿羊の 

皮 を 蒙りながら 神の 敎會を 荒す 爲 めに 世に 產 出されし 有害 物なる か、 余 を 惡人視 する もの は 萬 人に し 

て 辯 護す る もの は 己 一 人な り、 萬 人の 證據と 一 人の 確信と 何れが 軍： き や、 然 らば 余 は 基督 信者に は あ 

ら ざり しなり、 余 は 自己 を 欺きつ k ありし ものにして 余の 眞性 は惡 鬼な りしな り、 何ぞ 八：' 日より は 基 

督 信徒た るの 名 を 全く 一 i し 普通 世人の 世涯 に歸ら ざる、 否な、 斯に 5£ ら すして 余の 今日 迄 基督 敎の爲 

めに 盡 せし 信實と 熱心と を 以て 余 を 敵視す る 基督 敎會 を攻擊 せざる、 3： ぞ 余の 敵の 神に 祈る を 得む や. 

基 «1敎 食に 掊 てられし 時  11 二- 
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何ぞ 余の 敵の 聖書 を 尊敬し 研究す る を 5^ む や、 余 は TT?R^, なり、 無神論者 なり、 偽善者な り、 

神の 敎會 に屬 すべから ざる ものな り、 狼な り、 狂人な り、 よし 今より 後 はュ， ー,T、 ぜ 111 リ ンブ 口 ー ダ V 

ギボ— ン |ぐ づン 1^ 「—ル の辈 を學び 一 刀 を 基ず 敎の 上に 試みば や。 

此 時に 當て 余の 信仰 は實に 風前の 授 火の 如くな りし、 余 は 信仰 喷 落の 最終 點に 達せん とせり、 噴怨は 

OOO0OO0O0OOOOO0OOO0  

余 をして 信仰 上の 自殺 を 行 はし めんと せり、 余の 同情 はな r- は 無神論者の 上に ありき、 ジョン、 ス\1； ヮ 

1— リ ミル の 死 を 聞て 神に 感謝せ し 某 監督の 無情 を 怒れり、 トマス ： ベ ー ン の 臨終の 狀 態 を 摘 示して 

意 氣揚々 たる 神學 者の 粗暴 を 歎ぜり、 鳴 呼 幾 干の 無神論者 は 基督 敎 信徒 自身の 製造に 概る や、 余 は 曾 

て 聞け り、 無病の 人 をして 淸 潔なる 寢 床の 上に 置き 而 して 彼 は危險 なる 病に 摇れる 患者 なれば 午 は 病 

床の 上に ありと 側より 絡へ す 彼に 吿 ぐれば 無病 他 全なる 人 も 直に 眞 正の 病人と なると、 人を祌 より 遠 

からしめ 神の 敎會 を攻擊 せし むる もの は必 しも 惡 鬼と 其 子供に あらざる なり。 

然れ共 神よ、 我が 救 主よ、 爾は 此危險 より 余 を 救 ひ 玉 ひたり、 人 聖書 を 以て 余 を攻 むる 時 之が 防御 ボに 

足る の 武器 は 聖書な り、 敎會と 神 學者は 余 を捨 つる も 余の 未だ 聖， 書を捨 つる 能 はざる は 余 は 未だ 爾に 

拾 でられ ざるの 一 徴候たり、 余 は 雨の 下僕 ルぃテ —ルが 我の 福音な りと 言 ひて 縫り し 加お 太 書に 行かむ、 

而 して 彼の 平易なる 獨逸語 を 以てぎ 述 せし 其" 註解 書を讀 まん、 「<fr よりのち 誰も 我 を S す 勿れ、 m は 

われ 身に ィ |ェ|ス| の 印 記 を 佩 たれば 也」 と (六 章 拾 七 節)、 嗚呼 何たる 快ぞ、 余 も 不足ながら もィ， H ス 

の名を世人の前に表^！！せしにぁらすゃ、 余 も 余の 罪より 遁 んが爲 めに イエ 1 スの 十字架に すがる にあら 

す や、 余の 信者なる と 不信者な ると は 他人の 批評 如何に 由る にあら すして、 余に V, ェ スの印 記 あると 

なきと に 由る 也、 「義人 は 信仰に 依て 生くべし」 (三 章 十一 節〕 と、 然り余 は 今 は 自己の 善行に i わら 
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With  one  .voice,  c  world,  though  thou  aeniest. 

Stand  thou  on  tliat  side—for  on  thds  I  pm 一 

世人 は 同 昔 一 齊に我 を 担む とも 

彼等 は 彼方に 立て、 我れ 獨り 此方に 立た む 

時に 惡靈 余に 吿て 曰く、 「汝 未だ 若年、 經驗 精ます、 學 修まらす、 何 ぞ汝の 身 を 先達 老練家の 指揮に 

任ぜざる、 自己の 言行 を 以て 最良なる ものと 見做す は 平凡 人の なす 處 にして、 汝が 他人の 一一 一一 n を 容れざ 

る は 是れ汝 が 高慢 不遞 なる の證 なり、 汝は 自己 を 以て 最も 才智 ある 最も 學識 ある 最も 經驗 ある ものと 

爲す や」 と。 

«i せ敎 龕に 捨てられし 時  1 二！ 一  一 
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余 は 余の 無學 無智なる を 知る、 乂大 監督 神學 博士の 聲名 決して 輕 すべから ざる を 知る、 然れ ども 余の 

無學 なる が 故に 余 は 余の 身 も 信仰 も 働 も是等 高名の 人の 手に 任す とならば 余 は 未だ 自己 を 支配す る 能 

はざる ものな り、 余に して 若し 是と 彼と を 分別す るの 力なき ならば 余 は 誰に 由て 身を處 せんや、 見よ 

彼等 余の 不遜 を資 むる もの も 相互に 說を 異にする にあら す や、 監督 敎會は 自己の 敎 會を稱 して 

Church  (唯一の 敎會) と 云 ひ、 一方に は 羅馬敎 會の擅 行 を 批難しながら 他方に は 他の 新敎 徒に 附す 

るに Dissenters  (分離 者.； とか Noncoufcrmists  (不合 者)  と 力 の 聞き Is! あき 名稱 をね てす る に 非す や 

余 は 組合 派 の 敎師が 余が 最も 尊信す る メソヂ スト 诚 の 敎師を 篤詈す る を 耳に せり、 ュ I 一 テリ^.^ン—は別 

, お， >r ドヅ， ^^の 迷信 を 笑 ひ、 後者 は 前者の 不遞 異端 を責 むる にあら す や、 其 他 長老 派の 固爭 なる、 浸 

禮 派の 獨 尊なる、 或は 「クリスチャン」 派と か、 新 H ルサレ ム派 とか、 ブラ ダレ ン派 とか、 各々 其特 

種の 敎義を 揚言し、 自派 を賞贊 して 他派 を 蔑視す るに あらす や、 博識 才能 ある もの 何ぞ 一派の 特有 物 

ならん や、 余に して 若し 自己の 信仰 を定 むる 能 は ざれば 余 は 果して 何れの 派に 己を投 すべき か、 ，， ^ル i 

. ヂナル 、—マ -ー ングが 天主 敎會の 高 Is なりし が 故に 余 は 法王の 命に 從 ふべき か、 監督 ヒ ー バ ー、 們ぃ ン— • 

><i^;sry,,^ が英國 監督 派な りしが 故に 余 は 監督 敎會 に屬 すべ きか、 ,ジ|「 ド ソ ン が 浸 禮敎會 の 人な りし 

が 故に 余 は 「バ プチ スト」 たるべき か、 リビ— ン I、 グス トンが 長老 敎會の 人な りしが 故に 余 も 亦 彼と 敎派 

を 同 ふすべき か、 若し 人物 を 以て 余の 敎會 上の 位置 を定 むべ しと なれば 余はュ 一一 テリアン たるべきな 

り、 何と なれば 余の 最も 尊敬す る， チ Ifl 一一  ン. グ I、 ，カリ ソ ン ， pin ル，' の 如き 人 は ュ -1 テリアン 敎に屬 し 

たれば なり、 余はク H 1 クルた るべき なり、 何と なれば ク， i 1 .ク—、 フホ —タス、 ゃム， ， ？ン、 ス 

チ 11 ベン、 ク— レ |,、—、：^1、 ，.^^^,^、|モリ ス—等の人々は友會派に屬したればなり、 余 は 普通 基督 敎徒 


が 目して 以て 論す るに 足らざる ものと 見做す 小敎 派の 中に も 靄然 たる 君子、 淑德の 貴婦人 を目擊 した 

り、 惡 魔よ 汝 の說敎 を 休めよ、 若し 余に して 善 惡を區 別し、 之 を 撰び 彼を捨 つるの 力 を 有せ ざれば、 

余 は 他人の 奴隸 となるべき ものな り、 心 靈の責 重なる は その 自立の 性に あり、 我 最と少 きものと 雖も 

苟、 も 全能者と 直接 の 交通 を 爲し得 べき ものな り、 神 は 法王 監督 牧師 神學者 輩の 手を經 すして 直接に 

余 を 敎へ給 ふなり。 

鳴 呼眞理 たる 神よ、 願く は 余 をして 永久の 愛に 於て 爾と 一なら しめよ、 余 は 時々 多くの 事物に 關 

して 讀み 且つ 聞く に 倦めり、 余の 欲する 處 §1- む處は 悉く 雨に 於て 存 するな り、 總 ての 博士 等 をし 

て默 せしめよ、 萬 物 は爾の 前に 靜 かなら しめよ、 而 して 爾 のみ 余に 語れよ。 

トマス、 ァ 1 、 ケム ビス 

他人 の 忠吿 決し て 輕す べきに あらす、 人 は 自身 の 面 を 見る 能 はざる が 如く 社會 に 於け る 己の 位置 を も 

能く 見る 事 能 はざる べし、 一 切 萬 事 我意 を 押 通さん とする は 傲慢 頑愚の 徵 にして 我等の 宜しく 注意す 

べき 事な り。 

■  A7i  5  ひ！，、 し び 0-5 い ち ±5 こ-., 

然れば とて 自己 の 意見 を 以 て 悉く 信憑す ベ からざる もの と斷 念す る も 亦 薄志 病 意 の 徵候 なり、 玆 に 陣 

士 叫 「ッ の 言 を 聞け 

" It  is  net  pal.tiillity  to  self  alone  upon  .Nvlucll  tlie  Klea-  is  Icullcled  tllu-t  ycu  see  ycul- 

own  cause  Isst.  Tliere  is  au  element  of  reason  in  this  idea  ；  your  judgment  even  a で peals 

i;o  vou,  that  veil  must  g-rasp  most  comruetely  yourself ン vliat  is  so  near  to  yc2,  vzhat  OTO 

intimately  relates  t-o  you  ；  wliat  l:_y  your  situation,  you  llfu-e  Imp  a 】，>o.sver  oi  searching 

基！ B 敎 省に 捨てられし 時  1 一！ 五 
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into.  "I-Mozley-S  sermon  on  "  Aval- . . 

人 は 殊更に 能く そ の 申 分 を 判^し 得 べしとの 觐 念は必 しも 自己に 對 する 偏頗 心 にの み 因る にあら 

すして 公平なる 理由の 其 中に 存 する あり、 吾人の 理 達に 訴 ふる も、 吾人 は 吾人に 接近す る、 吾人 

ちみつ  みづ か 

に 緻密なる 關係を 有する、 吾人の 位置より して 自由に 探究し 得る 事物に 就て は、 吾人 自ら 最も 充 

分に 是れ を會 得し 得べき は 明らかな り。  「戰 爭」 と 題す る 說敎中 博士 モヅレ ー の 語 

せきがく 

余 は 日本人な り、 故に 日本 國と 日本人と に關 して は 余 は英國 の碩學 よりも、 米國の 博士よりも 完全な 

る 3 心 想 を 有すべき ものにして、 此 國と此 民と を敎 化せん とする に 於て は 余 は 彼等に 勝りて 確實 なる 觀 

念 を 有する I* は當然 たるべ きなり、 余 は アイヌ 人の 國に 到れば 余の アイヌ 人に 勝る 學識を 有する の 故 

を 以て アイス 人に 關 する アイヌ 人の 思想 を輕ぜ ざるな り、 余 は _ 小徑を 山中に 求む る 時 は 余の 地理 天文 

に 達し 居る が 故に 樵 夫の 指揮 を 見^さ るな り、 余の 國と國 人と に關 して 余が 外國 人の 說を 悉く 容れ 

ざる は必 しも 余の 傲慢なる が 故に あらざる なり、 日本 は 余の 生國 にして 余の 全身 は此國 土に 繫 がる i 

もの なれば 余の 此！！ に 對 する 感情 の 他闽 人に 勝 る は當然 なり、 利害 の 大關係 ある 余 の 自國 に 關 する 余 

ooooooc〇oocoocoo〇oooooooooooooooooooooooo〇oc>〇 

の 觀念は 他國人 の 此國に 對す る觀 念よりも 健全に し て 確實 なり と 信す る は 決して 自身 を 賞揚す るの 甚 

しきものと 云 ふべ からざる なり、 又 余の 一身の 所 分に 就ても 余 は 余 自身の 事に 關 して は 最大 最良なる 

尊！： 學者 なり、 神の 靈 ならでは 神の こと を 知る ものな し、 余の 靈 のみ 余の こと を 知るな り、 余の 神に 

對 する 信仰 また 然り、 余に 最も 近く 且 余の 最も 知り 易き もの は祌 なり。 哲學者 ライプ 一一 ッッ 曰く 

心堇 以外の ものにして 直接に 之 を 識認し 得る もの は 神の み、 感能を 以て 知り 得る 外物 はたぐ 間接 

にの み 能く 之 を 認め 得べ し 


OO300OO000000OO00000OO000O000O00O0000O00000  o 

余 は 余の 神 を 知る に 於て はブ II テス タン ト敎徒 全 體が羅 馬 法王の 取次 を 要せざる が 如く 監督 又は r デ 

0  0  000O0O00000000000000C00 

ヤコ」 又は 牧師 又は 執事 又は 勸士の 取次 を も 要せざる なり。 

反對 論者 曰く、 若し 君の 說の 如くならば 敎會の 用^ 處 にかな する、 人 は 一箇 人と して 立つ 能 は ざれば 

こそ 敎會の 必要 あるに あらす やと。 

淺潘 なる 議論な り、 視すゃ 同様なる 議論 を 以て 天主 敎會は 千 五 百年 來 他の 基督 敎徒を 攻めつ k あるな 

り、 同様なる 議論 を 以て アル ビゼ ン ス敎徒 は 殺戮せられ、 セル ビタス は燒 殺せられ たり、 敎會 なる も 

の は 神の 子供の 集合 體 にして 無私 公平 和 愛 慈悲の 凝結な り、 眞 正の 信徒 ありて 敎會 あるな り、 敎會ぁ 

りて 信徒 あるに あらす、 信徒 は 自然に 敎會を 造る ものな り、 ：iE も 同じ 幹より 養 汁 を吸牧 しつ.^ ある 枝 

葉 は 一 植物た るが 如し、 人 は 眞理を 知る の 力 を 有し、 直に 祌の 「インス ピレ ー シ ヨン」 に 接する を 得 

5  J-i ん  0000OO あかし 0O  000OO ゥ 0  0 あ. ァし 0 

る ものな りと は 余が 基督 敎基 木の 原理と 信す る處 なり、 眞 理は眞 理の證 なり、 敎會必 しも 眞理 の證に 

あらざる なり、 敎 會は眞 理を學 ぶに 於て 善良なる 扶助なる ベ けれ 共、 眞理 は敎會 外に 於ても 學び 得べ 

きものたり。 

" The  destruction  oi  the  tneol.v  CI  the  infallit>ility  of  the  Bible  has  IJecl-l  one  OT  tlie 

means l>y  wlucll  .\vo  liave  Ibecn  pl.c\,eutej  from  resting-  in  tlie  external nnd  mechanical, 

and  driven  to  wliat  tel.l.ifies  uh  at  fh.st  as  the  intang.il>ilitv  and  vag.ueness  of  the  sllil.it. " 

— wro^.  J.  Llewellyn  Davies,  in  the  Fortnightly  Beview,  reprinted  in  tlie  Library  Magazine 

of  Msu.ch,  1888. 

s^: 書 無 誤謬 說の 破壞は 我等 をして 外形的 並に 器械 的の 基礎 を 捨てし め、 手に て觸る \ 能 はざる も 

敎 雀に 捨てられし 時  1 一一 七 
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の、 定義 を 付す る 能 はざる ものと して 我等が 始め 恐怖せ し靈の 土臺に 頼らざる を 得 ざら しむる も 

のな り。  リュ ー ウェリン、 デビス 敎師の 語 * 

敎會無 誤謬 說も 聖書 無 誤謬 說と 同時に 中古 時代の 陳腐に 付せ る 遣 物と して I 一十 世 期の 人心より 棄却す 

ベ きものな り。 

是 理論な り、 然れ共 世 は 未だ 理論の 世に は あらざる なり、 憎 愛 は 理論的に あらす、 人 は 服從を 愛して 

抵抗 を惡む ものな り、 假令余 は 理論 上確實 なる にもせ よ 余の 先輩と 說を同 ふせす 其 指揮に 從は ざれば 

余 は 其 保護の 下に 置かれざる は 決して 怪 むべき にあらざる なり、 余 は 敎會に 捨てられたり、 余 は 余の 

現 氣の樂 園と 頼みし 敎會 より 勘當 せられたり。 

鳴 呼 神よ、 此試鍊 にして 余の 未だ 充分に 爾を 知らざる 時に 來 りしなら ば 余 は 全く 爾の 手より 離れし な 

らん、 然れ ども 雨 は 余に 堪ゅ能 はざる の 試 鍊を降 さす、 敎きは 余が 自立し 得る 時に 當て余 を 捨てたり、 

敎會我 を 拾し 時に 雨 は 我 を 取り 舉 げたり、 余の 愛する もの 去て 余 は 益 々雨に 近く、 國 人に 捨てられて 

余 は； 爾の 懐 にあり、 敎會に 捨てられて 余 は 雨の 心 を 知れり。 

敎會が 余 を 捨て ざり し 前 は 余 は敎會 外の 人 を 見る 實に 不公平な りき、 余 は 思へ らく 基督 敎 外に 善人 あ 

るな しと、 余 は 未 信徒 を 以て 神の 子供と 稱 すべから ざる ものと 思へ り、 然るに 敎會が 余 を 冷遇し、 其 

敎師 信徒が 余の 本心 さへ も 疑 ふ 時、 敎會 外の 人に して 反て 余の 眞意を 諒察す る もの ある を 見て、 余 は 

天父の 慈悲 は尙ほ 多量に 未 信徒 社 會に存 する を 了れ り、 叉敎會 外に 立て 局外より これ を 見る 時 は 今日 

迄 は 神意の 敎 導に 由て 歩む 仁人 君子の 集合 體と思 ひし もの も 亦 其. s: に 猜疑、 僞善、 佞奸の 存 するな き 

にあらざる を 知れり、 尖塔 天 を 指して 高く、 風琴 樂を 和して 幽 なる 處 のみ 神の 敎會 ならざる を 知れり、 


孝子 家計の 貧 を 補 はんが 爲 めに 寒夜に 物 を 鬵ぐ處 是れ祌 の敎會 ならす や、 良婦 良人の 病 を 苦慮し 東天 

.|1^^-.111ゎ51;^;1|ぃきき1;^勝を5^1むる處是れ神の敎會ならすゃ、 余世の 誤解す る 所と なり 攻擊 四方に 起 

る 寺 友人 ありて 獨り 立て 余 を 辯す る 時是れ 祌の敎 きなら す や、 嗚呼 祌の 敎會を 以て 白壁 叉 は 赤 瓦の 內 

つ. 1!な  OOC-0000  0  0000000  0000  C ゥ ^  » 

に存 する ものと 思 ひし 余の 诎 さよ、 神の 敎會は 宇宙の 廣 きが 如く 廣 く、 善人の 多き が 如く 多し 余 は 

敎/ かに 捨てられたり、 而 して 余 は 宇宙の 敎會 に入會 せり。 、 

< ^は 敎會 {i 捨てられて 始めて 寬容寛 { 有の 美德を 了知す る を 得たり、 余が 小心 翼々 神と 國 とに 事 へ んと 

する 時に 當て、 余の 神學 上の 說の 異なる より 敎會は 余の 本心と 意志と に 疑念 を懍き 終に 或は 余 を惡人 

と 見る に 至れり。 

嗚呼 余 は 余が 佗人 を さばきし が 如く さばかれたり (馬 太 傳七章  一、 二)、 余 も敎會 にあり し 間 は 余の 

敎會 外の 人を議 する に當て かく ありし なり、 基督 敎を 信ぜざる が 故に 未信者 は错 信用すべからざる 者 

なり、 法王に 賴 むが 故に 天主 敎徒 は汚據 なる 豕兒 ル i の 語) なり、 魯 國宜敎 師に敎 化されし 希 

isis 國賊 なり、 監督 敎會は 英國が 世界 を 掠奪 せんが 爲の 機關 にして 其 信徒 は 黄白の 爲 めに 使役せ 

らる k 探慨 なり、 長老 敎會は 野 人士の 集合 所な り、 メソヂ スト 敎會は 不用 人物の 巢窟 なり、 タエ I 

クル 派 は 偽善な り、 ュ 一 1 テリアン 派 は 偶像 敎に 勝る 異端な りと、 若し 某氏の 宗敎 事業の 盛なる を 聞け 

ば 曰く、 彼れ 世人に 詔 ふが 故に 彼の 敎會 に聽 衆多し と、 某氏の 學 校の 隆盛 を 聞けば 曰く 彼 高貴に 媚る 

が 故に 成功した りと、 余 は 思へ らく 眞 正の 善人に して 余と 說を 同う せざる の 理由な しと、 天主 敎 徒た 

み. の，、  み 

り、 ユー 一 テリアンたり、 メソヂ ストたり、 ブレス ビ テリ ヤンたり、 皆 各々 肉 愁の充 たすべき もの あれ 

ば こそ 然る なれと、 然れ ども 敎會に 捨てられ てより 余の 眼 は 開き、 余の 推察の 情 は 頓に增 加せ り， 學 

基 に 捨てられし 時  S 九 
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會堂 にあり しもの 是を 聞て 大に 憤り、 起て ィ H スを邑 の 外に 出 し 投下さん とて、 其邑の 建ちた る 

崖にまで 曳き往 けり。 

。  (路加 傳第 四章廿 八、 卄 九) 

基督に 依て 眼 を 開かれし もの も敎 きょり 放逐せられ たり。 

彼等 答へ て 曰け る は、 爾は盡 く 罪 に 生し 者なる に 反って 我 倚を敎 ふる か、 遂に 彼 を 逐^せ り、 

彼等が 逐ひ 出し \ 事 を 聞き、 イ，， エス 尊ね て 之に 遇 ひい ひける は、 爾祌の 子 を 信す る 乎、 答へ て 曰 

ひける は 主よ 彼と して 我が 信すべき 者 は 誰なる や、 ィ H ス n: ける は、 雨す でに 彼 をみ る 八：' なん ぢ 

と 言 者 は それなり、 主よ 我 信す とい ひて 彼を拜 せり。 (約 翰 傳第九 章第卅 S:— 卅八) 

^.^t^ も 放逐せられ たり、 口 ー ジャ、 ゥヰ ルリ ャ— ム. T も 放逐せられ たり、 リ. ビ，^ グ ス トン が 直接 傅 

道 を 4:1 めて 地理 學探撿 に從 事せ しが 故に 英國傳 道會社 の 宜敎師 た るを辭 せ ざ る を 得ざる に 至りし 如く、 

叉 % の 支那に 於け る米國 宜敎師 I クロ I セ |?^, 氏が 普通 宣教師と 異なる 方法 を 採り 北京の 窮民 救助に 從事 

せし に 依て 終に 本國 よりの 補給 を絕 たれ 支那 海に 於て 貧困の 中に 下等 船客 窒內に 死せ しが 如く、 或は 

師父. が 生命 を拋 つて モ 力 ^島の 痴病忠 者 を 救助し 死して 後 彼の 聲^ 天下に 轟きし や 米國の 

敎師 にして 神學 博士なる 某が 一書 を 著して 此殉敎 者 生前の 名譽を 破毀 せんとせ しが 如く、 敎會に 拾 

てられ 信者に 讒謗され 惡人視 せらる、 は 決して 余の みに あらざる なり。 

^にに くまる、 は われの みならす、 

ィ iH ス はわれよりも いたくせ めら る、 

然れ ども 嗚呼 祌ょ、 余 は 直 は 全く 余 に^して 曲 は 悉く 余 を 拾て し敎會 にあり とは斷 じて 信ぜざる なり、 

«is 教會 に 捨てられし 時  BM 
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^お 信徒の な 0 さめ  e: 二 

に 缺點の 多き は爾 のしろ しめす 如くに して 余の 一 百行 の 不完全なる は  の 充分 爾 の 前に 白 歌す る 所な 

り、 故に 余 は 余 を 捨てし 敎會を まざるな り、 其- S に 仁人 君子の 存 する あり ご その 雨の に盡 せし 功 

せんせ .3  し. 3 にん  >、 に  た V.,  メ，； ァリ 

tl は 決して 少ならざる こと は 余の 充分に 識認 する 所な り、 其內 に偽グ ，，， ； ， しの 多少 横行す るに も 

せよ、 之れ 爾の 御名 を 奉す る敎會 なれば 我 何 ぞ之を 敵視す る を 得ん や、 余の 心 余の 祈禱は 常に 其 上に 

あるな り、 余 は 世に 「リベラル」 (寛大) なりと 稱 する 人が 自己の 如く 「リベラル」 ならざる 人 を 目 

して 迷信と 呼び 狭隘と 稱 して 批難す る を 見たり， 願く は祌ょ 余に 眞 正の 「リベラル」 なる 心を與 へて 

余 を 1 逐 せし 敎會を も寬容 する を 得せし めよ。 

余 は 無敎會 となりたり、 人の 手に て 造られし 敎會今 は 余 は 有するな し、  を 慰む る 覆 美の 聲 なし、 余 

の爲 めに 祝福 を 祈る 牧師な し、 然 らば 余 は 祌を拜 し 神に 近く 爲 めの 禮拜堂 をお せざる 乎。 


き^ゎ！^^-^き然福昔を演べ傳ふるの許可を有せざれば、 余 は 獨 憂に 沈む もの、 或は贫 困樓ま 

いでん li を it る もの、 或は 罪に 恥て 暗處に 神の 免 を 求む る もの k 許 を 問 ひ、 ナザ レ の 耶蘇の 貧と 孤 

獨と惠 と を 語らん、 鳴 呼 神よ 余 は 敎會を 去ても 爾を 去る 能 はざる なり、 敎會に 捨てら る& 不幸 は 不幸 

t«>*«>«1><«t>««<<«  OOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOOOO 

なる ベ けれ 共爾に 捨てられ ざれば 足れり、 願く は 敎會に 捨てられ しの 故 を 以て 余 をして 爾を II れ ざら 

0  0  0 

しめよ 0 


第 四 章 事業に 失敗せ し 時 

基督 敎は 人を眞 面目に なす ものな り、 靑年 之に 由て 已に 老成 人の 思想 あり、 少女 之に 由て 巳に 老媼の 

注意 あり、 そ は 基督 敎は 物の 實を 求めし めて その 影 を輕ぜ しむる もの なれば なり、 小說 の玩讀 芝居の 

見物 は變 じて 歴史の 攻究 社 會の觀 察と なり、 野望 的の 高名 心は變 じて 沈着なる 事業の 計畫 となり、 自 

己 尊大の 念 は 公益 增 進の 希望と 變じ、 「如何にして 斯 國と斯 神と に 事 へん 乎」 との 問題に 付て B も 夜 

も 沈思す るに 至る。 

" Wlien  I  .was  yet  a-  t-llild, iio  childlsli  luay 

To  me  was  pleasing  ；  all  my  mmd  was  set 

Serious  to  leal.u  and  icnow,  ana  thence  to  do 

事業に 失敗せ し 時  ral 一 1 


SI お 信徒の たぐ さめ  EI 四 

ン Vliat  mi^ht  l>e  PUTblic  g.ood  ；  niyself 1 tlloug.la<l 

Born  to  tliat  end.  " II INIilton,  Paracuse  neg-alned. 

宗敎 にして 事業 心 を 喚起せ しむる もの は 基督 敎 なり、 審 業と 宗敎と は 自ら 其 性質 を 異にする ものな り 

との 觀念は 普通人 §1 の 抱懐す る 所な り、 事業と は活潑 なる 運動 を 意味す る ものにして、 宗敎と は靜肅 

隱遁を 意味す る ものた るが 如し、 余輩 未だ 曾て 佛敎の 熱心 家に して 敎理 の爲 めに 大事 業 を 企てし 人 あ 

る を 開かす、 釋 氏の 理想 上の 人物 は 決して 事業家に は あら ざり しなり、 然れ ども 基督 敎の 特徵 として 

^の 事業 を 重す るの みならす 之 を 信す る もの をして 能く 大事 業 家た るの 聖笔を 起さし む、 力 1 ラ . ^か 

の 所謂 Peasant-saint  (% 聖人)、 卽ち 手に 鋤 を 取りながら 心に 宇宙の 大 &バ 理を貯 ふる 人、 是井 &餐の 

y-. 、リナと  へきそん  1 

现想的 人物に して、 基督 彼 自身 も 亦 僻村 ナザレの ー小ェ なりし。 

こ と た- ヽ  5 ^わん ふ  し J?.;' 

余 も 基督 信徒と なりし より 芝居 も 寄席 も 競馬 も 弄 花 も 悉く 舊來の 玩味 を 去り、 獨り 事業て ふ 念 は頻に 

胸 巾に 勃興して 殆 んど禁 する 能 はざる に 至れり、 ^は 蘇の り、^. を學 び、 「利 慾の 爲 めに 商 

人 の 通過し 得る 處何ぞ 基督 の 愛に 勵 まさる \ 宣敎師 の 通過し 得 ざ るの 现 あらん や」 と 云 ひつ k 亞弗利 

加 大陸 を横斷 せし に 傚 ひ、 我 も 又 新 宗敎の 感動の 下に 南洋 叉 は 北海 無人の 邦土 を 探求 せんか、 或は 獨 

の，、； Trrt^M ッ  1 (C31u.istian  Friedl.ich  Schwartz) を 風！ -び、 未開 國の敎 導師と なり、 仁愛の 基礎の 上 

に 其 國是を 定めん 乎、 或は 英の ^,^lq、—.rv を學 び、 荒 蕪 を 開き 蠻 民と 和し、 純然たる 君子 國を 

深森廣 野の 中に 建立 せん 乎、 或は 米の $1 ボ、、 テ ー を學 び、 貧より 起て •r„n 萬の 富 を 積み、 孤 を 養 ひ 寡 を 

いふ やめ  き f けい，、 わく 

慰め、 大 慈善の 功績 を擧 げん 乎、 休 言よ、 基督 敎に 世の 快樂 なしと、 此希^ 此計畫 —嗚呼 實に余 は 余 

の 生 の 短き を 歎ぜり、 事業、 事業、 國の爲 めの 事業、 神の 爲 めの 事業、 —嗚呼 世に 快と 稱 する もの 


の屮 M 物 か 此快樂 に 優る もの あらん や。 

余 はせ て 思へ らく、 自己の 爲 めに 富貴た らん 事 を 祈る は 罪な り、 神 必す如 斯祈禱 は 受け 給 はざる ベ 

しと、 名譽を 得ん が爲 めの 祈禱 も叉然 り、 然れ ども 他 を 益 せんが 爲 めに 祈る 事 は 神の 最も 悅び給 ふ 所 

にして、 か、 る 祈禱は 必す聽 かれ、 余の 事業 は必す 成功に 至らん と、 依て萬事を打捨て>-余の祌&^な 

る 希 を 充 たさん 事を勉 めたり、 勿論 基督 信徒と して 余 は 世に 媚び 高貴に 語り 以 て 余の 目的 を 達す ベ 

きに あらす、 余の 賴 むべき は 神な り、 正義な り、 「或は 車 を賴み 或は 馬を賴 みとす る 者 あり、 され ど 

我等 はわが 祌>- ホバの 名 をと なへん」 (詩篇 一 一十 〇 七)。 

比 寺 こそ 實こ 余に 权 りて は 最も 多望なる 最も 愉快なる 時な りき、 余の 前途に 防 害なる ものな く、 余の 

ンっ. X  ,  はんじん  せい-一う ilyo. すん 

心中に 失敗なる 文字の 存 するな し、 余 は 宇宙の 祌を 信じ 萬 人の 爲に 大事 業を途 げんと 欲す、 成功、 ゼ然 

なり、 神 在す 間 は 余の 事業の 成功せ ざる 理由 あるな し、 見よ 世の 事業家の 失敗す る は 自己の 爲 めに 計 

り榮 光の 神 を 信ぜ ざれば なり、 余 は然ら す、 余の 事業 は公ハ „^ の爲め 神の 爲 めたり、 若し 余に して 失敗 

せ：. り び -っ 

るなら ば 神は存 せざる なり、 正 理は誤 1?』 なり、 、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 


然るに 余の 愛する 讀 者よ 余 は失肷 せり、 數 年間の 企圖 と祈禱 とは畫 餅に 屬 せり、 而 して 余の 失欧 より 

來 りし 害 は 余 一 人の 身に 止まらす して 余の 庇 保の 下に ある 忠實 なる 妻 勤勉なる 母の 上に も 来れり、 余 

は批 間の 嘲弄 を  1 豕れ り、 友人 は 余の 不注意 を 責め、 余の 敵 は 余の 不幸 を 快と せり、 惡靈此 機に 乘じ余 

事实に 失敗せ し 時  6； 五 
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國の爲 め汝の 愛する 妻子の 爲 めに 忍ばざる、 神は汝 より 無理の 請求 を爲 さす、 法 略 は 今 世の 必要物な 

り、 法 略と 虛ー 百と は 自ら 異る處 あり、 汝 解せ しゃ 否や」 と。 

鳴 呼 誰か 此 巧みなる k 鋒に 敵す る もの あらん や、 事實 は確實 なる 結論 者な り、 余 は 經驗に 依て 正義 公 

道の 無 功力なる を 知れり、 惡靈 の說論 之れ 天よりの 聲 ならす や、 我等 は 經驗に 依ての み 事物の 眞相を 

あやまつ て あ ら仁 むる に は *、 かるな か れ 

知る を 得るな り、 而 して 經驗は 余の 希望に 反せり、 過而勿 憚改、 何ぞ 公平なる 學者 として、 勇 

氣 ある 男子と して、 今日 迄の 迷信 を脫 し、 國の爲 め 神の 爲め 少しく 法 略 を 利用して 前日の 失敗 を 贖 は 

ざる。 

レ ゆさい 

時に 聲 あり. s: より 聞 ゆ、 其 調子の 深遠なる 永遠より 響き 來 るが 如し、 其 威力 ある 宇宙の 主宰の 聲 なる 


基 g 信徒の なぐさめ  P  ,> 

に 耳語して 曰く r 汝無 i "の ものよ、 方便 は 事業 成功の 祕訣 なる を 知らざる 乎、 精神の み を 以て 事業 を 

爲し 遂げ 得べ、 しと 一 づに思 ひし 稚な 心の 憐れ さよ、 某大 事業家 を 見よ、 彼 は 學校を 起す に 方て 廣く世 

の 贊成 を 仰ぎ、 少々 は 良心に 恥 づる所 あると も數萬 の 後進 を 益す る 事と 田. - へば 意 を 曲げ 膝 を 屈し 以て 

莫大の き 金 を 募り 得しに あらす や、 「攝理 は 常に 强大 なる 軍隊と 共に あり」 との ヂボ レオ^ 第一 世の 

999，  9999 曹曹 999  9，  999  ぼ 、し  せいぎ こ- r- ！； でフ リ i-  みづカ 

語 は實に 事業家の 標語た るべき ものな り、 見よ 某 牧師 は 常に 正義 公道の 利益 を說 くと 雖も、 彼れ 自ら 

會堂を 新築し 敎理 を傳播 せんとす る ゃ必す 世の 方法 を 取る にあら す や、 正義 公道と は 天使の 國に 於て 


が 如し、 余の 全身 を 震動せ しめて 曰く、 「正義 は 正義な 一  と、 而 して 後 齓然 たり。 

嗚呼^ 何すべき や、 誰か 此聲 に抗 する もの あらん や、 然 らばぎ る、 とも 正義 を 守れとの 謂 か、 、 ヽ ヽ 

、、ヽ ヽ ヽヽヽ 、、ヽ r  、ヽ、 ヽヽヽ 、ヽ ヽヽヽ ヽヽ、 ヽヽヽ ヽヽ、 、ヽヽ 、、ヽ ヽゝ、 ヽヽ、 

嗚呼 余 は 悟れり 余の 神よ、 正義 は 事業より 大 なる ものな り、 否 な 正義 は 大事 業に して 正義 を 守る に 勝 

る 大事 業の あるな し、 人世の 目的 は 事業に あらざる なり、 事業 は 正； i に 達する の途 にして 正義 は 事業 

9  9  9  9  9  9  0  9  9  9  しよくさん  ** な 

の 侍女 (Hruldlnaid,:- にあらざる なり、 敎會も 學校も 政事 も 殖產も 正義 を學び 之に 達する 爲 めの 道具 

そ 力.. ゥ 0  これ じ,？ し  ！ h い； h ん 

なり、 現世に 於け る 事業の 目的 は 事業 其 物の 爲 めにあら すして 是に從 事す る もの、 之に 由て 得る 經驗 

たん I ん かんにん あいこん  ，1! ふと  し ご えい ゑん よで 

毅鍊 堪忍 愛 心に あるな り、 基督 敎は 事業よりも 精神 を 尊ぶ ものな り、 そ は 精神 は 死後 永遠 迄存 する も 

せ、 r- めつ  ャ, ノ 

のにして 事業 は 現世と 共に 消滅す る もの なれば なり、 支那 宣敎師 某 四十 年間 傳 道に 從 事し 一 人の 信徒 

き えつ  こんせい J  し ふ  . I , 

を 得す、 然れ ども 喜悅 以て 今 世 を 逝れり、 彼 は 得し 處 なかり しゃ、 否な、 師父 ザビ HI は 東洋に 於て 

百 萬 人 以上に 洗禮を 施したり と雖も 恐く は 現世より 得し 眞 結果に 於て は 此無备 の 一 宣敎師 に 及ば ざり 

しならん、 嗚呼 業よ 事業よ 幾 干の 偽善と 牢劣 手段と & 妬と 爭 とは汝 の 名に 依て 惹起され いや。 

み ャて  1^ 

鳴 呼 然る か、 然 らば 余の 失敗せ しは必 しも 余の 罪に あらす、 亦 神の 余 を 見捨賜 ひし 證據 にあら す、 亦 

余 の 奮勵 祈禱 の 無益 なる を 示す にあらざる なり、 然り 若し 正義が 事業の 目的な ら ば 正 義 を 發 表す る に 

於で 正義 を 維持す るに 於て 最も 力 ありし i 業 こそ 最も 成功 ありし 事業な り、 基督 敎の主 1! より 云へば 

正義 之 を 成功と 云 ふ、 正義 を {ャ る是れ 成功せ しなり、 1^ 義 より 戻る 叉 正義より & する (假令 少しな り 

とも) 之 を 失敗と 云 ふ、 大厦 签に聳 へて 高く、 千 百の 青年 其內に 集り 隆盛 を 極む るの 學校 事業 必 しも 

し ？  A,  せつ.：：' つし や  , 9  ，  ，  9  , 

成功 事業に あらざる なり、 其 資金の 性質、 其 設立者の 精神 は 其 成功 不成功の 檩準 なり、 仁政 之 を 成功 

事 菜に 失敗せ し 時  ra*. 


i<; ほ 信徒の なぐさめ  ァ 

^^^.^^ 所謂 政 術を學 び、 是と 和し 彼と 戰ひ、 是に 媚び 彼と 絶ち、 如 3： に 外面 上の 國 

威 を" i はふに もせよ 之れ 失収 せる 政治な り、 義人 は 信仰に 依て 生くべし、 立 〈器 軍艦 增加 せし 故に 成功せ 

りと；；；；^ する 政治家、 敎場 美麗に して 生徒 多き が 故に 成功せ りと 信す る敎ぉ E〔c 壯宏 なる 敎會の 建築 竣 

て 成 力せ りと 信す る 牧師、 帳面 ヒ洗禮 を 受けし もの、 增加 せし を 以て 傳道 事業の 成功せ しと 信す る宣 

敎： 帥、 —— 等 はおな 肉^ を 以て 歩む ものにして 信仰に 依て 生く る ものに あらざる なり、 玩弄物 を玩 

へ>如£几.^-ぃ、 .i^l^^^i ゃハ 像 lis? なり、 黄土の 堆積.^ 樂 む守錢 奴な り、 而 して 基督 信者に は あら ざ 

ァゥ ん チン 曰く 「大人の 遊 戲之を 事業と 云 ふ」 と、 鳴 呼 余 も 亦 余の 事業 を 見る 事 小兒の 

見る が 如くな りし、 余 は By に 於て 始めて 基督の 野の 試の 註解 を 得たり、 馬 太傳四 章に 日く、 

さて  せ， 1 、  こ、 ろみ  なち  J 

偖 イエス 聖靈に 導かれ 悪魔に 試ら れん 爲に 野に 往 けり、 四十 日 四十 夜食 ふ 事 をせ す 後う ゑたり 

試む る もの かれに 來 りて 曰け るは爾 もし 神の 子なら ば 命じて 此 石をパ ンと爲 よ、 ^  H ス答 ける は 

t  C  た V*  すべて こ， £ぷ  しる  ニゝ 

人はパ ン のみに て 生る ものに あらす 唯 神の 口より 出る 凡の 言に 因る と錄 されたり 是に 於て 惡魔 

彼 を聖き 京に 携へ ゆき 殿の 頂上に 立た せて 曰け る は、 雨 もし 神の 子なら ば 己が 身 を 下へ 投ょ、 董 

なん ぢが 爲に祌 その 使 等に 命ぜん、 彼等 手に て 支へ 爾が 足の 石に 觸れ ざる やうす べしと 錄 された 

、 VW  しる  ケ れ  いとに. 3 

り、 .弋 エス 彼に 曰け る は 主たる 雨の 祌を 試む ベから すと 亦錄 せり、 惡魔 また 彼 を 最高き 山に 携へ 

ゆき 世界の 諸國 とその 榮 華と を 見 せて 爾 もし 俯伏て 我を拜 せば 此等を 采^く なん ぢに與 ふ ベ しと 曰 

ふ、 イエス 彼に 曰け る はサ— タンよ 退け 主たる 爾の神 を拜し 惟之に のみ 事 ふべ しと 錄 されたり、 終 

てんの つか ひ  つか 

に惡魔 かれ を 離れ 天使た ち 來り事 ふ。 

( 一 節より 十 一 節まで) 


キリ 太ト すで 

基督 已 に 歳 三十に 逹し內 に 省み 外に 學び 終に 世 の大救 主た る を 自覺す るに 至れり、 彼の 再 從兄パ プ テ 

ス マの ョ ハネも 彼に 此 天職 ある を 認め 神の 小羊と して 彼 を 公衆に 紹介せ り、 皇天 も 彼の 自覺 とョ ハネ 

の 見解と を 確かめん 爲 めに 聖靈を 鳩の 如く 降して 彼の 上に やどらせり、 然れ ども 如何にして 此世を 救 

はん 乎是 基督 を 野に 往か しめし 問題な り、 (馬 可傳 一 章 十一 一節 「往 かしめ し」 は 英語の driveth 希臘 

語の ek-ballei 「無理に 逐 ひやる」 の 意な り)。 

彼餓 たり、 而后 世界 惊干 萬の 民の 食 足らす して 饑餓に 苦しむ を 推察せ り、 (醒概 天皇 寒夜に 衣 を脫し 

I  V 一  せ ？ 

て 民の 疾苦 を ひし 例 を參考 せよ)、 基督 思へ らく 「我 は 慈善家と なりて 贫民を 救 はん、 我に 土石 を 

どこ  み-仁  99999 曹 9199， ，， 

變 じて 「。ハ ン」 となす の 力 あり、 億 萬の 空腹 立 所ろ に充 すべし」 と、 然ル 共聖靈 彼に 告て 曰く 「錢娥 

を 救 ふ は 一 時の 慈善な り、 雨の 救世の 事業 は 永遠にまで 達すべき もの なれば 億 萬 斤の パ ンと雖 も 決い 

て爲し 得べき ものに あらす、 神の n より 出づる 凡ての 言 こそ 眞 正の 「パン」 なり、 雨の 天職 は 世 § 所 

謂 慈善事業に あらざる なり」 と。 

かれ  みや  い み  あくれ、，  ； 

慈善家た るの 念を斷 ち、 彼 一 日聖 殿の 頂上に 登り、 眼下に 萬 人の 群集す る を 見し 時、 惡靈 再び 彼に 耳 

語して 曰く 「爾は 雨の 思想 を是 等の 民に 傳 へんと 欲す、 然れ ども 爾は I カザレ，， の 一 平民に して 誰も 雨の 

さ t りょく  な ゆ  しゅうじん  ぎ，.， や f 

才力と 眞價 値と を 知る ものな し、 故に 爾先づ 己が 身 を 下に 投ょ、 然 らば 衆人 爾の 技倆に 驚き 雨に 注目 

する に 至らん、 民の 名望 一 たび 雨の 有に 歸 せば 彼等 を 感化す る 掌 を 反すよりも 易し」 と、 然れ共^^J 

よりの 聲は 曰く  r 眞理 は虛喝 手段 を 以て 傳へ 得べき ものに あらす、 民の 名望に 頼て 彼等 を敎： ^せんと 

す 是れ祌 を 試み 己 を 欺くな り、 方便 は 救世 術と して は價 値な きものな り」 と。 

基督 は 慈善 {| たらざる べし、 彼 は 方便 を 使用し おの. 耳目 を 驚かして 世 を 救 はざる べし、 然れ共 彼 一 日 

* 業に 失敗せ し 時  1:,.^. 


基お 信徒の な.！：/ さめ  五 〇 

がん；，  ？んタ  二： ど  »  »  »  . 

离き 山に 登り、 眼下に 都 村^の 散布せ る を 見、 圃土を 祌の樂 ^と爲 し 得べき を 思 ひしゃ、 彼の 胸 巾 

に 浮びし 救世の 大方 策 は 彼 大政 治 〔冰 となりて 社 < ^改良 を遂ん とする にあり き、 彼 思へ らく、 我に 世界 

を 統御す るの 才能 あり、 我ー擧 して 羅馬人 を 放逐し、 神の 特種の 選擇 にか \ る 猶太 民 挨を率 ひ 世界 を 

化して 一大 共和 國 となし、 仁 を 施し 民 を 撫育し、 廣 正の 地上の 王國を 建立 せんと、 然るに 彼の 良心 は 

此高尙 なる 希 を も 彼に 許さす、 社會 改良 事業 は 正義 堂々 主義 一 步を 譲らざる もの」 爲し 遂げ 得べき 

ものに あらす、 必す 彼に 伏し 是を拜 し、 圓滑 究滿の 政略 を 取らざる を 得す、 ^り 我 は 主義に のみ 賴り 

救世の 事業 を實行 せんの み、 サタンよ 退け、 汝の 巧言 を 以て 我 を擾す 勿れ、 我 は： HI 前の 救助 は 爲し得 

すと も、 我は國 人の 知る 所と ならす 幽陰 以て 世 を 終る とも、 我の 事業 は亊 物の 上に 現 はれす と雖 も、 

我 は 我の 祌を拜 し 惟之に のみ 事 ふべ しと、 基督の 決心 玆に 於て-; 1^ まり、 生涯の 行路 彼に 指示され たれ 

■ ば、 悪魔 は 彼を說 服す るに 由な く、 終に 彼 を 去り たれば 天使 来りて 彼に 事へ たり。 

某督の 方向 こ -に{ 丈 まりて 彼の 生涯 は實 にこの 決.；； えの 如くな りし、 彼 は 衆人の 曉 娥を充 たし 得 ざり し 

のみなら す 彼の 死 せんとす る や 彼の 母 さえ も 彼の 弟子に 依賴 せざる を 得ざる に 至れり、 天下の 名望 は 

一 として 彼に^ するな く、 彼は惡 人と して、 神 を 清す ものと して、 刑罰に 處 せられたり、 彼 は 一 つの 

^# - つの 學校を も 建つ る 事な く、 事業と して 見るべき もの は 僅に 十二 三人の 弟子 養成の みなりき、 

000000000000000000000  0-0000000  9  9  9  0 

然れ ども 斯人 こそ 世界の 救 主にして 神の 獨子 人類の 王に あらす や、 實に然 り、 靈魂を 有する 人類に は 

事業に 勝る 事業 あるな り、 ^の 事業 を 以て 汲々 たる 信者 は 宜しく 事業 上 基督の 失敗に 注目せ ざるべ か 

ら す。 

若し 基督に して 慈善家た りしなら ば 如何、 ジョ， 'ジ、 ピ (George  pealsdv) に險 り、 


l ブン、 ジラ ー ド (Stephen  Girilnl) に 勝り、 百 干 萬の 貧民 孤兒は 彼の 救助に 1 ハ かりし ならん、 然 

れ共 「ャ rr フの井 戶の淸 水 を 飲む もの はまた 渴 かむ」 と、 彼が 曾て サ マ， リ d での 婦人に 敎 へしが 如く、 

彼が 曾て 五 千 人 を 一 時に 養 ひし 時 多くの 人 は 「パ ン」 を 得ん が爲 めに 彼の 跡に 附き從 ひしが 如く、 永 

遠 かわく 事な き 水、 永遠 娥 する 事な き 「。ハ ン」 を 彼は此 世に 與へ得 ざり しならん、 世に は 貧民に 衣食 

を 給す るに 勝る 大 慈善 あり、 H モ— ル  1^ ン I 氏 曰く、 

人 もし 我に 衣食 を 給す る も 我 は 何時か 之に 充分なる 報を爲 ざるべ からす、 (直接 間接に)、 我受 

の/.  ひん  OOOOOOOC-000000000000 

けて 後 之に 依て 富ます 貧なら す、 唯 智識 上 並に 道德 上の 補助 は 十全の 利ハを なり。 

加 之 若し 基督に して 慈善家た りしなら ば 彼の 慈善 は 彼 一 代に 止て 萬 世に 至ら ざり しならん、 視すゃ 

彼の 愛に 勵 まされて 幾多の 慈善家が 彼の 信徒の 內に 起り し を、 『ヨン I、 ハヮ ー ド、 3^ 「マ！， 1 チン、 

エリザベス、 フラ 丫—、 の 監獄 改良 事業 は 全く 彼等が 基督に 對 する 報恩 心より 發せ しものに あらす や、 

ゥヰ ルリ ャム、 ゥヰ ルバ フホ ー ス cwimam  wilberforce) 並 に シ ャ フ 、- < ^^^侯 の 慈善事業 も亦然 

り 、 記者 永 く 米國に 在りて 基督 敎國に 於け る 慈善事業 の 盛なる 實に 東洋 佛敎國 に 於て 豫想 だ もす る 能 

はざる を 見たり、 救靈上 善行に 價値を 55! かすして 善行 を 働ます に 最も 力 ありし いのは 基督教な り、 比 

較上 現^ は 殆んど 顧みる に 足らざる ものと 見做して 現世 を 救 ひ 之 を 進歩せ しめしに 於て & とも 功 あり 

しもの は 基督 敎 なり、 基督 若し 慈善家たり しなら ば 彼の 慈善事業 は 知るべき のみ。 

基督 若し 名望 方便 を^ 用して 民を敎 化せし ならば 如何、 基督 敎は 永遠 迄 人 li-l を 救 ふの 辨 勢力 を 有する 

宗敎 にあら すして、 佛敎の 今日 あるが 如く 早く 已に襄 退 時 に 至りした らん、 方便 必 しも 明白なる 虛 

曾に あらす. 然れ共 基督の 「否な 否な 然り然 り」 の 大敎理 は 方便て ふ もの k 功 用 を 全く 否定したり、 
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信徒の たぐ さめ  五 二 


^敬と を學ぶ もの ある は實に 歎すべき にあら す や。 

基督 若し 大政 治 {, ^たりし ならば 如：！：、 彼 は，^ ザルに 勝り シャ ー レ |マ| ンに 勝り、 時の 羅馬 帝國を 一 統 

し、 奴 隸を廢 し、 稅則を 定め、 堯舜 の^ ァゥ， カス タスの 黄金時代に 勝る 樂園國 を 地上に 建てし ならん、 

然れ ども これ 彼の 「否な 否な 然り然 り」 の 直 道 を 以て 實 行し 得べき ものに あらす、 是と 和し 彼と 戰ひ、 

軍略 政策 兩 ながら 其 宜しき を 得 ざれば 到^ 爲す能 は ざり しならん、 彼の， ピリ トル 大帝 は 巨人な り、 然 

れ ども 誰か 彼 を 以て 君子 仁人と なす もの あらん や、 ，T^ レ デリ，、 sl.^ 大王 も 亦 絶世の 建 瞬 者な り、 然れど 

も 誰か 彼 を 以て 人類の 校 範と見 上る もの あらん や、 基督 は 萬 世に 至る 迄 此世を 救 ふべ きもの なれば 彼 

は 政治.； たるべ から ざり しなり。 

想 ひ 見る 十八 世紀の 終に 當て佛 蘭 西に 內亂の 起る や、 王室 は 人民の 多數 と共に 天主 敎を 奉じ、 加 ふる 

にギ ー ス.！ の擧て 之を贊 助す る ある を 以て 新敎徒 卽ちヒ ュ ー ゲノ ー 黨 の苦戰 止む 時な く、 前者に 富と 

襯カ あり、 後者に 精神と 熱心 あり、 此 時に 當てヒ ュ ー ゲノ ー 黨の 依て 以て， 賴 となせ し 唯一 の 人物 はナ 

バ ー ルの 大公へ ンリ ー なりき、 彼 年若く して 武 f 男に 富み、 而も 佛王 ルイ 九^の 正 胤に して 王位 を踐む 

べき 充分の 權 利と资 格と を 有せり、 然れ 共彼プ a テス タント 敎徒 たるが 故に 此榮 春に 達する を 得す、 

僅かに 微 11^ なる 反對 黨の將 となり、 屡々 忠實 なる 彼の 小 軍^ を 以て 敵の 大軍を 苦しめたり、 彼 は 彼の 


--.V  ^-.7  しん，？.. -  つく- 

黨を 愛し、 彼 亦 彼の 黨に 愛せられたり、 然るに 一 日 彼 は 心中に 思へ らく、 「我 此黨を 率 ひて 全！： に抗 

し戰亂 止む 時な く、 國民 塗炭に 苦しむ 玆 に十數 年、 我の 忠實 なる 兵卒に して 我の 爲 めに 屍を戰 場に 曝 

せし もの 其 幾千なる を 知らす、 我何ぞ 永く 此 悲劇 を 見る に 忍びん や、 我 若し 一歩 を 讓れば 我の ま統我 

の 名望 必す我 をして 佛國を 統一 せし むる に 至らん、 其 時 こそ 我はヒ ュ ー ゲノ ー 黨に 信仰の 自由 を與 へ" 

舊新兩 敎徒を 和合し、 佛阈 をして 富強 幸福なる 國 おとなし 得べ し、 我 何ぞ我 國の爲 め、 我 忠愛なる 士 

卒の爲 めに 忍ば ざらん や」 と、 歷 史家 は 言 ふ佛國 百年の 計 は實に T^,^.^ のこの 決斷 にか、 れ りと。 

而 して ナバ ー ルの 大公 は此 誘惑に i;: 負けたり、 彼 は佛國 の爲め 士卒の 爲 めに 一歩 を讓 り、 天主教 徒の 

請求 を 容れ、 ヒ ュ ー ゲノ ー 黨を脫 し、 羅馬 法王に 對し si- の 懺悔 を呈 し、 終に 佛王 として 承認 せらる、 

に 至れり、 彼の 讓退は 彼の 胸 算に違 はざる 結果 を 生じ、 彼の 王位 は强间 となり、 阈， 2： 平穏に 歸し民 皆 

堵に 就. h り、 坡は 忠實 なる ヒュ 1 'ゲノ ー 黨を 忘れす、 ナン II トの 布令 (Edk.t  of  Nantes) に 依て 信仰 

自由 を 天下に 令し 新敎徒 をして 政治 上 殆ど 舊敎 徒と 異なる 處 なから しめたり、 彼の 治世 は 佛國の 中興 

として 見るべき ものな り、 殖產 事業の 進歩、 財政の 整頓、 外 國に對 する 佛國の 輝榮、 共に I へ I ンリ ー 王 

の樂綺 として 文明 諸 國の賞 讚す る處 となれ り、 然れ共 彼の 怫國 の爲 めに 盡 せし は 惟 一 時の 治安 策な り 

き、 彼 死す るゃリ |ジ ユリ ャ、 —マ "カ.^ ンの 下に 國は 光威 を 歐洲に 輝かせし も是皆 外貌の 虚飾に して 内 

に留 むべ からざる 腐 肷の釀 しつ、 ありし なり、 ルイ 十四 世に 至て 此 虚勢 其 極に 達し、 ルイ 十五^ は 黄 

ぎ 珠玉に 包まれながら 不快 淫風に 沈みつ \ 世 を 終れり、 ルイ 十六 世に 至り 沸國 革命 起り 次で ナ， ほ レ ォ 

ンの 世と なり 其慘擔 たる 光景 は 人の 皆 知る 所な り、 71 ンリ. I は 一 時 を 救 はんとして 毒 を 千載に 流せり 

鳴 呼 若し 彼 にして 基督 の 如く 惡魔 の 巧言 を 退けし なら ば 佛國ー 一 百年 問 の 爭鬪 流血 を 避け しもの を、 へ 

事業に 失 K せし 時  五三 
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ンリ —は 佛國を 愛して 之 を 愛せ ざり しなり。 

佛の 大王へ ンリ ー に對 して 英の 無冠 王コ口 I ム 131 ル I あり、 彼 も權カ 精神と 相爭 ふの 時に 生れ、 身 を 民 

黨 自由に 委ね、 英國 民の 全世界に 對 する 天職 を 認め、 十七 世紀の 始めに 當て 基督の 王國を 地上に 來ら 

せんとの 大 理想 を實行 せんとせ り、 百難 起て 彼の 進路 を妨 ぐると 雖も 彼の 確信 は 毫も 動く 事な く、 終 

に麁 粗ながら も英國 をして 公義と 平等と に 基す る 共和 國と なすに 至れり、 然れ共 英國民 は 未だ 悉く 無 

冠 王の 大 理想 を 有せす、 彼の 心靈 的の 政治 は 肉 慾 的の 普通 社 會を歡 ば さす、 反對 終に ra 方に 起り 彼 は 

獨白 殿に 無限の 神 をのみ 友と する に 至れり、 然れ共 彼の 理想と 信仰と は として 動かす、 彼 は 

彼の 業の 永 綾すべからざる を 知る と 雖も尙 ほ 彼の 最初の 理想に 向て 進み、 內亂 再起の 徴 ある をも顿 

みす、 彼の 勝算 全く 絶へ しに も關 せす、 終生 一 主義 を 貫徹して 死せ り、 彼が 世 を 去る や 彼の 政府 は 直 

に 轉 覆され、 彼の 屍は發 かれ、 彼の 名は賤 めら れ、 彼の 事業 は 一 つと して 跡 を 留めざる が 如きに 至れ 

り、 ^はチ I ャ，' レス 第二^の 柔弱 淫縱 腐收 のぼと なり、， バ.^ -rr ル、 ドライ， テン、 ク， -rr5.g ンの如 

き 狐 ffl の s^, 寵. f! を 受け、 尸 ムプデ ン もべ ー ンも 無冠 王 もせて 地上の 氣を 呼吸せ し 事 なきやの 感を起 

さしめ たり、 小人 は 皆 云へ り 淸黨の 事業 は 全く 失敗な りしと、 然れ共 無冠 h} 死して 三十 年、 彼の 石碑 

に 未だ 靑笞だ も 生ぜざる 時に、 スチ ユア 11 ト家は 全く 跡 を 絡つ に 至り、 雨 來眞理 と 自由と が 地球 運轉 

の度數 と共に 增進 する や、 無冠 王の 理想 は徐々 に實 成しつ \ あるな り、 コ ロム ゥ H ル.^ りしが 故に ル 

阈 にわ 八 世 期の 革命な かりし なり、 沸 王へ ンリ ー の 讓退は 佛國： ^一  百年 間の 噴 落と 流血と を 招き、 コ 

ロム ゥ H ル ありし が 故に 英國 ：！^ は 他 歐洲國 に 先つ 百年 已に储 全なる 憲法 的 自由 を 有せり、 コ I  口— ムゥ 

ェ ル は 黄に 英國を 愛せし 人な り。 


楠 正 成の 湊 川に 於け る 戰死は 決して 權 助の 溢 死に あら ざり しなり (福澤 先生 明治 初年 頃の 批評)、 南 

朝 は 彼の 戰 死に 由て 再び 起つべからざる に 至れり、 彼の 事業 は 失敗せ り、 然れ ども 碧 血痕 化 五 百 歳の 

後、 德川 時代の 末期に 至て、 蒲生君平高山彥九郞の輩をして皇窒の^；！；顏を歎ぜしめ勤王の大義を天下 

に唱 へ しむる に 於て 最も 力 ありし もの は 嗚呼 夫れ 忠臣 楠 氏の 事跡に あらす して 何ぞ や、 ボ へ ミヤの， ハ 

ッ ス 將に燒 殺されん とする ゃ大聲 呼で 曰く 「我 死す る 後 干 百の， ハ ッ ス 起らん」 と、 一 楠 氏 死して 慶應 

明治の 維新に 百 千の 楠 公 起れ り、 楠 公 は 實に七 度 人間 生れて 圃 賊を滅 せり、 楠 公 は 失肷せ ざり しな 

C 
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基督の 十字架 上の 恥辱 は實に 永遠に 迄 亙る 基督 敎凱陣 の 原動力な り、 基督の 失敗 は實に 基督 敎の 成功 

C  0  0  0  0 

なりし な 力 0 

然 らば 余 も 失敗せ しとて 何 ぞ落瞻 すべき、 何ぞ 失敗せ し を 感謝せ ざる、 義の爲 めに 失肷 せし もの は義 

の王國 の土臺 石と なりし ものな り、 後進 者 成功の 爲 めに貯 へられた る^ 勢力な り、 . 我等 は is^ 世の 爲め 

に 善 力 (Fewer  for  Good) を 貯蓄し つ、 あるな り、 余 は 先祖の 功に 依り 安^ 衣食す る貴挨 とならん 

より は 功 を 子孫に 遺す 殉義 者と ならん 事 を 欲す。 

然>ゲ ば 余 は 余の 事業に 失敗せ しに より 絶 家と なり、 事業家た る の 念 を 斷 ちしゃ。 

否な 然ら ざるな り、 余 は 今 は眞 正の 事業家と なりし なり、 事業と は形體 的の ものな りとの 迷信 全く 排 

除せられ てより 余 は 動くべからざる 土臺の 上に 余の 事業 を 建設し 始めたり、 余の 事業の 敗られし は欧 

るべ からざる 事業に 余の 着手 せんが 爲め なり (希 伯 来書 十一 一章 卄七 節)。 

事業 は 精神の 花な り 果なり、 精神より 自然に 發生 せざる 事業 は 事業に して 事業に あらざる なり、 爾曹 

* 第に 失敗せ し 時  五 五 
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まづ祌 の！！ と 其 義とを 求めよ 然 らば 事業 も 自然に 爾曹 より 來る べし。 


第五 章 貧に 迫りし 時 

叫な 四 病の その 中に 貧 程 つらき もの はなし、 心 は 花で あらば あれ、 深山が くれの やつれ 衣に 誰か 思 を 

起すべき、 人 問 萬 事 金の 世の中、 金 は 力なり 權 力なり、 金の みは 我等に 市民 權を與 ふ、 金なければ 學 

も 德も人 をして 一 ボ：^ となす を 得す、 此賞讚 せらる 、卜 九 世紀に 於て は 金な き 人 は 人に して 人に あら 

ざるな り。 

我が 榮譽の 時に 友人 ありし も 我 貧に 迫りて より 我 は 無 友と なれり、 我窮せ ざり し 時に 我に 信用 ありし 

も 我が 襄の 空しくな ると 同時に 我が 言 は 信ぜられ ざるに 至れり、 われ 友 を 訪ふも 彼れ 我 を 見る を 好ま 

す、 我れ 彼に 按助を 乞へば 嫌惡を 以て 我に 答 ふ、 我と 共に 祈りし もの、 我と 共に 神と 國 とに 事 へんと 

誓 ひし もの、 我 を 兄弟と 呼びし もの、 今 は 我の 貧なる が 故に 我と は^ 世界の 人と なれり- 

落 ぶれて 袖に なみだの か、 る 時 

人の 心の奥 ぞ しらる k 

友 を 信す る 勿れ 汝 貧に 迫りし 迄， 世の 友人 は 我等の 影の 如し、 彼等 は 我等が 日光に 歩む 間 は 我等と 共 

なれ ども 暗 所に 至れば 我等 を 離る k ものな り、 貧より 來る 苦痛の 中に 世の 友人に 冷遇 さる k 是 悲歎の 


第一と す】  •  . 

我の 貧 我 獨り之 を 忍ぶ を 得ん、 然れ ども 我に 依 貪す る 我の 母 我の 妻 も 我が 貧た るが 故に 貧 を 感ぜり、 

我 は 我と 境遇 を！： ふせる 古人の 傅 を讀み 以て 我が 貧 を 慰め 得る と雖 も、 彼等 は 如何にして 此營を 散す 

る を 得む や、 貧より 來る 苦痛の 中に 我 父母 妻子の 貧困 を 見る 是れ 悲歎の 第一 一とす。 

我 は 貪 を 求めざる ベから す、 彼處に 到り 此處 を訪 ひ、 業に あり 就かん と 欲する 時、 我 貧なる が 故に 彼 

より 要求 さる、 條件 多くして 我の 受 くべき 報酬 は少 く、 我 は賫人 にして 彼 は 買 人 なれば 値段 をお むる 

は 全く 彼に あり、 我 不平 を唱 へて 彼の 要求 を 担めば 我 は 唯 我が 父 a: 妻子と 共に 娥死 する のみ、 若し 娥 

死す る もの は 我 一 人なら ば 我 は 我が 意 を 張り 我が 膝 を 屈せざる もの を、 然れ ども 今の 我 は 一 人の 我に 

あらす、 我 を 生し もの、 爲め. 我に 淑德を 立つ る もの、 爲め、 我 は 我の 尊敬せ ざる 人に も服從 せざる 

を 得す、 貧より 來る 苦痛の 中に 食の 爲 めに 他人に 腰 を か f めざる を 得ざる 是れ 悲歎の 第三な り。 

富 足て 德足 ると は 眞理に は あらざる ベ けれども 確實 なる 經驗 たり、 奢侈 は 勿論 不德 なり、 我 富 たれば 

，こて • 黐らざる べし、 然れ ども 滋養 ある 食物、 淸 潔なる 衣服 は 自尊の 精神 を 維持す るに 於て 少な か ら ざ 

る 勢力 を 有する ものな り、 我の 最も 嫌惡 する 卑陋なる 思想 は 貧と 共に 我が 胸中 を攻擊 し、 我 をして 外 

部の 敵， V 戰 ふと 同時に 內 患に 備 ふるが 爲 めに 常に 多端なら しむ、 貧より 來る 苦痛の 中に 心に 卑陋なる 

き の湧屮 I する 是れ 悲歎の 第 四な り。 

貧 は 我 を P て 他人 を 羨ましめ、 我 を 卑屈なら しむる と 同時に 我 を 無愛想なる 者 (Misanthropist) と 

なす ものな り、 我 は 集會の 場所 を B 心み、 我 は 交際 を 避けん と 欲す、 我が 心はハ A 々塞 冷 頑固と なり、 霞 

然 たる 君-子の 風， 溫雅 なる 淑女の 樣は我 得ん と 欲して 得る 能 はす、 貧 は 我 を社會 より 放逐せ しむる も 

资に 迫りし 時  五お. 


夢 徒 め なぐさ め  五八 

のな り、 _|3； よ リ來る 苦痛 の 中に 寒 M: 孤獨 の 念是れ 悲歎 の 第五な り。 

貧 は 貧 を 生す る ものな り、 持つ ものに は 加 へられ 持たざる ものより は已に 持つ もの を も 取 去らる、 俗 

に 所謂 貧 すれば 鈍す るとの 言 は 心理 學 上の 事實 にして 經^ 學 上の 原理な り、 富者 益々 富めば 貧者 は 愈 

愈 貧な り、 貧より 來る 苦痛の 中に この 絕 に 沈む 事、 この 無限の 噴 落を感 する 事是れ 悲歎の 第 六な り „ 

鳴 呼 我れ 如何にして 此內 外の 攻撃に 當 らん か、 貧は此 身に 附 くもの なれば 此身を 殺さば 貧は絕 ゆべ し • 

自殺 は羅馬 の 賢人 力，^、  ，_^- ロ等の許せし所、 贫てふ 無限 無 終の 苦痛より 遁 れんが 爲 めに は 自殺 は 

惟 一 の 方法なら す や、 "He  that  dieth  payeth  all  his  debts." (死者 は 悉く 負债を 返還す〕、 我の 社 

會に ifj; ふ處、 我の 他人に 負 ふ 所、 我 は 之 を 返却す るの 目的 一 つと して あるな し、 我 は 死しての み 能く 

此ぎ 財より 脫 する を 得る にあら やや、 ず を 休めよ 汝 美食 美服に， くもの よ、 彼の 一 圓に滿 たざる 借錢 

の爲 めに 身 を 水中に 投ぜし 小婦は 痴愚に して 發狂 せし なりと、 彼婦は 世に 己れ の 貧を訴 ふるの 無益な 

る を 知り、 彼の 純白なる 小心 は 他人に 義理 を缺 くに 忍びす 終に 玆に 至りし なり。 

r  In  sne づ rllng.ed  Iboldly, 

No  matter  how  coldly 

Ttie  rougli  river  l.illl —— 

で irturo  it —— think  cr ili 

L>iHHClut,e  Man  I  " — Tllias  Hood. 

然り 若し 宇 の 大眞理 として 自殺 は 神に 對し 己に 對し大 S 非な りとの 敎訓 の存せ ざり しなら ば 貧の 病 を 

療： 一 E する 爲 めに 我 も 亦 我 身に 此法を 施さん もの を、 然れ ども 鳴 呼 我 神よ 爾の惠 は 我 死せ すして 我を此 


苦痛より 免れ 得せし む、 爾に 依ての み 貧者 も 自尊 を 維持し 得べ く、 卑陋なら すして 高尙 なる を 得るな 

ゥ 0 

基督 敎は 貧者 を 慰 さむる に 佛敎の 所謂 「萬 物 皆 空」 なる 魔睡 的の 敎義を 以てせす、 基督 敎は世 を あき 

ら めしめ すして 世に 隙た しむる ものな り、 富める と 貧なる と は 前世の 定 にあら すして 今 世に 於け る 個 

人的の 境遇な り、 貧は身體の疾^！？と同く之を治する能はすんば喜で忍ぶべ きものなり、 我の 貧なる 若 

し 我の 怠惰 放蕩より がし ものなら ば 我 は 今より 勤勉 廉節を 事と し投 費せ し 富 を囘復 すべきたり、 天 は 

自己 を 助く る もの を 助く、 如何なる 放蕩 人と 雖も、 如何なる なまけ 者と 雖も、 一度 翻 りて 宇宙の 大 

道に 從ひ、 手足 を勞し 額に 汗せば、 天 は 彼 を も 見捨てざる なり、 貧 は 運命に あら ざれば 我等 手 を 束て 

決して 之に せすべき にあら す、 働け よ、 働け よ、 世界に 存 する 貧の 十分の 九 は镇惰 より 來る事 を 記憶- 

i よ、 叉 正直なる 仕事 は 如何に 下等なる 仕事と 雖も 決して 輕 する 勿れ、 何 を も爲さ る は 罪 をな しつ 

つ あるな り (DoinJ?  nothirifj  is  doing.  ill)、 人 を 欺き 人 を 殺す のみが 罪に あらざる たり、 懒惰も 罪 

なり、 時 を 殺す も 罪な り、 富 は祈禱 のみに 依て 来らす、 働く は 祈るな り CLaborurc  ^,  orill.(o、 身 

と 心と を 神に 任せ 精々 以て 働きて 見よ、 神 も 宇宙 も汝を 助け 汝の勞 力 は 實るぞ かし。  • 

然れ ども 世に は 「正義の 爲 めの 貧」 なる ものな きに あらす、 ロバ I、 サ， ウジ ー 曰く 「一 人の 邪魔者 

の 常に 我 身に 附き纏 ふ あり、 其 名を稱 して 正直と 云 ふ」 と、 永久の 富 は 正直に 由らざる ベから すと 雖 

も 正直 は 富に 導く の 捷徑に は あらざる なり、 世に 淸貧 ある 事 は 疑 ふべ からざる 事實 なり、 或は 良心の 

命 を 重じ揪 俗に 從は ざるが 故に 時の 社會 より 遮斷 さる. - あり、 或は 直言 直行 我の 餹主を 怒らし 我の 業 

を 奪 ひ 取らる」 あり、 或は 我の 思想の 普通 観念と 齟齬す るが 故に 我に 衣食 を 得る の途 塞がる あり、 或 

贫に迫 h- し 時  五 九 


^  sis 徒の なぐさめ  六〇 

は$^.冢に生れて贫なるぁり、 或は 不時の 商業 上の 失 收に迺 ひ、 或は 天災に 摧 りて 貧に 陷る あり、 卽ち 

自己 以外に 原因す る 貧 ありて 隨勉も 注意 も 之 を 取り去る 能 はざる の 場合 あり、 如斯 にして 貧の 我 身に 

迫る あらば 我 は fSf? 氣と 信仰と を 以て 之 を 忍ばん のみ、 而 して 基督 敎は此 耐忍を 我れ に與 ふるに 於て 無 

上の 力 を^す る ものな り。 

一、 汝貧 する 時に 先づ i に 貧者の 多き を 思 ふべ し、 日本 國民 四千 萬 人中 置 ケ年 三百 圓 以上の 牧人 ある 

もの は 僅に 十三 萬人餘 なり、 卽ち 戶數百 毎に 堂 ヶ月 廿五圓 以上の 牧入 ある. 冢は 僅に 壹戶 半を數 ふ、 . 百 

軒の 中 九十 八 軒は壹 ヶ月 一 一十 五圆 以下の 牧人 あるの み、 而 して 来年の 計 を爲し 貯蓄 を 有する もの 幾千 

か ある、 來：； ^に備 ふる 貯蓄 を 有せざる の 家何ぞ 多き や、 人類の 過半 數は 軒端に， ffl; を 求む る^の 如く、 

山野に 食 を 探る 熊の 如く、 今日は 今日 を 以て 足れり となし、 今日 31： しもの は 4- 日 消費し、 明日 は 明 nr 

に 任し、 n に 日に^ 渡りす る ものな り、 汝の 運命 は 人類 大多数の 運 A 叩な り、 肥馬に 跨る 貴公子 を 以て 

普通人 間と 思 ふ 勿れ、 彼 一 人 安閑と して 世 を 渡り 綺羅 を 被り 美味に 飽ん爲 めに は數 午の 貧 人 は 汗滴勞 

^しつ、 あるな り、 貧 は 常にして 富 は 稀な り、 汝は 普通の 人に して 彼 貴公子 は 例外の 人な り、 一人に 

して 忍び 能 はざる の 困難 も 萬 人 共に 之 を 忍べ は 忍び 易し、 汝は 人類の 大多數 と共に 幾娥を 感じつ --ぁ 

るな り 0 

一 一、 古代の 英雄に して 智に 於ても 德に 於ても 遙 かに 汝に勝 さりし ものが 汝の 貧に 勝 さる 貧苦 を 受けし 

事 を 思へ、 哲學上 神學上 信仰 上 功績 上人 類の 頭と 承認 せらる k 使徒 保羅は 十 年 問， 無私の 勞 働の 後に 

彼の 所有に 屬せ しものと て は 外衣 一枚と 古書 數卷 とのみ なりし を 思へ (提摩 太 後書 SI 章 十三 節)、 古 

^ソ クラ， ト スは日 々に 一 一斤の パ ンと雅 典 城の 背後に 湧出す る淸 水と を 以て 滿足 したりし を 思へ、 「之 


お- P てん .-JJ-V ど -7s  しャ  ぎ. -s く-たう きん を：  じんこ-ひ つめ ふ  ダ しつ ir-i テだ  せい 

を 文 天 祥の土 害に 比すれば 我が. 舍は 則ち 玉 堂金屋 なり、 塵 跪の 爪に 盈 つる 蟻 虱の 膚を 侵す も 未だ 我 正 

？  5 ち ちんぎん  ふ * ち. U  -.5 二  つら；！  こつ ぞも 

氣に 敵す るに 足らす」 と； ifj みつ.^ 幽廬の 中に 沈吟せ し 藤 田 東 湖 を 思へ、 「道義 矸を 貫き、 忠義 骨髓に 

み  た *.- ちャ ベから し せ，  V ん せ- r-  、..<. 'すん  そしよ,、 も  ： I 

墳ち、 直に 須く 死生の 間に 談笑すべし」 と 悠然として 饑餓に 對 せし 蘇軾を 思へ、 H ャ ミヤ を 田 へ、 ダ 

,r ェ I ルを 思へ、 和漢 洋の 歷史 ぎれ なりと も汝の 意に 住せて 涉獵し 見よ、 貧苦に 於け る汝の 友人 は 多き 

000OOO00O0 

事 蒼天の 星の 數の 如し。  ， 

三、 耶蘇 基督の ik を 思へ、 彼 は 貧家に 生れ、 口碑の 傳 ふる 所に 依れば 彼 は 十八 歳に して 父 を 失 ひ、 爾 

後 死に 至る 迄 大工 職 を 業と し 父の 一家 を 支へ しとな り、 狐 は 穴 あり 空の 鳥は巢 あり 然れど 人の子 は 枕 

ち，」 ク う しク -r-vs  、-  しもべ  し/^ じん .Hr-  ひんこん  ひんこん i さ 

する 處だ もな しと は 基督 地上の 生涯な りき、 僕 は その あ 人に 優る 能 はす、 汝の貧困基^！^の貧困に勝る 

や、 彼 は 貧^の 友な りし、 「貧しき もの は 幸 たり」 (路加 六章廿 節) との 非常の 雷 は 彼の 口より 屮 I で 

しもの なり、 貧なら ざれば 基督 を 悟り 難し。 

四、 富必 しも 富なら ざる を 知れ、 富と は 心の 滿足を 云 ふなり、 百 萬 圓の慾 を 有する 人に は 五 拾 萬^の 

富 は 貧な り、 拾 圓の慾 を 有する 人に は 武拾圃 は 富な り、 富む にニ途 あり、 富を增 すに あり、 愁を滅 す 

るに あり、 汝今は 富 を增す 能： &す、 然 らば 汝の慾 を 減ぜよ、 力 ー ライル 謂へ る あり 曰く、 「單數 も 零 

ぢょ  】  ひきさ  どる 

にて 除 すれば 無限な り (  0-=s) 故に 汝の愁 心 を 引下げて 世界の 王と なれ」 と、 余 は 五 拾 萬 弗の 富 を 

い し  きんまん？：^  つ . ゝ  よろこび 

有する 貴 $s 人が 貧 を 懼れて 縊死せ る を 聞け り、 金滿 家の 內幕 は必 しも 平和と 喜悅 とに は あらざる なり 

祌の 子の 如き 義俠、 天使の 如き 淑德は 寧ろ 貧家に 多くして 富家に 斟 し、 我等 は 貧に して E 人た る を 得 

るな り、 神が 汝に與 へし 貧て う 好機 會を 利用して 汝の德 を 高め 汝の 家を淸 めよ、 快樂 なる 「ホ ー ム」 

を 造る に 風琴の 備付 下婢 下男の 雇人 を 要せす、 若し 富 を 得る の 目的 は快樂 にあり とならば 快樂は 富な 

贫に 迫りし 時  4c 一 
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しに も 得らる、 なり、 --My  mind  to  me  a IdugTlom  is. " (心 ぞ 我の 王國 なり〕、 我 は 貧に して 富む 

事 を 得るな り。 

五、 汝今 衣食 を 得る に 困し む、 然 らば 汝も 空の 鳥、 野の 百合 花の 如くな りて 汝の 運命 を 天に 任せよ、 

是 故に 我なん ぢらに 吿ん、 生命の 爲 めに 何 を 食 ひ 何を飮 みまた 身 體の爲 めに 何 を 衣ん と 憂慮 ふこ 

と 勿 ir^l、 生命 は糧 より 優り 身體は 衣よりも 優れる 者なら す や、 なん ぢら 天空の 鳥 を 見よ 稼 ことな 

く穡 こと を爲 さす 倉に 蓄 ふること なし 然るに 爾曹の 天の 父 は 之 を 養 ひ 給へ り、 爾曹 之れ よりも 大 

いに 勝る i ものなら す や、 爾曹 のうち 誰か 能くお も ひ 煩 ひて 其 生命 を 寸陰も 延べ 得ん や、 また 何 

故に 衣の こと を 思 ひわ づら ふや、 野の 百合 花 は 如何にして 長つ か を 思へ、 努めす 紛 がざる 也、 わ 

れ爾曹に吿ん|7^^|モ—ンの榮ー#の極の時だにも其装ひこの花の 一 に 及ば ざり き、 神 は 今日 野に 在て 

明日 爐に投 入れら る、 艸を も如此 よそ はせ 給へば 況て爾 等 を や 嗚呼 信仰う すき 者よ、 然ば何 を 貪 

ひ 何 を 飮み何 を 衣ん と 思 ひわ づ らう 勿れ、 此 みな 異邦人の 求む る 者な り、 爾曹の 天の 父 は 凡て 此 

等の もの、 必需 こと を 知りた まへ り、 雨 曹先づ 神の 國と其 義 と を 求めよ 然 らば 此 等の もの は 皆 

こ ゆ あ ャ  わら ひつに つら  チ も 

なん ぢらに 加 へらるべし、 是 故に 明日の 事 を 憂慮 ふなかれ、 明日 は 明日の 事 を 思 ひわ づら へ、 一 

日の 苦勞は 一 日に て 足れり。 

(馬 太 傅 六 章從廿 五節 至卅四 節) 

或佛 敎家此 章句 を lis して 曰く 基督 敎は人 を 怠惰に なさし むる ものな りと、 然り 基督 敎は 多くの 佛敎徒 

の 今日 爲 すが 如く^ 世 を 怠りつ 、自己の 蓄財に 汲々 たる を獎^ せざる なり、 基督 敎は 雀の 朝より 夕 迄 

IT ち 

忙 がしき が 如く 人 をして 忙 がしが らしむ る ものな り、 基督 敎は 富の 爲 めに 人の 思慮す る を 許さす、 勿 


論 世に 稱 する 基督 信徒 必 しも 皆 空の 鳥 野の 百合 花の 如くに あらす、 或 者 は 蟻の 如く 取ても 取ても 溜め 

ク、 あ,， ^なり、 或 者 は 狐の 如く 取りし もの は 皆隱し 置き、 何時 用 ふると も 知らす、 唯 取る を 以て 快樂 

ぃ.,^-ぃっ 、ぁるなり、 然れ ども 是 基督 敎には あらざる なり、 汝 若し 溫屋 玻璃の 內に ナザレの 耶蘇の 弟 

子 ありと 聞と も 汝の心 を 傷まし むる 勿れ。 

哲學者 カント 云へ る あり 曰く 「宇 {由 の 法則 を 以て 汝の 言行と せよ」 と、 S の 鳥 野の 百合 花は此 法則に 

從 ひ 居れ ば こ そ何を食 ひ 何を飮み 何 を衣ん と て 思 ひ わ づ ら は ざ る な れ 、 社<^^ は 生^競爭 の み を 以 て 維 

持す る ものに あらざる なり、 人 は 食ふ爲 めに のみ 此^に 來 りしに あらざる なり、 此 地球 は 神の 職工 場 

なれば 働く ものに は 衣 貪 ある は當然 なり、 職工 場の 職人 は 衣食の 事の み を 思 ひ ひて その 職 を 盡し得 

ざるな り、 我 も 亦此宇 {由 に 生 を 有し 宇宙の 一 小 部分 なれば 我 若し 天 與の 置 を 守らば 宇宙 は 必す我 を 

養 ふべ し、 ェ モル ソン 曰く、 

"If  tho  Hiu<,2-le  1-1:5 づ lallt-  himself  in-lcmitllbly  oii liis  instincts,  :uiu  there  atude, 

tlie  huge さ or  Id  will  2)mo  round  tc  hmi. —- Tlw  ylscr~。 ミ 7-  Scholar. 

人 若し その 本能の 示す ところに 據り其 上に 吃 立せば 大 世界 は 來て彼 を 補 翼すべし 

衣食の 爲 めに 思考の 殆ど 全部 を 消費す る 十九 世紀の 社 會も人 も 決して 基督の 理想に あらざる なり。 

六、 故に 汝酚死 せんとて 心配- \ "る 勿れ、 娥 死の 恐怖 は 人生の 快樂の 大部分 を 消滅し っ& あるな り、 ナ 

I  0C00O0O0CO0- 、ひ 0C0OOC-0OC0000O0  ち-.. - 

ボ レオン 大帝 云へ る あり 「食 ひ 過ぎて 死す る もの は 貪 足らす して 死す る ものよりも 多し」 と、 人口 稠 

密 なる 我國に 於て すら 娥死 する ものと て は 實に雾 々たるに あらす や、 天の 人 を惠む 實に大 なり、 毎年 

八 百 萬 石餘の 米穀 は 無益 有害なる 酒類と 變 化さる、 にも 關 せす、 勞 力の 大部分 は宴會 とやら 装飾と や 

贫 に 迫りし 時  六 三 


基 «" 信徒の なぐさめ  六 w 

ら 遊戯的 の 事物に 消费 せらる-に 關せ す、 人類の 食糧 は尙ほ 足り 過ぎて 毎年 夥多 の 胃病 忠者を 出す に 

あらす や、 世に 最も 有難き もの は 餓死たり、 明治 廿ニ 年の 統計表に 依れば 全國に 於て 途上 發病义 は 

娥 にて 死せ しもの は ffi 々干 四百 七十 一 一人な りき (消化器 病に て 死せ しもの は 一 一十 萬 五千餘 人な り)、 

汝眞理 の 祌を拜 しその 命令に 從 はんと 勤む る ものが 如何で か锇 死し 得べ けんや、 ダビデ 歌て 曰く、 

われむ かし 年 わかく して 今お いたれ ど義 者の すてられ 或は その 裔の糧 こ ひ あるく を 01- しこと なし。 

(詩篇 三十 七の 一 一十 五) 

余 は 善人の 貧す る を 開けり、 然れ共 未だ 祌を 恐れし もの、 娥死 せし を 開かす、 餓死す るの 恐怖 を 拾て 

ょ汝 信仰^き ものよ。 

七、 汝 心を靜 めて 良き 日の 來るを 待て、 變り 易き は 世の 習な り、 而 して 幸 一 i なる ものに 取て は 干 代 も 

八千代 も 變らぬ 世 こそ 望まし けれども 不幸なる ものに 取て は變り 行く^の 中程 樂 しきもの は あらざる 

なり、 我の 貧 は 永久 迄 緩くべき にあら す、 供の 風潮の 變り來 て 「我等の 時代」 とならん 時 は 我の 飢渴 

より 脫 する 時な り、 神は此 世の 富に 勝る 心の 富 を 我に 賜 ふが 故に 我 終生 貧なる とも 忍び 得べ し、 地 は 

善人の 爲 めに 造られし もの なれば 我 善と 義と を， 拔ふ事 切なれば 神 は 我に 地の 善き 物 を も 賜 ふべ し. 我 

の 今日 貧なる は 我の 心の 爲め にして 我が 世の 物に 優りて 神と 神の 眞理と を 愛せん が爲 めな り、 信 の 

毅鍊已 に 足り、 肉 慾 已に滅 磨せられ、 我已に 富貴に 負ける 慮な きに 至て 祌 は^の 寶を 以て 我に 授け 玉 

ふなるべし、 世に 最も 憫察すべき もの は 富 を 有して 之 を 使用し 能 はざる 人な り、 富 は 神聖な り 故に 神 

ひん  ひ い を もって r.?H*  とみ  • 

聖 なる 人の み 之 を 使用し 得る 也、 我 貧して 「人 不惟以 餅 生」 を 知れり、 若し 富 我に 來る あれば 我 は 富 

を W て 得る 能 は ざ る寶を 得ん が爲 めに 之 を 使用す べし、 我の 貧なる 是れ我 の 富ん とする の 前徴 にあら 


す や。  ， 

八、 我に 世の 知らざる 食物 あり (約 翰傳 §1 章 三十 二 節)、 我に 永遠 かわく 事な き 水 あり (仝 十四 節)、 

人靈 の榮譽 として 最高き もの 卽ち 神なら では 彼は滿 足し 得べ からざる なり (ビクトル、 ヒュ ー ゴの 

しょ,、 もつ G ふ も 力  じつ  ちんみ 

語)、 而 して 我は此 最上の 食物と 飮 料と を 有す、 我實に 足れる ものに あらす や、 如何なる 珍味と 雖も 

純. R なる 良心に 勝る もの あらん や、 罪より 免され し 安心、 神 を 友と 持ちし 快樂、 永遠の 希望、 聖徒の 

きんい  さ-?,?、  ザん ，0t5 

交り、 我 は 世の 富める ものに 問 はん、 君の 錦 衣 君の 壯屋 君の 膳の 物 君の 「ホ ー ム」 (若し 「ホ ー ム」 

なる もの を 君 も 有するならば) は 此高尙 無害 健全なる 快樂を 君に 與 へる や 否や、 醫師は 云 はす ゃ快樂 

を 以て 食 すれば 麁ぁも 體を養 ふべ けれ 共 心痛 は 消化 を 害し 滋養 品 も 其效を 奏する 少しと、 眞现は 心の 

食物なる のみなら す 亦 ダ體の 食物な り、 我の 滋養 は 天より 來る なり、 浩然の 氣は 誠に 實に 不死の 藥な 

り、 貧しき ものよ 悅べ天 國は汝 の もの なれば なり。 


第 六 章 不治の病に 罹りし 時 

身 體髮膚 我 之 を 父母に 受け、 鐵 石の 心臓 鋼鐵の 筋骨 我 は 神の 像と 精と を 以て 世に出で たり、 我に ァダ 

ム の 無死の 體格 なかり しに もせよ、 我に-^ ボ V の 完全 均齊 なる 身體 なかり しに もせよ、 我の 父母より 

授かりし 體は 今日 我の 有する 體 にあら ざり しなり、 我に 永生にまで 至るべき の肉體 なかり しも、 我 能 

不治の病に «り し 時  六 五 
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リ. i  あふひ  じん  よ V- のぼ  せきしゅ 

く 百年の 勞 働と 快樂 とに 堪 ゆる 靈の器 を 有せり、 仰で は 千饭の 谷を攀 登るべし、 伏して は 隻手 を 以て 

蒼海 を 渡るべし、 鷲の 如きの 視力 能く 天涯 を 洞察し 得べ し、 虎の 如きの 聽神經 能く" 小枝 を拂ふ 軟風 を 

判別し 得べ し、 我の 胃 は 消化し 能 はざる の 食物 あるな く、 我の 肺 は 萬 丈の 頂顯 にある も 我に 疲勞 を感 

ぜ しめす、 我 is むる 時 は英氣 我に 溢れて 快を絕 呼せ しめ、 我の 床に 就く や 熟睡 直に 来て 無感覺 なる 事 

丸太の 如し、 山を拔 くの 力、 世 を 蓋 ふの 氣、 我 は 之 を 有せり、 而 して 人 マ 之 を 有せざる なり。 

此快樂 世界 も 病める 我に 取りて は 一 の 用 あるな し、 存在 は 苦痛の 種に して 我の 死 を 望む は勞働 人夫が 

夜の 来る を 待つ が 如し、 梅花 は 香 を 放つ も 我に 益な し、 鶯は戀 歌 を 奏する も 我に 感 なし、 身 を 立て 道 

を 行 ひ 名 を 後^ に 遣す の は 今 は 全く 我に あるな く、 心 を 蜜し 力 を 蜜し 國と 人と を 救 ふ の 怏樂も 今 

は 我の 有に 歸 せす、 詩人、：^.^ 曰く  XJnuutz  sein  ist  Todt  sein  (不用に ある は 死せ るな り) と、 我 

いま 世に 不用なる のみなら す 我の 存在 は 反って 世を惱 ます ものな り、 我れ 若し 他 を 救 ひ 得すば 我 は 他 

人 を" 頃 はさ るべ し、 嗚呼 惠 ある 神よ、 一 日 も 早く 我 をして 今 世 を 終らし めよ、 我 今 雨より む 他に 

あるな し、 死 は 我に 取りて は 最上の 賜物な り、 

如何 なれば 艱難に をる 者に 光 を 賜 ひ、 

心 苦む 者に 生命 を 賜 ひしゃ、 

斯 かる もの は 死 を 望む なれ ども 来らす、 

これ を もとむ る は藏れ たる 寶を 堀る よりも 甚 はだし、  - 

ふん え 

もし 墳墓 を 尋ねて 瘦 ば， 

大 ひに 喜び 樂 しむたり、 


其 道 かくれ 神に 取 籠られ をる 人に、 

如何 なれば 明 光 を 賜 ふや、 

顧 れば 過に し 年の 我の 生涯、 我の 失敗、 我 之 を 思へば 後悔 殆ん ど堪 ゆべ からざる もの あり、 嗚呼 夜 

の 来ら ざり し 前に 我 は 我の 仕事 を 終へ ざり しを悔 ゆ、 我の 過去 は 砂漠な り、 無益に 浪費せ し 年月、 思 

慮な く 放棄せ し 機會、 犯せし ST 爲さ りし 善、 我の 痛み は肉體 のみに 止まらざる なり。 

I  .U ゝ やひ たけ は  つ はらの  や- ん やさけび 

ジ オンの 戰は 酣 なる に 我 は 用な き 兵 なれば 獨り內 に 坐して 汗馬の 東西に 走る を 見、 矢 叫の 聲、 太鼓 

の 昔 をた ビ 遠方に 聞く に 過す、 我に 世に立つ の 望み 絕 へたり、 又 未来に 持ち 行くべき 善行な し、 神 は 

如 斯 不用 人間 を 要し 給 はす、 嗚呼 實に つまらなき 一 生に あらす や。 、：：：：：：、 

、、、、、ヽ、ヽヽヽヽ、、、、、ヽ、ヽ、、ヽ、、ヽ、ヽ、、、、、、、ヽヽ、、 ヽヽ/ -ヽ、、、 

我 絶望に 沈まん とする 時、 永遠の 希望 は 叉 我 をカづ くる あり、 基督 は 希望の 無盡藏 なる が 如し、 彼に 

依ての み！ 1$ 木 も； 冉び芽 を 出すべく、 砂漠 も 花 を 生じ 得べ し、 預言者 H ゼキ エルの 見し 枯れた る 骨の 蘇 

生せ し は 我等の 目擊 する 事實 なり (以西 結 第三 十七 章)。 

不治の病に 權 りし 時の 失望 は 二 個な り、 卽ち、 我 は 再び 快復し 能 はざる べしと、 我 は 今 は廢人 なれば 

世に 用な きものと なれり と。 

一、 汝 如何にして 汝の病 は 不治なる を 知る や、 名醫已 に汝に 不治の 宣吿を 申 渡した るが 故に 汝は 不治 

と 決せし か、 然 ども 汝は 不治と 稱 せし 病の 全癒せ し 例の 多く ある を 知らざる 也、 汝は 十九 世紀の 醫學 

は 人間と 謂ふ奇 的の 小天地 を 悉く 究め 盡 せし 者と 思 ふや、 近 來醫學 の 進歩 は實に 驚く ベ. きなり、 然 

れ ども 醫者は 造物主に あらざる なり、 時計 師 のみが 悉く 時計の 構造 を 知る、 神の み 悉く 汝の體 を 知る 

不. 治 の 病に S りし 時  六 七 
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なり、 殊に 此診斷 飽陋の 時代に 當て 我等 は 容易に 失望すべき にあらざる なり、 生氣は 天地に 充ち滿 て 

常に 腐 故と 分解と を 留めつ-ある なり、 醫師 悉く 我を抬 てな ば 我 は醫師 の醫師 なる 天地の 造 主に 行か 

ん、 彼に 人智の 及ばざる 治療法と 藥品 あるべし、 生命， は 彼より 来る もの なれば 我 は眞に 生命の 泉に 至 

せんしん  じんり よ，、 しんりよ-、 

て飮 まん、 醫學の 進歩と 同時に 人類が 醫 學を專 信す るに 至り、 醫學の 及ばざる を 以て 人力 も 祌カも 及 

そん i-.- 

ばざる 鹿と 見 傚す に 至りし は實に 人類の 大 損耗と 云 はざる ベ からす、 我等 勿論 舊 記に 載す る 奇蹟 的の 

今 尙^ すると は 信ぜす、 屋根より 落て 骨 を 挫きし 時 醫師に 行かす して 祈 禱に賴 る は 愚な り、 不 

ICE 仰たり、 祌は 熱病 を 癒さん が爲 めに 「キ ナイン」 劑を 我等に 與へ 給へ り、 人 これ ある を 知て 之 を 用 

あ.；. 1  てんし  i  -W るざい 

ひざる は！； § なり、 局部 切斷の 時に 當り 「コ n  、ホルム」 劑は 天賜の 魔陲劑 なれば 感謝して 受 くべき な 

り、 然れ ども 我等 病める 時に 悉く 醫 者と 藥 品と に 賴るは 我等の 爲す 可らざる 察な り、 我等 病贯 くして 

^醫を 去て 名醫に 行く が 如く、 名 醫も尙 我等 を 治す る 能ざる 時 は 神なる 最上の 醫師に 至る 也、 ^醫が 

我の 病 は 不治な りと 診斷 する 時に 我 は 絶^ に 沈 ベ き や、 Ka, 然ら す、 名醫 の 診斷は 庸醫の 診斷の 全く 誤 

？ g なる を 示す 事 あるが 如く、 全能の 神より 見 給 ふ 時 は 不治と 稱 する 汝の病 も 亦 治し 難の 病に あらざる 

ベ し0 

世に：^^仰治療法なるものぁり、 卽 ち 醫藥を 用 ひす 全く 衛生と 祈禱 とに 由り 病 を 治す る 法 を 云 ふ、 我等 

は 或る 一 派の 信仰 治撩 者の 云 ふが 如く、 醫師は P 鬼の 使者に して 藥品 は惡 魔の 供す る 毒物な りと 云 は 

す、 i 、一れ ども ：！：！ 仰 は 難病 治療法と して 莫大の 實效 ある 事 を 疑 はす、 勿論 我等の 稱 する 信仰 治療法なる 

ケ ろん  ぐわん  れい する  ,99, 

もの はかの 偶像？ 拜 者が 醫 藥を輕 じて 神 沸に 祈願し、 或は 靈水 を飮 むの 類 を 云 ふに あらす、 信仰 治療 

法 は 身體を 自然 の 造 主と その 法則と に 任し、 恰 然として 心に 安 じ、 ，：.H 由に 存 おす る 靈氣 を して 我の 身 


^i- や 《が！^ ！!！ i -i^J い- i i い、 是 迷信 に あ らす し て 學術的 の 眞理 たり、 殊に 醫師 の稱 する 不 治 ^ 

に 於て は 1 此治 療の顿 るべき あるの み、 我 は 我が 病 を 治せん が爲 めに 方便と して 信仰せ す、 是眞 正の 

信 5- 二 あら ざれば たり、 如斯の 信仰： m 療法 は 無 S なり、 然れ ども 我れ 信ぜざる を 得 ざれば 信す るな り、 

見よ 下等動物の 傷 瘦を療 すに 於て 自然法の 速 かにして 實 功多き を、 淸淨 なる に 勝る 强壯劑 の あ y 

なく、  . ^晶の 如き 淸 水に 勝る 下熟劑 あるな し、 殊に 平安なる 精神 は 最上の 囘復劑 なる を 知るべし、 博 

i  ^ 依 る^^仰洽療法は病體を試驗物視す る醫師 の 治療法 に 優る 數 等なる を 知れ。 

一 一、 汝 |1 人となり たれば とて 結^せん とす、 嗚呼 然 らば 汝の 宗敎も 夥多の 基督 信徒 並に 異敎 信徒の 宗 

敎と 同じく 事業 敎た り、 汝も 未だ 人類の 大多数と 共に 事業 を 以て 汝の 最大 目的と なす ものな り、 事業 

は 人 11 の 最大 快樂 なり、 然 れ ども 此快樂 を 得る 能 はすと て 落瞻失 sli" に 沈む は汝の 未だ 事業に 優る 快樂 

ある を 知 ざれば 也、 其」 督敎は 他の 宗敎に 勝りて Is?- 業 を獎勵 すると 雖も 基督 敎の 目的 は 事業に あらざる 

なり、 基督 は汝が 大事 業 {\ ぶたらん が爲 めに 十字架 上に 汝の爲 めに 生命 を 捨て ざり しなり、 基督の 目的 

は 汝の心 靈を救 はんとす るに あり、 若し^の 快 樂が汝 を 神に 歸 らしむ るの 妨害と なる なれば 神 は此快 

樂を汝 より 取り去り 給 ふべ し、 神 は汝の 身體と 事業と に 勝りて 汝の靈 魂 を 愛し 給 ふなり、 汝の 事業の 

若し 汝の 心を祌 より 遠 ざく る あれば 神は此 事業て ふ 誘惑 を汝 より 取 除け 給 ふなり、 人 は 偶像 を 崇拜す 

るの みならす 叉 自己の 事業 を も崇拜 する ものな り、 

なん ぢは祭 物 を このみ 給 はす、 

若し 然 ら すば 我 これ を さ k げん、 

た ん ぢ また 燔 祭 を も悅 びた ま は す 、 

不治の に g りし 時  六 九 
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神の もとめた まふ 祭 物 はく だけた る靈 魂な り、 

神よ なん ぢは碎 けたる 悔し こ k ろを貌 しめた まふ まじ。 

^業と は 我等が 祌 にさ k ぐる 感謝の さ k げ物 なり、 然れ ども 神 は 事業に 勝る さ- - げ物を 我等より 要し 

給 ふなり、 卽ち碎 けたる 心、 小兒の 如き 心、 有の 儘の 心なり、 汝今 事業 を祌 にさ、 ぐる 能 はす、 故に 

汝の心 を さ&げ よ、 祌の汝 を 病まし むる 多分 此爲 めな らん、 汝は ベター 1 ャの， の 心 を 以て 基督に 

事 へんと 欲し 「供給の こと 多くして 心い いみ だれ」 (路加 傳十章 四十 節) たるなる べし、 故に 神は汝 

0  ■  I —— 00000000000000000  0-000000 

に マリヤの 心を與 へんが 爲 めに 汝 をして 働ら き 得 ざ らしめ たり、 

、 乎に もの. > ^たで 十字架に すがる、 

と は汝の 常に 歌 ひし 處 にして、 其 深遠なる 意義 を 知らん が 爲め汝 は 今 働く 事 能 はざる ものと なれり" 

我の この 世に つか はされ し は、 

わが 意 を 世に 張る 爲 めなら で、 

神の ま f をう けんため、 

そのみむ ね をば とげん 爲 めたり。 

なみだの 谷 や 笑の 園、 

かなしみ は來ん よろこびと、 

よろこび 受けん ふたつとも、 

神の みこ-ろ ならば こそ。 


勇者の たけき 力 を も、 

敎師の も ゆる 雄 辯 も、 

われ 望まぬ にあら ね ども、 

みむね のま k にある に はしか じ" 

弱き 此身 はいかに して、 

その つとめ をば はつ べき や、 

われ は 知らね ど 神 はしる、 

祌に賴 る 身 は 無益なら ぬ を。 

小なる つとめ 小なら す、 

肚を蓋 ふとても 大 ならす、 

小 はわが 意 をな すに あり、 

大は みむね によるに あり。 

わが 手 を 取れよ わが 神よ、 

我 行く みちを 導け よ、 

不 治の. 1 に 罹りし 時 


七 
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われの 目的 は聖意 をば、 

£^ すか 忍ぶ にある なれば。 

汝乎足 を tl ガ する を 得す 故に^に 爲す 事な しと 言 ふや、 汝高 壇に 立て 說敎し 得す 故に 福 昔 を 他に 傳 ふる 

を 得すと 言 ふや、 汝筆を 採て 汝の 意見 を發 表する を 得す 故に 汝世を 感化す るの 力 を 有せす と 言 ふや、 

汝 病床に あるが 故に 汝の此 撤に存 する は 無用な りと ず ふや、 嗚呼、 然 らば 汝は戰 場に 出で ざる 兵卒 は 

無用な りと 言 ふなり、 山奥に 吹く 蘭 は 無用な りと 言 ふなり、 海底に 生 茂る 珊琐は 無 用 なりと 言 ふなり- 

築のお に ゆ、 く 蓮？？！ I 花 は 人に 見 ゑざる が ゆ ゑに 彼女 は 紅 衣 を 以て 身 を 装 はざる か、 年々 歳々 人知れ す 

して _ ^"を 砂漠の 風に 加へ、 色 を 無覺の 51? 石に 呈 する 花何ぞ 多き や、 祌は 人目の 達せざる 病床の 中に 祌 

O0OOOO0OO000O00OOOOO00 1^  »•  »  »  .»  »  »--u»  、  »>u»  »  »  ■»•  »  ^ い,， ： ，，， .»  -. 

に 依て 靈 化された る 天使 の 形 を隱し 置き 給 ふなり、 靜 寂なる 汝の 溫額 に 忍耐より 來る汝 の 微笑 は 干 百 

の說敎 に 勝て 力 ある ものな り、 凹みた る汝 の^ 中に 浮ぶ 推察の 淚 一 滴 は 萬 人の 同情に 勝る 刺激な り、 

瘦 ありた る；^ の 手 を 以て 握手 さる、 時 は 天使の 愛 を 我等が 感受す る 時な り、 我れ 未だ 我が 眼 を 以て； 大 

使 を 見し 事な し、 然れ ども 我の 愛せし ものが 病床に ありし 時 大理石の 如き { 谷貌、 鈴蟲の 音の 如き 聲、 

朝 の 如き 淚、 ：；-- 彼れ 若し 天 使に あら ざれば 何 を 以て 天使 を 描かん や、 我 は如斯 ものが 終生 病より 起 

つ 能 はすして 我が 傍に あると も、 決して 苦痛 を 感ぜざる べし、 彼 は 日々 我の 慰藉な り、 我を淸 め、 我 

を 高め、 我 をして 天使が 我 を 守る の 感情 あらしむ る ものな り、 汝 若し 天使 を拜 せんとな らば、 行て 病 

に 臥す る椒德 の：^ 人 を 見よ、 彼 は 今^に 於て 已に. il^ 化して； 大使と たりし ものな り。 

汝乂 快樂を 有せす と 一一： 一 II ふ 勿れ、 汝の 愛する もの 汝 と共に あり、 是大 なる 怏樂 ならす や、 汝の 軟弱なる 

と 忍耐なる と は、 汝 の强壯 なる 時に 勝りて 汝を 愛らしき ものと なせり、 愛せら る、 は今汝 の特權 なり- 


汝カ なきもの として 愛せられよ、 愛せら る k を 拒む は汝 他を惱 ますな り、 汝の 愛する もの は汝の 愛せ 

ら れんこと を？ むな り、 世に病者の^^3る理由は世に愛せらる、もの 、ぁらんが爲めならん、 我等 弱 

きもの を 愛して 自己の 髙尙 なる を感 する ものな り、 我 は 愛せら る k よりも 愛する 事 を 欲す、 汝 我の 爲 

めに 我に 愛せられよ、 而 して 我の 汝を 愛する に 依て 汝 より 受 くる 喜 悅と 感謝と を 以て 汝の 快樂 とせよ。 

汝 若し 尙ほ 普通 の 感覺を 有す る あれば 無限の 快樂 未だ 汝 と共に 存 するな り、 山野に さまよ ひ 自然と 交 

通して 自然の 神と 交 はる はん マ 汝の能 はざる 所、 淑女 巨人と 一 堂に 集 ひ 思想 を 交換し 事業 を畫 する はん.' 

汝の 及ばざる 所、 然れ ども 若し 汝 にして 四 十八 文字 を 解す る を 得ば、 聖書なる 此界文 學の汝 と共に あ 

るな り、 以て 汝を勵 し 汝を泣 しむべし、 以て 汝の爲 めに 戀歌を 供し (ソ 1 口  I モ I ン 1 の 雅歌.)、 汝の爲 めに 

軍談 を述ぶ 可し (約 書： 亞記 士師 記)、 良 操 美談 あり (路得 記)、 Si 歌 あり (耶 利米亞 記 )、 汝の k 

ての 感情に 訴へ 喜 怒哀樂 の 情 かわる 起り 汝 をし て 少し も 倦怠な か らしむ、 汝 曰 を, 讀 せ よ 。 

然れ ども 若し 讀書は 汝の堪 ゆる 所に あら ざれば、 他の 快 樂の尙 ほ 汝の爲 めに 備 へらる.^ あり、 卽ち心 

を靜 めて 神の 攝现を 思 ひ 見よ、 祌は人 を 造り 彼に 罪 を 犯す の 自由 を與 へて 叉 彼 を 救 ふの 術 を 設けられ 

たり、 救濟の 目的と して 此 世界と 汝の 一 生と を考へ 見よ、 如何なる 芝居の 脚本 か 之に 勝る の 悲釗歡 劇 

を 載す る ある や、 攝理 の戲曲 (KcmalKS  of  pl.ovkleuce) を 讀む もの は保羅 と共に 絶 呼せ ざる を 得す、 

あ k 神の 智と識 の 富 は 深い かな、 其 法度 は 測り 難く、 其 踪跡は 索ね 難し。 孰 か 主の 心 を 知りし、 

孰 か 彼と 共に 議 する こと を爲 せし や。 孰 か先づ かれに 施へ て 其 報 を受ん や。 そ は 萬 物 は 彼より 出、 

かれに 倚り、 かれに 歸れ ばな り。 願く は 世々 榮祌 にあれ。 ァ ー メン。 

(羅馬 書 卜 一 章 三十 三 節より 卅六節 迄) 

不治の IS に Eg り し 時  七 一一！ 
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^アン ソ  一 I 1 '曾て 書 を 盲人 某に 送て 曰く、 

君 肉眼の 視力 缺乏の 故 を 以て 君の 心 を 苦しむ る 勿れ、 之れ 蠅も蚊 も 有する もの なれば なり、 た i.- 

喜べよ、 君 は 天使の 有する 眼 を 有する が 故に 神 を 視るを 得、 神の 光を受 くべ ければ なり。 

動物 的の 汝は 病めり、 然れ ども 天使 的の 汝は 健全なる を 得るな り、 汝動 物的の 快樂を 去り 天使 的の 快 

樂を 取れよ。 

亦 病む もの は汝 一 人なら ざる を 知れ、 人類 は 一 秒 時間に 一 人づ \ の 割合 を 以て 呼吸 を 引き取りつ \ あ 

る を 思へ、 ーケ 年に 八十 萬 人 宛 日本人 は 墓に 葬らる，^ を 知れ、 全國 にある 四 萬 人 以上の 醫師は 平均 一 

日 五 人 以上の 忠者を 診察し つ.^ ある を覺 へ よ、 しかの みならす 少しも 病 を 感ぜざる 人と て は 千 人中 一 

人 も あるな きを 知れ、 實に 人類 全體は 病みつ i あるな り、 人類 は アダムの 罪に ^て-! -4 む い 

ものな り、 (如何なる 祌學 上の 學說 より 論す る も〕、 而 して 第二の ァ 5. より 靈の 賜物 を 得し もの、 

み眞 正の 生命 を 有する ものな り、 汝は 人類 全體 と共に 病みつ X あるな り、 汝の 苦痛に 依て 心靈を 有す 

る 世界人 民 十六 傥萬 人の 苦痛 を 想 ひ 見よ。 

汝 を- W 育せ し汝の 母も汝 の 如き 苦痛 を 忍んで 眠れり、 汝 よりも 妙齢なる 汝 の 妹 も 能く そ の兩 親の 一一 一一 if を 

聞き分けて つぶやく 事な くして 眼 を閉ぢ たり、 汝獨り 忍び 得ざる の理 あらん や、 神 は その 獨、； f をして 

人間の 受 くべき 最大 苦痛 を 感ぜし め 玉へ り、 神 は 愛する 程 その子 を 苦しめ 給 ふが 如し、 汝の 苦しめら 

る \ は汝 神に 愛せら る、 の證 なり、 忍びて 試 誘を受 くる 者 は 福な り、 驚 はこ \ ろみ を經て 善と せらる 

る 時 は 生命の 冕を受 くべ ければ なり、 この 冕 は 主 己 を 愛する ものに 約束し 給 ひし 所の もの 也 (雅各 書 

1 章士 一節)。 


來 らんと する 未来の 觀念 は汝を 慰む る や 否や を 知らす、 今 之 を 汝に說 く 反て 汝を 傷まし むる を 恐る、 

然れ ども 世界の 大英 雄大 聖人の 希望と 慰 は 多く は未來 存在の 信仰に ありき、 ソ クラ トス は靈魂 不滅に 

就て 論究し つ. -死 せり、 老 牧師， ^i;;^ ン、 i 師 より 危急の 報 を 聞く や 彼の 友人に 告げて 曰く 「死と 

は斯く 平易なる ものなる や」 と、 スゥヰ ー デ— ン 11^,^, め將 に 死 せんとす る や 友人 彼の 心中の 樣を問 ふ、 

彼 答て 曰く 「幼時 老母の 家を訪 はんとす るの 喜悅 あり」 と、 ビ， ク， x^、l^ ュ ー ゴは 佛國の 詩人に して 

小說 家な り、 彼の 著述 は 欧洲 を， 動せ しめ、 彼の 筆誅に 摧 りし 高慢なる 宗敎 家と 政事 家 は 彼 を 虚無 黨 

と稱し 無神論者と 見做したり、 彼れ 歳 八十に して 尙ほ壯 年の 希望 あり、 一日 彼の 未来 存在に 關 する 信 

仰 を 表白して 曰く、 

企 は 余に 未來 生命の 存 する を 感す、 余 は 切り倒され たる 林の 木の 如し、 新鮮なる 萌芽 は 愈々 强く 

愈々 活 潑に斷 株より 發生 する を 見る、 余 は 天上に 向て 登りつ I ある を 知る、 日光 は 余の 頭上 を 輝 

せり、 地 は 今 尙ほ其 養 汁 を 以て 余 を 養へ ども、 天 は 余の 未だ 識ら ざる 世界 (天 國) の 光線 を 以て 

余 を 輝ら せり、 人 は 一 百 ふ靈 魂と は存 せざる ものにして 唯體 力の 結果な りと、 然 らば 何故に 余の 體 
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力の 衰 ふると 同時に 余の 靈魂は 益々 光澤 を 加 ふるや、 嚴冬 余の 頭上に 宿る に 余の 心 は 永久の 春の 

^ し。 ヽヽ、 ヽ、 ヽヽ/ ^ヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 、ヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 、、ヽ 、ヽヽ ヽヽヽ /- ヽヽ ヽヽヽ 

ヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 

我 生涯の 終りに， 近づく に 及んで 他界の 美音 益々 明瞭に 余の 耳に 達する を覺 ゆ、 其聲 驚くべく して 

叉單 純たり、 雅歌の 如くに して 歷史樣 の事實 なり、 余 は 半 百年 間 散文に 詩文に 歷史 に哲學 に戲曲 

に 落首に 余の 思想 を發 表したり、 而 して 尙ほ 余の 心に 存 する 千分の 一 だ も 言 ひ盡さ りし を 知る、 

不治の病に 接り し 時  七 五 


あ s 信徒の たぐ さめ  七 六 

余 は 墓に 人る 時へ は 一 日の 業 を 終へ たりと ず ふと 雖 ども、 余の 一 生 を 終へ たりと 一一-一 n ふ 能 はす、 余 

の 仕事 は 明朝 叉 W び 始ま らん とす、 墓と は 道路の 行詰り にあら すして 他 3^ に 達する 通り道な リ、 

あかつき  もけ. J  、ち 

0 に 至る 昧爽 なり。 

< ルは此 世に _ ^する 間 は 働くな り、 此状は 余の 本國 なれば なり、 余の 事業 は 始め かけたり、 余の 築 

ゑつけ  .^..=}ん 二り  ちゃう さリ 

かんとす る 塔 は 漸く 土臺 石の 据附を 終へ たり、 其 竣工 は 永久の 仕事な り、 余の 長久 を渴^ する は 

余の 永久の 生 を 有する 證 なり。  ■ 

と、 此人 にして 此言 あり、 靈魂 不滅 は 基督 敎の 敎義 のみに あらざる なり。 

 ！  ,   か  い-ひじん じか 于- ひ，， 、わ いぢ ゆうふく 

メソヂ スト 派の 始祖 ジョン、 ゥ H スレ ー 死す るの 前日、 彼れ 友人に 向 ひ數囘 Pf: 復 して 闩く、 「何より 

も 善き 事は祌 我等と 共に 在す _e ^なり」 と、 祌は萬 物の 靈 たる 人間の 有する もの、 中に 最も 善なる 最も 

貴き ものな り、 神 は 財産に 勝り、 人體の 健康に 勝り、 妻子に 勝りた る 我等の 所有物な り、 富 は 盗まる 

るの 懼と 浪費 さる \ の 心配 あり、 國も敎 會も犮 人 も 我 を 捨てん、 事業 は 我 をた かぶらし め、 此肉體 も 

我 失 はざる を 得す、 然れ ども 永遠より 永遠に 至る 迄 我の 所有し 得べき もの は祌な り、 人 靈の價 値 は 彼 

は最と 高き 祌 より 以下の もの を 以て 滿 足し 能 はざる にあり、 

せい  しっせ：.  ちから あ- 0 も W 

そ は 或は 死、 或は 生、 或は 天使、 あるひ は 執政、 あるひ は 有 能、 あるひ は 今 ある 者、 あるひ は 

後 あらん 者、 或は 高き 或は 深き、 また 他の 受造者 は， ぎ條を 我主ィ H ス キリス—..^ に 頼れる 神の愛よ 

り 結ら する こと 能 はざる 者なる を 我 は 信ぜり。  . 

.  (羅馬 書 第 八 章 三十 八、 三十 九 節) 

汝祌 をお す 又 何 を か 要せん。 


なぐさめ ,、 わい らく  の ち i  ^？. b 


^.台のー丙怖る  >- に足らす、 快復の 望 尙ほ存 する あり、 之に 耐 ゆるの 慰と 快樂と あり、 生命に 勝る 一 

希望と を汝の 有する あり、 叉 病中の 天職 ある あり、 汝は絕 び 1^1 すべきに あらざる な」 


不 の 病に 罹りし 時  七 七 


求 
安 
錄 


Dante  has  been  lie  re  ；  as  neither  I  nor  any  of  the 
Brothers  recognized  him.  I  asked lum  what  bo  wished. 
He  made  no  answer,  but  gazed  silently  upon  the  columns 
and  galleries  of  the  cloister.  Again  I  asked  him  what  he 
wished  and  whom  he  sought  ；  and  slowly  turning  his 
head,  and  looking  around  upon  the  Brothers  and  me,  h© 
answered,  "  Peace  ！  "  ― Hilary. 

The  more  I  think  of  it,  I  find  this  conclusion  more 
impressed  upon  me ― that  the  greatest  thing  a  human 
sou 丄 ever  does  in  this  world  is  to  sse  something,  and 
tell  what  it  s2w  in  a  plain  way.  ― Ruskin. 


自序に 代-^ 

口 あいて 藤み せる 柘樅 かな。 

芭 蕉 翁 

爾 (正に) 歸 らん 時 其 兄弟 を 堅く せよ。 

甚 督 

我 これらの 望 を旣に 得た りと 言 ふに 非す、 亦す で に，^^1 せられたり と 言 ふ に 非す、 


、路 可傳 二十 ニ章ノ 

J  二 十二 節〉 


或は 取る こと あらんと て 我た 、、之 を 追 ひ 求む、 キリス ト之を 得させん と 我 を 5^ へ 

in  J  6  ，！. 'しろ ある 

給へ る 也。 兄笫ょ 我み づ から 之 を 取 わと 意 はす、 惟 この 一事 を務 む、 卽ち 後に 在 

もの を 忘れ 前に 在る もの を 望み、 神，， キ l.=^t^vvrt^ に 由て 上 へ 召て ふ 所の 褒美 

を 得ん と 標準に 向 ひて 進むな り 

1 「酔 立 比 書 三 章) 

^ 羅 I 士ー、 十三、 卞 §1 節, - 

6 序に 代 ふ  A 1 ； 


^  ^  0  八 二 

柬肥託 摩ケ原 流寓に 於て 

內村鑑 

明治 二十 六 年 六月 七日 


求安錄 上の 部 

內村鑑 三 著 

悲 嘆 


人 は 罪 を 犯すべからざる ものにして 罪 を 犯す ものな り、 彼 は淸淨 たるべき 義務と 力と を 有しながら 淸 

淨 ならざる ものな り、 彼 は 天使と なり 得る の 資格 を 倫へ ながら S 々禽獸 と 迄 下落す る ものな り、 登て 

は 天上の 人となり 得べ く、 降って は 地 極の 娥鬼 たるべ い、 無限の 榮光、 無限の if 落、 共に 彼の 達し 得 

る 境遇に して、 彼 は 彼の 棲息す る 地球と 同じく 絶頂 Zenith 結 下 Nadir 雨 極點の 中間に 存在す る も 

の- ^り。 

降る は 易く して 登る は 難く、 降れば 良心の 責 むる あり、 登る に 肉 慾の 妨 ぐる あり、 我が 願 ふ 所の もの 

我 これ を 行 さす、 我が 惡む 所の もの 我 これ を 行し、 我 は 二 個の 我より 成立す る ものにして、 一個の 我 

は 他の 我と 常に 戰 ひつ & ある ものな り、 誠に 實に此 一 生 は 戰爭の 一 世な り。 

,セ —ネ 力 曾て 親友 ル シラ— ス— に 書き送 て 曰く、 

Vi づ el,e,  mi  Lsciul,  militare  est. 


(我が 叫^^^よ 我に 取りて は 生る は戰 ふなり〕 

と、 た^を 以て 快 樂とー W ふ もの は 誰ぞ、 我に 一 日の 虚日 あるな し、 關ケ 原、 ゥォ ー タル ー は 日々 我 わ 

が 心屮に H 擊 する 處 なり。 

好て 昍く ， ；：^ ；叫 ^d. ンは戰 々犬 猫の 境遇 を 羨みて 止 まざりき、 そ は 犬 猫 は 人の 戰 ふべき 戰を 有せ 

ざ， 1 ばな りと、 人 各々 不滿 あり、 彼 は 思へ らく、 我に 富 あらしめば 我 足らん と、 而 して 富 彼に 来りて 

彼 尙ほ平  1  女 を 得す、 我に 善良なる 赛 ありせば 我 足らん と、 彼に 幸福なる {炎 挨 ある ありて 彼尙ほ 足らす. 

人は內 部の 缺乏を 認めす して 之 を 外部に 認め、 を滿 たさんと せす して；^ に 得ん とす、 我の 敵 は 我な 

る 事 を 知らす して、 €： に^する 苦痛 は 外に 漏らさん とす、 雨曹の 中の 戰鬪と 爭競は 何より 來り しゃ、 

雨^5«のだ體の中に戰ふ所の愁ょり來りしに非すゃ (雅各 書 第 四 章 一 節)、 然り I の 始めよ りん マに 到る 

迄渾 ての 戰、 渾 ての 爭の 原因 を 究め 見よ、 皆 悉く 愁の 戰爭 にして、 自己の 不滿を 他人の 上に 沌せ しも 

のな り。 

博士  T,^ ゲル 氏 一一 一一 n へる あり 

"The  unreHt  of  this  wear}-  -world  is  its  unvoiced  cry  after  God.  —IVIUn^el.. 

人^の 不滿は 神 を 求む る 無 言 の薛 なり、 

我等 神 を 得て 始めて 安し、 世 は 最大 幸福 を 求めつ i ありて 未だ その 最大 幸福なる もの は 何たる を 知ら 

す、 我等 を し て -再 び. I:.;lHltT レ の 言 を篾復 せし めよ、 

0  00  0  000  0-00000000000 

河よりも 善き 事 は 神 我等と 共に 在す 事な り。 


內、 いの 離 Internal  Schism. 


余の 始めて 基督 敎に 接する や、 余 は 其 道德の 高潔なる と 威厳 あるに 服したり、 余 は 余の 不潔 不完全 を 

悟りたり、 余の 言行 を 聖書の 理想 を 以て 裁判 さるれば 實に 汚穢 云 ふに 忍びざる ものなる 事を發 見せり、 

余 は 泥中に 沈み 居りし を 悟れり、 余 は 故意 を 以て 人 を 欺きながら 余の 罪人なる を 知ら ざり し、 余は虚 

言 を 吐く を 以て 意に 介せ ざり き、 余 は 他人の 失策 を 見て 喜び、 他 を 倒しても 自己の 成功 を 願へ り、 余 

の 目的 は 高名 富貴に ありき、 余 は國を 愛する と 揚言しながら 余の 野望 を充 たさんと せり、 余に 他人の 

簿情 卑屈 を 責めながら 自身 も 常に 他人の 不利益 を 望めり、 余 は 君子 振りて 實は 野人な りき、 余の 目的 

は 卑陋な りし、 余の 思想 は汚據 なりし、 是を思 ひ 彼 を 思へば 余 は實に 自身に 恥て 若し 穴 あらば 身を隱 

し 神に も 人に も 見え ざらん 事 を 欲せり。 

れ ども 後悔 先に 立す、 今日より 改めて 善人と なるべき のみ、 「天に 在す 爾曹の 父の 完全が 如く 爾曹 

も 全すべし」 (馬 太傳 第五 章 四 拾 八 節)、 余 は 大いに 心に 決して 曰く、 「余 は 今より 全く 余の 言行 

を改 むべ し、 余 は 再び 決して 虚言 を 吐かざる べし、 余 は 決して 他人 を 評し 他人 を せざる べし、 余 

は 情慾 をつ 慎むべし、 余 は瀬惰 ならざる べし、 余 は德を 以て 恨に 報 ゆべ し、 余 は 功名心 を 根より 斷 つべ 

し、 余 は 謙遜なる べし、 余 は 酒 も 煙草 も 芝居 も 魔すべし、 余 は艤ら ざるべし、 余 は 日曜日 を淸く 守る 
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べし」 と、 余 は實に 全然た る 改革 を 宣告せ り、 而 して 獨り 心に 決する を 以て 足れり とせす、 余の 友人 

に 向て 余の 決心 を 宣告し、 天地に 誓 ひ、 會 衆に 約し、 完全 無 缺の生 _滩 を 送らん 事を斷 決せり、 敎師之 

を 間て せ； I び、 友人 は < ^の 改心 を 祝せ り、 余 は 思へ らく 余は& 生せ りと。 

ひとたび 堅く 定めしの ち は 

動き はせ じと 我 は 思 へ り 

余 は-一 二 ヶ月 間 余の 決心 を實 行せ り、 余 は實に 新ら しき 人となりたり、 余の 改心 は 非常なる ものな り 

と 人 も へり、 我 も 思へ り、 余 は祌の 余に 近き を 感ぜり、 余の 朝夕の 祈禱は 長く して 熱心な りき、 余 

の 一 百 語は少 くして 重味 ありき、 余の 謹愼は 余の 友人の 膨ふ 程な りき、 昨日 迄の 「オシ ャ ベリ」 は 今日 

の沈默 家たり、 語る に淚 あり 聖書の 引用 あり、 絕間 なく 祈り 絕 なく 讚美し、 余 は實に 純然たる 聖人 

となり、 ェ，， ^の 如く 祌と 歩めり。 

然れ ども 此 製造 的の 神 は 長く は 緩 かざりき、 忽ちに して 余の 言行 は後戾 りし 始めぬ、 余の 謹慎 は 余 

の 友人の 忌みし のみなら す、 <ff- も^ 勉を 以て 之 を 暫時 持 綾け しもの なれば、 數日 にして 余 は 不自由と 

苦^^を感ぜり、 少々 の 豪遊 何ぞ 信仰の 妨害た るべ けんや、 沈 默は氣 HVM^ を 導く の 恐れ あり、 余 は 常に 

石像の 如くに あるべからざる なり、 ^備 一方に 緩み はじめて 全部 壞れ たり、 三 ヶ月 を經 すして 余 は 決 

心 以前の 余に 復 せり、 今 は 余の 基督 敎 信徒た るの 徵候は 冷淡ながら も 日曜日 毎に 信徒の 會に 列す る 

と、 ィャ^ \ ながら も 朝夕 頭 を 代て 意味な き祈禱 をな すに 止まりたり。 

然れ ども 永遠の 生 を 有する 心靈は 聖經の 刺詞を 感ぜざる を 得す、 「人の 罪を定 むる こと 勿れ、 恐く は 

雨^も 亦？； -に おめら れん」 (馬 太 傳七章 第一 節)、 嗚呼 是れ 他を惡 口す ベから すとの 敎訓 ならす や、 


余が 友人と 會 する 時、 蔭ながら 人 を 批評す る を 以て 第一 の快樂 となし、 特に 彼の 牧師、 是の 信徒の 缺 

點 を摘發 して 談話の 好材料と なす は、 是れ 聖書の 大 訓に戾 り、 明瞭なる 普通 道德に 反する の行狀 にあ 

らす や、 多 辯に 對 する 聖書の 誡は 左の 如し、 

わが 兄弟よ 爾等 多く 師 となる ベから す 蓋 われら 師 たる 者の 罰を受 くる こと 尤も 重し と 知れば なり- 

あや まち  こ ifs あや i ち  .li つ. U きひ i  ： つり 

われら は 皆し ば/ \ 想 を爲 せる 者な り 人 もし 言に 短な くば 是全 人 にして 全 體に轡 を 置き 得るな 

り、 夫れ 我等 馬 を 己に 馴は iJ ん として 其 口に 轡を 置く とき は 其 全 體を敏 すべし、 舟 も 亦 その 形 は 

大きく 且 狂風に 追 はる & とも 小 跎を以 て 舵 子の 意の 隨に之 を 運ばすな り. 此の 如く 舌 も 亦 小き も 

のにして 誇る こと 大 なり 視ょ微 火い かに 大 いなる 林 を 燃す を、 舌 は M ち 火すな はち 惡の 世界な り 

舌 は 百體の 中に 備 はりあり て 全體を 汚し 又 全世界 を 燃すな り 舌の 火 は 地獄より 燃え 出づ、 それ 备 

類の 昆蟲 海に ある もの 皆 制を受 くまた 旣に 人に 制せられたり 然れど 人 たれ も 舌 を 制し 能 はす 

乃ち 抑へ がた き惡 にして 死惡 の， 充てる もの 也、 我 儕 之れ を 以て 主なる 父 を 祝 ひまた 之 を 以て 神の 

形に 像り て 造られた る 人を詛 ふ、 祝と 詛ー つの 口より ar つ わが 兄弟よ 此の 如き こと は あるべき に 

あらす。  (雅备 書 第三 章從 一 節 至 十 節) 

G み  ラが  こ、.. り 

余 は 之を讀 む 〔母に 鑿 を 以て 余が 良心 を 穿た る& 心地せ り、 Speech  is  silvern.  Silence  is  gdlden. 

(若し 雄 辯 は 銀 なれば 沈默は 金な り)、 人が 一 一個の 耳 を 有し 一 侗のロ を 有する は 一 一度 M て 一 度 語れと 

の 謂な りと、 Thiiit:  twice,  speak  once  (一 一度 考 へ て 一 度 語れ〕、 衆愚の 誇々 たる は 一 賢の 唯々 に 如 

かす、 < ^の 不完全なる 余の 頑愚なる は 余が 余の 口 を 支配す る 能 はざる に 依て 明かな り、 余に して 余の 

多 辯 を 制する 能 は ざれば 余の 基督 敎は 何の 用 か ある、 < ^は 神 は 唯一な りと 信す、 如此 信す る は 善し 惡 
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鬼 も 又 信じて 戰愕 けり (雅备 書 二 章 十九 節)、 余に して 此 明白なる 基督 敎の 訓誡 を 犯しながら I 人に 

向て の徴悔 を勸め 神の 裁判 を說敎 すると は 余の 鐵 面皮 もこ i に 至て 其 極に 達せり と 云つべし、 然り 

余 は大 偽善者た る を 感ぜり、 余 は 余の 行を改 むる 迄 は 3： の 面目 ありて 他人に 基督 敎を說 く を 得ん や。 

聖書 は E へり、 凡そ 兄弟 を 憎む もの は 卽ち人 を 殺す 者な り、 凡そ 人 を 殺す もの は窮 りなき 生命 その 衷 

に をる ことなし 此は 雨曹の 知る ところ 也 (約 翰 書 第一 書 三 章 拾 五節) と、 余 始めて 之 を 讀むゃ 酷に 過 

たる 言と 思へ り、 然れ ども 能く 其 意 を 採ぐ るに 於て 最も 當を 得た る 言なる を 知れり、 ， ^イン は 其弟ァ 

ベ ， 叫 を 憎て 彼 を 殺せり、 殺人 雜 は 憎 惡の結 ra^ なること は 歷史と 茛の證 明す る處 なり、 而 して 天道 は 

人 を 罰する に 當て靠 の 結 を 以てせす して 之に 至らし めし 意志 を 以てする なれば、 神より 人 を 見 給 ふ 

時 は 意志 を 決行す る もせざる も〈.^;^異ぁ る べきに あ らす、 悅惡 の 情 を發表 し て 殺害 に 至らし むる と然ら 

ざ ると は 其 人 の 敎育 境遇 祖先より 受けし 遺俾 等に 由る もの な り、 昔時 の 1 王の 如く 彼 を 支配す るに 法 

律と 社會の 制裁な く、 彼 を 威嚇す るの 宗敎 なきと き は、 彼の 憎む 人 は 彼 は 殺せし なり、 ジョ、 バ IX 

—ャ 「# て 刑場に 引き 行かる、 罪人 を 指て 曰く、 「若し 祌の惠 に 依ら ざり しなら ば 彼の S 非人 は 。、： sir;\ い 

ズ—、 .^；^ なり」 と、 憎 惡の念 余に 存 すれば 余に 殺人罪 を 決行す るの 危險 あり、 而 して 祌の 裁判に 引渡 

さる k 時 は 殺人罪の 宜吿 を受 くると も 余 は 何 を 以て 余 を 辯 護 せんとす る や、 而 して 余の 靈ょ、 汝は人 

を 憎みし 審 なきや、 汝は人 を 憎みつ k あるに あらす や、 「凡そ 兄弟 を 憎む 者 は 卽ち人 を 殺す ものな り」、 

汝人 殺よ 如何にして 汝は汝 の 罪より 免 かれんと 欲する や。 

聖齊 は；； -r へり 「凡そ 婦を て 色 i を 起す 者 は 中心す でに 姦淫した る 也」 と、 而 して 此檫準 を 以て 判決 

せらる K 時 は ド 年 以上の 男子に して 何人 か 能く^ 淫罪 より 免 かる V を 得ん や、 「我より 退け 汝 淫を 


犯す ものよ」 との H ホ、 バ— の 宣吿は 誰の 受 くべき ものなる や、 他人の 淫行 を摘發 すると 雖も 自己の 中心 

巳に 淫 病の 骨 がらみ として 存す る を 如何 せ ん 、 人 は 他人 の 病 重き を 見て 自己の 無病 を 信ぜん と；^ む 

る ものな り、 見よ や 世に 社會 風俗 の 壞亂 を發く に 於 て 最も 熟 心 なる もの は 多く は 自身 悖德 の 人なる 事 

^, 我 は 税吏の 如く 民 を 虐げす と 言て 自己の 無， を 神の 前に 建てん とする パリ サイ 人の 心 は 普通人 間 

の 心なり、 他人の S 非 ある は 自身の 罪な き證 にあら す、 自身 已に 梅毒 を 心に 釀 しながら 他の 梅毒 患者 を 

罵り その 醜體を 摘揚し て 意氣揚 々たるの 愚者 は 誰な る ぞ。 

r 汝 盗む 勿れ」 との 誡も 能く s\f 書の 原理に 基き て 探究 するならば 我の 破らざる 誡には あらざる なり、 

盗と は竊 盜强盜 をのみ 云 ふに あらす して 總て 天より 我に 賦與 せられざる もの を 我物と する を 云 ふなり- 

我 萬 人に づる才 と 學とを 有せざる に、 或は 友人の 保 庇に 依り、 或は 詔媚の 方便 を 以て、 我, 保つ ベ 

からざる 官職 を 保つ に 至れば 我 は 其 官と其 給と を 盗む ものな り、 神 我 を 傳道師 として 造ら i ざり しに 

-; ゆ 職 を 取り、 其 尊嚴と 威力と を 使用 すれば 我 は H 归， の 子供と 均しく 傳道 職と 之 li 伴 ふ榮譽 

ぃ卜き，^レぃ.>^^なり、 (撒 母 耳 前書 一 一章 一 一十一 一より 一 不五迄 を 見よ)、 神 を 崇め 國 家に 盡 さんが 爲め 

に 我に 與 へられし 此 貴重なる 生命と 時間と を 己が 快 樂の爲 めに 消 餐 する もの も 亦 盗人に あらす して 何 

ぞゃ。  *  、- 

貧苦に 責められ、 幾 娥に 迫りし 老母と 愛 兒とを 救 はんが 爲 めに 心なら す も 隣人の- 單衣 一 妆を盜 みし も 

の も 社會は 法律て ふ もの を 設けて 彼 を 罰する と雖 も、 白晝に 公然と 法律の 保護の 下に 貧者 を 虐げ 國家 

の 富 を 掠奪し つ. A ある 無 數の盜 人 は 措て 問 はざる なり、 國 家の 犯罪 人中 十 中の 八 九 は 盗人な りと、 然 

れ ども 人類が 未来の 裁判 を受 くるに 及んで は 竊盜罪 を 犯さぐ る ものと て は實に 塞々 たるな らん。 

内心の 分 |«  八 九 


余 は 偽善者な り、 人 を 殺す ものな り、 姦！ を 犯す ものな り、 盜人 なり、 而 して i^s 書なる 電氣焼 を W て 

,3: も 余の 心中 を 探るならば < ^は 神 を 11 す ものな らん、 人 を 欺く ものな らん、 —— 嗚呼 聖書の 一一 一一 ：！ をして 

^謬なら しめよ、 余 は如斯 光輝に 堪 ゆる 能 はざる なり。 

< ^は "罪 の 罪た る を 知ら ざり し 以前 は 罪 を 犯す も 左程の 苦痛 を 感ぜ ざり しが、 罪の 惡 むべき 事、 罪の 懼 

るべき^、 雜の sii たる 事 を 知り.^ 後 は 罪 を 犯せし 時 は名狀 すべから ざる 不快 を感 する に 至れり、 而し 

ooooooooooocoooooooooooooc;o、o、  »  ^  »  ^  »  •  » 

て si^ の 特性た る や、 我等に 權 怖を與 ふると 雖も 我等 をして 之 を i! くるの カを與 へす 我等 は を 犯し 

て歡 じ、 き I- て 怖れ、 怖れて 失 し、 失望して 又 同じき 罪 を 犯す ものな り、 米國 產ラッ トル スネ— ク 

？  i  WT A  ぼく じ や， フ 

(毒蛇の 名〕 の 木鼠 を權ん とする や、 その 尾 を 振り、 其 口 を 開き、 木 上に ある 木鼠 をして 危險の 1 を 

以て 靈動 せしめ、 終に 自ら 下て 毒蛇の 口中に 投ぜ しむる と 云 ふ、 我等の 罪に 於け る も 亦 同じ、 罪の 怖 

るべき を 知て 反て (仕々 其雜を 犯す に. 至る、 恰も 絶壁の 上に 立つ 時 は 身 を 干饭の 下に 投 ぜんとす る 念の 

起る が 如し、 此經驗 を 有せざる 無慈悲の 敎 役者 は 弱き 信徒の IS を敲 くの み を 以て 彼等 を 救 はんと m 心へ 

り 、 ヘル も 此心靈 の 蔽醫師 の爲 めに は懼 るべき 危 險に陷 りし 事數 度な りき。 

余.^』 して 扉 を 犯さし むる もの は 余 に^する 雜 のみに あらざる なり、 余 は 難に 沈める 此 世界に 來り、 未 

だ 神 を 信ぜざる 此國に 生れ、 金の 境遇 余の 社 會は余 を 罪に 導く ものな り、 虚言 を 吐か ざれば 事務 を辨 

じ 能 はざる の 場 <t あり、 余に して 眞 正直 を 言 はんか、 余 一人の 不利益なる のみなら す 他人に 迷惑 を感 

ぜ しむる こと あり 如 斯 時に 當て虛 一一 一一 口 を 吐かん と 欲すれば 良心の 責 むる あり、 欲せ ざれば 事の 辨ぜざ 

る あり、 ，m て敎 導師に 意見 を 問へば、 彼等 は 云 ふ 君 如 斯社會 を 去れよ と、 然れ ども 基督 信徒 は 悉く 

&師博 道. 1 た るべき にあら す、 敎 役社會 に 身を投じて 行を淸 うす るより 易き はなし、 然れ ども 我の 天 


職 こ， して 學術 殖產 商業 等に ありと 信す る 時 は 我 は 八：' 日の 位置 を 去る ベ きに あらす、 罪 を 犯して 灭^ を 

全うせん か、 或は 身を淸 くす るの み を 以て 我 一生の 目的と せんか、 嗚呼 未 信徒 社會の 中に 在て 基赞敎 

的の 生涯 を 送らん とする もの k 苦と 淚と は、 彼の 聖書 を 小脇に 挾み、 祈 禱會と 演說會 と 說敎會 と を 主 

どる を 以て 永遠より 定められし 天職と 信す る羡 むべ き 人士の 迚も 推察し 能 はざる 處 なり。  たき 

我 若し 仁 道 を 以て 世に 對 せんと すれば 世 は 詐欺 を 以て 我 を 向へ、 彼我に 裏 衣 を 求む るに 依て 我が 外衣、 

を 彼に とら すれば 彼 は尙ほ 我の 靴 を も 帽をも 求む、 彼我に對するに不正なるが故に我彼^；！報ゅるに不 

正 を 以てすれば 彼我 を責 むる に 我が 信徒た るが 故に 正なる べき を 以てす、 彼 は 不信者な るが 故に 不正 

を かす を 以て 正當 なりと 云 ひ、 我 は 信者なる が 故に 不正 を爲 すべから すと 思へ り、 我の 基督 を 信す る 

は 我 をして 不信者 社會に 於て 最も If り 易き ものと せり、 我の 正直 は 我 を 彼等の 便 具と なし、 我の 良心 

の 命 を  1^ する 事 は 我 を 偽善者の 好敵手と なせり、 我 若し 彼の 不正 を責 むれば、 彼 は 曰 ふ 汝の愛 心 を W 

て 之を恕 せよ と、 彼我 を 欺きて 我に 約 を 結ばし め、 而 して 后 基督 信徒た るの 義務と して 此約を 履れ せ 

しめんと す、 我 若し 約 を 破れば 彼 は 神と 人と を 欺きし ものと して 我を訴 へ、 我！^ 詐欺 者と し \ ；-、 姦淫 

をな せし ものと して、 敎\^1 の 裁 1： に 渡さる、 世に 助けた きもの、 屮に 自己の 罪を感 する 基督 信徒の 如 

もか^. k らじ、 而 して^に カ强 きもの & 中に 罪 を 感ぜざる 基督 信徒 (所謂) に 勝る ものな し、 前者 

,r よず ハきハ 事 を も 爲し能 はす、 後者 は 大胆不敵 何事 を も爲し 得べ し、 罪より 救 はれん とする もの も 

某 督敎會 に 來れ、 正義と 神聖との 後循を 以て 罪 を 犯さん とする もの も 基督 敎會 に來れ 

如 斯社會 如 斯敎會 に 於て は 我 儕 罪 を 犯さ f らんと 欲して 犯さ^る を 得す、 恰も 戰國の 世に 生れし 人 は 

戰爭は 罪な りと 信す ると 雖も戰 はざる を 得ざる が 如し、 我 は 罪 を 犯す ものにして 罪 を 犯さ しめらる k 


もの (sinning,  au J  sinned  ag.aiu St) なり、 我 は 神と 爭ふ ものにして 神と 爭 はざる を 得ざる ものた 

り、 若し 1^ を 犯さ る もの 、みが 天阈に 入る を 得る とならば 地球 は 人 を 天 國に途 り 出す 處 にあらざる 

-、、 n  ノ 0 

力 女し 

惡を爲 すの 罪に 加 ふるに 善 を爲さ ^< るの 罪 あり、 卽ち Sin  of  Commission  and  Sin  cf  omissicu な 

り、 監督 敎會 祈禱文 懺悔の 語に 曰く 「我等 は爲 すべき 事を爲 さす 爲 すべから ざる 事を爲 せり」 と、 基 

督敎の 道 德は惡 を 避く る を 以て 満足せ すして 進で 善 を 行 はしむ、 「汝所 不欲勿 施 人」 と 言す し 

て 「凡て 人に 爲ら れんと 欲する こと は爾曹 また 人に も 其 ごとく 爲せ」 と 言へ り、 我等 は 退て 己 を 守る 

べきの みに あらす して 進で 人 を 救 ふべき なり、 基督 敎の 敎義に 由れば 自己の み を 救 はんと 勉 むる もの 

は 滅亡に 至る の 人な り、 懶惰は 罪 中の 雜 なり、 3： 事 を も爲さ る は惡事 をな すなり、 時 を 殺す も 人 を 

？ 4 すが 如く 同じく 罪な り、 功な きの 一 生 は 罪の 一 生な り、 , フー 力， ン クリン は 一一 m へ り 時 は 金な りと、 基督 

敎は言 ふ 「時 は 永遠の 一 部分に して 僮 萬心靈 安否 を 決する の 機な り」 と、 (Ten  Kail.cu 以弗所 書 第 

五 章 十六 節參考 )、 我の 憎惡の 念を充 たさんが 爲 めに 人 を 死に 至らし むる も 殺人 なり、 人の 永遠の 

滅亡に 至る を 手を束ねて 傍觀 する もの も 亦 殺人罪に 與 からすと 言 ふ を 得す、 神、 豫言 者ば 西 結に 吿て 

曰く、 

、の 子よ 我なん ぢを 立て X ィ I ス の 家の ために 守 望 者と なす、 汝 わが 口より 一一 =n を聽き 我に か 

はりて これ を警 むべ し。 我惡 人に 汝か ならす 死ぬべし と 一一 一一 n はんに、 汝か れを晋 しめす、 彼 をい ま 

しめ 語り その 惡き道 を 離れし めて 之れ が 生命 を 救 はすば、 その 惡人 はおの が 惡の爲 めに 死なん、 

なれ ど 其 血 をば 我れ なん ぢの 手に 要むべし。 然ど汝 惡人を 警めん に 彼 その 惡 とその 惡 しき 道 を 離 


れ すば 彼 は その 惡の爲 めに 死なん、 汝は おのれの 靈魂を 救 ふなり、 又 義人 その 義事 をす て、 惡を 

行な はんに 我れ 躓つ 礙を その 前にお かば 彼 は 死ぬべし、 汝 かれ を警し めざれば 彼 は その 罪の 爲 めに 

死て そのお こな ひし 義 しき 事 を 記 ゆる 者な きにいた らん、 然れば 我れ その 血 を汝の 手に 要むべし- 

然 れど汝 もし 義 しき 人 をい ましめ 義 しき 人に 罪 を を かさし めすして 彼 罪 を 犯す こと をせ すば 彼 は 

警誡を 受けた るが 爲め にかなら すその 生命 をた もたん、 汝は おのれの 靈魂を 救 ふなり。 

以西 結 第三 章 拾 七 節より 二十 一節 迄 

我 は 我たり 爾は爾 たりとの 無情なる 世界の 精神 は 基督 敎の 許さぐ る 所な り、 祌は 我等の 手より 惡 人の 

血 を 要め 給 ふなり、 兄弟が 罪 を 犯す は 我等が 罪 を 犯すな り、 人類 連帶 責任 論 は 基督教の 敎義 にして 近 

世 社 會學の 結論な り。 

汝は汝 の 責任 を盡 せし や、 叉盡 しつ k ある や、 「我 知らす 我 あに 我 弟の 守 者な らん や」 との 力 インの 

答 をして 汝の 答たら しむる 勿れ、 汝 日曜日 を 守りた ると て、 汝は 他人 を 苦しめす とて、 汝の 責任 を盡 

したりと 云 ふべ からざる なり、 瓶惰の 罪、 無情の ST 不注意の 罪、 11 積極的の 雜と 消極的の 罪、 爲 

すべから ざる 事を爲 して 爲 すべ き 事 をな さす、 汝 如何にして 來 らんと する 刑罰より 免 かれんと する や- 

如斯 にして 祌の靈 を 以て 我が 心 を訟議 さる.. 時 は 我 は隱る k に 所な きなり、 我が 人の 前に 表白し 能 は 

ざるの 罪 も 神の 前に は顯 明な り、 我の 汚穢なる 感情、 我の 卑陋なる 思想、 人知れ すして 犯せし 罪、 未 

だ 人の 知ち ざる 我が 心中の 缺點、 .—— 嗚呼 我 は 之 を 如何せん 

たと ひ 我れ わが 愁を 忘れ 面色 を 改めて 笑 ひ 居らん と 思 ふと も、 

尙 ほこの 諸の 苦痛の 爲 めに， 戰慄 くたり、 
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我れ 思 ふに 汝 我れ を釋し 放ちた ま は ざらん 

我れ は 罪 ありと せらる. - なれば 何ぞ 徒然に 勞 すべ けんや、 

われ 雪 水 を もて 身 を 洗 ひ 

灰汁 を 以て 手 を 潔む ると も、 

汝 われ を 汚 はしき 穴の 中に 陷 しいれた ま はん、 

而 して 我が 衣 も 我 を 厭 ふに いたらん。 

(約 百 第 九 章 1 一十 七 節より 三十 一 節 迄) 

われ 我 ，1 に 恥て 祌 より 遁 がれん とする も 神 は 我 を 遁し給 はす、 我 は T¥Y の 的と なり、 彼の 矢 われに 

あたり、 彼の 乎 わがう へを壓 へたり (詩篇 三十 八 〇 二)、 我 東に 行く も 彼 はあり、 西に 行く も 亦 彼 を 

見る、 神 は 裁判の 祌 にして 宥恕の 神に は あら ざり き。 

罪に資 られて 余 は 全く 生涯の 快樂を 失へ り、 食事 進ます、 夜 眠 は 妨げられ、 事 を 爲す氣 力なく、 唯 恐 

怖 を 以て 震へ ながら 日 を 送りたり、 苦痛の 餘り余 は 一 日 敎師の 許を訪 ひ、 幸 ひ 二三の 有名なる 敎 導師 

の 居 合せ たれば 恥を忍びて 余の 心中の 苦痛 を 吐露し 彼等の 援助 を 乞 はんこと を 求めたり、 然るに 全く 

余の 希望に 反し 彼等の 內 一人 も 余の 要求に 應 する ものな く、 三人 均しく 答て 臼く、 余輩 如 斯經驗 をせ 

せ やと、 而 して 少しも 余 を 省み ざり き、 余 は 心中の 煩悶 を 表白せ し を 恥ぢ、 余の 思慮な きを 歎じ、 失 

に 沈みて. に歸れ り。 

大路 歷 程の！！：.^ 者ジ— nnr^r^—F;^ 未だ 宗敎 上の 事に 關 して 雲霧の 中に 彷徨す る や、 一 日 懐疑 む 能す 

して 近隣の 一 牧師 を訪ひ 彼の 心事 を 叶-露して 牧師の 慰め を 得ん とせり、 バ ン ヤン 曰く 「余の 心中に 惡 


念 かぎりなく 湧出す る は 正しく 余が 神に 捨てられ 悪魔の 奴隸 となりし 徵候 ならん」 と、 牧師 之 を 聞て 

嘆 じて 曰く 「多分 然 らん」 と、 過敏なる バ ン ヤン は 失 は lil の 上に 尙ほ 一 暦の 失？ 11- を 加へ、 殆ど 立つ 能 は 

ざるの 位置に 至れり と 云 ふ、 彼 年 を經て 基督に 於け る 平和 を 得し 後 彼の 友人に 吿て 曰く、 彼の 牧. 師は 
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神學 には娄 しき 人な りし なれ ども 未だ 惡 魔との 經驗に 於て は 乏し かりし 人な りしと。 

爱に 於て 罪なる 大 問題の 解析に 就て は 余 は 何人に も賴 るべ からざる を 了れ り、 余は獨り此解譯を^^.^み 

んと 決せり、 人 は 罪より 免 かれ 得べき や、 免れ 得る とならば 其 途何處 にある や、 この 心中の 苦痛より 

免かる 、 にぁらざれば余は何事をも.^なし能はざ るたり。 


脫罪術 其 一 リバ ィバ〃 

時に 報 あり < ^に告 て 曰く、 某敎會 に聖靈 の 降臨 ありて 數 多の 信徒 は 罪の 赦を 得、 歡喜滿 ちみち て惠の 

神 を 讚美す と、 寳に 昔時の ぺ ンテ コ ステ我 國に顯 はれ、 小 女 は 非常の 雄 辯と 才能と を 以て 福 昔 を 老成 

人に 傳へ、 頑老は を悔て 赤子の 如しと、 非常の 力 あり、 非常の 感動 あり、 非常の 改宗 あり、 非常の 

歡喜 あり、 何事 も 非常なら ざる はなしと。 

余は此 報に 接して 懷 疑の 念 頻りに 起れ り、 余の 生理 學と 心现學 とは是 等の 顯象を 以て 祌經 作用に 歸し 

たり、 余 は 或る 寺院に 於て 一 尼が 猫を眞 似して より 全 衆 擧て此 尼に 傚 ひし を 聞け り、 而 して 交感 神 絵 
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過敏の時には我等豫想外の出來_5^-を目擊するは決して怪むに足らざるを知れり、 故に 余 は學 者の 精神 

を 以て リバイバルの 席に 至れり、 而し てこれ を目雞 する に當て 余の 理性 は 〔佳々 余 をして. 冷淡なら しめ 

たり、 リバイバル 〔永の 謂 ふ 所に 依れば、 架 靈火焰 の 如くに 來り、 何時 來る となく、  I： 處 より 来る とな 

く、 信 の 心中に  一 if 異様の 變動を 生じ、 忽 にして 苦痛 死に 至らし めんと する が 如く、 彼爲 めに 叫號 

して 神の 按助を 乞 ふに 至る、 かく 病む 富 或は 一夜 或は 二三 晝夜 或は 一週 間、 天上より 聲 あるが 如くに 

して、 輯 人の 罪は赦 され、 苦痛 は 散 じ、 歡喜 一時に 来て 手の 舞 足の 踏む 所 を 知らざる に 至る と。 

余の 會 堂に 至る や 二三の 兄弟 余 を 取卷き 速に 靈を受 く ベ きを 勸む、 彼等 は 熱淚を 流し て 余の 爲 めに 

祈り 吳れ たり、 而 して 彼等の 一 F 語は異 情より 出づ るが 如く、 余 をして 知らす くもら ひ 泣 をな さしめ 

たり、 彼等の 謂 ふ 所 余の 赏驗に 的中せ し審 多し、 罪の 罪た る 事、 雜 人に 永遠の 刑罰 ある isT 悔 改の必 

要 等 は 悉く 余の 衷心 を 打てり、 殊に リバ ィバ ルを 主張し 或は 之を贊 成す る 人 は 時の 有名なる 學識 才能 

さと 

を 有する 敎師 なりければ、 余 は 益々 その 輕 すべから ざる を 了れ り、 余の 生理 學 上の 反對は 段々 と 薄ら 

ぎたり、 余は沙 翁の 言 を 思 ひ 出せり、 

l-hel.e  are  more  thing.s  in  heaven  and  earth,  Horatio, 

Tlian  are  dreamed  cf  iu  your  pllilosoplly. — Hamlet, 1, ひ. 

天上 天下、 鳴呼ホ lyrmi よ 

のぼ 

汝の哲理に上らざる_3^^多し。 

力，' ベ I ンタ I、 ハック， ス— い，^.,、 ゲ" ゲ： ン バウル 必 しも 宇宙の 全 眞理を 有せざる なり、 余の 心中の 苦痛 を 

疲 すの 途は 一 に リバ ィバ ル にあるな らん、 他の 兄弟の 得し 恩 澤何ぞ 余 も 得る 能 は ざらん や、 彼等 は 一一 一一 11 


ふ 「祈れよ さらば 聞かれん、 鬥を 叩け よさら ば 開かれん」 と、 余 も 全心 全力 を盡し 神に 鍵り おて 祈ら 

ば此 特別の 恩 化 余の 上に 来り、 心中の 罪 は 飛散し、 憂 雲 は 霽れ、 忽 にして 無辜 快樂の 身と ならん。 

余 は 祈り 始めたり、 而 して 一 日 待て ども 恩 化 余に 降らす、 二日 祈れ ども 心中 別に 異狀 なし、 行て 敎師 

に 問へば 曰 ふ、 君の 熟 心の 足らざる 故な りと、 依て 余 は 無现に 泣き 無理に 叫び 恩 澤に浴 せんとせ り、 

然るに 好果 少しも あるな し、 余 は 歌へ り、 

主よ 主よ  聞きた まへ 

ほかび とすく ふに なぜ われ も 

<f は 終に 失望せ り、 余 は 余の 罪の 普通人の 3 非に 勝りて 多ければ 神の 余に 聽 かれ 4 ると 思へ り、 他の 兄 

お 姉妹 は 天よりの 特別の 御惠に 就て 互に 喜び 共に 神に 感謝し つ &ぁ< ^に、 余 一人 は 孤兒の 如く、 捨兒 

の 如く、 感謝す べきの 恩惠 なく、 表白す べきの 歡喜 なく、 祌に 捨てられし 如く 思 ひ 憂 蒙の 上に 憂 IS を 

. ^へ、 懐疑 前日に 十倍せ り、 而 して 時の 敎勢 たる リバイバル を 受けざる もの は 信徒に して 信徒に あら 

ざるが 如くな りし 故、 余 は 自然と 信徒 社會を 避け、 敎會は 余 を 厭 ふに 至れり。 

此 時に 當て余 を 信仰 上の 大 失敗より 救 ひし もの は 余の 有せし 至少 の科學 上の 智識な りき。 

余 は 曾て リバ ィ バルに 就て 論じて 曰く 

時 未だ 科學の 進歩せ ざる 時に 當ては 宇宙 萬 物の 進化 變動を 了解 せんとす るに 悉く 急變 的の 顯象を 

. 以てせり、 其 地球 創造 を講 する や 學者は 悉く  Catastrophism 說卽ち 急 變說を 維持せ り、 該說の 論 

する 所に 依れば 人類の 樓息 する 此 地球 は 僅々 六日 間に 神の 非常の 力に 依りて 造られた りと、 叉 或は 

此 六日 を 以て 各々 一 一十 四時 間づ 、の 日と 見做さ る 人に 於ても 一 期 毎に 大急 劇變動 ありし を說 き、 
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或は 大地震の 爲め、 或は 大 洪水の 爲め、 短時日 §1 に 人の 衣服 を變 する が 如く 地球の ^面に 大變動 を 

來せし_5?^を說けり。  ， 

- 然るに 令^ 紀の屮 頃に 當て 英國の 硕學ラ ィ H ル氏は 地質 學上 急變說 の：： ベから ざるの 现由を 論じ、 

地球 は^ 少年 §1 の AIT- 造 物 にあら すして 其 今日に 至りし 迄の 來歷は 略 ぼ 今日 人類の ほ擊 しつ、 ある 自 

然 現象の 作用に 依て 進化せ し 者なる こと を說 明せ り、 後ダ— ゥヰン 氏 をして 動植物 進化論 を 想 ひ 起 

さしめ しもの は實に ライ H ル 氏の 著述 地質 學の 原理 (l)rilK.iples  cf  GecJlcK.V) なる 書な りと 云 ふ、 

而 して 進化論 は贲に H 心想界 をー變 し、 延て神 學界に 及び、 彼の バウル 氏の 一派 卽ち， チ— ュ ー ビンゲン 

派の 祌^ の 如き は 進化 說を 祌學 上に 應用 せし 極端と 稱 する ものたり。 

地質 學上生 物 學上 〈1^ 變 說は棑 せられたり、 急 變說は 社會學 よりも 歷史 * よりも 退けられたり、 而 
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して 余 は S 心 考の結 5^ として、 觀 察の 結果と して、 心 靈上實 驗の結 5^ として、 宗敎 上に 於ても 急變 

OOOOOO0OC0000 

M に惯値 を！ a かざ る ものな り。 

ゝ、、 、、ヽ ヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽ^ ヽヽヽ ヽヽ、 ヽヽヽ 、、ヽ ヽ、、 ヽ、、 

、ヽ、 、ヽヽ ヽヽ、 ヽヽヽ ヽヽヽ 、ヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 、ヽ^ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 、ヽ、 ヽ、 - 

基督の 「初に は 苗つ ぎに 穂いで 穗の屮 に 熟した る穀を 結ぶ」 (馬 可 四 〇 二十 八) なる 語 は 心 靈の發 

達 を 以て 梳物發 生の 順序に 比べた る ものにして 全く. t ん釗 的の 變 動 に 反せり、 馬 太 十三 章 三十 一 節以 

下芥 種の！ S 一 〔幷 に夠酵 の譬は 共に 進化 的 發達を 示す ものにして 急變 的の 意の 存 するな し、 基督 は 彼の 

敎 きの 建？ れ幷に 勝利 を 以て 数千 年の 後に 期せり、 熟思以て四；幅昔書を研究する人は基督^^身の語ょ 

り 心、 JS: に敎^ の 進^に 關し て、 茵類か 一 夜に 生す るが 如き、 富士山の 一 夜に 突出せし が 如き、 一 


時速な の 生長 を 示せる 意 を 解す る 能 はざる な」 


露 はへ；^! の 呼吸す る 空 架の 如く、 余輩の 日常 飮用 する 水の 如く、 其效 は 確 なると 同時に 其 働 

9999*999999999  O0-COOOOOO0  OO 

らきは かにして 遲 きものな り、 眞理 は凯藥 にあらざる なり、 ヽ、、 ゝ、、 、ヽ ヽ、、 、ヽ、 ヽ、 

、ヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 、^ヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 、ヽ ヽヽヽ ヽヽ、 ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 

眞现 は芥種 の 如くに し て 永遠 に 迄 生長す る ものな り、 基督の 救な る 事 は眞现 なり 、 ル ，11  一 3>ブ」 を 聞 

て 起ち、 バ ン 之 を 聞て 始めて 安し * 然れ ども， ル ー テ I お をして テ， ル， たらしめ たる は 軍に 師父 

ス ^ ピ ッ ッの 一 言に 由る にあら すして 尙ほ三 四 年間の 寺院 內に 於る 單獨の 思考と 祈 禱とを 要せり、 

感情的の バ： ン IF ン  1 に 於て すら 彼. 救 の大 SK 理を 悟りし より 尙ほ 十一 一年間べ ット II ホ， ルド 監獄 內の 鍛練 

を 要せり、 大眞理 を 得しと き は 之を感 すると 感ぜざる とに 關 せす 余輩の 一大 進歩せ し 時な り、 之に 

反して 如何程 感情 を 起す とも、 如 柯 程淚を 流す とも、 余 聚の现 性 を 動かさ^る 變動は 遠から すして 

消 て 跡な きに 至らん、 聞く 十六 世紀の ブ a テス クント 革命の 成功 ありし 理由 は 合理的の 革命に して、 

感情的 の 革命 に あ ら ざ りしが 故な りと、 而 して 之に 反し、 ， 力 I ラ I フ I ハ 及 び 口 II ョ T フ 等の 天主 敎會 に 起 

せし 革命 は 感情的の 革命な りし を 以て 百年 を 出です して 消 絶たり と、 感情的 リバ ィバ ルを贊 賞す る 

人 は 常に ゥ ^HMH 、 ホ キ I ッ— ト ルドの 功績 を 以てせり、 然れ共 余輩の 見る 所 を 以てすれば メソ 

ヂ ス ト 派の 祖先 は 今日 人の 稱 する リバ ィバ ル家 にあら ざり しなり、 叫 一 fK レ 11 は 寧ろ 淡なる 建設 

的の 政治家と 稱 すると も 熱 頭なる 感情的の 說敎 {¥ と稱 すべ き 人に あら ざり しなり、 氏 の 說敎は 寧ろ 
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求.： 女 一  00 

議論に して 說敎に は あら ざり しなり、 以て メソヂ スト 敎會の 今日 ある を徵 する に 足る、 沈思 熟考よ 

り 生す る 感情の 外 は 頼むべからざる 感情と 知て 可な らん。 


脫罪術 其 二 學 問 

たつ  i;3 

急 劇的 奇跡的 變 化の 希^ 全く 絡え て 余 は 普！^ 理 達の 示す 法に：^ て の 苦痛より かれんと せり、 }^ し 

て 余の 以て 賴む ベ き 途と 信ぜし もの は專 、^以 て 學術 研究 に從 事し て う 念より 脫 せん とす るに ありき _ 

gs- よりおかる k の 一策 は 罪に 就て 思 はざる にあり、 毒蛇 を 見 詰る 木鼠 は 終に 自ら その 吞 まる、 所. とな 

るが 如く、 人 も，^ より 逃れん と 欲すれば 眼 を S 兆より 轉す るに 如かす、 自己の 罪 を見認 むる はよ し、 之 

を昆 詰る はよ ろしから す、 罪 を 摘發し 常に 刑罰の 念 を 示し 置かば 人 は 罪 を 犯さ ぐるべし との 觀念は 法 

律 家並に 宗敎 { 氷の ffi 々降る 誤 1^ なり、 安息日 毎に 信徒の 薄 信 を 責め その 缺點 を箅立 つ るなら ば 信徒 は 

, つ、 か ャク、 し  0O00000O0O 

自ら 罪 を 悔い 之 を改む るに 至る ベ しと は 經驗な き 若 牧師の 常に 取 る 方針な り、 罪 は惡む ベ きものに し 
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て 慕 はしき ものな り、 怖るべき ものにして 心 を 11》 ふ ものな り (創世記 三 章 六 節/ 罪の 苦痛より 免 か 

れんと すれば 罪 を 見ざる にし かす。 

に 罪な し、 我學ぶ 時に is; を覺 えす、 我 書籍の 中に 埋まる 時、 我 古人の 深意 を 探らん とする 時、 二更 

夜靜 かにして 洋^の 石油 將に盡 きんと する 時、 我に 惡念 なし、 卑想 なし。 


the  JJaalpe  freundlicli  wieder 

Dann  wlrd-s  in  unserm  Busen  lielle, 

15  JHei-zen,  da,s  sicli  selbei.  kelst. 

/el-luluft  Iang.t  .wieder  an  zu  sprechen, 

unci  HofTnung-  .wieder  an  zu  bKUin  ； 

Mail  seluit  sicli  nacll des Ifelbens 15 ゆ cllen, 

Acn,  uac.ll  des  rjebens  Quelle  lain. — Goethes  Faust. 

ァ、 我等の 脇き 部屋に、  親しき ランプの 輝く 時 は、 

自己 を 知らん と勉 むる 者の、 胸の 暴の 晴る X 時 あり、 

明理 W び 語り、  希望 更に く、 

我等 は 生命の 川に 飲み、  活動の 泉に 汲む、 

ダンテと 共に 三界に 遊び、 沙 翁に 由て 人情に 達し、 ゲ に 導かれて 思想界の 宇宙 を跋涉 する 時、 我 

は 下界の 人なら す、 我 は 我より 解 i して 眞 聖人と なりし 感 あり。 

然れ ども 之れ 一時の 感な. r>、 以て 我が 永久の 苦痛 を醫 する に 足らす、 學は 我に 新世界 を 開き 之と 共に 

新 快 樂を與 ふると 雖も叉 我に 際限な き 世の 憂苦 を 示す ものな り、 我 は學に 由て 苦痛 の 上に 苦痛 を 重 ね 

たり、 ゲ ー テは 近世 文 學界の 王な り、 此は 飽き 足らぬ 程 名 譽を斯 人の 頭上に 積めり、 然るに 彼 は 表白 

して 曰 ふ、 「< ぶの 一 世 中 快 樂と思 ひし 時 は 僅々 四 週日な り」 と、 彼の 著述 係る .vyerthers  ILeideu 
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(ベル テルの 悲〕 なる 書 は 幾多の 失 をして 自殺 を 行 はしめ たり、 脆か|、ン—セ|^,^の博識雄辯なるを 

知て 彼の 絡 tul 的の 生涯 を讀 むに 忍びん や、 「^に 生れざる こそ 最も 大 ひなる 幸運 なれ、 其 次位の 幸福 

は 成るべく 速に 之れ を 離れ 去らん ことたり」 との 希躐 の 悲劇 家ソ フホ クリス— の 語 は 我を愁 殺せし むる 

に 足る、 統計 舉者 は 曰 ふ 獨逸國 に 於て 自殺 を以 て 命 を 終る もの は 下婢 は 千 人に 對 する 人に して 學者 

は 千 人に 對 する 十六 人の 割合な りと、 卽ち 後者 は 前者の 四 倍にして 厭世 失意 は 多く は 有識の 人に あ り、 

最も 危險 なる 異端、 最も 恐るべき 谈 疑は學 なき 遣 夫 職 H 等に 存 せざる なり、 幸福なる は無學 なり、 知 

9  9  P  9  9  9  9  か *、 れ i!< しょ 

ら ぬ こそ 佛 なれ、 學 は^ょりの 隱 場所に あらす して 反て 之を纈 明なら しむる ものな り。 

脫 罪 術 其 三 自然 S 硏究 

^は 人爲 なり 故に 我 を 癒す に 足らす、 我 は 人の 造らざる： 大然に 行かん、 

r  J)ride  often  guides  tlie  aiiUior バ p 二 i ； 

Books  are  alfecied  arc  uh  inoii : 

】 つ： 三 roniuii  truth lus ョ iixims  draws, 

ン  一一 二  二 l:ST  \\i 二… nf こ 1 二 •  Krllo:ls  sl-f-ficc 


，rc  make  nmu  m:ml, お osl and  メ vise*  II Jolni  c.ay. 

よふ  むてん じゅん ii，、 

誰か 鳥類 學者ォ ー ジ ュ ボ ン の 傅 記 を讀て 彼の 無站純 .R なる 生涯 を赏 嘆せ ざる もの あらん や、 アルプス 

山の 眺 S ぶの 中に 養育され しル— い， ァガ— シ， • こそ 扉な き 自然の 子供に して 彼の 一 生 は 幸福の 一 連鎖た る 

が 如し、 身體 虚弱なる. グ， H ゥヰン は 博物 學の 研究の 中に 靜肅 有益なる 一生 を 送れり、 五 百倍の 目的 鏡 

の 下に 細菌の 發生 を探硏 する 時 誰か 人生 永遠の 墮落を 意に 留 むる もの あらん や、 未来の 刑罰、 皆 

不ゃ 人間の 妄相 一な り、 来て 美 匿なる 天然と 交れよ、 鬆は散 じ 疑 は 解けん。 

余 は 揮の 觀念を 以て 責めら る、 の 苦し さに 一 時 は 全く 身 を 自然 物の 研究に 委ねたり、 而 して 詐 りなき 

自然 物 は 虚飾 的 偽善 的の 人造 物と 異り余 を 敎へ余 を 慰む るに 於て 不 掛 功力 を 有せり、 學 者の 未だ 曾 

て 知らざる 新 動物 を發 見せし 時の 嬉し さ、 煩 困なる 事 實を單 純なる 一 つの 規律の 中に 包括せ し 時の 快 

樂、 萬 物 は 順」 なり、 規律たり、 和合な り、 自然と 交 はる もの は 宇宙の 運行と 共に §1 肅 平和なら ざる 

を 得す。 

然^ ど も 自然 の 人靈に 及ぼす 感化 力 は 受動的に して 主動的に あらす 自然 は 喜ぶ ものに は 喜ば しく 見え、 

9  9  9  9  9  9  9  99999999  ,  •  OC0O0OOO000OOOO000C0COOO00O 

悲しむ ものに は 悲しく 見 ゆる ものな り、 東 臺の樱 花 は 萬 人の 歡喜を 助く ると 同時に 义 無限の 怨恨 を寫 

す ものな り、 物 は 靈の婢 僕に して その 主たる 事 能 はざる なり、 歡 喜と 悲哀と は 我の 心に あり、 シ ナイ 

半島の 茫漠たる も 勝ち 勇める ミリ ャ， ムに は高尙 優美の 讚 欲を與 へ、 ァ ルプ ス山の-：^^嚴なるも詩人バ ィ 

—口，、 S. の 炎熱 を 冷却す る 能 はす、 瑞西國 の 山嶽 ありて I ル— 小 巧シ， ありし にあら す、 灭ァガ シを 降して 

,^ ルプ 山の 岩石 は識化 (intellectilize) せられた るな り、 南米の 地質、 ガルバ JPTR. 島の 動 被 物 は 

チ ャレ ー 力 = ダ —ー ゥ ヰ ンを 造らす、 灭ダ， I ゥ ヰ ンを这 て 進化論^ 界に 普し、 靈は物 を 靈 化し 得 る も 物 

K  0  S  10 一二 
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は靈を 化する を 得す、 自然 物 は 我心 中の 病 を 治す る 能 はざる なり、 そ は 天然 は 生命の 境遇に して 其 源 

因なら ざれば なり， 勿論 周 園の 有様 は 生命の 發 達に 大關係 なきに あらす、 然れ ども 病 若し 生命 其 物に 

^する 時 は 周圍 如何程 善良 な る も 之れ を 癒す 事 能 は ざ るな り、 天然 は 病める 靈魂 を醫す る 上に 於て 大 

助力た るに 相違な し、 恰も 淸淨 溫暖 なる 空氣は 結核 病 忠者を 治す る 爲には 大效カ を 有する が 如し、 然 

れど腔 內の徽 毒 は 外用 劑の 達し 得べき にあら す、 罪て ふ もの 若し 心 靈の病 なれば 之 を 癒す もの は心靈 

的の 力ならざる ベから す。 


脫罪術 其 四 慈善事業 

此 時に 當て余 は 自己 以外に 援^の^ せざる を 悟れり、 敎師も 敎會も 學問も 自然 も 余の 心中の，. 痛 を 治す 

る 能 はざる を 知れり、 余 は 自ら 勉めて 畏懼 戰墚て 己が 救 を 全 ふせむ と覺 悟せ り (腓立 比 書 二 章 十二 

節)、 罪の 位置 は 余の 意志に^ すれば 余 は 意志 を 以て 之に 打 勝つべき なり、 の 罪に 煑 めら る k は 余 

は 余の 爲 めに のみ 余の 思考 を 消費し つ、 あれば なり、 今より は 「我れ」 なる 念 を 全く 去り、 世の 憐れ 

なる もの 贫 しきもの を 救 はんに はな どか 余 を 無私 完全なる ものと なし 得べ から ざらん や、 完全 は 安逸 

C 中に 求む ベから す、 學 海に 掉すも 墨 水に 舟 を 浮ぶ る も 快 を 求む るの i 神に 於て は 一 なり、 狐 を 狩り 

出す も 眞理を 探り m す も 探究の 樂を ほ 的と する に 至て は 一たり、 罪 は 私慾な り、 私慾 を 離る、 は 罪 を 


離る、 たり、 聖書 は 曰 はす や 

P  じい  ち ち i> の 5  つし- -V,  -<3G  ァ ニノ 

全 からん 事 を 欲 は 往て爾 の 所有 を售 りて 貧者に 施せ 然 らば 天に 財 あらん (馬 太傳十 九〇 一 一十 一 ) 

叉  . . 

神なる 父の 前に 潔くして 據たく 事 る こと は 孤 子 と 婦を其 息 難 の 中に 眷顧ま た 自ら 守て 世に 汚れ 

ざる 事な り (雅备 書  一 0 一 一十 七) 

みづ. ？，. ら 

慈善 は 他人の 爲 めに のみに あらざる た リ、 完 からん とす る もの 潔 からん 事 を 願 ふ もの は 自を 慈善事業 

に投 すべきな り、 我等 は 物を與 へて 靈の 賜を受 くべき なり、 然り宗 敎とは 慈善 を 云 ふなり、 貧しき も 

のに 盡すは 神に 盡 すたり、 而 して 余に 此觀念 を 注 人せ しもの は 詩人 口，， ■  H ルの 作に 係る 「ラウ ンフホ 

1 や 公の 夢」 (sir  XJalmfurs  Dream) なる 詩篇な りき、 

ラウ S, フホ， ^ル， 公 は 中古 時代の 名士に して 一 城の 君主な りき、 彼 は 熟 心の 基督 信者な りければ 常 

に 神と 敎會 の爲 めに 大功 を 奏し 以て 忠實 なる 天主 敎 徒の 本分 を盡 さんと 思 ひ 居れり、 時に 彼の 心 

中に 浮び 出し 一 策 は、 曾て 基督が 彼の 弟子 等と 共に 晚餐の 式 を 守られし 時 用 ひられし 金の 盃 にし 

ことじつ  fU> フレ 

てん マ は その 行 衞を失 ひたる もの を 探り出さん とする にあり き、 ラ公思 へ らく 此事實 に 救 主に 對し 

天主 敎會 に對 しての 大事 業な り、 昔時より 其 探究に 従事せ し人斟 からすと 雖もー つも 功 を 奏せし 

ものな し、 よし、 我 は 今日より 萬 事 を 放棄し 身命 を 捨て &も此 重寶の 所在 を 尋ねん と、 因て 心 を 

決し、 別 を 故鄕の 人に 吿げ、 甲 を 環し 肥馬に 跨り、 勇氣 勃々 として 彼の 城門 を 出 でたり、 時に 癩 

5 れふ  =  え す  I 二 どこし  おんじ や-ひ 

病 を忠る もの あり、 來 りて 公の 傍に 伏し ナザレの 耶穌の 名に 依て 些少の 施與を 乞へ り、 ラ 公音聲 

を 荒らげて 曰く 「余 は 皇天の 命に 由り 救 主の 金盃を 探り出さん 爲 めに 旅 出す る ものたり、 爾 汚穢 

股 罪 0 其 四  一 0五 
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物 何 ぞ我を 煩 はす や」 と、 病 者 は尙ほ 袖に 縫て 施 與を乞 ふ、 i フ 1 公大に 恚り 懐中より 金貨 一 価 を 取 

いと. Ji  もん ^4 

り 出し 之れ を 地上に 投じて： M く 「雨 之 を 取れ 我 は 爾を随 みるの 暇な し」 と、 依て 鞭 を 鞍馬に 加へ 

顧みす して 去る、 より 數十 年間 ラ  1 公歐 亞の諸 國を經 巡り 危難 を 犯し 丹精 を 盡し救 主の 金盃 を 探 

り 求む る も 5:- す、 終に は 貧困 城主の 身に 迫り 来り、 彼 叉 霜 を 頭上に 戴く に 至る、 公 青年時代の 希 

終に 達すべからざる を 悟り 故 國に歸 り 餘命を 父母の 墳墓の 土に 終らん と 決せり、 公の W び 城門 

に 近く や 身に 襤碟を 穿ち \. ^に 一杖 を き、 冬 寒く して 謝： やひ 小川の 水 を 氷結せ し なりき、 時に 叉 

痴 忠 おあり、 其 相を窥 へば 數十年 前 公の 尙ほ壯 なりし 頃， 大 を 抱きて 探究の 途に 就きし 時 彼の 

馬 前に 跪きし 贫人 なりき、 艱苦 闲難は 今や 公の 心 を 和げ、 推察の 情 頻りに 公の 胸中に 起れ り、 公 

今與 ふるに 金銀な し、 依て 携 へし 所の 一 個の パ ンを取 出し 之 を 半折して 貧 人に 向て 曰く 「余 は 今 

1^;; に予 ふるに 只此 パン あるの み、 今 其 半 を 君に 呈す、 ナザレの 耶 妹の 名に 依て 之 を 受けられよ」 

てし やく 

と、 叉 腰に 挾みし 手朽を 取り、 路傍に 流れつ、 ありし 小川に ドり、 自ら 堅 氷 を碎て 一杯の 冷水 を 

あ ケ ふ  き- フし 3  こつ： ご Vj 

くみ、 痲病忠 者に 與 へて 曰く  r 惠 ある 余の 救 主の 名に 依て 之 を 飲め」 と、 乞食の 申^者 は 丁重なる 

K 公の 親切に ぁづ かりつ i ありし が、 忽 にして 彼の 形を變 じ、 榮光 ある 基督と なりて 「フ 公の 前に 

立ち 乎 を 仲して 祝福 を 彼に 與へ、 ^肅， 溫 雅言 はんかた なく、 感慨 を 以て 打れ たる ラウ ンフ ホ-ル 

公に 謂て 口  く、 

.r(>,  it iM  I,  be  llct  afl.al-l  ！ 

ニー  iiiiiny  climtiH  .wiulcut  avail 

Til- ョ i-ast  H づ 2lt  t-h-y  lilV  f:r  二 K-  H:lv  ("一. uil  ； 


Beheld,  it  is  here D tLiis  call) メ vlucli  tliou 

PHdst  fill  at  the  streamlet  Icl-  me  l:mt  11(5- ； 

This  crust  is  my  bod づ bl.olsn  for  thee, 

111  is  water  His  blood  that  died  on  tlie  tree  ； 

Tlie  Holy  sul.>I:_el-  is  liel.>t,  indeed. 

In  .vv.hr_,t,so  wc  ！ share  .witll  n-nothol- s  need  ； 

見よ、 われなる ぞ懼る \ な、 

聖き 盃 求めん と 

しょこく め ひ、  えき 

諸國を 巡る も益ぞ なし， 

見よ、 さか づき は そこに あり 

てし や： 

小川に くみし 手 杓な り、 

さきて 與 へ し其パ ンは 

さかれし 我の 體た り、 

その^ 水 は 十字架の 

上より 流れし 我 血な り、 

OOOCOOOO0- 

貧き 人と ともに する 

食こそ實にゃ§\^餐な：^ 
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ラ公 驚き 酲 むれば 之れ 一場の 夢. なりき、 公大 ひに 悟れり、 神に 盡し 敎，^ に盡す は； 大 下を經 巡り：：： 

覺 ましき 大功 を 奏する にあら す、 ゆの 貧しき もの は 基督な り、 貧者 を救恤 する は 基督に 亊 ふるな 

りと、 因て！！ 來 城門 を 開き 倉庫 を 放て 城ドの 窮民 を 養 ひ 以て 公の  一 # の快樂 となし たれば、 國榮 

え 民 安んじ、 公 自ら も 平安と 喜 悅とを 以て 世 を 終へ しと 云 ふ。 

讀で こ、 に 至て 余 は 歡喜を 以て 充 たされたり、 余 は 完全に 達する 途を 得たり、 余は眞 正の 基督 敎を會 

得したり、 余 は 慈善事業 を 以て 一 生の 目的と 定めたり。 

愛に 於て 余 は 解剖 書 顯微鏡 を 打 捨て ジ ヨン = ハ~ ^り .^^3 ス = フラ， V、 スチ、 .フ ダレ— 7, & 

等の 倚 記を讀 めり、 サラ = マ If,;^ の 功績 は 余 をして 微力ながら も 慈善家たり 得る の獎 勵を與 へたり、 

ブレ ー ス— 氏の 基督 行績論 (cita  christi) は 慈善事業に 顯 はる、 基督の 勢力 を 示す ものと して 余の 

座右 を 離れざる 書と なれり。 

余の 志 を 決して 慈善 病院に 入りし や 余 は實に 無上の 快樂を 感ぜり、 幾 鳴 未だ 曉を吿 げざる 前に i て 病 

者の 爲 めに 衣食 を 整へ、 その 靴 を 取り その 足 を 洗 ひ、 その 僕と なり その 給仕 人となり、 發 せんとす る 

余の 短 氣を壓 へ、 熾ん とする 余の 慢心 を靜 め、 以て 偏に 基督の 溫 順と 謙遜と に 傚 はんとせ り、 忠 者に 

靴 を もて 蹴らる K 時、 面部に 唾 せらる V 時、 余 は 之れ ぞ救 主の 忍耐 を學 ぶべき の 機と 思 ひ、 溫 顔を以 

て 彼に 對し、 微笑 を 以て 彼に 報いたり、 余 は伊國 の愛國 者， STT^ の 言 を 思 ひ 出せり、 

余の 寺院に 入りし は 忍ばん 事を學 ばん 爲 なり、 艱難 我に 迫りし 時 は 我は學 者の 眼光 を 以て 之を學 

び、 之 をして 常に 愛し 常に 恕 すべき 事 を 我に 敎 へしめ たり。 

看護人， こたり て 余 は 始めて 短氣の 無益に して 有害なる を 悟れり、 余は溫 良の 至大なる 勢力 を 有する 事 


を學 ベり、 無限の 忍耐 者の みが 慈善家たり 得るな り、 白痴 敎育 者と して 有名なる ジ H 1 ムス" ビ ー、 

リ チヤ ー,,.^ 氏 曾て 余輩に 吿て 曰く、 

汝 一度 試みて 成功せ すん ば 二度 試みよ、 二度に て 足ら すん ば 百度 試みよ、 而，^ て 尙ほ汝 の 目的 を 

達する を 得すん ば 二百 度 三百 度 四百 度 五 百度 試みよ、 寛大 なれよ、 一千一 度 試みよ。 

基督 の f=n はる.^ 七 度 を 七十 倍す る 寬容 と は 此事を 言 ふならん、 實に 忍耐な きもの は 慈善家た る ベ か ら 

ざるな り、 慈善 病院 は 基督 信徒の 最好 試練 所な り、 之に 堪 ゆる ものの みが ナザ レ の 耶穌の 弟子た るな 

り、 說敎壇 講義 窒 共に 信徒の 眞偽を 判 分す る 所に あらざる なり。 

慈善 は 天使の 職た るに 相違な し、 慈善な きの 宗敎も 道 德も眞 正なる ものに あらざる なり、 慈善 は宗敎 

の 花な り菓な り、 其國の 慈善に 依て その 道義心の 程度 を 察する を 得べ し、 神社 佛閣 如何程 壯嚴 なる も 

OO0000O0C10O00OO00OCOOOCO0000O0000  0 

孤兒 をして 饑に 泣かしむ る 國民は 君子 國の名 稱に與 かるべからざる ものな り。 

然 れ ども 慈善 は 善人 を 造る ものに あらざる なり、 慈善 は 愛 心の 結 某に して その 原因に あらす、 慈善 事 

業 に 從事 すれば 自ら 慈善家と なり 得 べしとの 觀念 は事實 らしく 見 え て 事實 にあらざる なり、 心中 已 に 

慈善心 の存 する 時 悲哀に 沈 める もの を 見て 終 に大 慈善家と な りし 人 徵 からす、 グ ヨン = ハヮ 1 ドが佛 

國の 獄屋に 繁 がれし 時 その 慘狀を 見て 終に 監獄 改良 者と なりし 如く、  1 ム； レン， 氏が アル プ ス 山中に 盲目 

の 小 女が 「アベ、 マリヤ」 の 祈 禱を唱 へつ V ある を昆て 終に 盲人 敎 育の 先導者と なりし 如く、 慈善 は 

我等の 心中に 存 する 慈善心 を 鼓舞す る ものに 相違な し、 然れ ども 噴水 は 水源の 平面より 高く 登る 事 能 

はざる が 如く 慈善 も 我心 中に 存 する 愛 心に 越 ゆる 事 能 はざる なり、 若し 愛 心に 越 ゆる 慈善 を實行 せん 

しすれば 慈善 は變 じて 偽善と なり、 慈善 6 快樂 全く 去て 不平 傲慢 功名心 等の 惡靈來 て搏び 我を惡 魔に 
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引渡す に 至る、 信仰 不相應 の 慈善 程危險 なる もの は あらざる なり、 慈善 は 幾多 基督 信徒の 跟 おとなり 

し 事 は 悲しむ ベ き _i ^實 なり。 

パリ サイの 人た ちて 自ら 如此 いのれり、 神よ 我 は 他の 人の 如く 强索不 雜>^ ^淫 せす 亦 この 稅 吏の 如 

くに も あらざる を 謝す • われ 七日 問に 二次 斷 食し 叉す ベて 獲る もの、 十分の 一 を獻 げたり。 

(路加 傅 十八 章 十一 、 十二) 

我 をして 自己 を 高ぶらし むる に- r^: れば 我の 一 fl, 仃は 我が 敵たり、 ^..落は高き程^„^し、 人 若し 慈善て ふ 高 

き 所より 落 つ る 時 は 殆ど W び囘 俊す ベから ざ る に 至 る。 

愼 しめよ 汝 孤兒院 を？ 一は 立して 祌と 人と に 事 へんと 欲する ものよ、 汝の 慈善 心已に I 人の 承認す る 所と 

なり、 汝は 無私なる 慈愛.： M として 世に 賞揚 さる k 時、 是ぞ汝 の 無限 地獄に & ザ：；^ せんとす る 危急の 場合 

たる を 知れ、 殊に 此 物質的の 時^に 於て 事業 は 精神よりも 持嚷 さる、 時 此危險 袋も大 なり、 エリサべ 

「ス = フラ ィ 夫人 は 彼女の 聲名 天下に 謹き 渡り 國王 彼女に 謁を賜 はらんと せし や 恐懼 遊れ て 跡を隱 せし 

とか や、 ，ハ ヮ ー ドの遣 言 は 只 一 一 ありし のみ、 則ち 彼の 子息に して 狂 を 病みし もの 、快復 せんこと と 彼 

の爲めに石碑を建てざらん^；？-となりき、 我に 敵 ある こそ 幸 なれ、 我が 名の 知れざる こそ 安全 なれ、 慈 

善 家た るの 名に 對し 誰か 祌 sv- なる 敬慕 を 呈せ ざらん や、 若し 世に 非常に 功名 を 求む る もの ありて 最も 

に 公衆 の 尊敬 を 受けん と 欲せば 彼 は 慈善事業に 從 事す べきな り、 說敎 家と して 平々 凡々 なる もの 

も、 政治家と して 名な き 者 も、 慈善家と して は 世の 注意 を惹き 得べき なり、 余 は 心に 此危險 を 感じて 

より 慈 第 業に 從事 する 人 を 傍より 赏め 立つ る 事 を 止めたり、 斯人 若し 巨人 なれば 賞 讚 さる. -を 以て 

迷 感 を感 する のみ、 小人 なれば 之れ が爲 めに 誇り 危難 を 彼の 靈 魂に 導くな り、 基督 曰く 


汝等 人に 見せん 爲 めに 其義 を 人の 前 に 行す こと を愼 め、 もし 然す ば 天に 在す 爾 等の 父より 報 賞 を 

得 じ、 是故 に 施濟を 1仃 と き 人の 榮を 得ん 爲め に 會堂ゃ 街衢 に て 偽善者 の 如く 筑を 己が 前 に 吹かし 

むる 勿れ、 我 まことに 爾 等に 吿ん 彼等 は旣に その 報 賞 を 得たり、 なん ぢ施濟 をな すと き 右の 手の 

爲す こと を 左の 手に 知らす る 勿れ、 かくする は 其 施 濟の隱 れんが 爲め なり、 然 らば 隱れ たるに 

たま ふ 雨の 父 は 明顯に 報いた まふべ し。  (馬 太 傅 六 章 一 節より 節 迄) 

鳴 呼 之れ 人：' 日 我國の 慈善と 稱 する ものなる f、 慈善 昔 樂會、 慈善 舞踏 會、 i 一  慈善 は 百 新聞の 登錄 

する 所と なり、 k:: 辯士の 口頭に 上る、 今や 人類 は 善行の 飢饉 を 感じつ、 あるたり、 一行 は 萬 言 を 以て 

天下に 吹聽 さる、 恐るべき は 慈善家の 名な り。 

余 は 安心 術と して 慈善事業の 無益なる を 悟れり、 否な 無效 なる のみなら す 余 は 一 曆 余の 缺點を 摘 示せ 

られ、 尙ー 層の 懼怖を 抱き、 前日に 勝りて 心靈朱 來の危 險を感 する に 至れり。 
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じ ね  い づ こ 

羽翼 あら ば 何處に 飛ば ん わが 魂よ、 

事業へ 乎、 心より せぬ 事業へ 乎。 

永久の あらし はこ、 に 吹かぬ かや、 

事業に は、 死せ るう はべの 事業に は。 

恐るべき 聲も て 事業 答 へけ る、 

こ、 になし、 まどへ る 魂よ こ、 を 去れ。 
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脫罪術 其 五 神 學硏究 

平安 を 慈善事業に 於て 得る 能 はすし て 余 は 終に 極端 手段 を 取らざる を 得 ざ る に 至れり、 余 は 事 終に 玆 

に 至らん こと を懼る \ や 久し、 然れ ども 今 は 唯一 途 余の 方. 向と して 存 する のみ、 卽ち身 を傳道 界に投 

じて 神の 祝！ i を需 めんと する にあり き。 

凡そ 世に 嫌 ふべき もの 多し と雖も 僧侶の 如き もの はなし、 余の 基督 敎に 入る や 第一 の 煩 慮と して； せ 


し 事 は 余 も 終に 牧師 傳道師 (基督 敎の 僧侶」 とならざる を 得ざる に 至らん 乎に ありき、 余 は 神に 祈れ 

り 如何なる 卑しき 職に 就け 玉 ふ も 余 を 傳道師 となし 玉 は ざらん 事 を、 余 は 勿 物 如何なる 位置に あると 

も 福音 を 宣 べ傳 ふる 事 は 怠らざる べし、 基督 信徒た る もの は 一 人と して 傳 道の 義務 を 避く る を 得す、 

然れ ども 自ら 傳 道の 職 を 取り、 按手 禮を 受け、 洗禮 結婚の 式 を 主り、、 Kcv. (教師) の 名稱を 以て 余の. 

名 を 冠 せらる k に 至る は 余は考 へて も 戰慄す る 程な りき、 よし 余 は 車夫と ま で 下落す ると も 俾道師 に 

はなら じ、 神の 榮光 を顯 はさんが 爲には 他に 途 なきに あらす、 傳 道師、 傳 道師、 - —嗚呼 若し 祌 

余に 命じて 傳道師 たれと 雷 は 余 は 如何すべき。 

故に 余 は 可成 丈け 傳道師 仲間と 交際 を 避けたり、 而 して 若し 人 ありて 余に 傳道師 たるべき を勸 むる も 

の あれば 余 は 荒 言 を以 て 彼に 答へ 此 職に 對 する 余の 滿 腔の 嫌惡を 吐露せ り、 彼等 は 聖書の 語 を 引用し 

て 言へ り、 曰く 「田； li 熟て 牧穫 時に なれり 牧镓は 多く 工人 は 少し」、 我國八 「日の 急務と して 傳 道に 勝 

る ものな し、 我等 信徒た る もの は 何事 を 捨て X も 傳道師 たるべき なりと、 余も傳 道の 急務なる を 知れ 

り、 然れ ども 彼等の 所謂 職業的の 傅 道に 至て は 余 は 少しも 其 急務た る を 見る 能 は ざり しのみ ならす、 

反て 彼等の 見解の 狹 隙なる を 歎ぜり、 殊に 壯 年の 男子に して 學 未だ 修まらす 經驗 未だ 積まざる ものが 

早く； 1^ に 衆人の 傳道師 となり、 妻 を 娶り子 を舉げ 老成 人に 類す る 生涯 を 送る を 見て 余 は 益々 傳道師 て 

ふ 人士の 卑しむべき を 知れり。 

余の 傳道師 たる を 厭 ふ は此に 止まら ざり しなり、 余の 觀る 所に よれば 是等 人士の 多く は 外國傳 道會社 

叉 は 歐米宣 敎師に 依て 衣食す る ものにして 彼等の 風采 も 亦 自ら 非 日本的な り、 よし 金銀 は 萬國の 共有 

物 なれば 彼より 之を受 くる も 不德に は あらざる ベ けれ 共、 我國 固有の 習慣と 感情と を 放棄して 西洋人 
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を眞 似ん とする に 至て は 余の 堪 ゆる 能 はざる 所な りき、 その 夫婦の 關係 たる や 傍人 をして 夫の 妻た る 

か 妻の 夫た るか を 判別し 能 は ざら しむ、 その子 は 父 を つ ハ，^ と 呼び 母 を マ I マ I II と 云 ふ、 其 他 余輩 大和 

男子の 目より 以てすれば 實に 忍ぶべからざる の狀態 を目搫 せり、 さなき だに 基督 敎は 外敎 なりとの 故 

を 以て 我 邦人の 厭 ふ 所た るに、 今や 基督 敎傳 道師 日常の 有様 は 余輩 をして 基督 敎とは 實に亞 米 利加敎 

を 云 ふに は あらざる かの 疑念 を 起さし む、 余 は 基督 敎の 原理に 服せ しのみ にして 其.^ マ 日歐 米に 行 はる 

る 外形 上の 組織に 感ぜし にあら ざれば 傳道師 て ふ もの を 見る に 多少 擴夷的 觀念を 以てし、 時に 或は 國 

賊視 する 事 もな きに は あら ざり しなり。 

然れ ども 余の 心中 叉 理想的の 傳道師 を^せ り、 余 は 或る 意味より 言 へ ば 保 【維 もル I テ か I も， リ S 7ノ\| ス 

ト I ^も 傳道師 なりし を 知れり、 故に 若し 傳道師 たれとの 天命 降る とも 余 は 逃げ 避くべき ロ實を 有せ ざ 

りしな り、 然れ ども^ 間より 見れば 傳道師 は 傳道師 なり、 而 して 最多数の 俾道師 が 余の 非 理想的 傳道 

師 たれば 余 も その 臭味 を 以て^に 待遇せられ 又 終に は 之に 感化 さる 、の 恐 あり、 神に 對 して 避く るに 

ロ實 なく * 余の 全身 全 情 は 之に 反し、 余 は 實に正 反對の 主義 を 有する 二人の 主に 苦しめられたり。 

余 は 思へ らく 余 の 平安 を 得 ざ る は 余が 俾道師 た る の 決心 を 爲し得 ざれば なりと、 祌は 私愁の 痕跡 だ も 

余の 心中に 存 する を 許し 給 はす、 而 して 余の 全く 神 を n5^ る 能 はざる は 余に 尙 「傳 道師 たるま じ」 との 

慾 心お すれば 也、 此 最終の 捧物を 神に 捧げ、 此 最大の 刑 罪 (penance) を 余の 身に 受 くるに 至らば 神 

は必す 余に 賜 ふに 平和の 賜物 を 以てせら るべ しと、 「皮 を もて 皮に 換る なれば 人 は その 一 切の 所有物 

を 以て 己の 生命に 換ふ べし」 (約 百 二 章 四 節)、 われ 我が 靈魂を 救 はんが 爲 めに は 傳道師 たる も辭せ 

ざるべし、 た 我に 給 ふに 平和 を 以てせよ、 我 は 我の と 意志と に 反し、 此身は 死せ しものと 思 ひ、 


傅道師 たるべ ければ なり、 余の 此 時の 決心 は實 に^ を 捨て 耶穌 に來る 罪人の 決心な りき、 

主よ われ は  いま ぞ ゆく 

十字架の 血に て あら ひた まへ 

余 は 終に 意 を 決し 慈善 病院 を 去て 神學 校に 入れり。 

神學校 

今 は 俗界 を 後に 置き、 世に B する 希望と 功名心と を斷 ち、 余の 魂 を 救 はんが 爲 めに、 神の 惠 にあ づか 

らんが 爲め、 余 は神學 校の 一 室に 閉 籠り、 祈 禱と斷 食と に 依りて 單に 人生の 最大 幸福 を 得ん 事 を勉め 

たり、 勿論 今日の 神 學校は 中古 時代の 寺院に あらす、 體操場 あり、 浴場 あ "り、 文明 世界の 快樂 にして 

害な きもの は 一 つと して その 生徒の 達し 得べ からざる もの はなし、 故に 余 はサ ボナ I 口 —ー ラがボ ログ ナ 

府 「ドミ 一一 力」 派の 寺院に 於け る 如き、 义は— ル III テルが ェャ フルトの 「ァゥ ガス チン」 寺院に 於 ける 

が 如き 辛苦 は 一 つも 受けし ことなし、 否な 余が 慈善 病院に 於け る 生涯と 比較 するとき は 安心 快樂 なる 

ものな りき、 實 に神學 校に 人て より 先づ 第一 に 余の 注意 を惹 きし 事 は 其 生徒の 樂 すぎる 事な りき、 實 

業學 校に 於け る 一 週 三十 時間の 授業 時 問 は祌學 校に 於け る 二十 時間 以下と なり、 慈 病院に 於け る 

一 ヶ月 間の W 期 休業 は神學 校に 於け る 五ケ 月間の 夏期 閉校と なり、 其 他學資 支給の 點に 於ても、 又は 

業 を 終へ て 後 職に あり 就く 點に 於ても. 余 は祌學 生た る を 以て 非常の 獻身 的の 事と 信す る 能 はす、 余 

にして 若し 最少の 生存 競爭を 以て 一生 を 終る を 目的と なすなら ば 余 は神學 生と なり、 後、 傳道師 とな 

りて 世 を 渡る に 若く ものな からん。 
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然れ ども 身の 安樂に あらす して 余 は gl からざる 靈 の快樂 を神學 校の 壁內に 得たり、 毎朝の 祈 禱會、 閑 

靜 なる g 書 館、 名士 大家の 說敎 演說、 老實 なる 敎師 の薰陶 は實に 余の 思想 を發 達せし むる に 於て 大勢 

力 を 有せり、 殊に 希臘希 伯來兩 語の 研究 は. $ をして 直接に 聖書 記者の 思考に 接せし め、 直に 摩 西に 接 

する の感 あらしめ、 直に 保 羅に聽 くの 快 あらしめ たり、 此 感と此 快と は 余の せ； に- 个： る 迄に 受し 苦痛の 

大部分 を惯 へり、 余 は 忍へ り 若し 祌學敎 育の lEil 域 を こ れ に 止めな ば其學 生に 及 ほ 十 功力 は 現在の 組き 

に 百倍す るな らんと。 

然れ ども 悲 いかな 聖書 研究 は その 一部分な りき、 曰く 聖書 歷史、 曰く 敎會 歷史、 曰く 辯 護學、 曰く 聖 

書 神學、 曰く 實驗 神學、 曰く 組 ，1 祌學、 曰く 聖歌 學、 曰く 聖昔 樂、 曰 く 雄 辯學、 曰く 說敎 學、 口 く牧 

會學、 余 は 其 他 を 記 臆せす、 ！， 救靈術 何ぞ乂 煩雜の 甚だしき や。 

鳴 呼 神聖なる 神學 校の { 仝 1^ も 余 をして 余の 罪より 解脫 せし むる 能 は ざり き、 余 は 二重 三重の 壁も惡 

魔の 侵入 を 拒ぐ 能 はざる を 知れり、 朝夕の 祈 禱會、 絕間な き 讚美の 聲も 心中の 魔力 を減滅 する に 於て 

は 無 功なる を 悟れり、 習慣 は 物の 功力 を 減す る ものな り、 名藥も 常に 用 ふれば 終に 其 功 を 失するな り、 

書 祈 禱音樂 も 之 を 日常の 業務と し て 從事 研究す る に 至 れば 終に 其 神聖 を 失 ひ、 我の 心 も 自ら その 感 

應を 受けざる に 至る、 朝起きて より 夜 眠る 迄、 談 する 事 は 魔 書な り、 說敎の 批評な り、 聖樂の 優劣な 

り、 時に は 祌學上 の 議論 起り、 尊崇 の 念な くして は 口にすべ からざる 聖き名 さへ 博物 學 者が 木石 を 論 

する 時の 如く 濫用 さ る 、 あり、 時には 聖樂の 評論と なり— C め 叫^-一力 ルゾ ー ン をして K 十； 誠 鬼神 を 泣 

かしめ し 極 美の 傑作 も 瓦礫の 如くに 破碎 さる、 あり、 こ \ に 於て か 余の 心中 未だせ て經驗 せし ことな 

きー危 險の鶊 しつ V ある を發 見せり、 卽ち 褻漬の 罪是 なり Q 


「汝の 神 ェ ホバ の 名 を妄に 口に あぐべ からす、 H ホバ はお のれの 名 を 妄りに 口に あぐる 者 を 罰せで は 

置かざる べし」 との 誡は余 をして 此 危難より 免 がれし めんが 爲め なり、 聖 名を瀆 すの 罪は敎 役者の 罪 

OOO0OO00O0O000OOOOO 

にして 彼の 大危險 は實に こ 、 に存 するな り。 

是 故に 雨 等に 吿ぐ 人々 の 凡て 犯す 所の 罪 と 祌を漬 す こと は赦 されん 然ど 人々 の 聖靈 を潦す こと は 

赦 さるべ からす  (馬 太傳 十一 一 〇 三十 一 ) 

罪惡論 の 泰斗 1 ュ リ ヤス d ム I レ— ル，. 此種 の 罪に 就て 論じて 曰く 

untllinldng-  recldessness,  as  such,  is  perfectly  secure  fl.cm  tlie  Hiu  ag.}unst  the  Hcly 

Ghost.  Befcl.e  a  man  can  possibly  commit  this  sin,  evil  must  tlloroug-llly  rive  talsn 

pcsseHsicn  cf  him Ibv  a Isnetrathlg-  and  Kpil-it 一 lalizing-  process, ン vllcl.clby  its  principle  is 

deliberatclv  understood  and  adopted.   But  according-  t_J  the  cspdiuons  ()f  mans 

0ffl-«-aM^^  development,  evil rts  tho  ;lll{it】lesis  of  good  can  attain  this  intensity  wllore  the 

ii 一 iicr  life  】1;5 づ rewcusly  Tbeen  in  .\-el.y  close  contact  vntli  Inora-l  goodness. II Urwiclt  s 

，rmusl.  vcl. 11  p.  421. 

襄瀆 罪の 罰 は 我等が 罪の 罪た る を 感じ 得べ からざる に 至る にあり、 而 して その 極た る や 如何なる 聖語 

も 祝福 も 我等の 罪靈を 癒す が爲 めに は 功 を 奏せざる に 至り、 救 濟の望 全く 絶 ゆるに 及ぶ、 へ 5 も 最良 劑 

を 用 ふる も 癒へ ざる 疾病 は 癒す に 手術な きが 如し、 普通の 攝生 術と して 可成 丈 醫藥を 用 ひざる こそ 必 

耍 なれ、 然るに 日 常 身 に 奇藥を 取 り 之 を 習慣 性と 爲す に 至れば 病魔の 侵す ある も 之 を 担ぐ の 術 を 得 ざ 

らしむ、 余 は 之 を 思 ひし 時 恐怖 身に 襲 ひ來て 何事 もな す 能 はざる に 至れり、 余 は 身 を 最大 危險の 中に 

isS 其 A  二- V 


投ぜ り、 余 は 救 を 得ん が爲 めに 祌學 校に 人れ り * 而 して 永遠 絶望の 域に 噴 落す る門戶 を祌學 校内に 發 

見せり、 —— 危險、 危險。 

歷史家が^^ン)1^曰く神學の中心は心なりと、 傳道 は精祌 にして 技術に あらす、 牧師の 說敎は 俳優の 

:m 戲 にあら す 、精神的 業に 入らん が爲 めに 技術的の 11 練を受 くるの 害 は 前者 をして 演劇的 校擬 的た 

らしむ るに あり、 自己の 感ぜざる 事を感 する 様に 言 ひ、 自己の 確信せ ざる 事 を 信. f- る 様に 語らし むる 

は 能辯 術の 弊害な り、 是れ 聖ァゥ ガス チ；^ をして 能辯 學を nM し て 虚言 術と 謂 はしめ し 所以な り、 聞く 

獨逸國 に 於て は 無神論者 にして 神學 研究の 後 傅道師 となる もの ありと、 若し 職業 を 目的と して 祌學者 

たらん と 欲する^ ある も 決して 爲し 得べ からざる にあら す、 折：： 學の 一 科と して 神學は 特殊の 玩味 を 有 

せり、 古典 學の 參考 として 架 書の 研究 は有ハ なり、 殊に 人心 を 左右す る 術と して 傳道は 野望 人士の 功 

名 心 を 誘 はざる にあら す、 故に 特殊の 天啓に 由らざる 人 も、 天の 召に からざる 人 も、 愛憐の 情に 動 

かされざる 人 も、 E じく 祌學 生と なり へく、 俾道事業に從_?^-し得べきなり、 是 れ神學 研究の 大 誘惑 

なり、 其 弊 や 博愛 捨 己の さ 水源なる 宗敎 をして 自説 擴 張の 一機 關 たらしめ、 名簿 上 信徒の 增 加す るを稱 

して 傳敎の 成功と 云 ひ、 社交 上 勢力 を 得る を 以て 敎勢振 張の 兆と なすに 至る、 曾て 聞く 某 傲 侶が その 

說敎の 感動より 來る善 SR 善女の 喜捨 金 を 賭して 一夜の 汚 機なる 快樂を 同僚 愤 侶に 供したり と、 是 勿論 

極端の 所業な りと 雖も 又， 以て 宗敎界 危險の 一 斑 を 知る に 足る、 說敎は 製造すべき ものに あらす、 基督 

の 言 保 羅の書 は 文法的に 解剖すべき ものに あらす、 我れ 保羅 となりて 始めて 保羅を 解し 得べき なり、 

强て 保羅の 思想 を 組立 てんとす る もの は 粘土 を 以て 生 人間 を 模造 せんとす ると 同 一 徹 迂遠の 業な り、 

Is.^ 人 は 生る (poet  iH  t5nl) と、 傳道師 養成 は 造物主に あら ざれば 爲し能 はざる； なり。 


されば にや 世の 大宗 敎 家と 稱 する ものにして 反て 神學校 出身の 人に 多く あらざる を 見る、 神の 人テ シ 

ベ 人 H リャは ¥ "レ i ァ、. テの 野人な り、 而 して 此人 その 天職と 精神と を 他に 授けん とする や 十一 一 耦の牛 を 

御し つ、 ありし シャパ テの子 I エリ— ^ を 撰べり、 ダ —一一 ェ ルは官 人な り、 ァ モス は テコア の 農夫な り * 

000  COOOOOOOOO 〇 000000  0      OO00OOO00OO0 

而 して 神が 其 子 を 降して 世 を 救 はんとす る や 彼 をして ヒ レル、 ガ マリ H ル の 門に 學ば しめす 反て 彼 を 

 0  0  0  0  0  0  M —— HNMyH  0  0  0  -—  I  0000OOO0O0000O  かんぶつ みせ 

..Tfr レ， の 僻村に 置き、 レバノンの， 日 頂 キションの 淸流 をして 彼を敎 へしめ たり、 一 乾物 店の 番頭たり 

しム 1,1 デ，^ 氏 こそ 實に 十九 世紀 今日の 宗敎 界 最大 勢力な らす や、 神 學校は 天性の 傳道師 を 發 育す る も 

之 を 造る ものに あらす、 神學校 製造に 係る 傳道師 こそ 世の 不用 物にして 危險 物な り。 

余 は 農學を 以て 余の 職業と なし 得べ し、 余 は 史學を 講じて 余の 衣食の 途を 立てん とする も 余の 良心 は 

余 を 責めざる なり、 然れ ども 祌學を 以て 余の 業と なさん とする に 至て は 余の 全く 忍ぶ 能 はざる 處 なり 

1^ 論勞カ 交換の 主義より 論す る 時 は 德義上 不都合な かるべ けれども、 その 弊害と 危險と は 之を爲 さぐ 

るに 若 かざらし む、 此害を 認め たれば こそ 保 羅は敎 役者 は 適宜の 報酬 を受 くべき 權利 ある を 承認せ し 

と雖も 自身 は 幕屋 製作 を 以て 業と なせり、 ^ダ ル 宗 に 於け る敎 導師た る もの は傣給 を受く ベ か ら 

すとの 制 は 深き 现 由の 其 內に存 するな り。 

然り神 學校も 罪より の 逃れ 場所に あらざる なり、 若し 個人的の 惡魔 の 存在す る あり て 人類 を惱ま さ ん 

と 欲せば その 善性の 源なる 神 學校を 濁す に 若 かす、 而 して 敎 導師 養生 所た る 祌學校 は惡魔 攻撃の 燒點 

たるの 徵は 一 にして 足らざる なり、 學生中 最も 不品行なる もの は祌學 生な りとの 批評 は 余の 勿論 信ぜ 

ざる 所な り、 然れ ども 彼等が 淸淨德 義を講 す る 割合 に 思想 の 卑陋に して 品性の 高潔なら ざる 事 は 批難 

すべから ざ る事實 なりと 信す るな り。 

^罪銜 其 i  1 一九 


若し 神學 校に して 余 を 罪より 隱 さす、 傳道師 たるの 決心に して 余 を si^ より：^ 1 する こと 能 は ざ I,- ば、 

平. {1 を 得る の 場所と 方法と は 余に 取りて は盡 きたりと 謂つべき なり。 

苦痛 t かし 免 かる &に途 なければ 之 を 忘る、 i しかす、 而 して 忘 罪 術と して 常に 余^の 注意に 登る もの 

は 幸， 1 なる 家族の 建」 な认 にあり、 人性 は 男女 相 合して 始めて 完全た る ものな り、 我の 平安 を 得ざる 其 源 

因 求むべからざる にあら す、 我の 自然 性 は 補 遣 的の 友 を 求めつ.. あるな り、 平穏 は 消積兩 極の 電氣相 

合して 後に あり、 我の 安から ざる は 我に 充 たされざる 自然 性の 存 すれ.. H なり。 

1  一 hou  fair-hair \1 ycuth  ：  these  tcnes  so  sad  and  stem. 

Become  not  ilfe-s  g-av-spring.,  


But  thou  tlie  Wack-eyctl,  sweet  voiced  maiden  take. 

Forget  thy  griefs,  thy  gloomy  thoughts  fol.salfe  ； 

Round  112-  thy  childsn  and  tliy  liomo  shall  Wooin, 

M  cr  all  the  world  is  love  and  virtue-s  home. 


詩人 q 「ァ言 はす や、 人生 は 其 物 自身に て 完全な りと、 卽ち若 は老に 供す るに 希望 を 以てし、 老は若 

に與 ふるに 成熟 を 以てす、 男 は 女に 於て 美と 柔とを 認め、 女 は 男に 於て 剛と 勇と を 求む、 完全なる 家 

族 は 完全なる 人性な り、 人 は 一 家團變 和合の 內に のみ 其 性の 完全と 理想と に 達し 得べ し。 

美しき 詩人 的の 夢想な り、 然れども^！^？ふべくして得べからざるものはこの 「ホ ー ム」 たり、 不滿 なき 

家族、 悲歎な き 家族、 煩 慮な き 家族、 —鳴 呼 これ 何 處に實 在す る や、 若し 實在 すると も 如何にして 余 

は 之 を 得ん や、 金銀 積て 山 をな すと も 之 を 得る 能 はす、 我 獨り之 を 欲する も 之 を 得る 能 はす、 完全な 

る 「ホ ー ム」 を 作る は 完全なる 人 を 造る が 如く 難し、 我先づ 完全なら ざれば 我 r ホ ー ム」 の 完全なる 

理由の 存 する あるな し、 身修而 后家齊 r ホ ー ム」 は 我の 平安 を 求む る 所に あ、 一 して 平安 を與 ふる 處 

. ^り、 「ホ ー ム」 は 幸 幅の 貯蓄 所に して その 採掘 所に あらす、 求めん として 成れる 「ホ ー ム」 は、 必す 

壞 れん、 與 へんと して 成れる 「ホ ー ム」 のみ 幸福なる 「ホ ー ム」 なり、 「ホ ー ム」、 「ホ ー ム」、 幾多 

の 靑年與 女が その 幻 象に 欺む かれ 失卞  1: 島 岸に 破船せ しゃ、 詩人 r バ ー ジル」 の 牧者 は 「to と 相識て 

其 岩石た る を 知れり と、 I に 理想的の 「ホ ー ム」 を作り5^すして失&1するもの多きは r ホ ー ム」 を以 

て 客 觀的樂 園と 見做す もの 多ければ なり。 


忘 0  m 其 


お 0  ff 其 二 利 慾 主義 Hedouism. 

平安 を 得る の術盡 きて 狂 亂の極 余が 危險 なる 境遇に 迫りし や、 ，眢 者 あり 余に ホ n げて ni く、 汝 何故に 

の爲 めに 苦慮す る や、 汝が 以て 扉と する 處の もの は汝の 自然 性に して 汝之 を脫 せんと 欲して 脫 すべ か 

ら ざる ものな り" 汝は慾 心の 爲 めに 汝の 心を惱 すと 雖も、 愁と は汝の 生命 を 保存す る 爲め此 社 會を組 

製せし慈仁なる自然が汝に與 へし有^なる性なる^5^-を知らざるか、 慾と は社會 組織の 土臺 石な り、 愛 

と 云 ひ 仁と 云 ひ 惠と云 ひ 義と云 ひ ル；： 愁て ふ 最大 原動力の 變幻 なり、 我の 竊 まざる は 罪なる が 故に 竊ま 

ざるに あらす して、 竊 むは 我に 不利益 なれば なり、 社會が 殺人 5兆 を 罰する は 罪なる が 故に 罰する にあ 

ら すして 社會 組織 を 維持 せんが 爲 めに 罰するな り、 汝 我に 問て r 然 らば 自己と 社會 とに 害な き 時は竊 

む や」 と 云 ふ 勿れ、 我 竊て社 會が我 を 罰せ ざれば その 社會 は破壞 すべし、 而 して 我の 生命 を 保持し 我 

に 快樂を 供す る 社 會を破 壌せ しむる は 我 自身 を破壞 するな り、 故に 我 は 我 自身 (慾) の爲 めに 竊 まざる 

なり、 畢竟す るに 汝の稱 して 道德 問題と なす もの は賁に 方便 問題な り、 善 惡とは 利害て ふ 語の 同義語 

なり、 愁を脫 せんとす る は 生命 を 終 へんと するな り、 汝愁 心の 爲 めに 悲 むは 愚な り、 迷信な り、 唯勉 

めて 社 會學の 法則に 從ひ汝 の 慾 心を滿 たさし めよ と。 

實 的の 哲理と して 輕ん すべから， ざる 議論な り、 生^ 競 爭の週 は 生物 發 達の 解明と して 最も 滅 足なる 


ものな り、 此理を 社會的 現象の 研究に 適用して より 社 會學て ふ もの 世に 屮 H たり、 -ーュ ー トンの 重力 說 

は錯雜 なる 天體の 運行 を單純 明瞭なる 一 紀律の 中に 抱 括せ し 如く、 慾 心 說は社 界萬般 煩 混なる 事實を 

組織的 科學の 中に 配列し 得る に 到れり、 單 純なる は 眞理の ー徵 候たり、 慾た る 一語の 下に 政治 も 慈善 

も 宗敎も 合同 聯結 する を 得る は此 哲理の 眞理 なる の證 にあら す や。 

而 して 之れ 理論なる のみなら す、 又事實 ならす や、 人類の 歷史は 慾の 歷史 にあら すして 何ぞ や、 戰爭 

と は 慾の 衝突な り、 政治と は 愁の折 合な り、 マコ M レり， の 所謂 「生活の 境遇 を 安樂なら しむる の 慾」 

こ そ 人類 進步 の 最大 原動力なら す や、 SI 百年 を 出です し て 雨 米 大陸 を 開明 人種 の 幸福なる 住處 と變ぜ 

しもの は 慾な り、 英國に 最も 强 ra: なる 憲法 政治の 起り しも 慾の 結果な り、 野 蠻の民 は 小兒と 同じく 慾 

なき 民な り、 慾の 增進は 開明の 前兆に して 愁 なくし て 進步の あるな し。 

如 斯 哲學今 は C 晝に 識者の 唱 ふる 處 となれ り、 而 して 利 愁哲學 の アポ スト II ス (使徒) なる 英 のべ 

ン タム 幷にス ペン サ， -は 忠孝 を 以て 世界に 誇稱す る 我 日 本國民 の 非常に 尊崇 畏敬す る 人たり、 r 斯氏 

の 言な り」 との 一 言 は 九 §^ の 重き を 有する 證據 なり、 さらぬ だに 猜疑の 念に 富める 我 日本 國民 のこと 

しゅ ゐ 

なれば、 その 尊崇す る哲學 者に して 學理 的に 利 慾の 神聖 00 と 主位と を敎 ゆる あれば、 我等 は滿腔 

の 同意と 贊 成と を 以て 彼の 說に 和し、 彼の 實行 的の 信者と 化せん とする に 至れり。 

I  I  おど  けんせ 5  しんもん も，、 

然り 若し 我 をして， 1^ ぺ— ンサ II 氏の 聲 名に きされ、 彼の 博識に 捲 席せられ て、 眞 面目に 彼の 假說を 信じ、 

ぎ やうる 

利 慾 主義 を 以て 我の 主義と なし、 之 を 我の 行 爲に應 用 せんか、 我 は 之に 依て 我の 苦痛より 免 かれざる 

たり、 否た 社界は 之 を 組織す る もの より 無私の 從役を 要求す る もの なれば 我 若し 自利 を以 て 我の 主義 

とかさば 社界は 總 掛り にて 我を攻 むるな り、 スべ ンサ ー 主義 は SSi; 惡の 念と 戰ふ 我の 良心に 取て は 一 時 

P  其 二  一  ニー 二 


の 鎖 痛劑の 用を爲 すと 雖も 我の 蒙るべき 實 際の 苦痛 を 減ぜざる なり、 無情 殘 忍なる 世の中 は尙 ほ現然 

、v 二り つ  せ 4* 

と 我の 前に 屹立 する ありて 其 有むべからざる 法則と 運命と を 以て 我に 逼る あり、 求むべき 平和 を 有せ 

ざる 人は斯 氏の 學說 の蕲 新奇 拔な るが 故に 之れ を 玩味して 思惟 作用の 鍊磨を 試る も 亦 一 興な りと 雖も、 

餓渴義 を 慕 ふの 人に 取りて は 彼の 哲學 は醫師 が祌經 患者に 服用せ しむる 祭休藥 たるに 過ぎす、 之に 多 

少の 香味と サ味 なきに あらす と 雖も我 之 を 服して 我の 病 體は舊 態を脫 せす、 內痛外 疼 共に 我 に^して 

我の 病 は 癒えざる なり。 

抑 も主樂 主義なる もの は 之 を 嚴肅な る 淸黨的 の 敎现を 以て 鍛鍊 された る 英米 國 民の 中に 俾布 さる K も 

國民は 其 害を感 する 攀 至て 小 少なるべし、 否、 反て 國 民の 思惟 力 を 磨し 迷信 頒愚を 排除す るが 爲に多 

少の 功力 あるな らん、 恰も 强 健なる 身體を 有する 人に 取て は 「アル コ ホル」 飲料 其 他の 刺激物 は 少し 

も 害 を 感ぜ ざ るの みな らす 時に は 反て 多少の 利益 あるが 如し、 然れ ども ra: 有 の 動物 愁を 支那 或は 印度 

の 微弱なる 道 德律を 以て 僅に 壓 抑し 來 りし 我 圏の 如きに 於て 主樂 主義 を 其 儘 輸入す るに 於て は 其危險 

害毒 は實 に名狀 すべから ざるな り。 • 

余輩 をして 主樂 主義 を 主張す る學 者の 爲人を 探らし むる に 彼等の 品性 情 性 雨ながら 彼等の 哲學の 如く 

ならざる を 知る、 ^ン 1 氏が 南米の 蠻 人を敎 化せん が爲に 時々 金 を 傳道會 社に 寄附せ しが 如く、 

〈タス レ 1- 氏 が 基督 敎の 聖書 を 以 て 兒童德 育 の 最大 敎科 書な りと 公 言す るが 如く、 叫；^ ガ ソル 氏 が 鰥 

寡 孤獨を 法廷に 辯 護す る を 以て 無上の 快樂 となす が 如く、 彼等 は主樂 說を說 くも 自ら 之を實 行せ ざる 

詩人 7 ン； ル d 曾て^、  IR^ ル 夫人 を； して 曰く 「彼女の 性質 は 彼女の 哲學に 越へ て 善良な り」 と、 


哲學と は 一 原理の 中に 宇宙の 現像 を 抱 括す る ものにして、 或は 此 原理 を 物質に 求め， 或は 動力に、 或 

は 愛に、 或は 慾に 求む る ものな り、 而 して 愁を 以て 宇宙 を 一 括す る も 亦哲學 上の 一 機軸と して 見る に 

足るべきな り、 然れ ども 人の 哲學 は哲學 にして 品性 は 品性な り、 人 は その 思惟す るが 如し (§  a  man 

thinketh,  g  is  lie) (箴言 第 廿三章 七 節 參考〕 とは必 しも 事實 ならす、 哲學的 思惟 は 意志より 獨 立し 

得る もの なれば 理性 を滿 足せん が爲 めに は 意志 の 嗜好 に 從 ふ を 得す、 故 に 慾 心說を 固守す る 人に して 

そ の 自他に 對 する 觀念は 甚だ 優に し て 甚だ 愛す べき 人 ある こと は 巳に 前に 述 ベ しが 如し、 彼等の 心情 

は 彼等の 理性に 勝って 美な り、 彼等 は心靈 上の 君子に して 哲學 上の 蠻人 なり、 慾心說 は哲學 上の 行爲 

として 見 る ベ き も實際 に 行 はるべき もの (practicfll  possibility) にあら す。 善の 善た る 惡の惡 たる は 

善 惡の解 折 如何に 依て 變ぜ ざるな り、 "Kose  is  sweet  by  whatever  name  we  call  it" (養 薇の 1^ 

ばし き は 其 名稱の 如何に 依らす)、 勇氣 なり 獻 身なり 愛國 なり 余の 達すべき 理想 は 如何なる 學說 より 

a る も 異なる 事な し、， スぺ T^— 氏 が 以て 人類 進步の 最終目的 となす もの も 亦 利他主義 (altruism ) 

にあら す や、 然れ ども 愁の爲 めの 愛 は 愛に あらす、 愛 は 己の 利 を 求めす、 愁 心が 進化して 愛と ならん 

と は 死が 進化して 生と ならん と 云 ふが 如き、 罪が 進化して 德 とならん と 云 ふが 如き、 思惟し 得べ から 

ざる 背理な り、 唯 物的 進化論て ふ鍊金 術の 秘密 は 無限の 時間に あり、 此 時限 內には 石 も 人となり 得べ 

し、 非も是 たるべし、 慾 も 愛 たるべし と、 哲學 ょ哲學 ょ汝は 凡俗 人種の 洞察し 得ざる 蘊奥の 裡に 於て 

汝の 「ァ レムビ ッ ク」 を 以て 罪より 德を 造化 せんとす、 可 驚、 可 驚。 m 

主樂說 (Hedonism) の 粗暴なる 强く 余の 自然 性を變 する の 力 を 有せ ざり し、 余 は 之 を 深く 研究す る 

の 必要 を 感ぜ ざり しなり、 唯物論 者の 材料 中に 基督 信徒の 稱 する 心霊 上の 經驗て ふ もの 、存 する ある 
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なし、 ジ ムス、 コック ー、 モリソン は英國 不可思議 論者 中錚々 たる ものな り、 然るに 彼が 歷 史家 

.s^ 叫 を 評する や 左の 語 あり，  ； 

ギ ボ ン は 自身 心靈上 の 志 を 有せ ざり しが 故に 之 を 他人 に 認む る 事 能 は ざ りしな り、 靈界と 其 中 

眞， なる 神と に 依て 起り 來る 感情 は 彼の 解せ ざり し處 なり、 故に 歷史編 暴に 際して 此等車 實に會 す 

る や 彼 は 其 原因 結 s^. を 解明す るに 彼の 了解し 得る 性情 を 以てせり、 幽玄 家の 涉獵 する 神妙 界は彼 

の 窺 ふべ からざる 所に して、 彼 は その 版圖 外に 立ち、 その 奇異の 報に 接する や 彼 は 之を寫 すに 嘲 

弄 滑稽 的の 文字 を 以てせり、  、  、 ， 、 

と、 學 海に 椅さ る もの は 其 奥義 を 知る に 由な しとなら ば心靈 海に 浮沈せ ざる ものにして 靈 の苦樂 

を 洞察し 得る の现 なし、 余が ベ 「ン、 ，ス| 。 へ I ン 1^ の 有せざる 心靈 上の 經驗 を^せ りと 云 ふ は 少しく 自 

負に 似 たれ ども、 これ 余が 是等舉 者 は 大和魂の 何たる か を 充分に 解す る 能 はすと 云 ふと 少しも 異なる 

事な し、 余の 心靈 上の 經驗は 余の 情 性と 境遇との 然 らしむ る 所に して 余が 彼等に 勝りて 德を 有する が 

故に あらす、 物質的 社會の 観察に 於て は 余 は スぺ〕 を 師 として 仰ぐ と雖も 彼の 哲學は 余の 心靈上 

の實 驗を容 る、 に 場所な く 又 之 を 解明す るに 足らざる なり。 

亡 5 罪 術 其 三 ォ プチ ミス ム (樂 天敎) 

附 ユー 一 テリ ャ ン敎幷 に 「新 神學」 


主樂說 不可思議 說は 基督 敎の 正反對 主義な り、 前者の 後者と 相 離る の 遠き や 余 は 一 躍して 心 靈の志 

望 を 菜 却し 拜 すべきの 神 を 有せす 永遠の 希望 を與 へざる 所謂 豚 愁哲學 (W- 一 y.  pllilcsophy) を 抱 持す る 

の 瞻カを 有せ ざり しなり、 エホバ の恩惠 ふかき を嘗 ひし ものにして 純粹 不可思議 說を抱 持す るに 至り 

しもの は 余 は 未だ 曾て 聞かざる なり、 唯物論に 接して 容易に 宗敎的 感念を 去りし 人 は 未だ 宗敎を 感ぜ 

ざり し 人な り、 宗敎は 大事 實 なり、 斯 大事 實 を識認 抱 括せ ざる 哲學 は備 頗哲學 なり。 

然れ ども 此處に 唯物論の 如くに 粗暴なら す、 叉 基督教の 如く 厳格なら. ァ、 而 かも 宗敎 的の 希望と 理想 

と を 供し、 物と 云 はす 靈と云 はす、 萬 有が 神なる か 神が 萬 有なる か 之 を 判別せ ざるの みならす 判別せ 

ざる を 以て 却て 高尙 優美な りと 自稱 する 學說 (？) あり、 此學派 或 ひ は r ォ プチ ミス ム」 と 云 ひ、 或 

はェ モル ソン 主義と 云 ひ、 或は 變遷 して 「新 祌學」 と稱 する こと あり、 其 罪惡 問題 を 解明す る ゃ單純 

にして 簡易な り、 曰く 善は洽 くして 惡は 局部たり、 否な 惡 なる もの は 善の 變 現にして 惡てふ もの &存 

する 事な し、 見よ や 腐 骨 も 肥料と して 草樹に 施せば 百合 花と なり 無 花 5^ となりて 目と 口と を歡 ばす に 

あらす や、 惡 あれば こそ 善 ある たれ、 根の 幹に 於け るが 如く、 悪と は 善の 本に して 善 ある 限り は惡な 

かるべ からす、 故に 惡を惡 と 思 ふ 勿れ 然 らば 直ちに 惡 より 脫 する を 得ん、 ノバ リス 曰く 

人 若し 直ちに 意 を 決して 己 は 善 (moral) なりと 心を定 むれば 彼 は實に 善た る を 得るな り 

と、 罪 惡とは 人の 妄想に して 罪 惡を斷 つ は 之に 關 する 思惟 を變 すれば 足れり。 

結論 或は 此に 至らざる も惡 を.  脱する の 道と して 唯 善の みに 注意す るの 法 あり、 曰く 善な れ然 らば惡 な 

ら ざるべし、 曰く 神 は 愛 なれば 汝の罪 を 責め 玉 ふの 理 なし、 人 靈の墮 落 未来の 刑罰 共に 中古 時代 迷信 

家の 妄想に して 十九 世紀の 學術は 已に之 を 排除せ り、 汝の稱 する 扉なる もの は尙ほ 進化の 中途に ある 

亡. な 罪 術 其： 一一  ニー 七 


人類の 不完全 を 云 ふ ものな り、 汝に 未だ 下等動物の 情性存 する あり、 汝の 之を脫 する を 得る に 至る は 

尙ほ數 千 萬 年の 後人 類が 進化の 極度に 達する 時に あり、 汝が 完全な らんと 欲する 慾卞 」1- は 蛙が 空中に 飛 

翔 せんと 欲する が 如き、 馬が 後足の みに て 歩まん とする が 如き、 馬鹿らしき 希望な り， 過つ は 人な り- 

薄弱なる 之 を 女と 云 ふ、 若し 不完全なる を 以て 罪な りと 云 は f 全能者 を 除く の 外 は 罪な きもの \存 す 

る现 なしと、 樂天敎 と 云 ひ、 ュ 一一 テリ ヤン 敎と云 ひ、 又は 一派の 「新 神學」 と 云 ひ、 其 說く處 き や 相 

異なる 處 なきに は あら ざれ 共 其 類似す る 處はー なり、 卽ち 罪て ふ感念 を輕視 する に 非 ざ. れば之 を處置 

0  00OOOO0OOOO0OO0O00OO0 

する に 於て 純粹 基督 敎の 如く 嚴重 ならざる にあり。 

惡は惡 と 思 は ざれば 惡 ならざる べしとの 想像 は 或る 一 種の 信仰 治療 家が 病 を 病と 思 は ざれば 直ちに 癒 

ゆべ しと 主張す るが 如し、 然 ども 此 種の 治療の 至難と する 處は病 を 病と 思 は ざら しむる にあり、 我の 

血 熱 四十 度に 達し、 眼 閉ぢロ 腫れ 手足 痳痿 する 時 何物 か 我 は 病まざる ものな りと 信ぜし むる 者 あらん 

や、 我の 病む は事實 なり、 然るに 我 は 病ます と 信ぜん とす、 我 若し 癒えん が爲 めに かく 信す るなら ば 

是偽 信に して 信仰なら ざるな り、 勿論 世に は神經 病なる 者 ありて 其 苦痛の 原因 は 單に誤 想 に^する あ 

り、 此 場合に 於て は 思考 を 癒す は 病 を 癒す ことなり、 罪て ふ觀念 若し 單に病 意の 夢想に 止って 確實な 

る事實 なら ざれば 之 を 意に 介せ すして 之より 免 かる、 を 得るな れ ども、 罪 は事實 の事實 にして 我 若し 

之 を 思 は ざれば 我 は 之が 爲 めに 亡ぼさる K なり、 聞く 駝鳥が 獵師に 追跡 せらる X やその 終に 免る i 能 

はざる を 知れば 其 頭部 を 砂 中に 墳め 以て 全身 を隱 せし こと k 自信し 容易く 捕瘦 さる &に 至る と、 思想 

の 中より 罪なる 觀 念を脫 して 全身 已に 罪より 脫 せりと 考 ふる 人 は 實に此 駝鳥の 愚 を學ぶ ものな り、 世 

の稱 して 以て 罪と なす もの \ 中に 罪なら ざる もの ありと する も 罪て ふ 觀念を 生す るに 至らし めし は 身 


のち  ooooooooooocooooooo  ooooooo 

に 罪 ありて 后し からしめ しに あらす や、 靠 より 脫 して 後 始めて 罪 を 思 はざる に 至る、 罪 を 思 はすして 
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罪より 脫す るに あらす。 

善の み を 慕へば 自然と 惡 より 脫 すべし との 想像 は 幾分 かの 眞理を 包含せ ざるに あらす、 其 子を呵 噴す 

る を 知て 讚 する 事 を 知らざる 父母 は 無智 無情の 父母な り、 怠るな かれと 責む るより 學 ベば 賞 ありと 

勵 ますに しかす、 信徒の 缺點 を算へ 上げて その 信仰 薄き を 責め 立 つれば 信徒 は 復活す べしと 信す る牧 

師は 未だ 心靈の 組織 を 知らざる 人な り、 律 は 殺し 靈は活 す、 惡を 避けし むる に は 善 を 知らし むる にし 

力.. TN 

然れ ども^に は 姑息なる 父母 ありて 幼 兒の發 育 を 誤る もの 斟し とせす、 ル ー 一 3^ 謂へ る あり 曰く、 育 

兒 法の 秘訣 は 一 手に 美 菜 を 持ち 他 手に 鞭 を 持つ にあり と、 賞與 のみ を 以て 子 を敎ん とする 父母 は 其 子 

を 愛せざる 父 a なり、 ：^^| モ—； SI 曰く 「鞭 をく はへ ざる 者 は その子 を 階むな り、 子 を 愛する 者 はしき り 

1 I  ：    きびしさ 

に 之 をい ましむ」 と、 フヰ リップ = ブルックス 謂へ る あり 曰く、 三度 神の 慈悲 を說 いて 一度 祌の嚴 を 

說 くこと を 怠る 勿れと、 恩惠 のみ を說 いて 刑罰 を說 かざる 牧師 は眞實 に 敎會を 愛せざる 牧師な り、 鞭 

と 共なら ざる 美 菜、 刑罰と 合せざる 慈悲 は賞譽 にして 賞譽 ならす、 恩惠 にして 恩惠 ならす、 晤 を 知ら 

ざる 光、 貧 を 知らざる 富、 死 を 知らざる 生 は 我 その 何物た るか を 知る 能 はざる なり。 

然 らば 善、 善た らんが 爲 めに 惡、 惡た るか、 惡 の^す るな くして 善は存 する 能 はざる か。 

然り、 然ら す、 善 は 善に して 惡は惡 なり、 然れ ども 善の 善た る を知覺 せんが 爲には 先 づ惡と 接せざる 

ベから す、 生命の 樹 のみ を 以て 植ゑ 付けられ たる 園 は 人類 を鍛鍊 進歩せ しむる に 足らす、 善惡を 知る 

め樹は 自由の 意志 を 有する 人 靈發達 上の 必要な り (創世記 二 章 九 節)、 哲學 者， >Fr^1^5^?^ の 「人類 

忘 罪 ！5 其 三  1. 二 九 
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の ^ザが は 人類 を 進歩せ しめしに 於て 最大の 效カを 有せり」 との 言 は 蒸し 此意を 謂 ひしな らん。 

或 人 云 はん 惡 若し 善 を 善たら しむる もの なれば 惡も 亦た 善なら す やと、 汝 かなる ものよ、 惡、 惡な 

れば こそ 善 をして 善なら しむるな り、 惡 若し 善 なれば 善 は 善なら すして 止まむ、 然り 罪の 罪た る を 知 

つ て 始めて 惠の惠 たる を 知るな り、 惡を 避けす して 善 を 蔬ふ能 はす、 悪の 悪た る を 知る 是れ 善な り、 

惡問题 を 正面より 攻究せ ざる 哲學も 神學も 共に 頼む に 足らざる なり。 

Si: と は 不究全 (Imperfection) を 云 ふに 非ざる なり、 我が 良心が 我を資 むる は 我が 祌の 如き 智と 力と 

を 有せざる が 故に あらす、 §^書に謂ゅる；大に在す爾曹の父の完全が如く爾曹も完全すべ し (馬 太傳五 

章 四十 八 節) と は 神の 結對 的の 完全に 達し 得べ しと 謂 ふに あらす して、 神が 神と して 完全なる が 如く 

人 も 人と して 完全なる べしと 謂 ふなり、 完全なる 馬と は 人の 如く 物言 ひ 人の 如く 思惟す る 馬 を 云 ふに 

あらす して 馬の 馬た る 用 を 完全に なす もの を 謂 ふなり、 故に人に！！^-ぁりと謂ふは人が人たるべきの完 

全を缺 くと 謂 ふに あり、 基督 敎が 義人 一人 も あるな しと 謂 ふ はこの 事 を 謂 ふなり、 神が 我を責 むる は 

我が 雨 を 降し 得す 日 を 輝かし 得ざる が 故に あらす して 我れ 人 を 愛すべきに 人 を 憎めば なり、 我 怒る ベ 

からざる に 怒れば なり、 而 して 祌は 我が 働くべき 時に 働かざる を 責め 玉 ふの みならす 我 休むべき とき 

に； まざれば 又 我を责 め 玉 ふなり。 

憤怒 は 我の 有する 情 性の 一たり、 我 此性を 有する は 我 は 人に して 天使たら ざるの 誰な り、 然 らば 怒る 

は 我に 取りて は 罪なら ざる か、 人 あり 故な くして 我の 權利を 犯す 時 我 怒らざる を 得ん や、 此 憤怒の 情 

我に 起る 我 は 之 を 罪と 云 はざる なり、 然れ ども 此情延 ひて 復謦の 念と なり 害 を 以て 害に 報いん とする 

に 至れば 我 は g| を 犯せし なり.、 保羅 曰く 


怒りて 罪 を 犯す こと 勿れ 怒て 日の 入る までに 至る こと 勿れ 

(以弗 所 書 第 四 章 二十 六 節) 

然り我 は 容易に 我の 不完全と 罪と を 判別し 得るな り。  ，  , 

不完全 は 罪なら ざるの みならす 不完全 を 認めざる は 却て 罪な り、 人 その 完全に 達する やその 不完全な 

る を 以て 憂慮せ ざるに 至る、 達し 得べ からざる 完全に 達せん として 思慮 を勞 する 人 は 未だ 完全なら ざ 

る 人た.：^。 

罪と は 無學を 謂に あらす、 無學 若し 罪 なれば 何故に 醫師は 不養生 を 以て 有名なる や、 何故に 代 一 W 人 社 

會に國 事犯の 多き や、 何故に 牧師 傳道師 は 嫉妬と 惡 口 とに 富む や、 智識な き小兒 こ そ 哲學者 の 次む 善 

良の 性 を 有する ものに あらす や、 野に 耕し 海に 漁す る もの こそ 都人の 遠く 及ばざる 信義と 誠 實とを 具 

るに あらす や、 智 育の 普及に して 罪 を滅し 得るならば 何故に 僅々 四百 萬の 人口 を 有する 11 ュ ー ョルク 

州に 於て K 千 萬の 人口 を 有する 日本 國に まさる 多數の 殺人罪 を 生す る や、 世に 有害なる もの k 巾に 敎 

育 を 有する 野蠻 人の 如き は あら じ、 開く 米圃 銅色 土人の 屮に 最も 墮落 する もの は 白皙 人種の 智識 を 有 

して 其 道 德と宗 敎とを 有せざる ものな りと、 希 腺 語 を 以て ホ の 著作 を 読み、 拉典 語に 依て バ ー, 

,^ン| んの 牧羊 歌を謠 ひし ものが、 その 蠻 族に 歸 りし 後 は 淫行 放埒 遙に 山羊 水牛と 共に 生長せ し 土人の 及 

ばざる 處 なりと 云 ふ。 

ダ ー ゥ， ヰ ン， 氏 の 世界 週航記 中南米 1 アル = フ ュ T,¥ の 土人に して 英國 nT^~ に 於て 文明 國の敎 

育を受 しもの が 故 鄕に歸 りし 後 五 年 を 出す して 他の 蠻 人と 異なる 事な きに 至りし を 載せり、 道 德の復 

活は文 學の隆 興と 共に 来らざる は 十 ra: 世紀 伊 國の 歷史を 以て、 ーア、 1 シ IT^ ク ー ス i ピャ， 0 :::n 行錄を 
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以て 徴 すべきな り、 人の 意志 を 動かす もの は 乾燥 冷淡な る學理 にあら すして 新鮮 温暖なる 感情な り、 

敎場 的の 敎訓 にあら すして 愛情 的の 感化な り、 竊む ベから すとの 倫理 學 上の 學理 にあら すして 竊盜罪 

の 嫌惡す べき ものた る 事の 宗敎的 の 感念 なり、 若し 倫理 學的 の敎 育に して 德義を 養成し 得る とす る も 

之 消極的 感化に 止り、 僅かに 自己 を淸 くし 害 を 他に 加へ ざるに 止り、 博愛 他に 及ぼし、 己 を 捨て 他 を 

救 ふの 積極的の 德義を 養 ふ を 得す、 儒敎 の 授 くる 德義， 3 ンサ ー 主義の 德義の 冷々 淡々 た る 错然ら ざ 

る はなし、 然り罪 は 倫理 學 的の 智識の 缺乏 にあらざる なり。 

神の 慈悲の みに 意 を 留めて 彼の 刑罰 を說 かざる 是ュ 一一 テリ ヤン 敎ュ 一一 バ ー サ リスト 敎 ({H 由 神敎) の 

特徴な り、 

" There  is  w.idcness  in  u.od ビ m2..cy 

L-ilke  the  .vvideness  of  the  sea. " 

神の なさけの  はかりな や 

海の ひろき が  ごとくな り 

と は 宇宙 神敎 主義の 柱石な り、 而 して 祌を 見る 事 閻魔 王の 如く 唯 刑罰 を 人類に 配布す る を 以て 常任と 

する もの、 如くに 思惟す る 人に 向て は 宇宙 神敎の 敎義は 多量の 慰藉 を與 ふる 事 は 疑 ふべ からざる なり、 

然れ ども 正義なら ざる 神の愛 は 愛に して 愛なら ざるな り、 愛と は 慈悲の み を 云 ふに あらす、 われ 罪 を 

犯す とも 我 を 罰せざる 政府 は 我の 信任すべき 政府に あらざる なり、 赦 すべき 理由な くして 罪人に 赦免 

を 降せば 卞： 權 者の 威力 全く 行 はれざる に 至る。 

チ— ャ—， "—ル ス ^ ダ， ー ゥ， ヰノ， の 祖父， ェ ラ ス マ 常 に 語て 曰 く 「ュ 一一 テリ ヤン 敎 とは^ち 來る 


信徒 を 受け 入る 爲の 柔毛 を 以て 充 たした る蒲團 なり」 と、 是ュ敎 の缺點 のみ を 摘 示せし 語な りと 雖又 

能く 其 一斑 を觀 破せ し 語な り、 ュ 敎 徒の 稱 する ジ l^s^ ン n  H ドヮ ー ドの 野 蠻敎義 (savage  be? 

tl.ines:} なる もの 勿論 嫌 ふべき 處 なきに は あ らす、 然れ ども ュ敎 の寬に 過ぎる の 甚だし き其敎 義を以 

000O00OO0O00  00000000000000000000000000000O00 

て人靈 深奥 の 希望 を滿 足し、 甚だ 嚴 にし て 甚だ 優なる 基督 的 の 君子 を 養成し 能 はざる は 普通 觀察 の 證 

0  0  C-  0  0  0  0 

明す る 所なら む。 

是等は ii.E 偽 か 預言な り、 彼等 は淺く 民の 女の 傷 を醫し |>康 からざる 時に f 康平康 とい ふ ものな り (耶 

利 米 亜 第 六 章 十四 節)、 彼等 は 望を充 たさ る溪 川な り、 テマの 隊 旅客 シバの 旅客 これ を §W みて 恥愧 

. ；, きり、 彼處に 至りで 面 を いす (約 百 記 第 六 章 十五 節より 二十 節まで) 我靈の 希望 は 我が 過去の 罪 

を赦 され、 我が 未来 を 安全なら しめ、 我の 心に 全然た る 平和 を 得せし め、 我勉 めすして 神と 人と を 愛 

し 得べ く、 善行 は 自然に 我より 流れ出で、 我 働きて 疲れす、 死して 死せ す、 失望せ す、 衰 へす、 11 

卽 , つ， 完全なる 人と なる にあり、 博士  —ハク スレ 1 氏 曰く 

" I  protest  that  if  seme  great  powel-  would  pgTee  to  mat©  me  always  think  -what  is  tl.ue 

and  do  what  is  l.ig.llt  on  condition  of  Ibeing-  turned  into  a  sort  of  clock  and  .wound 

every  morning.,  I  should  instantly  close  .with  tlae  ofrer. 

ぜん. "い 

若し ある 大能者 ありて 余を變 じて 時計の 如き ものと なし、 毎朝 發條 を卷き 置けば 余 をして 勉 めす 

して 常に 眞を思 ひ 正 を 爲すを 得せ しむべし とならば 余 は 直に 余の 身 を 彼に 委ぬ べし 

と、 而 して 余の 解す る 所に 依れば 基督 敎は人 を 善の 器と なす ものにして、 先哲が 以て 詩人の 夢想と 認 
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め し 最大 希 tli! を 我等に 充 たす ベ しと 宣言す る ものな り、 われ 基督 敎に 由て 未だ 此 完全に 達す る 道 を 得 

ざれば われ は 未だ 基督 敎を 解せ ざる ものな り、 基督 信徒 は 大愁を 抱かざる 可ら す、 印度 宜敎師 叫 ヰ— リ 

ャ，' ム =,^^1 曰く、  Attempt お l.eat  thiug-s  for  God,  expect  great  thillg.s  from  God. (神の 爲 めに 

大事 を計畫 し、 神ょり大事を§1^め) と、 我 は 人力の 及ばざる 大變動 を 我 身に 來 たさんと 欲する ものな 


求 安 錄 下の 部 

罪の 原理 


「リバ ィバ ル」 にあら す、 學問 にあら す、 慈善事業に あらす、 傳道 にあら す、 又 世の 稱 する 忘 罪 術 は 

一として 效カを 有する ものな し、 余 は 平安 は 得る 能 はざる ものと して 之 を 放棄 せんか、 我が 心 震の 空 

虛 を充赏 すべき もの は此 宇宙 間に 存 せざる か、 愁 あれば 之に 應 する 物 ある は 宇宙の 恆 則なる が 如し、 

慾と は 充實 の 預言な らす や、 然るに 我に 世の 充す能 はざる の 慾 あり、 人の みは 滿 足し 能 はざる 動物た 

るか、 

r  C  bpu.lt,  that  (lest  pi-dfel. 

Before  all  tem.ples  the  llprlK.ht  lleal.t  SIJ  pure, 

Tnstruct  me,  for  tliou  l{now-st ;  

 what  ui ino is  (lark 

Illumiiio  ；  what  is  lew,  raise  and  support  ； 

That  to  fli ゥ 1h 二 gilt,  of  this  great  ； lrg-um21 け 

の 原理  1:1! 五. 
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I  may  iel-t  eternal  Providence, 

Ana  justify  the  wavs  。I  God  to  men.  "  — Milton. 

嗆聖靈 よ、 爾は 諸ての 宫 殿に 勝り 

淨 くして 正しき 心 を 受納し 賜 ふ、 

眞理は 雨に 存す、 願く は 我を敎 へよ、 

我の 暗き を 輝し、 我の 低き を 高め、 

此 問題の 廣遠 なる に 臆せす、 

我 をして 永久の 攝理を 講じ、 

天道の 是 なること を辯ぜ しめよ。 

罪と は何ぞ や、 我の 怒る 我の 竊む 是れ 罪なる に 相違な し、 然れ ども 何故に 我 は 怒り 我 は竊む や、 我 は 

如何 なれば 我が 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 はす 反て 願 はざる 所の 惡は之 を 行 ふや、 惡 とは苟 合、 汚據、 好色、 

巫術、 仇 恨、 举鬪、 妒忌、 忿怒、 分爭、 結黨、 異端、 媢嫉、 兇 殺、 醉酒、 放蕩 (加 拉太書 H 章 十九、 

二十、 二十 一) を 謂 ふか、 或は 所謂 肉の 行なる もの は 心 靈に存 する 病の 徴候に して 病 其 者に は あら ざ 

るか、 我 は 個々 に 我が 肉 慾と 戰 ふの 無益なる を 知れり、 然 らば 我が 敵の 本陣 は何處 にある や、 我に し 

O0OOO00OOOOOOO0OOOOOO0OOOO 

て 其 病根の 存 する 所 を 知る を 得ば 我 は 之 を除滅 する を 得ん。 

若 し 惡其物 は 惡行 にあ ら. f  - とならば 善 其 物 も 善行 に は あらざる べし、 物 を 施 こす 必 しも 善に あらざる 

なり、 名廣 めの 爲 めの 慈善、 交際上の 寄附 金 は 慈善の 如くに して 慈善に あらす、 福音 を 世に 傳ふ る必 


しも 善に あらざる なり、 野望 家の 傳 道師、 佞奸 人の 宗敎家 ほど 憎むべき もの は 枕に 存 せざる なり、 If 

は 精神に し 1^ 行に あらす、 假令 われ 我がす ベての 所有 を 施し 叉 焚る &爲 めに 我が身 を予 ると も 若し 愛 

なくば 我に 益な し (保 羅)、 我 救 はれん が 爲に何 をな すべき 乎の 問題 は 決して 簡單 なる 問題に あら ざ 

るな り。 

愛國は 善な り、 然れ ども 誰か 愛國の 美德を 養成す るに 於て 最も 成功 ありし ものなる や、 國史の 研究 必 

しも 愛！； 者 を 造らす、 彼の 狭隘に して 宇內の 形勢に 達せざる が 故に 國家 百年の 計 を 誤 まらし むる も 

の は 自國を 以て 世界の 中華と 見做し 五大洲 は 貢 を 皇國に 奉らん が爲 めに 造られし が 如くに 信す る 狂信 

家に あらす や、 爵位 恩給 を 以て 繋ぐ 愛 國者は 一 旦 緩急 あれば 義勇 公に 奉じ 以て 天壤 無窮の 皇運を 扶翼 

する の 徒に あらざる なり、 愛 國者は 詩人の 如く 天生な り、 國史 に通ぜ ざる も 愛國者 は愛國 者な り、 官 

祿を受 けざる も 愛 國者は 國の爲 めに 死す るな り、 國 人に 捨てら る&も 愛國者 は國を 捨てざる なり、 愛 

國 は精祌 にして 行に あら ざれば 之 を 外部より 敲き 込む こと 能 はざる なり、 愛國の 何たる は愛國 者の み 

知る たり、 世間 あり ふれの 愛國 者、 禮拜 的の 愛國 者、 表 誠 的の 愛 國者は 博士 ジ. nnT^r^ の 所謂 愛國者 

にして 愛 國てふ もの i 背後に 隱 る&奸 人な り。 

愛 國者を 造る 難し、 善人 を 造る は 難の 難なる ものな り、 功利主義 (utilitarianism) を 以て 養成した 

る 善人 は 利益の 爲 めの 善人に して 實に賴 むべ からざる 善人な り、 純粹 倫理 學を 以て 養成した る 善人 は 

消極的 善人に して 「ストイック」 派の 善人の 如く 自己 を 守る を 知る と 雖も他 を 利す るに 辣き 善人な り、 

古人の 善行 を 暗記して 成りた る 善人 は 自己の 特性 を發 達せざる 驟踏 的の 善人な り、 而 して 眞 正の 善人 

と は 己の 利 を 求めざる 人 (哥林 多 前書 十三 章 五節)、 己が 事の み を 顧みす 人の 事 を も 顧みる 人 (賺立 


比 書 二 章 四 節)、 天より 賜 ひし 所の 賜を忽 略に せざる 人 (提摩 太 前書 四 章 十 §: 節) なり、 自已を 害な 

はすして 他 を 利し、 己 を 潔くす ると 同時に 公衆の 幸 幅と 社 會の淸 淨とを 計り、 古人 を學 ぶと 同時に 自 

己の 特性 を開發 する 现想的 善人た らんと する の 道 は何處 にある や。 

或 人き たりて 基督に 曰け る は、 善師 よ、 我 かぎりなき 生 を？ んが爲 に は 3： の 一せ， を： U べき かと (馬 太 

傳 十九 章 十六 節)、 卽ち 完全に 達せん とならば 如 3： なる 善事 を爲 すべ きかと なり、 而 して 基督の 之に 

對す る 答 辯 は實に 彼の 敎 凝の SK; 意 を 穿ち しもの なり き 、 基督 答 て 曰 く、 

Ti  mro  er.,>tas  r>cri  tou  ag.athou  ； lieis  est-ln  ho  agatllos. 

何故 善事に 就て 我に 問 ふや 善なる もの は 一 つのみ (卽 ち祌 なり)… 「自 譯」 (馬 太 傅 十九 章 十七 節〕 

(註) 此 緊要なる ー節は近來|^,書學者の，注意する處となり、 余鞏 の自譯 はグリ ー スバ ッヒ、 ^ 

^rFT、 チシ ヱ ンド ー ルフ I 氏 等の 選定に 係る 希 臓 語の 本文に 依る ものにして 口 本譯の 「何故 わ 

れを 善と 稱ゃ 一 人の 外に 善 者 はなし 卽ち 神な り」 と は 自ら 趣意 を 異にす (改正 英譯. Why  ask— 

esli  thou  me  concerning  tliat  .whicll  is  gdod?  chs  there  is  wno  is  g.ood. を 參考 せよ . ；。 

可 傳十章 十八 節 並に 路加 十八 章 十九 節が 同一 の 記事 を 載す るに 當て舊 来の 本文と 同一 の 文 

字 を 用 ふる を 見れば 爱に 引用せ る 改正 本文の 反って 誤謬な らん かと 疑 ふ もの も あらん かなれ ど 

も、 本文 硏究學 は 馬 可、 路加 兩傳の 記事 を 以て 寫字師 の 思惟より 出し 誤訂 より 成りし ものと な 

せり、 殊に 十六 節に 於け る 「善師 よ」 Didaskale  agathe より ラタ マン、 チシ n ン ドルフ、 ト 

y..^,TR, 等の 學者は 「善」 af?atls なる 形容詞 を 除きし を 見れば 改正 本文の 益々 眞に 近き を 見 

る ベ し 0 


ュ -ー テリ ヤン 敎が 基督の 神なら すして 人た るを證 せんとす る や 常に 此 本文に 憑れ り、 曰く 基督 

の 明言 は 彼 自身 を 以て 善なる ものと 稱せ すして 神の み を 善 者と 敎へ賜 ひし を 見れば 基督の 普通 

人 たりし は 明瞭な りと。 

然れ ども 余楚の 見る 處を 以てすれば 假令 舊來の 本文に して 基督の 語な りと する も ュ 一一 テリ ャ ン 

敎の 註解 は 牽强附 會の說 と 云 はざる を 得す、 基督 はこ、 に 自己の 特性 を 辯 明し つ.^ あるに あら 

すして 只 一般の 眞 理を說 明し つ- - あるたり、 語勢 を 「われ」 に 置かす して 「何故に」 に 置て 見 

よ、 然 らば 此 本文 は 基督 祌性 論に 對 する 一 の 妨害たら ざる を 知るべし。 

何 を か 善と 云 ふとの 問題に 對 して 基督 は 「善と は祌 なり」 と 答へ 賜へ り、 孝 も 善な り、 仁 も 善な り、 

然れ ども 孝 も 仁 も 善の 結果に して 善 其 物 は 神な り、 神 を 知る は 善人と なるな り、 善 を 學ぶは 神に 近づ 

くな り、 善 を 求めす して 神 を 知る 能 はす、 神 を 知らす して 善なる 能 はす、 宗敎と 道德、 行と 信仰と は 

同一 物の 兩面 にして 一 を 去て 他 を 知る 能 はざる なり、 ii 書 は 善人 を 以て 「祌 と共に 步む もの」 (創世 

記 五 章廿ニ 節) となせ り、 神 を 離れて 偶像に 仕 ふる は 善 を 去て 惡を行 ふなり、 卽ち惡 を 行 ふは眞 正の 

偶像 崇拜 なり、 基督 敎徒 にあれ 佛敎 徒に あれ 義を 重んじ 正 を 求む る もの は 神の 子供に して 「イスラ ェ 

よ つ ぎ 

ル」 の世嗣 なり。 

若し 善と は 神な りと せば 惡とは 勿論 祌を 離る \ を 云 ふなり、 竊む、 殺す、 >H ^淫 する は 神 を 離れし 結 

にして 罪 其 物に あらざる なり、 我れ 人 を 殺す 時に 國 法 我 を 罰する は 我の 犯せし 殺人 eii 其 物の 爲 めにあ 

ら すして 我が 我の 神 を 捨てし が 故な り、 神 我と 共に あり 我 神と 共に ある 時 は 我れ 罪 を 犯さん とする も 

犯し 能 はざる のみなら す て ふ 念 は 我に おするな し、 我の 不完全なる、 我の 他人 を惡 口す る、 我の 愁 
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IE の爲に 使役 せらる、、 我の 傲慢なる、 我の 人 を 愛せざる は、 皆 悉く 我が 神 を 離れし 故たり、 故に 我 

にして 祌に歸 する を 得ば 我 は 善人と なり 得るな り、 罪より 免 かる、 の 法只此 一 途 あるの み。 

斯く 論究し 來て余 は 始めて 創世記に 載す る 人類 墮落 に關 する 記事の 深遠 なる 意味 を 悟る を 得たり、 哲 

學者 ライプ 1 一 ッッ 曰く 

創世記に 記す る 人類の 始祖 墮 落の 記事 は 人類の 歷史を 攻究す るに 當て 最も 著しき 最も 信用すべき 

説な り 

と、 その 口碑 様 譬喩 的の 記事の 內に 人情の 深奥 を 穿ち 人性の 妙所 を寫す に 於て は 余 紫讀者 をして 愈々 

之 を 味 て 愈 々 之 を 賞 嘆 せし む。 

落 以前の 人 は實に 小兒な りし、 彼等に 智識な く 衣服な く 家屋な くその 外形の 狀に 至って は 令の 南洋 

諸島の 蠻 人と 多く 異なる 處 なかり しならん、 然れ ども 今日の 開明 ひ 人 觀と雖 も 全く 墮落 以前の 人類に 

及ば ざり し ー點 あり、 卽ち アダム エバ 1 は 赤子の 慈母に M- るが 如く 神に 憑り 頼みし なり、 然れ ども なマ の 

人 は s!! 學；^ も 政治家 も 宗敎家 も 多分 は自 己の 智識に 賴 みて 步み、 若し 神 を 知る もの ありと 雖 全く 神に 

身 を ぬる ことなし。 

い y な ひ  よ 

狡 滑なる 蛇の 誘と は 人類 をして 神より 獨立 せしめ 神に 賴ら やして 獨り 歩行せ しめんと なり、 「善 惡を 

知る の樹」 と は實に 分^の 樹 にして 人 その 果を 食し 自ら 是は善 彼 は 惡と分 S し 得る に 至らば 神な くし 

て 獨り世 を 渡り 得べ しと 考 へたり、 蛇婦に 言け る は 「汝等 その 樹の 架實を 食す る も必す 死す る 事 あら 

じ神汝 等が 之 を 貪 ふ 日に は汝 等の 目 開け 汝等祌 の 如くな りて 善惡を 知る に 至る を 知りた まふな り」 と、 

全 11 た る 服從は 人類 の 好まざる 所、 假令神 命な り と雖 ども 少しも 我意 を 張らす し て 世渡りす る 事の 味 


なさよ、 我 も 少しく 神の 如くに なり、 我の 欲する 所 をな し、 此完 美なる 世界 を 乞 我の 領地と なさん も 

の をと、 是れ 落 を たせし 原意に して 實に 《< 類を不 i 恥の 艱苦に 導き 終に 死に 至らし めし 原因な り。 

婦樹を 見れば 食に 善く 目に 美麗し く、 且 智慧 からん が 爲に慕 はしき 樹 なる によりて 遂に 其 果實を 

取て 食 ひ 亦 之 を 己と 偕なる 夫に 與 へければ 彼 食へ り、 是に 於て 彼等の 目俱に 開けて 彼等 其 裸體な 

る を 知り 乃ち 無 果樹の 葉 を 綴りて 裳 を 作れり。 

(創世記 三 章 六、 七 節) 

恰も 小兒の 生長す る や 長く 厳父の 支配す る 所た るを惡 み、 獨り 家產を 自由にして 恣 に 生涯 を 送らん 

ものと 思 ひ、 未だ 經 it の 道 を 知らざる に、 未だ 世事に 詳 かなら ざるに、 夙く 巴に 父より 離れて 無限の 

艱苦 を 嘗め 失敗に 失敗 を 重ねし が 如し。 

人類が 一度 神より 離れし や、 彼等に 責任の 念 起り 来れり、 自ら 衣 を 紡ぎ 面に 汗して 地 を 耕さ る を 得 

ざるに 至れり、 斯 くして 人類の 歷史は 全く 新 方向 を 取れり、 彼 は 自ら 學ば ざるべ からす、 彼 は 自ら 戰 

はざる ベから す、 彼 は 自ら 責任 を 負 はざる ベから す、 優 は 勝ち 劣 は 破る、 人 は 諸ての 家畜？^ 1 ての „ゅ： と 

同じく 生存 競爭の 場裡に 入れり、 人類 六 千年間の 歷史、 その 「フ， IT ク— リ，， ス をして 我等の 误囊を 絞らい 

めし 悲劇 を 草せ しめし も、 その セル ベンチ スの 「ドン キホ テ ー」 の 豪遊 談 をして 余 鞏を激 笑せ しむる 

と 同時に 無 一一 目の 憂 恨 を 胸中に 起さし むる も、 その をして OVas  sollen  alle  die  Schmerz imd 

Gmck!) 「我に 是 等の 悲と歡 との ある は 何の 爲 なる ぞゃ」 の悲 聲を發 せしめし もの も、 實に實 に 人類 

00O0OOOOOO0O00OOOOOOOO0O000O00OO0O0O0O00  • 

が 活ける 水の 源なる 祌を 捨て 壞れ たる 水 溜なる 己に 憑り 賴 みしに 依る にあら すして 何ぞゃ (耶 利米亞 

第一 一章 十三 節 ：}。 
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人類が その i 主 を 離れて より 彼の 靈肉 ともに 平衡 を 失 ひ、 靈は肉 を 支配し 得す、 肉は靈 に 順 ひ 得す、 

露の 許さ ^ る 事 を 肉 は 欲し、 肉の 及ばざる 事 を靈は 望み、 歷史家 叫 、デ— ル— の稱 する 人心 内部の 分離 

(Internal  schism) 之より 始まり、 人 彼 自身が 修羅の 街と 變 じたり、 此に 於て 肉 は 其 自然 性 を 守る 

を 得す、 s;.;! むべ からざる こと を み、 爲 すべから ざる こと を爲 し、 数多の 疾病 を 惹起す に 至れり、 苦 

痛の あまり 彼は藥 品なる もの を發 明して 病 を 癒さん とすと 雖 も、、 一局部に 對 する 藥品は 他の 局部に 對 

する 卞母！ ：1 なれば、 藥劑を 施す は^かに 强壯 なる 局部 を 害して 衰弱した る 局部 を 助く るに 過ぎす、 よし 

义醫學 の 進步に 由て 一 病症に 對 する 特治 法の 發見 あれば 人の 未だ 曾て 知らざる 病症の 起る ありて 人類 

を惱 ます あり、 病 種の 增加 は醫學 の 進 步に伴 ひ、 今や 衛生 治療の 方法 は 著しき 進歩 を爲 せし に關 せす 

人類の 平均 生活 年限 は 僅かに  一 二 年 を 加へ しのみ、 曾て 革命 以前の 佛國の 哲學者 等が 遠から すして 醫 

術の 進步に 依り 人の 生涯 を 永遠 迄 維持す るに 至るべし と 妄想せ しも、 尙ほ 人類 全體は 病の 魔 鬼の 生贄 

として 一 秒 時 問に 一人 づ、 死刑の 罰 を 受けつ、 あり、 體の 病の その 本 は 心の くるひに ある を 知らす 

して 醫師に 貢を絕 たざる 人の 世に 多き こそ 實に歡 すべきに あらす や。 

自己 を 支配し 得ざる 人類が いかで 隣人の 權 利と 自由と を 害せす して 止む ベけ む や、 神 を 失 ひて より 人 

各々 心中に 空虚 を 生じ、 自ら 此 空虚 を充 たさんと して 充 たす 能 はす、 依て 他人 をして 之を充 たさし め 

ん とし、 他人の 富 を 貪 ぼり、 他人の 妻 を 慕 ひ、 他人の 名 譽を猜 み、 いかで かして 心中 無限の 不平 を滿 

足せん と 欲せり、 然れ ども 愁てふ 锇鬼は 養へば 養 ふ 程 猛烈 を 極め、 得て 益々 貧しく、 取て 益々 足らす、 

悪 は惡を K み、 菲は罪 を 生み、 全身 亡びて 後 素め て 他 を 害せざる に 至る、 此に 至て 社會は 法律て ふ も 

の を 設け 之 を 組織す る もの K 行爲に 制裁 を 加 ふると 雖も、 一方に 之 を 防げば 他方に 破れ、 土 堤 を 以て 


漲 流を堰 くが 如く、  土设 益々 高く して 水 層 益々 嵩み、 年々 歳々 法槔の 數を增 加し、 今や 社會の 平安 を 

維持 せんが 爲め 我國に 於て すら 六法 四千 六 百 廿九條 を 要するに 至れり、 而 して 法律 を實行 せんが 爲め 

に は 三 萬の 警察官と 年々 五 百 萬 顧の 響 察 費 を 要し、 八 千 人の 裁判官と 一 千 人の 代 雷 人 は 之が 爲 めに 衣 

食し、 十 萬の 陸軍 二 萬の 海軍 は 我の 權利を 侵害せられ ざらん が爲 めに lil けらる、 ，^,> ラ— ィル  1 曰く 「人 

生の 最終 問題 は 人 その 隣人の 胸 ぐら を 摑み汝 我 を 殺す か 或は 我汝を 殺さん かと 一一 目 ふに あり」 と、 無限 

の 神 を 以ての み充 たさるべき 人靈が 神なら ざる もの を 以て 充 たされん とする は 能 はざる 事な り、 モ ン 

3" の 王 I チ I モ が 歐" 亞兩 大陸 各 半 部 を 掠奪し、 壯嚴を 極めた る宫 廷をサ カン..^ 府に 開き、 列國 

の 王 をして 此處に 朝せ しむる に當 て、 一日 歎 聲を發 して 彼の 侍臣に 告げて 曰く、 「此 世界 は予の 有す 

るが 如き 欲望 を充 たす 能 はす」 と、 時に 老鍊 なる 顧問 官某 進て 曰く、 「陸 下よ 神の みが 人の 靈を充 た 

し 得るな り」 と、 此富を 解す る を 得す、 尙も 進で 支， 那帝國 を も 彼の 領土と なさん と 欲し 遠征 

の途に 就く や、 Tddr? 河邊に 於て 砂漠の 露と 消え失せたり、 匹夫より 起り し 太 閣秀吉 が 日本 全 

國を 己が 有と たし、 尙も 朝鮮 三 道 を 合し、 威海 外に 加 はって 尙ほ其 心情 は憐 むべき ありて、 「露と た 

ち 露と 消えぬ る 我 身なり 難 波の こと は 夢の 世の中」 の 悲聲を 以て 世 を 去りし を 見れば、 神 を 有せざる 

人 は 巨人に して 小人な り、 富貴に して 赤貧-なり、 人類の 頑愚なる 六 千年の 歷史が 世の 以て 賴む ベから 

ざる を敎 ると 雖も尙 も 兵備 或は 法律に のみ 由て 安心と 滿 足と を 得ん と 欲す、 博士 ム ンゲ. ^曰く、 此勞 

れ 果てた る 世の 安から ざる は 神 を 求む る無聲 の叫號 なりと、 人類 は 暗夜に 叫ぶ 赤子の 如く 祌ょ祌 よと 

呼びつ k あるな り。 

平安 を 外に 求めて 得す、 富 も 名 譽 も 無限の 饑 渴を充 たす が爲 めに 無 效 な る を 知り たれば、 人類 は 宗敎 
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かんがへ いだ .ysf^ 

なる もの を考 出し、 石婦が 人形 を 装 ふて 母た る 情 を 無覺の 木石に 表 はすが 如く、 心靈の 父 を 失 ひて よ 

り 偶像と 稱 する 神の 人形 を 造り、 之 を 拜し之 を 崇め 以 て眞正 の 祌に呈 す ベ き 自然 性 を 外に さんと す、 

而 るに-耳 ありて §1 かす 目 ありて 見えざる 木石 像の 心 靈を滿 足し 得べき にあら ざれば、 或は 苦 業と 稱し 

て 身 を極瘦 極熱に さらし、 以て 皇天の 嘉納に ぁづ からん とし、 或は 坐 禪と稱 して EI 然の 感覺を 殺して 

平安の 祕訣に 達せん とす、 叉 自ら 此 修業に 堪 へざる もの は 頻りに 之に 堪 ふるもの を 尊崇し、 .：H 巾の 祌 

に 達し 得すと も是 等の 聖者に 鍵り 付て 以て 神の 恩澤 にあ づ からん. とす、 此に 於て か敎主 政治なる もの 

起り て 最も 憎むべき 最も 麼 ふべき K 制が 世に 行 はる，. に 至る、 民の 迷信 は 夥多の 野望 家 を 刺激し、 政 

植を すに する 能 はざる もの も、 戰 場に 功 を 一 印 ひ 得ざる もの も、 宗敎界 て， ふ 柔弱 社會に 於て は 無量の 權 

力 を 有する を 得る に 至る、 而 して 敎 法師 相互の 嫉妬 輒蝶は 宗派 間の 競 (ザ 確執と なり、 愛 を說き 慈悲 を 

勸 むる 宗教家が 互に 相爭 ふの 狀は 犬猿 も啻 ならざる あり、 敎會は 天國に 最も 近くして 最も 遠き 處 なり、 

悪鬼 已 に 聖 殿を楚 へり， 人生の 荒 漠赏に 察すべ きなり。 

如此 にして 人 は 人の 敵と なり、 己 は 己の 敵と なり、 不平 不滿 やる かたなく、 此， i 兀備 せる 宇宙に 生れな 

がら 人類 程 憐れむべき 動物 はなき に 至れり。 

詩人， ゲ， ー テ の. >T1N,, ィズト ー (惡 魔) が 祌に訴 へし 語に 曰く 

月日と 星の 巧 造に  我の 批難すべき はなし 

たぐ はかな さは 人の子が 己と 己が 身を攻 むる 

よろ づの 物の 頭なる 人 こそ もとの すがたに て 

今 も 昔も變 りなき  き たる 奇物 なり 


宿りし 事の なかり せば 

堪へ易 かりし ものなら め 


己 を 貴む る 器具と なし 

下落す る こそ 憐れ なれ 

人て ふ もの は 夏の 日に 

長き 後の すね 足に 

古き あだ 言く りか へす 

中に 落 付き 居り かねて 

その 鼻端 を 突入れ る 


天の 光が 彼の 身に 

彼の， 命 は 今よりも 

道理と 稱 へて 道理 をば 

獸に 劣る 獸 まで 

神の 許可に て 我 は 謂 ふ 

草叢に 棲む ばった 蟲 

飛んで 跳たり はねて とび 

心 i かに 草叢の 

糞の 塊 ある 毎に 

或 人 云 はん 艱難と 競爭と は實に 人類 進 步の大 原動力な」 

墮落は 進歩の 始動 力なら す やと。 

我 之 を 知らす、 然れ ども 人類が 流血と 幾餓と 無量の 淚とを 以て 得し 今日の 開明 進歩 は 彼が 反逆に 依て 

失 ひし 心 靈の獨 立と 全 完とを 償 ふに 足る や、 蒸氣、 電信、 シャムべ ー ン酒、 クルップ 砲、 水雷 火 船 は 

平和、 安心、 愛憐、 滿 足に 勝りて 善良なる ものなる か、 文明、 文明、 11 文明と は 歐洲の 平和 を 保た 

むが 爲に 二百 五十 萬 人の 常備 兵と、 之 を 維持 せんが 爲に每 年 六十 億 弗の 支出 を 要し、 虚無 黨を製 出し、 

疯癲 患者 を增 加し、 社會を 益々 錯雜 たらしめ、 人 をして 無限の 慾と 望との 內に 無限の 愁苦を 感ぜし む 

る もの か。 

競爭と は實に 進歩の 原動力な るか、 西 諺に 謂 ゆる 必要 は發 見の 母な りとの 一一 百 は必 しも 歷 史上の 事實な 

罪の 原理  1EI 五 


若し 墮 落が 艱苦と 競 爭とを 来らせし ならば 


るか、 萬 物の 靈 たる 人類 は 眼前の 必要に 逼 まるに あら ざれば 造化の 微妙 を 採らざる か、 他人と 優劣 を 

決せん とする の 野 心が 人類 進歩の 最大 原動力な るか、 ,^ ル ト ン， の 「失 樂園」 は 貧に 迫りての 作なる 

か、 ,「^ の宗敎 改革 は 天主 敎 徒の 揚言す るが 如く ドミ _ー  力 派の II 侶に 對 する 嫉妬 心より 出し か、 

.^^^..^ の 米 大陸 發見は 歐洲列 國競爭 の 結果なる か、 競爭は 或る 極の 進歩の 始動 力なり しに 相違な 

し、 甲鐵 艦の 如き、 ァ ー ムスト n ング砲 ノルデン フェルト 銑の 如き、 無 堙火藥 の 如き、 或は 霧 製卷煙 

草の 如き、 香 ま 葡萄酒の 如き、 皆現然 たる 競爭の 結果と 云 はざる を 得す、 然れ ども 人類 をして 愈々 高 

尙 ならしめ しもの、 此地 をして 益々 美麗なら しめし もの、 人 を 和合せ しもの、 貧 を 減少せ しもの は、 

競 爭てふ 利益 心に 刺激され て此 世に 顯 はれし ものに あらざる なり、 我に 抬然 たる 餘裕 ありて 素め て大 

E 心 想の 我より 出づ るな り、 俗世界の 名 譽を博 せんと 欲する 野望に あらす して 宇宙の 大眞理 を 探らん と 

欲する の聖 望が Ti ベ ル 一一 カスの 天體觀 察と なり 終に 彼の 大法 則 を 生めり、 黄金と 象牙と を 求めん とす 

る 葡萄牙 國 商人 の冒險 にあら すして 黑 人に 天父の 愛 を 示さん とす る^^ ン IV ス，^ ス の 慈善 心が 闇黑大 

陸 を 開き コ|^ 自由 國の 建設 を 促が せり、 競爭に 依る 進歩 は 一 利 ある も 百害 あり、 一 鐵道 王が 億 萬の 

富 を 積まん が 爲には 彼の 四 人の 親友 は 自殺し 數 多の 家產は 倒れたり、 一 IT ボ— 5— オンが 帝冠 を 戴き 佛國 

が 暫時の 榮 光に 誇らん が爲 めに は 一 一 百 萬の 生 靈は戰 場の 露と 消え 億 萬の 寡婦と 孤 兒とは 幾餓に 叫べり、 

餽爭 的の 進歩 は 人類 一般の 損害に して 利益に あらす、 進歩の 如く 見えて 退步 なり、 眞 正の 進步は 愛憐 

の 結果な り、 歷史 は然か 云へ り、 我等の 經驗 も然か 云へ り。 

鳴呼然 らば 我 をして 我と 和合せ しめ、 我が 理想と する 處我之 を 行し、 我の 惡む處 我 之 を 行 さ るに 至 

らしむ る 道 は何處 にある や、 利愁に 依らす、 必要に 這 まるに 非す して、 靄然 たる 貴公子の 餘裕を 以て 


他 を 愛する の念盧 より 我 は 自己 を 忘る &に 至り、 勝て 誇らす、 敗れて 結 望せ す、 働ら きつ & 休み、 休 

みつ、 働ら き、 生涯 を樂 みつ k 之 を 神と 國 との 爲に 消費す る 我の 理想的の 人物と 我 をな さしむ る 道 は 

此廣き 宇宙 間に^ 在せ ざる か、 嗚呼 我の 一生 は 苦痛の 一生に して、 かの 物語に ある、 世の中 

てふ絕 壁の 中間に 命て ふ 一 楚の 根に 縫が りつき、 下に 死て ふ 大蛇が 口 を 開きて 我の 落 来る を 待ち 居れ 

ば、 年月て ふ嚴が 細き 危き 命て ふ 室の 根元 を嚼 みつ K あり、 此危險 なる 境遇に た 妻子て ふ 草の 茂る 

ありて 恐怖の 中に 些少の 甘味 を呈 すると 云 ふ 有樣は 永遠の 希望 を 有する 我の 享 くべき ものなる か、 嗚 

呼 若し 人心 無聲の 叫號を 集合し 得る 細 昔 器 (Microphone) ありて 吾人 をして 其聲を 聞く を 得せし めば 

悲哀の 聲は天 を 裂き 地 を 動かす もな ほ 足ら ざらん、 嗚呼 我 を 救 ふ もの あらざる か、 嗚呼 メ—、 ン— ャは 未だ 

降らざる か、 宇宙 は絕& おの 上に 立てられ しか、 神は存 せざる か、 人 は 捨てられ しか。 


s とづれ 

の 音 


失望 暗夜に 此聲 あり、 

なん ぢらの 神い ひた ま はく、 なぐさめよ、 汝等 わが 民 を なぐさめよ、 懇ろに エルサレムに 語り 之 

によば、 り 告げよ、 その 服役の 期す でに 終り、 その 咎 すでに 赦 されたり、 その もろく の によ 

りて の 手より うけし ところ は 倍したり と。  (以 赛亞 四十 章 一、 二 節) 

# の- 音  1 e: 七 


求 安 M  一 曰 八 

の^ 兒を わすれて 己が はらの 子 を あはれ まざる こと あらん や、 縱 ひかれら 忘る、 こと ありと 

も 我 はなん ぢを 忘る、 ことなし、 われ 掌 になん ぢを 彫刻め り、 なん ぢの 石垣 はつねに わが ュ ほに 

あり。  (同 四十 九 章 十五、 十六 節) 

我 名 を 恐る、 汝らに は義の 日いで & 昇らん、 その 翼に は 醫す能 を そな へん、 汝 等は牢 より 出で し 

衡， 6 如く  ぎらん。  (馬 拉基四 章 一 一節) 

あまつ 使の つぐる を 開けよ、 

Christ;  ist  ©l-standela  I 

I  Freucle  dem  stert-licllen, 

" Den  die  .verdel..hlic.hen, 

" Schleiclieriden,  el.lbllcllell 

キリスト は tl みが へれり、 

壞 つべき ものよ よろこべ.、 

世々 死に まと はれて 

そのと りこたり しもの よ。 

鳴 呼 如何なる ぞ、 餘り 善に 過ぎて 我 は 之 を 信す る 能 はす。 

Die  Botschaft  liOr*  ich  wol,  allein  nur  fehlt  der  Glaube.lGoethe-s  Faust,  7 ま 

(f 曰 信 を 我 は 聞く、 然れ ども 信仰 我に 乏し) 


此救 主と は誰ぞ 

" The  IJOrd  WHO  all  our  foes  o、ercame. 

World,  sin  and  deatli,  and  ixell  c/erthrow 

And  Jesus  is  the  Concjueror"s  name. " —— 

C.  Wesley. 

諸て 我等の 敵に 勝ち、 

陰府と 世と 死と 罪と をば 

きり 從 へ しものに して 

その 名を耶 穌と稱 ふなり。 

彼 は 如何なる 生涯に 依て 此 世と 我 を 救 ひしゃ、 

われらが 宣る ところ を 信ぜし もの は誰ぞ や、 —ェ IT, ハ， の 手 はたれ にあら はれし や。 

め a え  か. ひ  き かぶ 

かれは 主の まへ に 芽の 如く、 燥き たる 土より いづる 樹 株の 如く そだちたり、 

われらが 見るべき うる はしき なく、 うつくしき 貌 はなく、 われらが した ふべき M 色な し。 

かれは 侮られて 人に すてられ、 悲哀の 人に して 病患 を 知れり、 

また 面 をお ほひて 避く る こと を せらる 者の ごとく 侮られたり、 われら も 彼 をた ふと まざりき。 

喜の 音  IH 九 


^  0  1 五 o 

まことに 彼 はわれら の病忠 をお ひ、 我 儕の かなしみ を擔 へり、 

然るに われら 思へ らく、 彼 は せめられ、 神に うたれ 苦しめら る \ なりと。 

彼 はわれら の 想の ために 傷 けられ、 われらの 不義の ために 碎 かれ、 みづ から 懲罰 をう けて われ 

らに 平安 を あた ふ、 

そのう たれし 瘦に よりて われら は 癒されたり。 

われら はみ な 羊の ごとく 迷 ひて おのく 己が 道に むかひ ゆけ り、 

然るに ¥¥T はわれら 凡ての もの 、不義 を かれのう へ に 置た ま へり リ 

彼 はくる しめら るれ どもみ づ から 謙りて ri を ひらかす、 

屠場に ひかる 、羊恙 の ごとく、 毛 をき る 者の ま へ にも だす 羊の ごとくして その 口 を ひらか ざり 

き。 

かれは 虐待と 審判と によりて 取り去られたり、 

その 代の 人のう ち 誰か かれが 活る もの i 地より 絶れ しこと を 思 ひたりし や、 

彼 は 我 民のと がの 爲に うたれ しなり、 


その 墓 は あしき 者と ともに 設けられ たれ ど、 死る とき は 富める ものと ともに な. d り、 

かれは 暴 を 行 はす、 その 口に は 虚偽な かりき。 

され ど ェ，¥バ はかれ を碎 くこと を よろこびて 之 をた やました ま へり、 

斯て かれの 靈魂咎 の獻物 をな すに いたらば、 彼 その 末 を 見る を 得、 その 日 は 永 からん、 

かつ， M¥T の悅 びた まふ こと はかれの 手に よりて 榮ゅ べし。 

かれは 己が たまし ひの 烦勞 をみ て 心たら はん、 わが 義 しき 僕 は その 知識に よりて お ほくの 人 を 

義 とし、 又 かれらの 不義 をお はん。 

この ゆ ゑに 我 かれ をして 大 なる ものと ともに 物 を わかち 取らし めん、 

かれは 强 きものと ともに 掠 物 を わかちとるべし、 

彼 はおの が 靈魂を かたぶけ て 死にいた らしめ、 慰 ある ものと ともに 數 へられ たれば なり、 

彼 はお ほくの 人の 靠を おひ、 想 ある 者の 爲に とりなし をな せり。 (以 賽亞 五十 三 章) 

我此 救に 與か らんと 欲せば 何 をな すべき か 

主ィ HI スキ— y,Tr ト，. を 信ぜよ 然 らば 爾 および 雨の 家族 も 救 はるべ し。 

(使徒 行傳 十六 章 三十 一節) 

何故に 然る か、 


求 安 SK  1 五 二 

それ 神 は その 生みた ま へ る 獨子を 賜 ふ ほど に^の 人 を 愛し 給へ り、 此は 凡て 彼 を 信す る もの に 亡 

ぶる こと 無して 永生 を 受けし めんが 爲 なり。  (約 翰 傳三章 十六 節) 

然り人 は 信仰に 依ての み義 とせら る k なり、 儀式に 依る にあら す、 血肉に 依る にあら す、 位に よるに 

あらす、 學識に 依る にあら す、 行に 依る にあら す、 只 十字架の 辱 を 受けし TF^, の 耶蘇 を 信す るに 

依る のみ。 

之れ 迷信の 如くに 聞え て眞理 中の 眞理 なり、 人の 經驗 中の 最も 確實 なる ものな り、 我の 此の is 音 を 信 

する は 聖書が 斯く云 ふが 故に あらす して 我の 全 性が 之に 應答 すれば なり、 我の 經驗が 之を證 明 すれば 

なり、 歷史が 之 を 確 むれば なり、 自然が 之を敎 ふれば なり、 11 然り 信仰 —— 信仰に 依らす して 人の 

救 はるべき 理由 あるな し。 


信仰の 解 

信仰と は 信すべからざる こと を 信す るに あらざる なり、 一 一と 一 一 を 合すれば 五な りと は 宇宙が 消え 失す 

ると も 我 は 信す る 能 はざる なり、 虚言 を 吐く は 善な りと は 水火の 責に遇 ふと も 我 は 信す る 能 はざる な 

り而 して 信すべからざる なり、 人 は虚喝 手段 を 以て 善道に 導き 得べ しと は 如何なる 證明 ありと 雖我は 


信ぜざる なり、 信仰と は 信す ベ き 事を懼 れす躊 せす 信す る を 一 百 ふなり。 

信仰と は 了 得し 得ざる 事 を 信ぜよ と 云 ふに あらざる なり、 舊約 聖書の 五 書 は 摩 西の 作なる や 否や を 

信す ると 信ぜざる と は 救 靈上ー つの 關係を 有せざる なり、 以賽 亞の預 一一 一一 C 書 は 一人の 作なる や 二人の 作 

なるや は 批評 學 上の 問題に して 道德 上宗敎 上の 問題に あらざる なり、 約， 翰傳は 使徒 約 翰の 作なら すと 

信す るに 依て 我 は 地獄の 刑罰 を受 くべき とならば 我 は 甘 じて 之を受 くべき なり、 基督 敎の稱 する 信仰 

な る もの は 智能 上の 准許に あらす して 心靈上 の 應諾 なり、 心靈 は 道德上 の 善惡を 判別す る もの なれ ど 

も事實 上の 眞僞を 鑑定す る ものに あらす、 故に 我が 靈を救 ふの 信仰 は道德 的に して 智識 的に あらす、 

勿論 人 は 彼の 信す る 如く 思 ふ もの なれば 思惟の 結果 11 殊に 哲學 上の 思惟の. - は 信仰の 如何 を 示す 

に 足る ベ けれども、 思惟 —— 特に 科學 上の 思惟-.,; は必 しも 信仰の 反射 像に あらざる なり、 人の 信仰 

如何 を 察せん となれば その 道德上 の 行爲を 見る ベ き なり。 

人我に 問 ふて 曰く 信すべき 事 を 信ぜざる 人何處 にある やと、 嗚呼 無智の 者よ 汝は世 は 信すべき 事 を 信 

ぜす 信すべからざる 事 を 信す るに 依て 斯くは 罪惡の 世なる 事 を 知らざる 乎、 姦淫す る 事 盗む 事 虚妄の 

證據 をた つる ことの 惡し きこと なる を 知らざる もの はなき なれ ども 之 を 信す る もの は 幾干ぞ ある、 眞 

理を 知る と 之 を 信す ると は 大差 別 あり、 鹿 は 鹿な り 馬 は 馬な りと 知る と雖 若し 政 權の詔 ふべき あれば 

鹿 を 見て 馬と 呼ぶ にあら す や、 一 一と 一 一と 合すれば 四な りと 知る と雖も 自己 を 利 せんが 爲 めに は 贰圓づ 

つ の 價値を 有する もの 一 一個 を五圓 なりと 僞 はりて 人に 賣る にあら す や、 眞理は 最後の 戰 勝者な りと は 

如何なる 平凡の 新聞記者 も 無節操の 說敎 師も唱 ふる 處 なれ ども、 幾人 か 之 を 信じ 此 信仰に 依て 行動す 

る や、 正義の 神の 存在 を 信す と 揚言す る 基督 信者に して 眞に此 大眞理 を 信じ 身 を 立 て 道 を 行 ふ も パ は 
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幾干ぞ ある、 宜な るかな 基督の 言 や 

人の子き たらん とき 信 を 世に 見ん や  (路加 傳 十八 章 八 節) 

「ク， Tl^l;!^ と は 別人に あらす、 彼 は 普通 希臘 人が 人間 普通の 眞理と 知りし 事 を 信じて 實 行せ しのみ、 

猶太 國の 預言者と は^に 特稷 の祕密 を包藏 せし ものに あらす、 彼等 は 何れの 猶太 人 も 暗誦し 居りし 十 

誡を 信じ 自ら 之を實 行し 又 民に 實行 せしめん と勉 めしの み、 ワ シ ン トンな り， ntr ム ウー r.^ なり， ル，^ テ 

, ル なり タ H ス レレな り 彼等の 偉大な りし 最大 现由は 彼等が 眞 面目に 普通 道理 を 信ぜし 故な り、 若し 我 

國人 にして 彼等が 今日 已に 知る 處の 眞现を 信す るに 至らば 彼等の 敎化 は已に 九分 通り 實行 せられし な 

り 0 

宗敎 上の 信仰なる もの を 以て 信すべからざる こと 信じ 難き こと を 信す る 事と 見做す もの は 未だ 信仰の 

何たる を 知らざる 人な り、 是れ 信仰の 眞 正の 意義なら ざる こと は 聖書の 充分に 證 明す る處 にして 亦 言 

語學 上の 事實 なり。 

希伯來 語の 「へ H ミン」 He>esin 「信す る」 なる 語 は (創世記 十五 章 六 節) 「 ァ ー マン」 fmau  (「支 

ゆる」 の 意味な り r ォ厶ナ ー」 (柱) なる 語 を 作る) なる 根詞 より 來る ものにして 「依り 築く」 又は 

「依り 頼む」 の 意な り、 「ォ ー メン」 -cnleu 卽ち誠 實眞實 (英語の verity) なる 語 も 亦 同根 詞 より 

來る、 新約 書の ァ ー メン a ョ en 「 實に然 か あれ」 なる 語 も實に 「ァ ー マン」 の變 語に して 「ァ ー メン」 

の 神 (以賽 ：„sl 六十 五 章 十六 節) は 眞實の 神と 譯す、 故に 「..フ ラ ハ ムが 信じて (へ H ミン) 以て 義 とせ 

られ しとの 意 は眞實 の 神に 眞 實を以 て 依り 頼み しとの 事な り、 建築物が 柱に 凭る、 如く ，^^,^,ー「 ハム は 

祌 に倚掛 りしな り、 眞理は 宇宙 を 支 ゆる 「ォ ムナ ー」 (柱) にして 之に 依り 賴む もの は 靈と眞 とを以 


てせ ざるべ からす (約 翰 傳四章 二十 四 節)、 舊約 書が 不孝の 子を稱 して r ァ ー メン」 (眞實 ) の存せ 

ざる 子等 (眞實 を 有せざる 子等と 譯す— 申命記 三十 一 一章 一 一十 節) と 云 ふ は 能く 不孝 者の 心 を 穿ちし 言 

なり。 

希 i 語の ピ スチュ ー ォ ー (pisteuG) 「信す る」 なる 動詞 (創世記 十五 章 六 節に 對し羅 馬 書 四 章 三 節 

を 見よ) 幷に 「信」 ビス チス (pistis) なる 名詞 は 前述の 希伯來 語の 譯字 として 用 ひらる i ものな り、 

共に パイ ソ ー (Peith6:> 「縛る」 又は 「結ぶ」 なる 語の 變語 にして 廣大 なる 意義 を 有する に 至れり、 

(英語の bind 「鬚ぐ」 「約束す る」 と對 照せ よ)、 而 して 新約聖書の 記者 は その 备 種の 意義に 依て 

之 を 使用し たれば 原文の r ヒス チュ ー ォ ー」 幷に 「ビス チス」 なる 語 を 解す るが 爲 めに は 吾人 は 重 も 

に 文の 連績に 依ら ざ る ベ か らす。 

此語 の單 純なる 意味 は 信任な り、 路加 傳 十六 章 十 一 節の 「誰か 眞の財 を 爾曹に 託ん や」 は 「任せん や」 

の 意な り (約 翰 傳ニ章 二十 ra 節參考 )、 信任 は 任せら る、 もの、 正直なる を 要す、 故に 「ビス チス」 

亦眞 率の 意 を 含む、 加 拉太書 五 章 二士 一節に 於て は 之 を 忠信と 譯す、 馬太傳 二十 三 章 ニ丄ニ 節の 「義 

と 仁と 信」 と は M; 實を云 ふなり、 或は 確信の 義 なり 卽ち希 伯 來書十 一 章 一節に 於け るが 如し、 亦確證 

の 意 あり (使徒 行傳 十七 章 三十 一節)、 その 最も 淺 薄なる 意味に 於て は 僅かに 智識 的の 說服を 云 ふに 

過ぎす 卽ち雅 各 書 一 一章 十九 節に 於け るが 如し。 

英語の： Believe 獨逸 語の Glaubeii は 共に サ クソン 語の lyfan  (許す) なる 語より 来りし ものにして 

leave  (捨てる、 住せる) live  (生る) love  (愛する) の 三 語 は Believe  (信す る) と 根 原 を 共に す、 

(獨逸 語の Q.lalll>en,  bleiben,  leiben,  lieben と對 照せ よ)、 信す る は 他に 許すな り、 卽ち 己を捨 
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て 他に 任 かすな り、 而 して 我 は 我の 愛する 人に 我 を 任 かすな り、 我 を 許し 我 を 任 かす 人卽ち 我の 愛す 

曹曹攀 99  9  99， 書 99， 誊  OO0O00OOO00OOOOOOOO 

る もの は 我の 生 を 繁ぐも のな り、 卽ち愛 は 生命 の 精に して 生命 は實に 愛な り。 

支那 語の 信 は 我の 國音之 を 「マコト」 と 訓す卽 ち 誠 實を云 ふなり、 (伊川 程 氏 曰 以レ實 之 謂， 信)、 或 

は 之 を 「マカス」 と 讀む事 あり (東^ 一； 都 門 一信 レ馬 行)、 忠信と 云 ひ 信任と 云 ひ 信 顿と云 ひ 一 として 眞 

實の意 を 含まざる はなし、 希伯來 語の 「ァ ー メ ン」、 希臘 語の 「ビス チ ス」、 英語の 「ベリ— ブ」、 

皆 同一 の 意 を 含有す、 曾 語 は 人類が 未だ その 掣 純と 眞 率と を 失 はざる 前に 發 達せし ものにして その 眞 

意を發 表せし ものな り、 東西 所 を 異にし 風俗 感情 を 異にせる に關 せす 「信」 なる 詞の 原因 は 皆 相似た 

故に 信仰の 基礎 は眞實 なり、 眞實 なくして 信仰の あるな し、 信仰の 反對 は詐僞 なり、 虚妄な り、 無情 

なり、 不親切な り、 虚飾な り、 s 首な り、 不忠な り、 不孝な り、 不義な り、 權謀 なり、 術數 なり、 信 

仰なる 語に 反道现 的の 意を附 せし に 至りし は 人情 輕 薄に 進む に 及んで 正直 は 頑愚 視 せられ 學は 以て 媚 

俗 阿世の 器具と なりし 時に ありに き。 

信仰 は實 なり、 故に 信仰 せらる、 もの (object  of  faitl し も 信仰す る もの (subject  of  filith.> も實な 

ら ざるべ からす、 實 ならざる もの は 信す ベから す、 實 ならざる 人 は 信ぜざる なり、 不實の 人の 信す る 

々も 物 も 世に 存 するな し、 彼 は 友人 親戚 を 悉く 疑 ふの みならす 亦 宇宙の 大 原則 を も 疑 ふなり、 i 然は 

贯 實 なる 慈母に して 疑を懷 ける 子供に は 何 を も 給せ す。 

我 は 三角形 の 三角 度 を 合すれば 一 一直 角なる を 知る 故に 我は此 幾何 學 上の 原理 を 信じ、 家屋の 建築に 

於ても、 橋梁の 構造に 於ても、 此 原理に 依らん と 欲す、 我 は 正直 は 最良の 政略なる を 知る 故に、 我の 


身を處 する に 於ても、 我の 社會の 義務 を盡 すに 於ても、 我の目前の不^！^益を顧みす、 世の 我 を 嘲け る 

を 意と せす、 我は此 法に 則らん とす、 而 して 我の 全 性は此 宇宙 は 偽物に あらす して 眞 正物なる を 知れ 

ば、 我 は 人生の 最終目的 は 正義と 慈悲と 仁愛と なる を 知れば、 時には 佞人 權を 擅 にし、 明 德輝を 失 

ふに 至る と雖、 時には 利 慾 は 成功し 無私 は 失敗す ると 雖、 我 は 我の 目的 を變幻 極な き 世の 盛衰に 依て 

{ えめす、 萬 古 不易 萬 世 不動の 法則の 上に 築かん と 欲す、 卽ち我 は 「有て 在る 者」 (I  am  that  I  ano、 

ァ ー メン なる 者、 忠信なる 眞實 の證者 (默示 錄三章 十四 節)、 卽ち 宇宙の 造 主にして 保 維 者なる 靈な 

る 神 を 信ぜん と 欲す) 

基督 サ. y リ，^ の婦に 告げて 曰く、 「祌 は靈 なれば 拜 する もの もまた 靈と眞 を 以て 之を拜 すべ き 也」 と- 

之 を 今日の 語に 換て 一一 目へば 「神 は 精神 なれば 拜 する 者 もまた 精神と 眞實と を もて 之を拜 すべき 也」 と 

讀む なり、 神 は 宇宙の 精神に して 誠實 なり (精神 誠實 共に 「ベ ル ソナ」 の 特性なる こと を 記 臆せよ)、 

卽ちカ —1. ラ ィ ル— の稱 する Eternal  Verity  (永遠 の 誠實) なり、 默示錄 記者 のァ ー メン たる 者 (Tile 

Amen) なり、 而 して 我の 信す る處 によれば 我の 救 はる i は 我が 誠實を 以て 誠 實の祌 を 信す るに 依る 

0  0 

なり。 

然 らば 我が 慈善事業に 從 事し 祌と人 とに 事 へんと せし 時 我 は誠實 なら ざり しか、 我が 傳道師 とまでな 

りても 神意 を充 たさんと せし 時 我 は 神 を 信ぜ ざり しか。 

然り汝 は誠實 なりし、 而 して 又 神 を 信ぜ ざり しに あらす、 然れ ども 汝の 信仰 は 全然なら ざり し、 汝の 

11ー 一口 仰 は 汝を救 ふに 足る 信仰に あら ざり しなり。 

誠實 なる 汝の神 は 宇宙の 主宰に して 無限の 愛なる を 知れ、 此 神に 對 する 汝の 位置 は 君に 對 する 臣の位 
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m 組に あらす して 慈母に 對 する 赤子の 位置なる を 記 臆せよ、 我等 は 神より 萬 を受て 一 を 返上す る 能 はす- 

我等の 誠 實其物 さへ も 神の 賜物なる を 如何せん、 我等の 財 も 身 も靈も 祌に捧 ぐると も 神 は 只 神の もの 

を 受けし のみ、 神は與 ふる 者に して 我は受 くる ものな り、 祌は惠 む ものにして 我は惠 まる k ものな り • 

祌は 愛する ものにして 我 は 愛せら る k ものな り、 無限の 愛 は 愛せん こと を 要して 愛せら る、 こと を 要 

せす、 神 を 愛せん と 欲する もの は 神に 愛せられ ざるべ からす。 

然り我 は 神の 義と 正と を 信ぜり、 又 幾分 か 神の愛 を 知れり、 然 ども 我 は 神の 全 愛 を 知ら ざり し、 而し 

て 今 之 を 知る と 雖殆ん ど 信す る 能 はす、 我 は 責任 を 以て 委ねられ たる 神の 僕なる を 知り 元金に 利を附 

して 嚴 格なる 我の 主人 を滿 足せん と勉 めたり (路加 傳 十九 章)、 我 は 神の愛 は 我の 善行 を 以て 交換し 

得べき ものと 思淮 せり、 我 は先づ 我の 行爲を 以て 我の 義を 以て 神の 友人と なり 然る 後に 彼と 對等條 約 

を 結ばん と 試みたり、 我 は 自己の 權限を 知らざる 高慢なる ものな りき、 我 は受造 者に ありながら 造 物 

者の 眞似 を爲 したり、 我 は 神の 赤子なる に 彼の 兄弟の 如き 擧動 をな せり、 我が 神の愛 を 充分に 受け ざ 

るが 故に 神 は 我 を 困め しなり、 嗚呼 我の 愚 も亦甚 しからす や、 永遠の 慈母 (Eternal  Mother) が惠ま 

れょ 愛せられ よと 我を贲 めつ k ありし 間に 我を惠 めよ 愛せよ と 叫びて 我より 神に 迫りし と は。 

灭 ようた へ、 地よ よろこべ、 

もろ/ \ の 山よ 聲を はなちて うた へ、 

ェ ホバ は その 民 をな ぐ さめ、 

その 苦しむ もの を憐 みたま へばたり。 


然どシ オン は 云へ り M ホバ 我 をす て、 

主 われ を わすれた まへ りと。 

000O00OO00OOOO000000  000O0OOOO 

婦 その 孰 兒を わすれて 己が はらの 子 を あはれ まざる こと あらん や。 

000OOCOOOOOOOOOO0O0OO0OOO0O 

縱 ひかれら 忘る 、 こと ありと も 我 はなん ぢを 忘る - ことなし。 

(以 赛亞 四 十九 章 十三、 十四、 十五 節) 

此 無限の 愛に 對 して 我の 爲 すべき こと は 我 を 全く その 手に 托す (Leave) ことのみ、 魚が 水中に 游： 冰 

する 如く 我等 も 神の愛の 中に 浸さる. - ものな り、 我等の 誤謬 は 心の 戶を 開いて 充分に 此愛を 受納せ ざ 

0000OO0OO000000 

るに あり、 受け ざり しが 我等の 罪たり しなり。 

然れ ども 汝は言 はんとす 「我の 如き 罪人 如何で 無限の 愛を受 くべ けんや、 我先づ 己を淸 くして 而 后 

神の愛 を 以て 充 さるべき 也」 と、 嗚呼 誰か 汝を淸 くし 得ん や、 汝は 己を淸 めんと して 淸め能 は ざり し、 

汝を 清め 得る もの は 唯 神の み、 汝の淸 まる を 待て 神に 來 らんと ならば 永遠 迄 待つ も汝は 神に 来らざる 

べし、 母の 手より 離れて 泥中に 陷 りし 小 兒は己 を洗淨 する 迄 は 母の 許に 歸ら ざる 乎、 泥 衣の 儘 泣て 母 

に來 るに あらす や、 而 して 母 は その子が 早く 來ら ざり し を 怒り 直に 新 衣 を 取て 無智の 小 兒を裝 ふに あ 

らす や、 永遠の 慈母 も亦然 かせ ざらん や。 

然れ ども 我 は此懷 疑と 疑 察の 世に 生れ、 我 を 任すべき の 人と て は 曾て ありし 事な し、 偶々 ありと 信じ 

て 我を委 すれば 彼 は 我 を 利用して 我が 爲 めに 計らす、 我に 缺乏 する もの は 他 を 信任す るの 性な り、 何 

ん となれば 此罪惡 世界に 於て は 信任の 性を發 達する の機會 なければ なり、 神 は 無限の 慈愛な らん、 然 
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れ ども 其 誇 何處 にある や、 自然 も 人 も 我 を 欺く に 神の みは 我 を 欺かざる との 確證を 我に 與 へよ、 我に 

此確 信の 起らん が爲 めに は 我 は 非常の 事實に 接せざる ベから す、 懊疑は 我の 習慣 性な り、 我 信ぜん と 

欲して 我の 情 性 は 我の 信す る を 許さす、 「我 倚に 父 を 示せよ、 然 らば 足れり」、 是れ 人生の 叫 號の聲 

なり、 人類 は 父 を 求めつ k あるな り、 签 天に 懸る 星、 郊野 に^く 百合 花 共に 造 主の 愛 を 示さ るに は 

あら ざれ ども、 その 職 風 その 地震 その 肉食 獸 その 毒草 は 我が 積年の 疑心 を破碎 し、 我 をして 安然と し 

て 神 に^り、 滿 腔の 信仰 を 以て 我 を 彼に 委す るに 至らし むる ものに あらす、 人類 六 千年間の 歷 史は攝 

理の之 を 貫徹す る 事 を 示さ るに あらす、 然れ ども 世界 幾千 囘の大 戰爭の 如き、 黑奴寶 買の 事跡の 如 

き、 劣等 人種 虐待 掠奪の 如き、 皆 以て 人 は 人の 敵に して 神 は 人類の 塗炭に 困し む を 見て 以て 快樂 とな 

し 給 はざる やの 感を 起さし む、 我 は 我が S 非の 確かに 赦 されし 證據を 要す、 我 は眞に 神の愛す る ものた 

るの 證據を 要す、 我 はこの 是な るか 非なる か 判然せ ざる 世の中 も實に 誠に 是 なる ものにして 正義の 祌 

が 之 を 導き 給 ふとの 確實 なる 證據を 要す、 然ら ざれば 我れ 信ぜん と 欲して 信す る 能 はざる なり、 然り 

若し 宇宙に 祌の存 する ありて 人類に 神 を 求む るの 熱望 ありと すれば、 宇宙 は此 儘に ては不 {ー 兀 全なる 宇 

まなり、 之れ 悲哀の 戲場 なり、 之れ 一 つの 疯 瘤 病院な り、 西班牙の 皇太子 アル フ ホン ソ ー 曰く 「神が 

創めて 宇宙 を 造り 給 ひし 時、 我 若し その 相談に i かる を 得しなら ば、 我 は 少しく 神に 注意 を呈 して 如 

斯 世界 を 造らし めざり しもの を」 と、 造化 は 悉く 完備す るが 如く なれ ども 人の みは 永久の 難問なる が 

如し、 宇宙 は 一 點を缺 ける 完全 物なる が 如し。 


樂 園の 復 ridise  ttegained. 

博士 マ ー カス 1= ドッド 曰く 「基督が 降ら ざり しものと して 此 世界 を 考究す る 勿れ」 と、 然り 基督なる 

實在 は此失 世界の 必要物な り、 基督 は此 宇宙 をして 完全なら しめし もの 也、 基督に 依ての み 人世 は 

堪 ふべ きものと なれり、 基督に 依ての み 造化 は 失敗なら ざり し を 知るな り。 

なん ぢら我 を あ ふぎ のぞめ 然 らばす く はれん。  (以 赛亞 四十 五 章 什 二 節) 

モ ー セ野 に 蛇を舉 げし 如く 人 の 子も擧 げら るべ し、 凡て 之 を 信す る 者に 亡ぶ る こと 無くし て 永 

生 を 受けし めんが 爲 なり。  (約 翰 傳三章 十 ra、 ト 五節) 

逆說の 如く 見えて 眞理 中の 眞理 たる こと は 人 は 自ら 勉めて 善人た る 事 能 はざる 事是 なり、 罪に 依て 孕 

まれ、 1^ の 中に 生長せ し 人が 自己の 匪勉 にの み 依て 罪より 脫 せんとす る は、 泉が 水源より 高く 昇らん 

とする が 如き、 水夫が 風に 賴ら すして 意志の 動作に のみ 依て 船 を 行らん とする が 如き、 望む ベから ざ 

る 事な り。 ェ モ ル：^ ンが處 生の 術と して 青年に 勸 めて 言 へ る Hitch  your  wheel  to  tls  star  (汝の 

車 を 星に 繁げ) との 語 は 基督の 言へ る r 爾曹 われ を 離る \ 時 は 何事 を も 行 能す」 との 語と 同意義 を 言 

ふ ものな り、 我等の 救 は 基督に 於て 祌と繁 がる k より 來る ものな り、 而 して 如何なる 理. E の 其 內に存 

十 るに もせよ- 福音 的 基督 敎會 の 確信と して 動かすべからざる 事 は、 卽ち 基督 の 生涯と 死と は 救靈 の 

樂 園の 同 複  一六 一 


必要に し-, 基督に 依ら ざれば 人 は 神と 一 體 たる 13^ 能 はす 叉 彼が 神に 對 して 犯せし 罪の 赦 さる、 ことな 

しとの 事是 なり、 此 信仰た る實に 基督 敎會の 基礎な り、 

實に 誠に 此 ほか 训に救 ある 事な し、 蓊 天下の 人の 中に 我 倚の 依頼て 救 はるべき 他の 名 を 賜 は ざれ 

ば 也。  (使徒 行 傳四章 十一 一節〕 

此 大事 實 たる 我等 は 推理に 依て 會 得する にあら すして 觀 察と 實驗 とに 依て 確かに 知認 する 處 なり、 藥 

品 の 效用は 其 病理 學 上の 作用の 知らる &前 にも ありし が 如く 基督の 救 力 は 其理を 充分に 解せ ざる 前 

に tip 明な り、 si^ の擎： 荷に 懕 せらる、 もの、 良心の 譴責に 困し む もの \ 唯一 の 特效藥 は 基督の 十字架な 
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摩 西の 律 を 身に 纏 ひ、 嚴 格淸廉 なる パリ サイ 宗の 中に 錚々 の 名 を 以て 聞え、 時の 猶太 人と して 我 も 人 

も 許して 完全なる 人な りと 思 ひし タル ソの 保羅 も、 其の 心中の 苦より 晚 せんが 爲 めに は、 その 心靈を 

三階の 天上にまで 引き 登せ、 無量の 自由と 擴 張と を 得む が爲 めに は 彼の 才能 を 見る こと 糞土の 如くし、 

彼の 修鍊を 迷 愚 妄信と 見做し、 麻衣して 塵 を.. 頭に 接け M カザレの 耶穌の 十字架の 前に 慚悔免 を 乞 ふに 至 

て 素め て 心に 安き を 得たり。 1T^、，ー^^ャの 一 青年が 粗大の 愁望を 抱いて 羅 馬に 来り、 彼の 文才と 雄 辯 

と は 彼が 未だ 三十 歳に 達せざる に 彼 をして 時の 大家と して 名 を 伊太利の 文 學界に 轟かし めたり、 然れ 

ども 彼の 學と才 と は 彼 を煩惱 犬の 支配より 救 ふ 能 はす、 妾 を換る こと 三度、 非 正の 床に 兒を 儲け、 痴 

愚と 知りながら 尙 ほ色愁 の扠隸 たる を 好みし が、 彼 一朝 聖書 を繙 いて 左の 語に 接せし や、 基督 敎會は 

聖 ゥガ： ス— チ— ンを 得、 情 愁^ 界は 一 大醉漢 を 失 ひたり、 

行 を 端 して 晝 あゆむ 如くすべし、 饕餮醉 酒 また 奸淫 好色 また (伞鬪 嫉妬に 步 むこと 勿れ、 惟な 


んぢ ら主ィ H ス キリス トを 衣よ、 肉 體の慾 を 行 はんが 爲 に其備 をた す こと 勿れ、 

oi 馬 書 十三 章 十三、 ト 四 節」 

獨 逸ッ： ゥリ， ンノ. f,f 森林 中の 一 健兒、 長す るに 及びて 聖霊 早く 其 心を擾 動し、 不安の 餘り彼 は 父の 命に 

叛 きて 一 寺院に 人り、 斷食 祈禱の 修業 を 積み 以て 偏に 天 怒 を 宥めん とせり、 然れ ども 如何せん、 彼れ 

外を改 むれば 惡念內 に 湧出して 止ます、 外患 內寇 共に 彼の 小心 を碎盡 せんとす る 時、 師父 ス タウ ビッ 

ッの 一 聲は 不可 謂の 生命力 を 彼の 心に 吹 入れたり、 義人 は 信仰に きて 生く、 神はル ー テルの 罪 を赦せ 

り、 宇宙 は その 捨兒を 拾 ひ 上げたり、 是ぞ 他年 ライン 河邊に 於て 世界の 王侯 綺羅 を 纏 ひ、 歐土を 迷信 

僕 從の舊 態に 保存せ むと 議 する 時、 羅 馬の 三 i 曰 冠に 對し 信仰 自由の 嚆矢を 放ちし 偉 3R 子たり。 

唯物論 者 は 曰 ふ、 是れ 一  1^ ルの 迷信の 爲 さしめ し 所に して 洽も 野猪 は 危險を 知らざる が 如しと、 道 

義學者 は 曰 ふ、 是れル 一 3. の 好 義心の 然 らしめ し處 なりと、 然るに，^, 自身 は 如斯答 へ らく、 

われ 若し 我の カを賴 まば 

つとむる とても 益ぞ なし、 

神の ゑら みに し 人に して 

我に つきそ ひ 給 はすば。 

彼れ 何人と たづぬ るか、 

ィ H ス キリス ト其 人な り、 

萬 軍の 主と 稱び 奉りて、 

^々永久 か はる ことなし。 

樂 a の 11 復  1 六 一一！ 
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英國， Yl^, ド フホド 村に ー錫ェ あり、 彼の 無學は その 多 問 化の 要求に 應 じて 天地の 大道 を 彼に 解明す る 

能 はす、 然るに 彼の 胸中に 純， 日 過敏なる 心靈の 宿る ありて、 彼れ 一度 神聖なる 人生の 貴重なる を 認め 

しゃ、 心 を 盡し精 祌を盡 し 心中の 魔力 を滅 せんとせ り、 悔改 の淚は 流れて 止む 時な く、 免 を 乞 ふの 號 

叫 は 聞く もの をして 彼 を愍憐 せしめたり、 仰て 天 を 睹れば 太陽 は その 光線 を 彼が 如き 罪人の 上に 輝す 

こと を惜 むが 如し、 伏て 地 を 臨めば 草木 は 彼に 衣食 を 供す る こと を恥づ るが 如し、 彼 は 良心 を 有せ ざ 

る禽獸 の 境遇 を 羨みたり、 聽 かす や 魔 軍 は 彼が 永遠 の 刑罰 を受 くる を 見て 暴 笑す るの 聲を。 

然るに 此貢荷 を 負へ る 旅行者 も 基督の 十字架の 前に 於て は 知らす して 脊 上の 荷檐の 落る を 感ぜり、 彼 

後 E 此經驗 を 記して 曰く、 

鳴 呼、 基督、 基督 11 余の 眼中 基督 を 除て 他に 一 物な きに 至れり、 余 は 今 は 基督の 血、 埋葬、 (55 

活 等の 貴重なる 事資を 彼是と 個々 に 余の 心に 留めす して、 耶蘇 を 以て 完全 充分なる 救 主として 見 

るに 至れり、 余の 已に 受けし 恩惠は 恰も 富貴の 人が 財布の 內に 持ち あるく 鑲錢 小錢の 如き ものに 

して 彼の 金銀 資玉は 家に 於て 革 苞の屮 に 澤山貯 へ あるが 如し、 嗚呼 余の 金銀 も 余の 主 余の 救 主な 

る 基督に 於て- &へ あるな り、 主 は 神の 獨 子と 合 體の 奥義に 余 を 導け り、 余 は 彼に 連り て 余 は 彼の 

肉の 肉な り、 若し 彼と 余と はー體 なりと ならば 彼の 義、 彼の 功、 彼の 勝利 皆 余の ものな り、 余 は 

令 は 同 時に 天と地と に樓 息す る ものなる を 知れり、 卽ち余 は 余の 基督に 於て 天に 在る 者に して 余 

の 肉體を 以て 地に まれり、 我等 は 基督に 依て 義を完 せり、 彼に 依て 死し、 彼に 依て 死より 甦り • 

彼に 依て 罪と 死と惡 魔と、 陰府 とに 打 勝てり、 余 は 叫べり、 「主 を 讚美せ よ 彼の 聖 殿に 於て 祌を讚 

美せ よ」 と、 


是ぞ 天路歴程の 著者と して 最も 純粹 なる 英語 を 世界の 文學 史上に 遺し、 スチ ユア ト家 末世の 時代に 當 

て英 w 民に 單純 有力なる 一 i 音を與 へ しジ ョ—； バン 1 ャ— ン なり。 

せ？ やう  ひ th 'ご 

我れ 更に 何 を 言 はんや、 銑 を 肩に し、 夕陽に 向て 家に； t る 途中、 「祌は 其 獨子を 世に 降し 賜 ふ 程^ を 

ひ： t5 ち  1 

愛し 賜へ り」 との 天 聲に感 殺せられ、 统を 地に 擲て 感謝の 淚 と共に 身 を 天命に 委ねし ビ ー チャル 氏。 

暴風雨 を 犯し、 ク， ェ —クル 派の 禮拜 堂に 臨み、 「靑 年よ 自己 を 見す して 十字架 を 見よ」 と敎師 にァテ コ 

ス リ說敎 をせられ て 行 性 品性 共に 大變 動を來 せし スボ， ル，. ^1 引ン， 氏。 多年 完全なる 道 德を實 行して 神と 

人との 前に 己を義 とせんと 勉め しも 終に 能 はすして 

J.ust  as 1 am  .\vltho.-lt  cno  ； ple;i, 

wut  ？ thy  blood  was  slicd  fcr  me,  

われ をば たのま じ  十字架に のぼりし 

耶穌 よびた まへば  我 キリス 卜に ゆく 

の 歌 を 以て 始めて 歡喜を 以て 神 を 讚美せ し H  =^1^ 婦人、 —鳴 呼 余 は 余の 筆の 鈍き を 歎す、 基督の 

十字架て ふ歷 史上の 大 奇跡、 其. 哲理 は 何で あれ、 其 事 實を疑 ふ もの は 電光 暗 を 輝す 時 電氣の 存在 を 

疑て 可ない、 怒濤 船 を 覆す 時 颶風 は 吹かす と 信じて 可なら む。 

罪人の 長なる 余 も 終に 此歷 史上の 大事 實を忽 がせに する 能 はざる に 至れり、 洗禮を 受けて 後 十数 年、 

^々の 馬鹿らしき 經驗と 失敗の 後、 天賦の 體 力と 腦 力と を 物に も あらぬ もの &爲 めに 消費せ し 後、 余 

にの み 

は 余の 罪の 有の 儘に て、 父の 慈悲の み を 頼に て 父の 家に 歸り來 り、 理屈 を 述べす 義を 立てす、 唯 余の 

神が 余の 爲 めに 世の 始めより 備へ にし、 神の 小羊の 贖に 凝らざる を 得ざる に 至れり。 嗚呼 神よ 余 は 信 

«  a の 回復  一六 五 


ぜ ざる を 得 ざれば 信す るな り、 耶蘇 基督の 十字架の 爲 めに 赦 すべから ざる 余の 罪を赦 せよ、 余 は 今 雨 

ゝ ゆら C; 

に捧 ぐるに 一 の 善行の あるな し、 余 は 今 余を義 とする 爲 めに 一 の 善性の 誇るべき なし、 余の 捧物 は此 

疲れ 果たる， せと 精神と なり、 此碎 けたる 心なり、 

あ、 神よ ねが はく はなん ぢの 仁慈に よりて 我 を あはれ み 

なん ぢの 憐憫のお ほきに より て わが もろ/ \ の 想 をけ した ま へ。 

わが 不義 を - 」 と ごとく あ ら ひさり、 

我 を わが 罪より きよめた ま へ。 

われ はわが 想 を 知る、 

わが 罪 は 常に わが 前に あり。 

我 はなん ぢに むかひて 獨 なん ぢに罪 を を かし、 聖前 にあしき こと を 行へ り。 

されば 汝 もの い ふとき は義 とせられ、 

なん ぢ鞫 くと きは^め なしと せられ 給 ふ。 

視 よわれ 邪曲の なかに うまれ、 

罪に ありて わが 母 われ を はらみた りき。 

なん ぢ Ira 〈赏を 心の 衷 にまで のぞみ、 

わが 隱れ たると ころに 智慧 をし らしめ 給 はん。 

なん ぢヒ ソ ブをも て 我 をき よめた ま へ 、 

さらば われ 淨 まらん、 


我 を あら ひ 給へ、  一 

さらば われ 雪よりも 白 からん。  一 

なん ぢ われに よろこびと 快樂と をき かせ、  一 

なん ぢ碎 きし 骨 を よろこばせ たまへ。  一 

ねが はく は 聖額を わがす ベ ての S 非より そむけ、 ， 一 

わがす ベての 不義 をけ した まへ。  一 

あ、 神よ わがた めに 清き 心 をつ くり，  一 

わが 衷に なほき 靈を あらたに を こした まへ。 . 一 

われ を聚 前より 棄て たま ふなかれ、  一 

汝の淸 き靈を われより 取りた まふな かれ。  " 

なん ぢの 救の よろこび を 我に かへ し、  ■』 

自由の 靈を あたへ て 我 をた もちた まへ。  一 

されば われ 愆をを かせる 者に なん ぢの途 を をし へ んー 

罪人 はなん ぢに歸 りき たるべし。  一 


なん ぢは祭 物 を このみた ま はす、 

もし 然ら. fs は 我 これ を さ k げん、 

たん ぢ また！^ 祭 を も K びた ま は， K 

樂 S の周復 
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神の もとめた ま ふ 祭 物 はく だけた る靈 魂な り ， 

祌 よなん ぢは碎 けたる 悔し こ i ろを貌 めた ま ふま じ。 


 (詩篇 第五 十一 篇) 

■  しみ わ.；，！  さ ゝ； t もの 

時に 聲 あり 余の 全身に 染 渡りて 口 く、 汝の捧 物 は 受納せられ たり、 汝舊 衣を脫 して 我が 汝の爲 めに 備 

へし 義の衣 を 着よ と、 われ 答て 口く、 「雨の 僕此處 にあり 爾の聖 意に 依りて われ を惠 めよ」 と、 時に 

余は德 流の 基督より 我 身に 注入す る を 感ぜり 可俾五 ^1 払 三十 節〕、 而 して 歡喜 平和 感謝の 情 は 交々 

來て 余の 心を滿 たし、 余 をして 席に 堪へ ざら しめたり、 余 は 直に 林屮里 離れた る 所に 至り、 鶴 枝に 

见を 結び、 羊 鳴 遠く 開え て聲 微かなる 處、 獨り淸流の^^に跪き、 感謝の 祈禱を 捧げたり き、 余の 祈禱 

に 今 は 一 の 願事の 存 するな く、 たぐ 基督なる 言 ひ寵 されぬ 祌の 賜物に 就て 祌に 感謝す るの みなりき。， 

<; -の此 時の 安心 は我國 維新の 際、 國司 諸侯が 邦土 を 天皇 陛 F に 返上せ し 時の 感 なりし と考 ふるな り、 

彼に 支配す ベ き 領土の ある あれば 彼に 養 ふべき の 臣下 あり、 朝廷に 納 むべき の 貢 あり、 彼の 牧人 は 何 

个萬 石の 多額な りしと 雖も、 彼の 勢權は 彼の 國內に 普 かりし と雖 も、 彼が 己の 領土 を 外敵より 保護す 

る の 心配、 彼の ほド に 平和と.；：^ 祿 とを與 ふるの K 任 は、 彼 をし て榮 眷と權 力と の內に 愛愁 日月 を 送ら 

しめたり、 然るに 邦土 奉還と なりて 聖明 天子 は 彼の 領地 を 受納し 給 ふと 同時に 之に 附着す る 責任 を悉 

く 引受け 給 ひければ、 國司は 今 は 純然たる 朝廷の 臣下と なり、 只 命 を 朝廷に 待ち、 以て その 恩に 沐浴 

する に 至れり、 而 して 慈惠に 富む 我 天皇陛下 は 特^の 御 思 召 を 以て 元高 十分の 一 を 彼に 賜 はり、 加 ふ 

るに 髙位 動^の 恩典 を 以て 彼 を 待遇 せらる、 邦土 奉還 は 我國に 正統なる 皇室の 威 權を增 し、 諸侯 を 無 


益の 責任と 苦勞 とより 脫 せしめ、 天下 一 統に歸 して 庶民 太平 を嫗 ふに 至れり。 

< ^も 余の 身と 靈と を祌に 捧げ ざり し 時 は 「自身」 て ふ 小天地 を 支配す る 一 小 君主たり き、 此小國 其 丈 

け 五 尺に 充た ざれ 共 種々 の 義務と 責任との 附着す る ありて 能く 之 を 治め 能く 其 本分 を盡 さん が爲め に 

は 余 は 全心 全力 を盡 したり、 其 隣人に 對 する 外交 は實に 很雜を 極めた る ものにして、 一 を 利 せんとす 

れば他 を 害する あり、 諸ての 人に 滿足 を與ん とすれば 誰も 滿 足せざる あり、 全く 消極的の 政略 を 取ら 

ん とすれば 天道て ふ 大法 令の ある ありて 余の 冷淡と 怯 弱と を責 むる あり、 退て 身 を 隱す能 はす、 進ん 

で 義務 を す 能 はす、 實に此 世 を 憂 と は 能く も 曾 ひし ものな りと 思へ り、 而 して 其對隣 策の 未だ 局 

を 結ばざる に、 宇宙の 中央 權を 握る 天帝 は來て 頻りに 余より 貢 を 促す あり、 命 あり 曰く 「我 は 汝に銀 

五 干 を 預け 置け り、 我に その 利を拂 へ」 と、 而 して 若し 余に して 之に 應ぜ ざれば 余 は 無益なる 僕と し 

て 外の 幽暗に 逐 やられ 其處 にて 哀哭 切齒 せざる ベから す (馬 太俾ー 一十 五 章)、 余 は 王 命に 順 ふの 利と 

快と を 知る と雖 も、 如何せん 國事 多端なる と 王 命の 嚴 にして 犯す ベ からざる とより 余の 貢 は 年々 未納 

の 高を增 加し、 戰々 競々 とし て 薄氷 を踐む の 思 をな し、 此 不愉快なる 生涯 を以 て 避く ベ からざる 運命 

と 見做し、 不快 憂璧の 中に 貴重なる 年月 を 消費した りき。 

然 ども 余 の 全身 を 神 に 奉還せ よとの 命 あ る や、 余 は以爲 らく、 余に して 今 悉く 余 の 持物と 身と 靈と を 

祌に 還さん か、 神 は 余 をして 乏 からしむ る も 知れす、 掌 にある 一 羽の 後 は 枝 上に ある 一 一羽に 勝る、 

物 は 可成 丈 手ば なさぬ が 宜し、 余 は 余の 牧 入の 十分の 一 を 棒ぐべし、 余 は 忠誠 を 以て 神に 主として 臣 

事す べし、 余 は 余の 行 爲に大 改革 を實 行し 神 の 僕た る に 恥ざる 擧動 をな す ベ し、 然れ ども 余の 全身 を 

神に 上げ 渡す に 至て は 余 は 容易に 肯 する 能 はす、 而 して 亦 道義 學者 「新 祌學 者」 の 輩 も 傍より 余に 贊 
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して 曰く  r 汝 憶病 者よ、 汝は汝 の 義務 を 果す能 はざる か、 神が 汝に 道德 上の 律を與 へし は汝が 之を赏 

行す るの 力 を 有すれば なり、 西鄉 隆盛 言 はす や、 

聖. は；： に ならん と 欲する 志 想 古人 の 事蹟 を 見て 迚ても 及ばぬ と 云 ふ樣 なる 心 は戰に 臨んで 逃ぐ る よ 

りぎ 怯 

と、 基督教の 履 gj; 論なる もの は 人 を 怠惰 怯 弱なら しむる ものにして 博學 勇敢の 士の 以て 意に 介すべき 

ものに あらす、 汝某督 を校範 として 學 ベよ、 精 祌ー發 何事 不成、 汝の 意志 を 硬 固に し、 萬 障 を 排除し、 

完全なる 生涯の 見本 を 世に 示せよ」 と。 

是を思 ひ 彼 を 思 ひて 余 は 尙ほ數 年間 神より 獨立を 維持せ り、 余 は尙ほ 余の 領土 を 保ち 應 分の 貢 を 納め 

て 余の 君主た るの 權カを 保^せり、 然れ ども 窮迫 は 終に 余 をして 邦土 奉還の 策 を 講ぜざる を 得ざる に 

至らし めたり、 余の 自負心に 逆 ひ、 道義 學 者の 嘲弄 を 省みす、 余 は 余 一 人の 決心 を 以て 余の 身 も靈も 

慾 も 望 も 愛 も 意志 も 悉く 神に 引渡せり、 而 して 見よ 余 は 始めて 富める ものと なれり、 生命 は 得ん と 欲 

して 失 ひ 失て 而 して 得らる、 余 余 を 捨て 始めて 余 を 得たり、 全身 奉還の 結 菜 は舊祿 十分の 一 の 下賜 

OOOCJ0  0  00OOOC00O00OCOCC-  00000 〇0 

にあら すして 祌と 宇宙と 永遠と は その 報と して 余に 與 へ られ たり。 

奉還 後の 余の 生涯 は 實に偸 快 安心なる ものな り、 余の 義務 は 啻に 神 命 を 待つ にあり、 諸ての 善き 物 は 

今 は 余の 勞 働の 報酬と して 余の 受 くる ものに あらす して、 余の 信仰に 對 する 神の 賞與 として 余に 賜 は 

る もの なれば、 余 は 莫大なる 請求 を 神より 爲し 得べ く、 又 神 は 余の 勞 働に 百倍す る 賜物 を 余に 下し 給 

をし i  すべて  わた 

ふなり、 衣食 を 得る の 心配 今 は 全く 余の 心より 絕 へたり、 「己の 子を惜 すして 我 倚 衆の 爲に之 を 付せ 

る 者は豈 かれに て 萬 物 を も 我 倚に 賜 は ざらん 乎」 (羅馬 書 八 章 三士 一節) 


—エホバ はわが 牧者な り、 我 乏しき こと あら じ、 H,4r ハは我 を みどりの 野に ふさせ、 いこ ひの 水濱 

にと もな ひた まふ、 エホバ はわが 靈魂 をい かし、 その 名の ゆ ゑ を 以て 我 をた しき 路に みちびき 

給 ふ、 たと ひわれ 死の かげの 谷 を あゆむ とも 禍害 をお それ じ、 なん ぢ 我と、 もに 在せば なり、 な 

しもと  えん  うう ベ 

ん ぢの笞 なん ぢの杖 われ を 慰む、 なん ぢ わが 仇の まへ に 我がた めに 筵 を まう け、 わが 首に あぶら 

を そ、 ぎた まふ、 わが 盃はぁ ふる、 なり、 わが 世に あらん 限り はかなら す恩惠 と憐润 とわれに そ 

ひきたらん、 我 はと こしへ に エホバの 宫に すまん。  (詩篇 第二 十三 篇) 

余 今 は 義務と して 善を爲 さぐる に 至れり、 傳 道に まれ 慈善に まれ 余 は 余の 快樂 として 是に從 事し 得 

るに 至れり、 ジ ョ ン =1 ハ ヮ II ドは 監獄 改良 事業 を 以て 彼の 道樂 olohby:! なりと 云へ り、 基督 信徒の 

let 業 は實に 彼等の 遊戯な り、 リビ ング ス トン の 紀行 を 讀む者 は 誰か 彼の 語調に 笑 談戲ー 百の 多き に 驚か 

ざる、 將に 獅子に 嘴 殺されん とし 僅かに 彼の 從 僕の 援助に 依て 救 はれし 時、 彼 は 笑て 獨言 して 曰く、 

「我等 は 天^ を 終る まで は 不滅なる が 如し」 (.we  Heem  immortal  till  cm-  work  is  done.」 と、 干 

八 百 七十 一 一年 七月 十日 彼 は 二 年間の 採撿を 終て 海濱に 達する や、 彼の 手帳に 左の 如く 記せり。 

特^なる 目的な くして 祈禱斷 食す る は 無益に 時 を 消費す るな り、 之れ 一 種の 贅澤と 見做して 可な 

り、 他人に 一 の 利益 を與へ ざれば なり、 之れ 病中に 苦痛の 爲 に叫號 する が 如き ものな り、 ！ -實 

に 或 人 は 病める 時は絕 間な く. i 'こと を 以て 樂と. なすが 如し、 ——— 余の 考 ふるに 斷貪日 (Lento 四 

十日 間 は 毎年 亞非利 加 内地の 蠻挨を nB- 舞ふ爲 めに 消費す る こそ 最も 利益 ある ことならん、 是實に 

避くべからざる 幾渴を 感謝し つ k 忍ぶ の 道な り、 達すべき 目的の 遠大なる を 知れば 人 は 砂糖 も 茶 

も 珈.， 琲も なくして 忍び 得る ものな り * 余 は 千 八 百 六十 六 年 九月より 六十 八 年 十一 一月まで 是 等の 貪 
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用品 例れ も 味 ひし Is^ なかり き。 

H; やそ 獅子の 哮る も、 大蛇の^ かまる も、 熱病の 犯す ある も、 土人に 攻擊 さる k も、 蠅に惱 まさる、 も、 

少しも 意に 介す る 事な く、 歡 喜と 讚美と を 以て 三十 年間 一日の 如く、 闇黑 大陸 を縱 橫跌涉 し、 終に 

「ァ 、神よ 余 は 再び 余の 全身 を悉 して 雨に 捧げ まつる、 願く は 余 をして 亜 非 利 加 大陸なる 人類の 此大 

忠を 癒す が爲め 一 人前の 職を盡 さしめ よ」 の 語 を 以て 赤道 直下 TW3^IH 湖邊に 於て 永眠の 枕に 

就きし 偉人 引ビ ング スト ン なり。 

000  0  0  c-coooooooooooooooooooo  V にん 

貌務 よ、 義務よ と 叫ぶ もの は 能く 義務 を果す 人に あらざる なり、 義務の 念 は荷檐 となり、 心 志 を壓し 

て その 活動力 を 減殺す る ものな り、 如何に 面 s き學科 も學校 の 課目と なりて 强 ひらる k 時 は その 甘味 

反て 苦味と 變す るが 如く、 如何に高尙なる事業も義務として之に當る時は乾燥無味の奴^^リげ事業と變 

するな り、 基督信者の大事業家たり得るの大原因は彼は已に事キ^！^を遂げし者なればなり、 神の 前に S 

0O0O00OOOOOO  OO0O0OO000O  ,  ,  *  »»»»»»»»  *  9  9  9  9  *  •  P  i  * 

を義 とし 人の 前に 名譽を 博す るの 必要なければ なり- 洽も惊 萬の 富 を 有して 金錢を 得る の 必要な きも 

の は 常に 商業界に 於て 勝利 を 得る ものなる が 如し、 名 將は已 勝の 戰に非 ざれば 戰 はすと かや、 故に 彼 

が戰 場に 臨む や 快活 自由、 f 戰 して 敵 を追窮 す、 聞く 大石 內藏之 助が 吉良 上野 介の 邸 を 襲 ふや、 彼れ 

先 づ竊に 士 二人 を 遺し、 兼て 內應 として 吉良 邸に 遣し 置きし 婦人 サ  1^ と 計り、 上野 介が 厠に 至る の 際、 

彼の 白 頭 を切斷 したりと. 而 して 目的物 已に 掌中に 人り、 積年の 憤忿 已 に 霽れて より、 義士の 心中に 

一 の 懸念の 存 するな く、  <fr は 死す る も 何 かせん、 思 は 晴れつ 身は捨 つる、 浮世の 月に か- -る 雲な し、 

いざ 一 載して 慰 さまん、 兼て 磨きし この 劍、 岩 を も 透す 桑の 弓、 受けて 知れ かし 武士の 膽、 身 を惜ま 

ぬ は 君が 爲め、 思ぞ 積る 白雪. 散す は 今朝の 峯の 春風、 嗚呼 誰か 此思 煩な き 義士の 鋒 前に 抗 する 


もの あらむ や。  ， 

基督 曰く 「懼 る、 勿れ 我す でに 世に 勝り」 と (nenil&ka.  Ass  over  cose, 已成 動詞な り)、 道義 學 

者 並に ュ -ー テリ ヤン は 何と 云 ふと も 幅 音 的 基督 信者の 安心 勇 氣の大 泉 源 は實に 基督に 於け る已 成の 勝 

利に 存 するな り、 我の 爲 すべき 事 は 基督 巳に 我が 爲 めに 爲し 遂げたり、 我の 義は 基督に 於て 巳に 天に 

あり、 我 は 巳に 彼れ の 血 を 以て 買 はれたり、 我の 得べき もの は 我 已に之 を 得たり、 いざ 殘餘の 生涯 は 

報恩の 戰 して 樂 まん もの をと、 是れ 實に廣 正の 基督 信徒が <S に 泰然と して 餘裕 あるの 理由な り、 彼が 

老て 益々 壯 なる 解明な り。 無冠 王コ ロム ゥヱ ルが 未だ イリ ー の 農夫たり し 頃 彼の 從妹 セン— ト ^1 ョ ン 

夫人に 送りし 書簡と して 保存せられ たる もの i 中に 左の 語 あり、 

前略  余の 靈は 長者の 敎會 にあり、 余の 身 は 希望の 平安に 居る、 而 して 若し 此^に 於て 余の 

神の 爲 めに 働ら き 又は 忍ぶ を 得、 以て 彼の 榮光を 顯すを 得ば、 余の 幸 之より 大 なる はなし、 實 

に 神の 未 方と なりて 身を捧 ぐべき 人の 中に、 この 卑しき 余の 如き もの は あら じ、 余 は已に 前以て 

多分の 給料 を 受けたり、  鳴 呼 神の 惠は大 なる かな、 願 ふ 余の 爲 めに 神 を 讚美せ よ、 

願 ふ 余の 心の中に 善ェを 始めし 者が これ を キリストの 日に 於て 完 ふせら れんこと を 余の 爲 めに 祈 

れょ 云々、 

^,1  一？^ ィ ル此 書簡 を 評して 曰く、 

嗚呼 近^の 讀 者よ、 此 書簡 解し 難く 見 ゆ る なれ ども 余 は 汝が其 意 を 解 せんがた めに 勉 めん 事を汝 

に勸 む、 萬 金の 惯値 ある 人魂 存在の 確 證其內 にあり、  是實に 英雄の 起り 得べき 時 5:^ な 

ら ざり しゃ， 實に 英雄た る は 難から ざり しなり 

樂圈 の罔復  一 七= 一 
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--」、 英國を 改造し 歐洲 を洗淨 せし 彼の 功績 も 彼の 救 主が 彼 を 罪より 救 はんが 爲め 十字架 上に 流せし 寶 

血の 報恩と して 見る 時 は 彼に 取りて は 糞土の 價敏も あら ざり しなり、 「主よ、 假令余 は凄慘 卑賤なる 

罪人な りと 雖も 恩惠に 依て 雨と 契約の 裡 にあり」 と は 彼の 最終の 祈禱 なりき、 佛のラ r ぃチ— ン i 英のフ 

レデ リツ— 「=| ハ I リ ソンの 鞏が ，rr  ロ— ムゥ |ェ ルを 解し 得 ざ る の 理由 は單に 彼等が 無冠 王 の 宗敎を 解せ ざ る 

に 依るな り。 

基督の 救に 與 かりてより 義務 を 盡すは 快 樂と變 すると 同時に，^ を 犯す は 苦痛と 變 するな り、 善 を 愛し 

悪 を惡 むの 念 は 始めて 此 時に 起るな り、 郎ち善 惡に對 する 余の 好 憎は轉 倒せし なり • 善 を爲す は荷擔 

ならす、 惡を 避く るに 勞カを 要せす、 昔時の 虐 王が 自由 I 浙 儘に 自己の 意向に 從 ひて 事を爲 せし が 如く、 

基督の 救に 與 かりし もの は 己の 意の 儘に 何事 を も爲し 得るな り、 善人 を 縛る の 法律 あるな し、 惡は我 

の 忌み嫌 ふ處 となり、 善 は 我の 戀ひ 慕ふ處 となりて 我 は 始めて 自由の 人と なるな り、 基督の 言 ひ 給 ひ 

し 「眞理 は 爾曹に 自由 を 得さすべし」、 叉 「子 (神の 子) もし 爾曹に 自由 を 賜へ なば 爾曹 誠に 自由 を 

得べ し」 (約 翰 傅 八章卅 二、 卅六 節) との 人靈 放免の 宣告 は實に 此樣を 指すな る を 知れり" 

我の S!§ は 免され たり、 我 如何で か 隣人の 罪 を 免 さに る を 得ん や、 神 我 を 愛せり、 神の愛 我が 心に 溢れ 

て 我 は 我の 隣人 を 愛せざる を 得す、 人 は 神より 赦 されざる 間 は 心より して 他人 を赦さ るな り、 富 足 

て德 足る の 理由 は 藍し 此に存 する たるべし、 有限なる 人靈が 無限の 博愛 を 以て 衆に 及ぼさん とする 事 

は む ベ く し て 行 は る ベ き こ と に ぁ ら す 、 我 の 盃 溢 れ て 後 我 は 隣 人 に 我 の 歡 喜 の 溫 氣 を 傳 へ 得 る な り 、 

愛の 泉 源 は 神な り、 我 神に 接して 後、 愛 我を充 たし 而 后 又 我より 流れ出る たり。 

此 主義に 反對 して 常に 引用 さる、 語 は 實に約 翰傳十 TO: 章の 十五 節な り、 「ィ H ス曰 ひける は… 


…若し 汝曹我 を 愛するならば 我 誡 を 守れ (命令な り)」 と、 卽ち 基督 を 愛せん と 欲する もの 

は先づ 彼の 誡を 守れと なり、 誡を 守る は 先き にして る は 後な り、 是卽ち 余輩の 唱 ふる 救 靈 

の 道と 撩着 する ものなる が 如し。 

勿論 聖書 は そ の 全體を 貫徹す る 精神 を以 て 解すべき もの なれば 假令 ニー 一 一節 句 の 之に 反對の 趣意 

を 示す こと ありと する も 余輩の 信仰 は變ぜ ざるな り、 然れ ども 此節を 解す るに 前後の 連結より 

すれば 基督 は 完全なる 行 を 以て 彼 を 愛する が爲の 必要なる 條件 となし k にあら ざり し は 明な り 

基督の 請求 は 彼の 弟子た る もの は 感謝の 捧物 とし て 彼の 誡を 守るべし となり、 如斯は 恩 惠を以 

て 救世の 基礎と する 基督 敎の 敎理 として 最も 見易き 眞理と 云 はざる を 得す、 況んゃ 近世の 節， 巧 

批評 學は 余輩の 援助と して 來る ありて 此 難句 を 明瞭に 余輩の 爲に 解す る あるに 於て を や、 「守 

れ」： Ivn-sate) は 「守るな らん」 (Trnjsetc) なり、 前者 は蔡來 の 本文な りし も、 後者 は 最近の 

批_ 許學 者の 採用す る處 にして 英文 改正 翻譯は 之に 依て 舊來の Keep  commandments を 

Yo  will  keep  iiiy  commandments と變更 せり、 卽ち全 節の 意 は 基督の 誡を 守る に 至る は 彼 

をお する 自然の 結果な り、 彼 を 愛すれば 必す 彼の 律に 從 ふに 至るべし となり。 

第二の 難句と して 余 蒙の 前に 常に 引證 せらる、 もの は 約 翰 第 一 書 四 章 一 一十 節の 半 節 r 旣に 見る 

ところの 兄弟 を 愛せす して 未だ 見ざる 神 を 何で 愛せん 乎」 なり、 余楚の 信仰に 反對 する もの は 

曰く、 是れ實 に 愛人 を 愛祌の 前に 置く ものにして 祌を 愛せん とする もの は 先 づ人を 愛すべし と 

の敎訓 なりと。 

余輩 は 云 ふ、 此半節 を 以て 恩惠說 (Doctrine  of  Free  Grace) に反對 する もの は 詩篇の 「愚 

樂 H の 同 SSi  I 七 五 


求 安 s«  一七 六 

なる もの は 心のう ちに 神な しとい へり」 の 語より 「神な し」 の 片：？ を 取りて 聖書 は 無神論 を敎 

ふるもの なりと 述べし 人と 比せざる ベから す、 讀者 は只此 節の 前後 兩三節 を 一 見 すれば 使徒 約 

翰の 意 を 最も 明白に 解す る を 得べ し、 「我 倚祌を 愛する は 彼 先 づ我倚 を 愛する に 因る」、 「もし 

我 は祌を 愛すと 雷て 其 兄弟 を 憎む 者 は是謙 者な り」、 何と なれば 服に 見えざる 神 を 愛する も 

のが 眼に 見 ゆる 兄弟 を 愛せざる の 理由なければ なり、 

基督 信者 善行の 本源 は 保羅の 一一 一一 II へる 「叫 リ I スト I は 我 儕の なほ？ 非人なる 時 われらの 爲に 死た まへ り、 祌 

は 之に よりて 共 愛 を 彰し給 ふ」 との 意に 存 するな り、 余輩 はも はや 道德 上の 義務と して 惡を 避け 善 を 

爲す にあら すして 基督の 愛に 勵 されて (slmecllei,  constraineth 「强 ひられて」) なすな り、 卽ち我 

が 心 足り て 餘裕 あれば 我 は 世に 與 へ ざる を 得 ざ るに 至れば なり、 「我れ 福 昔を宣 ベ 偉 へ すば 實に禍 な 

り」 我れ^ 業に 從 せ ざれば 賁に禍 なり、 我の 心中に 存 する 此 溢る、 ばかりの 恩惠、 我れ 若し 是を他 

に i すに あら ざれば、 我 は 歡喜を 以て 破裂 せんとす、 我 は實に 「愛に よりて 疾ゎづ らふ」 (雅歌 五 章 

八 S ものな り。 

われ 神と 和合して より 我に 平和 を 與へ得 ざり し 學問も 今 は 再び 無限の 快樂と 慰藉と を 我に 給す るに 至 

れり、 宇宙 は に壯嚴 なる 大 美術と なりたり * 

"I  feal-  no  mol.e.  Tlie  clouded  face 

〇f  ^P^CM.©  smiles  ；  tllrou^ll  all  lier  tliins:s 

Of  time  and  space  ftncl  sense  H  trace 

Tlie  nlovln^  of  the  Spirit*s  win ぬ 


し. ゆん 


And  hear  the  Sor-K  <>f li こ po lie  sings.  -lAvhittKir. 

我. もはや 權れ す、  . 

r, . -.. 曇りし 自然の 面 かげ も 

■f.  ,f は 笑 を 含みけ り、 

限り ある もの、 朽 つる もの、 

*a じ 得る ものす ベ て 皆、 

觸 る聖靈 の 羽音して 

希望 ひ 讚美 唱へ ける" - 

歷 史は大 劇作と して 味 ふべ く、 地球 は大 花園と して 眺む べし、 憂 の 中に 沈殿せ し 余の 生涯、 今 は 春 

；, 、  ちつち >  ^  '？ ,< 

蕾と 共に 動き、 整蟲 と共に 萌 蘇し、 生命 は 重荷に あらす して 快の 快た る ものと なれり、 今 は 見る もの 

開く もの 一 として 〈ルの 注意 を惹 かざる はなし、 

dllristiauus  sum  ；  nihil  in  1-erllm  lliltul-a  p  me  nlicnum  Put9 

. 我 は 基督 信徒な り、 人と 自然に 關 する 事に して 我が 心實 なる 攻究 を 要せざる ものな し、  .1 

も の    ■   

何 となれば 是 みな 我 倚の 屬 にして、 我 倚 は キリストの 屬、 キリスト は 神の 屬 なれば なり (哥林 多 前書 

三 章 二十 二、  二士 二 節) 、 

義務 其 苦味 を 失 ひて より 仕事 は 苦痛なら ざるに 至る、 額に 汗して 食 を 求めざる ベから ざる 罪人 も 今 は 

安心 喜樂の 中に 神の 賜物 を受 くるに 至る、 經濟學 者の 稱 する r 勞肩 は荷檐 なり」 (lilbcr  is  ouercus) 

との 一 w は變 じて 「勞働 は快樂 なり」 と 云 ふに 至る、 此 十九 世紀の 繁忙 社會に 於て 誰か 永久の 休息 を 永 
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久の勞 働の 中に 欲せざる 者 あらん や、 今の 人 は 休き r 休息と 絶叫す る ものな り、 過勞は 彼等の 最も 憒 

る-. ものな り、 職工 は勞働 時間 を 一 日 八 時 §1 に 縮 めんが 爲 めに 同盟 罷ェ をな しつ k あり、 學者 は疲勞 

を 怖れて 鴻 雁の 赛秋 と共に 南北に 移轉 する が 如く 寒 熱に 追 はれながら 年中 逃げ 廻りつ、 あり、 而 して 

かたじけな 

勞 働の 主なる 基 誓の 僕に して 然も 牧者の 任 を 辱 ふす る もの も疲勞 てふ惡 魔に 强迫 せられて、 惡疫、 

羊 を 犯す にも 拘ら す、 神の 聖殿は 寂寞と して 人な きに 至る に關 せす、 疲勞 せりとの 一 言 は 九 鼎の 軍： き 

を 有する 现. ffl となり、 世の 总惰 憶病 者の 眞似 を爲 して 山に 走り込み 海濱に 惰眠 を 貪る に 至りし は 十九 

世紀末 期の 現象な り、 今 世の 人は勞 働の 爲 めに 疲勞 しつ- - あるの みならす 亦た 疲勞 せんとの 心配より 

疲勞 しつ、 あるな り。 

疲勞は 筋肉 及び 神經の 過度 使用より 来る は少 くして 精神の 過勞 より 來るは 多し、 筋肉 も 神經も 使用せ 

ざれば 共に 衰！ i する ものな り、 「誘る より は 磨 消せよ」 OBettsr  to  メ \.2lr  out  t-ll;5  to  rust,  oll<0、 

使用せ ざる 體カ は銹朽 るな り、 勞 働す るに 勝る 攝生 法の あるな し、 心配 は 毒物の 長に して 疲勞は 病の 

大源 因な り、 ソ モ ン— 王 曰く 

心の たのしみ は良藥 なり 

靈魂 のうれ ひ は 骨 を枯す  (箴言 十七 章廿 1 一節〕 

而 して 心配の 原因 は充 たされざる 責任の 念な り、 若し 借財 は 人物 伸長の 最大 妨害な りと ならば、 罪の 

念 r 卽ち 祌に對 する 惜財 .} は 無 I の 生 を 有する 人靈の 活動に 及ぼす 最. k 障礙た <^ や 明かた i り。 

ill- より 赦 されて 我等 は勞 働す る も疲勞 せざる に 至る、 7T, ち ー ュ Tlx つ の 如き 活動力 は 我等が 主耶穌 基督 

を 信じて より 來る、 


霧れ たる ものに は 力 を あたへ、 勢力な きものに は强 きを まし 加へ たま ふ、 年少き もの もつ.^ れて 

うみ， 壯， なる もの も衰 へお とろ ふ、 然は あれ ど H ホバ を俟^ む もの は 新なる 力 をえん、 また 鷲の 

ごとく 翼 を はりての ぼらん、 走れ どもつ かれす 歩め ども 倦ざる ベ し、 

(以 赛亞 M 十章廿 九、 三十、 卅 一節) I. 

兩肺朽 去て 尙ほ 意氣 自若と して 救世に 從事 せし 故澤山 保羅、 過敏 神經を 印度の 熱風に 暴しながら ぺ， T 

シ ャ語に§^書を翻譯せし|へ，^^^,^  t 「い i チ— ン、 社き の 汚據を 排除 せんが 爲に 山の 如くなる 外 忠內寇 に 

打 勝ちつ K 猶ほ八 旬の 健康 を 維持せ しジ I ョ ン =1 ゥ 11 ス レ，^ 、  11 然り、 詩人^— 一 「の 所謂 「休むな 4^ 

ぐな」 の 生涯 は 督の 救に 與 かりて 後 始めて 達し 得べき なり。 

然り 天道 は 非なら ざるな り、 我に 死の 懼怖 あり、 而 して 世に 此懼怖 を 取 去る の 道 あり、 我に 神と 共な 

らんと する の 希 ■ ば-や 一 あり、 而 して 我の 祌に 至る 道の ある あり、 世 に 不滿と 不幸と あり、 而 して 之に 勝る 

の歡 喜と 滿 足と ある あり、 ゆに 苦痛 あり、 而 して 之を醫 する に 足る の 力 あり、 我 は 歡樂を 以て 此 地球 

に樓 息し 得るな り、 我 は靜肅 安然に 天與の 智能 を 磨き 得るな り、 我 は 偽善 褻瀆 の危險 なくして 慈善 傅 

道に 從 事し 得るな り、 敎^^_^補育せんとする我の妻は快樂なる 「ホ ー ム」 を 我に 供す る あり、 基督の 愛 

000000000000  0-000000000  0  000000000000000000000 

神 主義 は 利他 利己 兩 主義の 上に 超越して 最も 多く 他 を 利して 最も 多く 己 を 利す るの 道 を 我に 敎 へり、 

我 は を自覺 して 之 を 避く る を 得べ し、 我 は 我に 附與 されし 赦免 は 神の 公義に 房らざる ものなる を 知 

るが 故に 我が 全 性の 應諾を 以て 之に 與 かる を 得べ し、 我の 求めん と 欲する 處 のい のにして 天の 我に 附 

與 せられざる はなし、 造化 は實に 失敗なら ざり しなり、 H ムマヌ H ル、 神 我等と 共に 在"、 人世 は 一 

变！ e 一過す るの 賈値ぁ り。 
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贖 罪の 哲理 

？、  ねんごみ  ，は 

宗敎 は事實 なり 經驗 なり、 我 倚 は 聞 また 見、 懇切に 觀、 わが 手們 りし 所の もの を 曰 ひ、 RS つ 信す るな 

れば， 其 哲理の 如何 は 我 儕の 信仰 を 動かすべき にあら す、 幾 尼涅の 作用に 關 する 病现學 上の 學說 如何 

は 其 下熱 劑 たるの 效用を 少しも 減少せ ざるが 如く、 救 扉 力と しての 福音の 效 * は哲學 上の 解析 如何に 

據ら ざるな り、 我 儕の 信仰 は 背理 的た るべ からす、 然れ ども 神 は 直感 を 以て 感じ 得べき ものにして 推 

现的 思考の 結. 2^ として 得らるべき ものに あらす、 百聞 一見に 若 かす、 宗敎を 了 得する に は 「第六感」 

の 作用と 發 達と を 要す。 

故に 余 は 玆に聩 罪の 哲理 を 攻究す るに 當て 先づ讀 者の 注意 を 乞 はんと 欲する 事 は 余の 解析 如何に 依て 

事 實其物 を判斷 せられ ざらん 事是 なり、 事實 は事實 にして 解釋 は解釋 なり、 事實は 自然にして. 神の も 

のな り、 解釋は 余の 解 釋 にして 人の ものな り、 前者 は 萬 はに 涉る萬 人の 實驗に 依て i; ほすべく、 後者 は 

時と 考^の 腦形 とに 依て 變 すべし、 されば にや 贖罪の 哲理 (rationale) に 就て 古来より 今日に 至 ま 

で 幾多 G 假定說 (教理と 稱 せらる) は 提出せられ たり、 或は 曰く 人類 は惡 魔の 擒と なりたれば 祌は其 

子 を暖代 どして 惡 魔の 乎に 渡し、 人類 を 己が 手に 取戾 せりと。 曰く 神と 人との 間に 調和 を 失 ひたれば、 

神人 兩性 を備 へたる 基督 は 雨間の 中保 人となりて 平和 を囘復 せし なりと。 曰く 神の 公義 は 罪人が 罰せ 


られ すして 赦 さる、 こと を 許さす、 故に 祌は 自ら 人類の 罪 を 負 ふて 彼 を 信す る もの、 罪を赦 すの 途を 

開けり と。 曰く 人類 は 神の愛と 慈悲と を 忘れ、 自ら 悔改 の途を 塞ぎ たれば 神 は 基督に 於て 顯れ給 ひて 

吾人の 信仰 を 助け、 神に 歸 るの 途を 開けり と。 實に 基督 牘罪論 は 三位 一 體論 と共に 祌學 上議 論の 燒點 

にして.； 曰に 至る も 未だ 何人 をも滿 足し 得る 定說ぁ る を 聞かす。 然 れ ども その 背理なら ざるの 證はそ 

の是を 何れの 方面より 究 する も 之 を 合理的に 考究し 得る にあり、 而 して 今日 迄 提出 せられし 贖罪の 

解析に して 一 も滿 足なる ものな しとす る も、 亦 幾分の 眞理を 含有せ ざる もの は 稀な り、 贖罪 若し 神 愛 

の 結 頂な りと せば 能く 之 を 了會し 得る もの は 宇宙の 廣 きが 如き 博き 智と、 祌 愛の 深き が 如き 深き 愛と 

を 有する ものなら ざるべ からす、 我等の 智識 は 全から す、 余 は 救 罪の 奥義 は 何 處に存 する や を 知らす 

と雖、 若し 余に して 此 奥義 を 窺 ひ 知り 得る に 至らば、 これ 使徒 保羅が 彼の 奇績 的の 智能 を 以て 羅馬人 

に 書き 5;$! りし 書簡の 中に 彼の 註解 を 試みし 以来、 基督 敎ー 一千 年間の 史上に 於て 幾多の 聖者の 腦號に 上 

りし 解析 を總合 (slim  total) せし ものなら むと 信す。 

余が 十字架 上の 耶蘇 を 見し 時 始めて 罪の 荷 檐を脫 する を 得し は 抑々 何の 理由に 依る や、 余 は 玆に簡 短 

明瞭に して 救靈の 奥義 を 一 括す る 哲理 を述 ぶる こと 能 はすと 雖も、 余 は 余の 大 傷の 癒されし 理由 を考 

へ 見ん と 欲す、 然れ ども 讀 者よ、 同一 の藥 品が 異種の 病に 適する こと ある も その 作用に 至りて は 病に 

依て 異 るが 如く、 我の 病 を 有せざる 人が 我が 如く 感ぜざる は理の 最も 見易き ものな り、 我の 理由 必し 

も汝の 理由なら ざるべし、 余 は 前以て 斯く述 ベ 置くな り。 

此 問題 を 攻究す るに 當て 先づ 余輩の 注意すべき は眞理 探究の 途 として 信仰なる 能 性の 缺く ベから ざる 
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事是 なり、 聖ァゥ ガス チン 曰く 「信仰と は 吾人の 未だ 見る 能 はざる こと を 信す るに あり。 而 して 此信 
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仰の 菜 報た る、 吾人 をして 吾人の 信ぜし こと を 見る に 至らし む」 と、 八 ルは兑 すして 信じ たれ ど も^じ 

て，^ り 見る を 得る に 至れり、 余の 十字架 を 信じ 能 は ざり し は 其 理由 を 解せ ざり しに 依れり、 余 は 思へ 

り 若し 十字架の 代 履に して 充分に 现 解し 能 はざる ものなら ば 八 水 は 如何にして 之 を神經 病的の 「リバ ィ 

バ ル」 より 一?C 別し 得る や、 余 は 合理的の 宗敎を 求む る もの なれば 理を 解せ ざる isH 莨 を 信す る 能 はす、 

余 は 寧ろ 眞理を 信じて 困し む も 迷信 を 信じて 安逸 を 求めざる べし、 wetter  one  year  cf  Europe  than 

a  cycle  cf  Cathay, (欧洲 動搖の 一 年 は カセィ 千年の 無事に 勝る)、 余 は 眞理を 犠牲に 供して 平安 を 

求めざる べしと。 

然 り然れ ども 余は此 宇宙 II に は 信仰 を 以ての み 知り 得る 眞理の 存在す る I^SF を 忘れたり、 而 して 諸ての 

智識の 土臺 なる 物の 自然 (tjs  nature  of  tllings〕 は 信仰に 依ての み 知り 得るな り。 何故に 薔薇 は 香 

ばし き や、 其 花蕊に 香油の 存 すれば なり、 何故に 香油 は 香ばしき や、 是れ 推理の 終局な り。 葉 綠の靑 

き は 其 成分 を 知れば とて 解し 得べき にあら す、 葉 綠は靑 ければ 靑 しと 首て 止まる のみ、 然 ども I 度 葉 

綠の靑 きを 知て より 植物界の 現象 を 思 ひ 見れば、 松の 憲蒼 たる も 解し 得べ し、 楓の血 紅た る も 解し 得 

べし、 —ァ —ルプ T の 深綠、 アンデスの 薄 藍、 ル^！な單純なる葉緣粒の變幻なるを知るに至る。 

造化 を 見る も 又 如 斯、 神 を 神と 信じての み 宇宙 は 一 中心の 周 園に 囘轉 する 一 大機關 たる を 知る を 得 
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るな り、 眞理は 眞理其 物の 證 なり、 神の 神た るを證 する もの は 神 を 除て 他に 存 するな し、 神に 向て 汝 

の^ 在の 證を與 よと 一一 s へば 我 は 我な り (I  iim  thiit  I  §0 と 答へ 賜 ふより 外な し、 物の 自然 を 信じ 

て 素め て 其 物に 關 する 智識 あり、 宇宙 存在 の 最大 原 H なる 神 を 信ぜす し て 宇宙 を 解 し 得る の理 あらん 

や。 哲學者 ライプ 一一 ッッ 曰く 


心靈 以外の ものにして 直接に 知認し 得る もの は 神の み、 感觸を 以て 探る ベ き 外物 は 皆 悉く 間接 に 

のみ 知り 得べ し、  ？， 

然 らば 迷信 (super„ititicll) と 信仰 (Faith) との 训は何 處に存 する や、 理を 究めす して 信 すれば こ 

A へ i しの 頭 も 崇めら る、 にあら す や、 神て ふ 感念は 迷信家の 熱 頭 中に 描かれた る 妄想なら ざるの 證は何 

處 にある や。  、  、 

きレて して 眞理 益々 明瞭なる を 得る 之 を 信仰と 云 ひ、 益々 闇 黑を加 ふるに 至る 之 を 迷信と 云 ふ、 眞 

理は 我の 自然 性と 調和す る ものなる を 以て 之 を 信 すれば 我が 全 性 の 歡 喜と 贊成 あり 、 誤認 は 我 自身 の 

和合 を 破る もの なれば 我が 善性の 全部 或は 幾分 かを壓 せざる ベから す、 充分なる 滿足は 眞理を 了 得せ 

ぃ4-か6き.^^り、 われ 眞理 を會 得する 時、 我の 理性 も 情 性もァ ー メ ンと應 へ、 山と 岡と は聲を 放て 前 

に 歌 ひ、 野に ある 樹は みな 手 をう たん (以 賽-亞 五十 五 章 十二 節)、 アル 叫, ヂ： ス比 重量の 標準 を 求め 

得て 裸體 躍り 出て 衆に 吿げ、 ， 、：^ ジ I 假說を 設けて 「ロゼッタ」 石を譯 解せ しょり パ &の木 乃 

_i 再び 物 を 語る、 我の 眞理に 達せん とする 時、 我の 心に 存 する 眞理は 叫て 一一 M ふ 「彼女 は 我の 姉妹な り」 

と、 靈 * 靈に應 じ、 眞理、 眞 理と婚 す、 天の 許せし 夫妻 は 人の 以て 離別し 得べき にあら す、 眞理、 眞 

理を戀 ひし 後 は 合せ ざれば 止ます。 

FC1-  tkep  love  unsatisfied  is  the  hell  of  noble  heal-ts  and  a  portion  101-  tlie  accursed, 

but  love  that  is  luirl.ored  Tback  more  perfect  fiom  the  scul cf  cur  desired  acth  faslnon 

wiii&s  to  lift  us  aliove  olu-selv^s  arul  malce  us  what  we  ougllt  to  be. 

—— Kidel-  ftag.al.d. 
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そは滿 足され ざ る 愛 は 高き を 望む 者 の 苦痛の 極に して 咒 はれし 者の 境遇たり、 然れ ども 我が 慕 ふ 

者より 反映す る 更に 完全なる 愛 は、 力 を 我の 羽翼に 加へ、 我 をして 自我の 上に 翔け、 我が 理想の 

者と 我を爲 らしむ、  ラ イダ， I ハガ ー. ド 

迷信 信仰の 別 此の 如し、 然り我 は 我が 牧者の 聲を 知るな り。  i  

福音書の 記載す る 基督の 首 行錄が 特種の 引力 を 以て 罪に 困し む 人靈を 彼に 引き 附る 所以 は 全く 此に^ 

する ことと 信す るな り、 基督 は 心霊の 新郎に して 新婦の 「インス チン ク卜」 (本能 性) は 直に 問 はす 

して 彼の 眞夫 たる を 知る、 眞理を 探る に 至って 此 種の 能 性 は 決して 輕す 可らざる なり。 

-  .vvlltxe  一  mau ビ) halting-  wisacm  after  knows, 

.vvllat  her  一  wcmal つ H)  tlivillel,  virtue  fere  diKceruc. 

われ 我が 罪 を悔 ゆると 雖も 我を赦 すの 神な かりせば 如何せん、 放蕩 子 悔い て 家に 歸る とも 彼 を 見て 憫 

み 趨り往 き 其 頸 を 抱て 接吻す る 父の なかり せば 彼 は 何の 面目と 勇氣 ありて 父の 許に 来らん や、 我 は 我 

の 罪に 恥て 神に 歸る能 はす、 我の心に^^する那.は我を遮て我の神に歸するを許さす、 人類 は 巳に 神の 

面前より 逐 はれし ものにして 旋轉る 焰の劍 は 生命の 樹の途 を 守れり (創世記 第三 章 二十 四 節)、 神 若 

し 我 を 救 はんと 欲せば 彼より 我に 来らざる ベから す、 われ 罪 を 犯さ りし 前 は 正義の 神 は 我の 友に し 

て 我 は 直に 彼と 交 はるを 得しな り、 然れ ども 已に罪 もて 汚されし 我 は 今 は 正義の 神の 光輝に 堪 へざる 

たり、 純 e の 衣裳 を 着けた る もの \ み 神の 國に 入る を 得るな り、 泥 だらけなる 我、 傷 だらけなる 我、 

如何で 彼の 前に 立つ を 得む や。 此に至 一へ 我 は 贖罪の 必要 を感 するな り、 卽ち我 罪人が 神に 達し 得る の 

途を 欲するな り * 罪人なる 我が 神と 平和 を 結ばん 爲に は祌は 正義の 神と しての み 我に 現 はれす して、 


慈悲の 神、 救の 祌 として 現 はれざる ベから す、 彼の 子供なる 人類 は 自ら 好んで 罪惡 の奴隸 となり たれ 

ば、 彼の 愛 をして 此迷 へる 子供に 普及 せんが 爲 めに は、 神 は 救 主として 自顯 せざる ベから す。 

基き が 非常の 引か を 以て 人 を i に 引 寄す る は 全く 彼が 此 人性の 大慾 望を充 たせば なり。 

彼の 道德の 完全な りし は 勿論 彼が 尊崇 せらる、 一大 理由なる に 相違な し、 神の 獨子 なりと して は 彼 を 

嘲りし スト ラゃス すら 彼の 行 性 を 評し て 曰く  r:N: ク I- 「リス は 人の 如く 死せ り、 基督 は 神の 如く 死せ り」 

と、 詩人^^^^の 如く 基督 敎を 論す る や 常に 皮 想の 見 を 以てし、 惟 美術的に のみ 人世 を 解せ し 人 すら 

基督の 品性に 就て はかく 表白せ り、 

- 理性の 發育は 如何程 進歩す ると も、 學 術の 研究 は 如何程 蘊奥 を 極む ると も、 人智の 開 發は其 極に 

達す ると も、 福音書 中 に 輝く 基督 敎 の 高尙な る 道德が 超越 さる \ こと は 決して あるべからざる な 

り 、 

基督の 神性と 奇 と を 批難す る 人 も 彼の 髙潔無 坂の 品性に 就て は 狂信 家に あらざる より は 之 を 否む も 

の ある を 聞かす、 宜た るかな ュ 一一 テリ ヤン 敎 徒の 如く 基督が 救 主たるの 理由 は單に 彼の 完全 無 缺の品 

性に ありと Jljl^ する もの ありと は。 

高潔なる 品性が 救 罪 上の 力 を 有する 事 は 論を俟 すして 明かな り。 英雄に 一 種の 電氣カ あり、 われ 彼に 

近けば 彼の 英氣 我に 感染す、 倫理 學を講 する にあら すして 活ける 倫理に 接する 時 は眞理 の淸流 我に 注 

人す るを覺 ゆ、 ゾ クラ 卜 ス 最後の 狀を讀 む 毎に 釘 もて 机に 打付けられし 如く 沈思 默考 石像の 如く 靜肅 

なりし ベ ー コ ン あり、 護 良 親王 吉野 籠城の 記事 を誦讀 して 常に 士氣を 鼓舞せ し 藤 田 東 湖 あり、. 萬卷の 

書 を 以て 敎訓し 能 はざる 粗暴 男子 も 一 度 「ラグ ビ ー」 校の ァ II ノ 1 ルド，. 氏に 接すれば 終生 離る ベから ざ 
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る 溫雅の 風を受 くる あり、 君子 は實 に活佛 にして 歷史は 活ける 哲學 なり。 

品性の 模範と して 基 1^ は 最も 完全なる ものな り、 人 若し 絕間 なく 基督の 品性 を 見詰め 彼に 模 はんと 欲 

せば 終に 彼の 完全なる が 如く 完全な る を 得 ベ し と は 或 種 の 宗敎 家が 熱 N 、 唱 ふ る處な り 、 (7  —ン， = 

ドラ モ ンド氏 演說奥 中 The  Changed  ILife の 編を讀 め)、 基督の 如くな らんと 欲すとの 慾 念 こそ 基 

督 信徒の 最大 目的 なれ *而 して 基督 を 思 ひ 基督 を學び 以て 益々 基督に 似る に 至る 事 は 疑 ふべ からざる 

事實 なり。 

然れ ども 余に 基督の 如くな り 能 はざる 大 原因の あるな り、 卽ち 余に は 罪て ふ もの i 存 する ありて 如何 

なる 感化 力 も 之 を 消滅し 能 はざる あり、 余に して 先づ 罪より 免 かる k にあら ざれば 余 は 基督の 如く 思 

ひ 且つ 行 ふ 事 能 はざる なり、 基督の 心 を 以て 余の 心と なさん と 欲せば 先づ 余の 心に 一大 變化 (性質 上 

の〕 を來 たさ るべ からす、 基督の 噴 罪な くして 人 は 基督の 如くな り 得べ しと 謂 ふ は 石鹼と 摩擦との 

作用に 依て 黑人も 白 哲人 種と なり 得べ しと 謂 ふが 如し。 

基督 救世の 業 は 二様な りし、 一は 人類に 完全なる 生涯 を敎 へんが 爲 なり、 二 は 人類の e!^ を 彼の 身に 負 

て 之 を 消滅 せんが 爲 なり、 前者 は 救世の 最終目的 にして、 後者 は 前者に 導く の 必要 手段な り、 (彼 得 

前書 一 一章 二十 一 節)、 完全なる 人 を 作らん と 欲せば 先 づ人を 不完全なら しむる 罪 を 除かざる ベから す、 

何とな れぱ人 その 罪より 脫せ ざれば 罪 を 犯さぐ るに 至ら ざれば なり。 

然れば 何故に 基督の 死と 苦痛と は 彼 を 信す る もの & 罪を滅 する や、 世に 稱 する 贖罪なる もの 、哲理 は 

何處 に^する や、 人 は 他人の 苦痛に 依て 自己の 犯せし 罪より 免 かる k を 得る や。 

十べ 000000  ocooooooooocooocooo 

此 問題 を攻考 せんとす るに 當て 余輩 は先づ 諸ての 善人 は 贖罪 的の 性 を 有する ものなる こと を 認めざる 
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ベから す、 人類 は聯帶 責任 を 以て 共に 繋がる- - ものな り、 一人の 罪 は 人類 擧て之 を 感じ、 一圃の 失政 

は 萬國の 損害と たる、 我の 兄弟が 罪 を 犯して 我 は 責任な しと 謂 ふ を 得す、 我が 同胞 若し 損害 を 他國民 

-? つ  費 9 攀曹 99 看 曹曹曹 参， • 曹曹誊 看曹曹 

に 加 ふれば 國 民は擧 て其責 に當ら ざるべ からす、 罪な きものが 扉 ある もの \ 罪 を 負 ふに あら ざれば 其 

罪 は 消滅せ ざるべし と は 天下 普通の 道理な り、 米 人 利 1^ の奴隸 となり、 人倫の 大綱 を 破り.、 賣 奴の 制 

を實 行せ しゃ、 義人め， IT ン！， n,Ki^ ヴ— ン， はん.， リ |1<  渡 口の 絞罪 臺に 於て 罪 祭の 捧物 として 供 へられたり、 

つ i.- ひて 五十 萬の 生靈は 硝煙 鼓噪の 中に 贖 S 非の 血 を 注ぎ、 而 して 二 千 萬の 聖 民の 祈禱と 克己 勉勵 との 

結果と して 漸く 干戈 を牧 るに 至りし や、 震 怒の 神 は 最終の 罪の 値と して 國父， スズラ ハム —= リ ン nT ン 

の 生血 を 要め 玉へ り、 然るに 內亂の 餘弊は 未だ 是等 義人の 流血 を 以て 洗淨 する 能 はす、 南北 未だ 怨恨 

の 念を絕 たす、 兄弟 墻に 相鬩 する 時、 剛直の 愛 國者ジ H ll^lK^llr ガ II フ ：=J1 刈 1- が 正義の 犧牲 

と 成りて 狂人の 毒手に 斃る& や、 國民 始めて 同胞 相 爭の非 を 悟り、 半 百年 間の 紛爭は 全く 跡を絕 つに 

至り、 公平なる 共和政治 は カレが 一一 ー 山脈の 全長に 添て 洽く、 ミシシ ピの淸 流 は 安らかに 诲に 入る に 

—  ゆでつ けつ  ヲ ランタ  11 .  

至れり。 ， オレンジ 公 ゥヰル ヘルムの 寶血は 實に和 蘭 共和 國を狂 王フヰ リップ 第一 一世の 手より 救 ひし も 

のにして 和蘭國 三百 年の 隆盛 は實に 彼の 殉死の 功の 然ら しめし 處と謂 はざる を 得す。 是を 小に して は 

ひて フ に-つ；. 二， こ  はら r.u 

一家に 放蕩 子 あらん か、 父 は 彼が 爲 めに 憂愁 腸 を斷 ち、 弟と 妹と は 懒恨寢 食 を 忘れ、 而 して 母 は 煩 

悶 遣る 方な く、 心痛い ゃ增 して 病を釀 し、 苦慮の 極 終に 愛 兒の名 を脣- にして 命 を 終る や、 岩石の 如き 

愚 子の 心 も 始めて 解け、 闘 然として 悔悟し、 天父の 免 を 乞 ふに 至る。 

，0, こ 

無限 の 慈悲な る 神が 何故に 人の 血 を 人より 要め 給 ふか は 深遠なる 秘密と し て 存 すべ けれども、 人 を 人 

と聯 結し、 人類 を 以て 推察 的の 組織 體 となさん が爲 めに は 此聯帶 責任 こそ 人類の 最大 必要た る 事 は 日 

efiii; の 哲理  一八 七 


を 見る よりも 明かな り、 t 右し ュ 二 テリ ヤン 敎の唱 ふる 如く 人 はおの 其 荷 を 負 ふべき ものにして 他 

人が 彼の 罪 を 負 ふべき の现 なじとの 敎義 にして 眞理 ならしめば 何故に 無辜の 黑奴 は埶ー 情な るガ リ 「ン  1 

の 辛勞を 要せし や、 何故に 可憐の 疯廠病 者 は 「口 テャ = デ， V ッ， (共に ュ 二 テリ ヤン 敎 信者) の 天 

使の 如き 推察と 勤勉と を 要せし や、 然り、 我 は 他人の 罪 を 負 ふべ くして、 他人 は 我の 勞を任 ひくれ る 

なり (加 拉太書 第 六 章 一 一節)、 我 は 之に 依て 我 は 我 一 人の 我に あらす して 我 身に 人類 全體の 任 を 負 

ふ ものなる こと を 知る、 我 は 我が 隣人の 受 くべき 笞を 我が身に 受け、 隣人の 痛 を 減じ 得る を 以て 我 は 

人た るの 無上の 榮光を 有するな り。 

人類 社 會は實 に 義士 仁人の 功徳に 依て 成立す る ものなる が 如し、 義人の 適宜なる 比例 は社會 の^ 在に 

OOOO0OOOO0OOOOOO0O0O0OOOOOO00000O  ！ _ ！ 

必要なる が 如し、 邦家の 滅亡 は 策士の 缺乏 より 來ら すして 正義 者の 數 足らざる より 來る なり、 神 アブ 

ラ ハ ム に吿て 曰く 「我 若し ソド ム に於て邑の中に五十人の義者を看ば其人々 のために其處^^盡く恕さ 

ん」 と、 古昔より 今日に 至る まで 德 盛に 正義の 行 はる &邦國 にして 敗亡に 歸せ しもの ある は 余輩の 未 

だ f て 聞かざる 處 なり。 

生命の 父なる 神 は 人類の 全滅に 至る を 好み 給 はざる を以 て 絶えす 高潔の 人 を 世に 降し 其 腐朽 を 癒し 其 

不淨 を排ひ 給へ り、 人類 社會& 生存 は 實に絕 間な き 精氣の 注入 を 要. <^、 義人， 3,^ が 兄 の 毒手 

に斃れ てより 以来 社會の 腐蝕 は 常に 義人の 寶血を 以ての み 止められたり、 而 して 神が 人類 全きの 大傷 

を 癒し、 地球と 之 に 棲， HH? る 人と をして 全能 の 意志 に 定め 置き 給 ひし 幸運 の 位置にまで 引上げん と 期 

9  *  9  •  0G  0000O0OOO0  0  0  000000O0O000000O お-こづれ 0  0  0  0 〇 0 

し 給 ふや、 神 自ら 肉體を 取て 此 濁世に 降り、 無 の德 源を此 所に 開き 給 ひしとの 音 は、 愛なる 神の 

0  0  0  0000  O00CC00O00OG0O0  000000 お.., づれ 00000000  ギリシャ 

存在と、 人と 神との 關 係と を 了知す る 者に 取て は 決して 信じ 難き 音 に は あらざる なり、 曾て 希臘の 


古哲が 彼の. 時代の 腐敗 を 看て 「天の 神 自ら 來て世 を 救 ふに あら ざれば 此世は 決して 救 はれざる べし」 

と 歎ぜ し 言 は 人類 自然 の 發 言と 云 はざる を 得す、 世 を 救 はんが 爲には 神の 降 世を耍 せす し て 義人 英雄 

の 琴 「屮 I に て 足 るべ しと 信す る 人 は 國賊 狷獗を 極 め 、 天兵 威 を 振 は ざるに 際し、 猶も 天子の 御 親 征を不 

必要な りと 云 ふ ものな り、 奸 佞の 國 土に 蟠る あり、 聖 天子の 民 を 愛する あり、 御 親征は R の渴 望す る 

處 にして 亦聖 意の^ する 處 なり、 節 刀 錦旗 巳に 賊膽を # 一から しめたり、 龍體 親しく 陣， に 臨み 給 ふ、 寇 

敵の 裹滅日 を 待た すしで 期すべし。  . 

神 昔 は 多の 15!: 別 をな し 多の 方 を もて 預言者に より 列 祖に吿 給 ひしが、 この 末日に は 其 子に 託て 我 

儕に 告げた まへ り、 神 は 彼 を 立て 萬 物の 嗣 とし a つかれ を 以て 諸の *1 界を 造りたり、 彼 は 祌の榮 

の 光輝、 その 質の « 像に て 己が 權 能の 言 を もて 萬 物 を > 扶持 われらの Si の淨 をな して 上天に 在す 威 

つか ひ li ち  ま-.、 

光の 右に 坐し ぬ、 彼が 受けし 名の 天の 使者の 名よりも 愈れ る 如く 彼等より は 愈れ り、 

、 ,  (希 伯 来書 一 章 一 —四 節) 

無限の 仁愛 世に 臨めり ノ 其德 流流れ て 永遠に 至り、 此 世が 化して 天國 となる の 基 は 神の 子耶穌 基督の 

降^に 依て かれたり。 

0000000000  0-00000000000  0  00000000000000  0  00C 

人の 履^ 力の 多寡 厚薄 は 彼の 品性の 高卑と 並に 彼の 身に 引受く る 苦痛 の 嚴寬と に 正比例な り、 賴人若 

しその 犯せし 雜の 罰と して 適當 なる 刑に 行 はるれば 彼の 苦痛 は 一 の 噴 罪 的の 功 を if せす、 何人も 彼の 

所 刑に 依て 積極的の 利益 を 得る ことなし、 然れ ども 爱に竊 盜罪を 犯せし もの ありて 裁判官の 不正より 

して か 或は 辯 護人の 不親切よ りして 强盜 罪の 罰 を 受けし とせん か、 彼の 所 刑 は 衆人の 憐む處 となり、 

その 影響 は 終に 刹官 或は 辯 護人の 身に 及び、 彼等 をして 不正 不實を 後悔せ しめ、 後 來を愼 み 再び 前 轍 

m  0. のお S  1 八 九 
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を 踏 まざらし む、 此に 於て か 不當の 所 刑 は 他の 罪人 を 不當の 刑罰より 救 ひたり。 

今 例を變 じて 全く 無 sii- の ものが 强盜 罪の 刑に 處 せられし とせん、 彼が 裁判人と 社會 一 般に 及ぼす 感化 

力 は 前例の 比に あらす、 而 して 一 歩 を 逃め て此 刑罰に 處 せられし もの は 罪な き 人な りしの みならす 義 

人な りしと せんか、 彼の 聩 IS 力 は 彼の 善行の 著し かりし と 彼の 受けし 刑の 重 かりし 比例に 增加 する も 

のな り、 無辜の 賤民 誅戮 せられて 小吏 掠奪 を 止め、 義 S 辰宗 五郞碟 せられて 佐 倉の 鄕民 虐政 を 免 かる、 

き 藩の 歸順は 三老め 切腹 を 要し、 維新 事業の 實成は 甲 東 參議の 血 を 以て 封 せらる、 (Hugh 

IKlthnel.) 燒 殺せられ て殘 忍なる r^F の 勢力 頓に衰 へ 、 ハ IT つ フヂ I ン戰 場に れてス ヂ—ュ>^,> ト 家の 

お 運 已 に 定まれり、 義人の 死に 勝る 勢力の 世に 存 するな し、 死せ る孔明 生ける 仲 達 を 走らす、 萬 軍の 

以て 斃す能 はざる 虐王奸 ほ も 義人の 死に 依て ま； S れ ざる はなし、 罪 は 苦痛 を 以ての み 消滅し 得べ し、 血 

を 流す こと 有 ざれば 赦 さる、 事な し (希 伯 来書 九 章 一 一十一 一節 )o 

或 人口 はむ r 祌は 無限の 愛な り、 祌我 倚の 罪を赦 さむと ならば 贖罪の 途を經 ざれば とて 彼の 特權 を以 

て 我 倚 を赦し 得るな り、 我 倚 父母た る もの は 其 子が 雜を 悔い 來て免 を 乞 ふ 時 直に 其 咎を赦 すに あらす 

や、 沉んゃ 神に 於て を や、 贖罪の 事た る 亞細亞 的專制 君主が 其 下民 を 罰せん とする に當て 或る 嬖臣の 

仲 裁と 哀訴と に 依て 其 罪 を赦 すに 類す る處 置に して 神に 關 する 最も 野蠻 的の 思想と 謂 はざる を 得す、 

神に 關 する 軍 純高尙 なる 思想 は 噴 罪の 迷 愚 を 棄却せ ざるべ からす」 と。 實に 然る か、 我 倚 父母た る も 

の は實に 理由な くして 我 倚の 子供の 咎を赦 すか、 勿論 未だ 左右 を辨 へざる もの .1 罪 は 未だ 罪と 稱 すべ 

きものに あ らす、 然れ ども 己に 罪の 罪た る を 知る 子に して 罪 を 犯す 時 は 適當な る 理由な くして 彼の 

は赦 すべから ざるな り、 而 して 嚴父は 決して 然 かせざる なり、 是父 たる もの、 威 嚴を存 する が 爲に必 


要なる のみなら す、 亦 子た る もの.^ 意志の 自由 を 重 すれば なり、 理由な くして 其 子の 罪 を 赦す父 は 其 

子 を 愛せざる 父たり、 彼 若し 父た るの 特權を 以て 子を赦 せば 其 結果 は 一家の 不 取締と なり、 其 子の 公 

義心 を 鈍から しむ、 眞 正の 愛 は 慈悲と 正義との 結合な り、 吾人の 法律 的の 感 念が 基督の 十字架の 死 を 

以て 人類の 罪を赦 さんが 爲に 神の 公義 を滿 足せし ものと 見做す に 至りし 事 は 決して 理由な きに あら ざ 

るな り 0 

00 の 適例と し て 常に 擧 げら る  >- 事 實は羅 馬 の il 史家，、、 〈 レリ ウス" マキシ， cvalerins  gaximus) 

てん J; ケフ *.-,、；t ん 

の 記事に 係る 希 職 王 ザリュ ー カス (zaleucus) の事鎮 にして 天道 溯 原著者の 筆に 成る もの は 左の 如し、 

昔 希臘王 有，， 新 例， 作， 姦者 無， 論，， 貴賤， 必 刺，， 其雙 目， 成， 瞽 以爲， 罰、 不， 料定， 例 後 皇子 偶 犯，， 淫行 一 

王 之不レ 勝， 1 憂慮 f 若不 n 按 k 加 4 則旣恐 T 民有，， 礎， 親 廢レ法 之 論， 而 民心 不.？ 服、 若按， 例 加， 罰、 

则已 盲， 其 目 f 不， 能， 臨， 一理 天下， 而 社稷 無， 主、 事， 在，， 雨 難 『 不， 得， 已以 n 己 之 一 目 f 易，， 其 子 之 一 

目 f 上 以循， 例、 下 以全， 情、 夫 皇子 不 A 得 M 苟 免，， 於 刑 f 王 猶爲， 之 共 受.， 痛楚 f 旣 仁義 之 兩全、 民 

自 感，， 其德 ( 而 服，， 其敎っ 

人類 的 を 以て 誇稱 する 近来の 或祌學 者は此 種の 實例を 以て 已に 時世 後れの ものと なし、 法律 的の 履 罪 

論 は 背理 逆說 として 受けざる に 至れり、 余輩 は 玆に古 說の辯 護 を 試む るの 餘白を 有せす と雖 も、 一事 

者の 注意 を 乞 ふべき あり、 卽ち 所謂 人類 的 思想の 進歩 は延て 法律 的 思想の 緩慢 を 生じ、 愛と 慈悲と 

を 混同し、 愛 をして 愛たら しめざる に 至りし こと 是 なり、 惡を润 むと 稱 して 惡を 憎ます、 苦痛 を 見る 

000000O000000O000C0000000O000O0000O0O0O0O00DO 

に堪 へざる 肉 慾 的の 感情に 支配 せられて 正義 を實 行す る ことに 躊躇す るは此 十九 世紀 文明の 婦女 的の 

|！ 點 たる は 識者の 已 に識認 する 處 なり、 一 世紀 以前に 於け る 貴族の 獵場內 に 於て 鬼 一 疋を 殺す もの は 

ほ •  iJt の lii: 理  1 九 一 


死刑に 處 せられし 不情不 美に 反して ケは 公然たる 1  詐欺 も白畫 の^ 賊 も證據 不充分の. 一言の 下 に 無 瑕 の 

人と 成る を 得る に 至れり、 是を今 I 人の 法律 的感 念の 痴鈍と 謂 はすして M ぞゃ。  ■ , 

眞 正なる 悔改^ 嚴 格なる 法律の 下にの み 起り 得るな り、 の 罰より 免 かれんと する は眞 正の 悔改 にあ 

らす、 法律 的 噴 を 示さる、 にあら ざれば 赦免の 宣告に 接する とも 之 を 信ぜ ざり しル ー テル、 バ ン 

ャ ン 輩の 直實 たりし こと は 放 緩と 寛容と を 混同す る 軟神學 者の 推量し 能 はざる， 處 なるべし、 是へ ンリ 

1 叫 マ，^ I チ： ンの稱 する 「寛大なる ベ けれども 基督 敎 的たら ざる 精神」 (Lil ち ml 1 ョ t  not  chl.istiis 

spirit) にして 神 愛の 深さと 廣 さと を 了知す る ものと 謂 ふ ベ か らす。 

rs^ の赦」 と は赦す ものと 赦 さる 、ものとの 相互の 動作より 來る ものな り、 赦 さる、 もの は 只に 後悔 

の 感念を 以てすべ. きのみ ならす 悔改 に符ふ (馬 太 傳三章 八 節) を 以てせざる ベから す、 而 して 赦す 

者 も 亦 只に 心に 赦す のみなら す 放 赦の實 (躓 "罪) を 以てせざる ベから す、 悔改の 實と放 赦の實 と兩な 

がら 擧て素 かて 罪は赦 さる & なり、 神 は悔改 の果を 結ばざる St- は 赦し給 はざる が 如く、 我等 も 放赦の 

證明 なき 赦免 は 信じて 受 くる 能 はす、 之 我等の 信仰の 足らざる に 依て 然るに あらす して 我等に 杯す る 

-大 與の 理性が 請求す る處 なり、 新約聖書が 重き を 神の 契約に 置く も：^ に^する なり。 

いで iHI^E の 生涯 並に 十字架 上の 死 は 神が 人類の Si; を 赦し玉 ふの 證 明たり、 卽ち 基督の 贖罪と は 神に 

OOOOO000OO 

於け る靠の 赦の實 なり。 

夫れ 暧罪 の. 原理た る や 自然界 普通 の 理 た り、 礦物界 に 於て は 之 を 動力の 平均 (Kquilibmticu  of 

F:m ま) と. 云 ひ、 生物界に 於て は 治癒の 動作と なりて 顯 はれ、 心 霊界に 於て は 贖 1 非と なるな り、 空1ポ 

に 氣 の 稀薄 を 生す る 所 あれば 四面の 空氣は 平衡 を 得む が 爲に此 所に 向て 進 人し、 氣壓 全く 平均 を 


得て 氣體の 流動 素め て 止む、 卽ち厚 濃なる 部分 は 稀薄なる 部分の 爲 めに 空氣の 幾分 を 供した るな り。 

樹木 其 一枝 を 失へば 全 木 之が 爲 めに 苦しみ、 各 枝 各 葉 其 養 汁の 幾分 を放捨 し、 損 所 を 癒さむ こと を勉 

む、 而して自覺の性を有する心靈界に於ては投助推察は道德的義務として_^^す、 故に 我等の 中に 一人 

の 苦痛 を感 する もの あれば 社 x% 全體は 彼と 共に 苦しみ、 我等の 快樂の 幾分 を 殺， で 被 難 者 を 救 はざる ベ 

からす、 社會 一局部の 損害 は 全部 之 を負擔 せざる ベから す、 健康 部の 犠牲に 依ての み 疾病 部 を 治療し 

得るな り、 人類 は 肉體を 以て 物質 界と聯 綾す ると 雖も靈 魂 を 以て 心 靈界の 一 部分 を 形造る ものな り、 

神と 天使と 人類と は靈界 組織の 機關 (Members  of  spiritual  Mng-dom) なり、 故に 人類の 墮 落と 罪 

悪と は 神と 天使と に 影響せ ざる を 得す、 人類 は 救 はざる ベから す、 而 して 之 を 救 はんが 爲には 絶對無 

限 の 靈な る 神 自ら 人 の爲 めに 苦 ま ざ る ベ からす。 

まことに 彼 はわれら の病忠 をお ひ、 我 倚の かなしみ を擔 へり。 

我 若し 腕に 大傷を 負へば 我の 心臓と 胃と 肺と は 異常の 動作 をな して 之 を 癒す が 如く、 地球 表面 億 萬の 

人 靈が死 せんとす るに 當て は靈 なる 神 は 異常の 動作 を 以て 罪 を 噴 はざる ベから す、 是 奇蹟なる が 如く 
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して 自然な り、 異例なる が 如くして 普通な り、 驚くべく して 當然 なり。 

勿論 基督の 肉體 上の 苦痛 は 彼の 心靈 上の 苦痛 を 表せし のみ、 赦罪の 恩惠は 彼の 神經 的の 疼痛に よりて 

來る にあら すして 心靈 的の 憂愁に よりて 來る なり、 力 ルバ リ ー 山に あらす して ゲ スセマ ネ園 こそ 人類 

の Ms の暖 はれし 所 なれ、 基督に 棘の B^l を 被らし めしもの は 我の 罪な り、 彼に 苦き 一 盃を飮 ましめ しもの 

は 我の 罪な り、 彼 を 十字架に 釘せ しもの は 我の 罪な り、 天 主敎 徒が 常に 十字架 形 を 身に 纏 ひて 基督 を 

思 ひ、 誠實 なる 新敎徒 某が 常に 十字架 上の 耶蘇の 像 を 机上に 置き 「汝の 罪が 基督に 此 苦痛 を 與 へたり」 

« 罪の 哲理  1 九： 二 
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と獨 語し て 己の Sf; を 責めたり と は 迷信 邪說 とし て 悉く 排 すべから ざ るな り。 

汝尙ほ 余に 問て 曰 はんか 「何故に 神 は 自ら 苦しま ざれば 人 を 救 ふこと 能 はざる か」 と、 余 は 汝に問 は 

ん 何故に ハ ヮ ー ドは 彼の 英國の 居寓に 安居して 歐洲の 監獄 を 改良し 能 は ざり しか、 何故に，， リ— ビ ングス 

, トン I は 彼の 故國に 於て 黑 人の 爲 めに 熱心なる 祈 禱を捧 ぐるの みに て 亞非利 加 を 救 ひ 得 ざり しか、 罪 を 

0OOOOOOOOOO000OO00OO0O0O000O0OO00O0OO0OO0 

頤 はすして 靠を救 はんとす る もの は 貧者に 食と 衣と を與 へす して：^ 安然 なれと 云 ふ ものな り (雅各 書 
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二 章 十五、 十六 節)、 行なき 信仰 は 死せ る 信仰なる が 如く 賵 はざる 罪の 赦は 虚言な り、 基督の 十字架 

OOO0OO0O 

は 神 愛の 實設 なり。 

基督の 死に 依て 神 は 身 を 神に 托する CBe-licvc,  leave) 卽ち 信す る もの を 赦すを 得る に 至れり、 神 は 

赦し 度き もの を赦し 得る に 至れり、 (神 は 何事 を も爲し 得べ しと 雖も 正義に 合 はざる 事 は 爲し能 は 

0O000000000O000OOO000000000000000 

す〕、 故に 基督 は 人の 爲 めに のみ 生命 を 捨てす して 神の 爲め にも 死し 給 ひしな り、 基督 は 血の 流る i 

手 を ひろげて 人類に 悔改を 勸め給 ふと 同時に、 神が 人類の 悔改を 納めて 彼等 を赦 すの 途を 開きたり、 

基督の 十字架 は 實に恩 惠の新 泉 源 を 開きたり、 神 は 基督に 依て 尙 一層の 祌 愛を自 現し 給へ り、 基督 曰 

く 

我 もし 地より 擧れ なば 萬 民 を 引て 我に 就 せん 若 (我) ゆかす ば 訓慰師 なん ぢらに 來らじ 

と、 人類が 祌に來 らんと する も 神が 彼に 來る もの を 受納ん とする も、 先づ 神の 子 は 十字架の 死 を 受け 

ざ る ベ か ら す、 之れ 聖經 の 明白な る敎義 にし て 吾人 の 理性と 情 性と が 共に 請求す る處 なり。 

ュ 一一 テリ ヤン 敎幷に 「新 神學」 が隳罪 論に 反對 する の大 理由 は 贖罪 論 は 意志の 自由 を 否定し、 個人的 

责任を 取り去る と 云 ふに あり。 


然れ ども 余輩 は 意志の 自由 を 否定せ ざるな り、 我 を 基督に 託する と 託せざる と は 全く 我の 自由に あり、 

我の 基督て ふ 不可 謂 神の 賜物 を受 くると 受けざる と は 全く 我の 撰擇に 依るな り、 我 は 我の 自由 其 物 を 

さ へ 全く 神に 捧げ まつる も 是れ亦 我の 自由な り、 "our  will  is  ours  to  make  it  thine." 我の 義を以 

て 神の 前に 立つ か 或は 全く 我 を 殺して (selbsttodtung.) 神の 義を 以て 義 とせら る &か之 亦 我意 志の 

自由 を 以て 撰ぶな り、 我 若し 歩行して 東海道 を 上る にあら ざれば 我の 意志に 於て 上京せ しと 云 ふ 能 は 

ざる か、 我れ 文明の 恩 澤に與 かり、 我が身 を 機 關師の 鐵槌に 任 かし、 快樂と 平安の 中に 短時間 內に我 

の 旅行 を 終り たれば とて 我 は 我の 意志の 自由 を 失 はす、 亦 怠惰 怯 弱 を 以て 我 を 嘲る もの は あらざる な 

り、 我 は 意志の 決斷に 依て 脆き 我の 意志と 行爲 とに 憑ら すして 我が 全身 を 擧げて 基督に 任 かせし なり、 

我 を 我が 旅行先 迄 送り届け しもの は 機關師 なり、 我 を 機 關師に 委ねし もの は 我な り、 我 を 救 ひ 我 を 天 

國に 途り屆 くる もの は 基督な り、 我 を 基督に 託せし もの は 我な り、 是れ 聖經に 所謂 信仰 (依 賴) を以 

て 救 はるとの 意なる べし、 故に 躓 罪の 敎義は 之 を 信す る もの をして 無責任たら しむとの 批評 は 全く 據 

る 所な き 評な り。 

亦 履 靠の敎 義は道 德的觀 念 を 排除す べしと 云 ふ 人 は 未だ 贖罪の 目的 を 解せ ざる 人な り、 伊太利の 山賊 

が^^へ ナィ刁山中に旅人を殺して其財貨を奪ひ、 然る 後國 法に 處 せられん 事 を 怖れ、 羅 馬に 到り 我が 

强取 せし 寶貨の 一 分 を 寺院に 寄附し、 法王の 捺印 ある 免罪 狀を受 くれば 警官 は 彼に 手 を 觸る」 こと を 

得 ざり しと は 中古 時代 ひ 昔話な り、 基督の 賤罪 若し 如斯 もの なれば 實に 治世の 大害 物にして 一 日 も 社 

會に存 すべき ものに あらす、 基督 は 我が 罪 を 死 を 以て 購ひ 置き 賜 ひたれば 我 は 善事 を爲 すに 及ばす、 

叉 惡を行 ふ も危險 なしと 信す る 人 は 未だ 基督の 牘 に與 からざる 人な り、 

歷 罪の 哲理  1 九 五 
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いは  めい、 み 13  なる  しから 

然れば 我 儕 何 を 言ん や、 恩の 增ん爲 に 罪に 居べき 乎、 非す、 我 倚 罪に 於て 死し 者なる に 何でな ほ 

其 中に 於て 生きん や  (羅馬 書 六 章  一、 二 節) 

贖 ii§ の 目的 は 我 を 完全なる 人と なすに あり、 而 して 我が 基督の 贖 賴に與 かるに 至りし は 我 は 親ら 勉め 

©©©©©©©©©©©©  ©0©0©©©©©©©0©©©©© 

て 完全な る こ と 能 は ざれば なり、 故に 贖罪 は 道德の 終極な り、 道德の 終る 所是 れ宗敎 の 始まる 所な り、 

宗敎は 道德の 上に 建てり、 道 德の粹 是を宗 敎と云 ふなり、 創めに 摩 西の 律 ありて 後に 基督の 恩惠 あり、 

O00O00O0OOO0000000000000000O00000O00000000 

未だ 律の 厳格なる 綱 を 以て 己 を 縛りし 事な き 人 は 基 # なる 放免 者の 恩 惠に與 かり 得ざる 人な り。 

^に聰 si- の 敎義を 以て 自己の 不 を蔽 はんとす る もの ある は實に 歎すべき 事たり、 然れ ども 是れ 敎義 

共 物の 罪なら ざる こと は 余 載の 辯 を 待す して 明な り。 

高尙 なる 眞理 は 盲者の 玩弄す る處 となる は 何人も 知る 處 なり、 自由 思想 は怫國 革命て ふ 悲戲を 演ぜ し 

めしとの 故 を 以て 排 すべから す、 プ B テ ス タント 主義 は 三十 年 戰爭の 源 因な りしとの 故 を 以て 輕 すべ 

0000000OO00OO0OOOOOO0OOOOOOOO  O000O0O00OO 

からす、 基督の 贖 扉 は 缝を慕 ふ もの、 休息所に して 惡 人の 隱遁 所に あらす、 先 づ舊約 的ソ嚴 重なる 道 

oooccocococ-  0000000000000  0OO00000  00000O0O0O0O0 

德を敎 へす して 直に 新約 的 の 柔和な る 恩 惠を說 くもの は 自活 の 道を踐 まざ る 子供に 莫大の 遺 產を讓 る 

愚 父 を學ぶ ものな り、 如斯 子供に して 備惰 柔弱 無氣 力なる 者の 多き は 決して 怪 むに 足らざる なり、 然 

りと 雖も 謹直 恭謙なる 子供に して 誠意 以て 父の 志を繼 がむ と渴 望す る ものに 嚴 父が 與 ふるに 億 萬の 財 

お もん 

產を 以てすれば とて 吾人 は 父の 不正 を唱 へす、 叉 子の 怠慢 を 慮から ざるな り。 

世に は 天性の 善人なる もの あり、 卽ち 生れながら にして 圆滿 なる 性 を 有し 勉め すして 善良たり 得る 人 

を 云 ふ、 或 人 曾て ェ モル ソ— ン， を 評して 曰く 「彼 は 生れな がらの 聖人に して 天啓 敎の助 を 借らす して 完 

全に 最も 近く 達せし 人たり」 と、 或は 「神聖なる プラト ー」 (Divine  Plato) の 如き あり、 或は 正直 


の 現像なる 孔子の 如き あり、 是れ人 は 基督の 晴 罪に 與 からすして 完全に 達し 得る の證 にあら す や。 

此 問題 を 充分に 考究 せんとす る は此小 著述の 能く 爲す能 はざる 處 なり、 然れ ども 余 は 玆にー 一個の 注意 

を讀 者に 促が さんと 欲す、 卽ち、 一 、 基督教 的の 善人に 一 種 異様の 特性の 存 する ありて 其？ J 其 雅は希 

臘哲學 も 堯舜の 遺訓 も 決して 養成し 能 はざる 事、 二、 當時 基督 敎國 にあり て 基督 敎の 恩澤 に與ら すし 

て 善人たり 得る と 誇る 人 は 大概 熱 信なる 基督 信徒の 子孫に して、 其 人 彼 自身 は 直接 福 昔の 恩 化に 與か 

ら すと 雖も其 父 其 祖父 其 曾祖父に 於て 充分に 基督 敎の 感化 を 蒙りし ものなる 事是 なり。 

IT モ ル ソンの 父 3^,1^ ぺ、 祖父 $リ ャム、 曾祖父 ジ ヨセフ、 五代 目の 祖メン |ョ| セ I 「は 皆 悉く 牧會說 

敎の職 を 主 どり し 人な り、 ウェンデル = ホル ムス 氏 そ の 叫モ I お l:TS 傳に 曰く  rn マソ ン 家の 血統に 敎 

法師の 多き は 著しき 事實 なり」 と、 如斯き 祖先 を 有する ェ モル ソン にして" FS— ラト ー、 ,シ|^11 タス ピャ 

を 尊崇す る 事 或は 基督に 勝りし と雖も 余輩 は 彼に 基督 敎 的の 君子の 風采 ありし を 決して 怪 まざるな り 

若し， HliT^ ン にして 印度支那に 生し とせん 乎、 彼の 敎 育と 思惟の 傾向 は 彼 をして 決して 「新 英國の 

&?: 人」 たらしめ ざり しゃ 疑 ふべ からざる なり、 ェ モル ソンが 福音： & 基督 敎の庇 陰に 依らす いて 基督 敎 

的 君子た る を 得しが 故に 何人も 福 昔に 依らす して 彼の 如く 成り 得べ しと 信す る 人 はん r 日の 米 人 は戰は 

すして 獨立 自由の 幸 遇に 居る が 故に 何れの 國民も 改革 時期 を經 過せ すして 自由 獨 立の 國 民たり 得べ し 

と 妄想す る ものな り、 合 衆國民 今日の 自由 は 「モン トフ ホルト」 侯 サイ I モ 1^ がィ ー.、I\IRI ハム， の戰 場に 

幾れ しょり 以来、 7^13.、 チャタム I、 ヮ シン ト ン等無 數の英 靈が血 を 注いで 買 ひ 取りし 「ザ， vl::;. 

ン I」 民族の 自由な り、 ュ -ー テリ ヤン 敎が下 敵して 以て 迷信 妄說と 見做す 牘 罪の 敎義も 亦 彼等の 祖先 を 

戾の 苦より 脫 せしめ 心靈上 無限の 自由 を給與 せし ：1 訣 なりし 事 を 忘るべからざる なり、 I ェ 

梗 IS の 哲理  一九 七 
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笞て曰 へ る あり、 

余 は 曾て 余の 肉體を 以て 余の 靈 魂の 敵と 思 ひし 事な し、 余 は實に 自然の 子供に して 西瓜が 夏の 日 

に 太陽の 光線に 暴され て 膨脹す るが 如く 余 も 善良なる 自然の 擁護の 下に 心樂 しく 生長す る ものな 

り、 と、 

保羅は 曰く 

善なる 者 は 我すな はち 我 肉に 居らざる を 知る、 そ は 願 ふ 所 われに 在と も 善 を 行 ふこと を 得 ざれば 

なり、 われ 願 ふ 所の 善 は 之 を 行 はす 反て 願 はざる 所の 惡は之 を 行へ り、 若し わ^^ざる 所 を 行 ふ 

とき は 之 を 行 ふ 者 は 我に 非す 我に 居る ところの 罪な り、 是 故に 我 善 を 行 はんと 欲 ふ 時に 惡の 我に 

をる 此ー の 法 ある を覺 ゆ、 蓋 われ 內 なる 人に 就て は 神の 律法 を樂 めど も わが 肢體に 他の 法 ありて 

我心の 法と 戰ひ 我を擄 にして 我が 肢體 の屮に をる 罪の 法に 從 はする を 悟れり、 喧我 困苦 人なる 哉、 

この 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は 誰ぞゃ (羅馬 書 七 章 十八— 二十 四 節 迄) と、 

翳： 帥 の 熟練 を 最も 强く感 する もの は 病 者な り、 特治藥 の爲 めに 最も 熱心 に 叫び 求む る も の は 危篤 患者 

なり、 余の 不完全 極まれる 性 は 余 をして 救 罪を渴 望せ しめたり、 i 嗚呼 神の 奥義 はぎ かな、 祌は遣 

傅と 境遇と 天性と 幸運との 作用に 依て 神の 善人 を 造り 得べ く、 亦 遺傳に 反し 境遇に 逆 ひ 天性 を 枉げ不 

運 を轉じ 罪人 を も 彼の 子供と なし 得るな り、 或 人 >  ホメッ 卜に 問て 曰く、 

何が 有に して 何が 無なる や、 

答、 神な り、 世な り。 

誰が 人に して 誰が 禽獸 にも 劣る ものなる や、 


答、 信者な り、 偽 信者な り。 

何が 最も 醜に して 何が 最も 美なる や、 
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答、 信者の 後 悖な り、 罪人の 改悔 なり。 

若し 哲學 者ラ イブ 一一 ッッの 曰へ る 如く 「人類の 墮落 ほど 人類 を 高めし ものな し」 とせば、 罪 を 犯せし 

もの ほど 神の愛 を感 する もの はな かるべし、 然れば 罪 を 感ぜざる もの は 基督の 愛の 深と 高と 廣と を感 

じ 得ざる か、 讀者 自ら 此 問に 答へ よ、 聖靈は 直に 汝に敎 へん。 

讀者は 余に 問て 一一 一一 n はん、 「基督の 十字架て ふ もの は 推理 法に 依て 知るべからざる ものな りと ならば 汝 

の 之 を 信す るに 至りし ことの 何 ぞ遲き や、 是れ 小兒も 信じ 得る 眞理 なり、 十數年 前の 昔 汝が洗 禮を授 

かりし 時此單 元なる 眞理を 信じ 能 は ざり しか」 と。 

然り讀 者よ、 然れ ども 君 は 未だ 人類 は 最も 單 純なる 眞理を 最も 後に 知る ものなる 事 を 認めざる 可ら す _ 

萬 物は單 元より 繁雜に 向って 進む と雖も 人の 思惟の みは 繁雑より 單ー、 兀に 向って 進む もの 也、 罪に 沈め 

るか 問 は 外貌の 虚飾 を 好む ものな り、 先づ外 を改て 而後 內に 及ぼさん とする は 普通人の 常態な り、 余 

は i 参 風紀 の 改良に 先んじて 國家 經濟の 增進 に 注目せ り、 眞 率なる 信 の 養成に 先 じて 理想的 基督 敎 

•  99*99999  00O0O0O0O000O00O0O0O00000 

會の 設立 を計畫 せり、 余の 靈 魂の 救 はれざる 先に 聖人の 行 をな さんと 勉 めたり、 然るに 自然の 順序に 

戻れる 方法の 一 ッ として 成功すべき 理 なければ、 余の 方策 は 悉く 失敗な りし、 而 して 失敗に 失敗 を 重 

ね、 失望に 失望 を 加へ し 後、 刀 折れ 矢盡 きて 如何と もす る 能 はざる に 至りし や、 「この 苦しむ もの 叫 

ぴ たれば， 31、 叫 これ をき、、 そのす ベての 難より 救 ひいだ し 賜へ り」 (詩篇 卅四篇 六 節)、 嗚呼 人 
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は 筋せ ざれば 露理に 来らざる が 如し、 余 は 曾て 米國に 於て 或る 武器 製造所に 至りし や、 其 支配人なる 

退職 if 軍 士官 某が 余に 近世の 改良に 係る 大砲 小 鉄 を 説明し くれし 際、 余 は 彼に 問て 曰く、 「君に 聞か 

ん^ は 人類 は 何時 戰爭を 止む るに 至る と 思 ふや」 と、 彼眞 面目に 余に 答て 曰く 「されば なり 武器の 改 

良 充分に 進歩して 戰 場に 出る もの は 敵 も 味方 も 一 人 も 殘らす 打殺さる &の 怖懼を 抱く に 至ら ざれば 人 

類は戰 (命 を 止めざる ベい」 と、 吾人が 神に 歸るも 亦， 然 あるに 非す や、 (路加 傳 十五 章を讀 め〕、 金の 

ある 人、 智慧の ある 人、 然り、 德の ある 人 は 容易に 十字架の 耶穌に 来らざる なり、 貧乏人、 無智の も 

の、 罪人、 鳴 呼 せ ざれば 基督の 酒宴に 侍る もの はなき が 如し。 

然れ ども 嗚呼；^ ょ爾は 何故に 余が 爾を 求めつ & ありし に 門 を 開て 余 を迎へ ざり しゃ、 余の 路頭に 迷 ひ 

し 狀は爾 の 憐^ を惹 かざりし か、 余が 眞理を 見る 能 はざる より 苦痛に 苦痛 を 加 へ っ& ありし を 見て- 爾 

は 手 を 束て 傍觀 する に堪 へし や。 

惠 ある 聲は 答て 曰く、 神の 忍耐 は 犬なる かな、 彼 は 彼の 子供が 苦しむ を昆て 忍び 得るな り、 祌が汝 を 

はんせい  へ.. 'は，、 じんもん  ゆだつ 

救 は ざり し は 汝を救 はんと 欲すれば なり、 半生 間の 汝の 漂泊 煩悶 は汝 をして 自己の 念より 解脫 せしめ 

全く 我に 賴ら しめんが 爲 なり、 汝を 苦しめし もの は汝 自身な り、 我に 凭 たれよ われ 汝の罪 を 贖 ひ 善よ 

り 善に 汝を 導き、 汝 をして 我の 爲に世 を 救 ふの 力と ならし めんと。 

余 答て 曰く、 

父よ 然り、 それ 此の 如き は 聖旨に 適へ るな り  (馬 太傳 十一 章廿六 節〕 


余 は 平安 を 得る 途を 知れり、 然れ ども 途を 知る は必 しも 途に 入る にあら す、 基督に 於け る 信仰 は 余 を 

罪より 救 ふ ものな り、 然れ ども 信仰 も 亦祌の 賜物な り (以弗 所 二 章 八 節)、 余 は 信じて 救 はる k のみ 

ならす 亦 信ぜ しめられて 救 はる.^ もの 也、 此に 於て か 余 は 全く 余 を 救 ふの 力なき ものなる を 悟れり、 

然れば 余 は 何 をな さんか、 余 は 余の 信仰 をも祌 より 求む るの み、 基督 信徒 は絕 間な く 祈るべき なり、 

然り 彼の 生命 は祈禱 なり、 彼尙ほ 不完全 なれば 祈るべき なり、 彼 尙ほ信 足ら ざれば 祈るべき なり、 彼 

能く 祈り 能 は ざれば 祈るべき たり、 惠 まる \も 祈るべし、 ^はる、 も 祈るべし、 天の 高き に 上げら る 

る も、 陰府の 低き に 下げら る、 も 我 は 祈らむ、 力なき 我、 わが 能 ふこと は 祈る ことのみ。 

" But  what  am 1 ？ 

An  infant  crying  iu  the  nig.llt 

An  infant  crying,  for  tlie  liglit. : 

And  no  lang-lulg-e  luit  a  cl.v. " 

然 らば 我 は 何なる か、 

夜) 晤 くして 泣く 赤兒 * 
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泣く より ほかに 言語な しハ 
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自 序 

此著は 余が 家族と 共に 聖書 を講讀 する の 際に 談 せし 所の もの を宽 集して 一 書に 纏めし 

も の な り 。 

余 は 此書を 編纂す るに 當て 多くの 註解 書に 賴らざ りき、 これ 余の 淺識と 境遇との 許さ 

ざ b し 所な りしの みならす、 世に 呈す るに 鸚鵡 的 直 譯樣の 註解 書 を 以てせん こと を 恐 

れ たれば 也。 聖書 は 其 物 自身に て 甚だ 解し 易き もの 也、 故に 註解 者の 主眼 は 可成 丈け 

僅少の 助言 を 以て 本文 を讀 者に 解せ しむる にあり、 讀者は {且 しく 簡單 明晰なる 本文と 

常 に 誤認 な き祌靈 の 訓示と に依賴 して、 註譯 者の 言 は單 に參考 としての み 採用すべき 

也。 本文の 註 譯に加 ふるに 「精神」 を 以てせ ，0、 之 ゎ路得 記に 關 する 著者の 所感 を述 

べし ものにして、 其當を 得た ると 然ら ざると は 勿論 此 優美なる 古文の 價直 を 加減せ ざ 

るな， 90 

余は爱に友人大^15正健氏€此書に與へ られし鄭重なる撿閲を謝す。 

明治 二十 六 年 十月 

自 序  二 〇 五 
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.  京都に 於て 

內村鑑 

附記 此 ま2 脫稿は 本年 七月 下旬に ありたり。 


有名なる ベ ン ジャミ ン—、 iK^:^^^: ^背て 使臣と して 怫國の 朝廷に ありし や、 革命 時期の 前に 當 つて 

無神論 無宗敎 の 最も 流行す る 時な りき、 —t^ 氏 彼 自身 も 時 の 基督 敎に對 し て は餘り 熱心なる 人に あらす 

して、 彼の 本 園に ありし 時 は 彼 は 常に 無宗敎 家と して 見做されし 人な りき、 然るに 怫國に 到りて 時の 

學 者と 稱 する 者の！！ りに 基督 敎を 嘲弄す る を 聞きて、 時に 或は 彼等の 淺薄 不敬 を 歎じ 措く 能 は ざり し 

事 ありし と 云 ふ、 一 日此 種の 學者 (彼等 は 自ら 「フ ヰロソ ー フ」 哲學 者と 稱 せり) 數 名と ある 旅館に 

相會 せし や、 哲學者 は 口 を 極めて 「バイブル」 の 野卑に して 文學 的の 趣味に 乏しき を 嘲け り、 高言 罵 

倒 實に人 をして 閒 くに 堪へ ざら しめたり、 1^,^ グ，^ ン，' の 基督 敎に 冷淡なる も 今 は 彼の 父母の 宗敎 の 

爲に 一 の 辯 護 を 試みざる を 得ざる に 至れり、 依て 直に 同宿の 女優 某 を 乞 ひて 是等 哲學 者の 前に 舊約聖 

書中 を讀 ましめ たり、 然れ ども 先づ其 書の 何たる を 明言せ す、 只學者 輩に 告げて 曰く 「余 は 近 

頃 東洋の 舊 記より 一お .15 を 得たり、 今 女優 某 君の 親切に 依って 之 を 諸君の 前に 朗讀 せんとす」 と、 滿 

座肅然 たり、 女優 は 精神と 感情と を 込めて 路得 記を讀 めり、 哲學者 等 は 其 文意の 高 妙なる と 其 趣向の 

？举 純淸廉 なると を 賞 嘆して 止 まざりき、 讀み 終りて 滿 場の 學者等 は 深く フ |-_^ 「^^の 厚意 を 謝し、 

且つ 問うて 曰. く、 「s あ 君 は何處 より 得し や、 其 美 其 妙 未だ 曾て 余輩の 味 は、 ざる 所な り」 と ■ 

,,フ，1^ は 賞 嘆の 止む を 待て 肅然 として 起って 告げて 曰く、  r 是實 に贵公 等の^ 視 嘲罵して 止 まざりし 古 
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き^^寄屮に記載しぁる路得の記なり」 と、 而 して 後默然 たり、 哲學者 鞏今は 赤面 語る に 言な く、 ； 人 

去り 一 一人 0} き、 暫時に して.： 至， s: フ 氏と 女優 を 除く の 外 は 人な きに 至れり と U 

プ T フ I ン —ク— リンの 頓智、 「哲學 者」 の 無學、 路得 記の 絶妙、 共に 此 一 小話に 載せて 間然た る 事な し、 聖 

書 を 批難す る 人 は 聖書 を讀 まざ る 人たり、 書 を 以て 啻に 嚴 格なる 倫理 のみ を敎 ふるもの と；^ す る 人 

は 未だ 架 書 を 知らざる 人な り、 摩 西 律の 下に 生長せ し圃， は、 啻に 嚴肅 なる， H  |ホ. 、「の 命 t のみ を 知って、 

溫雅 なる {\^ 族の 風 、優美なる 待 客の 習を輕 する 者な りと 考 ふる 人 は 未だ 猶太 國： の 內部を 知らざる 人 

なり、 慘 憎た る戰^ の 中に、 滔々 たる 預言と 共に、 優雅なる 此 記事の 禅 入 せらる、 あり、 是實 にぎ 太 

國：^ 下 El" の狀 態に して、 其詩人.、.^^ヒデを#;生せしもの、 共 預言者 サ I ム |ェ —ル  1 を 人と ならしめ し 者、 义時 

滿 ちて^ 界の大 光^に 臨まん とする や、 .，ナ ザ. T の 僻村 一 小ェの 茅屋.！： に 於て シャ p ン の薔藏 花の 如き 

雄 Hi を 像 造りし もの は 實に路 得 記に 載す る {豕 庭 生涯の 然 らしめ しものに あらす して 何ぞ や。 

此 記に 載す る 所 は^かに 猶太 人民 家 挨の狀 態に 止まらざる なり、 之 を 敎现學 上より 論 すれば、 攝理に 

關 する 問題、 媳 たる ものが その 《 姑に 對 する 義務、 信徒 未 信徒 問 結婚 問題、 —殊に 神 愛 神擇の 不偏 不 

黨を敎 ふるに 至りて は、 恐く は 聖書 中此 記事の 如く 最も^ 晰 にして 设も 美妙なる は あらざる べし、 共 

文に.^ -飾 あるな く、 其 記事に 隱蔽の 痕跡 だ もな し、 余 繁之を 疑 はんとす る も 能 はざる なり、 若し 力— ー, 

叫.^ の 言の 如く  r 歷史は 實例を 以て 敎 ふる 哲學 なり」 とせば、 路得 記の 如き は 僅々 數千 字の 內に無 

量の 深意 を 抱 含す る 哲學と 云 はざる を 得す、 其 記事の 明瞭 淡白なる、 最少 量の 常識 を する 人 も 之 を 

解す る を 得べ く、 其 敎訓の 深遠なる、 以て 國 2;^ の €2- 心 を 刺戟す るに 足る、 無飾簡 短に 記載 せられし 事 

S に 隙る 戯曲の あるな し、 天の 高 節 良 操 を 導く 其 道 は 平易に して 猶奇 接の 如く、 自然にして 猶 詩歌の 


如し。 

らと  し し さ 

此記 元は 士師 記の 一部と して 存せ しか ども 後に 一書と して 之に 附 せらる、 に 至れり、 余輩 此 記の 始め 

て 成りし 年月 を 判然と 定む るに 由な し、 叉 其 記者の 如き もた に 憶測に 留まる のみ、 其 ダビデ 王の 血 

統に關 する を 見れば 或は 預言者 サム H ルの 手に 成りし ものと せんか、 然れ ども 數 多の 世界 文學 と共に、 

此 書の 秀逸なる 文學 上の 慎 値 を 有する こと は、 之 を嗜讀 する に當 つて 其 年代と 著者の 詳 かなる を 要せ 

ざるな り。 

然れ ども 文學 上の 秀逸なる にあら す、 叉 敎理學 上の 功 用 あるに あらす して、 其我國 今日の 實際 問題に 

大關係 を 有する が 故に 余輩 は此 書に 無上の 價値を 置く ものにして、 玆に之 を 世に 紹介す るの 勞を 取り 

しなり、 余が 此著を 半ば 終りし 頃、 耕 雲 翁なる 人 あり 「良 操」 と 題して ー篇を 基督 敎 新聞に 投ぜ り、 

其幽麗 なる 文字の 中に 能く 余の 云 はんと 欲す る 所 を 記し たれば 余 は、 左に 其 全文 を揭げ ぬ、 

W 操 は婦の 最も 缺 くべ からざる ものに て 人の 妻た る もの、 夫が 茶屋 狂 を すれば とて 自分 もまけ ぬ 

氣 になり、 そば 屋に 飛込み 芝居 や 寄席に 夜 を ふかし、 男が 遊女に 耽れば とて、 そ を 諫めん とも や」 

す 自分 も 買 喰したり 男 を 引 入れ、 夫が" 一 口 云へば 妻 も  一 口 云 ひ 返し、 頭 を 打てば 打 返し 活潑 など 

云へば よき 様 なれ ども、 一休が 面白く 詠れ たる 「さると いふ 夫に 妻 はいぬ とい ふ、 猿と 犬との 喧 

嘩 なりけ ひ」、 男尊女卑 は 元より 野 蠻國の 特有 物 なれ ども、 つまり 婦は順 性の もの 故 あまり 出す 

ラ,、  Vx:!i  ふ どい  につ ほん  ，ひ さ を  をん た 

ぎた より 「ふまれても^ た，；^, ぼ、 の笑顏 かな」 の 風情 こそし ほらし けれ、 日本に て 貞操 ある 婦と 

いへば 偖 は 袈裟 御前、 或は 誰彼と いふ、 併し 「我 男げ に 大切に 思 ひなば など 姑の みにく かるべ 

き」、 とはいへ 媳と 姑と は何處 にても， 中の 惡 いものと 見え、 六ケ敷 文字 を 姑 字と いふ 諺の 出來る 
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i 至れり、 此 は媳惡 いとい ふ 意な りと か、 また 「さなき だに 重きが 上の さよ 衣、 わがつ まならぬ 

かな  つ. **  ぢゅ-フ ぢ，. -5 か 3 

つまな かさね そ」 とは當 世に 叶 はぬ とて 立派な 夫の ある 上に も 二重 三重に 重ねる もの あり、 「若 

し. なば 人に とも 淫婦に あらす」 (口 マ 七 章 三 節) とて 夫の 葬式の 夕、 再婚の 相談 せられて 

前約 あれば とて 斷 りしと い ふ も あまり 早き にあら やや、 聖書に も 良 操 ある 婦人の 談話 を 記せり、 

むかし. ェ リメ  ：r めと 云 ふ 人 ありし が、 死て 其 妻 ナオミと 一 一人の 男子 マ P ン と：^ リオン 殘り 居る、 

1 1 人の 男子 はおの-/, \モ アブの 婦人 を 妻に めと る 一 人の 名 は.^ パ 一 人 はルト なり、 かくて 十餘 

年 問 共に 住居り しに， F^y と キリ オン も 亦 死せ り、 ^は 先に 夫に 死別れ 今 叉 一 一人の 男子に 死 

後れ、 失望の 極、 1 一人の 媳を 呼て 其 元の 家に 歸る こと を 八 叩す、 オル パは歸 り 行きし が T, トは 如何 

に 云 ふと も の 傍 を 離れす、 「我 は汝の 行く 所に 行き、 汝の 死ぬ る 所に 我 も 死て 其處に 葬ら 

るべ し」、 と 云 ひて、 其 後な がく 忠實に 姑 ナ！^ に 仕へ たり、 詳敷事 は舊約 聖書の 路得 記を讀 

で 知るべし、 斯く 貞操 ありし かば 異邦の 婦人で ありながら 救 主の 先祖た る を 得し なれ、 唯 四 章の 

短き 談話 なれば 御 婦人 方 讀み味 ひた ま へ、 

路得記 は實に 聖書 の 女大學 と稱す ベ き 者な り、 著者 の 十餘 年間 の 聖書 の 攻究 は 未だ 今日 世に 稱 する 基 

督敎 婦人なる もの . ^思想と 行と を 以て 聖書の 勸誘 する 道と は 信す る 能 はざる なり、 今日 世に 稱 する 女 

權 なる もの は 聖書の 基督 敎に 助けられて 發 達せし や 否や は 未だ 識者 間の 大 問題に して、 現に 有名なる 

女 權擴張 者 H リ 1.1^ ベ I ス、— スめ 婦人の 如く、 敎會 歷史の 泰斗 フランシス、 一一 ュ ー マン 氏の 如く、 基 

督敎を 以て 女權仲 張の 大 妨害物と 見 傲す 者 © からす. 男女 同 權論を 維持 せんが 爲め 保羅彼 得の 言より 

.聖 語 を 引用 せんとす る は爲し 得べ からざる 事な り、 (聖書 を 以て 女權擴 張の 大 妨害物と する 議論の 一 


班 を 知ら と 欲する 者 は --Has  Cliristianity  wenentted  woman?"  by  Klmibeth  C.Stanton, 

Ncrtll  Anlerism  Ilevi2v  ；  May  1886. を 見 よ 」 

聖書の 理想的 婦人 は從 順の 婦人な り、 卽ち權 利を爭 はざる 婦人な り而 して 余輩の 見る 所 を 以てすれば 

東洋の 理想的 婦人 は 反て 聖書の 理想と 相 符合す る ものにして、 今日 歐 米に 流行し 稍 や 巳に 我國に 輸入 

せられし 西洋 婦人の 理想の 明瞭なる 聖書の 敎訓と 矛盾す る 所 多き が 如し。 

余輩 之 を 云 ふ は 強ち 基督 敎の 主義 を 曲げて 我 國在來 の 習慣と 投合せ しめんと 勉む るに あらす、 今日 世 

に 偏 僻なる 忠孝 論者 ありて 國人を 欺く こと は掩 ふべ からざる 事實 なり、 余輩 は是等 論者と 和解 せんこ 

とを勉 むる 者に あらす、 然れ ども 事實 は事實 にして 人力の 動かし 得べき にあら す、 歐 米の 風習 必 しも 

聖書の 理想に あらす、 我國の 古俗 必 しも 反 聖書 的に あらす、 我等 は 事實と 眞理の ある 所 を 探って 時世 

の 流說 に 漂 ふべ からざる なり。 


貞 操 


路得記  ニニ 一 

各 辱ち 

, や 言 

內村鑑 三 著 


れん， 5」，， 


一 S 不幸の 讀 

#  S  ： せき くべつ 

姑媳 の苦刖 

第 一 章 士師の 世 を をさむる ときに 當 りて 國に饑 謹 ありければ 一 個の 人 その 妻と 一 一人の 男子 を ひきつ 

れ てべ ッレ ヘム ュひ C を 去り モ アブの 地に ゆきて 寄寓る、 二 その 人の 名 は IH^^ レク、 その 妻の 名はナ 

¥^、 その 一 一人の 男子の 名 は マロン 及び キリ オンと いふ、 べッレ ヘム ュダの 「H フラ テ」 人な り、 彼 

  III をつ と  しし  

等モ アブの 地に いたりて 其處に をり しが、 三 ナオミ の 夫 H リメ レ ク 死て ナオミと その 一 一人の 男子の こ 

さる、 E 彼等お のく， の 婦人 を 妻に めと る、 その 一人の 名 は： 1^,^ とい ひ、 一人の 名 は ルツと 

いふ、 彼處 にす むこと 十 年 計に して、 五  >1« ^ン 1 と. キ，^ .1^ 刁の 二人 も 亦 死り。 

斯く， 5^、、 「は 二人の 男子と 夫に * れ しが、 六モ ブの 地に て 彼 Tnr,^ そ の 民を眷 みて 貪 物 を 之に たま 

ふと 聞ナ にば、 その 媳と i もに 起て モ アブの 地より 歸 らんと し、 七 その 在る ところ を 出たり、 その 二 

人の 媳 これと-も にあり、 彼等 ュダの 地に かへ らんと 途 にす \ む、 A 爱に ナオミ その 二人の 媳に いひ 

チ るよ、 


汝らは ゆきて おの- (\ 母の 家に か へ れ、 汝らが 彼 死た る 者と 我と を 善く 待 ひし ごとくに 願 はく は 

U バ， またなん ぢらを 善く あっか ひた ま へ、 九ね がはく は ^^^.、へなんぢらをして各々その夫の家 

に て 安身 處を えしめ たま へ 

と、 乃ち 彼らに 接吻し ければ 彼ら 聲を あげて 哭き、 十 之に いひけ る は 「我ら 汝と、 もに 汝の 民に かへ 

らん」 と、 十一， ナ— ォ  1^ いひけ る は、 

女子よ 返れ、 汝ら なん ぞ 我と & もに ゆく ベ けんや、 汝らの 夫と なるべき 子猶ほ わが 胎 にあらん や- 

士ー 女子よ かへ り ゆけ、 我 は 老い たれば 夫 を もつ をえざる なり、 假說 われ 指 望 ありと いふと も、 

こよ ひ をつ と  ひととなる 

今夜 夫 を もっとも、 而し てまた 子 を 生む とも、 ま ー汝ら これが ために 其 子の 成 生まで まち をる ベ 

けんや、 之が ために 夫 を もた すして ひきこもり をる ベ けんや、 女子よ 然 すべきに あらす、 我 は H 

の 手の のぞみて われ を 攻めし こと を汝ら のために 痛く うれ ふるたり、 

十 彼ら また 聲を あげて 哭く、 而 して ォ— づハは その 姑に 接吻せ しが、 ，，5. は 之 を 離れす、 十 E 是 によ 

りて ナオ ミ またい ひける は、 

あ ひよ *  A ひ 

視ょ汝 の 妯娌は その 民と その 神に かへ り往 く、 汝 も妯娌 にした が ひて か へるべし、 

十六， ル— ッ いひけ る は、 

汝 をす て汝を はなれて 歸る こと を 我に 促すな かれ、 我 は汝の ゆく ところに 往き、 汝の 宿る ところ 

にや どらん、 汝の民 はわが 民なん ぢの祌 はわが 神な り 十七 汝の 死す ると ころに 我 は 死にて 其處に 

葬らるべし、 若し 死別に あらす して われなん ぢと わかれな ば エホバ —われに かくな し 又 かさねて か 

くな した ま へ、 


路 # 記  ニー  K 

十  <  彼媳が 面く 心 を さだめて 己と、 もに 來 らんと する を 見し かば 之に 言 ふこと を 止めたり。 

(解 釋) 「士師 の 世 を をさむる 時」 卽ち， 31^ より サム ェ— ル 迄の 間 を 云 ふなり、 俗に 猶太 國の 英雄 

時代と 稱す、 ,3y  ^は ザ— ル， の 子なる を以 て 此 書に 記す る 所 は 多分 士 師 サム ソ ンが世 を 治 め し 

頃の ことならん か、 故に 紀元前 千 三百 年頃と 見て 大差な かるべし、 卽 ち我國 の歷史 以前な り。 

〇 「國に 饑饉 あり」 猶太 國に 機饉 多き こと は、 ャ コ ブ、 10 セ フの話 等に て 明，^ なり、 然れ ども 此 

に ^謂 饑饉な る もの は必 すし も 五穀の 不熟を 謂 ふに あらす して、 隣國 よりの 人寇に 依りて 田畑 を 

荒され、 衣食の 道 を 絡た る、 こと を もい ふなり、 如 斯 掠奪の 屢々 ありし こと は士師 記の しるす 

所たり。 

〇 「マ ロン」 は 「病 者」 の 謂な り、 「キリ オン」 は 「羸弱」 の 意な り、 人名と して は 忌 はしき 

名 なれ ども 猶太 國の 習慣た る 子を擧 げし 時の 父母の 境遇 感情 等に 依りて 之に 名を附 せし もの なれ 

ば、 父 1{^.>TX ックの 常に 病身な りしより 此名を 二子に 附せ しもの.^ 如し、 是れ 父子 三人の 相繼 

いで^ 失せし を 以て 知る を 得べ し、 (創世記 三十 五 章 十八 節 を參考 せよ)。 

〇 「H リメ レック」 卽ち 「我が 神 は 王な り」 との 意な り、 讚美の 語な り、 彼の 父 彼を舉 げしと き 

の 感情な らん、 「ナオミ」 は 「我の 喜び」 の 意な り、 以て 父母の 愛兒 たりし を 知るべし、 ， カバ I ル 1 

の妻ァ II、 ビガ I ル 1 (撒 母 耳 前 二 五 〇 三) と は 「父の 喜」 の 意な り、 猶太 人名の 何ぞ 優美に して 情 を；：^ 

むる の 深き や。 

0 「オル パ」 は 小 鹿の 謂 ひ、 「ルツ」 は 「善き 友」 の 意な り、 共に 婦人の 名と して は 最も 適當な 


る 者な り。 

〇 「ベ ッレ ヘム ュダ」 はュ ダ州 のべ ッレ ヘム にして、 、め、 も) K. 大王の 生れし 處、 耶穌 基督の 降誕の- - 

地な り、 H ルサ ム より 南 二 里に あり、 今尙ほ 人口 三千 を 有する 一市 街な り、 其 多分 は 巳に 廢顔 > 

に屬 す、 以て 古代の 隆盛 を 察する に 足る、 猶太 高原の 中部に 位し、 沃饒 とは稱 すべから ざる も 農 

業 を 以て 昔時より 有名の 地な り、 「エフ ラテ 」 は ベ ッ y へ—. 4. 近邊 の總稱 なりし が 如し、 預言者 米 

= ^の 語に 「 H フラテ の ベ ッレ ヘム」 (五 章 一 一節) あり。 

〇 「モ アブの 地」 と は 「死海」 東岸に 濱し、 の 子 Ij^ 月の 子孫の 住居せ し處 なり、 其 全盛の 

時代に 當 つて は 北はャ ボック 川より 南 は サレド の 溪流. に 至る まで 悉く モア ブ 人の 領地たり しが、 

猶太 民族の 加 南 侵入 前に ァ モリ 人の 寇 する 所と.^ り、 終に その 領地 を しぼめら れて 僅かに 「死海」 - 

東岸 の 南半 を 保持す るに 至れり、 是卽ち TFI 力 の 地と 稱 する 處 にして， ェ y/H^ の 家族 の 移住 

せし 處な り、 是 より 北 を の 國と稱 し (巾 命 記 一 章 五節、 同じく 地と 譯 せり)、 めン川 

に濱せ し 部分 を の 平野と 呼べり ( K 數記略 二十 二 章 一節)。 

〇 「H ホパ その 民を眷 みて 云々」 卽ち饑 謹 去りて 豐年 再び 来りし をい ふなり、 豊富 は 勿論 祌の惠 

なり。 

へ つと  おちつ.？，」 -- 一ろ  しんぶ  おちつ 

〇 r 各々 その 夫の 家に て 安身 處を えせし めた まへ」 汝等 再嫁して 新 夫の 家に 落 付かん こと をとの 

意な り、 未だ 年若き 寡婦に 對 して は 最も 至極なる 勸め なり。 

〇 「接吻」 は 離別の 時の 挨拶な り。 

1、 ャュ  はら  で I ヒ りつ  えんせき 

〇 「汝ら の 夫と なるべき 子猶 わが 胎 にあらん や 云々」 摩 西 律 は、 人 死 すれば 彼の 最近の 緣戚 たる . 


ものが、 その 妻 を 娶り子 を 擧げて 其 家系 を 絶た ざら しめたり、 (申命記せ 五 章 五より 十 節まで、 

馬 太 傳廿ー 一章 廿 ral 節)、 ^し 緣戚 たる もの 未だ 齢に 建せ ざれば： S は 亡夫の 家に 留まりて 弟の 長づ 

る を 待つべき なり、 (创批 記卅八 章參考 )、 閜く 我國石 見！： 和 野に 於て 一 此習惯 ありと。 

〇 「エホバ われに かくな し 叉 かさねて かくな した まへ」 誓の 詞 なり、 多分 手眞 似と 共に 言 ひし 語 

ならん、 其 意 は 我 若し 此誓を 破らば 祌は 我に 災難の 上に 災難 を 加 へ 玉 へ となり。 

(精神) 出 所 去就 は 人生の 大襄 なり、 輕々 しく 決行す ベから す、 我等 一難 を 避けん として 反って 百 

難 を 招く 事 あり、 我等 は 目前の 艱難 を 見る と雖も 遠方の 困苦 を 察せざる 者な り、 魏々 たる 山嶽 も • 

距離 を 隔て めば 滿圓 1^ なる が 如し、 我等 思へ らく 此地 に^する^ 苦 は 彼 地に なからん と、 

行いて 彼 地に 到れば 矢張り 同じ 世の中に して 彼 地に は 彼 地の 困苦 あり、 故鄕に 於け る 難より 免れ 

ん として 反て 骨 を 異境に 埋む るに 至りし は 豈に獨 り エリ メ レツ 1^ のみな らん や、 艱難 は堪 ふる を 

以て 第一 とす、 逃る は危險 多し。 

〇 基督 信者 は異敎 信者と 婚 すべから ざる か、 ェ リ メ レ J メ！^ の 二子 はモ アブ の 婦と婚 す、 是 猶太 國に 

於て は 異例なる が 如し、 昔時 神の 子が 人 (^) の 娘と 婚じ てより 神の 震 怒 を 招きし とか や (創世 

記 六 章 六 節)、 異敎 人と 結婚す ベから すとの 敎訓は 摩，， 西 律の 緊要なる 條項 たるが 如し、 .m. 命 記 七 

章 三 節に 曰く、  . 

また 彼等と 婚姻 をな すべから す、 汝の 女子 を 彼の 男子に 與ふ ベから す、 彼の 女子 を汝の 男子 

に娶 るべ からす、 


之に 對 照して 約 書 亜 一 一十三 章士 一節、 以士喇 九 章 十一 一節 を 見よ。 

猶太の 慣例と して、 摩 西の 訓命 として、 異敎 人との 結婚 は 禁ぜら る、 にあら す や。 

基督 敎會が 其 信徒た る 者が 異敎 信者と 結婚す る ことに 對し 常に 不同意 を 表せし 理由 は 哥林多 後書 

六 章 十四 節に 於る 保羅の 言に 依る とい ふ、 其 言に 01  く、  ， 

なん ぢら 不信者と 耦ふ たかれ、 蓋義と 不義と 何の 侶た る ことか あらん， 光と 暗と 何の 交る こ- 

とか 有ん。 

故に 若し 聖書の 訓 命より 論す る 時 は 信徒 未 信徒 間の 結婚 は 禁ぜら る& もの k 如し。 

然るに 同じ 聖書 中に 全く 此敎訓 に 反する 記事 を 記載す る こと © からす、 摩 西 彼 自身の 妻チ ッ ボラ 

 むすめ  ヶ なん   ョ -ン ァ  ち-? つ、 7、V15*- 力-こ 

はミデ アン， 人. HI 一 カ—ロ の 女な り、 加 南の 遊女 ラハ ブは約 書亞の 佐官た る忠直 豪邁なる サルモ ンの娶 

る 所と なりし のみたら す、 猶太 歷史に 於て 最も 誠實な る 最も 信仰に 富める 婦女と して 數 へらる、 

にあら す や、 (馬 太傳 一章 五節 を參考 せよ)、 而 して 福 昔 記者が 救世主の 血統 を 記さん とする や、 

幾多の 賢婦 淑女の あるに 關 せす、 此加 南の 遊女と モ アブの 婦人 路 得の 名 を 擧げて 萬 世に 迄 彼等の 

名を傳 へしめ たり、 (馬 太傳 一章 基督の 系圖 中、 女子 は 只 三 名 を 記す のみ)、 これ その 內に 無言 

の說 敎の存 する にあら す や、 猶太 婦人の 最大 希望 は 救^主の 母た らんと する にあり き、 子な くし 

て 死せ し 婦女 を悲 むの 理由 は 重に 此に存 したり、 (士師 記 十一 章卅 九、 四十 節 を 見よ)、 然 らば 

この 榮譽の 地位が 遊女の， ラ —へ.. 1^ と，, 3^ の 婦^、 「に與 へられし の 理由 は 蓋し 基督 敎の敎 理に存 す 

る 深遠なる 奥義なら す や、 余は此 書の 終に 於て 此點 に關 する 余の 說明を 試みん と 欲す。 

〇 誰か 云 ふ 聖書 は 姑 媳の關 係を輕 する 者な りと、 誰か 云 ふ媳は 姑に 對 して 一 の 義務 を 有せす と、 敬 


^と 注意と を 以て 聖書 を 研究せ すして 支那 日本に 於け る 姑 媳の關 係 を 冷笑す る 浮薄 女 7 は 何物 ぞ， 

姑と 媳 との 關係は 東洋に 於る 女子 道徳の 緊要なる 條件 なり、 女 大學、 女 今 川、 姬鑑、 夜の 鶴 等 女 

子德 育の 敎科 書と して 我 園に 用ひ來 しもの は皆靈 きを 此關 係に 置け り、 女子た る もの は 其 最愛の ■ 

良お の 爲に良 夫の 父母に 子 事すべき は理の 最も 見易き 者に して、 良 夫 逝る の 後 は 彼に 替 つて 彼の 

老父 母 を 看護す る は是實 に美德 とい はざる を 得す、 勿論 媳と 姑と は 一 つの 血統 上の 關係 ある. に 多 

らす、 若し 法律上の 義務より 論 するとき は 良人 逝く の 後 は 妻た る 者 は 彼の 家 を 去る も 可な り、 然 

れ ども 德は 1 の附與 する 權利を 放棄す る處に 於て 最.^ 著し、 余は緖 言に 於て 路得記 を 聖書 中の 女， 

大 學と稱 せり、 紫 書の 此 章と 女 大學の 左の 敎訓と を 照合せ よ、 

一、 女子 は 我家に ありて は 我 父 a に 專ら孝 を 行ふ理 なり、 され ども 夫の 家に 行いて は 專ら. 

し VNi し-ひとめ ，7， がお いっく  力た  しう..」 

嫁 を 我 親よりも 重んじて 厚く 愛しみ 敬 ひ 孝お を盡 すべし、 親の 方 を 重んじ 舅 のかた を輕 

んする ことな かれ、 嫁の 方の 朝夕の 見廻 を闕 くべ からす、 嬉の 方の 勤むべき 業 を 怠る ベ 

からす、 若し 嫁 の 命 あらば 愼み 行いて そむく ベから す、 萬づ のこと 舅 姑に 問 ふて 其敎 に. 

任すべし、 舅 姑 もし 我 を 憎み 誹る とも 怒り 恨る ことな かれ、 孝を盡 して 誠 を 以てつ かふれ 

ば 後 はかなら す 中よ くなる 者 也。  . . 

〇 姑ナ. 1^ は 二人の 媳に その 家に 歸 りて 他家に 緣 付ん 事を勸 む、 是姑 たる もの k 爲 すべき 事な り、 

姑と 媳 との 關係は 素より 情誼の 關係 なり、 然る を 情誼 を 以て 妙齢の 女子 を 縛らん とする は 姑た る 

もの- - なすべからざる ことなり、 媳の 姑に 事 へんと する もせざる も 全く 媳の 自由に 存 せり、 ナオ 

ミは 一 家の 不幸 を 己 一 人に 負 ひ其媳 をして 平安 を 他に 求めし む、 愛すべ きかな デォミ の 心底よ、 


世に 姑媳 に眞 情の 缺乏 する の 理由 は 一 は媳 たる もの、 我儘に 存 するな るべ けれども (殊に 近世 

に 於て. K ズ 亦. 大に 姑 たる もの k 心得 違より 生す る こと は 逆 ふべ からざる 事實 なり、 此姑ぁ 

りて 何 ぞ此媳 なからん や。  レ基 

支那 日本の 倫理の 最大 缺點は 長者が 小者に 對す るの 義務 を 明かに せざる にあり、 女 大學は 媳が姑 

に對 する の 義務 は 叙して 遺す ことなしと 雖も 姑が 媳に對 する 義務と 敎訓と を 載せす、 聖書 は 姑に 

る ものに 對 して 特別なる 敎訓を 載 1 ざれ ども、 其 精神より 推す とき は 左の 如く 論すな らんと 信す， 

汝 姑 たる ものよ、 汝の媳 を I ガ はれよ、 渠女は 神が 子と して 汝に與 へし ものな り、 汝の實 子 

に 勝る 愛 を 以て 渠女を 導け よ、 渠女は 未だ 無經驗 なり、 是渠女 は汝の 特別なる 敎訓を 要する. 

理由に して、 汝 より 缺點を 摘 示さる k の 理由に あらす、 汝も 一度 は渠 女の 如く 汝の 父母 を 去- 

って 他人の 家に 嫁せ し 人な りし、  汝の 受けし 苦痛と 心配と をして 汝の媳 にあら しむる 勿れ、 

汝 已に媳 たるの 情 を 知れり、 汝 は.^? 'は 推察に 富める 姑たり 得るな り、 汝も 女子 を 有するなら 

ん、 而 して 不 遠して 汝の 女子 も.^ 手に 渡さざる を 得す、 「わけて そだつる 程 もな く、 人手に 

渡す ダ郎 花」、 汝が汝 の 女子が その 姑た る ものに 待遇 されん こと を 欲する が 如く 汝も汝 の媳ノ 

を 待遇せ よ、 矜恤 ある もの は 幅たり、 k 人 は 矜恤を 得べ ければ なり。 

〇 媳 オル パは 一度 は 担し と雖も 終に 姑の 言 を容て 去る、 余輩 は 彼女 を 批難せ す、 彼女 も 「死た る 者 

と 我 (姑) と を 善 待 ひ」 たり、 んマ や 良 夫 はなき 人の 數に 入り、 彼女 は 母の 家に 歸て 可な り、 彼. K 

は 一 人前の 女子た るの 義務 を盡 せり、 願く は I エホバの 恩惠 彼女の 上に あれ。 

然れ ども， ^は¥ ^へに 勝りて 美な り、 彼女 は 終生 姑 と共に せんとす、 , ナオミの 懇切なる 說 l^f. 


は 彼女の 決心 を 動かす 能 はす、 女子た る もの 一度 其 夫の 家に 嫁す、 何ぞ 再び 父母の 家に 歸る ベけ 

んゃ， 夫の 家 は 我の 家な り、 夫の 母 は 我の 母な り、 夫の 國は 我の 國 にして 夫の 神 は 我の 祌 なり、 

我 は ：！ 取 早— モ It^ ブ I の婦 にあら すして イスラ H ル の 挨に屬 する ものな り、 我 は エル メレ IST^ の 姓 を 犯 

して 死なん、 我 は マ  1^ の 妻と して 葬られん、 我に 歸家 を勸 むる もの は ぞ、 若し 死に あらす し 

て 我 を 我が 夫の 家より 離 もの あれば T¥T の呪詛 我と あれ かしと、 女 大學、 に 曰く、 

一、 婦人 は 夫の 家 を 己が 家と する 故に 唐土に は 嫁を歸 ると いふ、 我家に かへ ると いふ こと 也、 

1 でつ と  ひんせん  それ  しあ t- せ 

たとい 夫の 家 貧賤 な り とも 夫 を怨む ベから す、， 天より 我に あたへ たる 家の 貧 は 我 仕 合の 惡し 

き 故な りと おも ひ、 一 度 嫁して は 其 家 を 出で ざる を 女の 道と する こと 古 へ 聖人の 敎へ なり、 

鳴 呼 「死海」 の 東岸に 添 ひ、 亞拉比 isi 國の 北部に 接し、 砂礫 茫 たる 處に r ケ モシ」 の 偶像の 前 

に 俯伏し、 常に 異敎 迷信の 名 を 以て イスラ ヱル 人に 贬視 されし. yf- 力， 人中 此婦 ありと は、 誠に 實 

に 神 は 偏らざる 者に して 何れの 國民 にても 神 を 敬 ひ 義を行 ふ 者 は その 聖 意に 適 ふ 者な り (使徒 行 

傳十章 三十 四、 三十 五節)、 如是の 美德 或は 神の 特別の 選擇を 蒙りし イスラ H ル" 人中 又 見ざる 所 

ならん (馬 太 傳八章 十 節 を 見よ)、 宜 なる 哉 神 はこの 異敎 信者 を 取リ、 彼女に 世の 救 主の 祖母た 

るの 榮光 を與 へられし と は。 


第二 段 の 

寡婦の 歸鄕 

十九 かくて 彼等 一 一人 ゆきて 終に ベ ッ レ へ ム にいたり しが、 ベ ッレへ ムに いたれる とき 邑 こぞり て 之が 

ために さわぎた ち、 婦女 等 「是 はナ 、、なるや」 とい ふ、 一一 +,,?,7 彼等に いひけ る は、 

-  ぐる  —い. U 

我 を ナオミ (樂 し) と 呼ぶな かれ、 マラ (苦し) とよぶべし、 H ホバ 痛く 我 を 苦め たま ひたれば 

なり、 三我盈 足りて 出た るに H ホバ我 をして 空しくなりて 歸 らしめ たま ふ、 T¥〈 我 を 攻め、 

全能者 われ をな やました まふに 汝 等なん ぞ我 を， 3^ と 呼 や、 

-   ■  — I ,.  よも I—  ■  M ！ Mh  i  II  お ** むぎかり 

三 ー斯く ナオミ その モ アブの 地より 歸れ る媳モ アブの 女ル ッと& もに 歸り 来れり、 卽ち 彼ら 大麥 刈の 

初にべ ッレ ヘム に 至る。 

(解 釋) 「ナ— .R,^  (樂 し〕 …… T-N- (苦し)」 猶太 人 普通の 詞使 ひなり、 英語に て 之 を cuomatcpoeia 

とい ふ、 卽ち 意より 名 を 造る とい ふ、 「お 樂」 の 名 今 は 我に 適せす、 「お 苦」 とい ふべ しとな り。 

0  rH ホバ 痛く 我 を 苦め 云々」 普通 ユダヤ人の 觀 念に 依れば 事業の 成效 家運の 隆盛み な 之れ を， H 

ホ. 八 我と 共に あると 稱し、 失敗 困難 は 皆な 神が 我 を 攻め 苦め 玉 ふとな せり、 深き 宗敎 的の 觀念を 

有せし 證 なり。 


〇 r 大麥 刈の 初」 四月 上句な り、 小麥 刈に 先つ 事 二 ヶ月。 

(精神) 人の 一 生 中 榮譽の 極と 稱 すべき 時 は 錦 衣 を 纏 ひて 故 鄕に歸 ると きなり、 之れ に反して 恥辱 

零落の 極と は 縷衣を 纏ひ悽 然として 故人に 面する ときな り、 而して^^の境遇は實にこの悲歎 

の 極な りき、 思へば ft に 十 年 前の 昔、 愛する夫に 導かれ、 强壯 なる 二子に 伴 はれて、 心强 くも 去 

りに し 故鄕、 今 は 一 人となり はて、、 憑るべき もの は異國 の賤の 寡婦の ひとり、 曾て ありに 

ひ， --で  あ >  ii の ふ  5 きょ  、ふ 

し 財産 も、 今 は 人手に 渡されて、 明日の 煙 も 如何にして、 立て 過ぎな む賴 なき、 浮世 は 人の 惠に 

て、 渡らん 事の つれな さよ、 ァ 、ぎ斯 なると 知りし ならば、 我 も 13^ の假屋 にて、 砂漠の 露と 

消えに しもの を。 

然れ ども 神 は 終 極 迄 其 子 を追窮 せざる なり、 暗黑 その 極に 達する 時 東天の 將に 白まん とする 時 

にあら す や、 彼女の 良 節なる ル は 明朝 將に食 を 乞 はんが 爲 めに 近隣の 田畑に 至らん と 欲す、 

而 して 慈悲に 富める 攝理は 此载婦 孝女の 心を憐 み、 天使 を 遣 はして 此 零落に 沈む 老若 5 寡婦 を 救 

はんとす、 漢土の 昔 譚は必 すし も 悉く 妄談 にあらざる なり、 の祌は 天の 神に して 孝子 は 彼 

の 特^なる 保護の 下に あり。 


， 三 ルス 攝理 の敎導 

3  -  _  S て： ちよ け， さ，. 

貞女の 謙 退 

结ニ章 ^l.hr ^に その 夫の 知己 あり、 卽ち， ェ， w.«r レ |ぺ の 族に して 大 なる 力の 人な り、 その 名 を ボア ズ 

とい ふ、 一一 兹にモ アブの 婦ル |ッ>ナ1 ォ 1^ にい ひける は 「請 ふわれ をして 畑に 行かし めよ、 我 何人 かの 目 

のま へに 恩 をうる こと あらば その 人の 後に したが ひて 穗を拾 はん」 と、 ，，i^l^ 彼に 「女子よ 往く べし」 

とい ひければ ーーー乃ち往き遂に至りて刈者の後にしたがひ田にて穗を拾ふ彼思はすもT^^レI*^■の挨な 

る ボア ズの 田の 中に いたれり、 K 時に ボ， R 力 べッレ ヘムより 來り、 その 刈 者 等に 一一 一一 a ふ、 「ねが はく は， H, 

ホバ汝 等と ともに 在せ」 と、 彼等すな はち 答へ て 「ねが はく は ョ.¥^汝 を， した まへ」 とい ふ、 ポ 

  かる も Q み i は しらべ  むすめ  かる， HQ み tsji  ！ 

アズ その 刈 者 を 督る撲 にい ひける は、 「此は 誰の 女なる や」、 六 刈 者 を 督る人 こたへ て 言 ふ 「是 は， 

 . I  ！  ；  ,  ,  i  :.  へ  かるらの -rs しろ 

ブ フの 女に して モ アブの 地より ナオミと. - もに 還りし 者なる が 七い ふ 『請 ふ 我 をして 刈 者の 後に した 

が ひて 禾 束の間に 穗を ひろ ひ あつめし めよ』 と、 而 して 来りて 朝より 今にいた るまで 此 にあり、 其 家 

に やすみし 間 は 暫時 のみ」、 八 ボ？； I  * ス， 刈 力 にい ひける は、 

V すめ  ひ 二」 け  こ. -  しもめ 

女子よ 聽け， 他の 田に 穗を ひろ ひに ゆくな かれ、 又此 より いづるな かれ、 わが 婢 等に 離れす して 

ニゝ  .hi  は. U け  5 しろ  わ ゲきも 

此に をるべし、 九 人々 の 刈る ところの 田に 目 をと めて その後に したが ひゆけ、 我 少者 等に 汝 にさ 

亍っ  うつ；！ J  わ. ft きも 刀 

はるな かれと 命ぜし にあら す や、 汝渴く 時 は 器の 所に ゆきて 少者の 汲める を飮め 


i, 十 彼すな はち 伏して 地に 拜 して 之に いひけ る は、 

我 如何にして 汝の 目の前に 恩惠を 得た るか、 なん ぢ 異邦人なる 我 を 顧みる と は 

と。 千 1 ボア ズ こたへ て 彼に いひけ る は、 

こ しう とめ  し. り 

汝が 夫の 死した るより 已來姑 に盡 したる 事、 汝 がその 父母お よび 生れた る國を 離れて 見す 識す 

の 民に 來 りし 事、 皆 われに 聞え たり、 ねが はく は， ST ペ汝の 行爲に 報いた まへ、 十一 一ね がはく は 

I-  國  つ i5 さ  じ ， 、い 

イスラ H ルの神 エホバ、 卽ち汝 がその 翼の 下に 身 を 寄せん とて 来れる 者、 汝に 十分の 報 施 をた ま 

はんこと を 

彼い ひける は 

主よ、 我 をして 汝の 目の前に 恩 をえ さしめ たまへ、 我 は 汝の仕 女の 一人に も 及ばざる に汝 かく 我 

なぐさ  か  つかへ め ねんごろ 

を 慰め、 斯く仕 女に 懇切に 語りた まふ、 

十 W ボ， 3^ かれに いひけ る は 

食 is| の 時は此 にきたり てこの パ ンを食 ひ、 且つ 汝の 食物 を この 醋に 濡らせよ 

v.ot^ かたはら   I やきむ ぎ  のこり ，で さ 

と、 彼すな はち 刈 者の 傍に 坐し ければ ボア ズ烘麥 を かれに 與ふ、 彼 くら ひて 飽き 其 餘を懷 む、 

.   わ. K もの  ； i  ^ 

十 K かくて 彼 また 穗を ひろ はんとて 起き あがりければ ボア ズ その 少者に 命じて いふ、 「彼 をして 禾束 

あ ひ"  は-つか  て ，1 ことさら  ねき お， 0 

の 問 にても 穗を ひろ はしめ よ、 かれ を 奢し むるな かれ、 十六 且 手の 穗を 故に 彼が ために 抽 落しお きて 

彼に 拾 はしめ よ、 叱るな かれ。」 

〈解 釋) 「知己 あり」 ボ， f\<l は， ェ， 列 メ レック，. の 知人な りしの みならす 叉 彼の 親戚たり し は 後に 明か 


なり。  . 

〇 「ボ— ァ I 力」 は 「活 澄なる もの」 の 意な り >  「大 よる 力の 人」 と は 豪家 を Ik ふ。 

〇 「穗を 拾 はん 云々」 利 未 記 十九 章 九 節に 曰く、 

でん〉 こと <^ か 

汝らの 地の 穀物 を穫る ときには 汝等そ の 田野の 隅々 まで を 盡く穫 る 可から す、 亦汝の 穀物 の 

遣 穗を拾 ふべ からす、 

又 申命記 一 一十 四 章 十九 節に 曰く 

でんや  ひと. ufe でんや  .，p, へ 

汝 田野に て 穀物 を 刈る 時 もし その 一 束 を 田野に 忘れお きたらば 返りて これ を 取る ベから す、 

他國 の 人と 孤 子と 寡婦と にこれ を 取らす ベ し、 然 せば 汝の神 H ホ バ . 凡て 汝が 手に 作す ところ 

の 事に 祝福 を 降した ま はん、 

ひんじゃ  つ 八の こ.. ：■  あ  せい  で 1- t 

貧者 は 畑に 行いて 穗の摘 遣 を 拾 ひて 食に 充てし なり、 固 法に 此制 を設 く、 摩 西 法律の 慈善 的. なる 

察すべし。 

,  いま  ，ゆ" たやび と  しんじつ 

〇 「願く は H ホ、 、ハ汝 等と 共に 存せ」 又は 「汝を 祝した まへ」 皆 猶太 人 挨拶の 語な り、 その 深實に 

して 敬神 的なる 察すべし、 近時の 猶太 人 も 日常の 挨 接に ェ alom  aleyclicm 「さろ む、 あれいへ 

む」 の 語 を 用 ゆ、 卽ち 平和 (神の〕 汝 にあれ の 謂な り、 是 使徒が その 書翰に 屡々 用ゐし 語調に し 

T1 *た びと  力 *-、3  y-*}. き 

て 猶太 人 特有の 語調な リ、 各 國备々 その 挨拶の 語 ありと 雖も如 斯信實 にして 敬畏に 富める もの 

は あらす。 

〇 「なん ぢ 異邦人なる 我 を 顧みる」 と は. T 「は 異邦人と して 己の 賤 しめらる、 を 知れり、 是れ實 

に 劣等 國 の：！^ が 優等 國に 至りし 時の 感 なり。 


(精 祌) 天の 恩惠は 坐して 待つ ベから す、 希望 は勞觸 にの み^す、 悲歎に 沈みて 只 不幸 を 歎す る も 

の は 神の 敎^ に 1^ か る を5^^、 昍勉な る？！^ は殆 んど 乞食に 均しき 業な りと 雖も 彼女の 姑の t レ" め 

に 喜んで 之に 從事 せり、 而 して 見よ 皇天 は 孝女 を その 注くべき 所に 導き 給へ り、 汝 不幸の 内に. §• 

吟 する ものよ、 一 t 苦 を 後に して 働に 行け、 神 は 汝の爲 めに 逝 を ii き、 終に 汝 のお を 拭 ひ 給 はん。 

〇 異國の 人に して 來て 「イスラ エル」 の 中に ある もの (殊に 貧困 流浪の もの) は 懇切と 慈愛 を 以て 

接すべし と は 摩 西 律の 緊要なる 條. 1^ なり、 利 未 記 十九 章 三十 三、 三十 節に 曰く 

vro.i.-t  しひ. U 

他國の 人汝ら の國に 寄留り て汝と k もに 在らば これ を虐 ぐるた かれ、 汝 等と，. - もに 居る 他國 

の 人 をば 汝ら の屮に 生れた る もの、 如くし、 己の 如くに 之 を 愛すべし、 汝等も ヱ ジブ トの國 

に 客たり し 事 あり、 我 は 汝らの 祌，2 川， なり、 

义. m. 命 記 十 章 十八、 十九 節に 曰く" 

(エホバ は) 孤 兒と寡 it のために. 雜判を 行 ひ、 また 旅客 を 愛して これに 食物と 衣服と を與へ 

たま ふ、 汝ら 旅客 を 愛すべし、 そは汝 らも H ジ ブトの 國に容 たりし 事 あれば なり、 

其 他 舉す るに？ あらす、 之 を 其 時の 諸 隣國に 於け る 異邦の 人 は 直ちに 擒 にして 奴隸 となし、 叉 

は 東洋- S 阔に 於け るが 如く 常にぎ 授背酷 を 以て 外人 (特に^ 等國 民) に對 せし に 比すれば 三千 年 

前の 猶太 國 ^の 風俗の 遙に 君子 的に して 優美なる を 知るべし。 

〇 富豪 ボ ズはー 賤婦が 己が 畑に 德を拾 ふ を 咎めす、 反って！^ 和 を 以て 彼女 を勞 はる， 父なる 神の 

資在を 知る ものに 取 h て は、 貧富 貴賤の 區 分の 存 するな し、 見よ 雇人が その 雇主に 對 する 何ぞ親 


愛に して、 雇主が 雇人に 對 する も 亦何ぞ 態態なる を (四 節)、 雇主 雇人の 關係 をして 買人賣 人の 

關 係の 如くなら しめ、 後者 は 前者の 奴隸 にして、 前者 (-1 々傲慢 なれば 後者 をして 益々 卑屈なら し 

むる こと は 眞實に 一 神敎を 信す る國に 於て は 決して あるべからざる なり、 こ、 に 於て か 近世 經濟 

撃 上の 大 問題た る 資本家と 勞働 人と の^ 櫟 は現然 たる 道德 の缺乏 より 来る を 知る を 得べ し、 富 は 

へ？、 • たつ きづし-さ  .U ふとき いやしき  こ 

遜 て 貧に 接し、 責が 賤 に對 する に 禮と眞 實とを 以てせば、 社界 上經濟 上の 難問に して 氷解せ 

ざる もの 幾何 か ある。 

〇 ボ ズ， の 謙遜に 對 して， ル I スの謙 退に 注目せ よ、 ルツ は 四海 兄弟、 男女 同權を 利用して ボア ズ よ り 

保護と 親切と を 要求せ ざり しなり、 天與の 特權を 利用して 自己の 利 慾を充 たし 快樂と 安然 を 得ん 

と 欲する もの は此特 權に與 かるの 資格 を 有せざる ものな り、 基#敎 が 夫た る ものに 命じて 妻た る 

もの を勞り 見よ と 云 ふ を 以て、 妻た る ものが その 夫の 慈愛に， ^ かる を 以て 當然の 事と 思 ひ， 反て 

不遞を 以て 夫に 迫り、 親切の 足らざる を 以て 彼を責 むる が 如き は、 此 種の 無識を 示す ものにして- 

如 斯妻は 基督 信徒た るの 待遇 を受 くるの 資格な きもの 也、 F 婢 たる ものが ボア \ ^の 行 を 以て そ 

の 主に 迫り、 の 受けし 待遇 を 己に 與へ よと 要求す る 時 は、 全然 之 を 担んで 可な り、 ^ は 身 

分 不相應 の 接待と して ボ TT ズの 親切に 與 りたり (十 節 井に 十三 節)、 卽ち 彼女 は此 接待に 價 値す 

る もの、 みならす、 終に は 豪家の 婦 たり 得る 眞價该 を 有せし ものな り、 ソ 口 モ ン箴言 十六 章 十八 

節に 曰く 

驕傲 は 滅亡に さきだち、 誇る 心 は傾跌 にさき だつ。 

〇， ルツの 負 節 已にボ F 力の 耳に 達せり (十一、 十二 節)、 天に 口な し 人 をして 言 はしむ、 天に 耳な 
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し 人 をして 開かし む、 天使と は 特種の 靈を云 ふに あらす して、 神の 心 を 有する 普通人 間 を 云 ふな 

り、 ボ ズ I の 如き 是眞 正の 天使なら す や、 英語の Missionary  (宣 敎師) Minister  (敎 法師、 牧 

師) 等の 語 は哲遣 はさる \ もの k 義 なり、 卽ち人 を 救 ひ 助く る 爲に遣 はさる、 人 を 云 ふなり、 而 

して 心 を盡レ 意 を盡し 神に 事 ふるもの は 何人も 宣敎師 なり、 牧師な り、 卽ち 天の 使な り、 善人 

と は 義務と して 特刖に 善 を 爲す人 を 云 ふに あらす、 職業的の 慈善と 職業的の 傳 道と は 1丄" 人の 最も 

忌 嫌 ふ 所の ものな り、 眞 善人の 善 は 彼の 常 性と して， 何人に 對 しても 時と 處 とに 關 せす 發 表する も 

のな り、 昆ょ ボア ズの 善行 は 如何に 自然にして 如何に 單 純なる を、 「是 故に 若し 機會 あらば 衆の 

人に 善 を 行べ し、 信仰の 徒に は 训て之 を 行べ し」 (加 拉太書 六 章 十 節)、 善 を 行す に 時と 人と 場 

所と を 撰ぶな かれ。 

〇 矜恤 ある もの は 福な り、 其 人 は 矜恤を 得べ ければ なり (馬 太 傳五章 七 節)、 能く 夫に 事へ て眞 に、 

能く 姑に 事 へ て 順なる もの 如何で か 矜恤を 得すして やまん。 

第 s 段 Si の， 

援助の 到来 

卜^ 彼 かく 薄暮まで 田に 穗を ひろ ひて その 拾 ひし もの を撲 ちしに 大麥 一 斗 許 ありき、 十 A 彼すな はち 

之を携 へて 邑 にいり、 姑に その 拾 ひし 者 を 見せ、 且 その 飽きた る 後に 懷 めお きたる 者 を 取 出して 之に 


あた ふ、 十九 姑 かれに いひけ る は *  • 

汝今 日 何處 にて 穗を拾 ひしゃ、 何の 處 にて 工作き しゃ、 願く は 汝を眷 顧みた る 者に 幅祉 あれ、 

彼すな はち 姑に その 誰の 所に て 工作き しか 之 を吿げ ていふ、 

今日 われに 工作 をな さしめ たる 人の 名 はボ， 3<| とい ふ、 

 よめ 

二十 ナオミ 媳 こ-いひ ける は、  . 

願く は Tnr 、パ， の 恩 かれに いたれ、 彼 は 生ける if と 死ねる 者と を棄 てす して 恩 を ほどこす、 


ナオミ 亦 彼に いひけ る は、 

わ れ ら ち. ひ  あ； t な ひび と 

其 人 は 我 倚に 緣 ある 者に して 我 倚の 贖 業者の 一 人な り、 

一 一 一 TFI>^ の女ゲ ッ，. いひけ る は、 

かりいれ こと/..、  わか きらの か り 

彼 また 我に かたりて r 汝 わが 穗 刈の 盡く終 るまで わが 少者の 傍 を はなる、 なかれ - といへ り 

と- ニニ，， IT ォミ その 媳 ルツに いひけ る は、 

〈.1 すめ  しら 力ら  いづ  き .>  i-< か はたけ  t ^ 

女子よ、 汝 かれの 婢 等と、 もに 出る は 善し、 然れば 他の 田に て 人に 見ら る、 こと を 免 かれん 

1  一 一！； 是 によりて 彼ボ ァ ズ の 婢等 の 傍 を 離れす して 機 を ひろ-ひ、 大麥 刈と 小麥 刈の 終にまで およぶ、 彼 

しラ とめ 

その 姑と ともに をる。 

(解 釋) 「生ける 者と 死ねる 者」 眞 正の 友人 は その 友の 生ける と 死せ ると に關 せす その 爲 めに 盡す 

な り 、 は 死せ る 親戚の 爲 めに 生ける 遺族 を 助けし なり。 

i  ^  X 仁け  れ いに ノ、 

〇 「他の 田に て 人に 見ら る、 こと を 免が れん」 女子た る もの 如何に 零落す ると 雖も 此知覺 なかる 
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ベから す、 以て の 苦さ を 察せよ。 

〇 「小麥 刈の 終り」 六月の 末な り。 

(精神) 姬鑑は 左の 記事 を 載せり、 

ちん ャ. う ふ  ちん  二 

漢の陳 孝 は 陳の國 人の 娘な り、 年 十六に て をと こ あり、 いまだ 子な かりけ るに、 その をと 

こお ほやけ 事に よりて、 遠き さか ひに 差遣け る、 家 を 出で ける 時 妻に むかひて、 「我と ほく 

5r つれば 生死 さだめが たし、 老いた る 母 ひとり あれ ども これ を 養 ふべき はらから もな し、 我 

もし 歸ら すば おこと よくやし な はめ や」 とい ひければ、 やすく ことうけ して 出 だしゃり ぬ、 

然るに そのごと く をと こ はかなく なりて か へ らす、 赛 あけくれ うみ 絲 ぎして しう とめ を 養な 

ひ、 身 を かたく まもりけ り、 をと この 爲 めに 三と せの 服 はてぬ るに 及びて、 さとの 父母 かれ 

が 年 わかくて 子 もな くや もめと なりぬ るを憐 みて 一 一た び こと 人に あは せんとす、 妻な げきて 

いふ やう、 「ぬし わかる、 ときに © の 養 ひ をた のみお き、 我 これ をう けたる に 侍り、 しかる 

に 母 をす て &養ひ はてざる は義に そむけり、 人と いひつ る 事た がふる は 信 をう しなへ り、 義 

もな く 信 もなくて はいきて 世に あるべき 道な し」 とて、 みづ から 死なん とする もよ ひ を 見て 

ち、 母お それて 止みに けり、 斯くての ち猶 おこたりなくし うとめ を 整 ひ、 三十 年 をへ て 年 八 

十 あまりと いふに しう とめ は を はりぬ、 その 國の 守より 此事を 奏しければ、 孝 文 皇帝き こし 

かね  み  こうえき  >-> 

めして やがて 勒使 をた てられて、 金 をお ほくた び、 身 を を ふるまで 公役 を ゆるされ、 名 を 孝 

と 給 はりに けり、 それ 人の よめと なりて、 , し-つと、 しう とめに 孝 ある こと、 をと こ あり 子 


ありて なさけ ふかきが ゆ ゑな りと^の つねに は 思 ふべ けれど、 さに は あらざる たり、 一 -Jir ひ 

をと こに 身 を まかせぬ る 時より、 ながく 義を たて 信 を まほり て、 し，^ と、 しう とめ をば 正し 

きわが 親と 見る 故な り、 をと こと 子との ある もな きも その 道つ ゆた がふ 事 あらん や、 孝婦此 

ことわり を 明かに 知るべし、 をと ことわ かる X とき、 ともに いひつ る 事た がへ じの ために 信 

義 をた つべ しとい ふ は、 た 5- 父母に こた ふる 詞 にて 信義 此 ときより 始まる に は あらざる べし- 

東西 無 一 一理、 誰か 云 ふ 文明 國の 、因 て 立つ 聖書 は 自由の 權利を 女子に 附與 すると 同時に 支那 的 日本 

風の 姑 媳の關 係 を 打破す る ものな りと。 

〇  " 〇 In.otller,  laiutsg-  on  youl-  l.cad 1 

r  Poor  sister  .whom  tlie  righteous  S1151 ！ 

" Tllel.e  comes  for  vou,  el.e  life  a-ud  streng-tll l」e  done, 

" An  arm  to  bear  your  loful  "ll?he  ode  oi  Life. 

途に疲 かる &我 兄弟よ、 

義人の 賤 しむ 我の 姉妹よ、  - 

生命と 力の 盡 きざる 前に、 

重荷 を 取 去る 援助 來る ぞ。 
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第五 段 ！！ f の^!- 

禾 場の 哀訴 

こゝ しう とめ 1  

第三 章 爱に姑 ナオミ 彼に いひけ る は、 

女子よ、 我汝 の， 安身 所 を 求めて 汝を 幸たら しむる にあら す や、 二 夫汝が 偕に ありし 婢等を 有て る 

i, ひ  わ ひら しる ひと  --ノ ち a  ひ  から- ,1 

彼、 4^ ァズは 我 儕の 知己なる にあら す や、 視ょ彼 は 今夜 禾場 にて 大麥を 凝る、 一一 一 然れば 汝の身 を 洗 

あぶら  二ろ も  5 ちゆ -、 ：  ,、 ひのみ 

ひて 膏を ぬり、 衣服 を まと ひて 禾 場に 下り、 汝を その 人に しらせす して その 食 飮を終 る を 待 て , 

£ 而 して 彼が 臥す 時に 汝 その 臥す 所 を 見 とめおき、 人り て その 脚を掀 開り て 其處に 臥せよ、 彼な 

んぢ の爲す ベ き 一 .1 と を汝に つげん 

と， 五 ルツ 姑に いひけ る、 

汝 がわれ に 一一： 一 S ふところ は 我 皆た すべ し 

と、 六すな はち 禾 場に 下り、 凡て その 姑の 命ぜし ごとくな せり。 

七 借 ボア. スは 食飮 をな して その 心 を たのしませ、 往 いて 麥を 積める 所の 傍に 臥す、 是に 於て 彼 潜に ゆ 

き、 その 足を掀 開り て 其處に 臥す、 A 夜半に およびて 其 人 畏懼 をお こし 起き かへ りて a るに、 一，^ の 

,>,ん.；4  ん-ん な  し. 0*  t 

婦 その 足の 方に 臥し ゐ たれば、 九 r 汝は 誰なる や」 とい ふに、 婦 こたへ て 「我 は 汝の婢 ルツな り、 汝 

r, らめ ；，， ；ぷ  も. か^ひ- ひと  , 

C 裾 を もて 婢を湲 ひた まへ、 汝は賵 業者 なれば なり」 と、 十 ボア ズ いひけ る は、 


子よ、 ねが はく は エホバの 恩典なん ぢに いたれ、 汝の 後の 誠實は 前のより も 隙る、 其は汝 貧き 

と 富む と を 論ぜす、 少き 人に 從 ふこと をせ ざれば なり、 十一され ば 女子よ 懼る、 たかれ、 汝が言 

ふところの 事 は 皆 われ 汝 のために なすべし、 其 はわが 邑 の人呰 なん ぢの 賢き 女なる を しれば なり- 

.HIM はまこと に！^ 業者な りと 雖 ども 我よりも 近き 贖 業者 あり、 十一 一一 今夜 は 此に住 宿れ、 朝に お 

よびて 彼 もし 汝 のために 履 ふなれば 善し、 彼に 賵は しめよ、 然れど 彼 もし 汝 のために 贖 ふこと を 

好ます ば- H ホ バは活 く， 我汝 のために 贖 はん、 朝まで 此に 臥せよ 

，こ、 十 S, ル， V 朝まで その 足の 方に 臥して 誰彼の 辨 じがた き 頃に 起き あがる、 ボア ズ此 女の 禾 場に 來り 

しこと を 人に しらし むべ からすと い へり、 十五 而 してい ひける は r 汝の 着る 挂衣 を將 ちきたり て 其 を 

開けよ」 と、 卽ち 開きければ 大麥六 升 を 量りて 之に 負 はせ たり、 斯 くして 彼邑 にいたり ぬ。 

十六 まに ルツ その 姑の 許に 至る に、 姑い ふ、 

女子よ 如： E ありし や 

と、 彼すな はち 其 人の 己に なした る 事 を ことぐ く 之に つげて 十セ而 してい ひける は、 

むなして  し-つ とめ ちと  しょ- フ 

彼 空手に て汝の 姑の 許に 往く なかれと いひて 此六 升の 大麥を 我に あたへ たり、 

しう とめ 

十八 姑い ひける は、 

女子よ 坐して 待ち 事の 如何にたり ゆく か を 見よ、 彼 人 今日 その 事 を爲終 へす ば 安ん ぜ ざるべ けれ 

ばな り。 

ち. f- ひ -，ー  .f. み われ み .ui  . つれい つ  や .  , 

(解 釋) rn ホ バは活 く」 誓の 語な り、 神 我 を a3 給へば 我 偽 はら じとの 意な り。 


〇 r 大麥六 升」 は六桝 なり、 殆んど 我の 二 斗 三 升 程な り。 

(精神) 此隶 に對 して 起る 第一 の 批難 は、 是 醜行 猾蹇の 記事な りと 云 ふに あらむ、 余 は 聖書の 記事 

なりと て 醜 を 枉げて 美と なさ^るべし、 余は必 すし も 高らかに 此章を 妙齢 女子 の 前に 讀む事 を 勤 

めざるべし。 

然れ ども 讀 者よ、 汝は此 記事 を 以て 據汚 淫逸の 記事と なす か、 然 らば 再三 之 を 熟讀し 見よ、 而し 

て汝が 以て 日本 文 學の經 書と 思 ふ 源氏物語、 伊勢 物語 等の 記事と 比較し 見よ、 前者 は 憚らす して 

事實 有の 儘 を 記す る も、 後者 は艷文 麗詞を 以て 言 ふに 忍びざる の據 汚を掩 はんとす るが 如し、 汝 

知らす や、 潔き 人に は 凡の 物の きょき こと を、 此 装飾な き 記事 を 見て 淫念を 起す が 如き もの は自 

己の 無 ，罪 を 疑 ひて 可な り。 

是 或は 時の 風習な りしな らん、 (今より 三千 八 百年 前の 我國の 風俗 は 如何な りし や： r 或は 法律 

上 夫妻た るべき の 資格 を 有せ り と て 叫 の 所 置 を恕す る も 可なら む、 或は の敎 咬に して 倫 

现に 外れし ものな りと 云 ふ も 妨げな し、 我等の 注目すべき 點は 他に あるな り、 卽ち， ル 1「 がその 姑 

の 命 を重ぜ しに あり、 ボ^^ズの所謂少き人に從ふことをせざるにぁり、 男女の 交際 必 しも 禽獸慾 

の爲 めの みに あらざる なり、 卑陋なる 汝の 標準 を 以て 潔，： n 男女の 行爲を 1^ する 勿れ。 

〇：？77 は 老練の 婦人な り、 彼女 は 配合の 祕密を 知れり、 彼女の %s は道德 的に は あら ざれ ども 亦 

不道徳と 稱 すべから す、 如何なる 母に して 其 娘 子 を 新郎に 紹介 せんとす るに 當て 化粧 装飾 を勸め 

ざる もの や ある、 これ 普通の 人情な り、 聖書 を讀 むに 常に 祌學者 的 又は 倫理 學者 的の 眼 を 以ての 


みすべ からす。 

しづ..」 め めい  びん.. つ 

0 異敎國 の 女子 未だ 自由結婚の 奥義に 明かなら す、 只 姑 の 命 之れ 重ん す、 女 權擴張 者の 憫察す る 

所なる べし。 

〇 小婦 哀訴 を爲 してより 男女の 間 一 禮を缺 かす、 ボ T.l<, の 驚愕 (八 節) 祝 幅 (十 節) 敎訓 (十一、 

二  f ヾ けん  二と.，..，、 :. う  vt は ひ  かの をん な  せん 

十二、 十三 節)、 悉く 嚴 にして 悉く 優な り、 彼 は 近鄉の 豪族に して 齢 巳に 高く、 彼 婦は異 國の賤 

婦 にして 年 はな ほ 少し、 彼 は 彼女 を 呼ぶ に 「むすめ こ」 を 以てし、 彼女 は 彼を崇 むる に (主) を 

以て 稱す、 彼等 をして 終に 夫妻たら しめし もの は 義務に して 情慾に あらす、 義務的の 結婚 亦 時に 

は 天の 命す る 所なら ざる を 得ん や。 

の 哀訴、", カズ， の 承諾、 共に、 潔白なる 良心より す、 然れ ども 喃々 たる 世評 或は 汚备を 以て 貞 

操 義俠の 名を據 さん こと を懼 る、 如 斯 時に 際して は 祕密は 分^の 命す る 所な り (十四 節)、 保羅 

曰く 爾曹の 善 を 以て 人に 謗らる & こと を爲 すな かれと (羅馬 書 十 ra 章 十六 節)、 ボ カズの 注意 は 

當然 なり。 

然 らば 良心 潔白なる 時 は 如何なる 交際 も 之 を 避く るの 必要な きか、 余は此 問に 答へ て 曰 ふ、 

一 、 義務 を罄 くさん とする に當 つて は 世評の 喃々 勿論 遍 るに 足らす、 然れ ども 名譽は 無益 

に 放棄すべき ものに あらす、 不注意なる 男女の 交際 は it 誇 を 招く の危險 最も 多し、 (殊に 我 

國の 如きに 於て は)、 出来 得る 丈け は 避く るに 若 かす。 

したが  ケ ベて G ちの 

二、 自由 を 得る を機會 として 肉に 循ふ 勿れ、 (加 拉太書 五 章 十三 節)、 心 は 萬 物よりも 偽る 

者な り (耶利 米亞記 十七 章. K 節)、 我等 は 肉の 欲する 所に 理を 附會し 易き ものな り、 聖書 を 

R 得 記  ニー 二 五 


懷に すれば とて 注意な き 男女の 交際 は危險 なしと 云 ふ を 得す、 暗夜に 獨り 歩行す る 時、 潘れ 

ん とする 小 女 を 救 ひ、 彼女 を 家に 伴 ひ 行く は 義務たり、 驚 怖戰慄 なく 實行 して 可な り、 然れ J 

ども 義務の 要求せ ざる 男女の 交際に 義務の 名を附 すべから す、 快樂を 目的と する 女の 交際 一 

を 謹めよ。 

i  じふ.、  こと SK 

〇 豪 富 の 人、 ポ ァ ズ は 貧者の 濉苦を 忘れす、 彼女 の 母に 贈る に 大麥六 升を以 てせ り、 貧者 は 慰め の 言 

のみ を 以て 送 返す ベから す、 必す 之と 共に 實物を 以てすべし (雅备 書 二 章 十五、 十六)、 猶太 人 

理想的の 富んで 善なる 人の 資格 は 左の 如し、 

我 もし 貧き 者に その 願 ふところ を 進し めす、 

寡婦 をして その 目お とろ へ しめし 事 あるか、 

または 我獨み づ か ら 食物 を啖 ひ て 、 

孤 子に これ を啖 はしめ ざり しこと 有る か、 

ヽヽ ヽヽヽ /• ヽヽ、 ヽヽヽ ヽヽゝ ヽヽヽ  一 

われ 衣服な くして 死 せんとす る 者、  一 

あるひ は 身 を 覆 ふ 物た くして 居る 人 を 見し 時に、  ..i 

その 腰 もし 我 を 祝せ す、 

また 彼 もし わが 羊の 毛に て溫 まら ざり し 事 あるか、  ， 

われ を 助く る 者の 門に をる を 見て、 

我 みなしごに 向 ひて 手 を 上げし 事 あるか、  、 


然 ありし ならば 肩 骨より して わが 肩お ち、 

骨と はなれて わが 腕 折よ。 

(約 百 記 三十 一 章 十六、 十七、 十九、 二十、 二.!； ■ 一 、 一 一十一 一節) 

. 世に 「富める もの」 は 多し、 叉 善なる ものに 乏しから す * 然れ ども 「富んで 善なる もの」 これ 世 

の 最も 要する 所に して、 最も 得難き ものたり、 人の 慈悲 囊は 金囊の 膨脹す ると 同時に 牧縮 する も 

のなる が 如し、 二者 正比例 に 膨脹す る もの は 神の 特別の 恩 惠に與 りし ものに あ ら ざれば 能 はす。 

第 六 段 ？ 遍 

新婚の 證認 

：ゝ  I   あがな ひびと よ VJ 

第 四 章 爱に ボア ズ 門の 所に のぼり 往 いて 其 處に 坐し ける に、 前に ボア ズの 一一 m ひたる 贖 業 人 過り け 

れば、 之に 言 ふ 「某よ 來 りて 此に 坐せ よ」 と、 卽ち來 りて 坐す、 ニ"^^^^、、スまた邑の長老十人を招き 

「汝 等此に 坐せ よ」 とい ひければ 卽ち 坐す、 1 一一 時に 彼 その 躓 業 人に いひけ る は、  - 

モ アブの 地より 還りし ヂ  、我 儕の 兄弟 IR,^ メ レ ク の 地を寶 る、 我汝 につげ しらせて 此に 坐す 

としょ. リ  お. b  あ. かた  あ. か： < 

るん々 の 前、 わが 民の 長老の 前にて 之 を 買へ と 言 はんと 想へ り、 汝 もし 之 を 贖 はんとお も は 躓 

もがな  あがな 

ふべ し、 然れ どもし 之を頌 はすば 吾に しらし めよ、 汝の 外に 牘ふ 者なければ なり、 我 はなん ぢの 


と、 彼 「我 これ を驢 はん」 とい ひければ、 五 ボア ズ いふ、 

汝 ナオミの 手 よりその 地 を 買 ふ 日に は 死せ る 者の 妻たり し モ アブ の 女 を も 買 ひて 死せ る 者の 

名 を その 產 業に 存 すべ きなり、 

六 隳業 人い ひける は、 

我 はみ づ から 噴 ふ あた はす、 恐く はわが 産業 を壞 はん、 汝みづ から 我に か はりて あがなへ、 我 あ 

がな ふこと あた は ざれば なり。 

七 昔 イスラ H ル にて 物 を 躓 ひ 或は 交易ん とする 事に つきて 萬 事 を 定めた る 慣例 は斯く の ごとし、 卽 

ち此人 鞋を脫 ぎて 彼 人に わたせり、 是 イスラ H ルの 中の 證 なりき、 八是 によりて その 贖ぎ 人 ボア— ズ 

にむ かひ r 汝みづ から 買 ふべ し」 とい ひて その 鞋を脫 ぎたり、 ぇボ カズ 長老お よび 諸の 民に いひけ る 

ネ少， 

あかし   十.. へ もちもの   I 

汝等今 曰見證 をな す、 我 H リ メレクの 凡ての 所有お よび キリ オンと マ 口 ン の 凡ての 所有 を ナオミ 

の 乎より 買 ひたり、 ト我 また， FT ン— の 妻な りし 「vr ァ ブ の 女，， ル ッを買 ひて 妻と なし 彼 死せ る 者の 名 

を その 產 業に 存 すべし、 是 かの 名 を その 兄弟の 中と その 處の 門に 絡た ざら しめん ためなり、 汝等 

あかし 

今日 證を なす、 

十一 門に をる 人々 および 長老 等い ひける は、 

われら 證 をな す- 願く ば， IT ホバ汝 の 家に いると ころの をして 彼の イスラ H ルの家 を 造りな した 

  ね V*t4  I   ちか. つ  , —— I 

る ラケルと レアの 二人の ごとくな らしめ たま はんこと を、 願く は汝 H フ ラタに て 能を 得、 べッレ 

へ ム にて 名 を あげよ、 十二ね がはく は 13バ —が此 若き 婦 よりして 汝に たま はんと ころの 子に 由つ 


て 汝の家 かの が ュ ダに 生みた るぺ レ ズの 家の ごとくな るに いたれ。 

(解 釋) 「門の 所に のぼり」 東方 國の 村落 多く は 石 塩 を 以て 繞 りたる 城邑 なりし、 而 して 城門 は 人 

民の 築 合 所に して 渾 ての 公判 を 要する 取引 は此 慮に 於て 行 はれし なり。 

〇 摩 西 律、 民法、 財産 編、 土地 寶買 並に 相 績法は 大概 左の 如し、 

r  V-0  らい  たびびと  やどれ る もの 

地を賫 るに は 限な く寶 るべ からす、 地 は 我 (祌) の 有 なれば なり、 汝らは 旅客 また 寄寓 者に 

して 我と、 もに 在るな り、 汝 らの產 業の 地に 於て は 凡て その 地を聩 ふこと を 許すべし、、 汝の 

i 弟 もし 零落て そ の 產業 を賣し こ と あら ば その 讀業 人た る 親戚 来り て その 兄弟の 賣 りたる も 

の を 履 ふべ し、 若し また 人の 之 を 贖 ふ 者 あらす して 己み づ から 之を隳 ふこと を 得る にいたら 

ば、 その 賫り てよりの 年を數 へて 之が 餘の分 を その 買主に 償 ふべ し、 然 せば その 産業に かへ 

もし  つ？.： *  かひ, 3 し 

る こと を 得ん、 然れど 若 これ を その 人に 償 ふこと を 得すば その 賣 りたる 者 は 買主の 手に r ョ 

ベル」 の 年まで 在りて r ョ ベル」 に 及びて もどさるべし、 彼すな はち その 產業 にかへ る こと 

を 得ん、 (「ョ ベル」 の 年と は 五十 年 目 毎に 来る ものと 知るべし )o 

(利 未 記 第一 一十 五 章自ー 一十三 節 至 一 一十 八 節) 

故に 土地 は 一 種の 世襲 財產 なりし を 知るべし、 相 續權を 有する もの， - 順序 は 左の 如し、 

第一 男子、 第二 女子、 第三 兄弟、 第 四 父方の 伯父、 第五 其 他の 親戚" 

十で  かひ， 0ビ  あ * かな  

相談 人 は 勿論 已に賫 却せ し 土地 を 買 屍す (履 ふ) 義務 を 有せり、 H リメ レックの 場合に 於て は 子 

なく 兄弟な く 伯父 なくして 此 責任 は 彼の 遠き 親戚な る ポ ァズに 及びし なり、 「ナオ、、 W を賽 ^?」 


路 0  s  二 Mo  , 

と は 勿論 M 手 に 度り 居りし 地 を 親近の 相續 人に 贖 はし めんと すとの 謂な り、 「モ アブの 女 ルツ を 

買」 は 勿論 IIH^^^ ッ I ク， の 世 製 財産と 共に 彼女 を 引取る べしとの 意な り。 

〇 r 棋を脫 いで 彼 人に わたせり」 權利 放棄の 證 なり、 (申命記 二十 五 章 九 節 參考) 

〇 「ラ— .3 と yRi  —flT ブ 7 の 妻な りし 事、 創世記に 明な り。 

0 「叫 3>JT めと Y,w」 (創世記 三十 八 章 を 見よ) 

(精； 5 智慣と 法律と が 要求す る 相 當の手 縫 は必す 履行す る を 善と す、 ぎ 親友 誼の 故 を 以て 之 を 怠 

る は 後に 危險 多き のみなら す、 反て 親密 を 破る の懼れ あり、 眞 正なる 懇誼は 律と 禮のド にの み^ 

す、 禮 あるが 爲 めに 冷却す る 懇誼は 放棄す る も 損耗な し。 

〇 H^l^ の 緣家某 は. HT^ 、みの 注意に 依て 亡 族の 遺 產を贖 はん 事 を 約せ しと 雖も、 之と 共に 異 

敎國の 賤婦ル ッ， を娶ら ざる を 得すとの 條件 あるに 依りて 終に に讓 りたり、 遺 產を蹟 ふ は 善 

し、 亡 族の 妻に 子を擧 ぐる は 迷惑 千 萬な り、 依って 託言 を 造りて 資を免 かる (w、 五、 六 節： r 

抑 も 彼 をして 此處に 出で しめし もの は 如何なる 理由に 依る や。 

1 、 緣」. > ^の 寡婦 を娶り 之に 子 を 舉げて 其 家 を 綾が しむる の 制 は 普通 猶太 人の 甚だ 厭 ひし 處 たりし 

が 如し、 故に 摩 西 律 は 嚴令を 設けて 此 義務 を 菜た さぐる もの を誡 めたり、 (.& 命 記 二十 五 章 

五節より 十 節 迄)、 而 して 之 を肯ぜ ざる ものに は嚴罰 あるの 例 を 示せり (創世記 三十 八 章 六 

節より 十 節 迄)、 余輩 は 爱に此 制の 善惡を 論ぜす、 然れ ども 義理 を 重ん する 猶太 人 は 神聖な 

る 義務と して 此 律に 循 ひたり、 然るに 某 は 猶太. 人た るの 責任 を 免が れんと 勉 めしな り。 


】 一、 彼 或は 思へ らく、 亡 族の 妻に 子を擧 ぐるの 責我之 を 忍ぶ を 得ん， 然れ ども 貶しむべき 異敎國 

の賤^！を娶るに至っては我の全く堪ふること能はざる所なりと、 ルツ の 異敎信 なりし 事 は 

彼 の 淺簿狹 ^な る 宗敎 心に 取りて は 解除す ベから ざ る 妨害な りしなら む、 或は 外形の 虛 飾ぶ 

I 止る がの 猜太敎 は 彼が 異敎 信者 を娶 りしと て 世の 批難 せん 事 を 恐れし ならん、 彼 は 多くの 猿 

猴 的の 宗敎 家と 均しく 異敎 信徒の 中に 潜伏す る 道德カ を貫視 する の 眼 を 有せ ざり しなら む、 

彼 は 衣服 叉 は 面皮の 上に 現 はる.^ 美 を 推測し 得る も 隱德の 美 を 賞 讚し 得 る の 心靈的 の 技能 を 

有せ ざり し 人な りしなら む、 卽ち 彼はル 「の 如き Jif 婦の 夫た るの 資格 を 有せざる もの なれば- 

彼 は 平々 凡 々位と 好 憎 を 共に し、 怜 例に 甘く 此世を 渡るべし、 然れ ども 攝理は 如 斯平 凡人 

間より して 世の 救 主 を 生まざる なり。 

0 古人の 祝詞に 注意せ よ C 十一、 十一 0、 何 ぞ簡單 にして 意味 深遠た る、 是當 世人の 社交的 挨 楼 に 

あらざる なり、 是ー の 虚飾に 止まる 祝 文朗讀 にあらざる なり、 是 祝福に して 祈禱 なり、 是 同情に 

して 願？」 iil なり、 虚飾、 虛首、 虚禮は 婚姻の 席 を 以て 最も 甚だしと なす、 佛敎 徒、 0 々敎 徒、 基督 

敎徒、 無 宗敎徒 皆然ら ざる はなし —— 悲夫。 
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第 七 段 ！！. ！の 

感謝の 寡婦 

土 一一 斯くて ボア ズ、 ルツ を娶 りて 妻と なし、 彼の 所に いりければ、 T¥ バ， 彼 を 孕まし めた まひて 彼 男 

子 を 生り、 十， 女 等 ナオミに いひけ る は    -. 

かな、 汝を 遺れ すして <lr 日 汝に贖 業 人 あらしめ たま ふ、 その 名 イスラ H ルに揚 

を なぐさむ る もの 汝の老 を 養 ふ ものと ならん、 汝を 愛する 汝 の媳、 卽ち七 人の 

もの、 之 をう みたり。 

りて 之 を 懐に 置き 之が 養育 者と なる 十七 その 隣人なる 婦女 等 之に 名 をつ けて 云 

れ たりと」、 其 名 を， オペ テと稱 り、 彼 は ダビデの 父なる ェ サイの 父な り。 

り も汝に 善き 媳」、 嗚呼 如何なる 媳 なりし ぞゃ。 

は 子を擧 ぐるに 勝る 名 春の あるな し、 石婦は 人類 中の 最も 憐 むべき ものな り、 

曰く、 

ホバ の 與へ給 ふゆ づり にして、 胎の實 は その 報， のた まものな り。 

として 懷^ 出產 の 事 を 記す るに 當 つて 少 しも 隱蔽す る 所な く、 常に 歡喜 感謝 の 


念 を 以て 之 を 記載せ り、 世界 文學中 最も 高遠な る 最も 優美な る 讚歌 は 懷 胎を以 て惠 まれし 婦人の 

口より 出で たり、 卽ち サム エルの 母ハ 叫ナ， 'の 歌 (撒 母 耳 前書 二 章 一節より 十 節 迄) と、 基督の 生 

母 マリヤの 讚美に して 世に 讚美歌の 王と 稱 せられ、 天主 敎會幷 に 監督 敎會に 於て Magnificat と 

題せられ てうた はる i ものな り、 (路加 傳 一章 四十 六 節より 五十 五節 迄)、 胎の實 を 以て 惠 まる 

る を 猶太 婦人 は稱 して 「主 わが 恥 を 人の 中に 應 がせん 爲に眷 顧みた まふ 時」 と 云 ふ、 (路加 傳ー 

章廿 五節、 創世記 三十 章 廿三節 を參考 せよ)、 此恩惠 に i かりし 婦女子 を 見る に 常に 嘲弄 的の 語 

を 以てし、 姙婦 自身 もこれ を 恥つ るに 至りし は 反って 世の 淫風に 進みし の徵 候なら すして 何ぞ や。 

〇 全 村ぎ りて 塞婦の 幸運 を賀 す、 ナオミの 名 は！^ 一 K と變更 すべから ざるな り (一 章 一 一十 節 を 見よ〕、 

驚くべき 攝理は 「苦し」 を變 じて 「樂 し」 となせ り、 神 は 驚愕 を 以て 彼の 子供 を惠 まん こと を 喜 

ぶ、 闇黑 をして 拂曉の 先達 者たら しむる 造物主 は 辛酸 をして サ樂 の先吿 たらしむ、 美 は 反 對の中 

に存 すと、 最醜最 美と 最辛最 甘、 最 難と 最樂と は 共に 相連績 する が 如し、 是 自然の 法則に して 人 

世の常 道なる が 如し、 地質 學を 研究す る 人に して 誰か 破壞 時期に 續 くに 生物 繁茂の 現象に 鱉 かざ 

る もの あらん や、 國！： ^の歷 史を學 ぶに 當 つて 誰か 大 困難 は 大隆成 I の 前兆た る こと を 認めざる もの 

あらん や、 暗黑 時代 は 開明 時代に 先つべき 必要な り、 而 して 祌は 我等の 如き 軟弱なる 子供 を 導き 

給 ふに、 亦 流星 を 問に 運轉 し、 國 民を途 炭の 中より 起し 賜 ふと 同一 の 法則 を 以て 爲し給 ふなり、 

小婦 ルツ、 ナ— ォミ の傳 記は备 人の 傳記 にして 亦國 民の 歷史 なり、 宇宙の 大法な り、 汝暗 夜に 獨り 

淚に 沈む ものよ、 汝の救 は 遠から ざるな り。 
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二 rara 


末 段 


大王の 血統 

せんぶ  え-よ 

賤婦 の榮譽 


を參 照すべし „ 


： 余 は 曾て 聞け り、 英國の 貴 挨某は 馬 太 傳壹章 キリ ス ト の系圖 を讀ん で悔改 をな して 神に 歸 

れ りと、 そ は 彼 は 之に 依て 人生の 果敢なき を 悟り たれば なりと。 

余 は渠の 茶圖は 道德的 何の 用 ある や を 知らす、 多分 血統 を 重ん する 猶太 人に 向って は^ 1^—.^ は 

國父 アブ I ラ ハム 井に 大王. め、 ビ.、 ーハの 正統なる 血緣 ありと 證據 立つ るの 必要 ありし ならむ。 

然れ ども 能く 心 を 留めて 此 系圖を 讀む に 於て は、 我等 は 之 を 以て 乾燥無味なる 人 名詞の 連績 との 

み 見ざる に 至るなら む、 其 內に眞 情の 浮ぶ あり、 深遠なる 意味 を 含む 福音 主義の 說 敎の存 する あ 

り、 若し 余に 少しく 過大の 言 を 許さる k ならば 余 は 一一 目 はんと 欲す、 馬太傳 S 章 キリ スト 系圖 中に 

一大 幅 音 は 胚珠と して 存 すなり と、 其 第五 節に 曰く、  _ 

—サ  1 ル IIT ン、 ^f^TK に 由 つ て ボ！^ ズを 生む、 ポ it^ ズ、 ， か  1^ に 由つ てォ， ベ デ， を 生、 ォべ デ、 

,サ —ィ， を 生、 MTT^、  ，"i^ビデ王を生、 

全 系圖中 女子の 名を擧 ぐる 僅かに 三 名、 卽ち タマルな り、 ラ— ハ なり、 ，ル|| ッ なり、 而 して ソ 口 モ 

ン の母バ テシバ は 故と 名 を 記せす してた 5-.^^^ の 妻と 記す、 蓋し かの 、ダビデ 大王の 大瑕 として 

存 する 彼の 恥辱 を 有の 11 に 記す る を 少く撣 かりたる もの k 如し (撒 母 耳 後書 第 十 一 章 を 見よ)、 

而し て 亦 婦人 —勺 マ— 《に關 す る 記事 も 吾人 の 道德的 感情に 訴 ふべき ものに あら. f- (創世記 卅八章 を 

見よ、 猶太 人の 道德觀 念より 評する 時はタ I マル， の行爲 は正當 なる ものと 見做せし が 如し)、 然れ 

ども ラ— ハ ，.、1^ と に關 して は 少しも 遠慮 揮る 處な くして 福音 記者の 筆に 上りし 如く 見 ゆ、 信仰 良 

節の 模範と して 彼等 は 猶太 婦人 中 最も 有名な りし ものな り、 彼等 はサ ラ、， レ 1 ベ I 力、，、、、 M アム、 デ 

ボー 等と 均 しく 歷 史的の 婦人と して 國 民の 讚譽す る 所な りし、 而 して 福音 記者が 斯く も 大瞻に 明 
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.m に此兩 婦人の 名を此 著 しき 系圖 中に 記入せ し は 一 つの 大 理由 ありて 然るに あらす や。 

^—c フとは 誰ぞ、 異鄕 國，， ^^TT の 一 婦人に して 而も 吾人が 常に 目して 禽獸視 する 遊女たり しなり、 

然れ ども 彼女の 勇と 眞責と は 士師ョ i シ I ュ —ァの 佐官 サ ル モ；^ の 見る 所と なり、 撰擇 を. 蒙りし 神の 國 

民が nr^^ の 彼 1 に 住所 を 定めし 後ち 彼女 は 此勇將 の 妻と なりたり、 彼女 は— カナ.^ の賤婦 なり 

しも 神の 最惠國 民 中！；々 の 名 あるに 至れり、 保羅は 彼女の 信仰 を 賞せ り、 雅备は 彼女の 行 をた k 

へたり、 祌は 外形的の 聖淨を 求め 玉 はす、 彼女の 異敎 徒な りし 事、 彼女の 遊女たり し 事 (讀者 熟 

慮せ よ〕 は 彼女が 祌に 受納せられ、 ，7..r^ フ ハムの 眞 正なる 子女と して 箅 へらる、 に 一 の 妨害たら 

ざり しなり、 誰か 云 ふ 我 儕の 先祖に ァ ブラ ハ ム ありと、 神 は 能く 汝 等が 以て 神に 吮 はれし ものと 

見做せし 力 +7;^ 國の 婦人、 しかも 遊女 を 取りて， 3r ラハ ムの 子と 爲 らしむべし、 誰か 云 ふ、 我 倚 

は 使徒 彼 得より 連績 する 正統の 監督 叉 は 牧師より 洗禮を 受け たれば 眞 正の 基督 信徒な りと、 神 は 

汝 等が 常に 蔑視す る 偶像 信者 を 取り、 神 自身より 聖靈を 注ぎて 監督 も 敎會も 要せざる 實の 基督 信 

徒 を 造り 玉 ふなり。 

遊女 ラハブ と共に ダビデ 王の 祖母と して 列せられ、 「救枇 主の 母」 たるの 榮 譽に與 かりし もの は 

此モ アブの 婦人 なり、 此 異敎國 の賤婦 にして 特種の 撰擇 にか \ り、 終に ダビデ， 大王の 曾祖母 

たるに 至りし は、 ， エホバ は 心德を 顧み 玉ふ祌 にして、 人種 宗敎 等の lEi; 別 は 彼の 前に は 至 少の價 値 

を も 有せ ざ る ものなる こと を 世に 示せし にあら すして 何 ぞゃ。 

吾人 幅 昔 書を讀 むに、 基督の 攻撃の 燒點 たりし もの は 「パリ サイ」 の 人な りし を 見る、 放 なる 

f マ"ャ|の^|人に對し、 現行犯 を 以て 引致 せられし 淫婦に 對し、 カナ，.^ の 婦人に 對し、 常に 溫良 


にして 寬恕 なりし 基督 も、 外面の 行爲に 於て は嚴 格に、 H ホバ の 聖き名 を 尊-:.; • ^する に 於て は 最も 

熱心な りし 「パリ サイ」 人に 對ては 常に 敵對の 位置 を 採られ、 彼等 を 責め、 彼等 を 誹り、 彼等 を 

怒り、 彼等 を吮 ひ、 寸 毫も 彼等に 假借 する 所 あら ざり き、 彼 偽善者の 例を擧 げんと する や 「、パリ 

サイ」 人 を 摘 示せり、 彼 は 「パリ サイの 人の 義」 なる 片句を 作り、 彼の 弟子 達 をして 之 を 蛇蝎 視 

せしめたり、 學 者と 祭司と 「パリ サイ」 の 人と 罪人と は 常に 相 連 緩して 基督の 心中に 存せ しが 如 

し、 而 して 此 罵詈 を 蒙りし 「パリ サイ」 の 人い かで 基督 を恕 すべき や、 彼等 は 彼の 終生の 敵と な 

れり、 彼等 は 彼 を 倒さで は 止 まざりき、 而 して 終に 彼 を 倒せり、 注意せ よ、 基督 を 十字架に 釘つ 

けし もの は 基督と 人種 宗敎を 異にせし ものに あらす して、 彼の 同國 人に して 然 かも 彼が 彼の 父と 

呼びし .H ホバの 神の 名 譽の爲 めに は 最も 熱心な りし 「パリ サイ」 の 人な りし こと を。 

基督 をして かく も 「パリ サイ」 の 人と 敵對 たらしめ し 理由 は 如何、 同一 の 神 を 崇め、 同一 の國を 

する 基 1^ と 「パリ サイ」 の 人 は 何が 故に 宥む 可らざる 敵と なりし や。 

「パリ サイ」 主義と は 他に あらす， 彼等 は 神の 特撰に i かりし ものと 自信し、 彼等 以外の もの は 

劣等 人種と 昆 做し、 彼等が 父と して アブラハム を 有する が 故に、 彼等の 祖父が 神の 啓示に 鼠ハ かり 

しが 故に、 彼等 は 眞理の 專有植 を 有する が 如く 思 ひ、 終に 自ら 一個の 心靈的 階級 を 作り、 宗敎的 

貴挨を 編成す るに 至れり、 而 して 基督 をして 彼の 鋭鋒 を單に 「パリ サイ」 主義に 向けし めしもの 

は 彼等に 此貴挨 的の 宗敎觀 念 ありし が 故な り、 神 は 萬 人の 神に して 一種 挨ー國 民 一 階級の 祌 にあ 

らす、 神 は 直接に 我等の 神に して 神と 我との 間 を 何人も 隔絶すべからざる なり、 アブラハムの 子 

たる もの は 彼の 血統の 子に あ ら すして > ；ズ！ ^  の 行と 心と を 有する もの なり、 神の 大道に 秘傳 
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の あるな し、 靈と眞 を 以て 眞理を 求む る 人に は祌は 直ちに 彼 自身 を顯 はし 玉 ふなり と、 是 基督の 

福 昔の 原意に して 「パリ サイ」 敎 の土臺 を破碎 する ものな り、 是卽 ち釋迦 をして 時の 波 羅門宗 に 

反對 せしめし 理由な り、 是 卽ちル ー テ ル をして 羅 馬の 三 暦 冠に 對し呵 資の彈 丸 を 注がし めし 故な 

り、 是實 にシ— ォ l^、IIT^^^I をして 自稱 正統派 敎師 連の 心膽を 寒から しめし 眞理 なり、 「パ リサ 

ィ」 主義と は 習慣と 傳說を 宇宙の 眞理の 上に 置く ものにして、 貴族的 階級 様の 藩 昇 を 作りて 天帝 

を 尊 用 せんと 試む る もの 也、 而 して 此僞善 的褻瀆 的の 主義 は 人類の 歷史 と共に 始り、 ルツの 時代 

に 於ても、 基督、 保羅の 時代に 於ても、 一 ^ の 時代、 。ハ， 'カルの 時代、 今の 時代の 敎會に 於 

て も、 僞善者と椎5?;^ぉと^1|を好むものとが存する處には 「パリ サイ」 主義の 存 せざる はなく、 是 

キリスト . 1 1   -ヤカ   I  HI!  —  II   1 

此 世が 常に 基督と ソ クラ トス と釋 逸と ル ー テルと レツ シ ングと 力 ー ラ ィ ル とを耍 する 大 理由な り。 

故に 架 書中 創世記より 默示錄 に 至る まで 直接に 間接に 「パリ サイ」 主義 を 攻撃せ ざる はなし、 サ 

ム の 王 メル キセ， テック は 其 人と 成 を 審 にせざる に聖父 力， ^^ハムより 尊 從と貢 と を 受けたり、 

聖 律の 編 暴 家、 聖 民の 最大 政治家 摩 西 は 偶像 國の 一 妃の 養育す る 所と なり、 彼が 國 人の 爲 めに 難 

を 避く る や、 彼 を 流浪の 地に 擁護し、 彼に 婚せ しむる に その 女 を 以てし、 後 叉 彼が 彼の 救 ひ 出せ 

し 猶太 人の 爲 めに 苦 めら る、 や、 常に 彼の 顧問と たり 援助と なりて 彼 を 補佐せ しもの は、 力. ブ I ラ 

人— ム の 子孫に あらす して 亞拉 比亞の 遊牧 者， Hl^ なりき、 常に 預言者 を 迫害せ しもの は 猶太 人な 

り、 常に 彼等 を 庇 保せ しもの は 異邦人な りし (ダビデ、 等の 例を考 へよ)、 故に 預 11=11 者 は 

熱心なる 愛國 者た るに 關 せす 常に 異邦人の 辯 護 者の^ 置に 立ちて 猶太 人民 を 誹謗せ り、 基督 は實 

に平民貧民^^！ハ敎人種の特刖なる友人として現はれたり、 彼 は 曰く、 


われ 爾曹 に吿 げん， 多の 人々 東より 西より 來 りて アブラハム、 イサク、 ヤコ ブと 偕に 天國に 

坐し、 國の 諸子 は 外の 幽暗に 逐 ST たされ 其 所に て 哀哭 切齒 する こと あらん、 (馬 太 傳八章 十 

一 、 士 一節)  ,  I  I 

而 して 彼 は 終に 彼の 國 人の 殺す 所と なれり、 降て 使徒 保羅に 至て は、 タ.， ル，^ の 學者は 異敎圃 傅 道 

を 以て 自ら 任じ、 異敎人 を 辯 護す る を 以て 彼の 榮譽 となし 此 職の 爲 めに 消 養せられ て 異國の 鬼と 

なりて 失せり、 「パリ サイ」 主義 反對は 左の 簡短 にして 有力なる 保羅の 語に 於て 其 頂點に 達せり 

と稱 つべ し、 II 

神は獨 ユ^ 人の みの 神なる 乎、 また 異邦人の 神なら す や、 然 また 異邦人の 神な りと、 (羅 

馬 書 三 > 二 单 二十 九 節)  ： 

余 は 云 ふ ，列— ッの 記事 は 小 は 小な りと 雖も 是乂 猶太 人民の 心靈的 驕傲 を壓抑 せんが 爲 めの 察 實的敎 

訓 なりと、 異邦人 も 猶太 人たり 得べ し、 異敎 信徒 も 神の 特種の 恩 惠に與 かり 得べ しとの 敎 義は最 

も 明瞭に 路得 記の 訓 ふる 所な り、 而 して 福 昔 記者が 特に 遊女 パ カ異敎 徒， ルスの 名 を 基督の 系圖 

中に 揭 載せし もの は 叉 深遠なる 此 奥義 を 其 中に 存 せんが 爲 めにあら すして 何ぞ や。 

「パリ サイ」 主義 は 其 ar つる 處は 一 なりと 雖も其 取る 所の 形 は 種々 なり、 其宗 敎的責 族と して 世 

に 跋扈す る や、 基督 あり.^ シ rrlTK. ありて 平民 的の 生涯と 敎理 とに 依って 彼等 を 打破せ り、 其 儀 

式 的愤侶 階級と して 世 を 欺く や、 クロ I ム IIT ルノ フホ， ろ ありて 之を碎 けり、 而 して 世に は 叉ラ 

IC プ， とル— ッの 現出 を 要する 「パリ サイ」 主義の 存 する ある あり。 

あんしゅれい  みづ から 

正式の 按手 禮を 受けし 敎師 より 洗禮を 受けし の 故 を 以て 自 正統派 基督 信徒な りと 稱し、 女權擴 

お 得 記  二  £ 九 


路得 IB  二 Ko 

張を談 じ、 社會 改良 を 以て 任じ、 洋琴 を 彈 する を 知る と 雖も其 良 夫 を 慰む る を 知らす、 三位 ー體 

論 を 口す さみす ると 雖も 如何にして 飯 を 炊ぐ か 其 法 を識ら す、 孤兒の 養育 法 を 論す る も 己の 子供 

の 濫樓を i ひ 得す、 親睦 會の席 を 好んで 家政の 整理に 注目せ す、 世人に 愛の 道を說 いて 舅と 姑 を 

J な  れんび."  み しんじゃし ク かい 

慰む る を 好ます、 聖書の 語 を 引用して 新 夫婦^ 居 論を唱 へ、 而 して 常に 憐憫 を 以て 未信者 社界の 

ん なつい が,.、  け. フ.^ い 

婦人 を 見、 女大學 主義 を 以て 野蠻 人種の 敎誡 なりと 嘲け る 一 種 異様の 婦人が 代表す る 「パリ サイ」 

主義に 對 して は 路得記 は sl^ も功驗 ある 解毒 劑 なり" 

路得記 は 明々 G 々に此 種の 「パリ サイ」 の 婦人に 敎 へて 言 ふ、 宗敎學 校に 學 ばざる も、 牧師の 敎 

訓に からざる も、 洗鳛を 受けざる も、 親睦 會に 臨まざる も、 英語 を 解せ ざる も、 洋琴 を 彈じ得 

ざる も、 否な、 未だ 聖書に 手 を 觸れし 事な きも、 謙遜 誠實に 女大學 主義 を 履行す る もの- - 中に 反 

て祌 意に 叶 ふ もの ありて、 木石 像に 願 を 込む る もの i 中に 「ァ ー メン」 を唱 ふる 婦人に 勝る 眞正 

の 基督 敎 婦人 の あ るを證 する もの なり。 

慰めよ 汝 貧家の 女王に して 臺 所の 總督 者た る ものよ、 汝の 仕事の 小なる は 其高尙 ならざる の證に 

あらす、 汝が汝 の 姑と 舅と に 仕 ふるに 依って 社交的 婦人た る を 得ざる が 故に 汝は 世に 大事 を爲し 

遂げ 得すと 思 ふ 勿れ、 天の 與 へし 位置、 是 我等が 世界 を 動かし 得る の 位置な り、 in プゥォ 『スの 

勤勉なる 母 は 世界に —力 HITS,^ 兄弟 を與 へたり、 良 夫の 父と 母と を 護り、 彼 をして 內に 顧みる 所 

あら ざら しめ、 以て 彼れ に 偉業 を 成し遂げ しめし K 婦 良妻 何ぞ 多き や、 女子 は國會 議員の 當票權 

を 有せす とて 實カを 有せざる 民に あらす、 慈母の 推察、 淑婦の 微笑、 是 英雄 を 左右し るの 力な 

らす や、 社會の 裏面に 在て 之 を 支配し 得る 汝の 位置 は實に 天使の 羨む 位置 也。 


yl^、 力 1 ライル 曾 て 小說の 著述に 從事 せんと 欲して 彼の 意見 を 問 ひし 婦人 某に 書 を 送って 曰 


じょ £: ん 


余 は 未だ 御身の 事に 關 して 甚だ 不案內 なれば 如何なる 助言 をな して 可なる や 之 を 知らす、 然 

れ ども 唯 一 の 首 ふべき 事 あり、 若き 婦人の 重なる 職 任と 目的 は敢て 小說を 書く に 非す して 

(其 未だ 世事に 通隨 せざる 時 は 殊に 然り、 否飽 まで 之 を 熟知す るに 及んでも 尙然 らん)、 却 

て 一家の 女王と なりて 女王の 如く 婦人の 如く 家事 を經營 する にあるな り、 希く は 其 全心 全力 

を 以て 此方 向に 向けよ、 自己の 小說は 暫時 若く は 永久に 之 を 推 放る を 可とす、 加 之 他の 小 

說を讀 む 事と い へど も 亦 之 を 避く るに 若 かす 云々。 

詩人 ヰ Ify ル 1 の 詩に 「充 たされし 希望」 と 題して 左の 極 美なる 一 編 あり (飜譯 は 美なら す) 

； J すめ-.. I 

學校歸 りの ふたりの 女子、 

たが ひの 目的 問 ひ 合せし に、 

彼女 は 云へ り、 妾 は 女王と なりて 治めん、 

是女は 云へ り、 妾 は廣く 世界 を 見ん と。 

年經て 後に 復た會 ひし 時、 

たが ひの 位置 を 問 ひ 合せし に、 

彼女 は 云へ り、 妾 は實に 女王と なれり、 

得 二 五一 


貧しき 人の 妻に は あれ ど、  ： 

樂 しき. M 挨は 妾の n;^ なり、 

資 なる 夫 は 妾の 王な り、 

つとめ りら は 

愛の 勤 は 妾の 襟な り、  _ 

そなた は 如. ほに 成 行 きにし や。 

この X ゥょ 

是女は 云へ り、 廣き 世界 は 昔 も 今 も、 

未だ 見ぬ 國 となりて のこりぬ、 一 

愛と 義務との 境 を 超えて、 

妾の 足 は 出し ことなし。 

お とづれ 

廣き 世界の その 音信に  - 

わ ん； J  rrv 

妾 は 耳 を 傾け もせす、  _ 

妾の 母の 病の 寢間は  一 

妾の 世界に ある ぞ かし。  一 

兩人 互に 手 を 取り合せ、 


喜び 淚 にむ せびて 泣けり、 

神 は 幼時の 願 を 聞け り、 

我等の §1- み充 たされた りと。 

言 ふ 勿れ 東洋 的の の 壓制は 我の 忍ぶべからざる 所な りと、 爱に 使徒 彼 得の 雷 を 聞お； 

隐べ (§ と讀 め) なる 者よ、 畏摆を 以て 主人 (舅姑と 讀め) に 服 ふべ し、 只 善良 者 柔和なる 者 

ニさナ - ふ. も T  しこ * か  ,、 るし， Q 

にの みな ら， \M 可 刻 者に も 服 ふべ し， 人 もし受 くべ からざる 苦難 を 受け 神 を 敬 ひ て 之 に f^A ば f 

嘉 むべき 事な り、 面 W もし 過 をな し 撻れて 之 を 忍ぶ とも 何の 嘉 むべき 事な らん や、 され ど 

若し 善 をな し 苦 めら れて此 を 忍ば 神に 嘉稱を 得べ し、 爾曹の 召された る は 之が 爲め なり、 

そ  くるしみ  なんちら  か 仁  ^二 

蓋 は ス H 爾曹 の爲 めに 苦 をう け、 爾曹 をして 己の 跡に 隨は せしめん とて 爾曹に 式 を 遣し 

給へば なり、 かれ 罪 を 犯さす、 叉 その 口に k 誠な かりき、 かれ Si られ て詬ら す， 苦め られて 

は& 1  一一; Ti^r さす、 只義を 以て 箱く 者に 之 を 託たり、 かれ 木の 上に 懸かりて 我 倚の 罪 を 自ら 己 

が 身に ひ 給へ り、 是我儕 をして 罪に 死て 義に 生し めん 爲め なり、 彼の 鞭打 ★ しに 因て 雨曹 

m されたり、 それ 爾曹 はもと 羊の 如く 迷 ひたりし が 今なん ぢ らの靈 魂の 牧者 監赞 に歸れ り。 

(彼 得 前書 一 一章 十八 節より 廿 五節) 

基督 敎が 家族制度 を 改良す る は 其奴 隸 制度 を廢 止せし と 同 一 なる 方法に 因らざる ベから す、 卽ち 

か A  しも 

先づ 長者 をして 少者に 對 する 義務 を 悟らし め、 終に 上に 立つ もの をして 自ら 其 下に 立つ もの &束 

縛 を 解かしむ るに あり、 言 あり 曰く、 基督 敎は 奴隸 持主 を敎 化して 奴隸 を^ 免せ りと、 最も 穏當 

y- ,-1  一"； S 


なる 改革 は 上より 實 行す るに あり、 下より 强 ひて 之 を耍 求す るに 至る は實に 非常の 手段に して、 

其 害 たる や 上下 隔絶して 再び 元 に 復す ベから ざるに 至 る 、 是歐洲 諸 國に 於け る社會 改革と 稱 する 

ものが 大に 社會を 益せ しと 同時に 亦 害 を 千載に 遺せし 理由な り。 

然 らば 長者の 敎 化する 迄 は 少者 は 何時 迄 も 忍ぶ ベ き やとい ふ もの あらん、 余輩 必 すし も然 りと 云 

はす、 只 余輩の 記 臆すべき 事 あり、 卽ち 情誼の 上に 立つ 家族制度 を 以て 權 利の 上に 立つ 國家 制度 

の 改良と 同視す ベから す、 國家 改良 は耐 忍と 從順を 要する 多し、 況ゃ 家族の 改良に 於て を や、 縱 

令 基督 敎が 現今の 我 w{  豕挨 制度 を 以て 人情に 戾る ものな りと 敎 ふるに もせよ、 (而 して 余輩 は 未 

だ 其 然る 所謂 を 知らす)、 直に 從來の 習慣と 感情と に 逆 ひ、 女 權子權 を 主張して 歐 米の 制度に 傚 

はんとす るが 如き は 最も 非 基督 敎 的の 所 置な りと 謂 はざる を 得す。 

或 人 は 汝に吿 げて曰 はんか、 架 書 は 明，：：" に 姑 K?s より 训居 する こと を敎 ふる なれば、 汝は汝 の 夫に 

請求して 汝の爲 に新屋 をぎ へしめ よと、 而 して 創世記 二 章 二十 四 節 を 引いて 曰 はん r 是 故に 人 は 

其 父 & を 離れて 其 妻に 好 合 ひ 二人 ー體 となるべし」 と、 然れ ども 余 は 汝に吿 げんと 欲す、 此 一節 

は 如 斯敎訓 を 我等に 傳 ふるものに あらざる なり、 「なるべし」 と は 「せよ」 との 命令に は あら 

ざるな り、 漢學 先生に 行いて 問 ふて 見よ、 可の 字 は 命令 詞に あらざる を 汝に吿 ぐべ し、 洋學 者に 

行いて 問 ふて 見よ、 彼 は汝に 告げて 曰 はん、 英語の Shall  leave の Shall は 聖書が 英語に 譯 せら 

れし時 は 命令 的 助動詞と して 用 ゐられ ざり しなり、 (彼 は，. JnT プ ス トル 大字 典 を 開 ひて 汝に 示す 

ベ し) ノ 故に， か  1^ テル の 獨逸譯 に は Wircl  verlasseu と譯 して 少しも 命令の 意を存 せざる なり、 

保羅の 使用せ し 希瞧譯 (以弗 所 書 五 章 三十 一 節) は 「離べ し」 を kataleipsei と譯 せり、 是べ布 腿 


文法に て 倫理的 未來 動詞 CEthical  future) と稱 する ものにして、 物の 事實を 意味して 訓命を 謂 

ものに あらす、 若し 「離れて 一 體 となるべし」 が汝を 躓か するならば 汝之を 「離れても 一 體 とな 

るべ し」 と讀 べし、 然 らば 此 一 節 は汝が 取て 最も 慰め 多き 一 節と し存 する を 知る に 至らん。 

卽ち汝 の 愛する 汝の夫 は 彼の 心情に 於て は 父 a! を 離れても 汝と 共な らんと 思 ふ 程に 汝を 愛する も 

のな り、 汝は今 は 彼に 取って は 最も 親密 最も 親愛なる ものな り、 然れ ども 彼に 其 父 a: に對 する の 

義務と 情誼 あり、 彼 は汝が 彼を援 けて 彼の 老父 母 を 擁護 せんこと を 要む るな り、 汝の 最愛の 夫 を 

保育せ し 父母 是實 に汝 自身の 父母に あらす や、 汝の 夫の 愛の 爲 めに 汝は 喜んで 此 貴に 當 るべ きな 

り、 嗚呼 ルツの 淑德 をして 汝 の龜鑑 たらしめ よ、 彼女 は 猶太 人の 理想的 婦 人に して 亦 我 日本 國の 

理想たり、 彼女の 如く 眞實 に、 彼女の 如く 從 順に、 彼女の 如く 勤勉に、 彼女の 如く^ 遞に、 汝の 

生涯 を あらしめ よ、 彼女の 如きが 眞 正の アブラハムの 孫 女たり、 彼女の， 如きが 眞 正の 基督 敎 婦人 

なり、 而 して 彼女の 如きが 眞 正の 基督 敎的 貴婦人な り、 そ は 彼女 は 使徒 彼 得の贵 婦人の 定義に 適 

ひたれば なり、 彼 は 曰く、  , 

爾曹 のが 飾は髮 を辮、 金 を 掛け また 衣 を 着る が 如き 外面の 妝飾 にあら す、 た 心の 內の 隱れ 

たる 人すな はち 壌る ことなき 柔和 话靜 なる 靈を 以て 妝飾 とすべし、 此靈の 妝飾は 神の 前にて 

價責 ものな り、 (彼 得 前書 三 章 三 節 四 節) 

然り ボア ズは. -V11^ フ の 婦人^ ッを娶 つて 摩 西 律 を 犯さ ざり したり、 否 H リメ I レックの 親戚 某 は 彼 

女 を 避けて 反って 摩 西 律 を 犯せし なり、 異敎 信徒と 婚を 結ぶ 勿れとの 精祌は 勿論 心の 異敎 信徒 を 

謂 ふ ものなる は 余の 辯 明 を 待た すして 明かな り。 

路得 IS  二 五 S 


路 得 ^  二 五六 

我等 は保羅 の 言 に 順 ひ 不義と は 侶なら ざるべし (假令 そ の 不義なる もの は 正式の 洗禮を 受けた る 

者なる にもせ よ)、 不信者と は 心に 割禮を 受けざる もの を 首 ひ、 信者と は 神の 聖じ E に從ふ もの を 

曾 ふなり、 我等の 1： 決 をして 常に 倫理的たら しめよ、 然 らば 我等 は； T 仏 まらざる べし。 


傳 道の 精神 


我 かさねて M ホバ £ 事 を 宣 ず 又 そ 

の 名 を も て かたら じと いへ り 然 ど 

エホバの ことば-我心に ありて 火 の 

も ゆ 

わ が 骨の 中に 閉 こも リて牧 る が ご 

とく なれば 忍耐に つ かれて 堪 難し 

(耶利 米亞記 第二 十 章 九 節) 


緒 一一 一 曰 

余輩 俗界の 者、 屢々 筆 を 弄して 啄を 神聖なる 傳道 事業に 容る、 若し 之 をな すの 必要 あ 

るに あら ざれば 余輩の 罪 實に大 なり、 然れ ども 余輩 も 自ら 稱 して 基督 信者と なす もの、 

今や 敎勢 衰退の 聲を 耳に する に當て 全く 默し 難き あ，.^、 且亦書 を 寄せられ 或は 寓居 を 

訪 はれて 余輩の 愚考 を 促が さる 、 の 向も徴 なから す、 是れ 余輩 をして 再び 愛に 一 言す 

るの 鐡 面皮に 至らし めし 理由な り、 世の 批評 を 以て 任す る 人士に して 余輩に 歸す るに 

惡意を 以てせら る 、事な くば 幸甚。 

京都に 於て 

著者 識 

明治 廿七年 一 月廿 七日 


緒 0  二 五 九 


s に 附すさ  こ 六 〇 

再版に 附 する 序 

此書 は是れ 余の 十 年 前の 作な リ、 今日に 至， -て 始めて 其 再版 を 見る、 其 題目の 我國に 

於て 如何に 不 人望なる 乎 は 以て 知る べきの み。 

此番 作.. -て 以來、 多くの 傳道 師は傳 道の 聖職 を 去りて、 或は 商人と な.^ しあり、 或は 

官吏と なりし あり、 或は 政治家と な， - しあ， -、 而 して 今 尙ほ此 職に 在る 者 は 今の 世に 

「不向き 1 と稱 せらる、 迂人 のみ、 日本 國は 到底 傳道 を歡迎 する 國には あらざる なり- 

然 りと 雖も傳 道の 業は此 才子 國に 於ても 未だ 廢れ たりと 言 ふ ベから す、 否な 是れ なか 

b しが 故に 才子 國は 今日の 墮落國 と はなり しなり、 我國有 爲の靑 年が 續々 として 此業 

に 就く に 至る にあら ざれば 日本 國の 救濟は 期して 待つ ベから ざるな，. -、 余 は 謹んで 再 

び此著 を我國 一：^ 5- 國の靑 年 諸 士に獻 せんと 欲す。 

明治 三十 六 年 四月 十三 日 

東京 市外 角 害 村に 於て 


傳 道の 精神 

其 一 衣食の 爲 めに する 傳道 

同じく 之れ 傅 道な り， 然れ ども 之に 從事 する もの & 精神 は 一 にして 足らざる なり、 最下 等の 精神 あり、 

最高 尙の 精神 あり、 傳 道の 成否 gE- に 之に 從事 する もの i 精神に あり。 

道の 精神と して 最下 等なる もの は 職業と して 之れ に從 事す るに あり、 卽ち 衣食 を 得る の 策と して 此 

の 聖職に 就く にあり、 余輩 此 種の 傳 道に 就て 言 を 費す の 必要な きが 如し、 然れ ども 其實際 世に 行 はる 

る を 如何せん、 余輩の 之 を 辯す る 實に止 を 得ざる に 出るな り。 

職業 の 念 勿論 全く 排除す べきに あ らす、 此實際 的社會 に 生れ 來り て 職な きもの は 世に 存す るの 權利を 

有せざる ものな り、 全く 排除すべき もの は瀬惰 なり、 無職な り、 余輩 は 無爲に 時日 を 消費す るより は 

寧ろ 職業 を傳 道に 求む る こ と を 選ぶ もの なり、 職業的 傳 道たり と 雖も無 業 無職に 優る 萬 々 なりと す。 

然れ ども 傅 道 は 職業と して 最も 不適 當 なる ものな り、 其 報酬の 常に 少 くして 之に 從事 する もの &勞カ 

を慣 ふに 足らざる 其 一 なり、 其 精祌的 事業と して 之に 從 事す るに 報酬の 念 を 以てすれば 直に その 本性 

を 失 ふに 至る 其の 二な り、 此ー 一大 理由 は傳道 事業 をして 衣食 を 得る の途 として は 之 を 余輩の 思想 外に 

撒 去せ しむる に 足る。 

傳 道の IS 神  1 一六 一 


蹈 s 接 神  二 六 二 

11 れ ども 之を實 際に 徴す るに 職業と して 傳道は 世に 行 はれつ k あるな り、 歐 洲 天主 敎國に 於け る監赞 

領地 の 世襲 財產 として 存す るが 如き、 英國に 於け る敎 會附屬 の 常 歳 入 ありて 之 を寶買 に 附す るが 如き 

齊 ル士國 に 於け る國立 敎會の 牧師の 任 は官史 登用 法に 等しき 選 拔法を 以て 適任者に 附與 せらる、 が 如 

き、 是れ 全く 傳 道の 聖職 を 職業の 用に 供せ しむる ものな り、 故に 往々 にして 宗敎觀 念に 乏しき ものが 

之に 從事 する 事 あり、 或は 賄赂の 使用に 依て 監督 領地 を 法王に 乞 ひ a 臭の 幼兒 をして 名義 上の 監督と 

なして 之を領 せし むる あり、 或は 敎會附 屬 の 不動産 を 買牧， し、 己れ 自ら は牧會 事業に 從事 せす して、 

他に 簿 給なる 敎師を 雇 ひ、 僅かに 名義 上の 儀式 を 掌ら しむる あり、 或は 甚だしき に 至りて は 無神論者 

彼 自身が 神舉 研究の 後 牧師 採用 試驗に 及第し、 後 は日腦 日毎に 古代 有名なる 宗敎 家の 說敎文 を 朗讀し 

以 て 共 蛾に 甘す る あり、 是等は 純然たる 職業的 傳道 に しし」 余輩 は 之に 傅 道 の 名を附 する を惜む もの な 

り .0 

市爱に 至らす とも 傅 道 を 以て 家計 を 立つ る もの は 決して^な からざる なり、 而 して 余輩 は 全く 之 を 非 

難せ す、 保羅ロ はす や r 勞者は 其 値を受 くべき 也」 と、 . 然れ ども 人 あり 若し 職業の 念 を 以て 傳 道に從 

事 せんとす る もの あれば、 余輩 は 太く 彼の 非を唱 へざる ベから す、 如何と なれば 彼 は 彼の 目的 を 達し 

得 ざれば なり、 公衆 も 彼 も 彼の 事業に 就て 失望す ベければ なり。 

何故に 彼 は 彼の 目的 を 達し 得すと 云 ふや、 余 は 云 ふ、 彼に して 若し 活路 を 得る の 目的 あらば、 彼の 

傅 道の 爲 めに 消費すべき 勞 力と 思考と を 他の 事業に 消費せ よ、 然 らば 彼 は 必す幾 暦 倍の 報酬 を 得る こ 

と 難から ざるな りと、 職業と して は 傳道は 最も 終始 相愤 はざる ものな り、 數 年間の 祌學 攻究 を 科學又 

は ェ學の 攻究に 向けよ、 其 硬 堅なる 貨幣と して 汝の勉 學を償 ふに 至って は 汝を滿 足す る こと 實に 十數 


倍の 多き や 論 を 待たざる なり、 汝^ の 安逸 を 得ん が爲 めに 祌學を 研究す るの 愚 を學ぶ 勿れ。 

何故に 彼の 事業 は 失^な りと 云 ふや、 余 華 は 云 ふ、 公衆と 彼の 敎會と は 直に 彼の 精神 を 洞察し、 彼の 

訓誡と 敎導 とに 全く 信 を 置かざる に 至る ベければ なりと、 職業的の 觀念 は社會 一 般を 支配 すれ ども 社 

5^は其敎誡師に此觀念の存するを許さす、 社界は 金錢を 欲せざる 敎師に 之 を 給す る を 好んで 之 を 欲す 

る ものに 給す る を 好ます、 汝の 欲する 金 錢は社 會が汝 に 袷す る を 好まざる 所の ものにして、 社 界が汝 

より 欲する こと は汝が 彼等より 之 を 欲せ ざらん ことなり、 故に 報酬 を 目的と する 傳道は 社界の 請求に 

反する 事業 なれば、 汝は 社界に 於て 失望し、 社 界は汝 に 於て 失望す るゃ必 せり。 

見よ 傅 道 事業の 失收 困難 は 多分 は 余錢 問題より 来る を、 敎師は 位 S を 維持せ ざるべ からす、 然ら ざれ 

ば 彼の 妻子 は 明日より 饑餓に 泣かざる を 得す、 彼 は 他. に 職 を 求む るの 術 を 知らす、 傳 道を辭 する は赏 

に 彼と 彼の 家挨 とが 世の 路頭に 迷 ふなり、 進んで 彼の 良心の 命 を 直ん じ、 大膽に 敎會の 弊 を 矯めん と 

せんか、 彼の 保ち 得べき 惟一 の 位置の 危 きを 如何せん， 退 ひて 之を默 許に 附 すべき か、 正義の 人の 攻 

擊を 如何せん、 正義 は 常に 貧者に 存 して 富者に 存 せす、 彼の 使命 は 前者 を 保護す るに あり、 然れ ども 

彼の 職業的の 觀念は 彼 をして 後者 を 辯 護 せんこと を 要す、 彼 は 何方へ か 組せ ざる を 得す、 彼 は 終に 富 

者と 組す、 貧者 は 彼の 不義 を唱 へて 止ます、 富者も心中彼の卑陋を^^視し、 彼を師 として 信ぜざる に 

至る、 此に 於て か 彼の 目的 雨ながら 敗れ、 道 を傳へ 得す、 活を 得る 能 はす、 彼 は 終に 天と 人と を 恨み- 

囘復 すべから ざる 失望に 身 を 沈む るに 至る、 是れ 職. 業 を 目的と して 傅 道に 從事 する もの、 常道な り、 

00O00000C00CO0OC00C0000O0O000000O  0  000  0 

余輩 は 云 ふ、 活路 を傳道 事業に 得ん とする もの は 自己の 身 を 最大 危險に 置く ものにして 社 界に大 障 

害 を來す ものな りと、 傳道は 職業と して 從 事すべからざる なり。 

1^ 道の 精神  二 六 三 


ほ の 精神  二 六 四 

其 二 名 譽の爲 めに する 傳道 

名譽心 又た 傳 道の 精神と して 全く^ せざる にあら す、 男子. 各 々青雲の志 あり、 人生 五十 恥 無 功、 我 何 

ぞ 一事 をな して 名 を 後世に 偉へ ざらん や、 或は 武を 以て 世界 を 震動せ しむる も 可な り、 或は 文 を 以て 

天 ドに顆 たる も 可な り、 百 萬の 富 を 積んで 豪家 を 以て 襄 くも 可な り、 然れ ども 我に 甲鐵を 挫く の 武力 

あるな く、 我の 才名 天下 を風讓 する に 足らす、 我の 蓄財 力 は 我 をして 鐵道 王たら しめす ば、 我に- ほ 

一事 業の 我の 功名心 を充 たすべき ものと して 存 する あり、 卽ち 一大 宗敎 家と なり、 大敎 \ ぼ を 起し、 普 

く 天下 を遊說 し、 大に 民の 心 を 牧攬し 以て 天下 を 指揮す るに 至れば、 我の 成效 反って 大政 治家大 軍人 

の 上に 出づ るに あらす や、 語 あり 曰く 「宗敎 家 は 帝王の 帝王な り」 と、 人心 を 左右し 得 宗敎 事,、 

是れ實 に 大人物の 從 事すべき 業な り、 彼 小心なる i? よ、 政治 界に 奔走し 費す 處 多くして 得る 處 少なし 

憐 むべき は實に 彼なら す や、 彼愁 望な き 者よ、 全 身を投じて 由の 一隅 を观 き、 以て 學術家 を 以て 自 
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ら lid す、 賤 むべき は 貧に 彼なら す や、 貧す ると 雖 ども 我の 如き 高尙 なる 職に 在る もの はなし、 雷名 未 

0O0000OO0COO00000OO0O0000  OOOOOOOOOOOOOOOOOC 

だ 犬 下に 覉 かざる と雖も 我の 如く 實權を 握る 人 は あら じ、 我 は宗敎 家に して 尤も 勢力 ある ものな り、 

我 は キング (王) なり、 彼等 奴輩 何ぞ 共に 語る を 得ん やと。 

是叉 弱から ざる 精神な り、 所謂 パリ サイ 人なる もの は此 精神 を 以て 宗敎 事業に 從事 せし 人な り、 羅 

馬 法皇 多く は此 種の 人物な りしと * 佛の リシ H リャ、 T¥ ^^の 輩 は 疑 もな き此 種の 愤官 なりし、 反 


b  しゃ-..' 二ん 

對者は 云 ふ、 ル ー テル、 ノック，， 等の 宗敎 改革 事業 は 素と 此精祌 なりし と、 日蓮 聖人 は 全く 政治 上の 

失 S 家な りしと、 モ ハメット 敎は此 精神に 出しに 因り 終に 劍を 弄して 傳布 さる k に 至れり と、 宗敎と 

名譽 心と は 元より 天地の 別 ありと 雖も、 實際上 甚だ 配合し 易き ものにして 余輩 時には 之 を 判^す 

るに 甚だ 困し むな り。 

功名心 實に 人生の 大 主動 力なり. 人 その 爲 めに 生命 を 捨てし 事 決して 齡 なから す、 眞理 にあら ざれば 

人 は 其 命 を 犧牲に 供せ ざるべし と は 決して 歷 史上の 事實 に あ らす、 生命 を捨る こ と 必す しも ぼ 〈理 の 證 

明に あら ざ るな り、 然ら ば 如何 にして 愛に 勵ま されし 宗敎と 功名心 に 勵ま されし 宗敎 と を 判^し 得る 

や、 之 時には 實際 的の 大 問題な り。 

人生の 事 勿論 百年の 後 を 待た ざれば.^ 直を定 むる 難し、 コ の 如き あり、 二百 五十 年 を經て 

始めて 彼の 心事 を 世界に 辯 護す る もの あるに 至れり、 誤解 せらる X は眞 英雄の 特徵 なる が 如し、 存命 

中に さる. -人 にして 百年の 後に 聖人と して 仰がる 、もの は 至って 少 きが 如し、 然れ ども 樹は其 

菓 k を 以て 知らる、 羊 は 其 牧者の 聲を 識^す、 ti. 若し 誠實の 人な らん か、 我等 誠 實の人 を識認 しつ 

き.1\3^;^^べぃ、 否な 俊 者 も 佞人の 侵 を 知る、 俊 者に 仰がる \ 是れ彼 佞人た るの 大徵 候な り。 

功名心 は 謀略 先見に 富む、 然れ ども 誡實 直視の 明瞭なる に 如かす、 彼 は 辯 を 弄して 彼の 自說を 粗 持せ 

いし、 是は 直言 直行 只 確信の 證 すべき あり、 彼 は 利に 因て 事物 を 判決し、 是は義 に 因て 價値 を定 む- 

かに 冷算 的の  計畫 あり、  是に 丹心の 自ら 天意に 任す あり、 彼 は 他人に 面する に 先 づ 能く 其 性 を 探 て 而 

いで 後に 語る、 是は狄 々たる 一片の 精神 萬 人の 前に 吐露す る あるの み、 彼 若し 他人の 難に ある を 聞け 

4i  一  ：t かき 一ず を 投じ \ ^後寢 食 常に 異ならす、 是は 憫憐の 情交々 起て 難 者の 救に 與 かる 迄 は 不安 禁 する 

傳 道の 精神  二 六 五 
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化 t はす、 彼 は 喜ん で 富者 を 訪問し 義務と して 貧者 を兑！ ；ふ、 是は 貧者に 會す る を 樂んで 富者 に 接す る 

を 1^ ふ、 ii^lk 命 者の 零落 を悅 び、 是 は反對 者の 失敗に^ 淚す、 彼 は 己に 伏す る もの を 好んで 捐介獨 
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立の 性 を 忌み、 是は 服從を 憎んで 剛直 を 愛す、 彼 は 方法な り、 是 は精祌 なり、 彼 は 辯 舌な り、 是は感 

情なり、 彼 は 技き なり、 是は 自然な り、 功名心に 起り し宗敎 事業 は複 雜混亂 なる ものにして、、 之 を 維 

持す るに 絶^の 才力 を. 姿し、 数多の 敎则 契約の 類に 依らざる ベから す、 複は 僞を證 し、 單は眞 を 誇す 

「是々 、 否々」 此 より 過る は惡 より 出るな り。 

功名心 を 傅道桌 業に 逞ふ せんと 欲す、 褒濟 "能 之より 犬なる はなし、 故に 自然 は 劇烈なる 陶汰法 を 設け- 

此 1M の 慾 望 をして 地上に 成效せ ざら しむ、 郎 ち宗敎 家め 嫉如 心是 なり、 世に 怨敵の 最も： f.^ レ だしき もの 

みや 

を宗 敵と 云 ふ、 之に 勝る の 嫉妬 心なければ なり、 弓矢 取る ものに 强敵を 敬す るの 念 あり、 上 杉 謙 信が 

武田信 玄の死 を 聞て 箸 を 投じて 痛哭 之を久 ふせりと は此 敬意 を 表せし なり、 政敵 亦恕 する に 大量 を以 

てす る あり、 然れ ども 宗 敵に 至て は 全く 然ら す、 之 を 地の 極まで 追窮 して^ ほ 飽き 足らす、 之 を 恥辱 

の 淵に 沈めて 少しく の感 あり、 佛人^ ンデ， ^  (Menelldez) 彼の 國人リ ボ，' (Kibaut) を 米 W 

に 於け る 怫！； 植 地に 擁し、 後者が 新教徒な るの 故 を 以て 彼と 彼の 從 者と を 虐殺し、 彼の 皮 を 剥ぎ、 

之を數 片に斷 ちて 故！ k の 親戚 友人に 贈り 以て 異敎徒 滅亡の 紀 念に 存 せりと、 人情な り、 愛國 心なり、 

普通 道德 なり、 宗敵を 困め るの 術に 於て は 全く 亡 却 せらる、 が 如し、 社會的 罪人 は 免すべし、 宗敵は 

免す ベから す、 國 事犯 賴人は 減刑すべし、 宗 敵は增 刑す る も 可な り、 他敎 徒は恕 すべし、 宗敵 は恕す 

ベから す、 無神論者に 對 する 寬容論 は 維持す ると も 我の 宗敵、 、 、 、 、 、彼 は 我と 宗敎を 同 ふす るが 

&に我 彼 を惡む 益々 切. なり、 、 、 、 、我の 宗 敵に 對 する 寛容 は寸 毫も 我の 胸中に 存 せざる なり、 我 は 


彼の 詛呪を 祈る ものな り、 我 は 彼の 成 效を厭 ふ ものな 力、 彼の 風^ 何ぞ酖 なる、 彼の 說敎 何ぞ 無味な 

る、 彼の 事業 は 野び HI 的な り、 彼の 宗敎に 政略 多し、 我 は實に 彼の 存在 を 忍ぶ 能 はざる ものな りと、 神 

聖 なる 宗敎界 に此殺 の存 する あり、 余輩 は 事の 奇怪に 驚く、 然れ ども 歷史と 視察と は此怪 事の 空想 

ならざる を 示す。 

故に 宗敎界 に 起たん と 欲する もの は 此殺氣 に 觸る& の. 覺悟 なからざる ベから す、 モ ハメットが 難 を 

メヂナ に 避けし が 如く、 ソク ラ テ ス が 矢場 答 毒 を 飮 ざる を 得ざる に 至りし が 如く、 基督が 十字架の 死 

刑 を 受けし が 如く、 宗教家と し て 實效ぁ る もの は 他の 宗敎家 の 迫害 追究す る處 とな る は 歷史の 常例な 

り、 是れ 過敏の 淸士が 宗敎界 を 忌む の大 理由な り、 預言者， H レ ミヤ 曰く 「噫 主 エホバよ； g よわれ は 幼 

少 により 語る こと を 知らす」 と、 然るに |ェ|¥バ は 彼に 吿て 曰く、 

なん ぢ 彼等の 面 を 長 る \ 勿れ、 蓋 はわれ 汝と 偕に ありて 汝を救 ふべ けれ ばな り 

(耶利 米 _亞 記 一章 八 節) 

大宗 か 家 は 好んで 宗敎 事業に 從事 せす、 ル ー テルな り、 ノックス なり、 彼等の 世に出で し は 止 を 得 ざ 

るに 出で しなり、 誰か 宗敎界 の喧爭 罵詈に 堪 ゆべ けんや、 我 をして 平安に 神 命に 步 ましめ よ、 神 我 を 

愛す、 我の^ みは 足れり、 我 は 公 見を懼 る、 宗敎 事業の 如き 決して 我の 欲する 處 にあらざる なりと、 

是 3 ゆ： 示敎 家の 眞 精神な りし、 是摩 西の 精神な りし、 是 IT 口— ムゥ— H ルの 精神な りし、 宗敎界 を 以て 功名 

を 博す る 場所な りと 信す る 人 は 未だ 宗敎の 何物た る を 味 はざる A なり。 

故 に 功名心 を宗敎 界に逞 ふせんと する もの は 未だ 其 之 を 得 る の 價額 を算せ ざる ものな り、 天下 を敲 に 

し、 敎會を 敵に し、 獨り 立て 我意 を 貰 徹せん と 欲す、 其 難 其 困 t« 通人 の堪 ゆべき にあら す、 余 は 
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亦 云 ふ、 汝 若し 功名 を 求ん となれば 宗敎界 に 於て する 勿れと、 何ん となれば 汝は宗 敵視 さる、 の 難 を 

忍ばざる を 得 ざれば なり、 此 難に 會 せす して 功名 を 得る の途 他に 存 する あり、 宗敎 家の 嫉妬に 因て 汝 

の 善美なる 良心 を鈍麼 さる k 勿れ、 汝ぢ此 嫉妬 界を 避けて 汝の 天與の 美質 を 保存せ よ、 功名心 を 政治 

界に 施す も 世 は 全く 汝を 擯斥せ ざるべし、 彈丸 砲煙の 下に 名譽を 博す る は 萬 人の 反て 汝 より 望む 處な 

り， 汝 かなる ものよ、 如何 なれば 汝は 好んで 功名 を 宗敎界 に 求めん とする や、 汝 愚の 極 を學ぶ 勿れ _ 

其 三 敎 會の爲 めに する 傳道 

職業の 爲 めにあら す、 又 名 譽の爲 めにあら す、 我 は 我が 敎會 の爲 めに 盡 さんと 云 ふ もの 亦^ §1 往々 余 

ISsf の 目 乘 する 處 なり。 

人に 黨派 心なる もの あり、 我の 組せ し黨 派、 我れ 是の爲 めに 盡さ V る を 得す、 我の 黨を 立て \ 彼の 黨 

を 倒さん、 我の 黨議 を擴 張して 彼の 黨議を 厭 せんと、 是又 人世の 一大 主動 力なり、 犧牲 節義の 精祌是 

が 爲に養 生され、 冒險 心と なり、 義俠 心と 變じ、 以て 余 の 嘆賞 を惹 くの 實例 勸 しとせ す。 

見す や 渠の獨 逸國の 三十 年 戰爭を あらしめ しもの は 多分 は 此黨派 心に 基づきし こと を、 彼の 歐洲 歷史 

に 於て 一 干有餘 年間に 亙る 葛藤 を驄 し、 今尙ほ 全く 其 局 を 結ばざる STT^ 派ギ I ベ I リン，， 派の 確執 競爭は 

全く 黨派 心の 現像なる を、 彼の 新 加特利 敎と稱 し、 ^一 KT-, フハ、 B ョ I ラ，. の敎 導の 下に 政界 敎界の 最大 

勢力と なり、 歐洲 諸國の 政略 を 左右し、 法王 を廢 立し、 宣敎 師を途 りて 東洋 を敎 化せん とせし ゼス ー— 


H 派の 熱心と 犠牲と は 多分 は黨派 心の 結果な りし を、 黨派心 決して 侮るべからざる なり、 黨派心 は 帝 

國を 起せり、 敎會を 建設せ り、 人 ありて 敎 會の爲 めに 傳道 せんと 欲す、 彼の 熱心 決して 疑 ふべき にあ 

らす、 彼 或は 豫想 外の 大事 業 を 世に 呈 せん。 

然 れ ど も 黨派心 は 迫害 の 意 を 含む、 黨派 心の 原意 は 世界 を 我黨に 加盟せ しめんと する にあり、 我に 黨 

則なる もの あり、 (或は 之 を 信仰 箇條 とも 稱 す)、 我 は 議論に 因て、 說 論に 因て、 否た 若し 止 を 得す 

んば 威力と 兵權に 因ても、 此黨則 此箇條 をして 萬 人に 奉ぜし めざるべ からすと、 黨 派の 目的と する 處 

比に あり、 故に 世 は 無宗敎 たるべからざる のみなら す、 基督教たら ざるべ からす、 基督 敎 たらざる ベ 

からざる のみなら す、 我の 奉す る 基督 敎 たらざる ベから す、 或は 監督 派な らん か、 或は 組合 派な らん 

乎、 或は ュ -ー テリ ャ ン派 ならん か、 或は プリ マ ス派 ならん 乎、 彼 を 我に 化し、 彼 をして、 我に 服せ し 

めんと す、 此 精神 を稱 して 改宗 心 (proselytism) と 云 ふ。 、 、 

《il 派 心の 基 は 慾 心なり、 卽ち 「我」 を 一 團體に 移せし ものな り、 卽ち黨 に 因て 「我」 を 張らん とする 

故に 我 は 他 敎會と 合して 第三の 敎會に 當る事 あり、 卽ち 福音 主義の 諸 敎會が 栢結携 して ュ -ー 

テリ ヤン 主義の 諸敎 會に當 るが 如し、 或は 基督教 諸 敎會相 聯合して 佛敎叉 は囘々 敎に當 る 事 あり、 或 

は 宗敎家 は 悉く 相 結 托して 無宗敎 家に 當る事 あり、 目的 は 我意の 擴張 にあり、 其 運動 方法の 異なる は 

啻に 時機の 然 らしむ る處 のみ、 黨派心 時に 或は 犧牲 様の 行爲を 生ぜざる にあら す、 然れ ども 是 一種の 

徒黨心 (Ksprit  <lo  corps) の 結果に して 眞 正の 犠牲たら ざる は 心理 學 者の 能く 承認す る處 なり。 

詩人 叫 レリ ッヂ云 へ る あり、 曰く 

眞理に 勝りて 基督 敎を 愛する 人 は、 基督 敎に 勝りて 自己の 敎會を 愛する 人に して、 如 斯 人 は 他 
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人に 勝りて 自己 を 愛する 人な り。 

故に 敎會 の爲 めに する 俾道は 自己の 爲 めに する 傳道 にして、 卽ち 余輩の 論ぜし 第一 ー秫の 精神 …… 功名 

心 …… と 同一 の 主義に 基き し俾 道な り、 如 斯俾道 は 直に 爭論を 惹起す に 至る は现 の： f 取も路 易き ものな 

り、 或は 俾道 地の 競爭 となり、 或は 信徒の 取合と なり、 而 して 信徒 を增 加す るの 念 甚だ 切なる より、 

未だ 敎義を 解せ ざる もの を 引て 我敎會 員たら しめ、 爲 めに 敎 紀を紊 し、 敎會は 常に 法廷の 狀を呈 し、 

彼 を 裁き、 是を 正し、 批評 論判 絕 ゆる 間な く、 目的と する 人靈の 救濟、 善事の 施行 は 措て 問 はざる に 

至る、 是敎 < ^擴張 を 主眼と する 傅 道の 避くべからざる 常路 なり、 雅备 曰く 

爾曹の 中の 戰鬪 と爭競 は 何よ リ來 しゃ、 爾曹 の- P 體の 中に 戰ふ 所の 愁 より 來 しに 非す や、 爾謇貪 

れ ども 得す、 殺す こと をし 嫉 こと を 爲 ども 得る こと 能 はす、 雨 前り. まと 戰鬪 せり、 爾曹は 求め ざ 

るに 因て 得ざる 也  (雅各 四 章  一、 二) 

敎 會の爲 めに する 俾道は 愛と 平和 を此 世に 來す傅 道に は あらざる 也。 

. 其 四. 國の爲 め にす る傳道 


和愁 功名の 爲 めにあら す、 义狹隘 たる 宗派 心の 爲 めにあら すして、 國の爲 めに する 傳道 あり、 爱に至 

一 」 傅 道 は 私愁 名利 の f 界を脫 して 大義 公 (佺の iii を帶 るに 至る。 


i-^^&HMn^^liiA.^^^、 此 一種の 感 き、， 我 之 を 分析す^ 能 はすと 雖も、 我の 心 思 を 奪 ひ、、 我の 生 

ん 叩む^い、 お をして 之が 爲 めに 生き、 之が 爲 めに 死す る も尙ほ 之に 報 ゆるの 足らざる を 感ぜし む、 我 

の が 國に對 する は 人の その &に對 する の 情なり、 我 は 思 はすして 之 を 愛し、 之に 目 口 ありて 我をレ か" 

0  00000000  OCO0OO0O000O0OCO0O0000  oooooooooor 一。 

はるを 聞かす と雖 も、 我を繞 園す る 山川に 生靈 の充滿 する が 如き ありて、 無聲 微妙の 中に 我に 應へ我 

ooocooonoo  O0OO0C0OOOOO  Ooooooook2,o でで 0  0  0 お 0  ^おつ 

ひきむ るの 惑 あらしむ、 誰か 云 ふ 物質に 生命な しと、 我の 身 體髮膚 その 細微の 分子に 至る 迄 我の 國土 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0-  0  9  .s-  ？  0  0:0  、  ？，. S  ?i ?-  0- ,?  -0  0  ..^  ?- ,01 

の變 にして 我と なりし ものなら す や、 我 は 我が 國 土の 一 部分に して 我の 此 土に 附着す るは此 土の 化 

000000  COOOOOOOOOOOOOOOOOOO  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  _^  0  ^  ^  0 

現 なれば なり、 國を 愛せざる もの は 自己 を 愛せざる ものな り、 我の 此 土の 爲 めに 盡すは 我 か 存在の 自 

0  0  0  0  0  0  0  0OO00000000OOOO0O つ 000  00  OOOPOPCOO  I 

然の 理由に して、 我 若し 我國を 忘る に 至らば 我 は 我の 自然 を 失 ひ、 我 は 宇宙と 分離せ L なり 米 匿の 

愛國者 某日く 「我 若し 百の 生命 を 有せば 我 は 悉く 之 を 我 國の爲 めに 捧げん」 と、 我此 生を此 土に 受け 

り、 令 之 を此國 土に 還す、 是 我の 爲 すべき 當 然の捧 物な り。  、 、 

•iii.^. & 何せん、 今や 德義は 全地 を攘 へり、 信義 は 僅かに 經濟 上の 價値 ある もの ゾ して 信ぜら る 

者 を 以て 自任す る もの も 金力の 實權ぁ る を 固 信し、 己れ 先づ 家計 千代の 策 を 立つ るに あらされば 

#1 かで 大義 明分ト 天下に 唱 ふるもの なし、 人 は 國家を 利用して 國 家に 盡 さす、 我 慾の 大勢の 杭す ベ か 

-^^Jるを知り已も其大勢に拘て趨る、 我 知る 國 家の 滅亡 は 策士の 乏 亡より 來ら すして 義士 仁人の 不足 

x-iN 來る を、 我い して 今 一臂 を我國 土に 貸す にあら すん ば 千載の 後人 我を稱 して 何と 言 はん、 武を以 

です る もの は武を 以てせよ、 智を 以てする もの は智を 以てせよ、 我に 一 片 の精祌 バ の 大道の 我に 

11^ かれし あ.^、 我 は 我の 最善 を 以て 國 土に 供 せんと 欲す、 我 は 我の 宗敎を 以て 我 國に盡 さん、 我は此 

民.； > 一， 度して 斯國を 根 起せん、 我が 國 家に 盡 す處此 一 途 あるの みと。 
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矮小 瘦の 一 惯侶、 k 威 彼の 上に 襲ひ來 り、 過敏なる 彼の 心- Ml たび 動き、 彼 をして 聖馬可 堂の 高 壇 

, II   ぐんしょ-..' 

に 立ち、 伊國の 尊厳に 對 する 佛國の 無 禮を唱 へ しめば、 フロレンス の 全市 爲 めに 動き、 軍 鐘 忽ち 兵馬 

を 呼 築し、 將 さに 俊 人 せんとす る 佛 の 大王 をして 低頭 閑 かに 巿鬥を 避け. - 兵 を 加 ふる を 得 ざら しむ、 

.^.p  口  I ラの 一 聲は ガリ ャ 一 「の 政略、 ガ|リバ1ル|,\^^の武勇に勝りて伊國の威名を歐洲に轟かすに足れ 

り。 獨逸 聯邦 をして 今日 あらしめ し 者 は T^,^、  マ ー ク 等の 功勞 のみに あらす して、 曾て 三百 

モラ,、 わん  せつど cyj い  I  る せき 

年の 昔し 羅馬の 三 曆 冠に 對し、 大膽 にも 變瀆罪 を宣吿 せし 剛漢マ ー チン、 ル ー テルの 遺跡 實に 大に與 

かりて 力 あるに あらす や、 故に 眞 正の 獨 逸人た る もの は 彼の 宗敎 政治の 如何に 關せ す、 國を思 ふ もの 

にして 此宗敎 改革者に 對し 無限の 敬虔の 念を懷 かざる はなし、 —ル^^ 3 'の 名 は 獨逸國 と共に 存し、 獨 

逸國ぁ ら ん限 りは^ ク—. ^ル、 ル， 1^ の 功 精 は 消滅 せざる べし。 

合衆國 南北 戰爭の 時に 當て國 家 を 塗炭の 中より 救 ひ 出せし もの & 中に 一 牧師なる 7^1 リ，^ 、ー ワ^^ 

ビ III チヤ，： 氏に 勝りし もの はなし、 ^ン— n, ル I ン—、 ミ II ド、 .；^^-1^ノン「；.：等の偉功勿論余輩の嘆貰して止ま 

ざる 所な り、 外； れ ども 僅かに 一高 壇の 持主に して 能く 全國 民の 精氣を 鼓舞し、 歐 洲諸大 國が將 さに 反 

ざせつ  はんしん  よ 

逆 者の 獨立を 承認 せんとす るに 當て、 之 を 一席の 演說に 挫折し、 以て 叛人 をして 據る 所な からしめ し 

もの は：： 實 に宗敎 家と して 國 家に 盡 せし 一 大功 鑌 ならす や、 人に 生 靈の存 する 間 は 宗敎の 社界の 大勢 

力なるべし、 愛國者 宜しく 其 技 を 高 壇の 上に 試みて 可な り、 三軍 を 叱 し、 舌 を 議場に 弄する の 外 は 

汝の 國に盡 すべき 途 なしと 信す る 勿れ。 

のっと  こ りつ 

宗敎 .！}^ は愛國 者なら ざるべ からす、 博愛主義に 則る と稱 して 國 家の 箇 立すべき 理由 を 解せ す、 國 家の 

威嚴を 樓牲に 供して 外 國官； 敎師の 使命に 惟之 從 ふが 如き は是 未だ 宗敎の 大義 を 解せ ざる ものな り、 眞 


正の 宗敎家 は 皆 悉く 愛國 者な りき、 國の爲 めに せざる 宗教の 如き は 是邪敎 として 排 して 可な り、 若し 

天使の 形 を裝ふ もの 降りて 我に 一宗 敎を 授けん とし、 我に 吿て曰 はんか、 「余 は汝 に宗敎 を授與 せん 

とす、 汝の國 家 觀念を 去て 之 を 受けよ」 と、 我 は 彼に 對て曰 はん 「余 は汝の 宗敎を 要せす、 我 は 寧ろ 

我國を 守て 無 宗教家と して 死 せん、 我 胸中に 燃 ゆる 一片の 愛國 心、 我 は 之に 換 ふべき もの ある を 知ら 

す、 汝 余に 用な し、 去て 再び 我に 來る 勿れ」 と、 時に 靈 あり 我に 吿て曰 はん 「彼 は妖 物な り、 汝所藏 

の 一 片の 精神、 是實に 眞宗敎 の 一 面に して 之 を 消滅す るが 如き もの は 汝は排 して 可な り、 見よ 眞宗敎 

OOOOOOO0O0  OOOOOOO0OO0OO 

は此 にあり、 猶太 人たり し耶穌 基督、 彼 は汝に 日本人た るを敎 へん」 と。 

國の爲 めに する 傳道は 自利 を 顧みざる なり、 東き を 功名に 置かざる なり、 敎 理の爲 めに 宗派 爭ひ をせ 

ざるな り、 傳道 若し 悉く 國 家の 爲 めに 從事 さる k に 至らば 今日の 敎勢は 直に ー變 すべき や 明かな り。 

然れ ども 宗敎は 宇宙に 1 る ものにして 其 性 は 無限な り、 國家は 時と 所の 性 を 有して 有限な り、 無限 を 

墮 抑して 有限の 中に 窄入 せんと 欲すれば 無限 は 其 素性 を 失して 其 自然 の^をな さ るに 至る、 吾人に 

無， 限の 性 あり、 有限の 性 あり、 無限 有限 齊 しく 養生 せられて 始めて 完全の 人たり 得るな り、 國家觀 念 

OO000O00OO0000OO00  OOOO0OOO0O000OOOOOOCOOOOOO 

をして 吾人 の 宇宙 觀念を 抑せ しめん か、 吾人 の 宇宙 觀念 の 消滅す ると 同時に 阔家觀 念 も 損傷 消滅 せ 

られ ざる を 得す、 宗敎 直接 の 用 は國家 保存に あらす、 宗敎は 人 の 靈性 4^ 主 る ものにし て 人 と 神 GH 由) 

との 關係を 明かに する もの なれば、 政治 法律の 如く 人と 人との 關係を 直接に 論究せ す、 宗敎 若し 愛國 

を 論 すれば 神に 對 する 義務と して 之 を 論す るの み、 宗敎 にして 若し 直に！： 家 問題に 干涉 せんか、 これ 

敎政を 混同せ しものに して 國 家の 災害 之より 大 なる はなし、 宗敎は 政治に あらざる なり、 或は 尊王 奉 

怫と云 ひ、 或は 政敎 一致と 稱す るが 如き もの は、 未だ 宗敎の 本性 を 悟らざる ものな り、 政治 は 人の 事 

德 道の 綺神  二 七 一 1 一 
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なり、 宗敎 は祌の なり、 人に 祌性を 負 はすべ からす、 祌を 人事に 和 ffl すべから す 而 して 匿. 冢を主 

^として 傅 道す る もの は 無限 を 有限に 短縮し、 祌を 人事に 利用す るの 危險 に陷る ものな り。 

圈 家 を 主^ とす る 宗敎 は 狹隙た る を 免 れ ざ る は 理 の ：^取も^易き も の なり、 是 れ 國敎 と 稱す る も の 常 

に •： 十宙大 なら ざ る の现 由な り、 人 の 理性に 訴 へ しプ I  口テ ス タ ン I ト敎 もお セ— 「ン 派と して 普 魯士、 瑞典 

の國敎 として 採用され し 後 は、 其 改革 時代に 於け る 活氣と 精神 を 失 ひ、 舊を習 ひ、 古 を 慕 ひて 一定の 

>  ：  I  I  1 ,  I   ァ ウス タリ ャ スペイン 

规矩の 中に 人靈を 束縛す るに 至れり、 ァゥ ガス チン、 アム ブ HI スの 天主 敎も澳 太 利、 西班牙の 國敎 

となりて より 其 嚴と肅 と は 僅かに 外面の 威力と して 存し、 メ テル 一一 ッヒ 伯の 如き 政治家の 出る あれば 

壓制 政治の 好機 關 として 使用 さる k のみ、 宗 敎の爲 めに 計る に國敎 として 政府に 採用 さる &に 優る 不 

幸の あるな し、 , 「ラ ン クリン 曾て 云 へ る あり、 曰く、 

余の 考 ふるに 善良なる 宗敎は 自立す る を 得べ し、 若し 自立す る 能 はす、 叉 祌も之 を 保存す る を 欲 

し 賜 はざる が 故に その 信徒た る ものが 政權の 援助 を 乞 はざる を 得ざる に 至りし は是其 宗敎の 不良 

なる 誇な り。 

國敎 となして 敎權を 維持 せんとす る もの も、 宗敎を 以て 國威を 張らん とする もの も、 兩 つながら 宗敎 

の 適用 を 誤る ものにして、 敎勢 是が爲 めに 靡し、 國權 之が 爲 めに 仲す、 十九 *1 紀の 今日に 處 せんと 

する もの は {且 しく 國敎の 念を絕 つべ し。 

事 こ 、 に 至らざる も 1:.!}^ を 主 服と する 傳道は 《s に 社交的に 流れ 易く して 確^ 不拔の 精神 を 養 ふが 爲め 

に は： だ 微弱なる ものな り、 口 く 我國は 君主 國 なれば 英國 監督 敎< ^に 則るべし、 曰く 圃家は 自治の 精 

祌に is ん こと を 要すれば 宜しく 米國 組合主義に 傚 ふべ しと、 曰く 日本人 民に 單純を 好む の 性 あれば 镞 


式 を 疎ん する ク H 1 力 ー 主義 を 採用す べしと、 曰く 國 〔豕獨 立の 體面を 世界に 發 表せん が爲 めに は 吾人 

宜しく 純粹な る 日本的 敎會を 建^す べしと * 而 して 人々 國家 問題 に 關 する 彼の 意見 は 政治 思想 の 異な 

るが 如く 相異る もの なれば 之に 適する 宗教の 取捨に 付ても 大に 意見 を 異にし、 爲 めに 激烈た る 確執と 

なり、 彼 を 呼んで 國 賊と稱 し、 是を 名け て賫國 奴と 云 ふに 至る、 而 して 宗教の 主眼なる 神に 封す る責 

任、 萬國 民に 對 する 寛容 博愛の 精神 は 國家的 宗教より 全く 忘却 さる \ こと あり、 是國家 を 目的と する 

傅 道の 取る 常路 なり。 

世に 社交的 基督 敎 なる もの あり、 其 揚言す る 所に よれば 社界 改良、 國家 革新 を 以て 任す と、 曰く 吾人 

は 未来の 一 £ 度に 與 からん として 宗敎を 信ぜし にあら す、 宗敎は 現世 的なら ざるべ からす、 其 目的 は 人 

問 社界を 改造して 君子 國 となす にあり、 風紀 を 改良し、 國運を 進め、 天 國を此 土に 像 作る にあり、 禁 

酒 運動な り、 廢娼 運動な り、 貧民 救助な り、 慈善事業 なり、 是宗 敎の大 主眼な り、 未来 存在論 何 か あ 

る、 之 を 迷信家の 夢想に 任 かして 可な り、 照 何 か ある、 十九 世 期の 吾人 豈に 中古 時代の 教義に 堪 

ゆべ けんや、 宗敎と は 國家を 救 ふに あり、 橫井小 楠の 如き、 吉田松 蔭の 如き、 身 を 以て 國 家に 任せし 

しんせい 

も の 是眞正 の 宗敎 家な りしな りと 、 依て 說敎 は變 じて 演說 となり、 信徒 養生 は變じ て 靑 年薰陶 と なり、 

祈禱會 は變 じて 論談會 となり、 以て 自ら 改進 を 以て 稱す る もの あり。 

余輩 は 彼等の 全く 誤らざる を 信す、 然れ ども 彼等が 宗敎の 根本 を抬て その 枝葉に 着眼す る を 嘆す、 そ 

の 理由 は 余輩の 此に 論す る を 要せす、 只 其 結果 を 見て、 其 目的 を 達せざる を 見て、 其 精神の 宇宙の 大 

道に 根 據を据 へざる を 知る。 

瓧交的 {ik 敎の結 某 は 名論 奇說 なり、 慈善事業の 賞 讚な り、 敎會 政： 討 li ない、 ii^ill む、 まん 一 ij- 
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よい、 ,かき^:1む、 きいて 其 事業の 最大 成 效と稱 すべき もの は 僅かに 法律 文の 改正な り、 然れ 

ども 其 目的と する 社 會其物 は 僅かに 外面の 装 衣 を 變ぜし 迄にして、 その 實體は 少しも 奮 態を脫 せす、 

所謂き 、ザ か,；^ し 迄にして、 永遠に 互る 心中 の 平和、 世界 を 抱 括す る 聖徒の 交際 は如斯 宗教より 來 

ら ざるな り、 宗敎は 實の實 なり、 政治家の 職 は 現在の 社 界に其 適宜の 程度に 應 じて 之に 適宜の 社界組 

織 を 附與す るに あり、 國民 の 德義 的眞慣 値を增 進す る 是宗敎 の 特 職な り 、 社交的 宗敎 家な る もの は自 

ら 政治家 を眞 似す る も のにし て 彼等 は 傳道師 の 名 を 冒す ベから ざる ものな り。 

社界 改良 若し 汝の 主眼なら ば汝は 政治家と なる ベ きなり、 宗敎 的の 政治 〔I 是汝の 理想なら す や、 然れ 

ども 宗敎の 本領 は汝が 思惟す るが 如き ものに あらざる なり、 汝は國 運の 增進、 社界の 改良 を 宗敎に 因 

て せんとせ り、 汝の 本能 は 誤ら ざり し、 然れ ども 汝は 誤謬の 道を步 めり、 宗敎の 目的 は國 家社界 にあ 

ら ざるな り。 

其 五 神の 爲 めに する 傳道  - 

神の 爲め にす るに 及んで 傳道は 始めて 純 粹宗敎 的 事業と なるな り、 是， の 所謂 「雨 (神) の 水 を 

思 ふ 熟 心 我 を，. SiS{ ふ」 との 精神な り、 是 「港 督の愛 我を勉 せり」 と 云 ひし 保 羅の傳 道の 精神な り、 是 

「雨 曹 主の 爲に 凡て 人の 立る 所の 者に 服へ」 とて 國 法に 服脾 せん こと を敎 へ し 彼 得の 精神な り、 是 

「萬 軍の 主の 名に 因て か &れ」 との 號令を 以て 敵の 堅固 を衝 きし コ ロム ゥ H ルの 精神たり き、 宗敎家 


の 精神 は 何事 をな すに も 神の 爲 めに 爲 すに あり、 況 んゃ傳 道に 於て を や、 神 を 信す る 事 目前の 君 父 を 

信す るが 如く、 神 を 愛する 事 人 その 慈母 を 愛する が 如きに 及んで、 彼の 傳道は 始めて 浮虚の 梁たら ざ 

るに 至る、 i 愛 以下の 精神より 發 する 傳道 事業 は 浮虚 のみ、 遊戯の， i、 以て 宗敎 事業と 稱 すべから ざ 

るな り。 

汝は云 はん 「何人 か 神の 爲 めに 傳 道せ ざる もの あらん や」 と、 喧然 り、 神の 名 を用ゐ ざる 傳道は 未だ 

ちん あ：'  ふんど 

曾て あら ざり しなり、 然れ ども 神の 爲 めに する 傳道、 我の 生命 は 塵埃の 輕 きに 置き、 我- 0 功名 は 糞土 

の賤 しきに 比し、 神の 使命 を 全うせん が爲 めに は 我の 血肉と 謀る ことなく、 單 心天よりの 聲を 信じ、 

意 を 社界の 障害に めす、 望 を 事物の 成效に 置かす、 天命 之從 ふの 一精 祌を 以て 傳 道に 從 事す る もの 

幾 干 か ある。 

神の 爲 めに する 先づ 自己に 死せ ざるべ からす、 黨派 心なり、 愛國 心なり、 未だ 自己 心の 其 内に 混合し 

て存 する あり、 自己に 死し 世に 死して 我 は 神に 生き、 神に 生きて 我に 懼怖 なし、 慳怖 去て 我に 明 通 あ 

り、 神の 爲 めに する 傳 道に 憂慮、 政略、 方法 (自然の 常道 を 除 ひて) の 我の 事業 を混亂 するな し、 世 

界は 我に 化すべき ものにして、 我 は 世界に 屈折 投合すべき ものに あらす、 世 は 同音 ー齊に 彼方に 立つ 

も、 我 は 決意 斷然獨 り 此方に 立つべし、 我に 松柏の 霜雪に 凋れ ざる あり、 我に 大嶽 の巖 とし 動かざる 

あり、 我の 存在 は 萬 人 を 利し、 我の 一 聲は 波濤 を靜 む。 

よろこびの 音 |h をった へ、 平和 を つげ、 善き お とづれ をった へ、 救 を つげ、 シ オンに 向 ひて、 

ミるは 

「なん ぢの祌 はすべ 治めた まふ」 とい ふ もの 、足 は 山上に ありてい かに 美しき かな、 

(以 賽亞書 五十二 章 七 節) 
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神の 爲 めに する ありて 傅 道は甫 めて 人世 を 益す るに 至る • 時勢に 抗 する 確信な り、 人面 を 怖れざる： 男 

氣 なり、 至難 を 意に 介せ ざる 冒險 なり、 千古 を 凌 驚す る现 想な り、 是 人なら ざる^に 事 ふるもの、 み 

が^に 供し る ものにして、 天 壊 無窃に まで 社界の 逸步 を 促す も の は獨り 神れ 爲 めに する 近： 帥 あ る 

のみ。 

祌は靈 なり、 實 なり、 而 して 神に 事 ふるもの は靈 と誠赏 と を 以てせざる ベから す、 人に 若し 靈 能の 

明晰 無 3g なる ありて、 iaZ 有の 靈と 交る に 物の 援助 を. 要するな ければ、 彼は祌 のみ を 友と し 持ち、 神 

と 乂 を^ぶ のみ を 以て 彼の 完全に 達し 得べ く、 又 彼の 事業に 問 然 する 處 なかるべし、 然れ ども 人 は 

のみに あらざる なり、 彼の 肉 情 亦 彼の 大部分な り、 彼の 完全 は 靈界に 於ての み 求む ベから す、 彼の 

肉眼 亦祌を 13- る を 要す、 靈 としての み 神に 事 ふる 時 は 神 は 抽象的の 神と なり、 吾人 は 自身の 想像 を以 

て 神の 聲と 誤認し 易く： 神に對する熱心時には我意の崇拜に4-まらざる_5^-ぁり、 爱に 於て か 祌の爲 め 

にす ると 稱 して 人 爲に係 かる 俾說敎 篛の爲 にし、 心靈 的の 熱 信 を 以て 我意の 確信 を實 行す るが 故に、 

所謂 宗敎的 不寬容 となりて、 祌の聖 名に 依て 我意と 附 合せざる もの を 責め、 善 善女の 破門と なり、 

宗 となり、 「三十 年 戰爭」 となり、 佛國 革命と なり、 以て 慘儋 たる 景狀を 人類の 歷 史に呈 した 

り、 或は 十字， 軍と して 與敎徒 を 殺戮し 以て 天恩に 與 らんと し、 或は ォ ー ト ダフ H 1 (Autodaf か 信仰 

の 行爲) と稱 して 新敎 徒を燒 殺す る を 以て 祌に對 する 報恩と 信じ、 或は 神經 病お を 口して 魔 鬼の 化 現 

となし、 之 を 水中に 沈む る を 以て 信徒た る もの & 義務と 信ぜし 等、 皆な 抽象的に のみ 神 を 認めし 結 菜 

と 謂 はざる ベから す、 敎會の 分離 信徒 間の 憎惡 iH- 爭は 功名心の みより 来らす、 神に 對 する 熱心より し 

て、 眞理を 重ん する 衷心より して、 信徒の爭鬪敎會の^^？蝶を來たせし事は余輩の充分に承認する處な 


り、 祌の爲 めに する 傳 道に 消滅すべからざる の 熱心 あり、 敬愛す べきの 誠實 あり、 永久に 亙る の耐忍 
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あり、 然れ ども 寬容 なり、 慈悲な り、 柔和な り、 是 祌の爲 めの みに する 傳 道に 於て 大 に缺乏 する 慮な り。. 

其 六 人の 爲 めに する 傳道 

爱に 至て 余輩 は傳 道の 精神 を 抽象的の 神 以外に 求めざる を 得ざる に 至る、 余輩の 所謂 人の 爲 めに する. 

と は 勿論 人の 嗜好に 投 ぜんとす る を 謂 ふに あらす、 已に 祌の爲 めに する もの、 如何で 人の 鼻息 を 窺 ひ 

その 甘心 を 買 はんとす る もの あらん や、 所謂 人情 的宗敎 なる ものが 常に 此 軟弱に 陷り 易く. 肉 情 的の 

愛と 憫憐 とに 溺れ、 正義と 正 罰と を以 て I の 罪 惡を處 する を 怠 るに 至る は 吾人の 最も 注意す べき こ と- 

なり、  眞  正の  人情 的觀念  は嚴肅 なる  敬 祌的觀 念 を  過して  後に  起るべき  ものな  り。 

然れ ども 吾人 は 人 を 離れて 神に 事 ふる 能 はす、 叉 人に 因らす して 祌を 見る 能 はす、 世に 偶像 敎 なる も 

の あり、 其理論とする處は人類は直に杣象的の祌に接する_5^-能はざれば有形物を造りて彼の信仰の目 

的と なし、 神に 寄す るの 敬愛 を此 目的物に 呈し、 以て 彼の 衷心に 存 する 崇拜の 性を滿 足す るに ありと、 

而 して 其 弊害た る や 余輩の 辯 論 を 待す して 明かな りと 雖も、 共內に 一大 眞理の 含まる k ある は 义抗す 

ベから ざる 事實 なり、 若し 偶像 崇拜家 に 靈性 無形 の 神を拜 する もの k 如き 熟 心 と 高尙な る觀 念な し と 

すれば、 亦た 後者の 陷 りし 弊害、 卽ち 劇烈なる 迫害の 事跡 は 前者の 免 がれし 所な り、 吾人の 信仰 若し 

物體 上に 顯 はる k にあら ざれば 心中に 凝 積して 惡鬼 的の 靈と 化し、 以て 吾人の 隣人 を燒 壌す る に 至 る ■ 

傳 道の 神  二 七 九 ■ 
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が 如し、^ 像 的の 觀念は 人類の 本性より 論す る 時 は 吾人の 必要なる が 如し。 

然 らば 3： に 因て 吾人 は 吾人の 祌を拜 せんか、 蒼 空に 掛る 日月 は-造 主の 技工な りと 雖も 以て 吾人の 心 

を 寄す るに 足らす、 目 ありて 見す 耳 ありて 聞かざる 木石 像、 之 を 神と し 事 ふる も 皇天の 我の 敬意に 應 

するな く、 我の 衷心 亦 霊なる 祌を 之に 認 むる 能 はす、 祌は 我の 理想に 存 して 我 眼 は祌を 見る 能 はす、 

我心に 祌を 敬して 我の 捧物 を呈 すべき 祌 あるな し、 神は此 世に 彼の 形 を存せ ざり し耶。 

然り祌 の 形 は 吾人の 目前に あり、 神 は 吾人の 捧 物を受 くべき 神の 代表 人 を 此^に 存 せり、 Ifjc 人の 崇拜 

すべき 祌は全 く 無形の 神に あらす、 吾人の 信仰の 目的物 あり、 之に 事へ て 神に 事 ふる を 得べ く、 之 を 

敬して 祌 を 敬す る を 得べ く、 吾 人滿腔 の 心情 を 之 に呈 して 吾人 は 直接 に 神と 交る の感 あり、 神 之に 依 

て 我に 應 答し、 我 は 之に 依て 我 肉眼 を 以て 神 を 視るを 得べ し、 此 偶像 敎は 神と 眞理の 許す 偶像 敎 にし 

て 此の 偶像 敎 は^に 稱 する 一 神敎 なる ものに 優りて 善美な り。 

我の 物を獻 ぐべき 此 偶像と は 如何なる も のぞ、 我の 黄金、 5.- 香、 沒藥こ i にあり、 我に 我の 拜 すべき 

祌を顯 はさし めよ、 我 は 寶の盒 を 開 ひて 我が 神に 奉らん。  、  ， 

ク^^、  1^ 曰く  r 眞 正なる 神殿 は 人. V のり」 と、 北 斗、 參宿、 宿の 密窒、 是 神の 宿り 玉 ふ 所に あ 

ら. f -、 雷 霧奔鳴 山河 搖撼 する 時、 是 神が 吾人に 語る 時に あらす、 嬰兒 槽 に 臥す る處、 是眞. t が 低に 

臨みし なり、 神 は 人に あり、 彼 は 人に 於て 吾人の 敬愛と 尊 從とを 要求す、 人に 事 ふる は 神に 事 ふるに 

しで、 人を離れて神に^5?^ふる能はす、 爱に 1  スン— フホ ー ル， 公の 話 を 聞け。 

ゥ SI フホ ー ル公は 中古 時代の 名士に して 一 城の 君主な りき、 彼 は 熱心の 基督 信者な りければ 常 

に 神と 敎< ^の爲 め 大功 を 奏し 以て 忠實 なる 天主 敎 徒の 本分 を盡 さんと 思 ひ 居れり、 時に 彼の 心中 


に 浮び a-r し 一 策 は、 曾て 基督が 彼の 弟子 等と 共に 晩餐の 式 を 守られし 時 用 ひられし 金の 1^ ノ にして 

今 は その 行 衞を失 ひたる もの を 探り出さん とする にあり き、 ラ公思 へ らく 此事實 に 救 主に 對し天 

せきじ  ，y、 

主敎 會に對 しての 大事 業な り、、 昔時ょり其探究に從^*せし人尠なからすと雖も 一 つも 功 を 奏せし 

ものな し、 よし 我 は 今日より 萬 事 を 放棄し 身命 を 捨て k も 此重寶 の 所在 を 尋ねん と、 因て 心 を 決 

し、 別れ を 故鄕の 人に 吿げ、 甲 を し 肥馬に 跨り、 勇氣 勃々 として 彼の 城門 を 出で たり、 時に 瘤 

病 を 患 ふるもの あり、 來て 公の 傍に 伏し ナザ" レの 耶穌の 名に 依て 差少の 施與を 乞へ り、 ラ 公音聲 

.1! び-た. ち  け； v;J.l--0 

を 荒らげて 曰く 「余 は 皇天の 命に 由り 救 主の 金盃を 探り出さん 爲 めに 旅 出す る ものな り、 爾汚療 

物 何 ぞ我を 煩 はす や」 と、 病 者 は尙ほ 袖に 絲 て 施 與を乞 ふ、 a 公大に 恚り懷 中より 金貨 一 個 を 取 

r-ii  ちん， 1  ぶ 

り 出し 之れ を 地上に 投じて 曰く 「爾之 を 取れ 我 は爾を 顧みる の 暇な し」 と、 依て 鞭 を 鞍馬に 加へ 

みすして 去る、 是 より 數十 年間 ラ公歐 亞の諸 國を經 巡り 危難 を 犯し 丹精 を 盡し救 主の 金 盃を探 

り 求む る も 得す、 終に は 貧困 城主の 身に 迫り 来り、 彼 叉 霜 を 頭上に 戴く に 至る、 公 青年時代の 希 

卞に^ 終に 達すべからざる を 悟り 故 國に歸 り 餘命を 父母の 墳墓の 土に 終らん と 決せり、 公の 再び 城門 

に 近く や 身に 捲縷を 穿ち 手に 一杖 を曳 き、 冬 寒く して 霜雪 小川の 水 を 氷結せ し顷 なりき、 時に 叉 

瘤 病忠者 あり、 其 相 を 窺へば 數十年 前 公の 尙ほ壯 なりし 頃 大望 を 抱 ひて 探究の 途に 就きし 時 彼の 

馬 前に 跪きし 貧 人な りき、 艱苦 困難 は 今や 公の 心 を 和げ、. ぎ 察の 情ぎ りに 公の 胸中に 起れ り、 公 

はんせつ 

今與 ふるに 金銀な し、 依て 携 へし 所の 一 個の パ ンを取 出し 之 を 半折して 貧 人に 向て 曰く 「余 は 今 

君に 予 ふるに 只此パ ン あるの み 今 其 半 を 君に 呈す、 ナ  1.^ の 耶穌の 名に 依て 之 を 受けられよ」 と、 

てし や C  く"  けん？ つ た. さ 

又 腰に 挾みし 手 杓 を 取り、 路傍に 流れつ \ ありし 小川に 下り、 自ら 堅 氷 を碎て 一杯の 冷水 をく み、 
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癩病患者に 與 へて 曰く r 惠 ある 余の 救 主の 名に 依て 之れ を飮 め」 と、 乞食の 忠者は 丁重なる ラ公 

の 親切に ぁづ かりつ、 ありし が、 忽 にして 彼の 形を變 じ、 榮光 ある 基督と なりて ーフ 公の 前に 立ち 

手 を 仲して 祝福 を 彼に 與へ、 淸肅溫 雅言 はんかた なく、 感慨 を 以て 襲 はれた る ラウ ンフホ ！ル公 

に i£ て：： く、 

Lc, it  IS 1, .be  net  flfl.ald  ！ 

In  nmny  cumes  .without  a- づ ail 

Tliou  hast  spent  tliv  life  for  the  Hclv  Gniil ； 

i3cllol(l,  it  is  】lcre— this  cul〕  .which  tliou 

jJidst  fill  at  tlie  streamlet  fcr  mo Imt  ncAV  ; 

Tlus  rruHt  IS  n】y  bslv  lu.okcu  Icr  tliee, 

Tliis  water  His  hk-CKl  that  died  C3  tls  tree; 

The  ！ £oly  Su づ】 ler  is  Ice づ t,  iudced, 

in  whatso  we  slltu.e  with  anotlsr*s  need  ； 


見よ、 われなる ぞ懼 る、 な、 

ず) 盃 求めん と 

諧國を 巡る も益ぞ なし、 

見よ、 さか づき は そこに あり 


小川に くみし 手： s: なり、 

さきて 與 へ し共パ ンは 

さかれし 我の 體 なり、 

その 冷水 は 十字架の 

上より 流れし 我 血な り、 

O00OOOO0O 

贫 きんと ともに する 

OO0O00OOO0 

食 こそ 實 にや 聖餐な り 

ラ公 驚き 醒 むれば 之れ 一 場の 夢な りき、 公大に 悟れり、 神に 靈し敎 會に盡 す は； 大 下を經 巡り 目覺 

ましき 大功 を 奏する にあら す、 世の 貧しき もの は 基督な り、 貧者 を救恤 する は 基督に 事 ふるな り 

と、 囚て爾 來城鬥 を 開き 倉庫 を 放て 城下の isl- を 養 ひ 以て 公の 一 世の 快樂 となし たれば、 國榮ぇ 

民 安んじ、 公 自ら も 平安と 喜 悅とを 以て^ を 終 へ しと 云 ふ。 

( 著者. S. す， 余 は 此佳話 を前^？？？求安錄 に揭げ以 て 慈善事業が 余 の 衷心の 渴望 を充 たす 能 はざる を效述 せ り、 

是 余の 赏檢の 有の ま、 を 記せし なれ ども 讀者 或は 之に 依て 此 美談の 眞味を 失 ふ を 怖る. 「ラウ ンフホ I ル公 

の 夢」 なる f_g 文の 作 者，ーカ，1^?|^:, 、  1^1 ェ， T 氏 が 之 を ものせ し 原意 は 全く 余の 今此に 論ずる 人 作 的宗敎 を 獎 勵 

せんがお にせし なり， 然るに 之 を 以て 儀式 外形的 慈善 を 以て 足れり と敎 へ し 如きに 解せ し は 全く 著者の 誤解 

に 某： きし ものな り、 歴史的の 事赏 として 之 を 求 安錄に 記載せ し は 余の 讀 者に 向て 恥ず る處 なしと 雖 も- 之に 

依て 此絕 作の 眞價値 を 害し * 人に 依て 祌に事 ふるて ふ 大敎理 を 損 毀す る が 如きに 至 て は 著者が 公衆 に對 する 

罪. K に大 なり、 依て 今 W び 之 を 愛に 引用し * 以て 其眞 意味 を卅に 5? 介し * 並せ て 著者の 思慮の 淺 かりし を 表 

の 精神  二八 三 
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.0 す〕 

祌は 人に あり、 特^に 貧しき 人に あり、 彼の 錦 繍を纏 ひ、 王冠 を 戴く もの は 反て 神の 形に あらす して、 

褸衣 粗食、 饑餓に 叫ぶ もの、 是れ祌 の 眞體に 最も 近き ものな り、 吾人 は 人類に 於て 祌を 求め、 貧者に 

於て 神に 接す、 基督 曰く  r 此 兄弟の t 最微 者の 一 人に 行へ る は卽ち 我に ぼしな り」 (馬 太 傳廿五 章 四十 

節) と、 英人某 あり、 毎年 キリス マ スの实 に 一 席 を 上座に 設け、 出来 得る 丈け の 装飾 を 極め、 最甘最 

味 を 其 前に 俱へ、 以て 耶穌 基督の 座と 稱す、 客 $1 其 席に 卽 くに 及んで 一 子 を 近隣に 走らせ、 最 貧の 兒 

童 一 人 を 呼び 來り、 耶蘇 基 哲の座 を 占めし め、 而 後 一 同感 謝して 食に 卽 くと 云 ふ、 其 意 蓋し 前述の 

基督の 敎訓を 有の 儘に 實行 せし ものにして 實に美 行と 稱 せざる を 得す。 

昔より 今日に 至る 迄眞 正の 宗敎 復與は 常に 貧 人に 對 する 敎會の 行爲に 於て 顯 はれたり、 バプテ ス マの 

ョ ハネ 使者 を 遣して 基督に 問 はしめ て 2 く  r 來 るべき もの は爾 なる か」 と、 卽ち爾 は眞に 神の 子 人の 

救 主なる か、 若し 然 らば 其 證を與 へよ と、 而 して 基 誓 は 彼の 基督た るを證 せんが 爲 めに、 今の 祌學者 

が爲す 如く 一  つの 議論 を用ゐ す、 實證を 彼の 行爲に 取り、 ，il ハネ， に吿 げしめ て 曰く、 

瞽者 はみ、 跛 者 は あゆみ、 瘢 病人 は 潔 まり、 S 者 はき \、 死た る 者 は 復活され、 貧者 は 幅 昔 を 聞 

0  0  0  0 

かせら る 

と、 貧者 は 福 昔 を 聞く、 是 我の 神より 來 りしの 證 ならす や、 神より 來ら ざる 偽 預言者 は 意 を 貧者に 用 

ゐす、 彼等 は高贵 に 阿り、 富者 を 求め、 權 威に 賴り、 金力 を 重ん す、 彼等 は 上流 社 界の敎 化 を 祈り、 

社界の 感化 カを稱 して 官吏 豪商の 敎會 員た るを渴 望す、 然れ ども 我の 使命 は 貧者 を 救 ふに あり、 我の 

貧者 を 重んじ 富者 を輕ん する、 之 我の 基督た るの 證 なり、 世の 貧者が 我 を 慕 ふは祌 我に 在せば なり、 


我の 天職 は 預言者 以賽亞 が 書き 傳 へ し 如し 

主 ェ ホ バの靈 われに 臨めり、 こ は， 3 -、 「我に 膏をそ 、ぎて 貧き ものに 福音 を の ベ 傳 ふるこ と を ゆ 

だね、 我 をつ か はして 心の 傷める もの をい やし、 俘囚に ゆるし を つげ， 縛め られ たる ものに 解放 

を つげ、 |ェ； ホバ. のめぐ みの 年と われらの 神の 刑罰の 日と を吿 しめ、 又す ベて 哀む もの を なぐさめ" 

灰に かへ 冠 をた まひて シ オンの 中の かなしむ 者に あたへ、 悲哀に かへ て歡 喜の あぶら を予 へ、 う 

れ ひの 心に か へて 讚美の 衣 を あたへ しめた まふな り、 かれら は 義の樹 M ホ バの植 たま ふ 者 その 榮 

光 を あら はす 者と とな へられん、  (以赛 亜 書 六十 一章) 

我の 行爲 にして 此 語に 符合せ すん ば 我 を 基督と して 信す る 勿れと。 是 基督 敎の 特質な り、 而 して 基督 

敎 のみなら す、 宇宙の 眞理に 基け る宗敎 にして 此 特質 を 帶 びざる はなし、 富者 權カを 得て 貧者 頭を沒 

する に 至りし は 常に 敎會の 衰微 を 示せり、 是實に 宗敎的 生命の 試驗 石な り、 敎勢 振興 策、 敎會獨 立 問 

題、 …… 嘹之を 捨て 他に 敎勢を 復興す るの 法 あらざる なり。 

貧者 勿論 必 すし も金錢 上の 貧者 を 言 はす、 心の 貧しき もの 是又 吾人の 推察 を 要すべき 人な り、/、 に靈 

性の 骨の 富貴 を以 て 充す ベ からざる あり、 憂愁 慰藉な くして 辛 日月 を 送る もの は 縷衣を 纏 ふ もの.^ み 

にあらざる なり、 錦お 壯屋の 中に 美食に 飽 くもの k 中に 亦缺 乏の憐 むべき あり、 何 を 以て か 我 愛子の 

早世 を 慰めん や、 我の 心中に 大空の 虚な るが 如き あり、 我が 百 萬の 富、 此 貧を醫 する に 何の 功 か あら 

ん。 何に 依て か 世の 我に 對 する 不實 詔媚を 忍ぶ を 得む、 我の 高. 化に ある は 我 をして 推察の 友 を 得る に 

難から しむ、 我の 權カ此 寂寞 を 償 ふに 足らす と。 人 若し 人たら ば 貧なら ざるの 人 あるべき 害な し、 人 

其 本性 を 失 ひたれば こそ 世の 朽る 寶货を 以て 足れり とする に 至りし なり、 然れ ども 贫を感 する もの 、 
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み 神 I 一お {=w のま. ビ與 かり 得べ し、 而 して、 宗敎 家の 職と する 處は 富者の 心靈の 貧き を 癒し、 ®S5 か 

ig 上の 貧 を 慰む るに あり。 

故す 傅 道 は心靈 的 慈 ®? ^業な り、 我に 神 恩の 足る かるが 故に、 我の 神に 對 する 報恩と して、 我 6 同き 

に對 する 推察より して、 我は我心屮の無^の慰靈を他人に^-與せんと欲す、 我に 若し 財貨の 分與 すべ 

き あれば 我 は 勿論 喜んで 之 を 神に 獻げて 孤獨を 慰めん、 然れ ども 金銀 令 は 我に あるな し、 我の 有する 

もの、 卽 ち^,^ レの 耶穌の 救^ 力、 我 は 之 を^に 供して 世の 贫苦 を醫 せざる ベから す、 故に 傅 道師た 

らんと 欲する ものに は 先づ此 i:E 裕、 歡喜、 平和の 充滿抑 蹈 し 得べ からざる の 量な かるべ からす、 彼に 

先 づ 歡喜 の 此 無！？ J 藏ぁ るに 及んで 彼 は 世の 貧者 を充し 得べ し、 彼の 俾道 事業 は 永遠に 至る 迄の 活ける 

水の^；水となり、 燭世 之が 爲 めに 冽く、 衆生 之が 爲 めに 歡 呼す るに 至る、 眞 正なる 傅 道 師の资 格 は實に 

左の 如き ものな り、 

'7tJ  も" 一 

薆 るに 似 たれ ども 常に 喜び 貧き に 似 たれ ども 多の 人 を 富し 何も 有ざる に 似 たれ ども 凡の 物 を 有り 

  、  、 (寄 林 多 後書 六隶十 節) 

傅 近 慈 tlisH^ た るに 及んで 之に 至難なる 布敎 問題 の^す るな し、 誰か 自由に 金錢を 施與す るに 當て難 

題に 接する もの あらん や、 慈善 業 の 秘訣と 稱 すべき もの は 只 缺乏の 比例に 拘 つ て 物品 金錢を 貧者に 

分與す るに あるの み、 而 して 普通の 慈善事業 に 於て は 施與す べき 財货に 限り ありて 施 與を乞 ふ 人に^ 

り.^ きが 故に 正常の 分配 法に 就て 時々 困難 を來 すと 雖も、 心 戴 的 慈善事業に 就て は 施與す ベ き 心靈 の 

賜物に 永遠の 限な き あれば、 吾人 は自. m に與 へられし もの を自. S に 貧者に 施與 する のみ、 (馬 太傳十 

^八 節)、 吾人 は 之が 爲 めに 憤を受 くる を 要せす、 與 ふる は 吾人の 快樂 とする 處 なれば たり、 i 道 i: 


題が 困難 を吿 るに 至る は分與 すべきの 靈の 缺乏に 因る、 恰 かも 干 萬の 餓鬼 を 養 ふに 當て 僅かに 數 石の 

米麥 あるの みの 場合に 於て は 之に 無味 淡々 たる 水 を 加し、 一 椀の 粥 も 平等に 分與 する の 難を感 する が 

如し、 世に 快樂の 業と 稱 する ものにして 有り 餘 るの 財 を 貧者に 施與 する に 勝る 快の あるな し、 而 して 

傅 道 若し 靈の 分與 ならば 何物 か此 快に 勝るべき もの あらん や、 俾 道の 難を訴 ふる 者 宜しく 一  省して 可 

なり 0 

慈善 主義の 傳 道に 功名心の 蔓延し 來 るべき なし、 若し Isil 心の 其 中に おする あれば 只 他人に 勝りて 慈 

善事 業 をな さんと する の 野ば li| 心 あるの み、 而 して 如 斯の 野望 心 は 何人も 有して 可な り、 慈善 は 名譽の 

爲 めに する も 益 あり、 只心靈 上の 慈善 は 名利の 爲 めに 之 を 施す に 及んで は 何人も 之より 益 を 得ざる に 

至 る、 是實に 兩稀 慈善 の 異なる 所な り。 

余輩 未だ 慈善事業に 黨派 的競爭 ある を 聞かす、 若し 之 ありと すれば 慶賀 之より 大 なる はなし、 人 若し 

隣人 に り て 多く 人 に 施さん とする に 至 て 黄金時代 は 到達せ しなり、 人 は 得る 爲 めに 爭 ふて 與 ふる 爲 

めに (= ^はす、 傅 道 地の 競爭、 嗚呼 之 如何なる 言語なる ぞ、 汝は 掠奪 せんとす るな り、 故に 汝の 兄弟と 

(命 ふなり、 世人 は 汝の傳 道を稱 して 利 慾 的 事業な りと 云 ふ、 汝何を 以て 之に 答 へんと する か。 

慈善事業に 迫害 的 精神の 存 する を 聞かす、 我の 目的 は 世の 苦 を 救 はんとす るに あり、 我 如何にして 

自ら^ 苦 を 人に 加 ふる を 得ん や、 我 未だ 慈善家が 彼の 施與を 受けざる とて 人 を 譴責 钆問 せし を 聞かす、 

與 ふるもの は 我に あり、 我 何 を 好んで 受けざる もの を 追 迫害す ベ けんや、 又 若し 人 ありて 我の 施與 

を妨 ぐる もの ありと も、 我 は 意に 介せ ざるな り、 M となれば 貧者 は 自ら 來て 我の 施 與を乞 ふべ く、 我 

叉 物 を路に 遣し て 彼等 を して 之に 氣 俊に 拾 はしむ る を 得べ ければ たり 、財貨 我に ありて 施與 甚だ 易 し 、 
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闲難は 我 自ら！^ w する 時に あり、 俾 道の 困難、 我 は 如 斯語を 解す る 能 はす、  輩 未だ 豪 富が 施與 の困鄭 

を； 評 ふる を 聞かす。 

此 -s!ji 惡阯界 勿論 志士 仁人 を 泣かしめ ざるに あらす、 I に は 利 慾の 爲 めの 傳道 あり、 又 功名心に 因る 4 

敎 ある ありて、 眞 正の 隣 愛 主義に 則る 傳 道が 世に 現 はる & あれば、 之に 附す るに 偽善 野望の 名 を 以て 

し、 以て 彼の 事業に 妨害 を 加 ふる あり、 又 人心の 頑愚なる 至善に 接して 其 至善た るを辨 する 能 はす、 

反て 之 を i^ii し、 以て 舊來の 迷 霧に 安 ぜんとす、 若し 人の 嗜好 選定に のみ 因る 時 は 少しも 彼 t 利す 

る 事 能 はざる こと あり、 然れ ども 是 等の 艱難に 會 して 吾人 をして 常に 歡 喜の 中に 勇進せ しめ、 强 ひす 

して 他 を 善道に J^Jj: き 得せし むる もの は 五；； 人心 中に 實存 する 快樂 と、 吾人の 目的に 一 の 私利 觀 念の 存す 

るた きに 因る のみ、 慈善 的傳 道に 二三の 憂慮な きに は あらね ど 千 百の 歡 喜すべき あり、 勝利 は歡 喜な 

くして 得る 能 はす、 i§ 常に 困苦 を訴 ふるもの k 事業 は 知るべき のみ、 保羅 曰く 「雨 前：！ 常に 主に あり 

て 喜べ、 f^^f また 云 ふ、 爾曹 喜ぶべし」 と、 吾人 は 保羅の 艱難 を 知る、 然れ ども 彼 は 歡喜を 知て 艱 f を 

S らざ りしが 如し、 傅 道に 從事 する もの 保 羅の歡 喜な くして 可な らん や。 

慈善 主義に 则る傅 道に 恥る ことなし、 恥の 念 は 吾人の 行爲が 理想に 反する 時に 起る、 お の爲 めの 傳 

道、 功名 主義の 傳 道に は 恥な きを 得す、 而 して 世が 常に 傳道 を賤 しむの 理由 は 全く 之 を g して 私利 的 

事業と 見做せば たり、 保羅 曰く  1 1  I 

は 福音 を 恥と せす、 此！ i 昔 は ユダヤ人 を 始め、 ギリシャ 人 凡て 信す る もの を 救 はんとの 神の 大 

能 たれば 也  (羅馬 書 一章 十六 節) 

余輩 比 語 を 請む 毎に 未だ 曾て 保羅の 心情 を 追想せ ざる はなし、 彼 神の 忠僕、 彼 も 曾て 傳道師 たる を 恥 


しこと ありし や、 好男子、 彼 も 力 ー ライルの 稱 する 英雄の 一人に して、 浮虚の 上に 立つ 能 は ざり し 人 

(Men  of  frnch  Inagnitude  ^-5^  they  cculcl  not  live  on  llm-calitiefo の 一 人な りし、 衣 の爲め 

に 福音 を傳 へんと する が 如き 卑陋 念 は 彼の 純白なる 胸中に 曾て 浮び 出し 事た-かりし ならむ、 功名の 爲 

めの 傳道、 若し 時には 彼の 妄想 界に 出沒 せし こと ありし ならば、 彼 は 之を畫 きし 魔靈を 叱』 あし、 憤然 

彼の 心中に 如斯 野心の 存 するな きを 誓 ひしな らん、 彼の 偉大に して 抱 世界的なる、 彼 は 猶太 一 國の爲 

めに 彼の 全身 を捧 ぐるに 吝 なりし ならん、 彼の 志望の 擴 遠なる、 彼 は渠の エドモン. に、 ボルクの 徵を 

踐み、 •：. ナ宙に 供すべき 彼の 心 思を狹 縮し、 以て ー黨 派の 爲 めに 之 を 消費す る を肯ぜ ざり しなら む、 彼 

の 實際的 思惟に 富める、 彼 は 抽象的の 神 を 以て 足れり とな さす、 哲理 的に 之 を 講じ 以て 祌學界 に倘徉 

する 如き、 腐懦 的の 生涯 を 以て 大に 心に 恥ぢ しなら む、 彼 をして 傳道師 たる を 恥と せ ざり し 理由 は 彼 

の傳布 せんとす る 福音に 眞價値 ありと 信じ たれば たり、 之 功名の 爲 めに 供すべき 機關 にあら す、 之 一 

種の 國家 主義に あらす、 之 彼の 秘藏 の專門 哲理に あらす、 若し 如斯 きものなら ば、 彼 は 心に 恥て 傳道 

師 たる を 得 ざり しなら む、 然れ ども 之 萬 民 を 救 はんとの 祌の大 能と 知り たれば、 彼 は 奮然 驟起、 以て 

天下に， ^ を宜吿 する を 憚.^ ら ざり しなり、 孟子 曰く 「恥 之 於， 人大、 爲， 一機 變之 功一 者 無， 所， 用， 恥」 と、 

未だ 傳道師 たる こと を恥ぢ しこと なき 人 は 未だ 傳 道の 何たる か を 知らざる 人な り。 

慈善 的の 俾 道なら ざれば 眞 正の 熟 心の 其 內に存 する あるな し、 利愁、 功名、 愛國等 吾人 を 刺激す る大 

主動 力た るに は 相違な し、 然れ ども 是れ 吾人の 人情の 如き 實 功力 を 有する ものに あらす、 I^Jd.  H 

常に 其 弟子に 吿て 曰く  r 汝 等に 相 憐の情 を 賜 ひし 神 を 讚美せ よ」 と、 實に 吾人の 所有に 歸 する ものに 

して 相憐の 情の 如く 貴重なる はなし、 之 吾人の 生命 を 維ぐ ものな り、 之 吾人の 詩歌の 泉 源な り、 之に 
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因て 忠孝 仁 〈箱の 道 あり、 之に 因て 竊 愛 犠牲の 美 あり、 之 人性の 最强 本能な り. 其牽鬼 力の 大 なる、 人 

は その 父母 を 離れても その 姿に 鎚る こと あり. 祌を 拾ても その 愛慕の 目的物と 和 せんとす る あり、 我 

の 傅 道 若し 健全なる 相憐の 情に 動かされ しもの なれば、 何寨か 我の 爲し能 はざる こと あらん や、 此情 

によらす して 犧牲 あるな し、 犧牲 なくして 成效 多き 傅 道 ありし を 聞かす。 

^ の 大宗 敎家 と稱す る 人 は 呰 非常に 相憐の 情に 富みし 人な りき、 吾人 は 大慈大悲な る 釋 尊が 出 (〈. - せ し 

時の 狀を 知る、 彼 その 時に 際し、 馬丁 車 匿に 吿て 曰く、  r 汝 知らす や 無常の 殺 鬼 攻來る 事 速 かなり、 

我 一 切 衆生の 爲に是 を 降伏 せんとす」 と。 

余^ 又耶穌 某^の 傳 道の 精神 も 實に此 深遠 量るべからざる 憐憫の 情より 出し を 知る (「基督 信徒の な 

ぐ さめ」 W 版 第 七十 七 頁 以下 —本 卷四八 頁 下 ー を 見よ)、 彼 は， レム 城を瞰 て流涕 長嘆 息して 曰 

く 

めんどり 

鳴 呼 エルサレムよ エルサレムよ、 預言者 を 殺し 爾に遣 はさる \ もの を 石に て 撃つ ものよ、 母鷄の 

雛を翼の下に$^^^るごとく我なんぢの赤兒を築めんとせしこと幾次ぞゃ、 然れど 雨 前 "は 好ま ざり 

き、  (馬 太 傅 一 一十三 章 三十 七 節) 

彼 は ラザロの 墓に 抵り、 その 姉妹 友人の 哭 する を 見て、 「心 を 痛ましめ 身 ふる ひて 曰け る は 面 曹何處 

に 彼 を： まきし や」 と、 而 して r 涕を 流いた まへ り」 と、 英雄 心 動く とも 容易く 涕を 流さす、 然るに 今 

や 一滴の 感働此 推察^ 巾に 浮ぶ、 傍人 誰か 彼の 聖哀に 感ぜ ざらん や、 愛に 於て r ュダ， ャ人曰 ける は、 

よ 如何ば かり 彼 を 愛する も のぞ」 と、 

福 昔 記者 は 基 哲の傅 道の 様 を 記して 臼く、 


I  I  ^ ゾリ ざと  ャペて  ^v-,^ 

—ィ—ェ！！^ 遍く 都邑 を 廻り そ の 會堂 にて 敎を なし 天國の 福 昔 を宣傳 へ 民の 中なる の 病す ベての 疾ひ 

を 癒せり、 牧者な き 羊 の 如く 衆人な や みまた 流離に なりし 故に 之 を 見て 憫み給 ふ、 

是 同胞 推察の 情に あらす して 何ぞ や、 而 して 余 W は 基督に 他の 精神 ありし を 知る 能 はざる なり、 吾人 

或 者の 信す る 所に よれ ば^  ^^スl基督は祌 の 獨子 にして 人類 を憫 む大祌 の 聖 意に 因 て 此穢濁 世界に f り 

じなりと、 新 神學、 ュ 一一 テリアン 敎、 基督 神聖 論に 付て は 各々 その 抗辯 する 所 あらん、 然れ ども 大祌 

が 人類に 對 する 憐澗の 結 菜と して 基督の 降 世 を 解し 見よ、 宇宙に 關 する 吾人の 觀念、 吾人 自身に 關す 

る 思量、 基督教の 世に 存す るの 现由、 愈々 深く して 愈々 重し、 無限の^ 憐、 是祌の 特性なら す や、 之 

基督 敎 ならす や、 爱に 於て か 余輩 は甫 めて 基督 敎の M たる か を 了り、 之 を 傅 布す るの 秘訣の 何 所に 存 

する を 知るな り。 

余輩の 尙ほー 霄 すべき あり、 慈善 的の 傅 道に 冷熱變 動の あるな し、 所 IS 祌に對 する 信仰， -」 稱 する もの 

は 時に 燒 燃の 熱 庞を加 ふること ありと 雖も亦 氷結の 寒冷に 下る こと あり、 「リバイバル」 的の 熱心と 

凡俗 的の 冷淡と は 抽象的の 神の みに 意 を 留め る宗敎 の 免る ベ か らざ る 情 態な り 、 然れど も 吾人の 心情 

化せられ、 此聖情 延びて 傳道 事業と なる に 及んで は、 吾人 は 永遠に 迄 湧出る 生命の 泉と なり、 妻が 

夫 を 愛する が 如く、 慈母の その子に 於け るが 如く、 吾人の 信仰に 增進 する ありて、 減 却す る ことなき 

に 至らむ。 

人の 爲に する 傳道、 是れ 何人も 從 事し 得る 傳造 なり、 是れ傳 道 免許 を 要せざる 傳道 なり、 敎權 なる も 

の 今 は 全く 我に W あるな し、 眞理其 物が 我の 證人 なり、 我が 頭上に 干 百の 手の 載せら る K ありて、 我 

の 姓名 を 冠す るに 敎師 博士 等 壯嚴な る稱號 有り 餘る程 を 以てする も 貧者 若し 我に 依て 天の 慰藉に 與か 
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る を 得すば 我の 授かりし 按手 禮は空 式の み、 虛禮 のみ、 以て 厘 毫の價 値 を 我に 加 ふる を 得す、 愛に 法 

律 あるな し、 倚 道の 自由 は 我に 他人に 與 ふべき 眞 善の； ；.= する 時に あり。 

余眾を して 誤解せられ ざら しめよ、 余輩 は 人 を 先にして 神 を 後に す る 傳道を 辯 護し つ、 あるに あら ざ 

るな り、 余輩 は 人に 於て 神を拜 し、 人に 事へ て 神に 事ん とする 傳道を 主張し つ、 あるな り。 汝利 慾の 

爲 めに 傳道 せんとす るか、 余輩 は 直ちに 之 を 停止 せんこと を勸 む、 何と なれば 之れ 汝 自身に 取りて 甚 

だ 不利) なれば なり-、 (世の 汝に 依て 益せられ ざる は 言 を耍 せす )o 汝名譽 を 傳道界 に 求めん とする 

か、 然 かせざる なかれ、 是を 础煙彈 雨の 下に 求めよ、 之 を 議會の 高 擅 上に 求めよ、 (兵馬、 政治 また 

全く 功名の 爲に のみすべからざる も )o 汝の傳 道 は 汝の屬 する 敎會 の爲 めなる か、 憂 ふる 勿れ 汝の宗 

敎は 困苦 失望 を 多量に 汝に 佻して 歡喜 成功 は汝の ものなら ざる こと を。 國の爲 めの 傳道、 嗚呼 退 ひて 

政治家と なれよ、 汝の 天職 &處 にあり。 神の 爲 めめ 傳道、 嗚呼 汝が神 を汝の 同胞に 於て 發見 する 迄 之 

を 見合せ よ、 汝は 神に 盡 さんと 欲して 反って 神に 逆 はんこと ある を 恐る。 人の 爲 めに 傳 道せ よ、 彼に 

肉 情 的の 快 樂を與 へんが 爲 めなら すして 彼の 靈を救 はんが 爲 めに、 汝が 神に 惠 まれし 如く 彼 も 神に 惠 

まれん が爲 めに、 彼に 神靈の 宿る あれば 神に 捧 ぐべき もの は 彼に 捧げよ、 之 迷信なら ざる 偶像 崇拜な 

り、 之 人情 的の 一 神敎 なり、 此俾 道に 歡 喜と 熟 情 あり、 此傳 道に 迫害と 爭亂 あるな し、 之 余輩の 稱し 

て ぼ 〈正なる 傳 道の 精神と たす ものな り。 

人に 義すは 神に 讓 すなり、 而 うして 人の 爲 にす る傳道 のみが 國の爲 にす る傳 道な り、 國に 供す るに 眞 

善人 を 以てす、 國.！ 1^ に 盡す是 より 大 なる はなし。 

尺の^：！にする是れ敎會の爲にするなり、 人の 爲 にす る敎會 は榮 え、 敎 會の爲 にす る敎 會は衰 ふ、 そ は 


敎會は 人の 爲 にして 人は敎 會の爲 にあら ざれば なり。 

傳道師 の名譽 亦た 彼が 人の 爲に 消費 せられて 來る、 彼 は 自己 を抬て 素め て 自己 を 得る ものな り、 彼の 

名 譽の爲 に 計る も、 彼の 衣食の 爲に 計る も、 彼 は 全く 自己 を 忘れて 彼の 隣人の 爲に盡 す を 可とす。 


理想的 傳道師 

(是 は 著者 が 曾 て 某： 督敎 新聞 に 寄 送せ しもの たリ) 

00000 〇〇 00 〇coo〇  0000 〇 0000000000 

余 蒙 常に 思へ らく 宗教 事業 は 人類の 職業 中 最も 卑賤に して 最も 高尙 なる ものな りと 

何故に 之 を 最も 卑賤なる 職業と いふ や、 Bl- よ 幾多の 卑劣 男子が 己れ の 慾 望 を 達せん とする に當 て宗敎 

a: に遁隱 亡し を、 羅馬の1.^,キ1¥—刁，^^刈、1|、ボ ル—ジ—ャ—の如き、 英國の 監督 口 11.1 ドの 如き、 我 國の弓 削の 

-- う？ や- フ  くっし  かんぶつ  どんよ,、 

道 鏡の 如き、 呰た 人類 中 屈指の 奸 物にして、 神聖なる 宗敎界 を 利用して 其 貪 愁を滿 さむ こと を 謀 かり 

しもの なり、 世に 惡む 可き もの 一 にして 足らす と 雖も妖 僧の 如き もの は あらざる なり、 宗敎 心と 宗敎 

家の 特質 を 有せす して 牧師 傳道 師僧 侶 又は 神官と なる もの は 社 界の大 害 物な り、 聖書 は如斯 人物 を 指 

COOOOOO  0000000000  0OOOO0O  -  , 

して 偽 預言者と 云 ひ、 羊の 皮 を 被る 狼と 云 ひ、 盗賊と 云 ふなり (約 翰 傳十章 十 節)。 

何故に 宗敎 事業 を 以て 最も 高尙 なる 職業と いふ や、 見よ 萬國の 史上に 於て 最も 人類 を 益し 最も 進歩 を 

助けし 人物 は宗敎 家に 非ざる なき を、 如何なる 政治家 如何なる 學者か 東洋 一 一千 五 百年 來の 進步と 平安 

理 使 師  二 九 一二 
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を 維持す るに 於て 彼の 慈悲の 現象な る 輝： i! 牟 35 に 及ぶ もの あらん や、 誰か セ ミチ ッ ク 人種 を 統御す る 

に當 つて 乇 ハ メット の 如く 力 ありし 者 あらん や、 誰か 歐米ー 一 干 i ^来の 法律 編成 上 之に 道德の 精神 を 吹 

入れし 者に して 彼の イスラ H ル の 師父 モ ー セに 勝りし もの あらん や、 古代 欧洲の 歷 史上 は 取 も 有功の 人 

物にして リヲ 三世の 如き グ レ ゴ .y..^七，の如き^^^^.K n スの 如き アサ ネ シ ヲ ス の 如き 偉大なる 人物に 

優りし もの あらん や、 如何なる 將軍 にして. t;rH,K レ ー の 如く 多数の 從者を 有する もの あらん や、 叉 近 

世に 至って 世界 文明の 進歩 を 保 助せ し 人に して リビ ング ス ト ンの 如く ァ フ リカ 大陸 を？ E きし あり、 へ 

ンリ ー、 マルチンめ 如く 英國の 印度に 對 する 政略に 向って 道德上 一大 進歩 を 促せし あり、 ビ ル， 

氏の 如く 已 れ 一 敎. の 牧師に ありながら 米 阈賣奴 禁止の 戰爭に 常って は將 軍マク ラレ ン义 はグラ ノト 

と 功 を 共に する あり、 其 他 牧師 傳道 師の歐 米社會 上の 進歩に 及ぼせし 勢力 は 實に大 政治家 叉 は 有名な 

る 第 人と 匹敵し へきの みならす、 其 感化 力の 深く して 後世に 達する に 於て は 宗敎家 の 勢力 は 軍人 又 

は 政治家の 勢力の 上に 遙に越 ゆる ものな り、 此事 たる 我 固に 於ても 亦然 り、 日蓮 上人 は 此の世 を 去つ 

て 六 百年 後の 今日に 當 つて 尙ほ 一 百 五十 萬 人の 信徒 を 有し、 親鸞 上人 は 三百 萬 を 有し、 其 他 我 國の大 

德高附 にして 弘法 大師の 如き 澤庵 和尙の 如き 我 « 文明の 保^. に 進歩 上に 鴻益 を與 へし 事 實に大 なり、 

將： 求-: は 去り. ハム 〔糸 は滅 ぶる ある も 此等高 の 事業 は 来 だ 減せ ざるな り、 拉典 語に "Iml)erium  in  Im- 

perio" の 語 あり、 卽ち 帝王の 帝王た るの 義 にして 眞 正なる 宗教家 は 勢力に 據ら す政權 に據ら すして 

唯 其 德に據 つて 實に 人類の 最上 位に 達し 得べき ものたり。 

今 理想的の 傳 道.！ た る もの i 资格を 考究 せん とする に 當 つ て 先づ 傳道 の 何物た る を 論ぜざる 可 らす 、 

英語に て 傅 道 を ミッション (Missi§) とい ふ卽ち 送る の義 なり、 或は 一 の 教理 を 他に 傅へ ん爲 めに 


送る あり、 又は 肉體 上の 保 助 を 施さん 爲 めに 送る あり、 因て 其 大意 はミ 一一 スト ル (Minister) 卽ち余 

輩の 譯 して 敎 役者と 名づ くる ものと 略 ぼ 同意 味に して 他人 を 助く るの 意 を 含む 語な り、 依て ミツ シ ョ 

ンなる；^jiは必すしも之を敎理俾道のみに用ゅ可きものにぁらすして凡て の慈^；事業も同じくミ ッショ 

ン なり、 然れ ども.；^ 輩の 信す る 所に 據れ ば宗敎 なる もの は 人類と 神との 關係を 明 かにす る ものにして 

之 を 世に 傅 ふる は 人類 を 最も 幸福なる 位地に 立歸 らしむ る もの なれば 此敎理 を 世に 傅 ふること は實に 

善の 善に して 博愛 事業 中此 事業に 優る もの 他に ある ことたし と、 俾道は 君子 仁人の 職に して 之に 優る 

の 業 は 余輩の 思想 中に 見出す こと 能 はざる なり、 今 傳道を 以て 人類 を 神に 立歸 らしむ るの 事業と なさ 

ば 其 lEi! 域 は 實に廣 且つ 犬なる ものな り、 言語 を 以て 敎理 を說 明す る 勿論 其方 法の 一 なり、 然れ ども 說 

敎 又は ir 现の業 を 以て 傳道 事業の 大部 叉 は 全部と 見做す は大 なる 誤謬と 曰 はざる を 得す、 傅 道の 要は 

O0O0OOOOO0O0O0O000OOOOOO  ふかく 

凡て の 方法 を 以て 凡ての 人を祌 に立歸 らしむ るに 在り， 余輩 は 信す 人類の 歷史は 不覺の 中に 人類に 傅 

道し つ 、ある ものなる こと を、 て 善なる こと 凡て 德 ある こと 凡て 譽 ある こと 是 れ皆傳 道の 要素に し 

て 之 に 從事 する 者 は 眼 を 此邊 に 留めざる 可 らす。 

Jgts 師た る もの は 叱 高尙 偉大 なる 任に 當る 可き もの なれば 人類 中！； お も 選 擇を耍 す 可き ものな り、 最も 

OO000OO0O00OOOO0OOO00000OO0O0C0O000000 

他康 なる 最も 智識 ある 最も 高尙 且つ 優美なる 思想 を 有する もの k み此 職に Is る を 得る 者に して、 世俗 

に ぼ 謂 「不用 人物 を 以て M となせ」 との 語は寸 毫も 假借 する こと 能 はざる の 言な り、 へ ン リ 1 

, モ—； ^ト氏 曾て 曰へ る あり 「余 は アフリカに 在って 宜敎師 中 歸國を 促した る もの 許 多 ありたり、 又英圃 

に歸 つて 後に 宣敎師 として 彼 地に 派遣した き 人物 許 多 ある を 見たり」 と、 傳 道の 職に 選擇を 蒙ら ざり 

0O00O0OOO000O0OCO00000O00O0O00OO00O00OO0O000O 

しものにて^！ほ其職にせんするは選撵を蒙むりし人にして其職に就かざるものと同じく祌に對して—脉 

«? 想的& ゆ？ a 飾  二 九 五 
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を 犯す もの なれば 余 辈宗敎 家 たる もの は 現ら く 沈思 熟考して 以て 去就 を 決す 可き なり。 

體格 並に 氣質 

昔 I エホバ 神の 始めて 其 民に 王を與 ふるやべ ン ャ ミ ン族ソ ゥ I 口 を 撰み 給へ り、 彼 は 其體格 容貌 共に 衆に 

優れ 一 目 以て イス ラ H ル國を 統御す るの 見識 ある を 現せり、 聖書に 曰く 「彼 民の 中に 立つ に 肩より 以 

トー. E の 人よりも 高 かりき」 ( 撒 前 十 〇 二十 三) と、 ギリ、 r ヤ 語に eidos  axion  tyrannidos の 首 あり、 

卽ち他 を 支配す るの 惯^ ある 形 像の 意に して 他 を 統御し 之 を 導く の 人 は 自ら 天性の 外貌 を 有する こと 

は 疑 ふ 可らざる 事實 たり、 勿論 宗敎 事業 は 人の 精神に 關 する ことなれば 外形の 及ぼす 所 甚だ 僅少な り、 

然れ ども 健全なる 身 體權威 あるの 容貌 は 亦 以て 價條 なきもの とたす こと 能 はざる なり、 昔時 クリソ ス 

トム の 羅馬東 帝國を 震動せ し は 重に 彼の 精神と 學識 のな さしめ しもの なりと 雖 ども 亦 彼の 靄然 たる 容 

貌猛 勇なる 照 形 優美なる 昔 聲は彼 をして 此大 勢力 を 有せし めし 大 原因なる は 明瞭なる 事實， ^"り、 誰か 

ルカ テル の 肖像 を 見て 彼の 氣 質と 勢力 を 察せざる もの あらん や、 若し 列ビ， 7 ン —、め 「トンに して 彼の 鐵石 

の 如き 體格 なかり せば. 亞弗利 加 大陸 を縱橫 し、 鹽を 嘗めざる こと 数ケ月、 茶コヒ ー 等 を 用 ひざる こと 

ニケ 年に 渡りし と雖 も、 幾多の 艱難 を經、 幾囘の 熱病に か \ り、 以て 少しも 屈する ことな かりし は 氏 

の體 力の 非凡たり しに 據ら すして 何ぞ や、 余 W 嘗て 米國の 有名なる 說敎家 MRT.^ ド，、 ilTxl 氏の 演 

說を M けり、 氏 は 年旣に 六十 を 越えたり と雖も 氏の 音聲は 大公 堂 を 轟かし、 氏の 演說は 一時間と 十五 

分に 渡り しと 雖も 氏の 音 Igw は 終り に 向って 益々 高 かり しを覺 えたり、 『スト T 府 の 說敎家 監督 フ ィ リ 


ッブ、 ブルックス 氏 は 一 偉大 漢 にして 氏の 昔聲は 有名なる 三 ー會 堂の 片隅にまで 轟き 渡れり、 其 他 有 

名な る敎 役者に し て 强 健なる 身體を 有せ ざる もの は 多から ざるな り、 生理 學 上より 論す る 時 は 人の 腦 

髓を 使用す る こと は單に 腕力 を 用 ゆる 時よりも 多量の 體カを 消費す る ものにして 學 者の 一 時間の 勞傲 

え. さ- 1  ひ つ てき  く  0. "さ 

は 役夫の 十三 時間の 勞 倒に 相 匹敵 するとい ふ、 況して や 傳道師 となり、 人の 精神 を 喚起し 其 心情に 訴 

へ むと 寸 るに 當っ ては體 力の 消費 は 實に甚 しきもの なり、 學校 敎師は 職工よりも 多分の 體カを 費し、 

俾道師 は學校 敎師に 勝る 體カを 要する こと は 生理 學 上の 事實 なり、 勿論 虚弱なる 身體を 以て 宗敎 事業 

に 成效を 奏せし 人 は ii しとせ す、 ジ Inr ン—、 —，，^1 ビ ^ は 矮小 瘦 肉の 人に して 曰に パ ン數片 と ip 萄酒 少量 

を 用 ひしの みなりし と雖も 氏の 爲し 遂げし 事業の 莫大な りし 事 は 人の 能く 知 る 所な り、 —へ 1^,^,^、 —I マ 

ル チンの 如く ダビ ッ ド、 I ブd^l^ の 如く 身體虚 弱に して 益々 靈魂 の 美を發 表し 以て 他 を 感化せ しの 

人 齡 きに あらす、 故に 余輩 は强壯 たる 身體を 有せざる もの は必す 傳道師 たる 可ら すと いはす、 然れど 

も强壯なる體格^傳道上顯著なる要素なるが故に傳道事業を以で强壯.；^ハリ4:ゅ.^1|-^^-ハ.4她ぃ15き 

す は 誤 の 大な る もの と 信す る なり、 見よ 幾多 の敎 役者が 暫時 の 夜氣に 當り しと 一一 目て fia を 空く す る 

を、 幾多の 說敎 師が腦 痛の 爲に眞 理の美 聲を發 する こと 能 はざる こと を、 宗敎は 眞哩の 美に して 比， 至 

0  0  9,  0  一 0、  で 0  0  0  0  .0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

大 至高なる 美を發 表せん とする 者に して 完全なる 外形 を 要せす と 云 を 得ん や、 汝 望み あるの 靑 年よ、 

若し 天下に 立って 人類の 達し 得 可き 最上の 點に 達せむ と 欲さば、 若し 人類の なし 得 可き 最大 事業に 從 

事せ むと 欲せば、 汝 の强壯 なる 身體は 神聖の 傳道 事業に 於て 最も 能く 其 用 を 爲し得 可き なり、 神の 兵 

卒は 普通の 兵卒と 同じく 體格 檢丧を 要するな り、 首 ふこと を 止めよ、 我 は 虚弱に して 他の 事業に 從事 

する こと 能 は ざれ V- 傅せ I こ. t し とよ。 

iff- 的 傳道師  一一 九 七 
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傅道師 たる もの 、生れつきの 氣 質に 就て は 余輩の 特別なる 辯 明 を 要せざる なり、 傳道師 は 最善の 人物 

を 要する もの なれば 惡き 性質 を 有する もの は 先 づ之を 潔め て 後 始めて 傳道 事業に 從事 する こと を 得る 

なり、 然れ ども 善き 性質の 秘 類 亦 一 にして 足らす、 或は 活潑 なる あり、 或は 沈默 なる あり、 或は 鋭利 

なる あり、 飩 なる あり、 以て 皆な 神聖なる 宗敎 事業に 當るを 得る の氣 質な り、 然 りと 雖余 114 の 愛に 

000000000000000  0000000000  —— , -—  〃、 * 丄ゃ 

一 言せ むと 欲する 所 は 世に 所謂 伶 倒なる 人の 宗敎 事業に 不適任 なること 是 なり、 バウ 曰く；^ は 愚者 

を 以て 智者 を 恥 かしむ と、 宗教家 は 神と 人との 取次 人 なれば 自己の 智惠を 以て 此 位地に 立む とする こ 

と は爲し へからざる なり、 大宗 敎 (糸の 伶俐なる 人に 斟 くして 却て 朴訥なる 人に 多き 所以 は 蓋し 此點 

に せす る こと & 信す るな り、 或 論者 の 如く 一， を以 て 先見 博聞なる 人と 見做す が 如き は大 たる 誤 

讓と 信す るな り、 彼の 事業 は祌の 事業に して 彼の 偉大な りし 所以 は單に 彼の 自ら 力なき を曉り 全く 神 

に依賴 せし に據 るな り、 世の 歷史. 冢がコ に— ンゥ H ルを 評する に當っ て 常に 困難 を感 する の 所以 も亦爱 

に： i する たり、 余輩の 見る 所 を 以てすれば^  II ンゥ H ルは 旣定の 政治 主義 丼に 政略 を 有せ ざり し 人に 

O00O0  OO0OOOOO00OO0OOOOOOOO0OOOO0O0000OO0OOO 

して 氏の 英國を 統御す る や 善良なる 牧師の 敎會を 導く と 同じく 萬 事 悉く 命 を 神 靈に問 ひ 所謂 靈の 告げ 

知らせ を 受けつ、 なせし 事と 信す るな り、 其 他 如何なる 時代に 居る も 大宗 敎家は 巳れ を 忘れ 己れ を 用 

i か rb.^ かき 識 liAJ- (りしの 人な り、 宗敎 事業 を以ハ 吾等の 氣 力に 依て 成し遂げ 得べ しと 信す る 人 

は 未だ 宗敎 の眞意 を曉ら ざるの 人な り、 伶俐なる 人必 しも 惡 人に 非す、 又 要な きの 人に あらす、 商法 

界に 於て、 政治 界に 於て、 殖產界 に 於て 十分に 用 ありと 雖も、 傳道 者と して は實 に危險 なる 人物な り. 

薆 ふる 勿れ 朴訥 遲 鈍の 靑 年よ、 汝は 常に 俊才 伶俐の 人に 愚者と して 疎ぜ られ、 汝の 世事に 長ぜ ざる を 

て.. 用 物と！ HJ- 做さる、 辜 ある も 全能なる 智慧 は 却て 汝が 如き 性質 を 求め、 汝 をして 人 問の 思想の 達 


し 得べ からざる の 智慧と 希望と 喜 悅とを 有せし めむ と 欲す、 一一 一一 n ふ 事 を 止めよ 俊才 伶 ffi の靑 年よ、 我れ 

人 を 統御す るの 才 あれば、 我 れ^の 風潮 を觀 察する の 卓見 あれば、 我 は 傳道師 となり 敎會を 組 II し敎 

理 を傳播 せむ と、 汝 宜しく 傳道師 たるの 念 を棄て i 他の 事業に 就く 可き たり。 

智 育 

修道 師は 神の 眞理を 聖靈の 助に 據 つて 述べ 傳 ふるもの なれば 世界の 智識 は 不用な りとの 言 は 度々 宗敎 

熟 心 家のう ちに 開く 處 なり、 英 國の碩 學フィ W ッ。 フ、. ノン rTl 嘗て 此 種の 人に 答 へ て 曰く、 若し 神 は 

我 儕の 學問を 要せす とならば 我等の 無 學は尙 ほ 要し 給 はすと、 傳道師 は 宇宙 萬 物に 就て 神の 眞理を 世 

0〇f  一  0000  oooooooor  一  C10O000  C0OO000O0 

に 示す の 職に ある. もの なれば 傳道師 の 知る こと を 要せざる 事項 は廣き 宇宙に 一 として 存 せざる なり、 

智識の 廣 まるに 隨 つて 神 を 知る こと 益々 深く、 智識の 進む に隨 がって 神の 眞意は 5.1 々明かに 曉るを 得 

るな りヽ マ ー ク、 ホプキン ス曰 へる あり、 眞理 (智識 上の) の 要た る 人の 生命 を 益す るに ありと、 然 

らば 學 問の 傳道師 に 必要なる 他の 種類の 人に 於る よりも 尙ほ 一 曆大 なること は 明かな り。 

余聚 始めて 農學を 研究す る ゃ先づ 農家 の學 ばざる 可らざる 學科を 指名 せら れ たり、 曰 く 農家 は 地 質學、 

化學、 氟 象學、 器械 學、 物理 學、 植物 學、 動物 學、 解剖 學、 生理 學、 昆 Bil 學、 獸 醫學、 經 濟學、 法律 

學を 學 ぶ を 要す と 、 若し 麥を耕 やし 牟隊 を牧 する に當 つて 是等學 科 の 研究 を 要す ると ならば 況して や 

神の 田 畝に 働ら き 人 靈を牧 する の 傳道師 に 於て を や。 

傅道師 たらむ と 欲する 者 は專門 たる を 要せざる のみなら す專鬥 家た る 可らざる なり、 哲學 者たら む 

i^s. &的搭 道 防  二 九 丸 
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と 欲する 者 は 動物 學义は 生理 學 等の 赛門を 要せす して 唯 諸種の 學 科に 通じて 其. S に存 する 眞理を 見 分 

くるの 力 を 要するな り、 洽も 建築 師は 煉瓦 製造 人た る を 要せす、 鍛冶 帥 大工た る を 要せざる が 如し、 

而 して 宗敎家 は 萬 物の 造 主なる 神 を 知る こと を 以て 專門 となす 者 なれば、 彼 は理學 者に あらす、 哲學 

者に あらす、 然 り神學 者に あらざる なり、 然れ ども 人智の 有する 凡ての 學 科に 通じ 其 中に 存 する 神意 

を 認識め 得る を 要する もの なれば 傳道師 の 學問は 寧ろ 深き を 要せす して (备專 門學に 於て) 廣 きを 要 

する ものな り、 智育 上より 論す る 時 は 傳道は 多能なる 人 を 要する ものな り、 是れ各 専門家の 上に 立ち 

备秘の 業に 從事 する 人 を 各々 其 場合と 智識の 種類に 從 つて 神に 導く の 技倆 を 磨かむ が爲 めな り、 農學 

の 事に 少しも 見識な き 傅 道師は 農家 を 感化す る こと 能 はざる なり、 生物 學に 暗き 俾道師 にして 如何程 

氏 の 變遷論 に 反對す る も 揪人は 其 議論 に 服せ ざるな り、 經濟學 の 智識な き 傳道師 はん マ 日 の 

經濟 世界の 教導 者た る こと 能 はざる なり、 我等の 智識 むに 隨 つて 我等の 感化し 得る 社會の 15!: 域の 益 

益擴 張す るを覺 ゆるな り、 唯に 神學 のみ を 知る の 傳道師 は神學 生の 善良なる 敎導 者た る を 得る なれ ど 

も 大工 左官 百姓 町人 學者 政治家の 敎導 者と して は殆 んど價 値な き 者な り。 

今爱に 傳道師 たる もの 、學 ばざる 可らざる 科目に 就い て 少しく 論ぜん と 欲す、 

(一) 傳道師 たらん と 欲する 者 は 經濟學 幷に社 會學の 研究 を 要す、 彼れ は 社會の 先導者に して 社會を 

して 神の， ：！^ め 給 ひし 眞理の 境遇に 導かむ と 欲する もの なれば 如何で 此社會 を 支配す る 原理と 法則 を 知 

ら ざる を 得ん や、 彼の 牧 する 信者に して 社 會萬般 の 事項に 對し 身を處 せんとす るに 當っ て 善と 惡とを 

1?!:^ す る に 際し 牧師 は 之 に 神聖な る 判 斷を與 ふ 可き なり、 此事 たる 社 會煩雜 益 々多き を 加 ふ るに 當っ 

て 益 々 困雜 を感す るな り、 殿 格なる 傳道師 に して 社 會學に 迂遠なる より 幾多の 信徒 をして 疑惑 の う ち 


に 迷 はしむ る こと ある や 明かな り、 叉社會 上の 事業に して 直接に 傳道師 たる もの 、從 事せ ざる 可から 

ざる ものぎ 多 あり、 敎育 事業の 如き 慈善事業 の 如き 社會 改良 事業の 如き 是な り、 是 等の 事業に 從 事す 

る に 當 つ て 社 會學上 の 原理 を 知らす し て 唯 信仰 以 て 足れり とする の 傳道師 は實に 不完全なる 傳道師 な 

り、 見よ 幾多の 慈善事業 は 社會學 上の 智識の 乏しき が爲 めに 却て 人 を 助けす して 之に 害を與 へしこと 

を、 兑ょ 幾度 か 熱心なる 宗教家の 社會 改良 事業 は 啻に 弊害 を摘發 する に當 つて 之 を 矯正す るの 道 を 示 

さ 5- る こと を、 近 來米國 の 或る 祌學 校に 於て 社 食學を 以て 一 の 科目と なせし もの ある は 實に是 等の 點 

に 注目せ し ことなら むと 信す るな り。 

0  0 傳道師 たらむ と 欲する もの は 科學の 研究 を 要するな り、 科學は 物質 上に 於け る 原理と 法則と を 

研究す る ものにして 之 を 學んで 後 始めて 能く 神の 原理と 法律 を 曉るを 得るな り、 中古 時代の 科學 なし 

の 哲學は 基礎な き哲學 として 棄 てられし が 如く 科學 なき 神學は 基礎の 弱き 神 學と曰 はざる 可ら す、 詩 

人 I ゥ オル ヅ ウォス 曰く 

To  the  solid  gTound  of  Nature 

Trusts  the  mind  that  builds  lol-  aye  ！ 

永久に 築かん とする 人 は  ， 

萬 有の 堅 1： なる 土 臺に賴 る  、 

萬 有 は 神 の 衣裳に して 我等の 五官 を 通し て靈 なる 祌を 我等に 傳 ふるもの なり、 我等 物に 據 つ て 靈を見 

認め 靈に據 つて 物 を 解す るな り、 昔時より 今日に 到る まで 卓越なる 宗敎家 は 萬 有の 子供な りき、 ， ^列 

ラ I 一 ス の 橄欖林 に 於て 彼れ の祌を 讚美せ し 如き、 ，¥^KI^ の 野の 百合 花と 空 の 鳥 を 以て 天父の 愛 を 示 

!!!- 想 的 .15 道 1  一一 一 9 一 
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せし 如く、 保 維の 麥衝の 發生を 以て 復活の 大 现を說 明せ し 如く、 萬お は倬 大人物の \^ に 於て 宇宙の 原 

§ かに^| ふ る時 の 〈禅 良なる^ 授用 器械 E 木と なれり、 若し 宗敎 家に し て 神の 美 を fs< せ 

むと 欲し 神の 德を 他に 示さむ と 欲する に當 つて 目に 見 ゆるの 萬 有 を 以てせば、 之を傳 ふるもの i 快樂 

之 を 聞く もの 、！ { 利 如何 ぞゃ、 —セク スピア U の 所謂 木石 をして 說敎 せし むとの 言 は 蓋 し 之 を H ふ もの 

たらん， i 右し 今日の 說敎 家に し て 其說處 漠然た る の 憂 あ る あらば 直しく 少 しく 眼 を 形 ある 神の 萬 有に 

注ぐべし、 彼— L の 信仰 は 之に 依て 新なる 基礎 を 得て 益々 堅 かる 可し、 彼の 說敎は 新なる 實例を 得て 益 

益 明瞭なる を 得む、 > -科學 なしの 神學は 身體な きの 靈の 如くに して 余载此 肉に 存 する t£ は此！ 15 の祌 

ゆ を 以て 養成 せらる 可き にあら す。  >. 

ま： i か •  ら だ い^ゃ 歷史學 を 研究せ ざ る 可 らす、 歷史は 人類 進歩 の 記録に して 上 1 の攝 理を最 

も 明瞭に 示す ものな り、 歷史に 依って 過去 を考へ 未來を 察し 人類 全體の 運動 を 知る を 得べ し、 歷史學 

^,4^^.^•il,^かl^な^s所以は之を學ぶ者をしてs<ならしむるにぁり、 歴史 學に 暗き 人 は 思想 を 人 

類の 一局部に めて 意 を 全體に 注がざる の 人な り、 歷史學 に 依って 我等 は 國民は 人類より 小なる もの 

にして 人類 やお g の 進歩 は 一 國 民の 進歩より 肝要なる こと を 知るな り、 藤史學 に！ て 海 皆 兄弟 主義 卽 

ち 英語に 所 人類の H-lidarity を 知るな り、 傳 道：！ は 同情 相 憐れむ の 性に 富む こと を 要する ものな 

り、 ； ^ して 整 史學の 如く 他 を 裁判す る 時に 當て、 我等 を 寛大なら しむる もの は 他に あらざる なり、 宗 

、：- おきおい £ や 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0  0  0  0  C  0  0  0  0  0  0  IP  ^  ^  0  0  ^  0  ^  C へ C  3 

を取拂 はむ と 欲せば 之に 從 事す るの 傳道師 をして 廣く 萬國の 歷史を 研究せ しもる にせり 

き1 きか ら むと 欲す る もの は 十分な る 聖書 の 研^ を 要す るたり、 此 きたる 餘り 明瞭 に 過ぎて 余輩の 注 


ねラち 

意 を 要せざる が 如しと 雖も其 肝要なる こと は 余輩 をして 特別に 爱に之 を 重複す るの,.^  ft  に ひ" 

信す るな り、 き &き£ いい ハちぁ * 業に I せむ と 欲 t で。〕，^? ま？ は t^f^ 

&き^^.^ぃ^ゎ>^^^,^」£:ー^1^ぎ|1.^ぃ云ふべし、 未だ 創世記の 始めより 默示 f  一  ほ」 

か：^.^ 一. 一.^ ^^昏 類の 價使 を隨ら ざるの みならす 其 名 さへ も 記 臆せざる の 人. 

未だ ネ，， へ ；ぞ -エ： ス ,5 の 書 は 基督 敎發達 上 如何な る 關係を 有す るの 書なる を 知らざる の 人、 未だ ィ 

ザャ の高尙 優美なる 預霄に 感化 を 受け ざり し 人、 未だ IMTI マ， T の 愛 國心を 感ぜざる の 人、 未だ ピ レモ 

ン 書の 我等の 品格 を 高める に 於て 如何なる 價値を 有する か を 知らざる の 人、 未だ 默示錄 の敎會 

:lt に專道 上 一 曰もぁ、く^5'らざる書なることを感ぜざるの人、 甚 しきに 至って は 其 人の 聖書 研究 sf,^ 

い^ き昏の 一 小 部分に あるの 人 .—I. 余輩 斷 じて 臼 はむ と 欲す 此 等の 人々 は 傅道師 たる こと ム S はざる 

0  0 

なり。 

聖書に 對 する 意見 は 人々 多少 異なる と雖も 宗敎上 聖書の 價條の 他の 書類の 遠く 及ばざる こと は 如何な 

る 論者 も 許す 所な り、 假令 或る 一 派の信徒の如く^^書は 一 雷 一 句 悉 く 神の 言な りと 信す ると も、 又 

は 他の 論者の 如く 聖書 を 研究す るに 於て は 他の 書類 を 研究す ると 同じ 定則 に 從はざ る n 力 らす とす る 

とも * 逢 書の 宗敎上 無二の 經 典なる こと はュ 一一 テリ ヤンに まれ ュ 一一べ リサ リストに まれ 同じく 主張す 

まき に "ぉ& おお §£££s い ま おひい おか" 

假令 si の 聖書 は の文學 なりと する も、 假令， ル^ー ^ の翻譯 にか" る 獨逸譯 の 聖書 は 最も 善べ 原 

文の 箭神 を寫 せし ものと する も. 之 を 原文 其 物に 比較す る 時 は 遠く 及ばざる こと は 勿論な り、 誰か 假 

理想 St 師  ， HOS 
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^^£1^ い i-,^.f<ffB 正 氣歌を 讀んで 足れり とする 者 あらむ や、 百 人 一 首の 英譯は 實に讀 むに 忍び ざ 

一 、な. い、 ，.3JJ ヒ— f;— か と 欲 やる に 際し 和譯 或は 獨逸譯 に據る もの あらむ や、 ゲ リー 「の 美 

ト きい かい^ゃへ い^ して 誰か 其英譯 4^ 以 て 滿 足す ベ き や、 吾等 外 園の 事實を 研究す る に 當 つて 翻 

譯文 こ 依？ 3^ す るよ 實 ^ を 得 ざ るに 出づる ことにして 決して 之 を 以て 滿足 する こと 能 はざる なり、 獨 

0000  0  0000000000000000000000  ，-0  0  0-0-0-9  0っ、.0-5,,0:っ0-0^.£-ゎ 

. ^かむ： i: の 聖書 を 研究す るに 當 つて 夥多の 敎 役者が ダビデの 詩篇 を 彼の 原語 を 以て 歌 はむ とする の 力 

0  C  C  0  C-  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 ゥ 0  0  0  0  0  0  0 で 0,  0  0  .0  0:0-  0  0.  -0  -p」 0 つ。， い- 0  P 

なきの.： ならす 又 その 慾 望な きこと を、 バウ I- の 書翰 を 彼の 活氣 ある ！#瞰 文 を て讀 まもと 欲する の 

00000000  I  C-O0OO0O0OO0OO- で， 0.  oo、o{^c^-CJOO-_5_o 

愁望 少なき こと を、 ル ウテ— ル 曰へ る あり、 「へ ブライ 語 並に ギリシャ 語の 研究 を 以て 不^要なる 事と 

00000  O0OO0000OOOOO0O 

思 ふ 勿れ 是 等の 言語 は聖靈 の 劍を覆 ふ銷 なり」 と。 

余 _ ^今爱 に 他の 學科 HI に 就て 余輩の 說を 述べざる ベ し、 傳道師 として 哲學は 如何 5^ 學ぶ 可き や、 美術 

並に 文 學は傳 道師に 如何なる 價値 ある ものなる や、 余輩 他日 亦 論す る 所 ある 可し、 然れ ども 余輩の 旣 

に 述べし 如く 傳道師 たる もの 、敎育 は 寧ろ 廣大 完備なる を 要して 深き を 要せす、 而 して 之 を 一 言して 

a へば 傳道師 の 智識 は 三侗の 基礎の 上に 鼎立せ ざるべ からす、 卽ち 左の 如し 

、神に 就て. —聖書 

智識 人に 就て I 歷史、 社會學 

萬 有に 就て —科學 

00  ゥ 0  000000000000000000000000000000  ^. 

聖書、 歷史 (社 會學を 含む)、 科學は 智識の トリ 一一 チ ー にして 一 を缺 いて 他 を 充分に 了解す る こと 能 

はざる なり、 三 個 合して 始めて 完全 健全なる 思想 を 以て 神 を拜し 人と 接り 自然 物 を 利用す る こと を 得 

るな り、 炼道師 たる もの 此 一 を缺 きて 可な らん や。 


天路歷 程の 記者 メ q づ バ ン ヤン 未だ 宗敎 上の 事に 關 して 雲霧の 中に 彷徨す る や 1 日 懐疑 止む 能す し 

て 近隣の 一 牧師 を訪ひ 彼の 心事 を 吐露して 牧師の 慰 を 得ん とせり、 バン —q 曰く 「余の 心中に 惡念か 

ぎりな く 湧出す る は 正しく 余 は 神に 捨ら れ惡 魔の 奴隸 となりし 徵候 ならん」 と、 牧師 之 を 聞て 嘆 じて 

曰く 「多分 然ん」 と、 過敏なる バ^^ン— は 失望の 上に 尙ほ 一 層の 失望 を 加へ 殆んど 立つ 能 はざる 位置 

に 至れり と 云 ふ、 彼 年 を經て 基督に 於け る 平和 を 得し 後 彼の 友人に 吿て 曰く 「彼の 牧師 は 神學に は委 

しき 人な りし なれ ども 未だ 惡 魔との 經驗に 於て は 乏し かりし 人な り」 と。 

基督 敎は 理論に あらす して 事實 なり 實驗 なり、 理論の み を 以て 基督 敎を 悟らん とする は 理論の みを以 

て 化學を 研究 せんとす るが 如く 基督 敎の 何物た るか を 了解し 能 はざる なり、 博士，， ハ l.^.^rRI レ I^E へる 

あり 「$1: 理の聖 殿に 於て 拜 せんとす る もの は 先 づ實驗 室の 前 殿 を 通過せ ざるべ からす」 と、 余輩 も 云 

はんと 欲す 「基督教の 聖殿 (Holy  of  Holies) に 於て 靈 なる 神に 接せん と 欲する もの は先づ 心情の 經 

驗 よりせ ざる 可ら す」 と、 歷 史家が 门デ I？ の 所謂 「神 學の 中心 は 心情な り」 との 意 も 蓋し 亦 こ \ に 

もと. 0  .a ん れん 

基す るに 非す や、 故に 牧師た らんと す る もの は 充分に 靈魂上 の 毅録 と經歷 を經し 人なら ざ る ベ か らす、 

假令 聖書に 如何程 精し く あると も、 假令、 歷史、 科 學は委 く 彼の 掌中に 存 すると も、 假令 彼の 神學は 

99999  9  9999 窜曹攀 99 曹 9  oooooo  oooooo  o  o  oooooooooo 

最も 新鮮に して 最も 哲理に 合する とも、 彼に して 若し r 惡 魔との 經驗」 なく、 彼に して 基督の 血を以 

oooooooooo  0  OO000OOOO00O0OOO  OOO0O0000O000000 

て 惡を拭 ひし 實驗 なく、 彼に して 直接に 祌の聲 を閜し 事な く、 彼に して 未だ 人靈の 苦味の 溢る 盃を 
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0  0  0  0  0  ooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo 

飮し 事な く、 彼に して 宇宙に 充盈 する 天神の 愛に 依り 自己の 無限の 罪悪 を 救 はれし に 際し 心の奥底よ 

り De  profundis の讚美歌を神に捧げし_5^-なかりせば、 彼 は 未だ 祌の傅 道 帥と なりて 神人の 問に 立ち 

惡の 中より 人類 を 救 ふの 资 格と 用意 を 有せざる の 人な り、 彼の カウ J^fTfr チ  1 门、 -、 叫ンャ ン 等の 人類 を 

感化す るに 於て 非常の 勢力 ありし 所以の もの は 彼等の 宗敎は 經驗の 火爐の 中に 鍛 へられた る宗敎 なる 

に 依る、 或 人 ¥T ト ^0 の 有名な る 說敎家 フ イリ 5^ フ、 ブルック 氏 を 評して 曰く 「彼の 說敎 は彼自 

身なり」 と、 卽ち 37^,^ 氏の 人と 成 こそ 力 ある 說敎 にして 彼の 能辯 彼の 學カ は唯此 偉大なる 人物 

を 飾る に 止まる のみ。 

余輩 一日 有名なる 米國ュ 一一 テリ ヤン 敎師 某氏 を訪 ふ、 氏 は 學識に 於て 人物に 於て 彼の 國 屈指の 敎師 

なり、 談宗敎 上の 事に 亙り 終に ュ敎と ヲルソ ドック ス敎 との 比較に 到る、 氏 も 博識 正大の 人 なれば、 

余 摩の 信仰に 對す るに 非常の 尊敬 を 以てせられ、 余輩 も 常に 氏の 名望 を 慕 ふ もの なれば 謹で 氏の 一一 一一 口 は 

んと 欲する 所を聽 けり、 而 して 氏と 余輩と は 說を同 ふせる 點 多くして 說を 異にする 點は懂 少なり き、 

唯 一 15^-余聚と氏とは训^界の空氣を呼吸するものなるを發見せり、 余輩 氏に 問 ふて 曰く 「君の 說く所 

<: -眾の 信服す る 所 多し、 唯一 事 余 の滿 足す る 能 はざる あり、 余 摩 心中に 罪戾の 打消す 可らざる を發 

見す、 余輩 股 を 閉ぢて 此暗黑 なる 狀況を 見過さん と 欲する も 戾は余 楚の跡 を 追 ふて 止ます、 余輩 是 

等の 經驗を 以て 或は 神經 不能の 結果な らんと 思 ひたれ ど、 此 苦痛の 爲 めに 病む は 余輩の みに お まらす 

して 幾多の 有名な る 宗敎家 も資驗 せし ものと 認 むれば 必 しも 余輩の 妄想の みに は あらざる べし、 ュ敎 

の C 賴說に 重き を 置ざる は 余輩の 解す る 能 はざる 所な り」 と、 氏 曰く 「君の 一一 一一 口 實に然 り、 余 は 余の 知 

人 朋友に して 君の 如きの 経驗を 有する もの 夥多 ある を聽 けり、 然れ ども 余 は 幼少の 時より 未だ 曾て 之 


を 感ぜし 事な し、 或は 余の 家庭 敎 育の 結果な らん、 或は 遺傳 性質の 爲す處 ならん」 と、 余輩 は 實に氏 

の 寛大なる を 嘆賞せ り、 唯 氏の 如き 人物と 經驗を 異にせる を 歎ぜり、 余 載 後に 憶へ らく 人の 宗敎は 彼 

の 經驗を 越 る 能 はす、 然り越 ゆべ からざる なり、 若し 彼の 表白の 彼の 實驗に 越 ゆる あれば 彼 は 偽善 

宗敎は 確信な り、 而 して 確信 は 直感の 結果な り、 使徒の 所謂 我等 は 見し 事 を 云 ひ聽し 事を證 

すとの 標語 は 余輩 今日 十九 世紀の 信徒に 取りても 同 一 の實カ あるの 首な りと， —ェ —マ— ル ソン— Itl く 經驗は 

本文に して 書籍 は解譯 なりと、 聖書の 如き も 貴き は責 きと も 神の 直接に 余輩に 吿 るの 言に 比すれば 唯 

一個の 註釋 たるの み、 自己の 經驗を 云は& るの 說敎は 本文な しの 說敎 にして、 他人の 說と 記事と を 速 

鎖した る 論文 を 以て 人靈を 逮捕 せんとす る 事 は 決して 成效を 望むべき にあら す、 自身 祌を視 る 迄 は 他 

0O0O0O0O0O 

人の 傅 道 者と 成る 勿れ。 

今や 此論を 結ぶ に當て 傳道師 たらん と 欲する もの、 年齢に 就て 一  一一 一一 II する は 無益の 事に あらざる べし、 

余 擎の已 に 述べし 如く 經驗 は敎 役者の 土臺 なれば 年 數を經 ざるの 信徒に して 敎役 事業に 從事 する こと 

は 望むべからざる 事な り、 余擎 幼年に して 敎會を 復興せ しむる の 技倆 を 有する 人 ある を 聞け り、 或は 

特刖の 恩 化に 依り 妙齢の 少女に して 頑愚なる 老翁 老媼を 感化せ し を 聞け り、 然れ ども 是れ 東風 未だ 至 

らざ る に 萎縮 せる 櫻 木の 暖窒內 に 花 を 持つ と 同じく 以 て 人目 を樂 します あ る も、 以て 奇観 を、 呈 する あ 

る も、 年 々歳々 衆人 を その 枝の 下に 招き、 空の 鳥 をして 之に 巢を 結ばし むる が 如き は 決して 是等 速成 

傅道師 より むべ からざる なり、 神の 子 は 三十 歳に 到る 迄 は の 僻村に 蟄居した まへ り、 釋尊は 

二十 九 歳 迄 は 雪山に 苦行せ り、 モ—<).>< は 四十 を 越て 立ち、 ァゥ ガス チ、 は 三十 を 越て 宗敎界 に 入 

れり、 勿論 スボ 一 ^ ンの 如く 十九 歳より 傳 道に 從 事せ しあり、 キルク、 卜の 如く 一  一 十五 歳に 
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して 彼の 宗敎 事業 を 終りし あり、 然れ ども 人間 普通の 發達は 三十 歳に 至ら ざれば 筌む ベから ざれば 余 

，ま 敎 m 义 ぁヒら と 欲する ものに は 基督 釋迦に 做 はん 事を勸 むる ものな り、 力 ー ライル 云へ る あり 

一  • け- フ-んさ しゃ 

「青年よ 汝ニ 十五 歳 迄 は 樽 を 被り 居れ」 と、 未だ 經驗の 積まざる に 早く 身を敎 役者の 位置に 置き 以て 

我 同胞 を 誤るべき にあら す、 若し 矮少 人物 ありて 汝に勸 めて 今 は 時な りと 云 は f 應 する 勿れ、 神の 時 

in が やや わい、 ； 汝の 充分の 發達を 要するな り、 汝尙ほ 退 ひて 學べ、 汝 留まらん と 欲して 留ま 

< ^ひい 能 はざる 時 到来すべし、 謹で 出 埃 及 記 三 章 十 一 節より 十五 節まで を 見よ。 


如何にして 宗敎界 今日の 亂 麻に 處 せん 乎 

余輩 は 令 日 我 園の 宗敎 界に附 する に亂 麻の 名 を 以てす、 是れ 失望に 基 ひする 余輩の 厭世的 觀念 にあら 

ざるな り、 是識； ^の 輿論たり、 是確實 を 求む る もの k 實驗 なり、 吾人の 思想界、 德 義界、 宗 敎界、 ，^マ 

や 吾人 を 導く もの あるな し、 故に 吾人 は 昔時の 猶太 人に 傚 ひ 「王な き i 故に 人々 己の 目に 是 とみ ゆる 

事 を 行へ り」 (士師 記)。 

奮 は 去りぬ、 同 復し 得べ からざる 過去へ 去りぬ、 新は來 りしと 稱 して 未だ 来らす、 老は 吾人より 舊を 

求め、 若 は 吾人より 新 を 望んで 止ます、 身を盡 して 老に從 はんと せんか、 時勢の 潮流 吾人 を 置て 去る 

.ゾ- 如何せん、 身 を 全く 新に 委ねん か、 老は 吾人 を 目す るに 不情 不義 を 以てする を 如何せん、 余輩 は 常 


に 思へ り 身を處 する に 難なる 十 丸 世 期 今日の 我等 日本人の 如き は あら じと、 我等 は實に 暗黑を 歩みつ 

つ あるな り、 我等の k 步を 導く に老 者の 經驗 と敎導 あるな し、 彼等 未だ 曾て 此 I 仃 路に會 せす、 如何し 

て 我等 を 導き 得ん や、 未だ 大 光の 出で & 我等の 行くべき 道 を 指南す るな し、 世の 先進 者と 稱 する もの 

も 未だ 進路 を 探りつ- - ある ものにして、 我等の 敎導 者た るの 資格 を 有せす、 嗚呼 我等 は 人々 僅かに 一 

步を 探りつ k 怖懼戰 きつ 、揪を 渡る ものなら す や。 

然り 我等 は 先導者の 出る を 待てり、 而 して 尙ほ 待ちつ、 ぁリ、 我等 は 叫べり 

" sound,  thou  trumpet  of  G。(l  一 cie  forth, 

Gl.eflt  cause,  to  tUTtiy  us  I 

Khlg-  and  lesuier,  appear  I  tuy  solaiel.K 

solTCAVillg-  seelc  throe. ， —— A.  clcugh. 

然れ ども 未だ 我等の 要求に 應 する ものな し、 時には 敎導 者と して 顯 はれし ものな きに あらす、 我等 は 

喜んで 彼等 を迎 へたり、 然れ ども 彼等 は 皆な 失ぱチ ，なりし、 「彼等 は 望を充 たさ る溪 川な り、 テマの 

隊 旅客 シバの 旅客 之 を 望みて 恥愧を 取り、 彼處に 至りて 面 を 銀く す」 (約 百 記)、 彼等の 主唱す る處 

は {仝 砲な りし …； 我等 は實に 牧者な き 羊な り、 喑暝に 我等 を 導く 我等の 船長 は 未だ 出で ざるな り。 

V さ せめ  さいぎ 

敎導 者な きに 加へ て 我等 日本人の 特性と して 一 致の 念に 乏く、 兄弟 ^ に鬩ぎ 、 猜疑 至らざる 所な し、 

い 「ヨン、 スチュ 1K^I、 ミル 曾て 東洋人 を 論じて 曰く 「人類 中 最も 嫉妬深き もの は 東洋人な り」 と、 

亦た 西班牙 人 を 東洋人に 比して 口く 「彼等 は 嫉妬 を 以て 英雄 E 人 を 追跡し、 その 生涯に 辛酸 を 加へ、 

その 成功の 進路 を 妨害す る を 事と せり」 と、 余輩 我國 人の 缺點を 摘 示さる k を 好ます、 然 りと 雖も如 

W 何に して 宗教 界 今 H の亂 に せん 乎  一一； 0 九 


^  s  s  «? 神  一二  一  o. 

斯 批評 を 加 へられて 余輩の 辯 護し 得べき なき を 如何せん、 商業 家 は 3 へり、 乾の 貿易 家が 常に 市場に 

於 て 失敗 を 取 る こと 多き は 彼等に 結合 心なき に 依れり と、 渠 の 余輩 の 賤視し て .i^ まざ る 支那 人が 全國 

能く 相 結 托して 外商に 當 るが 如き は 未だ 我等の 中に 見る 能 はざる 所な り、 某 外 國人は 云へ り、 日本人 

は 自己の 圃人を 信ぜざる のみなら す 叉 骨肉 の 兄弟に も 信 を 藍く 能 はすと. - 國は 黨派 に 分裂 し 、 黨派 は 

首領に 依て 备々 旗號を 異にし、 一旗の 下に 亦 和むべからざる の 怨恨 敵意 ある あり、 我等 は 利に 因て 合 

し、 利に 因て 分れ、 一大 主義の 我等 を總 括し、 我等 を 勝利の 載 場に 導く が 如き もの は 我等の 中に，^ せ 

ざるな り、 我等に 懐疑 あ りて 確信な し、 我等に 不平の 訴 ふ るべき ありて 歡喜滿 び！；！ の^に 表す ベ き な し 〔 

我等 は 已に渾 て を 否定せ り、 曰く 佛法賴 む. に 足らす と、 曰く l|i 道 は 巳に 陳腐に 馬せ りと、 曰く 基餐敎 

は國ク がに 寄 ありと、 否定の 變は空 氣に充 ちて 確 問た る 定義の 我等に 與 へらる k なし、 我等の 思 意に し 

て 一 として 否定せられ ざる はたく、 我等の 永久の 希^ は 一 として 滿 さる、 はなし、 我等 は 風 を 以て 養 

はれつ k あり、 我等の 意見と 稱 すべき もの は 悉く 消極的な り、 我等の敬虔を惹くべき人も^；^^業も殆ん 

ど あるな し、 我等の？々 小拜 すべき 英雄の あるな し、 我等 は 海面に 散布す る 孤嶋の 如し、 ^淵 怒 fit 我等 を 

繞 i し、 心情の 通殆ん ど絕， へて 我等 は 相 S ひより 全く 遮斷 せられ かり。 

今や 革新の 驟は 聞へ ぬ、 人 は 建設 を渴 tlH して 止ます、 古代の 英雄 傳は 我等に 讀み 聞かされぬ、 我等 も 

彼等の 如く 英雄た るべき とたり、 改良 事業 来らざる ベから す、 然れ ども 誰か 其 先登 者た る も のぞ、 人 

各々 其 隣人 を勸 めて 先登 者の 危險 に當 らしむ、 而 して 彼が： sf^ 進せ ざる を 以て 彼 を 幾り 怠 11 の责を 以て 

悉く 彼に： g す、 又 革新 方法に 關 する 意見 も 一 にして 足らす、 然れ ども 其提 3^ 者た る もの は 自ら 是を實 

行す る を 好ます、 他 をして 先づ其 難に 當 らんこと を 促す が 如し、 獨立 なり、 犧牲 なり" 何 ぞ其聲 の 勇 


壯 にして 其實に 乏しき や。 

此 混沌た る 時代に 在て 、 此浮 虚空 想 の 中に 身を處 せんと 欲す、 我等 は 如何にして 實に 英雄と なり 得 ベ 

き や、 我等 は 如何にして 實に 建設し 得べき や、 我等 は 如何にして 實に 改革者たり 得べき や、 是 4マ 日の 

實際 問題な り、 余輩 此 難問に 對 して 完全なる 解 說を與 へ 得べ しと 信ぜす、 唯 余輩の 熟考 を陳て 世と 共 

に實 行の 佳境に 進まん こと を SIJ! むの み。 
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1、 革新 は 自己より 素 まらざる ベから す、 萬斛の 流動 體屮 其內に 結晶 體 の 鎔解し あるに もせよ、 若し 

00 ゥ 0OOOOOOOOOOOOOOOO0  0  0  000000 

1 ra; 形體の 其內に 投入 さる \ にあら ざれば 凝結の 素 まるべき なし、 之に 命す る も 水 液の 變體 すべきな 

し、 之 を 叱 うる も 何の 益 か ある、 先づ 凝結の 基礎たら しめよ、 然 らば 我より 凝結 は 素 まるべし、 我 

をして 萬 有の 土臺の 上に 吃 立せ しめよ、 然 らば 周圍は 自ら 來て 我より 整列す るに 至るべし、 是 革新 事 

業の 大 秘訣な り、 古より 今日に 至る 迄 革新 事業 を計畫 して 是を實 行せ し 人 ある を 聞かす、 改革 家の 特 

徵は 彼等の 沈默 なり、 英雄 は 常 世に 求められて 自ら 進んで 世 を 求めす、 ェ マルソン 云へ る あり 

" 1.【 the  sing.le  man  l〕lant  himself  indcmitably  on  luiH  instinctfi,  and  there  abide,  the  hllg.e 

World  will  come  round  to  lum. 一- 

若し 單獨  の人斷 固と して 彼の 本能 の 上に 樹立して 動く こと なくば 世界 は 自ら 來て彼 に 歸す ベ し 

彼の 革新 を 世に 向って 筢 叫廣吿 する 人の 如き は 革新 を委 ぬべき 人に あらざる なり。 

二、 先 づ己を 以て 足れる を 知れよ、 「足， 乎レ己 無， 待， 於， 外 之 謂 レ德」 と、 君子 先 づ恰然 たる 餘裕 なか 

るべ からす、 人 は 彼 自身に て 充分なる ものたり、 心ぞ 我の 王國 なり、 我先づ 自己の 主人た らん か、 我 

は 大國の 領主に して 他に 及ぼす の 必要 あるな し、 ソロ  F I ン， 曰く 「己の 心 を 治む る 者 は 城を攻 取る 者に 

； W 何に して 宗敎界 今日の a 麻に SS せん 乎  三 一一 


傅 の 神  三  一二 

f,J と、 身 を 修めす して 如何 ぞ國を 治め 得ん や、 自己 を 平定せ し 人の みが 國も社 界も敎 ^も 平定す 

るの 技倆 ある 人な り、 力 ー ライル 方丈 サ ム ソ ンを 評して 曰く、 

方丈， サ— ム ソ ン は 統御 術の 經驗を 有せ ざり し、 彼 は 政治 商 估に 徒弟たり し 事な し、 彼 は唯從 順の 術 

に 熟せし のみ、 …… 彼は渾 ての 年期奉公に 勝る 習練 を經 たり、 彼の 人物 其 物に 統御の 桟範 の" 具へ 

られ たる あり、 彼に 煩 混、 懦弱、 不實を 忌諱す るの 執念 あり、 此 種の 人 は 治め ざらん と 欲する も 

馬術の 祕訣 は先づ 己に 膽を定 むる にあり と、 況んゃ 人 を 御す るに 於て おや、 ル ー テル 常に 拉典 語の 聖 

しづ， か  すく ひ  へん をん 

句 を 誦して 曰く in  silentio  et  spe  ent  fortitude-  vcstra. (靜 にせば 救 を 得、 平穩 にして： M り頓 ま-ま 

力 を 得べ し) と (以赛 亜 書 三十 章 十五 節)、 社界的 運動と 稱し、 爭喧^中に奔き周到すt^にぁぃ.^.^^.i 

ば 心に 安す る 能 はざる 人 は 未だ 革新 家の 性 を 具へ ざる 人な り、 一 先づ 運動の 念を斷 てよ、 靜肅 より 來 

る 力 を 味へ よ、 然ら ざれば 汝の 革新 事業 は 混沌 紛擾に 止て 整理と 建設と は汝 より 来らざる なり、 _ かき 

の 眞似 をな す を 休めよ、 自己の 英雄な る を 感ぜざる 是 英雄 の 特質な り、 先づ 無限と 交り 宇宙に 學べ よ、 

0  0O00O00000000OOO00000000  O  00000 

天の 精 氣汝に 注入 さる k 時は汝 英雄たら ざらん と 欲する も 得ざる なり。 

三、 自己の 懐疑 を 世に 向て 表白す る 勿れ、 懷疑は 智識の 先達な り、 然れ ども 懐疑 は 智識 其 物に あら ざ 

るな り、 吾人 は懷 疑の 結果なる 智識 其 物 を 世に 供すべき なり、 懊疑 を撣ら すして 世に 表白す る もの は 

病苦を人に訴ふる病者の類にして壯者と君^5^の恥となす處なり、  ， 

縱令 普通 の 事物に 關 する 事たり とも 吾人の 疑問 は 之 を 心に 留めて 其 可否 稍 や 確定す るまで は 口外 

せざる を 義務と する にあら す や、 况んゃ ロを以 て 一一 IK ふべ からざる 最高き ものに 關 する 疑問に 於て 


おや、 然るに 人 その 懷疑を 並べ立て、 討論 爭議 する を 以て 彼の 有する 智能の 上達と 見做す に 至て 

は、 噫、 如斯は 樹木 を轉 倒し、 吾人に 示す に靑綠 なる 枝、 葉、 實を 以てする にあら すして、 醜惡 

見る に 忍びざる 復根を 空 氣に碟 露す るの 類なら す や、 一 の 活動の 其 中に おするな くして 只 死と 災 

禍 あるの み。  (英雄 祟拜 論) 

は已に 有り 餘る 程の 疑問 を 有せり、 新に 汝の 疑問 を 以て 之を增 加す る を 要せす、 若し 汝 にして 古說 

の 否定すべき あれば、 先 づ汝の 心中に 之に 勝る の確說 ある を 見 認めて 而て 後に 之 を K せよ、 宇宙に 

「破壞 すべから す」 との 訓令の 存 するな し、 然れ ども 建設の 途を 具? すして 破壞 すべ.^ ら ざる は 宇宙 

の 大道な り、 若し 破壞 せんと 欲せば 汝 身命 を 赌 して 之に 從事 せよ、 試験の 爲 めに 破壊す る、 是 不德義 

の 最も 甚だしき ものな り。 

ra、 汝の 今日の 業に 安ぜ よ、 先づ 大事 業 をな すの 念 を 放棄せ よ、 耶 利米亞 その 弟子. 3^ を誡 めて 曰 

く 「汝 已の爲 めに 大 なる 事 を 求る か、 之 を 求む る 勿れ」 と、 我等 各々 社 界の敎 導 者た らん 事 を 欲する 

が 故に 我等の 革新 事業 は擧ら ざるな り、 我等 备々 に 革新すべき 區 域の 供せられ しに あらす や、 汝已に 

安心立命の 位 11^ に 立ちし とせん か、 然 らば 先 づ汝の 家族に 及ぼし 汝の 友人 を敎 化せよ、 汝の 隣人に 慰 

藉の 冷水 一杯 を與 へよ、 汝に 至る 貧 人は汝 より 善 を 施されす して 汝の 門前 を 通過せ ざら しめよ、 我に 

勤めん とする の 精神 あらん 乎、 我の 今日の 位置に 在て 爲 すべきの 業：！^ 積で 山.^ なせり、 革新 を 世に 向 

て絕 叫す る もの は先づ 彼の 隣人より 革新 を 要求せられ ざらん 事を勉 めよ、 英雄な り、 大 慈善家な り、 

彼等 は先づ 善良なる 夫たり、 父たり、 友人たり、 隣人たり し、 而後に 社界的 人物たり しなり、 iiii 

以 て 安す る 能 は ざ る もの、 目下 目前 の 弊 を 矯め る を 以て 多端な ら ざる もの が社界 改革に 從 事し 得 る の 

如 柯 にして 宗教 界今 H の亂 麻に 處 せん 乎  一一 一 一 一二 
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现由 あるな し。 

五、 批評 を 止めよ、 批評 は 社 を喧 (サ ならしむ、 事業の 成效は 靜肅を 要す、 汝 若し 自ら 業 を 取る 能 は 

ざれば 汝の 批評 を 加へ て汝の 兄弟の 事業 を妨 ぐる 勿れ、 汝局 外の 眼より 彼に 12 正すべき 事 ありと 信 

するならば 行て 直接に 彼に 告げよ、 或は 親展 を 以て 深切に 彼に 忠吿 せよ、 M 面目に 一 一?1-業に從^^^-する 

もの は眞 面目なる 忠告 は 喜んで 受 くるな り、 然れ ども 公衆に 向て 彼と 彼の 事業 を 評し、 稱 して 批評 文 

學 となす が 如き は汝の 決して 爲 すべから ざる 事な り、 汝 の！！ 正せん とする 彼と 彼の 事業と は 之に 依て 

少しも 利益 を 得ざる なり、 汝は 火事場に 到りし 事 あり や、 而 して 一 の 消防 夫に 對す るに 千 人の 傍観 

人 ありて 炎 火の 中に 生死 を 賭して 消防に 從事 する もの を 彼是 批評して 喧しき を 見し や、 汝は 彼等 傍觀 

人 は 無益 有害、 不情不 慈なる ものと 見做せし にあら す や、 彼等 は 寧ろ 各々 その {\ ぶに 在て 此處に 來らざ 

る を 可とす、 彼等 は實に 妨害物な り、 革新 勿論 少しも 彼等より 來る なし、 彼等 は 口 を閉づ べきな り、 

彼等 は 筆 を 弄すべからざる なり、 消火の 業 は 彼等の 評する が 如き 遊戯的 事業に あらざる なり、 若し 消 

防 夫 の！ i 作に 不平 あるならば 汝 行て 自ら 火中に 投す べきな り、 己れ 先づ赏 行 的 の 消防 夫 たるまで は叨 

りに 他の 消防 夫 を 批評す る 勿れ、 或 人近來 の批詐 家 を 評して 墻 後に 隠れて， 机 打 をす る 卑怯者と なせり • 

革新 を |5>； む；^ は 若 かす ベから ざるたり、 汝の 批評 を 好む は 汝 の 揚言す る 革新 は汝の 眞實 より 出で しに 

あらざる を證 する に 足る、 汝 偽善 をな して 天と 人と に 罪 を 犯す 勿れ。 
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五、 我等 は 確信と 莨と は 何 處に存 すると も 之 を 重すべき なり、 そ は 我等の 革新 を 要する の 理由 は 我 

等の 中に E 實缺乏 すれば なり、 其 政治 思想の 如何に 關 せす、 其 宗敎歸 依の 如何に 依らす、 眞賁の 人！^ 

永久の 惯航を 有する 人 なれば、 我等 は 彼に 尊敬 を 表し、 彼の 弱 を 嘲り、 彼の 愚 を 笑 ふが 如き は 決して 


爲 すべから ざるな り、 保羅 曰く 「兄弟よ 終に 我 之 を 言 はん、 凡そ 眞赏 なること、 we 一て 敬 ふべき 事、 お 

よそ 公義 こと、 凡そ 淸潔 こと、 凡そ 愛すべき およそ 善稱 ある 事、 すべて 何なる 德 いかなる 譽 にて 

も爾曹 これ を 念 ふべ し」 (蹄 立 比 書 M 章 八 節) と、 革新 は (！： 行の 獎勵 より 來 りて 缺點の 摘 示より 来ら 

す、 我等 は 不完全なる ものな り、 然れ ども 未だ 全く 不完全なる ものに あらざる なり、 我等に 未だ 神性 

の存 する あり、 是 我等の 最も 貴重なる 所有物な り、 革新の 業は此 神性 を (仅活 錫 動す るに あり、 古人の 

所謂 「善 を 進 むれば 惡自 から 滅す」 との 語 は 革新 家の 一大 秘訣た るべき なり、 然るに 我等^ 善 を掩は 

ん とし 惡を舉 げんと す、 人 若し 慈善 を な せ ば 我等 は 言 ふ 彼 は 名 譽の爲 めに 之 をな せりと、 彼 若し 熟 心 

に 他 を 導かん とする あれ ば 我等 は 一 W ふ 彼 は 徒ら に 辯 を 弄す る ものな りと、 彼 若 し 書 を 著 はして 意見 を 

i に呈 すれば 我等 は霄ふ 彼 は 不平 を 世に 1^ へて 自己の 弟子 を 作らん と 欲すと、 我等の 胸中に 利 愁と功 

名 心 を 除て 他に 活 動 を 促が すの 主動 力なき が 如し、 我等 は 他人の 惡事を 見 留るカ を 有して 善事 を 探る 

力 を 有せざる が 如し、 人 は 自己に 存 する もの、 み を 他に 認 むる を 得べ し、 我等が 人の^ 事の み を認む 

る は 我等に 善事の 存 せざる 一大 證據 ならす や、 歷 史家 は 一一 一一 II はす や 米の 1i^rF^;s の唯ー の 缺點は 彼に 

人の 缺點 を認 るの 力な かりし にあり と、 是實に 羨む ベ きの 缺 點., - ならす や、 博士 ジョン ソ ンは雷 ふ、 

「人の 善事の み を 認め 得る 人 は 大財產 を 有する 人な り」 と、 我等の 貧なる は 我等 は 人の 缺點を 摘 示す 

るの 力に 富む が 故に あらす や。 
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七、 無實の 名義 を廢 せよ、 我等 をして 有の IM ならしめ よ、 .51 名 は 相互の 不信 を 招き 確信 確お をして 難 

からしむ、 先づ獨 立の 名義 を 立て 然る 後に 獨 立の 實を致 さんと する が 如き、 先づ 虚勢 を 張り て 然 る 後 

に 實權を 得ん とする が 如き は 革新 根 定の途 にあらざる なり、 實 權は實 力に 越 ゆる を 得す、 名 は 赏を代 

如： 1： にして 宗教 界今 ESafe に. 2g ぜん 乎  一一 二 五 
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S する を耍 す、 一方より 力 を 借り 他方に 向て 獨立を 誇る が 如き、 外國 人に 給 を 仰ぎながら 名義 上 之が 

ハ Q が.^ き、 是れ軟 in 腐の 大 原因な り、 我等の 最も 弱き g は 虚植を 握り 虚勢 を 張る 時 

にあり、 我等 は 外見の 破壊 を簡れ ざるべし、 倒るべき もの は 倒れざる ベから す、 健屋は 5 お 石の ヒ にの 

み 建つ を？ * べし、 事實を にし、 名赏を 正す を 以て 崩るべき もの は 崩る を 可とす、 革新の 第一， 步 

^fe^^^^^^^v 是 をな さすして 改良 進 步を唱 ふ、 何 ぞ老屋 朽ちん とする もの-上に 大厦の 

建築 を 試みざる。 

I  -  =  oooooooooooooooo」p 

亂麻の功益盖し^！-名と虚權とを排除陶汰するにぁらむ、 然り亂 麻 は 浮虚の 子な り、 今や 暗黑 咫尺 を 妙 

我 先 づ虛を 去て 實に 就き 我の 隣人 亦 我に 傚 ひ、 而 して 我の 

家、 我の 黨、 我の 敎會に 及ば ^ 是れ 我の 爲し 得る 革新 事業な り、 我先づ 我の 眞 素に 戾 りて 眞 正の 進歩 

我に， 昉る、 FT^ST^MTr^ 曰く 「< ；-に 不動 點ー っを與 へよ、 余 は 世界 を 動かすべし」 と、 道德 力の 不動 

點我之 を 我に 求め 得べ し、 革新の 基礎 我の 眞素 にあり 他に あらす。 

今や 亂 麻の 時な り、 今や 思想界の 闇黑 時代な り、 然れ ども 暗黑 時代 亦 其 用 あるに あらす や、 自然 は晝 

し i  99999999* 

を與 へ て 亦 夜 を 給せ り、 盛夏に 植生の 繁茂す る ありて 厳冬に 草木の 膝れ る あり、 暗 黑と嚴 冬と は 休養 

6 ほかない、 我等が 外に 伸る 能 はざる 時 は 内に 强 岡なる を 得べ し、 暗 MH 于宙を 掩ひ鳥 獸巢に 就きし 時- 

孤 I 《ぶ-の 下、 燥盧 の？^)、  一  {农 の 團欒、 友人の 對座 あるに あらす や、 働く のみが 生. # に は あらざる なり、 

or-oooo  000000  OO00O000  C-O0OOO000O  0  0  0  C  o  0  0  a  o  o  o  w 

嚴風 梢を拂 ひ、 霜雪 寒 深き 時、 疎林 湖 零して 紅 i 綠葉眼 を歡ば さ、. -る 時、 是れ 植生の 根 を 深 ふす る 時 

.v^ ら.^ や、 冬な くして 春の 來る なし、 偶々 初冬 暖を 催す こと あれば 園 林の 狂 花 は 誤謬の 赛を 示し 吾人 


の 戯笑 を 招く にあら す や、 歐洲 歷史の 一 千年間 を暗黑 時代と 云 ふ、 事物の 停滞、 社界の 煩混此 時より 

せんせいりょく た： は  y 

甚 しき はな かりき、 然れ ども 歐洲 は此 時に 潜勢力 を貯 へつ k ありし なり、 渠の 十五 世紀の 中頃より 文 

運 忽ち 復興し、 春雷 一度 動 ひて ぎ蟲萌 蘇す るが 如く、 百年 を 出す して 全世界 を 改造せ しもの は 歐人ー 

千年間の 沈默 より 來れ りと 謂 はざる を 得す、 暗夜に 白日の 業を營 まんと する もの は嗟跌 せざる を 得す、 

夜と 冬と は 勉學の 時な り、 沈考の 時な り、 休養の 時たり、 夜中 全軍 を 進めん と 欲す、 紛擾 內訌 起ら ざ 

る を 得ん や。 

古 哲，。 フ ラト ー 云 へ る あり、 「世 時には 大風 塵 を 捲く が 故に 吾人 は牆 下に 息 ひて 疾風の 吹き 盡すを 待つ 

時 あり」 と、 余輩 は 此語を 誤用して 晴 快の 時に も牆下 "に 眠らざる べし、 然れ ども 社界の 風塵 强 くして 

秩序 の 法 を 呈す ると も 全く 無益なる 時代な きに あらす、 余 輩 勿論 盡瘁 鞠躬國 に拘 ふるの 覺 悟な かるべ 

からす、 皇命 一度 下て 我等の 出陣 を 要求 さる \ 時 は 我等 は 託言 を 造りて 責を免 がれざる べし、 然れど 

も： 大與の 生命 我等 是を社 界の爲 めに 自愛せ ざるべ からす、 我等 之 を 捨るは 我等が 最大 效績を 建て 得る 

時に なすべし、 亂 軍の 內に 身を投じて 犬 死す るが 如き は 我等の 爲 すべから ざる ことなり。 

博士 ジョン- ホ ー ル云 へる あり、 「余に 若し 尙ほ十 年の 生命 あらしめば 余 は 九 年 學んで 一年 働ん」 と、 

大器 は 晚成を 要す、 「今 は 時たり 今 は 時な り」 と絕 叫して 臭の 靑年 r 使役し 政治 叉は傳 道に 從 事せ 

しむる 人 は 天の 造りし 寶玉を 瓦礫の 如くに 破碎 する 人な り、 時 は 何れの 時代に も存 する たり、 杵 臼 曰 

く 「死 は 一 心の 義に向 ふ 所に 定まり、 生 は 百 慮の 智を盡 す 中に 全し」 と、 死 は 難 けれども 有益なる 生 

やす  し？  V, せ-. Vj 十二  f( 

よりも 易し、 今や 懐疑、 不情、 冷評の 時代 頻りに 犧牲、 美俠を 唱導して 世の 正直 朴穆の 士を冒 險に誘 

導す る を 以て 事と す、 我等 は此等 演劇的の 英雄と たりて 笑 を 千載に 遣 さ る-、? し， 不信の 時代 は休徵 

如 ：！： にして 宗敎界 今 H の a 麻に 52 せん 乎  1  一二 七 


Is-  a の £S 神  一一 二八 

を 求む、 彼等 は眞 善の 何たる か を 知ら ざれば なり、 腐 善 時には 火と なり 水と なり、 コ ロム ，5^13 とな 

, 9  I —— —— I  1 1  %»»»»»»»»  0OOOOOOO00O000  0O00  0000  9  ， , 

り リン コル ン とならざる にあら す、 然れ ども 眞 善の 常 性 は靜肅 なり、 平穏な り、 無聲 なり、 齊等は 

行て 此無驟 の 深淵に 飮 まんの み、 無 聲の善 をな さんの み、 無 聲の淚 を 流さん のみ、 無 聲の惠 に 浴 せん 

•s、oo  £  0  0  000  O000O0OOO0O0000O0  0OOO0OOOO0  00000 

然り亂 i は 皮相の み、 心靈の 深 底 今尙ほ 太古の 靜 かなる あり、 其處に 永遠の 平和 あり、 其 if おに 永遠 

£&;9  00  O0OO0OO  0000000  000000000000  0O0O00OO  0 

の歡 t: 著 あり 永遠の 滿足 あり、 永遠の 友誼 あり、 時には 歷史の 表面に 現 はれ、 電光と なりて 閑き、 霹 

0  0 ノ  -orpoc^.o つ」 0-0、^  -0  00,9^ マ O0OO  000O0OOOO0OO0OO0O0O0O00 

靂 として K き 以て 社界 人の 耳目 を 驚かせし もの は是此 心^ 無限の 生活力が 時と 截に 感激 せられて 發 

0000000  0-00  ：  一  3. 

せし 餘 光の み餘聲 のみ。 

CJalm  Soul  of  nil  tllillg.s  ！  mals  it  mine 

To  feel,  iimiKi  the  city ビ lar, 

Tliat  there  abides  a  Peace  of  Tliiue 

iuan  did  not  make  and  cannot  nla-r.  s 

II 肅 なる 萬 有の 祌ょ 

我 をして 市人 iasK の 巾に、 

彼等の 毀ち 能 はざる、 

繭の 平和 を 感ぜし めよ。 


後世 へ の 最大 遺物 


此 小冊子 は 明治 廿七年 七 片相州 箱 根驛に 於て 開設 せられし 某 督敎徒 第 六 夏期 學 校に 於 

て 述 ベ し 余 の 講話 を li 校 委員 評 氏 S 承諾 を 得て 爱に 印刷に 附せ しもの なり- 

事、 基督 敎と學 生と に關 する 事 多し、 然れ ども 亦 多少 一般の 人生 問題 を 論究せ ざるに 

非す、 是れ 蓋し 余の 親友 京都 便利 堂 主人が 強て 之 を發刊 せし 故なる べし、 讀 者-の 寬容 

を 待つ。 

束 京 青山に 於て 

明治 三十 年 六月 二十 曰  內村 鑑三 


後世 へ の la 大？ S 物  . 一 一三 一一 

再版に 附 する 序 言 

一 篇の基 脊敎的 演說、 別に 之 を 一 書と なすの 必要なしと 思 ひし も前發 行者の 勸吿 によ 

h、 印刷に 附 して 世に 公に せし に 旣に數 千 部 を 出す に 至れ. -、 此に 於て 余 は 其 多少 世 

道 人心 を裨 益す る こと ある を 信じ 年 また 多くの 訂正 を 加 へ て 1^ 版に 附 する こと 、 はな 

しぬ、 若し 此 小冊子に して 猶ほ新 福音 を宣傳 する の 機械と なる を 得ば 余の 幸福 何ぞ之 

し s«> ； 力ん 

束 京角箬 村に 於て 

明治 三十 二 年 十月 三十日  內 村 ま 三 


改版に 附 する 序 

此 講演 は 明治 二十 七 年、 卽ち日 淸戰爭 のあった 年、 卽ち 今よ.. H  二十 一年 前、 私が ま 

ほと h- 

だ 三十 三 歲の壯 年であった 時に、 海老 名 彈正君 司會の 下に、 箱 根 山上、、 蘆の 湖の 畔に 

於て 爲し たもので あります。 其 年に 私の 娘の〃 ツ子が 生れ、 私 は 彼女 を 彼女の 母と 共 

に 京都の 寓居に 殘 して 箱 根へ 來て 講演した のであります。 其 娘 は 旣に世 を 去り、 叉此 

講演 を 一 書と 成して 初めて 世に出した 私の 親友 京都 便利 堂 主人 中 村 彌左衞 門 君 も ツイ 

此頃世 を 去りました。 其 他此書 成って 以來の 世の 變化は 非常で あ.^ ます。 多； の 人が 

此書を 讀んで 志 を 立て 、成功した と 聞きます。 其內に 私と 同じ様に 甚督 信者に 成った 

者も尠くなぃとの事でぁ.^ます。 そして 彼等の 內の或 者 は 早，、 旣に 立派に 基督 敎を 

「卒業」 して 今 は 背教者 を以 つて 自 から 任す る 者 も あ. ます。 又は 此 書に 依って 信者 

に 成 h て、 基督 敎的 文士と なりて、 其 攻擊の 鉢 を 著者なる 私に 向ける 人 も あ，^ ます。 

實に世 は樣々 であります。 そして 私 は 幸に して 今日まで 生存ら へて、 此 書に 書いて あ 

る 事に 多/、 違 はすして 私の 生涯 を 送って 來た事 を 神に 感謝し ます。 此小著 其 物が 私の 

再 坂に 附 する 序. 一 =11 改版に 附 する 序  §.1  一二 


後世 へ の S 大遣物  一一 三 四 

「後世へ の 最大 遺物」 の 一 と 成った 事 を 感謝し ます。 「天地 無始 終、 人生 有 生死」 で 

ぁ.^ます。 然し 生死 ある 人生に 無死の 生命 を 得る の途が 供へ てあります。 天地 は 失せ 

て も 失せざる ものが あります。 其 もの を 幾分な りと 握る を 得て 生涯 は眞の 成功で あり- 

父 大 なる 滿 足で あ， 0 ます。 私 は 今より 更に 三十 年生き やうと は 思 ひません。 然し 過去 

三十 年間 生き 殘っ た此 著 は 今より 尙ほ 三十 年 或 ひ は 其れ 以上に 生き 殘る であらう と 見 

て も 宜しから うと 思 ひます。 終に 臨んで 私 は此小 著述 を 其 最初の 出版者た る 故 中村彌 

左衞 門^に 獻 じます。 君の 靈の 天に 在りて 安 からん こと を 祈ります。 

大正 十四 年 ( ； 九 一 一 五 年) 一 一月 二十四日 

東 京 巿外 柏木に 於 て 


g 翻 後世 へ の 最大 遺物 

內村鑑 三 述 

第 一 囘 

時 は 夏で ございま すし、 虚は 山の 絕 _m でございます。 それで 此處で 私が 手 を 振り 足 を 飛ばしまして 私 

の 血に 熱度 を 加へ て、 諸君の 熱血 を玆に 注ぎ 出す こと は 或は 私に 出来ない ことで はない かも 知れ ませ 

ん、 价し之 は 私の 好まぬ 所、 又 諸君 も餘り 要求し ない 所 だら-つと 私は考 へます。 それで 基督 敎の 演說 

會 で演說 者が 腰 を 掛けて 話 をす るの は 多分 此 講師が 噴 矢で あるか も 知れない (滿場 大笑)、 併し乍ら 

若し 斯うす る 事が 私の 目的に 適 ふこと で ござり ますれば、 私 は 先例 を 破って 此處 であな た 方と ゆつ く 

り 腰 を 掛けて お 話 をしても 構 はない と 思 ひます。 是も亦 破 壞黨の 所業 だと 思 召されても 宜ぅ ございま 

す (拍手喝采〕。 

そこで 私 は 「後世への 最大 遣 物」 と 云 ふ 題 を 揭げて 置きました。 若し 此 事に 就て 私の 八？. 迄考 へました 

事と 今 感じます る 事と を 皆 述べます るなら ば；!： 時 もの 一 時間より 長くなる かも 知れ ませぬ。 若し 長く 

なって 詰らなくな つたな ら 勝手 に お 歸 りなす つて 下さい、 私も亦 草臥れましたならば 或 は 途屮で 休み 

を 願 ふか も 知れ ませぬ。 若し 餘り 長くな りましたならば、 明朝の 一 時間 も 私の 戴いた 時 で ござり ま 

へ の 最大？ g 物  一一 一二 E 


後 ffi への 最大 s? 物  一二  二 六 

すから 其 時に 述べる かも 知れ ませぬ。 ドウ ゾ 斯う 云 ふ 淸ぃ靜 かな 所に あります る 時には、 東京 や 叉 は 

其 他の 騷 しい 所で 皆氣の 立って 居る 所です る 樣な騷 しい 演說を 私 はしたくないです。 私 は 此處で 諸君 

と 膝 を 打合せて 私 の 所感 其 儘 を 演說し 又 諸君 の 質問に も應 じた い と 思 ひます。 

此 夏期 學 校に 来ます 序に 私 は 東京に 立 寄り、 其 時 私の 親爺と 詩の 話 を 致しました。 親爺が 山陽の 古い 

詩 を 出して 吳れ ました。 私が 初めて 山陽の 詩を讀 みました の は、 親爺から 貰った 此 本でした (本 を 手 

に 持て し。 で此 夏期 學 校に 来る 序でに、 其 山陽の 本 を 再び 持て 来ました。 其 中に 私の 幼 さい 時に 私の 

心を勵 ました 詩が ござります。 其 詩 は 諸君 も 御 承知の 通り 山陽の 詩の 一番 初めに 載って 居る 詩で ござ 

ります、 「十 有 三春 秋、 逝 者 巳 如 水、 天地 無始 終、 人生 有 生死、 安 得 類 古人、 千載 列 青史」。 有名の 

詩で ござります、 山陽が 十三の 時に 作った 詩で ござります。 それで 自分の 生涯 を 頼みて 見 ますれば、 

まだ 外 國語學 校に 通學 して 居ります る 時分に 此 詩を讀 みまして、 私も自 から 同感に 堪 へなかった。 私 

の樣 にこん なに 弱い もので 子供の 時から 身體が 弱う ござり ましたが、 斯う 云 ふ 様な 弱い 身體 であって 

^に社會に立っ^^澄もなし、 又 私 を社會 に引ッ 張って 吳れる 電信 線 も ござり ませぬ けれども、 ドウ ゾ 

私 も 一 人の 歷 史的の 人間に なって、 さう して 千載 青史に 列す る を 得る 位の 人間に なりたい と 云 ふ 心が 

矢張り 私に も 起った ので ござります。 其 欲望 は 決して 惡ぃ 欲望と は 思って 居 ませぬ。 私が 其 事 を 父に 

話し 友達に 話した 時に 彼等 は大 へん 喜んだ。 「汝に それ 程の 希望が あったならば 汝の 生涯 は 誠に 頼 も 

しい」 と 言って 喜んで 吳れ ました。 所が 不意に 基督 敎に 接し、 通常 此國に 於て 說 かれました 基督 敎の 

敎を 受けた 時には、 靑年の時に持った所の千載靑史に列するを得んと云ふ此欲&^！が大分なくなって來 

ました。 それで 何となく 厭世的の 考が 起って 来た。 卽ち 人間が 千載 青史に 列す る を 得ん と 云 ふの は、 


誠に 是は肉 慾 的、 不信者 的、 llewthen 的の 考 である。 クリスチャンた ど は 功名 を 欲する こと は爲 すべ 

からざる ことで ある。 我々 は 後世に 名を傳 へる とか 云 ふこと は、 根コ ソギ 取って 仕舞 はなければ なら 

ぬと 云 ふ 樣な考 が 出て 来ました。 夫 故に 私の 生涯 は實に 前の 生涯より 淸ぃ 生涯に なった かも 知れ ませ 

ぬ。 けれども 前のより は 詰らない 生涯に なった。 マ ー どうか 成る丈け 罪 を 犯さない 様に、 成る丈け 神 

に 逆らって 汚ら はしい こと をし ない 様に、 唯々 立派に 此 生涯 を 終って キリストに 依って 天 國に救 はれ 

て、 未来 永遠の 喜 を 得ん と 欲する 考が 起って 来ました。 

そこで 其 時の 心 持 は 成程 其 中に 一 種の 喜がなかった では ござり ませぬ けれども、 以前の 心 持と は 正 反 

對の心 持で ありました。 さう して 此 世の中に 事業 を 仕 やう、 此抵の 中に 一 つ 旗を擧 げやう、 此 世の中 

に 立って 男らしい 生涯 を 送らう と 云 ふ 念が なくなって 仕舞 ひました。 殆ん どなくな つて 仕舞 ひました 

から、 私 は 所謂 坊主 臭い 因循 的の 考 になって 來 ました。 それで 又 私ば かりで なく 私を敎 へて 吳れる 人 

がサゥ でありました。 度々 …… 兹 に は 宣敎師 は 居り ま せ ぬ から 少し は宣 敎師 の 惡 口 を 言 つ て も 許し て 

下さる かと 思 ひます るが …… 寅 敎師の 所に 往っ て 私の 希望 を 話します ると、 「あなた はそんな 希望 を 

持って はいけ ませぬ。 其 様な こと は それ は 慾 心で ござります。 それ は あなたの まだ 基督 敎に 感化され 

ない 所の 心から 起って 來 るので す」 と 云 ふ樣な こと を閜 かされないで はなかった。 私 は 諸君 達 もサゥ 

云 ふ樣な 者に 何處 かで 出會 つたこと はない こと はないだ らうと 思 ひます。 成程 千載 靑史に 列す る を 得 

んと云 ふこと は、 考の 致し やうに 依て は 誠に 下等なる 考 であるか も 知れ ませぬ。 我々 が 名を此 世の中 

に 遺したい と 云 ふので ござります。 此 一 代の 僅かの 生涯 を 終って 其迹は 後世の 人に 我々 の 名 を 褒め 立 

つ て 直 ひたいと 云 ふ考、 それ は 成程 或る 意味から 言 ひます ると 私共に 取って は 持つ 一」 はならない 考で 
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あると ひます。 r 度 埃 及の 昔の 王様が 己れ の 名が 萬 世に 傳 はる 様に と m 心 ふて 三角 塔 を 作った、 卽ち 

^の屮 の 人に 彼は國 の 王で あつたと 云 ふこと を 知らし むる 爲に 萬お の 勞カを 使役して 大きな 三角 塔 を 

作った と 云 ふやうな こと は、 赏に 基督 信者と して は 持つべからざる 考 だと 思 はれます。 有名な 天下の 

糸 平が 死ぬ ときの 遺 一一 一一 c は 「己れ の爲 めに 絶大の 墓 を 立てろ」 とで 有った さう だ。 さう して 其 墓に は 天 

下 の 糸 平と 誰か 日本の 有名な る 人に 書いて 貰へ と 遺 一一 一一 口 した 。 それで 諸君が 東京の 牛の 御前に 柱って ご 

らんな さると 立派な 花 i 岡 石で 伊藤博文 さんが 書いた 「天下 之 糸 平」 と 云 ふ 碑が 建って 居ります。 それ 

は 其 千載にまで 天 下 の 糸 平 を 此の 世の中に 傅へ よと 云 ふた 糸 平の 考は私 は クリスチャン 的の 考で はな 

からう と 思 ひます。 又 さう 云 ふ 例が 外に.，、 澤山 ある。 此 11-亞 米 利 加の ある 新聞で 見ました に 或 貴婦人 

で 大金 持の 寡お が、 「私 は ドウ ゾ 死んだ 後に 私の 名を國 人に 覺 えて 貰 ひたい、 然し 自分の 持って 居る 

金を學 校に 寄附す ると か 或は 病院に 寄附す ると か 云 ふこと は 普通の 人の 爲す ところ なれば、 私 は 世界 

中に ない 所の 大 なる 墓 を 作って 見たい、 さう して 千載に 記憶され たい」 と 云 ふ 希望 を 起した。 先日 其 

墓が 成った さう で ござります。 ドンナに 立派な 墓で あるか は 知り ませぬ けれども、 其 計算に 驚いた、 

1 一 百 萬弗掛 つたと 云 ふので ござります。 一 一 百 萬 弗の 金 を 掛けて 自分の 墓 を 建った の は 確かに 基督 敎的 

の考 では ござりません。 

併し乍ら 或 意味から 言 ひま すれば、 干 載靑史 に 列す る を 得ん と 云 ふ 考は私 はそんな に 惡ぃ考 ではない、 

ない ばかりでなく それ は 本當の 意味に 取て 見ます るなら ば、 基督 敎 信者が 持っても 宜ぃ考 で ござり ま 

して、 それ は 基督 信者が 持つべき 考. ではない かと 34 ひます。 尙ほ 我々 の 生涯の 解釋 から 巾し まする と、 

此の 生 泥 は 我々 が 未来に 注く 階段で ある。 丁度 大學 校に 這 入る 前の 豫備 校で ある。 若し 我々 の 生涯が 


僅か 此 五十. 年 で 消えて 仕舞 う ものなら ば實に 詰ら ぬ ものである。 私 は未來 永遠 に 私 を 準備す る 爲に此 

世の中に 来て、 私の 流す 所の 淚も、 私の 心 を 喜ばしむ る 所の 菩も、 喜お 哀樂 のこの 變 化と 云 ふ もの は、 

私の 靈魂を 段々 と 作り上げて、 終に 私 は 死なない 人 問と なって 此世を 去って から、 モット 淸ぃ 生涯 を 

何時 迄 も 送らん とする は 私の 持 て 居る 確信 で ご ざり ます。 併しな が ら其 こ と は純粹 なる 宗敎 問題 で ご 

ざり まして、 それ は 私の 4:- 晚 あなた 方に お 話 を 致したい ことで は厶 りません。 

然しながら 私に 愛に 一 つの 希望が ある。 此^の 中 を ズット 通り過ぎて 安らかに 天 國に往 き、 私の 豫備 

學校を 卒業して 天國 なる 大學 校に 這 入って 仕舞ったならば、 それで 澤山 かと 己れ の 心に 問 ふて 見る と、 

其 時に 私の 心に 淸ぃ愁 がー つ 起て 来る。 卽ち 私に 五十 年の 命を吳 れた此 美しい 地球、 此 美しい 國、 此 

樂 しい 社會、 此我々 を 育て &吳れ た 山、 河、 s:!:! 等に 私が 何も 遣 さすに は 死んで 仕舞 V たくない との 希 

望が 起つ. て 来る。 ドウ ゾ私は 死んで から 啻に 天 國に往 くば かりで なく、 私 は 兹にー の， 何 か を 遣して 往 

き た い 。 そ れ で M も 必 ら す し も 後 I の 人 が 私 を 褒 め た つ て n,^< れ い と 云 ふ の で は な い 、 私 の 名 譽 を 遺 し 

たいと 云 ふので はない、 唯 私が ドレ 程此 地球 を 愛し、 ドレ 丈此 $1 界を 愛し、 ドレ 丈 私の 同胞 を 思った 

かと 云 ふ 記念物 を此 ゆに 置いて 往 きたいの である、. i& ち 英語で 言 ふ Mesentc を殘 したいの である， - 

斯う 云 ふ考は 美しい 考 であります。 私が 亜米利加に 居りました ときに も、 其考が 度々 私の 心に 起り ま 

した 0 私 は 私の 卒業した 米 國の大 學校を 去る 時に、 同志と 共に 卒業式の 當 日に 愛樹を 一 本校 內に植 ゑ 

て來 た。 是は 私が 四 年 も 育てられた 私の 學 校に 私の 愛情 を 遺して 置きたい 爲 であった。 中には 私の 

級 生で、 金の あった 人 は それば かりで は滿 足しないで、 或は 學 校に 音 樂堂を 寄附す る も あり、 或は 書 

籍館を 寄附す る も あり、 或は 運動場 を 寄附す る も ありました。 
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然るに ャ我 々 は^ 界と云 ふ 此學校 を 去ります ると きに、 我々 は 何も 此處に 遺さす に往 くので ござり ま 

すか。 其點 から 言 ふと 矢張り 私に は 千載 靑史に 列す る を 得ん と 云 ふ が殘っ て 居る。 私 は 何 か 此の 地 

球に Memento を 置いて 逝きたい。 私が 此 地球 を 愛した 證據を 置いて 逝きたい。 私が 同胞 を 愛した 記 

念 碑 を §a いて 逝きたい。 それ故にお 互に 玆に 生れて 來た 以上 は、 我々 が 喜ばしい 國に往 く かも 知れ ま 

せぬ けれども 併し 我々 が 此の世の 中に 在る 間 は、 少しな りと も 此の世の 屮を 善くして 往 きたいです。 

此の世の 中に 我々 の Memento を 遣して 逝きたいです。 有名なる； 大文學 者の ェ ー ル がー 一十 歳ば か 

りの 時に 彼の 友人に 語て 「わが 愛する 友よ、 我々 が 死ぬ 時には、 我々 が 生れた 時より 世の中 を 少しな 

りと も 良くして 往 かう ではない か」 と 云 ふた。 實に 美しい 靑 年の 希望ではありません か。 「此 世の中 

を 私が 死ぬ とき は 私の 生れた ときより は 少しな りと も 善くして 逝かう じ やない か」 と。 シ— HI ルの 

傳記 を讀ん で御覽 なさい。 彼 は 此批の 中 を 非常に 善くして 逝った 人で 有ります。 今迄 知られない 天體 

を 全く 描いて 逝った 人で 有ります。 南半球の 星 を 何年？？ か 亜 弗 利 加の 希. ゆや 峰 殖民 地に 行きまして、 ス 

ッ カリ 圖に載 せました 故に、 今日の 天文 學 者の 知識 は 、ノ  ！ン H—A に 依て ドレ 丈け 利益 を 得た か 知れな 

い。 それが 爲に 航海が 開け、 商業が 開け、 人類が 進歩し、 遂に は 宣敎師 を外國 にやる ことが 出來、 基 

督敎俾 ^の 直接 間 接の 助けに ドレ 丈け なった か 知れ ませぬ。 我々 も— ハ II シ H ルと 同じに 互に 呰 希望 

Ambition を 遂げ タウ は ござり ませぬ か。 我 々が 死ぬ までに は此 世の中 を 少しな りと も 善くして 死に 

たいではありません か。 何 か 一 つ 事業 を 成し遂げて、 出来るならば 我々 の 生れた 時よりも 此 日本 を少 

しなり とも 善くして 逝きたい ではありません か。 此點に 就て は 我々 皆々 同意で あらう と 思 ひます。 

それで 此次は 遺物の 事です。 何 を 置いて 逝かう と 云 ふ 問題です。 何 を 置いて 我々 が此 愛する 地球 を 去 


らう かと 云 ふので す。 其 事に 就て 私も考 へた、 考 へたば かりで なく 度々 やって 見た。 何 か 遺したい 希 

§ 王が あって 之 を 遺さう と 思 ひました。 それで 後世への 遺物 も澤山 ある だら うと 思 ひます。 それ を 一 々 

御 話す る こと は 出来ない ことで ござります。 けれども、 此 中に 第 一番に 我々 の 思考に 浮ぶ ものから お 

話 を 致したい と 思 ひます。  、 

後世へ 我：々 の 遣す もの k 中に 先づ 第一 番に 大切の ものが ある。 何で あるかと 云 ふと 金です。 我々 が 死 

ぬ 時に 遺 產金を 社會に 遺して 逝く、 己の 子供に 遺して 逝く ばかりでなく、 社會に 遺して 逝く と 云 ふこ 

とです、 それ は 多くの 人の 考 にある 所ではな いかと 思 ひます。 それで サゥ云 ふこと を 基督 信者の 前に 

言 ひます ると、 金を遣す などと 云 ふこと は實に 詰らない ことで はない かと 云 ふ反對 がジキ におる だら 

うと 思 ひます。 私は覺 えて 居ります。 明治 十六 年に 初めて 札幌 から 山男に なって 東京に 出て 来ました- 

其 時分に 東京に は 奇體な 現象が あって、 それ を 名け て リバイバルと 云 ふたので す。 其 時分 私 は 後世に 

何 を 遺さん かと 思って 居りし かと 云 ふに、 私 は 實業敎 育 を 受けた ものであった から、 勿論 金 を 遺した 

かった、， 憶 萬の 富 を 日本に 遣して、 日本 を 救って 遣りたい と 云 ふ考を 有って 居りました。 自分に は 明 

治廿七 年に なったら、 夏期 學 校の 講師に 選ばれる と 云ふ考 は、 其 時分に は チット もなかつ たのです 

(滿場 大笑) 。金を遣したい、 金滿 家に なりたい と 云 ふ 希ば K を 持って 居った のです。 所が 此事を 或る 

リバイバルに 非常に 熱心の 牧師 先生に 話した 所が、 其 牧師さん に 私 は 非常に 叱 かられました。 「金 を 

遺したい と 云 ふ イク ヂ のない、 そんな もの は ドウに もなる から、 君 は 福 昔の 爲に 働き 給へ」 と 首 ふて 

戒められた。 然し 私 は 其 決心 を變更 しなかった 。今でも 變更 しない。 金を遣す もの を賤 める やうな 人 

は 矢張り 金の ことに 賤 しい 人であります。 吝裔な 人であります。 金と 云 ふ もの は、 此處で 金の 價 値に 
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就て 長い 講釋 をす るに は 及び ませぬ けれども、 件し 乍ら 金と 云 ふ もの 、必要 は、 あなた 方 十分に 認め 

てお ゐで なさる だら うと 思 ひます。 金 は 宇 苗 の ものであるから、 金と 云 ふ もの は 何時でも 出来る もの 

だと- K ふ 人に. つて フラ ン クリン ー は 答へ て 「そんなら 今 推へ て 見 給へ」 と 巾し ました。 それで 私に 金 

など は 要. らな いと 云 ふた 牧師 先生 は ドウ 云 ふ 人で 有った かと 云 ふに、 後で 聞いて 見る と、 矢張り 隨分 

金 を 欲しがって 居る 人 ださう です。 それで 金と 云 ふ もの は、 何時でも 得られる ものであると 云 ふこと 

は、 我々 が 始終 持って 居る 考で ござります けれども、 實際 金の 要る ときに なつてから 金と 云 ふ もの は 

得る に 非常に 六ケ 敷い ものです。 さう して 或 時 は 富と 云 ふ もの は、 何處 でも 得られる 様に、 空中に で 

も懸 つて 居る もの.^ 樣に思 ひます けれども、 其 富 を 一 ッに 集める ことの 出來る もの は、 是は 非常に 祌 

の 助を受 くる 人で なければ 出來 ない じあります。 丁度 秋に なって 雁 は 天 を 飛んで 居る。 それ は 雁れ 

が 捕つ ても宜 い。 然し 其 雁 を 捕る こと は六ケ 敷い ことであります。 人間の 手に 雁が 十^な り 一 一十^な 

り 集まって あるならば、 それに 價値 があります。 卽ち 乎の 內の 一 羽の 後 は 木の 上に 居る 所の 二 羽の 雀 

より 贵 いと 云 ふの は此 事であります。 そこで 金と 云 ふ もの は 宇宙に 浮いて 居る やうな もので ござり ま 

すけれ ども、 价し 乍ら それ を 一 つに 纏めて、 さう して 後批の 人が 是を 用ゐる ことが 出来る 様に 溜めて 

往 かんとす る 欲望が 諸君の 中に あるならば、 私 は 私の 滿 腔の 同情 を 以て、 ィ H ス キリストの 御名に^ 

つて、 父なる 神の 御名に 依って、 聖靈の 御名に 依って、 敎會 の爲に 國の爲 に、 世界の 爲に、 「君よ 金 

を 溜め 給へ」 と 云 ふて 此事を 其 人に 勸 める ものです。 富と 云 ふ もの を 一 つに 纏める と 云 ふこと は 一大 

事業です、 それで 我々 の 今日の 赏際 問題 は社會 問題で あらう と、 敎會 問題で あらう と、 靑年會 問題で 

あら-つと、 敎育 問題で あらつ とも、 それ を 煎じ詰めて 見れば 矢張り 金錢 問題です。 玆に 至って 誰が 金 


が 不用 だな ぞと云 ふ ものが あります か。 ドウ ゾ 基督 信者の 中に 金 持が 起って 貰 ひたいです。 實業家 が 

起って 貰 ひたいです。 我々 の 働く ときに、 我々 の後循 になり まして、 我々 の 心 を 十分に 解った 人が 我 

我 を 見つ い で吳れ ると 云 ふこと は、 我 々 の 目下の 必要で ござります。 それで 金 を 後世に 遣 さう と 云 ふ 

欲 §1- を 持て 居る 所の 青年 諸君が、 其方に 向って、 神の 與 へたる 方法に 依って- 我々 の 子孫に 澤山金 を 

遺して 下さらん こと を 私 は實に 祈り ます。 亞米利 加 の 有名な る Irir. デ ルヒャ の ヂ I ラ I と 云 ふ 佛蘭西 

. の 商人が 亞米利 加に 移住し まして、 建てた 孤 兒院を 私 は 見ました。 是は 世界 第 一番の 孤兒院 です。 凡 

そ小學 生徒 位の ものが 七 百 人 計り 居ります。 屮學 大學位 迄の 孤兒を ズッと 併べ ますならば、 多分 千 人 

以上の 様に 覺ぇ ました。 其 孤 兒院の 組織 を 見ます るに、 我々 の 今日日 本に 在る 所の 孤 兒院の 様に、 寄 

附 金の 足らない 爲に 事業が 差 支 へ る 様な 孤兒院 ではなく して、 ST^I ドが 生涯 か i つ て 溜めた 金を悉 

く 投じて 建てた ものです。 \\ ^フ. I ドの 生涯 を 書いた もの を讀 んで兑 まする と、 なんでもない、 唯 其 一 

の 目的 を 以て 金 を 溜めた のです。 彼に 子供はなかった、 妻 君 も 早く 死んで 仕舞った。 「妻 はなし、 子 

供 はなし、 私に は 何にも 目的 はない。 けれども、 ドウ 力 世界 第一 の 孤 兒院を 建って 遣りたい」 と 云 ふ 

て、 一 生 懸命に © きて 推え た 金で 建てた 孤 兒院で ござります。 其 時分 は 亞米利 加 開國の 早い 頃で あり 

ましたから、 金の 溜 方が 今の 様に 早く 行かなかった。 併し 一 生涯 掛 つて 溜めた 所の もの は 大凡 二百 萬 

弗ば かりで ありました。 それ を 以てべ ンシ ルバ  一 I ャ洲に 人の 氣の 着かぬ 地面 を澤山 I 具った。 それで 死 

ぬと きに、 「此金 を 以て 二つの 孤 兒院を 建てろ、 一は 己れ を 育て、 吳れた 所の- 「T^^l^:r ン T に 建 

て、 一 は 己れ の 住んだ 所の ヒ ラデル ヒャに 建てろ」 と 中し ました。 それで 妙な 癖が あった 人と 見え ま 

して、 敎會と 云 ふ もの を大暦 嫌った のです。 それで 「己 は^に 此 金を使 ふこと に 就いて 條 件は附 けな 
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いけれ ども、 己の 建った 所の 孤 兒院の 中に、 デノミ ネ ー シ ヨン 卽ち 宗派の 敎師は 誰でも 入れて はなら 

ぬ」 と 云 ふ 稀代な 條 件を附 けて 死んで 仕舞った。 それ故に、 今でも メソヂ ストの 敎師 でも、 監督 敎會 

の 敎師 でも、 組合 敎會 の 敎師 でも 此孤兒 院には 這 人る こと は 御氣の 毒で ござります けれども 出來ま せ 

ぬ (大笑)。 其 外 は 誰でも 其 處に這 入る ことが 屮 I 來る。 それで 此孤 兒院の 組織の こと は 長い ことで ご 

ざり ますから、 今爱 にお 話 申し ませぬ けれども、 前に 述べた 二百 萬 弗 を 以て 買 集めました 所の 山です。 

それがん 「日の ベン シ I ル I バ I 一一  ャ洲に 於け る 石炭と 鐵とを 出す 山で ござります。 實 にん マ 曰の 富 は 殆んど 何 

干 萬 弗で あるか 分らない。 今 は ドレ 丈け 事業 を擴 張しても 宜ぃ、 唯々 擴張 する 人が 居ない 丈け です。 

それで 若し 諸君の 屮、 力 ，ー 「—ル —ヒ ャに往 く 方が あれば、 一番に 先づ 此孤兒 院を往 つて 見る こと をお 勸 

め. & します。 

又 有名な る 慈善家。^,:.、 は 如何に して 彼の 大業 を 成した かと 申します るに、 彼が 初めて ベ.， ..tTT 

トの 山から 出る 時には、 ¥, ス —y に 出て 大金 持に ならう と 云 ふ 希望 を 持って 居った ので ござります。 

彼 は 一文な しで 故鄉を 出て 来ました。 それで ボストンまで は 其 時分 は 勿論 汽車はありません し、 又 馬 

車が あっても 無錢 では 乘れ ませぬ から、 或 旅籠 屋の 亭主に 向 ひ、 「私 は" ポストンまで 往 かなけれ ばな 

らぬ。 併し乍ら 日が 暮れて 困る から 今夜 泊めて 吳れ ぬか」 と 言 ふたら、 旅籠 屋の 亭主が 可愛 想 だから 

泊めて やらう と 云 ふて 喜んで 引受けた。 けれども 其 時に ビ ー ボデ ー は 旅籠 星の 亭主に 向て 「無 錢で泊 

まること は 嫌 だ、 何 かさして 吳れ るなら ば 泊まりたい」 と 云 ふた。 所が 旅 星の 亭主 は 「泊るならば 

自由に 泊まれ」 と 一一 S ふた。 併し. 匕， ^ボ！ ^は、 「それで は濟 まぬ」 と 云 ふた。 さう して 家 を 見渡した 

所が、 裘に 薪が 澤 山積んで あった。 それから 「御 厄介になる 代りに、 裏の 薪 を 割らして ください」 と 


云 ふて 旅籠 星の 亭主の 承諾 を 得て、 晝 過ぎ 掛 つて 夜まで 薪 を 挽き、 之 を 割り、 大抵 此 位で 旅籠 賃に足 

ると 思 ふ 位まで 働きまして、 然して 後に 泊った と 云 ふこと であります。 其ピ n ボデ T は 彼の 一 生涯 を 

何に 費した かと 云 ふと、 何百 萬 弗と 云 ふ 高 は 知って 居り ませぬ けれども、 金 を 溜めて 殊に 黑 奴の 敎兪 

の爲に 使った。 今日 亞米利 加に 居ります 黑 奴が 多分 日本人と 同じ 位の 社交的 程度に 達して 居ります の 

は、 何で あるかと 云 ふに、 それ はピ ー ボ. デ ー の 如き 慈善家の 金の 結果で あると 首 はなければ なり ませ 

ん。 私 は 金の 爲には 亞米利 加 人は大 へん 弱い、 亞米利 加 人 は 金の 爲には 大分 侵害され たる 民で あると 

云 ふこと も 知って 居ります。 けれども 亞米利 加 人の 中に 金 持が ありまして、 彼等が 淸き 目的 を 以て 金 

を 溜め それ を淸 きことの 爲に用 ゆると 云 ふこと は、 亞米利 加の 今日の 盛大 を 致した 大 原因で あると 云 

ふ 事 丈 は 私 も 解って 歸 つて 来ました。 それで 若し 我々 の 中に も、 實 業に 從 事す る 時に 斯う 云 ふ 目的 を 

以て 金 を 溜める 人が 出て 來 ませぬ 時には、 本 當の實 業 家 は 我々 の 中に 起り ませぬ。 さう 云 ふ 目的 を以 

て實業 家が 起り ませぬならば、 彼等 は 幾ら 起っても 國の 益に なり ませぬ。 唯々 僅に 憲法 發布 式のと き 

に 貧乏人に 一 萬圓 …… 一 人に 五十 錢か 六十 錢 位の 頭 割を爲 したと 云 ふ 様な、 ソン ナ 慈善 は 爲 ない 方が 

却って 宜 いです。 コー菱 の 様な 何千 萬 圓と云 ふ 様に 金 を 溜めまして、 今日まで …… 是 から 三菱 は 善い 事 

業 をす るかと 信じて 居ります けれども …… 今日まで 何 をした か。 彼れ 自身が 大に 勢力 を 得、 立派な 家 

を 建て 立派な 刖莊を 建てました けれども、 日本の 社會は それに 依って 何 を 利益した かど 云 ふと、 何 一 

つと して 見るべき ものはないです。 それで 基督 敎 信者が 立ち ま し て 、 基督 信徒 の 實業 家が 起り まして、 

金 を 儲ける こと は 己れ の爲に 儲ける ので はない、 神の 正しい 道に 依って、 天地 宇宙の 正當 なる 法則に 

拘 つて、 富を國 家の 爲に 使う ので あると 云ふ實 業の 精神が 我々 の 中に 起らん こと を 私 は 願 ふ。 さう 云 
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ふ實業 家が 今日 我國に 起らん こと は、 神學 生徒の 起らん ことよりも 私の む虚で ござります。 今日は 

； W 學 生徒が 基督 者の 巾に 十 人 あるかと 思 ふと、 實業家 は 一人 もないです。 百 人 ある 力と 思 ふと 賁業 

〈. ^は 一 人 もない。 或は 干 人 あるかと 思 ふと、 一 人 居る か 居らぬ かと 云 ふ 位であります。 金 を 以て 神と 

國 とに 事へ やうと 云 ふ 淸き考 を 持つ 靑年 がた &ぃ。 能く 話に 聽 きます る 夫の 紀ノ 國屋 文左衞 門が 百萬兩 

溜め て 百 萬兩使 つて 見やうな どと 云ふ賤 しい 考を 持たないで、 百萬兩 溜め て 百 萬兩神 の爲に 使って 見 

やうと 云 ふやうな 實業. 冢 になりたい。 さう 云 ふ實業 家が 欲しい。 其 百 萬兩を 國の爲 に、 社 會の爲 に 遺 

し て 逝 か う と 一 パ ふ べ布 ^ は 實 に 淸 い 希 望 だ と 思 ひ ま す 。 今 日 私 が 自 身 に 持 ち た い t-^i で す 。 若 し 自 身 に 出 

来るならば 爲 たい 事です が、 不仕 合に 其方の * 倆 は 私に はあり ませぬ から、 若し 諸君の 中に 其 希望が 

ありますならば、 ドウ ゾ 今の 敎育 事業と かに 從事 する 人達 は、 「汝の 事業 は 下等の 事業な り」 などと 

云 ふて、 其 人 を 失 §1- させぬ 様に 注意して もら ひたい。 又 さう 云 ふ 希望 を 持った 人 は、 神が 其 人に 命じ 

た處 の考 であると 思 ふ て 十分に 其 事 を自づ か ら獎勵 されん こと を 望む。 或 る 亞米利 加 の 金 持が 「私 は 

汝に此 金 を讓り 渡す が、 此 中に 據 ない 錢 は丁义 もない」 と 云 ふて 子供に 遣產を 渡した さう です が、 私 

共 は 雨う 云 ふ 金が 欲しい のです。 

それで 後世への 最大 遣 物の 屮で、 先づ 第一 に 大切の もの は 何で あるかと 云 ふに、 私 は 金 だと 云 ふて、 

其の 金の 必要 を 述べた。 ^しながら 何人も 金 を 溜める 力 を 持って 居らない。 私 は是は 矢張り 一 つの 

Ggiusc 天才) ではない かと 思 ひます。 私は殘 念ながら 此 天才 を 持って 居らぬ。 或る人が 申します る 

に 金 を 溜める 天才 を 持て" 居る 人の.？ t は大 51" 膨れて 下の 方に 垂れて 居る さう です が、 私 は 鏡に 向て 見 ま 

したが、 私の 耳 は大 縮んで 居ります から、 共 天才 は 私に はない と 見えます (大笑. }ノ 私の 今まで 敎 


へました 生徒の 中に、 非常に 此 天才 を 持って 居る ものが ある。 或る 奴 は 北海道に 一 文無しで 追拂 はれ 

た听 が、 令 は 私に 十倍 もす る 富 を 持って 居る。 「今に 己が 貧乏に なったら、 君 は 己 を 助けろ」 と 云 ふ 

て 置きました。 實に 金儲け は 矢張り 外の 職業と 同じ やうに 或 人達の 天職で ある。 誰に も 金 を 儲ける こ 

とが 出來 るかと 云 ふこと に 就て は、 私 は 疑 ひます。 それで 金儲けの 事に 就て は 少しも 考を與 へて はな 

らぬ 所の 人が 金 を 儲け やうと 致します ると、 其 人 は 非常に！ i なく 見えます。 それば かりで はない、 金 

は 後世への 最大 遺物の 一 つで ござり ますれ ども、 遺し やうが 惡 いと 隨分 害を爲 す。 それ故に 金 をた め 

る 力 を 持った 人ば かりで なく、 金を使 ふ 力 を 持った 人が 出て 来なければ ならない。 かの 有名なる グ ー 

ルドの やうに 彼 は 生きて 居る 間に 一 一千 萬 弗 溜めた。 其爲に 彼の 親友 四 人まで を 自殺せ しめ、 ァ チラの 

會社を 引 倒し、 コ チラの 會社を 引 倒して 二 干 萬 弗 溜めた。 或 人の 一一 一一 II に rq,.^ がー 千 弗と 纏まった 

金 を 慈善の 爲に 出した こと はない」 と 中し ました。 彼 は 死ぬ 時に 其 金 を 何う した かと 云 ふと、 唯 自分 

の 子供に それ を 分け 與 へて 死んだ 丈け であります。 卽ち， 力.^ ル J 门は金 を 溜る こと を 知って、 金を使 ふ 

こと を 知らぬ 人であった。 それ故に 金を遣 物と しゃう と 思 ふ 人に は、 金 を 溜める 力と 叉 其 金を使 ふ 力 

とがなくて はたらぬ。 此 二つの 考 のない 人 は、 此 二つの 考に 就て 十分に 決心し ない 人が 金 を 溜める と 

いふ こと は：^ だ 危險の 事 だと 思 ひます。 

扱 私の 樣に金 を 溜める ことの 下手な もの、 或は 溜めても それが 使へ ない 人 は 後世の 遺物に 何 を 遣 さ 

うか。 私 は 到底 金 持になる び iii はない、 故に 殆んど 十 年 前に 其考 をば 捨て \ 仕舞った。 それで 若し 金 を 

遣す ことが 出來 ませぬならば、 何 を 遺さう かとい ふ實際 問題が 出て 来ます。 それで 私が 金よりも 良い 

遺物 は 何んで あるかと 考 へ て 見ます と、 事業です。 事業と は、 卽ち 金を使 ふこと です。 金 は 勞カを 代表 
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する ものであります から、 勞カを 使って 之 を 事業に 變じ、 事業 を 遺して 逝く ことが 出来る。 金 を 得る 

力の ない 人で 事業家 は澤 山あります。 金 持と 事業家 は 二つ 刖 物の やうに 見える。 商 買す る 人と 金 を 溜 

める. < ^と は 人物が 遠う やうに 見えます。 大阪に 居る 人 は 大&? 金を使 ふこと が 上手で あるが、 京都に 居 

る 人 は 金 を 溜める ことが 上手で ある。 東京の 商人に 閒 いて 見る と金 を 持て 居る 人に は 商賣は 出来ない" 

金の ない ものが 人の 金を使 ふて 事業 をす るので あると 巾し ます。 純粹の 事業家の 成功 を考て 見ます る 

に、 決して 金で はない。 グ II ル |ド， は 決して 事業家で はない。 バン I ダ 11 ビ： ろ H は 決して 事業家で はない „ 

バ d,.„^SJI ル iH は 非常に 金 を 作る ことが 上手で ござりました。 そして 彼 は 他の 人の 事業 を 助けた 丈 で 

あります。 有名 の ，^^rT オル —llrT の スタン ホ， I ドは、 大 へん 金 を 儲ける ことが 上手であった。 併しな 

がら 其ズ タン ホ ー ドに 三人の 友人が ありました。 其 友人の こと は 面白い 話で ござり ますが、 時がない 

からお 話 をし ませぬ けれども、 金 を 儲けた 人と、 <^： を 使 ふ 人と、 種々 あります。 それです から 金 を 溜 

めて 金を遣す ことが 出来ないならば、 或は 神が 私に 事業 を爲す 天才 を與 へて 下さった かも 知れ ませぬ- 

若し さうならば 私 は 金を遣す ことが 出來 ませぬ とも、 事業 を 遺せば 充分 滿 足します。 それで 事業 を爲 

すと いふ 事 は、 美しい ことで ある は 勿論です。 ドウ 云 ふ 事業が 一番 誰に も 解る かと 云 ふと 土木 的の 事 

棄 です。 私 は 土木 學者 では ありませ ぬけれ ども、 土木 事業 を 見る 事が 非常に 好きで ござります。 一 の 

. ^木 事業 を遗す こと は、 實に 我々 に 取っても 快樂 であるし、 又 永遠の 喜と 富と を 後世に 遺す ことで は 

I 二. ^い^; i.^ す。 今日 も 船に 乘 つて、 湖水の 向まで 往 きました。 其 南の 方に 當て 水門が ある。 其 水 

鬥と云 ふ は、 山の 祸 をク、 V つて 居る 一の 隧道であります。 其 隧道 を 通って、 此 湖水の 水が 沼津の 方に 

落ちまして、 二 干 石 乃至 三千 石の 田地 を， 液漑 して 居る と 云 ふこと を 聞きました。 昨日 或る 友人に 會ふ 


て、 あの 穴 を 掘った 話 を 聞きました。 其 話 を 聞いた ときに 私 は實に 嬉しかった。 あの 穴 を 掘った 人 は 

今から 丁度 六 百年 も 前の 人であった らうと 云 ふこと で ござり ますが、 誰が 掘った か 解らない。 唯だ是 

丈け の 傳說が 遣って 居る ので ござります。 卽ち箱 根の 或る 近所に 百姓の 兄弟が あって、 誠に 沈着で あ 

つて、 其 兄弟が 互に 相 語て 言 ふに、 「我々 は此 有難き 國に 生れて 來て、 何 か 後世に 遺して 逝かな けれ 

ばなら ぬ。 それ故に 何 か 我々 に 出来る こと を 行ら うで はない か」 と。 併し 兄なる 者 は 云 ふた 「我々 の 

様な 貧乏人で、 貧乏人に は 何も 大事 業 を 遣して 逝く こと は 出来ない」 と 云 ふと、 弟が 兄に 向て 曾 ふに 

は、 「此山 を クリ拔 いて 湖水の 水 をと り、 水田 を 興して やったならば、 それが 後世への 大 なる 遣 物で 

はない か」 と 云 ふた。 兄 は 「それ は 非常に 面白い こと だ。 それで はお 前 は 上の 方から 掘れ、 己 は 下の 

方から 掘らう。 一 生涯 掛 つても 此穴を 掘らう じ やない か」 と 云て 掘り 始めた。 それで ドウ 云 ふ 風に し 

て やりました かと 云 ふと、 其 頃 は 測量 器械 もない から、 山の 上に 標を 立って、 兩 方から 掘って 往 つた 

と 見える。 それから 兄弟が 生涯 か k つて 何もせ すに …… 多分 自分の 職業になる 丈け の： ii 事 はした で ご 

ざり ませう …… 兄弟して 兩 方から して、 毎年々々 掘って 注った。 何十 年で ござります か、 其 年 は 忘れ 

ました けれども、 下の 方から 掘って 來 たもの は、 湖水の 方から 掘って 往 つた 者の gl 尺 上に 往っ たさう 

で ござります。 四 尺 上に 往 きました けれども 御 承知の 通り、 水 は 高う ござり ますから、 矢張り 龍 吐 水 

の 様に 向の 方に 能く 落ちる のです。 生涯 か \ つて 人が 見て 居らない ときに、 後世に 事業 を 遺さう と 云 

ふ 所の 奇特の 心より、 二人の 兄弟 は此 大事 業 をな しました。 人が 見ても 吳れ ない、 褒めても 吳れ ない 

のに、 生涯 を 費して 此穴を 掘った の は、 それ は 今日に 至っても 我々 を勵 ます 所業で はあり ませぬ か。 

それから 今の 五ケ 村が 何千 石 だか ドレ 丈け 人口が あるか 忘れ ましたが、 五ケ 村が 賴朝 時代から 今日に 
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至る まで 年々 米 を 取って来ました。 殊に 湖水の 流れる 所であります から、 早 魃と云 ふこと を 感じた こ 

と は ござりません。 赏に其 兄弟 は 仕 合の 人間で あつたと 思 ひます。 若し 私が 何にも 出來 ないならば、 

私 は 其 兄弟に 眞 似たい と 思 ひます。 是は 非常な 遣 物です。 多分 今往 つて 見ましたならば、 其 穴 は 長さ 

多分 十 町 かそ こらの 穴で ありませ うが、 其 頃 は 煙 砲 もない、 ダイナ マイ 卜 もない 時で ござりました か 

ら、 ァ ノ 穴 を 掘る こ と は實に 非常な ことで ござりました らう。 

火阪 の 天 保 山 を 切 つたの も 近頃 のこと で ご ざり ます。 か の 安治川 を 切 つた 人 は實に 日本に 取って は 非 

常な 功 蹑を爲 した 人で あると 思 ひます。 安治川が ある 爲に 大阪 の木津 河の 流 を 北の方に 取りまして、 

水 を 速くして、 それが 爲に 水害の 患 を 取 除て 仕舞った ばかりでなく、 深い 港 を 椿へ て 九州 四國 から 來 

る 船 を 悉く ァソ コ に繁ぐ 様になつ たので ござります。 叉 秀吉の 時代に 切った 吉野川 は 昔 は 大阪の 裏 を 

流れて 居って 人 を艱 ましたの を、 堺と 住吉の 間に 開鑿し まして、 それが 爲に 大和 川の 水害と 云 ふ も 

のが なくなって、 何十 ケ 村と いふ 村が 大阪の 城の 後ろに 出来ました。 是亦 非常な 事業です。 それから 

有名の 越後の 阿賀 川 を 切った 第で ござります。 實に H ラィ15^-業で ござります。 有名の 新發 田の 十 萬 石、 

今 は 日本に 於て 名分 富の 中心 點 である だら うと 云 ふ 所で ござります。 是 等の 大事 業を考 へ て 見る とき 

に^の 心の中に 起る 所の 考は、 若し 金 を 後^に 遣す ことが 出来ぬならば、 私 は 事業 を 遺したい との 考 

です。 叉 土木 事業ば かりで なく、 其 他の 事業で も 若し 我々 が 精神 を 籠め て爲 ると き は、 我々 の 事業 は、 

丁度 金に 利 e.^ が 付き、 利息に 利息が 加 はって 來て、 段々 多く 成り 來る樣 に、 一 の 事業が 段々 大きく 成 

て、 終りに は 非常なる 事業と 成ります。 事業の こと を考 へます 時に、 私 は 何時でも 有名の ，_3J,,?^ ト . 

リ ビ T 、：^ ス トン， のこと を 思 ひ 出さない こと はない。 それで 諸君の 中 英語 の屮 Z 來 るお 方に 私 は 蘇 格 蘭 の 


敎授. フ —レ II キの 書いた ；Life  and  ； Letters  cf  yavid  Livingstone と 云 ふ 本 を讀ん で御覽 なさる こと 

を勸 めます。 私 一個人に 取って は 聖書の 外に、 私の 生涯に 大刺 擊を與 へた 本 は 二つあります。 一つ は 

力 1-1^ ィルの 『クロム ゥ H ル傳』 であります。 其 事に 就て は 私 は 後に 御 話 を 致します。 それから 其 次 

に此ダ レ 1^ 氏の 書いた 『デ ビ i ず 、 リピン.^、 トン』 と 云 ふ 本です。 それで デビ ッド、 リビング ス 

トン <の 一 生涯 は ドウ 云 ふ もので 有った かと 云 ふと、 私 は 彼 を 宗敎家 或は 宜敎師 と 見る より は、 寧ろ 大 

OOO0OOOOO0OOOOO0  00000  OO0OO0 

事業家と して 尊敬せ ざる を 得ません。 若し 私 は 金 を 溜める ことが 出来なかったならば、 或は 又 土木 事 
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業 を 起す ことが 出来ぬならば、 私 は デビ ッド、 リビングストンの 樣な 事業 をしたい と 思 ひます。 この 

人 は 蘇 格 蘭 の I. 「ク -^. ^ ,1 の 機屋の 子でありまして、 若い 時から して 公共事業 に 非常 に 注意し まし た。 

「何 處 かに 私 は」 ：：： デビ ッド、 リビングストンの 考 へます るに ::: 「何處 かに 私 は 一 事業 を 起して 

見たい」 と 云ふ考 で、 始めは 支那に 往 きたいと 云ふ考 で 有まして、 其 望 を 以て 英國の 傳道會 社に 訴へ 

て 見た所が、 支那に 遣る 必要がない と 云って 許されなかった。 遂に 阿弗利加に 這 入って、 三十 七 年間 

己れ の 生命 を 阿弗利加の 爲に差 出し、 始めの 中 は 重 もに 傳道 をして 居りました。 けれども 彼は考 へま 

した、 阿弗利加 を 永遠に 救 ふに は 今日は 傳道 ではい けない。 卽ち 阿弗利加の €： 地 を探檢 して、 その 地 

理を 明かに し是に 貿易 を 開いて 勢力 を與 へねば いけぬ。 サゥ すれば 傳道は 商 賣の結 栗と して 必す來 る 

に 相違ない。 そこで 彼 は 傳道を 止めまして 探檢 家に なった ので ござります。 彼 は 阿弗利加 を 三度 縱橫 

に橫 ぎり、 解らなかった 湖水 も 解り、 今迄 解らなかった 河の 方向 も {ル めら れ、 それが 爲に 種々 の 大事 

業 も 起て 來た。 併し乍ら WST^i^ ス^の 事業 は それで 終らない、 スタン 15:^ の探檢 となり、 。； irll 一 「 

ルスの 探檢 となり、 チャンバ ー レ ン の探撿 となり、 八/日の 所謂 阿弗利加 問題に して 一 として リビング 
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ス ト^の 事業に 原因せ ぬ もの はない ので ござります。 コンゴ 自由 國、 卽ち歐 米 九 ケ國が 同盟し まして、 

プロ テス タン ト 主義の 自由 國を 阿弗利加の 中心に 立つ るに 至った の も、 矢張り リ ビ ン I グ I ス ^の 手に 

依った ものと 一一 目 はなければ なり ませぬ。 

今日の 英國は H ライ 國 である。 今日の 亞米利 加の 共和 國は H ライ 國 であると 中し ますが、 それ は 何 か 

ら 始まった かと 度々 考 へて 見る。 それで 私 は 尊敬す る 人に 就て 少しく！ Si する かも 知れ ませぬ が、 若し 

偏して 居ったならば 其 樣に御 裁判 を 願 ひます。 けれども 私の 考 へます るに は、 今日の 英吉利の 大 なる 

譯は、 英吉利に ピウ リ クンと 云ふ黨 派が 起った からで あると 思 ひます。 亜米利加に 今日の 様な 共和 國 

の 起った 譯は 何で あるか、 英吉利に ピウ リ タンと 云ふ黨 派が 起った 故で ある。 併しながら 此 世に ピウ 

リ タンが 大事 業 を 遣した と 云 ひ、 遗 しつ \ あると 云 ふ は 何の 譯 であるかと 云 ふと、 何でもない、 此中 

に ピウ リ タンの 大將が 居た からで ある。 夫の オリバ ー、 クロムウエルと 云 ふ 人の 事業 は、 彼が 政權を 

握った の は 僅か 五 年で 有りました けれども、 彼の 事業 は 彼の 死と 共に 全く 終て 仕舞った 様に 見えます 

けれども、 サゥ ではない。 クロム ゥ hT の 事業 は 今日の 英吉利 を 作りつ 乂 あるので す。 然か のみなら 

す 英國 が，^ 川 I ゥ 13, の 理想に 達する に は 未だ ズッ ト未來 にある こと だら うと 思 ひます。 彼 は 後世に 

英圃と 云 ふ もの を 遣した。 合 衆 國と云 ふ もの を 遺した。 アン グ 11 サ クソン 民族が 潦太利 亞を從 へ、 南 

亞米利 加に 權カを 得て、 南北 亞 米 利 加 を 支配す る 様になつ たの も 彼の 遺 接と 一一 一一 n はなければ なり ませぬ。 
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昨晩 は 後世へ 我々 が 遣して 逝くべき ものに 就て 先づ第 一 に 金の 事の 話 を 致し、 其 次に 事業のお 話 を 致 

しました。 所で 金 を 溜る 天才 もな し、 叉 夫 を 使 ふ 天才 もな し、 且又 事業の 天才 もな し、 叉 事業 をな す 

ための 社會の 位地 も 無い 時には 我々 が此 世に 於て 何 を 致したら 宜しから うか。 事業 を爲 すに は 我々 に 

神から 受けた 特別の 天才が 要る ばかりで 無く、 又社會 上の 位地が 要る。 我々 は 或る時 はかの 人 は 天才 

が あるのに 何故なん にもし ないで 居る かと 云て 人 を 責めます けれども、 夫 は 度々 起る 酷な 責め 方 だと 

思 ひます。 人 は 位地 を 得ます と隨分 詰らない 者で も 大事 業 を 致す もので 有ります。 位地が ありませ ぬ 

と H ライ 人で も 志 を 抱いて 空しく 山間に 終て 仕舞った 者 も澤山 有ります。 夫 故に 事業 を 以て 人 を 評す 

る 事 は 出来ない 事 は 明なる 事 だら うと 思 ひます。 夫 故に 私に 事業の 天才 もな し、 叉 之を爲 すの 位地 も 

なし、 友達 もな し、 社 會の贊 成 もなかったならば、 私 は 身 を 減して 死んで 仕舞 ひ、 ^の 中に 何も 殘す 

事 は出來 ないかと 云 ふ 問題が 起って 来る。 れで 若し 私に 金 を 溜める 事が 出来す、 叉 社會は 私の 事業 

をす る 事 を 許さなければ、 私 はま だ 一 つ 遺す もの を 持って 居ます。 何んで あるかと 云 ふと、 私の 思想 

です。 若し 此 世の中に 於て 私が 私の 考へ を實 行す る 事が 出来なければ、 私 は 之れ を實 行す る 精神 を 筆 一 

と 墨と を 以て 紙の 上に 遺す 事が 出来る。 或は さう でな くと も、 其に 似た 様な 事業が ございます。 卽ち 

私が 此 世の中に 生きて 居る 間に、 事業 を爲す ことが 出来なければ、 私 は靑年 を薰陶 して 私の 思想 を 若 

い 人に 注いで、 さう して 其 人 をして 私の 事業 をな さしめ る 事が 出来る。 卽ち之 を 短く 云 ひま すれば、 

著述 をす ると 云 ふ 事と 學生 を敎 ゆると い ふ 事であります。 著述 をす る 事と 敎 育の 事と 一 一つ を こ i で 論 

じたい。 併し 大分 時が か \ ります から 只 其 第一 卽ち 思想 を 遣す とい ふ 事に 就て 私の 文 學的觀 察 をお 話. 

したいと 思 ひます。 卽ち 我々 の 思想 を 遣す に は 今の 青年に 我々 の 志 を 注いで 往 くも 一 の 方法で ござい 
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ます けれども、 併し乍ら 思想 其 物 丈け を 遺して 往 くに は 文學に 依る 外 無い。 夫で 文鼙 とい ふ もの、 要 

は 全く そこに あると 思 ひます。 文學 とい ふ もの は 我々 の 心に 常に 抱い て 居る ところの 思想 を 後 ゆに 

へる 道具に 扣 違ない。 夫が 文 學の實 用 だと 思 ひます。 それで 思想の 遣 物と いふ もの &大 なる 事 は 我々 

は 誰も 能く 知って る 事であります。 思想の 此 ゆの 屮に赏 行され たもの が 事業です。 我々 が此 世の中 

で實行する^3^-が出來なぃからして、 種子 丈け を播 いて 逝かう、 「我 は 恨 を 抱いて、 慵慨を 抱いて 地下 

にド らんと すれ ども、 汝等 我の 後に 來る 人々 よ 折 あらば 我 思想 を實 行せ よ」 と 後世へ 言 ひ 遣す ので あ 

る。 夫で 其遗 物の 大 いなる 事 は實に 著しい ものであります。 我々 の 能く 知って 居る 通り、 二 千年 程 前 

に ユダヤの 極く 詰らない 漁夫 や、 或は 誠に 世の中に 知られたい 人々 が 新約聖書と いふ 僅かな 書物 を 書 

いた。 さう して 其 小さい 本が 終に 全世界 を 改めた と 云 ふ 事 は 此處に 居る 人に はお 話す る 程の 事 は 無い 

皆 御^じであります。 又 山陽と いふ 人 は 勤王 論 を 作った 人であります。 先生 は ドウしても rr 本 を 復活 

する に は 曰 本 をして  一 M 體 にしなければ ならぬ。 一 團體 にす るに は 日本の 皇室 を 尊で 夫で 德 川の 封建. 

政治 を やめて： ii 舞って、 夫で 今日 謂 ふ 所の 王朝の 時代に しなければ ならぬ とい ふ大 思想 を 持て 居った 0 

併し乍ら 山陽 は 其を實 行し やう かと 思った けれども、 實行 する 事が 出来なかった。 山陽 程の 先見の 無 

い 人 は 夫を箕 行し やうと して 戰 場の 露と 消へ て 仕舞った に 相違ない。 併し 山陽 はソ ン ナ 馬鹿で はな か 

つた。 彼 は 彼の 在世中 迚も 此 事の 屮 Z 来ない 事 を 知て 居った から、 自身の 志 を 日本 外史に 述べた。 そこ 

で H 本の 歷 史を述 ぶる に 當て も 特^に 王 室 を 保護す る やうに は 書かなかった。 外 家の 歷史を 書 いて 其 

中に ハ ッ キリと 云 はすと も、 只 勤王家の 精神 を 以て 源平 以来の 外 家の 歷史を 書い て 我々 に 遺して 吳れ 

た。 今日の 王政復古 を持來 した 原動力 は 何であった かと 云へば、 多くの 歷 史家が 云 ふ 通り 山陽の 日本 


外史が 其 一 でありし 事 は 能く 分て 居る。 山陽 は 其 思想 を 遺して 日本 を 復活 させた。 今日の 王政 ig^ 古前 

後の 歷史を 悉く 調べて 見る と 山陽の 功の 非常に 多い 事が 分る。 私 は 山陽の 外の こと は 知り ませぬ。 か 

の 人の 私行に 付て は 一 一つ 三つ 不同意な 所があります。 彼の 國體論 や 兵制 論に 就て は 不同意であります。 

併し乍ら 彼れ 山陽の 一 つの Ambition 卽ち 「我 は 今 世に Si?: む 所 は 無い けれども 來 世の 人に 大 に^む 所 

が ある」 と 云った 彼の 愁 は 私が 實に 彼 を 尊敬 して 巳まざる ところ で あ り ます。 乃 ち 山陽 は 日本 外史 

を 遺物と し て 死んで 仕舞て、 骨 は 洛陽東 山に 葬って あります けれども、 日本 外史から 新 日本 國 は 生 れ 

て 来ました。 

英吉利 にん； 'からして 一 一 百年 前に 瘦ッ こけて 丈の 低い 始終 病身た 一 人の 學 者が 居った。 夫で 此人は 世の 

中の 人に 知られないで、 何も 用の 無い 者と 思 はれて、 始終 貧乏して 裏店の 様な ところに 住って、 かの 

人 は 何 をす るかと 人に 云 はれる 位ゐ 世の中に 知れない 人で、 何も 出来たい やうな 人で あつたが、 併し 

彼 は 一 の大 思想 を 持って 居た 人で ありました。 其 思想と 云 ふ は 人 問と いふ もの は 非常な 價條の ある も 

ので ある、 又 一 箇人 とい ふ もの は國 家よりも 大切な ものであると いふ 大 思想 を 持って 居た 人で ありま 

す。 夫で 十七 世紀の 中頃に 於て は 其說は 社會に 全く 容れ られ なかった。 その 時分に は歐羅 巴で は 主義 

は國家 主義と 定まって 居った。 伊太利な り、 英吉利な り、 佛蘭 西な り、 獨逸 なり、 皆 國家的 精神 を 養 

はなければ ならぬ とて、 社會は 擧て國 家と い ふ 團體に 思想 を 傾けて 居った 時で ございました。 其 時に 

當て ド ノ や う た權カ の ある 人で あらう とも、 彼の 信す ると ころの、 箇人は 國 家より 大切 で あると いふ 

考を 世の中に 幾ら 發 表しても、 實 行の 出来ない 事 は 解り 切て 居った。 そこで 此學者 は 私 かに 裏店に 引 

ス J ん で 本 を 書 いた。 この 人 は 御存じで ありませ ぅジョ ン、 n ック で あります。 其 本 は " ESHa.v  r ョ 
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Huiuan  Understanding " であります。 然るに 此 本が 佛蘭 西に往 きまして、 ルゥソ ー が讀ん だ、 モ ン 

テス キュ ー が讀ん だ、 7;7|^^ボ，^が讀んだ、 サゥ して 其 思想が 佛蘭西 全 « に行涉 つて、 遂に 干 七 百 九 卜 

年佛蘭 西の 大 革命が 起って 來 まして、 佛蘭 西の 二 千 八 百 萬の 阔尺を 動かした。 夫が 爲に 歐羅巴 中が 動 

き 出して、 此 十九 世紀の 始に 於ても^^ ン—、 |«^, の 著書で 歐羅 巴が 動いた。 夫から 合 衆國が 生れた 

夫から 佛蘭 西の 共和 國が 生れて 来た。 夫れ から 匈牙利の 改革が あった。 夫から 伊太利の 獨立 があった „ 

實にジ ヨン、 口 ツ^が 歐羅 巴の 改革に 及ぼした 影響 は 非常であります。 其 結果 を 口 本で 御 互が 感じて 

居る。 々の 願 は 何で あるか、 俩 人の 權 カを增 さう とい ふので はない か。 我々 は此事 を何處 まで 實行 

する ことが 出來 るか 夫 はま だ 問題で ございます けれども、 何しろ 是が 我々 の 願 ひであります。 勿論 ジ 

ョ ン 、 口 ッぺ以 前に もさう 云 ふ 思想 を 持った 人 はあった。 併しながら ジョン、 P ッ |^— は 其 思想 を 形に 

顯 して Essay  on  Muman  understanding. とい ふ 本 を 書いて 死んで 仕舞った。 併し 彼の 思想 は 今日 

我々 の 中に 働いて 居る。 V ン ヨン、 II ッ*^^は身體も弱ぃ し、 社會の 位地 も 極く 低く あった けれども、 彼 

は實に 今日の 歐羅巴 を 支配す る 人と なった と 思 ひます。 

夫 故に 思想 をの こすと いふ こと は 大事 業であります。 若し 我々 が 事業 をの こす ことが 出来ぬならば、 

思想 をの こして さう して 將來に 至って 我々 の 事業 を爲す ことが 出来る と 思 ふ。 そこで 私 は 此處で 御 注 

意 を 申して 置かねば ならぬ ことがある。 我々 の 中に 文學 者と いふ 奴が ある。 誰でも 筆 を 把って さう し 

て 雜誌か 何 かに 批評で も 載 すれば、 夫が 文學者 だと 思 ふ 人が ある。 夫で 文學 とい ふ もの は惰け 書生の 

一 つの M おにな つて 居る。 誰でも 文學は 出来る。 夫で 日本人の 考 に文學 とい ふ もの は 誠に 氣樂な 者の 

樣に S はれて 居る。 山に 引 込んで 文筆に 從事 するな ど は實に 羨し い 事の 樣に考 へられて 居る。 福 地 源 


一 郎君が 不 忍の 池の 邊に 別莊を 建て、 日蓮 上人の 脚本 を 書いて 居る。 夫 を 他から 見る と 大層 風流に 見 

える。 又 日本人が 文學 者と いふ 者の 生涯 は ドウ 云 ふ 生涯で ある だら うと 思 ふて 居る かと 云 ふに、 それ 

は綺艸 紙屋へ 行て 見る と 分る。 ドウ 云 ふ 縫が あるかと いふと、 赤く 塗って ある 御堂の 中に 美しい 女が 

机の 前に 坐って 居って、 向 ふから 月の 上って 來 るの を 筆を驗 して 眺めて 居る。 是は 何で あるかと いふ 

と 紫 式部の 源氏の 間で ある。 是が 日本 流の 文學 者で ある。 然し 文 學と云 ふ もの はコ ンナ ものであるな 

らば、 文學は 後世への 遣 物で なくして 却て 後世への 害 物で ある。 成程 源氏物語と いふ 本 は 美しい 一一 目 葉 

を 日本に 傳へ たもので あるか も 知れ ませぬ。 併し 源氏物語が 日本の 士氣を 鼓舞す る ことの 爲 めに 何 を 

した か。 何も しないば かりで なく 我々 を 女らしき 意氣 地な しにな した。 あの 樣な 文學は 我々 の 中から 

根コソ ギに絕 やしたい (拍手)。 あの 樣な ものが 文學 ならば、 實に 我々 は 力 ー ライル，. と共に、 文學と 

いふ ものに は 一 度 も 手を附 けた ことがない とい ふ 事 を 世界に 向て 誇りたい。 文 學はソ ンナ もので は 無 

い。 文 畢 は 我々 が此 世界に 戰爭 する 時の 道具で ある。 今日 戰爭 する こと は屮 I 來 ないから 未来に 於て 戰 

爭 しょうと いふの が文學 であります。 夫 故に 文學 者が 机の 前に 立ちます 時には 卽ち— ル— ー テルが ゥ オル 

T? の 會議に 立った 時、 X— ゥ— 口が 力、：^^^^^ 王の 前に 立った 時、 クロム ゥ か— が 劍を拔 いて ダン バ ー 

の戰 場に 臨んだ 時と 同じ ことであります。 此 社會、 此國を 改良しょう、 此 世界の 敵なる 惡魔を 平げ よ 

うとの 目的 を 以て 戰爭 をす るので あります。 —ル ー テ . ^が窒 の 中に 入って 何に か 書い て 居った ときに、 

悪魔が 出て 來た 故に、 ， ル  1^ 一 r ルは 墨壺を 取て それにぶ ッ つけたと 云 ふ 話が ある。 歷 史家に 聞く と 之 は 

本営の 話で はない と 云 ひます。 併しながら 是 が文學 です。 我々 は 外の ことで 事業 をす る. ことが 出来な 

いから、 インク スタンド を 取て 惡魔 にぶ ッ つけて やる ので ある。 事業 を 今日 爲 さんと する ので は 無い" 
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將 來未來 までに 我々 の戰 爭を總 ける 考 から 事業 を 筆と 紙と にの こして、 さう して 此世を 終らう と 云 ふ 

のが 文 の 持って る Ambition であります。 夫で 其 贈物、 我々 が 我々 の 思想 を 筆 と 紙と にの こし 

て 之 を 將來に る ことが 實 に文學 者の 事業でありまして、 若し 神が 我々 に 此事を 許しますならば、 我 

我 は 感謝して 其 贈物 をの こしたい と 思 ふ。 有名なる ケ ォ ル フ將 軍が キ ー ベ ツキの 市 を 取る 時に グレ ー 

の Elegy を 歌 ひ 乍ら 一一 目った 言葉が あります、 卽ち 「此キ ー ベッキ を 取る よりも 我 は 寧ろ 此 Elegy 

を 書かん」 と。 勿論 Elegy は 過激なる 所謂 ル ー テル 的の 文章で はない。 併し乍ら 是が 英吉利 人の 心、 

>pr^TT^ 將： 求の やうな 心 を ドレ 丈け 慰めた か、 實に今 曰までの 英吉利 人の 勇 氣をド レ 丈け 勵 ました か 

知れない。 

ト ー マス、 I . めレ III と 云 ふ 人 は 有名な 學^ で、 彼の 時代の 人で 彼- ひ總 ての 學 問に 達して 居た 人は殆 

ど 無 か つ た さ う で あ ります。 英吉利 の 文 學者中 で 博學、 多才と 云ったなら ば 多分 —卜^, RI、—-「：^ で 

有ったら うとい ふ 批評であります。 併しながら：.：， ー マス l、ー,、s^ は 何 を 遣した か。 彼の 書いた 本 は 一 

つに 集めたら ば、 多分 コ ン ナ位 (手眞 似に て) の 本で 殆ど 一 一 百べ —、チ か、 三百べ ー ヂも ありませ う。 

然し 其 中是ぞ とい ふて 大作 はあり ませぬ。 ：^F1<II 、！、 グ —q の 後世 へ の 遺物 は 何も 無い、 只 Elegy と 

いふ 三 kn 行ば かりの 詩で ありました。 グ I レ！ ^の 四 十八 年の 生： 錢と いふ もの は EleK.y を 書いて 終って 

仕舞った のです。 ^しながら 多分 英吉利の 國 民の 綾く Si は、 英吉利の 國 語が 話されて 居る 間 は Elegy 

は 消えないで せう。 此詩程 多くの 人 を 慰め、 殊に 多くの 貧乏人 を 慰め、 世の中に 全く 容れ られ ない 人 

を 慰め、 多くの 志 を 抱いて それ を 世の中に 發 表する ことの 出來 ない 者 を 慰めた もの はない。 此 詩に 依 

て ダレ ー は 萬^ を 慰めつ、 ある。 我々 は實に いの 運命 を羡 むので あります。 總 ての 學問を K 十八 


年間 も 積んだ 人が 只 三百 行 位の 詩 をの こして 死んだ とい ふて は 小さい 樣 でございますが、 實にグ レ ー 

は 大事 業を爲 した 人で あると 思 ひます。 有名なる へ ンリ ー、 ビ ー チヤい が 云った 一一 目 葉に ：：： 私 は是は 

決して.. ビ：， ^^17^ が 小さい 事 を 針小棒大 にして 言 ふた 言葉で は 無い と 思 ひます …… 『私 は 六十 年 か 七 

ギ 年の 生涯 を 私の やうに 達り しよりも 寧ろ 1 ル ス、 ウェス レ ー の 書いた "Jesus,  lover  cf  nl.y 

soul" の 讚美歌 ー篇を 作った 方が よい』 と 巾し ました。 チ ヨット 考 へて 見る と 是は只 $—ー—.r スリ ゥ 

,^ \ 、レレ を 尊敬す る餘 りに 發 した 一一 目 葉であって、 決して ビ 11 チヤ，， の 心の中から 出た 言葉で は 無い や 

うに 思 はれます けれども、 併しながら 「ェ I ス— レ—， "の 此歌を 幾度 か 繰返して 歌って 見まして、 ドレ 丈の 

心情、 ドレ 丈の 趣味、 ドレ 丈の 希望が 其內 にある か を 見る 時には、 或は ビ— い— の 云った 事が 本當 

であるか も 知れない と 思 ひます。 ビ， i^f^ の 大事 業 も 決して この 一 つの 讚美歌 程の 事業 を爲 して 居 

ないか も 知れ ませぬ。 夫 故に 若し 我々 に 思想が あります るなら ば、 若し 我々 が 夫れ を 直接に 實行 する 

事が 出來 ないならば、 夫れ を 紙に 寫 しまして 是 を後來 にの こします 事 は 大事 業で は 無い かと 思 ひます。 

文學 者の 事業と い ふ もの は 夫 故に 羨むべき 事業で ある。 

斯う 云 ふ 事業なら ば 或は 我々 も 行って 見たい と 思 ふ。 斯う 申します ると 諸君の 中に 又 斯う 云 ふ 人が 

あります 「ドウ モ 併し乍ら 文學 など は 私等には 迚も 出来ない。 ドウ モ私は 今まで 筆 を 執った 事がない。 

叉 私は學 問が 少ぃ。 迚も 私 は文學 者になる 事 は 出来ない」。 夫で 源氏物語 を 見て 迚も かう 云 ふ 流暢な 

る 文 は 書け ない と 思 ひ、 ,r コ ー レ 1. の 文 を 見て 迚も 之 を 學ぶ事 は出來 ぬと 考へ、 山陽の 文 を 見て 迚も 

斯う 云 ふ もの は 書け ない と 思 ひ、 ドウしても 私 は文學 者になる 事 は 出来ない と 云って 失望す る 人が あ 

る。 文 學者は 特別の 天職 を 持 つた 人で 有って 文學は 迚も 我 々 平凡 のん 問に 出来る ことで はな い と 思 ふ 
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人が あります。 其 失 は何處 から 起った かとい ふと、 前にお 話した 柔弱なる 考 から 起った ので ござい 

ます。 乃ち 源氏物語 的の 文學 思想から 起った 考 であります。 文學 とい ふ もの は ソン ナ もので は 無い。 

文學 とい ふ もの は 我々 の 心の 有の 儘 を 云 ふ ものです。 ジ— ョ ン • バ ン— ャ —r いふ 人 はチッ トモ 學 問の 無 

い 人で ありました。 若し あの人が 讀んだ 本が あるならば、 タッタ 二つで ありました、 卽ち バイブルと 

フ— 才 ック 1KI の 書いた ブ ックス 、オフ、 マ ー タ ー ス CB001S  of  Martyrs) と い ふ此ー 一 つでした。 今なら 

ば此 やうな 木 を Jig む 忍耐力の ある 人 は 無い。 私 は札幌 にて 其れ を 讀んだ ことがある。 十べ ー ヂ位讀 む 

と 後は讀 む： 奥氣 が 無くなる 本で ある。 殊に ，门 I の 書い た 本であります から 文法 上 の 誤謬 が澤山 

ある。 然るに バ I ン— ャ，^ は始 から 終まで 此本 を讀ん だ。 彼れ は 中し ました 「私 は ブラ ト  1^ の 本 も 亦ァリ 

スト ー トルの 本 も 讃んだ こと はない、 只ィ H ス、 キリ ス トの恩 惠に與 つた 憐れなる 罪人で あるから、 

只 我 思 ふ 其 儘 を 書く ので ある」 と 云って、 l)il^inl ビ Progress  (天 路歷 程) とい ふ 有名なる 本 を 書い 

た。 それで 多分 英吉利 文學の 批評家 中で 第 一 番と いふ 人 …… 此間 死んだ 佛人テ ー ヌ とい ふ 人で ありま 

す …… 其 人が バ ーン> 'スの 此 著書 を 評して 何と 云った かとい ふと 「多分 純粹 とい ふ點 から 英語 を 論じた 

時には グ— ョ—； S  、！ Y,^fl スの Pilgrim Progress に 及ぶ 文章 は あるまい。 是は 全く 外からの 雜 りの 無 

い、 最も 純粹 なる 英語で ある だら う」 と 申しました。 さう して 斯 くも 有名なる 本 は 何で あるかと いふ 

♦^J無學者の書ぃた本でぁります。 夫で 若し 我 々 にジ， IT ン 、—バ ー, ノ Ify の 精神が ありますならば、 卽ち吾 

1?1 口が 他人から 開いた 詰らない 說を傳 へる のでな く、 自分の 搏 つた 神學說 を傳 へる でな くして、 私は斯 

う 感じた、 私 は 斯う 苦んだ、 私 は 斯う 喜んだ とい ふこと を 書くならば、 世間の 人 は ドレ 丈け 喜んで 之 

を讀 むか 知れ ませぬ。 今の 人が 讀 むの みならす 後世の 人 も實に 喜んで 讀 みます。 ，TXF,^ は實に 「眞 


面目なる 宗敎 家」 であります。 心の 實驗 を眞 面目に 表 はした ものが 英國 第一 等の 文學 であります。 夫 

だに よって 吾々 の 中に 文學 者に なりたい と 思 ふ 觀念を 持つ 人が あります るなら ば、 バ ンャ ンの やうな 

心 を 持たなくて はなり ません。 彼の やうな 心 を 持ったならば 實 に文學 者に なれぬ 人 はない と 思 ひます。 

今 此處に 丹 羽さん が 居 ませぬ から 少し 丹 羽さん の 惡ロを 云 ひませ う (笑聲 起る) …… 後で 吩附 てはィ 

ケマ センよ (大笑)。 丹 1^ さんが 靑年會 に 於て 『基督 敎靑 年』 とい ふ 雜誌を 出した。 夫で 私の 所へ も 

大分 送って 来た。 そこで 私が 先日 東京へ 出ました 時に、 先生が 「ドウです 內村 君、 あなた は 『基督 敎 

青年』 を ドウお 考 へなさい ます か」 と 問 はれた から、 私は眞 面目に 叉 明白に 答へ た 「失 禮 ながら 『基 

督敎靑 年』 は 私の 所へ 來 ますと 私 は 直ぐ それ を 厠へ 持って 往 つて 置いて 来ます」。 所が 先生 大變 怒つ 

た。 夫から 私 は 其 譯を云 ひました。 ァノ 『基督 敎靑 年』 を 私が 汚據ぃ 用に 用 ひるの は 何で あるかと い 

ふに、 實に 詰らぬ 雜誌 である からです。 何故に 詰らない かとい ふに、 ァノ雜 誌の 中に 名論 卓說が 無い 

から； Ijs らな いとい ふたので はありまん。 ァノ雜 誌の 詰らない 譯は、 青年が 青年ら しく 無い こと を 書く 

からです。 靑 年が 學 者の 眞似 をして、 詰らない 議論 をァ ツチから も 引き 拔き、 コ ツチから も 引き 拔ぃ 

て、 夫 を 鉄 刀と 糊と でく ッ つけた 様な 論文 を 出す から 讀 まない のです。 若し 青年が 青年の 心の 儘 を 書 

書 S3 

いて 吳れ たなら ば、 私 は是を 大切に して 年の 終に なったら 立派に 表装して、 私の Library の 中の 最 

も價値 ある 者と して 遣して 置き ませう と 申しました。 夫から 其の 雜誌は 大分 改良され た樣 であります。 

夫です、 私 は 名論 卓 說を聽 きたいで は 無い。 私の 欲する ところと 社會の 欲する ところ は、 女より は 女 

の 云 ふ 様な こと を聽 きたい、 男より は 男の 云 ふ 様な こと を聽 きたい、 靑 年より は靑 年の 思って 居る 通 

りの こと を聽 きたい、 老人より は 老人の 思って 居る 通りの こと を聽 きたい。 夫が 文學 です。 夫 故に 只 
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菩々 の 心の 傲 を 表 ほして 御覽 なさい。 サゥ して 行けば 幾ら 文法 は 問 違って つても、 世の中の 人が 讀 

ん で吳れ る。 其が 我々 の 遺物です。 若し 何もす る ことが 出來 なければ、 我々 の 思 ふ 俊 を 書けば 宜 いの 

です。 私 は 高 知から 來た 一 人の 下女 を 持って 居ます。 非常に 面白い 下女で 私の 所に 參 りまして から、 

色々 の 世話 を 致します。 或 時 は 殆ど 私の 母の 樣に 私の 世話 をして nJK れ ます。 其 女が 手紙 を 書く の を 側 

で 見て 居ます と 非常な 手紙です。 筆 を 横に 取って、 假名で、 土 佐 曾 葉で 書く。 今 あとで 阪 本さん が 出 

て 土 佐 首 葉の 標本 を 諸君に 示す かも 知れ ませぬ (大笑 拍手)。 隨分 面白い 一 H 葉であります。 假名で 書 

くので すから、 土 佐 首 葉が ソッ タリ 其 儘で 出て 来る。 夫で 彼女 は 長い 手紙 を 書きます。 實に讀 むのに 

骨が折れる。 併しながら 私 は 何時でも 其 を 見て 喜びます。 其 女 は 信者で も 何でも無い。 毎月 三日月 樣 

になり ますと 私の 所へ 參 つて 「ドウ ゾ 旦那 さまお 錢を 六； と 云 ふ。 rM に 使 ふか」 とい ふと、 默っ 

て 居る。 「何でも 宜 いから」 とい ふ。 やる と 豆腐 を 買って 來 まして、 三日月 樣に 豆腐 を 供へ る。 後で 

聞いて 見る と 「旦那 樣の爲 に 三日月 様に 祈って 置かぬ と 運が 惡ぃ」 と 巾し ます。 私 は 感謝して 何時で 

も 六 差 出します (大笑)。 夫から 七夕 樣が來 ますと： E 時で も 私の 爲に 七夕 樣に團 子 だの 梨 だの 柿な 

ど を 供へ ます。 私 は 何時も 其れ を 喜んで 供へ させます。 其 女が 書て 吳れる 手紙 を 私 は實に 多くの 立派 

な學者 先生の 文學を 六合 雜誌 などに 拜見 する よりも 喜んで 見ます る。 其れが 本當 の文學 で、 夫が 私の 

心情に 訴 へる 文學。 …… 文 學とは 何でも無い 我々 の 心情に 訴 へる ものであります。 文學 とい ふ もの は 

サゥ云 ふ もの であるな らば …… サゥ云 ふ 者でなくて はならぬ …… 夫なら ば 我 々 はなら うと 思 へ ば文學 

者になる ことが 来ます。 我々 の文學 者に なれな いのは 筆が 執れない から 成れない ので は 無い、 我々 

に 漢文が 書け たいから 文學 者に なれない ので も 無い。 我-^ の 心に 蒙 勃た る 思想が 籠って 居って、 我々 


が 心の 俊 を. ^叫、 バ ン ヤ^が やった 樣に 綴る ことが 出來 るたら ば、 夫が 第一 等の 立派な 文學 であり 

ます。 力 ー 一 f;^^" の 云った 通り 「何でも 宜 いから 深い 所へ 入れ、 深い： 所に は 悉く 昔樂が ある」。 赏に 

か た 方の 心 を 有の 儘に 書いで 御覽 なさい、 夫れ が 流暢なる 立派な 文學 であります。 私自身の 經驗 

に 依て も 私 は 文 IK 祥がド ゥ書 いたか、 白樂 天 が ドウ 書いた かと 思って 色々 調べて 然る 後に 書いた 文よ 

り も、 自分が 心の 有の 儘に、 假名の 間違が あらう が、 文法に 合 ふまい が 構 はないで 書いた 文の 方が 私 

が 見ても 一 番 良い 文章であって、 外の 人が 評しても 又 一番 良い 文 ii::!. であると 云 ひます。 文學 者の 秘訣 

は そこにあります。 斯ふ云ふ文學ならば我々誰でも遺す18^^が出來る。 夫 故に 雞有 いこと でございます。 

若し 我々 が赛業 をの こす ことが 出来なければ、 我々 に 祌樣が 雷 葉と 云 ふ もの を 下さいました からして、 

我々 人間に 文 學と云 ふ もの を 下さいました から、 我々 は 文學を 以て 我々 の考を 後世に のこして 逝く こ 

とが 出來 ます。 

サゥ 巾し ますと 叉 斯う 云 ふ 問題が 出て 来ます。 我々 は 金 をた める 事が 35 來す、 义事業を爲す事が？^來 

ない。 夫れ から 叉 そんなら ばと 云って あなた 方が^ 文學 者に なったら ば、 多分 活版屋で は 喜ぶ かも 知 

れ ませぬ けれども、 社會 では 喜ばない。 文學 者の 世の中に 殖える と 云 ふこと は、 只 活版屋と 紙 製造所 

を 喜ばす 丈け で、 餘り 社會に 益を爲 さない かも 知れない。 故に 若し 我々 が文學 者と なる 事が 出来す、 

又なる 考も なし、 バ ン |ャ|ン の 様な 思想 を 持って 居っても、 バ I ンャ— ンの 様に 綴る ことが 出来ない 時には、 

^に 後世への 遺物 は 無い かと 云 ふ 問題が 起る。 其れ は 私に も 度々 起った 問題であります。 成程 文學者 

になる こと は 私が 前に 述べました 通り ャサ シ ィ 事と は 思 ひます けれども、 併し 跪で も文學 者になる と 

云 ふこと は實 は^むべ からざる 事であります。 例へば 學 校の 先生 …… 或 人が 云 ふやう に 何でも 大學に 
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人って 學士の 稱猇を 取り、 或は 其 上に 亞米利 加へ でも 注って 學校を 卒業 さへ して 来れば 夫で 先生に な 

れ ると 思 ふのと 同じ ことであります。 私 は 度々 聞いて 感じまして、 今でも 心に 留めて 居ります が、 私 

が大 へん 世話になりました.， ァモ： ゥ  11^ ト， 大學の 敎頭シ ー リ ー 先生が 云った 言 紫に r 此學 校で 拂ふ 丈け の 

給金 を拂 ベば 學者を 得る こと は 幾らでも 得られる。 地質 學を 研究す る 人、 動物 學を 研究す る 人 は 幾ら 

も ある。 地質 學者、 動物 學者 は澤山 居る。 併しながら 地質 學 動物 學を敎 へる ことの 出来る 人 は 實に少 

ない。 文學者 は澤山 居る、 文 學を敎 へる 雍の屮 I 來る 人は少 い。 夫 故に 此學 校に 三 ra 十 人の 敎授が 居る 

けれども、 其 三 四十 人の 敎師は 非常に 贵ぃ。 何故 なれば 此 等の 人 は學問 を 自分で 知って 1^ るば かりて 

なぐ、 其 を；^ へ 事の 出来る 人であります レ と。 是は 我々 が 深く 考 ふべき ことで、 我々 が學校 さべ 卒 

業 すれば 必す 先生に なれる とい ふ考を 持って はならぬ。 學 校の 先生に なるとい ふこと は 一 種 特^の 天 

轔 だと 私 は 思って 居ります。 好い 先生と いふ もの は必 すし も大舉 者で は 無い。 大島君 も 御 承知で ござ 

いますが、 私共が 札幌に 居りました 時に、 1  ク， め 先生と いふ 人が 敎師 であって、 梳物 學を受 持って. 

居りました。 其 時分に は 外に 植物 學 者が 居り ませぬ から、 クラ ー,^1 先生 を 第一 等の 植物 學者 だと 思つ 

て 居りました。 此 先生の 云った 事 は 植物 學上 誤りの 無い 事 だと 思って 居りました。 併し乍ら 彼の 本國 

に 行って 聞いたら、 先生 大分 化の 皮が 現 はれた。 かの 國の 或學 者が， ろ 「^が 植物 學に 付て 口 を 利く 

などと は 不思議 だと 云って 笑って居りました。 併し乍ら 鬼に 角 先生 は 非常な 力 を 持て 居った 人でした。 

河う 云 ふ 力であった かと 云 ふに、 卽ち 植物 學を靑 年の 頭の 中へ 注ぎ込んで、 植物 學と いふ 問の In- 

terest を 起す 力 を 持 6 た 人で. ^りました" 夫 故に 植物 學の 先生と して は 非常に 惯使 のあった 人で あり 

ました。 故に 學問 さへ すれば、 我々 が 先生に なれる とい ふ考を 我々 は 持つべき で 無い。 我々 に 思想 さ 


へ あれば 我々 が 悉く 先生に たれる とい ふ 考を拋 却して 仕舞 はねば ならぬ。 先生になる 人は學 問が 出來 

るよりも— 學問 もなくて はなり ませぬ けれども— 學 問が 屮 I 來 るよりも 學 問を靑 年に 傅へ る 事の 出来る 

人で なければ ならない。 之を傳 へる 事 は 一 つの 技術であります。 短い 曾 葉であります けれども、 此巾 

に 非常の 意味が 含ま つ て 居ります。 假令我 々 が文學 者に なりたい、 學 校の 先生に なりたい とい ふ笔が 

あつ て も、 是れ必 すし も 誰に も 出来る もので は 無い と 思 ひます。 

夫で 金 も 遺す 事が 出来す、 事業 も 遣す 事が 屮 I 來 ない 人 は、 必すゃ 文 舉者叉 は學校 先生と たつ て 思想 を 

のこして 逝く 事が 出來 るかと 云 ふに、 夫 はさう は往 かぬ。 併し乍ら 文 學と敎 育と は 工業 をな すと いふ 

事 金 を た め る と い ふ こ と よ り も 餘 程 や さ し い 事 だ と 思 ひ ま す 。 何 故 な れ ば 獨 立 で 出 來 る je^f で ぁ る か ら 

です。 殊に 文 學は獨 立 的の 事業で ある。 今日の やうな 學校 にて は 何 處の學 校 にても、 kission  sch^cj 

を 始めと して 何處の 官立 學校 にても、 我々 の 思想 を傳 へる と 云っても 實際傳 へる 事 は 出来ない U 夫 故 

學校 事業 は 獨立褰 業と して は隨分 難い 事業であります。 併しながら 文學 事業に 至って は 社會は 殆ど 我 

我の 自由に 任せる。 夫 故に 多くの 獨立 を^む 人が 政治 界を 去て 宗敎界 に 人り、 宗敎界 を 去って 敎育界 

に 入り、 又 敎育界 を 去って 遂に 文 學界に 人った 事 は 明かな 事實 であります。 多くの H ライ 人 は 文學に 

逃げ込みました。 文 學は獨 立の 思想 を 維持す る 人の 爲に、 最も 便益なる 匪れ 場所で あらう と 思 ひます。 

併しながら 只今 も 申 上ました 通り、 必す しも 誰に でも 入る 事の 出来る 道で はない。 

玆に 至って 斯う 云 ふ 問題が 出て 來る" 文學 者に も なれす 學 校の 先生に も なれなかったならば、 夫たら 

ば 私 は 後世に 何 を もの こす 事は屮 I 來 た-いかと いふ 問題が 出て 來る。 何 か 外に 事業 は 無い か、 私 も 度々 

夬が爲 に 失望に 陷る ことがある。 然 らば 私に は 何にも 遺す もの はない。 事^. いぶに も なれす * 金 を 溜る 
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こと も出來 す、 木を誉 くこと も 出来す、 物を敎 へる こと も屮 Z 来ない。 サゥ すれば 私 は 無用の 人 問と し 

て、 平凡の 人 問と して 消えて 仕舞 はなければ ならぬ か。 陸 放 翁の 曰った 如く 「我 死 骨. g 朽、 青史 亦 無 

名」 と 嘆 じ、 此 悲嘆の 聲を發 して 我々 が 生涯 を 終る ので は 無い かと 思 ふて 失 ェの 極に 陷る 事が ある。 

然れ ども 私 は 夫より モット 大きい、 今度 は 前の 三つと 遠 ひまして 誰 にも 遣す 窜 の 出来る 最大 遣 物が あ 

ると a ふ。 夫 は實に 最大 遣 物であります。 金 も實に 一 つの 遺物であります けれども、 私 は 之 を 最大 遺 

きい」 4" づける 事： & 出来ない。 事業 も 實に大 遺物た るに は 相違ない、 殆ど 最大 遗 物と 云 ふても」； うご ざ 

いわわ いい、 未 之へ ど本< がの 最大 遣 物と 云 ふ 事 は 出来ない。 文學も 先刻お 話した 通り 實に 貴い も 

かであって、 我が 思想 を 書いた 物 は實に 後世への 價彼 ある 遺物と 思 ひます けれども、 私が 之 を 以て 最 

やせが きい i ふず： i^^^ ない。 最大 遣 物と いふ 事の 出来ない 譯は、 一 つ は 誰に も 遣す 事の 出來る 遺物で 

い ii か？ 一 が!： いい ふこと：? 1 出來 ない ので は 無い かと 思 ふ。 夫れば かりで 無く 其 結果 は必 しも 害の 

いもので はない。 昨：：：！ もお 話した 通り 金 は 用 ひ 方に よって 大. へん 利益が あります けれども、 用 ひ 方 

が惡 いど 叉大- へん 害 を來す ものである。 事業に 於る も 同じ ことであります。 クロムウエル の 業と 力 

^ビ やん トーンの 審 業は大 へん 利益が あります 代りに 亦 之に は 害が 一緒に 伴 ふて 居ります。 又 本 を 書 

くこと も 同一 じ やうに 其 中に 善い 事 も あり 亦惡ぃ 審も澤 山あります。 我々 は 夫 を 完全なる 遣 物 又は 最大 

遣 物と 名 づける こと は 出来ない と 思 ひます。 

そ. d ならば. 最大 遣 物と は 何で あるか。 私が 考 へて 見ます に 人間が 後世に のこす 事の 出来る、 サゥし 

^H^^,^ にも 遣す. 事 の 出来る とこ ろ の 遺物で 利益ば かり あ つて 害の ない 遺物が ある。 夫 は 何 で あるか 

一 1^1  も 5rS 一^^^い^ S わ^。 是が 本當の 遺物で はない かと 思 ふ。 他の 遺物 は 誰に 


もの こす 事の 出 來る遣 物で はない と 忍 ひます。 而 して 高尙 なる： afj ましい 生涯と は 何で あるかと い ふと" 

私が こ k で 巾す 迄 もな く、  ^^君も我々も前から承知して居る生涯でぁります。 卽ち 此^の 中 は 是は決 

して 惡 魔が 支配す る枇の 中に あらす して、 祌が 支配す る佌の 中で あると 云 ふ 事 を 信す る 事で ある。 失 

望の 世の中に あらす して、 希望の 世の中で ある こと を 信す る 事で ある。 此 世の中 は 悲歎の 世の中で な 

くして、 歡 喜の 世の中で あると いふ 考を 我々 の 生涯に 實 行して、 其 生涯 を 世の中の 贈物と して 此^ を 

去る とい ふこと であります。 其 遺物 は 誰に も 遺す ことの 出来る 遣 物で はない かと 思 ふ。 若し 今までの 

ヱ ライ 人の 事業 を 我々 が考 へて 見ます 時に、 或は H ライ 文學 者の 事業 を考 へて 見ます 時に、 其 人の 書 

いた 本、 其 人の 遺した 事業 は H ライ 者で ございま すが、 併し 其 人の 生涯に 較べた 時には 實に 小さい 遣 

物 だら うと 思 ひます。 パ ゥ 口の 書翰 は實に 有益な 書翰で 有ります けれども、 併し 是を バウ V の 生涯に 

較べた 時には 惯 値の 甚だ 少ぃ 者で はたい かと 5 心 ふ。 パゥ： 「彼 自身 は此パ ゥ V の 書いた 羅馬書 や、 ガラ 

^ャ 人に 贈た 書翰よりも H ライ 者で 有る と 出 心 ひます。 ，內 口 ムゥ， Tl^i がァ ン グロ サクソ ン民挨 の 王國を 

造った 事 は 大事 業であります けれども、 ク 口 ムゥ ェ—.^ が あの 時代に 立って 自分の 獨立 思想 を實 行し、 

神に 倚って あの 勇壯 なる 生涯 を 送った と 云 ふ、 あの ク！！ ム" か ITW 彼 自身の 生涯と 云 ふ 者 は、 是は クロ 

ムゥ エルの 事業に 十倍 も 百倍 もす る 社會に 取つ ての 遣 物で はない かと 考 へ ます。 私 は 元來ト II —マ I ス 、 

力 II ラ 1 ィ，， ル— の 本 を 非常に 敬讀 する 者であります。 夫で 或 人に は 夫が 爲に嫌 はれます けれども、 私 は 力 

17 フィル， と 云 ふ 人に 就て は全體 非常に 尊敬 を 表して 居ります。 度々 あの人の 本 を 讀んで 利益 を 得、 又 

それに 依て 刺激 を も 受けた ことで ございます。 けれども、 私 は トリ マ I ス の 書いた 四十 W 

ばかりの 本 を 皆 寄せて 見て 力，， ll^T ィ ル彼 自身の 生涯に 較べた 時には、 叫し 纠叫ル の 書いた 者 は 實に價 
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^ の 少 い 者で あ ると 思 ひます。 先 ：z 力 —ライ y の 傅 を )1 ん で 感じました。 御 承知 の 通り 力，， ITNV^ が 

齊 いた 者の 中で 一 番せ 名な もの は 佛蘭西 革命の 歷史 でございます。 夫で 或應 史家が 云 ふたに 「英吉利 

人の 書いた もので 勝-史的の 叙事、 物 を說き 明した 文體 から 云 へば、 力，， ^フ Iv^ の佛國 革命 史が 多分 一 

と 云っても {G^ いで あらう。 若し 一 桥 でなければ 一 桥の屮 に 人るべき ものである」 とい ふこと であり 

ます。 夫で 此本を 讚む 人 は 悉く 同じ 感覺を 持つ だら うと 思 ひます。 實に兮 より 百年ば かり 前の こと を 

我々 の の 前に 活 きて 居る 畫の樣 に、 サ ゥ して 立派な 畫 人が 書い て も ァノ樣 に は 害け ぬと い ふ 様に、 

佈蘭西 革命の パ ノラ マ (活畫 ) を 示して 吳れた 者は此 本であります。 夫で 我々 は 其 本に 非常の 愤値 を- 

g?! きます。 力 ー ラ ィルが 我々 に の こして 吳 れた此 本 は 赏に我 々 の贵 ぶと ころで 御座います。 併し乍ら 

佛 蘭 西 の 革命 を 書 いた 力 11 ライルの 生涯の 赏驗 を 見ます と、 此 本よりか まだ 立派な ものが あります。 

其 話 は 長い けれども 兹 にあな た 方に 話す 事 を 許して 戴きたい。 が il ラ l,v^ が 此書を 著 はすの は 彼に 取 

て は 殆ど 一生 の 仕事であった。 チ ヨット 『革ん 叩お』 を晃 まするならば、 此 位の 本 は 誰に でも 書け る 

だら うと 思 ふ 程の 本であります。 けれども 歷 史的の 研究 を 凝し、 廣く 材料 を e;- めて 成った 本で 有り ま 

して、 赏にカ 1 フール I が 生涯の 血 を 絞って 書いた 本であります。 夫で 何十 年です か 忘れ ましたが、 何 

ト， 牛 かか 、つ て漸く自分の§:^!みの通りの本が書けた。 夫から して 其 本が 原稿に なって 之 を ：4 紙に 書い 

て 舞った、 夫から して 是は モウ 直きに 出版す る 時が 來る だら うと 思って 待って 居った。 其 時に 友人 

が來 まして 力 ー ライルに 遇った ところが、 力 ー ライルが 其 話 をしたら 「實に 結構な 書物 だ、 今 晚ー睛 

を 許し て IX ひたい」 と 云った。 其 時に 力 ー ライル は 自分の 書 いた もの は 詰らない もの だと 思って 人の 

批： が を 仰ぎたい と 思った から、 貸して やった。 貸して やる と 其 友人 は 之 を. 冢へ 持って 往 つた U さう す 


ると 友人の 友人が やって来て、 之れ を 乎に 取って 讀んで 見て、 「是は 面白い 本 だ、 一つ ドウ ゾ今晚 私 

に讀 まして 吳れ」 と 云った。 ソコで 友人が 云 ふに は 「明日の 朝早く 持って 來ぃ。 さう すれば 貸して や 

る」 と 云って 貸して やったら、 其 人 は 叉 之 を 其 家へ 持って行って 一生懸命に 請んで、 曉 方まで 讀んだ 

所が、 あしたの 事業に 妨げが あると いふので、 其 本 をば 机の 上に 拋り 放しに して 床に 就いて 自分 は寢 

人って 仕舞った。 さう すると 翌朝 彼の 起きない 前に 卞 女が やって 來て、 家の 主人が 起きる 前に スト，' 

ブに火 をた き附け やうと 思って、 御 承知の 通り 西洋で は 紙 を コッパ の 代りに 用 ひて クべ ますから、 何 

か 好い 反古 は 無い かと 思って 調べた 所が 机の 前に 書い， たもの が 大分 ひろがって 居た から、 是は 好い も 

のと 思って、 其 を 皆 丸めて スト ー ブの 中へ 入れて 火を附 けて 燒 いて 仕舞った。 力 ー ライ， 刈の M 十 年 程 

か. -1 つた 『革命お』 を燒 いて 仕舞った。 時計の 三分 か 四 分の 問に 煙と なって 仕舞った。 夫で 友人が 此 

箏 を 聞いて 非常に 驚いた。 何とも 云 ふ 事が 出來 ない。. 外の ものである ならば、 紙幣 を燒 いたたら ば 紙 

is を 償 ふ 事が 出来る、 家を燒 いたならば 家 を 建て k やる 事 も 出来る、 併しながら 思想の 凝って 成った 

者、 熱血 を 注いで 何十 年 か， - つて 書いた 者を燒 いて 仕舞った の は 償 ひ 様が 無い。 死んだ 者 は モウ 活き 

歸ら ない。 夫が 爲に腹 を 切った ところが、 夫れ まで あります。 夫で 友人に 話した ところが、 友人 も 

實 に-ドウ する 事 も 出来ないで 一 週間 默 つて 居った" 何と 云って 宜 いか 解らぬ。 ドウ モ 仕方が無 いから、 

其 事 を— 力，' ライルに 云った。 其 時に 力 ー ライル は 十日ば かり ボン ャリ として 何もしたかった とい ふ 事 

であります。 流石の I 力：：^ ィル I もさう であった らうと 思 ひます。 夫で 腹が立った。 隨分 短氣の 人で あ 

りました から、 非常に 腹 を 立てた。 彼 は 其 時 は歷史 など は 抛り ぼかして 何にも ならない 詰らない 小說 

を讀ん ださう です。 併しな が ら其間 に 己で 己に 歸 つて 云 ふに 「 Hi-^ ^, 力 117 フ I イル ょ汝は 愚人で あ 
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る。 汝の 書いた 『革命お』 はソ ンナ に贵ぃ 者で は 無い。. 第一 に 貴 いのは 汝が此 艱難に 忍んで さう して 

W び 筆 を 執って 其れ を 書き直す 事で ある。 其が 汝の 本當に H ライ 所で ある。 資に其 事に 就て 失ば る 

様な 人 ii が 普いた 『革史 命』 を社會 に^しても 役に立たぬ、 夫 故に モウ 一度 書き直せ」 と 云って 自分 

で 自分 を 鼓舞して、 再び 筆 を 執って 書いた" 其 話 は 夫 丈け の 話です。 W し 我々 は 其 時の-^^^^, I の 

心中に 這 入った 時には 實に 推察の 情 溢る、 ばかりであります。 1- ライルの H ライ 事 は 『革命 史』 と 

いふ 本の 爲 めに ではなく して、 火に て燒 かれた もの を W び 書き直し たとい ふ 事で ある。 若し 或は 其キ 

がの こって 居らす とも、 彼 は實に 後^への 非常の 遺^ をの こした のであります。 假令 我々 が イクラ や 

り そこなっても イクラ 不運に あっても、 其 時に 力 を！： 役ん. て 我々 の 事業 を 拾て & はならぬ。 勇 氣を起 

して W び 其れに 取掛ら なければ ならぬ とい ふ 心 を 起し， て 吳れた 事に 就て、 力 ー ライ，^ は 非常な 遣 物 を 

の こして £K れた 人で は 無い か。 

今時の 弊害 は 何で あるかと 云 ひま すれば、 成程 金がない、 我々 の國に 事業が 少ぃ、 良い 本が 無い、 其 

は 確かです。 併し乍ら H 本人お 互に 今 要する もの は 何で あるか。 本が 足りない のでせ うか、 金がない 

のでせ うか、 或は 事業が 不足な ので ありませ うか。 夫 等の. 事の 不足 は M よりない 事 はない。 けれども. 

私が 考 へて 見る と 今日 第一 の 缺乏は Life 生命の 缺乏 であります。 夫で 近頃 は 頻りに 學 問と 云 ふ 事、 

敎肓と 云 ふ 卽ち Culture  (修養) と 云 ふ 事が 大 へんに 我々 を 動かします。 我々 は ドウしても 學問を 

しなければ ならぬ、 ドウしても 我々 は靑 年に 學問 をつ ぎ 込まねば ならぬ、 敎育 をの こして 後 # の 人 を 

誡 しめ、 後 まの 人を敎 へねば ならぬ と， 云 ふて 我々 は 心配 致します。 勿論 此 は大 へん宜 い であり ま 

す。 夫で 若し 我々 が 今より 百年 後に 此 世に 生れて 来たと 假 えして 明治 1 一十 七 年の 人の 歷 史を讀 むと す 


れば、 ドウで せう 是を讀 んで來 て 我々 に 何う 云 ふ 感じが 起り ませう か。 成程 此處 にも 學 校が 建った 此 

€i にも 敎會が 建った、 此處 にも 靑年會 館が 建 つた、 ドウして 建ったら うと 云って 段々 讀ん で 見ます と， 

此人は 亞米利 加へ 行って 金 を 貰って 来て 建てた、 或は 此人は 斯う 云 ふ 運動 をして 建てた とい ふ 事が あ 

る。 そこで 我々 が 之を讀 みます 時に 「ァ、 迚も 私に はそんな 事 は 出来ない。 4r では 亜 米 利 加へ 行って 

も 金 は 貰べ まい。 又 私に は 其の 様に 人と 共同す る 力 は 無い。 - 私に はさう 云 ふ 眞似は 出来ない。 私は迎 

もさう 云 ふ 事業 は 出来ない」 と云ふて失^！ェしませぅ。 卽ち 私が 今から 五十 年 も 百年 も 後の 人 であつ 

たなら ば、 令 日の 時代から 學校 を受繼 いだか も 知れない。 敎會 を受繼 いだか も 知れ ませぬ。 けれども 

私自身 を 働かせる 原動力 をば 貰 はない。 大切なる もの をば 貰 はない に 相 遠ない。 併し 若し こ k に 詰ら 

ない 敎會が 一 つ あると すれば. そのつ まらない 敎會の 建物 を賫 つて 見たところが 殆ど 僅の 金の 價 -ML 

かない かも 知れ ませぬ。 併しながら 其 敎會の 建った 歴史 を 開いた 時に、 其 歷史が 斯う 云 ふ歷史 であつ 

たと 假 定めて 御覧なさい …… 此敎會 を 建てた 人 は 誠に 貧乏人であった、 此敎會 を 建てた 人は學 問も训 

にない 人であった、 夫 だけれ ども 此人は 己の 總 ての 浪費 を 節して、 總 ての 愁情を 去って、 まるで 己の 

力 丈け にたよ つて、 此敎會 を 造った ものである。 …… 斯う 云ふ歷 史を讀 むと 私に も 勇氣が 起って 來る Q 

かの 人に 来たならば 己に も 5,1 来ない 事 はない、 我 も 一 つやって 見やう とい ふ樣 になる。 

私 は 近^の 日本の 英傑， 或は 世界の 英傑と 云っても 宜ぃ 人のお 話 を 致し ませう。 此^ 界の 英傑の 中に、 

丁度 我々 の留 つて 居る 此箱根 山の 近所に 生れた 人で 二宮 金次郞 とい ふ 人が ありました。 此 人の 傳を讀 

みました 時に 私 は 非常な 感覺を 貰った。 夫で ドウ も 一 一宮 金次郞 先生に は 私 は 現に 負 ふ 所が 實に 多い。 

二宮 金次郞 氏の is^ 業 は餘り 日本に ひろまって は 居らぬ。 夫で 彼の 爲 した 事業 は 悉く 之 を 纏めて 見 まし 
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たなら ば 一 一十 ケ村か 三トケ 村の 人：^ を 救った 丈け に 止まって 居る と考 へます。 併し乍ら 此 人の 生涯が 

私 を 益し、 夫から ケ日 日本の 多くの 人 を 益す る譯は 何で あるかと いふと、 何でもない、 此人は 事業の 

物に 非す して 生涯の 贈物 を 遣した。 此 人の 生涯 は 旣に御 承知の 方 も ありませ うが チ ョ ット 巾して 見- 

ませう。 二宮 金 次 郞氏は 十四の 時に 父 を 失 ひ、 十六の 時に ffll を 失 ひ、 家が 貧乏に して 何物 もな く、 爲 

に 極く 淺 酷な 伯父に K けられた 人であります。 夫で 一 文の 錢も なし 家産 は 悉く 傾き、 弟 一 人 妹 一 人 持 

つて 居た。 身に 一 文 もな くして 孤兒 です。 其 人が ドウして 生： ま を 立てた か。 伯父さんの 家に 在て その 

乎 傅 をして 居る 間に 本が 護み たくな つた。 さう したと きに 木 を 請んで 居ったら、 伯父さんに 叱られた Q 

此の 高い 油 を 使って 本を讀 むな どと 云 ふ 寧 は 誠に 馬鹿々々 しい 事 だと 云って 讀 ませぬ。 さう すると、 

默 つて 居て 伯父さんの 油 を 使つ ては惡 いと 云 ふ 事 を 開きました から、 「夫れ では 私 は 私の 油の 出来る 

まで は 本を讀 まぬ」 とい ふ 決心 をした。 夫で どうした かと 云 ふと 川邊の 誰も 知らない 所へ 行きまして、 

菜種 を 時いた。 一 ケ年か K つて 菜種 を 五六 升 も 取った。 夫から 其 茱種を 持って行って、 油屋へ 行って 

油と 取換へ て來 まして、 夫から 其 油で 本 を 見た。 さう したと ころが 叉 叱られた。 「油ば かりお 前の も 

ので あれば 本 を謌ん でも 〈且 いと 思って は 違 ふ。 お前の 時？ 1 も 私の もの だ。 本を讀 むな どと いふ 馬鹿な 

事 をす るなら 直い から 其 時間に 繩を 絢れ」 と 云 はれた。 夫から 叉 仕方がない、 伯父さんの 云 ふ 事で あ 

るから 終日 働いて あとで 本 を 讚んだ  さう 云 ふ苦學 をした 人であります。 どうして 自分の 生涯 を 立 

てた かと 云 ふに 村の 人の 遊ぶ 時、 殊にお 祭り 日な どに は 近所の 畑の 屮に 洪水で 沼に なった ところが あ 

つた、 其 沼地 を 伯父さんの 時間で ない、 自分の 時間に、 其 沼地より 悉く 水 を 引いて そこで 以て 小さい 

銷で 田地 を 椿へ て、 そこへ 持って行って 稻を植 ゑた。. 斯うして 初て 一 依の 米 を 取った。 其 人の 自傳に 


據り ますれば、 「米 を 一 取った 時の 私の 喜び は 何とも 云へ なかった。 是れ 天が 初て 私に 直接に 授け 

たものに して 其 一俊 は 私に 取って は 百 萬の 憤 値が あった」 とい ふて ある。 夫から 其方 法 を 段々 核け ま 

して 二十歳の 時に 伯父さんの 家を辭 した。 其 時には 三 ra 恢の米 を 持って 居った。 夫から 仕上げた 人で 

あります。 夫で 此 人の 生涯 を 初から 終まで 見ます と、 r 此 宇宙と いふ もの は實に 神様 …… 神様と は 云 

ひませ ぬ ：：： fK の 造って 下さった もので、 天と 云 ふ もの は實に 恩惠の 深い もので、 人間 を 助け やう 

くとば かり 思って jj5 る。 夫 だから 若し 我々 が 此身を 天と地と に 委ねて 天の 法則に 從 つて 行ったなら 

ば、 我々 は 欲せす と雖も 天が 我々 を 助けて 吳れ る」 と 云 ふ 斯う 云ふ考 であります。 其考を 持った ばか 

りで なく， 其 考を實 行した。 其 話 は 長う ございます けれども、 遂に は 何 萬 石と いふ 村々 を 改良して き 

分の 身 を 悉く 人の 爲に 使った。 舊 幕の 末路に 方って 經 上、 農業 改良 上に 就て 非常の 功勞 のあった 人 

であります。 夫で 我々 もさう 云 ふ 人の 生涯、 二宮 金次郞 先生の やうた 人の 生涯 を 見ます 時に、 「若し 

あの人に もァ 、云 ふ 事が 屮： 來 たたらば 私に も 出来ない 事 はない」 と 云 ふ考を 起します。 普通の 考では 

あります けれども 非常に 價 値の ある 考 であります。 夫で 人に 賴ら すと も 我々 が 神に たより 己に たよつ 

て 宇宙の 法則に 從 へば、 此^ 界は 我々 の む 通りに なり、 此 世界に 我が 考を行 ふ 事が 出來 ると 云ふ感 

覺が 起って 來る。 二宮 金 次郞 先生の 事業 は 大きくなかった けれども、 彼の 生涯 は ドレ 程の 生涯で あつ 

たか 知れ ませぬ。 私ば かりで 無く 日本中 幾 萬の 人は此 人から 「イン スピ レ— ショ ン」 を 得た であり ま 

せう と 思 ひます。 あなた 方も此 人の 傳を 護んで 御覧なさい。 『少年 文學』 の 中に 『二宮 尊德 翁』 と 云 

ふの が 出て 居ります が、 ァレは 詰らない 本です。 私の よく 讀み ましたの は、 豊 商務省で 出版に なり ま 

した。 五 fc ぺ ー ヂ ばかりの 『報德 記』 とい ふ 本です。 此本を 諸君が 讀 まれん 事 を 切に >1  布 します。 此 
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本 は 我々 に新现 想を與 へ 、 新 希&: - を與 へ て aK れる 本であります。 實 に基赞 敎のバ イブ ルを讀 む 樣な考 

が 致します。 故に我々がぉし^*業を遗す事が出來すとも、 二宮 金次郞 的の、 卽ち獨 立 生涯 を 躬行して 

往 つたならば、 我々 は實に 大事 業 をの こす 人で はない かと E 心 ひます。 

私 は 時が 長くな りました から モウ 仕舞に 致します が、 常に 私の 生涯に 深い 感覺 を與 へる ： ッのー 百 葉 を 

街 様の 前に 繰返したい。 玆に 我々 の 巾に 一 人- 亞米利 加の マッサ チュ ー セ ッ.^ 州 マウント、 ホリ— ョ I 

ク、 セミナ リ ー と 云ふ學 校へ 行って 卒業して 來た 方が 居ります が、 此女學 校 は 古い 女學 校であります。 

大 へん 良い 女學 校であります。 併し乍ら 若し 私 をして 其 女 學校を 評せし むれば、 今の 敎育上 殊に 智育 

上に 於いて は 私 は 決して 亜米利加 第一 等の 女學 校と は 思 はない。 米國に は澤山 好い 女 風， f 校が， ございま 

すリ ス ミ ス女學 校と い ふ樣な 大きな 學校 もあります。 又、 CKI I トン のゥ H スレ ー 學校、 711 ラデル— ヒ I ャ 1 の 

.J- リン モア ー 學 校と 云 ふ 様な ものが ございます。 けれども マウ ント • ホリ ー ョ ー ク. セ ミナ リ ー と 云 

ふ 女 學校は 非常な 勢力 を 以て 非常な 事業 を 世界に 爲 した 女. 學 校であります。. 何故 だと 云 ひます と (共 

女 學校は 此節は 大分よ く 揃った さう であり ますが、 此 問まで は不 整頓の 女學校 でありました)、 夫が 

ゅ界を 感化す るの 勢力 を 持つ に 至った 原因 は、 其學 校に はェ ライ 非常な 女が 居った。 其 人 は 立派な 物 

现學の 機械に 優って， 立派な 天文 sfks- つて、 或は 立派な 學 者に 優って、 價 他の ある 魂 を 持って 居つ 

た メリ ー、—^,lr ンと云 ふ 女で ありました。 其 生涯 を 悉く 述. ベる 事 は令爱 では 出來 ませぬ が、 此 女史 

が 自分の 女生徒に 遺 雷した 一一 一一 〔紫 は 我々 の 中の 婦女 を^さねば ならぬ、 叉 男子 をも勵 さねば ならぬ もの 

である。 卽ち私 は 其 女の 生涯 を 度々 考 へて 見ます に、 實に 日本の 武士の 樣な 生涯であります。 彼女 は 

資に 義侠心に リ？ -ち滿 ちて 居った 女であります。 彼女 は 何と 云 ふた かと 云 ふに、 彼女の 女生徒に 斯う 云 


ふた、 へ • ' ； - 

OOOOOO000O0O000  O0O0O0000OO 

他の. 久 の 行く こと を 嫌 ふ處へ 行け、， 他の 人の 嫌がる 事 を爲せ 

是れが マ： ゥン ト、 ホリ ー ョ ー ク、 セミナ リ ー の 立った 土臺 石であります。 是が 世界 を 感化 L た 力で は 

ないかと 思 ひます。 他の 人の 嫌がる 事を爲 し、 他の 人の 嫌がる ところへ 行く と 云 ふ精祌 であります。 

夫で. 我；^. の 生涯 は 其方に 向て 行きつ 、あるか。 我々. の 多く はさう でな くして 他の 人も爲 すから 己も爲 

さう と 云 ふので はない か。 他の 人もァ ヽ 云 ふ 事 をす るから 私 もサゥ しょうと 云 ふ 風で はない か。 外の 

人 も 亞米利 加へ 金 貰 ひに 行く から 私 も 行かう、 他の 人 も壯士 になる から 私 も壯士 になら う、 甚 しき は 

大分 此頃は 耶穌敎 が 世間の 評判が 好くな つたから 私 も 耶穌敎 になら うと、 云 ふ 様な ものが ございます。 

關 束に 往き. *:< すと 關 西に 餘り 多くない もの， が ある。 關 東に は 良い ものが 大分 澤山 あります。. 關 西より 

も 良い ものが あると 思 ひます。 關東人 は 思 地と いふ こと を 頻りに 中し ます。 意地の 惡ぃ奴 は 猶髮が 曲 

つて 居る と 巾し ますが 毬栗頭に て は 直ぐ 解る。 頭の 廻 髮がこ k らに (手眞 似に て〕 斯う 曲って 居る 奴 

は 必らす 意地が 惡ぃ。 人が 右へ 行かう と 云 ふと 左と 云 ひ、 ァ、 しょうと 云へば 斯うし ようと 云 ふ樣な 

風で、 殊に 上 州 人に 其が 多い と 云 ひます (私 は 上 州の 人 11 では ありませ ぬけれ ども )。 夫で 必 しも 是 

は * むべき 精神で はない と 思 ふが、 併し乍ら 武士の 意地と 云 ふ ものです。 其 意地 を 我々 から 取， 除け て. 

仕舞ったならば、 我々 は腰拔 武士に なって 仕舞 ふ。 德川 家康の H ライ 所は澤 山あります けれども、 諸 

君の 御 承 如の 通り 彼が 子供の 時に 川原へ 行って 見たところが、 子供の 二 群が 戰 をして 居った、 石擊を 

して 居った。 家 康は之 を 見て 彼の.； 來に 命じて 人数の 少ぃ方 を乎傳 つて やれと 云った。 多い 方 は宜ぃ 

から 少ぃ 方へ 行って 助けて やれと 云った。 是が德 川 家康の H ライ 所であります。 それで 何時でも li- 義 

後世 へ の 最大 遺物  三 六 五 


後世 へ のお 大通物  一一： 六 六 

の爲 めに 立つ 者 は少數 である。 夫で 我々 の爲 すべき 事 は M 時で も 少数の 正義の 方に 立って、 さう して 

其 正義の 爲に 多勢の 不 雄の 徒に 向って 石擊を 行らなければ なりません。 勿論 必す しも 負ける 方 を 助け 

ると 云 ふので はない。 私の むの は 少数と 共に 戰 ふの 意地です。 其 精神です。 夫 は 我々 の 中に 皆 欲し 

い。 今日 我々 が 正義の 味方に 立つ 時に、 我 々少数の 人が 正義の 爲に 立つ 時に、 少 くと も此 夏期 學 校に 

來て 居る 者 位 は 共に 其方に 起って 貰 ひたい。 夫で ドウ ゾ 後世の 人が 我々 に 就て 此人等 は 力 もなかった、 

富 もなかった、 學問 もなかった 人であった けれども、 己の 一生涯 をき々 持て 居った 主義の 爲に 送って 

5. 犬れ たと 云 はれたい ではありません 乎。 是は 誰に もの こす ことの 屮 I 來 る 生 1^ ではない かと 思 ひます。 

夬で其 遣 物 をの こす ことが 出來 たと 思 ふと 實 に 我々 は 嬉しい、 假令 我々 の 生涯 は ドンナ 生涯であって 

も  虔々 斯う 云 ふやうな 考は 起り ませぬ か。 若し 私に 家 埃の 關 係がなかったならば 私に も 大事 業 

が屮 I 來た であらう。 或は 若し 私に 金が 有て 大學を 卒業し 歐 米へ 行って 知識 を 磨いて 来たならば 私に も 

大事 業が 出来た であらう。 若し 私に 良い 友人が あったならば 大事 業が 出来た であらう。 斯う 云 ふ考は 

ooooooooooooooooooo〇ooooo ゥ 0〇o  9 

人々 に寳際 起る 考で あります。 然れ ども i3 々の 不幸に 打 勝つ 事に 依って 大事 業と いふ 者が 出来る、 夫 

が 大事 集であります。 夫 故に 我々 が 此考を 以て 見ます と、 我々 に 邪魔の あるの は 最も 偸 快な 事で あり 

ます。 邪魔が あれば ある 程 我々 の 事業が 出來 る。 勇ましい 生涯と 事業 を 後世に 遺す 事が 出来る。 鬼に 

角 反對が あれば ある 程 面白い。 我々 に. 1% 達が 無い、 我々 に 金が無い、 我々 に學 問が 無い とい ふの が 面 

白い。 我々 が 神の 恩 惠を享 け、 我々 の 信仰に よって 此 等の 不足に 打 勝つ 事が 出来れば 我々 は 非常な 事 

業 をの こすもの である。 我々 が埶 一心 を 以て 之に 勝てば 勝つ 程、 後世への 遺物が 大 くなる。 若し 私に 金 

が澤 山あって、 地位が あって、 责 任が 少 くして、 夫で 大事 業が 出來 たと ころが 何でも無い。 假令 事業 
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にも 出來 ます。 幾ら 祌學を 研究しても、 幾ら 哲學 書を讀 みても、 我々 の 信じた 主義 を眞 面目に 實 行す 

る 所の 精祌が ありませ ぬ §1 は、 祌は 我々 に 取て 異邦人であります。 それ故に 我々 は 神が 我々 に 知らし 

た K  〕 と を 其 實行 致さ なければなりません。斯ぅ致さねばならぬとE心ふた^s^-は我々は 悉く 實行 し なけ 

れ ばなら ない。 若し 我々 が 正義 は 終に 勝つ. ものにして 不義 は 終に 負ける ものであると 云 ふこと を 世 問 

に發 表する 者であるなら ば、 其 通りに 我々 は實 行し なければ な ふない。 これ を稱 して 眞 面目なる 昏徒 

と 申す のです。 我々 に 後世に 遺す もの は 何にもな くと も、 我々 に 後世の 人に 是ぞと 云 ふて 覺 えら， る 

oon-ooooooooooooooooooooooooo-oooo 

べき もの は M にもな くと も、 ァノ 人は此 世の中に 活 きて 居る 間は眞 面目なる 生涯 を $a つた 人で あると 

ooocoooocoooooooocooooo 

云. は. れる 丈け の 箏を後 此の 人に 遣したい と 思 ひます。 (拍手喝采) 


n 啓 き 

私 は敎師 でも 牧師で も祌學 者で も 何んでも ありません、 私 は 唯の 普通の 信者で あ..^ ま 

す、 故に 私の 申す 事に 何にも 深い 事 ゃ六ケ 敷い 事の な いのは 勿論で あ.^ ます、 私は宗 

敎 研究と か 比較 宗敎 とか 申して 宗敎 を學者 的に 論究 致さう とする ので は あ.^ ません、 

私 は 私の 信仰 有の 儘 を 御 話し 致さう と 思 ふので あ h ます。 

宗敎 は事實 であ， 0 ます、 議論ではありません、 信仰の 事實 なくして 宗敎は 議論す る こ 

と の 出來 る もの で は あ り ませ ん 、 此 座談 の 如き 實に 取る に 足らない もので あり ますが 

然し 之 とても 亦事實 無しの 宗敎談 ではない 積.^ で 御座 い ま す 。 

明治 卅 三年 四月 十六 日 

東京 市外 角 害 村に 於て 

內村 鑑三 

口 啓き  11 一七 一 


宗 敎 座談 

第一 囘 敎會の 事 

私の 宗敎を 御 尋ねです か、 私の 宗敎は 勿論 基督 敎で 御座います、 私の 考 へます に は、 此 二十世紀 文明 

の 時代に 生れ 来まして 若し 私共の 信すべき 宗敎が ありと 致し ますれば 基督 敎を 措いて 他に は 無い と 思 

ひます、 私 は 如何なる 場合が あります とも 土 耳 古人 や、 波斯 人の 信す る囘々 敎を 信じ やうと は 思 ひま 

せん、 亦た 深い 哲理 を 含む とか 申されまして 我國 人の 多数に 非常に 稱贊 される 佛敎も 此新抵 紀に適 ffl 

して、 我と 我社會 とに 新生 命 を 供す るに 足る の宗敎 であると は 私に は 如何しても 考 へられません、 其 

他の 神 首」 や 「國 家敎」 なる もの、 宗敎 として は 殆んど 何等の 慣値 なき 事 は 私の 申す まで もない 事で あ 

り ます、 然 りと て 今の 日本の 上流 社會 の 人の やうに 全く 無 宗敎な る は 私の 迚も 堪えられない 處で 御座 

いまして、 私 こ. 取りまして は 宗敎は 生存の 必要品と も 中すべき もので 御座いま すから、 私 は 私の 良心 

と 知識と 精神的 要求と を 最も 多く 滿 足させる 處の 基督 敎を 信す るので 御歷 います。 

や、" し 私の 基督 言 者なる は^ 自身が 爾ぅ 認めて 居る までぐ 御座いまして、 M にも 3- れの 彭會カ 或は 敎師 

より 信者た るの 免許 を 受けた からで は 御座いません、 現に 日本に 在留す る 或る 有名なる 監督さん は 私 
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の 曾て； ^ して 居りました 或る 茶 督敎會 の 神の 敎會 にあらざる を證據 立てん 爲 めに、 私 如き 者の 名 を 其 

^員 名簿の 中に 留めし 審を 以て 一 理由と 爲 された さう でありまして、 彼の 監督 先生の 眼に 映す る 私 は 

勿論 某督 信者で はなく して、 矢張り 『咒 はれし 者』、 『惡 魔の 子』、 無神論者、 叉 は 偶像 信者の 一 人な 

るに 相違ありません、 雨う して 此 監督さん 計りではありません、 多くの 他の 宣敎 師、 神學 博士 達に し 

て 私 を 基督 信者と 認めない 人 は澤山 あ. ると 考 へます、 然し 私 はそんな 事 は 少しも 氣に 留めません、 私 

は 素と より 人の 意に 適 はんが 爲に 基督 を 信す るので はありません から、 他人から どんなに 云 はれ やう 

とも 夫れ は 私の 信仰 上に は 何の 關係 もない 事で 御座います、 何にも 私 は 監督さん に 救 はれて 天 國に行 

かふと 思 ふ 者ではありません から、 監督さん に見棄 てらる、 位の 事に 私 は 何の 痛痒 を も 感じません、 

元來 安心立命 は敎會 又は 敎師の 認可な どに 依て 來る ものではありません、 そんな 事で 心配す る やうで 

は 未だ 基督 を 信す る 者と は 言 はれま せんと 思 ひます。 

斯う 云 ふ 次第で 御座いま すから 私に は 私の 出席すべき 敎會 はありません、 私 は 實に此 世に 於て は無敎 

會 信者の 一 人で 御座いまして、 其點に 於て は 詩人 ミルトンと 同様の 地位に 居る ものです、 勿論 普通の 

人情と して 孤獨は 決して ましい もので は 御座いません、 日曜日 毎に 敎會に 集って 兄弟 姉妹と 喜樂を 

共 にす るの は 實に樂 しい 事 で あ る は 私 も 能く 知 つ て 居ります、 然 りと て 人 は 其 確信 を枉げ て はなり ま 

せん、 彼に 取りて は靈魂 は敎會 よりも 大切なる もので なければ なりません、 爾 うして 若し 私の 敎會に 

出る^が 反って 私の 品性 を 汚し、 之に 依て 私の 信仰 を 破毀す るの 嫌が ありと 思 ひま すれば 私 は 斷然之 

^△△△△A 厶  <<<1 厶  厶厶  <"厶<3<1<"<:<<3<1 厶厶  <1 

に 出 人す る を 止める までぐ 御座います、 私は斷 雷して 禪 りません、 私が 今日 我國 にある 基督 敎會な 
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る ものに 出入せ ざるの 理由 は 私が 寄席 や 劇場に 一切 出入 致さない と 同一 の 理由で 御座います、 卽ち今 


の敎會 なる もの は道德 的に 私 を 害する もめと 信す るからで あります、 何故 雨う であるか は 私 は 玆には 

言 はれません、 然し 貴下 方が 少しく 意 を 留めて 今日の 敎會 なる もの &內外 を御觀 察な さりますならば" 

私の 此斷言 の 決して 過激の 言で はない 事 を 御 認めになる だら うと 思 ひます。 

私 は 勿論 完全 無缺の 者で は 御座いません、 ^は 神の 前に 立てば 實に S 非人の 頭領で あると 云 はなければ 

なりません、 斯く 申す は 私 は 法律 土の 罪人で あると 云 ふので はありません、 私 は 未だ 水道 鐵管 を僞造 

して 百 萬の 市民 を 欺いた 事 もな く、 私 は 私の 職權を 利用して 受負師 と 結 托して 奇利を 占めた 覺ぇも 御 

座^ません、 私 は 無經驗 と無識 との 故 を 以て 多くの？？ 違 を 致しました けれども、 未だ 曾て 心中に 計畫 

して 他人に 害 を 加 へんと した 覺ぇは 無い 積り です、 然し 是は單 に 私が 人と 社會 とに 對 する 私の 無 を 

表. H する まで あって、 全能 全智の 神様に 對 しまして は 私 は 深い sf- 人で 御座います、 そして 私の 罪人 

たる は 私 も 凡ての 人類と 均しく 生れながら の 私慾の 人で あるから で 御座い ます、 私 は 神の 救 濟に與 か 

る 前 は 名譽を 愛し、 虚勢 を 張る を 好み、 人の 上に 立つ を 喜び、 敵手の 失敗 を 聞いて 喜び、 怒り 易き、 

宥恕 なき、 實に 澗 むべき 者で ありました、 然る を 神 は 其 限りなき 恩惠を 以て 神の 子に して 人類の 王な 

るィ H ス、 キリストに 依て 私の 爲 めに 救 濟の途 を 開かれました、 故に 私 は 感謝し つ &日々 其 恩 惠に沐 

浴して 居る 者で P: 座い ます、 然し 斯く申 せば とて 私 は旣に 完全 無缺の 人と 成った と 云 ふので はあり ま 

せん、 罪に 依て 生れし 私の 事 なれば 私が 天の 使の やうな 純白 無 1% の 人と 成り 得る は尙ほ 永き 後の 事で 

ありまして、 多分 私の 肉體が 腐敗に 歸 した 後の 事で あらう と 思 ひます、 然し 快復 時期の 旣に 私の 心中 

に 始まりし 事 は 私の 毫も 疑 はない 處 であります、 私 は 確かに ィ H ス、 キリストの 醫 癒の 力 を 感じます- 

彼の 恩 に 接して 私の 心に 存 する 私慾の 念 は 確かに 消散 減 却し つ X あります、 故に 私 は 私の 德を 以て 
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誇る 事 は 出来ません、 若し 私に 之が あります るなら ば是 は^の 心の中に 卿く キリストの 恩 惠の結 で 

御座いまして 私自身の 躬行 實踐の 結 5^ ではありません、 私の 考 へます るに 基督 信者 は 生れな がらの 君 

子と は 巾されません、 彼 は 救 はれし 顯人 たるまで J^、 先天的の 德行 家ではありません、 謂 は 神の 救 

^に與 かりし 道徳的 息 者で 御座います。 

斯う 云 ふ 有様です から 私が 敎會へ 出な いのは、 私 は 純正 潔白の 君子であって、 他の 基督 信者なる 者 は 

私に 勝る の惡 人で あると 思 ふからで はありません、 否え、 決して 爾ぅ 云ふ譯 では 御座いません、 私の 

考 へます るに 今の 敎會に 於ての みならす 世 問 一 般に 私に 勝る の 生れ 附 きの 善人、 生来の 君子 淑女 は澤 

山 居られる 事と 思 ひます、 私 は 彼等と 道德 上の 競 爭を爲 さ ふと 思 ふ 者ではありません、 私 は 彼等の 社 

會 改良 事業、 慈善事業、 敎育 事業に 就て は 常に 感服の 意 を 表して 居る ものであります (全體 の 上より 

観察して )。 

私が 當 八.' の 基督 敎會 なる もの を 嫌 ふ 主なる 理由 は 夫れ が罪惡 の救濟 力に 缺 乏して 居る からで 御座いま 

す、 卽 ち敎會 たる もの & 天職 を 忘れて 交際 場の 一 種、 或は 慈善 俱樂 部の 一 種 か、 然ら ざれば 敎法國 の 

一 種と 成って 居る からであります、 私の 考 へます るに 敎會 なる もの は心靈 上の 扉 人 を 救 ふの 場所で あ 

りまして、 必 しも 內 外人の 交際 を 計り、 慈善事業 を獎勵 する の 場所で は 御座いません、 其 勿論 簡惰 Is 

侶 の 養育 所 でた" い 事 は 云 ふまで も ありまん、 然る を 救靈以 外の 事 を 敎會の 事業と 致します から 其內 に 

俗 氣を隨 し、 俗物の 横行 を 招く に 至る ので あると 思 ひます、 誰が 見ても 失敗と 認めし 貴顯 招待 會のゃ 

- 「な を 敢て爲 せし が 如き は 其實例 であって、 人の 靈魂を 救 ふ 事と ^ 外の 貴顯 紳士 を帝國 ホテルに 招 

待す る 事と は 何の 關係 あるか は 私の 今以て 解す る 事の 出来ない 次第であります。 


罪より 救 はれん と 欲する 者 は 公式の やうな もの を 好みません、 彼 は 唯 だ 切に 神の 『細き 優しき 聲』 を 

聞かん と 欲する 者でありまして、 彼の 名 を 新聞紙に 廣吿 されて 之 を 外 國の傳 道 本部にまで 通知 せらる 

る やうな 事 を 嫌 ふ 害で 御座います、 彼が 虚榮 虚勢 を 憎む は 勿論で、 彼 は 幾 百の 懇親 會、 幾千の 公 開演 

說會、 幾 萬の 慈善 昔 樂會に 勝って 一 の靜肅 なる 祈 禱會を 愛する 者であります、 彼 は 公衆の 前に 社會改 

良を述 ベ 立 つ て 拍手喝采 を 博す るよりも 彼の 心の中に 限りなき 祌の恩 惠を默 念す る 事 を 愛する 者で 御 

座い ます、 彼 は 基督 敎が 上流 社會 に歡迎 され たれば とて 別に 喜ばない 害であります、 彼 は 寧ろ 一 人の 

罪人が 罪 を悔ひ て 神の 懐中 に 歸り し 事 を 聞い て 喜 ぶ ベ き 害であります、 然るに 我國 目下の 基督 敎會な 

る もの は 如何なる 者で 御座いま すか， 私の 觀 察が 誤りであります か、 或は 事實が 私の 觀る 通りで あり 

ます か、 私 も 過去 二十 年間 我國の 基督 敎 徒と は 多少 交際 を 爲し來 つた 者であります が、 二十 年間の 私 

の 經驗は 私 をして 私の 靈 魂の 救 濟を全 ふせんが 爲 めに、 私の 神と 同胞と に對 する 私の 義務 を盡 さんが 

爲 めに、 私 は 今の 基督 敎會 なる ものと は 全く 絕緣 せねば ならぬ やうに 立 至りました、 是れ實 に 悲しむ 

べき 事であります が、 實に 亦た 已むを得ない 次第で 御座います。 

雨う 云 ふと 或 人 は. £■ します、 「足下 は 新たに 宗派 を 創立 せんと 企てる 者で ある」 と、 然し それ は 決し 

て爾 うではありません、 宗派 を 立てる と は 野心家の 事業で 御座います、 旣に 私慾 を 殺さん が爲に 基督 

に來り し 者が 宗派 創設 の 野心 を逞 ふせんと する が 如き は 以ての外の 事 です、 他人に 宗派 設立 の 野心 を 

歸 する 人の 如き は 未だ 基督教の 何たる 乎 を 知らない 人であります、 人 は 勿論 何人も 傳道 者の 一種で 御 

座い ます、 彼の 心に 傳 ふべき の 道を藏 せざる 人 は實は 人に して 人ではありません、 してや 基督 言 徒 

に 於て おやです、 不肖 私の 如き 者で も 心に 一 眞理を 感受せ し 以上 は 私 も 之 を 他に 傳 ふるの 義務 を 有し 
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て 居ります、 此 職務た る是れ 私が 法王 又は 監督の 如き 者より 受けた る 者で は 御座いません、 是れ 私が 

一 個の 人間と して 天より 直ちに 受けた 任務で 御座います、 然し 私 は 道を傳 ふるに 當て、 宗派の 創設 や、 

敎會の 建立 を 目的と して 之に 從事 致しません、 私の 傳 道なる もの は 敬神 愛人の 動機より 出づ べき もの 

であって、 夫れ 以外の 動機より 出で し 傳道を 私 は 眞の傳 道と は 認めません、 私 は 私の 主義な ど を傳ふ 

べき 者に 非す して 私の 心に 感ぜし 神の 道を傳 ふべき 者で 御座います、 私 は 私の 敎會の 擴張を 計るべき 

であらす して、 地上に 於け る 神の 國の 建設 を 計る ベ き であります、 眞理 の 俾播と 政治家 の 政治 運動と 

は 全く^ 物であります、 故に 「敎 勢擴 張」 の 如き 熟語 は 私の 字書の 中には 留めない 積り で 御座います。 

； は眞理 俾播を 目的と する 者であります から 可成 丈け 宗敎的 镞式を 避けます、 私 は 未だ 曾て 人に 洗 鱧 

を 授けた 事はありません し、 又 生涯 決して 授けまい と 思 ひます、 爾 して 私が 之 を 避ける は 私が 其特權 

を 監督 叉 は 敎師會 から 受けない からではありません、 私 は 人間と して 神より 直接に 眞理を 授けられ、 

其 傅播の 特權を 有って 居る ものであります から、 亦た 之 を 授かった 以上 は 之 を 他人に 傅 ふるの 特權を 

有って 居ります、 雨して 若し 洗 禮が眞 现傅播 上 必要の ものなら ば 私 も 之 を 施す の 特權を 持って 居る も 

の だと 思 ひます、 然し 實際は 私 は 決して 洗禮 など を 施しません、 夫れ は 一 つ は 人の 疑 察 を 避ける 爲め 

で、 一 つ は 私 は 其 必要 を 認めない からで 御座います、 私 は 傅 道 者 (眞 正の 意味に 於て ：>  とならん 事 を 

欲する 者で 御座いまして、 洗禮を 施す 者 (baptizer) たらん と 欲する 者ではありません、 洗禮は 何人 

にも 施す 事が 出来ます、 我國に 於ても 外 國宣敎 師の七 百 人 も 滞在して 居る さう でして 別に 邦人の 牧師 

達 を 加 へ たなら ば 洗禮を 授ける の 職權を 有た る、 人 は 一 一千 人 有餘も ありませ う、 斯う 云 ふ 時に 當ては 

吾人の 努 むべき 事は眞 理を傳 ふる 事で 御座いまして 洗禮を 施す ことで は 無いだら うと 恩 ひます、 實に 


若し 幸に して 私の 傅へ し 眞现に 依て 人が 彼の SSi; を悔 ふるに 至り、 爾 うして 洗 禮の必 耍を感 する より 之 

を 施されん と 欲する 者が あるならば、 私 は 喜んで 何人な りと も 彼の 好む 敎師に 就て 此聖 式に 與 からん 

事 を 彼に 勸 むる 者であります、 私 は 彼が 監督 敎會に 入らう が、 メソヂ ストに 入らう が、 組合 敎會 の會 

員と ならう がそん な 事 は 少しも 構 ひません、 彼が 罪 を悔 ひて 神の 救 濟に與 りさへ すれば 夫れ で澤 山で 

あります、 私の 職務 は眞 现傳播 以外に は涉 りません。 

斯う 云 ふと 亦 私の 非難 者 は 申します、 「夫れ は爾 うとして 實際 足下 は 一宗 派 を 立つ るに 至ります、 足 

下の やうに 他の 敎會を 御 嫌 ひになる 方に 由て 道を聽 きし 者 は 決して 其 等の 敎會に 入る 害はありません- 

足下 は 巧言 を 以て 足下の 新派 創立 を 辯 解す るので あります」 と。 

或は 雨う かも 知れません、 然し 若し 雨う なれば 夫れ は 決して 私の 扉ではありません、 イエス、 キリス 

トを 始めと して 凡て 眞理と 人類と を 愛した 者 は 決して 宗派 創設に 從事 致しませんでした、 然るに 其 傅 

道の 結 3^ として 基督 敎 なる 新 宗敎が 興った ではありません 乎、 メソヂ スト 派の 設立 はゥ H スレ ー の 目 

的ではありませんでした、 然し メソ ヂス ト 派なる もの は 興って 世界に 大 なる 善を爲 しつ、 あるで は あ 

りません 乎、 斯うして 見る と 宗派 創立 を 目的と しない 宗派 創立 は 決して 惡ぃ 事で はないで はあり ませ 

んか、 惡 むべき 避くべき もの は 人爲的 宗派であります、 神爲的 宗派、 卽ち 自然の 勢に 依て 成りし 宗派 

は 決して 惡 いもので は 御座いません、 故に 若し 私に して 一 宗派 を 開く が 如き 原動力と 成る を 得ました 

ならば、 是れ 私に 取て 無上の 榮譽の 事であって、 露に 道 を 愛する 人は此 事に 就て 大に私 を 祝して 吳れ 

る 害ではありません 乎。 
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第一 ー囘 眞理の 事 

或 人 は 亦 私に 向て 中し ます、 「足下 は 何かと 云 ふと 直ぐに 眞理々 々と 仰 やい ますが、 一 nil 呉 理とは 化 

う 云 ふ もので 御座いま すか、 足下 計りが S 呉理を 有って お出でな さいまして 他の 人 は 一 切 有たない やう 

に 仰 やい ますの は 何んだ か 少し 御 高慢の 様に 承 はれます が、 夫れ は 一 體 何う 云 ふ もので 御座います 乎」 

と 0 

成程 私が 露理を 有って 居て 他の 人が 之 を 有たない から 私が 之を俾 へて 遣らう と 云 ふ は 一 寸と M くと 高 

慢のゃ う に 開へ ます、 然し 此事は 基督 敎 で 云 ふ 现 なる もの は M う 云 ふ もので あるか を 知れば 直きに 

解る 事 だと 思 ひます。 

基督 は 自身 を 指して 『我 は露理 なり』 と 仰せられました、 叉 は 『眞理 は汝を 自由に 爲 さん』 と 申され 

ました、 卽ち 字義 上から 巾し ますれば 眞理は 虞理で 御座いまして、 『我 は眞理 なり』 と 云 はれし は實 

以て 傲慢の 絕 頂と 云 はなければ なりません、 然し 基督の 云 はれし 眞现 なる もの は區々 たる 哲學 上の 露 

を 云 はれた ので は 御座いません、 元来 我々 の 靈魂を 救 ふに 足る の 眞现は 大學の 講演に 出席して 敎授 

先生より 傳授 せらるべき もので は 御座いません、 基督 敎の眞 理とは 黄白 を 投じて 買 ふ 事の 出来る 祕傳 

でも. なければ、 亦た 學問 上の 攻究 を 積んで 始めて 悟り 得らる & やうな もので もありません、 亦た 禪窒 


に 結 坐して 幽思を 練ったり、 或は 深山に 蹈 入り 苦行して 發 見し 得る やうの もので も 御座いません、 基 

& の眞哩 なる もの は 至って 簡易なる もので 御座いまして、 之 を 知る は實に 容易い 事であります、 卽ち 

之 を 知る の 困難 は 一 に 心意の 狀態 如何に 依る のでありまして、 一 旦心を 翻して 斯 くと 悟れば 夫れ で S£ 

ら る」 眞理で 御座います。 

左様であります から、 私が 眞理を 得たり と 申した とて、 私 は 別段 私の 學問を 誇る ので は 御座いません" 

亦た 私の 德行 や、 私の 修養 を 誇る 譯で もありません、 私の 申す 基督 敎の 眞理 なる もの は 結局 基督の 敎 

へ 給 ひし 人生 觀 であって、 夫れ は 普通の 智能 を 具へ て 居る ものに は 誰に でも 理解の 出来る 眞理で 御座 

います。 

扨て 其 眞理は 如何なる ものである 乎と 云へば 先づ 一 寸と 斯んな もので 御座います、 

(第一) 人 は 凡 一い 罪人なる 事、 卽ち 前に も 述べた 通り 人 は 凡て 私慾 を趁ふ 者であって、 神の 前に は不 

淨 不潔な る ものであるとの 事で 御座い ます、 人性 K 落說は 素より 基督 敎 の 執って 動かざる 說 であり ま 

す、 斯く 巾 せば とて 人に は 善性がない と 巾す ので は 御座いません、 人 は元來 善に 作られた もので 有り 

ますから 彼は墮 落し たれば とて 決して 彼の 本然の 善性 を 全く 失 ひません、 彼 は 猶だ祌 を 追 ひ 求める の 

心 を 有って 居ります、 彼 は 彼の 目下の 墮落を 悲しむ の、 む を 有って 居ります、 然しながら 是 等の 事 は 彼 

が 堕落せ ざる ものた るの 證據に はなり ません、 丁度 病人が 健康 を 想 ひ 病苦 を 悔いた とて 彼の 病人で な 

い 事の 證據 にならない と 同一 であります、 殊に 今 我々 の 觀察を 個々 の 善人と 稱 せらる 、少数の 者の 上 

に 1  卜さす して 世界 全體 若く は 社會ー 般の 上に 下すならば 此事は 能く 解る だら うと 思 ひます、 御覽 なさ 

い、 人 も 社 會も哲 な德に 進む に 難く して 惡に 退く の 易き を、 善人が 德を全 ふせんと 欲すれば 彼れ は克 
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己して 健闘せ ざる を 得ざる に 引替 へ て、 小人が 惡を爲 さんと すれば 彼の 進路 は 甚だ 易く して 彼れ に贊 

成す る ものが 澤山 居ります、 是は 何も 日本 今： n の 社 會の狀 態の みで は 御座いません、 世界 各國 到る 處 

M 虚も 同じ 事であります、 人 は惡を 好んで 善 を 嫌 ふ ものなる 事 は 少しく 人生の 何たる 乎 を 解した 人に 

は 十分 了解の 出来る 事で あら ふと 思 ひます。 

夫 故に 基备敎 では 或る 哲學 者の 云 ふやう に、 悪と は 不完全と 云 ふ義で 丁度 小兒が 歩行き 得ない やうな 

ものであるとの 說は 斷然之 を 排斥し ます、 基督 敎 の唱ふ る罪惡 なる も の は 道德的 の 罪惡で 御座いまし 

て、 決して 疾病の 類で もなければ 亦た 發 育の 不完全で もありません、 罪 惡とは 罪悪であって 意志の 許 

諾を得 て 行 ふた 罪惡 をば 云 ふので 御座い ます。 

斯う 申す と 直きに 杭 論が 出て 来ます、 「然 らば 東西 すら 知らぬ 無 邪氣の 小兒は 何う する か、 亦た 自然 

と惡ぃ 境遇の 內に 成育 せられた 者 は 何う する か、 小兒の 罪を責 むるならば 宜しく 其 親た る もの を責む 

るが 可い、 社會の 罪人 を責 むるならば 先 づ社會 其 物 を； 賁む るが 可い、 親の 罪 や、 社 會の罪 を 無辜の も 

のに 歸す るの は 甚だ 殘酷 ではない か」 と。 

成る 程 最もら しい 理屈であります、 然し 斯う 云 はれて 見る と 世に は "罪人なる 者 は 一 人 も 無くなる やう 

に 思 はれます、 若し 單に 境遇が 吾人の， 能 を 作りし ものと すれば、 貴むべき は 境遇であって 人で は 御座 

いません、 然し 甚だ 奇態な 事は斯 くも 罪惡的 境遇の 屮 I 来た 事であります、 純淸無 ii§ の小兒 (若し 此の 

如き ものが ありと すれば) を 其 中に 投じ て 置けば 自然と 無私 無愁 の 聖人と 成る やうな 社會は 世界 廣し 

と雖 も何處 にも 御座いません、 啻に 日本に 於て 無い 計りで なく、 欧羅巴で も、 米國 でも 何處 にも 有り 

ません、 或は 生活に 何 不自由の ない 貴 埃の 家庭に ある 乎と 尋 ぬるに 決して 爾ぅ では 御座いません、 無 


い 處 で は なく 貴族 の 家庭 の 腐敗 は 世界 孰れ の國に 到る も 有名で 御座い ます、 若し 家庭 の 淸潔を 云 ふな 

らば そ 貧民の 家庭の 方が 比較的に 宜しう 御座います、 昔時より 最も 暴虐 を 極めた 人 は 宮殿の 裡に育 

ちし 王侯の 族より 出ました、 若し 境遇が 善人 を 作る ものなら ば聖 K 君子 は 常に 華族 紳商の 內 より 出さ 

ふな もので 御座います、 なれ ども 夫れ は 丁度 正反對 であります、 故に 人の 善悪 は 强ち其 境遇に 因る も 

のでない 事 は 明白な事 であると 思 ひます。 

亦た 小兒も 左様であります、 小兒に 罪がない と は事實 ではありません、 小 兒は唯 だ 罪 を 犯す の 力が な 

い 計りであって、 彼 は 其 力の 附き 次第 罪惡を 犯す ものであります、 今日 帝都に 勉學の 目的 を 以て 集合 

する 幾 萬の 青年の 狀態 を御覽 なさい、 試に 彼等の 下宿屋に 於て 爲す 談話 を 聞いて 御覧なさい、 之 を 聞 

くさへ 耳朶が 镜 がれる と 思 ふ 事が あります、 然し 彼等 も 十六 七 年 程 前まで は 愛らし ぃ小兒 であった の 

で 御座います、 彼等 は 其 當時は 慾 を 知らない、 邪淫 を 知らない、 實に 無邪氣 な小兒 であり ましたが、 

然し 追 々と 成長して 種々 の 能力が 加 へられて 令の 青年と な つたので 御座い ます、 往昔 ソ クラ テス は 善 

人 を 作る の 法と して 小兒 を社會 より 全く 遮斷 する 事 を 其 弟子 達に 話した そうであります が、 夫れ を實 

行す る 事は實 際出来ない 計りで は 御座いません、 實 行した 處が 善人の 出来な いのは 確かで あら ふと 思 

ひます。 

斯う 申す と 叉 質問が 起り ます、 「夫れ ならば 人 は、 何う して 罪人に 爲 つたので すか、 若し 世に 一 人 

も 義人が 無い とならば、 義人と 云 ふ もの こそ 不自然の 者であって、 罪人 は 反って 自然の 者で あるで は 

ありません 乎」 と。 

若し して 爾 うならば 實に 大變で 御座います、 罪 惡とは 抑 も， 避くべからざる 天然 自然の ものであると 
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ならば、 敎育も 道德も 何の 必要が なく 全く 地を拂 ふやう に爲 ります、 然し 人類の 常識 はそんな 事 を 許 

しません、 彼 は 惡の 原因 を 哲理 的に は 解し 得ません けれども 罪 惡の實 在す る 事 を 認めて 居ります、 

|§惡を哲理的に說明する^5_-が出來なぃから之を匿正する事を爲なぃのは、 丁度 祖先 傳來の 肺病に 其 原 

w の 不明なる が 故に 治療 を 加へ ない と！： 一  で、 其 結 菜 は兩者 共に 死に 終る までの 事であります C 

扨て 卵惡の 起原に 就て は 昔から 種々 の說 があります、 或 人 は 人類の 始祖が 罪 を 犯した に 依て 其 罪が 遺 

傳 して 人類 全體に 行き渡つ たので ある と 巾ます、 此説は 近世まで 普通 基督 敎 徒^に 行 はれた もので あ 

りまして、 全く 基礎の ない 說 とも 思 はれません、 或は 此 世に 存在す る 人 は此世 以外に 於て 曾て 生 を 有 

せし 者であって、 旣に此 世に 臨む 以前に-罪 惡を 犯した ものであるとの 說 もあります、 是は獨 逸の 神學 

者に して 有名なる ジ ユリウス、 ミュ ルレ ル 氏の 唱 へし 說 であって 隨分强 い 議論の 上に 建てられ たる 說 

であると 思 ひます、 其 他^々 の學說 があります けれども 私 は 今兹に 神學を 研究し やうと して 居る ので 

は 御座いま せんから 喋々 と 之 を 述べ立てません、 私 は 唯 だ 人生 の 事實 有の 俊 を述 ベ さ へ すれば 宜 い の 

であります、 基 1^ 敎の唱 ふる 人類 落說は 人生の 大事 實で あって、 之 を 疑 はんと 欲した とて 疑 はれま 

せん、 之 を 疑 ふ は 徒らに 永く 迷路に 徨ふ 事で 御座いまして、 生涯 中に 囘復の 出来ない 大損 害 を 招く に 

至る 事で 御座ります。 

(第二) 某 督敎の 傅 ふる 第二の 腐理は 基督の 降臨であります、 基督 は 神の 子であります、 卽ち 彼は此 

^以外より 降臨 せられし 者で 御座いまして、 世に は 無私 無慾、 淸絡、 純 結、 己 を 後に して 神 を 前にす 

る 先天的の 義人が 一 人 も 居りません から、 神 は 人類 をして 其 本性に 立 還らせん が爲 めに 特別に 此人を 

送った との 事で 御座います、 此事も 一寸 閜 くと 何だか 變な 話の やうに 聞へ ます、 全體人 以上の 人が あ 


らふと も 思 はれす、 亦た 有る としても 彼が 此 世に 來 らふと も 思 はれません、 然るに 人格 以上の 性 を 具 

へた 人が 人類 を 其墮^ より 救 はん 爲 めに 此^に 臨み 來 つたと は 全く 受取り 難い 說の やうに 思 はれます。 

然し 之が 基督の 尊い 理由であって、 若し 人生に 此の 如き 人の 降臨がなかったならば 人生と は 何と 希望 

のす くない ものではありません 乎、 丁度 基督の 降 批 頃の 事で ありまし たが、 希獵羅 馬の 社會の 腐敗が 

殆んど 其 絶頂に 達して、 政：！ 5 家 も、 敎育家 も、 文學者 も、 哲學者 も 各々 手 を盡す 丈は盡 して 見た が 其 

腐敗 を 防止す る 事が 出来なかった 時に、 或る 羅 馬の 哲學 者が 「若し 天の 神が 直に 人類の 中に 降 来り 給 

ふに 非 ざれば 其 救濟の 希望 はない」 と 申しました、 若し 人の 力に 依て 此罪惡 世界が 救 はれる ものなら 

ば、 そんた 人 は 何處に 居ります るか、 病人 は 病人 を 救 ふ 事 は 出来ません、 不義の 人が 他人の 不義 を 治 

す 事の 出來 やう 害 は 御座いません、 社 會全體 が 腐敗して 居る 時に 其 一 分子た る 人が 立て 之 を 救 ひ 得 や 

う 害はありません、 若し 救 ひ 得るならば 彼 は 社會の 力に 依て 救 ふので はありません、 社會 以上の 力、 

卽ち 神の 力に 依て 救 ふので あります、 故に 社 會を救 ふに 社會其 物に 頼らなければ ならぬ とならば * 社 

會救濟 事業な ど i 云 ふ 事 は 到底 出来ない ことで 御座います、 今の 人が 社 會の罪 を 社 會に訴 へて 何等の 

反 應も無 い の を見 て 失&^1^ に陷 るの は 全く 之が 爲め で あります。 

故に 若し 社會 以上、 卽ち人 以上の 人が 此 世に 降って 來 ないならば 我々 が 此世を 憂 ふると も 如何と もす 

る 事が 出来ません、 其 場合に 於て は 我々 は 獨り世 を 退いて 己 を 潔 ふす るか、 左 もなければ 悲憤 絶望の 

極、 世と 褒鬪 して 討死す るまで 1- 御座います、 爾 うして 之 は 虞 正の 宗敎を 信じない 憂國 家の 常に 執る 

方針であります、 若し 全智 全能の 神が 直に 此 世に 降り 來 りて 我々 の救濟 事業 を 助け 給 ふに あら ざれば、 

我々 とても 或は 坊主と なって 深山に 入る か、 壯士 となって 自暴自棄して 死んで 仕舞 ふか、 二者 孰れ か 
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其 一 を 取らなければ なりますまい。 

然し 此 完備したる 宇宙 はそんな 不完全なる 社 會の狀 態 を 許しません、 若し 祌が 降り 來り給 ふの 必要が 

ありますならば、 彼 は必す 降り 來り給 ひます、 宇 帘 も 人類 も總て 愛と 云 ふ 土毫の 上に 造られた もので 

御座いま すから、 人類が 其， 卵惡の 結果と して 神の 降臨 を 要する やうに なり ますれば、 神 は其榮 光の 玉 

座 を 離れて 人類の 屮に 降り 給 ふて 彼等 を 救 ひ 給 ひます、 人類と は斯 くも 貴く、 斯 くも 神に 愛せら る \ 

もので 御座います、 神の降臨とは人類の翹は1^,"する所でぁって、 之 を 聞いて 我々 は 始めて 滿 腔の 歡聲を 

放つべき では 御座いません 乎。 

斯う 申し まし て も 基督が 人類 の 希 る祌 であるか 無い か をお むる 事 は 勿論 屮 Z 來ま せ ん 、 佛敎 信者 は 

釋迦牟 尼 こそ 其 人 なれと 信じて 居ります、 私 は今玆 で祌學 論に 立 人て 基督 神性 論 を 述べません、 夫れ 

は 他 U の蓽と 致して 今日は 唯 だ 基督 敎が 以て 眞现 として 世に宜 俾 する 處 の眞理 有の 儘に 就て 一一 一一 n ふた ま 

でぐ 御银 います。 

(第三) 茶督敎 の俾 ふる 第三の 眞现は 基督 の 贖罪 と 云 ふ 事 であります、 卽ち 十字架 上 の 基督 の 死に 由 

て 人 問の 罪が 噴 はれ、 此の 喂罪の 恩 惠に與 かりし 者 は 神より 無 is^if の 者と して 認めら る、 と 云 ふ 事で あ 

ります、 是は叉 非常に 奇態な 敎義 でありまして、 多くの 人々 を 躓かせる もので 御 鹿い ます、 啻に 基督 

を 信じない 者 計りで は 御座いません、 之 を 信す ると 云 ふ 人で も 此敎義 を 信じない 人が 澤山 にあります 

彼等 は 斯う. E- します、 「如何に 神の 子 なれば とて 他人の 抓 を 負 ふ 事の 出来る もので はない、 人 は 各自 

に 其 罪 を 負 はねば ならぬ 者で ある、 若し他の者が之を负ふ事が^^來るとならば^に責任など云ふもの 

は 無くなって 仕舞 ふ」 と、 亦た ュ 一一 テリ ヤン 派の 人々 は 巾し ます、 「基督 は 何にも 死んで 我々 の 罪 を 


消す 爲 めに 此の^に 来られた ので はなく して、 高尙 潔，： z なる 生涯 を 送られ 我々 に 潔き 生涯の 例 を 遺さ 

れて、 夫れ で 我々 を 救 はれる ので ある」 と. & します、 亦た 「死 は 人 を 救 ふ ものに 非す して 之 を 爲すも 

の は 生な り」 など k も 申します、 其 他 基督 敎の 贖" の 教義に 對 して は 種々 雜 多の 異論が 御座います、 

然し 私 は 未だ 此敎義 を棄る 事が 屮：； 来ません、 成る 程 履 It の 敎義を 取 除いても 他に 基督教に 立派な 敎訓 

は殘っ て 在る に 相違ありません、 然し 爾 うする と聚 書と 云 ふ 書 は マ ル ッ きり 自家撞着の 書と なって 仕 

舞います、 夫れ はま だし も宜 いとして、 前に 述べました 基督の 救濟 なる 事が 殆んど 全く 實の 無い 事に 

なります、 救 濟とは 勿論 罪より 救 はれる と 云 ふ 事であります、 そして 靠 より 救 はれる と は雜を 免され 

ると 云 ふ義で 御座いまして、 罪 を 免され るに は 之 を 贖 はなければ なりません、 頌 はれす して 免され る 

やうな 罪 は 罪に して 罪で ない のみなら す、 贈 はすして 免す やうな 神 は 神に して 神で は 御座いません、 

罪と は 世に 能く 云 ふ 「若い 時の 屮 I 來心」 位な 遣り 損 ひではありません、 5非 と は 神の 定め 給 ひました 宇 

{由 の 大法 則 を 犯した 事で 御座いまして、 實に 恐ろしい 事で 御座います、 凡て 此^に 在りし 者 は 何ん も 

罪 を y 犯した 者であります から、 今 また， 非 を 犯した 迚 左程 恐ろしい 事を爲 たやう に は 思 ひません が、 聖 

い 神の 眼から 見 給 ひました 時には 世に は 罪 ほど 恐ろしい、 亦た 機ら はしい 物 は 御座いません、 祌を敬 

はすして 自己 を 貴び、 誇り、 怒り、 慾に 耽り、 名利 を 追求め て、 人 は 人た るの 特權を 放 焚す るに 至り、 

其 結 菜と して 彼の 眼 は 神の 榮光を 見る 事が 出來 なくなり、 彼の心は限りなき愛を感する^5^が屮：：來ぬゃ 

うにな り、 終に は 彼の 精祌 は痲摔 して 肉體の 死と 共に 消失す るに-至 るので 御座います、 斯 くも 恐し い 

も の で あります から 人間 は 何う しても I 卵より 救 はれなければ たりません、 卽ち 心の 巾より 罪の 念が 消 

えて 我々 が 其 罰 を 被らな いやう にならなければ なりません、 勿論 斯う なる に は 我々 が悔 改め をせ なけ 
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れば なりません、 然し 悔 改めの みで は 罪 は 全く 赦 されません、 亦た 實際を 中し ますと 赦 されない 罪 は 

悔改 むる 事の 出来な いもので 御座い ます。 

と其聩 ひの 事 は 非常に 六ケ 敷い 問題でありまして、 到底 兹で 充分に 御 話し 巾す 事 は 出来ません、 然 

し 唯 だ 一事 だけ 基督 信者の 疑 ふ 事の 出来ない があります、 是は 卽ち隳 の 事 i< で 御座います、 如何 

の 理由 か は 夫れ は祌學 上の 問題と 致して 置きまして、 神の 子 基督が 我々 の爲に 十字架 上に 賴 罪の 血 を 

流が されし と 云 ふ 事 を 聞き 且つ 之 を 信す るに 至ります ると、 罪なる もの は 始めて 我々 の 上に は 力なき 

ものと なり、 我々 は 罪を惡 み、 義を 愛し、 今日まで は 何となく 遠ざかって 居た 神 を眞に 我々 の 父と し 

て 認め 51： る やうに なり、 生涯が 光澤 を 生じて 樂 しくな り、 死が 恐ろしく 無くなり、 我々 の 仇敵まで が 

愛すべき ものと なり、 非常な 變 化が 我々 の 心中に 起る に 至ります、 若し 是れ が單に 迷信の 結果で ある 

と 冷 _許 する 人が あれば 夫れ まで f あります、 然し 一 度び 躓 罪の 恩惠を 感得した もの はァゥ ガス チン の 

やうた 推理 學者 でも、 グラ ッ ド ス ト ンの やうな 博學な 人で も、 誰でも 彼で も 之に 優る 爲现は 宇宙 問に 

また 無い と. & します、 罪と 云 ふ もの は 人世に 非常に 深く 浸み 込んだ 痼疾であって、 之 を 取 除く の 法 も 

亦 容易に 人間の 學問を 以て 解釋し 得る もので は 御座いま せんと 見えます、 然し 基督 敎には 確かに 之 を 

其 根柢から 刈 除す るの 途が あるので 御座います。 

—s ほ此 外に も 基督 敎の傳 ふる 眞理は 大分あります が、 先づ前 巾し ました 三者が 一 番 大切な もので あら 

ふと 3^ ひます、 それで 斯うして 見ます ると 基督 敎の 眞理 なる もの は 世人の 所謂 眞理と は 大分 違 ひまし 

て、 決して 區々 たる 學問 上の 眞理 ではなく、 事實 上、 實際 上の 眞理 である 事が 分ります、 卽ち 是は眞 

理と 申さん より 寧ろ 福音と 申すべき ものでありまして、 眞理に は 相違ありません が、 我々 の 智力 を滿 


足す るに 先って 我々 の 心、 卽ち 我々 の 全身 に 幸福 を來 たす 音信 で 御座います、 故に 之 を 信す ると 云 ふ 

は 之を說 明す ると 云 ふので はなく して、 丁度 飢娥に 迫る 者が 食物に 有り 附 いた 時の や ふに、 懐疑に 懐 

疑 を 重ねて 人生の 巷 衢に徨 ふて 居た 者が 我 を 救 ふの 唯 一 の 人生 觀 として 抱懐す るに 至る もので ありま 

す、 爾 うして 此の やうな 偉大なる 恩 惠に與 かり 得る 事 は是亦 我々 の 自ら 誇るべき 事で なくして、 此恩 

惠は 神が 我々 微々 たる 者 を憐み 給ふ餘 り、 我々 の 愚昧 を も 咎めす して 我々 に 降し 耠 ひし 默 示に 依りし 

ものであります から、 我々 は 感謝して 之 を 受け 奉る と 同時に、 亦た 及ぶ 丈け の 微力 を盡 して 之 を 他に 

傳 ふる 義務の ある 事 を覺る 次第で 御座います。 


第三 囘 聖書の 事 


今囘は 聖書の 事で 御座います、 之も隨 分六ケ 敷い 問題であります、 否え、 ^に 六ケ 敷い ので は 御座い 

ません、 人が 寄って 集って 六ケ 敷く したので 御座います、 基督 敎は 何う 云 ふ宗敎 である 乎と 云 ふ 事が 

解り さ へ すれば、 聖書 は 亦た 如何なる 書で ある 乎と 云 ふ 事 を 知る に 左程 六ケ 敷く は 無い と 思 ひます。 

先づ第 一 に 私 は 聖書 は 何んで 無い かに 就て お話し を 致し ませ ふ、 

第一、 聖書と は 世に 謂 ふ 所の 經文 では 御座いません、 卽ち之 を讀ん だとて 夫れ で 功德が あると いふ 書 

物で は 御座いません、 聖書 とても 矢張り 人の 手 を 以て 書かれた 書であります から、 其 中に 書いて ある 
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を 除い て は 書物 其 物 は 他 の 書物と 少 しも 異な つた もので は 御座いません。 

第二、  書 は 到底 解し 難い 書で は 御座いません、 架 書 も 亦た 矢張り 他の 書物と 同じ やうに 世人に 讀ま 

れんが 爲 めに 霄 かれた ものであります から、 適 常の 方法と 精神と を さ へ 以てすれば 必す 解釋し 得る の 

書で なければ なりません、 §4 書 を 以て 到底 解し 得 ら れ ぬ 書と 觀す れ ば こそ 之 を祌様 の 守 札の やうに： 1： 

にか 其 内に ^思議な 利" 化の ある もの」 やうに 思 はれる の で 御座います。 

第三、 |^,誓は祌が書ぃた書物では御座ぃません、 聖書 は 矢張り 我 々と！： 等の 人が 書いた 書物で ありま 

す、 故に 之 を 以て 毫末 も 無 g_ い 無缺の 書と 見る 事 は 出来ません、 時には 年代の 齟齬して 居る 所 も ありま 

せう し、 人名の 書き 問逮も ありませ うし、 偶に は 聞き 惡ぃ 一一 一一 E 語の 使って 有る 事 もあります、 亦た 文法 

上の 錯誤 も 大分 御座いませ ふ、 或 人々 が 聖書 を 以て 神が 人間の 手 を 執て、 丁度 學 校の 先生が 小 兒の手 

を 執つ て 手 習を爲 せる や ふに 書かれた る ものであると 思 ひます の は、 此の 尊 K すべき 書物 を 反つ て 汚 

す ことであります。 

第 1:、 架 書 は 科學、 又は 文學、 乂 は歷史 書で は 御座いません、 勿論 その 中に 其 書かれし 時代の 科學 

を も窥ふ 事が 出来ます、. 亦た 歷史 の參考 書と して は 聖書 は：^ 取 も價航 ある もの、 一 つで 御座います、 殊 

に 美文と して は^ 書 は 世界の 文學 中で 第一 位 を 占めて 居る ものであります、 然しながら 聖書 は 科學、 

歷 等 所謂 世の 智； i なる もの を 目的と して 書かれた 書物で は 御座いま せんから、 智識 を 目的と 

して此書を研究致しますると^：^だ失望致します。 

第五、 ^ま！ 2 は 一 人の 人 i 書いた 書物ではありません、 亦た 一 時代に 成り 上った 書で も 御座いません、 

多人数に 依て 幾 w の 星霜 を經て 成った 書物であります から、 隨 つて 其の 文 體も雜 多で あり、 其 記者の 


着眼 點も 種々 で 御座います、 夫れ であり ますから 書 は 寧ろ 書 文集、 叉 は樂書 文庫と でも 云 ふべき 

もので 御座いまして、 之 を單に 聖書と 云って 一 冊の 書物の や ふに 學 ぶと 其註釋 上に 大分 混雜を 感じ ま 

す。 (希 職 語で 架 書 をば wihlia と ft- します が 之 は 卽ち文 俄 A の 意 だ そふであります )o 

以上の 事項 を 心 巾に 留めて：. きます ると 聖書に 關 する 私共の 思考が 幾分 か 明白に なると 思 ひます。 

夫れ ならば §ぉ ま m と は 何ん な 極 類の 書で ある 乎と 巾し まする に先づ 斯うで 御座います。 

(甲) 聖書 は 神の 靈に 感じた 人の 書いた 書物で 御座います、 此 感化 を 受けて 書く 時には 平 々凡々 何 

人 も 知って 居る 事柄で も 全く 新ら しき 意味 を 以て 書かれる もので 御座います、 聖書が 普通の 古代史の 

やう に 見え て實は 全く^ 物で あるの は 全く 之が 爲 めであります， 祌 の 心を以 て 宇宙人 生の 萬 事 萬 物 を 

觀 察した 其 結 rai- が 聖書と 成 つて 現 はれた の で 御座 い ます。 

O0OOOO00OOO0OOOOOOOOOOOOOOOO 

(乙) 聖書 は 祌の聖 意 を 人類に 傳 へんが 爲 めに 書かれた 書であります、 是れが 卽ち其 記す る 所が 度 

度 我々 の 思 ふ 所と 趣向 を 異にする 现 由で 御座います。 

エホバ 宜給 はく 我が 思 は 爾曹の 思と 異なり、 我が 道 は 爾曹の 道と 異なれり、 天の 地より 高き が 如 

く 我が 道 は 爾曹の 道よりも 高く 我が 思 は 爾曹の 思よりも 高し (以 賽亞書 第五 十五 章) 

其 使用して ある 文字の 全 體に 平易で ある 事 や、 其 語調の 全體に 平民 的で ある 事 は 確かに 普通 一般の 著 

述 {V ぶ の 筆に なった もの と 異な つ て 居る 證據で あ ると 思 ひます、 殊に 其 中に 含ん で 居 る 倫理 道 德の觀 念 

は 全く 人の 思想 外に 出で、 先づ 一 度 は 之に 向って 大反對 を 試みなければ 之 を 信す る 寧が 出来ない 程の 

もので 御座います。 

O0OOOO0OOOOOOOO0OOOOOO0OOOOOOOO 

(丙〕 聖書 は 人類の 救 濟に關 する 神の 行動と 其 順序と を 述べた 書であります、 前に も 述べました 通 
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り 人類 全 體は祌 を 離れて 罪惡の 中に 沈淪 しつ k ある 者で 御座いま すから、 祌は 原始より 共 救 濟の途 を 

設けられました、 元 來此途 と 巾す もの は 世の 始を 以て 始まり、 亦た 世の 終 を 以て 終る もので 御座いま 

すから、 聖 ^ 書の 記事 は 人類の 歷史と 併行して 居ります、 神 は 如何にして 人類 を 救 ひ 給 ふか、 又 我々 人 

類 は 神が 書に 於て 示された 方法に 则 つて 如何にして 同胞 を 救 はん 乎、 と 云 ふやうな 事柄に 就て は聖 

書 は 最も 明瞭に 我々 に敎 へ て 居る と 思 ひます、 然し 前に も 申 上た 通り 聖書に ある 救^法 は 我々 の 夫れ 

と は 全く 異なって 居ます から、 我々 が 全く 世俗より 離れざる 以上 は 聖書の 救 濟法を 以て 眞正 唯一 の も 

のと 認 むる 事 は 出来ません。 

OOO0O000OO0O0O00000000000000O 

(丁) 聖書 は 一名 之をィ H ス キリストの 俾 記と 云 ふても 可い と 思 ひます、 其舊約 書なる もの は キリ 

ストが 此 世に 生れ 來 るまでの 準備 を 述べた ものであって、 新約 書 は キリストの 此 世に 於け る 行動 や 或 

は 直接に キリ ストに 接した 人の 一一 一一 口 行 等 を 傅へ たもので あります、 若し 聖書の 中から 基督と 云 ふ 人物 を 

取 除い て 見るならば 丁度 穹 形の 石橋より 榧 石 を引拔 いたやうな もので 御座いまして、 其 全體が 意味 も 

形 像 もない ものと なる だら ふと 思 ひます、 聖書の 解し 難いの は 其 文.：？ f の六ケ 敷い ので はたく、 亦た 理 

論の 込み入って 居る 譯 でもた くして、 赏に 某： 督 が其樞 石で ある 事が 解らない からで 御座います、 夫れ 

故に 一 度び 基督と 彼の 眞意 とが 解り さ へ すれば 聖書 程 面白い 書 は 世の中に 亦と 無く、 叉是 ほど 讀み易 

い 書 は 無い やうに なると 思 ひます。 

(戊〕 一一 一一 一！： にして 申し ますれば 聖書 は 神に 就て 書いた 書であります、 卽ち祌 の 本性、 神の 意思、 祌 

の！ » 能、 祌の 慈愛と 云 ふやうな 事柄 は 聖書が 最も 明白に、 亦 最も 眞實に 我々 に敎 へて 吳れる 所の もの 

であります、 勿論 他に も是 等の 事項に 就て 記載した る 書が 無い ので は 御座いません、 然し 些の 暖味模 


糊た る 事無く、 恰も天日を仰ぎ睹るが如き明瞭を以て祌を吾人に傳ふる書は外には決してぁりません- 

加^：書は其冒頭に 『如是我聞』 と は 曰 はすに、 『神 曰 ひ 給 ふ』 と 申します、 聖書 は 神の 存在 を證據 立て 

ん とは爲 さすに 『原始に 神 あり』 と 申します、 聖書 は 其 文體に 於て 直感的なる 計りで は 御座いません. 

t のち. U り 

其傳 ふる 眞理に 於ても 決して 想像 的 や 推理 的ではありません、 人と して 面前 神 を 見た 者はありません 

が 、 聖書 の 記者 は 皆な 心に 直接に 神 を 感じた 者であります、 夫れ 故に 神 を 知らん と 欲するならば 此聖 

書に 賴 るの 外 は 御座いません。 

聖書と は ち 斯う 云 ふ 書であります、 祌の事 を 人が 傳 へた 書であります、 人が 傳へ たのであります か 

ら其 巾に 多少の 缺點が 無い と は 申されません、 然し 神の 事を傳 へたので すから 非常に 貴い 書で 御座い 

ます 0 

聖書 は 勿論 崇拜 すべ き 書ではありません、 基督 信者 は 日蓮 宗の 信者が 題目 を 法 華經に 向って 唱 へ る や 

うに、 聖書に 對 して 神に 向つ て 奉る やうな 尊崇 を 奉つ て はなり ません、 縱令ひ 聖書が 貴い と は 云 へ是 

は 人手に 依て 成りし ものであって 決して 神ではありません、 或 人が 聖書 を 日本の 神々 の 守 札の やうに 

思 ふて、 之を懷 中して 居れば 何か惡 魔で も 除 けられる やうに 思 ふて 居る のは大 間違で 御座います、 聖 

書 は 何も 脚下で 蹈む べき ものではありません が、 然り とて 神棚に 上げて 香 花 を 奉る べき 害の もの で も 

御座いません、 聖書 は 矢張り 神の 造り 給 ふた 天然と 同じ やうな 物であります から、 我々 は 之 を 利用し 

て 我々 の 救 濟を全 ふすべき 害の もので 御座います、 聖書 を 利用し ないで 之 を崇拜 する 者 は 神が 人類に 

賜 ひし 此 賜物 を 無用に する 者であります、 世に は 聖書 崇拜 なる 者が あります が、 其 神の 聖 意に 房り、 

矢張り" 4 惡の 一種た る 事 は 偶像 崇拜 にも 劣りません。 
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然 らばと て 亦た 此書は 神 の 聖 意を傳 ふるもの で あ ります から、 我 々 は 非常の 敬虔 の 念を以 て 之 を讀ま 

なければ なりません、 書 は卽ち 書なる に は 相違ありません が 非常に 貴い 書であります、 少く とも 非常 

に 腐 面！ n なる 人々 の 書いた 書であります から、 我々 も 亦た 之 を讀む 折に は 新聞紙 や 小 說を讀 む の 心 を 

以てして はなり ません、 管に 謹し まねば ならない 計りで はなく、  I の 所謂 批評眼なる もの を 以て 唯 だ 

其缺 點を發 見せん とする やうな 卑劣な 根性 を 以てして はなり ません、 ^問に は 宗敎學 者と 申す 面白 半 

分に 宗敎を 研究 せんとす る 者が あります、 彼等 は 比較 宗敎 とか 唱へ て、 自身 を 全く 宗敎 以外に 置いて I 

釋迦ゃ 基督の 宗敎に 是非の 批評 を 加へ て 大學者 振る 者であります、 然し 彼等が 宗敎を 理解し 得ない は 

勿論で 御座います、 基督 敎が 如何に 平 なれば と. S. して 我 國なマ 日の 文學 博士 位に 解剖し 得らる、 もの 

ではありません、 I お J 曰と は 其 記者が 心血 を 絞 つて 書いた もの で 御座 い ます、 眞面 HI の 人の みが 露 面目 

の 人の 作 を： t する 攀が 屮 I 來 ます、 偽 折：： 學者聚 に は 書 は 勿論凡 て 世界 の 大 文 學な る も の は 決し て 解 り 

ません。 

斯う. m. すと 或 人 は 云 ひます、 「夫れならば§\^書は3:ぅして讀んだらば宜ぃ のでぁります乎、 之 をせ- ル拜 

して はならない と 云 ひ、 雨う かと. m 'せば 又 之を讀 むに 敬虔の 念 を 以てせね ばなら ぬと 云 ふ、 然 らば 我 

我 は M を 標準と して 欺 書を讀 めば 宜しい の 乎」 と。 

聖書 は 神 の 事 を 書 い た 書であります から 勿論 祌 W ドの もの を I- 準と して 讀む事 は 出来ません、 然し 神 

に 就て 書いた もので あるか ら祌其 物で は 御座いません、 夫れ 故に 聖書 を眞正 に 讀ま ふと 思へ ば 我 々 は 

直接 に 神の 感化 を 受けねば なりません、 祌は 書よりも 大 なる 者で あ ります、 故 に |^:書 に 書いて ない 

事をも神は我々の心に吿げ給ふ^*が御座ぃます (約 翰傳第 十六 章 十三 節 を參考 なさい)、 我々 は先づ 


直 妾に 祌 より 聞かねば なりません、 我々 の眞 正の 敎師は ィザャ や ョ ハ ネゃパ ゥ 口で はなく して 天 の祌 

彼 自身 で あ り ます、 先 づ 祈禱を 以て 直に 神に 接し、 直に 神の 言辭を 心に 受けません ならば 我々 は 聖書 

は 卽ち神 の 言 辭 であると 云 ふ 事が 解りません。 

卽ち 我々 は 聖書 以上の 判斷を 以て §A 書 を 解さなければ なりません、 然し 此判斷 は 我々 の 智識で はなく 

して 神より 我々 が 直接に 受 くる 事の 出来る 光明であります、 此 光明な くして 聖書 を讀 めば 我々 は 架 書 

の扠隸 となる か、 左 もなければ 其 文學的 批評家と な りて 其內に 示して ある 大切の 眞理を 少しも 解せ ま 

せん〕 

雨う すると 义或人 は 巾し ます、 「若し 神 は 聖書な くして 知り 得る ものなら ば 我々 聖書 を讀 むの 要は： E 

處 にある 乎」 と、 一寸と 强 ぃ反對 論の やうに 聞へ ます、 然し 斯く云 ふ 人 は 未だ 祌は 人類に 取て は 第一 

に確實 なる 實在 者で あると 云 ふ 事 を 知らない 人であります、 世に 祌 ほど 我々 に 近い もの は 御座いませ 

ん、 祌に 較べて 見れば 我々 の 妻子 眷族 は智な 遠い 姻戚であります、 祌に敎 へられす して 我々 は 外物 何 

一 つと して 知る 事が 出来ない のみなら す、 我々 自身 を さへ 自覺 する 事が 出来ません、 裏書に 如何程 祌 

が あると 書て あら ふが、 神が 直接に 我々 の 心に 自顯し 給 ふに あら ざれば 我々 は 神 を 知る 事の 出来ない 

ものであります、 我々 は 何も 聖書の 語に 依て 神 を 信じた ので は 御座いません、 聖書が 我々 の實驗 する 

事 を 書き 示して 居る から 我々 の 信仰が 確め られ たのであります、 凡て 書物と 云 ふ もの は 何ん な 書物で 

も 我々 に 新ら しき 黄 理を敎 へて 吳る ものではありません、 我 々 に最も多く^^：ハ俭を與 へ て 吳れた 書物と 

は 我々 の 實驗を 最も 多く 確め て 吳れた 書で 御座います、 實に 我々 の 智識なる もの は 同意 者 を 得て 始め 

て 確.；； たす る ものであって、 殊に 祌に關 する 智識 は 此の 同意 を 要する 事の 一 暦 多い ものであります、 聖 
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書が 我々 に 取て 無上の 經典 たるの 理由 は 他の 書物が 決して 與 へて 吳 れぬ贊 成と 同情と を 我々 に 供給す 

るからで 御座います。 

我々 は 勿論 新ら しい 事實を 他の 人から 聞く 事が 出来ます、 我々 は 生れながら にして ァ ブラ ハ ム ゃィサ 

クの歷 史上の 事實を 知る 事 は 出来ません、 叉 我々 が 救世主と して 仰ぐ 耶穌 基督の 生涯に 關 する 簡略な 

る 事柄で も 之 を 聖書に 於て 讀ま なければ 他に 知る の途 はありません、 其歷 史上の 事實を 知る は 叉大に 

我々 の 信仰 を 確め る 事で ある はん マ改て 一一 一一 11 ふまで も 御座いません、 然しながら 歷 史上 の 事實 は眞理 で は 

ありません、 神 は 愛な りとの 眞理は 聖書が 之 を 傅 ふるが 故に 我々 が 之 を 信す るので はなく して、 我々 

が 旣に斯 く あらん、 斯 くも あれ かしと 念じつ k ありし 時に 幸に も此 天来の 啓示に 接した から、 我々 の 

豫 ての 希望が 滿た されし やうに 感ぜられて 飛 立 つ 計りに 喜で 之 を 信す るので 御座います、 神 は 聖靈を 

以て 直に 我々 の 心に 顯 はれ、 聖書 を 以て 彼の 自顯を 補 ひ 給 ふので あります、 縱し 聖書が 無い としても 

我々 は 神 を 知る 事が 出来ます、 然し 明白に 彼を認 むる 事 は出來 ません、 聖書な しに 祌を 見る の は 丁度 

朧月夜に 月を昆 る やうな ものでありまして、 見る 事の 出來 ない 事はありません が、 唯 だ ボン ャリと 見 

える 丈け で 御座います。 

神と は實に 斯う 云 ふ 者であります、 祌を 知る の は 他の もの を識 るのと は 違 ふて 居ます、 卽ち 唯一 の實 

在 者た る 神 は 彼 を 知ての み識り 得る 者であります、 祌を 知て 神を識 ると は 何んだ か迂囘 極まる 語の や 

うであります が、 然し 神 を 知る 法と て は 唯だ此 一 途 あるの みで 御座います。 

左様であります から 我々 は 聖書 を 研究 致します が、 其傳 ふる 眞理の 註解に 至て は 一 に 神の 示顯を 待た 

ねばな りません、 例へば 約翰傳 第三 章 十六 節に 『それ 神 は 其 生た まへ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世の 人 を 愛 


し 給へ り此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡る こと 無して 永生 を受 しめんが 爲 なり』 と 書いて あります が、 此 

聖語を 文法的に 解剖し やうが、 或は 哲學 的に 說 明し やうが 夫れ は 夫れ まで^ありまして、 我々 が 其 意 

味が 解った と は 中され ません、 然し 何時か 神の 聖靈が 我が 心に 降りて、 我れ 我が 罪の 深き を覺 ると 问 

時に 神の愛の 限りなき を 知って、 約 翰の 記る せし 此の 聖 語の 事 實其ま \ である 事 を 信す るに 至る ので 

御座います、 故に 神の 惠に與 からん と 欲する 者 は 未だ 之に 與 からざる 時と 雖も 能く 聖書 を 讀んで 置か 

ねばな りません、 何故 なれば 聖書に 暗く し て 此實驗 を 有つ 事が ありまして も 其 人 は 其 事 の 事實で あ る 

乎 否や を 確め る 事が 出来ません、 聖書 は祌に 接する 時の 我々 の 實驗錄 とも 云 ふべき もので 御座います 

から、 之に 明るく ある 時には 我々 の 進歩が 非常に 早う 御座います、 そして 一 體 に聖， 書 を 知らざる 者の 

祌に關 する 智識 は 實に遲 々たる もので 御座います。 

斯く 見れば こそ 聖 一書の 聖書た る 價懷が 解かる ので あると 思 ひます、 聖書 を 神と 同等の ものと 見たり、 

或は 聖書 以外に 神の 言辭は 吾人に 降る もので ない と 思 ふたり 致し ますれば、 聖書 は 我々 に 取て 非常に 

窮屈な 書物と なり、 其 結果た る 我々 が 聖書 を 嫌 ふやう になり、 終に は 神まで を棄る やうに 立 至る 事が 

あります、 g ネ： 書 を崇拜 する のみで 之 を 利用す る 事を爲 ない 者の 雜の 結果 は 何と 恐ろしい もので は 御座 

いません か。 

まだ 聖書に 就て 申 上たい 事 は澤山 御座います、 然し 夫れ は 後日の 事と 致して 置きまして、 今日は 唯 だ 

其 何物で あるかと 云 ふ 事と、 亦た 是を讀 みます る 精神と 方法と を 申 上げた まで f 御座います。 
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第四囘 祈 禱の事 


私 は 祈禱を 致します る、 大抵 毎日 朝晚 二度 致します る、 或る時 は 終日 祈り 績 けます る、 私の 祈 禱は多 

く 默禱で 御座います、 卽ち 獨り默 つて 心の中で 念す るので あります、 私 は 前に も 御 話し 屮 しました 

通り 敎會へ は屮 I 席 致し ま せんから^に 正式 的に は 祈りません、 然し 私の 家族 や 5:た 卞-を 狼め て 祈り ます 

時には 矢張り 聲を 出して 祈ります、 叉 或る時 は 私 は 遠く 人な き 里に 注って ズリ： .，：- を. に 戴き、 山野 を 前 

に 営て k 獨り聲 を 投げて 祈る 事 も 御座います、 此 折に は 私の 祈 禱の聲 を 聞き 居る 者と て は 天上に 在す 

祌 の 外 は中签 に 翔る 鷲せ？ の 類と 枝 頭に 囀づ る 小鳥 計り で あります、 私 は獨り で 郊外 へ ？.^ 歩に 出 懸る時 

は 大抵 斯う 云 ふ 祈 仕を致します。 . 

然 らば 私 は 何ん な 車 を 祈る かと 屮 します るに、 私 は 私自身の 幸 一 i を 祈りません、 家 ：2： 安全 だと か、 商 

寶檠： i だと か 云 ふやう な氣 ai 勝 乎 の 祈禱は * 督敎 の 神の 聽ぃ て 下さる 祈禱で な い 事 を 私 は 知 つ て 居り 

ます、 私の 神 は 其 人の 何商資 に從 事し 居る かに 關 はらす、 多くの 赛錢を さへ 捧げて 祈る 者に は 利幅 を 

與 ふると か 云 ふ大黑 天の やうな 神様で は 御座いません、 又は 子孫 七 代の 福 分 を 取て 我が 一 身に 加 へ て 

下さると云ふ！^ー天のゃぅな祌様でも御座ぃません、 叉 は 仇 を呪詛 する 爲め丑 刻詣の 祈願に 耳 を 傾けら 

る、 と 云 ふ 金昆羅 の や う な 神様で も 御 いません、 私の 神 はそんな 劣等， な る 祌樑と は 全く 遠 ひ ます、 


卽ち義 と 愛との 神であります から、 我の 私 愁を念 ひ、 他人に 害を與 へる やうな 祈願 は 一 切聽 いて 下さ 

りません、 ， 只 夫れ 計りで はなく、 此の 如き 祈 禱を爲 す 者に は 反って 嚴罰を 加へ 給ふ祌 であります。 

^の 禱の 大部分 は 祈願で は 御座いません、 私 は 先づ滿 腔の 感謝 を 以て 私の 祈禱を 始めます、 私は斯 

くも 麗 はしき {.rH 由に 生 を 給 ひし 事に 就て 私の 神に 感謝 致します、 私 は 私に 良き 友人 を 給 ひし に 就て. 

私に 身を委 ぬべき 事業 を 與へ給 ひし 事に 就て、 私に 是非 善惡を 判別して 正義の 神 を 求む る 心 を 與へ給 

ひし 事に 就て、 殊に 私が 神より 離れて 私利 私慾 をのみ 追求せ し 時に 當て 私の 心に 主 イエ ス、 キリスト 

を 現 はし 給 ひて 私の 靈魂を 其 救 一 C の途に 就かし め 給 ひし 絶大 無限の 恩惠に 就て 深く 感謝 致します る、 

さう して 感謝の念が 私の 心に 溢れます る 折に は 私 は 路傍に く 革： 茱の爲 めに 感謝 致します、 私の 面 を 

吹く 風の 爲 めに 感謝 致します、 亦た 朝早く 起き 出で k 東天に 黄金色の 漲る 時な ど は 思 はす 感謝の 讚美 

歌を唱 へ る 事 も 御座います、 夫れ 故 實に或 時 は 私の 祈禱は 始めから 終りまで 感謝の みで 了る 事が あり 

ます、 亦た 恩惠の 身に 餘 つて^に 祈る ベ き i5s- のない 事 も 度々 あります、 夫れ であります から 之 を 祈禱 

と 云 ふより は 寧ろ 感謝と 云 ふ 方が 適 當だ とも 思 ひます。 

然し 何分 弱き 私の 事で ありま すれば 私に も 矢張り 願 ひ 率が 御座います、 感謝 を 了へ た 後に 私 は 私の 心 

中に 存 する 祈願 を 私の 神の 前に 述べます る、 私 は 先 づ祌の 正義が 此 世に 勝って 世の 不義 不德が 凡て 失 

败に 終らん 事 を 祈ります、 私 は 勿論 私の 愛する 口 本 國の爲 めに 祈ります、 之 は實に 私の 耐禱 の大 眼目 

であり まする、 其 露 正 の 君子 國 となり て 人類の 進歩と 改善と に大に 貢獻す る 所 あらん 事 は 常に 私 の 念 

頭 を 離れない 祈願で 御. 座い ます、 私 は 亦た 殊に 神が 私の 國 人の 中より 多くの 義人 を 起し 給 はん 事 を も 

熱心に 祈ります、 爾 うして^ は 神 は 確かに 日本 國を惠 み 給 ふと 信じます る 故に、 夕 暮靜に 西に 向って 
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獨り； I ；邊て 祈ります る 時な ど は、 遙に 富士山の 麗 はしき 姿 を 見て、 私の 國の 將來に 就て 失せなん とす 

る 私の X 布 til- を恢 役す る 事が 度々 御座います、 斯う 云 ふ 美 はしい 國を 我等に 投け賜 ひし 天の 神 は 何時か 

一 度は此 國を聖 き： 大國の やうな 國に爲 さすして は 歇み給 はざる べしと 私 は 密かに 思 ひます、 斯 くして 

私 は 新聞紙 上で 讀 みし 社 會の 罪惡を 私の 神の 前に 訴 へまして、 其 救濟の 希-ぎと 約束と を 私の 心に 受け 

て 感謝 致します る。 

私 は 勿論 私の 從 事して 居る 事業の 爲 めに 祈ります る、 然し 私は必 すし も 成功 をば 祈りません、 成功す 

ると 失收 すると は 私 は 全く 之 を 神の 聖 意に 任 かせます る、 私 は 只 だ 夫れ が 神の 名 を 汚す に 至ら ざらん 

^をば 祈ります、 私 は 夫れ が 多くの 私の 同胞 を裨 益す るに 至らん 事 を 祈ります、 素と./ \ 私の 事業な 

. る もの は 私自身 を 利 せんが 爲 めに 起した ものでありません から、 私 は 偏に 私の 神に 祈る に 其 創業 當初 

の 精神と 目的と に 適 はん 事 を 以てします、 私 は 亦た 私と 共に 身 を 犧牲に 供して 私の 從事 する 事業に 從 

事して 居る 私の 同僚の 爲に 祈ります る、 私 は 私の 不明の 爲 めに 彼等が 失敗に 終 はら ざらん 事 を 切に 祈 

ります、 之 は 實に或 時 は 私に 非常の 熟 心 を 喚び 起す 祈禱の 題目で 御座います、 私 は 私自身の 決心 を以 

て^の 舆 論に 反いて 唯 だ 私の 祌を 信じて、 私の 今從 事す る 事業に 身を投じた 者であります から、 其爲 

めに 私が 失敗 致さう とも 夫れ は覺 悟の 前で 御座います けれども、 不肖なる 私 を 信任して 私と 浮沈 を 共 

にす る 五六の 友人が 私自身の 不明 不信の 故 を 以て 若しもの 事 失敗 恥辱に 終らん 事 は 私の 考 へても 堪え 

られ ない 所で 御座います。 

私 は 叉 私の 憐 むべき 家族の 爲 めに 祈ります、 彼等 も 亦た 憐 むべき 弱き 私に 頼る ものであって、 私 は 唯 

だ 神より 來る 慰めの 外に は 彼等に 何の 樂をも 供す る 事 は 出来ません、 彼等に 芝居 を 看る の快樂 はあり 


ません、 彼等に 寄席 遊山 や 其 他 世間 有り 觸れの 娛樂は 一 つもありません、 被 等 は 只管に 私に 賴り、 朝 

かち 晚 まで、 一週の 始めより 終りまで、 唯 だ 同胞の 爲 めに 善を爲 さん 事 をば 心 懸けて、 節儉を 守って 

家計 を 支へ、 無き も 同然の 產を 割いて 他人に 施して 居ります、 然るに 其 報酬と して 彼等が 受 くる もの 

は 私よりの 折々 の 叱責 位で 御座います、 私 は 之 を 思 ふ 時には 心が 張り 劈く る 計り 憐れに 思 ふ 事が 御座 

い ます、 然し 私共 は當 初から 志士が 戰場 に 在る の 心 持を以 てん r 日の 職に 在る 者であります から、 此ゃ 

うな 事に 餘り心 を 痛めて はならない と 思 ひます、 故に 私 は獨り 私の 神の 前に 語ります る 時 は、 神が 私 

の 家族 を 惠み給 ふて 彼等の 上に 豐 かなる 神の 祝福 を 垂れ 給 はん 事 を 偏に 祈る ので 御座います。 

私 は 又 私の 友人の 爲 めに 祈ります、 時々 は 其 名 を 指して 祈ります、 特に 彼等の 中で 義の爲 めに 迫害 を 

受く もの、 叉 は 貧の 爲 めに 苦しむ 者の 爲 めに 祈ります、 叉た 或る時 は 私と 同 主義の 者の 爲 めに 祈り 

ます、 私 は 今白狀 致します、 私 は 或 時 は 英國の 故 グラッドストン 氏の 爲 めに 祈りました、 叉 は 南阿 共 

和 國の爲 めに 祈ります る 事 も 度々 あります、 總 じて 人類 全體の 上に 關係を 及ぼす 事件と 人物との 爲に 

は 私 は 熱心 を濺 いて 祈 る 積り で 御座い ます。 

終りに 私 は 私自身の 爲 めに 祈ります、 私 は先づ 神が 私の 心 を IS いて、 段々 と 神の 眞理を 私に 示されん 

事 を 祈ります る、 私 は 勿論 私の 罪の 赦 されん 事 を 祈ります、 私の 心が 雪の 如く 潔白に ならん 事 を 祈り 

ます、 私 は實に 弱き者でありまして i 非と 知りつ- -も 度々 罪に 陷る 者であります から、 神が 斯の 如き 足 

ら ざる 者 を も 永久 見捨て 給 はすに 眞理 より 眞理に 私 を 一が Ij: き、 今日は 昨日より、 明日 は 今 H よりと、 次 

第に 私 を 完全の 域に 近づけ 給 はん 事 を 祈ります、 私 は實に 或る時 は 到底 私 如き 者 は 神の 救 濟に與 かる 

の慣 儘な き 者で あるとの 失^の 念 を 起しまして、 一 一三 囘も祈 禱を廢 する に 至る 事 もあります、 然し 亦 
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た 思 返して 神の 許に 至って 其 赦免 を 乞 ひます、 私 は 爾ぅ云 ふ 時には 人の 居らない 場所へ 往 つて 變を拗 

げて祌 の 赦免 を 乞 ひます、 爾 うする と 神 は 私の 懺悔の 心 を 受け 納れ給 ひて 私の 心に 平和 を 給 ふと 同時 

に. 冉び其 過 を-操 返す ま い との 決心 を 私に 與 へ 給 ひます。 

私 は 亦 私の 智識の 研磨 を 祈ります、 學 問の 上達 を 祈ります、 然し 是れは 私の 名が 世に 高まらん が爲め 

では 御座いません、 私が 一 暦 深く 天然の 美妙 を 悟り 得て 神の 眞意を 解す るに 至らん が爲 めであります、 

又 或る時に は 私 は 私の 身 體の健 厳 を 祈ります、 是は 永く 此 I に存 して 肉體の 快樂を 緩け ん爲 では 御 

幽 いません、 神の 命じ 給 ひし 職業に 妨碍な くして 從事 する 事が 出来、 且つ は 一人な りと も 多くの 人に 

善事 を爲 さんと 思 ふからで あります る、 或る時 は 苦し紛れに 神が 私に 金 を 賜 はん 事 を 祈った 車 も あり 

ました、 然し 是 とても 決して 佳味 を 口にしたい とか、 或は 突 服 を 着たい とか 云ふ爲 めに 祈った ので は 

御座いません、 資金の 缺乏 する 爲に 見す々々 善事 業の 爲し 遂げ 得ざる の を 見る 折に、 神が 何等かの 方 

法 を 以て 之 を 私に 賜 はん 事 を 祈った のであります、 然し 後で 良く 考 へて 見まして 是は 大變に 馬鹿 氣切 

ッ たる 祈願であった 事 を 私は發 見し ました、 神 は 何時でも 私の 要する 丈け の もの は 金な り 物品な り 私 

が 祈らす とても 私に 與へ 置き 給 ふ もので ありま すれば、 私が 必要と 思 ふた 時は必 しも 必要の あった 時 

ではなく して、 资 金の 缺乏が 反って 私の 獨立心 を 喚起し、 精神的に 一 暦 深く 神に 賴 るの 念 を 私の. 心に 

生じ、 以て 私が 神の 榮光を 世に 顯 はす 爲 めに 反って 好機 會 となった 事 も 御座います、 夫れ であります 

から 私 は 常時で は 金の 爲 めに 祈る 事 は 全く 錢 めました" 

私の 祈禱と は 先 づ斯ん な も の で あります、 其 観音 堂 や 水 天 i 吕の 前で 世 1? 普通 の 人々 が 爲す祈 禱とは 全 

く 異なる ものである 事 は  一 M して 瞭然 だら ふと 思 ひます。 


然し 玆に义 一 ッの 疑問が 出ます * 「祈 蹲と は實 際に 效の ある ものである 乎」 と、 叉 「若し 我々， の祈禱 

を聽く 神が ありと する も 之に 對 して 我々 の 祈願 を 述べ たれば とて 其應 驗の證 は何處 にある や」 と、 菅 

相丞の 歌たり と 一一 一一 ロ傳 へます る 『心 だに 眞の 道に 叶 ひなば 祈らす とても 祌ゃ 守らん』 などの 語 は 度々 祈 

禱反對 論の 爲 めに 引出さる X ものでありまして、 私共の やうに 祈禱に 多くの 時間 を 費す 者 は 反って 無 

- 益の 事 を爲す 者の やうに 思 はれます。 

然し 祈 禱反對 論 は 多く は 基督 信者 (眞 正の) の 祈禱の 如何なる ものなる 乎を辨 へない で 起る もの で あ 

ります、 元来 我々 基督 信者 は 神の 聖 意の 就らん 事 を 祈るべき 者で 御座いまして、 決して 我々 の 私意 私 

愁の行 はれん 事 を 祈るべき 害の ものではありません、 故に 我々 の 祈禱は 必す聽 かるべき 祈禱 であり ま 

す、 基督 信者 (眞 正の) は 彼の 祈禱に 於て 祌の 行爲を 預言し つ k ある 者で 御座います、 彼 は 決して 成 

し 難き 事を祌 より 要求す る 者ではありません。 

夫れ であり ますから 私共の 云 ふ祈禱 なる もの は 祈願ではありません、 之 は 何も 祈らなくて は 得られな 

いから 祈る のではありません、 神 は 愛の 父であります から、 何も 私共が 彼に 要求せ すと も、 私共に 必 

要の ある 時には 私共の 析 禱を俟 たす して 凡ての 物 を 私共に 賜 ふ もので 御座います、 抑 も 祈 禱とは 私共 

め 天眞の 溢れ出た る もの を 云 ふので あります、 卽ち 私共の 心中に 堪へ 切れぬ 感謝の 情の 發 して 言語と 

成って 現 はれた もので 御座います、 亦 或る時に は 包み 切れぬ 憂悶の 情の 溢れて 淚 となりし もので 御座 

います、 若し 是を 祈禱と e. すの が 躓きの 石と なります る なれば 是を 詩歌と. e- しても 宜しう 御座います、 

卽ち 基督 信者の 祈 禱とは 神の 前に 演 する 詩文で あると 云 ふても 決して 不都合はありません、 夫れ で眞 

正の 文 學者は 原稿料 を 稼ぐ 爲 めに 詩 や 文章 を 作らない やうに、 眞 正の 基督 信者 は 一 i 利に 與 からん 爲め 
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に祈禱 をば 致しません。 

私共 は 天の 祌は 私共の 父で あると 信じます る、 神と は 天に 高く 留まって 唯 だ 人間の 運命 を 支配す る 丈 

けの 無情 無 感覺の 者ではありません、 神 は 私共に 取て は 凡ての 物の 中 最も 近い 者でありまして、 私共 

の 父母 妻子 や 親友と 雖も 神の 近き が 如くに 近い 者ではありません、 故に 私兵 は 度々 此 神と 談話し、 此 

神に 私共の 憂苦 を 傳へ叉 或る時 は 彼の 援助 を 乞 ひ、 彼の 威 德 を 1、 し、 彼の 偉業 を 讚へ たく E 心 ふので あ 

ります、 は 天然 自然の 至情でありまして、 神を識 つて 居りながら 彼と 語らな いのは 丁度 父を識 つて 

居りながら 父と 話を爲 ないやうな もので 御座います • 私共が 神に 祈る 時 は 私共が 此 世の 凡ての 煩累 を 

離れて 彼と 一 緒に 在る 時でありまして、 祈禱は 私共の 爲 すべき 當然の 事で あると 考 へます。 

世に は 祈 禱を爲 さない 人が あります、 然 かも 潔 山あります るが、 私 は 斯う 云 ふ 人 程 憐れな 人々 は 世に 

また 無い と 思 ひます る、 彼が 力と して 賴 むで 居る 友人 とても 何時 變 心して 彼 を見棄 るに 至る や も 知れ 

す、 彼の 屬 する 政 黨ゃ會 社の 類 も 何時 解散の 非運に X 貧 ふか も 知れす、 彼の 愛する 父母 妻子 とても 何時 

まで も 彼と 共に 在る 者ではありません • 此の 廣大 無邊の 宇宙に 生れて 来ながら、 際限 ある 死んで： a 舞 

ふ 人より 他に 賴る もの 無い 人々 は 何ん と 寂しい 者で は 御座いません 乎、 彼の 億 萬 里 外より 光 を 放つ 

星 は 私共に 永久の 希 を 供す る ものではありません 乎、 我等 は 孤兒の やうに 獨り 此廣き 世界に 生れ 出 

で. 1、 宇宙 何處に 到る とも 我等の 友 や 我等の 父と して 我等 を 導き 我等 を 慰む る もの は 無い と 云 ふので 

あります か、 縱し 君寵が 身に 餘 りて、 位 人臣 を游め たれば とて 死に 臨んだ 時 は 何の 役に も 立ちません、 

我等 人た る 者 は 皆 丁度 は 我等が 此 身に 於て 犯した る 罪 を 負 ふて、 公明 不偏の 天の 裁判官の 前に 立た ね 

ぱ& りません、 其 時に 我等の 位階 勳章は 何の 役に立ちます 乎、 亦た 其 時 我等 は 誰に 辯 護を賴 みます 乎、 


若し 死す る ことなき 全智 全能の 神が 我等の 父でないなら ば、 我等 は此 世に 生き 長ら へて 居る 心地の 爲 

ない 者ではありません 乎、 私 は 祈 禱の愚 を 云 ふ 人々 こそ 實に 愚かな 憐れな 者で あると 思 ひます、 私共 

が 祈 禱を爲 すの は 私共が 此世 以外に も 生命 を 有する の證據 でありまして、 此 生命が あれば こそ 私共 は 

死ぬ のを训 段に 恐れない ので 御座い ます、 夫れ であり ますから 私 は 少しの 間で も 祈 禱を廢 め る 事 は 出 

來 ません、 早晚 私の 脣が閉 ぢて物 を 云 ふ 事の 出来ない やうになる 時が 来ります、 其 時には 私は此 世の 

最終の  一 一一 m として 私の 神に 祈禱を 捧げる 積り で 御座います。 


第五 囘 奇蹟の 事 


孰れの 宗敎 にも 奇蹟なる ものが あります、 佛敎 にもあります * 囘々 敎 にもあります、 或は 釋迦が 中天 

を 翔って 父の 病 を 見舞った とか、 或は モ ハメットが 粘土 を 以て 小鳥 を 造り、 之に 向って 手を拍 つたれ 

ば 土製の 小鳥に 魂が 這 人て、 眞の 鳥と 化して 飛 去った とか、 其 外に も尙ほ 種々 奇妙なる 話が あります 

る、 そして 基督 敎 にも 亦た 之に 似寄た 話が あります るから、 私共が 此宗敎 を 信じて 居る と. e 'します と 

^間の 人々 は 私共の 迷信 を哂 ひます、 現今の やうに 學 術の 進 步 したる 世に 生れて 來て 奇癔を 信す るな 

ど k は 以ての外の 事であって、 刖し て 歐洲風 の 新 敎育を 受けた る ものが 之 を 信す るな ど は 沙汰 の 限 

り で あ ると 評す る 人 々 も 御座 い ます。 
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私の 知って 居 る 農 學士何 サボと 云 ふ 人が あります が、 其 人 は 化 學が專 門 で 唯今 で は 或 る 製油 會社 の 技師 

を 致して 居ります るが、 其 人が 或 時 私に 雨う 巾し ました、 「私 は化學 者で あるから 到底 ゴッド (神) 

など を 信す る 事 は 5-1 來 ない」 と、 化學 専門家の マイケル、 フ ハラ ヂ ー の や ふな 人 は 熱心なる 某- 督 信者 

であり ましたが、 夫れ は 英國の 察で 日本の 事ではありません、 日本で は 一 般に學 者と なれば 宗敎を 放 

粟せ ねばならない やうに 思 はれて 居ります。 

左様です から 私が 今玆に 基督 敎の奇 を^す ると 申します ると 私 は時撤 後れの 者の やうに 學者 先生方 

に 思 はれます、 或は 先生と 云 はれす とも 少しく 中學校 位で 理化學 の敎授 でも 受けた 者 は 直きに 私に 向 

つて 巾し ます、 「若し 奇践 が本當 ならば 自然の 法則 は 如何す る」 と、 科 學と宗 敎とは 到底 一致す ベ か 

ら ざる ものであると いふ 說は 今では 卷堙草 を 吹かしながら 社會の 進步を 彼れ 是れと 申す 者の 誰でも 口 

にす る 所で 御座います。 

然し私は確かに奇^^を；！；^じます、 或る 一 つの 理由 を 以て 信じます、 私 は 基督が カナの 酒宴に 於て 水 を 

變 じて 葡萄酒と 爲 したと 云 ふ 話 は 信すべからざる 事柄で あると は 思 ひません、 叉 は 五の パ ンとー 一の 魚 

と を 以て 五 干 人の 人 を 飽かしめ たとの 事 も 之 を 信す るに 足る 理由が あると 考 へます、 其 他 亦た 基督が 

生来の 盲. 者の 眼 を 開きし とか、 ベ タ 一一 ャに 於て ラザ 口 と 云 ふ 人 を 死より 蘇生ら せし とか 云 ふ 話 も 信す 

べき 大 理由の ある 事 だと S 心 ひます、 基督 敎の 聖書の 中に 信じ 難い 奇蹟 は ある 乎 も 知りません (馬 可 傅 

五 章に ある 惡 鬼が 豕の 群に 入りし との 話の 如き もの)、 然し 奇践 全體に 就て は、 殊に 奇 接が あると 云 

ふ^；^-に就ては、 私の 決して 疑 はない 所で 御座います。 

然 らば 奇 12 と は元來 何う 云 ふ ものであります か、 先づ 第一 に 其 事 を (疋 めて 置かねば なりません、 


第一 奇蹟と は奇 話ではありません。 

何にも 奇 ぎな 業で ない 事 を觀察 者の 護 見から して 奇臻と 認めた もので は 御座いません、 是はト ー マ ス. 

力一ライルの 說 でありまして 私の 全く 採らない 所で 御座います、 力 ー ライル は 聖書 記者の 誠實な りし 

事 を 疑 ひませんでした、 然し 彼 は 彼の 國 人なる 哲學 者ヒ ュ ー ムと 同じく 記者の 科學的 修養に 信 を 置き 

ませなん だ、 力 ー ライルの 考へ にて は 聖書の 奇 は 矢張り 普通 一般， の 出来事と 同然でありまして、 た 

だ 師に對 す る 弟子 等 の 熟 心からして 之を奇 践と認 むる に 至った ので あるとの 事であります、 然し 若し 

雨-つな らば 奇蹑 なる もの は 無い のであります から、 其 眞僞を 喋々 する の 必要はありません。 

第二 奇饋は 奇術ではありません。 

奇術 は 手品師の 爲す 業で 御座いまして、 之 は 多くの 修業 を 積んで 人の 眼の 屈かない 間に 種々 の 奇なる 

事を爲 すので あります、 結局 奇術 は 之 を 演じます る 者の 手練に 依る ものでありまして、 別段に 人力 以 

上、 天然 以上の 力 を 要する もので は 御座いません。 

第三 奇蹟と は 進歩せ る學 術の 應 用ではありません。 

之 は 基督が 彼の 時代の 人に 先んじて 蒸汽、 電信 等の 祕密を 知って 爲 した 事柄で は 御座いません、 ヮッ 

トの蒸 汽機關 の發明 や、 モ ー ルスの 電信の 發明 や、 H ヂ ソンの 電話 器の ェ風 や、 近時で は レン 卜 ゲン 

氏の X 光線、 マルコ 一一 氏の 無線電信と 云 ふ 如き もの は實に 人目 を 驚かした ものであります、 けれども 

是等は 私の e. す宗敎 上の 奇蹂と は 何等の 關係も 御座いません、 米國の 有名なる ュ 一一 テリ ヤン 派の 祌學 

者 故フリ ー マン、 クラ ー ク 氏の 云 はれた やうに、 我々 も學 術の 進步に 依て 終に は 基督の 爲 せし 奇蹟 を 

再演す る を 得る やうに 至る であらう との 5?^ は、 私の首肯する事の出來なぃ^^で御座ぃます。 
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第 奇蹟と は 威嚇に 出で たもので は 御座いません。 

威嚇と は 世の 野心 {〈1 が 人心 を牧攬 せんが 爲 めに 用 ゆる 計略でありまして、 是は 道德上 決して * むべき 

手段で は 御座いません、 惡 魔が 来て 基督 を 雜に誘 はんとした 時に 此 計略 を勸 めました、 悪魔 は 某督を 

聖 京に 携 へ て 行き 殿堂の 頂上に 立た せて 置いて 巾 しました、 『雨 もし 神の 子なら ば 己が 身 を 下へ 投げ 

よ』 と、 其目的とする處は偏に基督をして此冒險的行爲に依て人^1111を博せしめんとするの でぁりまし 

た、 然し 基督 はそんな 不正な 勸 誘に は應 じませんでした、 彼は惡 魔に 答て 斯う 申しました、 『主たる 

雨の 祌を 試む ベから す』 と、 若し 基督の 奇蹑 なる ものが 民衆 を說 服す る爲 めに 爲 した 計略で ありまし 

たたらば、 其 有無の 問題 は扭 置き 彼 も 亦 三百 代 曾 的 政治家の 一 人で あつたと 云なければ なりません、 

人心 を牧 擅す ると か 云 ふ 東洋 的 英傑なる もの は 基督 敎の 着眼 點 より 見る 時 は 極く 劣等の 人物で 御座い 

まして、 基督 信徒の 中し まする 偉人なる もの は 雨ん な ものではありません。 

然 らば 奇蹟と は 何で あるかと 云 ふに、 奇蹟と は 神の 事 積で あると 云 ふまで^ 御座います、 卽ち人 を 造 

り 宇宙 を 造り 給 ひ し 神が 爲し給 ふ 業で あると 云ふ譯 であ ります、 人間に は 奇蹟 は 出来る もので はあり 

ません (特別なる 神の 援助 を 得る に 非 ざれば)、 何故 なれば 彼 自身の 位置が 自然界の 一 部分で あるの 

みならす、 彼 は 彼の &: 落に 依て 彼の 能力の 大部分 を 失 ひました から. です、 我等 は 元来 天然 以上の もの 

で 御座いました けれども， 我等が 神 を 離れて 自己に 親り 出しまして より 我等 は 天然の 奴 11 と爲り 下つ 

た 者で 御座います、 然し 神 は 己の 造った 天然 を 自由にす る 事が 出来ます、 祌が 宇宙の 運行 を 早め やう 

が、 違ら せ やうが、 夫れ は 時計 師が 時計の 指針 を 自由にす る 事と 同然で 何も 驚く に は 足らない 事で あ 

ると 思 ひます。 


全體 天然 界を以 て 變更す ベ か らざ る も の と 見做す のが 大きな i 謬 で 御座い ます、 自然 の 法 と は數理 

學の 規則 ゃ道德 上の 命令と は 其 性質 を 異にする もので 御座います、 宇宙 何處に 到る とも 一 一と 一 一と 合せ 

て 五と なる 處が あら ふと は 思 はれません、 亦 虚言 を 吐いても 善と 云 ふ處が あら ふ： t も 思 はれません、 

然しな がら 太陽が 一 時間 後れ て沒 して も 夫れ が爲に 眞理も 道德も 全く 失 せて 仕舞 ふ と は 巾 さ れま せ ん 、 

勿論 造物主 は 非常の 理由な くして は 其お め 給 ひし 順序 を變 へません、 然し 變 ふべき 理由が あって 之 を 

變 ふる は 神に 取て は 決して 不德義 な る所爲 ではありません、 若し 祌 に し て 其 造 り 給 ひし もの を 自由に 

する 事が 出来ない 位 なれば、 神 とても 矢張り 造化の 支配 を受 くる 者であって、 之 を 支配す る もので は 

御座いません。 

故に 若し 祌が ありと すれ ば 亦た 奇廣も あ る に 相違 あ りません、 神の 能力 を以 て し て 人間以上の 事の 出 

來 ない 害はありません、 神 を 信す ると 云って 奇蹟 を 信じない 人 は 實際神 を 信じない 人で あると 私は考 

へます。 

基督と は 柯 う 云 ふ 人 で あります か、 t^- 督とは 人の を 赦す爲 め に此 世に 降られた 人であります、 亦た 

賴を赦 す と は 前に も 述べた 通り 罪の 念 を 我 々の 心より 取拂ふ 事で 御座い ます、 是は 到底 人間の 能力 で 

出来 たる 事ではありません、 若し 兹に 誰か 私が 神に 對 して 犯した 罪を赦 すと 云 ふ 人が ありま すれば 私 

は 其 人の 潜 越 を 嘲ります、 人の 罪 を赦し 得る 者 は 唯 だ 神の みであります、 基督が 神な りとの 最も 確實 

なる 證據は 彼が 人の 揮 を赦し 得る 一事であります、 故に 此特權 を 有して 居らる、 基督が 奇蹟 を 行 ふ 事 

の 出来し は 勿論で 、 奇鑌 を爲し 得な い やうな 救 主 は眞正 の 救 主ではありません。 

罪を赦 すの 權 力と 奇積を 行 ふの 實 力と は 相伴 ふて 居る ものである 事 は 基督 御自身の 認め 給 ふた 事で あ 
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ります、 今 路加 傳 第五 章 第 十七 節 以下 を御覽 なさい、 

一日 ィ H ス敎 を爲 せる 時 パリ サイの 人と 敎 法師、 ガリ ラャの 諸 i 及び ユダヤ、 H ルサ レムより 來 

て此に 坐し ぬ、 彼等の 病を醫 すべき 主の 能力 顯 はれたり、 或 人 直-; i を!^ ^ る 者 を S に 載せて 异 き 

來り之 を 家に 人れ イエ スの 前に 置かん と 欲へ ども、 群集に て舁 入るべき 方な かりければ ぎ i| に 

り 瓦 を 取り除け て 其 人を牀 のま、 衆人の 中へ 鎚り 下し ィ H ス の 前に 置け り、 ィ H ス その t ある を 

見て 患者に、 人よ 爾の 赦 さると 曰 ひければ、 學 者と パリ サイの 人々 心に 思 出け る は 比ぎ 一 こと 

を 言 ふ 者 は 誰ぞ、 神より 外に 誰か 罪 を赦す こと を 得ん、 ィ H ス その 意 を 知て 答へ 曰 ひける は、 

を爾曹 心の中に 論す る や、 雨の^ 赦 さると 曰 ふと 起て 歩めと 言 ふとき か 易き、 それ 人の子 地 こて 

罪を赦 すの 權威 ある 事 を 爾曹に 知 せんとて、 遂に 癱瘋の 人に 我 爾に吿 ぐ 起て 牀を 取り { 允に 歸 と 

曰 ひければ、 その 人 衆人の 前にて 直に 起て 臥し 居た る牀 をと り 神 を 崇めて 己が 家に 歸 りぬ、 衆、 

呰骸 きて 祌を 崇め 且大に 怖れて 曰け る は 我 儕 今日 奇異なる 事 を 見たり、 

基督 は 此處に 彼の 救 主たる 事 を 『奇異なる 事』 卽ち奇 廣 を 以て 證據 立てられ たので はあり ま 4- ん 乎。 

然し 若し 一 歩 を讓り 世間 一 般の 人が 云 ふやう に 奇蹟 は 全く 無い ものと すれば 如何です か、 是は 取り も 

直さす 宗敎 上の 信仰 を 其 根本より 破毀す る ことで あると 思 ひます、 宗教が 世に 存在す る 理由- 卽ち 5^ 

共が 之 を 要求す るの 理由 は、 其 内 に 超自然的、 超 人間的の 勢力が あるからで 御座います、 若し 自然 以 

上に 私共の 頓 るべき 勢力が 無い とならば、 私共 は科學 さへ 研究 すれば 別に 宗敎を ぶの 必要 は 御座い 

ません、 若し 又 人より 外に 賴 むべき の 存在者が 無い とならば 私共が 如何程 人世の 無情 を唱 へても 無益 

の 事で あり. ます、 人の 天性が 自づと 宗教 を 要求す る 所以 は 彼に 自づと 超自然的の m;? 力 卽ち奇 僮 Q ある 


箏 を 信す るの 本心が あるから では 御座いません 乎。 

奇蹟 は 無い 事 だと 云 ふので すか！ 雨うたら ば 大海の 眞 中に 在て 大風 波を卷 き、 怒ーー^！山を築く時に我 

我 は 風と 藩との 威力に 屈服し、 終に 悲鳴 二 i 海底の 藻屑と なって 失せる のであります か、 宇宙 廣 しと 

雖も其 中に 風 を 支配す るの 權は 無い のです か、 诲を 縛る の 力 は 無い のです か、 我々 人間た る もの は 水 

を 怕れ、 火 を 怕れ、 風に 屈し、 山に 畏ぢ て蹙々 として 一 生 を 終るべき であります か、 彼の 信仰の ない 

人が 黑 雲の 山の端に 懸るを 見れば 暴風の 来って 彼の 生命と 財 產とを 奪 ひ 去らん 事 を 恐れ、 新聞紙に 地 

球と 彗星と の 衝突 ありと 云 ふ豫 報の あ る の を讀 めば 忽然と し て 家族 四散 心身 減絕 する を 慮 ひ 煩 ふが 如 

き は si^ して 我々 萬 物の 靈長 たる 者の 爲 すべき 事であります か、 神の 存在 を 知らす、 神の 偉大なる 能力 

を 信ぜ ざれば こそ、 人 は 其 品性 を 下げて 自然の 扠隸 となり、 其 暴威に 屈服し、 其 劫掠 を 恐れ、 其 結 si- 

終に は 我々 の 目 を 喜ばし、 我等の 心 を 天の 高き にまで 引上げ、 雪の 白き にまで 潔むべき 富士山 を 神と 

してせ- A めたり、 叉 は 群 星を拜 し、 日と 月と に 祭 物 を 供へ るが 如きに 至る のではありません 乎、 縦し 亦 

理學 者と 成り 濟 まして 『理 學宗』 なる ものより 外に は 神 も 宗敎も 無い と 信す る 人が 厄 運 其 身に 迫り 來 

つた 際に は 彼の 理學を 信ぜす 却って 賫 卜者 に 注て 刹斷 をして 貰 ふ 事の ある は 抑々 何故であります か、 

自然 以上の 勢力 を 信じない 人 は 彼に 學 問の 有る 無しに 關 はらす、 終に は 自然の 奴隸と 成り 下る もので 

はありません か、 素と 我々 人間た る 者 は 天然 を 利用すべき ものであって、 決して 之に 服從 すべき もの 

ではありません、 奇廣を 信す るに 至って 始めて 我々 は 天然の 上に 立ち 得る ものと なる の で 御座 い ます- 

奇蘆は 天然 以上の 現象でありまして、 亦 人力 以上の 威力の 發表 とも 云 ふべき もので 御座います、 正義 

が 何時でも 其 維持 者の 最少 数なる にも 關 はらす、 最大 多数の 罪惡に 打 勝ちつ i あるの は 人間以上の 勢 
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力が 常に 正義の 味方 を爲 しつ V あるから では 御座いません 乎、 若し 事物の 眞僞 優劣が 單に 其贊成 者の 

多少に 依て 決せら る、 ものであります るなら ば、 世は疾 くに 暗黑の 世と 成って 居る 害で 御座います、 

夫れ だから 御覽 たさい、 神 を 信ぜす、 奇蹟 を 信ぜざる 國 民の 中より 社 會の大 改革なる もの & 興った 例 

の 無い 事 を、 彼の 使徒 保羅の やうに 身 は 僻地の 一平 民た るに も關 はらす、 自ら 羅馬 大帝 國の 根本的 改 

造 を 以て 任じ、 種々 なる 目前の 失敗に 少しも 希望 を墜す 事な く、 終に 歐洲 今日の 文明の 基礎 を 据えた 

の は 抑 も 何が 故で ありまし たか、 世に もし 大膽 不敵の 人 は 誰であった かと 云 ふなら ば 第一に 此人 であ 

つたら うと 思 ひます、 然し 彼 は 最初より 此 絶大の 事業の 成功 を 疑 ひませ なんだ、 彼 は 其 事柄が 神の 事 

業で ある 事と 信じました から、 彼の 一 生 を 殆んど 此狂氣 的の 事業に 委ねて 仕舞 ひました。 

亦た ジョン、 ノックス も爾 うであります、 コ ロム ゥ H ル とても 爾 うです * ゥ H スレ ー とても 爾 うです、 

ジョン、 ハヮ ー ドのゃ ふな 監獄 改良 家 に 於 て も 雨う です、 近く は ム ー デ ー の や う た 人に 於 て も爾ぅ で 

あります、 神の 奇籩を 信じないで 人生 を 其 根本から 革め た 人 は 無い 害です、 勿論 無神論者 でも 所謂る 

『革命』 なる もの を 起す 事が 出来ます、 卽ち單 に 破 壌に のみ 從事 する 事 は 出来ます、 然れ ども 善 を 信 

じて 其 實行を 遂げる 事 は、 是は唯 だ 神 を 信す る 者の み 能く 爲し 得る の 事業で 御座います。 

若し 奇積を 信じない 社 参と 云へば 恐らく 我國 今日の 社會の 如き 者 はありますまい、 今の 日本人 は 神 を 

信ぜす 义 基督教の 奇臻を 信じません から 何事に も 多数と 方法と 權カ とに 賴 ります、 何事に も 彼等 は 

『運動』 と 云 ふ 事に 奔走 致します、 先 づ金を 作って 然る 後に 同志 を 募り、 亦 然る 後に 有志 家 gl を 奔走 

し 其 贊成を 得て 始めて 事が 成る もの だと 思 ふて 居ります、 そして 此事は 何も 無神論者 や 政治家の 末派 

に 計り 限りません、 此國に 於て 基督 信者と 自稱 し、 時には 基督の 神性 論 を 持 出す 人達で も、 實際事 を 


なす 時分に は 神に も賴ら す、 基督に も賴ら すして 必 す先づ 金力と 人と に賴 ります、 彼等 は 日本人の 中 

に 基督 敎を傳 ふ る に は 上流 社會 の 贄 成が 非常に 大切で あ ると 思 ふ て 居る 者で 御座 い ます、 故に 若し 貴 

顯 紳士の 赞 成と あれば 無上の 神 恩で も 天より 下った やうに 思 ふて 躍って 喜びます、 彼等 は 貧しき 信者 

より 金 を 取 立てまして 貴顯方 を帝國 ホテルに 招待して 敎 勢の 擴張を 計ら ふと 致しました、 彼等 は 信仰 

の 甚だ 薄い 者で も 金 持 か 代議士と あれば 撰んで 彼等の 靑年會 や 敎育學 校 等の 名譽 職に 据えます、 彼等 

は實に 悧巧なる 實務 家で 御座いまして、 彼等の 宗敎 なる 者 は 畢竟 彼等が 事業 を爲す 時の 看板た るに 過 

ぎません。 

斯う 云 ふ 俗受けの 好い 彼等の 事です から、 能く 彼等の 奇蹟に 關 する 信仰 を敲 いて 御覽 なさい、 彼等 は 

決して 明白なる 答 辯を與 へません、 彼等 は爾ぅ 申します、 「是は 到底 人智の 及ぶ 所ではありません」 

とか、 又は 「基督の 奇蹟 は虚僞 でありし にもせ よ 彼の 傳 へし 道德は 最も 高尙な ものであります」 とか、 

何とか ッ マラない 理屈 を附 けて 奇蹟 說 明の 責任より 免れん と 致します、 彼等 は 大膽に 奇蹟 を 信じたい 

と は 言 ひ 得 ま せん、 若し 爾 うす ると 宣教師に 見 捨ら れ て 其 好意 を 失 は ん事を 恐 れ ます、 去りと て 彼等 

も 心中に 確信せ ざる 事柄 を 明白に 表. 21 する 事 は 出来ません から、 種々 の ロ實を 作つ て 基督の 奇蹟 を 基 

督敎 以外に 追 ひ 遣らん と 致します る、 實に 卑しむべき 彼等ではありません 乎。 

私 は 確かに 信じます、 基督 敎は 奇蹟 を 離れて 論ぜられる ものではありません、 奇饋 を引拔 いて 後に 殘 

つた 基督の 敎訓が 基督 敎 である なれば、 基督 敎 と は實に 微弱な る宗敎 で あ り ます、 基督 敎 の 能力 あ る 

所以 は 最も 高尙 なる 道德を 奇蹟 を 以て 强 ゆるからで 御座い ます、 若し^^ハ敎訓 が 光で あり ますたら ば 其 

奇蹟 は實に 力 であります、 力なき の 光 は 個人と 社 會と國 家と を 全然 改造し 得る の 光ではありません。 
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第六囘 靈 魂の 事 

リ 本人に 基督 敎の話 をす る 時の 一 つの 大 困難 は 其 敎義を 傅 へんと して 適 當の詞 のない 事で 御座います、 

： ま禱と 云へば 何だか 私利 其 福 を 祈る やうに 閒 へ、 灭 國と 云へば 極樂 往生の やうに 思 はれます、 瑤の輿 

に乘 り、 君寵に 與 かり、 位 人臣 を 窮める 位の 事 を 以て 無上の 榮華幸 幅と 思 ふて 居る 日本人に 向って 基 

督敎 の^を 談す るの は 容易の 事ではありません。 

-CI 戒魂 と は 何ん な ものであります 乎、 私共が 人に 靈 魂が あると 申ます の は 何 ふ 云 ふ 事 を 謂 ふので 御座い 

ませう 乎、 之 を 英語で ソ ー ルと 巾し ますれば 意味 は 刺 然して 居ます、 ソ ー ルは 卽ちソ ー ル であって、 

マインド (心) とも 違 ひ、 スピリット (精神) とも 異なって 居ます、 然 らば 英語の ソ ー ルを 日本語に 

は 何う 譯 すれば 宜ぃ 乎、 是れ學 者の 常に 苦心す る 所で 御座います。 

先 づ已む を 得す 私共 は 之を靈 魂と 譯 します、 然し 日本語で 靈 魂と 申します と 3： を 意味す るので ありま 

す 乎、 「たまし ひ」 と は靈之 火の 義 であると も 云 ひ、 又は 「しい」 と は r 奇 しい」 の 訛りであって 

「たまし ひ」 は 「奇き 心」 の 意で あると も. & します、 曾て 黑川眞 親 氏が 此 事に 就て 學士 會院に 於て 演 

せを爲 され ましたが、 今 其 一節 を讀ん で 見 ませう、 

；兀來 我 國には 昔より 靈、 魂な ど 云へ る こと あるが、 魂 は 活用 を 云 ふ ものにして 其 意義 を 云 はに 靈 


の方廣 し、 叉 魂に 荒 魂、 和 魂の 刖 あり、 荒 魂と は 勇猛心、 强暴 心、 濁 機 心、 惡心、 邪心、 異心の 

六 を 云 ひ、 和 魂と は^ 和 心、 慈悲心、 淸明 心、 菩心、 正 心、 共同 心、 の 六 を 云へ り、 卽ち 人の 怒 

る 時 は 此荒魂 多く、 人の 樂 しむ 時 は 此和魂 多し、 古人 は 大功 を樹る は此和 魂に ある ものな りと 思 

惟し 居れり、 又奇 魂、 幸 魂と 云へ る 事 あり、 是は 魂の 活用した る 上の 名目な り、 

之に 依て 見 ますれば 魂 と は 心の 性質 でありまして、 其 働き の 肷態を 指し て 云 ふ もの \ や う に 見えます- 

若し 靈が 魂の 主體 でありますならば 靈とは 如何た る ものである 乎 は和學 者の 中には 判然として 居らぬ 

やうであります、 然し 以上 は學 者の 說 として 普通 一般に 我國 人の 中に 行 はれて 居る 靈 魂の 思想 は實に 

粗相なる もので 御座いまして、 夫れ と 私共が 考 へて 居ります る靈 魂との 間に は 殆んど 霄壤の 差異が 御 

座い ます、 憐 火の 事 を 人魂と 云 ひ、 時として は 墓場から 出る から 死人の 靈 魂が 飛び歩く ものと 思 ひ、 

幽戴、 生靈叉 は怨靈 などと 云 ふて 何やら 靈魂 にも 形體の ある もの \ やうに 思 はれ、 山の 靈 あり、 河の 

靈 あり、 海の 靈 ありな ど 巾し ますれば 靈と は必ら すし も 萬 物の 長た る 人に 限った もので なくして、 禽 

獸、 木石、 何物に も 宿る もの \ やうに 思 はれて 居ます。 

V. ん_ か へ 

然し 斯う 云 ふ 思想 は 何にも 日本人 計り に 限った もので は 御座いません、 孰れの 國民も 基督 敎を 信す る 

前に は 大抵 同じ やうな 思考 を 以て 居まして、 英語で 聖靈の 事 を Holy  Ghost  (聖き 幽靈) と 申ます る 

の を 見ましても 靈とは 元と 幽靈の 事 を 云 ふた 詞 である 事が 解ります、 ゴ ッス 人の 言語で は靈 魂と 云 ふ 

詞と 胃の 腑と云 ふ詞と 同じ だそう で 御座いまして、 多分 命 は 食に ありな ど X 云 ふ我國 人の 思考と 同じ 

もので 御座いませう、 夫れ ですから 何も 日本語に 英語の ソ ー ルの やうな 詞 がない とて 靈 魂の 事 を 日本 

人に 語る の 益がない と は 申されません、 人に は 誰に もソ ー ルが ある 害であります から、 其 何たる を 知 
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つた 4 上 は 之をソ T ルと云 はふが 靈 魂と 云 はふが、 別に 大切の 事で は 御座いません。 . 

然 あ ば 私共 の 中す 靈魂、 卽ち 英語で ゆす ソ ー ルと云 ふ もの は 何で ありませ う か、 之 は單に 精神と 云 ふ 

. もので はあり. ません、 精神と はソ ー ルの 精氣で 御座いまして 其 活動の 力 を 謂 ふたもの であると 思 ひま 

す、 勿論 牛 や 馬に 精神が あると は 云 ひません が、 然し 精の 善い 馬と か、 精の 惡ぃ 馬と か 申します、 疲 

れた 馬の 事 を 精の 盡 きた 馬と 申します、 其 やうに 人の 精神と 巾し ますれば 何にも 未来永劫にまで 存在 

すると 云 ふ靈魂 の 事 を 云 ふので はなく して、 重に 其 活氣を 指し て. m. すので ある と 思 ひます。 

又靈 魂と は 心で は 御座いません、 心と は靈 魂の 情 を 云 ふ詞で 御座います、 或は 义共 思-タカ を 指して 云 

ふ 事 も 御座います、 靈 魂は感 する もの、 意 ふ もので 御座いま すが、 感情 叉 は 意思 は 靈魂其 物で は 御座 

いません。 

靈魂 は， 刃 論 肉體の 生命ではありません、 若し 爾 う ならば、 犬に も 馬に も 鶴に も 烏 に も靈魂 が ある 香 で 

御座います、 外國 では 此 15!: 別が 刺 然して 居まして、 肉體の 生命の 事 を §ima と 申し (animal 動物 

なる； I の 語原)、 靈 魂の 事 は 前に も 申した 通り ソ， 'ルと 巾し ます。 

雨う して： ：！^ ますれば 靈 魂と は 何で ある 乎と 云 ふに、 精祌 でもなければ、 感情で もなければ、 意思で も 

なければ、 叉 所謂 生命で もありません、 靈 魂と は是等 以上の もので 御座いまして、 他に 其 何たる を 示 

す 好い 詞が ありま せんから、 先 づ之を 自我と 申し ませう、 卽ち靈 魂と は 肉體は 勿論、 凡ての 感情、 凡 

ての 意思の 主で 御座います、 之 を 英語で は iudividual と 巾し まして、 其 意味 は 「分つべからざる も 

の」 え 云-ふ 事であります、 官ひ換 へて 巾せば 人の 本位でありまして、 「私」 と 云 ひ、 「貴下」 と 云 ふ 

は 私 C 靈魂 又は 贵 下の 靈魂を 指して 云 ふので 御座います、 私の 肉體も 生命 も 私の 霊魂の 所有 品で あり 


まして >  私 は 之 を 私の 君の 爲 めか、 或は 私の 國の爲 めに 獻げる 事が 出来ます、 然し 私 は 私の 靈魂を 私 

より 放す 事は屮 Z 来ません、 私の 靈 魂の 在る 所に 必す私 は 在る ので 御座いまして、 私共 は 何と 別る，^ 事 

ある も、 私共の 靈魂 と^る、 事 は 出来ません。 

私共に 靈 魂の 在る 最も 明白なる 徴候 は 私共に 附 いて 居る 責任の 念で 御座いま .5- 、若し 私が 罪 を 犯し ま 

するならば 其 責任 は 全く 私 一 人に 在る ので 御座いまして、 何物 も 何人も 之 を分擔 する 事が 出来す、 叉 

私 は 之 を 彼等に 分つ 事 も 出来ません、 支那 や 朝鮮で は 今日で も尙ほ 一 人の 刑罰 を 其 家族 親戚に 及ぼし、 

辜な き 者まで が 一家 血緣の 者が 罪 を 朝廷に 得し 爲に 酷刑に 處 せらる X 事が 御座います、 然し 是は 人智 

蒙昧の 時代の 事で 御座いまして、 文明 國何處 に 到る も斯の 如き 無法な 法律 は 行 はる、 もので はあり ま 

せん、 文明 國の 法律 は 孰れ も 刑罰の 責任の 犯 Si§ 人ー侗 人に 留まる 事 を 認めて 居ります、 叉 責任と 云 ふ 

事 は 人の 靈魂 に屬 する もので 御座いま すから、 靈魂 以外の ものに 之 を 着せる 事 は 出来ません、 世に は 

社き 學 者な る 者が ありまして 頻りに 社會 の 罪惡 とか 社會 の 責任と か 云 ふ 事を唱 へまして、 侗 人の 責任 

を 社會に 移そうと 致します るが、 之は實 際出来る 事で は 御座いません、 若し は 社會が 作る ものたら 

ば 世に 罪人 は 無い I 舌で 御座います、 然し 日本の 今日の 如き 腐 股 殆んど 其 極に 達した る 社會に 於ても 尙 

ほ 多く の 善人 の あるの を 見れば、 善惡 は必 しも 周圍の 境遇が 作る もので ない 事 は 確かで 御座います、 

單に社 會の罪 ばかり を 責めて、 「私の 罪」、 r 汝の 扉」、 「彼の 罪」 を 礼さない 社會は 終に は 消えて 仕舞 

ひます。 

責任 は 叉 人の 身 體に屬 する 者ではありません、 法律が 白痴 ゃ疯 癩病 者の 責任 を 問 はな いのは 全く 之が 

, ^めで 御座います、 ，M 癲 病と は靈 魂の 意思が 神經の 破損に 依て 身 體に傳 はら なくなった 病で 御座いま 
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して、 此 5® 合 に 於て は身體 の爲 した 事 は 本人 の 知らない 事 で あ ります、 勿論 痕歸病 の やう な 病 を 惹起. 

- すに 至った に 就て は 本人 も 多少 責任 を 負 はなく て はなり ません けれども、 然し 疯癲 病中の 行 爲は全 く 

彼の 贵任 以外 こあります、 其 他身體 -,^ 隨の爲 め、 叉 は 不具の 爲 めに 人の 爲 した 事、 又爲 さぐりし 事 は 

彼の 貴 は 以外に あります。 

叉我々が犬ゃ馬ゃ猫ゃ牛などの^13;任を問はたぃ のは彼等に肉體ぁるも靈魂のぁる事を認めなぃからで 

御座います、 禽獣の やうな 物に は缺點 なる もの はあります るが雜 悪なる もの は 御座いません、 彼等の 

屮に嫌 ふべき 物 はあります るが 惡 むべ きもの は 御座いません C 

责任は 靈魂 に 附！^ して： il5 る もので あり ます か ら 、 境遇 と 肉體と の 變遷 と共に 變 化す る もので は銜 座レ. 

ません、 贫の 時に した は 富んでも 失せません、 小 供の 時に 犯した 罪 は 大人と なっても 消へ る もの 

では 御座いません、 境？ a は M ハ なり 歳 = -は經 過し ましても 「我」 は 3： 處ま でも 「我」 で 御座います、 此 

事 を名附 けて 哲學者 は 1)C1-S251  identity 卽ち 個人の 不變 性と 巾し ます、 爾 うして 靈 魂と は實に 人の 

此周圍 と共に 變ら ざる 部分 を稱 へ るので 御座います。 

靈魂存.^の，^1|は尙ほ此外にも澤山にぁります、 正義 を 愛する 念の 如き、 殊に 良心の 命令て 種異 

様の 現象の 如き は、 確かに 我々 の肉體 以外に、 また 其 以上に、 一 つの 確 たる 實在 物の 存 する 證據で 

御座います、 ^は 私の 肉體 ではありません、 私の 肉體 は是れ 私の K で 御座いまして、 私 は 或 時 は肉體 

の 欲せざる 事 を 欲し、 反って 肉 體の砍 すると ころ、 卽ち慾 心なる もの を 抑へ 附 けます、 肉體は 私の f 

婢か {. ^來で 御座いまして、 私 は 之 を 使し、 場合に 依て は 之 を 正義の 爲に 犠牲に 供す る 事の 出来る も 

めで 御座います。 


靈魂は 勿論 形 IS のない もので 御座います、 有る かも 知れません が、 然し 令 日の 科學の 供す る 試驗法 で 

のせ 

其 量 を 定め 形 を 確め る 事の 出来る ものではありません、 然しながら 秤に 載て 量る 事が 出来な いからと 

て 杯 在 しないと は 巾され ません、 奥妙 不思議の 物 は 重い 物の 中に 少 くして、 反って 輕 いもの i 中に 多 

いもので 御座い ます か ら、 此 秤る ベ からざる 靈魂 こそ 實に 宇宙に^ 在す る 凡て の 物 の 中で 最も 不思議 

なる 最も 貴重なる ものであると 思 ひます G 

靈 魂と は先づ 斯う 云 ふ ものであります から 是は 何よりも 貴い もので 御 鹿い ます、 此世 では 貴い ものと 

云へば 直ぐに 生命と 財產 であると. E. します が、 然し 之と て も靈魂 ほどに 貴い もので は 御座いません、 

夬れ 故に 聖 一書に は 『人 若し 全世界 を 得る とも 其靈. ^を 喪 は f 何の 益 あらん 乎』 と 書いて 御座います、 

靈魂を 喪 ふと は 勿論 之 を 汚す 事でありまして、 其 結果 終に 其 沈淪を 招く ことで 御座います、 若し 身體 

は 之 を裹む 衣服より 大切なる ものである とならば、 靈魂は 尙更ら 之を裹 む肉體 よりも 大切な もので あ 

る 箸で 御座います 「生命 有ての 物種」 と讓 にも. & します る 通りに、 ^の 人 は 生命の 爲と あれば 其 所有 

物 を 何なりと も盖 出します が 我々 靈 魂の 貴い 事 を 知る もの は 其爲に は， 縱令 一 命な りと も 差 出す ベ き 害 

に まし ひ  ひん ゲン. り 

の もので 御座います、 故に 架 書に 又 『身 を 殺して 魂 を 殺す こと 能 はざる 者 を懼る k 勿れ、 唯汝曹 魂と 

身と を 地獄に 滅し 得る 者 を懼れ よ』 と 書いて あります、 卽ち 我々 の 首を切り、 或は 我等の 食物 を赛ふ 

て 我等 を 餓死せ しむる 者 は 左程 懷る& に は 足りません、 然し 我々 の 良心 を 腐らせ、 我等の 信仰 を 墮_?^ 

せしめ 我等 をして 主義に 勝って 富と 名 譽とを 愛せし むる 者 は 實に懼 るべき 者で 御」 M います、 劍ゃ銑 を 

以て 我等 を 嚇す壓 制 家 は 敢て懼 る，. 1 に 足りません、 懼る ベく、 憎むべく、 避くべき 者 は 今の 純 士ゃ政 

洽 家の 類でありまして、 卽ち 我等の 身 を 活かして 我等の 靈魂 を 殺 さ ん とす る 者 共 で 御座い ます。 
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1 兀來 道徳と は 何であります か、 之 は 何も 3!n く此， に處 する 道ではありません、 卽ち道 德とは 人た る も 

の- -道、 卽ち靈 魂 を 有せる 者の 歩むべき 道 を 斯く稱 へる ので 御座います、 社 會の富 を 增す爲 に 經濟の 

輋が 必要で ある やうに、 靈魂 をして 其適當 の 發 達を爲 さしむ るが 爲には 倫理の 學が 必要な ので 御座い 

ます、 故に 靈 魂の J!^ 在 を 認めない 倫理 學は 目的の ない 學 科であります、 r 度 身體の 組織 構造 を 知て 後 

に 衞生學 が ある やうに、 靈 魂の 何たる 乎 を 知て 後に 始めて 倫理 學が あるので 御座います。 又 私共 は M 

故に 宗敎を 信ぜん とする の で 御座 い ます か、 基督 敎を 信す るの は 何も 或る 俗 的自稱 基哲敎 徒が 申し ま 

す やうに、 外國 人との 交際 を圓 滑に する が爲 ではありません、 又必 しも 此敎を 信じなければ 社 會と國 

{豕 と を 改良す る ^が 出来ない からで も 御座いません、 そんな 目的 を 以て 基督 敎を 信じた 者 は 大抵 之 を 

棄て k 仕舞ます、 御覽 なさい、 日本 今日の 社 會に墮 落 信者の 多い 事 を、 今 曰で は 何れの 銀行、 會社， 

外國 商館 叉 は 米穀 取引所に 往 つても &: 落 基督 信者の 一人 や 二人 は 居らない 處は 御座いません、 彼等の 

多く は 一度 は 身に 敎職 を帶 びた 事の ある 者でありまして 亦、 立派なる 宗敎々 育 を 受けた 者であります 

然るに 其 今日に 至り ましたの は 抑 も 何の 理由で あるの 乎と 云 ふに、 是は 始め 彼等が 基督 敎の 目的 を 解 

ら すして 之 を 信仰した からで 御座います、 基督 は 私共の 靈魂を 救 ふ爲に 來られ たのに 彼等 は社會 改良 

とか、 义は國 家敕濟 とか 云 ふ 政治家め きたる 目的 を 以て 彼に 來 ました、 イス カリオ テの ュダが 基督に 

從 ひました の も 矢張り 此 目的で ありました、 然し ュダと 云 ひ、 今の 日本の 墮落 信者と 云 ひ、 基督が 彼 

等の 此 卑しき 目的 を充 たさない の を 見て、 皆な 彼を棄 て、 仕舞 ふたので 御座います、 靈魂を 救 はれん 

が爲に 基赞に 来らない 者 は 皆な 同 一 の 運命に 終る もので 御座います。 

「如何にして 我が 靈魂を 救 はれん 乎」、 此の 號 叫の 聲 がな くして は 到底 基 瞥敎は 解る もので ありませ 


ん、 基督 敎は或 人が 謂 ふ 佛敎の やうな 哲學の 一種で は 御座いまん、 又は 輝宗の やうな 瞻カ鍛 鍊の爲 の 

ェ風 でもありません、 基督 敎とは 靈魂を 救 はん 爲の 祌の大 能で 御座います * 基督の 降臨と 云 ひ、 十字 

架上の 罪の 躓と 云 ひ 皆な 要するに 靈魂を 救 はんが 爲の 神の 行爲 であり ますれば、 是 等の 出来事 を靈魂 

以外の 事柄に 當て 嵌めて 其 眞義は 少しも 解らない ので 御座います、 若し 我々 の 肉 體の病 を： B す 事が 基 

督の 目的で ありましたならば、 彼 は 僅に 醫師の 一 種た るに 過ぎない 人でありまして 左程 尊重すべき 人 

では 御座いません、 若し 亦た I に 謂 ふ 社會の 改良が 基督の 本職で ありましたならば、 彼 は 政治家の 一 

種でありまして 希臘の ペリ タリ ー ス、 羅馬 のシ. 1 ザ ー と 肩 を 併べ る 位の 人で ありまし たでせ う、 然し 

基督 は醫 者で もなければ 亦た 政治家で も 御座いません、 彼の 天職 は靈 魂の 救 主たる 事でありまして、 

彼の 爲 されし 仕事の 性質から 申しても 彼 は 人類 中に 比類の 無い 者で 御座いました、 靈魂を 救 ふ 者と は 

人の 犯せし 罪を赦 し、 其 良心に 滿 足を與 へる 者で 御座います、 斯う 云 ふ 人物 は道德 家で もなければ 又 

哲學 者で もありません、 如何なる 君子 碩德鴻 儒たり とも 人の 罪 を 贖 ふて 之 を 赦す事 は 出来ません、 靈 

魂の^ 在と 其 要求す る 物の 何たる を 知れば 基督の 何人なる 乎 を 知る は 難くない と 思 ひます、 私共が 靈 

魂 を 有する 以上 は 基督の 如き 人物の 降 世と 彼の 爲 されし 事業と は 私共の 生存 上の 大 必要で あると 云 は 

なければ なりません。 

私共の 肉 體を養 ふに 魚肉 野菜 穀類な どの 食料が 御座います、 亦 私共の 智能 を 養 ふに 宇宙 萬 象に 現 はれ 

たる 天然の 理が 御座います、 然し 食物 も 天然 も 私共の 靈魂を 養 ふに は 足りません、 私共の 靈魂を 養 ふ 

に 足る もの は 神が 人類に F し 給 ひました 靈の糧 なる 基督で 御座います、 聖書に 斯う 書いて あります、 

ィ H ス曰 ける は 我 は 生命 (靈 魂) のパ ン なり、 我に 就た る 者 は 餓す我 を 信す る 者 は 恆に渴 くこと 
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なし 

我 は 太より 降りし 生ける パ ン なり、 若し 人 この パ ンを食は^-窮なく生くべし、 我與 ふる パ ンは我 

肉な り、 世の 生命の 爲 めに 我 之を與 へん 

某. 42 の 血 を 飲み 其 肉 を 食 ふと 云へば 何やら 食 人々 種の 爲す 事の やうに 聞へ ますが、 資際 我々 が靈 魂の 

苦悶と 飢餓と を感 する 時には 之 を 癒し、 之を充 たす もの は 彼の 血と 肉と より 他はありません、 其化學 

上の 説明の 如き は祌 ii に 過ぎて 玆に之 を 述べる 事 は 出来ません、 若し 貴下 方が 聖ァゥ ガス チン や、 詩 

人 ミルト ン や、 偉人 ク ロム ゥ H ルゃ、 バ ン ヤン や、. グラ ッド ス ト ン が 神を需 めしやうな 熱誠 を 貴下 方 

の 心に 持って 御覧なさい、 私が 玆に 述べました 事が 決して 夢で もなければ 幻で もな く、 實 の實、 眞の 

眞 である 事が 御 解りに なり ませう、 要は 先づ靈 魂の^ 在 を 確む る 事でありまして、 之 を 確かめて 後に 

基督 を 信す るに 至る の は 自然の 順序で 御座います。 


第 七 M 復活の 事 一 


某督 敎は賁 に大膽 なる 宗敎 であります、 基督 敎 がその 敎 義を傳 へます るに 哲學者 輩の 批評 を懼れ ませ 

ん、 唱 ふべき 眞理の ある 時には 基督 敎は 如何なる 敎義 でも 大膽に 之 を 唱道 致します、 若し 私共の 信す 

る やうに 基 誓敎は 神の 示顯 であります るなら ば、 之 は $1： 學 以上、 科學 以上の ものであります * 私共 は 


近世 科學の 反 對を懼 れて 私共の 信仰 を 匿す やう な 卑怯な 事 は 致しません。 

私共 は 基督なる 神の 子の 降 世 を 信じます、 叉 十字架 上に 於け る 彼の 贖 の 鴻業を じます、 雨う し て 

亦 彼に 依て 始められました 肉體の 復活 を 信じます る、. 是等 の 事 は實に 基督 敎 の 根本的 敎義 で 御座いま 

し て 、 是を 信じな い で 基督教 の 信者で あるな ど k 世 問に 向って 吹聽 する の は 確か に 偽善者 の所爲 であ 

ると m 心 ひま， 

肉體の 復活と 云へ ば讀 んで 字の 如く 肉體の 復活で ございます、 是 は^ち 基督が 葬 むられ て 第三 日 目に 

il へり、 先 づぺテ a に 現 はれ、 後に 十二 人の 弟子に 現 はれ、 其 後に ヤコ ブに現 はれ、 又 Me ての 使徒に 

現 はれた と 云 ふ 事であります、 然し 是は 我國で 巾し まする 幽霊の やうな ものに なって 基督が 現 はれら 

れ たと 云 ふので は 御座いません 、又は 佛國 の歷史 批評家 ルナンが 申した やうに 基督 は實際 十字架の 上 

に 於て 死んだ の で はなく、 彼 は實は 未だ 生きて 居って 弟子に 現 はれた ので あると 云 ふの で も あ り ませ 

ん 、 私共 基督 信者 は 使徒 保 羅と共 に 基督の 死の 確實な る を 信じ、 亦た 彼の 復活せ し 事の 確實 なる を 信 

する 者で 御座います-り 

斯く 私が. E. します ると 貴下 方 は 仰り ませう 「死せ し 者が 如何して 睦 へ らう 乎、 死せ し 者 は 死せ し 者で 

墓に 葬られて 朽果 つもので ある、 夫れ が 復活す るな ど、 は 迷信の 極で ある」 と。 

然し 實際之 は 迷信であります か、 我々 は 誰でも 死せ る 土壌が 變 じて 或は 美しき 花と なり、 或は 叉 匿し 

い 鳥と なる 事 を 目撃して 居る ではありません 乎、 復活と は 肉體が 化生す ると 云 ふ 義で御 ざいます 、丁 

度麥の 粒が 腐って 其 内に 藏れて 居る 幼芽に 同化され て 新ら しき 植物 を 作る やうの ものであります、 若 

し 不思議と 云ぶならば 草 一 本の 生へ る 事が 不思議であります、 然し 春雨に 草木の 萌 出る のが 當然 であ 
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ると 云 ふなら ば 何故に 死人の 復活す るの が 奇怪で 御 ざ. います 乎。 ， . 

设活を 迷信と 云 ふの は 祈禱を 迷信と 云 ふのと 同一 で 畢竞. その 何たる を 解し ないから であります、 基督. 

敎 の 敎ゅ る 復活なる もの は 此肉體 が肉體 のま \ で輕 ると 5. す ので は 御座いません、 復活の 眞意は 更生 

でありまして、 生命が 更に 肉 體に加 へらる 仕事であります、 我等 は 死して 復び此 世に 歸 らんと 望む 者 

では 御 趣い ません、 我等 は 死して 更に 新ら しき 生命 を與 へられて 新ら しき 世に 行かん と 願 ふ 者で あり 

まする、 勿論 死者に 新ら しい 生命 を 加 へ る 事の 出來る 者に は 亦た 之 を 再び 此 世に 呼び 還へ す 事が 出來 

ます (約 翰 傅 第 十 一 章ラ ザ&復 生の 記事 を參考 せられよ)、 然し 我等 は 再び 此 世に 呼び 還され た 所が 

仕方が ありません、 我等 は 皆な 一度 は此 を 逝るべき ものでありまして、 逝って 新ら しい 世に 设活す 

るに あら ざれば 我々 の 理想に 達す る 事の 出来な いもので 御座います、 夫れ 故に 基督教 の 復活 を ば 更生 

叉 は 新生と 兄て 理論 上 別に 六ケ 敷い 事 はない と 思 ひます。 

然し 復活に 關 する 疑惑 は其现 論の 可否に 依る ので はなく して、 其 事 實の證 明 如何に 存す るので ありま. 

す、 卽ち 復活 は 有る として、 其 曾て ありし、 叉 は 後に 有らん とする 證據 は何處 にある 乎と 云 ふので あ 

ります、 世に は隨分 有り得る 事で 無い 事が 澤 山に 御座います、 人が 鳥の やうに 空中に 飛ぶ 事 は 有り得 

る 事です が、 其爲し 得る 事で ある 乎ない 乎 は 實に大 疑問であります、 死物が 化して 生物と なる は 我々 

が 日常 目擊 する 所であります が、 人の 屍體が 更に 生命 を受く るに 至った 事 は 基督の 直弟子 を 除く の 外 

は 何人も： HI 撃した 事の ない 事で 御座います、 夫れ 故に 正直なる 科學 者が あって 、彼が 直に 人の 復活 を 

目 ましない 以上 は、 或は 叉 充分 信用の 出来る 科學 者が 目 擊 したとの 證 明の 無い 以上 は 決して 之 を 信じ 

ない と 巾し まする も强ち 無理と は 中 されません。 


其 處で私 は， 日狀 致します、 私 もまた 人の (仅活 したの を 見た 事 は 御座いません、 私 は 基督と 彼の 直弟子. 

の 言 を 篤く 信す る 者で あります が、 然り と て 彼等 の 言 を 以て 二 干 年後の 今日に 此の 如き 大 問題に 就て 

證 明す る爲 めに 科學 的に 愤 値の ある もの だと 云 ふの は 少しく 言 ひ 過る 事で あると m:- ひます、 素より 使- 

徒達 は 皆な 正直の 人で ありました、  然し 彼等 は 未だ X 光線の 應用も 知らす、 マルコ 一一 式の 無線電信の 

理 をも辨 へた 人々 では 御座いません、 彼等の 觀 察が 科 學 上の 精密 を缺 いて 居った と 云 ふても 決して 彼. 

等に 對 して 無禮の  一一 =11 ではない と 思 ひます。 

夫れ ならば 私 は 何に 依って 復活 を 信す るので あります か。 

第 一 私が 復活 を 信じます るの は 私が 神の 大能を 信す るからで あります。 

よ， C がへ r-. 

宇宙と 其內 にある 凡ての 物 を 造り、 亦た 人 を 造り、 人の 內に 宿る 靈魂を 造った 神 は 容易に 死者 を 甦 

す 事が S 來 ると 信す るからで 御座います、 是は 嘗 て 使徒 パゥ a がァグ リッパ 王に 對っ て 述べました 彼： 

が 復活 を 信す るの 理由であります、 バウ n は屮 しました、 

祌旣に 死し 者 を 甦らせ 給 へ りと 云 ふと も爾 曹何ぞ 信じ 難しと する 乎、 

よみ へ  0 

卽 ちパゥ n の 意 は、 若し 人が 甦らした と 云 ふなら ば 信じない が、 大 能の 神が 甦らした と 云 ふなら ば^ 

して 信じ 難い 事で はない とい ふので 御座います。 

第一 一 私 は旣に 私の 心に 復活の 力 を 感じました 故に 同 iJ 力の 働きに 依て 叉た 私の 肉體も 復活す る もの 

であると 信じます 0 

御 承知の 通り 私共が 物事 を 信じます のに 必 しも 吸 を W て 見、 手 を 以て 觸れ なければ ならぬ と 云 ふ 必要 

はありません、 私共 は 太陽の 中に 水素、 鐵、 マンガン、 _ー  ッケル 等の 元素が 有る 事 を 信じます、 然し 
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誰も 親く 太陽に 就て 之 を試驗 した 者はありません、 . 唯此 地球に も是 等の 元素が あって、 其 化 學的岡 有 

性と 微 候と を 知って 居ます から、 太陽の 光線に 同様の 徵 候の 現 はる、 を 見て、 私共 は 太陽に も 同じ 元： 

素の あるの を 知る ので 御座います、 叉私共は珊瑚の小蟲が海中に大島を築く^；^-を；^じますが、 然 りと. 

て M 人 も 其. き？ が 眼前に 築かれた の を 見た 者 は 御座いません、 唯 だ 私共 は 目前 珊瑚 蟲が 海中の 水より 石- 

灰 質 を 分泌す るの を 見ます から、  小より 大に 推して 同一 の 方法に 依て 大洋 中に 幾 干 個と なく 島嶼の 珊 

瑚蟲に 依て 築かれし 事 を 信す るので 御座います、 ^し此 稀の 推理 法が 行 はれません ければ 北に 天文 學. 

や 地 質學 の やうな 有益で 且つ 面，：： ぃ學 問はありません、 私共が 肉體 の 復 活 を！^ じ ます るの も 亦た 同じ 

揪 理法に 由る ので 御座います、 私共 は 心に 祌の大 能 を 直感 致しました、 爾 うして 其 結果と して 唯 だ 私 

共の 靈魂 計りではありません、 私共の 肉體 にまでが 非常の 復活 力 を 感じました、 疾病の 信仰 治療法な 

る もの は 決して 迷信 計りで は 御座いません、 現に 近 42:, の 進歩し たる 心理 化擧 の 實驗 に 由り ますれば 喜： 

ばし き 感情 は 血液の 屮に 一 種の 興 裔劑を 藤し、 亦 悲しい 感情 は 其 中に 毒物 を 造る との 事であります、 

私共 自身 の 經驗に 於き ま し て も 祌の大 能に 依 て 私共 の 靈 魂が 其 救 一 £ の途に 就きます る 時の 歡喜 の 情と 

云 ふ もの は實に 物の 譬 ふべ きはありません、 其爲 めに 何となく 私共の 肩 上より <s_, 荷の 下りし 思が 致し 

まして、 其 結 として は 私共 は屮天 へで も 翔け 昇らん かと 思 ふやうな 事が 御座いま する、 世に 淸き良 

心 ほど 身 體の藥 に 成る ものはありません、 基督 は卽ち 我々 の靈 魂より 罪の 責任 を 全く 取 除い て 下さる 

の で 御幽 います か ら其罪 の 消滅と 同時に 私 等 の 肉體 が 非常 の 活氣 を帶び て來 るの は、 基督の 救 濟に具 

かりし おの 3! 人で. も實驗 する 所で 御座います、 凡 れが ち 聖書に 謂 ゆる 『靈の 質』 でありまして、 我 

吾 が 此骨を 去て 後に 受 ベ き 生命の. 標本と で も 巾べき ものであります、 此の 變化は 生现學 上の 力に る 


のでない 事 は 我々 が 身體の 最も 衰！ 5! して 居る 時に も 之 を感す る の で 能く 解り ます、 基督が 四十 日 四 卜 

夜食 はす、 飮 ます斷 貪され たと 云 ふの も 彼に 此 力が 十分に あつたからで 御座います、 叉パゥ 口の やう 

た 人が <K 衣魚 食寢 る に 家な く、 同情 を 寄 せ て 吳れ る 家族 や 友人と て もな くし て 能く 三 四十 年の 間斷な 

き勞 働に 堪 へたの も 全く 多量に 此 カを享 けて 居った からで 御 趣い ます、 夫れ 故に 祌が 若し 更に 一 暦 多 

量に 此靈カ を 私共に 注 人 さる k ならば、 私共の 肉 II は 全く 靈 化されて 終に は靈 體と稱 する 新ら しき 體 

を 組成す る や-つに 至らん 事 は 決して 信じ 難い 事柄ではありません、 肉體の 復活 を 疑 ふ もの は 未だ 此 

『靈の 質』 を 受けない 者であります、 之 を 受け 之 を 感じて 復活 は 最も 信じ 易い 眞理 となる ので 御座い 

第三 復活 は 人類の 希 Sli! であります。 

爾 うして 一般の 希望の 存 する 處に は必す 之に 應す るの 事實が ある ものです、 何故に 我々 は 人が 死ぬ る 

時に 非常に 悲しく あります 乎、 何故に 死 は 人生 悲慘の 極であります 乎、 勿論 一時の 離^も 淚の 種で あ〉 

ります から、 永遠の 训れは 悲しい ものに 相違ありません、 然し 人が 死ぬ 時の 悲哀 は 全く 別物であって- 

是は 何う しても 慰める 事の 出来な い 悲嘆で 御座い ます、 . 普通 の 人に 取て は 死 を 慰む るに は 唯 之 を 忘れ 

るの 一 途 あるの みであります、 死と は 實に怕 ろし.^ もので 御座いまして 之 を 「恐怖の 王」 と は 能く. 
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しました、 抑 も此怕 ろしい 理由 は 何故で ある 乎と 云 ふに 靈 魂が 肉體を 離れて 他に 宿るべき 體を 得る 目： 

的がない からではありません か、 靈 魂は體 なしに は 不完全なる ものでありまして、 其 意 34 を 外に 表 は， 

すに も 何 か 他に 機關を 要する ものであります から、 死に. 依て 一 度び 肉體が 腐れて 仕舞った 以上 は 全く- 

裸體の 姿に なって 仕舞 ふたので あります、 元來靈 魂と 肉 體とは 一 つの ものでありまして 一 一 者 は 容易に： 


相 離る ベ きものではありません、 然るに 罪悪の 結果と して 人た る もの は 一 度 は靈肉 其處を 異にせねば 

ならぬ 悲運に 陷 りました、 是れ實 に 世の 罪人が 死 め 刑に 處 せらる、 と 同然でありまして、 實に 悲し 

むべき 至りで 御座います、 私共が 管に 死 を 忌む のみなら す 亦 之 を 非常に 怕れ まする の は、 卽ち 私共 人 

類た る もの は 罪の 罰と して 死刑に 處 せらる、 を 知る からで 御座います、 死の 觀 念に 非常の 悲慘の 情の 
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附隨 して 居る の は 全く 之が 爲 であると 思 ひます る、 ァ、 人 誰か 死 を 怖れ ざらん やです、 亦た 人 誰か 復 

0000000000  鲁 9000000000鲁0鲁00き000  OCO0O0O0OO 

活を？ i.: まざらん やです、 罪の 結 菜と して 丁度 は 死に 遇 はねば ならないならば、 菲の赦 しの 诘果 として 

新ら しき 體を與 へられん 事 は 人の 心の奥底に 溝んで 居る 至當の 祈願で は 御座いません 乎。 

第 w  (议活 は 生物 進化の 理に叶 ふて 居り.^ す。 

宇宙の 萬 物 は ル；： な 死 を 以て 始まり 生 を 以て 終って 居ます、 此麗 はしい 地球 とても 其始て 瓦斯 體 より 凝 

結して^ 體と 成った 時には 其內に 一 個の 生物 を も 留めませんでした、 然るに 最初に 先 づァメ ー バ の や 

うた 原生動物が 屮 r で& から、 無 腸 動物、 環 形 動物、 連 環 動物、 軟體 動物、 有 脊推椎 物と 順序 を 追 ふて 

生物 は 進歩して 来ました、 爾 うして 進化 は 人類 を 以て 終るべき もので は 御座いません、 人類 も 叉 更に 

一段の 進化 を爲 して 更に 靈妙、 更に 不可思議なる 體を受 くるに 至るべき もので 御座います、 基督 敎で 

t します る •  靈體 なる もの は實に 肉體の 進化した ものでありまして、 靈魂を 宿す 爲 めの 一種の 形體 たる 

に は 相違 あり ません が、 其 組織と 構造と は肉體 の 夫れ に 優って 更に 數暦も 精 化した も の であります。 

蝶 は 蛄蟖の 復活した ものであります、 鳥類 は 爬蟲、 蛇 類の 進化した ものでありまして、 或る 意味から 

巾し ますれば 其 復活した もので 御座います、 生命 は 常に 引力に 反對 する ものであります、 草木が 一大 を 

指して 生へ、 動物が 自由に 地上 を 徘徊し * 蝶と 鳥と が 地 を 離れて 飛びます の は、 皆な 地球の 引力に 打 


勝って あります、 生命の 薄い 植物 は 唯 だ 一 所に 留 つて 僅に 上方 を 仰ぎて 生長す る 計りであります が、 

鳥の 如き 活力の 盛んなる もの は 高く 空中に 翔ける 事が 出来ます、 亦 同じ 鳥類の 中で も鷄ゃ 「ゥ ミガラ 

ス」 の やうに 碌に 飛べない もの も あれば、 鶴 や アルバトロスの やうに 飛翔の 自在なる もの もあります、 

蛇 は 地に 匍 ふ 動物 ゆ ゑ 往時より 「泥土 を 貪 ふ獸」 と 呼ば、 れ、 雲雀 は 一 直線に 上天 を 指して 昇ります 

から 希望 昇 1K の 鳥と 稱 へられました、 地に 就く は 活力の 不足なる 證據 でありまして、 活力 充溢して 生 

物 は 漸次に 地 を 離れて 天に 近づく もので 御座います。 

同じ やうな 人間の肉 體も 之に 新生 命 を 十分に 注入 致し ますれば 終に は 地 を 離れて 天に 昇る 事が 出来る 

やうに なると 思 ひます、 舊約 聖書の 創世記 第五 章の 二十 四 節に 書いて あります る 『ヱ ノク 神と 偕に 歩 

みしが 祌彼を 取り 給 ひければ 在らすな りき』 と， m. すが 如き は 生きな がらの 復活 を 云 ひし ものであると 

一般に 信ぜられます、 此事を 新約聖書に は 『信仰に 由て H ノクは 死なざる やうに 移されたり』 と 書い 

てあります、 『移されたり』 は 英語に て は was  translated と譯 して 御座いまして、 卽ち H  ノクは 死 

ぬる ことなくして 直に 此肉體 より 靈體に 移された りとの 意で あると 思 ひます。 

然し 斯う 申した 處が 世人が 容易に 復活 を 信じない 事 は 私 も 能く 承知して 居ます、 復活と は 基督 敎の他 

の 敎義と 同じく 議論で はなく して 實驗 で 御座います、 故に 其 力 を 少しな りと も 自身 心に 感じた 事の な 

い 人に は 到底 此の 大敎義 を 信す る 事 は 出来ません、 世人の 多くが (所謂 基督 信徒なる 者 を も 含む) 復 

活を 信じな いのは 實に之 を 信す る 理由が 無い からで はなく して、 彼等が 之 を 信す るの 勇 氣に缺 乏して 

居る からであります、 彼等 は 罪の 故 を 以て 旣に 死刑 を官； 吿 されし 者であります から、 新生 命と か 復活 

とか 云 ふやうな 神の 恩賜の ある を 聞いても 決して 之 を 信じません、 彼等 は 反って 殺さる \ を 好む 者で 
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ありまして、 彼等 をして 斯 くも 不信の 者と 爲 らしめ た 罪の 結果 は 何と 恐し いものではありません か。 

然し 度活を 信じて 宇宙と 人生と を觀 じて 御覽 なさい、 ，： 千 宙とは 何と 歷 はしい 處と 成って 亦た 人生と は 

M— と 喜ばしい ものに 成る ではありません 乎、 『我 終 悉く 寢 るに は 非す、 我 倚 皆な 末の If の咆 らん 時忽 

ち 瞬 ii に 化せん、 ず は教. g らん 時 死にし 人 甦へ りて 壞 ちす、 我等 も 亦 化すべ ければ なり』、 此 信仰が 

あって こそ 死 は 其 恐怖 を脫 り、 ，に怕 い 事、 悲ぃ事 は 無くなって 仕舞 ふので あります、 冬が 去て 春の 

.來 まする の も、 鷲が 梅 か 枝に 初春の 曲を唱 へます るの も、 花の 晨も 月の 夕 も 凡て 皆な 一 點悲慘 の 分子 

を も 交へ ざる 希& 1、 快樂の 基と なりまして、 我等 は 天然の 美 を樂ん で、 其 悲と慘 と を 意 はざる に 至る 

. のであります、 風の 喊 きます るの は 何も 我々 人類に 悲しき 事を傳 へんが 爲め では 御」 いません、 我々 

自身が 神より 離れて、 罪の 萍に陷 り、 悲慘の 境に 居る ものであるから、 之を聽 いて 悲哀の 感を 起す の 

であります、 人生に 於け る も 亦た 同じ 事であります、 ±1 に は 悲しい 事 は澤山 御座います、 然し 「死」 

なる もの を 其 根本より 絶って 仕舞 ひさへ すれば 他に 悲しい 事 は 一 つも 無い やうになる 苦であります、 

なき 人の 煙と なりし 夕より 

いとなつ かしき， M 竈の 沛 

是は 復活 を 信じない 人の 其 夫 を荼田 比に 附 した 後の 感 でありました、 又 

春の 日に 盛りの 花の 衣 着 て 

心 う れ しく 歸る ふる 里 

是 は卽ち 復活 を 信す る 者が 其 妻 を 春の 日に 城 北の 青山に 葬りし 時に 彼女の 心 も斯く ありし ならん と獨 

り喁 へ し詞 であります、 役活を 信す ると 信ぜざる とに 依て 人々 の 生涯 は 非常に 違つ て來 ます、 死が 生 


に 入る の 門と なって、 -惡ん が 批に跌 S する 位 は M でもありません、 「二" -n 以て 彼 を 殺すべし」 であり 

ます、 生命が 欲い けおば こそ 我 を 彼 も 恐れ 亦 彼 も 我を嚇 すなれ ども、 我に 彼の 楚ふ 事の 出来ない 生命 

の ある を 知れば、 我 は 金鐵の 身軀を 有して 居る と 同然で 御座います、 此赏 重なる 生命！  は 俗人 共 

が 如何に 寄って ぎって 被っても 裂いても 決して 壞っ 事の 出来る ものではありません、 人の 靈 魂に は 彼 

が 堅く 祌を 信す る 以上 は 彼の 肉 體 を も 取戾す 丈け の 能力が 具 へられて 居ります、 正義 は 矢張り 最終の 

勝利者で 御座います、 不義の 者は此 量に 勝ちても 死して 後 其 肉體は 腐れ 其靈は 消え失せ、 義 しき 者 は 

之に 反して 縱し此 世に 負けて も其靈 は 活き其 肉 は 甦へ り て 靈體と 云 ふ 更に 高尙 な る 體を 組成 して 此设 

M 外 に 復た び 進歩 閒發 の 時期 を 得る 者で 御座 い ます。 


第八囘 永生の 事 i 


, 神の 事、 靈 魂の 事、 復活の 事が 解れば、 永生の 事 を 知る の は 別に 六ケ 敷くありません、 永生と は肉體 

の-死後に 靈 魂が 其 新たに 授かりし 靈體を 以て 生命 を繼續 する 事でありまして、 是も 亦た * 督敎の 傅 ふ 

る 大敎義 の 一 つで 御座います。 

祌は 生命の 源であります、 生きと し 生ける 者の 巾に 神より 生命 を 受けない もの は 御座いません、 .§何 

な る 分子 の 化 介 でも 生命 を 作る 事 は 出來ま せ ん 、 萬 物 は 皆な 神 の 手に 依て 造られし もので あ ります が . 
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生命 は 特別に 神の 生 氣の吹 人に 依て 此 世に 現 はれた もので 御座います、 我々 は 神と は 何で ある 乎、 確 

と 之に 定義 を 下す 事が 出来ません が、 然し 彼 は 生命の 最も 高き 者、 最も 純淸 なる 者で ある 事 丈け は糙 

かで 御座います。 然し 生命に も 幾 個 か 種類が あります、 植物 もあります、 動物 もあります る、 植物の 

屮 でも 藏齒朵 の やうな 低い 階級に 腸す る もの も あり、 或は 柳、 樱の やうな 高等の 植物 も 御座います、 

動物に も 下 は 海月、 珊瑚の 類から 上 は 牛、 馬、 猿、 人間までの 差異が あります、 同じく 生命で ありま 

十が、 其 上下の 懸隔 は 雲泥 も啻 ならざる もので 御座います。 

人類 は 生物の 中で 最も 發 達した ものであります、 雨う して 又 彼の 靈魂は 彼の 肉體に 優る 生命で 御座い 

ます、 是は此 宇宙に 現 はれて 居る 生命のう ちで 最も 巧妙なる もので、 亦 最も 卓絶した 所の もので 御座 

います、 神 は 人間以上の ものであります が、 神の 造った 物の 中で 神に 最も 能く 肖て 居る もの は 人の 靈 

魂であります、 靈魂は 意思と 云 ふ 力 を 有して 居まして、 獨り 定め 獨り行 ふの 能を與 へられた もので あ 

ります、 人間 以外の 生物 は 或は 土に 頼り 或は 他の 生物に 依て 存在す る ものであります が、 靈 魂の みは 

神に 依ての み 存在す る ものであります、 基督が 我が 血 を飮み 我が 肉 を 食 ふに あら ざれば、 神の 國に人 

. る こと 能す と 申された の は 斯事を 云 はれた のであります。 

植物の 營養物 は 無機物で あり、 動物の 食料 は 有機物で あり、 靈 魂の 食料 は祌 であります、 故に 若し 何 

かの H 風 を W て 植物に 其需 むる 無機物 を 無限に 供給す る 事が 屮 I 來、 何 かの ェ風を 以て 其 外 園の 境遇 を 

して 無限に 適宜なら しむる を 得るならば、 植物に も 無限の 生命 卽ち 永生 を與 へる 事が 出来ます、 松柏 

科の 植物で 或は 七 百年 叉 は 一 千年と 云 ふ 生命 を 保つ 物が あるの を 見ても • 植物で も 其 周圍の 境遇 如何 

に 依りて は 無限とまで は 行かな くと も、 永年の 生命 を持續 する の 難くない 事が 解ります。 


動物 とても 同じ 道理で 御座います、 馬に して は 五十 年 以上 も 生きる 者が あり、 象の 如き は 百年 以上に 

達する ものが 度々 ある さう であります、 人で も }G 歳 以上に 達する 者は罕 ではありません、 西洋の 近時 

の 學說に 依り ますれば 人命 は 三 百年 位 ま で は 持镜 の 出來得 べき ものである さう で 御座います、 卽ち 四 

園の 境遇が 其宜 きに 叶 ひ、 成るべき 丈け 體肉 消耗の 度 を 節減し ますれば 生命 は 案外に 永く 保^す る 事 

の 出来る もので 御座います。 

靈魂も 神に 造られた 生命であります から、 祌の やうに 獨り 他の物に 賴ら すして 生存す る 事の 出来る も 

のではありません、 丁度 動物が 草木の やうに 土 や 瓦斯 を 以て 生活す る 事が 出来ない が 如くに 靈 魂は植 

物 や 動物の 供給す る 食物 を 以て 其 存在 を繼 綾す る 事 は 屮1 來 ません、 生物に 夫れ く 適當の 食物が あり 

ます やうに 靈魂 に は靈 魂相當 の 食物が 御座 い ます。 

思想 は靈 魂の 食物の 一 つたる に 相違ありません、 善き 人に 接し、 良き 書 を 讀んで 我々 が 一 種 特^の 生 

氣を 感じます るの は 全く 之が 爲で御 1- います、 人 は 如 M ほど 住居に 注意し、 叉 は 美食 を 致しましても 

健全なる 思想 を 得なければ 何ん な 人で も 直に 墮 落して； H 舞 ひます、 日本 今日の やうな 物質的 社 會に於 

て も 著述業 や 出版業 が 全く 廢らな いのは 肉體が 食物 を 要求す る やうに 靈魂 が 思想 を 要求す るからで あ 

ります、 往昔より 唯今 ま で 如何なる 世に も 道德が あり、 宗敎 が あるの は靈魂 存在 の 打消す ベから ざる 

證據で 御座います。 

然し 人 は 水と 蔑との み を 以て 生活す る 事が 出来ない やうに、 唯 だ 思想の み を 以て 生存す る 事 は 出來ま 

せん、 壯 美なる 詩歌 や 高貴なる 理論 も靈 魂の 一時の 奮 與劑と は 成ります が， 之 を 以て 永久の 食糧と す 

る 事 は E.Z 來 ません、 人 は 思想 以 外に何か 活 きたる 靈の糧 を 要します、 爾 うして 靈 なる 神に 接しません 
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でも 彼 は 彼の 友人 や 又は 妻子 朋友より 愛と 稱 する 一 種の 實物を 要求し ます、 彼 は 先づ之 さへ あれば 他 

物が なくと も 生存す る 事が 出来ます、 之 を 得ん が 爲には 彼 は 時として 彼の 生命 を も棄る 事が 御座いま 

す、 殊に 神の愛の 何たる を 知らない 者 は 人 §1- と稱 へて 公衆の 愛 を 博 せんと 悠り、 又は 戀 愛と 云 ふて 婦 

女子の 痴情 を惹 かんと 苦心 致します、 如何に 劣等なる 愛でありまして も 愛 は 靈魂を 有する 人類の 特有 

性でありまして、 猴 にも 牛に も 馬に も 下等動物に は 人類の 有する やうな 愛なる もの は 御座いません。 

然し 人の 愛に は 際限が あります、 人 は 大抵 私慾に 牽 かる k 者であります から 全心 全力 を竭 して 他の 人 

を 愛する 杯と は 到底 彼の 屮 I 來 ない 事で 御座います、 故に 人の 愛 を 以て 我が 靈 魂の 無窮の 要求 を充 たさ 

んと欲 ふ 者 は 必す失 致します、 世に 失戀 者の 多 いのは 實に 之が 爲 であります、 失 戀者は 全く 人生 を 

誤解した 者であります、 彼 は 到底 人よ り^むべからざる もの を 望んだ 者であります、 ^人 何者です、 

彼女 は 天使で は 御座いません、 彼女 も 矢張り 罪に 依って 神より 離れ 私慾 を 追求す る 者であります、 彼 

等の 或る 者 は 高慢であります、 彼等の 多く は 嫉妬深く あります、 亦た 彼等 は 全體に 虚榮を 好む 者で 御 

虚 います、 然るに 此の 如き 者より 純潔 無私の 愛 を 要求す る 事で ありま すれば 到底 失 戀は免 がれません、 

亦た 女性に 取ても 同じ 事であって 男 も 女と 均しく 私利 を 覚め 私慾 を 願 ふ ものであります、 彼の 愛なる 

もの は 自身の 快樂と 便利と を 先にす る もので 愛の 中で 最も 劣等なる ものであります、 彼に 依つ て 終生 

の 安 慰 を 得ん とした 者が 元來 間違 ふて 居る のであります、 是は 何も 彼女が 惡 るい、 此 5R が不實 である 

と 云 ふので は 御座いません、 如何なる 女で も 如何なる 男で も 一 人の 靈魂 を滿 足さす る やうな 愛 心 を 供 

する 事の 出来る ものではありません。 

靈 魂の 要求す る もの は 愛であります、 純潔 無私の 愛で 御座います、 亦た 宏大 無邊の 愛で 御座います、 


靈魂 は實に 莫大なる 請求 を爲す ものであります、 彼 は 到底 金 殿 玉 樓位ひ を 以て は滿足 致しません、 美 

衣美 食 位で 彼の 飢渴は 決して 癒さる、 ものではありません、 彼に 侍せし むる に 三千の 宫女を 以てして 

も、 徒に 彼の 悲哀 を增す 計りであります、 幸福なる ホ ー ムを 以てしても、 善良なる 友人 を 以てしても- 

是も 亦た 彼の 滿 腔の 慾 を充 たす に は 足りません、 靈魂は 實に其 友と して、 亦た 其 父と して、 其 救 主 

として、 宇宙 萬 物の 造 主なる 獨ー 無二の 活ける 眞の 神の愛 を 要求 致します、 是れ なければ 彼 は 死んだ 

ものです、 是れ あれば 彼 は 彼の 欲する 凡ての もの を瘦 たもので す。 

靈 魂なる 生物 は實に 斯う 首 ふ もの で 御 s い ます、 甚だ 野卑な る 云 ひやう であり ますが、 靈 魂と は 神 を 

へ畏 い^る 生物で 御座います、 丁度 蠶が桑 葉に 依っての み 生活す る やうに 靈魂 は祌に 依っての み 生育す 

る 事 の 出来る もの であります、 桑の 葉で なければ 蠶は 直き に 死ぬ やうに 神で なければ 靈魂も 直きに 锇 

死して 仕舞 ひます、 ダビデの 詩篇に も 書い て ある 通り 

鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 我が 靈魂も 爾を慕 ひ 喘ぐな り 

と、 靈 魂が あっても 神が 無くば、 禽獸 あって 其渴を 癒す 水の なきやうな もので 御座いまして、 若し 果 

して 爾 うならば 天然と は 實に殘 酷 無慈悲な ものと 云 はなければ なりません、 然し 玆に靈 魂なる 生命の 

最も 進化 上達した る ものが 御座います、 亦た 之 を 養 ふの 神と 神の愛と があります、 此 二者が 揃 ふて 有 

りまして 永生 はあり 得難い ものではありません、 永生と は靈の 方から 見ても 神の 方から 見ても なくて 

はならない もので 御座います。 

靈魂は 神 を 食と して 永久に 生存す る 事が 出來 ると 云 ふと 何だか 譯の 解らない 事の やうであります が、 

然し 其 事 の 何たる 乎 を 實驗し て 見れば 是は 決し て妄誕 無稽 の 曾 で ない 事 が 解ります、 現 に 英語な ど に 
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て は Feed  upou  God  (祌 を 食す る、 卽ち祌 を 以て 自 から 養 ふ) の 語 は 極て 高尙 なる 語と して 用 ひら 

れ ます、 其 何となく 無作法に 聞へ まする の は 我に 此靈魂 上の 實驗が 無い からであります。 

然 らば 靈魂は 如 3： にして 神に 依て 自ら を 養 ふ 事が 出來 ます か。 

神に 依て 靈魂を 養 ふ 事 を 聖書で は 『神 を 知る』 と 申します、 『知る』 と 云 ふ詞は 希伯來 語で は 極く 深 

い 意味の ある 詞 でありまして、 ん， 口で 巾し ましたた らば 『同化す る』 とか、 叉 は 『ー體 となる』 とか 

云 ふ 詞に譯 すべき もので 御座いませう、 約 翰俾第 十七 章の 三 節 を御覽 なさい、 

永生と は唯獨 りの 眞 神なる 爾と其 遣 はし、 ィ H ス キリス トを 知る 是れ なり 

と 書いて あります、 而 して 基督の 此 言に 依り ますれば 永生と は 何で ある 乎、 而 して 之に 達する の途は 

何んで ある 乎が 能く 解ります。 

卽ち 永生と は 神 を 知り、 神の 遣し K 基督 を 知る 事で 御座います、 之 を 言ひ換 へて 見れば 基督に 顯 はれ 

たる 神の愛 を 信仰 を 以て 我が 靈 魂に 同化す ると 云ふ義 であります、 基督 敎の傳 ふる 永生なる もの は斯 

くも 明，：：： なる もので 御座います。 

神 は 愛であります、 爾 うして 此愛は 最も 完全に 基督の 生涯に 於て 顯 はれて 居ます、 此 世に 在て 神 を 知 

るの 途は 基督 を 知る より 外はありません、 基督 を 見し 者 は 卽ち神 を 見し 者でありまして、 基督 は實に 

神であります。 

故に 永生に 入る の 途は 聖書に 顯 はれた る 基督 を 知る に あるので 御座います、 基督が 我等の 神た るに 至 

て、 卽 ち 彼が 我々 の 理想と なり、 我々 の崇拜 物と なりまして、 我々 は 新生 命の 我々 の靈 魂に 加 へられ 

るの を覺 へる ので 御" It; います、 我々 の 神に 關 する 觀 念が 基督が 我々 に 供す る觀 念で ない 間 は 我々 の 心 


の 中に 永生なる ものはありません。 

斯く 申します ると 私の 言 は jn^ だ獨斷 的の やうに 聞へ ます、 然し 是は 事實で 御座いま すから 致し方 は あ 

りません、 基督が 供す る やうな 祌の觀 念が 他の 人に 依って 供され た 例 は 決して 御座いません. - 

神 は聖ぃ 者で 御座います、 力の 强ぃ 者で 御座います、 智慧の ある 者で 御座いま 寸-、 然し 此事を 知った 

丈け では 未だ 永生 は 得られません。  . 

祌は 架-い 計りで なく、. b{ い 計りで なく、 カ强ぃ 計りで なく、 彼 は 非常に 謙遞 なる 者で 御座います、 彼 

は 天の 高き に 在りても 人類 を 救 はんが 爲には 地の 低き にまで 降 來る事 を も 麼ひ給 はす、 自ら 心 を 低 ふ 

し 給 ふて 我等 如き 罪人にまで 懇願 を 以て 改悔を 迫り 給 ひます、 彼に 宇宙 を 主宰す るの 權カ があります 

けれども彼の心は柔和なる^8?^小羊の如く、 彼が， に 臨み 給 ふや 威嚴 堂々 たる 大王と なって 來り給 はす 

して 貧家の 子と なりて 來り給 ひ、 彼 は 大工 を 職と し、 勞働を W て 恥と 爲し給 はす、 爾 うして 正義の 唱 

道すべき もの は 誇 々として 帝王 も 及ばざる の 威植を 以て 之 を 傅へ 給 ひました、 亦た 彼に 一 點の 私慾が 

無かった のに I 人 は 彼を棄 て、 甚 しく 彼 を 辱し め、 終に 彼 を 十字架に 釘け て 殺して 仕舞ました、 然し 

彼の 口 は 一言の 不平 を 吐かす、 死に 臨んで 反って 彼の 敵 人の 爲に 祈って 瞑せられ ました、 基督の 示せ 

る 神と は 實に斯 の 如き もので 御座います、 世人 は 神の 名を閜 きました けれども、 神と は斯の 如き もの 

であると は 某： 督に 依ら ざれば 決して 知る 事 は 出来ません。 

如何で 御座いま すか、 人が 斯う 云 ふ 神 を 信じて、 此 神に 傚 ふて 彼の 生涯 を 送って * 彼 は 永生 を 得る 事 

が 出来ませんで せう 乎、 基督の やうな 生涯 は惡 人に 殺さ るれば 夫れ で 終りに 爲る もので 御座いませう 

乎、 若し 基督が _ 促活 しないで、 彼の 生命 も {4, 一く ュダの 山地の 塵と なって 消失せ て 仕舞 ふたもの ならば 
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此宇宙 と は 何と 賴み 少なき 處 ではありません 乎。 

然し 之 は 雨う では 御座いません、 謙遜なる 事 基督の 如き 者の 生涯 は 永遠にまで 存在す る價 値の ある も 

ので 御座います、 爾 うして 我々 の 生涯と 雖 ども 基督の 生涯に 傚へば 同じく 永久の 性 を帶る 事が 出來ま 

す、 卽ち 永生と は實に 謙の 結果であります、 基督の やうに 謙遜なる を 得れば 我々 も 永生に 人る 事が 出 

来ます。 

然し 如何した らば 基督に 傚 ふ 事が 出來 ませう 乎。 

夫れ は 唯 だ 信仰に 依て あります、 是に 依らす して は 私共が 如何 やうに 工夫 毅鍊を 凝らしましても 基 

督の やうな 行 を 爲す事 は出來 ません、 努めて 爲 した 行 は人爲 的でありまして、 自然と 心の奥底から 湧 

いて 出る 愛 心の やうに は 行きません、 世の 所謂 德行 家と 申します 者の 行爲の 何となく 機械的なる は 全 

く 之が 爲で 御座います、 私共 は 聖賢 君子の 眞似事 位で は 永生 を 承け 繼ぐ事 は 出来ません、 私共 は眞正 

の 善人と なり、 愼んで 惡を 避け、 努めて 善 を 行 ふので はなく して、 心に 惡を 憎み 善 を 愛する やうに 

ならなければ なりません、 爾 うして 斯うなる に は 基督に 顯 はれた る 祌の救 を 信じなければ 成りません 0 

扨て 信仰と 巾し ますこと は 嘗て 拙者 「求 安錄」 に 於て 述べて 置きました 通り 何も 理屈 を 以て 信す る 事 

の 出来ない 事 を 無理に 信す る譯 ではありません、 信仰と は卽ち 讀んで 字の 通り 信仰 卽ち上 者 を 信じて 

此身を 一 切 彼に 任 かす 事で 御座います、 亦た 言ひ換 へて 申せば 私共の 有の 儘 を祌の 前に {n 狀 して 彼よ 

り 罪の 治療 を 受ける 事で 御座います、 神に 取って は 至 仁 至 愛 は 彼の 特性であります から、 彼 は 努めす 

して 仁慈た る 事が 出来ます けれども、 私共 人間 は 生れな がらの g お 人であります から、 神の 救 濟に與 か 

，ら ざる 以上 は 公平無私の 人と 成る 事 は 出来ません、 基督 敎道德 の 普通 世に 唱 へらる、 所の 道 德と異 つ 


て 居ます の は 實に此 一 點 にある ので 御座います、 私共が 基督の やうな 人に 成る に は 基督 を 道德の 手. If 

として、 之 を 身に 行って 成る のではありません、 私共 は 先 づ身を 基督に 委ね、 彼 をして 私共の 罪 を 除 

かしめ、 私共の 心に 彼の 心 を 受け 斯くて 私共 は 皆な 小 基督と なって、 始めて 此 身に 基督の やうな 榮光 

を 現 はす 事が 出來 るに 至る ので 御座います、 卽ち 私共 は 私慾 を 去った 計りで はいけ ません、 私共 は 意 

志まで を も 全く 去らなければ なりません、 詩人 テ 一一 ソ ン の 申しました 「我が 意思 は 我が 意志 を 爾の意 

思と なすに あり」 との 心 を 以て 基督に 抵ら なければ なりません.. 斯うな して こそ 始めて 私共 は 身に 基 

の やうな 行 爲を現 はす 事が 出来て、 確かに 永生の 我が 裡に 宿る こと を 信す るに 至る ので 御座います。 

永生と は 斯う 云 ふ 事で 御座います、 卽ち 基督に 顯 はれた る 神の 生命 を 信仰 を 以て 我が 心に 受ける 事で 

御座います、 其 不死 不朽の ものなる 事 は 之 を 私共の 心に 受けて 私共 自身に 之を感 する 事が 出來 るの み 

たらす、 未だ 之 を 受けない 世人で も 之 を 受けし 人の 身に 現 はる、 行狀を 見て 其 永久 朽ちざる もので あ 

る 事 を 否定す る 事 は 出来ません。 

斯く 永生なる もの は 何にも 人 は 皆な 死 を 好まざる ものであります から 有る もので は 御座いません、 叉 

或る人が 信す る やうに 靈魂 は元來 不死の 性 を 具へ て 居る ものであるから 有る ので もありません、 唯 だ 

私共の 身に 基督に 現 はれた る祌の 死せ ざる 生命 を 受けて 始めて 有る もので 御座います、 私共 基督 を 信 

する 者の 永生の 希望 は 決して 確乎たる 土臺 のない 希望ではありません、 私共 は 心に 旣に其 一 斑 を實驗 

し、 亦た 私共の 最も 明白なる 常識に 照して 見て 此新 生命の 不朽なる を 信す るので 御座います。 
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神が あり、 靈 魂が あり， 〔仅活 が あり、 永生が あれば、 天國の ある は 當然の 事で 御座います、 天國と は. 

神に 依て 救 はれし 靈 魂が 新たに 肉體の 復活に 依って 成りし 靈體に 宿って 永久に 存在す る處の 名き でか 

ります。 

夫れ であり ますから 私共の 首 ふ天國 なる もの は 怫敎で 云 ふ 所の 極 樂とは 遠 ひます、 私共 は敢て 天 國に 

往 つて 連の 臺に 意中の人と 永久の^ 樂を 供に せんと は 願 ひません、 亦た 私共 は囘々 敎 徒に 做 ふて 天國 

に往て 酒池肉林の 間に 美人の 歡待を 受け やうと も 思 ひません、 天 國とは 旣に肉 慾 を 去った 者の 行く 處 

で 御座いま すから、 天 國に往 つて 安樂 を爲さ ふと 望む 人 は 到底 其處に 行く 事は屮 I 来ません。 

私共 は 唯 だ 天國の 道德的 境遇 を 知る まで f ありまして、 其 私共が 今日 此 世に 於て 有する 肉眼に 何 う 映 

する ものである 乎、 夫れ は 少しも； S;h じません、 新約聖書 默示錄 の 第一 一十 一 章に； 大 國の說 明が 書いて あ 

ります るが、 夫れ は 譬喩であって、 實物 を說き 明かした もので ない 事 は 誰でも 知って 居る 事で 御座い 

ます、 天 國とは 無闇に 黉石ゃ 何 か を 飾付け たやうな ソ ンな 詰まらない 處 ではありません、 默示錄 の 記 

者 は 別に 形容の 辭 がない から 已を 得す、 此 地上に 屬 せる 最も 美しき もの、 最も 責 きもの を 執って 書い 

たに 過ぎません。 


天 國は 何處に 有る 乎、 夫れ も 私 は 少しも 知りません、 所謂 天國の 地理 學 なる もの は 私の 少しも 知らな 

い 所で 御座います、 詩人 ダンテの 『神曲』 に 由り ますれば 天國は 太陰 界、 水星 界、 金星 界 * 太陽 界、 

火星 界、 木星 界、 土星 界、 恆 星界、 原動 界、 s!^ 空界の 大界に 分れて 居る そうであります が、 是も 詩的 

想像に 止って、 科學 的の 事實 でない 事 は ダンテ 彼 自身 も 承知して 居ました、 叉 宇宙の 中心 點は ブラ ャ 

、デスと 云 ふ 星座の 中の ハ リシ オンと 云 ふ 星の 近所に あると 云 ふ 事から 神の 寶座 も其邊 にある ベければ、 

天 W も 夫より 程遠から ぬ處に 在らん など、 想像して 居る 人 も 御座います、 然し 是 とても 餘り當 てに な 

らぬ說 でありまして、 私 は 此肉體 を 去って 後に 億 萬 里 外の ハル シォ ン まで 旅行し やうと は E 心 ひません、 

若し 天 國の地 现學的 所在に 就て 少しな りと 私の 贊成 を與 へ る 事の 出來 まする 說 があります るなら ば、 

夫れ は天國 とは此 地球の 改造され た 者で あるとの 說で 御座います、 私 は 折角 この美 はしい 地球上に 生 

れ出 でまして、 之と 永久に^れ まする の は 何となく 物憂く 感 する 者で 御座います、 此 世の 事 をば 憂世 

なりと 申します るが、 夫 は 何も 此 地球の 事 を 云 ふたので はありません、 此地 をして 斯 くも 悲慘 なる 處 

と 致し ましたの は 其內に 住する 惡人 共でありまして、 惡人、 俗物の 類が 悉く 逝って 仕舞い ますれば、 

此地は 有の 儘に て 立派なる 天 圃と爲 すに 足る と 思 ひます、 日が 山の端に 沒 つた 後、 西 天 一面に 紫を帶 

びる 際、 弦月 低く 遠 霧の 中に 埋る 時の 景色 は 如何で 御座いま すか、 天國 とは是 よりも 美しい 處 であり 

ませう か、 山 を 見ても、 海 を 眺めても、 此 地に 一 として 缺點を 見出す 事 は 出来ません、 惡 しきもの は 

唯 だ 人間 計りで 御座います、 若し 此 日本 も 無慈悲なる 華族 や、 傲慢なる 藩閥 政府の 役人 や、 憎むべき 

敎育家 や、 偽善 的 新聞記者 や、 其 他 牧師、 傳 道師、 坊主、 神主 等 凡ての 惡人 や、 凡ての 偽善者、 凡て 

の裙間 流の 徒 M が 悉く 跡 を 絶つ に 至りましたならば 何ん なに 美 はしい 國 土と 爲る 事で 御座いませう、 
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私 は惡人 絶滅 後の 日本に 是非 一 度歸 つて 来たく 思 ひます、 斯 くも 麗 はしき 樱花國 でありながら 今日の 

やうに 惡 人の 跋扈す る處 となって 居ます の は 何ん と勿體 ない 次第で は 御座いません 乎、 然し 私 は 度 々 

雨う 思 ひます、 若し 私の 此 希-ば s にして 充 たされす に、 私共 は 永生 を此 地球に 於て 享 くる 事が 出来ませ- 

んならば、  天國と は此上 如何 ほどに 美 はしい 處 であらう 乎と、 若し 神は惡 人に さへ かく も 美 はしき 世 

界を賜 ひましたならば、 神に 依て 聖 めら れし 者の 爲に 神が 備へ給 ひし 世界と は 何ん なで ありませ う、 

富士山よりも 立派な 山、 樱 よりも 麗 はしい 花の く處、 鶯 にも 優る 聲を 以て 囀づる 佳禽の 飛ぶ 處、 … 

…私 は 現在 住まって 居る 此國土 を 以て も 十分に 滿足 致します るのに、 尙ほ此 地に 勝る の國 となれば 

多分 その 光熠の 眩き が 爲に私 は^を 閉ぢて 其 門に 入らなければ なるまい 乎と 思 ひます。 

然し 是は單 に 妄想であります、 天國 は何處 にあら ふか、 夫れ は 私共に 取って 大切なる 問題で は 御座い 

ません、 私共 は 唯 だ その 如何なる 人の 入る を 得べき 處 である 乎 を 知って 居ます、 爾 うして 夫れ 丈け 知 

つ て 居れば 澤 山で 御座います。 

天國に 人り 得る の 資格 は 何で ある 乎、 何う 云 ふ 人が 天國に 入り 得る 乎、 天 國とは 如何なる 人に 依て 組 

織せられ たる 社會 である 乎、 此 等の 事 を 知る の は 別に 難い 事で はない と 思 ひます。 

第 一 勿論 富 や 位階 動 4!f は 天國に 入る の 資格と はなり ません 

何も 金 持は必 すし も 天國に 入る 事が 出来ない と S. すので はありません、 基督 は 『富める 者の 祌の國 に 

入る は^ 駝が 針の 眼 を 通る よりも 難し』 と 申されました、 決して 入る 事の 出來 ない のではありません- 

る 事が 非常に 難いので 御座います、 今日の 處 では 此世は 罪惡の 世でありまして 物事の 順序が 多く は 

顧闺 して 居ます、 眞の 善人 は此 世の 惡人 でありまして 眞の惡 人で ありながら も此 世に 在る は 榮耀榮 


華 を爲盡 し て 貴族 紳商と 仰が れて 居る 者が 澤 山に 御座い ます、 基督 敎 の 天國は 本願 寺 の 極樂淨 土と は 

違 ひます から、 金力 や 爵位で 天國に 入ら ふと 思 ひます ると 全く 當 てが 外 づれ ます。 

第二 天國は 亦た 學 者の 集合 所ではありません 

天 國に 入る は 政府に 入る のと は 大變に 違 ひます、 大學の 卒業 證書を 持つ て 居る とて 天 固に 人る 時の 何 

の 役に も 立ちません、 勿論 學殖 は靈 魂の 一 つの 装飾た るに 相違ありません、 學は 畢竟 3 典 理を學 ぶの 途 

であり ますから、 敎育は 適 當に之 を 行へば 天 國に入 るの 資格 を 作る 上に 非常の 力 ある ものに 相違 あり 

ません、 世に は 高慢なる 學者、 學を 曲げ 世に 阿ねる 學者、 學位を 一種の 財産の やうに 思 ふて 居る 學者 

等が 澤 山に 御座います、 卽ち無 主義 無節操で、 金と 云へば 如何なる 出版 會 社の 命令に でも 服從 して 詩 

なり、 歌な り、 論文な り、 自由自在に 書く 事の 出來る 博士 ゃ學士 達が 御座います、 然し 天國は 彼等の 

行き 得べき 處 でない 事 は 能く 解り 切 つて 居る 事で あります。 

第三 天 國とは 世に 稱 する 道德 家の 往く處 ではありません 

元 來道德 家と は 極く 窮屈な 者でありまして、 彼等 は 道 德と云 ふ 一 種の 繩を 以て 己れ を 縛り 他人 をも转 

らんと 欲する 者で 御座いまして 天國の やうに 自由の 空氣の 充溢して 居る 處へは 決して 足踏みの 出来る 

者ではありません、 道德家 の 本職 は此 世に 在て 壓制 政府 の 下に 學校敎 員た る 位が 上々 で 御座います。 

第 四 天國は 亦た 宗敎 家の 棲 家ではありません 

縦 令 基督 敎の 敎師 でありましても、 宗敎專 門 或は 專賫の 人 は 決して 天國に 人る 事 は 出来ません、 神學 

校 を 天國に 入る の鬥 であると 思 ふと 大 間違で 御座います、 私共の 實驗 しました 處に 依れば 神學 校と は 

天國 ならで 全く 刖の 處へ抵 るの 門口であります、 共 證據に は 神 學校を 通過して 来て 未だ 此 世に 徨 ふて 
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居る 人達 を御覽 なさい、 彼等 は實際 天國に 近づきつ & あります か、 或は 銀行、 或は 米穀 取引所、 或は 

外！： 商館  是等 は^な： 大 W と は 最も 緣 故の 薄い、 否な 全く 反對 なる 處 では 御座いません 乎、 然 

る に 神 學得業 生 にして n. 疋等 の 場所に 職 を 執る もの k 多 いのは 何故であります か、 之 は祌學 校な る 者が 

天國の市民の變成所でなぃ^；^-の十分の證據では御座ぃません乎。 

第五 然 らば 慈善家な らば 天國に 入る を 得る 乎と 云 ふに 必す爾 うと も 限りません 

素と 慈善に も 幾多の 稱 類が 御座います、 廣吿的 慈善 もあります、 政略 的 慈善 もあります、 商賣的 慈善 

もあります、 今の 世で は 慈善事業と せば 全く ー稷の 利益 ある 商業でありまして 多くの 懒氣 者、 ャク 

ザ ^ の 喜ん で 取る 職業 で 御 座 い ます、 若し 慈善 に 從事 する 者 を 悉く 灭國 に牧容 します とならば、 公侯 

； S 子 の 華族 方 も、 卄も血 も-;！: も 3： にもない 坊主 や 傅 道師を も牧容 しなければ なりますまい、 贫乏人 

に 金を與 へ て 遣った とて 夫れ で、 天國に 入る 事の 出来る ものではありません、 灭國に 人る に は 慈善 以 

上の 功徳が 必 要 で 御座 い ます。 

然 らば； 大國は 何人の 入る ベ き處 であります 乎、 

或 人が 此 を 使徒 保 羅に來 つて 聞きました 『我 倚 救 はれん 爲 めに 何を爲 すべき 乎』 と、 其 時 保 羅は何 

と 答へ ました か、 彼 は 慈善. になれ と は 巾し ません、 叉は靑 年き の 事務に 熟練して 其 幹事と 爲 つて 奔 

走せ よと も. e- しませ なんだ、 保 羅は斯 く 答へ ました 『主 イエスキリスト を 信ぜよ、 然 らば 爾 及び 雨の 

家族 も 救 はるべし』 と、 卽ち救 はれて 天國に 入る に は 唯だ此 一途 あるの みであって 他の 途は 皆な ま僞 

の もので 御座います。 

天國に 人る 事の 出来る もの は 基督 信者ば かりで あると 申します ると、 或 人 は 怒り ませう し、 或 人 は "晒 


ひませ うし、 又 今日^に 稱 する 基督 信徒なる 者 は 喜び ませう、 然し 何も 怒る にも、 哂ふ にも、 喜ぶ に 

も 及びません、 基督 を 信す る 者と は 今日 世に 稱 する 某 督敎會 なる ものに 入って、 牧師より 洗禮を 受け 

て其會 員と なり、 其 後 は 能く 日曜日 毎に 敎會に 出席し、 能く 牧師 や 宣教師の 命令に 從ひ、 日曜 n に は 

一切 仕事 を 魔め、 子供 は官； 敎師學 校へ 遣って 宗敎的 敎育を 受けさせ、 何事に も從 順で 不平 を唱 へす、 

貴顯 紳士の 庇 保 を 仰ぎ、 激憤 を 避け、 成るべく 世と 推移して 之に 反 杭し ないやう に 努めさへ すれば、 

夫れ で 敎會の 善男善女と 稱 へられる 者ではありません、 彼等の 名 は 基督 信徒であります が實は 信者で 

も 3： でもありません、 彼等 は 或は 組合 敎會、 或は 監督 敎會、 或は メソヂ スト 敎會、 或は 日本 基督 敎會 - 

或は 洗禮 敎會、 或は 普 連 土 敎會、 或は クライス チャン 敎會、 或は 宇宙 祌敎 會、 或は ュ 一一 テリ ヤン 協會 

(何と 澤山 あるではありません 乎) など、 云 ふ 宗派 的團 體の會 員で 外ありません、 彼等 を 以て 直に 此 

地上に 於け る 天 國 の 市民の 代表者と 見做す と大 間違 で 御座います、 彼等 は 俗人 の 上に 少し く宗敎 の ぺ 

ンキを 塗った 位 いなもので ありまして、 彼等が 天國に 入る の 资格を 有って 居るな ど、 は 以ての外の 次 

第で 御座います。 

基督 を 信す る 者と は前囘 にも しました 通り、 信仰 を 以て 基督に 現 はれた る 神の 生命 を 我が ものと 爲 

した 者で 御座います、 少く とも 其 精神 や 行爲が 能く 基督の 行爲 精神に 似た者であります、 基督 は天國 

の 王でありまして、 其 市民 は 前に も述た 通り 小 基督であります、 一言 以て 之 を 云 ひま すれば 天 國の巿 

K は赦 されし 罪人であります、 決して 君子ではありません、 道德 家ではありません、 慈善家 神學 者の 

類ではありません、 勿論 金 持で も 貴族で もありません、 自己の 罪 を 悔い、 之 を 神の 前に 白狀 し、 終に 

神の 救 濟に與 かって 新ら しき 人と 爲 つた 者でありまして、 基督敎の傳ふる天國の巿2^^とは實に斯の如 
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き 者 を 指して. m. すので 御座います。 

斯う 巾す と 或 人 は 申し ませう 「天 國は赦 された 罪人の 行く 處 ならば 31 獄 人收容 所の やうな 所であって、 

實 に不淨 不潔な 處 である」 と。 

然し 之が 卽ち 世人の 意と 神の 意と が 違 ふ 所であります、 神の 一番に 愛し 給 ふ 者 は 悔い改め たる 罪人で 

御座います、 爾 うして 實際 世に 悔い改めた IS 人 程 美 はしい 者 はない のであります、 彼の 聖賢 君子 を以 

て自 から 住 じて 居る 人々 を 御覽な さ い 、 彼等 は 何と 高慢な 何と 冷淡な 何と 近づ くべ からざる 者で は あ 

りません 乎、 彼等 は 身の 穢 れん 事 を 恐れて 罪人に 近づきません、 彼等 は 自身の 淸淨 潔白 を 以て 誇り、 

人の 罪 惡に陷 る 事が あれば 悅んで 其 if 落を談 じます、 彼等 は 贖， の 敎義を 聞く も、 身に 噴 はるべき 罪 

の ある 事 を 感じません から、 迷信な りとの 一言の 下に 此敎義 を 斥けます、 彼の 聖書に 書いて ある パリ 

サイの 人なる もの は此 「聖賢 君子」 の 類で 御座いまして、 今の 世に も 今の 敎會 にも 此 パリ サイの 人に 

似て 居る 者が 澤 山に 御座います。 

基督 信者 (眞 正の) 卽ち 基督に 依て 罪 を 悔い改め たる 者 は 全く 之と は 違って 居ます、 彼 も 一度 は 罪人 

であり ましたから 彼 は 他の 罪人に 對 つて は 非常に 同情 を 有ち ます、 彼 は 神に 救 はれし 者であります か 

ら、 彼の 德を 以て は 決して 誇りません、 彼が 謙遞の 人で ある は 勿論の 事で 御座います、 彼 は 彼 自身の 

救 濟の爲 めに 現 はれた る 神の 大能を 知り ますれば、 他の 罪人の 救 濟を疑 ひません、 彼 は 心の中に 申し 

ます 「我れ 如き 罪人 を 救 ひ 給 ひし 神 は 若し 彼の 聖 意に 叶 はぐ 如何なる 罪人 を も 救 ひ 得べ し」 と、 彼が 

感謝の 人で ある は 申す まで もありません、 旣に 彼の 靈魂を 救 はる、 彼 は 他に 何の 求む る處も ありませ 

ん、 彼 は 永久に 死すべき 者な りしに 神の 特別の 恩惠に 依て 今 は 新たなる 生命 を 受けた 者で 御座います、 


彼 は 感謝せ ざらん と 欲する も 得ません、 彼が 寛容の 人、 宥恕の 人で あるの も 全く 之が 爲 めであります. 

自身 旣に赦 された る 罪人であります から、 他人の 罪を赦 すの は 勿論の 事で 御座います、 彼 は 心の奥底 

より 主の 祈 禱文を 反覆して 申します 『我 倚に 罪 を 犯す 者 を 我が 免す 如く 我 倚の 罪 を も 免し 給へ』 と" 

基督 信者 (眞 正の) とは斯 くも 柔和で、 斯 くも 慈悲 深き 者であります が、 然り とて 彼 は 無 主義 無節操- 

骨の ない 海月の やうな 者ではありません、 彼 は 愛す ベ き 者 を 愛す る と 同時 に 憎む べき 者 をば 馏 みます- 

彼 は 東洋 流の 君子 英雄と は 全く 違 ひ、 善で も惡 でも 美で も 醜で も 之 を 容れて 我が ものと 爲す 政治家 的 

度量 を 有しません、 彼は餘 りに 潔くあります から 罪 を默 許し 惡を 友と する 事 は 出来ません、 彼 は 罪人 

を 偶み ます、 然し 罪に 封して は 彼の 滿 腔の 憎 惡の 情を發 表し、 少しな りと も 惡を贊 する が 如き 擧動を 

示しません、 彼 は 亦た 何よりも 偽善 を 憎みます、 彼は飮 酒、 契 煙、 爭鬪 等の 過失 は 自由に 免し ます、 

淫縱の 罪 も 免さないで はありません、 然し 偽善に 至って は 彼 は 忍ぶ 事が 出来ません、 殊に 神の 名 を 利 

用して 惡事を 働ら く 者の 上に は 彼 は 彼の 滿心滿 腹の 憎惡を 注ぎます、 彼 は 縦し 自分の 身 を 引裂かる 

も 怒り は 致します まいが、 偽善者の 跋扈 を 見て は 彼 は 憤怒に 耐 へられません、 彼 は 決して 怒らない 者 

ではありません、 彼 は 政治家の やうに 人 を 威嚇す 爲 めに は 怒りません、 然し 神の 爲め、 正義の 爲め、 

人類の 爲め、 殊に 無辜の 民の 爲 めに は 彼 は 全身 を 燃へ 盡 すが 如きの 熟 火 を 以て 怒ります。 

基督 信徒と は 斯う 云 ふ 者で 御座います、 其 柔和なる 事 小羊の 如く、 其 猛き事 獅子の 如く、 其天眞 なる 

事 小兒の 如く、 謙邏 にして 亦た 剛毅、 淚^ くして 亦た 勇敢、 情に 篤く して 亦た 之に 勝つ の 力 を 有し、 

使徒 保 維の 申しました 『總 ての 事、 是れ 信じ、 總 ての 事 是れ 忍ぶ』 者であります、 雨う して 天 國とは 

實に 斯う 云 ふ 者 の 行く 處を 云 ふので 御座い ます。 
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扨て 我々 は： 大 國に往 つて 柯を爲 すので ありませ う、 メソヂ スト 敎會の 信者 は 「我々 は： 大國に 行て 常に 

讚美歌 を 歌 ふので ある」 と.^ します が、 然し 夫れ は餘り 結構の 事で はない と 思 ひます、 勿 il 美音 は 天 

國生 泥の 一部分で あるに 相違ありません、 昔樂は 調和であります、 物事に 調和な くして は 7$悅 は 御座 

いません、 天 園に は爭鬪 なく、 悲慘 なる 事 はない 害であります から、 其 全 體の樣 子の 美音 的なる は. m- 

すまで もない 事で 御座い ます。 

又 或 人 は 「我々 は 天圃に 行て 永久の 休，！ I 心 をな すので ある」 と 巾し ます、 常に 貧と 苦と に逐 はれ、 勞顿 

に 作 ふに 其 適當の 報酬な く、 雇 はれ 人の 勤 勞は單 に 雇主の 懊を 肥す に 止まり >  蠶を養 ふ 者 は 艦 樓を纏 

ひて、 宫 殿に 坐 食す る 者 は 綺羅 を 着る と 云ふ此 世に 在て は： 大國に 於け る 永久の 休， は 我々 貧者の 群に 

屬 する 者に 取つ て は 偉大 の 恩惠でな ぃ_5^-はぁりません、 私 は 幾度と なく 左の 聖書の 句 を讀ん で 思 はす 

淚に 咽び ます、 

彼處 (未来の 國) にて は惡 しき 者 虐遇を 串 0 め、 倦み疲れ たる 者 安息 を 得、 彼處 にて は 俘 囚人 皆な 

共に 安然に 居り、 驅 使者の 聲を 開かす、 小さき 者も大 なる 者と 同じく 彼處 にあり、 僕 も 主の 手 を 

離る (約 百 記 第二 一章 十七 節) 


我れ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり、 先の 天と 先の 地 は旣に 過ぎ去り、 海 も 亦 有る ことなし  

…神 彼等の 目の 淚を 悉く 拭 ひ 取り、 復た死 あらす、 哀み哭 き 痛み 有る ことなし (默 示錄 第二 十一 

此 世に 在て は 親に 孝な らんと 欲して 反って 不孝の 子と 認められ、 君に 忠 ならん と 欲して 反って 不忠の 

臣 として 斥けられ、 眞 正に 國を 愛する 者に して 國賊 として 窘めら る k あり、 眞 正に 神 を 信す る 者に し 

て 反って 異端 を 以て 目 せらる、 人が あります、 我々 は 幾度 か 約 百と 共に 叫びて 云 ひます 『如何 なれば 

I 難に 居る 者に 光 を 賜 ひ、 心苦しむ 者に 生命 を 賜 ひしゃ』 と、 働いて 働き 甲斐の なきと は實に 此の世 

の 事に して、 我々 は 宛ながら 奴隸が 笞を以 て 使役 せらる、 が 如く 憂苦 の 中に 辛き 生涯 を 送 る 間 に 幾度 

か聲を 放ちて 此歌を 歌 ひません 乎、 

旅路の 終く るまでの 

し は.，？、 つか あし 

なほ 暫時の 疲れ 足 

夕 影 暗くなる までの 

なほ 暫時の 憂き 仕事 

暮 るれば 床に 息 ひねて 

眠れば 夜 は 直き 明けて 

光り輝く 讚美の 里に 

我等 は 起て また 眠ら じ 

天國 は： 息の 處で 御座います、 然し 休息ば かりの 處 ではない と 思 ひます、 我等 は 永久に ま で 息む の 必 
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要は ありま おん、 人生 六 七十 年間の 疲勞は 天國に 於け る 一 一三 年間の 休息 を 以て 十分に 癒す 事が 出來る 

と 思 ひます、 元來 我等 は 休む 爲 めに 側らく ので はなく して、 働く 爲に 息む ので 御座います、 息んで 疲 

勞の 去りし 上 は復た 前の 通り 働く のみです。 

然 らば IK 國に 於け る勞 働と は 如何の もので ありませ う 乎、 若し- 冉び此 世に 歸り來 て， 罪 惡と戰 へ よとの 

命が ありま すれば 私 は 決して 之を辭 さない 積り で 御座います、 神と 共に 鬪ふ 事であります から、 全^ 

界を 相手に 復 たび 戰 爭を繼 接する 事 は敢て 忌べき 事で は 御座いません、 然し 此 大命 は復 たび 我等に は 

下るまい と 思 ひます、 神は此 世に は 他に 澤 山の 兵士 を 有 たれます から、 天國に 入った 者が 復び 歸り來 

て 比 趨に戰 ふの 必要はありません、 我等は天國に在ては地上の戰ハ！^^を見物するまで f ぁりませぅ、 其 

慘儋 たる 罱狀は 多少 我等の 心 を 痛める に 相違あります まいが、 然し 此 世に 在る と は 違 ひ 天國に 在て は 

我等の 正義 必勝の 信仰が 非常に 固う 御座いま すから、 我等 は 戰爭の 結果 を 少しも 心配す る 事な く 之 を 

見物す る 事が 出來 ませう。 

思 ふに 天 阈には 天國相 應の勞 働が あるに 相違ありません、 爾 うして 其 主なる 者 は 神の 眞理を 更に 一 層 

いき^わ ^らうと 思 ひます、 我儕此 世に 在て 天 を-ば 一?、 地 を 索ね て 幾分 か 神の 奥義 を 知る 事 

を 得ました が、 我等の 知識の 欲望 は 到底 之に て充 たさる、 事 は 出来ません、 曾て 一一 ュ， "トンが & しま 

したやう に 我等 は此 世に 在て は 知識の 诲遷に 立ちて 僅に 其眞 砂の 二三 粒 を 拾 ひ 得た ものた るに 過ぎ ま 

せんから、 我等 は 天國に 行きましたならば 何の 苦痛 も 障害 もな く悠々 と此 無限の 與味 ある 研究 を繼け 

たく 思 ひます、 私 は 世界の 歷 おは 細大 漏らす 事な く 知りた く 存じます、 私 は 宇宙の 事 は、 使 星の 事 も 

凝 物の 事 も、 動物の 事 も * 植物の 事 も、 何もかも 呰な 知り 盡 した ふ 御座います、 殊に 神の愛の 深さ 廣 


さは 幾 等 究めても 限りない 事で あると 思 ひます、 私 は 未来に 於て 千年 萬 年の 生命 を 賜 ふ も 私の 學 ばん 

と 欲する 萬 分の 一 を も 知り 翁す 事が 出来ない だら ふと 思 ひます。 

义天國 も 一 つの 社會 であり ますから 其 市民た る 者に も 社交的 義務の やうな ものが 附て 居る だら ふと 思 

ひます、 勿論 天國 には此 世で 云 ふ 政府なる もの はありますまい、 洋縱を 好む 總理 大臣、 無學 文」 M の 文 

部 大臣、 傲慢 無禮の 外務大臣、 偽善者の 司法大臣 など あり やう 害 は 御座いません、 叉 代議 政體の 如き 

も此 S 非惡の 世で は 必要 かも 知れません が、 然し 人々 が 相 信任して 其 間に ー點の 疑の 存 せざる 天 國に於 

て は國會 議院の 如き も 全くの 不用 物で ありませ う、 陸軍 は 二十 萬 を 要さない のみなら す、 兵卒 一人と 

雖も 入用が ありますまい、 隨て 殺人 術に 妙 を 得た る 人達 は 平和の 鄕 なる 天國に 於て は 全く 無職 業の 人 

となり ませう、 祭 も 亦た 此， 惡骨界 に のみ 必要の ものでありまして 天 國には 何の 必要 もな いもので 

御座います- 隨て 典獄 押 丁の 類、 法 學士、 辯 護士、 執達吏、 公證 人の 族 は 天國に 於て は^ 在の 理由が 

無い ものであります、 天 國の社 會は此 世の 社 會とは 全く 違 ひまして、 此 世で 立身し やうと 思 ふて 學問 

したり、 丁稚奉公し たりした 者 は 天國に 行たならば 非常に 失び 1- する に 相違ありません。 

然し 天國 にも 或る 勞働は 有る と 思 ひます、 卽ち敎 育の 如き は 確かに 其 一 つで あると 思 ひます、 敎 育と 

は 元々 靈 魂の 發達を 目的と する ものであります から 此世 限りで 終る もので ない 事 は 明かで 御座います _ 

實に 我々 の敎 育の 大部分 は 後の世に 於て 施さるべき ものでありまして、 此 世で 大學を 卒業して、 大學 

院に 入て 學 術の 蕴奧を 極めた 所が、 得る 所 は 僅に 宇宙 學、 人生 學の 最小 部分た るに 過ぎません、 天國 

は學 問を以 て 入る 事の 出来な ぃ處 であると は 前に も 述べた 通りで 御座 いますが、 然り とて 學問は ；大國 

の 市民の 非常に 貴ぶ 所であります から、 天阈に 於て は 3： 人も举 ふて 學 問に 從 事す るで あらう と 思 ひま 
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す、 爾 うして 其 敎授、 講師 等の 役 を 勤める 人の 中には 一一 ュ I トンの 如き 理學 者が ありまして、 此 世に 

於け る 博士 等の やうに 政府に 媚び 國 民に！？； i ふやうな 卑劣な 手段 は 毫も 之 を 取る 事な く、 最も 公平に、 

おも 難遞 に、 宇帘の 組織 や、 其 構造、 天體の 運行と 其 學則等 を 我等に 說 明して 吳れ るので あら ふと 思 

ひます、 アガシの 如き 博物 學者 があって、 生物界に 有る と 凡ら ゆる もの を 悉く 我等の 前に 示し、 其 形 

體、 解剖、 組織、 發生、 分類等に就て聰明濶大の意見を我等に傅へ て^<れる事でぁらふと思ひます、 

力 ー ル リッテル は 彼の 得意の 地理 哲學を 講じ ませう、 マ クスゥ H ルは 彼の 微分 子說の 更に 進歩せ る も 

の を 述べ ませう、 敎育學 に 就て はべ スク 0 ヂは今 は 地上に 於け る 彼の 貧苦の 生涯 を 忘れて、 人心 發育 

の 原理 を 講じ ませう、 史學に 於て はュ ー ブルと ネアン.、 テル、 哲學に 於て は カントと へ ー ゲル、 祌學に 

於て はパゥ 口と ァゥ ガス チンと 卜 ー マス ァ クイ ナス、 文學に 於て はダ ンテと ミルトンと オル-. ッォス 

P ど 

天 國に染 ふ 學者は 必 しも 博 學多識 の 人で はあります まいが、 然し 此^の 學 者の 中に 在って 最も 謙遞な 

りし 人々 であり ますれば、 其 學問は 一 種 一 百 ふべ からざる 與 味の ある ものである 事 は 申す まで も ありま 

せん リ 

雨う して 以上が 天國の 大學に 於け る 主なる 講師で あると 致し ますれば、 私共 如き 薄學の 者に は 何も 用 

はない かと 云 ふに、 爾ぅ ではなから ふと 思 ひます、 天國に 入来る 人の 中には  一丁字 すら 解し ない 者 も 

澤山 にあら ふと 思 ひます * 此^に 在て は 神 を 信じ 正義 を 愛せし 外 は 之れ ぞと云 ふ 一 つの 專門學 を 修め 

し 事な く、 學士ゃ 博士 達に は 常に 無學 迷信 を 以て 罵られた 者 も澤山 天國に 行く であら ふと 思 ひます か 

ら、 雨う 云 ふ 人達に は 私共 如き 淺識の 者と 雖も 多少 智識 を分與 する 事が 出来る であら ふと 思 ひます、 

天 國の樂 しさに は 其 處には 博學を 以て 尊大 を氣 取る 者 は 一 人 もありません から、 誰も 無 學の故 を 以て 


人の 前に 羞を感 する 事な く、 老人 も 氣隨に 「い、 ろ、 は」 を 學び習 ひませ うし、 國會 議員たり し 人 

(若し 彼等の 中に 天國に 入る 事の 出来る 人が あると しま すれば) も 今 は 恥辱 も 遠慮 も 打 忘れて 學年 童 

子と 共に 遲れ ながら も AT  B、  c、 を 反覆す る やうに 至る であり ませう、 智識の 交換と 其分與 は天國 

に 於け る 鼓 も 愉快なる 勞 働の 一 であると は 私の 信じて 疑 はない 所で 御座います。 

美術 も 亦た 天國巿 民の 勞 働の 一 つで あら ふと 思 ひます、 勿論 五感に 快 樂を與 ふる を 以て 最大 目的と な 

す 日本 現 時の 「美術」 の 如き は 天國に 於て は 用 も價値 もない ものであります、 元來 美術と は 物 を 以て 

する 理想の 發 表であります、 或は 彤管を 以てして、 或は 鎮を 以てして、 或は 聲を 以てして、 或は 言語 

を 以てして 心の 衷に 示されし 理想 を 外部に 發 表した る ものが 卽ち 美術と 云 ふので 御座います、 人間と 

は 奇態な 者でありまして 彼 は 理想 を 心に 受けた 計りで は滿足 致しません、 彼 は 是非共 理想の 形式 を 造 

つて 見た がります、 丁度 小 供が 親の 爲す事 は 何なりと も眞 似て 見たがる やうに、 人 は 彼 を 作りし 造 物 

主 を 何事 に 就け 眞 似た がる もので 御座います、 人に 美術 心の ある は 彼が 神の 子供た る 確かな 證據 であ 

ると 一一 IK はなければ なりません。 

夫れ 故に 美術 は 天國に 於て は 何人も 必す學 ばんと し、 且つ 嗜 まんと する 技藝 であると 思 ひます、 國の 

文明が 進めば 進む ほど 其國 民の 美術 心が 上騰して 來る もので ありま すれば、 進歩の 極度に 達した る 天 

國に 於て は 美術 は 社 會全體 に 普及して 何人も 之を嗜 まない 者 はありますまい、 繪畫に 於て はジョ ット 

1 と ラフ ァ H ルとレ ム ブラ ント、 彫刻に 於て は ミケル ァ ンジ H  口 ー とト ー ワルド セ ン、 詩 術に 於て は 

グ ン テ と ミルトン、 音樂に 於て は へ イデ ン とモザ ー 卜と メン ドル ソ ー ン と ベ ー 卜 ー ベ ン 、 是等 を天國 

美術界の 泰斗と 仰ぎ、 我々 如き 此 せに 於て は 美的 觀 念に 於て は 殆んど 全く 缺 乏して 居る 者まで も 皆な 
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^を § "し 術 を稱 へる に 至る であり ませ. つ。 

若し 犬 酵にも 政ュ H が あると 申しましたら 多くの 露-向 nH な 人 は 定めて 驚き ませう、 彼等 は 申します 「若 

し政ュ m があるなら ば 政治家が 居る に 相違ない、 义 政治 {\ ぶが 居るならば 贿赂の 贈 與が行 はれる、 政治 ぶ 

の 居る やうな 處は 決して 淸 潔の 士の 行く： ではない」 と、 是は實 に最な 中分で 御座いまして、 私共 も 

先づ 能く 政治 {. ^の 何たる を 究めない 問 は 天國の 政治 を 口に 爲 ない 積り であります。 

政治と は國を 治める 事で 御座います、 然し 國を 治める とは必 しも 代議士 を 操縦し、 政黨を 使役し、 國 

威 を 宣揚して、 位階 勦^の 恩典に 與 かると 云 ふ 事ではありません、 是は 日本 現 時の 政治 か は 知り ませ 

ん けれども、 ： 大國の 政治で ない 事 は 勿論 西洋 各國、 印度、 支那、 亦た 此 日本に 於き ましても、 其 最も 

ノ— ゾル なる 時に 於て 行 はれた 政治ではありません、 政治と は 物の 宜しき (Fitness  cf  things) を定 

める 術でありまして、 是は應 用 倫理 學の 一 極で 御座います、 卽ち國 民 各個に 彼れ 相應の 職を與 へ、 彼 

をして 他人の 職 を 侵害せ しめす、 一 意專 心に 天が 彼に 命ぜし 職分 を盡 さしむ る こと 是が 政治 〈尿の 本職 

で 御 います、 故に 人 を 見る が 政治家 第一 の 本分であります、 學者 をして 學 者たら しめ、 美術家 をし 

て 美術 たらしめ、 ェ藝家 をして ェ藝 家たら しめ、 叉此 世に 在て は 軍人 をして 軍人たら しめ、 屬^ を 

して 属吏たら しむれば 夫れ で宜 いので 御座います、 爾 うして 若し (矢張り 此 世 に 於て は) 愚物、 軟物、 

转. 物が あれば、 彼が 貴族の 子弟た るに 關 せす、 彼が 大臣の 姻戚た るに 關 はらす、 遠慮 會釋 なく 彼 を 放 

し 彼に 換 はらしむ るに 有 爲適當 の 人物 を 以てすれば 夫で 澤山 なので 御座います、 政治家と は 實は人 

物の 選 探 者であります、 人物 選掙の 技倆に 缺 けて、 如何なる 侯爵 殿、 如 3： なる 伯 HKi の 上に も 政治家 

の 名 を 下す 事 は 出来ません。 


選ぶべき の 人物 を擇 び、 之に 爲 すべきの 業務 を 命じ、 斯くて ー體 となりし 社 會を率 ひて 人類の 最大 目 

的た る 神の 眞理に 向 ひ 進む 事、 是が卽 ち 政治家の 天職で 御座います、 爾 うして 往昔から 今日まで 此世 

に 在て 大 政治家と 稱 へられし 人 は 多少 此 理想 を實 行した 者であります、 佛蘭 西の シャ ー レ マン 王、 芙 

士" 利の アルフレッド 大王、 印度の ァ クバ ー 王、 日本の 仁德 天皇 や 北 條泰時 等 は 稍々 此の 现 想に 叶 ふた 

政治家 で 御座いました、 政治と は碳 いもので あるとの 観念 は 明治 今 日の 日本の 政治 を 見 て 起る 觀念 で 

ありまして、 決して 政治 其 物の 據ぃ 理由で は 御座いません、 米國ぺ ンシ ルバ 一一 ャ 州の 建設者 ゥ ヰリャ 

ム ペン は 彼の 施さん とする 政治 を稱 して 「神聖なる 政治」 (Hcly  politics) と 巾し ました、 政治 其 

物は眞 正に 之 を 行 へ ば 神聖 の ものでありまして、 何も 明治 今日 の 日本 の 政治ば かりが 政治と 申す の で 

は 御座いません。 

夫れ であり ますから 私 は天國 にも 政治が あると 申す ので 御座います、 上 杉 鷹 山 が 米澤に 於て 行った や 

うな 政治に 尙ほ十 段 百 段 千 段の 改良 進歩 を 加へ たもの が 天國に 於て 行 はれる 政治で あらう と 思 ひます、 

人の ある 處には 政治がなくて はなり ません、 惡 人が 居らなければ 政治 は 要らぬな ど 云 ふ 人 は 未だ 政治 

の 何物た る を 知らない 人で 御座います、 警視 總監と 海 陸軍大臣 なしに は 政治の 執れない 政治家 は 政治 

家と 稱 すべ き 者ではありません、 今日 此^に 於て 稱 する 政治なる もの は 政治の 消極的 半面で 外 ありま 

せん、 建設的 政治、 開 發的 政治なる もの は 到底 今人の 考へ 及ばない 處で 御座います。 

基督 は 天國の 王で あると 聖書に 書い てあります、 爾 うして 彼 は 何に 依て 彼の 王位 を 得た かと 云 ふに 勿 

論劍に 依った ので はなく、 威力 を 以てした ので も 御座いません、 使徒 保羅は it 督卽 位の 理由 を 述べ て 

巾し ました。 
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彼 (基督) は 神の 體 にて 居りし かど も 自ら 其 神と-匹く 在る ところの 事を棄 難き こと、 意 はす、 反 

つて 已を虚 うし 僕の 貌を とりて 人の 如く なれり、 旣に 人の 如き 形狀 にて 現 はれ、 己を卑 くし 死に 

至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 るに 至れり、 是 故に 神は甚 しく 彼 を 崇めて 諸、 の 名に 超る 名 を 

之に 予へ 給へ り、 此は 天に 在る もの 地に 在る もの 及び 地の 下に 在る もの をして 悉く ィ H スの 名に 

由て 膝 を 屈めし め、 H: つ 諸の 舌 をして ィ H ス キリス 卜 は 主な りと!！ 揚 して 父なる 祌に 榮を歸 せし 

めん 爲 なり 

と、 之 を 一 一 一一 一口に して 巾し ますれば キリ ストが； 大國の 王と なられ ましたの は此 世に 於け る 彼の 謙譲の 故 

でありまして、 彼 を 纏 ふ 凡ての 榮光は 彼の 謙德の 結果と して 當然 彼に 加 へられた もので 御座います。 

王旣に 謙讓の 人で ありま すれば 其 臣下の 者 共が 謙 遞自卑 の 人で ある は 勿論で 御座います、 傲慢 無 t h 

ある を 知て 下 ある を 知らざる 者の 如き は 到底 天國の 政治家と なる 事 は 出来ません、 或 人が 嘗て 米澤に 

參 りまして、 廳 山の 家老 を 見て 「磨 山 公の 家老 職 は 彼の 家来の 中で 最 とも 麁 末なる 生計 をな して 居る」 

と 巾し ました さう であり ますが、 是は 能く 天 國の 政治家の 狀 態を寫 した ものであると 思 ひます、 天國 

の總理 大臣 は 其 市 ni^ の 中で 最も 微 さき 者でありまして、 彼 は 常に 自身の 德の 足らざる を 責め、 榮光を 

總て 主なる 神に 歸 して 自身 は 常に 國 民の 公僕 を 以て 住 じて 居る もので 御座いませう、 彼の 侯爵 だと か、 

從 二位 だと か、 大勳位 だと か 云 ふ 彼 を 他の 市民より 區別 する 徽章 を 有たない は 勿論、 彼に 若し 之を與 

へ ん とする 者が あ ると も 決し て 之 を 受けな い に 相違 ありませ ん、 彼 は 心に 誓 つて 巾し ませ う 「我が 主 

は 十字架の 恥辱 を 受けて 我を雜 より 救 ひ 出せし 者な り、 我れ 何の 誇る 所 ありて 此榮譽 の號を 受けん や」 

と、 彼 は 英吉利の グラッドストン、 ッ ランス バ ー ルの クル ー ゲルの やうに 單 純なる ミス トル (i^) を 


以て 無上の 榮譽 とし、 衆と 交 はり、 衆と 萬 事 を 共に して 普通の 平民と 少しも 變 りますまい。 

1K 國の話 は 大分 長くな りました から 今 同 は 先 づ是れ で 仕舞に 致し ませう、 天 國の事 は 到底 一 囘ゃ 二回 

の 談話で 盡 くす 事の 出来る ものではありません、 私の 有って 居る 智識 を 皆ん な 絞り出し、 私の 想像力 

を 天の 高き にまで 驅り 立てました 所が 天 國の榮 光の 百 萬 分の 一 を も 畫く事 は 出来ません。 

然し 此 談話 を 終ります 前に 天國に 就て 尙ほ 一 つ 述べ 置き 度い 事が 御座います、 夫 は 私共が 天國に 行き 

ました 時に 其 市民の 中に 思 ひ 懸けない 人の 必す 多い 事に 就て あります、 多分 斯様な 人 は 決して 天國 

に は 居るまい と 思 ふ 人が 澤 山に 居り ませう し、 此人 は必す 居る であらう と 田 ：3 て 居た 人が 居りますまい 

と 思 ひます、 此の世に 於て は 下司 下郎の 中に 算 へられ、 其 存在 を さへ 世に 認められない 人が 思 ひ 懸け 

なく も 天國に 於て は 高座 を 占めて 居る かも 知れす、 又 此の世に 於て は 聖賢と 稱 へられ 君子と 崇められ 

し 人が 反って 其 處に影 形 を 見せない 乎 も 知れません、 若し 天 國の門 を 開い て 下界 を瞰 下しましたなら 

ば 其 處には 天國に 入る の 希望 を 曾て 抱いた 事の ない 者が 澤山 居る であら ふと 思 ひます、 金の 爲 めに 主 

義と 良心と を賣 りし 政治家 や 新聞記者、 國 民の 人望 欲し さに 學を 曲げて 虚 僞を唱 へ し 偽哲學 者と 偽 政 

法學 者、 代議士、 小金 貸し、 無慈悲なる 地主、 盜贼に 等しき 御用商人、 r 敎育 {\^」、 賫僭等 到底 天の 

聖域に 入る の 見込な き 者と 豫 てより 覺悟 せし 者 共 は 地獄の 深淵に 在って、 彼等の 受 くべき 適當の 刑罰 

に 甘んじて 居る であらう と 思 ひます、 然し 亦た 玆に 天國に 入る の 希望 を懊 いて 其 門口まで 來て 拒絶 さ 

れし 夥多の 群集 も あらう と 思 ひます、 彼等の 屮の或 者 は 中し ませう 「私 は 世に 在て は 宣敎師 となって 

外 國に傳 道し、 三位 一 體の祌 の 名に 依て 多くの 人に 洗禮を 授け、 敎會を 建て、 傳道學 校の 建設 を 助け、 

異端 を唱 ふる 者が あれば、 全身 全力 を竭 して 之 を 排斥し、 正統 的 敎義を 執って 今日まで 渝 りませんで 
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した、 私 は 確かに 天國に 人る の 资格を 具へ た 者で あると 信じます る」 と、 又た 或 人 は 申し ませう、 

「私 は *1 に 在て は基赞 敎的敎 育の 任に 當り、 信徒の 間に 遊說 して 基督 敎 主義の 學校を 興し、 私の 薰陶 

に 依て 信者と なりし 者 は 幾 百 千 人 も 有る 積り で 御座います、 私の 功勞は 世間の 人の 一般に 承認す る 所 

となり、 私に 贈る に大 博士の 稱號を 以てせし 外國の 大學も ありました 位であります から、 私 は 確かに 

天國に 人る の 特權を 以て 居る 害で 御座います」 と、 叉 或 人 は 巾し ませう 「私の 在世中の 本職 は 慈善 事 

業でありまして、 私 は 多くの 困難に 打 勝って 一大 孤 兒院を 起し、 私 は 彼等の 多くに 職 を 授け、 亦た 滿 

天下の 赞成を 得まして 今 は 東西南北に 私の 名 を 知らない 者 は 無い やうに 成りました、 私 は 確かに 天 國 

に 入て 永久の 幸福 を受 くべき 害の ものであります」 と、 叉 或 人 は 巾し ませう 「我 は 在世中に は、 監督 

の 聖職 を帶 び、 神學の 敎授を 翁ね、 嚴 格に 自分の 配下に 在りし 羊を牧 し、 敎會の 尊嚴を 維持し ました、 

私 は 確かに 天國に 人って 私の 在 # 中の 職 權を繼 緩すべき 害の 者で 御座います」 と、 爾 うして 彼等 は 1 

同に 聲を 投げて 天國の 門衛に 迫って 巾し ませう、 「彼 人 (天國 の 市民の 一 人 を 指して) は 世に 在て は 

曾て 安， 2 心 日に 彼の 職 樂に從 事して 神の 聖日 を 汚した 者であります、 彼が 天國に 在る 理由はありません」 

と、 亦た 彼等 は 他の 天 國の民 を 指して 巾し ませう 「此 婦人 は 在世の 間 は碌々 敎會に 出席した 事 もな く、 

つ 其 行 狀には 我々 共の 允可し 難き 事 も it 山 ありました、 彼女 は實は 洗禮も 未だ 受けざる 位の 者で あ 

りまして、 彼女が 灭 國に 在らん など k は 以ての外の 事であります」 と、 其 他天國 在住者に 對 して は 彼 

等の 批評が 一 m 々でありまして 「彼は嘗て^^淫を犯した事がぁる」 と 云 ひ、 「此者 は 酒と 煙草と を 用 ひ 

し 者で ある」 と 云 ひ、 「彼 は洗禮 の 必要 を 否みし 事が あり」 と 云 ひ、 r 此は 嘗て 外國宜 敎師に 無禮を 

加へ し 事が ある」 など.^ 申します、 爾 うして 彼等が 斯 くも 失望 落膽の 内に 遂 巡して 居ります 時に 門內 


より 大喝 一 聲 して 彼等に 吿 ぐる 者が あります、 

働ら きに 依る に 非す、 其 署名せ し 教義の 如何に 依る に 非す、 其屬 せし 敎會の 如何 叉 は 有無に 依る 

に 非す、 又必 しも 其 行狀の 完全 無缺 なる に 依る に 非す、 凡て 神 を 信じ、 基督に 於て 現 はれた る 神 

の 救： 濟を 信じ、 其 罪 を 悔ひ祌 に 依り 賴 みし 者 は 凡て 此處に 在り、 然ら ざる 者 は 其神學 博士た ると、 

牧師た ると、 宜敎師 たると、 基督 敎的 文學 者た ると を 問 はす、 彼等 は 皆な 此國に 入る の 一 つの 資 

格 を も；^ せざる 者 なれば 彼等 は 速に 此處を 立ち去るべし 

と， 時に 私共 は 彼等 一 同の 人々 が 哀哭 齒 切す るの を 見る 事で 御座いませう。 
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此書は 著者が 曾て 六合 雜 誌に 寄 投 せし 論文に 加 ふるに 著者が 友人 渡 邊秋造 高 田 增平兩 

氏の 助力に 依て 編纂せ しコ & ムプ ス傳を 以てせし ものにして 之れ に 鄭重なる 訂正と 數 

千 萬 語を增 加して 此に 一 眷 となせ しもの なり。 

昨年 來， TTT.r;T 並に 彼の 偉業に 關し 歐米歷 史家の 著述に か 、りし 書 は 實に數 十 種の 

モ チ— ブ 

多き に 至れり 而 して その 見 點の異 るより 探 見 家の 特性 並に 發 意に 就て 異說紛 々其 何れ 

か眞 なる を 知る に 苦しむ 加 之 余輩 文明 世界の 一 隅に あり その 著述 だ も 悉く 手に する を 

得 ざ b しが 故に 此齊の 記事 或は 巳に 陳腐に 屬せ しもの あらむ こと を 恐る 然れ ども 余輩 

は出來 得る 丈け の 研究 を盡 し，^ 13^、  -F;v^、 カス テ ラの 著述 は 勿論 余輩の 目に 

§2 まりし 簡耍 なる 記事 は 自由に 摘 用せ り而 して 傳 記の 骨子 は 「サイ ク ti ビデ ャ、 ブリ 

タ -ー 力」 に 依り 發 見地の 狀態は 重に 力 ス テ 氏の 雄 健なる 記事に 依れり 

傳 記に 伴 ふ I コ IV 叫 >rt{ 年代記 並に 三枚の 略圖と 地名 人名に 拉丁 字の 原 名 を 加へ しは讀 

者に 少なから ざる 便益 を與 ふこと と 信す るな り。 

0  0  R 六 五 
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此 拙劣なる 編著に して コ ロム プ ス なる 世界人 物と 彼の 偉業と を我國 人に 紹介す るの 

助と なる を 得ば 著者の 目的 は 達せし なり 

大阪 泰西 學館 に 於て 

明治 サ六年 二月 十七 日 . ,  內村鑑 三 


コ ロム ブス 傳 

內 村 鑑 三 編纂 

第一章 緒 ^一目 

試に 眼 を 近々 數ケ 月間 歐 米に 行 はる & 新聞 雜 誌上に 放ち 見よ、 其 問 必らす 一 二の 巿俄高 博 覽會に 

就ける 記事 を 見ん、 叉 試に 想 を 美士觀 湖南の 一 岸に 馳せ 見よ、 危樓 傑閣上 宵漢に 接し 白壁 黝堊下 

湖面に 映す、 嗚呼 市 俄 高の. 聲 俄かに 高く 美士觀 の湖觀 一層の 美 を 加 ふ、 此大觀 美景 を顯 さしむ 

る もの 抑 も 誰れ が爲ぞ や、 鳴 呼 夫れ 誰れ が 爲ぞゃ 

兹に 於て か 吾人 は實に K 百餘 年の 古に 復 りて 大 膽勇爲 の 一 丈夫 を 地中海の 一 濱に 想起せ すん ば あ 

ら ざるな り、 誰れ か 知らん ゼ ノア 一 毛 ェの子 他日 新世界の 發 見者た らんと は、 叉 誰れ か §1 らん 此 

の發見 こそ 世界の 全面に 一 大富國 と 一 大 自由の 鄕を 紹介し 來 らんと は、 世に は 偉人と 稱 する 者 多 

し、 而 して 其 偉人と 稱 せらる k 者 豈唯歷 山 王、 奈法 翁、 格 朗^、 華聖頓 のみに 止らん や、 吾人 は 

此等 侵略的 革命的 英雄の 外而 して 又愛國 博愛の 傑士の 外 冒 險的實 業 的 偉人あって 存 する こと を 疑 

はざる なり、 今 予が兹 に 紹介 せんとす る 大探驗 家大發 見者，^ リスト フワ ー、 コ B ムブ ス (Christo- 

pher Columbus)  の 如き 其 一人な り、 今や 彼が 西 大陸 發 見の rafn 年に 際し 天下 は 之が 爲 めに 動き 
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吾人 は 彼 を 思 ふこと 切なり、 是に 於て か 筆 を 採りて 彼れ の 性行 を 叙し 以て 彼 を 追憶 せんとす、 蓋 

し 彼 を 知る は 彼 を 追憶す る 所以 なれば なり 

第二 章 家系 及 幼時 

人物の 「英雄 起 所 地形 好」、 然か 否らざる か 我 得て 之を悉 さす、 され ども 其 人物 は 其 地形の 如く 而 して 

あ ^々1 其 性行 多く は 其 地形に 似た る こと を 信ぜん とす、 見よ 宗敎 改革者 ル ー テ 刈 は 森林 幽 蔭の 日 耳曼ょ 

り 出で、 英國 革命の 張 本者ク 口 ンゥェ —おは 沈々 蒙々 たる ハ ン チン グ トンより 出で、 而 して 天 偉大 

の 探 驗家發 見者 を 生む に 水濱灣 頭水游 ぐべ く船綽 すべきの 處を 以てす、 .nl^w ブ— スは實 に 千 四百 

四十 六 年 (或は 四十 七 年と も 云 ふ 月日 素より 不詳) 新地 發 見の 競爭 時代に 於て 以太 利の ゼ ノア 

(Genoa) に 生る、 當時以 太 利 は 航海 遠征の 企 圖大に 進み 其 羅針盤と 云 ひ 其 海 圖と云 ひ 常に 葡、 西 

等の n 導 者たり したり、 此 時に 當て 天コ口 I ム |、、7^ を此 地に 生む、 Hlni 夫れ 偶然な らん や、 而 して 又 

實に 偶然なら ざり しなり 

S  ,コ— 口 I^Kl^ が 家系に 就て は 多く 知る 由な しと 雖 ども 十五 世紀 以來ゼ ノア 及サ ボナ (savolla) の 書 

籍 館に 保存 せらる &當 時の 著述 原本に よりて 考 ふるに 其 決して 貴族 名門に 屬 せざる や 明かな り、 

彼れ は實 こ. 一 市人 階級に 屬 せる ものに て 羊毛の 賤 エド ミ -1 コ、 コ ti ンボ (Dominico  Colombo) 

の 長子な り、 元來此 羊毛 ェの 重なる 住所 はゼ ノアの 東方 リ ガリ アン、 ァ ペン-一 ー ス (Ligdrian 


幼 
時 


Apennines) の 山間なり しも祖父-^^^7 バ 一一 、 コ 口 ンボ (Giovanni  Colombo) はゼ ノア 巿東 殆ん 

ど六英 里なる 海岸 の ダ ィ に 住 せし が 父 * ト ミ 一 「 コに 至り 初めて ゼ ノアに 移れり、 後 ピサ グノ村 

(wisagdnco のスザ ンナ、 フヲン タ ナロサ (suzanna  Fontanal.ossa) と 結婚し 四 s^;: 一  女を擧 げし 

が 長子 は卽 ち，.^ リス トフ ハ .1 なり * 父ドミ -ー TT は 羊毛 ェ の 外 土地 賨買 をな し 酒店 を 開き 乾酪 を鬻 

ぎ爲 めに 幾許の 財 產を璲 カ市郭 に 一 一 家 を 建築す るに 至れり 

コ dl ブ スが 幼時の 歷史 多く は 朦朧と して 知る こと を 得すと 雖 ども 普通 史家の 傳る處 に 依れば 彼 

れは豐 かならざる 家計の 中より パビア (pavia) 大學に 送られて 數學及 理學を 研究し 殊に 意を航 

海 用 天文 學に 注ぎ 居る こと 三年に して ゼ ノアに 歸り 暫時 父の 業 を 助け 居りし が 十五 歳に 及んで 自 

ら 生活 を 撰びて 水夫と 爲 りたり、 後年 彼が 自記に 曰く 「苟 くも 船舶の 至る 處予も 亦 赴け り」 と、 

就中 彼 は 常に 愛士 蘭幾內 fOi の 沿岸 及び 希 臘の問 を 往復せ り、 彼が 暫く プ & バンス の ^11^ 氏 (r5- 

of  Provence) に 仕る スの 船舶 を 妨げ 且之を 捕へ しな ど大膽 活潑の 働き 見るべき もの あり- 

彼が 子息の 言に 依れば 豪勇なる 船長 コ ロン ボ、 H ル、 モカ U  (Colombo  el  Mozo) に 從ひ其 私有 

軍艦に 乘 じて 葡萄牙に 赴き 水戰 をな せし こと ありと 云 ふ、 後 F^FTIM  (AlHaco) の 世界 記、 マ 

,1 コボ (Marco  rolo)、  vl,^  51^.  (Mandevimo の 旅行記 及び H レ：、 ン  1:^ 力. T チ ヤス 等の 著書 

を讀 みて 大に覺 悟す る 所 あり 後日の 成 效を圖 らんが 爲め 必要なる 學理を 修め 海圖を 製し 地球儀 を 

作り 斯くて 遂に 圓滿 なる 航海 者た るの 资格を 得る に 至れり 


コ ロム ブス 傳  E 六 力 


n  口 ムブ スと 彼の 功績  W: 七 0 

第三 章 結婚 及發 見事 業の 發端 


羊宅ェ の子變 じて 水夫と なる、 天意 旣に此 時に 顯る、 コ B ム ブス 水夫と なりし より 種々 の 難局 を 

經て 豪膽を 練りし が 千 四百 七十 年セ ン トビ ン セン ト岬 (St.  Vincent) の 近傍に て 水戰を 開き 大に 

耽れ 僅かに 逃れて 上陸 せんとし 命 を 一 片の 板に 委して 漂流せ しが 遂に I リスボン (Lisbon) の海濱 

に 着せり、 以後 彼が 葡萄牙に 止まる の 際 彼の T カリ— ー 王の 幕下に 在りて 大 航海 者 大 殖民 者と して 

其 名 を 知られ ボルト サン ト，' (Porto  Santo) に 殖民して 其 知事と なりし 亡 船長 バ ー ト n  メヲ、 

モー ース、 メァ、 ペレ スト レ PI  (Bartholomeo  Monis  de  pcl.estrello) の 遣 女 フェリ。 ハ (：Felipa) と 

is 相 親しみ 遂に 婚满を 結ぶ に 至れり、 ，フ|¥^ パは 亡父の 非常なる 補助 者に して 其 旅行記 を 書き 地圇 

海圖を 製し 其 他 彼の 航海に 關 せる 種々 有益なる 書冊 は 悉く 彼女が 手に 成れり、 然ばバ UHa^ 

の 死後 此 等の 書籍 海 圖等は 其 意匠 企圖 と共に 彼女に 傳 はれり、 結婚の 後^ T^l^ は 新婦と 共に 

移りて 義父が 舊 領地 ボ HM^Hi に 住して 安靜 なる 生涯 を 送 るの 間 亡 義父が 行事 企 圖其 友人 及 

友人の 企圖 等に 就き 詳 さに フ H リバ I より 學ぶ所 あり、 且老 水夫の 航海 談 及び 西 诲の奇 話 等 を 聞き 

て 世界の 過半 は 未だ 發見 せられざる こと、 西航 して 印度に 達し 得べき ことな ど 悟れり、 是れ 蓋し 

K 大 as 他年 亞 米ぎ 加發見 てう 大事 業の 宿 因に して 而 して 其 如 斯な りし もの 一 に 其 妻 It^ ^ の 獎勵に 

p; の 宿 因 

基き しゃ 疑た し 


1) たの？？ 
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千 四百 七十 四 年初め て 此の？^ をフ 0 レンス の理學 者に して 且 宇宙 輋 者なる トスカネリ ー 氏 (TOS- 

callelli) に 告げて 大に其 稱赞を 得たり、 爾後 其說の 世に 承認 せられん こと を 求 むれ ども 敢て 之に 

應 する ものな かりし かば 彼 も 亦 遂巡躊 隨の憂 を 免れす と雖も 幸に 彼れ の 妻フ— エリ パの 在る ありて 

常に 彼れ を獎め 彼れ を勵 まし 幾多 世 笑 人 罵の 間に 立ちて 其說を 確守 し 以て 動かすべからざる の 基 

礎 を 置きし なり、 凡そ 事 は 其始に 在り、 假令ー 旦 確信 を 得たり と雖も 蹉跌の 爲 めに 其心沮 み其氣 

弛む に 至らば 忽ちに して 其 所信 を飜 へす に 至るべし、 若し コ ロム ブ I スが發 見 思想 幼稚の 時に 當て 

之 を 育て 之に 培 ふの フ I  H リ パ なかり せば 偶々 彼が 得た る 發見志 想 も 唯 一夜の 夢想に て 終りし なら 

ん、 其是 なから しめし 者 は實に I^^IIHI リバの 力なり と 云 ふ も 放て 過言に 非ざる べし、 然りフ エリ パ 

はコ I 口 ム ブ ス發見 志 想の 培養 者な りしな り、 然るに 悲 哉 其 後 十 餘年を 經て發 見の 桂冠 コロ ム ブ 

,ス の 頭上に 加 へられた る 時 は フニ リパ旣 に 逝て 久しき の 年と なれり、 惟 ふに コ n ム ブス 幾多の 感 

慨を 冷々 たる 墓 逢に 寄せし なる ベ し 

第 四 章 發 見の 三 大 理由 

TTV ム， 力， R, が 發見志 想 は 重 もに 三 個の 理由に 基く ものにして 

自然の 理 第一、 自然の 理 彼 謂へ らく 地球 は球體 なれば 東より 西に 囘航し 得る ものな りと、 故に トレ ミ ー 

(Ptolemy) の 說に從 ひ 赤道 を 以て 東西 距離の 測 線と なし 之 を 一 時間 十五 度の 割合 を 以て 一 一十 四時 
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卽ち 三百 六 十 度に 分 劃し 而し てト レミ ー の 地球儀と マリ ナス の 地 圖 を參考 して ジ ブ ラル タルの fi: 

峽 若く は 力ち ^ 嶋 より 古人が 世界の 東 極端と なせし P 細亞の T ァネ ー 府 (Thinae) に 至る の 間 を 

十五 時間 卽ち 二百 廿五 度と なした るな り、 然るに 其 後葡國 人が ァゾァ (The  Azores) 及；^ Mrr^ 

デ 「バ^ 嶋 (cape  de  Verde  Is.) を發 見せし を 以て 更に 十五 度卽ち 一 時間 を减 じたれば 今や 八. 

時間 卽ち 地球 周 園の 三分 一 は 不知に して 殘れ り、 されば 此間 こそ 亞細 亜の 横る 所に て廣く 地球の 

西部 を 占め 近く 歐洲及 亞弗利 加に 接近せ る ものと 推考せ しなり、 故 を 以て 之より 西航 せば 遂に 亞 

ま亞の 極端に 達し 得べ く然 らば 卽ち 世人 未知の 地を發 見す る を 得べ しと 

第二、 當 時の 地理 學說 中古 時代の 主要なる 學問は 天文 學と 地理 學 にて ありし が 天文 學は トレ I、 い 

1 以来 著しき 進歩な かりし と 雖も地 现學に 至て は大に 世人の 注意す る 所な りしが 十五 世紀々 末に 

及んで 地球 阒形說 をして 殆んど 識者 間の 定說 となす に 至れり、 此說 たる や 古代 希 職の 哲學者 等 略. 

略 認めて 以て 属理 となせ しも 中古 時代 宗敎 思想の 爲 めに 拘束 せられて 殆んど 消滅し 地盤 平坦 說再 

び 地理 學 上のお 說 となる に 至れり、 然るに 十五 世紀の 終に 至て 再び 此說囘 (仅し 來り之 を 疑 ふ もの 

渐く 減少す るに 至れり、 イタ リャの 學者ボ II ロ、|トスカネリし此時代の地理學思想を悉く採集し 

て 創めて 地球儀 を 造れり、 而 して 之が 事實の 材料 は 重に 377 の 商人に して 東洋に 旅行せ し マ 

1- コボ の 旅行記 を 採用せ しもの なり、 然るに 口の 記事 は 原と 甚だ 疎漏なる ものにして 

學術 上の 實驗 を缺 きし を 以て トス カネ 门. -の 地球儀 中 誤謬 少なから ざる や 明けし、 就中 其 著明な 

る もの は? St 細亞 大陸 を 以て 非常に 廣大 なる ものと なし 隨て 日本と^ 羅巴間 (未だ 米 大陸の^ 在 を 

知らす) の 距離 をして 近々 なる ものと 想像せ しなり、 .コ|ロ— んブ スが書 を トスカネリ ー に 寄せて 其 
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意見 を敲 きしと き 左の 答 を 得たり 

リス ボ ン より 直線 西に 向て 六 千 五 百 西 里 進めば キン セィ (今の 杭 州) の大 市に 至らん、 此距 

離 は 地球 周 園の 殆ど 三分 一 なり、 キ ン セ^ は 南方 支那の 一 州に ある^ 街に して 支那 帝王の 居 

住 地 を 去る 遠から す 又 アンチ ラ嶋 より 著明なる ジパング ー (cipango) (我 日本) 嶋に至 

る 迄 一 一千 五 百 西 里 あり、 此 日本 嶋は 黄金 眞珠寶 石 等に 富み 寺院 及び 宮殿 等 純金 を 以て 装飾せ 

り、 而 して 此の 中間の 海岸 は 未だ^て 過ぎし ものな し 

是に 因て 之 を 観れば トス 力 ネリ，' は歐亞 間に 横 はる 大洋の 廣濶は 現在の 大西洋よりも 狹 きもの k 

如く 考 へ しなる ベ し 若し 尙此 時眞個 の 距離 を 知りし ならば， n^Jr^ の 雄 膽も之 を横斷 する の 氣 

力 は 出で ざり しならん、 今 左に (前 頁— 編者) 載す る 地 圖は千 ra 百 九十 年頃の 舊圖 にして 獨逸國 一一 

ユ^ン 1^,0^ 府 の 地理 學者 Y, ハ ィム氏 (Behaim) の 製圖に 係る もの に て 多分^ 1,^1 门 II の圖を 

其 俊 探 用せ しもの ならん、 若し 2^ して 然 らんに は TOT. .r^K' の 航海 用に a- せし 地圖 も亦此 圖に大 

； ini- なきや 知るべし、 戦せ て 以て 參考に 供す 

第三、 航海 者の 報吿及 口碑 旣にニ 個の 理由に よりて 殆んど 確信 を 得 たれば 常時 航海 者の 報告 及 

S び 其 他の n 碑 一 として 彼が 信念に 力 を 加へ ざる はなし、 就中ず 非 利 加 沿岸 及 HT^rrn に往來 

する 老 水夫の 奇談に 耳 を 傾けたり、 彼の 葡萄牙の 水夫 マ— ル^ス、— ビ~ 叫；^!^  (Martin  Vicente) 

の^ T セント 岬 西 殆んど 干 一 ー百英 里の 處 にて 数日間 西方の 强 風に 逢 ひたる 後鐵 器に 非らざる 器械 

にて 彫刻せ る 一 茵の 木片 を發 見した るが 如き、 彼の 義兄弟。 r^rM  、—コ^^ ャ (Pedro  con.eio 

のボ ー ト サン ト ー にて 其關節 il に 四 「クオ ー ト」 (二 升 五合) の 水 を 盛る に 足るべき 大 なる 竹 杖 


及び 一 一人の 廣額 異容の 人物が 波浪の 爲 めに 海岸に 漂着せ し を 見し が 如き、 其 他ァゾ ー ァ 西方の 奇 

島、 ，- ^ナリ ー 島 西 二百 海里に ある 七 都會の 滅亡 島 等に 關 する 談、 自己が 北方 旅行 中 聞き 得た るバ， 

ィヲ ルン (I5iol-n) 及リ 1 フ (Leif) の 航海 談及 西方に 當て ヘル ランド (Hcllolima) 及ビ ン ヶ ン 

ド (.v-inland) の 蒼々 たる 海岸 を SHI 見し 得 可し など 云へ る 漠然 無痕 の風說 さへ 皆是れ 彼が 西航を 

促せる 一 原因に して 遂に 其 決心 を 確定せ しむる に 至りし なり 

第五 章 助成 者の 搜索 


古來 思想界の 進歩 を 妨げし もの は 多く は是其 思想 を 伸べ しむる 器械 を 得る に 困 じたる が爲 めな り- 

偶" 策士 ありて 良圔 妙計 を 出す と 雖も之 を 助く るの 志士な く. S しく 智者の 智を沒 し 繁士の 策 を 徒 

ら ならしむ、 コ ロム ブス， 今や 確乎たる 思想 を 得たり、 其 說を容 れて彼 を 助く る 者 は raj^ して 誰ぞ や. 

n 氏 先" p、 實に 彼が 事業の 最大 難局 は此 助成 者 捜索に て ありし なり、 而 して 彼先づ 謂ら く此 大事 業 を 企つ 先 

府 Lft ふ づ 一 國の 君主 及び 國 民の 贊同を 得る こと 必要な りと、 卽 ち^,^ 共和 政府の 元老院に 至り 其說を 

"王に K 具陳せ しに 忽ち 排斥せられ たれば 去て 葡萄牙 王ジ ョ ンー 一世に 會 して 其 意 を 解けり、 恰も好し 王 は 

已に亞 非 利 加 海岸に て 發見的 事業に 着手 中な りし を 以て 喜んで 彼の 說を容 れ先づ 之 を 地理 局 委員 

會議に 付せ り、 然るに 委員 は 之 を 非 決し たれば 王，.^, nrc タ II (ceuta) の 大僧正と 議し 密かに 舟 

を 装して 其 計 畫を實 行せ しめたり、 然れ ども 事 固より 冒險 至難の 業 なれば 水夫 等 は落瞻 恐怖 久し 
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からすして 歸り 来れり、 彼 微かに 之 を 聞き 大に 憤激し 共に 事を爲 すに 足らざる を 覺り晋 て 己れ の 

計靈を 半：： げ置 きたる 英王 七 世に へし めんと て 一 書 を 認め 實弟バ ァ ト 口 ミ，^^-を英國に遣 

はし 彼 は 共 愛 母 を 失 ふたる 可憐の 一 子， ♦IJIW^ODieg.o) を携 へ て 密かに MKlr;s, を 去て 西班牙 

に 赴け り、 世人 は此. 密行 を 以て 或は 負^ を 逃れん が爲 なりと 云 ひ 或は 葡 王の 手を脫 せんが 爲 なり 

と 云 ひ巷說 15!! 々たりと 雖も思 ふに 此間は 最も 苦心の 時たり しなるべし、 後三年 を 經て葡 王 は 如何 

なる 雍情 ある も 彼 を 保護して 安全なる 位地に 置かし むべき 3!： を 以て 彼 を 招きし も 時 巳に 去て 叉た 

如何と もす る 能 は ざり し 

彼の 西班牙に 赴く や 先 づ，. ^, 一 3 ^り-一 R 公 (Medina  sidonia) に 其 意 を吿げ て反對 せられ、 去 

てメ デナ .v,^ し 公 (Medina  OS に 就きし に 反つ. て 大に贊 成 を 得、 二 年間 賓禮を 以て 厚遇 せら 

れ 遂に 三 四艘の 遠征 艦 を 給 ひて 其 K 布圖を 成らし めんと せし も 事 到底 一 臣下の 成し 能 ふ 所に 非す と 

B 班 牙 £ して 西班牙 女王め？ f/, に 謀らし めんが 爲照會 狀を給 ひたれば 彼卽ち 其希圖 せし 佛國行 を 止めて 

自ら コル ドバの 朝廷に 赴け り、 然るに 此時 西班牙に 於て は IHT ス (Castile) 及び— レ irNI^(Le- 

on) の 兩挨兵 を 合して ム ー ァ人を 攻め 數囘の 大戰爭 後國事 多端なる の 時な りし かば， フ H  5 ナ ン 

•,r. 及び サ ベ ラ の 意向 一 に グラナダの 攻 取に 急な りし かば 彼の 說を 開く の 暇な く 彼 を し て 無爲に 

足 を 留めし むる の 止む を 得ざる に 至りたり、 然れ ども 女王 は 深く 彼に 同情 を 表し 多くの 便利と 薄 

からざる 待遇 を與 ヘプ ロン ソ ー 、—，「l;、l^.^:ls タ 一- ラ (Alonso  cle  Quintanilla) の 宅に 預け たれば 

彼卽 ち：^ 機 失 ふべ からすと なし 熱心 ン— タ I -1 1- 「に 說き途 に 其贊助 を 得る に 至れり、 以後 渐に朋 

友 を 得て 彼に 同感 を 表する もの 多く、 かの 後年 彼が 第一 一子 フ >^ ナン ノトの 母と なりし ビ ー トリ |「 


ス、 H ン リク エツ ズ ( weatrice  Hnriquez) と 交際せ しも 亦此 間にて ありし なり 

他 曰 叫サ J7^ 女 王の 彼が 業 を 助成す るに 至りし も 實に此 問に 於け る 彼が 交通 上の 賜た る や 知る ベ 

きなり、 彼 其 後 女王に 從 てサラ マノ 力 Id  (salam 目 ca) に 赴き 後 「班國 第三の 王」 と稱 せられし 

ベ ド 口 1, ^ン Ifrl 口— 公 (Pedro  Gonzalo) に面晤 する を 得たり、 公 曾て コ p ム ブスの 所 說異敎 的 

の 原理に 基け る ものと して 是認せ ざり しも 今や 直接に 彼 を 見て 其說を 閜 き 釋然 解す る 所 あり 彼の 

爲に 喜んで 國 王に 照 食の 勞を 取れり、 阈王 彼に 聞く や 直に 之 を 女王の 懺悔 偕なる TF, ナ  1^1 ド、 デ、 

タ ラ ベ ラ，， (Hernando  de  Tala vera) に 托して 調 茶せ しめたり、 千 四百 八十 七 年 グー 力べ 1 ラ各 天文 

學者及 宇宙 學者等 を 集めて 彼と 辯 難 討議せ しめたる に 彼の 高僧— マ I ルド I ナ、 が 提出した る 聖書 的 問 

屈せす 題 を 除く の 外 明 辯 快 答 人 をして 歎賞せ しめたる 程な りき、 此 聖書 的 問題と は卽ち 地球 圓 形の 理に 

反 封す るて ふ ものにして 曰く 「今 若し 地球の 反面に 人類の 住 地 ありと せんか 兩 陸の 間茫々 往復す 

ベ からざる 大洋 ある を 以て 其 各人 類の 始祖 自ら 刖なら ざるべ からす、 是卽 人類の 始祖 を アダム 一 

とする 能 はざる 異敎 的の 說な り、 詩篇に 曰く 天の 慕の 如しと、 註解 者 曰く 之れ 牧畜 者の 用 ゆる 獸 

皮より 造れる 天 慕な りと、 叫 叉 希伯來 人に 告げて 天 は 天幕の 如く 地球 を掩 ふと 謂へ り、 此等 

の 意 を 解 するとき は 地球 は 必らす 平面なら ざる 可から す」 と、 是れ 彼に 取て 一時の 難問に て あり 

しか ど 其 後 彼が 孜々 たる 聖書 研究 は 彼 をして 明に 此 等の 事 を 辯 解せ しめたり、 加 之 聖書 探究の 

結果 は 1 れ をして 其西航 事業 は 神の 特撰に 係り 聖書 中 叉 極 西の 住民 を 指示した るの 語 あれば 卽ち 

® 十字軍 聖書に 合 ふ ものにして 神意 早に ェ.. ルサレ ム 聖地 囘復 の爲め 彼が 杭 海を默 示した る 者な りとの^ 信 

の 遠  おら  0  0 

H を 懐かしむ るに 至れり、 惟 ふに 彼が 他日 十字軍 を 起さん と 欲せし 遠因 實に此 間に 於て 胚胎し 來り 

コ B ム ブス it  E 七 七 
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たる 者と 云 ふべ し 

コ tr ム ブスの 事理 如 靳 明かに 其 確信 如 斯 堅なる に拘 はらす タラ ベ ラ 及|3^^^等は直に其 

意見 を拋棄 する を 好ます  一 會議を 中止せ り、 而 して 彼 を攻擊 する 者 如 此多 しと 雖も彼 を 保護 

する 者 も 亦た 甚だ 少しと せす、 ァ Isl ト 一一 ヲ、 リっ— 「「ケ ナ (Autonio de  Marchentl) -デ ァ ゴ 、 デ 、 

デ ザ coiago  de  Deza) 等 其 重な る 者に て ありき、 彼は此 間に 於て 王の 照會を 得て 各地 を 巡遊し 到 

る 1  ぉ贵賓 として 待遇せられ 且其 費用 等 も 悉く 王の 支 辨.^ 恭な ふせり、 四百 八十 九 年 彼の T, ザし を 

園む の 時 彼 亦 往て之 を 援助せ しが、 一 日 二 使 あり 土 其 古 王の 書翰 を簡 して 直に 國 王に 面せん こと 

を 求めたり、 其 書に 曰く 「若し グラナダ を攻 取せば 我 領地 內の 基督 信徒 を 悉く 誅戮し 敎會及 墓地 

を破壞 せん」 と、 王 は 決して 此强 迫に 怖れす 遂に Tf^, 府 を陷れ たりし が當時 女王 は 使者の 勞を 

謝し 聖廟に 獻 する 爲め 自製の 幕 一 張 を 贈り 且爾來 墓地 管理者に 年々 金貨 一千 「ジュ ー カット」 

(一 ジュ ー カット は我國 一 圓 餘に當 る) を與 ふるの 旨 を 告げて 歸 らしめ たり、 士卒 等 皆 使者に 就 

て 迫害の 様 を 問 ひ 且土耳 古 王が 非 禮の書 を 見て 大 に 激し 再び 十字軍 を擧 げん こ と を 主張す るに 至 

れり、 ，コ 口— んブ I ス 素より 熟 心 至 愛 の 信徒た れ ば 其 同胞が 被害 の樣を 聞て 焉ん ぞ 慨然た ら ざらん や、 

超 十字軍 彼が 終生 念頭に 在りし 十字軍 舉 起の 近因 は實に 玆に存 せし ものに て 彼 をして 「余 若し 發 見の 事業 

ちの £ 

B  . を成效 せば 余 は 其 所得 を 以て 自 から 十字軍 を 起さん」 と 云 はしめ し 者 夫れ 豈 偶然な らん や 

翌年 彼 は 其 計 畫の空 論に して 實 行し 難き 3 曰議會 よりの 報告に 接し たれば 大に 失. ば W して 直ちに 舟に 

搭 じて 佛國に 赴かん と先づ コル ドバ より セ ビルに セビ I 巧より マ パ ケ.， ナ" に 到る 處其舊 知を訪 ふて 彼 

が 失望と 不成效 の樣を 語り 更に マ ルケ ナ より ヒ ュ ！ nrr バ (Huelva) なる 義兄弟の 住所に 至り 彼 


レ得ぺ 
り ズぉレ 
をり ズ 
m ぺ を 


が訪歷 奔走の 間 其 養育 を 依 托し 置きた る 長子 デァゴ ー に 面せり、 此時 こそ 彼が 失 sl^: 落瞻の 極みに 

て體 疲れ 神 叉 倦み 最早 人生に 望みな く靜 かに 半生 を隱 所に 送らん と心竊 かに 其の 所 を 求めた. f き 

ラ、 ラビ 然り 彼が ラ、 I ラ ビダ (la  Rabida) の 寺院 を 見出せし 時 は 恰も 暴 海 怒濤の 暗夜に 一 點の警 火を認 

ダ院 中の 、"  、、、、、、、 

失 K 者 めた る 船 夫の 如くに て ありし なり 

コ ロム ブス、 T フ—、 l^vij  、グ院 裡松影 暗 き 處に靜 坐して 沈思 默想 する 毎に 彼が 事業の 幻影 眼前に 顯れ 

際涯な き歐 西の 海、 雲篛 なき 西 海の 彼が 心 を 誘 ふ 者 S 々なりと 雖も而 かもん 「-は 地上の 望 絶へ 道 


念 高く 天に 歸り 彼が 身邊に 在る 凡ての 者 も 彼が 靈 魂に 對 して は 唯 浮 雲に 彼す るの み、 f 界の發 見 

と 永遠の 國と 孰れ ぞゃ、 嗚呼 ラ、 ラビ. ダ院 裡のコ 口 —ム —，、1^ はコ ルド バ 廷 中の コ n ムブ ス に 非 ざり 

しゃ 知るべき なり、 尙此時 寺院 の 監守人 ネ ュ アン ，パ レ ズ 、 デ 、 y^wl^  (Juan  Perez  de  Miu.- 

(.-h2m) と 相 知る ことな かりせば 彼が 多年の 大 tlW も 空しく 彼が 遺骨と 共に 地下に 葬られし も 未だ 

知る ベから す、 然るに 幸に ぺ レズの 在る ありて 彼 を 助け 彼を勵 ませり、 彼が 他日の 成效を 得し も 

の 實に此 一 愤が 濃厚なる 友情に 由る と 云 ふ も敢て 過言に 非ざる たり、 彼 は 又べ I レズ— の 照會に 由り 

て 醫師且 地现學 者なる ガ に シ、— フ アナ ンメ カズ， (Garcia  Fernandez) と 知る を 得たり、 二ん は 彼 

ペレ ズ王 の爲 めに 一 書 を 女王に 呈し 更にべ 1^ ズ ~ 自ら 往て 女王に 勸め 再び 彼 を 召し 且 若干 金 を惠與 する に 至 

に e. らしめ たり、 是に 於て 彼 直ちに 1 フナダ に 赴き 女王に 謁して 説く 所 あり，.？^ ズ I 亦留 りて 王の 良 答 

を 得ん こと を 待ちたり き、 恰も 是 グラナダの 降下せ しにより 之 を 再建 せんとす るの 時な りしが 幾 

多 協議の 末 遂に 王と 談判 を 開く に 至れり、 彼 素より 其 意見の 確實 なる を 自信せ しかば 宛然 新發見 

^^-M 地の 大王の 如く 其 制度 內政等 を 議し而 して 三箇の 請求 をな せり、 曰く 余に 水師 提督の 官を與 へよ、 

ま 
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余 をして 發 見地の 副 王たら しめよ、 商業 若く は戰 勝より 得た る 利 ハ妣の 十分 一 を與 へよ と、 玆に於 

て，^?,^,等又大に反對して如斯多慾私心の者王廷に留むべからすと揚言し7^^^、、テナ|ン...^王其人 

も內 地に 於て 全力 を 以て 打破した る 封建制度の；  冉び 大西洋の 彼岸に 起らん こと を 恐れ 囑 望の 談判 

も 直に 破れ たれば、 彼 もはや 西班牙 王に 頼みな く 彼が 最後の 依賴 者と 定めし 佛國に 向て 出立 せん 

と 決意せ り、 蓊し 彼れ が 初より 佛國 に訴へ ざり しもの は 希く ば 彼が 所望の 印度に 最近なる 歐洲西 

端の 地を發 船の 地と なさん と 思 ひしが 爲 なり、 然るに 今や 西 歐の諸 王 誰あって 彼 を 助く る 者な け 

れば 佛國に 赴く の 止 を 得ざる に 至りし なり、 恰好 サン，^、. SY, 口  (santangelo) 之 を 開て 直に 王廷 

に 至り 勸 めて コー 「ム. プ IR. を 呼 還 さしむ、 王當時 彼に 給す るの 財政に 窮 したる も 幸に サ ン タ I^T, 口— 

の 策に 因りて 其 法 を 得 たれば 事 一 決 プ— ス， を 呼 返す こと、 なり、 直に 急使 を馳 せて 彼 を 尾せ 

しむ、 使グラ ナダを 去る 六 里に して 彼に 追及し 伴 ひて サン タフ H 1 (Santa  F6) の營 に歸れ り、 

®， 約 彼卽ち 王と 談判 合議の 上 交互 捺印 契約書 を 交換す るに 至れり、 之 を FT^TT^ の條 約と 云 ふ、 

實に 一千 四 百 九十 二 年 w 月 十七 日な りき 

i 呼 誰れ か 此時コ が 喜 を 想 し る も のぞ、 i な 来れば 實に千 折 萬 挫 を 經て此 結果 を 得 

しなり、 見よ 初め 葡 王の 助け を 得て 出航せ しも 中途に して 歸り班 王に 會 する や 國 難の 時に 當 りて 

逋 かに 栗され す、 偶々 其 緒に 就かん として 又 退けられ、 佛國に 赴かん として 途に 失望 落膽の 谷に 

陷り、 最早 雄志 を 制して 餘生 を- フ、 ラビ ダ院裡 に 過さん とせし に、 ，。7yx、 ファ. I ナン ，lr ス の 助 

くるあって 又が わ を 囘しー 一人の 助けに 因て 王と 最終の 局 を 結ぶ 迄に 及んで 又 破れ、 再び 佛國に 至ら 

んと 出立せ しに サ ン タン ゼ Hi の 策に よりて 又 王と 議す るの 機 を 得、 玆に 初めて 條約を 取 交 はして 


事 を 決する に 至りし なり、 吾ん は 當に其 辛苦 を 知て 其 喜び を 察せ すん ば あらざる なり 

第 六 章 第 一 航 U 發見 

彼は實に幾多の困難を經多年の忍耐を積み經營辛酸萬骨を枯らして今ゃ漸く志^！玉を果さんとする 

の 機 を 得 たれば 一 日 も 早く 其途に 上らん とする は 蓋し 人情の 然 らしむ る 所な り、 然れ ども 百般の 

遠征の 一 準備 は 彼 をして 尙 g; ヶ月 を遲れ しめたり、 彼が 目的 はジ パン ゴ， し (我 日本) の奇 國を發 見し 且印 

CR 的  99  9 曹 999 曹曹 99 攀 9 曹看 9.,  I 

度 大王 を 基督 敎 化せん とする にあり しかば 國 王に 請 ふて 一 通の 照 會狀を 受けたり、 國王は 更に 命 

Is を， パ， 府に 下して 彼に 二 艦を與 へしめ 其 他の 準備 は總て 彼の 自由に 放任せ り、 彼 は 水兵 を 募ら 

礎 んが爲 め靠人 破產者 失敗 家 等 を 誘 ふ も敢て 之に 應 する ものな かりし、 思 ふに 若しべ— レ— 力が 獎勵に 

由り て T ぃチ ン 、—^^ltl—ン ソ ，l、JiJ,y^?T ス (Martin  Alouso  pinzoll) 及 ビン セン テ、 ヤネス， ビ 

—；^^^  (vincente  .yauez  pinzon) 等 を 得る ことな かりせば 彼が 出帆 は大に 延引せ しなるべし， 

然るに 此 ピン ゾンは 老年なる にも 拘 はらす 熱心 斯 事に 從ひ數 多 冷淡なる 者を勵 しければ 彼 を 得て 

より 準備 非常に 整 ひ且彼 自ら 費 金と して 五十 萬 金 を 出せり、 斯くて 八月 三日に 至り 準備 全く 整 ひ 

人員 船舶 食糧 悉く 給せ しかば 彼はジ ユア ぺ" iH,T、 醫師 Ir, ェ ス ッ ル 、—丁， T. ン コル ドバの 保安 

官 初め 諸官員 視察 官等 を 載せて 玆に 初めて 遠征の 錯を拔 けり， 此 艦隊 總 て三艘 にして サ ン タマリ 

ァ號 (Santa  Maria) は 五十 名の 水夫に て 彼 自ら 之を督 し、 ピン タ II！  (pinfp) は 一：； 十 名に して 

n  0 ム ブス 傳.  w 八 1 


fi B ム ブス- J 彼の 功 m  M 八 二 

^1  ンゾ； SI 之を督 し、 一一 ー ナ號 (Nilla) は 十四 名に して， 不，， 力  1 之が 赞 たり、 此日 は實に 金曜日な り 

3,: 航 E し か -±  & は 少 な か ら ぬ と 祝 意 を 比 出 立 の 日 に 懷 け り 、 想 ひ 見 よ irt 來 金 曜 U は 如 何 な る 日 ぞ 、 

^*^n  >  >  «  «  *   、  ,  ，  ,  ,  i  »»»»»»•»  »»••»».  M  =  • 

なり 一  レ字軍 はゴ— 、；^ フ レ ー に 導かれて エルサレム を 取りし に 非す や、 "大主 敎の王 等が グラナダに 

勝ちし も亦此 口に 非 ざり しか、 况 んゃ此 R は 偶然に もフラ ン シス カン 派が 熱心に 守りし 祭祀の 當 

n に會 せし を や、 n  0 ムブ ス の胸屮 X 布 の 烈火 焰々 たりし や 知る ベ きなり 

屮： 帆 後 三 n にして ピ ン タ號蛇 を 失 ひし かば コ &ムブ 大に 驚きた る も 素より 敏達多 1= のビ ンゾ ン 

氏 之が 督 たれば 唯 彼が 所爲に 任したり、 遂に 之が 修復の 爲め キ，， ャナリ ー 島の ， -ァ， ^不 I リ フ (Tenerilfe) 

に 碇泊し 止る こと 一 ヶ月、 一 夜 天空 淸朗 なる の時テ ネリ フの 火山 破裂して 石片 落下す る こと 隕石 

の 降る が 如く 烟雲を 通じて y 色の 光 を 放つ こと 恰も 新 太陽の 出で しが 如し、 是を 以て 水夫 等大に 

cs£ 中の ^^し哪州らく之れ未知大^？^の行路を妨げんとする神の所爲なりと、 コ a ム. -r^ 川此 迷信 を 破らん と 

.  •  I 1 In 

5： 太 利：、 r 、—リ ー 希躐 海岸の 先例 を 語り 漸く 其 愚 を 解けり、 旣 にして 東風 一 來 船は大 速力 を 以て 進 

行 を 初めたり、 丸！：：：. H 二 u に 至て 始めて 磁針の 變化を 兒、 十五 日に 於て 驚くべき 流 十三 四哩を 

隔て、 海上に^ 落せる を M ！^、 翌日 は 「サ ー ガソ ー」 (sargasso) と 名く る 海草 充滿 せる 蒼海に 達 

せり、 彼の 自記に 由れば 是れ より 常に 軟風 を 受け 朝夕の 冷 味實に 掬す 可き 者 あり 宛 も 7 ン ダル ー 

IT^  (Andalusia) の ran!: の 天と 均しく 唯鶯錄 を 聞かざる のみと、 十七 日 更に 磁針の 變化を 現 は 

したれば 水夫 等大に 驚き 最早 西すべからざる を！？ せり、 然れ ども 彼が 學现上 懇切なる 說明 により 

て 漸く 之 を 制する を 得たり、 十八 日数 羽の.：：！ を 見、 且 水面 低く 浮ぶ 雲 を 見て 陸地に 近づける とな 

し、 廿： ：！ ベ リ カン 一 一羽 を 見て 愈々 陸の 近き を 信じたり、 然るに 是呰 誤認 誤 想に して 更に 其徵な 


i 日 叉 日、 茫々 たる 蒼海の 外 何の 見る 所な かりし かば、 水夫 等大に 落膽し 不平の 聲と】 -il 晉の語 

は 各 水夫 間に 洽 ねく 一  人と して 進行 を！ sH むお なかり し、 而 して コ 口 ム ブス を 篤て 曰 く 露なる 哉 

て此ゼ ノアん を 狂人と 呼びし こと やと、 彼れ 深慮して 眠ら ざれば 其 眠らざる は是れ 狂人なる が 故 

となし 彼れ 熱心の 餘、 食 は ざれば 卽ち之 を 狂人の 致す 所と なす、 凡そ 是 等の 言語 舉動は 全 水夫の 

ブ 間に 傳 はれり- コ a ム ブス も是に 至て 大に窮 し、 進まん か 水夫の 激怒 を 如何せん、 退かん か國王 

ス 進退 谷  こ sir* つ  ： 

于ー 。う の 謹責を 如何せん、 進退 維れ 谷て 爲す所 を 知らす、 獨り 上帝に 向て 哀求 せり、 然るに 幸に もピ ン 

ゾ ン，. の 在る あつ て rTT, ム ブ— ス 1 の 力 及ばざる 所 は 巧に 之を說 服し 且つ ビン， -、 「ン 自己の f 男氣と 精神 は 

水夫 をして 麟然 大悟せ しめたり き、 故 を 以て. コ口. ム ... フ，. ふ、 ピ： ン lis, に 謝して 曰く 「願く ば 幸運 爾 

に 在れよ」 と、 且つ 吿て 曰く 「我 倚 をして 尙數 日間の 航海 を續 けしめ よ、 而 して 尙陸影 を 見 ざれ 

,ゾ む，" ば 其 際 更に 行路に 就て 議 せしめよ」 と、 然るに ビ— ン，， 、- 「ン， は 大喝 一 聲之を 打消して 曰く 進行せ よ、 

-4?!*  *  、 、 、 

巡行せ よ 進行せ よと、 此 再三の 叫聲は 大 に 全 艦 員を勵 まし 意 を 決し て 進行せ しめたり、 我 曾 て 之 

スコ む^ W を M けり 以色列 人が 亞剌 比亞の 野に 倘 ひしと ^ ム：、 フス の 艦隊が 大西洋に 漂 ひしと 何ぞ其 能く 枏 

似た る、 彼 は 紀元前 干 g: 百 九十 二 年 6 頃に して 是は 紀元後 千 四百 九十 二 年な り、 彼れ は 砂漠 中に 

^^^^ 於て し是は 大洋 中に 於 一い すと、 然り予 は 今に 於て 更に 其 然る を 知る、 彼等 水夫 は 恰も W 色 列 人が 

モ—， -ゼの 下に 在りし が 如く 忽ちに して 怒り つに し P 解け 前言 を 忘れて は又歸 心を懷 すが 如く 其 

力 如し 心中 確固たる 信念た かりし や 知るべき なり  _ 

廿 五日 ピ：； S ゾ—， ぺが 叫びし 陸！ の 一 聲は此 等 水夫の 上に 復活の 鈴聲の 如く 最早 此蒼 海中の 藻屑と 

化す る の 外た し と 思惟せ し 水夫 等 を 甦らし めたり、 InlT, ム ブ ス 叉 此嬉聲 を 聞く や 直 に 甲板 上 に 跪 

コ P ム ブス as  e: 八 三 
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き 合掌 擧目 「榮光 神に 在れ」 と 叫びたり、 然るに 之れ 全た く 無益な りき、 其の 陸と 見へ し 者 は 近 

づ くに 隨 ひて虚 影と なり、 叉 一 物の 目に 觸る 者な かりき、 如此 誤報 をな せし 者 一 一度、 十月 十  一 H 

に 至り 漸々 信據 すべき 證物を 獲る に 至れり、 サンタマリア 號は 旭の 飛來 する を 見、 又 葉 ある 葦の 

流れ 來るを 認め、 ピン タ號 は鐵 にて 彫刻せ る 杖 及 竹 杖と 一個の 板 を 拾 上げたり、 而 して 一一 ー ナ號 

は 更に 良好の 證物を 得たり、 卽ち 野生の 薔薇 を 以て 圍繞 せる 一 個の 圓柱 にして 巧に 彫刻せ る もの 

なりし かば W て 人類 住 地 あるの 證 となすべし、 爱に 於て 衆 心 初めて 安く^ 然勇氣 を 恢復せ り、 此 

等の 報コ u ムブ スの 耳に 達する や 彼 は 最早 陸の 接近せ る を 確信して 靜 かに 經綸を 囘ら さんと 自室 

に 人り づ祌に 祈れり、 事態 如此 なりし かば コ la ム ブス— 祈 禱を終 へ て 後叉& 板に 上り 獨り西 天 を 

凝視せ り、 彼 は！： より 一 眠 だ も 取らす、 船 夫 も 亦 各々 其 位置 を變ぜ す、 只管 西 望 を 凝らし 居たり" 

彼れ は實に 夕陽 水平線 下に 沒 してより 半宵 を 甲板 上に 費し 一 念 凝て 木 偶の 如く 動かす、 夜氣 身に 

徹して 殆ど 彼 を 冷 殺せん とし 斯くて 全 艦 悉く 服 を 西 天の 水平に 注ぎし が、 終に 發 見の 運はピ ンタ 

號の 占む る 所と なり、 十月 十一 一日 午前 一 一時 天 邊の衆 星と 海中 燐光の 間に 認められて 慧眼 活 達の >「 

お Is 見 ビ—， W 人なる 一水 夫の 口より 陸！ と 叫び 出せり、 此聲 と共に yFflr、 ァ 口  9,— ピ ン.、 > ^が發 

f したる 祝砲 は 全 艦の 水夫 等に 一大 慰 聲を傳 へたり、 此發 見の 地 は 印度人が r グヮ ー ナハ -こ (GU- 

anahani) と 名く る 一島に して コ ロム ブ IR— は 之 を 「サン、 サ ルバ ドル」 (s^an  Salvador) (神 我 

を 助けて 之を與 ふの 意) と 名け たりと 云 ふ、 鳴呼コ U ム K>R- が 一 念の II;- 仰 終に 此結 5^ を 得ぬ 
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多年の 經營は 玆に報 はれたり、 多 日の 希 tlnl は 百難 千 苦の 後 遂に 果 されたり、 彼 は旣に 陸を發 見す、 

如何 ぞ 速に 上 睦 を 欲せざる、 則ち 正装 美服し 自ら 西班牙 王 旗 を 採り 且ピ —ン I -.; ^刁 兄弟 を して 彼の ェ 

■ 睦の模 夫に 成れる 綠 十字の 旗 を 採らし め 多数の 水夫 を 率ゐて 上陸せ り、 彼等 は先づ 地に 跪き 其 享受せ る 

深き 恩惠と 厚き 擁護に 向て 滿 腔の 感謝 を 神に 捧げ 彼我 を 顧みて 喜 悅の淚 に 咽び たり、 是に 至て 曾 

て 彼 を 呼で 狂と なし 彼 を 疑 ひ 彼 を 苦しめし 水夫 等 皆 悉く 悔悟 流^ 彼の 足下に 来りて 其 罪 を 謝せり 

と 云 ふ、 彼 は 此嶋に 名 稱を附 し， 巧ス 一 r ル及 レヲ ンの王 名に 因りて 所領と なす 33 を布吿 せり 

今發 見地の 狀態 を概言 すれば 其氣 候は溫 和に して 至る 處深林 多く 花實叉 能く 成熟し 就中 「バ ナ こ 

「コ 、ァ」 等 は 其特產 物にして 土人の 多く は 之に 依て 生活せ り、 地味 叉 豊饒な り、 土人 は大 率ね 

裸體 にして (綿に 富みた る を 以て 間々 綿 を 纏 ふ 者 も あれ ども) 銅色 を帶 び頭髮 長く 垂れて 耳邊又 

は 背部に 至り 且身體 を 彩色し たれば 一 見 人 をして 恐怖せ しむ、 體 魑强壯 にして 能く 勞 役に 堪 ゆる 

と雖 ども 而 かも 氣候暖 和天產 物に 富める を 以て 別に 身を勞 して 生計 を營 ます、 時々 諸島の 間に 戰 

于ゐ せき  くち is し 

爭を 起す こと あるが 其 武器 は 通常 魚 骨 S 石棍摩 等に して 時には 魚 鳥の 嘴 又は 齒を用 ふること あり 

あ-ひ"  したし 

と、 され ども 叉 奇妙に も n 賴を 愛して 之 を 飼養す、 其 性質 溫和 質朴に して 大に 親み 易し、 而 して 

此野蠻 人中に も 宗敎は 亦 自然に 行 はれ 土人 は 皆 偶像 を禮拜 せり、 是を 以て コ ロム ブ —スは 力めて 彼- 

P  P ム ブス 傳  H 八 五 
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等 を 甚督敎 に 化せん とせり 

サン サル 今 叉 更に 發 見の K 序に 從 ひて 詳說 すれば コ ロム ブス は 三日 問サ ン サ ルー ハ K ルに 滞在し て M 地の 事 

, 情 を 探索せ しに 同 岛は發 見 諸島 巾 尤も 野蠻 なる 者の 一 にして 土人 等裸體 にして 決して 恥 ぢす而 し 

て^ 前に 顧れ たる 異様の 珍客に 對 して 恰も 小兒の 如く 不思議の 面貌 を 以て 眺め 互に 相 呼んで 「此 

天^りし 人 を 兄よ」 と 云 ふが 如し、 彼が 上陸の 地に て は 一 少女の 外 婦人 を 見す、 男子 も 皆 未だ 三 

十 歳 を 超へ ざる 靑年 にして 老人 及 幼兒は 一 も 見 ざり しと； ぶふ、 土人 等 一度 は 恐怖したり しも 旣に 

して 慣れて は 艦隊に 來る こと を 好み 或は 舟に して 或は 游： 冰 して 恰も 贝 鼓の 附着す るが 如く 船邊に 

i^iK し來れ り、 彼等 は SD^C^ の智淺 くして 破壶 子. もやの 破片 さへ 賈 はん こと を 欲ひ而 して 己が 綿 を 

一： A る や 西貨半 「マラべ、 デ」 (一 「マラべ デ」 は 我 三^」 に對し 十六 包 (二十 五 碌餘) の 多量 を與 るの 

類な り、 然れ ども 其性溫 厚に して 好んで 淸水、 甘 5!^ 等 を 贈り、 若じ當 方より 物を與 ふること あら 

ば先づ 彼等の 土產 を持來 るに あら ざれば 之 を 受けす と 云 ふ、 如 斯 贈遣頻 なる に拘 はらす 誰 あつ 

て 黄金 を 持來る 者なければ コロ ム ブ ス 謂ら く此 希望 を充 たす もの は 唯 夫れ ジパ I ング II (日本) の 

みならん と、 斯くて 渐々 探 檢を擴 めて 島より 島に 移り 至る 魔 彼が 聯想に 從て其 名 を 命じたり 

十五 口 一  島を發 見し 之をサ ンタ、 マ リア，、：， チ、 ■ ラ， コンセプション (sivnta  Maria- (le la  ccucelr 

(d§) と^けたり、 此 島の 景？^ 概ね 前嶋に 同じければ 敢て 記せす、 十七 日に 着せし 島に は 王 名に 

緣 りて， フ， It^ ナ—， STfT 力 (Fel.llilnailuo と 名け しが、 此島は 前 二 島より 稍々 進歩した るが 如く 粗 

ユ ベラ 末な りと 雖も 土人の 勞 力に 成れる 生 產物を 見たり、 次 は 1^,、1  フ (Isabella 女王の 名に 因し) 嶋 

a にして 全 嶋,^ に^ち itn?- 淸鮮、 水义 純粹、 花實 成熟して 天然の 美を顯 はし 探檢^ の疲遞 せる 身 


.1-、^.? ちんか-つし ゆ  T ジ ャ 

心に 活氣 を與 へたり、 殊に 其 夥しき 動植物 中 大蜥と 沈香 樹は 皆是 東方 亞細亞 の 生産物と 考 へしめ 

て 一 暦の 注意 を惹 けり、 前嶋の 土人 吿 げらく 此嶋は 黄金に 富み 且其嶋 王の 衣服 は 金 を W て 飾れり 

と、 故 を 以て， ITT.^ ブ，， ^は大 にば ll! を囑 せし も 何の 得る 所な く且 王の 出現 を 待ちて 一 一夜 を 過せ しも 

是 亦無ハ 化な りし 

. コ T. ム1カ|は 旣に 四 嶋を經 たる も 彼が 惟一 の 希望た る 黄金 を 見出す に 由な かりし かば 早く 彼の ジ 

ぶ！^ (日本) の 奇國に 達せん こと を 希 ひたり、 四日の 夜半 ィサ ベラ を 出帆して 土人が キュバ 

と稱 する 嶋に向 ひしが 四日 を 經て嶋 中の 一河 口に 達する を 得たり .  . 

キュバ め FTT は 天然の 美 土に して 嶋は 熱帶 海に 圍 まれて 大西洋 面 を 水天彷彿の 間に 望み 河岸に は大 塞の 

I  i& 叢生して 浮 園 を 形造りお 碟 には备 種の 貝殼 附着して 光^ を 顧す、 而 して 「コ 、ァ」 中天に 錄 

.9 し， 齒廣大 の 森鬥を 作す、 其 他 蜜柑 石棺の S あり 「マ.^ ガ 一一 ー」 烏木の If あり、 綠 頭に 鳥 飛-、 f 

ば dll に 蝶 舞 ふ、 凡て 此種說 明すべからざる 豐饒の 様 は 恰も 未だ a されざる 「ヱ デン」 の 園が 罪 

ん&, ^ァ、 《ムを 感動せ しめしが 如く 此疲勞 したる 一 航 夫の 心 を 感動せ しめし なるべし 

キュバ 土  ？ は 發 見.^ 中 尤も 開^ したる 鳩に して Irr 「ム， ^フ IR. は 之 を 不運なる 王门ン ：、 ジ ヨンの 記 臆に 因 

りて ナと 名け たり、 土人の 風采 は 頭髮馬 鬣の 如く 厚く して 長く 肩邊に 垂れ 體容常 

にして 額 色 美しく 各種の 色に 塗 彩せ り、 其 固有の 顏色は ir^ リ ー 人に 似たり とい ふ、 被 等の コ 口 

T.R1< が 一 隊を 見る ゃ他螅 人の 如く 天降の 珍客と して 稱贊 せす 却て 遁逃其 形を隱 せり、 されば コ 

VWR, 自ら 上陸して， 1^ 心土 地の 狀態 を搜 索せ り. 其 家屋 は 皆 前 諸島の 如く 棕梠葉 を 束ねた る 天 

幕樣の ものな りし、 而 して 各 ク&哲 漁網 及び 骨に て 造れる 釣針 等 總て魚 獵の爲 めに 要する 器具 を蓄 

づ n ム ブス leJ  2： 八し 


コ ロム ブ スと 彼の 功 IS 

へ 居れり、 コ ロム ブス は曩 きに 土人の 言 を 信じて 少 からざる 期^ を 以て 此 島に 來 りしに 何の 錢る 

所な く 唯 見る 山川 草木 自然の 美景の み、 され ども 此 等の 美景 奇觀は 偶々 以て 彼れ が 黄金 を 見出し 

能 はざる 失望 心を增 すの 媒介た るの みなりし、 されば 了解し 難き 土人の 語 を 種々 主觀 的に 判斷し 

て 或は 黄金 國の 名稱 となし 或は 黃金國 は 隣 島に 在りと なすな ど 彼の 慾 望 心より して 少 から ざ,^ ず 

ちに 陷 りたり と 云 ふ 

tj もつな 

十一 e: 十九 Q 纜 を 解き 海岸に 沿 ふて 島邊を 巡航し r イチ 島の 西岸に 赴かん とせし に 偶々 逆風に 

會 ふて 危險 なる 淺洲 に乘 上げ 海上に 漂 ふの 止 を 得ざる に 至れり、 而し て 彼が 航海 中 の 最も 不幸な 

る 出来事 は 實に此 間に 於て 起れ り、 卽ち 彼が 事業の 半身と して 彼 を獎勵 保護し 遂に 其 完成に 迄 至 

i れ むれ らしめ し 剛勇なる 水夫、 着實 なる 事務家、 マ ー チン、 ァロ ンソ、 ピン クンと 袂を 分たざる ベから 

ざるに 至れり、 鳴 呼是何 W 爲ぞ や、 又 何の 故ぞ や、 西班牙 人！： 有の 名譽 心、 iifjj ^411.^1:^3^1 

負 心、 黄金 國の發 見に 於て， コ， ロム， ブ ス に 先驅し 以て 今日 彼が 獨 得の 名譽を M が， i いわ 一 .f-SKr 

是等は 遂に。 化 ンゾン を 導 ひて 以後 不 1^ 言 慘狀の やに i- 吟^い. it^^ni^,^ で —コ； 口 —ム J フス 

を 失 n に 忍び ざり し、 而 かも 如何せん コ ム， 1^, と 雖も其 功名心 を 梨つ る も尙此 老練なる 艦長 を 

失 は ざらん とする に 至らす、 遂に 三 艦 二と 一に 分れ. づ； ノ，. は自 己の 意に 從て 進航し rr^...r^\ 

は 依然 其 航路 を鑌 けたり、 旣 にして キュバ の最 東端に 達し 前面 模糊の 間 一 嶋の横 はるを 見出した 

の れば 希望の 中に 十六 「リ， 'グ」 を馳せ 十二月 五日 其 陸に 達せり、 之れ 卽ちハ イチに して 此嶋 の 魚 

類 草木 及 家屋の 形造 等 能く 西班牙に 似た るの 故 を 以て 彼 は 之 を 本 國の記 臆と して エス。， (：ヒ 

ス ノ 一一  ヲラ) (Espallola,  ffiispaniclil) と 名け たり、 此 地の 土人 は 前諸嶋 人より 皮膚 美麗に 其 性 


の マサ 

沈 リ ン 

沒マ ク 


朴直な り、 されば 一度び は 逃 隠せし も 招に 應 じて 义歸り 来れり、 コ P ム ブス 此 地に て 多少の 金 を 

見出せし も 多く は 婦人 用の 鼻 飾に て 薄片 小容の 物に て ありき 

彼 は 探 見の 爲め 一 ヶ月 を ノラ 及び トル チ ュガ嶋 の 間に 送れり、 初めて 上陸せ し 地 を 其 聖日 

に 因て セ ン ト、 一一 コ ラス と 名け 第一 一 を： コ I ン， セ。 力 ITnr ン， と 云 ひ 第三 を， セ ン ト、， ^マ ス と稱 したり、 

彼 叉 H スパ ノラに 於て グァ ケナ ガリ (Guacanagare) と稱 する 一 人の 酋長に 會 せり、 此者嶋 中に 

fn.  てん. 6 つ 

て 最も 新 來者を 厚遇す る譽 ある ものに て 或は 腆物を 贈り 或は 使者 を 遣り 來る など 種々 の 慰 を 受け 

たり  - レ 

仆 四日 早 曉纜を 解きて 進行 を 始めし が 日間 僅かの 進行 をな せし のみに て 夜に 入れり、 同夜 は 「ク 

リス マス」 の前宵なりしかばコ ロ—ム ..^-ス は止りて其日を祝し且其身體の疲勞をも休ませんとせり 

彼れ は 實に多 日の 疲體を 休めて 一 夜 を 達り しが 過去の 囘想將 来の 希望 交々 起り 此 等の 嶋が 何の 時 

文明と 基督教の 風に 靡く やな ど 思ひ囘 らして 轉た 感慨に 堪 へざる もの ありき、 此夜 天淸く 波靜に 

水夫 叉 心 を 安 じて 能く 眠る、 遽然ー 聲、. 本船 暗礁に 衝突す、 IIT, ム.、 フス 直に 此 危機 を 知り 甲板 上 

に馳せ 命じて 柱 を 折り 荷物 を 船 外に 放出せ しむ、 され ども 此 周旋 は 無益な りし、 船 は 遂に 全く 破 

船し 終れり、 思へば 曩 きに ピン タ號と 分れ 今 又 サン タ、 マリアの 破船 を 見る、 殘るは 最小なる-一 

I ナ號 のみ、 コ pi ム， 3. 玆 に 於て 直に 使 を馳せ て 曾長ダ|5^^リ1 の 許に 遣 はし 該狀を 報じて 助 

け を 乞へ り、 翁 長 直に 之 を諾し 非常の 手段 を 行 ひて 此難 時に 要する 凡ての 救助と 且將 來の爲 めに 

と 食糧 用品 を與へ 破船の 救 荷物 は 陸に 揚げ 土人 をして 嚴 重に 之 を 守らし めたり、 一 日 を 隔て k 普 

長コ n ム ブス を 訪來し 慰藉 を 與へ且 將來の 補助 を 約せ り、 ，コ|^^カ，スも亦其厚意を受けて所耍の 

n  P ム ブス iw  E; 八 九 


し H ス' 

の 4； の 1 
みあ 心. 
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保護 を 乞へ り、 是實に 以後 親： W を. 衹 にし 以て 新 採 檢の架 一 礎 を^き し  一 S にて ありし なり 

彼 曾て 此 la: 長と 會 食し；！ 3 畏が 談話 巾シバ ヲと稱 する 地 を 聞き直に 之 をジパ ング しと 斷 了して 身 は 

4>,h.  »  9   書釁嘗 9 攀 9  99 攀 9曹9 拳 99  9  9 

はや 印 んにせ る 者の 如く 思惟した りと、 實に コ ロム ブ スが 心お 金 を.^ むる に <,t.5 なる  一 n も 早く 

日本に 速 せんと 欲せし や 事々 處々 に 於て 瞭々 見る こと を 得べき なり 

彼 は 如 斯 酋長と 親交せ しかば 質朴 無 邪氣の 土人 等 も 亦 彼 を 尊崇して 己れ が 主人の 如く 奉ぜん と 

せり、 彼玆に 於て 謂ら く 本國政 度の 模形 として 兹に 城寨を 築き 以て 彼等の 信用 を證 せんと、 卽ち 

破船の 材木 を めて 城： 参 を 作らし めしに 土人 等皆來 りて 之 を 助け 城 5 丄ュ處 に 成り たれば 彼 は 破船 

ナビダド の當 R を 記 臆せん が 爲め之 を ナビダド (Navi<lad) の城寨 と 名け 四十 三人の 水夫 を 止めて 守らし 

めたり、 以後 コ P ム ブ ス は 酋長の 兄弟 等より 招かれて 盛宴 を 張られ 或は 酋長より 黄金の 装飾 物 を 

與 へられ 或は 旗下の 者より 厚き 待遇と 黄金の 賜物 を 受けた るが 如き 共に コ&ム ブス に 取て は 無上 

1-^ の 喜びに して 其狀殆 んど說 明す る 能 はざる 所な り、 是に 於て か 彼 は 假令ひ 印度に 達せす 又 

, め h リに 着せす と雖 もへ 「は 最早 復命すべき 好 時機な りと 思 ひ 一 先 其 成 效の佳 報を裔 して 歸航 せんと 

決心せ り 

第 八 章 歸 航一. 復命 

コ n ム F, ふ. 是迄 歸航を <总 が ざり しに iM^. と雖も 彼の 切 §1.; の 一 物 を 得ざる 間 は敢て 其-ぼ を 制したり 


fS 航の準 しなり、 今や 黄金 幾許 を 乎に したれば 最早 歸航の 機 至れり、 則ち 其 殖民 地と 歸航 船の 爲め 食糧 兵 

器 其 他 必用なる 物品 を 備へ且 其 新 殖民 者に 命じて 曰く 「能く 主長に 服從し 力めて 印度人に 厚情 を 

表すべし、 決して 腕力な ど を 以て 靡 制する が 如き こと あるべ からす」 と、 而 して 是迄漠 たる 水 天 

の 間、 貌 たる 異 雲の 下、 相 提携せ し 船員 二と なりて 東西に 別る、 さなき だに 離^ を惜 むの 人情 豈 

淚な きを 得ん や、 され ども， コ ロム INIt^ は 氣を勵 して 水夫 等に 諭し 將來に 於け る 新 希望 を與 へ て 別 

を吿 げたり 

出帆の 日 は 干 srrH 九十 三年  一 H: 四 口にして 翌日 寺院の 如き E 巖を 海面に 認め 之 を モント、 C リス 

ビン ゾン ト (M:l-tb  cllristi) と 名く、 六 n: マ ー チ ン， ピ ンゾ ン の 船と 相會 す、 先是コ 。 ム ブ スのピ ンゾ ン 

す  に 別る や 久しから すして 印度人の 報吿 により 彼れ が ハ イチ 灣に 在る こと を 知り 書 を 寄せて 他意な 

きを 示せし に 不幸に して の 手に入ら ざり しに ゃ今兩 船の 相會 する に 至る も敢て 接近せ す 

二と さ  .  

故ら に是 風波の 爲 めなる が 如くした りき、 之 を 聞く ピン ゾン备 地に 出入して 多額の 黄金 を 獲、 其 

三分の 二 は 之 を 船員に 頒 てりと， されば コ 1 0 1 ム—. フ、 は 之 を W て惡 魔の 所爲 となし 憤怒す る 所な き 

にあら ざ り しも 途中 如何と もす る 能 は ざれば 歸 着の 上 罰 を 請 は んと思 ひ 共に 歸國 の途に 上れり 

一 月 十七 tn 發 見地の 陸 影 を 失 ひて より 二月 十 一 日 迄 は平穩 なる 航路に て ありし が 十一 一口に 至りて 

暴風 遽 かに 至り 彼等が 曾てな き 危險に 遭遇せ り、 彼等 は 一 たび パ ロス 1 港 頭 を 離れて より 叫 イチ 海 

の 暗 確に て 魄艦を 失 ふたる の 外 又 3! の 難所に も 出 遇 は ざり しなり、 然るに 十 TOI 日に 至 り て 風 更に 

I； 暴しく 一  天晦>.ハ5.:ー十：：^海を掩ひ怒ー.；^|舳艫を衝く、 賜 風の 下、 激浪の 巾、 隱 現出 沒 今にも 沈 痰し 去ら 

ん とす、 水夫 等 何のな す 所な く 空しく 裸 柱の F に 拱手せ るの み、 今や 實に死 は 水夫の 前面に 立ち 

n  S ム ブス 傳  鬥九ー 


s マサ 
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コ ロム ブスと 枝の 功 81  n 九 二 

彼等の 待つ 者 も 亦 唯此死 あるの み、 旣 にして ピ ン タ號は 再び 影 を 失し 今 は 最小 艦 一一 1 ナ號 のみ 波 

11   ひ. a すら 

上に た よいたり、 コ a ム ブスん 「は 施す に 術な く 只管 神助 を 求む るに 切に して 若し 神 怒 を 避く る 

を 得ば 「シャツ」 を 着し 膝頭 以て 着船 地の 聖堂に 拜禮 せんこと を 誓願せ り、 ， 抓 此當時 彼が 心中 

實に憐 むべき 者 あり、 發 見の 報 未だ 西班牙に 達せす して 玆に 魚腹に 葬 れんか 誰あって 此 非常な 


る 成效を 知る 者 あらん や、 然 らんに は 此大發 見 も 一 の 夢想に 屬し班 王の 補助 も 亦 水泡に 歸 せん、 

名譽 富有 も 皆 悉く 無益の み、 嗚呼 是 何等の 不幸 ぞゃ、 又 何等の 不運 ぞゃ、 彼玆に 於て 怒濤 中べ ン 

を 採りて 發 見の 始末 を 敍し之 を 爆 布に て 纏 ひ 一 医 に牧 めて 水中に 投ぜ り、 驚し 若し 此医 にして 陸 

邊に流 着し 具眼 者の 手に入らば 彼 在らす と 雖も其 事蹟の 顯 はるべ ければ なり 然るに 十五 日に 至り 

て何處 とも 辨ぜす 一 の 陸 影 を 水 雲 の 間に 認め 漸 々 近づく に 隨ひ是 I. ^ゾ— ァ， 群島の 一 —サ  1; ^、—マ，^ T 

そ-ひせ さ 

なること 知られたり、 水夫 等 此時斷 食、 不眠、 曝露 等に よって 瘦瘦し 僅かに 胸中の 熟 情に 支 へら 

れて體 形 を^す るの 様な りし かば 直に 上陸す る 能 はす、 三日 を經て 初めて 上陸し 發 見の 始末 發見 

地の 狀態等 を 島民に 吿 げしに 彼等 は大に 喜びて 彼等 を歡 待せ り、 され ども 島 知事 は 其 起因 を詳に 

^0 せ ざれば 帶 命の 如何 を 疑 ひ 水夫 を 誘 ふて 上陸せ しめ 之 を 禁錮し 更に コ 口 ム ブ スに 迫りし が 彼 は 一 

難 過ぎて 又 一 難 最早 堪へ 得べき に 非 ざれば 续る 二三の 水夫 を 介し 出で &難を 他 島に 避けん とせし 

も 能 はす 仕方なく も 再び T^,T 島に 歸 りしに 1 一人の 法敎師 一 人の 書記 兵士 五名に 守られて コロ I, ム— 

ブ スの 船に 來り國 王の 書翰 及 委任 狀を 見ん こと を 求む、 彼 初めは 彼等の 風 怪しむべき 者 ありと し 

て 之 を 拒みし も旣 にして 其 他意な きを 知り 之 を 示し 以て 水夫の 放釋を 請求せ しに 事 遂に 成りて 彼 

等 は玆に 晴天，： n 日 を 見る に 至れり、 二十四日 同地 を出發 したる に 数日間 天候 定らす 再び 暴風に 逢 


非、 然' 
ざ 、半、 

れ 、年、 

ば， 前、 


0 ス ボン ひて 雄志 を 苦しめし も 幸に  一二 日 を經て 暴風 漸に 止み 一天 叉晴 明と なりし に、 思 ひき や 船 は リス 

ボンの 沖に 在り、 タ ガス (THgus) の 河口、 キャス ケ ー ス (C§ca50 の奇 港、 シン ッラ (ciutrfl) 

の奇巖 眼前に 顯れ 海岸に 乾せる 漁網の 數 さへ 見へ ぬ  . 、  、 

ii-n  ロム， -FT ス ^ 喜び 如何 ぞゃ、 一 一度の 暴風 正に 海底の 鬼と 化せん としたり しに 天 此大發 見 家 を 

棄 てす 再び 此土を 見せし む、 田 I ふに， が 熱心なる 深き 感翻を 神に 捧げし なるべし、 然り 


彼此 土に 着せし を 喜ばざる に 非 ざれ ども 而 かも 人情の 然 らしむ る處 寧ろ 早く 「カステル」 王 旗の 

飜る 所に 歸 着せん こと を 欲へ り、 され ども 如何せん 暴風 未だ 全く 牧 まら ざれば 卽 ちタガ スの 河口 

に 投錨せ り    I 

叫 Jli ム iTr ^歸 着の 報 一 たび リ 市中に 偉 はる や 巿民爭 て 來り彼 を歡迎 せり、 旣 にして 葡王. 门— 

im ン、 ジ ョ ン  1 使 を 遣 はして 彼 を 朝廷に 曳き 盛に 宴會を 張りて 歡迎慰 勞し且 非常なる 名譽と 尊敬 を以 

迎    . つれ かへ 

て發 見地の 狀態 を謹聽 せり、 或は コ & ム ブスの 共に 連歸 りし 印度人 を 招き 小石 を 並べて 島の 存在 

らろ 

大小 を 形ら しめ 徐ろに 其 地の 狀態を 探りし が、 さても 人情の 脆き、 王 は 聞く に 隨て其 嫉妬 心を增 

し如此 富裕に 如 此廣大 なる 版圖の 新に^, 家に 屬 せし こと を嫉 み， TT ロム .ブ —スを 殺して 此報 

を 西班牙 朝廷に 知ら ざら しめ 己れ 新に 船を艤 して 發 見地に 赴き 葡國の 旗を飜 へさん かと 迄 思 ひた 

れ ども、 而 かも 彼が 良心と 道念 之 を 免 さす、 其去るに當てゃカスー^^^；王家の幸運と コ の 

名譽を 祝賀し 握手の 中に 相 別れたり  、 — 

旣 にして.： H  ロム ブ ス— はパ 口 ス (palos) に 着せり パロ ス！ パ n ス！ 今日の パ 口 スは 

の。「^!?^にして刖に變異ぁる-な.し、 され ども 八/曰の TT—rr ム ブ ス は又當 時の コ ロム ブス 

コ 0 ム ブス 傳  e: 九 111 


す 》 ふ もの： K 
な 失 は * 

は 得 

の&  S: 


ti w ム. フ スと 彼の f?S!  rvNS; 

彼が か 頭に は 幾多 與 様の 感 ある を覺 へ たり、 然り彼 は 秋に して.^ り 春に して 歸る、 天然の 光景 自 

愁眉を以て去り笑額を以て^lる、 コ ロム.、 rN,T が 心中 义 自ら 異なる も ゆ ある 

べきな り、 1?, 尸 い 一，」 £: い % へ、 i 轉た 今昔の 感に堪 へざる べし、 而 して 彼が 追想す る 所 は 百せ 

* ^きか^きお いで 1^ ハ 5! き^い〕 iil^i 朝廷に 見出した る 得意の 時に 非す して 寧ろ 窮乏 wt- 前途 暗き 

誊攀鲁 >9 き 書 誊誊， 拳誊釁 實誊摯 OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO  O  OC 

たりし 失意 の當 時に て ありつ るな り、 露 や 人 は 其 成效の 時に 及ん で は 其 至 苦 至難 の 日 を 追憶す る 

0fpf^0,p,  fff,^.^.^,^,^^.  ハぅ セ^ か、 偶， y け」 海 村 

の 寄寓 者、 名な き {豕 門の 一 平 2;^ 心なら す も 其 愛兒を 人手に 托した る 不幸の 父、 而 して 醫師^  H 

ル.^^テ—ス か ^|1!ぃ^^^^ぺ—ぃ1.ヅ—が同情心 の 外 天下 m あ つ て 覺り得 ざり し怪 s:^ 兒、 此者今 は名譽 

か iii-i^ いおず、 ifn の位號 さへ 得た る こと を、 而 して 此 提督 副 王の 位號は 尋常一様 にして 得 

たる 者に 非ら す、 今の 提 |副 王の 何者た る を 知らん とせば 先 づゼ， ^ァ灣 頭の 一 水夫より ラ、 ラビ 

ダ院裡 の 失意 者 迄 を 解せ ざるべ からす、 夫れ 然り發 見者 コ II ム ブス を 知らん とする 者ゼ ノア 毛ェ 

の 子— tr 口 ^ 、、フ  11^ を 知ら ざ る ベ か $,、 西班牙 朝廷 副 王の 冠 を 見る もの ラ ， ラ ビ ダ， 寺邊憫 み を 乞 ふ 

の 樣を想 はざる ベ からす、 之 を是 知らす 而 して， コ 口  .TFTR. を 知る と 云 ふ もの 未だ 以 て 其眞. ^物 を 

解した る 者に 非ざる たり  .  、 . 

夫 グ 1^1^  HISy 原頭 天 を 仰で 歎息せ し 時と。 ハ 口 ス港上 凱旋の 旗を飜 がへ せし f を 比較し 見よ、 

i-3 は 落々 たる 一 不平 者、 八：' は投々 たる 大發 見者、 出で行く前は^！ェを失ふたる怨天者の如く歸り來 

れば に 勝ちた る 兵士の 如く 然り、 鳴 呼 養き に は カル バリ 山 頭の 人の子の 如く 今 は 復活した る 神 

0  0  0  0  0 

の 子の 如. し 


す. 乇ス， 

に 

歸班. 

sea  ^  ■ 


じ迎至 


され ども 此の 中に 在て 獨り悲 むべき は 彼の ピ ンゾ ン たり、 彼はコ B ム ブ ス と^れて 後 西班牙の 北 

方 に 漂流 し 後故國 に 歸るゃ 國人舉 て 彼の 非行 を 黄 め 彼 をして 其絕 を 以て 憂苦の 內に 死に 至らし 

めたり、 其 行く や， -、 FT フ つの 半身と して 行き、 其 歸るゃ 彼の 反動 者と して 歸る、 實にァ "ンソ 

ビしば ー 、ー.5r^ は，^ ITri^ の 企業に 與 りて 力 多 かりし を證 せんとして 遂に 其 身 を 失策の 犠牲と な 

チ： の 1^  9*999  I   窜9釁曹費書誊9,9，看誊9攀99零9曹99，9誊誊曹 

牲 となる したるな り、 。叫：^. が. コ 慾 念 深き を 洞見せ し は 賢たり と 謂つ べき も 其 中途に して 相 離 

.^i てきに 愁 望の 一 旗喊を 建てん とせし や 抑 も 愚な り-と 云 はざる ベから す、 若し 此時 にして 共に 

歸來 らば 誰れ か 又。 、？^ の 效を沒 する もの あらん や、 嚓 

3d 5 は 十五 日パ， に歸 着せし より 直に 書 を 飛ば して 其 旨 を班國 政府 (時に バ 1- セ ナ 

Bairelonti に 在り) に 報じ 而後 自ら 發 足し Tv,l. 別 を 經てバ II セ— 口 力に 赴け り、 途中 彼れ が 足跡 

の 至る 處賞贊 の 聲揚ら ざる はなく、 祝砲、 祝 鐘 各所に 響き 老幼 男女 を 問 はす 貴賤 貧富の 別な くお 

で.^ 彼 を歡迎 せざる はな かりき、 彼 は 水夫と 印度人 を 先にして 其 位記 勳章を 胸に 飾り 洽も戰 時の 

動 爵士の 如く 凱旋の 儀式に 因りて 都府に 入れり、 、パ リセ  1^ 力 に 於て は 固より 然り、 市中 群る 人 雲 

を 爲し歡 呼 天地に 震 ひ 数日間 は， 市中の 人心 一 にコロ ムズ； ス， の 歡迎に 向 ひたりき、 彼 は 

王廷に 召され 兩 王に 謁見せ しに 女王 は恭 なく も 自ら 壇 を 下りて 彼に 握手せられ 而 して 彼を聽 堂に 

曳 ひて 航海の 模様、 發 見の 狀態を 語らし めたり、 彼 は卽ち 航路の 順序より 歸航に 至る 迄の 出来事 

を詳 さに 述べ 而 して 黄金、 綿、 鸚蹈、 奇怪なる 武器、 珍奇なる 植物、 未知の 鳥獸、 其他發 見地の 

珍贵 怪異なる 産物 を呈 し、 連れ 來 りし 九 人の 印度人 を 示せり、 玆に 於て 彼 は 高大なる 名譽 と特權 

を 得、 ドン (公 爲) の稱 號を與 へられ、 宮中 用の 馬車 を 以て 途迎 せられ、 且つ 西班牙の 豪族 大臣 

3  ロム ブス ©  ^九 五 
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"ノ. -ゾ として 厚 待せられ たり、 尙彼が名譽とすべきは彼が用來の記章四ッ錯に州.3^^,,^.^家の記 

頂 S 章 を 混じて 西班牙の 軍旗と なす 曰 を 布告され たる ことにて ありき。 

時の 法王 歷 山 六 世 は 宛 も 彼の 葡國が 亜 弗 利 加 沿岸の 殖民 地を發 見した る 前例に 慣ひ、 西班牙が 

發 見し 且 將來發 見す る 陸地 は 凡て 皆 力  1R- デ ル = レ^?^ ン i 家に 下附 する 旨 を 通知し 来れり、 此に 於て 

コ & ムス スは 全力 を盡 くして 大軍を 募り 旣發 見地 を 安全に 保護し a 倍發 見事 業 を擴張 せんとせ り 

第 九 章 第二 航 

コ ロム ブス 一 たび 發 見の 特權を 彼が 手に 提 りしと はい へ 希び K の 黃金國 に は 未だ 達せす 印度の 大陸 

,? つ  こも ぐ 

も 未だ 見る 能 はす 剩 さへ 幼稚なる 殖民 者 さへ 遺し 置き たれば 希望と 憂慮 交々 至り 速に 第一 一 囘の航 

海 をな し 以て 更に 版 圖を擴 め 黃金を 手に せんと 日夜 之が 準備に 汲々 たりし も 種々 の 事情に 由り て 

犬に 延引し 漸く 同年 九月 廿 五日に 至りて 出帆す るの 運に 及べり、 此 艦隊 は 三大艦 十四 快走 船に て 

成立し 總員千 五 百 人に して 植民に 要する 器具 及び 動物 等 悉く 之 を 積載せ り、 且 十一 一名の {1 敎師同 

行せ りと 云、 是 より 先國王 彼に 命じて 曰く 「能く 土人 を 愛して 之 を 心服せ しめ 彼等の 欲する 者 は 

へ靜に 彼等 をして 基督 敎を 奉ぜし i べし、 且 土人 を 寛大 溫 和に 待遇すべき 旨 部下の 兵士に 嚴令 

す IF し」 と、 其 鋭意 敎 化の 計 を 定めし や 明けし、 十月 十三 日 全 艦，^ リ，^ 島を發 して 西 向せ り、 

へ；„^1中ー 大 暴風に 會せ しも 幸に 提督の 指揮 其 宜しき を 得しに より 渐く 危難 を 免 かる & こと を 得、 十 


し fS&l"Hf 

原せ 起 as 
因 ら 《 寅 
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一 月 三日 陸地 を 望見す るに 至れり、 此地は 彼が 初め 發 見せし 地と 異にして 彼 は 之 をドミ 一一 力 ー 

SC3^P^0P^ と 名け たり、 其れより 西北 マリヤ、 ガラン テ (Marie  Galaute)、 ゴ ー ダ n プ (Gua— 

dalou づ e)、  ^セ ラ ト fM011tsen.at)、 サン、 ジュ アン (今の ボルト， リコ pcl.to  liico) 等の 

？： -.r,、  あ. 11 つ 

諸 嶋を發 見し 更に 西 行して 彼 植民地 ナビ ダッドに 至りし に憐 むべ し 住家 * 柵 悉く 燒 失し 剩 さへ 住 

民散亂 して 其 跡 を 求む るに 由な し、 依て 第二の 城塞 を 造らん と 欲し 力 ー プ、 へ ー テ H ン (cap 

Haytian) の 東方 四十 哩 海岸に 沿 ふて 帆航し 漸く 一  所を發 見し たれば 市街 を 建て 植民地 を 造り 之 

を^? YI 一 K 府と 名け たり、 翌年 一 月 書を國 王に 呈 して 土人 移途 のこと を 云々 せし が 之れ 彼が 後年 

奴隸賣 買の 創 起 者と 稱 せられし 原因な り、 彼 は 此地を 黄金 產出國 とせし かば サ ン、 ト マソ ー(s~m 

Tcmaso) なる 採 曠所を 設立せ り、 同年 四月 其 弟 を 立法 會 議長と なし マリ， 力，^ イト を 陸軍 總督と 

し而 して 自ら 發 見の 途に 就けり、 數 日間 キ ュ バ の 南岸に 沿 ふて 航海し ジャ マイ 力 (Jamaica) を發 

見して 之 を.， ザ ン ゴ ー (Santiago) と 名け 又 モ ラ ン ト、 カイ ス群嶋 (Moralit, (ダ ys) を迂 廻し 

之 を 名け て 「女王の 園」 と 呼びたり、 途にキ —ュバ を 以て loi 細亞 大陸に 速 綾す る 陸地と 想像す るに 

H 土り 叉 南東に 向 ひ遙に H バ ンジ H リス タ嶋 (Evangelisr) を tl^; 見せし も 逆風に 會 して 數日 漂流 

したる 後 彼が ラ、 モ ー ナ (IJalvIona) と 名け たる 一 嶋を發 見し 尙東向 カリ ビアン 多 嶋海を 測量せ 

ぁク  めぐ." 

んと 欲せし も 心身 共に 大に 疲勞し 催眠 病に 掛り 感覺 記憶 を 失し 生命 叉殆 うきに 至りし かば 船 を！： 

して 歸航し 九月 末 彼が 全 艦 WW に投錯 せし 以後 五ケ H 間の 長き 病床に 臥せ リ、 始め 彼が 發見 

の途に 上る ゃ卅 三日 問 一 眠 だ もな さ、； - りしと 云 ふ、 其 疲勞も 亦 故 あるかな、 飜て 殖民 地の 景況 を 

お グ 2^4 に  し， マつ み.：.' ら たと 

伺 ふに 氣候 不順に して 食物 缺乏を * げ 加 ハ N 惡疫 流行し 可憐の 情譽 へん 方な く 日々 不滿 不平 を增 

づ P ムプス m  九ヒ 
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西 0 

に班ム 
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すの みなりし、 當時 マ ー ガライ 卜 知事の 職 權を亂 用して 大に 土人 を 苦しめた る を 以て 土人 等叉大 

に啬 激し 相 合して 復 II を 計れり、 ；^は^^パ ー ソ。 ミ ュ I と共に 之が 鎮定に 力 を盡し 遂に 土人の 酋 

長を擒 捕し 以て 他 を 降服せ しめ 其乘 組みし 五艘の 船舶 は 其 儘奴隸 として 賣 らん 爲セ； tsl ィルに 送れ 

り 

此時 西班牙 政府 は 種々 の 風聞 誹謗に 因りて 稍々， コ 口 T,t^ スを 嫌忌す るに 至り ジ ュ アン、 ァ.1^,^;ド， 

1 OJin  Aguado) をィサ ベラ 嶋に 派遣して 彼の 行政 を 吟味 調 _ ^一せ しめたり、 彼 は 使者と 大に議 

論せ しも 到底 本 國に歸 りて 自ら 國 王に 訴 ふるに 非 ざれば 事理 を 明に する 能 はざる を 知り 弟.、 ハ 

, ^「ユリ を嶋 司と 爲 して 千 四百 九十 六 年 三月 「一一，' ナ」 號に搭 じて^,. frlNI ラ ^ を 出帆し 途中 種 

種の 困難 を經て 同年 六月 力 ディ ズ (Cadiz) に 達せり、 依て 彼 は 「フラ ン シス カン」 僭 服 を 着し 

愁傷の 體を 以て 上陸し 國 王に 面して 具に 其狀を 語れり、 國王意 解け 再び 彼を寬 待し たれば 彼は更 

に 一 一艘の 食糧 船と 六 艘の戰 艦 を 請求し 以て 發 見の 途に 上らん とせり、 然れ ども 此時 班國の 藏帑缺 

乏の 時な りし かば 國王 直ちに 之 を 許さす、 因て 女王 は 其 私產を 投じ， n—ITTKl^ に 船舶 を 給す る こ 

と を 約せ り、 王 叉 彼に ヒス パ 一一 ヲラの地-^；-千方里を下賜せり、 思 ふに 此時 彼に して 若し 爵位 附帶 

の 領地 を 望まば 侯爵 若く は 伯爵の 領地 を 得しな らん、 蓋し 彼 は 三年 間 航海 毎に 商業 上の 利益 八 分 

の 一 、 產 物の 十分の 一 を受 くるの 契約 あり 且 世襲 財產を 認可す るの 權は 女王に あり たれば 之 を 得 

る こと 又 難き に 非 ざり し を 以てな り 


第 十 章 第三 胱. ira 米發見 

千 四百 九十 八 年 五月 卅日は 引 1^、 「スが 第三 囘の 航海 を 初めた るの 日に て ありき、 彼 は 先づサ ン. 

ル 力 (sail  Lllcal.) より ゴ メラ，' (Gomera) に 向 ひ此處 より 三艘を 分て サ ン ， ド ミ ン ゴ ー (f.5pn 

JJCmiugo) に途 り而 して：^。 フ、 バ. ^島 (cape  vel.de  Is.) に 赴き 超て 七月 末に 至り 飮水 の需 

用に 迫られ 且つ 初め 豫想 せし 群島 さへ 見る こと を 得 ざれば 行路 を轉 じて 北に 向へ り、 此時ヒ ュ ー 

¥T< の 航海 者ァ ロノ ゾ ー、 .<^\ ^は 其 南西 殆んど ra 十五 哩を距 て 、三 山 を 有せる 一 嶋を發 見し 

之 を Xy-^T^,^  (Trinidad) と 名付け 其 名 今尙 依然たり、 八月 一 日 IrrnI ム.、 7, ^が 見て 以て 不毛 

ナ5 亞米利 の 地と なし 之 を^ タ，^ と 名付けし は 彼が 南米 大陸 を發 見した るの 時たり しも 彼 は 之 を 知らす 其 海 

岸に 沿て 航海せ るの 間 見出した る 大陸の 岬角 を 以て 皆是れ 多島海 中の 小島と 誤認して 種々 の名稱 

を附 せし がヲリ ノコ (Orinoco) の 河口に 至りし とき 淡水 滾々 海に 注入す る を 見て 始めて 其 大陸 

なること を 覺れり 

彼 は 船中に て 關節病 及び 服 病に 掛り 且つ 久しく 見 ざり し 幼稚の 植民地 を 一 見せん とする の 念 切な 

ィサ、 ベラ る を 以て.，^ 們べ ラに向 ひて 急ぎ 歸れ り、 該地は 彼が 不在 中更ら に發 達する ことなく 唯 知事の 勇氣 

活 凝なる、 全嶋 をして 能く 西班牙の 制 敷を受 くるに 至らし めたり、 然れ ども 之れ がた め 大いに 植 

民 中より 費用 を徵收 したれば 冒險無 主義の 部長 等 は 一 揆を 起して 大いに 植民地 を騷 がせし も 幸 ひ 
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叫 口  IT. フスの 盡カ により 漸く 平和に 歸し 部長 は 依然 其 職 を 保つ を 得 且つ 旗下の 士 にして 該嶋 に留 

在 せんとす る ものに は 土地 を 有し 勞役 に從 事す るの 自由 を與 へ 又た 本 國に歸 らんと する 十五 名の 

者に は奴隸 を附與 して 歸國 せしめたり 

是 より 3=- 本國 に送附 せし 奴隸船 五艘 西班牙に 達する や 女王 は 之 を 見て 悲慟 して 曰く 「嗚呼 予は予 

の 臣民 を 如 此賫 買す るの 權を 何人に も 附與せ ざり しに」 と、 依て 令を發 して セヴ ィル、 め ラナ 

め 其 他 各所の 奴 を 放て 歸國 せしめたり、 此期を 好機と して コ „ -ムブ ス i を讒 する 者 多く 哀願 書、 

改革案 等 を 奉れり、 王 之 を憐み 其處置 をな さんと 「アルハンブラ」 (AlliTll)ra) の 前庭に 出御 

せし とき 彼等 は 王 を 園み て 叫 I 聲 大呼し， n  B ム ブス を 護 謗 誹議して 大に 辱し めたり、 王 は 元 來彼を 

鍵 愛すと 云 ふに 非 ざれば 此 等の 察 を 閜て彼 を 疑 ふ は敢て 驚く ベ き ことに 非す、 則ち ボバ デ.^ フ 

(Bobadilla) を 遣して 之を實 見せしめ 且 以後 該嶋の 政治 を 同人に 托せん と 武器 城塞 等を讓 渡さし 

むる 爲 めの 令 書、 コ n ム ブスの 免官 狀又 ボバ デル- に 服 事すべき 命令書 を 授けて 任地に 渡航せ し 

めたり、 是れ g ち 千 五 百年 七月な りき。 

第 十 一章 暗 黑 の 時期 


偉人 當 世に 疑 はれ 義者 無辜の 鉞に繁 る 古今 其例少 からす、 效 あれば 之 を 嫉み名 成らん とせば 之 を 

妨ぐ、 人情の：；^ き- F:" 人 は 其 列に 遇 ふ 毎に 未だ 曾て 歎ぜ すん ば あらざる なり、 今や 發 見の 王なる コ 


n ム ブ ス亦此 情 網に？ る、 能 はす、 暗黑の 時代 は 彼が 眼前に 開かれん とせり 

スコ i ュ」 i 彼が 植民地に 於け る 政治 上の 功 镜實に 一にして 足らす、 部長 を 撰び 秩序 を 定め、 ー授 暴動の 輩 を 

はろ 平定し 土人 を 集めて 基督 敎を說 き 以て 之れ が 心服 を 計り 採 礦所を 起して 黄金の 採掘 を 盛んにし 三 

年の 後に は 歳入 六 千 萬 「リ ー ル」 (一 リ ー ルは我 十三 錢) に 至る の預定 さへ ありし なり、 然るに 

萬 里の 彼岸に 在て 彼の 心事 を 是非す る 者 あり、 國王 をして 彼 を 嫌疑せ しめ 遂に 新 知事と して ボバ 

？れー ^ デル ラ なる 者 を 達れ り、 ボバ デル ラ 固より 發 見地に 對 して 何の 效 もなければ 叉 何の 同情 もな し、 

唯 王 命に 託して 淺忍 暴行 至らざる なく 彼が 在任中 は 植民地 をして 暗 « たる 雲霧の 中に 圍 ましめ た 

り、 彼れ 任地に 到着す る や 先づコ ロム ブス 等の 家屋 を 沒牧し 彼等 兄弟 を 面前に 引致し 淺酷、 不正、 

,  ,  二- フ) リ，.  このと きに あたって 

貪婪の 三 條件を 言 立て 鐵鎖を 以て 拘繁し 之 を本國 政府に 送らし めたり、 當 此 時 誰れ か 其 無辜 を 

しんそ つ 

證 せざる^ あらん、 誰か 此眞 率なる 知事の 爲め 偶然たら ざる 者 あらん、 かの 船長 ビンジ ョ ー の 如 

き は 尤も カを盡 して コ n ム ブスの 爲 めに 寃を訴 へ 其 縛 を 解かん とせり、 然れ ども 彼 は 却て 之を肯 

ぜ すして 曰く 「國王 彼に 命じて 予を 縛せ しむ、 王 命に 非ざる より は 焉んぞ 之 を 脫す る を 得ん や」 

IJJg と、 且 曰く 「此鐵 鎖は發 見事 業に 對 する 予が K 力 力の 報， なり、 予は之 を紀念 物と して 永久に 保； 4： 

^ 報 S な せんこと を 欲す」 と、 而 して 彼 は 實に此 言の 如く 他日 解 縛の 後 も 常に 其 鎖 を 室， 2： に 掛けし と 云 ふ、 

曾て 第一 一子， KT,^i; ンドが 其 故 を 問 ひしと き 彼 は 之に 答へ 且 謂て 曰く  r 予が 死す る 時 此鐵鎖 を も 

併せて 埋葬せ よ」 と、 以て 當 時の 心事 憐 むべき もの ありし を 知るべし 

彼 は 故な くも 新 知事の 爲 めに 捕縛せられ たれば 一 篇の哀 吿書を 認めて 幼君 i„ ：ン、 II ジ  1,,^、，；： (IX ョ 

Juall) の 女傅タ II リ， - (Dona  Jii  do  Torres) に 宛て 、發し 置きし が洽 もボバ MNi ル 1 フが報 Ai 
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書に 先ち て 西班牙 朝廷に 達し たれば 女王 は 之 を 見て 其 狀を詳 にし 大に彼 を 痛 はり 居りし に 忽ちに 

§1 して 又 船長 ビ. Is,^ ンョ IH 及 力 ディ i 力 判事の 報吿を 得て 朝議 忽ち 一 變し國 王 始め 諸 有司 皆 彼が 行爲の 

非なら ざる を 知り 彼 を 愛 思す る こと 奮の 如し、 されば 彼が 歸着 する や 直に その 鐵鎖を 解かしめ 費 

用 支 辨の爲 め 夥多の 金 を 賜 はり 彼が 朝廷に 至りし 時 は 鐵鎖及 其 他不名 * の 物 は 一 として 彼が 身邊 

に 止ら す 只 美服に 纏 はれ 親友に 圍繞 せられ 名譽と 尊敬 は 彼が 一身に 奥れ り、 彼れ 植民地に 於け る 

行事 と 困難 を 語りし かば 女 王 は 感動 涕泣 し國王 叉大に 悟る 所 ありて テル ラ を 非難 し其ぎ|^ の 

を 詰り 彼が 損害 は 之を辨 償し 其 受けた る 困難に 對 して は ァ，^ フを 罰し 以て 彼に 報 ひんと 約 

せり、 鼓に 於て 國王は 彼に 休養 を 命じ 一一 コ ラス、 デ，^ ヲバ ンド (Nicolas  dc  ovalKlo) を 新 知事 

として 派遣し 以 て ボバデ ル a に 代ら し め且 托す るに 彼を彈 劾して 本 國に歸 送し コ —口 ム ブ I ス の 財産 

を 恢復し 大に 植民 事業 を 改良 せんこと を 以てせり と 云 ふ 

第 十二 章 第 四航— 最後の 航 

彼 は 休養 を 命ぜられたり、 され ども 其 熟 心と 愛 國心は 未だ 彼 をして 晏然 休養せ しめす 更に 葡領亞 

細亞に 直達し 得べき 西 航路 を 開かん と 欲し 其 出帆 を 請へ り、 國王 一 時 は大に 躊躇した る も 遂に 之 

を 許容し 千 五 百 一 一年 五月 四 艦 百 五十人 を 率 ひて 力 デド^ を出發 する に 至れり、 是れ 彼が 第 四航に 

して 叉 最後の 航海な りしな り、 此時に當てム ぃァ|人葡領カ|り^^^^(ヒ.7き0 の 城 寨を圍 みし か 


ば 往て之 を 救 はんと 欲し 故ら に 舟 を 同所に 寄せし も已に 其圍を 解て 去れり と 聞き 則ち 西航 して， F 

I 'テ 二 ツー 嶋 (Mal-tiniqluo を發 見せり、 是 より 先 彼 は 決して， ピ， It^ 。ハ， ' i 一 ヲラに 立 寄る 可らざる の 

皆 を 受けし も 今や 其 最大 船破壤 して 修覆を 加へ ざれば 船 を 捨て.^ 進航せ ざるべからざる に 至りた 

5!^ 事 れば 止な くも 使 を 知事 if-l-、r ン，^ の 許に 遣 はして 新 船 を 請求し 且 暴風の 兆 ある を 以て 入港の 許可 を 

請へ ども 其 請求 皆 拒絶せられ たれば 卽ち 岸に 沿 ふて 風下に 駛せ 漸く 一  避 所 を 見出して 碇泊せ しに 

又 暴風に 逢 ふて 船舶 皆 四散す るに 至れり、 彼の 本國 に歸航 する 堅牢なる 艦隊の 大害を 被り 破船に 

至りし も亦此 時に して 當時 船中に 在りし 、^ン —、 ボバ デル ラ及其 黨人等 皆 是が爲 め 死せ り， さ 

れば此 時 父に 從て 船中に ありし， 「HT 力 l;,T〔^ITnrx ボ， (Fernando  Colombo) 後年 此事を 記し 

て 曰く  r 予は 神が 此 等の 悪人 を 罰し 玉 ひし を 喜ばざる を 得す、 彼等に して 若し 本國に 生還 せんか 

或は 適 當の罪 を 受けす して 却て 寵遇を 被る に 至る や も 叉 測られ ざれば なり」 と、 是れ 或は 然 りし 

ならん 

斯く て n  a ム ブス は 其 艦隊 を 「3^  ( Azua) に 集め， ジ ャキ ー モ (Juquimo) に 至りて 之れ を修覆 

し 爾後 ジャマイカに 向 ひて 出帆し 「女王 園」 の淺瀨 にて 九 週間 漂流の 後 漸く 東風に 逢 ふて 出立す 

0^ る を 得たり、 此 行中 彼等が 初めて 發 見せし は ¥T 、「ュ Trcr 岬 (Honduras) 東 四十 哩に 在る" C 力 

SM ナジャ ー 島 (CTUanaja) なりし が 彼 は此處 にて 一 老 印度人より 廣漠 富強の 一 大國此 東部に ある を 

聞き 欣然 E 心 へ らく 是れ 予 が 焦 思 熱望 せ る 東洋 の 黃金國 なら んと、 則ち ホン ジュ 爿 II？ の 海岸 に 沿て 

航行し 非常の 困難 を 凌，， で 進航せ しも 漸く 九月 十一 一 日 に 至 (CTraciils- 

a -rHS) を發 見せし のみに て 更に 其 素志 を遂 ぐるに 至ら ざれば 船 夫 等大に 吱き喧 呼して 命に 從は 

コ "ム ブス 傳  五 onl 
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す、 され ども 彼が 意發 見に 切に して 十二月 五日に 至りて 初めて 歸途に 就く の 念 起り しと 云 ふ、 想 

ふべ し 彼が 如何に 此發 見に 熱意せ しか を、 惟 ふに 彼が 此行 非常のば ェを囑 したる も 三 ヶ月 餘を經 て 

尙其 徴候な かりし かば 遂に 其 慾 心 を 絶ちし なるべし 

彼 は 叉べ ラグ ァ (veragua) 河畔に 殖民 せんと 欲せし も 八日 間 暴風の 爲め 船舶 皆 破損して 遂に 

さす 「ェピ ファー 一 ー」 の 聖日 漸く 一  所 を 見出して 上陸し 之 をべ ッレ ヘム (Bethlehem) と 名け し 

が此地 黄金に 富める を 以て 此處に 殖民 せんと 欲し 小屋 を 結び 知事 を 撰び 而 して 自ら 殖 5- 者 及び 必 

用品 送 来の 目的 を 以て 本國 に歸航 せんとせ しも 忽ちに して 殖民 は 土人と 爭端を 開き 知事 は齒長 を 

捕 へんと して 却て 搫 殺さる、 に 至りし か ぱ彼は 止 を 得す 此 事業 を 中止し 東 向して ヂ n^HI へ ルノ h 

1 (pert  Belle) に 一 船 を 止め 义 北方 キ ュ バ に 赴きて 土人より 供給 を 得 次で ジ>,1>^,^ に 赴き サ 

ンタ、 グロ リャ港 (現今の セ ント、 アン ネス" (St  Anne-S  Bay) に投 鍋し 此處 にて 先き に 救助 請 

內ー古 外！ S 求の 爲めヲ I バ ン ドリの 許に 遣 はせ し 副將" 一力， VTTl  (Diego) の 歸るを 待たん と 殆んど 半 ケ年餘 を 

交 る  この. U び 

費せ り、 這囘の 航海 は 尤も 危險 なる ものな りしが 彼 は 自己の 病氣と 部下 水夫の 無法 亂 暴なる が爲 

め 一 暦の 困難 を 感じたり、 此 地に 滞在す るの 間 さへ 水夫 等 土人 を 苦しめ 爲 めに 供給の 途絶 へんと 

せし かば 彼 は 痛く 之 を 憂 ひ 日蝕 を 利用して 彼等 を說き 再び 之 を 心服せ しめ 以て 其 供給 を 求めたり、 

旣 にして 「ァ， vn,^ 救助船 一 一艘 を 得て 歸り 来れり、 之れ 實に曰 千 天の 雲霓 にして 彼等 は 旣に半 ケ年餘 

も 諸事 不如意の 他 境に 在り 今や 歸心 勃々 たりし とき 一 時 も猶豫 すべきに あらす 直に 舟 を 織して 西 

班 牙に 向 ひ歸航 の途に 上れり、 此歸途 甚だ 平穩 たりし が 正に 歸 着せん とする の 時 暴風に 逢 ひたれ 

ば 錯をセ ゲイルに 投ぜり 


第 十三 章 晚 年 

彼旣に 四囘の 航海 をな し 今は歸 養すべき の 時と なれり、 され ども 彼に して 若し 强壯 なる 身 體と活 

澄なる 精神 を 有せし ならば 未だ 自得せ ざり しならん も 悲 哉 多年の 困苦と 憂慮 殊に 最後の 航海の 

如き は 尤も 彼を惱 まし 今 は 身 病魔に 襲 はれて 起た す 神 叉 犬に 疲れ 殆ん ど爲す 無き の 身と なれり、 

さ れ ば 歸着後 の參朝 さへ 自らな し 難く 其 子. 「ァ ！，. ^リを して 代勒 せしめ 以て 萬 事を陳 上處理 せ， しめ 

若し 攀の彼 を ig はさ る 可から ざる あらば 書翰 を 以て 應答 處理 したり、 朝廷 彼 を憐み 騾馬に 乘す 

る の 名譽を 許さ る 、 其 後 朝廷 セ ゴ ビ ャ (Segovia) に 移る に り 彼 も 亦 共 に 移り 後叉バ ラ ド リ ッ ド 

(valladolid) に 移れり、 此 處ぞ是 彼が 大望の 生涯に 終 を 告げし 所に して 彼は暫 らく 老體を 休め 靜 

に 保養せ しが 旣 にして 病 重り 最早 長き 生存 は覺 束な しと 見 ゆるの 時、 自ら 期す る 所 や あり けん 就 

コ." ブ 眠の 前日 彼が 嘗て 不慮 を 思 ふて 書 置きし 遣 言 狀を補 ふて 一書 を 認め 之に 調印せ り、 此遣言 書 は 後 

たろ is 事 を 指示せ る ものに て 其の 主要なる もの は 「家督 を 長子 ディ ゴ ー に讓り 緩て 其 子孫に 及ぼす ベ き 

こと、 デ Iw^ の 後 若し 男子な きとき は 第一 一子 及び 其 子孫に 繼 がしめ， T^H ルナン ド 

男子な きとき は 之 を 彼が 弟" ハ 1-=^ 口，， ^の 男子 に 繼 がしむ 若し 叉 男子な くば 止 を 得す 女子に 相績 

せ しむべ し而 して 財産 相 續者は 注意 留心之 が 增殖を 計り 家長 は 自ら 總督と 記名す 可く 歳入 十分 の 

一 は 毎 歳 貧窮なる 親戚に 分與 すべし」 等の ことにて 丁寧 注意 能く 後 憂な からしめ たり、 而 して 尤 

ゴ ロム ブス it  五 C- 五 


n  ロム ブスと 彼の 功 IS  五 0 六 

も怪 むべき は 里 斯本府 猶太 街に 住する 一 ユダヤ人に 半 マ ー ク を途與 する ことにて ありき、 其 他； i 

音の 爲 めに 一 寺院 を 創立し その後 妻ビ ー トリ ッズ、 H ン リク H ッッの 監督 保護 を 長子に 命す る 等 

SS 用意周到 至らざる なし， 斯く 遺言 をな したる 翌日 卽干五 百 六 年 五月 卄日 焉 逝去せ り、 嗟 呼 新 世 

ysffl  く   »»»»»»»»•»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»*.  ^nnmMIMMyNM  > 

界 の 發 見者 も 死 を 避く るの 道 は 發 見す るに 由な く 大名と 大功 を 天下 萬 世に 遣して バ ラ ドリ ッドの 

露と 化せり 

is 遺骸 は 常時 リツ ドに 埋葬せ しも 後 故 あり てセヴ ィルの ラスキ ュ バス 寺院 (Las  cuevas) に 

改葬せ り、 此虚は 後年 彼が 長子 ¥vnd を 葬りし 處 にて、 後 又 千 五 百 三十 六 年に 至り 雨 人の 遣骸 

を 採掘し 之 を其發 見地— サン、 ur,7;^ コ に 送り 彼 地の 寺院に 改葬せ しも 千 七 百 九十 五 年該島 を怫國 

に讓與 する に 至りて 叉 更に 彼等の 遺骸 を 掘 出して 嚴 正なる 儀式に 依り 力 n  (Havana) の 一 

寺院に 葬られたり、 而 して 今 を 去る 十 年 前 千 八 百 八十 一 一年 七月 一 一日 再び 之 を 採掘し^ 國 軍艦に 投 

載せられ 彼の 故鄉 なる 國，， f,^ 力に 運ばれ 壯大 なる 式 を 以て 改葬せられ たり、 彼の 家族 は 第三 代 

目に 至りて 男子な きの 故を以 て財產 及稱號 とも ブラ ガ ン ザ 家 (wmg.an や 0 に 移れり と 云 ふ。 

S 今 筆を撋 くに 當て 聊か 彼が 風采と 性質 を 記せん に 彼 は體艇 長大、 額 叉 長く 頭 髮茶視 色を帶 びて 面 

貌秀 美な り、 而 して 飲食 衣服 を 節し 其 宗敎に 熟、 i なる は 能く 他人 をして i 務に從 事せ しかと 疑 if 

しむ、 彼 は 又 其 子息の 言 の 如く 熱心な る 慈善家 にして 其 意 常 に 言語 と 行 爲に顯 はる、 叉 常に 羅甸 

ご- O0OO0O000OOO0000O0000000000OO0O 

語 を 以て 祈禱 せりと 云 ふ、 要するに 彼が 事業 は默 示と 天然が 合體 して 彼れ の高尙 なる 道義心と 彼 

の 下卑なる 愁念を 惹き玆 に 初めて 其 發端を 開きし 者に て 彼 は實に 敬神の 念と 黄金 慾 望 の 念と を 有 

せし が爲 めに 幾多 道路に 横る 妨害、 困難、 反對、 輕蔑 等の 石 を 除きて 遂に 發見 事業の it を 置け り、 


か： &i{k£^4*B^^iiii- に 生れ 最大の 功鑌を 天下に 遣し 而 して^ら 叉 最大の 名 譽を負 ふ 死せ 

L、  I ハぃ彼 自身 は 其 功績の 如何に 大 なりし か 其 名譽の 如何に 高き か は 知ら ざり しならん、 され ど 

ハ」 お ほい .f{ き は 之 を i! ぐ、 彼 死して 殆んど 四百 年 彼が 曾て 夢裡に 認めし 東洋の 黄金 國世 

^かき t シ T, ン (61^.^)  譽の 一部 を乘 せて 文明の 域に 進入し つ-ある なり、 嗚呼 

き^1^ル^,^:ゃト1£^するもの豈唯米圃人のみならんゃ、 豈唯 西班牙 人の みならん や 


n ム ブス •  五 0 七 
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コ ロム ブスの 功績 

英傑 は 彼の 時代の 代表者に して その 最 美の 顯 象な り、 コ ロム ブス は 十五^ 紀の 花な り なり、 此 著し 

き歷 史上の 期限 を 知て 始めて コ ^J^l^ なる 驚くべき 人物 を 知る を 得べ く、 ,コ ロム ブ を 知て 十五 世 

紀の 希望と 精神と を 窺 ひ 知る を 得るな り。 

歷 灰 は 干 な 九十 1 一年 十パ 十一 ； =¥n ム TTR 西 大陸 發 見の 日 を 以て 中古 時代の 終結と 認め 近， 時代 

の创始 となせ り、 >- ロム ブス は 千 WK::^: 十六 年 (？) に 生れ 千 五 百 六 年に 死せ り、 卽ち彼 は 中古 時代 

に 生れて 近， 時代に 入て 死せ り、 人類 は 彼に 依て 中古 を脫し 近世に 進入せ り、 宗敎 上の 迷信、 思想の 

0, 封建時代 は 彼と 共に 死し、 合理的 宗敎、 自由 思想、 立憲政治 は 彼と 共に 生れたり、 叫  1^ ザ，. ルは 

羅 Si? 帝 §： を 建立し シ— ャ ー レ マ は佛獨 三國の 基礎 を 定めたり、 コ a ムブ ス.. はル 11 テ， ル i に 優り コ 口 ム 

ケ I エル—、 ワシントン に 禿で 新世界 を發 見す ると 同時に 全地 球 を 改造せ り、 若し 英傑 は 宇宙の 共有物な 

0  0  0  0   .   OO0O00OO00OO 

りと せば コ a ムブ スは 其设も 贵贯 なる ものな り。 

十五 世紀の $^ は 如何、 金星 已 に 東天 に 登り 五更 夜已 に 終らん とす る 時に 拂曉を 待 つ 番兵 の 希 なり 

き、 發見に先づる•K::七十年^ン—テ、 |ァ ル—^^,ェ，^は中古の眞想を歌ひ終れり、 半 百年 後れて ぺ トラ ー ヒ 

起り 文學役 興の 師父と 呼ばる、 十五 世紀の 初年ん) 3^, 家の 名聲 漸く r ルノ 河邊に 高く、 や カバ 一一、 


Tn^lp  ti レンゾ 父子 孫鑌て 美術 文 學を庇 保し、 歐洲已 に 心理の 重すべき を 知り 羅 馬の 敎訓必 しも 悉 

く眞理 たらざる を 悟れり、 發 見に 先づる ra 十年コ ン スタン チノ ー ボル は 土 耳 其 人の 手に 落ち 東 帝國は 

異敎 信徒の 領地と なりてより 印度 幷に 東洋との 貿易 頓に衰 へ、 ス ェ|" ス I、 ァラ ビヤ を 通過せ し 貨物 は 他 

に途を 求めざる ベから ざるに 至れり、 ヴ 一一 ス、 ピサ、 ジ ノアの 如き 其 富強の 原因 は 東洋 貿易に ありし 

もの は 是が爲 めに 益々 菱微 し、 其 囘復を 計 からん に は 唯ニ途 ありし のみ、 卽ち土 耳 其 人 放逐に あり、 

會 9  99  99  9 曹誊  OOOOOO00OOOOO0OOO 

新 航路 發見 にあり、 困窮 は發 見の 母な り、 東 方途 塞がりて 西方 二 大洲を 現出せ り。 

印度の 富て ふ 語は當 時歐洲 人の 愁 心と 冒 險 心と を刺擊 する に 於て 無上の 勢力 を 有せり、 伊人 マ ー コ、 

ボ II u 十三 世紀 中 印度に 到り、 支那 を遊歷 し、 其目擊 せし 事實を 著述せ し屮に 彼が 曾て 支那に 於て 傳 

聞せ し 東方 尙ほ ジパング ー (zipal お U リ Jilpim 卽ち 日本) なる 黄金 國 ある を 記せり、 如何にして 路を 

異敎國 に藉ら すして 此黃 金國に 達せん か、 是れ 伊西 葡三 圃の學 者と 商人と 航海 者との 腦 漿を拷 りし 大 

問題な りき。 

此欲望 を 達せん が爲め 豪勇なる 探 見者 踵 を 接して 立ち、 南に 北に 航路 を 東洋に 探らん とし、 殊に 葡國 

皇太子へ ンリ， 'の 如き は 航海 狂の 名 を 得る に 至り、 快樂を 事と せす 妻 をも迎 へす、 常に 聖ビ， ン セント 

岬 頭に 立ち，：！： 帆の 新 發見國 を 持 る を 以て 一 生の 快と なせり、 米國發 見に 先 づる六 年， ティア ズは亜 非 

利 加 南端 喜 望 峰に 達し、 太陽光線の 輝 渡る 處地 球面 上 恐懼すべき 處な きを 示せり。 

黄金 國に 達せん とする 欲 心と 是に伴 ふ冒險 心なり、 異敎 信徒 を 放逐す るか 若く は 東帝國 (今 は異敎 

人の 乎に 落たり) に比對 する 新 基督 敎國 を開發 せんとす るの 宗敎 心たり、 是れ 十五 世紀の X 布 望と 精神 

, ， O0OO0  O0O  0000000000  0000000000000000  C 

なり、 黄金と 宗敎、 愁と 愛、 此正 反對の 二者 合して コ ロム ブスと たり 終に 彼の 偉大なる 事業 を 生 出せ 

コ n ム ブスの 功 鎮  五 Q 九 


fi ロム ブスと 彼 s 功 ss  五一 0 

り 0 

rg: 百 四十 六 七 年頃 r ジ ノア」 共和 國 隆盛の 時に 際し、 $1 國 リグ リャ洲 の 首府に 生れ、 创く已 に 海上 

の 子供と なり、 十八歳にして.ビ^<,—大學に入り深く意を數學、 天文、 地理に 注ぎ、 二十 五 歳に して 故國 

を 去り、 葡萄牙 國^ 府に 遊び、 冒 險發見 探 見の 精神の 內に 沐浴し、 屢々 航海の 技倆 を 大西洋 荒 

波の 上に 試み、 南 は YT^ 岬 嶋に北 は W^T^ 島に 航し、 知能 を 磨き 膽カを 養 ふ、 彼れ の 非凡の 理 

想と 希望と は 時 の 大航海家ぺ1レ|..^—^^の 遣子 にして 怜倒良 操な る フエ— リ パ、 ペレ トレ 口 1 1! 人の 注 

意を惹 しめ 終に 此 女と 婚を 結ぶ に 至れり、 彼女の 持參 物中數 多の 海圖 あり、 彼女 叉 新 夫の 非常なる 希 

卞」 -A を^り、 心 私 かに 彼の 夢想の 實成を 祈れり、 是 より 廿餘年 問の 辛苦 艱難 は 余の 玆に 記述す る を 要せ 

す、 内に 貧困の 戰 ふべき あり、 外に 頑愚 迷信の 排除すべき あり、 彼 を 讚 成す るの 友人な く、 彼 を 了解 

し 得る の 高位 智識な く、 唯 能く 彼 の 心事 を 了解せ しもの は 彼の 眞實な る 弟 叫，' トロ ミ ュ ー、 コロ. 

スと Jer 節なる 妻， Kn^. 叫 ありし のみ、 神 は 容易に その 奥義 を 人類に 示さす、 曾て ジ ノア 培 頭に 於て 背 

に 山脈 を 負 ひ、 面前に、 T^y^ 海 を みながら、 西方して 印度に 達する 新 航路 を 夢想せ し 

より、 一度 は 葡萄牙 王に 欺かれ、 二度 西班牙 王に 退けられ、 失^ 落膽 終に ラ、： ラビ、 めの 寺院に 退院せ 

んと 欲し、 此處に 高僧 ファン、 ぺ レ ー ズに會 合し、 其勸 誘に 依り へ 「1^ 女王の 贊助を 得る に 至りし 

迄 の 事 實は 若し， TT^JrTKl は 米國發 見者と して 名 を 後世に 遣 さぐりし ならば 彼 は 忍耐の 王と して 後世 

を獎勵 慰藉 せし ものな りしな らん。 

千 四百 九十 一 一年 十：：：： 十一 一日 午前 一 一時 I コ n ム ブスの 率 ゆる 三 艦の 一 なる 「ピンク」 號の 水夫 始めて 燈火 

を！" 黑の屮 に 見たり、 是卽ち 西 大陸 一 千 七 百 萬 方哩の 沃野 寶鑛の 人類 間に 生れ 出し 幸運の 時刻な り、 


此榮譽 を 蒙りし 陸地 は 當時グ アナ ハ -1 と 呼ばれ 今の バ ハ マ 群島 中の 一 島嶼な り、 爾後 キ ュ ー バ、 小ァ 

ン Ifl.^  、 ジャマイカ、 トリ-一 ダッド、 オリ ノコ、 ホン ド 1 ラ ス の 東岸 —コ—  口— ムブ ス四囘 の 探檢 に 依て 發 

見せられ、 千 五 百 〇 六 年 西班牙 國 ドリ ッドに 於て 幸運なる 發 見者 は 悲歎と 失^の 內に 死せ り、 發 

見に 先 づるー 一十 五 年 問 彼の 計 « は 世の 愚昧に 遭 ふて^ 待せられ、 發 見の 後 十五 年間 は 彼の 功勞 と名譽 

は 世の 薄情の 爲 めに 顧みられす、 世の 偉人 を 評する 常に 嫉妬深く して 譽を與 ふるに 吝 なる 終に 彼れ の 

發 見せし 大陸に 附す るに， nTWF の 名 を 以てせす して、 一 後進 者， ァ メリ ゴ、 TTSyTTS^ の 名 を 以て 

0000O00000000000OOO00  ：  

する に 至れり、 然れ ども 名 は 小人の 欲する 處 にして 實は互 人の 有に 歸す、 暗黑の 中より 大陸 を 探り出 

せし コ， 山，^ の 功績 如何。 

一 、 古俗に 從ひ 時勢の 潮流に 泛 びて 進む は 凡人の 事業な り、 ,xl トロ ミ ュ 力が 米國發 見に 

先 づる六 年、 喜 望 峰に 達し、 ，，rR,tr、， マが 發 見に 後る X 六 年に して 印度洋に 航 せし は 大は卽 ち 

大 なれ 共 之れ 葡西 雨國が 一 百年 來 取り 来りし 方針に 從ひ しもの なり、 古昔 ヒ 一一 シャ 人が 地中海 諸 岸 を 

探撿 し、 .^^^.C,.1Tを開きバ 1 セ 口 ナを 建立し、 終に 北 廻して 英 國典理 等に 至りし は 時の 航海 技倆の 程 

度 を 以て 評する 時 は實に 偉業と 稱 せざる を 得す、 然 れ共ヒ J 一  シ II ャ h 人の 航海 は 陸地に 添 ひし 航海に して 

希臘人 も亦此 法に 則り 羅馬人 も 之れ に 傚 ひ、 終に 磁石 「ァ スト 口 ラ ー ブ」 (Astrolabe) の發見 ありし 

紀元後 千 五 百年に 至る も 航海 者 は 未だ 陸地 を 背後に 見て 蒼海に 乘出 すの 勇氣と 信仰と を 有せ ざり しな 

り、 コ a ム ブス 曾て 印度 西 航路の 法案 を葡王 ドム l、J,:^ ョ—； ^第二 世に 呈 する や、 王 之れ を 時の 碩學， マ H 

スト |1^、ー 叫 ¥l ^井に THIIK,^— 口 ー、 『y ^ゲ に 諮問す、 彼等 學者 王に 奏して 曰く 「亞非 利 

加 海岸 を 離れて 探 檢を爲 さんと する は 葡萄牙 國の 先例に 反せり」 と、 以て 終に 王に 用 ひられ ざるに 至 
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れり。 

地球 園 形の 說はコ 。ム ブスの 時代に 於て は 全く 學 者の^ する 所と なり、 獨 人べ ハイムの 地球 俄、 ^人 

トス 力 . ^ネ の 萬 國圖は コ ロム ブス の 地球 ii 形說と 悉く 符合せ り、 唯 In ム—  ，K1<I の 絶世 無比の 偉人な り 

い ： &此蕲 新 說を實 行 せ， J とし 終に 實行 せし にあり、 學術も 宗敎と 均しく 信仰な る 土臺の 上に 成立 

する ものな り、 今 を 去る SI 十六 年前佛 人レ、 ゲェ， ^IHnl が數學 上の 計算より 新 惑星の 存在 を 信じて 終 

にネ ュ 11 ン (海王星) の發 見に 至りし も、 三十 年 前 故お イラ I ス I、 —フィ 11—^ 氏が 東西 兩 半球 を繁 

ぐに 海底電信 線 を 以てすべ きを 主張し、 終に 十三 年間の 刻苦 を經て 之れ を 遂げし も、 皆 博識に 依る 默 

一： 小 (Enlightened  Inspiration) を 確信 して 之れ を 實行 せし に 依る、 余 は |コ|0^ 力 IR の 偉業 は 其 直接 

の 結 架よりも ろ 其 業の 性質 に^する 事と 信す るな り。 

|コ| ^メス 一度 古俗 を 破り 大新 方針 を 航海 學 上に 與 へし や、 彼 を 愚と 呼び 狂と 稱し、 彼 を 冷遇し 彼れ 

を 退けし 葡國も 英國も 佛阈も 競て 新 方向に 向て 探 撿者を 派遣し、 , カボ！ 卜、 —ベ， 「力、 ,バ|^ ポ— ァの 

衆 相蹯： てコ Q ム. ブスの 方針 を 取り、 百年 を 出です して 新 二 大陸の 大略 を 探 見し 終れり、 コ^ス— ス自 

身の 發見は 僅に 西 印度の 島 喚と 南米の 北岸 中央 亞米利 加の 東岸 小 部分に 止り しと 雖も彼 は 信仰 薄き 歐 

に發 見の 新 方針と 新 精神 を與 へ、 二 大陸 を 人類に 與 へしと 同時に，. 3^ ル、 コ ロム か H ル 1 の 輩 

をして 神 命の^す る所懼 怖す るに 足る ものな きを 知らし め、 新 自由 國を發 見せし と共に 英靈の 自由 を 

ゆに 存 して 逝け り。 

一 一、 ト五^ 紀の 精神 は 黄金と 宗敎 なりし と は 余の 巳に 述べし 處 なり、 而 して 前者 はコ I" ムブ ス の冒險 

、い を勵 ます に 於て 非常の 力 ありし は 疑 ふべ か ら ざる 事實 なり、 彼の 偉大なる 彼 は 勿論 區々 たる 私慾に 


支配され しものに あらす、 十五 世紀の 伊太利 人と して 彼の 愁心は 公共の 繁盛 を 離れて 存 する あるな し、 

コ 口 ム ブ スを 以 て 利己 貪慾 の 冒險 者と 見做す も の は 未だ 大 思想 は 私慾 の 支配の 下に 發 すべき ものに あ 

ら すと の 心理 學 上の 原理 を 忘れた る 人な り。 

富 は 黄金な り、 東端 國 あり グ パンダ ー (日本) と 名く、 黄金 以て 柱 を 包み、 黄金 以て 天井 を 張れり、 

西航 して 此 黄金 國に 達し 得べ しと は コロ. ^プ ス肉愁 的の 希望な りし、 然れ共 彼の 發 見せし 島嶼 多く 黄 

金を產 せす、 彼 叉 富 を 致さん が爲め 配下の 人望 を 失し、 鏈に 繋がれて 西班牙に 接ら る、 慾 は 彼の 交く 

べき 名 譽の冠 を 汚し 幾多の 闲 苦の 源と なれり、 彼 死して 後、 西 人べ ル ー の 金 織を發 見し 銀塊 船 は數十 

年 間絕 へ す寶鑛 物 を 本 國に注 人せ しょり、 此誤 護なる 經濟學 上の 思想より 生ぜし 富責 は 反て 西班牙 國 

の 敵と なり、 二百 年 を 出です して レヲ ン、 カステラの 最强國 は 欧洲 二等 國に 下落す るに 至れり、 黄金 

は發 見者 を愁 苦の 中に 沈め、 彼 を 遣せ し 本國を 亡せ り、 然れば 十五 世紀の 夢想 は 惡靈の 現象な りし 乎、 

大探撿 家の 希望 は 空虚な りし 乎。   

否な 然ら ざり しなり、 然ら ざり しなり、 彼 は 日本 群島に 達せん と 欲して 1  ハ T. 群島に 達し、 死に際す 

る も尙ほ 新世界 を發 見せし を 知ら ざり し、 而 して 彼の 發 見の 廣大な りし は 彼 自身 知ら ざり し而已 なら 

す、 十九 世紀の 今日に 至て 世の 未だ 充分に 之れ を 知らざる のみなら す 識者 も 未だ 充分に 了解す る 能 は 

ざる 也、 誰か 兩洋の 間に 擴 がり 北斗七星 一 i き 下に 矮少 人種が 海馬 6 跡 を 逐ふ邊 より 十字 星 6 光輝に 由 

て 魚介 を 求む る パタゴ 一一 ャ 人種の 居住 迄に 延長す るニ大 it 塊の 廣大を 理會し 得る や、 日本 國の廿 倍な 

るブ ラ ジル國 * 日 耳 曼帝國 を 十五 個 入る を 得る 合 衆國、 アルゼンチン 共和 國の 無限の 牧場、 ポトシの 

銀山、 キヤ リ ホル -ー ャの 金鑌、 ァ レ ッガ 一一 ー 山脈の 煤 田、 シ ュ ー ベ リオ ル湖邊 の 銅山、 ミネソタ、 サ 
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T^TTIN" の麥 田、 ォレゴ ン、 T-n ン ビヤの 森林、 日本 を 百倍し 葡萄牙 を 二百 倍す る も尙ほ 足らざる 

樂圜國 は， TTBTT ブ スの 媒介に 由て 世に出で たり、 一 ケ年問 拾 一 億 萬 弗の 輸出 ある 北米 合 衆 國の商 勢 を 

E 心 ひ 見よ、 七 億 五 干 萬 r ブッ シェル」 の 小 麥を產 生す る 其 農業 を 理想し 見よ、 一 噸の鑛 石より 七 百 五 

ト 弗の 純金 を 探 取し 得る カラ ガの金 鎮を了 得し 見よ、 平均 一 一割の 利金 を拂ひ 尙剩餘 ある アル ゼ ンチ 

I .  OCO0O0OOO0OO0O0  000OOOO00OOOC 

ン 共和 國の 牧畜 事業 を 推量し 見よ、 大を稱 する 勿れ 米國を 見ざる 人よ、 富 を 言 ふ 勿れ 米國を 知らざる 

ものよ、 十五 世紀の 夢想 は 十九 世紀の 終に 及んで 實 成し 始まりぬ、 其 全 成 は 尙ほ數 百 千年の 後に あり 

て 鐵路南 北氷洋 を 速 緩し 兩 大陸 一 大 共和 i となり 力 の 平原 チ. の 湖 逢 鋤 、かざる 所な 

きに 至、 て 始めて 待つべき なり。 

三、 慾 心 上の 希 t で： に 十 百倍す る 黄金 國をコ 0 ム ブス は發 見せり、 而 して 宗敎 上の 希 till も 彼の 祈 禱に超 

越して 報 ひられたり。 

玆に 余輩の 特刖の 注意 を 要する 事 は， nTT3. は 非常の 宗敎 家に して 米 國發見 は宗敎 事業な りし 事實 

なり、 ^Ip ム ブ ス— の爲 人と 事業と を 評する に當て 彼の 宗敎心 を 看過す る もの は此 偉業の 眞性を 解せ ざ 

る ものな り、 ， コ—ロー ム ブ I ズ， は 宗敎專 門 家 の 稱す る 完全なる 人に は あら ざり しなり、 彼に 私生兒 ありし 事. 

彼の 傲慢な りし 事、 彼の 此 世の 富と 榮譽に 着心せ し 事は蔽 ふべ からざる 事實 なり、 然れ共 彼に 缺點多 

きが 故に 彼 は 偽善者と 稱 すべから す、 ^も 妙 義山は 凹凸 多き が 故に 美と 嚴とを 有せす と 云 ふべ から ざ 

るが 如し、， コ， I 「ムス！ <, の 信仰 は 中古 時代の 宏壯 なる 信仰に して 稍 や， 一 ラ ン ド 、 ベ— ル I ナ III ド 輩 の 

信仰に 近し、 彼の 聖書の 智識 は 非凡なる ものにして 彼 をして 能く 高 15 博識の 前に 於て 彼の地 球 圆形說 

は 聖典の 意に 反せざる を 辯 解せ しめたり、 彼 は 能く 拉丁語 を 以て 天主 敎會の 祈 禱文を 誦讀し 得る のみ 


ならす、 彼の 聖式を 司 どる や 熱心 威嚴 凡僧の 及ばざる 所なる に 依て 彼の 航海 家た る を 知らざる 人 は 彼 

を 以て 眞 正の 僧侶と 思へ り、 彼が 西班牙 王 r^l ル に 用 ひられす 失望の 極 世 を^、，！^ ビ ダの寺 

院に 避けん とする 時 彼の 心事 を觀 通し 彼の 希望の 神聖なる を 認め 終に 復た 九重 雲 深き 邊に迄 彼の 爲め 

に通路を開きしものは高僧フ^^、.，^、|。「^，„^なり、 百 十四 萬 「マラべ デ イス」 の 金 を 支出せ しめ 彼に 

三 艘の船 艦 を 供せ し 女王 は 時の 加特利 女王と して 宗敎傳 播の大 主動 力なり き、 彼 はべ レ-ズ 

師父の 祝福 を 以て 探 撩の途 に 就き、 彼の 祈禱と 信仰との 結果と して 新世界に 達する ゃ先づ 十字の 聖旗 

の 下に 靜肅 なる 感謝の 祈禱を 捧げたり、 新 基督 敎國 の開發 は， TTOT ム— ブ ス探 檢の大 精神な りし は 之 を 企 

圖 せし 彼 自身の 行 性、 彼 を 送りし 女王め サ ベラの 人と 爲り、 彼 を 推薦せ し 師父べ I レ，^ —^の 人物 を 以て 

も 知る を 得べ し、 宜な るかな 天主 敎會に 於て 今 尙ほコ 口 ム 1^, スを 聖人 視し、 彼の 事業 を 以て 法皇 國の 

大名 譽 となす は。 

新世界 は其發 見の 當日 眞實 なる 感謝と 讚美と を 以て 眞理の 神に 捧げられたり、 而 して 皇天 此 香ばしき 

捧物を 受納し 新發見 大陸 は 眞理と 自由と 宗敎 との 邦土と なれり、 發 見に 先ん づる九 年 獨逸國 南方 ゲ.^ 

,リ「ン¥|ゃ の 森林 幽 1^) たる 處に於 て 奇兒—マ^!^:^^、 ル ー テル， 始め て 日光 を 見たり、 三十 六 年に して 自由 

の 號砲ヴ ヰ テン ベ ルグに 鳴り 是 より 歐 洲動搖 止ます、 人類 は數 千年 來の 思考より 得し 自由の 思想 を實 

行す るに 於て 新 邦土 を 要せり、 而 して 攝理は 人類に 理想の みを與 へて 之に 達する の 途を隱 さす、 獨人 

仰 自由 6 戰端を 開かざる 前に 伊人 は 西 人の 手に 賴て其 本 A を 大西洋の 西岸に 發 見せり、 進步は 

00000000000000000000000000000 

人類の 共同 事業に して 祌は眞 理の發 見 を 以て ー國 民に のみ 委ねす。    , 

米國 てう 名 は 自由て う 語と 同意義な るに 至れり、 ，べ，^コ—ン" の アト ランチ ス、 ^^i^l ム ー ァのュ ー ト 
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ビヤ は 米國に 於て 實 成せられ つ、 あり、 頑愚 迷信が 威力 を 擅に し、 忠實熟 心が 天與の 自由 を壓 せらる 

る 時、 陰， 雲 深く して 地上 身 を容る k に處 なき 時、 義 者の 信仰と 仁者の 喜 は 常に 西方 新 大陸に ありき、 

奸賊. や，^ 怫國の 王室 を 擅 掠し、 溫 順なる M ュ ー ゲ，^ ,黨 が 信仰 自由と 公民 權とを 失 ひし 時、 義 le- に 

富める コリ -ー H い をして 唯一 の濟民 策と して 竊に 彼の 親戚 を 派遣し 新 佛國を 建立 せんとせ し は 米國な 

り、 ビ ュ ー リタ ン 祖先 已に本 國の壓 制 を 厭 ひ 新 英國の 基礎 を プリ マ ス灣 頭に 定めしより、 虐 王位に 登 

り奸臣 朝に 蔓 りし 時、 英國の 良民 をして 常に ひ li! を屬 せしめし は ハドソン、 サスク M ハナ 河 邊の廣 野な 

りき、 曾て 猶太 國の 預言者が 特種の 天啓に 依り 預言せ し 地上の 天國を 造らん とする もの は 皆 眼 を米國 

の お 11 地 に ：^；！げり、 タエ ー クル 宗がゥ 1 ヰ I り 、！. nr の 嚮導の 下に V ァレ ヮャ、 ス 『キ— ル河邊 に 新 

社界の 組織 を 試み、 劍を用 ひす 威 を 示さす して 銅色 人種 を 感化せ し 如く、 天主 敎 徒が，、 ルチモ 1^ ル公 

のドに メリ ー ランドに 於て 慈悲 愛憐 的の 植民地 を 開きし 如く、 歐洲 人の 理想に して 最も 美なる もの 最 

も 後なる もの はコ II ム ブス の發 見せる 大陸に 於て 稍ゃ實 行せられ たり、 壓制は 米 土の 許さ^る 所、 曾 

攀 9，  9， 看 督誊曹 9  9  0  *  •  »  ooooooooooooooooooooooooooo 

て 十三 州の 同盟が 英國の 軛を脫 せし 以來舊 世界の 陳腐 政： m を 以て 新世界に 施さん とせし は 悉く 失敗な 

りし、 力 カレ—. 1^ ゾ， 三世が メキシ コ に 於て 新 帝國を 開かん と 欲して 終に 善良なる マ キ シ ミリ FT 刁 大公 を 

して；： 取始 最終の メキシ rr 帝王と して 鉄 殺 場の 露と 失せし めしより. 近く は. リム、 I. ヒ ト— 「しの 大量 を 

以てすら 帝位 を 南米の 最大 國に 保つ を 得せし めすして、 今 は 大湖幷 に セ— ン ト n 1 レ— ン ス 河岸より 

ルン 岬に 至る 迄 十一 一有 餘の 共和 國相 聯續 する に 至れり。 

七十 萬 方里の 東 羅馬帝 國は囘 々敎 徒の 手に 落ちたり、 コ— ロム ブスの 宗敎 心は是 に比對 する の 基督 敎國 

を開發 せんとす るに ありたり、 而 して 米 大陸 は 土 耳 其 帝國に 優る 二十 倍の 基督 敎國 なり、 余 は 今玆に 


米 國宗敎 事情に 就て 云 ふ を 要せす、 十 萬の 敎會と 一 一 萬の 牧師と 四千 萬の 信徒 を 有する 北米 合 衆 國の宗 

敎 上の 勢力 は 推量すべき なり、 メキシ コ 以南 は尙ほ 全く 迷夢より 脫せ すと 雖 ども 發見 前の 偶像 拜崇は 

今 は 跡 を 留めざる のみなら す、 ， ""へ、 1^3^r^、  ブラジルの 如き 完全なる 共和政： m は 健全 高尙 なる 

某； 督敎の 土臺 の 上に の み 建立し 得 べき を 悟る に 至れり、 極より 極ま で洋 より 洋 まで，， ナカ レ の 耶穌の 配 

OO0OOOOO0OOOO 

下に 属する もの は 米 大陸な り。 

コ 口— ム I、、 フ —ス1 は 日本に 達せむ として 新 大陸 を發 見し 彼の 二 大目 的 を 達せり、 然 らば 彼の 夢想の 中に 存せ 

し 日本 は此世 is^ 人 oveltmann) の 恩澤を 受けざる 乎。 

米 國發見 は 我明應 元年に して 足 利の 末 時に 當り山 名 細 川 は 帝都 を 修羅の 衢と變 じて より 英雄 國 中に 割 

據 して 天下 亂て絲 の 如くな りし 時な りし、 此 時に 當て 若し コ—  ブ， ス をして 長峙或 は， 堺 浦に 着せし め 

んか、 彼の 失^ 驚愕、 彼 をして 復び此 土に 來ら ざら しめしな らん、 n 本國は 未だ 文明 社界に 仲間入り 

すべき 時機に 達せ ざり しなり、 我尙ほ 三百 五十 年の 鍛鍊 凝結 を 要せり、 彼 も尙ほ 幾多の 改革 敎育を 要 

oooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo 

せり、 然れ ども 時滿て 旭日 帝國が 世界に 生 出せん とせし や 産婆の 勞を 取りし もの は 彼の 生 出せし 米國 

なりき、 嘉 永年間 江 戶灣內 の 出来事 は 十五^ 紀の 末期， リ、 ビヤン 海に 於け る 大き 拾 家の 事業と 微%.^< 

る 關係を 有する ものたり。 

君子 は 子孫の 繼 くべき 業を爲 す、  死して 後 彼の 希望と 精神 は 幾多の 英雄 豪傑に 感染し、 デ 

ビス、 バ ITT-f, ；^、  J ノ ドソ ンは西 航路 を 北方に 求めん とし、 ,F:fI^r;^、  dnfl^,  は 之を甫 

方に 求めたり、 西 航路 探 撿はバ I ル， ボ 大平 洋の發 見と なり、 在，^^ 佛國 人の T^^T,^^rr^ 水源 

の 探究 幷に 五大 湖の 發見 となれ り、 而 して 水路の 笔み 全く 絕 つる や、 ， ヵセッ t: は TT7 運河 開鑿 策 を 

コ ロム ブスの 功 績  五一 七 


コ p ム ブスと の 功 五一 八 

取り、 ィ ー ヅは テフ アン テベ ック 地峡の 船 艦 運搬 鐵道案 を 講じ、 米 人 は 一一 カラ グヮ 運河 

事業に 從 事す るに 至れり、 此 三者 中 何れが 實 行し 得る や は 未だ 知る 能 はすと 雖 ども 太平 大 西の 兩洋が 

曾 て コ ロム ブ ス— の 想像せ し 中央 亞米利 加の 邊に 於て 連絡すべき は十數 年を經 すして 見るべき なり。 宗 

敎 事業に 於け る も亦然 り、 米 圃を敎 化して， 5 土 I 界を敎 化せん と は 幾多 大宗 敎 家の 観念な り、 是卽ち^^ 

ホウ ヰッ トフ ヒ ー ル.； ，： の 米國傳 道の 精神な りき、 デビ ッド、 ブ レナ ー. 卜は此 精神の 爲 めに 

倒れ，， エリオット 亦此 熱心 を 以て 消費 せらる、 、ビ ー チヨ ル、 フ H ャ チイ ルドの 輩 相 踵で 起り、 偽善 拜余 

の 米 土に 非常なる 勢力 を 有する に關 せす 尙ほ 全國土 をして 叫 ホ d 「の祌 を 忘れ ざら しむる 事 は 余輩 外國 

人 をして 常に 驚歎せ しむるな り。 

コ ロム ブス は 最も 惠 まれし ものにして 眞 正の 巨人な り、 彼 は 人類の 歷史に 一 大新 方向 を與へ 彼の 事業 

は 地球 運轉 の度數 と共に 發 達する ものな り、 余輩 發 見の ra 百年 期に 際して 此張大 を 見る、 尙ほ 四百 年 

の 後に 於て 萬 國擧て 發見八 百年 期 を 祝す る 時 は 富は增 加して 世に 貧苦な く、 眞理は 宇宙に 洽 くして 罪 

惡 著しく 減少す るに 至らん、 余輩 此巨 大人物 を 學んで 彼の 如く 宏壯に 彼の 如く 忍耐に、 彼の 如く 熱心 

に、 彼の 如く 深遠な らん 事 を 望て 止まざる なり。 

米國發 見事 業 の 事務官 ピ ンゾ ン 兄弟 

大事 業 は 一 人の 業に あらす。 單獨 にして 大事 を爲し 遂げ 得べ しと 信す る 人 は 自己 を 神と 同視す る もの 


なり。 神 は 嫉妬の 祌 にして 人の 彼と 同等なる を 許さす、 單獨 にして 完全なる は祌の 4： 性に して、 相賴 

て 以て 完全なる を 得る 之 を 人と 云 ふ。 

ル ー テル を輔 くるに メ ランク 叫、 S- あり、 ヮ— シ ン ト 一?^ を 輔佐す るに， ハ ミ ル トン、 力つ ム， 1!^ あり、 コ： T み 

ゥ エルに ホワイトロック、 T ャ ト，^ あり、 コ ロム、. ス獨り 輔佐な くして 止ま， P や。 

コ nl ム I ブ I スは發 見事 業の 腦蹬 なりし に 相違な し、 西 航路 存在の 默示は 始めて 彼の 上に 降りし ものに レ 

て、 彼 は 之 を 他人より 受けす、 而 して 思想 は 事業より 大 なる もの なれば 發 見に 屬 する 名 譽 の 第一 等 冠 

は 宜しく コ & ムブ の 戴くべき ものたり。 

然れども發見は コ ^^J.R.R' 一  人の業にぁらざりしなり、 彼に 思想 あり、 學識 あり、 熱心 ありたり、 然. 

れ共 彼の 理想 を實 行せ しむる に 於て 力 ありし もの は 叉 一人に して 足ら ざり しなり、 彼 を IF 、お 滯寓 

中に 慰め、 彼に 供す るに 貴重の 诲圖を 以てし、 彼に 探撿の 精神 を 吹 入せ し ペレ トレ 口 ー 婦人、 彼の 終- 

生  の 仝 情 者なる 實弟 ト I 山 ミ，， ュ ー 、 彼の 葡萄牙 を 去て 始めて 西班牙 國 ¥1 ビル に 來るゃ 彼 を 待遇せ し 

メヂ ナチ H リ 大公 (Duke  of  Meaiuaceli)、 先 愛の 遺骨 を 葡國に 埋め 鰥獨コ ルド ヴ ハに 留まる や！^ び 

彼に 淑德の 愛情 を 供せ u,^ 「リ ス 、！ 「ラ ナ 婦人 (weatrice  Enriquez  Anmfo、 大公の 紹介 を 得て 探 

撿 家の 希望に 滿 腔の 仝 情を與 へし 時の 大 財政 家 キ スタ I- 一， ラ (Quintanillay 彼の 爲 めに 始めて 道 を ま 

0 に 開きし 大惜メ ン ド .^f;,  (cardinal  gcmacznor 而 して 此 希望 ある 門戸の 再び 閉づる や、 彼 をラ、 

ラ ビグの 寺院に 擁し 西班牙 國 をして 一 偉人 を 失 は ざら しめし 敬神 博愛なる フ fsl ン、 lYT—ー.. カ師、 女王 

ィザ ベ ラ に勸 めて 探 撿費を 支出せ しめし 猶太 人サ ン タン、 ゲロ—  (sitang.elo)、  —是 等の 高德 博識 博 

愛 心情 は 米 大陸 發 見なる 大事 業の 助 動力と して 探撿 家と 共に 後世の 感謝 を受 くべき ものな り。 

米 Mssl-iill!* の l*i„s 官ビ ンゾ ン 兄弟  五 1 九 


r  a ム. フスと の 功 五 二 〇 

コ. U ム ブス は 絶大の 偉人な り、 然れ共 彼の E 大 なりし 比例に 彼 は 事務家に あら ざり しなり、 彼 は 理想. 

なり、 預言者な り、 詩人な り、 彼の 直視 力 は 彼の 推理 力に 勝り、 彼の 學 術に 狂信 家の 迷信と 活氣ぁ 

り、 彼の 觀察は 詩人 的 演繹法の 爲 めに 精密 を缺 げり、 而 して 理想. 1 の 常 性と して 彼 は 事業の々 11- 成 を 願 

ひ， 遞 鈍なる 人間 社 界の常 路を賤 しみ、 爲 めに 彼の 事業 は 度々 中途に して 败 れんと せり、 彼の 高尙な 

る 普通人の 近づくべからざる あり、 彼の 思想の 深遠なる、 慣例の 鏈銷 につな がらる k 平凡 社會の 解す 

べきに あらす、 加 ふるに 彼の 傲悛大 慾なる あり、 若し 彼に： 大與 の心實 なる 友人な かりせば 彼の 现想は 

狂 愚の； 名 を 以て 彼と 共に 埋沒 せられし ならむ、 意 を留て コ— 口 d フ It^ の 行 蹿を學 ぶ もの は 奇跡的の 攝， 

斑が 彼の 生涯 を 導び きし 第に 驚かざる ベから す。 

理財家， キ！ T タ II ラ、 大^正 メン ドウ ザ、 大公 メヂナ セリ、 摘 太人サ l;r タノ ンゲ！ 等 相 謀て 終に 探撿 事. 

業の 爲 めに ィサ YTr^ 女王の 心 霾を擒 にし、 百 十 萬 「マラべ ヂス」 の 金 を 支出せ しむる に 至れり、 コ 

I ロム，， ブ の 夢想 は實 成し 始まりぬ 、 彼に 旣に實 成せし の感 あり、 東方の 黄 佘は巳 に 彼の 懷中 にあり、 

印度の 乳香 は 巳に 彼の 鼻 神經を 刺激し、 彼已に 樂園國 の.！： 1 聲を 聞け り、 彼の 胸中に は 早 ゃ已に 之に 達 

する の 方法 あるな し、 王 命 巳に 下り 支 金已に 掌中に あり、 一躍して 夢想の 日本 國に 至るべし と、 然れ 

共 彼の 航 すべき 船 艦の 用意 如何、 彼の 性急なる 彼 は 老朽 船 を 以て 足れり とせり、 彼 已に廿 五 年 問 待て 

り、 何 ぞ尙ほ 瞬 問 も 待ち 得べ けんや、 パ の 市民 は 彼に 供す るに 船 艦 を 以てすべし、 然れ共 之 を 御. 

する の 水夫 果して 何處 にか ある、 誰か 夢想 者の 狂 愚に 身を委 する 者 あらん や、 彼 は 云 へり 若し 精練な. 

る 水夫に して 彼と 共に 黄金 國に 至る を 好ます ば 宜く獄 を 開 ひて 犯 Sii; 人 を赦し 彼の 船 艦の 水夫たら しめ 

よと、 探投 の 偏狂 此に 至て 其 極に 達せり、 船の 終生の 計 策と、 彼の 愛する もの \ 祈 禱と、 彼の 幾多- 


の眞 友人の 周旋と は、 今や 彼が 探 撿の途 に 就かむ とする 時に 當て 至大なる 危險に 迫れり、 絕 世の 航海 

家 は 犯罪 人 を 以て 乘込 まれた る 老朽 船 を 以て 暗黑の 大洋に 乘 出さん とす、 嗚呼 誰か 此狂 する 理想家 を- 

し  て その 遠大 の 業 を 遂げし む る もの か ある、 天使 は 眉 を 顰め て 其 悲劇 を目擊 せしたら む、 而し て 歷史. 

家 は 筆 を 措て 事 の 成 行に 配慮す。 

コ ロム J フ I？ は 新世界の 示現 者と して 神擇を 蒙りし ものたり、 彼の 未だ 求めざる 前に 攝理は 「しに 彼れ の 

爲 めに 最終の 輔佐 を 供 へ り、 是卽ち ゃン— ゾ ン 兄弟に して 余輩の 玆に 特別の 注意 を 要す る ものな り。 

ァ ロン ソ —、 マ チ I； ノ、 ピ 1^ ゾン. (Alonso  Martin  pinzcn) は アン ダリ ュ ー シ— ャ州パ n ス の巿 人な 

り、 〔豕 世々 豪 富なる 船主 を 以て 聞 ゆ、 彼に 敎育 あり、 經驗 あり、 口碑の 偉 ふる 所に 由れば、 彼-曾て 鎌 

馬に 至り、 有名なる 「バチカン」 書籍 館に 於て 幸福 島 (Fortunato  IHLlmls) 以西に 尙ほ 陸地 を 記載 

する 地圖に 接せり と、 彼 は 地中海の 諸 港 を 週航し 緻密なる 觀 察を爲 すと 同時に 貴重なる 思想 を 求め、 

尙ほ 進で 「ヘル キ ユリ ー ス」 柱 を 過ぎ、 自ら カナリ ー 島ギ -ー ャ 海岸 を探撿 せり、 彼 性 豪邁に して 着實 

なり、 彼に， n  &  I ム I ブス の 預言者 的の 理想な きも 實務 的の 技倆 あり、 彼 は通觀 者に あらす して 寧ろ 建設 

者な り、 彼の 學識と 經驗は 彼 をして 大發 見者の 非常なる 意見に 同情 を 表する を 得さし め、 彼の 富と 信 

用と 性質と は コ— ロム ブ— ス の 缺點を 補 へ り、 ピ ン ゾ ン は 實にコ 口  の 補遺な り、 前者の 同情 は 後者 

に 取りて は ィサべ ラ 女王の 贊 助に 勝りし ものな り。 

而 して 此 補遺 的 の 雨 者 をして 合體 せしめし 者 は 善良なる 15. ファ I ン—、 ！。 ryl ズ たり、 發 見の 思想 は コ 

ロム-フス と共に 生れ、 叫レ d ズ， に 依て 養育せられ、 ピ ンゾン に 依て 實行 せられたり、 三者 其 一 を缺か 

ば此 大事 業 を 見る 能 は ざり しならん、 ゼ ノアの 水夫、 ラ、 ラ ビダの 僧、 パ 口 スの 船主、 之を發 見事 業 

s<^fml-!lt 業 の HJf^tJ りン， ^や ン， 兄弟  五 ニー 


コロムブスと彼^？功^  五 ニニ 

0  0  0  0  0 

の 三 傑と す。  - 

ペレ ー ズ の 委托に 由て ピ ン ゾ 身 を發 見事 業 に投 する や、 先 づコ ロム の 使用に 供せられ し 船 艦 を 

檢す るに 一として 長路の 航海に 適する ものな し、 依て 先づ 自ら 所有す る 船舶の 中より 最も 堅牢なる 者 

三艘を 選み、 之に 充分の 修縫を 施せり、 其 最少なる もの 「一一 ナ」 號は 彼の 弟ビ ン セ ン ト、 ャネ ー,r^、l 

ビ ン ゾ ン (Vincent  Yanez  pinzcu) をして 乘込 しむ、 其 最大なる もの 「ガレ ガ」 號を 以て 旗艦と 定 

め、 附す るに， サン 夕、 マリヤなる 聖名を 以てし、 之 を nl 口 I.T、rTr^ に 供し、 而 して 自ら 「ピン タ」 號を 

指 採す、 ビ ン クンの 聲名 は探撿 事業に 向て 近隣の 信用 を惹 き、 船舶の 要具、 長路の 食料、 J として 具 

はらざる なく、 彼の 說勸と 黄 {n と は 三 艦 を 御すべき 充分の 水夫 を 得る に 至れり、 斯 くして 十五 日 を 出 

です して 探撿の 準備 全く 整頓し、 の 狂人 は 彼の 夢， 想の 黄金 國に 向て 進發 する を 得たり。 

四百 年 前の 八月 二日 此記 臆すべき 艦隊 は アン ダリ ュ ー. シ ャ州パ jt ス 港を發 せり、 四日に して 「ピ ン タ」 

號の梶 に 損 所 を 生じ、 カナリ， '島に 寄港せ ざる を 得ざる に 至れり、 此處 に留る W 餘、 九月 十六 日： 冉び. 

舟 首 を 西に し、 「ピ ンタ」 先導と なり、 旗艦 之に 從ひ、 「-ー ナ」 殿して 進み、 暗黑 大洋の 中に 投んせ 

り、 e!^ 者の 心膽 もこ、 に 至て 少しく 冷 かなり、 堅鐵の 意志 航路 を 渺茫の 中に 探り 迷信 懷疑を 導く にあ 

らざ りしなら ば、 幸運 星の 下に 發 せし 探撿も 能く 其 目的地に 達する を 得 ざり しならん。 

小 艦隊 已に カナリ ー 嶋を 發しテ ネリ フ 火山 を 背後に 見、 眞 直線に 西方に 向て 進む や、 幾 もな くして 東 

北 貿易風 帶に 入れり、 白 帆 順風に 追 はれ 一，」，： n 鵞の池 上に 浮ぶ が 如く、 海上 波靜 かにして 風に 香氣 あり、 

頭上の 宿 星 は 希望の 讚歌 を唱 へ、 黃金國 の 珠玉 は 夜々 水夫の 夢に 入る、 現世の 樂園は 吾人の 希望の 肇 

せんとす る 時に あり、 然れ ども 新 大陸の 發見 は尙ほ 一 囘の 信仰 試辣の 後に ありき。 


東北の 順風 止む 時な く、 舟 師帆を 列ね て 西 走す ると 雖も、 若し 海に して 無限の ものなら ば 如何なる 方 

向の 風に 頼て 再び 故 鄕に歸 る や、 常に 天の 北方 を 指し、 廣袤 渺漠の 中に ある も 能く 旅 者の 方針 を定む 

る 羅針盤 も 今 は 犬に 其指點 を變ぜ り、 西航 する 十數日 艦隊 は廣漠 たる 植生 繁茂の 中に 入れり、 陸に し 

て 陸なら す、 水に して 水なら す、 是ぞ 世界の 西 極に して 惡 鬼の 人 を捉ら へんが 爲 めに 設けし 網に あら 

す や、 加 之 東北よりの 順風 さへ も 今 は 全く 吹き 絕 へて 靜肅 恰も 中 夏の 夕暮に 山中の 湖面に 浮 

ぶが 如し、 西航 する 三 旬 未だ 堅固なる 陸地の 影 だ も 見 ゆるな し、 嗚呼^ 國の 狂人に 欺かれし 乎、 見よ 

提督 は カナリ 島 を 去て より 未だ 曾て 一睡せ し 事な し、 不眠 は 狂人の 特徵 ならす や、 望な きの 航诲 何の 

用 か ある、 何ぞ 船首 を 東に し 再び アン ダリ ュ ー シャの 山川 風月に 歡び、 人生の 快樂を 妻子 團麋の 中に 

求めざる、 不平 一 人に 始まって 二人に 感染し、 終に 全 艦隊に 延蔓 せり、 ，コ P ム ブスの 雄 辯 勉めて 水夫 

の 希望 を 鼓舞し、 或は 陸地の 旣に 遠から ざる を 示し、 或は 磁針 方向 變 動の 理由 を說 明し、 或は 黄金 國 

の 富を稱 へ、 且つ 慰めつ、 且つ 勵 ましつ、 尙ほ數 日間の 勇氣を 維持 せんとせ り、 然れ ども 水夫の 恐怖 

止む るに 由な く、 失望の 極 終に 純然たる 一 授と 化せん とする に 至れり。 

此 危急の 時に 際し 探檢 事業 を破壞 全敗の 中より 救 ひし もの は ピン ゾン— 兄弟な り、 洋中 船首 を鍾 めて 艦： 

へお の 進退 を議 する や 「ピン タ」 號の 艦長 大聲コ &ム ブス に 向て 曰く、 

閣下よ、 何 ぞ是等 憶病 生 五六 人 を 縛して 海中に 投ぜ ざる、 若し 閣下に して 是を敢 てせ すと ならば 

我等 兄弟 彼 輩 を 捕へ て 閣下 を 煩 さ るべ し、 大王の 命 を 受けし 艦隊 は 吉報 を 1^ すに あら ざれば 再 

び 故鄕に 歸らす  い 

と、 此人 にして 此言 あり、 衆 皆漸愧 し、 提督の 命令 亦た 行 はる、 に 至る、 艦隊 長淚を 撺てビ ンゾン に 

SK 國 業の «{s 官， "ヒ^タ y 兄- S  E  ニー 一一 


コ n ム. フスと 彼の 功 二  SI 

謝す、 且つ 曰く 

—マ- 1 チン、 I ァ 口 ン つよ、 若 し^ほ 數 日間 に 陸地 を 見る に 至ら すん ば， 我等 W び 艦隊の 方 {!: に 

就て 命す る 所 あるべ し 

ビ ンゾ ン如斯 の 一 百 を 以て 無用の 譲 退と なし、 大喝 三聲 呼で 曰く 

0  0  GO  0  0 

進め、 進め、 進め、 

太 西洋 面此聲 あり、 懷疑 之に 由て 晴れ、 恐怖 之に 由て 散 じ、 ：„§茫 たる 水面、 蒼々 たる 天涯、 今 は 勇者 

ooo〇c>o〇ooo  oooooooon-ooooooo  

の 進路 を妨 ぐる ものな し、 信仰の 鍛鍊已 に 足れり、 人類 は 二 大陸 を附與 せられて 可な り、 ピン ノンの 

「進め」 は 新世界 生 產の聲 にして 近世 時代の 標語と なれり、 賞 與は進 で^べく、 退て 得べき ものに あ 

らす、 疑 ふ もの、 懼る、 もの、 禱路 する もの、 退く もの は 新たなる 天と 新なる 圃とを 見るべからざる 

なり、 失望 極に 達せん とする 時 「進め」 の 一 聲半 世界 を 現出す、 倒る & 勿れ 汝 暗夜に 新 を 探る ものよ、 

汝の 目的物 は 遠から ざるな り、 只 進で 汝の手 を 伸し 見よ、 寶玉已 に汝の 目前に あり。 

進む 事數！ T 十 Hi 日 「陸」 の聲 あり、 然れ ども 之れ 希望の 夢想に して 雲と 山と を 混ぜし ものたり き、 

尙ほ 進む 十一 曰 陸地 接近の 徵候 益々 確かな り、 而 して 記 臆すべき 四百 年 前 十月 十一 一日 午前 一 一時 パロ— 1? 

の 船主、 艦隊の 編成 者、 勇氣の 鼓舞 者なる ァ 口 ンソ ー 、 .— マ— ル I チ— ス—、 ピ ンゾ ンの督 する 「ピ ンタ」 號の 

水夫 は顯然 たる 燈光を 暗夜の 中に 見たり、 祝砲 ー聲波 上に 響き渡り、 西 大陸 は發 見せられたり。 

發見 後の ピン ゾン 兄弟に 就て は 余の 玆に 特別に 記載す る を 要せす、 否な 余 は 記載す るに 忍びざる なり、 

小 艦、 お 進て r キュ ー バ」 島に 至る ゃ發 見の 兩雄相 離る X に 至る、 後歸て 西班牙に 至る や、 二人 功を爭 

ひパ 口 スの 船主 は 恥辱の 中に 命 を 終れり、 弟 ビジ セ，^ は 一 一度 大洋 を 渡り 「マメ T ご. 1： 口 並に ユカ タン 


海峽 を探撿 せり、 人の 最も 高尙 なる は 目的 を 達する 前に あり、 二人 相 依て 以て 大陸 を發 見し、 功 成て 

而後 爭ふ、 嗚呼。 


然れ ども 暗黑 をして 英雄の 缺 點を掩 はしめ よ、 コ ム ブス の 卓見 ピ ンゾン の 果斷相 頼て 以て 新世界 を 

發 見せり、 米國發 見, 百年祭 は 前者の 爲め のみに あらざる なり。 


米^ 見事 * の 1* 務官 ピン. ソ S 兄 冗 二  a 
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廣谷 大川異 制。 K 生 其 間者 異俗。 、 、 、 、 

修其敎 不易 其 俗。 齋其政 不易 其宜。 禮記 

神 は 一 の 血脈より 出し 凡の 民 を 悉く 地の 全 

面に 住 せ、 W じめ 其 時と 住と ころの 界 とを定 

め耠 へり。  聖書， 


自 序 

此 書の 讀者は 普通 萬國 地誌 並に 歷史の 智識 を 具 へ られ しものと 假 定めたり、 故に 書中 

別に 精密なる 地 園を载 せす と 雖も之 を閲讀 せらる 、 に 際して 引照 を 善良なる 萬 國地圖 

に 求められん 事 は 著者の 望んで 止まざる 所な り。 

余 は玆に 余の 義兄 故 岡田寬 氏が 永く 吾人 を 去る の前此 書に 與 へ られし 懇切なる 校閱の 

勞を 取られし 事 を 深く 感謝せ ざる を 得す、 吾人の 事業 一 として 吾人 同志の 共力に 依ら 

ざる はなし、 此小 著述 豈に 惟り 例外な らん や。 

京都に 於て 

明治 廿七年 四月 十三 日  內村 鑑三 
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第一 一版に 附 する， ：11 序 

余 は 久しく 本書の 改題に 躊躇せ.^、 然れ ども 二三 親友の 勸 誘に 從ひ、 竞に 先哲 ァ.^ 

\ ド、— 、ギ— ョ 氏の 著書に 做 ひ、 其 名を藉 りて 此 書に 附す るに 至れり、 勿論 彼の 優 此の 

^は 余の 言 を 待す して 明かな り。 

日 淸戰爭 以後の 日本人 は 余が 本書に 於て 論究せ しが 如き 大 天職 を 充た すの 民に あら ざ 

るを證 する が 如し、 然れ ども 余 は 天の 指 明お 信 やる 篤し、 猶ほ 暫く 余の 考察 を 存じて 

事 實の成 行 を 待ん と 欲す。 

余 は兹に 余の 舊友 ドク ト レノ新 渡 tl^ 稻造 氏が 余の 此 攻究に 與 へ られし 微からざる 獎勵と 

援助と を 感謝す。 

明治 廿九年 十 一月 廿ー ：= 

名古层 に 於て 

內村 鑑三 
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第一章 地理 學 研究の 目的 

之 を 空間の 無限大に 比すれば 塵埃の 細微なる も 尙ほ大 に 過ぐ るが 如く、 之 を 天 體中大 と 和す ベ 力 

ら ざる 太陽に 比すれば 僅かに 百 三十 萬 分の 一 たるに 過す、 之 を その 姉妹 球なる 木星に 比する も尙 

ほ 小豆：^ に 於け る 比例な り、 然れ ども 此 塵埃 小の 空間の 一 點、 此 小豆 大の 地球 こそ 吾人 生命の 

繋がる 所に して 我は此 地に 素め て 生 を 有し、 此 地に 育せられ、 此 地に 自 覺し此 地に 愛し、 愛せら 

れ、 終に 此 地に 死骸 を 遣して 逝く、 我に 生 を 給せ し 地球、 我の 生命 を與 ふる 地球、 我の 遣 骨を托 

する 地球、 我 之 を 研究せ すして 休まん や。 

地理 學の 本領 はき か&面 今日の 有様な り、 其 過去の 歷 史と內 部の 構造と は 吾人 之 を 地質 學に學 び" 

木^ 共 空間に 於け る 運動、 其 他天體 との 關係は 天文 學の 主る 處 なり、 地理 學 若し 過去に 週らざる を 得 

すばこれ 現在 を 解明 せんが 爲め なり、 若し 未來を 洞察せ ざる を 得すば これ 現在の 眞意を 知らん が 

爲 なり、 i 理學 は實に 現世 的な り。 
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地理 學 若し 地中に 穿たざる を 得すば 其 表面の 依て 建つ 基礎 を 探らん が爲 なり、 若し 天涯 を观 かざ 

る を 得すば 下界と 天上との 關係を 知らん が爲 なり、 地理 學は實 に 皮 想 的な り。 

地 赏舉の 如く 深から す、 天文 學の 如く 高から す、 現世 的に して 皮 想 的た る 地理 學は 探り 易く して 

解し 易し、 然れ ども 其 解し 易き が 故に 吾人 之 を 思 ふこと It なり、 其 解し 易き が 故に 地の 理は 人の 

多く 究めざる 處 なり、 皮 想 的た る必 すし も淺 薄の 意に あらす、 慈母の 柔顏は 彼女 眞 情の 現出なら 

す や、 現世 的た る必 しも 寸時の 意に あらす、 現在と は 過去と 未 來を繁 ぐ 永遠の 一部分た るに あら 

す や。 

地现學 は實に 諸學の 基な り、 我等 地の 事 を 知らざる にい かで 天の 事 を 悟る を 得ん や、 吾人の 智識 

は 地 を 以て 始む、 未だ 腔. 5： 五臓の 妙 器 ある を 知らざる 前に 我等 は已に 山川の 子供たり、 その 阜丘 

は 我 、等の 遊 園たり、 その 溪川は 我等の 漁場な り、 我等に 心 靈の奥 殿 を？ 1 かる i ありて 驚愕 以て 其 

無限 を 探らん とする の 念 起る 前に、 D 頂秀 峯先づ 我等に 詩感を 起し、 漲 流 怒濤 先づ 我等の 靜思を 

投亂 す、 地 を 以て 始め 天 を 以て 終る、 產、 政治、 美術、 文學、 宗敎は 此絕頂 絕下兩 極端に 亙る 

人生の 楷^な り、 地 を 究めす して 此楷梯 を 昇らん とする もの は 夢に 雲井に 上る が 如く、  な.^ 

が 故に 着點に 達する を 得ざる 人な り。 

^^f 地理な しの 殖産 は野蠻 人の 殖産に して 殖產 と稱 すべから ざる ものな り、 我の 貪 はんと 欲する もの 

を 我 自ら 耕し、 我の 紡ぎし もの を 以て 我が 體を被 ひ 以て 僅かに 生命 を 終らん とせば 我 は 一億 九 千 

七 百 萬 方 ii を 有せる 地球に 生れ 來 りし 特權を 放 架せ し 者な り、 我 は 世界の 民 oveltmislo にし 

て 人 は备々 世界 を 彼の 領土と なし 得るな り、 カシ ュ ミ， ちの 肩掛を 以て 寒 を 防ぎ、 魯 國の麥 粉を以 


て 饑謹を 癒し、 南米の 牛皮 を 以て 我が 靴 を 作り、 巴 里、 里昂の 職工 をして 我が 絹 絲を钫 がしめ、 

北米の 石油 を燈 し、 印度の 咖啡に 快活 を 求め、 五大洲の 土壤 をして 我が 體艇の 分子たら しむる は- 

我の 爲し 得る 事に して 我の 爲 すべき 事な り。 

見よ 幾多の 小量なる 經^ 論 は 地理 學 上の 無識 より 来りし を、 パスコ、 デ、 ガマの 喜 望 峯週航 は. f 

in; レ フノ レンスの 固執 资產 家の 迷夢 を 破り、 叫 1^3: の宗敎 改革が 羅馬 以外に 尙ほ祌 と 眞理の 

存 せる を 示せし 如く 欧洲の 億兆 をして 伊國 商業 貴 埃の 手 を 借らす して 印度の 富に 達する の 道 を 開 

けり、 地理 學に 暗ければ こそ 至少 の經濟 上の 變 動より 我國 幾多の 有望 资產家 をして 金融 緩 馒を嘆 

ぜ しめ、 狹隙 なる 領土の 內に 無限の 欲望 を 幽閉し、 權 力に 賴み、 同胞 を壓 し、 以て 天 與の聖 慾 を 

伸ばし 得ざる は 彼等の 視力が 未だ 蜻蜓州 外に 達せざる に 依らす して 何ぞ や、 黄河 楊子 江 沿岸の 富 

源 を 了 得する ものにして 如何 で 先祖 傅來の 少 資金 を彈丸 黑子 の 中に 守護す る を 以て 滿足 する もの 

あらん や、 墨西哥 高原の 一 見 は我國 人口 稠密 を 嘆す る 人の 憂 を煙滅 する に 足る、 北米の 東岸 南洋 

の 島嶼、 以て 我の 領土と なし 得るな り、 以て 我の 羽翼 を 伸す に 足る、 英國人 の 富め る は ¥llv、r?. 

ャの 炭坑と ラン カシャ IF^ の 製造 場 あるに 依らす、 南米の 牧場、 東亞の 桑田 共に 彼等に 貢 を呈し 

て 止ま ざれば なり、 我の 國 旗の 翻が へらざる が 故に 世界 は 我 有に あらす と 思 ふ 勿れ、 該博なる 智 

識と 猛勇なる 精神 は 我 を 世界の 主人たら しむる を 得べ し、 世界 地誌 を 學ぶを 以て 火星の 地理 を學 

ぶが 如き 用な き 益な きこと、 考 ふる 勿れ。 

されば にや 富の 增 加と 快樂の 伸張 は 常に 地理 智識の 進歩と 伴 ひ 来れり、 .Kms ャ 人の 「北海」 

幷にバ —ル！ 州 海の 探驗 は，，^. (西班牙) 半島 (Iberia) の 殖民 を 促が し、 f 
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diz)、 タ ー シ 、 (Tartessus) 兩巿の 建設と なれり、 商業 上 一 の 目的 を 有せ ざり し 十字軍の 遠征す 

ら尙ほ 波斯、 印度の 市場 を 歐洲に 紹介す るに 至り、 ベ -1 ^> フ TTT^ の 隆盛 は 實に此 無 功の 戰 

爭の 後に ありき、 喜 望峯の 週航、 米 國の發 見 は 世界 殖産 史上 大變 動の 關 する 處 なりし、 合 衆國の 

獨立は 英國の 領土 を 削減して 反って 英國の 富を增 加したり、 爾來 南米に、 濠洲に、 亞非利 加に、 

慾と 名 譽と眞 理の爲 めに 剛勇なる 探驗 家が 足跡 を 遣せ し 所 は 殖民と 商業の 追從 する 所と なり、 4 マ 

や 地球 全面 地 圖 面に 上らざる 處 なきに 至て 人類の 希望 は滿 足し 始まりぬ。 

誰か 云 ふ 探 驗は已 に 終りたり と、 發 見すべき 新 大陸 は 最早 存 せざる なり、 掠奪すべき 「インカ」 

の 寶藏今 は 昔時の 譚に 過す、 然れ ども 探驗は 未だ 終らざる なり、 南洋に 散布す る 二三の 硫黃島 は 

吾人の 意に 介す るに 足らす、 弱 國の隙 を 窺 ひ 我の 境 土を擴 めんと する は 君子 國の 恥づる 所なら む、 

千島 群島の 探 研 大いに 宜し、 我の 國 旗の 翻が へる 所、 碧眼 奴の 密漁す る 所たら しむる 勿れ、 西 比 

利亞 の單騎 遠征 亦壯 なり、 以て 神州 男子の 膽を锻 るに 足る、 然れ ども 吾人の 渴望 する 探き は 開 

»»»»»»»»» い- クで やめよ 

闽觀察 的の 探 研な り、 休 言  一 #f 水の 對 岸に 住する 三 億 五 千 萬の 隣人 は 巳に 我の 物 を 以て 足れり と 

すと、 漢江 源を發 する 所 渭水峽 谷 を 激流す るの 邊、 未だ 日本 國を 知らざる の 民 多し、 休 言 米國の 

市場 已に 日本 品の 以て 充 すべきな しと、 北米の 西 半、 南米の 全土 未だ 我に 取りて は 殆んど 新 市場 

なり、 印度 は 棉花 惟一 の 購買 所に あらす、 大西 太平 兩洋 の聯續 正に 近き にあらん とす、 墨 西 #灣 

岸の 綿產地 をして 我の 供給者たら しめよ、 世界 は 日本 を 要し 日本 は 世界 を 要す、 全世界 ならで：^ 

我は滿 足せ るべ し。 
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地理 學を學 ばす して 政治 を談 する 勿れ、 何と なれば 汝は 月世界の 政治 を談 する もの なれば なり、 

何と なれば 汝は龍 宮城の 內政を 語る もの なれば なり、 卽ち 地理 學 なしの 政治 論 は 有て 無き もの、 

像な きもの、 實 なきもの、 夢、 空想、 幻 なれば なり、 政治 若し 骸惰壯 士の寢 言なら すば、 政治 若 

し 不平 漢の空 一一 目なら すば、 政治に して 若し 實 物にして 神聖なる ものなら ば、 堅固なる 地盤 を 離れ 

て存 すべきに あらす、 吉田松 蔭が 其 僕 某に 吿 げし 言 は眞理 にして 事實 なり、 彼 は 曰く、 

地 を 離 るれば 人な し、 人 を 離 るれば 事な し、 故に 事 を 成さん と 欲する 者 は應に 地理 を究 むべ 

し 

と、 是 彼の 政治 論の 時の 空漠た る 政治 論に 優りて 健全に して 深遠な りし 理由な り。 

今 を 去る 事 二 干 四 百年の 昔、 史學 の大祖 I へ— ロド ー ト， が 自ら 廣く 諸國を 跋渉し、 地理 學の 堅固な 

る 土臺の 上に 彼の 有名なる 歷史を 編して より 以來、 沈着なる 偉丈夫に して 政治と 經綸と を 論じ、 

此眞 面目なる 世界 を 感化 敎導 せし 人 は必す 熱心なる 地理 學の 研究家な りき、 ，71 レ ドル、 シ 

ィザ I ル  1 の 地理 學 上の 見識 は實に 後世の 龜鑑 なり、 ナボレ オン 大帝の 特嗜の 畢科は 地理 學 なりし、 

彼 は 幼少の 時 他の 兒童は 遊戯に 餘 念な かりし 頃 地圖 一 卷を携 さ へ 綠樹の 下 或は 瓦 壁の 一 隅に 獨り 

座 を 構へ て熟覽 沈思す る を 以て 無上の 樂 みとな せりと、 而 して 彼が 長 じて 歐洲を 司令す るに 至り 

しゃ、 彼の 計畫は 常に 世界 大 にして 彼の 軍略に 曾て 地理 學 上の 誤謬 ありし ことなし、 英の カャタ 

ム 公叉然 り、 彼 は 能く 兩 半球の 地勢 を 察し、 サ クソン 民族の 將 來を觀 破し 時の 天主 敎國 にして 專 

制國 たりし 佛國 をして 其 掠奪 を 擅に する を 得 ざら しめし もの は大に 公の 地理 學 上の 本能に 據らざ 

る を 得す、 獨の 將軍モ I ル トケ， 伯 叉 地理 學の 泰斗な り、 彼は壯 年の 頃歐洲 全土 を遊歷 し、 普 國に超 
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^權 を與 へて 獨逸 聯邦 を 形造る の 計靈は 彼が 未だ ATM カ河邊 に 客たり し 時 彼の 胸屮 に湧屮 いせ 

し 者な りと かや、 而 して 地理 學 上の 觀 察に 基せ る 彼の 確信 は 實に攝 理の指 命に 適 中し、 lg 逸民 族 

は彼の敎^^の下にその 邊疆を 一力り， v..^ 河 の 左岸に ま で 擴張 する を 得た り、 聞く 我！； 維新 の 預言者な 

る仙臺 の 林 子 平 は 萬 國地圖 を閲し て 始めて 彼の 大 思想 を 得たり と、 鋭 眼 を 以て 視る 人に は 地圖は 

實に 預言 其 物な り、 獨の 地理 學者^ ^、^ ッ テル 曰く、 「熱心と 敬 畏とを 以て 國の 地形 を學ぶ 

もの は 其 未来の 如何 を 推知し 得べ し」 と、 地理 學の 攻究 豈に忽 にす る を 得ん や。 

ナゑ もの 

si 地 现の実 術 文學に 於け る は 慈母の 其 子に 於け るの 關係 なり、 陶 人の 土塊に 於け るの 關係 なり、 慈 

*  a! 勿論： 犬 性の 頑愚 を變 じて 秀才たら しむる 能 はす、 然れ ども ゲ ー テ 婦人 ありて 詩人 ゲ— テ ありし 

なり、 孟母 ありて 孟- 子 ありし なり、 詩人、 を 取りて 日本 國に あらしめ よ、 彼 はボ， TiiN^ なら ざ 

りしな り、 詩人 I め" テが 英國の 詩歌に 絶望的の 思想 多き を 其の 地理 學上 並に 氣象學 上の 理由に 歸 

せし は 故な きに あらざる なり、 詩人 ミ I ル，^ 曰く 「詩 神の 降臨 は 秋分より 春分 迄に ありと」 と、 

炎熱 鐵を銷 かすが 如き 赤道 直下に 於て 「失 樂園」 の 草 せられん 事 は 吾人の 甚だ 疑ふ處 なり、 文化 

何程 進歩す ると も： 渺茫 たる 水面 一 物の 視線 を 遮ぎ るな く 只 激浪 平 砂に 單音 的の 樂を 奏する 南洋の 

珊瑚 島に 生長せ る もの 、中より バイ 口： ン、 ペル レ ル の 出ん 事 は 余輩 思惟 せんとす る も 能 はざる な 

り、 詩人 ケ I ォ： ル I にォ スが 英圍代 議院に 建 {n して 詩歌 思想 養成の 爲 にか ム バ In ンド， 並に ゥ H ス トモ 

^ラ ン パト 地方の 勝地 を 通過して 鐵道 線路の？ 1 築な からん 事 を 望みし も 全く 地理 學 上の 理由に 存す 

るな り、 ス カン ダナ ビ ャ 半島の 峻嶺 險巍 たる 所是 イブ— セス (Ibsen) ビ ー: ョル ン ゾ— ン (Bj き n- 
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す、 地球 其 物が r 一  侗 有機的 獨立 人」 なり、 地方が 一画の 一 部分に 過ぎざる が 如く 一  國も亦 地球 

て ふ 一 「獨立 人」 の 一部分た るに 過ぎす、 陽 明 子 曰く 「大人 者 以，， 天地 萬 物， 爲， ニ體， 者 也 其視， 1 

天下一 猶ニ 一  家 一中 國猶， 一 一 人匚 と、 我等 は 日本人た るの みならす 亦 世界人 (.vveltmann) たるべ 

きなり、 ！ 手 も 之 を 眼前に 置けば 宇宙 を掩 ふに 足る、 視力 を 一 小國に 注射して 世界の 市民 權を放 

^すべから す、 詩人^, ルレ I ル I 曰く、 

一 國 民の 爲 めに のみ 筆 を 弄する は 拙劣 矮小の 業と 謂 はざる を 得す、 學者 たる もの. - 精神 は 如 

斯 制限に 堪 ゆる 能 はす  、 最强國 民と 雖 ども 一 小片た るに 過ぎす、 故に 其 運命に して 

人類 全 體の進 步に關 係 を 有せざる 事項 は 吾人 を 感激す るに 足らす 

と、 孟子の 謂 ゆる 「居 は氣を 移す」 の 言 實に然 り、 眼 を 自國の 外に 注がざる ものにして 能く 宇宙 

を 包括す る觀 念の 起るべき 理 なし。 

世界 觀念 養成の 實利 ある は 余輩の 辨を 待た すして 明かな り、 謙遞の 念な り、 寬裕の 念な り、 博愛 

利  の 念な り、 自重の 念な り、 愛國の 念な り、 是皆 世界 觀 念の 好 果なり。 

ダ ー ヴヰン 氏 彼の 世界 週航 記に 叙して 曰く、 余 は "亞 非 利 加 沿岸 を廻航 して 始めて 該 大陸の 大を知 

れ りと、 亦 曰く、 太平洋 は 水界の 王たり、 地圖 面に 點々 として 存 する 其 島 喚 も 之を洋 中に 求む る 

時は殆 んど實 在せ ざるの 感 ありと (余の 記憶より 寫 す)、 人レ 謙邏、 寬裕、 博愛の 念 を 喚起せ し 

むる の 最上 i は 彼 をして 世界 を 週 遊せ しむる にあり、 而 して 之に 次ぐ の 策 は 彼 をして 世界 地理 を 

知らし むる にあり。 

故に 萬國 郵便切手 ia- 集の 如き、 其 物 自身 は 一 の實 用な きが 如しと 雖も その 萬國 地理の 講究 を 促が 


し、 郵船の 航路、 鐵 道の 路筋 等を學 ばし むる が 故に 世界 觀念 を發 起す るが 爲 めに は 不揭 功力 あり 

とす、 かの 基督 敎國に 於け る 萬 國傳道 事業の 如き、 其 直接の 結果 は 論す る 迄 もな けれ 共、 其 之に 

金を投 する 老若男女 をして 勉 めすして 萬 國の情 態 を 探らし め、 同感 推察の 情 を 以て 世界 を 蓋 ふに 

至らし むる 間接の 好結果 は實に 偉大なる ものと 云 はざる を 得す。 

世界 觀念、 博愛主義 は 自重 愛 國の念 を 減殺す と 云 ふ もの は 如何なる 愚者 ぞ、 若し 其 識の狹 きを 以 

て 愛 國と稱 するならば 井底の 蛙 こそ 最上の 愛國者 なれ、 亞非利 加內地 蠻挨の 酋長に して 曾て 探检 

家 スタン レ ー を 彼の 茅屋に 招き、 手 を 伸して 其 天井に 達せざる を 示し ス 氏に 問て、 r 汝は 如此大 

厦を 見し こと あり や」 と 云 ひし 人 は 實に眞 正の 愛國 者なる や、 我の 福 島中 佐 を 擁し、 露と 淸 とよ 

り 外に 國 なしと 信じ、 漠北荒 陬の地 を 以て 世界の 最良 田と 見做す 蒙古 人は眞 正の 愛顧 者た るか、 

(福 島中 佐の 遠征 記 を 見よ)、 一 面に は 英佛の 砲擊を 受けながら 西 向して 陸地より 英國に 攻め 人ら 

んと 威張りし 淸廷の 夢想 漢は眞 正の 愛國 者なる か、 愛國 とは國 自慢に あらす、 スべ ンサ ー 氏の 所 

謂 「愛 國とは 自利 主義 を 自國に 適用せ しもの たり」 との 言 は 其 下等の 意味 を 言 ひし ものな り、 自 

利 主義 若し 非德 なれば 之を國 に 適用す る も 非德, ぐり、 眞正 の 愛國 心と は 宇宙 の 爲め に國を 愛す 

000000  0O00000  CC  000000OOOOO0000 

る^ 言 ふなり、 而 して 如 斯愛國 心の みが 最も 國を 利す るの 愛國 心なり、 彼我に 優らん 力、 我 宜し 

く 行て 彼に 學ぶ べし、 彼我に 劣らん か、 我 宜しく 行て 彼を援 くべ し、 是實に 渠の仙 裏の 林 子 平 を 

して 海防 攻戰 を講 すると 同時に、 有名なる 「三 國 通覽」 を 著 はし、 朝鮮 琉球 蝦夷の 地誌 を 明に し- 

大に 天下に 訴 へて 彼等 國を 補助 敎！， jM たへ きを 以てせし 精神な り、 彼 子 平 今 を 去る 百年の 昔、 東 

陲の 一 隅に 於て 能く 之 を學び 得たり、 今日の 識者と 稱 する ものにして 彼の 如く 地理 學を 活用す る 
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もの 幾 十 か ある〕 ,  .   

-ず へが^- にす る 愛阔 心 は ゆ 大 にして 地球 重たり、 我の 责&ゅ 5?,! 包括して 我 は 始めて 我の 重 

宇 { 由^お， ハム ボルトの 所謂 「獨 逸に 生れし 世界の 15, お」 こそ 眞 正の 獨 逸人に して 

眞 正の 偉人 なれ、 國ぉ 悉く 此浩閥 自重の 念 を 起す に 及んで 素め て國 家の 强大を ゆ I むべき のみ、 自 

國の 事物に のみ 一 R 々として 深く 外 を 舉ばざ る 民の 未來は 知るべき のみ。 

か 、 る 大關係 を 有す る 地 g; 學は五 C 人の 深き 注意と 研究と を 要す ベ きもの たり、 地 现敎育 は 普通 敎 

育屮^ だ 緊要なる 位 §1^ をい ：！ むる ものな り、 是れ地 现學の 簡易に して 兒 童の 槻察カ を 喚起す るが 爲 

めに のみ 然るに あらす して、 数 现學言 語畢 と共に 渾 ての 學 科の 土 裏た るべき もの なれば なり、 さ 

れば にや 普通教育 を 以て 世界の 模範た る 普 魯士國 に 於て は 夙く よりず： きを 地理 學 訓練に：， き、 リ 

ツ，！ ァ— ル (llittel.)、 ぺシ H1 ル， (peschel) 氏 等の 誘導の 下にん マ は 世界に 比類な き 地理 敎科書 を 持つ 

に 至り、 英國 政^の 如き も大に 此點に 見る 所 ありて 、匮々 該國 地理 學協會 に 諮問して 普魯士 風の 

地 现敎育 を 全國に 施さん と勉 めつ k あり、 瑞 西の 歸化人 にして 米國プ I リ I ン： N 、；ト I ン， 大學の 地理 學敎 

校たり し 故 マ— ル I ノ Iwld 、！ い：^ iT., 氏 は 有名な る— 力，， ：：，，p  , ^ツー In 刈の 崇拜家 にして、 彼が 米國人 の 無 

頓着た る に關 せす 三 卜 年間 孜 々として 地 理敎育 新 組織 を 傳 布せ しょり、 北米に 於け る 今日の 地理 

敎育 たる もの は 近來著 しき 進歩 を 現 はし、 無味乾燥な りと て兒 童の 最も 忌 嫌 ひし 此舉 もん r は 最も 

^樂 にして も赏利 ある 學科 たるに 至れり、 地名の 暗誦、 山川 方 {!: の 暗記 は 記 惊カ發 達の 爲 めに 


あらす して 其內に 至大なる 功 用と 深遠なる 眞 理の存 すれば なり、 廣理を 戀ひ慕 ふ 誠意 を 以てすれ 

ば 地理 學はー 稷の愛 歌たり、 山水 を 以て 畫が X れ たる 折：： 學 なり、 造 主の 手に 成れる 預言 書な り。 


第一 一章 地理 學と 歷史 其 一 


と S 地理と 歷史と は 舞 臺と劇 曲との 關係 なり、 地 は 人類て ふ 役者が 展史て ふ 劇 曲 を： 奴す る 舞臺た り , 

„w との 闺 

0  故に 地理 學 なくして 歷 史を學 ばんと する もの は、 盤な くして 碁を圍 まんと する が 如く、 盲人が 天 

文 舉を 攻究 せんとす るが 如く 全く 爲し 得べ からざる に は あらす とも 殆ん ど爲し 得が たき 事な り。 

0P^0 地形 必 すし も國民 歷史を 左右せ す、 自由意志 を 有する 人類 は 自然の 奴隸 にあら す、 彼 は 沙漠 を 

由 意志  , 

とたし 得べ し、 山嶽の 障害物 も 彼 は 隧道 を 以て 透徹し 得べ し、 河 身 を 變更し 得べ し、 陸 を 穿ちて 

海洋 を 聯績し 得べ し、 吾人 はバ ッ クル 氏に 傲 ふて 英國 歷史を 自然 的 現象の み を 以て 解 せんとせ す、 

吾人 は ドレ ー パ 0 氏と 共に 合衆國 南北 戰举を 以て 氣象學 上の 差異の 結 なりと 云 はす、 是れ 歴史 

と 地理 學とを 混同す る ものにして 兩 者の 關係を 論す る ものに あらす、 人なる 活動 物と、 地なる 不 

動物と は相關 する 緻密に して 相 異な る 甚だ 犬な り。 

然れ ども 地が 人の 行爲に 及ぼす 感化 力の 犬なる は 余の 巳に 前章に 於て 論ぜし が 如し、 淡黑 なる 印 

度 人 も、 薔薇色なる 英國人 も 一一 一一 口語 學の 達し 得る 時代 迄 は 同一 種族の 民に して、 今 は 主と なり 俊と 

笫ニ章 地 理化11： 史 其 一  五 £ 七 
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なりて 其 懸隔 は 天地の 差 あれ ども、 素 は 高原 空氣爽 なる 所に 同一 の 天幕に 居住せ しもの な 

りと す、 同一 の拉典 人種に して il、 巧 太利兩 族の 歷 史上の 差異 は 如何に 大 なりし や、 人 は 地 を 

化し 得べ くして 地に 化せら る、 ものな り、 一 國の歷 史は其 地と 其 人との 相互 的 動作 (Interaction) 

の 結果な り、 博士 フリ IIF^ 氏 曰く、 

Another  fsople  in  Greece  might  not  have  done  sucli  great  things  as  the  Greeks  dici; 

and  the  Greeks  might  not  liave  done  such  great  things  in  any  other  land,  wut  the 

land  and  its  people  one  P-W0^-^5M.»  and  so  g-reat  thiug.s  came  oi  the ョ. 

希臘人 に 依る に 非 ざれば ベ 布 臘國は 大業 を 見る 能 は ざり しなら む、 希臘國 に 於け るに 非 ざれば 

希 臘人は 火 業 を 遂げ 得 ざり しなら む、 . 然れど 地と 民と 相 通 合して 兩 者より 大事 業 来れり、 

豈是 れ希臘 人と 希 臘國に 於ての み然 らん や。 

<i- は 今玆に 地形の 歷史 に 及ぼす 感化 力 を 論ぜ ん とする に當て 左の 分類に 據ら ん とす、 

第二、 平原 國 

第三、 海國 

國の 分界 は 水に 依る にあら すして 山に 依る、 野^ 的 略奪 家の 大 妨害物 は 山な り崔. ffl 愛國 者の 城壁 


は 山な り、 ライン 河の 滔々 たる は獨、 佛兩國 の 境界 を 永遠に 定 むる を 得す、 ビレー 一， "ス 山脈の： M 

巍 たる は i い ， 恥ぽ國 間の 爭 ふべ からざる 界牌 として 存す、 日耳曼 海の 廣 きと 浪荒 きと は英國 をし 

て VKIl ン I 人種の 略奪より 免 かれしめ す、 ^ピオ ー ト 山の 低き も猶 以て 一 千年の 獨立を 蘇 格 蘭人に 

供す るに 足れり。 

詩人、 ン I ルレ，， ^曰く、 

" 〇11 the  mclultaips  is  freedcm  I  tlio  ci.eatll cf  dcca-y 

" Nevor  sullies  the  fresLi  sowing-  ful- ； 

" Oil ！  nature  is  xsrfect  wherever  we  stray  ； 

" Tis  man  that  deforms  it  witli  care. -- 

(英譯 なり、 ハム ボルトの 著書より 寫す)   

alwa 山と 自由との 關 係は歷 史上 最も 著しき ものな り、 寸 尺の 海岸線 を 有する 事な く、 アル ブス 山系 峯 

情 の 中に 埋れる 瑞西國 は歐洲 自由の 本源な り、 紀元 干 三百 八 年に 三 小 州の 同盟 なりてより 以來六 

百年 問 隣 國の變 動 沿革 は 曾て 休む ことなき に關 せす、 周 園の 天 險は壓 制の 此 仙境に 人る を 許さす- 

偶々 那 翁の 如き ありて 天の 定 むる 處を 人力 を 以て 破り 得し も、 僅かに 四 年を經 すして 自由 は W び 

其 故 國に復 せり、 最も 完全なる 共和 國は アルプス 山中 山 高く して 水 冽き 所に あり、 世界の 自由 を 

重す る國は 未だ 此 一 小山 國 より 學 ぶべき 事 多し。 

キロ- ル 瑞 西の 東 隣をチ B 1 ル (Tyrol) と 云 ふ、 アルプス 山系の 中央に 位し、 獨、 填、 伊 三國の 間に 跨 

第： i 地理 學と 史 Kl  九 
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がり、 共 水 は 流れて 三 支と なり、 -r^ イン、 ダー 1 ュ ー ブ、 ボ ー 三 河 を 給す、 瑞 西の 同盟 成る の顷ょ 

り 壤國の 一 部分として^^し、  <ぉ に 敬 を 以て 朝廷の 待遇す る處 たり、 然れ ども 一 朝 佛の豺 

狼 十^— ォ  1;^ 來 りて 此土を 一 の賫 物に 供し、 澳國 より 割て 彼の 同盟なる バ バリヤ 國に與 へんと せ 

しゃ、 溪 谷に 隠れし 順良なる 民 は に 憤怒の 民と 化し、 愛 國者ホ ー. フ H ル (Aluh.pas  H:fer) の 

敎 導の 下に 佛軍 を國境 天險の 地に 向へ、 年に 三び 戰ひ、 殆んど 鏖滅の 敗 を 取らし め、 普 軍 を 震？ M 

せしめ、 填 軍 を戰慄 せしめし 憐丘ハ をして 逸 巡 侵入す る を 得 ざら しめたり、 那翁 終に 精兵 五 萬 を 遣 

し、 5J. 少カ乎 段 を 1^ て 其 將を擒 にし、 以て 機に 彼の 命に 從 はしむ るに 至れり、 後 五 年に して W び 填 

國の版 2! に i 仅 する や、 塊 帝はホ I り F, ェ— ル |( ぶを贵 族に 列し、 チ n 1 ル山民 は び 其 安然なる 峡谷の 

2： に 安堵す るに 至れり。    I 

サょィ m 十 三^紀の 始に當 つて 怫國の 南方、 ランゲ ドック (Lang 一 ledcc) の 地方に アルビ ゼンス (All>i- 

ぉ.2|!0、3;デ|^,叫ス ovaldensesy  (cathaH)、 と稱 し、 時の 迷信 暗愚の 內に自 * 思想 

を宗敎 上に 適用せ しょり、 法王 政」 肘の 忌む 所と なり、 終に 有名なる アルビ ゼンス 十字軍 を 惹起す 

に 至 り、 其 慘儋た る 殺戮 の狀は 世界の 戰-^_^史中稀 に 見る 處 なり、 劍 は ラ ン Ji^ .^,y ク の 自由 宗敎 を 

壓 せり、 然れ ども 攝理は 場 を是等 自由 先 連 者 類の 爲 めに 供へ たり、 アルプス 山の 南面に 當て、 

3,^  fo^^ 州の 東 境に 接し、 今の 伊 画，。； モ" ント (piedmont) 州の 西 隅、 ボ ー の 緩 流 

が 源を發 する の邊、 峻嶺 險峨相 速な り、 溪 水激奔 巨岩 磊々 たる 處、 .^1,^11 ルナ (Lucernay ぺ 

T^.^^(persa)、  „サTT;^チ ン (sil=  Mal±.lo の 山 鄉と稱 し、 天 造の？ 石 城、 g 面 環 山の 地、 n: んれ 

卽ち， CT:^^ 「ノパ rll の 黨を 掩護し、 七- 年 問の 變： t ーを經 て 中古 時代の 自. m 宗教 を 今日 迄 保存せ し 


III. 

と 


サ ボイ 山中 の 自由 敎徒は 常に 法王 政府 體中 の 刺な りき、 故に 法王 は 還々 命 を 近隣の 貴族 に 下し、 

強兵 を 向けて 異端の 巢 痛を排 はんとせ り、 然れ ども 溫良 無害なる 山中の 居住者 も 自由 唯 一 の 本 城 

を 犯さる、 に 至て は 直に 擧て 猛烈なる 義勇兵と なり、 鋤 利牛 牧 杖を擲 ち、 劍を 腰に し、 敵 兵 を險岸 

絕壁 双肩 を壓 する 所に 向へ、 汚 機なる 羅 馬の 雇 兵 をして 一歩 も此聖 境に 入らし めざり き、 十七 世 

紀の 中頃 ザ  1 ボイ 公の 派遣せ し 六隊の 天主 敎 兵の 爲 めに 隊躪 せられ、 一 度 は 殆んど 再び 起つ 能 は ざ 

るに 至りし かど も、 時の 英國の 大王， め： 口—^ ルの 保護す る 所と なり、 終に 延 々今日に 至り、 伊 

國 聯合の 時に 際して は，， M— ム rTTT 化 王の 良 忠なる 兵と なり、 大に功 を 奏する 所 ありし、 而 して 

今や 信仰 自由 到來の 時に 遭遇し、 数年 前の 事な りき、 國チュ ー リン 府に 於て， ンシ H 黨の 

祝會 ある や、 世界 は 尊敬と 賞 嘆と を 以て、 自由の 發言 者に して 其 忍耐 ある 保存 者なる 此 山中 自， H 

の 民 を 祝したり。 

余輩 は 更に 何 を か 云 はんや、 ワラス .walkcey ブル，' ス (Rcbert  wruce) の 輩 を 擁護し 

英贼を し て 終 に， 蘇國を 服從す る を 得せし めざり し 蘇ぎ 蘭 北方 の 山地。 東歐 悉く 土 耳 古の 征服す る 

處 たるに 営て 獨り囘 々敎 徒に 膝 を 屈せ ざり し モ，； S  I テネグ 口 國。 是 等の 自由 國は皆 山の 賜物な り、 

自由 豈山を 離れて 論す ベ けんや。 

山 は： 太よりの 默 示の 降る 所な り、 其空氣 透明に して 四隣 靜淑 なる、 其 俗界より 高く して 大 上に 稍 

や 近き こと、 あれ 默 示の 山上に 多くして 海面に 掛 なき 理由な らん か、 人類の 本能 は 山 を 以て 祌殿 
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を 築く の 地と. おめたり、 ォ リム ピャの 山頂、 是 れ希臘 全土の 上に； 大智の 降臨す る 所な りき、 シナ 

^半島： Tzv 山 (JebelMli) の嶽、 是れ 十誡の 大訓が 人類に 授けられし 處 なり、 Tin^ 山 南 

面の 1M, 山、 是 れ怫敎 三千 年の 基 を 開きし 處 にして 東洋 敎 化の 遠 源なら す や、， v,^,^ ル， (John 

Albert  Bengel) 曰く、 「山 は 地の 高所に して 天に 近き が 故に 最も^き 事業 を爲 すに 適せり」 と 

(Gnomon,  p.  160j 

^ii 英雄 3,1 所 山水 好、 天眞 爛漫たる 偉人 は 多く 山より 出て 平地に 尠し、 見よ 幾多の 剛勇なる 世界人 物 

は-お 石 多き ス コ ッ ト ラ ン ドの產 出に か \ る を、 北米 一一 —rilu パ— は 合 衆 國中设 小 州の 一 なり、 

其 地 一分 は 湖面に して 八 分 は 山な り、 5 石 石 狼藉して 至る 處耕耘 に 便なら す、 加 ふるに 土地 淺薄以 

て 他 州の 比すべき なし、 著者 曾て 其山屮 一田 舍に 宿す、 談偶々 土地 物産の 事に 及ぶ、 父老 答て 曰 

く 「我 州の 物產 別に 誇るべき なし、 只 一物の 天下に 供すべき あり、 卽ち 人な り」 と、 而 して 米國 

史を繙 くものに して 誰か 此 父老の 言 を 批難す る もの あらん や、 flilT ル、 ゥ H ブス タぃ (Dsliel 

.\vebster)、 ホレス- グリレ ー (Horace  Greeley) 等の 如き 山間の 童兒 として 成長せ し、 剛氣、 

實着、 世の 稱 して 以て 代表的 米國 人と なす もの を 産出せ しこと 擧て數 ふべ からす、 如何なる 寒村 

なりと 雖も 常に 二三の 子弟 を 大學に 達らざる はなく、 而 して 州 人廣く 全國に 散布し、 責任 ある 位 

置 を 占る もの 一 村 多き は 一 一三 十 名に 及ぶ と 云 ふ、 天此 地に 對 する や 物を與 ふるに 吝 にして 靈を賜 

ふに 優な り、 鋤 難の 以て 莨くべからざる 岩石の 地 叉 不毛と 稱 すべから ざるな り。 

聞く 西班牙 國 北方の 諸 州、 ピレ -1|„1|?^山脈が延て叫ヒスケ，.|灣に濱する處、 是 れ班國 人物 出生の 地 


たりと。 所謂 ^%ヒ"* ド イチ (H0C11  Deutsch) と稱 し、 獨 逸帝國 南方に 當り、 ッ ー リン ギヤの 

陰 森幽聽 たる 所、 TTF"(tlarz) 山の 岩 塊磊々 たる 處、 是れ 1 國の剛 骨 男子 を產 出す る を 以て 名 

あり、 誰か 潔白 純良なる ズゥヰ ングル (zwingli) の 生涯 を 見て アルプス 山 溪の淸 冽なる を 思 は 

ざらん や、 陰險 なり、 奸智 なり、 狐疑な り、 是 多く は 濁流 緩慢と して 流て 海に 注ぎ、 人 その 隣人 

と 胃 を 接する 處の產 なり。 


境界線と して 山脈に 二種 あり、 卽ち 東西に 走る ものと 南北に 走る もの 是 なり、 前者 は國民 を區分 

する 上に 非常の 勢力 を 有し、 後者 は 之 に 依て 分界 さる、 國民を 聯合 せし むる に 於て 妨害た ら ざ る 

が 如し、 是ブ I  H 1 氏 (M.BOUet-) の 始めて 指 明せ し事實 にして、 爾來感 史家の 贊同を 受けし 一 

般の 法則なる が 如し。  — 

,3r^ 山の 三 平行 脈 は屮央 歐洲を 東西に 走り、 伊い 獨兩國 の 分界と して^す、 而 して 昔より 今 

曰に 至る 迄 割 王に して 5 國 を併吞 せんとせ しものに して 曾て 成功せ しもの なく、 又 便 人に して 威 

力 を に 振 はんとして 永績 せし もの ある を 聞かす、 アル プ スの 山塊 は 地理 學 上の 境界標な るの 

みならす、 宗敎 上、 曾語學 上、 政治 上、 思想 上の 大 境界な り、 獨人は 宰相.^ ス マ ー クを 以て 云 ふ 

「我等 は W び 「カノ ー サ」 に詣ら じ」 と、 1人は，亂人を賤しむるに彼等の無風_^^にして朴訥なる 

を 以てす、 伊 獨雨國 が 一 政府の 下に 來 らんと する は 最多 望なる 樂天 家も豫 想せ ざる 處 なり。 

佛蘭西 人と 西班牙 人 は 同じく 拉典 人種に して 同宗 敎に歸 依し、 言語 情 性能く 相似たり、 然れ ども 

彼等 雨國 間に ピ " 一一 1- ス 山脈の 横た はる ある を 以て 佛と 班と は現然 たる 一 ー國 民と して 存す、 ルイ 

i や 一章 地理 史 其 一  五： さ 一 一 
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卜 四^ の 政略 は 一時 は 彼の 孫兒 をして 班 王の 位に 卽 かしむ るに 至り、 彼 をして 有名なる II n*y 

It  plus  dc  Pyr6u6es  (ピ レ i 一  ー ス山： 早存 せす) なる 語を發 せしめし と雖 も， 大王の 命 も 山嶽 

を 動かす の 力なく、 ビレー 一 ー ス山は 尙ほ巍 々として 兩國の 間に 存し、 佛と 班と を 一 國 旗の 下に 同 

體 たる を？^ ざら しむ。 

キビ ォッ チビ ォッ ト山 (Cheviot  Hills) は 英吉利と 蘇 格 蘭との 間に 横 はる 小山 脈に して 其 最高 點は 海面よ 

り 三千 尺に 達せす、 然るに 此阜 丘の 一 速 は 永く； 吶國 をして 一 體 たら ざら しめし 大 障害物な りき、 

而 して 合同の 今日に 至る も 一 ー阈 人心の 倾く處 の 相 異なる は觀察 者の 皆な 承認す る處 なり、 東歐^" 

「か^ン半^^3の結合するの難き、 支那 帝國の 南北 殆ん ど異國 民た るの 感 あらしむ るの 理由、 我 嶺 

が 我圃朿 北、 西南の 兩半部 をして 大 t! あらしむ るの 事實は 皆，^ ェ|^ 氏 第一 则の實 例な り。 

is 北 脈 山脈 南北に 走る とき は 分界の 功 を 奏せざる の 實例亦 甚だ 多し。 

ァ， い ナイ 5- 太 利 半岛を 南北に 走る アベ ナイン 山脈 は 伊國の 東西 部 を 結合せ しむる に 一 の 障害たり しこと な 

. し、 拉典： ：：： 族が タイ バ ー 河 澄に 載 業 を 起して より 以來ル ー ビ コン川 以南の 併吞 は^だ 容易なる 業 

たりし、 然れ ども ボ ー 河 沿岸 の 服 從は羅 馬 人 至難の 業に して、 之を完 ふす るに 至りし は 彼等 已に 

威 を 地中海 沿岸の 地に 伸ばせし 後に ありき、 (ル ー ビ コ ン 河口の 邊 より アベ ナイン 山 東 折して 東 

西 脈と なる に 注意せ よ)、 而 して 《39 に羅馬 人の 配慮と して 存し、 敵國と 同盟して 羅馬大 共和 國分 

裂の 處 あらしめ しも の は實に 山 北の 民に して 山 東の 民に あら ざり き。 

ン山 キォ— レ ン山眠 (Krl き M<s.) はスカ ングナ ビヤ 半島 を 南北に 串 貫す る 唆 の 連鎖な り、 端 典 


國共 東に あり、 那威其 西に あり、 以て 現然 たる 二 國の形 をな す、 然れ ども 此等 兩國の 歷史は 常に 

ー國 の歷史 なりき、 勿論 時には 分離 隔絶せ しこと なきに は あら ざり しも、 是れ 何れの 固に 於ても 

見る 處 にして ス 力 ンダ ナビ ャ 半島の み 然るに あらす、 而 して 今や 兩國は その 國 名と 旗色と を 異に 

すると 雖も 同く 之れ ス： ト lex, ホルム 朝廷の 配下に 屬し、 那 人の 之に 忠良なる は瑞 人に 一 歩 を讓ら 

す、 彼等 はスカ T,5r^ ヒャ 人に して 那 * 瑞、 兩國 人に は あらざる なり、 我 日本 國の 山脈 も 重に 南 

北に 互り て 其 歷史は ズ 11 H, し 氏 第一 一 则の顯 明なる 實例 なり、 是 余が 末 章に 於て 刖に 論ぜん とする 

處 なり。 

誰か 歐、 亞 の 山脈 の 東西 に 亙る もの 多き を て 國民 の 割 據と政 治 上 の 混 雜とを 疑 ふ も の あらん や- 

自然 は 東西の 山脈 を 以て 歐洲を 分割せ り、 然るに 米 大陸に 於て は 全く 之に 反し、 山脈 多く は 南北 

に 1 れり、 是れ兩 半球 歷史の 全く 相異る 所に して、 余が 次章に 於て 論ぜん とする 所な り。 

ゆの 用 山 は 能く 國界を 明かに し (殊に 東西に 亙る もの は)、 獨立 自由 を 其內に 養生し、 之 を 保存し、 其 

EE に 住居す る國民 をし て 天與 の 特徴 を發達 せ し む、 毅鍊凝 て 國： 的 精神 とたり、 深遠 た る 思想 と 

なり、 «匿 なる 詩歌と なり、 壯 たる 行爲と なり、 以て 此 陳腐 世界 をして 全く 腐， 敗せ ざら しむ。 

然れ ども 山 は 高く して 狹し、 山 は 思想の 起る Ji- にして 之を赏 行す る 所に あらす、 詩人 ゲ ー テ！ ：： く 

.KS Idhlet-  0111  T;llo】ll,  si. 一. li .ョ 二つ I-  Siille  ； 

m<-ll ウー.】 I マー l;u-!l( 二 /2- i.u  二, m リー-ニニ 二  二 ン\ 三に 

智能 は 閑 離の 地に 成形し、 

u ケー S£J 地？， 一 史 其 一  五 五 五 
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品位 は 社 界繁雜 の 中に 熟す。 、  、   

知： ：4 きい^ やれば 只 智能と し て 終る のみ、 山 を m て 平地に 下る に 及ん で 始め て 赏行 とたり 品 

恰も 山 谷の 溪水は 或は 狂奔して 白沫を 岩角の 上に 揚げ、 或は 干 似の 斷壁を 

飛んで 瀑布と なると 雖 ども、 平野に 降て 沃田 を液漑 し、 市街 を 環 流す るに あら ざれば I に 實用を 

爲 ざるが 如し、 山は學 校に して 平地 は社界 なり、 山 は 養 ふに 能くして 仲 張 は 平地に あり、 山 は 永 

く 留まる ベ き 所に あらざる なり。 

の缺 是れ實 に山國 の缺點 にして、 國を 山間に 立つ るの 民 は狹隙 にして 邊大 ならざる の 理由な り、 山國 

の；^^の特徴として激烈なる愛國心を有すると同時に、 嫉妬 憎惡の 念に 深く、 針 小 些細の 過失 は 百 

世に 亙る 怨恨の 基と なり、 郡 は 都と 争 ひ、 村 は 村に 抗し、 外に 强 敵の 犯すな き 時 は內訌 紛擾の 中 

に 日 を 送る を 以て 常と す 詩人 ゴ ー ル ドス ミ スの此 點に關 する 觀察は 健全な り， 

Tlieir  morals,  like  their  pleasures,  are  Tbllt  low : 

Fcr,  f£  refinement  stops,  Ildm  sure  to  son 

uualter-d,  urdmjil.ov-d  the  manners  1.U11 ； 

And  love、s  and  frienclHlTlilys  finely  ； pointed  dart 

Fall  blunted  from  each  indurated  heart. 

Some  sterner  ^^^.^coa  o-er  the  mountain ビ IJl.eaHt 

May  sit,  like  lalcons  cowermg^  on  the  nest; 

wut  all  tlie  gfentler  morals,  such  as  play 


Ttirough  life-s  more  cultured  Avails  and  chal-nl  the  .svay, 

Tliese,  far  dispers-cl,  on  timorous  ； pinions  fly. 

To  sport  and  flutter  in  a  kinder  sky. —Tile  Traveller,  228—238. 

モンテ ネ. 國と其 民に 關 する 地理 學 者の 記事 は 左の 如し、 

乇 ン テ 4^^r^  (Montenegro) 卽ちカ ラダ ー め (Kara  Dagh 黑 山の 謂な り)、 山國 なり、 

高嶺の 連鑌 より 成立ち、 高き は 八 千 五 百 尺より 九 千 三百 尺に 達す、  人口 二十 五 萬、 

甚だ 無學 にして 喧爭を 好む、 四十 餘 族に 分離し、 爭鬪絕 ゆる 隙な し、 報 仇 は 義務と して 信ぜ 

らる、 愛國心 非常に 强し、 ， 

山に 氣骨 あり て 度量な し * 思想 多くして 實行 少し。 

第三 章 地理 學と 歷史 其 二 

平原 國 

平 Is 平原 は 思想 を實 行す るの 場所な り、 沃野 千里、 是れ 高山 大澤 の內に 養生され し 偉雄が 来て その 偉 

行 地 想 を 地に 印す るの 所な り、 伊 Bf^ ム パ I- 一 If の 平原 は 「七 丘」 の內に 凝^せし 拉典 民族の 一 支が 覇 

業 を f 界に 建つ るの 起點 なりき、 印度 力—，； T 一 r や —「フ の 平原 は 蒙古、 波 斯の雄 族が 皇紀 を 開き、 政 
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令 を 布く の 地な りき、 黄河、 #3 の 平原 は 滿洲、 漠 北の 酋長 をして 雄！.： を； s する の 所な りき。 

山に 據 るの は 未だ 防禦の 位 に 立つ 民に して、 天下 を 制せん と 欲する もの は 平原 榧 要 の 地に 據 

らざる 可ら す、 是れ關 八州が 天下 を 制する の 所以な り、 ！：-ルれ尾^！平原を扼するものは常に威を關 

西に 振 ひし 理由な り、 是れキ W 吉の地 现學的 本能が 京都 を棄て 大阪に 築き、 家 康に訓 し 彼 をして 小 

田 原に 據ら すして 江戶に 築かし めし 解明な り、 れカ。 ホ— レ I ォ 1 「の 軍略が 常に 山間の 要塞に 眼を留 

めすして ちに 平原の 中 府を衝 きし 理由な り、 此簡 短なる 地理 學 上の 原理 を 認めす して、 軍略 政 

略. ゆな が ら度を 失 ひ、 後の 歴史家 をし て 嘆惜 拾く 能 は ざら し めし 實例 甚だ 多し U 

平 gsi- 平- £ 小 は^ 界 鬪史の 劇場な り、 そ は 平原 は國 ：！^ 常 力の 淵源 なれば なり、 山林の 薄利なる、 雜 山の 

*w 力 危險 なる、 以て 永く 國 民の 生命力 を 維ぐ を 得す、 水産の 暴利 あるに 關 せす、 以て 國を 建る の 基本 

t なすに 足らす、 カリ ホル 一一 ャ" の 金鑛は 北米 西海岸に 人 を 集 m する の 川 ありし と雖も 立憲 國の秩 

序に 安す る^ 勉 なる 民 を 造りし はサ クラ メント ー (sils-amen<x>)、 サ ノア キン (siln  Jslqlull) 

沿岸の 田園な りし。 世界に 冠たる， 那 1»國 の 漁業 すら 厥 の 國 山間 幽谷 に 散布す る麥 畑の 牧 獲の 1§ か 

なる に 若 かす、 佐 渡 金 魏の謦 ： かなる も 一郡の 農産物に 及ばす、 北海 全道の 漁 遊 は 僅かに m 十 萬の 

2^:: を 支 ゆるに 止て 石 狩 平原の 開變は 麥麵を 日本 全國 民に 給す るに 足る、 國の 富は實 に其國 平原の 

富な り、 是れ^ li の 一 小國が 歐洲諸 大國の 垂涎す る處 たるの 理由な り、 是れー 一十 六 萬 町歩 を 有 

する 椅玉縣 が 五 干 六 百 萬圆の 地惯を 有し、 六十 萬 町步を 有する 長 野 縣が其 物産の 豐饒 なる に關せ 

す僅々 四干^^？^の地價を有する现由なり。 


卒 原の 缺 

點 


IS  士  s 


丄 


富の 淵源たり、 政權の 中央たり、 英雄の 活動 地た る 平原 亦 特種の 缺點 ある あり。 

山の 特產は 自由にして 平原 は壓 制の 奥窟 なり、 交通の便 益 はおの 集合 連帶を 促が し、 確 同た る 制 

度の 實施 となり、 人 は 個々 として 動かす して 團體 として 生活す るに 至る、 平原 國の民 は 一組 織の 

一 分子た るに 過ぎす、 合集體 として 全土 を壓 する の權カ をお し、 一 倾人 として は 一 日の 生 を繁ぐ 

を 得す、 世界の 王に して 社界 の奴隸 たる は 平原 國 住民の 常態な り。 

世界の 最大 壓制國 は 露士亞 なり、 東 は 太平洋 岸より、 西 は ボル I チック 海に 至る 迄、 渺茫 千里に 亙 

る 一 低地 は 一 愆萬 人の 奴隸を 使役す る 一 專 主の 領土な り、 憲法 政治の 恩 澤は西 隣 諸 邦に 普く、 其 

光已に 東端の 君主 國 たる 日本 迄 輝き渡りし 十九 世紀の 今日に 當て、 ヴ， オルガ、 -ト -ー ー ベ ル 沿岸の 

民 は尙其 生命 を 一 暴 主の 手に 委ね、 無期の 兵役、 め i,s の 資流も 唯々 諾々 啞 者の 如くに 肯んぜ 

ざる を 得す、 若し^ 山 (Valdai  ； Hulas) をして 尙ほ 三千 尺 高から しめ、 其 支脈 を 黑海裏 

海の 邊迄 延長せ しめしな らば、 自由 は已に ウラル 山頂に 達せし もの を、 ス テッド 氏 曰く、 

If  slly  there  一. I 1>(-21  :i 一一 liiiiip  :f  Alps  i-l  the  centre  of  Muscovy,  hsv  dsel.cnl- 

Easts,u  Europe  would 1)0  t(？ 一 ay  ！  AVhere  ^p^s^.o  fails  to  create  ram づ al.tH  Icr  Il.eedo ョ， 

the  cause  of  h->orty まさ ms  rorodoomed  to  defcai. 

llrovic 二 V  cf  Kovie-Nvs.  Sept. 15, 181H. 

若し TTF^I,^.^  (露 國) の 中！ に 於て カル ブスの 一塊 あらしめば 東歐 今日の 有様 は 如何に 異 

なりし よ、 自然が 自由の 爲 めに 胸壁 を 築かざる 所に 於て は 自由 は 敗滅に 歸す るが 如し。 

波 蘭 土國の 悲劇的 運命 は 實に之 を 環す るに 自由の 胸壁 を缺 きたる が 故な り、 コ ス ー ト (， KOS- 
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suth) 叫- 3^ 1-1^ (watthyaui ) 等の 憂國 者に して 終に HI 國 の 獨立を 維持し 得 ざり し は 西方 

填國の 方面に 常て 一 山脈の ダ-ー ュ ー ブ 平原 を橫斷 する 事なければ なり、 平原 は 常に 山 問 海 濱の民 

の 掠奪 地に して 彼に 服し 是に 媚び、 常に 牛耳 を 未開 蠻 人の 手に,^ ねぬ、 印度 UII^J^ 平原が 

七 百年 を 出で ざるに 主 を替る こと 七囘， 蒙古、 亜拉 比亞、 波斯の 酋長 等が 陶 人が 粘土 を 陶冶す る 

が 如く 億 萬の 生 靈を利 慾の 用に 供せ しと 雖も、 一 人 起て 之を抗 せし ものな かりし は、 富燒た る 平 

原國 の 運命と し て 實に 悲嘆す ベ き なり。 

SS 國產 の輻湊 地に して 國 民の 築 合 地なる 平原 は 亦 腐敗の 依て 以て 起る 處 なり、 恰も 淸冽 たる 俊 水が 

涎々 として 流れて 河口に 近く や、 沼 池と なり 溝 堀と なりて 病毒 を發 する の 原因と なる が 如し、 醫 

舉者 某の 一一 一一 n に 曰く、 「人 若し 其 隣人より 平均 四百 尺の 距離に 住せば 彼の 平均 命数 は 五十 年な り、 

距離 三百 尺に 減 すれば 命數は 四十 年と なり、 六十 尺の 距離に 近づけば 三十 年間 生くべく、  二十 尺 

に 至れば 僅に 二十 五 年の 生命 を 保ち 得る のみ」 と、 是れ實 に 人口 稠密の 度合と 平均 命数との 比例 

にして 何人も 能く 知る 所な り、 是れ實 に 樵 夫 一 人 は 商 估の 番頭 十 人に 敵す る 生活力 を 有する 解明 

なり、 疋れ實 に 僅々 六 百 萬の 人口 を 有する 滿洲が 四 億 萬の 人口 を 有する 支那 四百 餘州 を服從 せし 

最大 理由な り。 

g の 花 富の 增 加が 常に 國尺の 惰弱 を 招く こと は餘り 明瞭なる 事實 にして 余輩の 此に之 を 論究す るの 必要 

なし、 富 は 堆積す れは必 す.；^ 敗す る ものな り、 平原 若し 其 富を排 散す るの 道なければ 伊國 カム パ 

ノ-ヤ の 平原が 病毒の 藤 造 地と なりたる が 如く、 富 は 平原 居住者の 心靈を 犯し、 終に 延て全 國を腐 


朽せ しむる に 至る、 平原 は 山 民の 活動 地 なれ ども 海に 出で ざる 平原の 民は朽 死す るに 至る C 

海 國 

淑茫 たる 海面 是れ 廣濶の 代名詞たり、 山間の 頑 民、 市街の 怯 夫、 天涯 無限 蒼浪の 上に 浮ぶ に 及ん 

で めて 宇宙の 大を 悟り、 狹隙壓 制の 憎むべき を知覺 す。 海 を 望んで 我等 は 始めて 世界の 民た る 

を 知る、 芙蓉の 秀麗なる は 太平洋の 廣漠 たるに 及ばす、 退 保と 嫉妬 は 陸 の 物な り、 進取と 寬裕は 

海の 產 なり、 據頭 海に 臨む 處、 是れ 世界の 王國に 入る の 門なら す や、 黄河 滔々 海に 流れて 止ます. 

人の みは 陸に 墳 積して 窒死すべき か、 

ひろ 

海よ、 海よ、 我を寬 くせよ、 

俗界の 權者 我を擒 にし、 

その 古俗と 舊 習と は 我 を！^ し、 

我 をして 我が 羽翼 を 仲し 得 ざら しむ。 

我 は 海： §£F の 自由 を 慕 ふなり、 

我 は賴錢 (信 天き の 飛 力 を 羨むな り、 

無窮の 靈 を^す る 我 は、 

此 壓迫狹 隙に 堪 ゆる 能 はざる なり。 
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海よ、 海よ、 我を淸 くせよ、 

腐敗 は 平原 都 城 を 襲へ り、 

山間の 仙境 亦 陋習に 化せり、 

浩然の II- 我 今 之 を 全土に 求めて C 求む る も) 得す。 

洋面 到る 處酸氣 多し、 

海上 波靜 かなる 時 風に 香味 あり、 

淸淨を 愛する 我の 靈は、 

此 ！^. 此 汚に 堪 ゆる 能 は ざ る なり。 

海よ、 海よ * 我を强 くせよ、 

配慮 は 我の 英氣を 挫けり、 

辛勞は 我の 思惟 を壓 せり、 

我 精 我 筋 (我 Is 將 に縮滅 せんと 欲す。 

上 風に 逆 ふ 時 我に 膽カ 生る、 

船頭 梶を 御す る 時 我に 恐怖な し、 

活動 を耍 (き する 我の 生 は、 

此軟 此！； ^に堪 ゆる 能 はざる なり。 


e: 防と し 

て； i の 用 


通路と し 

て 海の 用 


獨 立の 胸壁と して 海 は 山に 亞 ぐの 價値 あり、 1 及國 をして 外敵の 攻 擊を受 る事少 くして 太古 時代 

に 充分なる 文明 を發 達せし めしもの は 其 北方 を 守る に 海 あり 東方に „11 を 控 へしが 故な り、 

亞細亞 大王 ゼル キゼス をして 歐洲的 文明 を 初 芽の 中に 希 職 半島に 於て 潰滅し 能 は ざら しめし もの 

も 海な りき、 海 は 英國獨 立の 維持 者な りき、 刺 王フヰ リップ 二世の 大 艦隊 は 人手 を 借す して 空の 

四方に 散亂 せられたり、 大帝 1  ナ ボ II レ I ォ刈は イン ギリ シ 海峡 六 時間の 擅 有權を 占む る 能 はすして 終 

に 彼の 終生の 目的たり し 英國を 破 碎し能 は ざり し、 宜な るかな 詩人 コ レリ— ツ^の 誇りし や。 

" Ana  〇c©an  nud  his  uproar  wild 

steals  safety  to lus  island  chiKl. 

Hence  lor  man.v  a  fealpss  age 

Has  socisu  Quiet  lo.ved  tliy  shore, 

feci-  ever  proud  luvader ビ raf^e, 

or  sacked  tliy  towers  or  stained  tliy  fields  .with  g.01.c. " 

元の 入寇 を 博 多に 向へ し 我 日本の 獨立も 亦 海の 賜物なら すと 云 ふ を 得ん や。 


然れ ども 海の 重なる 用 は 防禦に あらす して 交通に あり、 海 は 我等 を圍 まんと して 存 する ものに あ 

ら すして 我等 を 放ん が爲 めの 者な り、 海 は 妨害物に あらす して 反て 最 便の 通路な り〕 

沙漠の 一 千 英里は 六十 日の 旅程 を 要すれ ども、 風 帆船の 遲 緩なる も 大西洋 二 千 五 百 英里を 半 百 n 

t? 一章 地理 學と歷 £ 其 二  五六 三 


地 人 論  五六 3 

に 横斷し 得べ し、 鐵路の 便利なる も 一 噸の 貨物 を 百 哩三圓 より 少き 運賃 を 以て 運輸す るに 苦しむ. 

海運の 低廉なる 汽船 を 以て 太平洋 四千 三百 海里 を 一 噸に 課する に 僅かに 十五 圓 にして 尙ほ 餘裕ぁ 

り、 山路の 險 なる は 海路の 迂囘 なる よりも 難し、 海の 達せざる 處是れ 最も 僻陬の 地な り。 

海の 歷史 は擴 張の 歷5„ ^なり、 西 端の 海岸 一 小片に 據 りし フヰ 一一 シャ人 は 海に 打 勝ちし が 故 

に 地中海と 「北海」 と ¥T_^T^ 海 沿岸の 諸 邦に 勝てり、 海に 據 りしが 故に 亜 典の 小 邦 は 希臘聯 

邦に 敵對し 得たり、 海に 浮びし が 故に YI>rrT の 一 巿は歐 洲諸大 國に比 敵す るの 富と 權とを 握れり- 

海に 出しが 故に IS の 小なる も^ ほ歐洲 第一 一等 國に 位する を 得、 海 を 利用せ しが 故に 英國は 今 は 

世界 六 分の 一 の 持主な り、 海に 據 りし 間 は， 西班牙 は 令 日の 軟弱 國 なら ざり し。 

海に 據ら ざり しが 故に 印度支那の 文明 は 停止の 文明な りし、 海 を 怖れし 日本 は 永く 東 隅の 一 隱居 

たりし、 海に 便なら ざるが 故に 露 國の廣 犬なる 領土 も 英國の 一島 喚に 及ばす、 海に 濱 する 勘き が 

故に # 圃は歐 土の 外に 羽翼 を 仲ば す を 得す。 

港の 平》 人類 は 陸に 國を なして 海に 相 共 合する ものな り、 一洋 萬 邦を繁 ぐ、 海 は 其 面の 平 かなる が 如く 人 

f 種 をして 悉く 平等なら しむる ものな り、 視線 を 遮る に 芙蓉の 聳 ゆるな く、 歩 を 停む るに ラインの 

流る」 たく、 渺茫 たる 平面 水天彷彿 たる 處、 是れ 人種 觀 念が 忘却 せられて 人類 観念の 起る 處 なり- 

四海 兄弟 主義に 基ゐ する 世界 王國の 建設 は 海國の 手に 依ての み 成る を 得べ し。 

歷 おは 山に 始まり 平原 を 通過して 海に 終る、 三者 其 一 を 缺て國 民の 發達は 健全た る 能 はす、 人類 

歷史の 多分 は此 地现學 上、 三 原素の 相 1^ の關 係な り、 人を學 ばんと する もの 豈 地理 を審か にせす 


して 可な らん や 


第 四 章 地理 學と 攝理 

ss-es 攝理と は宗敎 上の 語に して 英語の providence なる 語を譯 せし ものな り、 ，，5;^,|ェ ズ— ス I ク ー 此 語に 意 

義を附 して 「神が 萬 有の 上に 執行す る 先見と 配 意」 なりと 曰へ り、 故に 攝理 (prcviaelsc) なる 

語 は 舊來の 宗敎學 者が 用ゐ來 りし 意匠 (design) なる 語と 稍 や 意義 を 同う する ものたり、 卽ち 造 

物 主が 宇宙 を 造る に當て 時計 師が 時計 を 造る が 如く 一  定の 方式と 確固たる 目的 を 以てせられし を 

云 ふなり。 

故に 攝理の 觀念は 絕對的 意志 存在の 觀念を 含有す、 而 して 絕對的 意志 存在に 關 する 問題 は 純粹哲 

學 上の 問題 たれば 余輩の 爱に 論究 せんとす る處 にあら す、 余輩の 探究 は歸納 的たり、 余輩に 明瞭 

なる 地理 上の 事實の 供せられ しあり、 而 して 余輩 は 余輩の 常識に 訴へ、 最も 見易き 推理 法に 則り" 

此地は 意志な き 偶然の 作た る や、 或は 一大 思想の 其 中 を 貫通す る ありて、 現然 たる 意匠の 其 中に 

存 する や 否 や を 判^せん と 欲す。 

i^s 地球 表面に 五大洋と 五大洲の 散布す る あり、 而 して 皮相 的 觀察は 之 を 偶然の 配布に 歸 するなら む- 
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然れ ども 少しく 注意し て 之を閱 すれ ば少 くと も 左 の 機械的 配布 法 に據る こと を 見る なるべし 

五大 陸 は 第 一 圖の 如く 北極 を屮 3 典點 として 三 大陸 塊と なりて 三方に 向て 放射す る こと。 

一 、 亜細亞 it 斯太利 塊、   

ス マタラ、 、やめ 諸島 は兩 大陸 を 紫ぐ 連鎖な り、 且つ 東印度 I 多島海 は 水底 百尋を 

越 ゆる 所 甚だ 尠 なし。 

二、 歐羅巴 =  l5i 弗 利 加 陸 塊、 


地中海 は 陵 塊の 凹みな り、 是れ兩 大陸の 山脈の 方向 を 以て 徴 すべく シ 、リ ー 島が 伊太利 

半^^を：^^弗利加北岸に逑續するを以 て證 すべ し〕 

亞細 ffi 大陸 西北 部ォ. ビ 河口より.？ T-T ル  1 山脈の 東 斜面に 沿 ひ 南方 11 に 到る 處は  一 M 地に 

して 古昔 は 一 面の 海たり しの 證は裏 海に 樓息 する 動物が 北氷洋 產の ものと 相 類似す る甚 

しき を 以て 知る を 得べ し、 故に 若し 11 並に^^ を 算入 すれば、 1"^ の 境界 は 水と 見て 

可な り。 

是 れ三大 陸 塊 中 最も 判然たる ものな り。 

今 此等三 大陶塊 を 相互に 比较 する 時 は 左の 奇異なる 符合 あ る を發 見す ベ し。 

一、 备 陸 塊 は 南方に 尖が りて 北方に 擴大 なり。 

^^^斯太利の南端—サ^^ス1岬、 亞弗利 加の 南端 喜 望峯、 亜米利加の 南端 1^ 岬。 

二、 各 塊 は 南北 二分に 判 分す。 


三、 各陸塊の東南隅に近く大島の存するぁ.=^。 

濠斯太 利の 東南に 一一 ュ ー ジ ー ランド 島 あり、 亜 弗 利 加の 東南に マダ ガス 力， 1 島 あり、 南 

亞米利 加の 東南に フ ホル クラン ド島 あり。 

四、 各 陸 塊 北部の 東岸に 営って 著大なる 島 あり。  

亞細亞 に 日本 島 あり、 北 亞米利 加に-一 ュ ー フ ワンド ランド あり、 歐羅巴 は 東方に 海 を 有 

せざる が 故に 島 を 有せざる が 如しと 雖も、 ，，！^Tr^ 山脈 は 島嶼が 海中に 突出す るが 如く 歐 

W に 互る 大低 面の 上に 吃 立す。 

五、 各 陸 塊 南北 雨 部の 中間、 東方に 當て 著名なる 多島海 あり。 

M、 豫 間に 呂宋、 ボル ネオ、 ギ 一一 ャ、 セレべ ス等を 有する 東印度 並に メラ 一一 シャ 多島海 

あり、 歐、 非 間に ェ ー ジ アン 多島海 ありて シ クラ デス 群島、 シ プラス、 &-> ズ 諸島 を 含 

む、 雨お 間に は 有名なる 西 印度 群島 あ？ V。 

六、 北大 陸 は 南方に 向て 备三 個の 半島 を 有す" 

亞細亞 に 印， 1=1^、  Mr か， T、  Ml, ^あり。 

歐 ei 巴に. TTiT 半島、 伊太利、 西班牙 あり。   

北 亞米利 加に. リダ、 皇西哥 (。ハナ マ は切斷 せし ものと 見做)、 カル ホル-一 ャ あり。 

是れ 偶然の 符合と は 見えざる なり。 

今 機械的の 配列 を 措て 歷 史的に 陸地の 配布 構造 法 を 攻究す る 時 は尙ほ 一 暦 意匠の 其 .2: に存 する を 
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It す 


地 人 

見る を 得べ し。 

地の 目的 は 如 何、 人類 を發 i 

は 歴史 折 〔學 者の 論す る 所な」 

ジ卜レ 1 (Littr6 ソ 曰ノ 
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一し むる にあり、 地理の 目的 は 歷史の 目的な り、 而 して 後者の 如 M. 

歷史は 生理的 {免 道 論の 論理 を 以て 解釋し 得べき 自然 的 現像な り。 

歷史は 重に 人類 宗敎的 良心の 發達 なり。 

歷史 は心靈 自由の 發達 にして、 源 因 結 某の 連鎖なる が 故に、 その 


ブン セン (Bunsen)  R. 

(Hegel) 曰- 

渾 ての 現象 は合现 的に 解し 得べき ものな り。 

シ H リ ング (schelling.)  II： く、 歷史は 絕對的 意志の 發達 にして、 徐々 たる 祌の自 現な り。 

生理的お 道と 云 ひ、 宗敎的 良心 乂は 心靈 自由の 發 達と 云 ひ、 絕對的 意志の 開 顯と云 ひ、 其 内に 進 一 

步、 啓 發の意 を 含まざる はなし、 人類 は 地球 廻轉 の度數 と共に 完全に 向 ひ 進みつ & あるひい：^!! 

端 厭 論者に あらざる 外 は 悉く 識者の 承認す る處 なり、 而 して 人類の 捿息 所た る 地は此 進步、 啓 

發を 助け、 促す ものなら ざるべ からす。 

I は g 育 人類の 進歩 啓發を 促す 爲 めに 地 は 如何なる 特質 を 有せざる ベから ざる か。 

一、 進歩 を 助けん が爲 めに 地 は 開拓、 耕耘、 運輸、 交際の 便利 を 人類に 供せ ざるべ からす。 

一 一、 啓發を 助けん が爲 めに は 地 は 多少の 障害 を 人類に 佻せ ざるべ からす。 

地の 配列 構造に して 全く 人類 進步を 獎勵せ ざらん 乎、 人類 は 失望に 沈んで 進まざる べし、 

一 の 障害物 を も 供せ ざらん 乎、 進歩 簡易に 過ぎて 心靈の 怠惰と 倨 散と を 招き、 智と 鶴と 


の 
便 


は啓發 せざる べし、 適宜なる 獎勵と 適宜なる 障害と は敎育 上の 必要に して、 天が 人に 與 

0O000OOO0O0O00000OO00000  0  00 

ふるに 地 を 以てせし ゃ此 特質 を 有する 地球 を 以てせられたり。 

我等の 樓息 する 地球 は 敎育上 絡 大の價 値 を 有する もの なれば、 甚だ 完全に して 全く 完全なら す卽 

ち此 地球 は 人の 勞カを 以て 始めて 完全た る を 得る ものな り。 

地球 全面 を大 體に觀 察する 時 は 吾人 は 其 最も 良く 人類の 幸福 を 計らん が爲 めに 構造 配布 せられし 

者なる を 見る たり、 其 二三の 實例は 左の 如し、 

一 、 陸 は 地球 面の 三分の 一 にして 水 は その 三分の 二な り (陸 一 一七と 水 七 二の 割)、 是れ 一 に は 

i^Hの植生に水を給する爲め、 一 一に は 水 は 陸に 勝りて 運輸に 便 なれば 陸と 陸との 交通 をし 

て 便なら しめんが 爲 なり。 

二、 陸地 は 溫帶に 多くして 熱帶、 寒帶に 少し， ー 地 をして 可成 だけ 快樂 なる 住所たら しむ。 

三、 低地 は 赤道 を 去る こと 遠き に從 つて 多く、 高山 高原 は 重に 赤道 直下に あり、 —炎熱 劇しき 

所に 於て は 海面よりの 高度 を增 して 之 を 刪 減し、 太陽光線の 斜角 強き 所に て は 高度 を 減じ 

て 悉く 之 を吸牧 せし む。 

四、 各 陸 塊 は 之 を 中央部に 於て 兩斷 する に 水 を 以てせり、 以て 東西 交通の便 を 開けり、 —亜，、 

^^間に東印度多島海、 歐、 鋼 間に 地中海 (紅海)、 兩米— 間 に —刮 ャ海 並 に 叫 ゃシコ 湾 あ り 。 

五、 大山 脈 は 重に 陸 塊の 一 方に 偏して 常 風の 下位に あり、 是れ濕 氣を其 一 方に 凝結せ しめ、 不 

用の 高原 沙漠 を 減少 せんが 爲 なり。 
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六、 寒暖 一 一種の 海流より 利益 を受 くる 陸 は 多くして 损害を 蒙る は し" 

地の 不便 然れ ども 地上に 不便 缺點亦 ii とせす、 其 二三 を擧 ぐれば、 

一、 寒帶に 氷結の 地 あり、 熱帶に 不耗の 沙漠 多し。 

二、 東西 通路に バンス 地峡、 TlicT 地峽の 如き 交通の 障害 あり。 

三、 亜 弗 利 加、 濠斯太 亜の 如く 山脈 陸の 四方 を 園み、 海岸と 内地との 交通 を 妨げ、 且つ 雨路を 

遮斷し て 數萬 方里の 不 耗 沙漠 の 地 を 作れる あり。 

其 他. 枚擧す る に 遑 あ らす。 

然れ ども 地球 表面 一 般の觀 察より 論す る 時 は 便益 は 多くして 障碍 は尠 し、 獎勵は 常にして 妨害 は 

例外な り、 卽ち 海陸の 散布、 形狀、 構造 等 は 人類の 發達 を援け 促す の徵候 ある こと は 少しく 意 を 

留めて 地理 學を 攻究す る ものに は 甚だ 顯 明なら ざる を 得す。 

l^^tl 人類の 發 達と は 勿論 その 體、 智、 靈の均 齊的發 達 を 謂 ふなり、 故に 其 發達は 之 を 代表す る 一 個人 

人の ほ遂 の發 達に 於て 學ぶを 得べ し、 其 模範的 一個人の 發 達の 順序 を述 ぶれば 左の 如し、 

一 , 小兒 時期、 —重に 肉 體の發 達 時期な り、 彼の 思惟 は 想像 的な り、 靈性は 幼稚に して 單純高 

尙 なる 觀念を 感受し 易しと 雖も、 之 を 理性に 照し、 疑問に 附し、 討議 攻究す るの 念 は 甚だ 

微弱な り。 

二、 青年 時期、 —智識 發 達の 時期な り、 ま" 肉 は 外部の 伸張 をえ めて 內 部の 筋骨 は强 固を增 し、 


理性 漸く 進みて 事物の 原因 を疑議 討究す るに 至る、 經験 層む に從 つて 益々 生命の 實憒 ある 

を 悟り、 彼に 理想なる もの 起り 來て之 を實行 せんと の 念禁 する 能 はざる に 至る。 

三、 壯年 時期、 —實行 活動の 時期な り、 體、 智、 共に 成熟に 達して 今 は 思想が 實 行し 始まりぬ、 

生命 は勞 働と なり、 地 は 一 の 職工 場と 見做さる、 に 至る。 

四、 老年 時期、 —靜思 時期な り、 體カ、 智力 は衰へ 始めぬ、 業 巳に 成て 今 は 安らかに 天命 を 待 

つのみ、 靈性 頓に發 達の 度 を 加へ、 永遠の 美音 を 耳に する に 至る、 詩人が，. 1^: ルド ゥォ ルス 

の 句に 云へ るが 如し、 

".Wln8:s  at ョ. y  Sh(nl.klc3r  sscm  tc づ lay  ； 

CP  tliose  bllg-ut  sr-ops  that  】lf-!lvoIl.will.<l  raise 

，.rlK-ir  practicable  -wily,  - 1- Kvmi-IHJ  otlp 

人類 一般の 進歩 も 同一 順序に 據る ものな り、 但し 人類 全 體の發 育史に は 老年 時期の あるな し、 

「侗ス は 失せて 世 は 愈々 益々 大 なり」 广 JLndividilH  Avitlicr,  but  the  .world で- rows  mcl.o  tuul 

ョ orc)、 人類の 最終 期 は 克己 博愛の 時代な り、 故に 博士， コッカ ー 氏 は 人類の 進 步歷史 を 左の 四 期 

に區 分せ り、 

第 一 、 服從 時期 

第一 一、 良心 發達 時期 

第三、 自由 發達 時期 
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第 四、 意志 發逹 時期 

而 して 余輩の 觀 察する 所 を 以てすれば、 地 は 人類の 此發達 を 促さん が爲 めに 造られし ものな り、 

卽ち 彼の 産室 幷 びに 幼時 發 育の 爲 めの 大陸 あり、 彼の 敎育 場卽ち 11 人の 稱 する 「ジム ナジ ュ ム」 

(鍛練 場) に 供せられ し 大陸 あり、 彼の 活動 大陸 あり、 克己 博愛の 性 を 養生 發揚 する の 大陸 あり、 

余輩 は 今 順を逐 ふて 余輩の 思考 を 開陳 せんと 欲す。： 


第五 章 亞細亞 論 


人類の 始祖 は 地球 表面上 何 處に顯 はれし や は 未だ 人類 學 上の 大 問題 なれ ども、 其 始めて 歷 的 人 

民と して 生れし 地 は 疑 を 入るべき にあら す、 卽ち 亞細亞 大陸の 中部.^ マ II ラ刊 山の 西北 面より 西の 

方 イラン，、 アル メ  ニヤ 高原の 邊 にあり し 事 は史學 上の 確說 として 存 するな り。 

吾人 をして 今 亞細亞 大陸の 地圖を 開かし めよ、 而 して 其 地形 構造 は此 起原 的の 性を帶 びざる か を 

研究せ しめよ、 吾人 は 亞細亞 の 地勢に 於て 左の 要點を 見るな り、 

一、 亞細亞 大陸 は 諸 大陸の 中央に 位し、 後者の 軸線 は 前者より 星 光線 的に 四方に 放射す る 事 

(第 一 圖を 見よ)。 

二、 亞 細- 亞 大陸の 山脈 高原 は 規模 甚だ 宏大に して、 その 區分 も隨て 粗大なる 事。 
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三、 山脈 高原の 集合す る 所 は 稍 や 中央部の 西に 偏し、 支那 帝 國の西 端、 印度 斯坦の 北隅パ ミル 

高原に ある 事。 

四、 北緯 五十 度 以南に 左の 沃饒 なる 水域が 此中 眞點の 東西南北に 距離 を 隔て \ 存 する こと。 

東、 太平洋 水域 (支那)、 

南、 印度洋 水域 (印度)、 

北、 アラル海 水域 (土 耳 古斯 丹)、 

西、 ぺ 1^ ャ灣 水域 (^.^ 一一  ャ) 幷 びに ナイル 河水 域 (埃 及)、 

五、 中央 點を 通過して 南南西より 北北東に 向 ひ 一 大山 脈の 連 互して 大 睦 を 東西に 二分す る こと 

(trhTT 山脈、 天 山山 脈、 亞爾 泰山 脈)。 

今 之を歷 史的に 解 すれば 左の 如し、  . 

一、 起原 は 勿論 中 眞の意 を 含む、 而 して 人 は 陸上の 動物 なれば 彼の 歷史は 陸の 中眞點 より 始ま 

ら ざるべ からす。 

二" 人類 幼年期の 發達 は廣大 なる 高原に 逍遙す る を 要す、 彼の 筋骨 は强 健なら ざるべ からす、 

彼 は 平原の 惰弱 淫逸に 沈む ベから す、 活 澄なる 精神の 開發と 剛健なる 體 魁の 基礎と は 高原 

络氣爽 かなる 處に 於ての みび K むべ しと は 余輩の 已に 論ぜし 所な り。 

三、 人種 特有 の 性質 を 養成 せんが 爲 めに は si 山峯 嶺を以 て 各 互 に 相 隔絶す る を 要す。 

s、 文明 最始 の武 歩は氣 候溫暖 (平均 七十 度 乃至 八十 度) 土地 膏腴至 少の思 力 を 以て 耕 耘殖產 

に從 事し 得る 冲積暦 原野 を 要す。 
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五、 一 一種 正反對 主義の 充分なる 發達は 人類 散布の 始めより 交通に 至難なる 天 壁 を 以て 全く 兩分 

せられん 事 を 要す (事第八^14に，：^かなり)。 

因に 云 ふ、 東西 兩洋の 分界 は歐 亜の 界を 以てせす して ス リマ ン ==亞 雨 泰山 脈 を 以てすべ 

きなり、 れ. 類 配布 の 始めより 歷史の 雨 分せ し 分界線 なれば な り 。 

^m^m 試みに カシュ ミヤ、 。ハミル I の邊 を歷史 の發點 と假定 せよ、 而 して 之より 以東の 國 民に 問 ふて 見よ、 

汝 等の 祖先 は 何れの 方面より 來り しゃと、 支那 人 も 日本人 も 朝鮮人 も 皆 答て 云 はん 「西より」 と、 

より 以 两 の 國民は 答て 云 はん 「東より」 と、 ，，K^T^ 山 以東 太平洋に 至る 迄 は 文明 東漸し、 

以西 地中海 大西洋 米 大陸 を經て 太平洋 東岸 迄 は 西漸せ り。 亞細亞 高原 は^ 界歷 史的 諸 民族の 最始 

の r ホ ー ム」 なりき、 英國 人の 先祖が 未だ 獨逸 北方 森林 濕 地の 中に 居住 をお めざり し 前、 希 人、 

$ ^人、 佛人、 班 人が 未だ 地中海の 諸 半島に 割據 して 各々 其 特質 を發 達せ ざり し 前、 露 人、 波 蘭人、 

ブル ガリ ャ 人が 未だ スラ ー ブ 人種と して 異様の 言語と 風習と を 適用せ ざり し 前、 波斯人 も、 印度 

人 も、 獨 逸人 も、 瑞典人 も 今日 世に 白；^ 人種と 稱 する もの は 其始は 亞細亞 中部の 高原に 居住し、 

同一 の 言語 を 用ゐ、 同一 の 感情と 制度と を 以て 司 配され しァ リイ アンの 一種 族たり しこと は、 骨 

相學と 一一 iE 語學と 、 人類 學 とが 充分に 證 明す る處 なり。 

第二の 歷 史的 國 民と して、 殊に 古代史の 劇場に 於て 最も 著しき 活動 をな せし FTT^.,W、 

シャ、 ュダ、 コプト (埃 及) 亞拉比 亞人等 を 抱 括す る— ^nr ヂック 人種 も 其 起原 は、 南方 亞細亞 の 

高原に ありし、 八：' の 所謂 ァラ ヽ ット 山なる もの は實に 諾 亞の 方舟が 漂着せ し 所に あらす とする も、 


セ ミ チック a 先が チ グリス、 ュ ー フラ， I トの水 原 近き 邊に 起り し 事 は 叉 疑 ふべき にあら す。 

第三の 歷 史的 人 極に して、 東に は 支那 人 日本人と して 存し >  西に は 歐洲白 哲人 種の 內に强 固なる 

國 民の 基本 を据 へし 洪匈利 人と して 存し、 人、 バスク 人、 土. 耳 其 人と して 分 支せ しも 

の、 之 を總稱 して， チ ュ ー ラ ン 人種と 云 ふ、 而 して その 起原 は 令の 露 領土 if 其^の 東方、 ォ クサ 

ス、 ャ クゼ ルテスの 姉妹 川が 天 山山 脈 萬 巒 の 頂に 堆積す る 雪 を 以て 養 はる、 邊 にあり し 事 も 叉 反 

對す ベ から ざ る歷 史的 考察 の 結 raK と 云 は ざ る を 得す。 

人種の 區分は リ^^ 高 壁 の 三面に 於て 果 行され しが 如し、 其 北なる もの は 卽ち 蒙古 

人種と して 東西に 分 支し、 其 南なる もの は 或は 南下して 半島 を 占領し、 或は 西 向して ボ^ 

ン 高原に 遊牧し、 進んで 黑 海の 南西 を柘 し、 終 に， ャ— バ— ン— 諸島 希臘 半島 に 浸入せ り、 而 して 巳に 力 

ルミ  一 I ャ 高原、 ヴ ハン、 ウル ミヤの 湖畔に 現然 たる 一 種族 をな せし，： V ミ チック 人種 は、 或は 南 向 

して 波斯灣 頭に 移住す る あり、 或は 西 向して 地中海 東岸 を 占領す る あり、 而 して 人類が 始めて 歷 

史頁 面に 顯 はれし 時 は已に 判然たる 東西 兩洋の 別 ありて、 其 西 半 は 已に國 民 競 爭の途 に 就き、 

人：： g の 赳礫已 に 始まりし 時な りき。 

余 _^：^ はべ：' パ ミル 高原 西 流の 後 を 追 ふて 其 成長 發達 を學 ばざる ベから す、 東 流せし もの は その 特殊 

の 歷史を 有すれば 余輩 は 別問題と して 之 を 講究す る を 要す。 
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0 方 "亞 細 亜 


にして 歐羅 巴大陛 より 露士亞 一 國を 除きし も 

1 一部に 區 分し 得る のみ。 

西の方 H 1 め I— ャ I ン 多島海 に 至る 迄 高 臺燥地 相 

0 の 東西 脈 ありて 「平地」 並に 波靳 湾に 對し、 

S の 諸 山 亦 東西 脈と して；！^ し、 ァ ラ.^ 、 裹 

、 其 最高 點は ァ ラ、， ッ，^ 山に して 海面 を拔く 

尺の 高度 を 有し、 東方 スリ r ン山に 近づく に 

一 一分す る 所に して 其 平均 高度 は 五 千 尺な り、 

邊 にして 西方 亞細亞 の 中眞點 なり。 

山の 西南 斜面、 Is^,^ 沙漠の 東北 部に あり、 

雨 流 相 近くの 邊 より 波斯灣 頭に 至る 迄 沿岸 1 一 

易く、 豊熟の 正確なる より 創く 農業の 進歩せ 

すと 雖も其 地た る ゃ熟帶 に！ Si すると 土地の 荒 

さ 0 


西方 亜 細 亞に附 する に 埃 及 を 以てせざる ベから す、 此國亞 弗 利 加 大陸の 東北 隅に 位すと 雖も其 人 

極 並に 歷史は 亞細亞 的な り、 ナ—. 河の 下流に ありて、 其 富 其贵は 全く 一流の 賜物な り、 北に 地 

中 海を控 へ、 他の 三方に 沙漠 を 擁し、 亞細亞 本土と 連續 する に 乾燥 荒漠 たる d.-^ ル (shul.) 沙 

漠の 横た はる あり、 以て 宛然た る 孤島 獨 立の 形 をな せり、 其 土地の 豐饒 なる 近々 五 百 五十 哩の河 

邊峽谷 の 地 は 七 百 萬の 人口 を 養 ひ 得べ し。 

是 西方 亞細亜 地勢の 一 斑な り、 人類の 幼年期 三千 年 は 此舞臺 の 上に 演ぜられたり。 

I 史的 經 西 亜 細亞の 地理 は 一 高原 一 平原よ 〖成る、 而 して 健全なる 國家は 山の み を 以て 成立せ す、 叉 平原 

のみ を 以て 發育 する 能 はざる を 以て、 西 亞細亞 の 地理 は 唯一 大國の 存在 を 許す のみ、 卽ち兩 大河 

沿岸 を 得し も の は 時の 全世界 を 得し も のにして、 之に 對 して 權衡を 保ち 得べ きもの は 他に 存 する 

あるな し、 故に 此 地に 於て 七 大帝 國相蹯 て 起り、 文明に 步 一歩 を 加へ て 去れり。 

埃 及 埃 及 は， ナポ： か 下流 冲積曆 地に 起り、 其 土地の 沃饒 なると、 耕 転の 容易に して 牧瘦の 正確なる と、 

其 四 塞 要害の 位置に あると より、 智能 未だ 進ます、 經驗 未だ 乏しき 人類の 開發 期に 於て すら、 文 

明は最 速度の 進歩 をな せり、 耕耘 灌漑の 法、 彫刻 建築の 技に して、 今尙ほ 見る に 足るべき 者擧て 

箅ふ ベから す、 殊に 土木工事の 如きに 至ってば 八 マ 世人 も 未だ 曾て 及ばざる の 偉莊に 達せり、 ナイ 

河 は全國 貫通の 便 を 供し、 地中海 は 新 文明 を 西方 諸國に 分布せ り、 紀元前 千 四百 年頃 ぉ國の 

勢力 頓に增 進し * ァ— ッ  國に 侵入し、 西方 亞細 isi を蠶 食す る や、 時の 開 明 國と稱 する もの は 

悉く 埃 及の 文化 を 利す る を 得たり。 
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カル. チヤ 固 は 1^1^^^,、  フラ， -ト兩 大河の に 起り、 その 地理 學 上の 位置 並に 便利 は 埃 及に 

劣る ことなき より、 此處に 亦 新 文明の 發端を 開けり、 純 粹文學 は カル デャ人 を 以て 始まりし が 如 

し、 紀 元 前 四千 年 の昔已 に ヵガ、 (Agad6) の 有名なる 書籍 館 ありたり、 斗 量 法は發 明せられ 

たり、 快晴なる 彼等の 氣象は 創く より 天 體の觀 察に 彼等 を 導き、 遊星の 運行 日月の 移 轉に關 する 

彼等の 記事 は今尙 ほ 天文 學 者の 參考 として 科學 上の 價依 あり、 彼等の 彫刻 は 埃 及 人に 勝りて 細密 

なりき、 彼等の 製造 は 著しく 上達し ぬ、 彼等の 商船 は兩 大河 を 降て 波斯 に 浮びぬ、 彼等の 勢力 

は兩 大河 水域の 全部 を 蓋 ひ、 時の 文明 國と稱 する もの は，. R ルディ ャ國の 支配の 下に 来れり、 .^— か 

ダ は 實に歷 史上 第二の 世界 王 K なりき。 

アツ シリ 埃 及 並に 叫ル Jlj^l^ に 依て 開發 せられし 文明 は 紀元前 七 百年 頃 第三 第 四の 世界 王國 なる 前後 兩囘 

の アツ シリャ に讓り 渡されたり、 其 全盛の 時に 當ては „ ^^^高原の 西 半、 兩 大河の 水域、 埃 及の 

全部、 -亞拉 比 亜 の 北部. 悉く 此 I 界王國 の吸牧 する 處 となれ り、 其國 王は义 美術 文學の 優渥なる 

庇 保 者な りき、 のェ藝 美術 は 改良せられ たり 莊大 なる 宮殿 堂宇 は 建築せられ たり、 然 

れ ども^, 人の 天職 は 寧ろ 文明の 保護た るに ありて、 其 發には あら ざり き、 恰も 後日 羅 

馬 人が 希臘 文明 を 保存して 之 を歐洲 の新國 民に 傅へ しが 如し、 亦 アツ シリャ 人の 政策た る や、 其 

征服せ し國民 を木國 より 他に 移植す るに あり たれば、 狭隘なる 地方 的 観念 は 彼等に よりて 撲滅せ 

られ、 世界的 観念 は 喚起せられ たり、 かの 摘 太 人全體 をして カナ.^ の 地 を 去って ュ ー フラ ー ト河 

岸に 移轉 せしめし が 如き は 其 一 にして、 其 政策た る や 元 敵 國服從 の 目的に 出し ものな りと 雖も、 
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其 間接の 結果に 至りて は 滴 太 民族の 中に 人種的 観念 を 絕ち、 人類 的 博愛の 念 を 生ぜし めたり。 

ミディ ャ 第 四 世界 王國 として 史 場に 現 はれし もの は ミディ ャ幷に 波斯な り、 共に ァリ ヤン 人種の 支挨 にし 

0 て、 ィー Kl^ 高原の 東部、 ¥.グ|叫， ス 山脈の 東北 斜面、 空氣 乾燥、 地味 荒 の 所に 養成され、 其 族長 

サ ィ ラ I ス に麾 かれて 兩 大河 平原に 降る や、 バ ，^,TT 城 內肉山 酒 池 の 中に 安逸 を 極めし ベル ；シ， ャ ザ，， 

1 の 王室 は 其 一撃の下に 勢れ たり、 後 ダリ ウス 大帝の 企 園に 依り、 波 斯帝國 は 世界が 未だ 曾て 見 

ざり し大 領土 を 有する に 至れり、 卽ち東 は 印度より 西 は 歐洲ダ 一一 ュ ー ブの 河邊に 至り、 其 面積 は 

今の 全歐羅 巴に 稍 や Jssi- たりき。 

ダリ！^ ス， の アリア ン的 政治的 技倆 は 素め て 組織的 制度 を 彼の 大帝 國に 施し、 一 種の 郡縣 制度に 依 

り 全 國を廿 三大區 (slltrapieH) に 分割し、 武 權文植 の^を 明かに し、 法令 を 出して 大帝 自ら も 之 

に 則る の 制 を 定めたり、 爱に 至て 世界 は始て 法なる もの. -實施 を 目撃せ り、 權利 の觀念 を 人類に 

紹介せ しもの は實 に波斯 人な り。 

波斯 滅びて 第 七の 世界 主人と して 歷山王 起れ り、 彼 は アツ シリャ 人が 「兩 大河」 の 二 文明 

を 混合せ し 如く、  ^ を亞に 介し、 亞を歐 に 輸入せ り、 發見的 Q 國民 あり、 改良 的の 國民 あり、 叉 

紹介 的の 國民 ある あり、 歷山 王の 事業の 如き は 重に 紹介 的の 性質 を帶 びし ものな り。 

文明 初發の 時代に 當ては 一 國の 改良 進步は 永く 一  地方の 專有 物と して 存 すべから す、 而 して 交通 

菜： 立 章 .& 細 IS  a  五 七 九 


s? 人 論  五八 o 

9 

^便の 太古の 時代に 於て は 暴 主の 壓 制に 據 るに あらす して 文化 を 配布す るの 法 他に あるな し、 幼 

斷 的の 敎訓を 要するな り、 而 して 西方- 亞細亞 は 自由 獨 立の 念を發 起す るの 地勢 を 有せ 

ざるな り。 

數枓ほ を 同時に 學び 得ざる 事、 是れ亦 幼年 時期の 特質な り、 兒童は 一 物に のみ 注意 を 込め 得べ し、 

而 して 人類 も 其 幼年期に 當 て は その 青年期 に 於け る 均 齊的發 達 を §K む ベから ざ るな り、 彼等 は 埃 

及に 依て 殖產 術の 大意 幷に 腕力の 使用法 を學 ベり (方 尖塔、 E 柱の 如き もの)、 カル デャに 依て 

数理 學の 初步、 美術の 發 端を學 び、 智性發 宵の 域に 進入せ り、 波斯 人に 依て 素て 法律 的 觀念を 起 

し、 侗 人的 意志 を 支配す るに 社會的 意志 を 以てせざる ベから ざる を 知れり、 卽ち敎 育 家の 稱 する 

體育、 智育、 德 育の 三育 は三大 世界 王國に 依て 順 を逐ひ 序に 從ひ 人類 全體に 注入せられ たり、 而 

し て 三階の 發育 亦專政 君主 の 鐵 意に 依ら ざ る ベ からす、 西方 亞細亞 の 地勢 は 能く 此種 の 訓導 を 施 

すに 最も 適した る ものな り。 

幼 者 は E と 數とを S じて 理と 質と を輕 する ものな り、 之を敎 ゆるに 人身 究理の 美妙なる を 以てす 

るよりも 山嶽の E 大 なる を 以てすべし、 一 君子の 德性を 以てする よりも 百 萬の 甲兵 を 羅列す るに 

若 かす、 而 して E と數 とは國 民の，： お 合より 來る ものな り、 山嶽に 擬 せし バビロン 城の 構造、 ゼ刈 

キゼ ス 大帝の 一 一 百 萬の 遠征 軍 は 世界 王に あら ざれば 供す る こと 能 はざる の大觀 なり、 西方 亞細亞 

の 地勢 は 能く 萬圃 民の 統一 を 促. がし、 壯觀、 偉 幻の 中に 幼稚の 人類 を薰陶 せり。 

Is 斯く 人類 は 其 幼年期 を 西方 亞細 亞に經 過し、 期滿 ちて 青年 時期の 殿鍊を 要するに 至りし や、 文明 


er. おに 未 の 中眞は 亜土 を 去て 歐洲に 渡れり、 西亞は 能く 其 天職 を盈 たせり、 彼女 は 其 愛子 を 1^ 隣に 委ねた 

い、 .f< 明 西 向いて 終に 世界 を 一週し、 東 隣より 再び 其 乳母の 地に 歸復 する まで は 彼女 は 休養して 

可な.^、 攝理 iM?- は 彼女の 勞働を 要せす、 土 耳 其 亞拉比 亞の蠻 徒にして 機 かにき 女の 體面を 保存 

する あれば 足 かり、 彼女 は 失望すべからざる なり、 血 紅 を 漲らして 西 天に 沒 せし 太陽 は、 び 黄 

金色の 雲 i より 榮 光に 装 はれて 東天より 彼女の 上に 輝かん とす。 

余輩 は 今 文明 を歐 土に 引渡せり、 然れ ども 余輩 は 未だ 西方 亞細亞 の 感化 力に して その 最大た る も 

の， - 一 に 注意せ ざり き、 人に 體、 智、 靈の三 原素 あり、 而 して 亞細亞 の誠實 にして 周到なる、 人 

類に 靈育を 施さす して 之 を 他人の 手に 委ねざる なり， 埃 及の 富 カル デャの 文化 共に 人類 進步 の 必 

要な り、 然れ ども 彼に 心 靈の存 する あるに あらす や、 人 は麥麵 のみ を 以て 生活す る ものに あらす 

彼に 永遠 を むの 慾 あり、 彼に 造物主 を 父と 呼ぶ の特權 あり、 亞細亜 若し 其 子に 靈育を 授け ざり 

しなら ば 彼女 は 其 天職 を完 ふせ ざり しなり。   

la 地中海の 東 隅、 亞 拉比亞 沙漠の 西北に 當り， 一 小國 あり、 古來カ ナンの 地と 名く、 後、 猶太 民の 

住する 所と なりてより 猶太 國を 以て 稱 せらる、 其 面積 僅かに 六 千 方哩、 我の gl 國 一島に 及ばす、 

叉歐洲 最小 國の白 耳義の 半な り、 西に 地中海 を控 へ、 東に アラバ ー 窪地と 稱し 海面より 低き 事 六 

百 尺 乃至 千 百 二十 五 尺なる 一大 溝 を 擁す、 南方に シ ュ ー ルの 沙漠 ありて 埃 及、 亞拉 比亞に 連り、 

北方 は狹 くして 繙 かに^^、  T3r の 地と 相 接す、 其 位置た る や 1.、 ^、 剕の三 大陸 を 三方に 

控へ、 ル，^ 河流 井に 「雨 大河」 沿岸なる 古代の 文明 雨中 眞點の 中間に ありて、 ニ國の 交通 は必 

や 道 を 此國に 取らざる 可ら す、 故に 孤立して 一 國の狀 態を爲 すと 同時に、 廣く 世界の 形勢に 意 を 
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注ぎ ST へく、 恰も 通商の 道に 當る山 の 小 村 は 自ら 商業に 從事 せす して 世の 變遷を 明かに し 得る 

が 如し、 此 §： 通 八達の ー小國 こそ 心靈 的大 思想が 人類 問に 注入され し處 なりき、 是に 住する に 多 

感 的の 民 を 以てする と共に 其 地理 的 形勢 は宏 莊威錢 の 念 を 養成す るに 最も 適合せ り、 西方 海に- 瀕 

する の邊 は、 是れシ ヤロンの 平原に して 薔薇 花馥 郁と して 四時 絶 ゆる ことなく、 豊熟の 麥 田は洋 

洋 として 黄金 海の 歉を なす、 東 向 すれば 阜丘渐 く 高く、 シ H フ H ラ ー (shephelah) と稱 し、 山 

地平 原の 相 接する 處 なり、 登て 中央部 高原の 地に 達すれば、 是 猶太 民族 本據の 地に して、 神聖な 

る 歷史の 多く 繁る 處、 •  H ルサ レム あり、 べッレ ヘム あり、 へブ ti ン あり、 共に 天啓 ありし 地と 稱 

し、 岩石 所々 に 狼藉す るに 關 せす、 古より 據て 以て 一 神 敎の單 純 を 保 維せ し 所な りと 傳ふ、 高原 

の 東南に 當り、 お 海の 窪地に 向って 傾斜す るの 邊は Tri- ん (JesMmcg) 卽ち 荒野と 稱 する 處に 

して、 其の 荒漠 不毛の 狀は 高原の 繁榮 田畑と 相反し、 迫害 せらる &愛國 者の 隱所 となり、 無人 寂 

寞の 地に 獨ー 無二の 靈と 交通 を 開かん とする もの \ 常に 喜んで 求めし 祈禱 場な り、 尙ほ 進んで 東 

向 すれば 卽ち アラバの 窪地に して、 峻坂を 下ての み 之に 達する を 得べ し、 其 ヨルダン 河 は 源 をへ 

ル モン 山上 堆 雪の 中より 發し、 南 流して メ ロム、 ガリ ラャの 二 湖と なり、 屈曲 fe! 蜿百 有餘哩 にし 

て 終に 11 に 入りて 沒す、 其濕 潤に 富む が 故に、 峡谷 全く 熱帶 地方の 狀を呈 し、 陰 森た る 綠樹恰 

かも ァ マゾ、  1 河岸に あるが 如し、 中央部の 高原 北に 進んで 漸く 低く、 溪 谷^け て 耕 耘の業 甚だ 易 

し、 之れ 羅馬 時代の サ マリヤに して 其 豊富なる 反て 國民 の孱弱 衰微 を 招き、 南方の 荒野に 業を修 

めし； » 一 一一 n: 者の， 誡を煨 はせ し處 なり、 尙ほ 北進 すれば， * カリ ラャの 地と なり、 キションの 濁流、 メ 

ギド 平原の ある 所に して、 古来より 劇 戰場を 以て 名 あり、 東に ガリ ラャの 湖水 ありて、 羅 馬繁榮 


の 時に ありて は、 莊宮宏 宇 湖水に 影 映し、 人口 殷富の 轘輳 する 處 なりき、 而 して キションの 支流 

一 ^^.¥,ル —の 麓に 起る 處、 モ； C の 白 頂遙に 天涯に 錄 へて 高く、 少しく 高 丘に 上れば 西の方 「大 

海」 の 白浪 力 ー メル 海 角に 當るを み 得べ く、 若 も 羅馬國 道の 通過す る ありて、 坐して 世界 を 窺 

ふの 位置に ありし ナ， ％:レ の 一 僻村、 是れ かの 大工の 一 子 耶蘇 基督の 成人せ し處 にして、 人類の 道 

德的觀 念 は 此ー小 村の 感化 力に 與 かる こと 實に小 少なら す、 然り六 千 方哩の 一 小國は 人類に ー祌 

敎を 傅へ たり、 而 して 其の 感化 力の 深遠なる や、 埃 及の 文化 は 1^ 敗に 屬し、 波斯、 羅 馬の 制度 は 

繙 かに 古典 學 者の 審有 物と して 存す るに 至りし も、 猶太 國の 遺產 物た る 一 神敎は 世と 共に 其 勢力 

の 減少す る を 見す、 常に 人類の 進歩に 伴 ひ、 文明と 共に 西漸し、 之 を 助け 之に 助けられて 今に 到 

れり、 世界 大勢の 趨る處 を攻研 せんとす る もの は 一 祌敎を 信す る も 信ぜざる も 猶太 國と其 遺物と 

を 究めす して 可な らん や。 

フ ヰ- 1 シ 猶太 國の 北境、 レバノン 山の 西 麓、 山と 海との 間に 介す る 邊を， KTTI シ ャ國と 云 ふ、 此處に 1 

ャ (Tyre) 、 シ ドン (sidoll)、 ザ レプタ (zarepta) 等 太古の 市場 起る ありて- 廣く 航海 を 到 

大陸の 南北 岸に 求め、 雜貨 交換 を 行な ふと 同時に ii、  ，i の 間 思想の 媒介と なり、 野鳥が 5^ 實を分 

布す るが 如く 埃 及 バビ& ンの 文化 を 西方 諸國に 輸送せ り、 進 步は發 見と 改良との みに あらす して- 

亦 之を俾 布す るの 民 を 要す、 西^の 文明 はフ TTTF 人の 商船に 乘て 歐洲の 東端 希臘 半島に 航渡 

せり。 
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^ff-s 世界 王國は 失敗な りし、 人類が 一 君主の 下に 一 圑體 として 存 せん 事 は 攝理が 彼に 命ぜし 方針に あ 

ら ざり しなり、 共同の 利 は 一 人の 以て 爲し能 はざる 事 を 萬 人相 親て 以て 爲し遂 ぐるに ありと 雖 も- 

其 害は倘 人の 尊 嚴と價 値と を滅 縮す るに あり、 人は單 純なる 集合 動物に あらす、 彼は眞 正なる 祌 

の聖殿 (true  shekinah) にして 彼 は 彼 自身に して 完全なる ものな り、 社界 組織の 完全の みを以 

て 人性の 完全 を 求めん とする もの は 未だ 人の 何たる を 知らざる ものな り、 我 は 神に 依ての み 己 を 

自覺し 得る ものにして、 神に 依りての み 他 を 知り 得る ものな り、 人と 人との 關係は 最も 親密なる 

ものな りと 雖も 間接の 關係 たるに 過す、 自己 以外の 關係 にして 直接なる もの は 神 あるの み、 人 は 

先 づ祌を 求めて 而 して 後 友 を 求む る を 得べ し、 祌に 依て 繁 がる、 にあら ざれば 輦固 たる 社 界團體 

liSW むべ からざる なり。 

亞細亞 的 團體は 機械的 集合な り、 威力 は 三百 萬 方 哩內に 散布せ し 種 挨を粘 結せ しのみ、 人性 的 組 

II 團 結はパ „ -、 ネブ 力， ド，^ > ^ル， 等の 思惟せ しが 如き 簡易なる 業に あらす、 人類 は先づ 分離せ ざる 

ベから す、 完全なる 結合 は 充分なる 分離の 後に あり、 舊 記に 曰く 

ヘルの  全地 は 一 の 言語 一 の 音の みなりき、 玆に 人々 東に 移りて. _ ンナル の 地に 平野 を 得て 其處に 住め 


ノ  -5  y  M ら  や  か はり か は ら  しつ，、 ゐ 

り、 彼等 互に 云 ひける は 去 來甎瓦 を 作り 之 を 善く 爇 かんと、 遂に 石の 代に 翦瓦を 獲、 灰沙の 

代りに 石 漆 を 獲たり、 叉 曰け る は 去 來邑と 塔と を 建て 其 塔の 頂 を 天に いたらし めん、 斯 して 

おも て  ひと，. く 

我等 名 を 楊て 全地の 表面に 散る こと を 免れん と、 エホバ 降りて かの 人 衆の 建る 邑 と 塔と を觀 

たまへ り、 H ホバ言 ひた まひけ る は 視ょ民 は 一 にして 皆 一 の 一一 目 語 を 用 ゆ、 今 旣に之 を 爲し始 

めたり、 然ば 凡て 1;^ ハ爲 んと圖 維る 事 は 禁止め 得られ ざるべし、 去来 我等 降り 彼處 にて 彼等の 

- 一一 一口 語 を 滑し、 互に 言 語 を 通す る こと を 得 ざら しめんと、 エホ.、 「遂に 彼等 を彼處 より 全地の 表 

面に 散らした まひければ、 彼等 邑を 建る こと を罷 めたり、 是 故に 其 名 は ル，" (滑 亂) と 呼 

ば K. ヽ 是は H ホバ 彼處に 全地の 一一 一一 a 語 を 清した まひし に 由て なり、 彼處 より， HI ホ I パ 彼等 を 全地 

の 表に 散した まへ り。 (創世記 十一 章 一節より 九 節 迄) 

ベの 地と は 力— 圃 にして 「雨 大河」 下流の 平原な り、 全地 を 通じて 一 言語たら しめん 

と は 一 世界 王國 となさん との 意な り、 (今の 露國に 於て 國內に 露西亞 語の 外 他の 國語を 禁止す る 

を 照 例せ よ)、 「我等 名 を 揚げて 全地の 表面に 散る こと を 免が れん」 と は 永久に 世界 王國を 維持せ 

ん となり、 「H ホバ 降りて 彼等の 一一 一一 口語 を 滑し 彼等 をして 彼處 より 全地の 表面に 散せ し」 と は 世界 

王國の 壞亂と 分離と を 謂 ふなり、 如斯 き王國 は，. Tfl シ r (滑 亂) なり、 レキ サン ドルの 王圃、 成 

吉 汗の 王國、 ナボレ ォ， メ の王國 皆然ら ざる はなし、 西方 亞細 1SI に 於て 人類 は 其 幼年期 發育を 遂げ 

しと 同時に、 機械的 團 結の 無 功に して 清亂の 基た るを學 ベり。 

人類 は 分離せ ざるべ からす、 彼 は、 彼の 隣人より 別居して 彼の 自力 を試鍊 せんこと を 要す、 個人 

的獨 立の 念、 是れ 彼が 彼の 青年 時期に 於て 學 ぶべき 事な り。 
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而 して 攝现は 如 此試鍊 所 を 人類の 爲 めに 設けたり 欧羅巴 大^ 是 なり。 

歐洲の地勢たるゃ亜細亞.^陸の西面ょり突屮^^る 一 大半 島な り、 其 面積 は 僅かに 三百 八ト 萬方哩 

にして、 本 大陸の 五分一 に 過ぎす、 其 半島 形 は 延て其 全體に 及び、 全土 悉く 半島の 築 合と 稱 する 

も 可な り、 故に 到る 所 良港 灣 多く、 隨て 陸地 面積の 比例に 海岸線の 甚だ 長き 事 は 他 大陸の 比に 非 

す、 卽ち^ は 一 英哩の 海岸線に 對す るに 面積 四百 八十 六方 哩の 割合にして、 非 は 七 百 十 一 方哩、 

は 四斤 四十 方哩、 濠 は 三百 九十 方 哩、 北米 は 三百 二十 方哩 なる に、 歐は 僅かに 二百 方哩 なり _ 

海運 交通 の 便以 て ^界 に 冠た る や 明な り、 11 の 全土 は 悉く 北溫帶 中に あり、 其 極北 部 は 少しく 寒 

帶に 人る と雖 も、 〔岭 流の 感化 力 は溫帶 的の 風土 を 西北 全部に 供し、 以て 全大 を擧て 智能 發 育の 

土たら しむ、 此 大陸に 沙漠 大 高原の 存 する なく、 全土 到る 處耕耘 殖産に 適せざる 處は殆 んど稀 

たり、 若し .^,^,、 「兩 大河」 の冲 積暦兩 平原の 如き 饒 土の； 1^ するな くば、 亦リ ビヤの 沙漠 イラ 

r 高原の 如き 乾燥 不毛の 地 の 存 するな く、 事物 悉く 極端 を脫 して 中和 を 保てり。 

欧羅巴の 山脈 は 二 山系に 屬す、 一は 亞細亞 的 山脈と 稱し、 東より 西に する ものな り、 次 は 歐羅巴 

山系に して 東南より 西北に する ものな り、 前者に コ ー 力： 3  (caucasusy バルカ；. T  (B;111§1) 

カル パシヤ ン (carpathiany ピ レ - 一 ー ス (Pyrenees) の 諸 脈 あり、 後者に アル プ ス (Alps) 幷に 

其平行脈と キ ^^ りつ 力 (Kiolell) 脈と あり、 而 して 前後 兩 山系の 相會 する 所は卽 ち^ 山國 にし 

て、 ず：： 疊の 峰忸、 左右 相對 し、 峻嶺； i 峨相 交叉し、 以て 自然の 岩壁の 中に 自由 を 擁護す る處 なり- 

此淆亂 狀を呈 する 山脈の 方向と、 蝕 入 多き 海岸線と は、 小 大陸 を數 個の 獨立 部に 區 分す、 今歷史 
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に據ら すして 單に 地理 學 上より 歐洲の 地勢 を 察する 時 は 左の 明瞭なる 區分を 見る を 得べ し。 

1 、 (vclf ) ド -ー ー ぺ ル (r>niep。r) の 水域 (露士 亜) 

二、 ス カン ダナ ビヤ (sciuldinavia) 半島 (那 威、 瑞典) 

三、 ジ ュット ランド (Jutland) 半島 (丁 抹) 

ra、 大不列 *1 群島 並に 愛蘭 (大 英國) 

五、 ^ヤ (Iherk) 半島 (西班牙、 葡萄牙) 

六、 リャ (rtillia) 半島 (伊太利) 

七、 つへ ルカン (Billkgo 半島 (土 耳 古、 希 臘) 

八、 ダ叫 3;  (Danube) 水域 上流 (澳地 利、 洪牙 利) 

九、 ダニ ュ ー ブ 水域 下流 (羅馬 尼 •  亞) 

十、 兩 山系 幹 脈の 交叉す る 所 (瑞 西) 

十  一 、 力 ん d 山脈の 西 斜面 ピ レ 一 1 1 ス 山脈 迄 (佛 蘭 西) 

十二、 兩脈延 て低阜 丘と たり 互に 相 交叉す る邊 (ボへ ミヤ (wchemiay モラ ビヤ (Mcl.avky 

バ バ リ ャ (wavaria)、  ，^^「—ー 一 1 (saxollyy スゥ H 1 ビヤ (swabia) 等 半獨立 H の 存 

する 所に して 歐洲 政治 地理 上 混雜を 極む る處 なり) 

是れ造 主が 歐洲 を國民 思想 發 達の 爲 めに 造りし の徵 にあら すして 何ぞ や。 


ils. 洲せ史 え 


國の 建設 を 許さざる なり、 亞細亞 的の 統一 は 歐洲に 於て 行 はるべき にあら す、 
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歐洲人 は 天の 區 畫に隨 て割據 し、 共备 極の 天资 を發 達すべき なり、 殊に 其 151! 分の 稍 ゃ均齊 的なる 

は ー國 をして 他に 超越す る 一;^- なから しめ、 以て 隣國 互に 競 爭の念 を 生じ 自力の 智覺發 育 を 促が さ 

しむ、 而 して 國と國 との 確執 競爭は 人と 人との 關 係に 及び、 其 極た る や、 人 群 市街 を 棋 むに 至る 

も、 人々 自ら 孤 獨 寂寞 の 念に 堪 ゆる 能 はざる に 至る。 

r  f  es  ；  in  tlie  sea  of  life  enisled, 

TVith  eclloin^  straits  Tbetween  us  tliro メ vii. 

Dotting?  tlie  siioreless  waterv  ^vlkl 

We  mortal  nnlhons  live  alone. 

The  islands  leel  the  enclasping-  sow. 

And  then  ^^^^^H  endli  Isnnds  they  Know. " 

文明 は 亞細亞 を 去り、 歐羅 巴の 代表 人と して 希 臘に迎 へられたり、 今や 人類 は 四千 年来 幼年 時期 

の 舊慣を 去て、 漸 新なる 靑年 時代に 進 人 せんと 欲す、 直に 之を大 陸大の 劇場に 於て 演ぜし むる の 

危險 甚だ 多し、 人類 は 先 づ小規 校に 之 を 試むべき なり、 自然 は 急 劇なる 變動を 好ます、 試 驗はー 

小 部に 於て 足れり、 歐洲 歷史は X 布 職に 於て 下稽古 を 要せり。 

g^l^  ^大陸 は 小： 亞細亞 となり 現然 たる 半島 形 をな して 歐洲に 向て 突出す、 其 闘 土に 面する の邊は 港湾 

に  屈曲 巾に 侵 人し、 其 ベル モス (Hermus)  メ？ (Maeander) 兩 河の 如き は 共に 文明の 

西 流 を 促が すが 如し、 而 して 其以弗 所、 1<3T の 如き は^を^に 輸 する が爲 めの 渡 口なる が 如 


ft 
m 


し、 而 して 其 H 1 ジャ 海た る や、 四 塞 環 山 殆んど 湖水の 肤を呈 し、 南面に カン ギヤ 島の 自然 波 止 

場を控 へて 「大海」 の 風波 を 遮ぎ らしむ るが 如し、 加 之シク I ラ デス、 ス ボラ ディ ス等 一 百 餘島は 

其 內に若 列して、 文明 をし て^より に 渡らし むる が爲 めに 供へ し 泉水の 飛石た るが 如し、 而し 

て希臘 半島 は歐 より 亞に 向て 突出し、 其サ „1 一一 力 湾 (saronicus  sinus) は亞 より 贈物 を受 るが 

爲 めの 蔽 膝なる が 如し、 歐亞 互に 相 接する 處は、 兩友物 を贈受 する 時の 狀を なせり、 西 M の 文明 

が 小 亞細亞 TTl^^F^ 多島海 を 通過して 希 隨に傳 達せし は 地理 學 上の 敎 導に 依りし ものにして.、 

亦 攝理の 指 明せ し處 なり。 

,ェ，ー ジャ 多島海 は 「地中海 屮の 地中海」 にして 人類が 航海術の 初歩 を 練習す る爲 めの 小 池な り、 

希臘 は實 に歐羅 巴の 雛 形な り、 而 して 地理 學 上の 希臘 のみ 然るに あらす、 歷 史上の 希 腿 亦 小 歐羅 

巴な り、 博士， フリ ー マン 氏 曰く、 

欧洲の 政治 歷史 にして 其 前例 を 希 臘歷史 に 求め 得ざる ものな く、 希 職の 歷史 にして 其 實例を 

歐洲史 に 求め 得ざる ものな し、 

雅典、 。 ス。 rT^、  T アベ， ス，、 1 ^卜，^ 等、 其 領土の 分限より 論 すれば 一 小 郡の 大に 及ば ざり しと 

雖も、 其 外交 上の 掛 引に 於て、 其內 治の 方針に 於て、 其嚴 然として 獨立國 の 體面を 維持せ しに 於 

て は、 歐 大陸の 最强 國と稱 する もの も 彼等に 超越す る こと 能 はざる なり。 

五 百年 間に 亙る 希臘 人の 經歷は 全く 新 方向に 人類 進歩の 方向 を轉ぜ り、 世界 王 國の觀 念 は 土臺的 

に 破 壌され たり、 共和政治 は 個人的 發達を 促す が爲 めに は 最良 制度と して 認められたり、 ，r ビ H 

第 六 一! お 歐羅 E 論  五八 九 


伊 

太 


^  A  0  五 九 〇 

ン、 埃 及より 讓 受けし 美術の 幼芽 は 希 職人の 涵養す る 所と なり、 其 發達は 非常の 速度 を 以てし、 

終に フィ ディア ス (phidiasy ボリ ゴノ ー トス (polygnotus) を 出し、 彫刻 緣畫 の 正 模範 を以 て 

萬， に 供す るに 至れり、 其 政治 上の 思想 は 極めて 高尙 なる ものにして、 其 Y, リク リ ー ス， に 於て 文 

明 世界 は 理想的 政治家 を 得たり、 希臘 文明 は 亞細亞 文明の 正反對 なりし、 後者の 卑陋、 粗大な り 

し 比例に 前者 は 高尙、 極 美な りし。 

y 布 瞻は歐 の 代表 人と して 亞に 接し、 i ^の-お を 取て 之れ を^ 化し、 W の强を 挫き、 ^の 微弱 を 護り、 

前者の 衰滅 を ふと 同時に 後者 一 一千 年間 發逹の 方針 を 示せり、 希臘は 彼女 自身の 爲 めに 偉大なる 

にあら すして、 歐、 亞兩 文明の 媒介 者と して 世界 歷史に 功 緩 を 表せし なり。 

然れ ども 希臘の 地勢と 地现學 上の地位と は 彼女の 功績 を廣く 世界に 分布し 得 可に 非す、 その 

キサ， Tvl^l ルは希 職 民族の 武威 を イン ダス 河 逢に 迄 及ぼせし と雖 も、 彼の 王國は 直ちに 刺 化せられ 

たり、 希臘 文明 を 搏び亞 細亞に 試みん とする は、 新き 洒を舊 き 革囊に 盛る の 類な りき、 囊張 裂け、 

酒：^ 中：： たり、 新き X 布 職 文明 は 新き 1 土の み 受け 人る く を 得たり、 文明 は 西 流し 始めぬ、 ァ lyT^ 

ン， ト I が I の loi 細 征服 は 一時の 逆流の み、 希 職 文明 を 擾亂の 中に 保存し、 之 を歐洲 全土に 配布せ し 

もの は實に 伊太利な りき。 

見よ 5- 太 利 半島の 東南 希臘に 向て 伸る を、 其 長靴 形 は 南北に 直立せ すして 蹯を 以て 希 臘を受 るの 

狀を なせり (伊太利 は無禮 者な り)、 卽ち其 靴底に 當 るの 邊 なる TTT^  (Tarentum) 灣の 

？ 5 岸、 幷にシ 、リ^^3の東部は始て希隨人の殖民を受けし所にして、 希 職 文明の 侵入 は此邊 よりせ 


り、 伊太利 は 希臘と 1  大陸の 中眞 との 間に 橫 たはる 接 ：！^ の 地位に あり。 

歷史 *1 界が擴 張して 地中海 犬と なりし や、 ^太 利 半島 は 世界の 敎導者 丼に 保護者た るの g 然の地 

位 を 占めたり、 此國 その 東 隣の 希臘國 より 犬なる 事數 倍、 若 かも 東西 脈の 國內を 小 15^ 片に 分界す 

る 事な く、 その 南北 脈なる アベ I ナイン 山 は嶮嶺 甚だ^く、 其 平均 高度 ra 干 尺に 充 たす、 以て 脈の 

東西 斜面 を 分離せ しむる に 足らす、 時の 文明 諸國 中^ 太 利の 如く 結體の 狀を呈 せし もの は 他に 存 

せ ざり しなり、 殊に その 地中海の 中央に 位する が 故に 時の 文明 世界の 禁視點 たる を 得せし め、 問 

はすして 世界の 首" 时 たるの 位置に 居れり。 

故に 拉丁 民族が 一 度 タイ バ 1 (Tilm.) 河邊七 丘の 中に 起り、 霸を 1^ ビ" コ ン oluhiccn) 以南の 

半島に 敷く や、 伊 國は爭 ふべ からざる 世界の 女王と たれり、 詩人 バ ー ジ ル希隨 人の 技藝 文化に 封 

し 羅馬人 の 天職 を 謳 ふて 曰く、 

"That  others  I~lu.cr  Icrgo  tho l>_..oilthl.uJ4-  .brcnzle, 

i  gTiiiit  ；  itnd  gt-ve  quick  fsltul.cs  to  the  xrine  ； 

l)lead  causes  better  ；  map-  the  vagTslt  Hk.y, 

An(l  iifinic  the  (！ onHtellations  as  they  rise  ； 

.Do  tliou,  ！ toman,  to  rule  the  races  lllln，l ； 

Tliesci l)e  tllnne  arts  ；  tho  law  of  poiss  to  fouml, 

■ro  SPJll.o  tlie  .vanqluslled  iiu 二  tc  (U.UJSll  tho  ； pl.tm 二. " 

紀元 ra 百年に 至て 時の 文明 世界 は 全く 羅馬化 ( Kcmaniz e) せられたり、 東 は ， r^^,^ ラ，： -ト 河より 
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西 は. 大西洋に 至る 迄、 北 は チビ ォ ー ト (Cheviot) 山より 南 は^^  (Lybia) 沙漠 迄、 金 鷲記號 

の 威令 は 行き渡りて 世界 王國は 再び 地上に 設立せられ たり、 然れ ども 羅馬帝 國は亞 細 亜的團 合に 

あら ざり しなり、 羅馬は 共和 國 として 起り、 共和 阈の 如く^ 界を 支配せ り、 各國 ri^ の 特性 は羅馬 

に 依て 湮滅せられ ざり し、 否な 反て 然ら すして 益々 仲 張す る を 得たり、 羅馬 は希獵 をして 世界 を 

知 曰 化せし め、 猶太に 之を靈 化する の 便益 を 供せ り、 羅馬の 天職 は 實に舊 世界 を踪 合して 新世界の 

發端を 21 くに ありし、 希 職人の 文明と 猶太 人の 宗敎 を^ 大 睦 に 紹介 傳染 する にあり き、 視ょ 伊太 

利國は 南端に 西 亞 と 希 躐とを 受けて 北境 は删、 s、 剥の 三國を 以て 包まる、 を、 伊國は 能く 其 天 

職を盡 せり、 文明 は 彼女に 依て ライン 河 逢に 橋 渡りせ り。 


羅馬 は北邊 野蠻 人の 爲 めに 亡ぼされたり、 而 して 文明 は 亦 西漸 北漸 して アル ブ ス 山の 西北 面に 轉 

ぜり、 力 I ル 大王 (Charlemagne) に 至って 世界の 中央 權は獨 逸 族の 手に 落ちたり、 ^R,^ ル I の 

大 は 世界 帝 國を歐 土に 建設 せんとす るに ありき、 然れ ども 歐洲の 地理と 彼の 子孫の 歐洲的 分離 

觀念は 彼の 期 §W を畫 餅に 歸 せしめたり、 有名なる 1-3^ 條約 (Treaty  of  Verdun) に 依て 彼の 

天下 は 三分せられ たり、 而 して 地理 學的觀 念に 則りし 此 分配 は今尙 ほ變更 すべから ざる 分配な り 

き. 其 ノイス トリ ャ (Neustria) は佛 蘭西國 として 發 達すべ く、 其 n 1 レ ン， (Lorrainto は獨逸 

國 たるべく、 其ァ， ゥ— ス^^— (Austrasia) は塽 地利國 たるべき なり、 後に 至りて ボルボ；^ 家と 

なり、 ホ ー ヘン ゾ I レ ルン 家と なり、 ハ J ソ パス ブル グ家 となりて 鹿 を 歐洲の 中原に 爭 ふに 至らし 

めしもの は實に 天 の 示 明せ し Y, 弋， れン" 條約 の 餘 波た るの み。 


^3^ 爾來ー 千年間の 歐洲の 歷史は 地理 學的 境界の 中に 各 國民を 安堵せ しむる 爲 めの 順序 手段と 云 は ざ 

るべ からす、 歐洲の 爭亂と は 野望 家が 此已定 の 天 界を越 へ て 其 領土 を擴張 せんとす るより 起り し 

ものな り、 英王 その 孤島に 安す る を 得すして 領土 を 大陸に 得ん とする に當 つて 有名なる 「百年 戰 

爭」 起り、 努力 奮戰 する の 後 終に 寸地を イン ギリス 海峡 以南に 有する を 得ざる に 至て 始めて .fc み 

ぬ、 班 王 其 西 陲の地 を 以て 足れり とな さす、 文明 西漸の 大 流に 逆 ひ、 人爲に 成れる 相續 論の 條項 

を賴 み， 威 を 伊太利 半島 並びに^ イン 河口の 邊に振 はんとせ しゃ、 フ イデ ン城を 液 せんとして 敗 

れ、 チ ル 山中に 逐 はれ、 三十 年間の 彼の 夢想 は 沙漠の 「ミラ ー ジ」 として 消へ、 終に 被の 故 

國 に退隱 し、 H スト ラマ ジ ユラの 寺院の 中に 經文を 誦しつ & 失せり、 天 境 を 犯して 私 愁を充 さん 

とする もの は 宜しく 班の 大王 力 ー ル 五世の 運命 を 鑑みる ベ きなり。 

佛國亦 此褻漬 野望の 士を 生す る 多し、 渠の 預言者 サ ボナ 1 ラ に叱咜 されて フ & 1 レン ス巿 より 

驢 逐 せられ、 法王の 威名 を賴ん で^^^ 3 ス王國 を 得しと 雖も、 得しと 同時に 之 を 失な ひ、 空手 

にて 再び 「ァ， ルプス 山を橫 ぎりて 歸國 せし 力，' ル第八 世。 —取 王 力 ー ル— 五世と 覇を歐 洲に爭 ひ、 彼 も 

叉 伊國に 垂涎し、 三度 之 を 襲 ひて 三度 敗れ、 寸地を アルプス 南面に 得すして 終りし フランシス 第 

一世。 此 世の 榮華を 以て 良心の 謹 責を掩 はんと 欲し、 至少の 託言より 無名の 軍 を 起し、 二十 五 萬 

の 生靈を 犧牲に 供して、 佛の國 境 をラ— イン 河 以東に 定め、 微弱なる 名義に 託して， 班國の 王位 を 彼 

の 孫 兒の爲 めに 瘦し、 以て 「^TT^ ス山 最早 存 せす」 と絕 呼し、 無理に 大王の 虚飾 を 維持し、 

借財と 爭鬪と 革命の 流血と を 彼の 子孫と 國民 とに讓 りし 虚人， ル，^ 第 十四 *。 我獨り 定めて 我獨 
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り斷 行す と輕 時の 幸運に 身 を 委ね、 歐洲を 我物の 如く 思 ひ、 歷山 王の -亞紬 亞王 國を歐 土に 囘復せ 

んと 試み、 大陸 を 得て 之 を 失 ひ、 終に，l.31wl^"の孤島に於て敵人檻護の內に命を終りし野望 

の 奴 m ホレ オン、 ボ. I^^^IHI^ 等 は i^u 地理 を 知て 之 を 解せ ざり し 人な り、 天 は 佛國の 境界 を 

定めたり、 。ヒ— レ 一一 ー K. 山 は 未だ 存 するな り、 ライン 河 は 未だ 流れて^ まざるな り、 何物 ぞ此 天界 

を 犯して 他 を 蹂躪 せんとす る 者、 彼等 は 天罰 を 蒙らす し て 終ら ざり し な り。 

瑞典 王， 力，， ^十二^ はボ— ル  海 以外に 武を 試みて： € 流 ^愧 の^に 命 を 終れり、 丁抹、 和 蘭 を 

保持 せんとせ し 剥國の 政略 は 悉く 失敗な りし、 歐羅 巴の 平和 は國民 各々 その 天の 定めし 展 域- s: に 

滿 足す るに 至りて 始めて 期すべき なり、 ァ ルサス、 レンの 佛、 獨 間の 競爭地 たる、 、、ハ I ル 力 ン 

半島の 未 解 問題と して^す る は、 皆 人 意が 未だ 天意に 合せ ざれば なり、 伊國 一統 は 歐洲歷 史に於 

ける 干 三百 年来の 難題 を 決せり、 土 耳 古人の 逐攝、 半島の W 結、 .^.11 沿岸 小 邦の 去就 

は 歐洲の 平和 を 完結 せんが 爲 めの 必要な り。 

||ぱ ゆ. 余 W は 云 ふ、 歐洲の 地勢 は 戰亂を 促が す ものな りと、 溯、 ^、  ,0. 棚の 如き 其 面積 人口 稍 や 相 比 

敵す る 邦國が 互に 相 隣して 權 力の 軋 櫟を來 たさ f るが 如き は 全く むべ からざる なり、 戰爭其 物 

は 害な り、 退歩な り、 然れ ども 解すべからざる 攝现 は戰举 を 以て 人類 進歩の 必要と して 命じたり 

逆説の 如く 見えて 眞现 中の 眞理は 人 は 戰て後 始めて 他と 和す るの 道 を 知る 事是 なり、 戰举の 目的 

は 平和に あり、 戰亂を 促が せし 歐洲は 世界 萬 世の 平和の 基 を 11 きたり。 

こ g; との 戰 (辛 は延て 黨と黨 とに 及び、 渠の ゲル フ派ギ ベ リ ン 派の 爭鬪の 如き は數 年間の 長き 


に 亙り、 嫉妬 憎 惡の念 は 代を逐 ふて 絶へ す、 宗派 戰爭の 激烈なる、 異端 征伐の 殘 酷なる、 余 蒙 平 

和 的の 東洋人の 股より 以てすれば 歐洲 人の 事跡 は 魔 鬼の 事跡と 見る より 他な し。 

然れ ども 人い 人との 分離 は 反て 人と 神との 和合 を 促が せり、 生靈は 孤獨に 存在し 得べき ものに あ 

らす、 和 を 外に 求めて 得すして 是を 内に 求む るに 至る * 社交 上の 損失 は心靈 上の 利得と なれり、 

歐 洲歷史 中暗黑 時代と 稱 する もの は是れ 實に國 民の 冬期な りし、 塞 風 凛烈 外部の 發達を 遮ぎ り、 

樹々 枯木の 狀を呈 して 併 立す るの 際、 知らす や 根底 は 地下に 蔓り、 終に 宇宙の 中眞に 達し、 永遠 

乾燥す る ことなき 泉 源に 達する や * 時 未だ 春なら ざるに 花 葉 霜雪 を 犯して 發し、 馥 郁爛慢 として 

天の 美と 香と を 地上に 放つ に 至れり、 而て國 民と して は 合同すべからざる もの も、 黨派 として は 

年来の 裤敵 たるに 關 せす、 宗派と して は 全く 趣 を 異にせる と雖 も、 眞理の 淵源 人生の 奥義に 至つ 

て は 同 一 なる が 故に、 心霊の 奥 殿に 於て 眞理の 神に 接せし もの は 神の 國民 として 連聯 結合す るに 

至れり、 亞細亞 ： 的の 團體は 外部の 粘 結な りし、 歐羅巴 的の 國體 は內 部より する 生理的 同化な り、 

人類が 歐洲に 於て 學び 得し 貴 軍： なる 眞现 は， ぉ于 M の. i- の 一 致な りき。 

^に 於て か眞 正の 自由の 觀念 は歐洲 人の 腦 t4j に 浮び 來れ り、 自由 は獨 立の 賜物な り、 而 して 分離 

は 獨立を 促が す ものな り、 自由とは倘人爲！^；^；の^？；覺なり、 人 は 君主た る 者の 所有 品に あらす、 

叉國 家の 一分 子た るに 過ぎざる ものに あらす、 彼 は 萬 物の 長に して 神 を 父と し 持つ ものな り、 彼 

は 彼 自身に て 完全なる ものな り、 彼 を 政略の 機關に 供す る もの、 彼 を 利 愁の爲 に 消費す る もの は、 

彼の 神聖なる 權利を 俊 害す る ものにして 如斯は 神と 人と 萬 有と に對 し褒瀆 を 犯す も のな り、 我 

等 をして 人の 如く あらしめ よ、 我等 をして 人た るを妨 ぐる 勿れ、 我等 は 生命 を棄 つると も 人た る 
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の 桃 利 は 放 菜せ ざるべし、 我等の 組織す る 社 < ^も國 (象 も 此の 神聖なる 權利を 保護 發 達せし むる 者 

ならざる ベから すと、 新 理想 は 之を演 する に 常に 新劇 場 を 要す、 ぺ I リク リス、 デモ ステ 一一 スの國 

民 主義 は希臘 半島に 於て 行 はれす して 歐 大陸に 於て 赏行 せられたり、 希 瞧國は 其 理想の 割合に 國 

の 狭小なる が爲 めに 亡びたり、 歐洲 若し 其 最大 理想 を實 行す るの 國 土な くんば 新 理想 歐洲 を破壞 

する か、 或は 歐洲新 理想 を壓抑 死に 至らし めしなら む。 

>y  

1^ 卵に 於 自由 思想 は 十三 世紀の 初めより 兆し 始めぬ、 ペトラ ー ヒ、 ボッ カク ショウ 巳に 此英氣 を 呼吸せ り 

^1  テは 深く 此 泉に 汲み、 彼の 詩歌 は已に 新世紀 を 預言せ り、 アルビ ゼン シス、 ワ IT デ ン シ ス の 

自由 徒 は 刃 を 以て 壓 せられたり、 5 「- >  や 人 ハ l^t^ は燒 殺せられ、 ^^-iカ.^フ，英國に自由思想を 

唱 へて 彼の 遺 <n は 暴露され たり、 然れ ども 十六 世紀に 入って より、 春 草の 暖 雨に 會 して 萌芽す る 

が 如く、 自由 思想 は歐洲 各所に 發 起し 始めぬ、 二百 年間の 自由の 爲 めの 戰爭は 侧人、 君主の 兩主 

義が 調和の 下に 歐洲に 存在し 得べ からざる を 示せり、 自由主義 を 涵養せ し 歐洲各 國は今 は 自由の 

迫害者と なれり、 歐洲は 自由の 産出 所 にして 其 實行所 に は あらざる なり。 

s-gis 見 燒殺 せられて 後 七十 七 年、 ，1  ル  1,^ 一 「ル 生れて 後 九 年、 , サ 、ポ— ナ a 1 ラ刑 せらる、 の 前 六 年- 

歐洲の 西陲に 國を定 むる 西班牙 は 伊人 コロム ブ ス の 手に 依て 新世界 を 暗黑の 中に 得たり、 班國自 

由黨總 理工 ミリ li^、l カス テラ 氏コ P ム ブ ス 時代 を 評して 曰く 

良心 は 革新 を 要せり、 基督 敎は 改良 を 要せり、 人類の 信仰 は その 理想に 達せん とせり、 而し 


て 傳來の 思想と 信仰の 條 目と を 棄却せ すして 此 天職 を 充 さんが 爲 めに、 名 を 不朽に 傅へ たる 

5 ナロ， - -1^ の 强健な る 智識と *  ,ル， ー,^1 ル I の 革命的 敎理は 世に出たり、 而 して 自然 も 亦 革新 

を 要せり、 コ C1 1  フス 爲 めに 世に 現 はれたり、 發 見者に 關 する 記錄を 探り 見よ、 大 航海 家の 

世に出 づるは 天の 指定せ し 時に ありて、 吾人の 地球と 理性と が 同時に 之 を 要求す る 時に あり 

to 

ィ ペリ ャ ィ.^ へ 1r 半島の 位置た る歐 大陸の 極 西に ありて、 半島 大陸の 尖 頭な り、 其 地勢 は 東より 西に 亙り、 

半島の 地  IIHIIL  ,  II  I 

^  歐 洲を脊 にして 大西洋 新 大陸に 向て 面す、 其 五大 河なる ミン ホ ー (Milllloy ドウ 口 ー(Dom-o)、 

テ ー ガス (Tag.us)、 グァヂ HI ナ (Gtmcliana し、 グァ ダル キビ ャ (Guadalquivir) は 悉く 西 流し 

て 大西洋に 注げり、 オボ ー ルト (oporto〕、 リスボン (Lisbon)、 カヂズ (Cadiz) の 如き 良港 は 

西岸 大西洋に 面する 所に あり、 地理 學は 班、 g 兩國 より 大西洋の 探 驗と新 大陸の 發 見と を 要求せ 

り、 而 して 歷史は 地理の 此 要求に 應 じたり。 

時の 葡萄牙 は歐洲 航海術 幷 びに 探 驗 業の 中 眞點 なりき、 カステラ 氏復た 曰く、 

リス ボ ン の感化カに依らざりしならば—コ|^1ム—^,ス|は航海家第 一 流の 位置 を 占む るに 至ら ざり 

しなら む、 遠洋航海 は^ を 以て 素 まれり、 其 航路の 廣遠 にして 規模の 絶大な りし は 地 

中 海 航海が 舊 時の 河水 運漕に 優りし よりも 優れり、 人 コ n ム ブス は^ inc に 至れり、 

"ス. ^は 科學 の 中眞點 にして 識者の 視線 は テ ー ガ„ ^河口に i れり、  熟思 焦慮 の 後 彼 

をして 此 地に 至らし めし は實に 彼の 事業に 彼 を 導きし 內 心の 聖訓に 依りし なり、 舊來 の歷史 

家が 稱 する 如く、 コ 氏の 葡國に 来りし は 賜に 遭 ふて 其 海岸に 破船せ し 故な りと する も 是れ偶 
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然には あら ざり しなり。 

斑 牙の コ n ム .rrt^ は 技量と 智識と を 葡萄牙に 得たり、 然れ ども 彼 を 送りし 名譽は 西班牙 國に歸 せり、 IT 

氏が 1 國に 至りし 時 は該國 全盛の 時な りき、 異敎 信徒 は國 外に 逐壤 せられ、 ^ ガめ城 落ちて W 

^、 カスティ ラ兩 王國の 合併と なり、 ,1 人の 特性た る義俠 心の 發達其 極度に 達せり、 國 民が 其 

O0OOO000OOOOO0COOOOO00O  -、 び？ 

天職 を盡 すの 時 は 其 精神の 新たに 發揚 せし 時に あり、 八 百年 間の 囘々 敎 徒よりの 軛を脫 せし 時、 

是れ 班國が 世界に 大事 業 を 供す る 時な りき、 —力 ス テ ラ氏 曰く、 「時滿 ちて Irr 口— ムブ IR, 我國 に來れ 

り」 と、 欧洲 人の 最大 理想 を實 行す るが 爲 めの 新 大陸 は， S 人が 1 人の 敎訓に 成れる 1 人 を 遣して 

發 見せし ものな り。 

歐羅巴 大陸 は 束に 閉 して 西に 開けり、 故に 東す る は 逆流に して 西す る は 正 流な り柬は n 顧な り、 

退步 なり、 西 は 希 なり、 進步 な.^、 束向して歐洲は^^滯せり、 西 向して 始めて 開 發の途 に 就け 

り、 コ n ム 1^ ス I は 歐洲を 正 向せ しもの なり。 

§s 西大 i: 發 せられて 欧洲 は 西 面せり、 商業の 中眞は 地中海 を 去て 大西洋に 轉ぜ り、 伊太利 は古來 

の 中央 植を 失へ り、 d-IR,-  は 衰運に 向へ り、 西班牙 葡萄牙 は 水先 案內 となりて 東西 大陸 

の 連絡 を 開けり、 而 して 新開 期の 女王と なり、 東西 兩 大陸 交通の 衝 路に當 り、 柬の粹 を輸屮 Z して 

西 を 開き、 西の 美 菜 を 輸入して 東の 弱と 衰とを 補 ひ、 以て 四百 年 問 世界の 大勢 を 左右せ し ー强國 

は. 人 西洋の 波 上に 出たり、 之れ 卽ち 淸黨 の故國 なる 英國 なり。 

r  when  wlitaln  fist,  at  Heaven-S  command. 


m 
の 
天 


Al.cse  from  cut  tlie  azure  main, 

Tliis  was  tlie  cltarter  of  tlie  land. 

And  K.S»--..^^PMW  ang.els  sing-  tlie  strain: 

Kule  Brittania  ！  Brittania  rules  the  waves, 

Britons  never  .will  be  slaves. 

天の 命 ありて 英國 始めて - 

靑 海原より 起ちし 時、 

その 特權 なれば とて、 

護の 祌は讚 へて 曰く、 

不烈 顧國ょ 波に 調 たれ、 

不烈 i 诚人 は奴隸 なら じ。 


iVKi 國の 天職 は 誤認し 得べき にあら す、 其 東南に 歐 大陸 を 受け、 ライン 河口、 バル チック 沿岸 

より 西 せん. とする もの は 必す英 國に渡 江 錢を拂 はざる を 得す、 其 北西 南の 三方 は 直に 大西洋の 激 

良 を 受け、 ^^^¥^,鏺流、 西南 歸北 貿易風の 街路に 當り、 環海の 良港 灣 屈指す るに 遑 あらす、 川 は 

小な りと 雖も大 舶の溯 上 を 許し、 灣形弓 をな して 靜湖を 激浪の 中に 懷き、 全 海岸 を擧て 埠頭の 一. 

逑鎖 たるの 狀を呈 せし む、 海岸の 屈曲 刻 人 は 西 面 を 以て 殊に 甚 しとす、 其 クライド (clydey マ 

^r^,  (Mersey)  二 河の 如き、 共 水量 は 各 我の 隅 田 川に 過す と雖 も、 前者 は 河口より 一二 十 哩の上 
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流に 竊ん で.^ の大 造船 場 を 有し、 大艦 Ei^ を艤 ふの 所な り、 後者 は 河口に リバ ー プ ー ル 

巿を 擁し、 兩 大陸の 貨物の 輻湊 する 所、 米に 對 する 歐の 門な り、 ブリストル (Bristol) なり、 ボ 

1 ツム， ス f  Portsmouth) なり、 サゥ サム プ トン (S0utllaml:>t011) なり、 ボストン (Boston) なり 

之 をして 他國 にあら しめば 一 港 以て 全國の 輸出入 を 掌り 得べ し、 余！ 1^ 萬國の 港湾 を驗 する に其數 

と 良否と は國の 生産力に 比例す るが 如し、 若し 紐 育 港 をして 日本に あらし めんか、 之れ 無用の 長 

物なら ざる を 得す、 橫濱 神戶は 大陸の 物 產を輸 §^ する の處 にあら す、 大國 に大港 あり、 小 國に小 

C  0  0  30000  0  0-00  0000 

港 あり、 港湾の 分布 決して 遇然 ならす。 

然るに 英 W に國 不相應 の港灣 あり、 是れ英 國は英 國の爲 めに 造られ ざり しの證 にあら すして 何ぞ 

弋     

良港 灣の みは 英國 をして 最大 海國 たらしむ るの 理由に あらざる なり、 nrl 'ク 州の 炭坑、 デ ルビ ー 

^ l^T^ ッ Jr,r 1 諸 州の 鐵山は 永く 十九 世紀の 到 來を待 受けし にあら す や、 五 萬方哩 の小國 能く 五 

大洋 を 巡航す るの 艦 材と炭 料 を 1?^ す、 英の波 上に 觀 たるの 理由 は實に 一 にして 足らざる なり。 之 

を 商 估に 譬ん か、 英國は 海上の 運送屋な り、 其 睦 半球の 中眞に 位し (第一 圖を 35- よ— 本 全集 は 圆 

版 を 省略す * 編者)、 世界 萬 邦に 達する に 最大 便利の 位置 を 占む る を 見て、 以て 倫敦、 リバ プ I ル 

が 世界 &! 物の 輻湊 所た るの 理由 を 知る を 得べ し、 歐洲は 英國に 依て 世界と 連 綾す、 英 人の 天職 は 

赏に 歐羅巴 思想の 擴張 分布に あり。 

米 大陸 を發 見せし もの は 西班牙な りき、 然れ ども 米國を 造りし もの は 重に 英國 なり、 英國は 歐 洲 

の 西 隅に _椒 立し、 ，i の 粹を吸 取して 其 害 を 受けす、 宗敎 改革 も 政治 革命 も 至少の 擾亂を 以て 決行 
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せられたり、 大陸 諸 固に 先す る 二百 年 巳に 健全なる 憲法 政治 あり、 フ H ルヂ ナン ドー 一世 ありて 

「三十 年 戰爭」 の 悲劇 を 自由 敎 徒の 上に 試みるな く、 い— シ H リャ、 —マ ザ，， ^ン— の奸徒 ありて 彼等 を 

墅迫 するな く、 歐洲 文明の 良菓は 能く 英 土に 成熟す る を 得たり、 新世界に 播殖 する に舊 世界の 最 

良種 を 以てすべ きなり、 歐が米^2渡るに英を通過するは地理學上の順路なり、 }i して 歐が 米に 渡 

りい に英を 通過せ しは歷 史上の 事實 なりき、 歷史は 地理 を 離れて 獨歩 せざる なり。 

期滿 て^ 土が 其 自由 敎 徒の 爲 めに 狹隙 を吿る や、 一 百 有 餘の英 人 は 信仰と 政治の 自由 を 求めん が 

爲 めに 輕 舸に乘 じて 大西洋の 激浪 を 冒し、 一千 六 百 二十 年の 冬 北米 プリマス 灣 頭に 達せり、 「メ 

1 フラヮ ー」 號の船 窒內已 に 新開 國の 未來 百年に 亙るべき 長 計の 議 せらる & あり、 米國 憲法の 骨 

子 は 實に此 船中に 成れり、 英の粹 は 實に此 一 小！ i 內 にあり き、 新 大陸の 植民 は 「メ ー フラヮ ー」 

渡海 前に ありき、 然れ ども 其發 達は此 著名なる 航海より 始まれり、 歐洲の 粹今は 新 土に 移植 せら 

れ たり、 一 千 六 百 萬 方哩の 沃野 は 自由主義 實 施の 良田と して 人類に 供せられ たり、 希 suf は 常に 西 

に存 す、 米洲是 より 歷 史的 活動の 中眞 となれ り。 
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第 七 章 亞米利 加 論 

到 は is 原旳 大陸に して 人！ S は 此齒に 於て 其 幼年期 を經 過せ り、 ，M は 鍛練 的 大陸に して 思想の 發育 

は此處 にあり き、 人類 今 は m 心想實 行の 大土を 要せり、 而 して 攝现は 之 を 米に 藏し、 人類が 之を耍 

する に 5〉3 て 之 を 彼に 供せ り。  I 

利兩 大陸 は 南北 雨氷 洋 問に 延長す る 一 大陸 塊な り、 其 幅員 亜より 小なる 事 百 萬 方哩、 1^の^倍强- 

剕の 一倍 半な り、 li は 高山 高原に 富み、 ^は 山野 相 半し、 米 は 特に 平原 大陸な り、 歐、 亞の 山系 

は fei に 東西す る も、 刺の 山系に 南北せ ざる は 稀な り、 「平原 大陸」、 「南北 大陸」、 之れ 米大 の 

刖名 として 存 して 可なら む。   II 

1 大陸の 骨子 は ロッキ ー、 ^Tfl 山脈な り、 一連の 起隆、 北米の 極北 バ a 1 岬に 起り、 南米の 

K-S の ® 南^ 13T 岬に 終る、 之 をお 大 睦 の 脊柱と なす、 其 大陸の 西岸に 沿 ふ を 以て 米 は 太平洋に 背し 

て 大西洋に 面すと 稱 する を 得べ し、 大 平原 其 東に あり、 西 面 は 急斜 にして 直に 海に 至る、 此 南北 

性の 山脈より 1 大陸の 歷 史的 経過 を豫 察する 時 は 忍 ひ 半ばに 過るなら む。 

1 大山 脈に 添 ふに 一大 平原 あり、 北 は 北氷洋 岸 TFT^^ 河口に 始まり、 英領 亞米利 加、 北米 


合 衆國を 通過し、 墨 其哥灣 に 杜絶し、 W び 南米の 北端 オリ ノコ 河口に 始まり、 ラ ノス 平原と なり- 

ァ マゾン 大 平原に 連繽 し、 尙ほ 南に 延びて ラブ ラタ 水域 「パ ムパ ス」 原野と なり、 亞善丁 共和 國 

の 南 境に 至って 止む、 若し 輕舸 に乘 じて マッケン ジ ー 河口より 南 向 せんと せんか、 溯 上 二 干 九 百 

. 哩 にして 其 水源に 達すべく、 それより 陸上 総 かに 數 にして 直に。 ハド ソ.^ 灣の 水域に 達し、 サス 

の 支流 を 下. り、 ゥヰ 一一 ぺグ湖 を 南北に 橫斷 し、 再び 紅 河の 大流を 溯れば、 ミ リ，， ー 河 

の 支流^^^ 河の 水源と 相 接する の處に 至るべし、 余 の 輕舸を 陸上に 曳 く數哩 にして 一度び 之 

を 南 流に 任せば、 直流 南下 四千 哩、 一 の 妨害物な くして、，、 7 ン、 ピ 河口に 至るべし、 海に 航 する 二 

千 餘哩、 1^ リノ.. コ 河の 河口に 臨み、 尙ほ南 向して 其 水源 を 究めん とすれば、 終に 一 支流の 南 流す 

る に會 する あり、 是れ 有名なる 力 シ キヤ レ ー (casiquiare) にして オリ ノコ、 アマゾンの 兩 水域 

を 連 綾す る ものな り、 舟 は 再び 南下し 始めむ、 ^グ ：ロ 河 は 終に 其 斡 流 アマゾンに 注ぐ、 我等 は 東 

流せす して 南より する マン の 大流を 取り、 南 上す る 事 一 千哩、 北 流の 將 さに 盡 きんと する の 

邊に 於て、 暫く 濕潤 期の 至る を 待てば、 降雨 地に 溢れて 我等 をして 舟 を 南行せ しむる を 得べ し、 

忽 にして 我等の 南 流に 會 する あり、 卽ち。 C ラゲ ー 河の 上流に して、 降て パー 1^ ナ河 となり、 終に ラ 

の廣 流と なり、 ブ エノス、 アイ レスに 於て 南 大西洋に 入る、 マス—.^ ジジ I 河口より ラ。 7,-, フ， 

. ^河口に 至る 迄 一 萬 五千哩 ST 舟 を 陸上に 曳 きし 事 僅かに ニ囘、 若 かも 其 距離 數十哩 に 過ぎす" 

¥ 大陸 は實に 一 大水 域より 成る と 稱ふも 過言に あらざる なり。 

t 〈方 ま 大 平原の 東方、 大西洋 岸との 間に 又 南北 脈の 蟠 かまる あり、 北米に ある をァ パラ キア ン 山系と 稱 
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し、 ミ シシピ 水域の 東 境たり、 南米に ある を ブラジル 山系と なす、 之に 加 ふるに ァカ ライの 山塊 

を 以てすれば 米 大陸の 山脈 は盡 きしな り、 米の 地理 は單 純な り、 一目 以て 之 を 記 臆に 畫す るに 足 

る" 

か 大陸の 起 隆は其 lii 方に 偏し、 脊脈 1^ 方の 斜面 甚だ 緩慢に して 西 斜面 は 甚だ 急激な り、 地勢 東に 

向て 開き 西に 向て 閉づ、 是れ 吾人の 注意 を惹 くべき 第一 點 ない。 

ほと 大 il 全 體 の 位置より する も 米 は歐に 媚びて 亞を 避く るが 如し、 北緯 六十 五 度べ ー リン 、め， 海峡 に 於 

て 四十 八哩の 近き に 接する お、 亞ニ 大陸 は 南 向す るに 隨 つて 距離 益々 廣 きを 加へ、 北緯 三十 八 度 

n 本 桑 港 間に 於て は 五 千 五百哩 となり、 赤道 直下 新が と ボ—. ^ネ  島との 間に 至って ー萬哩 の廣大 

に 及ぶ、 然るに， 1 と 銅と に 向って は 全く 此 傾向 を 異にし、 1 の 凹 入す る邊に 向って は" あは 突出し、 

.  1^   I —— 1 二 ユウ フ ハウンド ランド 

「北海」、 ボル チック 海の 深く 陸地に 浸 人す るに 對 して ラプラ ドル、 新見國 の凸 出す る あり、 

墨 其 哥灣、 H^l^^w 海の 大曲灣 を 米 大陸 東 測より 彫 取す るに 對し、 イ— ベ 1 リャ 半島、 亞非利 加 北西 

部の 西 向して 大西洋に 突出す る あり、 セ ント &ッ列^岬迄突出する^£米の東半は、 大西洋の 東岸 亞 

非 利 加， メ  ロ —ンリ 山の 麓 迄 蝕 人す るギ III 一一  ャ灣に 嵌 人す るが 如し、 大西洋 は 南北 雨氷 洋を 連接す ると 

雖も、 南米の 南端 ¥1 ルン 岬と =1^ の 南端 喜 望 峰との 間より、 北の方 西班牙と 北米 扭 育との 間に 至 

る 迄 其 平均 幅 は 三千 九百哩 にして 超過 削減 殆んど 稀な り、 歐は米 を 求む るが 如くに して、 米は歐 

を迎 へ るが 如し、 是れ 吾人の 注意 を惹 くべ き 第一 ー點 なり。 


i  ,聚 大陸の 海岸 屈曲 は 重に 大西洋 岸に ありて 太平洋 岸に 少し、 ハ^ i ソン 灣の 深く 其 東北 隅に 浸 人す 

* 岸 線 る あり、 wrn^TT ス灣は 同名の 大河 を 受け、 二者 共に 海洋 船 をして 陸 內八百 哩の處 迄航す 

る を 得せし む、 Tp..tr  . 、一 K^^. ャ 《、  ？.^^1^海は、 深く 陸地に 蝕 入して 最良 港 をた し、 

灣の 大弓 形 は „ ^米 南部 をして 全く 海岸 國 たらしむ、 カリ ビヤ 海 は大西 太平 兩洋を 僅少 距離 

の 中に 來 らしめ、 東 流す る， frp^ の 大河 は 世界最大 沃原を 海岸に 向て 開放す る もの；^" り。 

海岸線の 屈曲に 富む は 勿論 良港 湾の 多き を 意味す， モント リオ，" ル (Montreal/ ハ リ j ^ハ ックス 

rHalifax)、 ボストン (Boston)，  n  (New  Yorlo、 ヒ ラデ ルヒャ (Philadelphia) 、 ボル チモ， ー ル 

(Baltimorey  フォ 1 ^  (Norfolky  rry ト ン (Charleston). サバ ンナ， >  (ひ avannah) 、新 

お lryxr^(New  Orleans)，  3W^—— ン" (Galv。ston)、 ベ ラ クル リス (vera  cruz)、 ァ ス ピ ン 

^  (Aspinwall)、 (parayvt ャ (Ballia)、 ォ デゼネ t!  (Kio  de  Jpneko) 等 大港良 5^ 

の 多き 事 は實に 枚擧す る に遑 あらす、 港灣の 良否と 多寡と は國の 生産力 に 正比例す と は 〈ぶの 巳に 

述べし 所な り、 雨剩大 平原 を扼 する 港灣は 多くして 巨なら ざる を 得す。 j 

東岸に 屈曲 良港 多き に對 して 西岸に 其尠 きに 注意せ よ、 タ コ マ (Tex ささ)、 セァ トル (Seattle/ バ 

ン ク ー バ- (Vancouver) を控 へた る (pug.et  sound)  0,  —金 鬥內 の 桑 港 (San  Fl.anciscc)、 

生産力に 乏しき 沿岸 を 有する カリ ホル  一一 ^灣、 一 の 波止場た るに 過ぎざる 7 カプル コ (Acapulco) 

港、 船 柏 碇槃に 便なら ざる。 r 力 Y  (Panama) 港、 リ，. マ— (Iima)、 バル パラ ィゾ (A^alparascv の 

^5. 1 是等を 東岸の 大填 頭と 對照 すれば、 彼の 富、 是の 貧、 彼の 雜、 是 の單、 實に 同日の！ b 

O00O0OO00O0OO  OOOC-PO!0-.^POOO,2.5^5N ゥ、 一-一い 1"、、 

にあらざる なり、 米 は 東 向して 出入の 鬥戶 多く、 西 向し て^ん ど關 せらる i の狀 あり 是 れ吾ノ 
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の 注意 を惹 くべ き 第三 點 なり、 

1 は 柬に閉 て 西 に^け、 が は 之に 正 反して 西に ffl て 家に 11 く、 歐の河 は 多く は 西に 向て 流れ、 米 

の 河 は i に 向て 注ぐ、 ^  (殊に.^) の 港 多く は 西 開し、 1 の 港 灣に東 開す る もの 多し、 ，i の 

3及角を受るにがの1^„^ぁり、 ，f の 崎 岬に 應す るに 歐は曲 入 を 以てす、 -^.T ル II ド、 ギ 氏 彼 

の 「地 人 41」 に^、 1 兩 大陸 を 以て 代表 せらる、 新舊兩 世界の 地勢より 歷 史上の 未来 を 論じて 曰 

く 

兩， 3^ は 面と 面と を 合せて： 互に 相瞎っ i あるの 狀を呈 す、 彼等 は： な； に 相 寄らん とする が 如し、 

舊 世界 は 新世界に 向て 倾き、 其 河流 は 西 向して 大西洋に 注ぎ、 其 民の 西 移 を 促が しつ」 ある 

が 如し、 米は舊 世界に 向って 面し、 其 陸地の 斜面と 廣 閥なる 平原 は 皆 東 向して 歐に 面す、 1 

は 熱心に 兩手を 開 ひて 歐 人の 來て之 を惠 まん こと を 待つ が 如し、 一 ッの 障害物の 歐 人の 浸 

入を妨 ぐるな し、 アノン デス 山、 口 ツキ ー 山は大 睦 の 西岸に 驅逐 せられて 此 浸入 を 遮ぎ る を 得 

す。 

地 S と -& 1 大陸の 地勢と 構造と は 余 » をして 其歷 史的 活動 をして 略 ぼ 左の 如くた らんこと を 預言せ しむる 

史  を 得べ し。 

一、 米の？ 1 發は 東より し、 其 原動力 は歐 より 来るべし、 洽も 1 の 11 發は 東方 ¥i より 始まり、 

原動力 は西亞 より 來 りしが 如し。 

二、 國！：^的！^分はがに於ては行はれざるべし、 米 は 一大 共同 國 たるより 外 は 自然 的 境界の 許さ 
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ざす w 

るスの 
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ざる 處 なるべし。 

三、 文明 西 進の 順路より 考 ふれば 米に 於け る 人類の 發達 は^と 「歐 とに 於て せし もの に 超越せ ざ 

るべ からす。 

米 SS  一、  rTT ム，^ ス は^の 西陲 西班牙より 發 して 剩 大陸 を發 見せり、 爾後が の探撿 は皆歐 人の 手に 成 

れり、 東洋人が^に 渡りし との 說は 依る に歷 史的 考 證の存 する あるた し、 カナダ は 「金 田」 にし 

て 舊圖に 今の 英領 アメリカに 附す るに Term  de  Yezo  (蝦夷 地) の 名稱を 載す る ありと する も實 

際 的歷史 は如斯 記事に 頓着せ ざるたり、 1 は歐 人に 依て 發 見せられ、 歐 人に 依て 開かれたり、 是 

. れ 彼等の 天職 なれば なり。  —   

„ 米の 開發は 東に 始まりて 西に 向て 進めり、 千 六 百 七 年 ビル ジ -ー ャ州ジ H  "ム ス 河口に 最始 の英人 

殖民 地の 建設せられ てより、 三十 年 を 出です して 北 は 今の メイン 州より 南 はジョ ルジャ 州サパ ン 

,ナ 河口に 至る 迄 St 蘭、 瑞 等歐洲 新敎國 民の 割 居す る 所と なれり、 大西洋 岸に 居 を^め し 新 

國民は 西 向して 歩一歩 を 進めり、 ァ パラ キャン 山系 を 横斷し オハ ョ 河流に 從て 下り、 ミシ、 ピを 

渡り、 ">::r^、 プ T フット、 カン サス の 諸 流 を 溯り、 渐 次に 口 ツキ 脈 を 越へ、 終に 一 千 八 百 四十 

七 年に 至て 始て桑 港 を 開く に 至れり、 舊 世界の 進步は 山より 平原に、 高き より 低き に、 中より 外 

に 向へ り、 新世界 は 全く 之に 反し、 海より 山に、 外より 5: に 向へ り。 

二、  ^の 水脈 山脈 は兩 つながら 甚だ 單純 なり、 特に 其 南北す るの 方向 は 全 大陸 を .1.^ェ.，ぃ 氏 第二 

M  (第二 章 を 見よ) の 下に 置け り、 卽ち國 民 的 分離 は 米の 許さ、. -る 所たり、 北 亞米利 加 を 以て 論 
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ぜんに、 北米 九- fC 萬 方 哩の大 ii 塊 は現然 たる 一 國の體 をな せり、 之 を 南北に 區 分す るの 自然 的界 

境 あるな し、 之を柬 西に- R 劃し ると 雖も各 1?!; は 他 lEll の 聯合 共和 を 以ての み 存在 發逹し 得る もの 

なや 吾人の 攻究に 便な らんが 爲に 北米の 中 稿 部た る 合 衆國を 以て 論ぜん に、 此國は 左の ra 部に 

分界し 得る を 見る、 

第 一 、 大西洋 岸 諸 州、 

第二、 ミシ 、ピ 河水 域-お 州、 

第一 一一、 n ツキ I 山 高原 諸 州、 

第 ra、 太平洋 諸 州、  — 

合 衆圃の 全面 積 は 三百 萬方哩 にして、， 1 大陸の K 分の コー、 ra 方 亜細亜 全體と 彷彿たり、 日本 帝國 

の 二十 倍、 不 烈顚、 愛蘭 土の 二十 五倍、 獨逸 帝國の 十五 倍、 佛蘭西 共和 園の 十六 倍な り、 然るに 

此大國 之 を 地理 學上 僅かに 四 分す る を 得て、 政治 上 社交 上 は 唯一 團體 として 存し 得る のみ、 そ は 

ra 部 相 依ての み 互に 相^ 在發 達し 得れば なり、 卽ち 左の 如し、 

大西洋 岸 諸 州 は 製造、 商業の 地たり、 ，ァ|。 ハ^ ン， 山系の 鐵材良 炭に 富む、 其 河流の 傾斜 急激に 

して 機械 運轉の S に 供すべき と、 其 良港 好灣を 以て 備足 すると、 叉 比較的に 其 土地の 瘦潘 にして 

耕耘に 適せざる と は 東部 諸 州が 製造 商業地と して 成立すべき 自然の 徵候 にして、 其 原料 は 他より 

仰がざる を 得ざる の 位置に 居る、 東部 は 西部に 依ての み 富貴と 繁盛と を 致す を 得 ベ し 0 

ミシ、 ピ 平原 は 共和 國の 田園な り、 際^な き 水平面の 如き 麥田、 億 を 以て 算 する 豚 群、 南方の 糖 

作、 北方の 穀產、 歐の餓 を 癒し、 ^の 空 を 補 ひ、 尙ほ其 鶴 犬 をして 餘貪 あらしむ るの 膏地 なり、 


然れ ども 農 は 商と ェ と を 待ての み 成立し 得る ものな り。 

,tr ツキ d 山 高原 は 礦業 地な り、 曠業 勿論 農と 商と に 依らざる を 得す。 

太平洋 岸 諸 州 は 稍 や 一 國の體 をな せり、 然れ ども 西 隣の 三 大部に 對 して 獨立 拮抗す るの 位置に 立 

たざる のみなら す、 其 進 步と發 達と は 共和 國の 一部と しての み 期すべき なり、 太平洋 諸 州の 未来 

は 未だ 朦朧 の 內に存 する が 如し、 其 充分なる 發達 は 東洋 諸 州 の 發 達と 緻密た る 關係を 有するな ら 

ii。 

故に 米 園の 分裂 は 自然の 許さ^る 所な り、 曾て 三十 年 前の €： 亂の 際、 南北の 勝敗 未だ 決せざる 時- 

英、 侧の 名士 は 多く は 共和 國の 分裂 を豫 期せる ときに、 新 英洲の 雄 辯 家チ I ャリレ —フ 「、サム I 力， I 叫 

んで 曰く、 

,  . ■  .  0  0  -=   i I—  000000000000000000000 

11.^,3,^ 山脈 (r パ，^ フ キャン 山系の 一 派) が 其 南北す るの 方向 を轉 じて 東西す るに 至らす 

00000000000000000 

んば、 余 は 我國の 分裂 を 信ぜざる なり 

と、 而 して 有名なる Mason  and  Dixon 線 は 政治 地理の 一 想像 線た るに 止まり、 四 年間の 奮戰 

は 共同 一 致 を 破らす して 罷 みぬ、 合衆國 十六 州 は 同 一 の 運命と 利 (.1 と を 有す、 ミ シ シピ の大流 

之 を 南北に 貫通す る 間 は彼國 永久 の 分裂 は 期す ベ か ら ざる なり。 

共同一致 は 合衆國 のみに 止まらざる なり、 英領 亞米利 加が 其歐洲 領主の 手 を 離れて 大 共和 園に 加 

*5 し 人す る こと は 只 時日 上の 問題な り、 「加ぎ 多 合併 論」 は已に 十數年 問兩國 人の 頭腦 に；！^ せり、 

「五大 湖」 と セント |ロ い— レ ン ス河は 同 一 の 人種に して； El の 國語を 使用す る 兩國民 を 永く 離隔す 
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るに 足るべき 妨害物に あらす、 15 ^。へ I リオ ー 湖 以西 太平洋 岸に 至る 迄 は 僅かに 北緯 四十 九 度なる 

天文 學 上の 分界線が 區畫 する のみ、 "れ r9r 水域と ^む 湖水 域 間の 分水嶺 は 海面より ffi々 

一千 六 百 尺の 高さに あり、 地理 學は 兩國の 合同 一致 を 示せり、 其 之 をして 未だ 然ら ざら しむる も 

の は 國民的 傲慢に 屬 する 至少の 感情の み、 墨其哥 及び 中央 亞米利 加 は 西班牙 人 極の 殖民す る處と 

なりし より 北方 F^n^ 民族と 合同して 北米 大 共和 國を 建設す るに 至る は 未だ 遠き 未來 にある が 

如し、 然れ ども是 等 西班牙 的 諸 邦が 他と 組みせ すして 能く 立憲 自治の 制度 を實 行し 得る や 否 は 目 

下 の 問題な り、 墨 其哥は 合衆國 民の 智と 富と を惜ら すして 發 達し 得 る や、 —是れ 具 服 者 の 心中に 存 

する 疑問な り、 今や 米 人の 布 I はに 係 かりし 中央 墨 其哥鐵 道はコ —口  -, フド 州" 一力 y ハ ー (づ slvel.) 府 

より 南の 方 tTKTrtr^h  (Santa  F0 を 通過して || の 中央 府 メキシコに 達せり、 兩米 貫通 鐵道 

の 策 は 已に數 年 前より 講ぜられつ k あり、 一一 カラ ガ、 ホン ジュ ラスに 於け る殖產 工業 は 多く は 合 

衆國 人の 手に 成れり、 島 を 合 衆 國に賣 却 せんとの 說は 西班牙 朝廷 內に行 はれつ" あり、 

誰か 知らん 天が 定めし 北米の 合同 一 致 は 余輩の 希望に 先んじて 實行を 見る に 至らん 事 を。 

南 I 米の 朱來 如何に 付て は 余 は 別に 論述 せんと 欲すれば 今 玆に曰 はす、 然れ ども 北米 大陸が 一 画と 

たりて 地球 表面に 現 はれん とする の徵は 地理と 歷史 との 示す 處 にして 余輩 之 を 疑 はんとす る も 能 

はざる なり 0 

歐 は. 米に 面して 之に 流出 せんとし、 ^は iS に 向て 之 を 受けん とす、 然るに 米 大陸 一 千 六 百 萬方哩 

は 今 を 去る ra: 百年 の 昔、 カル I. チヤ 王 國 起て 六 千年の 後 迄 は 開明 人種の 知らざる 所な りし。 


米 M の廷 

s 鈥者 


TrT3 の 米國發 見は歷 史上 他の 著明なる 事 實と伴 ひ 来れり、 余 は 曾て コ &| ム ブス 時代 を 論じ 

て 曰 <*  •   

十五^ 紀の. 希 は 如何、 金星 已に 東天に 登り 五更 夜已に 終らん とする 時に 拂曉を 待つ 番兵の 

發 見に 先 づる百 七十 年、 、め ンテ 、；ァ は 中古の 眞想を 歌 ひ 終れり、 半 百 

年後に て ペトラ ー ヒ起り 文 學復舆 の 師父と 呼ばる、 十五 世紀の 初年，^ ディ チ 家 の 名聲 漸く ァ 

ルノ 河邊に 高く、 ギオ バ 一一、 コ ズモ、 口 レンゾ 父子 孫 緩て 美術 文 學を庇 保し、 歐洲已 に 心理 

の|£^すべきを知り、 羅 馬の 教訓の 必 しも 悉く 眞理 ならざる を 悟れり、 發 見に 先づる 四十 年コ 

ゾ スタン チノ ー ボル は 土 耳 其 人の 手に 落ち、 東帝國 は異敎 信徒の 領地と なりてより、 印度 幷 

に 東洋との 貿易 頓に衰 へ、 .1 ス，^ 力、 T^-t^ ヒ ャを 通過せ し 貨物 は 他に 途を 求めざる ベ からざる 

に 至れり、 ヴ ニス、 ， ピサ"、 「ジ ノアの 如き 其 富強の 原因 は 東洋 貿易に ありし もの は 是が爲 めに 

益々 萎微 し、 其 囘復を 計 からん に は 唯ニ途 ありし のみ、 卽ち土 耳 其 人 放逐に あり、 新 航路 發 

99999*999  00000000000000000 

見に あり、 困窮 は發 見の 母な り、 東 方途 塞がりて 西方 二 大^ を 現出せ り。 

米 阔發見 並びに 最始 の探撿 は剩、 1、 襴、 等 所謂 拉典 民族の 手に 依て 成れり 彼等 は 宗敎に 於て は 

羅馬加 特利敎 の 熱心なる 歸依 者な り、 政治 思想に 於て は 君主 政治の 忠實 なる 臣 なり、 彼等 は義俠 

と 名義と を 重 じ、 快活に して 豪氣 あり、 彼等の 行爲 は小說 的な り、 彼等 は 進む を 知て 守る を 知ら 

す、 先鋒たり 得る も 殿 者た る を 得す、 深遠なる 思想、 確固たる 主義 は 彼等より むべ からざる な 

り。 

第 七 la 米 利 加 論  六 二 


. ^に 米 國の 建設 は拉典 民族 を 以て 昉 まら ざり き、 叫 ロム ブ！ K の 殖民 事業 は 悉く 失敗な りし、 コル 

テス、 .AT ザ 口の ill 其哥、 Jnii の 征服 は 寶貨の 掠奪に 止て 永遠に る建國 策を講 する に 至ら ざり し" 

wlri- の米國 植民 事業 も亦然 り、 セ— ン Hl:!.^ レ XK— 河 5ir 「五大 湖」、 ミ シ 、ンピ の 上流 は 彼等の 

發 見に 褪り、 梳拓の 事業 は 大に歩 を 進めし と 雖もー 一 百年 を經 すして 米 大陸に 於け る 佛國の 領地 は 

悉く 之 を英國 に讓與 せざる を 得ざる に 至れり (干 七 百 六十 三年 巴里條 約)、 米の 建設 は 宗敎に 於 

てはプ ；： テス タント 敎徒 にして 政治 思想に 於て は s 由の 主張者なる 北歐チ ュ ー トン 民族の 乎を以 

て 始めて 成れり。  ， 

北米 合 衆 國は米 大陸の 中華な り、 彼女 は 新 大陸 を 代表し、 之を敎 導す る 者な り、 彼女の 干 涉に依 

ての み 欧洲 諸 大國は 王政 的 政治 を 新 大陸に 施す を 得ざる なり (有名なる モン 口 ー 主義)、 彼女の 

憲法 は 墨其哥 以南 西 % 牙 的 共和 國 の模寫 する 所と なれり、 彼女の 召集に 依て 米大 睦 諸 邦の 協議 會 

を 開く に 至れり、 過去、 現在、 未来に 於て 新 大陸の 牛耳 を 採る 者 は 北米 合衆國 たる は 全世界の 許 

す 所な り。 

而 して W 者が 北米 合 衆國を 建設せ しゃ、 佛 人に あらす、 英人 にあら す、 獨人 にあら すして、 歐人 

屮自. S の大 思想 を 抱懐し、 此 主義 を 以て 相 連結せ しもの なりき、 歐の粹 は 其 胚胎せ し 自由な り、 

而 して 自由 は 米に 移植 せられて 蕃殖し、 終に 今日の 美菓を 結べり。  

英は 米に 供す るに 其 淸敎徒 を 以てせり、 「モン トフ ホ ー ト」 公サ I ィ I モ —ン， がィ ー ブ ス ハム の戰 場に 

I 化れ し 以來、 徐々 として 發育 しつ k ありし 英國の 自由主義が 凝固して 此に 至りし 者な り. 歐の自 

由 ra^ 想 は英に 於て 表 上の 發 育に 達せり、 而 して 新 自由 國の 憲法 は英の 自由 を 以てすら 尙ほ 不滿な 


りし 淸 i 徒の 草案より 成れり * 北米 合 衆國の 憲法 は歐の 粹の粹 なりと 一一 一一 n はざる を 得す ひ 

き^ 米い 供 わるに 其い H 1 ゲノ ー 黨の 子孫 を 以てせり、 天主 敎徒 としての 佛 人の 殖民 事業 は 敗れ 

て新敎 徒た る t ュ ー ゲノ ー 黨の 植民 は 大成功な りし、 彼等 は 東海岸 諸 州に 散布し、 彼等の 少数な 

りし 比例に 合 衆國の 建設 事業に 盡 せし 彼等の 功績 は 著大なる 者な り、 獨 立の 初期に 當り 大陸 會議 

(ccntinentfll  congress) の 議長たり し 七 人の 中 三人 はヒ ュ ー ゲノ. "黨 なりし、 佛國 をして 新 共 

和 國の獨 立 を 承認せ しめし 者 人の 中 一 一人 は 叉 此黨の 人たり し、 其の 他フ— ァ！， シ 不，^  (FanlK-il) 

なり、 バヤ L ト (Jilms  Bnyard) なり、 ガラチ —ン (All)cl.t  csllathl) なり、 合 衆國の 初代 史に 

於て 鏘々 の 聞へ ありし 者の 中に 此黨の 人の 多 かりし 事 は 明瞭なる 事實 なり。 

劇 か 米に 供す るに 亦 その 華 を 以てせり、 曾て 「オレンジ」 公 ゥヰル ヘルムの 下に 班の 虐 王に 杭せ 

し 徒が 今の 紐 育 を創遗 せし 者な り、 —c^"^ ヅグ， ハドソン. は 始めて 彼の 名 を 有する 河 を 溯り、 

共 河口に 新 植民 を 置き 之 を 新 和 蘭と 稱 せり、 翻は歐 大陸に 於け る 自由 制度の 創作者な りき、 而し 

て 新 自由 國を 大西洋の 彼岸に 開設す るに 及で 蘭 は 直接 間接に 之に 與 かりし こと 大 なり。 

瑞典國 の 自由 敎徒も 叉 米の 建設者 中 著名なる 元素な り、 グ I スタブ ス、 ァ ドルフ ハ ス (Gllstavus 

Adclpllns) の 下に， 獨の 自由 敎徒 を援 け、 カルプ ス 以南の 壓抑 政略 をして チ ュ ー 卜ン 族 を 侮辱 

せしめ ざり し 者、 是れ 今の、、 テ エア 州に 植民せ し 者に して 其 本國の fS? と ffi と を！！ らし 來て 新自 

由國 を强间 ならしめ し 事 少しと せす。 

其 他獨乙 人な り、 蘇 格 蘭人な り、 ボへ ミヤ 人な り、 モラ ビヤ 人たり、 苟も 自由 を 重 じ 平等と 獨立 

と を 戀ひ慕 ふ もの は 皆 故 1： を 去て 墳墓の 地 を 米 大陸に 求めたり、 こ.^ に 於て か 歐本國 に 於け る國 
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が 》 ム 
天  >  1 
與、 ァ 


の 自由 を壓 せらる V 時、 陰 1^ 铥 S 深く して 地上 身を容 る、 に處 なき 時、 義 者の 信仰と 仁者の 喜 

は 常に 西方 新 大陸に ありき、 奸賊ギ IT, ス佛國 の王窒 を 擅 掠し、 溫 順なる ヒ ュ ー ゲノ ー 黨が信 

仰 自由と 公民 權とを 失 ひし 時、 義 異に 富める コ ynrl をして 唯一 の濟民 策と して 竊に 彼の 

親戚 を 派 遺し 新 佛國を 建立 せんとせ し は米國 なり、 ピ ュ ー リ タン 祖先 巳に 本 國の壓 制 を 厩 ひ 

新 英國の 基礎 を K^l マ，^ 1 頭に おめしより、 虐 王位に 登り 奸臣 朝に 蔓 りし 時、 英國の 良民 を 

して 常に^ を 嵐せ しめし もの は ハドソン、 サスク H ハナ 河 邊の廣 野な りき、 曾て B 太 國の預 

言 者が 特 趣の 天啓に 依り 預言せ し 地上の 天國を 造らん とする もの は 皆 服 を 米 國の未 問 地に 注 

げり、 ク H 1 クル 宗が ゥヰリ ャム、 ペンの 導の 下に デ レワ ャ、 スク ー ル キル 河 逢に 新社界 

の 組織 を 試み、 劍を用 ひす 威 を 示さす して 銅色 人種 を 感化せ し 如き、 天主 敎 徒が ボル 

, ル， 公の 下に メ リュフ —、s,,x に 於て 慈悲 愛憐 的の 植民地 を 開きし 如き、 歐洲 人の 理想に して 最も 

美なる もの 最も 優なる もの はコ 口 TTTt^ の發 見せる 大陸に 於て 稍ゃ實 行せられ たり、 壓^ は 

米 土の 許さに る 所、 tin て 十三 州の 同盟が 英國の 輓を脫 せし 以來舊 世界の 陳腐 政治 を 以て 新 世 

C0OO0OOOOOOOOOOOO  ：  =^——：  .- ■  -r . I 1 k 

界に 施さん とせし は 皆 悉く 失敗な りし、 ナボ レオン 三世が メキシ コ に 於て 新 帝國を 開かん と 

欲して 終に 善良なる マキシ ミリ ァ ン 大公 をして 最始 最終 の メキシコ 帝王と して 銑 殺 場の 露と 


民 的 仇敵の 念 は忘棄 せられて 自由て ふ高尙 なる 感念を 以て 互に 相繁 がる i に 至り， 差違の 中に 一 

致を來 し、 人類 は 再び 結合 共同す るに 至れり、 余 は 曾て 米國に 於け る歷 史上の 經過を 論じて 曰く、 

米 國てふ 名 は 自由て ふ 語と 同意義な るに 至れり、 ベ ー コンの アト ランチ ス、 トマス. 

の ュ llx^ や d は 米國に 於て 實 成せられ つ X あり、 頑愚 迷信が 威力 を 擅に し、 忠實 熱心 


進 文 
明 

の 
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失せし めしより、 近く は^、 ピ ー ド tl 1 の 大量 を 以てすら 帝位 を甫 米の 最大 國に 保つ を 得 

せしめす して、 今 は 「大 湖」 井に セント 口 I li レンス 河岸より ホ い 岬に 至る 迄 十二 有餘の 

共和 國が 相聯績 する に 至れり。 

舊 世界の 理想 は 新世界に 於て 實 行し 始めぬ、 而 して 一部 は 已に實 行せられ たり、 米 國は實 に 二 干 

年間の 文明 諸國の 希望な りき、 國の 外交 家 にして 考古 學を以 て 有名な る，^,^ (Ferdinando 

Galiani) 曾て 米 國獨立 戰爭中 未だき 敗の 決せ ざり し 前に 預言して 曰く、 

余 は單に 地理 學 上の 现 由より 米國の 勝利の 爲 めに 賭する 者な り、 そ は 已往五 千年間 才能 は 常 

に 地球 運轉の 方向に 逆 ひ 東より 西に 向て 進み たれば なり、 

有名なる 旅行.： M.r,^.TS,^  (Barmby) 亦た 同時代に 記して 曰く、 

當時 一 思想の 人心 を扼 する あり、 卽ち 世界の 權カは 西に 向て 進みつ \ あるが 故に 何人も 熱心 

に 米國が 起て 全世界 を 指揮 せんとす るの 時 を 待ちつ \ あるが 如し、 

進化論の 發首 者なる チヤ， M ル ー ス、 ダ ー ゥヰ； V 氏 は 彼の 人種 進化論 中に 博， Hl 力 X— 力 ■  (zincls) 氏の 

語 を 引用して 左の 歷 史的 考察 を 下せり、 

希 臘國に 於け る 智能の 發育、 羅馬 帝國の 世界 占領 等、 其 他 揮ての 歷 史上の 事 實はサ クソン 民 

埃の 西 大陸 移住と 相關 する ものと して 考 ふるに あら ざれば 一 の 目的と 價 値と を 其 中に 見る 能 

はす、 

ヒ マラ ャ 山の 西 麓 イラン高原の 東端に 素 まりし 文明 は 西漸す る. に從 ひて 發 達し、 西， M の 理想 は 希 
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臘に 熟し、 希 職の 理想 は 歐洲に 於て 實 行せられ、 ^の 粹と现 想と は 1 に 於て 結果せ り、 人類 は^ 

に 合同 を 計て 失敗し、 歐に 分離して 再び 1 に 於て 合せり、 地理 學の摘 指す る處、 心现 學の預 期す 

ナ sk ュ ー ル 

る處、 歷 史の經 過せ し處、 悉く 相 符合せ ざる はなし、 自然 其 物 は眞理 なり、 自然に 從ふ もの は 一大 

道に 歩む ものな り、 地理 學の敎 導實に 天よりの 磬 ならす や。 
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境界 は 山と 海と に 因る と は 余輩の 巳に 論ぜし 處 なり、 山 高く して 嶮 ならむ か、 隣邦 之に 依て 益々 

竦 遠な り、 海廣 くして 波 荒 からん か、 對岸 之に 依て^ 世界の 觀 あり、 高山 大海 人種 を K 劃す、 而 

して 全世界 を兩 分し. 東西 兩洋 の大 1e§1 分を來 たせし 者 は實に 世界の 最高 山と 最大 海と なり。 世界 

の 最高 原 は 中央 亜細亜に 在り、 喜 馬 拉亞の 東西 脈 將に盡 きんと する 邊、 亜爾 天 山 等の 南北 脈來 

て 正直 角に 之に 接し、 東西 脈 を此處 に橫斷 し、 尙ほ 南に 延びて T^TT  (suliman) となり、. 

印度 河 吐 口に 至りて 海に 入る、 雨 大山 脈の 相 交叉す る 處は卽 ->^>|パ|、|、、 ル (Pamir) 高原に して 古よ 

り 「世界の 屋根」 と稱し 東西 兩洋の 分かる X 處、 二 大人 種が 境 を 接する 處 なり。 余 は 東洋の 名 を 

附 する にパ ミル 高原 以東の 地 を 以てせり、 亞細亞 大陸 全體を 以て 東洋 國と稱 し、 スぃ 1 ャ、 パ—： T ん 

チン、 波 斯等を 之に 抱 括す る は S 単に 方角 上の 理由に 依る 者に して 地理と 歷史 との 承認せ ざる 處な 


余 は已に 西洋文明が パ 、、4 ル高 原の 西 麓に 昉 まり、 地勢に 伴 はれて 西方"^ =i 細亞. 歐洲を 通過 吃 北 

亜米利加に 到りし 順路 を 述べたり、 。ハ lilM 以 西 太 li- 洋 の 東岸に 至 る 迄 は 「屋根」 の 一 斜面と1:0^て 

可な り、 初代 人お の 移轉は 流水の 方向に 因れり、 「、3T(sih20  ,3^K^  (Jillon) の 姉妹 川が 

西 向す る は 人類の 半 數を西 大陸の 西 端に 向て 指示せ しに あらざる を 得ん や。 

00000  0000  0000000  0O00O0O0OO0  O00O0O00O00 

「世界の 屋根」 の 西 斜面、 之 を 西洋と いひ、 その 東 斜面 を 東洋と いふ、 前者 は 太平洋の 東岸に 盡 

域  O0O0OO0OO0OOO  000000  000000  000  00OOOOOOO  00 

き 後者 は 同 大洋の 西 i;^ に 終る、 山に 依て 分れ、 海に 依て 合す、 最高 山 初めに 人類 を 離隔し、 最廣 

00000000000 

海 終に び 之 を 連 緩せ り。 

パ ミル 高原 を 中 3典 點 として 山脈に 順 ひて 南北せ よ、 南す る 者 はスリ マ ン脈 となりて 印度洋に 盡 き- 

北す る 者 は 山脈と なり 較々 東 向して 有名なる ズン ガリ ャ (Dzung.al.ia) 通路に 於て 杜絕 し、 再 

び. 5^ 爾泰 脈と なりて 東北に 延び、 セレン ガ 河に 貫かれて 後ャブ ロノ ィ脈 (Yablonoi) となりて 起 

り， 尙ほ 東北して 脈と なり、 終に IS 大陸の 東北 隅 「東 岬」 とたり ベ ー リング 海 峽に突 

出して 終る、 イシ ダス 河口より ベ 1 リ ング 海峡に 至る まで 西南より 東北に 大陸 を斜 に兩斷 する 大 

山脈な り、 余の 稱 する 東洋 諸國 なる もの は 其の 東南 斜面に ある 邦土 を 云 ふ、 其 面積 六 百 五十 萬 方 

哩、 人 u 七 億 三千 萬 を 有す、 卽ち 世界 陸地の 八 分の 一 を^め、 人口の 二分の 一 を 有す、 パ ミル 高 

原より 東に 向 ひ、 峨々 たる 巨 嶺大岳 を 作り、 いに： t 米 Mi の仙鄕 を圍繞 し、 H ベ レスト 峰と なりて 二 

萬 九 千 尺の 天涯に 紫へ、 Wr3 平野 を 南 麓に 擁し、 重 嶺奇峯 相 密接し、 纖に. i^lTFT^^ の 

激流の 通過 を 許し、 尙ほも 東 向して 揚子江 をして 其 北 麓 を 洗 はしめ、 南 山と たりて 支那 南部 寞 
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波の 邊に 於て 海に 盡く、 此 東西 大脈は 東洋 を 南北に 兩 分し、 印度と 支那との 大 一?!;^ あらしむ、 南 

部 印度 は 南面して 印度洋の 水域な り- 北部 支那 は柬 面して 太平洋 水域 を 作る、 南部 は熟帶 的に し 

て 北部 は溫帶 的な り、 南部 はァリ ヤン 人 稀の^ 領 する 處 たり、 北部 は 蒙古人種の 巢窟な り、 支那 

印度 は 東洋の 一 ー屮眞 なり。 

印 度 

喜- i5 拉 mi 脈の 南 斜面 を總稱 して 印度と 云 ふ、 之 を 東西 二部に izi: 分す、 西なる を 印度 斯坦と 云 ひ、 

是を木 印度と なす、 東なる をお 那 |& と 云 ひ、 其 名稱の 如く 東洋の 二 大部 を 連結す る處 なり。 

木 印度 は 殆んど 正三角形の 半島な り、 東西 一 千 六 百哩、 南北 一 千 九 百哩、 面積 一 百 五十 五 萬 方哩- 

日 木の 十倍、 支那 木部と 相 匹敵す、 北緯 四 度に 始まり 三十 六 度に 終る。 

夏至線 は 印度 を 南北 兩 平等 部に lEii 分す、 南なる は TtTir 半島に して 三方 山 を 以て 圍 まれし 平均 一 

千 尺 以上の 高地な り、 北なる は 平原 地に して. 3rw、 ポ，^ ,^兩 河の 水域 をい ふ、 北境 西藏國 

に 接する 處は哦 々たる^ 界 第一 の 高嶺、 婉魄 として 鬼 西 一 千 五 百哩に 1 り、 低地より 直ちに 平均 

一 离八千 尺の 高度に 達す、 大岳峻 峯相聯 り、 ェ Y, り 衆 IE を 率 ひて 二 萬 九 干 尺の 天外に 錄ゅ、 

其 南 麓に， テ^  (Tarai) の 叢林 ありて 熟帶 的野獸 の巢窟 たり、 登る こと 四千 尺に して 溫帶 地方 

の 植生 あり、 一 萬 二 千 尺に して. に 達し、 一 萬 六 千 尺に して 永久の 雪 あり、 熟 帶の繁 と 氷帶の 

•  999999999999999  0  0  0  0  00000000  OOO00OOOO00 

漠は 一望 二 萬 尺の 中に 畫 かる、 あり、 雜扱 なり、 急 劇なる 反對 なり、 是れ 印度 地理の 特徵 なり。 


高嶺と 高地との Si に 跨がる 郊原、 是れ 印度の 中華たり、 東西 一 干 六 百哩、 中間の ァ ラビ ユリ 

(Amvlllu) の丘阜 ありて が ス：、 ィ K 一れ— W 間の 分水嶺たり、 東部 ガ ンヂ ス の 水域 は廣衰 四十 萬 

方哩、 土地の 肥沃なる、 物産の 多饒 たる、 實に 世界 無比と たす、 世に 稱 する 印度の 富と は 實に其 地 

を 指す、 森に 香擯 あり、 寐栗 樹ァ榕 あり、 野に 丁子、 芥子、 胡椒 等奮與 性に 富む 薬味 多く、 米、 麥" 

甘 sr 靑藍、 綿花、 鴉片、 玉蜀黍 等 有用の 陸産 繁殖せ ざるな し、 叢林 は 獅子 虎 を 産し、 濕 潤の 地 

に 水牛 鳗魚 あり、 動植兩 生の 發育此 地に 於て 其 極に 達す、 、デル ハイ (1301110、 ラクノ ー (Lm.r 

llmv)、 ベナ^ (r>ili) 等大市 宏街此 地に 起り、 世界の 最舊 文明 は 今尙ほ 連綿と して 威力 

を存 す。 

，力 Inr^ 郊 原の 西に 盡る 處、 ァ ラビ ユリ 丘阜の 南に 當り、 荒漠 たる 曠野 長さ 四百 哩に 亙る あり、 

是を 印度 大沙 一？^ と稱 す、 ベンガル 地方の 雨量 世界 無比なる に對 し、 此處に サハラ 亞 拉比亞 的の 乾 

燥なる あり、 彼の 潤、 是の 乾、 彼の 沃、 是の 瘠、 豪 富と 赤貧 相 並で 存す、 沙漠の 海に 盡る 處をク 

ダ ^ チの 大澤 とたす、 水に あらす、 陸に あらす、 臭氣 疫癘の 生す る處、 亦 印度 地理の ー異觀 たりと 

す。  - 

,,VT ダス 原野 は 中央 平原の 西部たり、 卽 ち古來 ブンジ ャ ー ブ (Punjab 五 河の 地) と稱 し、 其沃 

お よ 

其大 ガン ヂス 原野に 迨 ばす と雖も 四方 廣漠 の 間に 介して 田園の 美 を 以て 鳴れり。 

印度の K 此 豊富の 地、 之 を繞ら すに 僻陬 荒 漠の地 を 以てす、 東 隣の 印度支那 は微々 たる 弱國 たり、 木 土の 

0  敎 化に 與るを 得る も 之に 利害 を 及ぼす の國 柄に あらす、 北 隣の 西藏は 喜 馬！ 5$1 亞大墙 壁の 反對 面に 
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あり、 未開の 蠻貊、 南面の 文化 强 盛に 比して 何 か あらん、 印度の 正 隣 は 其 西方に あり、 伊 蘭 高原 

は スリ： や K 脈 を 以て 始まり、， ボタ ハラ、 . FFmril の 沃野 は 「五 河の 地」 を 去る 遠から す、 莊 

嚴を 極めた る 大帝 國は 厘々 是等西 iS の 地に 起り て霸を 四方に 施け り。 

マス， の 境界、 之 を橫斷 する に 一 一個の 峽路 あり、 北なる を カイべ ル (Khaibel.) と 云 ひ、 南なる 

を (Bclan) と 云 ふ、 實に 印度の ニ大關 門に して 大患の 「五 河」 ガン ヂ IR の 平原に 臨む や 

必す此 通路 を 取れり、 關 西の 民 多く は 懐 St 剛毅の 徒、 關 東の 華奢 柔 fi: おなる に 比すれば 實に豺 狼の 

e 度 K 史 群羊に 於け るが 如し、 印度 は 實に其 西北 蠻 人の 掠奪 地と して 存 しぬ、 今の 印度人と 稱 する もの も 

の 性 S!  i じめ 1  ■   ヒマラヤ 

素 は 西 _亞 高地の 民に して、 侵入者と して 南下し、 土民 を. デカン 半島の 南隅に 驅逐 し、 喜 馬 拉亞の 

南 麓に 居 を {1 めしもの なり、 而 して 掠奪の 民 は 常に 掠奪せられ すして 止まら ざり き、 山地 硬骨 武 

烈ひ 民が 溫暖 肥沃なる 平地に 降り、 暫時に して 其 生来の 硬と 烈とを 失 ひ、 華奢 淫 弱の 風に 沈む や、 

彼等 は： 舟び 西北 土蠻の 侮る 所と なり、 其 俊 入 を 招き 掠奪 を 蒙る に 至れり、 如斯 にして 新陳代謝す 

る 事十數 II、 掠奪 者の 河流 は 西北 隅より 印度 半島に 注 人して 止ます、 紀元前 五 百 十二 年波 斯王ダ 

J.- ケ lt^、l ヒ， ん ダス J ヒ It^ が 「五 河の 地」 を 侵略せ し 以來、 1 か，.^ ベル 峽路を 通過せ し 侵入 は實に 十八 

li- の 多き に 至れり、 成吉思 汗、 チモ ー ル l、，Tn ベ I お、，， ナ，、 ダ， 力； り ャ| の 如き、 蒙古、 波斯、 亞拉 比- 亞、 

ガ 1 ス„ ^りの 强族 にして 一 擊を 印度に 試みざる もの は 殆んど 稀な り、 有名なる パ 一一 プ ー ト， 

(pallilmo の 三 大戰爭 の 如き、 生靈ー 一億 萬の 安危 を 決せし 大戰 爭は實 に枚擧 する に 暇 あらす、 

掠奪たり、 殺戮たり、 破壞 たり、 大變 革な り、 是れ 印度 歷史. り、 國民 志^- 發 育の 如き、 國家制 

度 編成の 如. き、 特 稱 文化の 養成の 如き は、 慘谵 たる 印度 歷史の 許さ る處 たりき、 勇烈なる 土蠻 


と 隣す る國 にし て 豊富 有 福 印度 の 如くなる は實に 慨教す ベ き の 位置 と 云 は ざ る を 得す。 

確度の 文 此 位置と 此地を 有せし 印度人の 特性 は 如何、 獨立觀 念の 如き は壓摔 消滅せられ たり、 生命 財産の 

不 安 は 恐懼 の 念 となり 幸福た-る 社會の 組織、 强固 な る 政府の 建設の 如き は 得べ からざる ものと し 

て 放棄せられ たり、 加 ふるに 温暖の 氣、 沃饒の 地 は 民の 慷惰 淫逸 を 促が し、 自然と 戰 ふの 必要な 

きを 以て 之と 和し、 終に 之が 諫屬 となれ り、 規模 莊宏を 極めた る 其 山川 郊野 林澤は 頻りに 民の 想 

像 力 を 喚起し、 自身の 羸を感 すると 同時に 自然力の 勝つべからざる を 悟り、 心霊 無限の 冀 を 達 

せんとす るに 之 を 事物に 於て せす して 思惟 界に 於て せんと 勉 めたり、 印度人 は 肉に 壓 せられて 靈 

に 仲び、 地に 失 ひて 天に 得た るが 如し、 ジョ ー ジ、 リン ソン 氏 印度 文明 を 論じて 曰く、 

印度 文明 は 重に 靈智 的に して 物質的に あらす、 政治、 歷史、 工業、 貿易、 商業、 製造 等 現在 

の 生活に 意 を 注がす して、 印度人 は 注意の 全力 を 形而上の 問題に 込め、 自己に 就て、 未来に 

就て、 神の 性、 人と 神との 關 係に 就て、 沈思 を 凝らせり  彼等 は 全く 意を內 部に 留めて 

外部 を 問 は ざり き、 心靈界 の無邊 無限 を 求めて 物質 界の 不定 變幻を 問 は ざり き、 故に 印度 文 

明の 長所 は 抽象的に して 推測し 難し、 

印度人の ァリ ヤン 性、 勿論 此 種の 文明 を來 せし 一大 原因なら ざる を 得す、 强健 多望た るァリ ヤン 

人種 何れ か 一方に 發 達せす して 休まん や、 之 を希隨 半島の 小 邦 相 併 立す るの 位置に あらしめば 獨 

立 思想と たり、 美術 觀 念と なれり、 之 を 伊太利 半島なる 世界の 中央 地に 配布せば 世界 律 を 編み、 

萬國を 統御す るの 術に 長ぜ り、 之 を寒氣 凛烈なる 北洋の 一 孤島に 放てば 有名た る アイス ラ ンド文 
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學を 供し、 所謂 「ノ I ズ」 宗 となりて 北洋の 民 を 訓誡せ り、 同一 ひ强健 種族な り、 殊に 抽象 力 は 

彼等 の 長す る 所、 若し 他に 發達 の途の 妨害 さる & あれ ば 此天與 の 長所 を 伸張す るに 至りし は 決し 

て 怪しむ に 足らざる なり。 

印度人の 才能 は 全く 形而上 的の 傾向 を 取れり、 ニ惊 萬の 民、 世界に 供す るに 一 の 制度、 法 i^、 實 

用 科學の あるな し、 其 m 心 惟の 醤： 饒遠 深なる、 其 畫 像 の莊嚴 なる、 其 論 結の 大膽 なる、 之を歐 

に 求む る も 得す、 之 を 1 に 索む る も當ら す、 印度 宗敎 は實に 印度 地 现の靈 化せし ものな り、 

TT^ のし 蘇々 として 莊嚴 なる あり、 チス 原野の 廣大 肥沃なる あり、 印度 大 沙漠の 秋と して 威 

焰赫灼 た る あれば、 T ^ス^の 叢林 深と し て 幽玄 寂寞 一た る あり、 其 理想 ゃ甚 馬拉 S. の S 千古の 

き あり、 其 儀式 や 七光 陸離 極樂 鳥の 1^ 翼の 如き あり、 印度人 は 彼の 美 厘なる 自然 を m 心 想界に 移せ 

0  O0OOOO0OO00000OO0OO0OOOO 

り、 彼 は 世界 を 導く に 彼の 富饒 なる 思惟 を 以てする ならん 

支 那 

朿洋 のまに 盡く る處之 を 支那と なす、 南北 干 五 百哩、 東西 干 ra 百哩、 殆んど 方 ra 角 形 をな せる 一 

大國 なり、 北緯 十八 度に 始まり 四十 五 度に 終る、 西 境に 雪嶺の 高 壁 ありて 蒙古 西 戎の地 を 劃し、 

東の 方 太平洋 を 隔て、， 米 新 大陸と 相對 す、 面積 百 五十 s: 萬 方哩、 剛大 ti より 露の ー國を 除きし も 

の、 1 の 七 倍 1 の 十三 搭 なり。 

此大 國 之 を 南北に K 劃す るに 二 大山 脈と 三 大河 あり、 卽ち北 南崙 なり、 黄河、 楊子 江、 香 江な 


り、 北 5_ 冊 は 海に 至らす して 盡き、 淮水其 東に 發 して 河 江の 間 を 流る、 南 は 喜 馬拉亞 脈の 東 派に 

して； i】^ として 東に 亙り 浙江省 塞 波に 至て 海に 終る、 河水 江 水 各 源 を 大陸 中央の 高地に 發し、 雲 

嶺の 北と 南と を繞 り、 屈曲 東 流して 河口 相 遠から すして 東海に 注ぐ、 香 江 は 南 5^1 以南 を 排水し、 

雲 南に 起り 兩廣を 貫通して 海に 入る。 

故に 支那 を區 分して、 北、 中、 南、 の三帶 となし 得べ し、 北 帶とは 北緯 四十 度より 三十 五 度の 逢 

まで を稱 す、 重に 黄河の 沿岸に して 支那 文化 淵源の 地と なす、 氣候較 々寒に 過ぎ、 冬期 は 河水 氷 

結して 航 運の 便 を 絶つ に 至る、 然れ ども 北 溫帶の 植物 は 能く 生 熟し、 小麥、 大麥、 燕麥 等、 開明 

人種の 食料品 は 一 として 好適せ ざる はなし、 其 陝西甘 肅の地 を 以て 中央 亜細亞 に 通路 を 開く が 故 

に 最始の 移住 植拓 は此處 より 始まり、 伸びて 南方に 及べり。 

S 中 帶とは 南北 雨 間の 濶谷を 云 ふ ものにして 楊子 江 水域の 全 體を云 ふ、 其 面積 七十 五 萬哩、 渺茫 

たる 廣原 沃野、 萬 邦 殆んど 儔 ひすべき なし、 江 水 は 實に小 大洋と 名くべく、 其^：財流と支流とは全 

沿岸に 供す るに 航 運上 至大の 便益 を 以てし、 長江 海に 盡 くる 處 より、 蜀山 四川 成 都の 邊 まで、 東 

西 一 千 三百 哩、 自然 的大 運河と して^す、 其 漢ロは 河口より 四百 哩の內 地に 在て 尙ほ 海洋 的の 璋 

頭な り、 漢 水の 便、 洞 湖の 利、 天の 樂園、 ra 通 八達の 地、 水利に 豊かなる 如 斯きは 地球 面 上 他に 

於て 求むべからざる なり。 

南 帯 南帶と は南崙 以南 を 云 ふ、 香 江 水域に 加 ふるに 浙江福 建の 二 省 を 以てす、 二十 八 度 以南の 地なる 

を 以て 其 物產は 自ら 熱帶 的な り、 以て 北 蒂の缺 を 補 ふに 足る。 

南 七-の お、 

通 此等 三帶は 南北 交通の便 を缺 ける 三區 域に あらす、 黄河 揚子江 間の 分水嶺 は 超越し 難き の 境界線 
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にあら す、 殊に 其 東端 は 海に 至らす して 盡き、 淮水 之より 發 して 雨水の 間に 流る あり、 故 を 以て 

東方 海に 近くの 邊に 於て は ニ帶相 合して 一大 平原と なり、 長 城より 以南 北緯 三十 度に 至る 迄、 東 

經百 十三 度 以東 海に 至る の 問 は 面積 一 一十 萬 方哩、 人口 一  億 八 千 萬 を 有する 一 大 平原な り、 世界 最 

犬の 人爲的 運河 は 之 を 南北に 通過し、 延長 六 百 五十 IT 船 を直隸 省の. m 河に 放てば 海に 賴ら すし 

て 南の 方 浙江省 杭 州に 至る を 得べ し、 佛人 マガ イラン 氏 曾て 記せる あり、 「余 は 北京 を發 して 陸 

行愤 かに 一 日に して 運河 河流の 便 を 以て 澳 門に 達する を 得たり、 此 里程 大凡 一 千 五百哩 なり」 と、 

以 て 支那！： 地 の 水路 交通 は 河流 の 方向の みに あらざる を 知るべし。 

中蒂南帶間南51冊脈の喩は北5^冊の比にぁらす、 其 峯織山 高度 一 萬 二 千 尺に 達する もの あり、 之 を横斷 

する に峽路 甚だ 少なし、 故 を 以て 南帶の 風土 人情 は 北 ニ帶に 比して 自ら 其 趣き を 異にし、 廣東人 

の 名 は 北部 人士の 常に 賤 しむ 處 なり、 若し 之に 住する に 異人 種 を 以てせし ならば 南裔の 一脈 或は 

1 ー國の 境界と なりて 存 するな らん、 然れ ども 其 險は佛 と 伊と を區 劃す るァ ルプ ス 山の： i にあら す、 

加 ふるに 同一 人種の 其兩 面に 住する あり、 叉 浙江福 建の 二 省が 海に 濱 して 雨帶の Si に 跨がる あり、 

南北の 反對、 其 相 接する や 甚だ 劇烈なら す、 北京 政府が 覇を南 51™ 以南に 施く は 地理 學 上の 理由な 

きに あらす。 

H で 知る 支那 は圓圑 なる 一大 國 なる を、 其 廣袤は 露 西亞に 均しく、 其 長 幅 稍 や 相 同じく 山野 铰々 

相半ばす るの 狀は 恰も 怫蘭 西の 如し、 卽ち 露の 大に加 ふるに 罰の 地形 構造 を 以てす、 其 熱 帶に始 

ま り て 溫帶 中和の 位置 を 占む るが 上 に 曠漠た る 高地 沙原 の 其 間に 存 するな く、 國內 至る 處耕耘 に 

適し、 一 百 五十 萬 方哩の 一大 田 ra なり、 ^!<那は其れ自身にして 一 世界な り、 人世の 必用 物 は 其. s; 


に存 せざる はなく、 之 を 全く 封鎖す る も 四 億 萬の 生靈は 安然に 棲息す る を 得、 支那 人 は 外に 待つ 

の 必要なし、 中華の 地 沃野 チ里、 何 ぞ膝を 屈して 交を蠻 夷に 求む るを須 ひん や。 

ま との 中華の 地 大國と 隣 を 接する 甚だ 遠し、 其 四 境に 之と 匹敵す るの 邦土 あるな し、 北 は北狄 蒙古な り、 

西は漠 南西 戎 なり、 南蠻の 暹羅、 安甫、 東海の 倭賊 一として 中華の 大に對 等すべき 者な し、 而し 

て 西南 印度に 達せん と 欲せば、 喜 馬拉亞 脈の 峻險 なる 之 を 四川 雲 南の 方角より 經過 すべ き樣 なし、 

故に 海運の 便な き 古代に 於て は 東洋 一 一大 B 間の 交通 は 常に 路を 大陸 中央の 高地に 取れり、 彼の 唐 

愤玄 # が 佛敎を 求めん と 欲して 印度に 至りし や、 西の方 玉門 關を 出て 戈 壁の 沙漠 を横斷 し、 天 山 

と 喜 馬拉 亜 と 相 接する 處 なる 葱 嶺 (ボ 口山) を 過ぎて 1 么ャ M ろの 西北 隅より 印度に 人れ り、 

又 伊人， マ，^  rr ボ， 口が 元朝に 至りし も 同じく 此 通路 を 取れり、 故に 支那の 隣邦と 稱 すべき 印度、 バ 

ク r ト 1^1 ャ— は 共に 數 千里 の 遠き にあり、 删國が I が、 舶、 1、 1 と 境 を 接する が 如き 狀は 支那 人の 推 

量し 能 はざる 處 なりき。 

支那 文明 此 位置に あり 此 構造 を 有する 支那に 於て 發 達せし 文明 は 如何、 余輩 は 歷史に 依らす して 其 何たる 

か を豫定 する を 得るな り。 

孤立な り、 統一 圑結 なり、 是れ ま那の 地理 學 上の 位置と 構造と を 有する 國に 於て は 避く ベから ざ 

る 結果と 云 はざる を 得す。 

自 國を稱 して 中國 中華と 云 ひ、 外 邦を稱 する に 悉く 蠻夷を 以てす、 吾人 は 支那 人の 無識と 自重と 

を 笑へ り、 然れ ども 是れ 彼等が 强大 なる 隣人より 隔絕 せし が 故にして 彼等が 自ら 求めし 弱點 なら 

ざる は 地理 學 者が 彼等の 爲 めに 辯す る處 なり、 支那 人に 貴公子の 自尊い 餘裕 あり、 淸朝 曾て 隙 を 
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英國と 開く や、 彼等の 無邪氣 なる、 天子 西征 して 陸路より 英國を 製 はんと 思へ り、 四方 二 干哩に 

互る 大國の 民、 己に 足る を 知て 外に 待つ を 知らす、 中華の 地、 誰れ か 之と 雌雄 を爭ふ もの あらん 

やと、 權カ 平均 (waliluce  of  power) なり、 外交 政略な り、 是れ六 千年間 支那 人の 腦裡に 浮ば ざ 

りし 問題な り、 支那の 歷史が 比較的に 平穏なる、 其 文明の 單 純なる、 皆 其 地理 學 上の 位置の 孤立 

せる に 依らざる はなし。 

外に 對 する 遠くして 內に 接する 密 なる あり、 殆んど 四角形 をな せる 一 團國、 平原の 四方に 連 亙す 

る ありて 山脈の 之 を分斷 する こと 少なく、 加 ふるに 大河の 幹流 支流が 運輸 交通の便 を 供す る あり 

圑欒 通 八達の 地、 是れ 統一 を 促が さ る を 得ん や、 支那の 平坦なる 勿論 露 西亞の 水平なる にあ 

らす、 然れ ども 之に 山野の 不同 ある は 反て 他 全なる 一致 を 促が し、 物産の 雜较、 風俗の 差異 は國 

民 協同の 媒介に して、 露 國に鎮 物の 缺乏 する が 如き、 水力の 使用し 得べき なきが 如き は 其 强大な 

る も尙ほ 自國に 足りて 外に 仰ぐ の 必要な きを 得 ざら しむ。 

«>«<•«>>>>  OOOOOOOOO0OO0O  3000000  0  0  0 

支 都. K 史 故に 統一 は 支那の 自然な り、 支那 を 分離 せんと 欲せし もの は 自然に 逆 ひし ものな り、 春秋 割據の 

^様 は 支那に 於て は 永 緩すべき にあら す、 故に 秦ー たび 天下 を 統一 してより 分離 は 稀に して 統 「 

は 常な り、 歐洲に 於て は國民 分離して 天下 始めて 治まり、 支那に 於て は 諸侯 割據 して HI 戈 絶 ゆる 

i なレ、 漢楚 天下 を兩分 せんとして 能 はす、 三國 天下 を爭ふ K 十四 年に して 叉 一統に 歸す、 晋の 

天下 南北朝と なりて 唐に 合せられ、 五代の 紛亂 五十 餘年 にして 宋代 となりて 終る、 ま那を 分割す 

るの 難 は歐を 一 校す るの 難き が 如し、 シャ II レ マ I ンの 理想、 ナ， ボ— レ—. S ンの希 tls は 支那に 施 こし 得 

OO0OOO00O0OOOOOOOO0 

ベく して 歐洲に 施 こす 能 はす、 支那 歷史の 趨く所 は歐洲 歷史と 正反對 なり。 


東 巧兩文 故に 分離と 競爭 とは歐 より 來り、 一 致と 合同と は 支那の 產也、 自由と 獨 立と は 前者に 伴 ひ、 和合 

い 順と は 後者より a: づ、 西洋の 社會 結晶 は 個人的 盟約に 成り、 東洋の 國家 成立 は 家族 的團 結に 

シャ ー レ マンの 家長 政略 は 直ちに， 奴れ たり、 周 公の 撰 賢 上 功 主義 は 支那 人に は容 れられ 

ざり き、 米 人の 理想 は 王な きの 國、 監督な きの 敎會 (country  witlxout  a  King,  Clmrch  with- 

out a  wishcp) たり、 支那 人の 治國平 天下 は 尊 尊 親 親 主義に 依る、 前者に 歐羅巴 地理の 分 劃 限り 

なき あり、 後者に 支那 地理の 圓團 なる あり、 歐亞兩 主義の 相 異なる、 「マグネ」 の兩 極の 性の 異 

. なる が 如し、 故に 歐の長 は亞の 短に して、 歐の缺 は亞の 有な り。 

分離 は 競爭を 生み、 競 爭は獨 立 自由 を 生す、 物雜駭 にして 美術 科學 あり、 科學 ありて 進步 あり、 

か 離の 健全なる 結果 は進步 なり。 

然れ ども 分離 其 物 は 虚無的な り、 紛爭 分離より 来り、 確執 粉爭 より 来る、 不尊 なり、 不敬たり、 

懐疑な り、 破壞 なり、 是れ 分離の 病理 的 結果な り。  , 

圑結は 和合 を 生み、 和合 は 從順尊 親 を 生む、 忠孝の 道な り、 淑德の 美な り、 敬虔な り、 團 結の 健 

全なる 結果 は 建設 保存な り、 然れ ども 團結其 物に 停滞の 性 あり、 怠慢 團 結より 来り、 腐敗 怠慢よ 

り 生す、 物 一様に して 抽象 力なく、 柚 象 力なく して 理想 あるな く、 理想な くして 美術 科學 あるな 

し、 科學 なくして 進步 なし、 團 結の 病理 的 結果 は 溢 滞な り、 囘顧 なり、 か循 なり、 頑愚な り、 退 

• 歩な り。 

分離の 利害 は歐の ものな り、 圑 結の 利害 は 亜に 屬す、 歐の缺 乏は團 結に あり、 亞の弱 は 分離 性の 

足らざる にあり、 完全なる 文明 は 歐が亞 と婚を 結んで 後に あり。 
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支那 文明の 長と 短と に 就て は 余輩 此處に 喋々 する を 要せす、 其 能く 四 萬 億の 生靈を 統一す る、 其 

國 nj^ の ii 勉 にして 穩 和なる、 其 長 を 敬し 上に 仕 ふるの 切なる、 共に 萬 國の仰 ひで 龜鑑 となす に 足 

る、 然れ ども 其大 理想に 乏しき こと、 其 美術の 卑陋なる こと、 其 外形の 禮に 流れ 易く して 眞善を 

認む るの 力 弱き こと、 其 進歩の 遲 鈍なる こと、 是れ 支那 主義の 特質と して 吾人の 常に 目撃す る處 

なり、 東洋の 開發は 之に 西洋 主義 を 注入して 團 合の 害 を 排除す るに あり、 恰も 西洋の 革新 は 東洋 

主義 を 和して 其 分離の 害 を 去る にある が 如し。 

支那 印度 兩 文明の 比較 

東洋 は 支那 印度の 雨中 S 具より 成る、 二者 面積 殆んど 相 同じく、 人口 备億を 以て 算す、 之 を 離隔す 

るに 喜 馬 拉亞の 大山 系 あり、 之に 住する に 蒙古 「ァリ ヤン」 の兩 異人 種 あり、 其 相 距るゃ 遠く、 

其 相 異なる ゃ大 なり、 然れ ども 是れ 世界 國 民の 一好 對、 東洋の 大家族 は此 二者の 合沓を 以て 成る。 

一は 大嶺の 西南 麓に あり、 氣候 赫灼、 植生 繁茂 を 極め、 之に 住する に 抽象 力に 富める 「ァリ ヤン」 

人種 を 以てし たれば、 熱帶 的の 早熟と 共に 形而上 的の 文明 を呈 せり、 一は 其 東北 面に あり、 氣候 

？ J 和 五穀 豊熟し、 之に 住する に實際 力に 富める 蒙古人種 を 以てし たれば、 溫帶 的の 生 熟と 形而下 

的の 文明 を產 せり、 印度人 は體を 忘れて 思考の 全力 を靈に 注ぎ、 支那 人 は 靈に意 を 介せ すいて 體 

を 事と せり、 前者 は 未來を 重んじて 後者 は 現在 を 以て 足れり とし、 彼 は 靈界に 伸びん と 欲し、 是 

は此 地に 安堵 せんとせ り、 彼 は 無限 を 追 ひ 求め、 是は實 際 を 探て 止ます、 兩 性の 相 異なる 實に男 


女の^ あり。 支那 印度 兩 文明 は 二者 共に 相容れ ざるが 如し、 然れ ども 兩 者に 東洋 的の 同一 性 あり ハ 

他 邦より 孤立して 單純獨 特の性 を 有する 其 一 なり、 單獨の 方向に 伸張して 齊 均を缺 くこと 甚 しき 

其 二な り、 各 其 本領に 於て 統一 を專ら とせし 其 三な り、 二者 目的 を 異にして 方法 を 共に せり、 總 

括 を 求めて 分解 を 避けし 一 點に 於て は 一 一 者 共に 西洋文明の 正 反對ゅ 方向 を 取れり、 綜合 は 東洋の 

！：き^ 卜、 いで 的に 綜合し、 印度 は靈智 的に 餘 合せり、 中古 時代の 歐洲 人が 渴笔し 

て 止 まざりし 一 帝王 一法 王 は 東洋に 於て は 太古より 個々 に實 行され しなり、 卽ち 支那 は 「ギ ベリ 

ン」 黨 (Ghibellines) の 理想の 如く 始終 一 帝 を 戴き、 印度 は 「ゲル フ」 黨 (Guolpho の 理想に 

叶 ひて 常に 一 宗敎の 方向 を 取れり、 然れ ども 兩黨の 希望たり し政敎 一 致 は尙ほ 人類 未来の 事業と 

して 存す。 

今世界 三大 文明の 特質 を擧 ぐれば 左の 如し、 

歐羅巴 文明 —政界 敎界に 於け る 分離、 

支那 文 明  政界に 於け る 給 合、 

印度 文明  敎界に 於け る 綜合、 

三者 混合 相 同化して 始めて 完全なる 文明 あり、 一は 他の 二者に 頓ら ざれば 其 缺を補 ふ 能 はす、 人 

類の 希望 は 三者の 調和 一 致に あり。 
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「海 端 有レ國 名 扶桑 俗 與 1! 風 光 1 皆 雅 卿 

、ヽヽ ヽ、、 ヽ  、ヽ、 ヽ ヽヽヽ 

孤椅 啸風琶 湖舟 萬. fc 含」 雪 芙 峰 頭 

花香  一 0 千樹 月 高 八 百八岛 秋」 

是れ 我等の 愛する H 本帝圃 なり、 柬 大陸の 東端、 太平洋の 西北 隅、 一 鏈の島 喚 半月形 をな し、 亞 

細亞 大陸 を 後陣に 控へ、 哨兵 線 を 大洋 中に 張る が 如し、 帝國の 面積 十五 萬方哩 餘と稱 す、 卽ち^ 

に 優る 二分. 艰と ®l とに 劣る 各 §1 分、 班より は 小に して、 伊， より は大 なり、 人口 は ra 千 萬を算 す、 

卽ち 5 ^よりも 多くして、 糊よりも 少く、 稍 や 佛と相 匹敵す、 地球 面 上 一大 國民 となりて 雄飛し 得 

るの 土と 人と を 有す、 其 位置た る や 北太平洋の 中和 を 占め、 熱帶の 終る 所に 始まり 寒帶の 始まる 

所に 終る、 山に 芙蓉 あり、 其秀、 瑞のズ IN— ン  1^、  メタ ホ ー ン.^ に 及ばす と 雖も其 姿の 優と 正と は 衆 

峰の 儔 ひすべき なし、 其 河に 石 狩 あり、 1 の 1^ ^ス大 にして 民の ii 勉は 能く 之に 日本海の 船舶 

を輕湊 せし むる に 足る、 其 隅 田 は 颜のク J フ イド" の 水量 を 有し、 E 艦 據艟の 之に 出入す る を 得せし 

むべ し、 其 淡水に 琵琶湖 あり、 瑞のゼ -fx" に 均しき 水面 を 有し、 孤 桿舟を 浮べて 風月に 吟じ、 拔 


ェ水を 利用して 民 一 i を 致し 得べ し、 一 國民を 作る の 要素 は 一 として 備 はらざる はなし、 

«p*- 洲な 日本 帝國 一 名 之 を 靖蜓洲 と 云 ふ、 藎し其 南北に 長く して 東西に 狭く、 中央に 太く して 兩 端に 尖 縮 

する の狀、 渠の脈 翅蟲に 類似す る處 あるが 故に 若か稱 せし ならん か、 其 頭部 は 能登半島と せんか、 

其 背部 隆起す る 所 を 甲 信の 高地と せんか、 其 腹と 尾と は 伊豆 半島が 大島八 丈と して 海に 盡る 所と 

せん、 其 右翼 は 東北 三道幷 びに 北海道に して、 其 左翼 は關西 西南の 地と 見做さん、 其 後 翅後緣 に 

刻 入の ある は 東海 の濱に 屈曲 港灣 多き を 示さん か、 翅脈 に 縱横ぁ る は 我國 山脈 の 方向 を 示す が 如 

し、 前後 兩翅の 分る. -所は 西南に 內海、 東北に 靑森灣 の あるが 如し、 余 は 實に蜻 蜓洲の 名 を 愛す 

るな り、 吾人の 先祖 は 卓見な りし、 彼等 は 能く 脈翅蟲 類の 構造 を 究め、 帝國 地形の 概略 を 示せり、 

吾人 開明 進める 彼等の 子孫 は此 詩歌 的 名 稱を廢 すべから ざるな り。 

B 木鱺を 若し 日本 國を 天女に 擬 せんか、 窈究 たる 彼女の 仙 姿 は 大陸に 背し 大洋に 面し、 高麗 半島の 盡 きる 

天女に 援  カム サッ。  ， ， - 

せん 邊 より 加 察 加の 南 角に 至る 迄 大洋 面を掩 ふが 如し、 彼女 は 頭 を 北海に 擡げ、 胸 を 東北の 山野に 持 

し 腹を關 東の 郊 原に 据へ、 富士山 帶を 以て 帶 せられ、 尾 濃の 原野 を 下腹と なし、 幾內に 下肢と な. 

り、 山陰 山陽の 一 足 を 後に し、 南海 西 海の 他 足 を 前に 進む るが 如し、 彼女 は 旭日に 面し 夕陽に 背 

9  C000OOOO0  0OOCOOO00000O  .  C  ：  -1:,, 

す、 東 向して 望む が 如し、 西 背して！ 者 を 擁する が 如し、 彼女の 麗姿に 聲 あるが 如し 耳 ある も. 

の は焉ぞ 聞かざる を 得ん や。 

本州の 海 日本 園の 海岸線 は 屈曲 東岸に 多くして 西岸に 少し、 卽ち 本州 を 以て 論ぜん に馬關 より. 2: 海 東海 を 

沿 ふて 陸 奥の 三 廐に 至る 迄 海岸線の 延長 は 三千 一 ー百士 ー哩 なり、 然るに 三 廐より 西海岸 日本海に 
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沿 ふて 馬關に 至る 迄 は 僅かに 一 千 五 百 九十 五哩に 過す、 東海に 松 島灣、 伊勢 灣、 大 阪灣、 內海坎 マ 

の 深く 陸地に 蝕 入す る あり、 加 ふるに 鹽釜、 横濱、 淸水、 四 n!^、 祌戶 等の 良港 を 有し、 水輸の 

便 實に備 はれり と 謂 ふべ し、 是 に反して 西海岸に 於て は 屈曲 港湾^だ 乏しく、 纖に 能登半島の 西 

北に 向て 突出す る ありて 伏 木の 一 港 を 日本海の 波濤より 防禦す るに 足る のみ、 後志 小拇 (是叉 良 

港と 稱 すべから す) を 去て 西南 六 百 里 長 門の 赤 間關に 至る 迄 一 良港 灣の 西海岸 を惠む あるな し、 

其 羽 後の 舟 川 は 風波 を 避く るに 便 なれ ども 陸運に 難な り、 其 土 崎、 酒 田、 新 潟、 直 江 津等は 大河： 

に濱し 沃野 を 擁し 以て 大巿 場た る を 得る と雖 も、 河口に 砂 泥 充塞して 海に 通す る 難く、 線 かに 輕 

舸に 因て 洋上の 船舶と 往來 する を 得る のみ、 其 七 尾、 敦賀、 宫津、 境 等 は 良 灣の形 をな すと 雖 も- 

その 掌握す る 產出地 は 甚だ 狭隘なる ものにして 大船 を 寄す るの 要 甚だ なし、 加 ふるに 西北 時候 

風の 强 荒なる、 航海 は 半 歳 殆んど 杜絶し、 舟 揖の便 甚だ 佳から す、 其 東海の 灣深 くして 風 和 な 

るに 比すれば 彼の 優是の 劣實に 同日の 譚 にあらざる なり。 余輩 は 云 へ り 日本 は 東に 面し 西に 背す 

と、 卽ち 東に 開て 西に 閉づ、 卽ち 歐洲の 正反對 なり。 

^1 の 海 然 i ども 西南の 一 隅 は 全く 此規定 に 反する が 如し、 九州の 地勢 は 西に 開て 東に 閉づ、 猿 i 身 を 鞠 

めて 夕陽に 向て 坐す るの 狀 なり、 其 東面 日 向灘に 濱 する 所 は港灣 出入の 缺乏 本洲の 西海岸に 於け 

るが 如し、 其 細 島と 油 津とは 僅かに 小船の 碗 泊 を 許す のみ、 上て 醬： 後 畳 前に 至る も 東 向して 大 港 

の 開く あるな し、 然るに 西海岸に 至て は 全く 然ら す、 rH 本 地文 學」 の 著者 矢 津氏は 記せり、 「肥 

前-一至 リ テ殆ド 屈曲 ノ狀 態ヲ盡 セリ、 或 ハ岬嘴 長 ク屮： ；デ、 或ハ港 灣深ク 入リ、 西-一向 テハ 東西 松 

浦ノニ 半島 突出 シテ伊 萬 里湾ヲ 抱キ、 彼件ノ 半島 ハ鰂 浦ヲ 擁シ、 東-一向 テ島原 半島 卜ナリ テ筑紫 


潟ヲ 包ミ、 終 一一 宇 土 ノー  角 ヲナシ チ薩摩 大隅ノ  二 大角ヲ 出 シ薩摩 湾ヲ抱 ケリ」 と、 而 して 此 屈折 

中 1 港好據 一にして 足らす、 其 佐 世 保 は 海水 深く して 巨 籐 を 泊し 得べ く、 其 長 崎 は^ 運に 不便な 

る も 世界 最良 港の 一 を 以て 算 せらる、 其 三角 は 東 肥沃 野の 産出 物 を 悉く 掌握す るに 足る、 東岸の 

^, 西岸の 富、 亦 同日の 譚 にあらざる なり。 

本州の 西 本州の 南西 部 も 亦此西 向の 倾き あり、 其 大阪灣 の 西 向して 開放す る、 其 「日本の 地中海」 なる 

南  「內 海」. が 我の ク： T^KT^ なる 門 司 海峡より 東に 向て 延び、 星 列 碁 布の 島嶼の 間 を 屈折して 深 

く 茅 停 海 迄 浸入す る 等、 一 として 西 向の 徵候 にあらざる はなし。 

全國. IS 南と 東南に 開け 西北に 閉づ、 天女 は 前と とに 注意して 背 を © み， \^。  • . . 

日本の 山 日本 國の 山系 亦 余 W の 熟考 を 要す、 そ は 海岸線 は 他 邦との, 係 を ま-かに， f、 山脈の 方向 情 質 は. 

0  か^.! き ト,. ^いい、 i かに 依て i 民が 世界に 斑すべき 天 i の 如何 を ¥ 決し 得れば なり。 

余 W ま 復た爱 に 「日本 地文 學」 記者の 言 を 借る の 必要 を感 するな り、 彼 は 日本 山系の 大略 を 記し 

て 曰く 

蓋シ我 ガ帝國 邦土 相 異レル 方向 ヲ採ル ニ脈ノ 大山 系 ヨリ 成 レリ (一) ヲ棒太 系 ト云フ 卽チ東 

北方 ナル樺 太 島 ヨリ 地 脈 ヲ延キ 宗谷峽 ヲ 渡リテ 蝦夷 島 トナ リ其ノ 中央 ヲ南々 東 一一 貫通 シ 襟 裳 

崎 一一 出デ遂 一一 脈 ヲ中土 一一  列ネ 少シク 方位 ヲ轉シ 南々 西ノ 進路 ヲ以テ 太平洋 ヲ走リ 中 土 東岸 一一 

於テ少 シク背 ヲ露ハ シ本系 ノ內部 一一 駢趨 スル 火山脈 ト共 一一 信 濃 ノ境上 一一 達セリ (二) ヲ 支那 

一ず かト稱 ス卽チ 西南 支那 大陸 ノ餘 波-一 シテ 火山脈 ハ琉球 島 ヨリ 九州 -ー 進入 シ霧島 火山脈 トナ 

リ 古生紀 山脈 ノ 軸線 ハ肥後 ノ海濱 ヨリ 同島ヲ 東北 一一 横 過 シ豐後 一一 出テ遂  一一 ral 國島 一一 渡 リ刺明 
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十 ル 該島ノ 軸線 トナリ 阿波 ノ 東部 一一 於テ少 シク缺 損シ！ W ビ紀 $ -华島  一 I 起リ 大和 ヲ橫 通シテ 三" 

遠兩國 ノ 間 一一 入リ 途 一一 信 濃 一一 達ス 支那 山系 ノー  派ハ 中國 中央 ヲ 地形 ノ如ク 速 互シテ 其 軸線 ト 

チリ 大湖ノ 北 邊ヲ過 ギテ飛 彈ノ境 上 一一 進 人 ス此兩 派 ノ峽谷 ハ卽チ 所謂 瀬戶 ：2： 海 一一 シテ 火山脈 

ハ此ノ 溝 間ヲ逸 過セリ 

樺 太及ビ 支那 ノ兩 大山 系 ハ信濃 及ビ飛 IS ノ境上 一一 於テ互 一一 相 衝突 シ地皮 一一 一 大 裂溝ヲ 生ゼリ 

且ッ 此ノ兩 大山 系 ノ內部 一一 沿フテ 驗趨シ タル 數流ノ 火山脈 モ又爱 一一 维リ地 皮 衝突 ノ 接合 スル 

縫 裂 線 ノ弱點 ヲ求メ テ共ノ 勢ヲ逞 フシ 劇烈 ナル喷 起 作用 ヲ以 テ遂 一一 高 峻ナル 諸：^ 峯ヲ 築ケリ 

此 ヨリ 火山脈 ハ 一 轉シテ 南々 東ノ 方向 ヲ以テ 縫 裂. I： ヲ 橫走シ 5. 斐駿河 伊豆 一一 亙リ遂 一一 富士帶 

ト稱ス ル 一 大派ヲ ナシテ 太平洋 中 一一 突出 シ 伊豆 七 島ヲ噴 起セリ 以上 ハ 本邦 ヲ 組成 スル 大山 系 

ノ 大勢 ナリ トス 

樺 太 山系 幷 びに 支那 山系 は 稍 や 平行 脈に して、 唯 僅かに 少しく 駢趨の 方向 を 異にする のみ、 故に 

日本の 山脈 は 重に ブ，^ ^ 氏 第一 則に 因る ものと 謂 はざる を 得す、 卽ち 山脈 は 邦土の 延長に 從て 

連 19- し、 南より 北に する の 方向 を 取れり、 然れ ども 二 系 相 接合す る 所に 高嶺 巨 Itw 相聯 りて 邦土の 

延長 を橫斷 する あり、 其 最も 著名なる もの は 富士山 帶 にして 遠く 太平洋 中に 起り、 靑島八 丈と な 

りて 波 上に 顯 はれ、 伊豆 七 島と なり、 天 城 山と なりて 伊豆 半島の 骨子 を 作り、 函嶺と なりて 本島 

の 南北 脈に 接し、 竞にニ 脈 相 衝突す る點に 於て 富士山と なり 一 千 二百 丈の 天外に 聳ゅ、 尙 西北し 

て 淺間岳 を 生み、 戶隱、 妙 高山と なりて 日本海に 盡く、 是れ實 に 本邦の 最高 地に して 全國 は此處 

に 於て 東北 部と 西南 部と に兩分 さる。 


木 
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富士山 帶 と耕趨 する 山脈 亦 一 にして 足らす、 飛 濃 山脈の 信 濃に 起り 越後 越 中の 間に 於て 诲に盡 き 

る あり、 叉 伊勢山 脈と も稱 すべき もの ありて、 紀 伊の 南端 潮 崎に 起り、 北に 亙りて 伊勢の 西 境 を 

作り、 關ケ 原の 一道 を殘 して 伊吹 岳 横 山岳と なり、 濃 江 越の 境に 於て 支那 山系に 合し、 加貿 の，： n 

山に 抵 りて 再び 西北の 方向 を 取り、 栗加羅 峠と なりて 能登半島に 延び、 珠洲 岬に 於て 日本海に 終 

る、 其 他 岩 代と 羽 後と を 分つ に 一 脈 あり、 東南に 延て奥 野の 間に 隆起す る處は 有名なる 白 河に し 

て、 奥^ 七 固の 關鬥 なり、 雨 羽 間に 院內の 東西 小 脈 あり、 後 陸 奥 間に 餘ケ關 の 起伏 あり。 其 他 

全國 臻る處 南北の 延長 脈 を截斷 する に 幾多の 東西 脈 あらざる はなし。 

然れ ども 本邦の 地勢より 論す る 時 は 南北す る は^にして 東西す る は 枝な り、 樺 太 支那の 兩 山系 は 

梯の縱 木に して 伊勢、 飛 濃、 富士 等の 東西 脈 は 階な り、 南北す る は 東西す るよりも 易し 然れ ども 

CC0O00OOOOOO00O00OO 

幾多 の 障害な くし て 南北す る 能 はざる なり。 

故に 日本 國の 地勢 は 伊太利、 ス カン ダナ ビヤの 如く ブ ー ヱ ー 氏 第一 則に 因る なれ ども、 之れ に 加 

ふるに 希腦、 瑞 西の 如く 東西 脈の ある ありて 又 第二 則に 因る ものな り、 以て 一 統 和合す る を 得べ 

0  cooooo〇oooooo〇oooo 

し、 以て 一統の 下に 分離 自治 を 計る を 得べ し。 

今日 本國を 他の 文明 國に 比せん か、 余 は 先 づ之を 英國と 比較せ ざる を 得す、 英 園の 稍 や 東方 「北 

海」 に 向て 閉ぢ 西方 大西洋に 向て 開く は 我の 西方 日本海に 向て 閉ぢ 東方 太平洋に 向て 開く が 如し. 

而し て 其 東西 方 に 於 て， テ し ムス 吐 口 シンク 諸 港 (snque  ports) ボ ー ッ マス、 サゥ ザムブ トン 等 

に 於て 歐 大陸 を 迎 ふるの 狀は 我の 西南 諸 港が 西 開して 亞細亞 大陸に 向 ふが 如し、 其 山脈に 南北す 

る ものと 東西す る ものと ある は 犬に 我の 山系と 相 均し、 口木 を稱 して 東洋の 英國と 云 ふ、 其 大陸 
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に對 する 位 §g も、 其 大洋に 面する 狀も、 山脈の 方向に 於け る も 二者の 類似 は 甚だ 多し。 

余 は 亦 日本 を希臘 半島に 比せん と 欲す、 希臘の 東面して 亞細 亞に對 する は 我の 西南 地方が 西 向し 

て 同大 睦 に對 する が 如し、 其 多島海に 散布す る 百餘の 島嶼 は 我 西 海の 諸島が 我と 大陸との 間に 羅 

. 列す るが 如し、 其べ 0 ボネ サスは 我の 國 九州な らん か、 其 11^;^ 灣と T^lTi- は 我の 内海 

と 大阪灣 ならん か、 然 らば ピ ラス を神戶 とし 雅典を 京都と せよ、 我の 琵琶湖に 對す るに 彼の ビ.^ 

ャの建 地と コ パイス 湖 あり、 我の 函嶺に する にォス リス (othrys) 山 あり、 ^リ— の 野は關 

東の 平野な り、 馬 塞 頓の原 は 奥 羽の 曠原 なり、 特 に 西岸！. ^ド リャ 海に 濱 する 邊は 港湾 屈折 甚だ ii 

なく、 羅馬歷 史家 1RI セ I ン 氏の 「伊太利 は ァ「门.^ 海岸に 於て 希 瞧と脊 合 をな せり」 との 一一 一一 n の 能 

く 意を盡 せる を 見るな り、 希隨 が歐洲 本土に 開く 所 は 其 西南に あって 西北に あらす、 我の 日本海 

に 閉ぢて 支那 海に 開く に 比較せ よ。 

希臘の 山脈に 叉 南北す る ものと 東西す る ものとの 二様 あり、 前者 は 大陸 山系に し， で 山の 

一 支が 南 向して 爱に 至りし ものな り、 恰も 我の 支那 脈が 喜 馬拉亞 脈の 餘波 として 東北す るが 如し、 

又 本 脈 を横斷 する に 副 脈 あり、 全國を 分ち て 數箇の 地方と なす、 恰も 我の 東西 脈が 邦內各 也の 封 
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建 自治 を 促す が 如し、 日本 は 亞細亞 の 希 職な り、 共に 大陸の 東陲に 起て 東門の 關を 守る が 如し。 

0^. 余 は 又 更に 日本 を 歐羅巴 大陸に 比せん と 欲す、 余 は 已に之 を 希 職に 比せり、 而 して 希 臓 は 小歐羅 

巴 的な り 巴な り、 日本 亦 小歐羅 巴なら ざる を 得ん や。 

上に 歐の 地勢の 東北より 西南に 走る は 我と 異なる 事な し、 若し 本洲 のみ を 以て 歐 大陸に 比べん か、 比 

較益々 相 近き を 見ん、 彼の 地中海 は 我の 「內 海」 なり、 彼の 1 へ，.^ f 半島 は 我の 山陰 山陽な り、 


彼の 溫暖 なる 伊太利 半島の 橄麼樹 を 以て 掩 はる i は 我の 南海の 紀 5- 半島の 蜜柑 樹を 以て 馥郁たる 

が 如し、 アド^ 海 を 5, 勢 海と せよ、 而 して 尙ほ 想像力の 自由 を 許すならば 衣ケ浦 以東 伊豆 半島 

迄 を バルカン半島と 思 ひ 見よ、 歐 大陸 南方の 三 半島 は 我に 比較 物の 供すべき あり、 我の 西北 海岸 

亦然 り、 不. k 顚 群島 を 表せん が爲 めに 我に 隱岐 群島 あり、 丁抹 半島の 日耳曼 海に 突出す るに 對し 

て 我に 能登半島の 日本海に 突出す る あり、 獨逸 北岸の 平 潟 千里に 亙る に對し 我に 北 越の 砂 岸 百 里 

に 互る あり、 東北の SW 平原 は 我の 奥 羽 北海の 郊野な り、 ス カン ダナ ビヤ 半島 を 表せん が爲め 

我に 佐 渡 島 あり、 竹 島の 孤島 は 隱岐の 西北 日本海 中に ありて 英の 西北 大西洋 中の 孤島 アイス ラン 

^を 想 ひ 起さし む、 外形 上の 一 一 者の 類似 は實に 緻密なる ものと 云 ふべ し。 

fsK に 余 は 已に歐 大陸の 山系 を 論ぜり、 而 して 今 彼と 我との 比較 を 山脈の 方向に 於て 取らん とする も 亦 

決して 難き に は あら ざれ ども 冗長 を 免が れん 爲 めに 之を讀 者の 考察に 住せん、 余輩の 巳に 注意せ 

し 如く 我國は 南北、 東西の 山脈 を 以て 現然 たる 鄕域 に區分 せらる、 あり、 而 して 之れ 叉 i 大陸の 

地勢た る は 余輩の 巳に 攻究せ し處 なり、 余輩 をして 再び 想像力の 翼 を 借り、 歐洲を 我 t= 蜓洲 面に 

畫 かしめ よ、 ^の 諸 强國を 我の 本土に 割 布す る 亦 難き にあら ざるべし。 

我 本洲の 西南 日本海と 內 海との 問 に 仲る 長 半島 は 冷血なる 長 州 人の 住居す る 我の 西班牙な り、 東 

隣の 幾. r は 久しく 我國 文明の 中眞 たりし 我の 佛蘭 西な り、 紀伊 半島 は 我の 伊太利と して 南海に 突 

出し、 尾 濃の 沃 原の 其 東北に 附着す るは恰 かも。 沿岸の 郊 原が アベ l=T 山の 東北に 横た はるが 

如し、 半島の 北境、 琵琶 淡水が 八景 を呈 する 邊は TT^ 湖 を 有する 瑞西 ならん、 山の 重 

嶺巨峯 蜒 として 東に 亙る に 比して 濃 飛 信の 重 i 山が 觀 然として 國の 中部に 蹯 かまる あり、 其 南支 
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して 遠駿 豆と なりて 海に 終る 所 は 我の バル ガン 半島な り、 關 東の 野、 利根の 水域 は洪葛 利の 沃 

ダ 一一 ュ ー ブの 水域と せん、 北海の 能 登 を 我の r 抹 となし、 之より 平 潟 百 里 東北に 向って 弓形 をな 

して 海に 臨む 我の 北 越 は 赏に獨 逸 聯邦の 位置に あり、 是 より 東北 廣 袤の 地、 文化 を 蒙る 最も 遲か 

りし 我の 奥 羽 北海の 地はム I ス— コ. の 全土た る 露 士亞の 位置に 立つ に 非す や、 休 一一 一一 口よ、 余 聚の比 

較は 想像力の 濫用より 來 ると、 余！^我國を^^米利加に比せんとするも能はざるなり、 亞非利 加な 

り 漆 斯利亞 なり、 印度な り、 支那な り、 余 5^ は 比較 を 求めん と 欲して 能 はざる なり、 日本 國の位 

OOOO0O00O00OOO0OOOO0 

S§1 は 亜 細亞的 なれ ども 其 構造 は 歐羅巴 的な り。 

已に其 位置 を 知り、 其 構造 を 究めたり、 リテ デル、 ^^Tn^ の 迹を踐 みて 謹 愼靜肅 に 地理 學 上の 事 

赏を歷 史的に 解 せんに は 余 眾亦我 邦の-: 千宙 に對 する 天職 を 探り 得 ざらん や、 已に 先例の 供せられ 

しあり、 余鞏の 解題 は必 すし も惰 者の 夢想と は 信ぜざる なり。 

- »  ：  ：  1 >■  ,  00OO000000O00O000000  Ml, .. —— ， 

一 日本 は島國 なり、 而 して 島 國の用 は 常に 大陸 il の 交涉を 助く るに あり、 英 阈が歐 米の 間に 

あって 歐の粹 を 以て 米 を 開き、 米の 富 を 以て 歐を 利す と は 余 鞏の已 に 論ぜし 所な り、 TT 

リ ー が 地中海の 中央に ありて 1,、 1  非兩 大陸の 思想 交換の 地たり しあり、 地中海 東 隅の 一島 

シ プラス (Cyprus) は亞、 i、 非 ビー 大陸の 間に 介し、 一 方に はフ -Y— 一一 J ン ー ャ、 バ ビ 口 ン の 文 

明 を吸牧 し、 一方より 埃 及の 文物 を 採取し、 之に 住する に 重に 希 職人 を 以てし たれば、 古 

代 三代 文明の 混同 は此 一 小島に 於て 行 はれ、 文化 西漸して i 大陸に 達せし は 多く は此 島と 

其 西 隣なる カンジ ャ (canclia) 島 を 通過して なりと 云 ふ、 日木國 の： M 置 は 米亞の 間に あり、 

-0:0.-  900000000000000  0  000000000000 

其 天職 は 是等兩 大陸 を 太平洋 上に 於て 鏈鎖 する にあら すして JT そや。 


一 一、 日本 圃の 港湾に 米に 向って 東 開す る ものと 支那 本洲に 向て 西 開す る もの 多き は 米 亜 間の 媒 

介 者た る 我の 位置 を 確定す る ものな り、 見よ 我の 室 蘭、 松 島、 橫濱、 四 日 市 等の 東 向して 

旭日に 向 ふに 對 して、 米の バ ンク ー バ、 タコ マ、 ボ. I—Hi7rr ン lr、 桑 港、 サン. チ ー ゴ、 サン 

カラ ー ス、 ァカプ I ルコ 等が 西 向 夕陽に 對 して 我に 應する を、 我の 神戶、 馬關、 長 崎、 三角 

が 西に 開 ひて 我が 西 隣を迎 ふるに 對 して、 黄河、 楊子： a は 我に 向て 流れ、 其 天津、 上海、 

漢ロ、 福 建 は 悉く 我に 向て 開き 我の 招待に 應 ぜんとす るの 狀を、 我 は 一手 を 仲して 米を迎 

へ 他 手 を 仲して 亜 を 招き 二者 をして 我に 於て 合一 ならし めんと する が 如し、 も 英が西 向 

して は 米に 向て 開き、 せ ハグラス ゴ ー、 リ— バ！^ !■ ル、 ブ リス ：r^、  "^ヰ— ン IIT タウ ン 等が 米の 

ボストン、 紐 育、 ヒー ル， IT ャぃ ボ モ ー ル 等と 相對 し、 東 向して は 7^、 倫敦、 ぃホ" 

ッ マス 等 を 以て M 大陸の 西北 諸 港を受 るが 如し、 我の 亞と， 米と に對 する 位置 は英 の— 歐と 1  米 

とに 對 する 位置なら ざる を 得ん や。 

三、 我が 山脈 軸線の 南北す る は 我 國に亞 細亞的 統一 を 施す に 難から ざら しめ、 亦 之 を橫斷 する 

に 束 西 服の 所々 に存 する は 統一 の 下に 歐羅巴 的の 自治 獨 立の 精神 を 養生し 得せし む、 卽ち 
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我に 亞歐兩 主義 を 同化す るの 特質 ありと 謂つべし。 

r  ,  .  3  ®  0  3  3  3  3  0  3  s  いふな かれ 

口 本 固の 天職 如何、 地理 學は 答へ て 曰く、 彼女 は 東西 兩 洋間の 媒介 者な りと、 勿 言、 何ぞ簡 短の 

甚だしき やと、 是れ 一大 國； }^ たるに 恥づ ベから ざる 天職 なれば なり、 是れ希 臘國の 天職たり しな 

り、 是れ 英國の 天 職に して 彼女の 强大 なる は 彼女が 能く 其 天 職を盡 せし が 故な り、 媒介 者の 位置 

 「和平 を 求む る もの は 一 i なり、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ なり」。 

1® 兀 Rf 曰 木の 地理と 其天联  六 一二 九 
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地 现學の 指定に 係る 我國の 天職 は 大和民族 二 千年 問の 歷史が 不覺の 中に 徐々 として 盡 しつ k あり 

し 天 職なら す や。 

： 支那 文明の 中眞は 黄河の 沿岸な りし、 而 して 其 激海は 我に 向て 問け、 其遼東 を經て 高麗 半島 は 我 

に 向て 仲び、 我の 封 馬、 壹岐 五島 は 其 地勢 を 受けて 我の 九州に 及ぶ、 而 して 支那 文明 は此 地理 學 

上の 通路 を經 過して 斷 へす 我に 來入 せり、 我 は 悉く 之 を 受け、 能く 取捨 撰擇 し、 之に 加 ふるに 非 

常の 進歩と 改良と を 以てせり、 制度、 文物、 美術、 ェ藝、 耕耘の 法に 至る 迄 創意 は 我 は 悉く 之 を 

支那に 受けたり、 而 して 神武 大帝 一統 以来、 大和 武、 田 村 の 東征、 仲哀、 神 后の 西征に 至る 迄、 

荒 陬の地 未だ 道路の 便^だ 乏しき の 時、 能く 短日月の 中に 東征 西 服して 全土 を 一 中央 權の 手に 握 

る を 得せし めし 者 は、 日本の 地勢が ブ 11 工  11 氏 第二 則に 依り、 軸 脈國の 延長に 從て連 互し、 彼等 

の 遠征に 妨害 を與へ ざり しが 故な り、 故に 應 神の 世に 始めて 支那 的統 一 主義の 我 邦に 輸入され し 

や、 國民は 喜んで 之に 接し、 爾来 各 王朝が 制度 改革に 從事 せし 時、 必す西 隣の 制度に 則り、 我^ 

艇洲 に家挨 主義に 基ゐ する 支那 政略 を 施す に敢て 一 も 不便 を 感ぜ ざり しなり、 加 之 支那の 大陸 的 

思想 は 日本に 渡て 島國 的の 壓拷、 蒸 粹を來 し、 忠孝 仁義の 常道 は殆ん ど宗敎 的の 敎理と 化し、 竞 

に 世 ゆに 供す るに 萬 世 二 系の 天子 を 以てする に 至れり、 强國の 問に 介し、 直 i 山  一 嶺 一！； を 十八 鄉 

に分斷 する 瑞西國 に 於て 我の 制度 を 施さん とする も 全く 能 はざる なり。 

我等の 吸牧 せし は 勿論 支那の みに あらす、 西藏 蒙古 を經て 黄河 沿岸に 輸送され し 印度 思想 も 直に 

地现學 上の 常 路を經 て 我に 輸入せられ たり、 而 して 佛法ー び 我 邦に 人り しゃ 釋迴牟 尼怫は 幾く も 

なくして 一 大帝 國を 彼の 領土に 加へ たり、 日本に 於け る佛 法の 發達は 實に之 を 輸入せ し 人の 豫想 


外に 出たり、 怫法學 者 は 云 ふ 「若し 釋氏 をして 彼の 死後 三千 年の 日木佛 法に 接せし めしなら ば 彼 

は その 彼の 宗敎 なる を 釗训し 能 はざる べし」 と、 印度 本國に 於て は 殆んど 消滅し、 西藏 蒙古に 於 

て は 拉馬敎 となりて 法主 制度の 迷信に 下落し、 支那 朝鮮に 於て は儒敎 政治の 下に 僅かに 下民の 信 

崇を 仰ぐ に 止まる 佛敎 は、 我 日本に 於て は 直に 王室の 宗敎 となり、 我の 寶貨 と美 術と 智能と は悉 

く 其 使用に 供せられ、 ム 「や 佛敎國 民 中 我の 如く 普く 釋 氏の 感化 力に 與 かり、 能く 彼の 眞理を 解す 

る もの は 地球 面 上な きに 至れり。 • 、  、 、 、 

li  f 举 がへ ハゃ f ハ 北米 合 衆き の 一 艦隊が 我の 沛 H に 来り 威 嚴と禮 節と を 以て 我に 開港 を 促が せし 時 は 

東西 兩 洋間の 媒介 者が 强健 有望なる 新郎に 接せし 時な り、 米の 我と 交通 を 求む るに 至りし は實に 

止 を 得ざる に 出たり、 之に 先す る 七 年 西洋文明 は 己に iT ッゃ II 山脈 を橫斷 し、 太平洋 岸に 下り、 

1  「お I ル Irf に 樂園鄕 を 作り 始めぬ、 之に 先す る 十 年 攝理は 砲聲を 以て 我が 西 隣の 惰 y を 破り、 

彼等に 堯舜の 美德を 世界に 發揚 せし むる の 時機 を 供せ り、 カリ ホル 一一 ャ 開け、 支那 開放され て 其 

i-ii かや 本に して 永く 束 手干涉 せざる を 得ん や、 新郎新婦 巳に 丁年に 達せり、 媒介 者の 立つ 

0  C  0  0  0  0  0 

べき 時 は 至りぬ。 

提督べ— ルリ 開港 要求の 理由 は 米國の 漁船に して 薪水の 缺 乏を吿 ぐる 時 は 我の 之 を 供 せん 事に あり 

たり、 然れ ども 彼 をして 爱に 至らし めし は米國 支那 間に 航路 を 開かん が爲 めに は 日本の 開放 を必 

要と 認め たれば なり、 日本の 位置た る 太平洋 航路の 衝に當 り、 支那の 富 港より 桑 港、 ポ ー ト ラン 

ド、 プゼ， ^ト 淺瀨諸 港に 往復 せんとす る 船舶 は 我國に 寄港せ ざる を 得す、 殊に 黑 潮の 我の 海岸 を 

沿 ふ數十 里の 沖に 流る & あり、 西南 反對 貿易風 帶の我 を 去る 遠から ざる 處に 始まる あり、 我に 寄 
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ら すして 束 西：.！ 洋 問に 航海 せんとす る もの は 海流と；！ .1^ 流との 援助 を拋 衆す る ものな り。 

必要に 迫られて n 木 は 11 放せられ たり、 而 して a: 然は^ 界の创 造の 時より 此 il 放 を 待ちつ k あり 

たり、 束 京灣の 深く 陸地に 浸入し、 關 is- の 郊^ を 接へ 、横 .ぬ| 只、 横濱 の. 要港 を 其へ て 東の 方米國 

に， M て 開く は 永く 彼が 來て 我を^かん こと を 待ちつ k ありし なり、 長 崎、 兵 _;w、 现は 支那、 印度 

に對 する 我の 關 門 として 巳に 開放 せらる &兹 に千餘 年、 然るに 今や 我の 東門 は かれたり、 東 隣 

との 交際 之より 繁く、 萬 邦の 賓客、 我 は 多く は 之 を is- 門に 迎 ふるに 至れり。 

米國 一度 刺 を 通じて 我に 鋭 交 を 求め、 我 之を諾 して 彼と 握手せ しゃ、 彼の文物は；^取速度を以て我 

に f 投入し 來 りぬ、 已に支那印度を风^^び盡せしロ本は彼女の性來の同化カを以て歐米を吸收し始め 

ぬ、 而 して 東洋主義に 堪へ、 又 之に 依て 涵養され し 日本人 は 亦 能く 西洋 主義に 堪へ、 能く 之 を 

化し、 共 東洋 的の 腦裡 に蓄 ふるに 西洋 的の 思想と 精神と を 以てせり、 西 隣 未だ 一尺の 鐵路 を^せ 

ざり し 時に 我に 已に千 有 餘哩の 鋼 鐵路の 文明 を 我の 僻陬に 輸入す る あり、 淸廷 未だ 唇 を 太陰の 運 

行に 求め、 運 を 宿 星の 出沒に 卜する に、 我 は TT^— ト J ノ、 IT^I^PrK の 天文 學に 基け る 太陽暦 を以 

てす る あり、 卅年 にして 日本 は 束洋國 ならざる に 至れり、 而て M 千年の 昔、 詩 架 1 ホ，^ メ IT の 時 

代に 於て 早 ゃ已 にァリ ヤン 人 稲 の 腦裡に 浮び 、 「アム フィ クチ ォ 一一 ック」 會議 (A ョ phictyouic 

Gsncil) となり、 「ッ リビュ ー ン」 政治と なり、 「マグ ナカ ルタ」 を 生み、 英闺淸 黨を屮 ：； し、 

米 ！！獨 立と なり、 佛圃草 命と なりし 個人 主缝は 西洋 文物と 共に 我の 認 むる 處 となり、 ^隣 未だ 自 

.£ の 一 錄をも 投げ ざ， がに、 釋迦の 印度 は 奴 31 國の 恥辱に 沈み、 孔子の 支那 は滿^ 掠 者の 占領 物 

«  ,  »  •  •  000000000000000000©©  000000000  0-2  00^-. 

たるに 際し、 |5^細_£ュの日本に：1:1に歐米的の憲法ぁりて自由は忠1?;愛國と共に仉立し5^ぺしとの證 


oooooooo 

例 を 世界に 擧げ ぬ。 

审 is 日本 をして 「米、 ^の 文明に 接せし めし 者 は 勿論 其 地理 學 上の 位置に 依れり、 之 をして 亞 細- 亞 的の 

め 合同 統一 に堪 /しめし 者 は 其 軸 脈の 南北して 一 國の 統御 を 易から しめしが 故な り、 而 して： €： 洋 主義の 

輸入に 會 して 直に 之に 應す るに 至らし めしもの は 東西の 橫斷脈 ありて 統 一 の 下に ありて 已に 自治 

割據の 制に 馴致せ しが 故な り、 東洋 的の 君主 主義 も 我に 施し 得べ し、 西洋 的の 自由 制度 も 我 は 施 

行し 得べ し、 我の 制度 は 西洋に 則れり、 西 隣 若し 西洋 を學 ばんと 欲する か、 必らす 我より 之を學 

f ん、 東 隣 若し 東洋の 長 を 取らん とする. 4、 必す 我に 於て 之 を 認めん、 兩洋 我に 於て 合す、 パミ 

1 ル 高原の 東西に 於て 正 反對の 方角に 向 ひへ 刀 離 流出せ し兩 文明 は 太平洋 中に 於て 相き し 一 一 者の 

OOOOOOCOOOOO  Co  oooooooo  00  Co  0-  00  n-c 

配合に 因りて 胚胎せ し 新 文明 は 我より 出て 再び 東西 兩^ に^からん とす 

さし 出る 朝日の 本の 光より 

高麗 もろ こ しも 春 をし る さ ん 
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第 十 章 南 三 大 陸 


赤道 以南に 地 を 有する 三 大陸 を 云 ふ、 亜 非 利 加、 南； 米 利 加、 濠 斯太拉 利- 亞， 是 なり、 共に 北 二 一大 
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の延 ぼなる は 睦 地の 連 緩 を 以て 察し 得べ く、 其 地勢の 北より 南に 互る を 以て 知る を 得べ し、 南 

三 大陛は 北 三 大陸の 附屬 物と 見て 可な り。 

南 三 大陸 は备々 之 を 隔絶す るに 渺 たる 大洋 を 以てする に關 せす 其形狀 並に 構造に 於て は 相 類似 

する 點ー にして 足らす、 今 其 isii なる もの 二三 を 左に 揭 げんに、 

一、 海岸線の 圓滑 にして 屈折 出 人 甚だ © なき 事、 

二、 地勢 南北に 互り、 北に 廣く 南に 狭く、 山脈 は 陸の 延長に 狗ひ、 東西 海岸に 沿 ふて 聳 ゆる 事、 

三、 西南に大曲！^を具へ、 東北に 大 岬と なりて 突出す る 事、 

然れ ども 各 大陸 亦 其 特質 ある あり、 1 は 高地 大陸と 稱 すべく、 平野 は 僅かに 海岸に 沿 ひて 存 する 

のみ、 ^は 平原 大陸と 稱 すべく、 峻嶺 東西 兩 岸に 近く 聳 へて 急 斜傾を 以て 海に 臨む、 11 の 高地 

は 高から す、 山嶺 亦嶮 ならす、 內地は 重 もに 沙漠 なれば 之 を 沙漠 大陸と 稱 せんか、 剕は 北に 寄る 

は 取 も 甚だしく、 面積の 過半 は 赤道 以北に あり、 南米 之に 次ぎ、 1 は 全く 南半球に 有り、 故に 南 三 

大陸 中 鋼 は 最も 早く^ 1 の 文化 を 受け、 S1 之に 次ぎ、 ュ¥ は 大陸 中の 末子と して 世に 現 はれたり。 

南 三 大陸が 人類の 進歩 歷史に 於け る 位置 如何、 是れ讀 者の 請求す る問题 なるべし、 然れ ども 之れ 

未来に 屬 する 問題なる を 以て 余輩 は 多言せ ざる を 可とす、 余輩 は 之 を 過去に 徵し、 北大 睦の 歷史 

に 鑑み、 以て 僅かに 余輩の 憶測 を 試みる のみ。 

亞非禾 力 


fSS 加 亞非利 加の 地理 は 甚だ 簡單 なる ものな り、 iw 髏形 をな したる 陸 塊、 之 を繞圍 する に 平地の 條片ぁ 

る あり、 內に 向て 進む こと 平均 百英哩 にして 山脈の 海岸 平地 を 沿 ふて 亦 大陸 を 週 廻す る あり、 山 

脈 を經過 すれば 一 面の 高地な り、 是れ亞 非 利 加な り、 地形 構造の 簡單 なる 是に 勝る 能 はす。 —— 

非 大陸の 一 大 特質 は 其ん 又 通の 不便に あり、 港灣& 缺乏其 一 なり、 一 千 一 一 百 萬 方 哩の大 睦、 一 

,  一^の あるな し、 ド— リャ港 は 人工に 成れる 埃 及 一 國の 埠頭た るに 過ぎす、 ザ ンジバ 

,1. (Zanzibar) なり、 ク ヰルメ ー ン (Quilimane) なり、 ケ ー プ タウン (capo  Town) なり 蕭 索た 

る 小 港 以て 大陸の 輕轉 地と なすに 足らす、 大河の 航海 用に 供す る 能 はざる 其 二な り、 ナイお は； 1： 

上 五 百 哩間舟 楫の便 を 許す と雖も 僅かに 幅 一 一十 哩に 足らざる 雨 岸の 民 を 利す るの み、 ナ イジ I ャ、 

(Nigel. )、 コンゴ (clong-oy ザム ベジ— (Zambezi) 、の 三 大河に 至て は 急流 河口より 遠から ざる 處 

に存 し、 多く 人工 を 施 こすに あら ざれば 運輸の 用 をな さす、 大陸 を繞圍 する 山脈 其 三な り、 大河 

の 潤 谷 を 以て 海洋に 向て 開く が 如き は 非 大陸に 於て 見ざる 處、 內地 何れの 方面より する も 先づ高 

嶺を 越へ ざれば 海に 達する 能 はす。 海岸 熟 病 地 か 一 帶其 四な り、 歐人 にして 內 地に 人らん と 欲す 

る もの は 必 らす此 疫癘 地 を 通過せ ざるべ か らす、 而 して 熱病 の 感 染を 受け ざる もの 未だ 曾て ある 

なし。 故に 見る 亞非利 加 は 自然の 封鎖 國 なる を、 人る に關門 あるな く、 出る に 通路な く、 加 ふる 

に 大陸 を繞圍 する に 山脈の 高 壁 を 以てし、 外 漆と して 惡癘 地の 一 帶を 設けたり。 

此四圍 僻陬の 大陸、 土地 沃饒 と稱す 可ら す、 北に， サ 「ハ H、 南に， ち フ—^ ありて 大陸の 三分 一は 荒 

漠 たる 沙 原な り、 中部 高臺の 地、 日光の 直線 を受 くると 雖も、 植生 豊かたら す、 害蟲 最も 多く、 

印度、 巴 拉西爾 等の 樹林 藤 湖蔓の 狀は此 大陸に 於て 多く 見る 能 はざる 處 なり、 亞非利 加 內地を 
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開放す る も 文明 W は 之に 依て 利す る 處有ゃ 否や は 未だ 識者 問の 問題な り、 我の 彼に 給すべき もの 

は 多くして 彼の 我に 酬 ゆべき もの は 砂金と 象牙と を 除て は 他に 殆んど あるな し、 野獣 は 文明の 進 

歩と 共に 盡減 する もの、 齊金屬 の 量 は 人命 を 防して 求む るに 足る や 未だ 疑問に 存す、 ん：' や 歐洲の 

諸大國 は爭て 地を剕 大陸に 求めつ、 あり、 然れ ども 彼等 は 占領 權を 宣吿 せし のみに して 未だ 實際 

の植 拓に從 事せ しに あらす、 英 人お シ ャ ー ヮ (sllirwa)、 タン ガー 一力 (Tanganyika) 地方に 

拓を 試みつ k あると、 白-斗 義人が コ ンゴ河 沿岸の 開放 を勉 めつ k あると を 除いて は 他に 未だ 此暗 

黑大陸を變じて人類の幸福なる棲息地となしっ \ぁるの經^^«を見す。 

然 らば 亞非利 加 は 開放せられ ざる か、 天 は 之 を拋棄 せんが 爲 めに 亞非利 加 を 造りし か、 .亞 非 利 加 

は 人類 進歩 歷史 に與 かるべからざる か、 一 千 一 一 百 萬 方 哩の陸 塊 は 永遠 迄黑 奴と 野獸 との 占領地と 

して _i する か、 余 は 若 か 信す る 能 はざる なり。 

£ 一！； fl 非大 ti の^き は 人類 全體の 進歩が 其 ゆ 度に 達せし 後に あり、 其 交通の 不便 は 之 を 超 除す るに 今 口 

0 の ェ學を 以て 爲す 能す、 或は 單ー 線 鐵路を 架設す べしと 云 ひ、 或は 新たに 吃水 七 吋の 川 蒸 汽船 を 

造るべし と 云 ひ、 或は サハラの 沙漠 を變 じて 海と なさん と 云 ひ、 亜 非 利 加 內地開 整 法の 難き は 北 

極に 到達 せんとす ると 同一な り、 今日の 學 術と资 本と は 未だ 此 難に 勝つ 能 はす、 ピ，. ^^^.T ス 氏の 

剛膽 たる もス タン レ ー 氏の 智略 ある も、 未だ 此 障害 を 超 ゆるの 道を敎 へす。 

余輩 は 已に亞 非 利 加 内地の 比較的 沃饒 ならざる を述 たり、 印度 南米の 富 は 招かす して 開明 人の 垂 

诞 する 處 となり、 利 慾 は 之 を 整す るに 充分なる 主動 力なり、 然れ ども- 亞非利 加 は 全く 然ら す、 象 

牙 iu に 謙き、 買 奴の 蠻^ 禁爾 せらる X に 至らば、 疫癘 を：；^ し 威焰を 忍び、 毒蛇 猛 の 險を： H す も 


の は殆ん どなき に 至らん、 利慾が人類活動の最大主動カたる間は！^ュ非利加の開發は望む可らざる 

葡萄牙 人の 其 東西 兩岸樞 要の 地 を 占有す る 事 こ k に 四百 年、 未だ 曾て 一 路を 開て 便 を 内地 

に通ぜ しこと なし、 ^太 利 人 紅海の 西岸 ァソヮ を^ 領し、 幾 干 もな くして 收 支相愤 はざる の 故 を 

以て 之 を 放棄せ り、 亞非利 加 は義俠 心と 慈善心と のみ を 以て 開く を 得べ し、 英の 宜敎師 ロバ I. 

一て フ ハ. - ト氏此 精神 を 以て 一 生を黑 奴の 中に 消 養し、 南方 諸 州が 今日の 旺盛 を 致す に 至りし は 彼 

の 功績 與 りて 力 あり、 彼の 女婿 デビ ッド、 リビ II ーダ； スト ン氏は 中央- 亞非利 加の II 祖と稱 すべ き 人 

なり、 彼に 敬 天 愛人の 一 片 の精祌 ありし のみ、 彼 曾て 人跡 稀なる 地 を横斷 せんとす る や、 其險を 

^て 彼 を 止む る もの あり、 彼 答て 口く、 「葡萄牙 人が 利 慾の 爲 めに 通過し 得る 所、 我何ぞ 我が 祌 

の 愛の 爲 めに 通過し 得 ざらん や」 と、 彼の地 理學的 探檢は 常に 博愛 的の 目的 を 以てせり、 彼 常に 

n く、 「地理 學探撿 の 終る 時 は 我が 目的の 始まる 時な り」 と、 以て 黑 奴の 敎化は 彼の 最大 目的た 

りし を 知る に 足る、 彼 は 生命 を 亞非利 加 大陸の 爲 めに 權牲に 供せ り、 スタン レ— H の 探撿は 彼を搜 

索 せんとす るより 起れ り、 シャ ー ヮ、 クン ガー 一力の 傳道的 植拓は 彼の 考案に 徇て創 まれり、 —コ ン 

ゴ 自由 州 は 彼の 博愛に 則りて 開明 國 民の 同盟 團 結の 上に なれり、 中央 亞非 一. 1^ 加 をして 今日 あらし 

めしめ もの は實に 一宣 敎師の 衷情に 基け り、 博愛 之 を 開く を 得べ く、 博愛 之を柘 する を 得 可し、 

1 大陸の は發は 博愛 時代の 到来 を 待で 始めて 期す ベ きなり。  、  ， 

15 お g 加 故に 余輩 は 云 ふ、 亞非利 加 大陸の 存在の 理由 (raison  (retl.e) は 人類の 高尙 なる 自力 を發揚 せん 

由  が爲 めない と、 技藝 なり、 博愛な り、 之 を 適用す るの 機會 なくん ば 其 發達は 望む 可ら す、 世に 難 

事の 存 する は 人の 之に 克 ちて 進歩 せんが 爲め なり、 鍛練 的の 性 を 有する 此 地球 は 亦 人類 敏 上の 進 

第 十 s„} 南 11 一大 陸  六 M 七 


fT- 人 論  六 SI 八 

歩 を 促が すの 場所なら ざる を 得ん や、 米人シ ォド、 パ ー 力 ー 氏 曾て 宣 敎師ジ ャッ. 卜；^ 氏の 事業 

を： Is して 曰く、 「若し 外 國傅道 事業に して  一 "crfK. ド叫ゾ I を 生す るに 止まる とする も 吾人 は 以て 

足れり とすべし」 と、 一 偉人 を # に 出す は國 民の 大 |5?； 業な り、 若し 亜 非 利 加に して 百 T^T^H 

百 ^ヒンダス：. T ,ノ —を 喚起 せしめ、 歐人 之に 依りて 博愛の 功力 を 悟り、 弱を蠶 食す るの 愚と 害と を 

認め、 彼等が， TT ンゴ 自由 州 を 設立せ し 如く、 劣等 人 t: を 遇する に 人情と 公義と を 以てする に 至ら 

ば 亜 非 利 加 は 其 天職 を充 たせり と 謂つ ベ きなり、 銅の 1 に 接近す る や 其開蔡 は歐 人より 望む ベ き 

なり 今や 全 大陸 歐 人の 割 分す る 所と なれり、 歐の 共同 は 非より 始まらざる ベから す、 埃 及 問題 

が 公義 正道に 基て 結了せられ、 歐人 共同一致して 闇黑 大陸 を 11 かんと すれば、 ナイルの 聖 河 は 地 

中 海 文明 を南輸 する の 通路と なり、 鐵路 IrH^ ャの 沙漠 を横斷 し、 I 力— ルツ の 城市 を 過ぎ 、 

ワイト， ナイルの 兩岸を 縫 ひ、 竞に 赤道 直下の 大 湖に 達し、 淡水 海の 連鎖に 接 綾し、 以て 東南 岸 

ザ T ベ ジ 河口に 達する を 得 可し、 地屮 海岸 ァ レキサ ン ドリ ャ より 海 岔ク. ^fr^^ 

に 至る 迄 自然の 通路の 存 する あり、 其 開鑿 は 未来の 「歐羅 巴 合 衆國」 の ー靠 業と して 存 するな る 

べし、 而 して 佛の 植民地た る ァ^¥ ^ャは 益々 噴水 井の 掘 藝を增 加し、 の大 沙漠 をして 歩 

一歩 づ& 開明の 域に 加へ つ k 進まば、 .一!兄に田圃相緩で，^7^^,ャ河邊に達し、 南 向して.^ 

山-卜.； -1^ -1 ャ灣に 至る を 得ん、 時に亜非利加全體は歐大陸の田畝と^^り、 黑人 安堵して， U 人 か 爲£! 

之 を 耕し、 扠僕は 卑陋なる 事な く、 主 公 は 尊大なる ことなく、 那 威の 北端 「北 岬」 より 亞非利 加 

の 南端 喜？ 峰まで 靄然 たる 和氣の 充ち滿 つるに 至らむ、 怫のビ*^^ル、—ヒ|71.^ゴ 曰く 「十九 ま紀 

に 於て {2 人 は Mi 人より 人 を 作れり、 二十世紀に 於て は歐洲 は- 亞， 非 利 加より 世界 を 作らむ」 と。 


南 亞米利 加 

S^H  ^は 加が の 違 綾た る は 余 耀の已 に 前章に 於て 論述せ しが 如し、 兩者 地勢の 相似た る 之 を 同大 陸 

を 二分せ しものと 見做 も 可な り、 然るに 前者 は拉典 人種の 植柘 移住せ し處 となりし より、 後者の 

r チ ュ ー トン」 的 開明に 比する 時 は 歩數步 を讓ら ざる を 得す、 ボ リバ  1^1 西班牙 本 國に叛 して 南米 

^|5國の獨立を成就してょり、 以来 自治 制度に 習練. せざる 拉典 人種が 北米 合 衆國の 憲法に 做 ひ、 大 

陸の 權 地に 割 居して 共和 W を 設立せ しと 雖、 サクソ ン民挨 の 政治的 機關は 彼等の 能く 遝 用し 得べ 

きに あらざる を 以て、 南米の 共和 國 なる もの は 僅かに 虑 名に 止まり 其 實は壓 制 政治の 最も^だ し 

きものと 曰 はざる を 得す、 故に-, 亂粉擾 止む 時な く、 血 を 流す 事な くして 大統領選 舉の實 行され 

し： 事 殆んど 稀な り、 彼等 は 君主 政治の 賤 しむべ きを 知りて 自治 制度 を實 行す るの 资格 なく、 理想 

實 力に 勝る が 故に 暴力に 依りて 理想 を實行 せんと 勉 めつ， - あるたり、 爭鬪虛 日な き 南米 諸共 和國 

を 如何せんと は歐米 識者 問の 大 問題な り、 寶赌の 無盡藏 たる あり、 珍樹奇 木の 森林 方 千里に 互る 

あり、 世界 最良 最大の 珈琲 園、 無比の 大 牧場、 ^^z.腴なる麥畝、 北 は ，1^1,^ コ 河口より、 南 は ¥1 

ルゾ 岬に 至る 迄、 正直なる 勞 倒に 依て 仍ほ數 千 萬の 人靈に 平安と 快 樂とを 供すべき 富 源は此 大陸 

に存 するな り、 南米の 缺 乏は强 なる 政治な り、 如何にして 之 を 供 せんか、 是れ 目前の 實際 問題 

なり。 

に： ん 南米 諸國今 は將に 破產の 位置に あり、 白露の 如く 其 有名なる 鳥 誇 島と 全 H の鐵道 線路と は 擧て抵 
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常と して 歐 人の 乎に ある あり、 亞善丁 共和 國の發 達 は 重に 英 人の资 本に よりて 成れり、 北ハ他 ベネ 

ズ |ェ— ラ なり、 コ— ロン ビヤな り、 其赏權 は 歐洲资 本-ぶの 掌中に あらざる はなし、 故に 或 人は說 をな 

して n く、 南米 は n 十 晚歐洲 强 園の 有に SI す 可し と。 

君 *s と 叉說 をな す もの あり n: く、 拉倉ハ 人稱の iH たる 未だ 自治 共和の 制に 堪 ゆる ものに あらす、 两 班 牙に 

なさん 乎 

共和政治の 失肷 なりし、 共和！： として 佛蘭 西の 紛擾 常に 絶へ ざる、 共に 彼等が 未だ 此 極の 政治に 

適せざる の 徴候なら す や、 見ょ巴拉西爾は帝國たりし時は南米^^邦屮に吃立しては取も强健なる政 

"おを^せ しか ども、 共和 國と なりてより 爭亂 革命 相躁で 起り、 今や 國.； k ぶ S 糸 卵の 危 きに 有に あらす 

や、 穏和なる 君主 政治の みが 南米の 平安 を 維持し 得べ しと。 

^は 說を なす もの は 又 曰く、 南米 を歐洲 諸强國 間に 割 分 せん 事 は 一に は 其 民の 承諾せ ざる 處 なるべく、 

とな  ； 

i  二に は 諸强國 §1 に國カ 平均の 度合 を 失 ひ 返て 爭亂 を歐木 國に髓 すに 至らん、 若 かす 南米 全土 を擧 

て アン グ Bl、 サクソ ン！^^の保護國となし、 英國と 北米 合衆國 とが 其 貴に 當り， 南米 今 n の亂 

麻 を調现 すべし と。 

等 r ぉ說 3： れも 據る處 なきに は あら ざれ ども 今日の 實際的 難問題 を 解せ ざるが 如し、 歐洲 諸大國 

占領 說は縱 令 南米 人の 肯ん する 處 となると する も 北米 合 衆國は 厥の 有名なる モ ン 1 主義 を 取て 

歐洲 政府が 米 大陸 政治に 干涉 する を 許さ るべ し、 加 ふるに 一 朝富饒 なる 南米 諸洲 の割附 より 歐 

洲- ぉ强國 問の 權カ 權衡 を擾亂 する が 如き あれば 歐羅巴 全土 は 再び 「七 年 戰爭」 佛國 革命 時代の 悲 

剌を呈 する に 至るべし、 君主 政： m の囘復 亦？ 31- むべき にあら す、 民の 理想 は 北米 合衆國 にあり、 已 

に 大量なる ドム ビ ー ド E1 1 帝 を 厭 ひし- が 如何で 再び 帝位に 向て 拜 すべ けんや、 舊^ 界の 陳腐 政 


治 は 新 大陸の 堪 ゆべき ものに あらす。 

第三 r.^ よ 稍 實際こ 行 ±^ 易き が 如し、 然れ ども 之に 勝る の 一 法、 卽 はち 自然の. 要求す る 惟一 の 方 

^  ：  つ 0 つつ 0  0  r- つっつつ つつ . つっつつ. 0  つ-: _^  ,1^  0 

法が 南米の 未来と して する にあら す や、 卽ち 北米 合 衆國を 盟主と なし、 南北 兩米 一大 共和 1 を 

nik^^ か ilti^il いい. it^i、  sik^ 發見^ _ ^歷史 の 趣く 處、 是れ 萬國擧 マ, 

^^^^^^^.^^^^^^^^H  かか i^A; 益、 全 i 界の 幸福、 是を 除て 他に 此疑題 を 解す るの 

途 あるな し。 

5^ぼ西哥並に南米諸共和國の憲法は皆北米合衆國の憲法に則りしものなり、 合 衆 國は實 に 新 大陸の 

中華な り、 敎化は 彼より 始まれり、 團結は 彼に 依て 成るべし、 北方 加 拿 多 を 合し、 南方 西 印度 讃 

島 を買收 し、 墨 西- 哥を誘 ひ、 中央 亞米利 加 を 同化し、 終に 南米 六 百 萬方哩 をして 淸黨 祖先の 理想 

に敎 化する は 合 衆！； 民の 天職な り、 北光 閃く 所より 十字 星 直下に 至る 迄 地勢の 連 核 延長に 狗ひ 一 

00O00 っゥ 0000000 つ OO00  0O で OO  OO  CJO 

大 共和 國の速 亙す るに 至ら ざれば 南米 問題 は 解せられ ざる ぺ し 

濠 斯太利 

lei 濠 は. S の屬 たる は. i が の屬 にして が 1. あの 屬 たるが 如し、 其 海 を 隔て、 亞大 ii に對 する は 

其獨 立た るの 證 にあら す、 余 は 13 に 東印度 多島海の 海深 茶だ少 きを 述べたり、 特に 一 鏈の島 喚 

兩 大陸 を 撃ぐな り、 ，i は 馬來 半島と なりて 遠く 南に 仲び、 蘇 鬥特臘 島と 殆んど 陸 綾き をな す、 是 

より 東西 一 一 干哩を Ifl ゃク 諸島と なす、 濠の 北端 メ，， ルビ， ル" 島 を 距るー 一 百哩の 處に識 く、 滚は 地现學 
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上 亜の 屬 たる は爭 ふべき にあら す。 

疫 の未來 如何、 若し^と 南.！ との 各々 其 北大 陸に 於け る關 係より 推す 時 は 劇 は.！、 特に 東亞. の附 

屬國 たるの 位置に 居る が 如し、 然れ ども 歷史は 全く 地理 學 上の 指示に 反し、 今や 南洋の 全 體は歐 

人の 版圖 として 存す、 然れ ども 濠洲 占領 問題 は已に 終結せ りと 稱 すべから す、 東亞 振興の 後歐人 

永く 南洋諸島に 堪 ゆる や 否や は 未だ 以て 知る 可ら す、 東洋人の 援助に 依らす して 彼等が 南洋 を 開 

發し能 はざる は 明かな り、 而 して 實カを 直す る 支那 人に して 永く 南洋の 植柘に 使役 さる 、ならば 

彼等 は乂其 實權を 握らす して 止ざる べし、 閜 く 英領 港の 如き も 其實際 上の 商 權は已 に 支那 人の 

掌中に ありと、 濠洲 亦 終に 香港の 如くなら ざる を 得ん や、 南洋 占領 問題 は 支那の 振興 を 待た すし 

OOO  0-  000000000 

て 容易に 決すべ からざる なり。 

文 g 通步 文明 中央 亞細亞 に 創 まり、 北半球 を 一週して 三樣 となれ り、 歐羅巴 文明な り、 亞米利 加 文明な り、 

亞細亞 文明な り、 三者 皆目 的 を 共に して 备其赏 を 異にす、 人類 全 體の幸 福 は 三者 其 特質 を 維持し 

益々 之を發 達する にあり、 然れ ども 文明 は 人類の 生命力 なれば 常に 增 長す るに 非 ざれば 死滅す る 

ものな り、 故に 造化 は 三文 明の 爲 めに 擴 張の 地 を 供へ たり、 ^はま を 同化し、 お 米 は 南米に 伸び、 

は 其 理想 を 濠に 施 こし 以て 益々 其 特質 を 發揚し 得べ し、 過去 四百 年間 人類の 冀望は 常に 西に 存 

せり、 而し 一，」 今尙ほ 西方の 發達訓 化すべき あり、 然れども文,^iIぎ^iハ%にi^^-^^?ゅi^^jハまぎ^ 

素 まる 時ない、 南 漸は已 に 素り ぬ、 未来 一 千年 g 人類の 冀望は 南に あるべし、 }i いで lii きい！^ い、 

南 激し 終り、 人 慾 悉く 去り、 天理 悉く 存し、 善と眞と美とがかの大洋を掩ふが如ぃぁ1^^^,^-トi 
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自序 

典國 史談 其 終結 を： げんとして 之 を 連 载し來 ，9 し 柬京獨 立 雜誌は 亡びたり、 故に 人 は 

曰 ふ是れ 他人 を 救 ひ 得て 自己 を 救 ひ 得ざる の 類な りと。 

或は 然ら ん、 或は 然ら ざらん、 然れ ども 是れ 人の 知る 處 にあら す、 亦 我 自身の 知る 處 

にあら すして、 之 を 知る 者 は 國民を 活し亦 之 を 殺し 給 ふ 天の 神 あるの み。 

然れ ども 唯此 一事に 確かな り、 卽 ち典國 史談 は 其 終り を 告げし 事是 なり、 余の 始めて 

： 其 稿 を 起す や、 余は少 くと も 維 馬の 衰亡、 獨逸 民族の 勃興にまで 之 を持續 せんと 思へ 

り、 然れ ども 月 を 經る旣 に 十、 囘を 重る 巳に 二十 三、 記者 も讀者 も大に 倦怠 を感 する 

に 至れ.. >、 依て 一先 づ筆を アリア ン 人種の 興起に 止め、 餘は 別冊と なして 之 を 世に 公 

にす る 事と なすべし。 

. 本誊载 する 處の 記事 は 主として 太 古史に 屬す、 而 して 余の 淺學 なる 此の 時代の 記錄に 

通す る 至 て^し、 然れ ども 本書に 於け る 余の 責任 を 明に せんた め 余 は 別に 參考 書目 を 

附 せり、 是れ 或は 余の 無學を 表白す るに 止まらん 乎 なれ ども、 或は 亦 多少 後 學者を 益 
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る や も 計られす。 

終に 臨んで 余 は玆に 余の 同國 人に して 友人なる 隅 谷 八朔 氏が 此書 に與 へられし 編輯 幷 

に 校正め 勞を 深謝せ ざる を 得す、 吾等 同志の 爲し 得る 事業 は 小に して 少し、 然れ ども 

之に 深き 友情の 伴 ふ あり、 此 小冊子 亦 愛友との 共同 事業の 一 なり、 若し 是に 依て 史的 

. ！. 亍 リ の 一 パ たも 我國 人に 吹 入す る を 得ば 吾等の 總 ての 希望 は 達せられし なり。 

東京 市外、 角 害 村に 於て 

明治 三十 三年 九月 十二 曰  .17^  -J  , , 

內利鑑 三 


再版に 附 する 自序 

嘲笑、 辱 罵の 中に 生れし 此書、 生れて 漸く 半年なる に 第二 版 を 要求 さる、 依て 知る 批 

評 家の 聲は 人民の 聲 にあらざる を、 依て 知る 吾人 は 正直なる 勞 働の 結果 を 世に 供す る 

に ii 據す ベから ざる を。 

余が 此誊を 思 ひ 立ちし は 明治 十八 年、 余が 米國ぺ ンシダ ゲハ- ーャ洲 M ダウ ヰ ンに 於て 

白痴 看護 を 習練し つ 、ありし 時に て あ， 0 き、 其 時 費府の 友人に して 其 市 屈指の 出版業 

者なる W  •  A  • マツ カラ 氏 は 余に 贈る に &  — リン ソン 氏の 『古代 宗敎 論』 の 一 册を以 

てせ り、 余 は 業務の 餘暇を 以て 此書を ュ だ ゥヰン の 森林 中 岩石 狼藉た る 所に 讀 みたり、 

而 して 何時か 此 趣味 多き 事實を 余の 邦人に 紹介 せんとの 希 欲 は 始めて 此 時に 余の 心に 

浮び 出で ぬ。 

依て 知る 取る に 足らざる 此 書と 雖 も是れ 余に 収 b て は 十七 年間に 涉る 思惟の 結果な る 

を、 余 は 批評家の 批評 を懼れ す、 然れ ども 未だ レノ  — モンの 名 さへ も 知らす、 。—リ 

ン ソンの 一 頁も讀 みし 事な き我國 今日の 批評家と 稱 する 人士 は此 書に 對 して 一 言の 批 

M:£」 に附 す- つ rt! 序  六 K 九 
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評 を 加 ふるの 資格な き 者と 余 は 信じて 疑 はざる なり。 

行けよ 我 書、 行て 誠實 なる 讀者を 索め よ、 而 して 若し 不幸に して 懶慢 無識 なる 『批評 

家』 の 手に 落る こと あらば、 彼の 心 を 一層 頑に し、 以て 一縷の 光明 を も 彼の 心に 傳ふ 

る 勿れ。 

東京 市外、 角 箬村淨 水 池の 邊に 於て 

明治 三十 四 年 四月 十二 日  著  者 
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其 他 ；Lol.(l,  Milman,  Stanley,  Labberten 等の 著書に して 猶太お を 論す ると 同時に 東洋史に 及びし 者 

は玆に 略す、 JPloetz の Epitome  of  History は總 ての 歷史の 研究者に 取り 最も 便利なる 者な り、 又 

Encjyclop.Jcdia  Bl.itannica 中に ある バビロン、 アツ シリ ャ、 ペルシャ、 ァリ ヤン 人種 等に 關 する 論 

文 は il からざる 智識 を 余に 供したり、 米國ヒ ラデル ヒ ャ に 於て發 行 せらる、 Sunday  School  Times 

は 太 古史に 關 する 多くの 有益なる 記事 を揭 ぐる を 以て 余の 之に 學 びし 所甚 多し、 人種 學に關 して は 余 

は 八， 尙ほ Dr.  IVIax  MiUler に位る^19たり、 A.  H.  S;iyce 氏の Kaces  of  the  Old  Testpm さ t 又 新 光 

明に 富む。 


第一 囘 興國 と亡國 

藤お は 人類 進歩の 記錄 である、 或は 人類の 發育學 である、 進歩の 記 錄で叉 發育學 であるから 歷史の 全 

體 は開發 的振與 的の ものでなくて はならない、 人類 も 彼の 占領す る 地球 幷に彼 を繞圍 する 天然 物と 同 

じ 様に 進化 的の ものである、 彼の 終る 處は 滅亡に 非す して 完全なる 發育 である、 其 一部 は 如： E に 噴 落 

する こと ある も 其 全部 は 月に 年に 完全れ 域に 向て 進みつ \ ある 者で ある、 我々 は 人類の 一 局部 を 見る 

時 は 非常に 失望， る 事が あるが、 然れ ども 服 を 其 大體に 注いで 決いて 失望し ない、 若し ー國が 亡びん 

とする 時には 必す 他に 興らん としつ，^ ある 國が あるので ある、 希臘の 亡びざる 前に 羅馬は 起り、 羅 馬- 

の 滅 せざる 時に 旣に北 歐に强 健なる 新たなる 國民は 起り つ  k  あつたの  である、  卽ち 天然 界に 於け ると、 

同じ様に、 人類 界に 於ても 詩人 テ 一一 ソ ン の 歌 ふた 事が 眞 である、 

Individuals  wltner,  ^otf^  tlie  world  grows  more  and  more. 

個人 は枯る \ とも 世界 は 愈 々益々 大 なり。 
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個人 は國 .！；^ の爲 めに；^ 在す る ものであって、 國 〔冰 は^ 界 人類の 爲 めに^ 在す る ものである、 一 國が起 

て 一 稀の 文明 を 完成し、 其 活力 旣に盡 きて 早 や 人類の 進歩に 貢獻 する 處 なきに 至れば、 他の 國が 起て 

其 文明 を 承 糠ぎ、 之 を 保存し、 之 を 改良し、 之に 其國民 特有の 美質 を 加へ、 終に 亦 之 を 次ぎの 國 民に 

引渡す ので ある、 人生^し！^ 蝣の 如き ものなら ば 國家も 亦 草の 花の 如き ものである、 朝に 榮 えて 夕に 

枯る、 短き は雅 典の 如き、 其 榮華は ペリ クリスの 一代 四十 年 を 以て 盡 きたりと 稱へ 得べ し、 長き は羅 

馬の 如き 八 百年に 涉り しも 而 かも 之 を 人類 全體の 殆んど 無限なる に 比すれば 一場の 夢の 如き ものに ほ 

かない、 興るべき の理 ありて 興り、 亡ぶべき の 斑あって 亡ぶ、 故に爲すべからざる事は榮光に誇るi^^ 

である。 

斯の A く國に 興亡 盛衰 i ある、 然し 前に も述た 通り 是は人 i 全 體の與 亡 盛衰で はない、 世に 亡びざる 

もの は眞现 のみで ある、 故に 興と 云 ひ 亡と 云 ふは眞 理に與 みする と 之を棄 つるとの 二者 孰れ か 其 一 に 

由る ので ある、 眞现は 個人に 生命 を與 ふる 者で、 國 民の 生命と て 眞理を 除いて 外に ある もので はない 

振興と は眞 理に與 みし 之 を發顯 する ことであって、 衰亡と は 之 を 斥け 或は 之が 發顯を 妨げる 事で ある- 

现を 離れて 個人に 生命 なきやう に 之 を 離れて 國 民の 活力 は 失する ものである、 而 して 眞现は 不朽の 

ものであるから、 是に 由て 成立す る もの も 不朽で 無くて はならぬ、 故に 國は 亡る も その 發顯 した 眞理 

は 勿論 倫び ない、 亦 之 を發顯 した 國民 も熄 えて 了った と は 云 はれない、 希獵 文明なる もの は雅 典の 陷 

落と 共に 失せて は 了 はない、 ソロンの 憲法、 プラト ー の 折 " 學、 フィ ディア スの 美術、 ーゾ クラ トスの 信 

仰 は希臘 人に 依て 人類に 供せられ た-水 久. 个滅の 物であって、 人類 社會の 在らん 限り は 決して 消 ゆ 

る もので はない、 且又 希 臘人を 離れて 希臘 文明 を 識る事 は出來 ないから、 希躐 文明の 保存 せられん 限 


り は 希 職人の 名 は 勿論、 彼等の 精神、 生活の 狀態、 宗敎、 政治 等、 凡て 彼等に 關 する 事 は、 文明 人種.， 

が 世々 終りまで 稽茶 攻究す る ものと 成て 殘 るに 相違ない、 夫れ のみなら す、 希瞧は 外形的に も 亡びた. 

とは稱 へない、 羅馬は 實に希 隨の大 なりし もの (Mas-na  Graecia) で 有て、 今日の 歐羅 巴は大 なる 羅. 

馬で ある こと は 少しく 世界 歷 史に涉 つた 者の 何人も 認めて 居る 處 である、 卽ち令 日の 歐羅 巴なる 者 は： 

希臘の 連績發 育した もので、 唯 だ 名が 變 つた 丈け で 實は歷 然として 残って 居る ので ある、 夫 故に 歷史 

折 c: 學 者は國 民の 不朽 (Inullortality  of  Naticns) と 云 ふ 事を唱 ふるので ある、 卽ち眞 理發顯 の 榮譽に 

與 かった 國民は 不死 不朽の ものであると 云 ふ 事で ある、 國 民に 取て は斯ん な名譽 はない、 亦此 聖職 を- 

蜜 さすして は 固 として 世に 顯 はれし 甲斐 はない、 否な、 國 民と 自 から 稱 する こと も 出来ない。 

斯う 觀じ 来れば 國の 興起と 所謂 國威 宣揚なる ものと は自づ から^ 物で あると 云 ふこと が 分る、 卽ち前 

の 者 は 新 文明の 起る ことで 有って 眞理ー 暦の 發顯を 云 ふので ある、 後の 者 は 威力の 普及で 有って、 是ー 

は 文明と は 何の 關係 もない 事で、 或る 場合に 於て は 文明の 正反對 であ る 、 國威宜 揚の點 から 言 へ ば 成 

吉汗、 ァ ラリック、 、ゲン セ リック 等 も 他 邦の 征伐と 共に 國を 起した ものと 稱 ふこと が 出来る、 然しな 

がら 人類 進步 の記錄 たる 歷 ^は 殺伐 的 領土 擴張を 以て 興 國とは 認めない、 與國と は新國 家の 組成で あ 

る、 新制 度の 設定で ある、 卽ち國 民の 秩序 的發 育で ある、 是に 兵力の 伴 ふこと も ある、 然れ ども 兵力 

其 物 は 舆國の 必要 元素で はない、 兵力の 外 何もな き國、 卽ち 今の 土 耳 其の 如き もの、 成吉 汗の 王 園の 

如き もの は 興起と 一一 一一 n はんより は 寧ろ 蜂起と でも 稱 すべき もので 冇 つて、 文明 史上に は單に 進歩の 妨害 

物乂は 秩序の 破壞 力と しての み 論す る ことの 屮：； 來る ものである。 

然し 興國 にも 叉 幾多の 種類が ある、 先づ 第一 に 文明の 創作者と も稱 すべき 國 であって 卽ちバ ピロ  - ーァ、 
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埃 及の 如く、 前例に 頼る ことなく、 躬 から 新 文明 を 案出した 國が ある、 隨て其 興起の 狀 態も發 生 的. 

であって、 其 作りし 文明 は 異種 獨特の もので 有る、 第二 は 文明の 鍊磨 修飾 者と でも 稱 すべき 國で 有つ 

て 希臘の 如き、 フ n レンスの 如き は此 類の 新 與國で 有った、 第三 は 文明の 保護者に して 其 最も 著しき 

例 は アツ シリ ャと羅 馬と である、 第 四 は 文明の 普及 者で 有て 歷山 王の マセ ドー ーャ、 那 翁の 佛蘭 西、 亇 

日の 英國 等は此 部類に 屬 すべき ものである、 第五 は 第三の 一 種であって 文明の 救援 者と も稱 すべき 國 

である、 土 耳 其 人の 侵 人 を 斥けて 歐羅巴 文明 を 救助 保存せ し洪牙 利國の 如き、 歐亞の 間に 介 立して 亜 

を 開いて 歐を 守りし 露 西亞の 如き、 是 等が 人類の 進 步を援 けし 事 は 新 文明 を 作りし に 劣らない 功績で 

ある、 如 断く 或は 積極的に、 或は 消極的に、 或は 創作的に、 或は 改良 的に、 或は 保護 的に、 眞现 發顯， 

の爲 めに 盡 せし 國を 文明 國と云 ひ、 其 之を爲 すに 至りし を 與國と 云 ふので ある。 

興國の 何たる を說 きし 以上 は 亡國の 何たる か は 言 はすして 明かで ある、 卽ち國 民が 眞理 發顯に 用な き 

に 至りし 爲め其 存在の 理由 を 失 ひし ことで ある、 卽ち 個人に 於け る 「品性の 破產」 の 如き もので 有つ 

て 進歩の 妨害物、 世界の 厄介物と なりし が爲 めに オルガ -ー ズム としての 其 存在 を 失 ふ 事で ある。 

是を亡 國と云 ふと 雖も、 實は 亡國に 非す して 亡 民で ある、 國は 一種の 理想 を 以て 成る ものであるから、 

理想の 存 する 限り は 其國は 決して 亡る もので はない、 日本に は 日本の 理想が あり、 其盡 すべき 特種の 

天職が ある、 而 して 此 天職 を充 たす 者が 眞 正の 日本人で あるので ある、 日本人の 前に 此國に 住みし 人 

稀はコ a ボック ル であった か、 アイヌ 人で あつたか、 それ は 確かに 判然せ ぬ 事と して、 にしろ 彼等 

が 大和 K 挨に此 土より 放逐され し 理由 はコ B ボック ル、 アイヌ 共に 樱花爛 煌た る此 日本 國が 人類 全體 

のために 薪すべき 天職 を盡す ことが 出来なかった からで あつたに 相違ない、 それと 同じ様に 今の 大和- 


ra^ 挨も 驕奢 淫佚輕 佻に 流れ、 其 政治家、 敎育 家、 宗教家 は 皆 悉く 偽善者と 化し、 偉大なる 思想な く、 

深遠なる 慈悲心な く、 兵營 軍艦の 外、 他に 誇る ものな きが 如き 卑劣 醜陋の 民た るに 至れば、 我々 大和 

n ^族が アイヌ 人種に 代りし 如くに、 我々 に 勝りて 日本 國の 天職 を充 たす の 民 (S ち眞 正の 日本人) が 

来て 我々 を 放逐して 我々 に 代 はって 此地を 占む るに 至る かも 知れない、 是れ實 に 日本 國の 亡ぶ るに は 

非す して、 日本人た る 者 (實 は墮 落に 依て 日本人た る 貴き 資格 を 失 ひし 者) の 亡ぶ る 事で ある、 是れ 

實に 日本人 (似て 非なる) の爲 めに 嘆すべき 事に して、 宇宙の 日本、 眞理の 日本、 卽ち北 條泰時 楠 正 

成 等の 日本の 爲 めに は 反って 賀 すべき 事で あるか も 知れない、 布哇 人が 布 哇國の 體面を 維持す る こと 

が出來 なく 成った 故に 彼等 は 終に 之 を米國 人に 讓ら なければ ならな く 成った ので ある、 是れ卽 ち布哇 

國の 滅亡に 非す して、 布哇 人の 滅亡で あつたので ある、 同じ様に 我々 が 日本 圃の爲 めに 心配す るの は 

富士山の 紫 ゆる 此 美麗なる 國 土の 爲 めで はない、 何故と 云 ふに 斯 くも 美しい 國 土の 淪び やう 害 はない、 

亡びる 者は國 土に 非す して 其 人； である、 彼等が 日本 國の 如き 立派なる 國に 永久 居住す る 事が 出来す、 

其榮光 ある 天職 を充 たす 事が 出来ない 様な 意氣 地の ない 人民と 成らん 事が 甚だ 心配な ので ある。 

亡國は 近頃 我國 人が 瀕 りに 口にする 語と 成った、 甚だ 忌々 しい 事で ある、 然し 我 國に亡 國の徵 がた &ぃ 

と は 一一 一一 n はれない、 其 社會の 敗德、 亂倫 は實に 非常な もので、 羅馬 末世の それと 能く 似て 居る 處が ある， 

殊に 我々 の 兄弟 國 とも 稱 すべき 亞細亞 大陸の 諸 邦 は 追々 と 滅びて 來た、 印度、 安 南、 緬甸 は旣に 亡び、 

暹羅、 波斯、 土 耳 其、 支那、 朝鮮 は將に 亡びん としつ.^ ある、 我々 も 同じく 東洋の 民で ある、 彼等の 

滅亡 は 我々 に 少しも 關係 のない 事と は 一一 一一 口 はれない、 叉 日本 國 にも 他の 國と 同じ様に 特^の 天職が 具 は 

つて ある 害 なれ ども、 國民全 體は其 何たる を 知らない ばかりで はない、 天職 其 物の 何たる か を 知て 居 
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る ものが 少ない、 不知 不識の 中な りと も大 天職 を 感じない 國 K にして 大國 尺と 成った 例 はない、 i= 本 

の ヶ 日 は隨 分危險 の Hlf ベ：： で あ る 。 

何故に 束 洋諸圃 は 亡び： 作 一;^!; は 興りつ k ある 乎、 Hli^ れ必 すし も 彼 は 虎狼 飽 くこと を 知らざる の 民で 

あるから ばかりで はない、 印度に 於け る 英國の 政府 は 決して 完全なる もので はない が、 然し 印度人 從 

來の 政府に 比すれば  一 Eia ヒ ュ マ 一一 チ ー 的の ものであると 云 はなければ ならない、 北方 亜 細亞に 於け る 

露 西亞の 政治、 安 南に 於け る佛蘭 西の 政治 も 同じ 事で ある、 卽ち亡 國と云 ひ 興 國と云 ひ、 是れ 文明の 

比較的 程度より 來る顯 象 なれば、 若し 我々 が 英國、 佛國を 凌駕す るの 文明 を 作り S す 事が 出来れば、 

れ 取り も 直さす、 我々 が 彼等の 師 となりし ことにして、 党に は 亦 彼等の 主と なる の 前兆で あるので 

ある、 日 木國の 文明 は實に 西洋 諸國の それに 優た ものである 乎、 是れ實 に 日本の 亡 阈と輿 圃とを 決す 

る大 問題で ある、 我々 が 眞现に 對し英 人、 佛人 丈け それ 丈け 忠赏 ならす、 人類 進歩の 爲 めに 貢 獻 する 

こと 和 蘭、 米國に 及ば ざれば 我々 の 運命に 實に懼 るべき ものが ある、 何故と 云へば 與國も 亡 國も擾 勝 

劣收の 现の然 からしむ る處の ものであって、 悖德 で、 亂 倫で、 高慢で、 自尊で、 如 M に 兵備が 完全し 

て 居ろ ふが 其 固が 世界の 主人と 成る ことの 出来な いのは 分かり切った 事で ある。 

德を 高めん と 欲せば 敗 德の例 を 見る より は 高 德の例 を 見る 方が 宜しい、 社會の 腐敗に のみ 注意す る 者 

は 終に 自身 も 腐败の 渦中に 卷き 込まる、 の 危險が ある、 同じ様に 亡國 をのみ 唱へ、 亡 國の實 例に のみ 

注意す る國 ni^ は 自身 亡國に 傾く ものである、 印度、 波 蘭 等の 亡園史 をのみ 究め 切齒扼 腕す る 者 は 多く 

は國を 富まし、 是を榮 光の 域に 導く 志士 仁人で はない、 我々 日本人 は 亡びて はならない、 夫れ だから 

我々 は 露 面目 に 心を靜 かにして 興阈の 理由と 現象と を 研究し なければ ならない、 我々 は 我々 の 國を與 


十 ことが 出来る、 我々 は 我々 の 日本 を 世界 第一 の 國と爲 す 事が 出来る、 我々 は 亡國の 悲運に 沈む の必 

要 は な い、 我々 が 興國史 研究の 必要 を認 むる のは此 故で ある。 


第二：^ 興國の 要素 

輿國 第一 の 要素 は 其 地理で ある、 國は 地球 面 上何處 にも 舆る もので はない、 「夏至線 以南に 文明 榮ぇ 

す」 と は 我々 が 度々 耳に した 事で ある、 又 アイヌ、 ァレ ゥト、 H スキモ ー、 サモ イデス 人 等の 住する 

北氷洋 附近の 土地に 大國 民の 起らん 事 は 何人も 豫想 する 處 ではない、 瑞 西の 人ジ アン、 ピ ー ル、 プル 

リ ー (Jtsl  sen. (！  r-m.y) の說に 依れば、 人類の 發 育に 最も 適した る國は 北緯 三十 三度に 沿 ふて あ 

ると 云 ふ、 人類 初代 の 文明 は 埃 及の ナイル 河口と メソ ボタ ミヤ の 巴 比倫 邊に與 たも の で 丁度 此 緯度 に 

當て 居る、 r 麥の 生へ ない 處に國 は 興らない」 と 云 ふ說も 亦まん ざら 當て にならない 說 ではない、 何 

れ にしろ 華氏 三十 度と 七十 度との 同溫線 間が 國民 隆舆の 一?£ 域の やうに 思 はれる。 

又 氣候は 温和で 土地 は沃饒 でも 他の 文明 國 より 遠 かりたる 處に は國は 起らない、 南洋の サ モア 群島の 

如き、 南 亞弗利 加の ナ タル、 カフ ハ ラリャ の 如き、 其 土地と 氣候 とに は 巾し 分な きも 今日まで 國 民と 

稱 すべ きもの k 起ら ざり し は 全く 是が爲 めだと 思 ふ。 

希臘の 起り し 一大 原因 は 其 亞細亞 と 亞非利 加 (埃 及) の 文明の 兩 中心 點に 接近して 居た からで ある、 
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义羅馬 が 地中海 沿岸の 邦土 を 悉く 其 領土に 加へ しも、 此 海の 中心 點に して 居た 故で ある、 與國は 其 

國 一 ケ國の 事業で はなく して 亦 周 圍の國 々の 相互 的 刺衝と 感化 力と に 依る ものである。 

輿國 第二の 要素 は 人種で ある、 孰れの 人種 も國を 作る に 適して 居る もので はない、 或る人 種の 如き は 

阈家を 組成す る 能力 を 全く 缺 いで 居る やうに 見える、 蒙古人種の 大部分、 馬來 人種の 殆んど 全 體の如 

きは此 類で ある、 勿論 國を 作る に 最も 巧みなる 人種 は 白人種 叉 は 高 加 索 人種で ある、 然れ ども 白人種 

なれば とて 必 しも 之に 適した る ものと は 云へ ない、 ゲルト 人種の 一派なる 愛蘭 人の 如き、 バルカン 半 

島 幷に小 亞細亜 諸 邦に 住する 諸 民族の 如き は建國 術に は 今日まで 甚だ 不得手で 有った、 是 に反して 蒙 

古人 種の 中 にても フィン 人の 如き は歐羅 巴の 北部に 於て 芬蘭 土なる 立派な 文明 國を 作て 居る、 叉洪牙 

利 人の ダ-ー ュ ー ブ河邊 の 大王 國は 蒙古人種が 曾て 建設した る 最も 榮光 ある 文明 國 である、 巴 比倫、 ボ 

ク ハラ、 キバ、 タシュ ケンド の 古代の 文明 は 措いて 問 はない、 芬蘭 土、 洪牙 利の 二 名國は 確かに 黄色 

人種の 建國的 技倆 を證 明す るに 足る ものである。 

建國術 の 天才に 於て は 黑 人種 は 決し て 侮るべからざる ものである、 埃 及 人は黑 人で は あら ざり しとし 

て、 亞非利 加 人種の 政治的 技倆 は 近世に 至て 厦々 實驗 せられた、 亞非利 加 東南 海岸に 住する カツ フハ 

1 '人 は 黑 人中 最も 進步せ る 民族と して 識者の 常に 貰 讚す る處 である、 蘇 丹 中央 チヤ ッド湖 邊の民 も 亦 

一種 獨特の 文明 を 有し、 其技藝 並に 社會 制度に 徵 する も 決して 劣等の 民と 稱 する こと は 出来ない、 殊 

に淺虐 なる 白晳 人種の 柺帶 する 處 となりて 西 大陸 諸 邦に 移殖 せられて より は、 黑 人の 智能 的 發育は 非 

常なる もので 有って、 西 印度に 於て はッ サン ル ー ベルチ ュ ー ル、 ヂサリ ー ン 等の 諸 英雄 を 出し、 ハ ィ 

チ、 サン ドミンゴの 純粹 なる 黑 人の 二 共和 國を 建設して 今日 尙ほ獨 立 を 維持して 居る、 北米 合 衆國に 


於ても 黑 人の 政治的 天才 は遙に 銅色 人種の 上に あり、 又 或る 點に 於て は 伊太利 人、 愛蘭 人 等 も 彼等に 

及ばない 處が ある、 彼等の 一人な りし フレデリック、 ダグラス は 米 國雄辯 家の 一人と して 算 へられ、 

又 ボックス、 ワシントン 氏 は 今 は 屈指の 敎育 家と して 其 名 は 全世界に 嘖 々たる ものである、 斯くて 黑 

人の 未 來は實 に 有望の ものである、 亞非利 加 全 大陸が 再び 彼等の 手に 歸 せんこと は 決して 望み 難き 事 

ではない と 思 ふ。 

其 他 アツ シリャ 人、 猶太 人、 亞 拉比亞 人、 フィ 一丁 ンャ 人、 力 ルセ ー ジ人等 を 以て 代表せられ たる セマ 

イト 人種が あり、 マダ カスカ ー 人、 非律賓 人、 风哇人 等 を 以て 代表 さる、 馬來 人種が ある けれども 餘 

り 長くなる から 玆には 一一 一一 n はない。 

與國 第三の 要素 は宗敎 である、 國 民の 宗敎は 其 人生 觀で あるから 其宗敎 如何に 依て は 其社會 制度 も異 

たり、 從 つて 其 氣質、 希 等に も 非常な 變化を 来たす ものである、 ゾ ロア ス トルの ゼント アベスタ 敎 

なしに は 波 斯國は 起らなかった に 相違ない、 ホ ー マ ー、 へ ジォッ ドの宗 敎的觀 念が 希臘 文明の 種子で 

あつたと 言 はなければ ならない、 力 ナン 人種の 奇態な 宗 敎的觀 念が 有って フィ- 一 シャ、 力 ルセ ー ジの 

1 一 貿易 國が 輿った ので ある、 囘々 敎 なしに は 亞拉比 亞人は 歐羅巴 全 大陸 を 震動す る 民と はなら なかつ 

たに 相違ない、 カル ビンの 新 基督 敎が和 蘭 共和 國を 作り、 次に 淸黨 時代の 英國を 作り出し、 終に 北米 

合 衆 國を產 み 出した ので ある、 政 治 家 輩が 常 に 嘲弄して 顧みざる 宗敎こ そ 實に隱 微の內 に 大國民 を 作 

り 出す 勢力 を 具 ふるもので 有って、 偉大なる 宗敎と 偉大なる 國 民と は 一 一 者 相 離るべからざる もので あ 

る 0 

與國第 四 の 要素 は 時で ある、 文明の 華 も 樹木 の 花の や うに ゆ、 くに は 夫れ く適當 の 時節が あ る.、 先づ 
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1 番は 梅、 其 次 は樱、 桃、 其 次 は 牡丹、 躑躅 花、 藤、 首 S 蒲、 获、 菊、 山茶花、 桥と順 を 追 ふて 季に應 じ 一- 


って、  此 理を辨 へす に 矢嬉に 軍備 一 點 張り を 以て 國を與 さんと 欲する 者 は 恥 を 千載に 船す 者で ある。 

與國 第五の 要素 は 人物で ある、 地理 學 上の 位置 は 如何に 善良なる も、 人種が 如何程 興國に 適して 居る 

にもせ よ、 其 宗敎は 如何に 高尙 なる もので 有ても、 亦 振興の 時機が 到来して 居ても、 大人物が 起て 地 

の理を 察し、 國民の 心に 鑑み、 其宗 敎的觀 念に 便り、 人類 進步の 上より 打算して、 與國の 希望と 可 

能 I と を 彼の 圃 人に 俾 へ 、 彼等 を敎 へ 導い て 其 國民的 天職 を充 たしめ ざれば、 國は 決して 興る もので は 

たい、 余 は 力 I ライルに 傲て 「歷史 は 英雄の 傳記 である」 と は 云 はない、 然れ ども 英雄な くして 十、 國 

民の 興ら ざり し は 明かで ある、 是を 英雄 叉 は 偉人と 云 ふの は 训の理 ではない、 國 民の 精 i と 慾 と を 

彼 一身の 中に 蓄 へて 居った からで あ る 、 歷史 { 豕パ ー ク マン が英國 の 大 宰相 ピット を 評して 彼 は Kl- 


luul  inc;ini:ito  (英國 が 人と 成て 顯 はれし 者) だと 云った の は實に 適評 だと 思 ふ、 國 民の 精神が 凝固 

まって 人と 成って 生れて 來 たもの、 是れが 其國の 偉人 英雄で ある、 而 して 斯ふ云 ふ 人に 依ての み國は 

興り 民は榮 える ものである。 

X 布 臘國と 希 職人との みで は 希 臘國は 起らなかった、 之に 大人物が 踵 を 接して 起り、 ソ a ン、 アリス タ 

イデス、 セ ミスト クルス、 ベリ クリ— ス 等の 大 英傑が 能く も 能く 揃 ふて 出た もの だから、 雅 典の 如き 

猫の額の やうな 小國で すら、 開闢 以來 今日に 至る まで 未だ て 無き やうな 偉大なる 國を 建設した ので 

ある。 

コ ロム ゥ H ル なくして 今日の 英國 の舆ら なかった 事 は 今 は 孰れの 學 派の 歷史家 も 認めて 居る 處 である、 

力 ー ライル は 彼 を Captain  cf  Jpul.itanislll (淸黨 主義の 敎導 者) と 呼んだ、 彼は實 に淸黨 時代の 英國 

の 代表的 人物で 有った、 彼の 手荒ら き 手腕に 依ら ざり しなら ば 英國人 は 古代の 迷信 的 屈 從を脫 して 今 

日の 自由と 自重と を 得る に 至ら ざり し は 明かで ある、 實に 彼の 如き 大人物 は 千年に 一 囘此 世に 顯 はる 

る 者で 有つ て 彼の 如き 傑物 を 産み出した 英國 は實に 羨ましい 國 である。 

好かれ 惡 しかれ 今の 獨逸 帝國は 重に ヴヰル ヘルム 第一 世と モルトケ 將 軍と ビス マ ー ク との 共同 事業で 

有った 事 も 誰も 知って 居る、 十九 世紀の 下半期に 至て 埃 及、 巴 比倫に 於て ありし が 如き 中央 集 權の大 

壓制國 が歐羅 巴の 眞 中に 於て 興りし 事 は實に 奇態な 現象 なれ ども、 是れ亦 進步の 反動に して、 斯くぁ 

るべき は 歷史の 法則に 善く 適 ふて 居る、 西班牙の 歷 史家に して 自由 黨總理 なりし 故 H ミ リオ カス テラ 

氏が ビス マ —クを It して 『彼 は マ モス (Ma ョ mctll 化石に 現 はれた る 古代の 巨象) なり』 と 云 ひし は 

ビ ス マ，' クと 彼の 獨逸帝 國其儘 を 一一 一一 1! ひ顯 はして 餘す處 なき 適評 だと 思 ふ、 マ モ ス 宰相 ありて マ モ ス帝 
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國が中 I 來 たので ある、 獨逸帝 國は赏 に 近世 史上の 怪物で ある。 

其 他 ワシントン、 リン コ ルンの 米國に 就て は 云 はす もがな である、 縱令 共和 的 平 K 國に 於て すら 大人 

物の 必要が ある、 人に 欲しき もの は 精神で 有って、 國に 欲しき もの は 偉人で ある、 偉人な くして は： 大 

與の 美國も 天性の 良民 も 無用の長物の やうな ものである、 I に 歎すべき 者と て 與國の 四 要素 を 悉く 具 

へて、 最終 第五の 要素 を缺 いて 居る 國の 如き はない、 思 ふて 爱に 至れば 我等に 一滴の 淚 なき 能 はす だ。 

斯く 述べ 來っ て 我々 は國は 容易に 興る もので ない 事 を 知る ことが 出来る、 若し 與國の 要素 を 悉く 擧げ 

んには 前の 五つで は 迚も 足りない 、 然れ ども 先 づ此五 つに 止めて 置いた ところが 五つが 五つ 揃 ふて 國 

の 隆興を 促が すが 如 き^は 百 中實に  一 二の 場合で しかない、 恰 かも 有？〕 S の 靑年は 多く ある も 業 成り 事 

を 就す の 靑年は © いやう に 、有ば S の國は 多い けれども 人類の 進歩に 多く を K 默 する 國家は 甚だ ii た い 

〇ooooooooooooooooooo〇oc-ooo  0  00  0D  0  0  0  0 

者た るに 相 遠ない、 爱に 於て 我々 は 興國は 上帝の 特^の 恩惠に 依る ものにして、 是れ人 意の んで達 

し 得べ き 事で ない こ と を感す るので ある、 西班牙 の 如き、 其 は 奥敢 で 其 土は豐 富なる にも 關は らす 

十二 人の 惡王相 踵い で 起り 党に 其 今 日 の 悲運 を 招き し 如き 不幸な 國もぁ る、 同じ 山國 でも 瑞 西の やう 

に發 達せる 國も あれば、 ッ ラン シ ルバ 一一 ャの やうに 歐洲に 在っても 未だ 半獨 立の 地位に 立つ 國も ある、 

故に ISI 曰に は 神、 迦勒底 を 呼び 起し 給 ひしと か、 我 (神〕 西 述を與 して 我が 民 を 罰せん とか 書いて あ 

る、 卽 ち圃； ^は 獨り躬 から 興る もので なくして、 人而 上の 者の 喚び 起す ものである 事 を 示して 居る、 

實に 天佑 • に 非 ざれば 國を 起す ことの 屮： 來 ない 事 は 誠 實に此 大業に 從 事した 者の 何人も 認めた 事で ある。 

斯く觀 じ來れ ば 我等 は國 民と して 如何に 謙遜で なければ ならぬ 乎が 解る、 我等の 政治 〔豕に 敬虔の 念な 

く、 國 民は舉 つて 國 自慢に 耽けりて、 與國の 要素 は 如何に 能く 具 はって ii5 て も、 我等の 國の 興り やう 


害 はない 「或 者 は 車に 依り、 或 者 は 馬に 頼らん、 我 は 唯 我が 祌の 名に 依て 立たん」 と は 猶太の 大王 太關 

の述懷 であった、 「我 は 實に憐 むべき 罪人 なれ ども 我 を 使 ふて 我が 國を救 ひ 給へ」 と は 無冠 王コ B ム 

ゥ エルの 祈願であった、 磊々 落々 の ビス マ ー ク です ら獨逸 帝國の 建設 を 以て 彼 自身の 業と は 見做さた 

かった、 彼 は 幾： 1 とたく 彼の 友人に 語って 彼 は^かに 上帝の 機關に 止まらなかった 事 を白狀 した、 ソ 

口 モ ン； ：！ く 「傲 於 敗、 £ ，心 先 於 傾跌」 と、 興 國とは 謙の 賜物で 有て 亡 國とは 傲の 結 ra^ である。 


第三 囘 埃 及 


日本 帝國の 或る 有名なる 外交官で 薩摩 人の 某と 云 ふ 人が 有った、 米國紐 育に 領事 を 勤めて 居た 頃、 或 

る 日本人と 邂遁 した 時に、 其 人が 文豪 H マ ソンの 事を談 する を 聞いて 大に 怪んで 「H マ ソンと は何處 

の 人で 何 を商資 やる 人です か」 と 尋ねた、 彼れ 領事 先生 は 彼の 駐在せ る 米 國に此 文學的 偉人の 在りし 

事 を 知らなん だ、 知らなん だ 計りで はなく、 商賣 一方に のみ 眼 を 注いで 居った 人で 有った から、 コン 

コ ルドの 哲人 H マ ソン も 亦 商人の 一人 だと 思 ふた、 日本の 紳士が 外國の 事物 を 探る 時 は 大抵 斯んな も 

めだ。 

义 ェ學. ^茶が 有った、 或る人が彼に英國の物现哲學者チンダールの|5^^を譜りし時に驚ぃて 「君 は外國 

人の 名 を澤山 知って 居る ね IJ と 云 ふたそう だ、 卽ち 彼れ ェ學士 先生 は 橋 を 架す る 事、 土 堤 を. 築く 事、 
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鐵條を 敷く 事の 外 は 何も 知らなん だ、 又 知ら ふと も 思 はなんだ、 彼はグ ー ゥヰン や チン ダ ー ル の學說 

に は 少しも 耳 を 傾けなん だ、 卽ち 直接 の 利益 問題 の 外に 注ぐ ベ き 意思 を 有た なんだ。 

日本の 外交官と は 概ね こんな もので、 日本の 學士に は 亦 こんな 者が 多い、 ェ學士 は 文 學の事 を 知る の 

要はない、 文 學士は 動物 や 植物の js! を 知らす とも 可い、 農學 士が歷 史を談 する が 如き は不！ ^の 事 だな 

ど k 思って 居る、 外交官 然り、 學士然 り、 況して や 一般 公衆に 於て を や だ、 日本人 は 日本 以外の 事 を 

知る の 必要 を感 する 事の 甚だ 掛 ない 民で ある、 彼等 は 日本に 直接の 關係 のない 國の事 を 知らん と 欲し 

ない、 彼等の 中に 支那の 事、 朝鮮の 賓、 逼羅、 非 律 賓の事 を 知らん と 欲する 者 は ある、 併し 是れ とて 

も 甚だ 少數 である、 彼等 は 彼等の 新 領土た る 臺灣の 事で さへ 餘り 熱心に 究めん と は 欲しない、 日本人 

の 注意 を惹 かんとせば 今日 直接の 事 を 語らなければ ならない、 米 相場の 上下、 新政 黨の 盛衰、 某 侯 某 

伯の 近狀、 斯んな 事が 彼等の 爭 ふて 知らん と 欲する 事で ある、 知っても 別に 金の 儲かる 事で なく、 官 

.is^ 登用 試驗の 問題に 出づ るの 虞な き 事 は、 彼等の 最大 多 數の學 ばんと 欲する 事で はない。 

『埃 及、 ナ -I 埃 及、 之 を H ジ ブトと 讀む位 ゐの事 は 知って 居る が 其 國の事 を 知って 何の 役に立つ か、 

埃 及 は 蘇 西 運河と 方 尖塔と 女面獅 身の ある 處 だそう で、 ルキノ ー ルと稱 する 紙卷 煙草 を產 する 國だそ 

うだが、 特^に 其國の 歷史を 研究す る 何の 必要が ある、 五 C 人 は 支那 四 百 餘州を 席捲 せんとす る 野心 を 

懍 くもの なれ ども、 英 人の 憤怒 を 冒して 埃 及 を 砲撃 せんとす る 程の 愚かな 者で はない、 日本 は 埃 及と 

3： 等の 關係 なく、 從て其 歷史を 研究す るの 要はない』 と。 

然しながら 俗人の 思想 を脫 して、 商 寶人极 性 を 築て X、 帝 園 領事の 服 を 以てせす して、 大學 出身の 專 

門 的 狭隘 を \ ^けて、 一 一十 世紀の^ 界の 市民の 一 人と して 考 へて 見れば 埃 及 歷史は 決して 蔑ろにす 可き 


事で はない と 思 ふ、 殊に 其 太 古史 は 人類 進歩に 大關係 を 有する もの なれば、 之 を 知らす して は 文明の 

起源 を 知る ことが 出來 ない、 日本人 は 特別の 國 民で 有って、 外國 人に は 少しも 世話にならない、 鐵 道- 

電信 も 日本人 自身の 發 明に 係る ものにして、 殊に 其 憲法の 如き は 決して 外國の 憲法に 做った もので は 

ない と 云 ふ 人 も ある、 然しながら 今日 文明 國の 仲間 入を爲 した 以上 は 世界の 文明の 起源 を學 ぶの 必要 

は 無い と は 云へ ない、 日本と 埃 及との 直接の 關 係と 云へば ルキゾ ー ル紙卷 煙草と 外に 胡 蘆 科の 植物な- 

る 胡瓜が 邦人の 嗜む處 と 成って 居る 位で ある、  日本語の キゥリ は 確かに 埃 及 語の キャル cslyal.) の 

轉 訛せ しもので 有って、 我等 は 毎年 夏 到る 毎に 我等の 最も 珍 直す る此 野菜に 於て 古代の 埃 及 人に 負 ふ 

て 居る ので ある、 是れ 計りで はない、 日本人が 近來 頻りに 世界に 向て 誇る ところの 新科學 なる もの は 

疑 もな く希瞧 のァ リスト ー トル 以來歐 米 人が 繼 承し 来りし もので 有って、 ァ リスト ー トルの 科 學は素 

と 埃 及に 始まった ものである 事 は 能く 解つ て 居る、 ュ ー ク リツ ドの 幾何 學 なる もの は 何んで あるか、 

埃 及の ァ レキサ ン ドリ ャに 於て 一 一千一 一 百年 前の 昔し ブ ト レ ミ ー 王朝の 下に ュ ー ク リツ ド なる 數學 者が 

發 見した もので はない か、 我國 何十 萬の 學 生が 今日 攻究し つ，^ ある 此學は 始めて 埃 及の 土地に 於て 耕 

された もので はない 乎、 叉 アル フ アベ ットと 呼んで 我々 は 毎日 重寶 して 居る もの は 誰れ が 始めて 用 ひ 

し 者で ある 乎、 歐羅 巴人 は 之 を希臘 人に 學び、 希 瞧人は 之 をフィ 一一 シャ 人に 承け、 フィ 一一 シャ人 は 之 

を 埃 及 人より 授かりし もので はない か、 西洋紙の 事 をべ ー パ ー (paper) と 稱ぶ時 は 我々， は 埃 及產の 

植物の 名 (papyi.lls) を稱 へて 居る ので はたい か、 斯くて 我々 も 遠から すして 煩 はしき 支那 文字 を廢 

し、 隨て 半紙 美 濃 紙 唐紙 を 魔す るに 至れば 我々 は ハ祉々 埃 及 人の 遺 緩を感 する に 至る の で はない か" 

それ 計りで はない、 埃 及 は 叉 法律 思想の 淵源で 有った、 希 臘のソ 口 ンが 彼の 雅典 國の爲 めに 憲法 をに 伽 
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まんと せし 時 は、 r 度 藤 博 文 侯が 口 本のまぬ 法 を 編まん とせし 時獨 逸に 行って 調^した や-つに、 ソ n 

ンは埃 及に 行て 彼の 雅典 憲法 を 編成した ので ある、 雨して ソ 口 ンの 憲法なる ものが アリア ン人 稀の 總 

ての 憲法 を 如何に 感化せ し 乎 を 知る もの は 埃 及 人の 法律 思想が 如何に 今日の 文明 * 界を 感化し つ" あ 

る 乎 を 知る 事が 出来る、 聞く 處に 依れば 博學 多才なる 我が^ 藤 博 文 侯で さへ、 日本 憲法 を 編まる K 際- 

廣く 西洋 諸 國の窻 法 を參考 し、 殊に バヮリ ャ王國 の それに 則られし との 事 なれば、 流石の 伊藤 侯です 

ら.？ 1 接に はソ n ンと埃 及と に 负ふ處 なしと は 云へ ない、 如何に 唯我獨 尊の H 本國 なれば とて 外 國の憲 

法に 鑑みて 少しも 其 感化 を 受けない と は 云 はれない、 我々 は. お 州 藩 iiQ 5- 藤 侯と 雅 典の ソ 口 ンとを 透 

して 多少 埃 及 人の i 話に 成つ て 居る 者で は あるまい か。 

若し 日本人が 少しな りと も基脊 敎に负 ふところが あれば (或 者 は 有りと 云 ひ、 或^は 無しと 云 ふが) 

我等 は 其 保 Ii、 基督、 摩 西 を 透して 非常に 块及 人に^ 話に 成って， 店る ので ある、 猶太 敎 なる もの は 其 

精神 は 確かに： 太の 神より 瘦し もの なれ ども 其 智識 は 確かに 埃 及 人より 得し ものである、 基督 敎の發 達 

は 埃 及 を 離れて 論す る 事が 出来ない、 而 して 西洋文明 は 基督教 を 離れて 論ぜられない、 故に 其 精神的 

方面に 於ても 埃 及 は 確かに^ 界歷史 の盱耍 なる 一 部分で ある。 

斯う 云ふ國 であるから 我々：：： 本人 も 埃 及 歷吏を 研究し なければ ならない と 5 心 ふ、 我々 は 埃 及 産の 卷煙 

草 を 吸 ふた 位 ひで は 足りない、 我々 は 其 精神 を も 吸 はたければ たらたい、 其 美術 を も 窮めた ければ な 

ら ない、 其宗敎 と 法律と は大に 我々 の 攻究すべき 事で あると 思 ふ、 世界人と は 誰で ある 乎、 全 f 界の 

物產を 以て^の 體艉を 養 ひ、 全 贡界の 智識 を 以て 彼の 思想 を 肥やす 者 を 云 ふので はない か、 日本の 事 

と、 支那、 朝鮮、 印度の 事 (それ も 多くで はない) とのみ を 以て 養 はれた る阈 民の 局部 的なる は當然 


の 事で はない 乎、 是が埃 及 歴史に 人る 前の 序言 で あ る 。 

今 東半球の 地圖を 開いて 見 給へ、 一 つの 稀代なる 事柄が ある、 西 は 大西洋の 海岸より 東 は 太平洋に 至 

るまで ー帶の 砂漠の 連絡が ある、 亞非利 加の 北部に サハラの 大 砂漠が 有って 長さ 三千 五 百哩、 幅 一 干 

哩の 世界最大の 不\ ^の 繞 地で ある、 其 東の 方 紅海に 盡 くるの 邊に 於て シ ュ ー ルの 砂漠 ありて 亞 剌比亞 

の大 砂漠に 接糗 して 居る、 尙も 東に 向て 進めば ィゥ フ ラ ト 河と ザグ 口 ス 山脈との 間斷が ありて 波斯 

土 耳 其斯 丹の 砂漠に 連って 居る、 亞爾 泰山 を 過ぎれば 戈 壁の 大妙漠 となりて、 滿洲の 西 境 キン ガン 山 

に 至りて 漸く 盡 きて 居る、 卽ち 大洋より 大洋まで、 西 西南より 東 東北に 懸けて 八 干 五 百哩に 亙る 一連 

の大 砂漠が ある、 偖て 此大 砂漠 を横斷 する に 三つの 流域が ある、 其 第一 は ナイルに して 正南より 正北 

こ 向 ひ 亞非利 加 大陸の 東北 隅に 於て 之 を切斷 して 居る、 第一 一は チ グリス ィゥフ ラト 流域に して 亞刺 

ゥ,^タ|べ—，.-ン  *  . 

比亞 砂漠と 波斯 砂漠の 問 を 潤 ほして 居る、 第三 はァ ラル 排水 盤に して アム ー ダリヤ シル タリ ャの 

二流 を 以て 土 耳其斯 丹の 耕地 を 作って 居る、 大 砂漠 を横斷 する に 三流 域が ある、 雨して 此三 流域が 太 

古の 三文 明 を 生んだ ものである。 

00000000  000000OC0OO  00O0  OO0P0O* 

是は 稀代な 事實 である、 卽ち 人類 最初の 發達は 砂漠の 間 を 流る k 河の 邊に 於て 起った ので ある ， ^の 

要 もない やうに 思 はる、 砂漠 も 文明 を 生み出す 爲 めに は 必要で つたと 見える、 丁度 駝鳥の 卵が 砂漠 

の 砂 の 中に 熱帶 地方 の 太陽 の 光線 を 受けて 孵化す る や うに 人間 の 智能 も 亞非利 加 砂漠 の 砂の 屮に 於て 

發育を 始めた もの だと 見える。 

坆&國 と 云へば 亞 非 利 加 大陸 の 東北の 隅に 當り北 は 地中海に 濱し、 東 は 紅海に 臨み 南北 六百哩 東西 百 
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九う 嘆、 面積 十一 萬 五 干 方哩の 直角 形の 岡 を 指す もの だと 一般に m 心 はれて 居る、 然れ ども 是は 地圖面 

上の 埃 及國で 有って 實 際の 埃 及國 ではない、 實 際の 埃 及國は ナイル 河の 賜物で あると 云 ふ、 卽ち ナイ 

ル河 なくして 埃及圃 はない ので ある、 ナイル 河 は 源 を 赤道 直下に 發し北 流す る 事 ニ干哩 にして アビ シ 

一一 ャ國 より 流れ 來る靑 ナイル、 アトバラの 二流と 合し、 尙ほ 北に 流る k こと 五 百餘哩 にして アツ ス ー 

T ン と 云 ふ 所に 至て 埃 及の 境に 入る ので ある、 アツ ス ー アン より 河 n に 至る までの 七 百哩の 流域 を實： 

際の 埃 及と 稱 ふので ある、 其 幅 廣きは 三十 哩狹き は 三哩、 平均 七哩、 河 = より 百哩の 所に 達して 開け 

て 三角. 形と なり 有名の デルタ を 作る、 試に 祌戶 より 靑森 までの 幹線 鐵逝 が ナイル 河な りと 假定 すれば 

其兩 岸に 平均 七哩 の沃饒 なる 平地 ありて 其 北端に 一 方 百 嗟に 亙る 等邊 三角形 を附 すると すれば 是が 實， 

際の 埃 及で ある、 流域の 面積 は 使に 九 干 六 百方 哩、 水面 幷に 沼地 繞地を 除きて 耕作に 適する の 地 は 僅 

に 五 干 六 百方 哩 である、 是れ 我の 四國 一島に 及ばざる 小國 である。 

斯 くも 細長き 國 であるが 其沃饒 なる 事 は實に 驚くべき 程で ある、 歷 史家へ ロド ー タスの 時代に 於て 

(今 を距る 二 干 三百 年の 昔) ナイル 兩 岸に 二 萬の 布』 肘が 有った と 書いて ある、 麥、 泰、 米、 亜麻、 蜀. 

黍の 類 は 非常に 能く 發 育して 年に 三 囘の牧 種が 取れる、 葱、 萵_ 互、 韮、 葫 等の 如き 最上の 地味 を 要す 

る 植物 は 盛んに 繁茂す る、 甜风、 胡瓜、 萊燕等水^！-多き蔬茱は亦此地の特產物でぁる、 水邊 に^ 草の 

1 種なる (cyperus  p;lpyruH) が 生へ て 有って 其水髓 より 人類の 使用せ し 最初の 紙が 製造され た、 睡 

i^^jcNympllaea  lot き) は ナイル 特産の 美 花で 有 つ て 其 濃 藍色の 水面に 紅お を點 じた も ので ある、 岡に 

は^|1^、 葡萄が ありて 其 耕作 は實に 容易で 有った、 如斯く 天然の 沃地で 有った から 生活の 困難と て. 

は 殆んど 無かった、 歷 史家、、 ティ ォ ドラスの 記事に 依れば 埃 及 人 一 人 を 育つ るに 今の 金貨 八圓 あれば 释 


山であった そうだ。 

其氣 候と 云へば 亦 世界 無比で ある、 時偶 砂漠より 來る サイ ム ー ムと云 ふ 惡風を 除く の 外 は 別に 人畜 を. 

困し める 異象 はない、 雷鳴の 轟々 たる こと はなく、 雨の 降る こと も 甚だ 稀で ある 殊に 冬期 三 四 ヶ月 間 

の 如き は 靑草ー 面に 地を蔽 ふて 永久の 春 かと 思 はる k 計りで あると 云 ふ、 六月 下旬に 入れば ナイルの 

氾濫が 始まる、 以後 三 ヶ月 間 水 暦 は 日々 に 嵩まる、 秋の 彼岸に 至りて 增水は 其 極度に 達し、 叉 三 ヶ月 

を 期して 元の 狀 態に 立 戾る、 如斯は 毎年の 事で 有って 年毎に 變化は 甚だ 少ぃ、 故に 到る 處に ナイル 計 

(Nilcllletco なる ものが 設けられて、 水の 高下に 隨て 季節 を定 むる 事が 33 來る 程で あると 云 ふ、 漲濫 

の 度 は 河 幅の 廣狹に 依て 異れ ども 高き は 三 丈 六尺、 低き も 二 丈 五 尺、 雨 かも 氾濫 六 ヶ月 間に 涉る 事な 

れば其 引き去り たる 後に は  一 &? の 冲積は 全地 を 蓋 ひ、 之に 最良の 1K 然的 肥料 を 施 こすので ある、 坐し 

て 大恩に 浴す ると は 實に此 事 を 謂 ふので あら ふ。 

運輸の 便の 好き 事 は 云 ふまで もない、 一 國を 貫通す る 一 條の 大河が 有って 全國民 悉く 其兩 岸に 棲む 事 

たれば 河流 に 隨て上 下 すれ ば 達せざる の處 はない ので ある、 下る に は 勿論 水流の 助けが 有る、 然るに 

幸運なる 埃 及 は 河流 を 溯る にも 亦 天與の 援助が ある、 卽ち Etesian  wind と稱 する 風が ありて 夏 秋の 

兩期は 常に 北より 南に 向て 河流に 逆 向して 吹く、 故に 輕 舟に 一 帆を揚 ぐれば 手を束ねて 河 を 溯る 事が 

出來 る、 何處 まで も 幸福なる 國 である。 

國 防の 完備せ る點に 於ても 埃 及 は 亦萬國 無類で ある、 其 東西 は 砂漠 を 以て 限られ、 防ぐべき の 民 もな. 

ければ 攻入 るの 途 もない、 北方 は 地中海 を 以て 包まれて、 太古 時代 海軍の 未だ 開けざる 時に 當ては 海 

岸 線 は 充分の 防禦 線で 有った、 埃 及 は 其 東北 隅と 南方に 於ての み 開けて 居る、 故に その外 園との 交涉 
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は 常に 此方 面に 限られた、 然れども亞細|2^大陸に通する蘇西の地峽と雖も是れ亦シ ュ ー ルの 砂漠と 稱 

して 通行に 甚だ 艱難なる 所で ある、 此事は 千 七- KT 九十 八 年ナボ レオンの シ リャ戰 役の 經驗 に徵 しても 

能く 解かる、 南 境に は义 アツ ソ ー ワン、 セムネ ー 等の 石 門が ありて 屈强の 要害 を 作して 居る。 

外より 人る に 難く し て より 出づ るに は容 で つた、 ナイル 河 を 下って 地中海に^ づれば 古代の 文 

明國は 沿岸 到る 處に 國を爲 して 居った、 東岸に は 非 利士亜 國 があって 麥の產 地 を 以て 有名で 有った、 

其 北に 當て フィ  一丁 ンャ國 があって 堆羅、 西頓、 ザ レツ パ 等の 市場が 有って 今日の 倫敦、 アン トヮ ー プ 

の 如き もので 世界 貿易の 中心 點 であった、 ナイル 河に 對 して 地中海の 北岸に は 希臘 半島と 其附屬 の 島 

嶼 とが 有った、 亞非利 加 海？ かに 沿 ふて 西の方に 力 ー セ ー ジの 布府が 有った、 其 北に シシリ —島が 有つ 

て、 ^太 利 本土に は H トル ー リ ャの舊 國が冇 つた、 亦 東の 方 紅海に 出 づれば 印度洋 沿？； との 交通 は甚 

だ 自由で 有った。 

斯の 如くに 地现學 上の 構造 並に 位置から 見ても 埃 及 は 文明の 起るべき 國 であった、 何 一 つと して^ん 

ど缺 くる 事の ない 國 であった、 誠に 人類が 文明の 發端を 開くべき の國 であった、 此 所に 最も 古き 

阔の 起った 事 は 天然の 然 からしめ し處で 有って、 能く 攝现の 指 命に 適 ふた 事で 有った、 埃 及國の 興つ 

たの は 重に 其 天然 的 境遇の 然 からしめ し 慮で 有った、 是れ其 作り出した 文明の 甚だ 幼稚なる 现由 であ 

る、 埃 及 は實に 人類 幼時の 育兒 所で 有った、 意志の 作用 を 要する 事 最も 少 くして 生育に 困難 を 感じな 

-； で 有った。 


第四囘 埃 及 人と 埃 及 文明 

ハ=- こも 述トこ S り圃は 地と 人と が 相 配合して 興る ものである、 埃 及 は 天然の ゥマシ グー 一 (美 國) で 有つ 

た、 是を埃 及 人なる 優等の 民が 占領して 太古 時代の 一大 國 民が 起った ので ある。 

埃 及 は 亞非利 加 大陸の 一 部分で あるから 其，.^ は 亞非利 加 人卽ち Mi 奴の 一 種で あると 思 ふは大 なる 間違 

である、 埃 及 人 は .is ではない、 亞非利 加は黑 人の 本場で は ある けれども 亜 非 利 加 人 は 皆ん な黑 人で 

あると ふ はた 問 違 ひだ、 黒人と は 直に 赤道 直下と 夏至線との 間に 住する 者で 有って、 ギ 一一 ャ 海岸、 

チヤ ッド 湖. 逢に 於て 最も 能く 發育 する 民で ある、 赤道 以南に はバ ンッ 一(Bantu) 一名 カツ ファ ー(K"l- 

ま r) 人稱 ありて 黑 人と は 全く 違 ひ、 夏至線 以北に はモ " ッ コ人、 リ ビヤ 人、 埃 及 人、 アビシ 一一 ャ人等 

の 立 K なる， ：11 皙 人種が 住んで 居る、 埃 及 人 は， 曰 人種で 有って、 埃 及 文明 は，： n 人種の 作った ものである „ 

埃 及、 ± ナイル 流域 土着の 民で は 無かった、 面して 彼等の 使用せ し 言語の 性質よ t り フ稽フ ゆる も、 _^ャ 等の 

宗教 及び 習慣に 就いて 評 を 下す も、 亦 彼等の 容貌から 考 へて 見ても 彼等 は 確かに 希伯來 人、 亜 述人等 

の屬 する セム 人種に 能く 似て 居た 民で 有った 事が 解かる、 博士 セ イス (A.  H.  sayce) の 說に依 わ は 

彼等 は 素と 拉比亞 半島の 西南 部より 来りし 者で 有って、 光づ 紅海 を 渡り 今の ソ マリ ランド 邊に居 を 

占め、 後、 何 かの 境遇に 迫 まられ て ナイル 河の 上流より 埃 及に 入り 来りし ものであると 云 ふ。 

SSWE!  人 iy< 及 文明  广 ヒー 一 


今 を距る Is^ 大凡 八千年 前 (Quibell 氏の 說に從 ふ) 卽ち 我が 祌武 天皇 卽位前 五 干 五 百年 頃 .G 貧に 舊ぃ 

寧で はない か)、 埃 及 人 は始て 天然の 樂圃 とも 稱 すべき ナイル 河流の 沿岸に 入て 來た、 此時 彼等 は旣 

に野蠻 人ではなかった、 彼等 は亞 拉比亞 半島に 在りし 頃旣に 彼等の 思想に 於て、 技術に 於て、 著しき 

進歩 を爲 した 民で 有った、 彼等 は獨ー 無二の 神 を 認めた、 彼等 は旣に 石器時代 を經 過して 金屬 使用の 

術に 長け て 居った、 彼等 は移轉 掠奪 を 事と する 遊牧の 民で なくして 定住 平和 を 愛する 農民で 有った、 

歴史家 ブンセ ン の說に 依れば 埃 及 人 は實に 支那 人と 共に 洪水 以前の 文明 を 後世に 傳 ふるの 天職 を 以て 
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起り し 民で 有って、 人類の 墮^ に 由って 一 時殆 んど殄 滅に歸 せんとせ し 文明 を 支那 人 は 東方に 於て、 
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埃 及 人 は 西方に 於て 後世に 引繼 ぎし もので あつたと 云 ふ" 

國 は沃饒 無比 の ナイル 下流の 沿岸で ある、 民は亞 拉比亞 南部に 原始時代 の 文明 を承繼 ぎし， U 哲人 種 の 

一派で ある、 而 して 時 は暗黑 全地 を掩 ひ、 新 文明 は將に 曙光 を 放つべき 時で 有った、 此 國と此 と此 

時と ありて 一 大國 民の 與ら ない 理由 はない、 埃 及國は 時勢の 必要に 應 じて 興った。 埃 及 國最始 の 王 を 

メ ネスと 稱 へた、 彼 は 始めて 全國を 一統した 者であって、 ナイルの 西岸ん 「の カイ 口 府 より 遠から ざる 

所に メム フィスの 城市 を 築いた、 是は 西洋 紀元より 三千 年 程 前であって、 埃 及 人種の ナイル 沿岸 占領 

後 千年 も 後の 事であった、 メ ネスより 後 三 王朝の 變遷を 經て第 四 王朝の ク ー フ ー の 時に 至て 世に も 有 

名なる 大方 尖塔 は 作られた、 ク ー フ ー の 子 カフ ラ ー は 第二の 方 尖塔 を 築き、 其 子メン カウラ ，- は 第三 

の もの を 作った、 三者 共に^ 界の 偉觀で 有って、 兄る 人と して 驚かない 者 はない、 方 尖塔 建築 は 紀元 

前！ 一千 七 八 百年の 頃との 事 なれば 此時は 旣に埃 及建國 より 千 一 ニニ 百年の 後で 有った、 卽ち今 を距る 凡 

そ 五 千年 前に 旣に 此大 建築 を爲 した 埃 及 人の 技術 は實に 驚くべき もので 有る、 大方 尖塔と は 如何なる 


建築物で あるかと 云 ふに、 高さ は 四百 八十 呎で、 基 址は方 七 百 六十 四呎、 疊み 上げし 石材 は 八 干 九 百 

萬 立方 呎に 達する であら ふと 云 ひ、 其 重量 は 七 百 萬噸を 下るまい との 事で ある、 若し 此 石材 を 以て 家 

屋を 作るならば 一 一 萬 一 ーチ 軒の 普通の 西洋 館 を 作る 事が 出来る、 卽横 濱巿を 悉く 西洋 作りと する 事が 出 

來 るので ある、 石 は アツ スァ ー ン產 の花崗 石で 有って、 其 犬なる 者 は 目方 五十 噸餘の 巨石で ある、 此 

大石を 五 百哩の 距離より 運び 来り、 五 百 尺の 高さに 積 上げし 五 千年 前の 埃 及 人の 土木 術 は 何ん と 驚く 

ぺ きもので 有った ではない か、 殊に 方 尖塔 內 部の 構造 は 精巧 實に 嘆賞す るの 外 はない との 事 だ、 方 尖 

塔 は 大王の 墳墓と して 作られし ものに 相違な けれども、 亦 天體觀 察の 爲の 天文 臺の 用を爲 せし 證據も 

- ある、 卽ち 中心 點 より 正南 北に 向て 二 個の 眞 直の 穴が 明けて ある、 其 北なる もの は 丁度 北極星 を 指し 

て 居る、 卽ち長 管^ 遠 鏡の 態 をな して 居る、 而 して 此 人造 的 山嶽の 如き もの を 作る 爲 めに は 多分 十 萬 

んの勞 働 者が 二十 年間 引 緩いて 働いた にらう との 雍 である、 故に 是に比 ぶれば 秀吉 の大阪 城も淸 正の 

熊 本 城 も 何んでも ない。 

埃 及 文明なる もの はメ ネス 王の 時に 旣に 著しき 進歩 を爲 し、 第 六 王朝 卽ち 紀元前 一 一千 五 百年 頃に は旣 

に 興隆の 極に 達した ので ある、 後 五 百年 を 經てヒ クソス なる 亚 細亞 民族の 征服す る處 となり、 第 十八 

王朝に 至て 再び 獨立 を囘復 し、 トス メス、 ァ メンホ ー テ— プ、 セ ティ、 ラ メス ー 等の 大王の 下に 威 を 

時の 文明 世界に 輝かし、 南 は 夏至線 以南まで、 西 は リビヤ砂漠の ー帶 に、 北と 東と は ィゥフ ラト 河の 

彼方 アル メ 一一  ャの 山中まで その 領土 を擴 ぐるに 至った、 其 後 第一 一士 至 朝の シ シャク 第一 不六 王朝の 

プ サメチ カス、 ネコ ー 等 出で 埃 及 は 尙ほニ 千年間 世界 大强國 の 一 つに 算 へられ たれ ども、 然し 第 十二 

王朝 以後 は純淸 なる 埃 及 人の 王國 ではなく して、 或は 二 ュ ビヤ 人、 或は リ ビヤ 人、 或は 希躐 人の 直接 

第 3； 罔 埃 及 人 ite< 及 文明  六 八 £ 


問 接の 支配 を 受けた ので ある、 かも 純粹の 支那 帝 國は宋 の^を 以て 終り、 後 は 常に 蒙古 滿洲の 支配 

を 受けた やうな ものであった、 精神的の 埃 及 は 五 干 年 前の 昔旣に 死んで 了 ふて、 其 後の 埃 及 は 僅に 形 

體 的の 埃 及であった、 其 埃 及た ると 支那た ると li 馬た ると 日本た ると を 問 はす、 其 腕力に 依て 國威を 

海外に 揚げん とする •  頃 は、 其 國家的 精神の 旣に 衰亡に 傾きし 時で 有る、 眞 正の 歷 史家 は 領土の 廣狹に 

依て 國の 盛衰 を 定めない。 

抑 も 埃 及 文明と は 如何なる もので^った か、 ル を簡單 に 評すれば 懷久、 不易、 宏壯、 壯嚴の 性 を 具へ 

たもので 有った と 云 はなければ ならない、 方 尖塔の 堅牢 不易なる 事 は 前に も 述べた 通りで ある、 第 十 

一 一王 朝の ァ メネム ハ 三^の 築きし と 云ふフ ハ ュ ー ム 地方に 於け るモ ヱ リス (IVEOeris) 湖の 如き は 人の 

乎に 依て 築かれし 液 救 池の 最も 宏壯 なる もので 有った、 第 十九 王朝 ァメ ンホ ー テ ー プ 三^の 建設に 係 

る 『メム ノン の 像』 の 如き、 其 他力— ナック、 ルキゾ ー ル 等の 地に 散在す る トス メス、 セチ、 ラ メス 

1 等の 築きし 宮殿 墓碑の 如き は 化： Z な 永久 を 目的と して 作られし 建築物であった、 埃 及 人の 作りし もの 

で 消え 易き 時代 的の もの はない、 永久の 記 臆と 保 かと は 彼等の 主なる 眼目で 有った。 

埃 及 人 をして 斯 くも 勤勉なる、 斯 くも 宏壯 偉大なる 民たら しめし もの は 何んで 有った かと 云 ふに、 疑 

もな く 彼等の 懷 きし 深遠なる 宗 敎的觀 念で 有った、 彼等に 取て は 事と して 物と して 宗敎 的なら ざる は 

無かった、 印度人の 宗教心に 篤き も 埃 及 人に は 及ばなかった と 思 ふ、 彼等の 社會、 文學、 法律、 學術 

は 告な 宗敎を 基礎と して 成った ものである、 彼等の 大 建築物 は 墓碑 でな けれ ば 寺院 或は 宫 殿であった、 

彼等の1|^<と政治家と科學者とは愤侶で有って、 彼等の 王は大 Is 正の 職 を 兼ねた 者で 有った、 若し I 

に^ 侶的國 〈水なる ものが ありし ならば 埃 及 II は 確に 其 一 で 有った。 


埃 及 人の 宗敎を 組織的に 研究す る は 印度の それ を 研究す るが 如くに 六 か敷レ ー神敎 あり 多 神彰ぁ 

り、 凡神敎 あり、 禽 獸崇拜 ありて 孰れ か 埃 及人特 おの 宗敎 なりし か は 之 を 明白に おむ る 事 は 出来ない， 

然し 彼等が 亞拉比 亜 半島より 持來 りし 宗敎は 高尙莊 厳な る ー祌敎 でありし 事 は 疑ない やうに 見える、 

左に 譯 する 彼等の 神 を 讚美す る 歌の 如き は實に 希伯來 人に も 劣らない 高尙 なる 信仰 を 表. n する もので 

あると 思 ふ。 

神 は 唯一 にして 單獨 たり、 彼と 共に 在る ものな し" 

神 は 一 なり、 彼 は 萬 物 を 造り 給へ り。 

神は靈 なり、 隱れ たる 靈 なり、 靈の靈 なり、 埃 及の 精祌 にして 亦 聖き靈 なり。 

祌は 原始より 在り、 原始より おおす。 

祌 は眞理 なり、 彼 は 眞理に 依て 生き、 厲理の 上に 生く、 彼 は 眞理の 王な り。 

祌は 生命な り、 人 は 彼に 由ての み 生く。 

神 は 父な り、 母な り、 父の 父たり、 ft; の 母な り。 

神 は 生む、 然れ ども 生れし 者に 非す、 祌は萬 物に 生を與 ふれ ども 生を受 くる ことなし。 

彼 は 彼 自身 を 生み、 彼 自身に 生を與 ふ、 彼 は 造て 作らる \ ことなく、 彼 は 彼 自身の 形 體の造 主 

なり。 

神 は 彼 を 長る-' 者に 向て 慈悲 深し、 彼に 哀叫 する もの に环を 傾く、 彼は强 者に 對 して 弱者 

を 護る、 祌は彼 を識る 者を識 り、 彼に 事 ふる 者に 報 ひ、 彼に 從ふ者 を 護る。 
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M:iJ を舊約 聖書の 詩篇に 比べ て 多く 劣る 處 はない と 思 ふ。 

此莊 厳なる 唯一 神敎と W んで 高尙 優美なる 多神敎 があった、 古代の 埃 及 人の 多 神 敎は希 職人の それと 

均しく 決して 嫌 ふべき もので は 無かった、 埃 及 人の 神 は 光輝の 神で 有った、 彼等 は 太陽 を拜ん だ、 其 

は 升る や ハル マ キス (fialmachis) として 拜み、 其 中天に 懸 るゃラ ー (Ka) として 崇め、 其 西 天に 沒せ 

ん とする や ツム (Tmlo として 尊んだ、 オシ リス (Gsil.is) も 矢張り 日の 神で 有って、 彼の 妻なる ァ 

イシ ス (Isis) は 曙の 神で 有った、 二人の 間に ホ ー ラス (Holds) ありて 彼 は 日の出の 神であった、 

父 オシ リス はセ ー ト (set) なる 夜の 祌と 彼の 妻 ネフ シス (ISTephtllys) なる 日 沒の祌 の 殺す 處 となつ 

て、 曙の 神 は 之 を 憤り 彼女の 子なる 日の出の 神 をして 父の 響 を， (仅 さしめ た、 此 神話の 意味 を 探る は 決 

して 難くない。 其他數 知れぬ 程の 神が^ つたが 其 首座に プタ ー (ptalo の 神が 有った、 彼 は 萬 物の 造 

主で 叉總 ての 神々 を 生んだ 者と して 祭られた。 

斯の 如く 埃 及 人の 主なる 神 は 光の 神、 和樂の 神、 生命の 神で 有った、 雨して 國 民の 人生 觀は其 信す る 

宗敎 に 於て 現 はる k もの なれば 埃 及 人が 同時代の 他の 民族に 较 ベて 希望のお、 快活の 民で 有った 事 は 
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能く 解かる、 絶望的 人生 觀を懷 いて 與 つた 國 w< は 未だ^て 有った 事がない、 惡魔を 祭り、 闇黑を 愛す 
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る 民の 起って 偉大なる 文明 を 作り出した 例 はない、 埃及國 興起の 一大 理由 は 彼等の 日光 崇拜で 有った 

と 忍 ふ。 

埃 及 人 は 日光 を拜 して 亦 旗く 來 *1 の 存在 を 信じた、 彼等 は靈 魂の 不滅 を 信じた 計りで はなく、 亦肉體 

の 復活 を 信じた、 是れ 彼等が 填 墓 を 重んじた 理由で 有って、 亦 何人も 身分 相應 に堅间 なる 墓 を 築いて 

彼の 一は 活の 時まで 彼の 屍體を 護らん と 欲せし 理由であった、 香劑を 2^ て 死屍 を 保存す るの 術 は 全く 此 


目的 を 以て 始り しもので 有る、 復活 永生の 希望 を 埃 及 人の 心より 絶って 彼等 は 他に 存在の 理由 を 見出 

す 事が 出来なかった、 彼等 は 墓 を 作る が爲 めに 働ら き、 未来の 裁判に 無， の 宣告 を 受けん 爲 めに 身 を 

修めた、 彼等の 産業 も 道德も 彼等の 未 來觀念 を 離れて あった もので はない。 

埃 及國の 興った 一 大 理由 は 其 宗教で 有って 其 亡びた 一 大斑由 も 亦 其宗敎 であった、 國を 起す t 宗敎ほ 

ど 有力なる もの は 無くして、 亦國を 亡ぼす に是 れ程惧 ろしい もの はない、 卽ち宗 敎の精 祌は國 と と 

す もので かって、 其 外形 は 之 を 殺す ものである、 埃 及 人が 靈 なる プタ ー の 神を拜 し、 光輝と 希 

望と をラ ー、 オシ リスの 神より 求めし 間 は 彼等 は 興起の 民で 有って、 彼等の 美術と 建築物と は 活氣生 

命 を 失 ふ 事な く、 彼等 は 文字 を 作り、 法律 を 編み、 人類 初代の 大敎師 として 世界の 闇黑を 照らした、 

然るに 彼等が その 宗敎の 精神 を棄 て、 其 形骸に m きを g くに 及んで、 彼等の 宗敎は 彼等 を 縛る ものと 

なり、 彼等の S- 落と 衰亡 を 招いた、 プタ ー を拜 する 代りに 彼の 使者な りと 信ぜられし 牡牛 を拜 み、 ラ 

1 の 代りに 鷹 を 崇め、 バ ストの 祌に事 へんが 爲 めに 猫と 獅子との 前に 跪き、 終に 禽獸は 埃 及 人よりも 

貴く 成る に 至った、 玆に 至て 埃 及 固の 滅亡 は 當然の 事で 有った。 

埃 及國は 亡びた、 洪水 以前の 文明 を 人類に 傳 ふるの 天職 を 以て 起り し 埃 及 は 亡びた、 今の 埃 及 は 埃 及 

人の 埃 及に あらす して 英吉利 人、 佛蘭西 人、 土 耳 其 人の 埃 及で ある、 卽ち 今日の 埃 及 は 地理 學 上の 埃 

及であって 國家 的の 埃 及で はない、 然し 此事は 別に 嘆く に 足らない、 今日は ク ー フ、 メン カウラの 埃 

及の 興るべき 時で はない、 埃及歷 史を讀 んで漫 りに 切齒扼 腕す る 者 は 未だ 國家は 何の 爲 めに 興る ベ き 

も の で ある 乎 を 知らな いもので ある。 

然り ナイル 河 邊の埃 及 は 亡びた、 然れ ども 人心の 上に 植附 けられし 埃 及 は 亡びない、 其 政治と 哲學 
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と は y 布臘に 渡り て 連綿と して 今日まで 博 はって 殘っ て 居る、 其 道 德は摩 西 律と なりて 人類の 有する 鷇 

大宗 敎の 基礎と 成って 全世界 を 感化し つ k ある、 其科學 はべ— コン、 一一 ュ ー トンの 乎を經 過して 今 は 

方 尖塔、 モ H リス 湖に 勝る の 大工 事 を 作し つ k ある、 卽ち 能く 其 天職 を盡 せし 埃 及 は 今 は 人心の X に 

宿って 宇內の 進歩と 共に 其 領土 を擴 めつ， - ある、 埃 及 文明 は 其 トス メス、 セチ、 ラ メス ー の 揮 ひし 劍 

い：^ てあらす して、 拾兒 摩， 西 を 宵て し纖 弱の 王妃の 中に 有った、 希臌雅 典に 移住して ァ チカ 6 州 を II 

きし シ ー クロップ スの 鋤の 中に^った、 ペン は劍 よりも 强 しと 云 ふ、 亡びし もの は 隊的埃 及で 有つ 
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て、 平和的 埃 及ではなかった。  . 
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亞細亞 大陸の 西の方に 二 筋の 有名なる 河が ある、 一 をチ グリス (Tigris) と 云 ひ、 他をュ フラ テス (E11- 

fi 百辣) と 云 ふ、 共に アル メ 一一  ャの 山中に 發し、 其 上流に 於て は 東西に 相 別れ、 河口に 近づく 

に隨て 互に 相 接し 來り、 終に 合して 一流と なって 波 斯灣に 入る、 チ グリスの 長さ は 一千 百 四十 六 呷-、 

ュフラ テス は 干 七 百 八十 哩、 共に 一廉の 大河であって、 ^界歷 史には 最も 關 係の 深い 河で ある。 

令此ニ 河の 名の 來歷を 調べて 見る と 甚だ 面，： n い、 チ グリス (Tig-ris) は希臘 人の 附 けし 名で 有って、 

. ^斯 人の チグラ (Tigm) 「矢」 を 意味す) より 取った ものである、 チグラ は アツ シリャ (ffi 述) 人の. 


ヂ クラ ー ト (Diklat) 叉 はィヂ クラ ー 卜 (Idiklao に 傚 ふて 掙 びし 名で； f つて、 -foi 述人は 又 巴 比倫 尼 

-亞 土着の 民たり しス メリャ 人が 此 河に 附 けし ィヂ クラ (Idikla) なる 名に 從 ふて 斯く呼 びしたり と 云 

ふ、 聖書に 此 河の 名 を 希 底 結と 書いて ある は- 亞述 人の 音に 傚 ふて^ ある、 又 希 職人の ュ フラ テス (EU— 

づ hrates) は波斯 人の ュ フラッ I(ufl.af;u) より 來 りし 名で あつ て、 波斯 人は亞 述 人の ブ ラ ァ ト (PLU.at) 

より 此名を 借り、 .：0^述人は又ス メリャ人のプラ (pura 單に 「大水」 叉 は 「大河」 を 意味す) に アト 

なる 女性の 語 11^ を附 して 此名を 作りし と 云 ふ、 卽ち其 名に 徴 する も 一 一河 共に 歷 史的 名 河で ある ことが 

分る。 

巴 比倫お 亞と は此兩 河の 間の 地を稱 ふので ある、 卽ち X 布臘 人の 稱 へし メソ ボタ ミヤ (川 中島) の 東南 

部で 有って、 11 南に は亞 拉比亞 沙漠 を控 へ、 東南に 於て 波 斯灣に 臨み、 東と 北と に は 河 を 隔て.^  H ラ 

ム、 波斯の 高地に 接し、 北緯 三十 度と 三十 三度との 間に 在って、 四 園の 荒漠の 地の 問に 一 つの 樂園鄕 

を 作って 居る 國 である、 其 地味と 氣 候と は 埃 及の 夫れ に 能く 似て 居る、 卽ち 大河の 氾濫に 依て 成りし 

冲積 暦の 土地で 有って、 其沃饒 なる 事 は實に 驚くべき 程であった、 麥は此 地の 特產 物で 有って、 今尙 

ほ 野生の 麥を產 すると 云 ふ、 其 葉の 幅 は ニ寸に 達し、 生育の 餘 りに 熾ん なる ため、 德を實 らせんが 爲， 

めに は 葉 を 刈 取る こと 一 一三 囘に 及びし と 云 ふ、 一 粒の 種子に 對し百 五十 乃至 三百 粒の 牧極 あり、 海 ,0 

の 生育 は义 立派な もので 有って、 其 皮 は 纖緯物 を 供し、 其 # は 木材に 宜しく、 其 * 實は 糖分に 富み、 

其 葉 は 以て 屋根 を葺 くべ し、 麥 と海處 有って 生活の 必要品に 一 つも 缺 くる もの は 無かった。 

斯 くも 豐饒 なる 土地 は ra 通 八達の 位置に 居る、 兩 大河に 依て 北 は アツ シリ ャ、 裏 海 地方に 通じ、 西 は 

シリャ を經て 地中海 沿岸に 達する を 得べ く、 南 は 波 斯灣に 依て 波斯、 マスカット、 印度の 諸 港に 通じ 

0.^.^.  SJ 比倫 尼 ：5  六 九 1 
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て 居る、 故に 喜 望 航路の 發見 以前、 蘇 西 運河の 開鑿 以前に 於て は 西洋 東洋 間の 贸易は 必す巴 比倫 尼 

亜の 地 を 通過した ものである、 土环其 人の 乎に 落ちて 太古 時代の 殷富 は 跡形な きに 至りし 八 「日に 於て 

も波斯 鳟頭兩 大河々 口 のバ ス ラ ー は 肝要なる 港であって、 チグリ スを 溯る こと 百哩の 上流に ある バ 

グ ダット は 今 尙ほー 一十 萬の 人口 を 有する 盛んなる 都市で ある、 以來鐵 道 を 以て 歐亞の 聯絡 を 開かん と 

すれば 必す道 を 巴 比倫 尼亞の 地に 取らなければ ならない、 E 比倫 尼 亞は實 に 西方 亞 細 亜の 中心 點に位 

して 居る、 東南 印度より 來る も、 東北 H ラム、 波斯、 メヂャ の 地より 來る も、 北方 バン、 ウル メャの 

湖邊、 シ リャ、 アツ シリャ の 地より 來る も、 或は g: 方 亞拉比 亜の 高原より 來る も、 皆な 此底 地に 落 合 

はなければ ならない、 ^かも 我が 關 西に 於け る攝河 C 水の 位置、 欧洲の 西北 部に 於け る 和 蘭 白 耳 義の位 

置であって、 其 列 國に對 する 地理 學 上の 位置から 見ても 舆起 隆盛 を 促す の國 柄であった。 

其 面積 を 見れば バビ n  ニヤ は微々 たる 小國 である、 長さ 四百 五十 哩、 幅 は 其 最も 廣き 所に 於て 百 八十 

哩、 舫鍾 形の 一面の 平原 國で 有って 其 面積 は 大凡 二 萬 三千 方哩 である、 是れ 我の 北海道に も 足らざる 

小國 である、 然れ ども 河口に 近き 冲精曆 の 地で 此 面積 あれば 其實 際の 生産力 は赏に 非常な もので 有つ 

て、 殆んど 日本 全國の 夫れ に 伯仲して 居る、 和 蘭と 白 耳 義とは 合せて 僅に 二 萬 五 千 方哩に 足ら ざれ ど 

も 一 千 ie! の 人口 を 有して 歐洲 第一 の 豊富の 國 である、 波斯 帝國最 盛の 時に 當て 其牧 入の 三分の 一 はバ 

ビ 口 一一  ャ より 來り しもの なりと 云 ふ。 

巴 比倫 尼亞の 文明 は舊 い、 如 M に舊 いか は 未だ 能く 知る ことが 出来ない、 而 して 今や アツ シ リャ學 

(AHSyriology) なる 審門學 が 起きて 兩 大河 沿岸の 古躁 探究 は 著しき 進步 をな し、 一 時 は 全く 歷 史家に 

忘れられし 太古の 文^が 近世 史を學 ぶよりも 確實 なる 方法に 依て 攻究 せらる、 に 至り、 年毎に 發 見に 


なる 歴史上の 事 實は唯 だ 驚く の 外 はない、 ライン、 シ H ルトの 河口た-る 和 蘭、 ね 耳義に 於け るが 如く 

チ グリス、 ュフ ラテの 河口に 於ても 多くの 繁昌なる 都市 は 興り、 H リヅ (Eri(lu) は 太古 時代の 開港 

場に て 波 斯灣の 商權を 握りし ものら しく、 亞伯 拉罕が 生れし と 云 ふ翻勒 底の ウル (ur  cf  <Jhflldea) 

は 月 神の 大 宮殿の ありし 處 にして 時の 偶像 崇拜の 中心 點 なりし が 如く、 ウルの 西北 三十 哩の 所に ラル 

サ (Larsil) ありて シナル (shinal.) の 國と稱 して 南方 バビロ  -ーャ の 最も 古い 首府であった、 其 他力 

ルネ ー (？ lnc>h) ァガデ (Agadco ク 1 'サ (cutlm) ボル シパ (Bs-sippa) 等 屈指す るに 遑 がない。 

此 國をバ ビ 口 一一  ャと云 ふ は 首府の パ ビ 0 ン より 取た 名で ある、 然し バ ビ 口 ンは 比較的に 極く 新ら しい 

市であって、 其 始めて 此國の 都と なりし は 紀元前 二 千 三百 五十 年の 頃であった、 是れ實 に 支那の 堯舜 

の 頃であって 極く 古い 事で あるが、 然し バビロ 一一  ャの 歷史に 於て は 中 世紀の 始め 頃と 云 はなければ な 

らな い、 史學 上の 近来の 大發 見と 稱 すべ き 事はバ ビ C1 ン王サ ルゴ ン第 一世 (saj お C11 I) の 時代の 確定 

されし ことで ある、 卽 ちナボ 一一 ダス 王 (Nabonidas) の 遺せし 記錄に 依て サ ルゴ ン 第一 世の ァガデ 城 

市の 建設が 紀元前 三千 八 百年 顷と 確定 せられし 事で ある、 是は 決して 想像 的の 年代に は あらす して、 

確固たる 記錄に 依て おめら れ しもので ある、 然るに 近来；？ < 々米國 の探檢 者の 探究に 依て サ ルゴ ン 以前 

の 建築物が 發 掘され 彼 以前 尙ほ 三千 餘 年の 歷史の ありし 事が 發 見され た、 卽ち 今日の アツ シリ ャ學の 

結論に 從 へば バ ビ 51 一一 ァ の 起原 は 實に今 を距る 一 萬 年の 昔に あつたと 云 ふ 事で ある、 故に バ ビ a ン古 

代の 文明 及び 其 神話 説に 就て 多年の 研究 をな しつ k ある 處の 博士 ホム メル (HO ヨ mel) 氏幷に 敎授ヒ 

ルブ レクト (prcf.  Huprecht) 氏 等の 主張す るが 如く バ ビ 口 ン 文明 は ェ ジブ ト 文明よりも 古い もので 

あって、 後者 は 前者 の移殖 せられた ものであるとの 說は今 日 は 學者間 に 追々 と 勢力 を 得る に 至った。 
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夬 故に バビ n  -ー  ャの歷 おは ー國 の歷史 として は； はぜられない、 同一 の國 土に 數ケ 固の 典 亡 盛衰が 有つ 

たので 有て、 バビ！ 1 -ー ャの歷 ^の 他と 異なる 所以 は 其 事 變興收 は；： E 人嵇 間の 出來 事でなかった であ 

る、 此三萬 方哩に 足らない 小 邦土に 於て 蒙古人種、 ハム 人械、 セム 人械、 ァリ ヤン 人稱と 順を逐 ふて 

彼等の 特 稀の 文明 を發 揮し、 一の 長 を 以て 他の 短 を 補 ひ、 擾を 傅へ 劣 を排し 以て 圓滿 なう 文明 を 後 ゆ 

に 傅へ たので ある、 バ ビ S ン歷史 に 特種の 興味 ある は 其 世界的 人類 的なる に 依る ので ある。 

バ ビ a 一一  ャ f 取始の 文明 は 蒙古 人の 作った ものであった、 彼等 は何虚 より 来りし もので あつたか は 判然 

せ ざれ ども 彼等の 國 語に 徴 して、 彼等の 宗教に 考 へて、 彼等 は フィン 人、 トルコ 人、 口 本人 等と！！！ 人 

^の：；^ であった 事 は 分る、 .§ ち 彼等の 一一 H 語 は 附着 的と 稱 する ものであって、 語尾 變 化の 法式な く、 

^ にテ 一一 ヲ ハ の 類 を 附着して 語格 を 定めた ものである、 彼等に 蒙古 人稱 の，？^ 認 すべから ざる 特質 あり 

て 彼等 は 全く 實利 主義の 人民で 有った、 故に 彼等の 作りし 文明た る もの は 東洋人の 夫れ に似て，^ i く 物 

質的で あ つ た、 nl=! れ 卽ち史 {| の 稱 する I ス メリャ n ァ カツ ド (S11 ョ 2-<>-A5a  二) 文明に して バ ビ 口  ャ 

文明の 婕下： ^2 の ものである。 

蒙古人種の 後に 来りし もの は ハ ム 人種であった、 彼等は南方彼斯！^に濱する邊ょり來た多分埃及人と 

1M 稱 類の 民であった、 彼等 はバビ B  -ーャ 文明に 智識 を 加へ たもので あった、 彼等に 依て 数理、 天文、 

5^, 築の 技術 は 輸入され た、 彼等 は天體 物の 崇拜 家であって、 彼等の 宗敎は 蒙古 人の 夫れ に 優りて 優美 

高尙な ものであった。 

ハ ムん 稲の 後に 來た 者はシ H 厶人 if であった、 彼等 は 多分 亞拉 比亞 方面より 来た 者であった であらう _ 

彼等の 特質と して 彼等 は莊嚴 なる 一 神 敎的觀 念に 常んで 居った、 故に 彼等が バ ビ -ー  ャに 入り 来りて 


より 其宗敎 制度 は 一 變 した、 彼等 は 勿論 バ ビ n  - 一  ャ 人の 祖先 傅 來の多 神敎を 破毀す る 審は屮 Z 來な かつ 

た、 然し 彼等に 依て バビ ：！ 一一  ャ 人の 宗 敎的觀 念は淸 洗され 且つ 威厳 を 加 へられし に 相違ない、 有名な 

る ネブカ ドネ ザル 大王が 彼の 守護の 神なる ベルヌ n ダッヒ に 捧げし と 云 ふ祈禱 文の 如き は 明かに シェ 

ム 人の 宗教 的 感化 を顯 はす も ので ある、 後の 參考 にも 成る こ となれば 今爱 に譯 して 置か ふ。 

鳴 呼 君よ、 爾は 永遠より 在し まし 凡て^ 在す る もの、 主な り、 雨 は 我 を 愛し、 我が 名 を 以て 我 を 

呼び 給 ふ、 雨の 御意に 從て 正道に 我 を 導き、 正義の 道に 我 を 守る、 爾 に服從 する 我 は 雨の 御手の 

造りし ものな り、 爾は我 を 造り、 我に 億兆 を統 るの 權を ねたり、 是れ鳴 呼 神よ、 彼等に 對 する 

の 恩惠に 由て なり、 我 をして 雨の 至尊 を 畏れし めよ、 而 して 雨 は 我が 生命 を 支 ゆる 者 なれば 我 

に 賜 ふに 雨の とする もの を 以てせよ。 

バビ 口 一一  ャ人は セム人 化せられ てより 始めて 宇内 的の 阈民 となった、 ^界 王國を 建設 せんとす るが 如 

き觀念 は、 ン H ム 移住 以後に バビ 口 一一  ャ 人の 中に 起った 考 である。 

シ H ム 人種の 後を承 けた 者はメ ディ ャ、 波斯、 X 布 職人 等の ァリャ 人種で 有った、 彼等の 特性に 就て は 

後に 充分 述べる 積り であるから 爱 では 云 はない、 唯一 っ玆に 注意して 置かねば ならない 事が ある、 卽 

ち 彼等 は 文明の 創作者で なくして、 改良 者 叉 は開發 者で あつたと 云 ふ 事で ある、 蒙古人種が 物的 文明 

の创 作者で、 ハム 人種が 智的 文明の 發起 者であって、 シ H ム 人種 は 大宗 敎を 人類に 供した 者であった、 

而 して 此 等の 三 元素 を 和合して 今 tn の 新 文明 を 作った 者 は ァリャ 人種で ある、 バビ 口  ニヤ は 文明 元素 

の 養成 地であった 故に ァリャ 人種の 活動 地に はならなかった。 

所くて 巴 比倫 文 明なる もの は 合成 的 文明で あつ た、 卽ち 各ん 極 の ^^表者が 寄 つて タカって 作った 文 

^^.^^  G 比倫 尼： C=i  六 九 五 


t. 國史 slw  六 九 六 

明であった、 其 人種の 複雜 なりし は 彼等の 中に 行 はれし 言語の 複雜 なりし に 依て 分る、 卽ち 『1 一目 語の 

^亂』 なる もの は 彼等の 中に 起り 易い 屮： 來 事であった に 相違ない (創 世紀 第 十一 章 一節より 九 節まで 

を n!^ るべ し )0 

然れ ども 合成 的であった から 世界的であった、 必 しも 西洋文明の みならす、 東洋 文明 も 亦 其 源 をバビ 

口 一一  ャに發 した ものであるとの 說は 考古學 の進步 と共に 段々 と 明瞭になる 事實 であらう と 思 ふ。 

基督教 は 猶太 敎 より 来りし ものであって、 猶太 敎の 起原 はバビ 口  -ーャ にあり し 事 は 能く 分って 居る、 

安息日 制度の 如き、 是れ 決して 猶太 人の 發 明に 係りし ものに あらす して 遠き 昔より バビロ  ニヤに 於て 

行 はれし 制度で あつたと 云 ふ、 英語の Sabbath  (安息日) は 希伯來 語の Sabbatu を 其 儘 取りし 詞で 

あって 後者 はス メリャ 語の Sabatu より 來り Sa  (心) bat  (充 たす) の 二 語より 成りて 「心 を充た 

す」 或は 「安め る」 の 意 を 示す 詞 であると 云ふ、 其 他 Cherubim  (天使) Seraphim  (同) の 詞の如 

き、 人類の if 落 並に 大 洪水に 關 する 傳說の 如き は ハ ビ 口 一一  ャ 起源の ものである。 

一年 を 三百 六十 五日に 分ち、 一日 を 二十 ra 時間に 分ち、 一週 日の 制 を 定め、 之に 我々 が 今日 用 ゆる 處 

の 七曜の 名を與 へた もの は 彼等 を 以て 始り、 天 を 十二宮に 分った 者 も 亦 彼等で ある、 彼等の 測度 計算 

の 術 は 甚だ 精密なる もので 有って、 彼等に 日蝕 を 精確に 前 知す る ことが 出来た、 彼等 は實に 天文 學な 

る もの & 始祖であった、 其 事は歐 洲备國 語の 星なる 詞が 皆バビ ニヤ 語の 轉訛 せし ものであるので 分 

る、 希腦 語の astl.on 拉典 語の stcl.F  f^tella 獨逸 語の Stern 英語の star は 皆バビ n 一一  ャ語の 

f スタ I 

Istar より 來り しもので ある、 イス タ ー は 巴 比倫 人の 女神であって 金星 を 祭った ものの ある、 種々 の 

神話が 此 女神に 伴て、 迦南、 フィ- 丁 ンャ、 希 臘の諸 邦に 傳 はった、 或は ァシタ B テ (Ashtal.oth) と 


して 猶太 國に 祭られ 或は Astarte として 希 職人の 崇拜を 受けた もの は 皆此巴 比倫 人の 女神であった、 

我々 が 今日 天文 學の事 を Astronomy と 云 ふ 時 は 巴 比倫の 語 を 借りて イス タ ー 學と曰 ひつ、 あるので 

ある。 

バビ ：！  二 ャ 人の 商業 工業に 就て は 爱に述 る 場所がない、 玻璃 は 彼等に 依て 始めて 製造され、 銀行 は始 

めて 彼等に 依て 起されし こと を 以て 見ても 我等 紀元後の 二十世紀に 人らん とする 今日 巴 比倫 人よりも 

餘り 優った 民で ない 事が 分る、 我々 は 日 新の 文明 を 以て 誇る なれ ども 五 千年 前の 巴 比倫 は 我々 の 知り 

居る 事 は 大抵 知て 居った やうに 見える。 

巴 比倫 歷史に 別に 痛快 悲壯 の 事 はない、 ネブカ ドネ ザ ー 大王 を 除く の 外^ に 世界的 偉人と 認む べき 人 

物 を 彼等の 中に 見出す 事 は 出来ない、 彼等 は 本来 平和 を 好む 民で 有、 天 體を窺 ひ、 醫術を 究め、 豊を 

勵み、 ェを 起し、 文 を 磨き、 神 を 祭る の 民であった、 故に 彼等 は 北方の アツ シリャ 人、 東方の ペル シ 

ャ人、 南方の カル ディ ャ 人の 征服 を 免 かれなかった、 然し 彼等 は 常に 敎化 者の 地位に 立って 居って、 

學と 術と を 以て 數 千年 §^ 隱微の 1^ に 世界 を敎 化した。 


第六囘 アツ シリャ (上) 


巴 比倫 尼亞の 次ぎ は アツ シリャ である、 雨う して 我等 は 例に 依て 先づ其 地理 を 研究せ ねばならぬ、 故 
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に. 冉ぴ 0: 細 の 地 g! を il いて 見 給へ、 殊に チ細 *亞 土 耳 古に 注意し 給へ、 波斯！^にチグリス、 ュ ー フラ 

テスの 一 一大 河が 注ぐ こと は 前 の 講談に 於て 述べた 通りで ある、 巴比倫^^^亞は兩大河の間にぁりし國 

で 有つ て 今の 土 耳 古 國のパ グダ ッ ト 州に 當る、 八：' チグリ ス 河 を 溯る と 思 ひ 給へ、 河口より gTKn 哩 にし 

て 有名なる バグ ダット (Bagdad) の^が ある、 £.疋 は 紀元 七 百 六十 六 年に 建てられし 市であって； i ：々 

敎 國 全 の 時に 常 り て は ， 3^父 化 の 屮 心 點 で ぁ つ た 、 有 名 な る ."w: 拉 比 亞 物語 は 此 ^ に ぁ り し 審 を 述 ベ 

しものに して、 多くの 奇 劇の 伴 ふて 居る 所で ある、 尙ほ河 を 溯る こと 一 一 百餘哩 にして 其 西岸に キ レ 1 

シ H ルガ ー ト (Knell  shergilt) と稱ふ 小さな 村が ある、 2疋 が 太古 時代の 有名なる ァ ッ シ ュ ー ル (AS- 

shul.) の； S のおり し 所であって、 アツ シリ ャ帝阈 なる もの は 實に此 小 市より 始まった ものである、 ァ 

ッシュ ー ル より 下流 三十 哩 にして 東方より 流れ 來るザ ッブァ スフ ヱル (zab  Asfill) なる チ グリス 河 

の 支.； 沈が ある、 是は 古代の 小 ザッブ (Lesser  zab) にして アツ シリャ 歷史に 深い 關 係の ある 河で あれ 

ば 能く 記憶して m はくがせ， しい、 此小 ザッブ 河に 對 して 上流 三十 哩の處 に大ザ ッブ河 (Gl.lt  zalj) が 

ある、 矢張り 東より 流れ 來る 支流で i?: つて、 是又 大切なる 河で ある、 大ザッ ブがチ グリスの 本流に 合 

する 處に义 セン (S: さ n) と 云 ふ 小さな 村が ある、 此 附近が 昔時の カラ—  (pllah) の ありし 處で 有つ 

て、 一時 は アツ、 ンリャ 帝圃の 都で 宵った、 センの 上流 二十 五哩 の所チ グリスの 西岸に モス ー ル (M? 

SU1) の 市が ある、 メソ ボタ ミヤ 地方 一 帶の 首府で あつ て 人口 五 萬 を 有する 盛なる 巿 である、 昔 は 親 布 

製造 を 以て 名高く、 今尙 ほ^ 織の 綿布 を 英譜其 他の 欧羅巴 語に て マズリ ン (isuu) と 稱ふは 此^の 

名に 依る ので ある、 モス ー ルの對 岸に コ ー ユン-チックと 云 ふ 村が ある、 是ぞ 『太古 時代の 倫敦』 と稱 

せらる XI:^ 々微の 市の 故址で 有って 一 畤は^ 園 六 卜哩に り、 人： zra 百 萬 を 有せし と 云ん 大都會 の あ 


りし 所で ある、 コ ー ュ ン、、 チ ッ クの北 一 一十 哩、 マシ ヤス 山 (Mt.  Mgiufo て ふ 山脈の 南 麓に 近く コル サ 

バ ッ ド (Khorsllll) の 村が ある、 是 がサル ゴ ン 城市 (Dul.-sargou) と唱 へて アツ シリャ 王の 夏期 用 

の 離宫の ありし 所で ある、 其外レ ー ゼン (liesen) ありて 其 地位 は 判然せ ざれ ども 多分 カラ， I と 尼々 

微の？ i にあり しなる ベ し、 ァ ル ベ ラ (Arbela) は大ザ ッブの 上流 其 南岸より 遠から ぬ 所に ありし 巿に 

して、 アルベラの イス タ ー (女神) と稱 し、 國 05^ の 崇敬 を 紫ぐ 所で 有った。 

昔時の ァ ッ シリャ 帝！： なる もの は 此近邊 に 興った 國 である、 其 中心 點と稱 すべき 處はチ グリスの 本流 

と大 ザッブ 支流の 間に 在って、 背に マシ ヤスの 山脈 を帶 びた る 三角形の 土地であった、 是は卽 ち羅馬 

時代の 歷 史家が ァ ツチ ュ ー リャ. (Atm-ia) と稱 びし 地方で 有って、 面積 二 干 五 百方 哩に充 たざる 小 邦 

である、 然れ ども 歷 史上の アツ シリャ は大國 であった、 其 全盛の 時に 當ては 北はァ ルメー ーャの 北境よ 

り 南 は 波斯灣 まで、 東 は波斯 砂漠より 西 は 地中海 並に 埃 及まで、 是を 面積に 積れば 凡そ  一 kr 萬 方哩で 

有って、 n 本 帝 國の七 倍、 歐羅巴 大陸の 三分 一 で 有った、 其 内に H ラム (Ehi) あり、 波斯 (persi-0 

あり、 メ，、 ティ ャ (Me  二  ia) あり、 バビロ 一一  ャ (Balhyloniil) あり、 ウラル ッ ー (uml-tu) と稱 してん.' 

の アル メ-ー  ャ あり、 フィ 一一 シャ (Phoenicia) あり、 猶太 亞 (Jllcltu) あり、 埃 及 ありて 太古 時代の 邦 

なる もの は 一 時はァ ッ シ リャ領 となら ざり し は 殆んど 稀であった、 卽ちァ ッ シリャ は *1 界王國 なる も 

の 、：： 联始の ものであって 歷 史家が 是を稱 して 東方の 羅馬 (Rome  (>f  the  Kasl) と 云 ふ は 一 つ は 是れが 

爲め である、 故に アツ シリャ 歷史を 能く 了解 せんと 欲せば 今の 亞細亞 土 耳 古の 地理 を 能く 知らな けれ 

ばたら ぬ、 東方の ザグ ロス 山 (Mt.  zagl-s) 北方の マシ ヤス 山、 西方 地中海に 濱 する ァ マナス 山 (Mt. 

Alill 一 Is) と レバノン 山 (Lel>;mou)、 是 等の 山と 其 麓より 流る、 河、 其 谷間に 潜む 湖水 等と を 掌 を 
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飜す やうに 能く 知て 置く にあら ざれば ァ ッ シリ ャ史は 勿論 太 古史なる もの を 面白く 讀む事 は 出来ない。 

斯の 如く ァ ッ シリ ャはバ ビ n  - ーャ の 如き 一 面の 平原 國 ではない、 山 あり、 河 あり、 谷 あり、 丘 あり、 

起伏 常なら ざる 一個の 邦土で ある、 爲 めに アツ シリャ は 其 產物も バビロ  ニヤの それと は自 から 異なり、 

麥を產 すれ ども 其實り 薄く、 海處は 其數を 減じ、 安 坐して 髻： 熟 を 持つ バビ n  -ーャ の 如き 樂園國 ではな 

かった U 然れ ども 其 比較的に 瘦薄 なりし わけ は アツ シリ ャ帝國 のバビ „1 -ーャ に 勝りし 譯 であって、 寒 

くして 瘦せ たる 者が 党に 溫 くして 肥えた る 者を壓 する に 至る と 云 ふ 世界 歷史の 51! 則 は 能い 此 等の 一、 ー國 

に：^ て證 明され たので ある。 

地理の 次に 歷史の 大略 を 述べねば ならぬ、 併し アツ シリャ の 歷史を 研究 せんとす るに 當て 我等 は 常に 

不愉快の 念を與 ふるもの は 其 人名で ある、 希 職人、 羅馬人 等の 名 は 之 を 記憶す るに 左程 困難 はな けれ 

ども アツ シリャ 人の 名に 至て は 其紛雜 は名狀 すべから すで ある、 先づ其 有名なる 王様の 名を擧 ぐれば 

アッシュ ルバ 一一 パ— ル、 チ グラ. ス ピ レ ー ゼル、 セネケ リブ、 エサ，' ルハ ッド ン等 である、 何ん と六ケ 

敷い 名で はない か、 然し 是 等の 多く はァ ッ シリャ 語の 原 名に は あらす して 希伯來 人が 彼等の 音調 を以 

て 其 聖書に 記述せ しもの を 其儘歷 史家が 採用せ しもので ある、 故に 是を アツ シリャ 昔で 讀む時 は 一 曆 

六ケ 敷くなる、 然し 是れ とても アツ シリャ の 原語 を 以て 解 すれば 決して 難い もので はない、 恰 かも 西 

洋 人が 日本 歷史 を學 ばんと する 時 八幡 太 郞義家 (Hachiman-taro-yoshiiye) を羅馬 字に 緩り、 其 意味 

を 知らす し て 其 昔 のみ を 記憶 せん とす る 時 は 非常に 困難 を感 する が 如き もので 有って、 是を 日本 字に 

綴れば 最も 與味 ある 名稱 であるの である、 今 左に 少しく ァ ッ シリャ 人の 名字 を 解剖して 史學 上の 此 一 

困難 を 滅却 せんとす。 • 


チ グラス ピレ ー ゼル (Tiglath-pileser) はチグ ラト、 パル、 チラ (Tiglat-pal-Til.a」 である、 チグラ 

トは 「敬崇 家」 の 意、 パル は 「子」、 チラ は 神殿の ある 場所の 名に して 「チラの 子」 と は 其處に 祭ら 

れ たる 神、 卽ち 一一 ンの 神の 尊稱 たりし と 云 ふ、 故に チグ ラト、 パル、 チラと は 「一一 ン の敬崇 者」 の 意 

にして 自身の 宗敎を 表白せ る 最も 恭謙なる 名稱 なりと す。 

アッシュ ー ル、 バ 一一、 パル、 是れ希 臘の歷 史家が サ ー ダナ パラ ス (sardanapalus) と 呼びし ものにし 

て アッシュ ー ル (アツ、 ンリ ャ國の 守護神の 名)， バ 一一 叉はダ 一一 (造る) パル (子) の三詞 より 成る 名 

稱 である、 其 意 は 「アッシュ ー ル の 神の 造りし 子」 と 云 ふに ありて、 彼の 父母が 神に 男子 を 祈て 是を 

設けし が 故に 斯く 命名せ しものに して 其 内に 深き 宗敎的 信念の 存 する を 見る。 

エサ ー ル ハッドン (Esar-haddon) も 希伯來 人の 變 更に 係りし 名で 有つ て 其 本名 はァ ッシュ ー ル、 ァ 

ク ー 、 イツ ヂナ (Assllur-alill-iddinfl) と讀む べき ものである、 「アッシュ- 1 ルの神 叉 一 弟 を 賜へ り」 

の 意に して SR 子 蕃殖の 喜悅を 表せし 名で ある。 

セ ネケリ ブ (sennecherib) は シン、 アキ ー 、 イリ ッブ (sin-aklli-irilo にして 「シンの 神 兄弟 を增 

せり」 の 意で ある、 アキ ー (aldlo は 前の の複數 である。 

サ ルゴ ン (sargon) はサル ー、 キン (sarl.u-ldn) にして 「定められし 王」 の 意で ある、 卽ち我 は 神の 

.:1^-めにし先天的の國王なりとの意にして虐王が王位を奪ひし時に自から擇びし名でぁる、 名 を 宗敎に 

藉 りて 政 權を 擅に する 奸 雄の 所業に して 古今東西 何れも 同じ 事 だ。 

シャル マネ ー ゼル (shalmaneselo はサ リマ ヌ ー、 H シル (sallilnauu-esho にして サ リマ ヌ ー は猶 

太 亞歷史 に 於て 榮 華の 極に 達せし と 云ふソ P モ ン (sclonlon) と 同 一 の 名で 有って 「平和」 又は 「平 
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和の 神」 を 指す の詞 である、 H シルは 「導き」 にして 「平和の 神 我 を 1^ く」 の 意で ある、 寳に 美い 名 

ではない か、 先 づ此位 ひで 止めて 置かう、 實に クドく 敷い ツマ ラナ ィ 事の やうで あるが、 アツ シリ 

ャ 語を學 ぶの：^ に 種々 の 面白い IsM 莨が 此 等の 名稱の 中に 含んで 居る 事が 分る、 其 事 は 後で 話す。 

序 こ. 市の 名 を 少し 明して： 愈 かう、 アッシュ ー ル (Asshllr) は 勿論 ァ ッシュ ー ル の 神と M 名で ある、 

市の 名が 神の 名 を 作った ので あるか、 或は 神の 名が 市の 名 を 作った ので あるか、 それ は 刺然せ ざれ ど 

孰に にしろ ァ ッ シりャ の 守護神の 名と 其 最始の 首府の 名と 同 一 である こと は 記憶して 置く ベ き 事實で 

ある。 

次 は 太古 * 代の 倫敦 なる - ネベ ー (Niue  veil 尼々 微) である、 其 名が 一一 ン (Niu) 叉 は 二  -ープ (Niu- 

ip) の 神の 名に 深い 關 係の ある 事 は 一見して 分る、 一一 ンは 土星 を 祭りし 神で 有って、 アツ シリ ャ人幷 

にバビ E1 -ーャ 人に 取て は 最も 大切なる 祌 であった、 卽ち 尼々 微の市 は セネケ リブ 大王に 依て 土星の 

に 捧げられし 市で 有った、 アツ シリャ 人 は = 木 人と は (たり， 何ん と宗敎 心に 深い 阈 民ではなかった 

力 

ヅル、 サ ルジナ 0>m.-s;U.Kii サ ルゴ ンの 城市) は 勿論 サ ルゴ ン 王が 建てし.；^ で^った から 雨う 名け 

られ たので ある。  、 

探て 紀元前 干 八 百年 頃、 卽ち我 神武 天皇 卽位 以前 尙干ー 一 百年 顷、 一 隊のバ ビ 一一  ャ 人はチ グリス 河 を 

溯りて、 小 ザ ッブと 大ザッ ブの問 あたりに 殖民 地を柘 き、 そこに アッシュ， I ルの市 を 建てた、 下て 干 

四百 年頃に 至て 其 地方の 勢力 頓に增 加し、 千 四百 五十 年と 云 ふに アツ シリャ 王 アッシュ —ル、 ゥ バリ 

1 ト rAsshlu.-ulslut) なる 者が バ ビ n ンを征 し、 一 時 は 其 城 巿をも 占領す るに 至った、 尙ほ百 五十 


年を經 てァグ シリャ の 勢力 は 益々 增 進し、 凡そ 干 三百 年頃に 本阈 なる バビ 口  -ャは 終に 其屬國 たりし 

アツ シリャ の 領土と なる に 至った、 是れ より 後 七 百年 問 は 文明 世界 は アツ シリャ の 有であった、 チグ 

ラ スピ レ I ゼル 第一 世なる 王 は 非常の 傑物で 有って、 彼に 依て ァ ッ シリ ャ領は 東ザグ 口 ス 山より m は 

地中海まで 癀 がるに 至った、 アッシュ ー ル、 ナチ ル、 パル (Assllm.-natsil.-pal  ^^wlas  B.  a)、 シ 

ヤ^ マネ ゼル 二世 (shalnlaneser  II.  823  B.  C.) サ ムシ、 リモ ン (samsi-liin-on) リモン、 一一 ラ リ 

(Kimon-uirilri  810—7-S1 R  (1.)、 アツ、 ンュ， -ル、 一一 ラリ (Assllm.-Nirari  753—745  B.  P) の 英雄 

相 蹄 一いで 王位に 登り、 武威 を 八紘に 輝かしければ アツ シリャ の 名 は 萬 邦の 恐怖す る處 となりて 四隣 皆 

な 貢をチ グリス 河 邊の此 王 雨に 奉る に 至った、 紀元前 七 百 四十 五 年頃に 王統 一度び 絶へ、 其 年 チグラ 

ス、 ピ レ ー ゼル 第三 (745—727  B.  P) たる ものが 王位 を 奪い、 爱に 第二の アツ シリャ 王 W なる も 

の は 建設 せられた、 彼の 後に シャル マ ネ— ゼ ル 三世 (slullmaneser  In) 來り、 サ ル ゴ ン (sal.g()n) 

來り、 セネケ リブ (seuue(.hel.ib  705— ま 1 B.  C.) 亞ぎ、 エサ. -ル ハッドン (JKSar-llaadon  668  B. 

(む 襲 ひ、 終に アッシュ ー ル、 バ 一一、 パル (Ass】 ョ r-l>aurpal) に 至て 全盛の 極に 達し、 後一 ー三の纖：^^ 

なる 王 を經て 紀元前 六 百 一 一十 六 七 年頃 メヂャ 王 クァク ザ レ ス の 亡す 處 となった、 是が アツ シリ ャの歷 

史の 極々 の 大略であって、 實に砂 を嗨む やうな 面白く もない 事實 である。 

七 百年 間の 榮光、 七 百年と 一一 一一 n へば 短い やうで あるが 決して 雨う ではない、 試に 思へ、 源 頼 朝が" お を 嫌 

含に 問いて より 明治 三十 二 年の 今日まで 露西亞 なり 英圃 なりが 間斷 なく 武的壓 制 を 退 ふした と 思へ、 

若し 日本が 其 强壓を 被りし 一 ケ國 であったならば 其 制度 文物 は 勿論、 圃民的 思想 精神が 如 3： に 害毒 を 

被 たかは 殆んど 我等の 豫想以 外で ある、 雨う して 西洋文明なる も の は 西方 亞 細亞 より 來り しもの で あ 
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つて、 西方 亞細亜 は 其發達 時機の 七 百年 間 を アツ シリャ の 支配の 下に 經 過した ものであると 思へば、 

ァ ッ シリ ャ王國 なる ものが 如何に 人類 全 體の蓮 命に 影響を及ぼし たかは 充分に 推測す る 事が 出来る、 

旣に六 千年の 歷史を 持ちし 南方の バ ビ & 一一  ャも、 永く 西方 亞細 亜に 蒙古人種の 勢力 を 維持せ し H ラ ム 

王國 も、 ァリ ヤン 人種が 國を爲 し 終に はァ ッ シリ ャを仆 して 歴史の 舞臺に 上り 出で し 東方の メ ディ ャ、 

波斯 も、 バ ン湖邊 に 特殊の 文明 を發 育せ し 北方の アル メ  -ーャ も、 力 ルケ ミッシュ (c;m.llemisll) の 

貿易^ 場に ュ ー フラ テス 河の 渡 ロを扼 し、 東西の 商權を 握りし ヒッ タイト 人 (Hittites) の王國 も、 レ 

バ ノ ン 山の 西 麓 地中海の 東岸に 地中海 沿岸 を經て 今の 英國、 瑞 典の 邊 までに 其 航路 を擴 げし フィ 一一 シ 

ャの 貿易 國も、 ヨルダン 河の 彼方に 上帝の 默 示に 依て 得し 憲法に 則り、 四面 皆な： i 壓の外 民を統 ぶる 

の 術 を 知ら ざり し 時に 當 りて 人權の 神聖 を唱 へし 希伯來 人の 共和 的王國 も、 埃 及 も、 亞拉 比亞も * 

「死海」 附近の モ アブ、 ヱ ドム、 ヒリ スチナ の 諸小國 も、 地上の 樂 園の 一に 算 へられし ダ マスコ (Da- 

mascus) も、 時の 文明 國と稱 せられし もの は 皆 悉く 七 百年の 長き 間 チグリ ス 河畔の 大强壓 を 感じた の 

である、 憐 むべき は 人類なる ものである、 彼 は 何が 故に 斯 くも 試 鍊を 受けざる を 得ざる 乎、 アツ シリ 

ャ 人の 七 百年、 羅馬 人の 五 百年、 西班牙 人& 一  百年、 壓 制に 加 ふるに 壓 制を以 でせられ、 十九 世&將 

に 終らん とする 今日に 至る も壓制 は洋の 東西 を 去らす、 自由主義の 米 國は非 律 賓を壓 し、 同 じ 英國は 

南阿の 小 共和 國を壓 し、 而 して 世界の 君子 國と 自稱 する 東洋の 日本に 於て する 薩閥長 閥肥閱 等の 偽善、 

塑制 * 學閥 ありて 民の 伸長 を妨る こと ii からす、 然れ ども アツ シリャ も 終に は斃れ たり、 羅馬も 幾れ 

たり、 西班牙 も仆 れんと す、 壓制は 古き もの なれ ども 自由の 原始的な るに 及ばす、 若し 人權 にして 永 

久に 蹂躪し 得べき ものなら ばァ ッ シリャ 時代に 旣に 踏み 清され しならん、 其 三千 年後の 今日に 至る も 


尙ほ 吾人の 胸中に 勃た る を 見れば 自由 は 永久 不滅の ものなる が 如し、 余輩が ァ ッ シリャ 歷史を 研究 

して 余輩の 令 日 を 慰む るの 理由 は 實に此 一 に事存 す。 

次囘に 於て はァ ッ シリャ の 興りし 精神的 理由と 其 滅亡に 至りし 原因と を 述べん。 
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アツ シリャ は 地理 學 上の 理由に 因て 起った 國 ではない、 其 土地 はバビ 0 一一  ャ、 埃 及に 較べて 甚だ 劣た 

ものである、 其 西南 部 一 帶の地 は亜拉 比： 亞 砂漠の 辏 きであって、 河流の 邊りを 除いて は 多く は 乾燥 不 

\ ^の 地で ある、 アツ シリャ 本部と も稱 すべき 處はチ グリス 河 以東で 有って、 此處に は大ザ ッブ、 小 ザ 

ッ ブ等數 流の 大河が あつ て 灌漑の 途も自 から 備は つて 居る、 去りと て 其 大部分 は 北緯 三十 五 度 以北に 

在る こと 故バビ n 一一  ャ埃 及の 民に 衣食住の 资料を 給す る 海 虞は此 所に 實を 結ばない、 麥は 勿論 成長す 

る、 然れ ども バビ 口 一一  ャの 平原に 於て 其 葉が 幅 三寸に 達すと 云 ふ 樣な豐 熟 は 決して 望めない、 是を要 

する に アツ シリャ は 北 溫帶に 位 ひする 國 であって、 文明が 地より 湧き ar つる やうな 天然の 樂園國 では 

なかった。 

又 交通の便 利から 云ても ァ ッ シリャ は 坐して 天下の 商權を 握る と 云 ふやうな 國 柄ではなかった、 チグ 

リス 河 は 大河であって 多少 舟楫 の 便 を 供さない ではない が、 バグダッドの 上流 七十 哩の邊 より は 急流 
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多くして 貨物の 運送に 危險が 多い、 東に はザグ n スの 山脈 ありて 波斯、 裏 海の 地方に 通す るに 只 二三 

の 通路 あるの みで ある、 是れ とても 交通 甚だ 困難に して ァ ッ シリャ 王 東征の 時に 常に 非常の 困苦 を感 

じた 處 である、 北に は マ シャ ス 山脈 ありて バ ン湖邊 に 至る に は 道を溪 問の 狹路に 取る より 外 はない、 

西 は 開け て 地中海 沿岸と の 交通 は 比較的に 容易 であると 雖も、 去りと て 之れ に 達する に は シン ジャ— 

(sinjar) の 丘陵 を 越 へ なければ ならす、 カブ ー ル (K-hilbm.) ュ ー フ ラチス の 流 を 渡らなければ なら 

ない、 尙もシ リャの 砂漠 を横斷 して ァ マナス 山脈の 南に 盡 きる の邊に 於て 始めて 水 天勢緊 たる 大诲に 

臨む を 得る ので ある、 南の 方 波 斯灣に 至る までに は 五 百哩も ある、 西の方 地中海に 臨む に は 匹 百哩、 

東の 方襄 海に 達する にも 同じく 四百 哩、 何れの 方面に 於ても 大水 面より は 最大 距離の 處 にあり て、 ァ 

ッ シリャ は實に 西方 foul 亞の 陸地の 中心 點に位 ひして 居る 國 である。 

^し 若し 土地が 沃饒 でなければ 其 物產の 種類 は 甚だ 多かった、 バビ 口 一一  ャに麥 と诲處 との 外に 禾穀樹 

木の 類の 甚だ Si きに 較べて アツ シリャ に は 桃 あり、 樱 あり、 胡桃、 総樹 あり、 河流に 沿 ふて は 白 楊 
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あり、 夾竹桃と 桃 大孃と ありて、 全地 は 荒 敗 を 以て 掩 はる & 今日と 雖も、 尙ほ春 毎に 血 紅色の 絨耗を 

以て 布き 詰めら る k の 美觀が ある、 マシ ヤス 山 は澥を 以て 名高く、 ザグ ロスと シン ジャ I と は 胡桃 材 

ジ ャケロ  ス.. i デ  タマ リスク 

に 富み、 外に 安 石 抱 あり、 擬膚木 あり、 櫻 柳 ありて、 其 植生 は 多く 希 職、 羅 馬の ものと 異ならない、 

若し 又 其 産出す る 石材に 至て は マ シ ヤス 山に 玄武石 ありて 其 質 堅 同に して 花崗 石の 用 をな し、 ザグ 口 

ス山は 大理石 を 出し、 チ グリスの 左岸 到る 處に 優等の 雪花 石膏 を產 し、 アツ シリ ャ國の 彫刻家 をして 

其 技 を 試む るの 石版 を 供した、 好 良なる 粘土 は 到る 處に 得られ、 石油 歴靑 は兩 ザッブ 間の 地に 湧出す 

る、 m, 耍赔 物に 至て は 金、 銀、 銅、 錢、 鈴、 錫 は 一 として 產 せざる は たかった、 斯くて 植生の 貧は曠 


物の 富 を 以て 憤 はれ、 ァ ッ シリャ は其產 物に 於て 確かに 意志の 發育を 助く るの 國 である こと を證 明し 

て 居った。 

此 交通 不便、 多く は是れ 磽确矮 林の 地に 移 任した 民はシ ム 人種の 支 派であって、 バビ „1 一一 ャの 北部 

より 来りし 者であった、 前に も 述べた 通り バビ n  -ー  ャは諸 民族の 集合 地であって、 南部に は 蒙古人種 

の 子孫 は 永く 後を絕 たす、 中部 北部に 在て はハ ム 人種と 稱 する 埃 及 人と 同種の 民族が 永く 勢力 を 維持 

して 居った、 此 中に 在て シェム 人稷は 常に 不平に 堪 へなかった に 相違ない、 彼等 は 確かに 前 二者に 較 

. ベて 優等の 民であった 故に、 彼等 は 劣等 人種の 間に 在て 彼等の 大與の 材能を 仲す ことの 出來 ない の を 

常に 憤慨して 居た に 相違ない、 猶太 人の 祖先なる アブラハムが 迦勒底 (バビ ：！ 一一  ャ 南部の 通稱) のゥ 

ルを 去て 終に パ レ スチナ の 地に 移住せ し 如き は 全く 此 人種的 銜 突の 結. 3^ で つたに 相違たい、 、ン ヱ ム 

人は獨 一 無二の 神 を 祟む る 民で あるに バ ビ 口 一一  ャ人 全體は 多祌敎 のおであった、 シ ヱ ム人 は實際 的の 

民で あるのに バビ 二 ャ人 は哲學 とか 祌學 とか 稱 して 理屈に のみ 縛られて 明白なる 目前の 眞理 を視る 

ことの 出来ない 民であった、 此の 時分に はバビ 口 一一  ャの 蒙古人種 は 今日の 支那 朝鮮に 於け る 同種の 民 

と 同じく 旣 に 天職 を 了った 民 で あった、 卽ち 彼等 は 文明 の 發端を 開く だけ の！ li- であって 紀元前 二 千年 

の 頃、 卽ち 支那に 於て は 堯舜の 世 は 終って 夏の 世と なりし 頃 は 業に 巳に 老朽の 民と なり 了った、 蒙古 

人種に 亞 いで 来りし ハム 人種 も 旣にニ 千年の 歷史を 有し、 埃 及に 於て、 バビ ロー ーャに 於て、 旣に發 達 

すべきの 發達を 成し 了った 民であった、 んマは 新人 種の 起て 新 文明 を 作る の 時であった、 アブラハムの 

父なる テラ ー は此豫 想に 驅られ て 全家 を 擧げて バビロ  -ーャ を 去り 北方の ハランの 地に 移住した、 ク ー 

サ、 ァ カツ ド等バ ピロ  -ーャ 北部に 在りし シェム 人種 も 亦た 同一 の 天の 指導 を 感じた と 見える、 彼等 心 
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に E わへ らく 「永く 老朽、 腐敗の K の il に 在て 何に かせん、 -五 n 等 は 彼等と 共に 死 減すべき にあら す、 彼 

等の 腐ぐ ポの 吾等と 吾等の 子孫に 感染せ ざる 前に 吾等 は 早く 此^ 像 の 地 を 去るべし」 と、 是れ卽 ち 

英國 の淸敎 徒が 故 國の噴 落 腐爛に 堆へ すして 大西洋の 彼岸に f 鄕土 を^き しと f 一  の精祌 であつ ゾ、 

今 を距る 三千 七 百年の 昔ァ ッ シリャ 人が チ グリス 上流に 新國 土を拓 きし も 全く 此聖 望に 驅られ て^ 有 

つた！^ 相違ない。 

彼等 は實に 達見の 民であった、 彼等 は 父母の 故 國に戀 着して 彼等の 天職 を 放 菜す る やうな 意氣 地の な 

い！^ ではなかった、 彼等が 終に 世界の 主人公と して 七 百年の 長き 威 を 時の 文明 世界に 振 ひし は 全く 此 

高尙な W 險心に 因りし ので ある、 愛國 心と か稱 して 蝸牛 殼大 の國 土の 中に 鼓 居す る 民が 起て^ 界を支 

配するに至りしは開闘以來曾て有りし_5^-はなぃ。 

チグリ ス 上流の 沿岸に 移住して より シ ム人極 は徐々 として 其 獨特の 思想 を開發 した、 太古の とし 

て 彼等 は先づ 彼等の 理想に 適 ふ 宗敎を 定めた、 壯 厳なる 一 神敎は 天が 彼等に 委 托せし 最大 眞理 であつ 

た、 彼等 は 如 M なる 境遇に 處 しても 此 信任に 背かなかった、 彼等に 取て は 是を棄 て 彼等が 依て 起つ の 

立脚地はなかった、 アツ シ リャ圃 興起の 最大 原因 は アツ シリャ 人の シ H ム的 宗敎觀 念に ありし 事は最 

も 明， n なる 事實 である。 

アツ シリャ 人の 宗敎は 其 外形に 於て はバビ B 一一  ャ 人の 宗教 を 其 俊 採用せ しもので 有った、 彼等 は 南方 

人称； の 落 を 避けて 北方に 新鄕 土を拓 きし ものな りし も、 彼等と 雖もー 一千 年間 受用 せし 舊 文明 を 全く 

放棄す る 事 は 出来なかった、 其 宗儀禮 法に 於て、 其 大體の 敎義に 於て 彼等 は 全く バビ a 一一  ャ 人に 倣 ふ 

たもので ある、 彼等 は 天の 祌 として ァヌ ー (Ami) を拜 し、 地の 神と して ムルゲ (Mul-g.e) を 祭り、 


水の 神と して エア (Ma) を 崇めた、 H ァに添 ふに ダブ キナ (Dav-ldlla) なる 女神 ありて 二人の 問に メ 

：! ダッヒ (Merojacll) なる 神が 生れた、 彼 は 「人類の 救 主」 「生命の 復活 者」 として 尊 まれ、 常に 

神と 人類との 間に 往来して 人類に 示す に 神の 聖意を 以てし、 神に 傳 ふるに 人類の 苦痛 を 以てする 神で 

あった、 彼 は 特^に 慈愛の 神であって、 バビロ 一一  ャ宗 の擴 まりし 所に て は 到る 處に 民衆の 深き 崇敬 を 

惹 きし 神であった、 メロ ダッヒ の 子に ネボ ー (Nebo) が 有った、 彼 は 預言者と して 崇められ、 文學、 

能辯 術 を 人類に 敎 ふるの 神であった、 ネボ ー の _ ^に タス ミット (Tasmit) があった、 彼女 は 音 樂の神 

であって 夫妻 共に 文藝敎 化の 神で あつたと 見える、 叉 メロ ダッヒ の 朋輩に リモン (Kirnmi) ありて、 

彼 は 签氣の 神であって 雨 を 降らし、 霜 を 送り、 或は 雷と 爲 りて 轟き、 或は 暴風と 爲て 荒れ、 おの 恐怖 

する 神であった。 

天地 水の 三大 神と 相對 して 日月の ニ大 神が 有った、 日の 祌をサ マス (sumas) と 云 ひ、 月の 神 を シン 

(silo と 云った、 而 して 奇異. なる 事に はバビ n 一一  ャ 人の 考に 依れば 日 神 は 月 神の 生みし 處の もので 

有って、 月 は 日に 優る の 崇敬 を 受け、 ウルに、 ァ カツ ド に壯大 なる 神殿 は 月 神の 爲 めに 建てられた、 

パ ビ a 一一  ャ宗敎 の 最も 優美なる 崇拜 物と して 金星 を 祭れる ィ スタ ー (Istal.) なる 女祌 があった、 彼女 

は エレック、 尼々 微、 ァ ー ベラ 等に 大 宮殿 を 有し、 今日 天主 敎國に 於て 聖母 マリヤが 尊？ {^ せらる k や 

う に慈惠 の祌 として 西方 亞細亞 の 全體に 於て 民衆の 歸依 せし 神であった、 其他ネ ル ゲル (Nel お el) あ 

りて 彼 は 人面 牛 身の 神であって、 死者の 靈を 護り 併せて 戰爭の 勝敗 を 司る 神であった、 共 仙 「三 fn の 

天の 靈」、 「六 百の 地の 靈」 ありて、 八 百 萬の 神とまで は 行かす とも バビ 一一  ャ 人の 多祌 敎は隨 分混雜 

を 極めた 者であった G 
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是 はバビ 口  _ー  ャ 人の 宗敎で 有って、 亦 アツ シリャ 人が 其 俊 採用せ し宗敎 である、 然れ ども アツ シリャ 

人はシ .1 ム人 秤であって 複雜 なる 多 神敎は 彼等の 天性の 堪 ゆる^でなかった、 故に 彼等 は 南方 人械の 

祌族を 其 俊 採用せ しと 雖も 然れ ども 之に 一 大 改良 を 加へ た、 卽ち 彼等 は是 等の 神を統 ぶる に 彼等の 

獨 特の祌 なる ァ " シ ュ —ル (Asshul.) を 以てした、 而 して ァ ッ シ ュ ー ルはバ ビ n  -ー  ャの諸 神に 何の 血 

統的關 係 あるた く、 彼 は獨ー 無二の 神であって、 彼と 共に 榮光を 分つ の祌は 無かった、 故に アッシュ 

1 ルの神 を 加へ てよ リバ ビ u 一一  ャ宗は 一 祌敎の 一 種と なった、 卽ち他 神の 存在 は 認められ しも ァ ッ シ 

ュ ー ルの 神の 統轄の 下に 置かれて 彼等 は實 際に 神の 祌 たる 特性 を 失 ふた、 恰 かも 天主 敎國に 於て 聖母 

聖徒 は 祭らる-も 神た るの 崇敬 を 受けない と 略 ぼ 同 一 の 事で 有った。 

アッシュ ー ルの 神、 是が アツ シリャ の國祌 であった、 ^も エホバ は 猶太 人の 祌 であって、 ァラ ー は .5- 

拉比亞 人の 祌で 有った 如くで ある、 アツ シリャ 人 は アツ シ ュ ー ルの 神の 特 愛の 「おであって、 彼等 は此 

神の 榮光 を顯 はさんが 爲 めに 戰ひ、 此 神の 領土 を擴 めんが めに 他國の 征討 克服に 從 事した、 國 王の 

名に 此 神の 名稱 多き は 前 囘旣に 述べし 通りで ある、 曰く 「アッシュ ー ルの祌 我が 子 を 守らん」 (アツ 

シ ュ ー ル、 ナ チヤ、 。ハ ル). 曰く 「ァ ッ シ ュ ー ルの祌 我に 一 子 を 賜へ り」 (ァ ッ 、ン ュ ー ル、 バ 二  、 パ 

ル)、 口く 「アツ、 ンュ ー ルの神 亦 二. を 加へ たり」 (アッシュ— ル、 ァク、 ィ ヂナ) と、 故に 國王戰 

に 勝つ や、 是を 石版に 彫んで 曰 ふ 「我 主 アツ、 ンュ ー ルの稜 威 彼等 (敵 人) を壓 服し、 彼等 は來り 我が 

足 を 接吻せ り」 と、 义曰ふ 「アッシュ ー ルの 恐怖 彼等 を 襲 ひ 彼等 は 来て 我が 足 を 握れり」 と、 叉 n ふ 

「ァ ッ シ ュ ー ルの命 を 奉じて 我 は 我が 敵 人 を 我が 足下に 踏み付けたり」 と、 又 曰 ふ 「彼等 (敵) 我 主 

ァ ッ シ ュ ー ルに對 して， 詛言を 吐き、 其 尊？ お 者た る 我に 對 して 惡事を 企て たれば 我 は 彼等の 舌 を拔け 


り」 と、 义敵人 を si- 々微の 城門に 縛り 犬 をして 之を嚙 ましめ て R  く 「是れ アツ シ ュ —ルの 律を實 行せ 

ん爲 めな り」 と、 卽ちァ ッ シリャ 人はァ ッ シ ュ ー ルの 神の 奴 僕 を 以て 自 から 任じ、 其國 王たり と雖も 

自己の 功名の 爲 めに 戰 はすして、 アッシュ ー ルの 神罰 を 悖 倫の：：：：： に 課せん が爲 めに 劍を拔 き 敵 國の民 

を 屠った のか ある、 卽ち七 百年 問に 亙る 彼等の 威厳 は 彼等の 宗教 的 熟 心より. りし ものであって、 ァ 

厶厶厶 厶<1<1厶<1<1<1<:<3 厶厶厶 △ 厶 △△<"△ 厶厶 厶，1<3<" 厶厶厶 △< "厶 厶厶 厶厶厶 厶<"厶ム<1 厶 な 

ッ シリ ャ歷. a- なる もの は 歐洲に 於け る 三十 年 戰爭史 叉 は 英國に 於け る 淸黨の 革命 戰 ハ.^^ 史の 如き もので 

厶厶厶  厶<:<) 厶厶厶 <3<1乙厶<3 ム厶厶 厶厶厶 ムュ厶 

有って、 其 原動力 は 深き 熱き 宗敎心 に 在った ので ある。 

ァラ ー の祌の 名に 依て 囘々 敎徒は 八 百年 間歐洲 全土 を r: 動し、 東の 方 印度支那 を 襲 ひ、 西の方 亞非利 

加 を 平らげ、 西班牙に 攻 入り、 北の方 セル ビヤ 洪牙利 を 略取し、 終に 維納 府に 迫る に 至りて 機に 洪牙 
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is. 人フ 二 ャチの 撃退す る處 となりて 退いた、 世に 怕 るべき ものにして 宗敎 心の 如き はない、 其 深き 靈 

的實驗 となりて 顯 はる-^ ゃァ ベラ， -ト、 フ H ネ a ンの 如き 天使 様の 聖人 を 作り、 其 熱 火と なりて 燃る 

ゃサ ルゴ ン、 セネケ リブの 劍 となりて 七 百年 問の 長き 西 亞百萬 方哩の 地に 暴 壓の政 を 施した、 アツ シ 

リ ャはァ ッ 、ン ュ ー ルの祌 に 依て 興った、 ァ ッ シリャ は 實にァ ッ シリャ 人の 宗敎 心の 作った 國 である。 

シ ヱ ム 人種の 一 派なる アツ シリャ 人 は 非常に 宗敎 的の 民であった、 然れ ども 彼等 は 所謂 感情的の 民で 

はなかった、 隨て 彼等の 宗敎は 決して 迷信 的で たかった、 是れ 彼等が ハム 人種た る 埃 及 人、 バビロ 一一 

ャ 人に 優りし 理由で 有って、 彼等が 今日の 歷 史家に 「東方の 羅馬 人」 と稱 せらる V も 亦 彼等の 有せし 

多量の 實際的 常識に 因る ので ある、 ァ ッ シリャ 人 は 一 ニニの 大敎義 を 信ぜし 外に 祌學 說と稱 する 僧侶 輩 

の 妄誕虚 說に耳 を 傾けなかった、 彼等 は 最も 成功す る 敎義を 以て 最も 肝要なる 眞理と 認め、 事物の 眞 

爲を钆 すに 實行を 以てして 議論 を 以てしなかった、 此點に 於て は 彼等 アツ シリャ 人 は 酷 だ 今日の 英國 
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人に 似て 居った、 兩者 共に 赏 行の：^ であって、 现 屈の K ではない、 アツ シリャ 歷史に 外交 政略て ふ も 

の紗 くして、 其殆んど皆戰-^^^計りでぁるは全く是が爲めでぁると思ふ、 彼等に 取りて は 權威是 れ權利 

にして 彼等 は 勝つ を 以て 正義と 思 ひ、 負 i: る を 以て 不義と 信じた、 彼等が ァ ッ シ ュ ー ルの 神に 親り し 

と 云 ふ は 彼等が 劍と戎 車と に 頼りし との 謂 ひであった。 

實際 的た る は實利 的たり 易く、 强壓 的たり 易く、 偽善 的たり 易い、 昔時の 羅馬、 現今の 英國は 共に 其 

好例で ある、 實際 的た る は 勿論 君子 的た るで はない、 併しながら 此^ は實際 的の 世で あるから、 實際 

的の 人 は 常 を 作り、 實際 的の 國家は 領土 を擴 める、 我等 は必 しも 實際 的の 國民を 羨み はしない、 併し 

ながら 其 反對の 理屈 的なる と、 詩歌 的なる と、 感情的、 迷信 的、 疾病 的なる と は 亦 多くの 害毒 を 流す 

ものであって、 夫れ が爲 めに 人心 は 腐り、 國家は 衰亡に 終りし 例 は澤山 ある、 實際 的で ありし が 故に 

ァ ッ シリャ 人の 宗 制に 愤 侶なる 者はなかった、 或は 縱令 ありし とする も 彼等 は 埃 及、 バ ビ D 一一  ャ、 伊 

太 利、 西班牙に 於け るが 如く 至大 權 をば 持たなかった、 愤 侶の 践扈は 民の 迷信に 依る ので ある、 實際 

の 眞理と 便益と を 要求す るお に^ 侶て ふ贜 族の 要はない。 

アツ シリャ 人中 又 貴族の 制度 を 見ない、 彼等の 中に タル クンと 稱 する 大將 軍が 有った、 叉 ラブ マグと 

稱 する 我 邦の 內 大臣の やうな 者 はあった、 然れ ども 世襲 財產を 有する 貴族の やうな 不用 物の 存在 はァ 

ッ シリャ 人の 堪えざる 處 であった やうに 見える、 彼等の 中に 勿論 國王は 有った、 然れ ども アツ シリャ 

王な る 者 は 支那 帝 或は 朝鮮 王の 如き もの ではなかった、 彼等の 多く は其材 能に 秀づ る の 故 を 以て 民に 

推 選され し考 であった やうに 見える、 卽ちチ グラス ピ レ ー ゼル 第一 一世の 如き、 サ ルゴ ンの 如き 皆な 此 

類の 王であった、 ァ プ シリャ 王なる 者 は 實にァ ッシ ュ一ル の 神の 聖旨 を 遂行す るの 機關 であつ て、 彼 


等が 國 民に 對 する にも 此思念 を 以てし、 國 民が 國王を 見る に 亦 神の 代现 者た るの 考を 以てした、 描 威 

卽ち權 利と ならば 彼等の 國王も 亦 威厳の 天資 を備 へたる 者でなくて はならなかった、 ァ ッ シリャ 人の 

實際的 人生 觀は 弱の 者が 彼等の 國王 たる を 許さなかった に 相違ない。 

叉赏際 的の アツ シリャ 人の 美術 は 最も 著しく 彼等の 建築物に 於て 發 達した、 彼等 は 最も 愉快なる 〔- ^を 

築かん 事 を 努めて、 單に眼 を 喜ばす の 細密の 擒畫 彫刻 等に 意 を 注がなかった、 彼等 は 勿論 緻密なる 美 

術 品の 製造 を 持った、 然れ ども 彼等 は 主として 實 W を 目的と した 故に、 彼等の 美術 は 多く は 緻密と 言 

はんより は 寧ろ 粗大であった、 彼等 は 遠距離に 水 を 引く の 術に 巧みであった、 築城 術、 防衞 術に 於て 

は 古代の 民の 中に ァ ッ シ. リャ 人の 如きはなかった。 

以上.，， エア ッ シリャ の 興った 主なる 原因で あると 思 ふ、 而し て アツ シリ ャ人 は紀： 兀前干 三百 年に 興つ 

oooo〇oooo~ け on-oooooooooooo  »  »  ^  »  »  .» 

て R じく 六 百 年に 亡びた、 而 して 彼等の 興りし 观^ は 亦 彼等の 亡びし 理由と なった、 彼等に i て 西方 

H: 儿細亞 に 於け るシ - ム人は 其 精力 を消虚 せし やうに 見える、 而 して 彼等が ハ ム 人種に 代 はりし 如く 亦 

^iiti-t^i か ii の 勃興の 必 li- が 生じて 來た、 新陳代謝 は歷史 の通则 であって、 彼等と 雖も その 至上 

權を 他の 國 民に 渡さねば ならぬ 時が 来った。 

彼等 は アッシュ ー ルの祌 に 頼て 武を 以て 起った、 彼等 は 此祌の 名に 依て 敵 人 を 屠り、 疋を燒 き、 其 舌 

を拔 き、 其 眼 を 抉り、 犬に 嚙ま しめた、 彼等の 一 祌敎 なる 者 は 基督の それと は 異なり 慈悲 哀憐の 一 神 

%  ,  9  •  9  »  f  ooooooooooooooo〇o  oo〇O  OOQO 1  三-.,, 

敎 ではなかった、 故に 武を 以て 起り し アツ シリャ 人 は武を 以て 亡ぼされた 劍 時には 正義の 仗ん 叩 を 

帶 びざる に 非す、 然れ ども 劍に 永久の 生命 はない、 宏遠の， 1 祉 はない、 アッシュ ー ルの祌 は 自殺の 祌 

であって、 人 を 殺さし めた 故に 他の 殺す 處 となった。 

第 七 罔 アッシリア (下)  七 ニニ 


p. 1； 史談  七  一 M 

赏際を ん じたる 民 は 實利を 追求す るの 民と なった、 彼等 は， 党に 祌の名 を 利用して 肉 身の 快樂に 耽け 

るの -找 となった、 斯の 如くして 彼等の 榮光は 永く 保つべき ではなかった、 時 熟して 彼等の 名 は 地ヒょ 

り 全く 忘れ去らるべき 時 は 到来した、 紀元前 六 百 一 一十 七 年と 云 ふに メ- チヤ 王の クァク ザ レ スはバ ビ 口 

ン 王の ナボボ ラサ ー と 合し、 チ グリス 河逾に 尼々 微の 城市 を 園み、 新たに 河底 を 穿って 水流 を 他に 轉 

じ、 一 夜サラ コ ス なる アツ シリャ 最終の 王が 酒池肉林の 中に 在て 数多の 妻妾と 共に 國 家の 衰亡 を 歎じ 

つ.， ありし 時に、 ra 面齊 しく 壁に 迫り、 終に 城内に 入りて 其 宮殿に 太 を 放ちければ 七 百年の 榮華は 三 

週日に 涉る 19 となりて 消え失せ しとの 事で ある、 武に 頼る 者、 實利を 追求す る 者 は 時の 古今 を 問 はす- 

AAAAAAAA  ,4厶<-<3<3< ：厶厶 <3厶<<:<:<"<<1<1<" 

洋の 東西 を 論ぜす、 終に は斯の 如くに 消え 失する ものである。 


第八囘 新バ ビ 口  二 ャ (上) 

ネブカ ドネ ザ \ の王國 

今の 學者ゃ 政治家 は荐 りに 文明 を唱へ 進歩 を U にす る、 彼等 は 今日 を 以て 文明 進歩の 世な りと 做し、 

過去 嘻昔を 以て 野 蟹 時代な りと 信す る、 彼等 は釋迦 よりも 一 一千 五 百年 後に 此 世に 生れ 來 りし 者なる が 

故に 彼よりも 餘程 H ライ 者で あると 自 から 信じて 居る、 彼等 は 毎日 新聞紙に 目 を 爆ら して 彼等の 思想 

を 養 ひつ 、ある 者で あるから 百年 前の 事 は 扨 措き、 一 週間 前の 事も舊 聞な りと して 之に 耳 を 傾けない I 


彼等 は 日 新の 今 H とか 稱 してん r- 日の 事に のみ 注意して 居る、 鐵道 株に 十錢 の^の ありし 事お 彼等の 多 

くに 取て は 大帝 國が 起り 大聖 人が 生れし 事に 勝る の 大事で ある、 彼等 は倫敦 電報に 接して 或は 膽を冷 

し 或は 手 を拍て 喜ぶ、 彼等 は實 に^ 蝣の 如き 眼前 瞬時の 動物で ある。   

併し 人類と 云 ふ 者 は 彼等 政治家 輩が n に唱 ふるが 如き 進歩的 動物で はない、 十九^ 紀 今日の 日本の 政 

^.;^ぃーーー和ゃ^4^^?ハ&、  士 俊才と は 其 心の奥底に 於て 別に 異 つた 者で はない、 ，£删 

彼が 馬車 人力車に 乘 るに 較べて 是は 驢馬 賂 舵に 乘り、 彼が ビ ー ル、 ホイス キ.； け.^, - 化：^, て f 

は 椰子 酒の 一杯に 快 を 貪りし の 差 はありし ならん、 然れ ども 二者の 差 は 全く 肉.！^ 上の 差で あつ ゾ、， 1 

き ！-、  きい！ r.k い 同じく 利 慾 心と 名譽 心と に 驅られ て國光 の 名の 1^ で 

き や？ V 罪惡 に沈淪 する 普通 一般の 人 il であって、 彼と 雖も 若し 今より 三千 後の i 史家の 叶 

ハ Jii:^ あるならば、 恰も 今日 吾等が アツ シリ ャ、 バビ „1 一一 ャの虐 王 佞臣 を 評する が 如くに、 ノ 

、いか！^ 爛者、 社會の紊亂^^としてのみ世に紹介せらる^者でぁる。  フ D  。 

r,i07b に.^  oc-ooo つ 0000O0O0O000000O  ?.0。，0?00,?:0.^9?ぃー0, 

き^き ^太 古史 とても 吾等に 關 係の 無い 歷史 ではない、 吾等 は實に 今日 を學 ぶの、 七 を 以て 三 ザ 

ncioooo ゥ O00O0O  00OOOOOO0O000OO0O0OOOOO  ,0r0  9  ?>』k お 

實を 言へば 人類 ほど 進歩の 過い 動物 はない ので ある、 彼 は 七 千年の 歷 

ゥ 0  0  0  0  0  0  0  r-  0  0 つ 0  0  0  0  0  0  0  0  0  。  0  0  0 つ。、。。 - 0  つ： 0  ,,^、  C"  。、  "  ，^  >0-  、  "  ,0- 

史. 者た-りと は 云へ 此の 長き 經歷は 彼 全體に 取りて は 少しも 改善 進 步を與 へなかった 1 つ^^ 

むる、 「i-4- は 其れ 自身 を 繰り す」 と 云 ふが、 歷史 なる もの は 同一 事の 直複 より 外、 の もので はな I 

,p * る , 、只 k^* 囘,、 の k, 域が 擴ま りじ 丈け であって 其方 法 曲度 等 に 至て は 昔 も 今 も 變る事 は な 

ヽ 0 

歷史 なる ものが シナル の 原野に 於て 始 つてより 尼々 微の陷 落に 至る 迄に 三千 五 百年 餘を經 過した、 
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是れ實 に I 界歷史 の 半分で 有って 人類の 進歩なる もの は此 長き il チ グリス、 ュ フラ テス 兩 河の 沿岸に 

限られて 居た ので ある、 此 所に 幾多の 大帝 國は 起り、 幾多の 大帝 國は 亡びた、 巴 比倫の 歷 史家べ 口 1 

サ ス (Berosus) の 遣せ し 記錄に 依れば バ ビ " 一一 ャに三 萬 六 千年の 歷史 ありて 其 三 萬 四千 八十 年 は 神代 

に屬 し、 其 後一 干 九 百 二十 年間に 七 王朝が 相次いで 興りし との 事で ある、 是が 正確の 歷史 なるや 否や 

は 他の 問題と して、 此 地に 數 千年に 涉る 存亡 興敗の 攀 積の ありし 事 は 疑 ふべ からざる 事で ある、 アツ 

シリャ おの 如き はバ ビ 口 一一  ャ史の 近世 史に屬 すべき もので 有って、 ァ ッ シリ ャ王ァ ッ シ ュ ルバ 一一 。ハ ル 

の 時に 於て はバ ビ 一一 ャ 文明 は殆ん ど其絕 頃に 達した ので ある、 卽ち兩 河の 沿岸に 於て 文明 は 一 囘期 

を經 過した のであって 其 此處を 去って 他に 轉 ぜんとす る や、 僅々 八十 八 年 問に 涉る新 バビ& 一一  ャ王國 

となりて 顯 はれ、 人類に バビ 0 一一  ャ 文明の 精華 を 供して 而る 後に 消え失せ たので ある。 

ァ ッ 、ンリ ャ帝國 は 紀元前 六 百 一 一十 七 年に メヂャ 王 クァク ザ レ スとバ ビ a 一一  ャ王 ナボボ ラサとの 滅す處 

とたった、 其廣き 領土 は 勿論 二人の 間に 分配され た、 クァク ザ レス は 其 北方 を 取り、 ナボボ ラサ は 其 

南方 を 取った、 メヂャ 王の 事 は 後に 話す ベければ 爱には 言 はない、 ナボボ ラサ は 平和の 人で 有つ て、 

彼の 二十 一年間の 治世 は先づ 太平 無事であった、 彼 は 埃 及 王と 兵 を 交へ しも、 彼 自身 は 巴 比倫に わて 

軍事 は渾て 彼の 子なる ネブカ ドネ ザ ルに 一 任して 居た やうに 見える。 

其 面積より 云へば 新バビ 口 一一  ャ王國 は アツ シリャ 帝國の 如き 大國 ではなかった、 東はチ グリス 河を以 

て 境され、 西 は 地中海に 臨みし まで k あって、 北と 東と に は メヂャ の强國 ありて 其 膨脹 を 碍げ、 西に 

は 埃 及 ありて 匱々 其 西 境 を 犯した、 卽ち 新バビ n  ニヤなる もの は 今の 亞細亞 土 耳 其の 半に 及ばない 國 

であった、 又 其 人種 とても メヂャ 人 アツ シリャ 人の 如き 單 人種に は あらす して、 シナル の 平原に 言語 


の 滑亂を 生ぜし と 云 ふ 混合 人種であった、 斯 國と斯 民と を 以て 古代 四 千年間に 未だ 曾て ありし ことな 

しと 云 ふ 旺盛 強大の 王國を 建設せ しに 至りし は 全く ネブカ ドネ ザル なる 一大 人物の 天才に 依て である。 

尼 布 甲 尼 撒 ( Nebuchadnezzar) 、 彼の 名旣に 奇異で ある、 是をバ ビ 0  二 ャ 語に 讀 めば Nelbu-Kudurri- 

usm- であって、 r ネボの 祌國境 を 守らん」 との 意で あると 云 ふ、 彼の 生年 月 は 判然せ ざれ ども 彼 は 

紀元前 六 百 五 年に 父 ナボボ ラサの 王位 を 襲ぎ、 治世 四十 ra 年の 長き に 涉て同 五 百 六十 一 年に 死せ し 者 

なる 事 は 略 ぼ 分って 居る、 卽ち彼 は 我 神武 天皇と 同時代の 人であって、 希 臘には ソ&ン 出で 雅 典の 小 

共和 國に新 憲法 を 供し、 羅馬は 未だ 襁褓の 中に あって、 狐々 の聲を 揚げつ-ありし 頃の 人であった、 

ネブカ ドネ ザ ルは巴 比倫 文明の 具體 者で ある、 舊 文明 は 彼に 於て 其 極點に 達し、 彼と 共に 歷史 の舞臺 

より 消えて 了った。 

ネブカ ドネ ザル 大王の 代表した バビ 口 一一  ャ 文明、 是を 文明と 云へば 文明な りしに 相違ない、 大王の 造 

りし バビ D ン 城市なる もの は實に 宏大 無邊の ものであった、 歷 史家へ ：！ ド ー タスの 茶 察に 依れば バビ 

n ン城は 二重の 城壁 を 以て 園 まれ、 其 外壁 は 高さ 三百 三十 五 尺、 幅 八十 五 尺に して 方 十四 哩に涉 りし 

との 事で ある、 若し 東京 を ra 里 四方の 市街な りと すれば (實際 は然ら す) バビ & ンは 之に 倍す るの 市 

であった ので ある、 試に 大 森より 赤 羽まで、 赤 羽より 國府臺 まで、 國特臺 より 越 中島 沖まで 山嶽の 如 

き 城壁 を 以て 東京 市が 圍 まれし と 思へ、 而 して 其 內を貧 通す る 隅 田 川はュ フラ テス 河で 有って、 之に 

架す るに 長さ 五 百 問 幅 五 間の 橋が あるの みならす、 其 底 を 貫く に 幅 十五 尺 高さ 十一 一尺の 隨 道が あると 

思へ、 叉 其 中央に 位する ベルの 大宫殿 は 高さ 百 問の 空中に 聳へ、 其 八 階の 樓 上に は 鎮守の神の 寶座ぁ 

りて、 其 祌體は 高さ 九十 呎、 幅 九呎の 純金 を 以て 造られし 像で あると 想像せ よ、 神 體の兩 側に 純金 製 
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の 獅子 ー對 あり、 其 傍に ま 量备百 九十 貫餘の 純銀 の 大蛇 あり、 祭壇 は 長さ ra 十呎幅 四十 吸の 純金の 

食卓であって 共 上に 純銀の 大^ 一  對が ある、 一 一個の 大香爐 は 同じく 純金であって 三 個の 金 碗 は ベル、 

ベルチ ス、 イス ク ー の 三 神の 爲 めに 供 へられし ものである、 是れ其 神殿の 一斑で ある、 是に 準じた る 

宏壯 偉大の 大王の 宮殿 は 二つ ありて 其 古き は 河の 西に あり、 其 新ら しき は 河の 東に ある、 又 所謂 『さ 

中の 樓閣』 ありて、 是は 平坦 極り なき バビ 口 一一  ャの 平原に 在て、 山中の 景色 を 眺めん との 趣向に 基ゐ 

て 築かれし ものであると 云 ふ、 是 等を實 際の 東京 市に 較べて、 十九 世紀 今日の 日本人 は 富貴 强大 を以 

て 誇る ことが 出來る 乎。 

ネブカ ドネ ザ ル の 建築 事業 は是に 止まらなかった、 彼はバ ビ n ン 城の 郊外 ボ ルシ ツバ (JBOrsippo の 

地に ネボの 神殿 を 改築した、 其 他國內 到る 處の 大小の 神社に して 彼に 依て 修 不" を 加 へられ 又は 新築 さ 

れ なかった もの は 稀であった との 事で ある、 彼 は 义シッ パラ の 地に 近く 周圍百 四十 哩 深さ 八十 呎に達 

する 貯水池 を il 霊して 大に 耕耘の 業を拨 けた、 其 外 Nahr  IvrlrhM- (帝圃 運河) と稱 して チ グリスと 

ュ フラテ ス と を 結び付けし 大 運河、 ケ レック サイ ディ (l(erek  saiaell) と稱 ばる k 亞 拉比亞 砂漠に 沿 

ふたる 長さ 四百 哩に涉 る 大水 道、 バ ー リネジ ェ フ (Bllhri  Nsljef) と稱 し、 ボル シパ の 附近に 於て r 一 

フラ テス 河より 水 を 引いて 成れる 人造 的大 湖水 等 は 皆 大王の 意匠 經綸に 依て 成りし ものであると 云 ふ- 

バ ビ 口  -I ャの 商業 は 又 非常に 昌ん なる ものであった、 其 民はシ H ム 人種の 特性 を帶 びて 生来の 商人で 

あった、 ネブカ ドネ ザ ルは波 斯灣の 岸に 一大 埠頭 を 築き、 此處 にテレ ドン (T2 さ 1<>-0 の 港 を？？， いて 

印度、 波斯、 亞拉 比亞等 東南 地方との 貿易 を獎勵 した、 バビ P 一一  ャの 輸入品に は亞 拉比亞 より 祌前用 

の 多額の 乳香が あった、 印度より は 奇獸寶 玉 あり、 波斯 より 綿 あり 眞珠 あり、 北方の アツ、 ンリ ャとァ 


ルメ 一一  ャとは 葡萄酒、 寶石、 金剛砂、 石材 を 供し、 西方 地中海の 沿岸 フ ィ 一一 シャ より は 銅、 錫 樂器 

其 他の 贅澤品 を 輸入し、 東北 メ ディ ャの 山地 は 綿と 羊毛と を 供給した、 而 して バビ n 一一  ャ よりの 輸出 

品 は 重に 製造品であって、 巴 比倫の 耗絨、 綿紗は 世界 到る 處に 有名であった、 而 して 記憶せ よ、 是れ 

我 ii& 天皇 時代の バビロ  -ーャ の 商業な りし 事 を。 

爱に又 吾等が 特^に 注意すべき 事が ある、 卽ちバ ビ 口 ン城. 2： に H ギビ (Egibi) の 商家 ありて 恰 かも 我 

國に 於け る 三 井家の 如き ものであって、 或は 商品 手形 を發 行し、 或は 爲替 組織 を 以て 金 錢の輸 達 を 助 

け、 貯金 は 勿論、 圃税の 取 立、 財産の 保管 等總て 今日 銀行が 取极ふ 業務に 從 事せ しとの 事で ある、 而 

して 若し 獨 逸の 或る 學 者が 唱 ふる 如く  Egibi と は Jilsb  (雅 各) の韓 訛で 有って、 確かに 猶太 人の 

名な りと すれば、 今日 歐羅 巴に 於て 猶太 人なる 口 ス チャイルド 家 ありて 列国の 政府 を 相手に 取引す る 

やうに、 二 干 六 百年 以前に 於て バビ&  -ーャ の 金權を 握りし 者 は 矢張り 同人種の 者で あつたと 見える。 

天の下 に^に 新ら しい 事 はない と 云 ふが、 今日 文明の 利器と 稱 ばる k 銀行 制度なる もの も ネブカ ドネ 

ザル 時代の 遣 物な りと すれば 吾等 は 別に 今日 を 以て 誇る 事が 出来まい。 

新バビ B  -ーャ の 文明と は先づ 大抵 斯んな ものであった、 卽ち 全く 物質的の 文明であった、 其^に 勿論 

實 際科學 はありし に 相違な い 、 然し 彼等の 科 學も宗 敎も皆 肉愁的 快樂を 目的と した もの である、 其 ベ 

ル の 祌の大 宮殿に 於け る 醜態の 如き は爱に 書く の も穢ら はしき 程で ある、 總 ての 淫逸 は 宗敎の 名を以 

て 行 はれた、 丁度 我國の 本願 寺の 如き ものであって 或は 夫れ よりも  一 i5 甚し かった かも 知れない、 又 

市場に は 花， i 賫 買なる ものが 公然 行 はれて、 國王は 勿論 州牧、 將軍、 方 伯、 刑官、 庫官、 法官、 士師 

に 至る まで 數 多の 妻妾 を蓄 へて 居った、 卽 ちバビ 口 一一  ャ 文明なる 者 は 主義の ない 文明であった、 一 言 
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を 以て 之 を 評すれば 禽獸的 文明であった、 卽ち 文明の 最も 下劣なる ものであった。 


第九囘 新バ ビ 口 一一  ャ (下) 

ネブ カド ネザ , の王國 

國に 二つの 種類が ある、 一 は國 1- に 依て 建ら れし國 であって 他の もの は 英雄に 依て 依られし 國 である、 

羅 馬の 如き、 和 蘭の 如き、 英吉利の 如き、 北米 合 衆國の 如き は國 民に 依て 作られし 國の 例であって、 

ネブカ ドネ ザ ルのバ ビ ：1 一一 ャ王國 の 如き、 成吉 汗の 蒙古 帝國の 如き、 ァ クバ ー の 建てし 印度 帝 國の如 

き、 愛， 说覺 氏 の^きし 淸 朝の 如き は告 英雄の 作りし 國の 例で ある、 國 民の 作りし 國は 西洋に 多くし 

て亞 細亞， に 興りし 國は 大抵 英雄 £55- てし ものである、 東西 兩洋 の歷史 &刖る k 所 は 實に此 一 點に存 す 

るので あると 思 ふ、 卽ち 下より 積み上げる のが 西洋の 建國 法であって、 上より 下げ 卸す のが 東洋の 興 

网 術で あると 5 わ ふ、 國 民に 依て 國を 作る の は 甚だ 間 だるい 方法で ある、 其 輿論なる もの を 起さねば な 

らぬ、 其社會 なる もの を敎 育せ ねばならぬ、 其 民衆に 一 個の 大 理想 を 注入せ ねばならぬ、 其 政治家た 

る もの は國 民が 彼の 理想に 達する まで 耐 忍して 待たねば ならない、 故に 此 場合に 於て は 其 建 國は數 百 

年の 長き に涉る 大事 業で ある、 丁度 獨逸國 コ 0 1 ン の敎會 堂が 七 百年の 星霜 を經て 始めて ェを竣 へし 

やうに、 其羅 馬た ると 英國 たると を 問 はす、 國：^ に 依て 建てられし 國は 短き は 百年、 長き は 七 八 百年 


問に 涉 るの 成長 時期 を經て 始めて 世界の 勢力た るの 地位に 達した ので ある。 

之に 反して 英雄に 依て 起り し國は 一 朝 一 夕の 作で ある、 恰も 富士山が 一 夜に 湧き出した やうに 數年を 

經 ざるに 大帝 國が 地球の 表面に 顯 はれ 来たる ので ある、 昨日の 小 國は今 n の大國 となり、 英雄 一 I を 

風麼 すると か稱 へて、 風が 野の 草木 を 靡かす やうに 英雄の 一 擧に 依て 愚民 も 一 朝に して 大國 民と なる 

事が 出來 るので ある、 是れ賤 夫が 一躍して 富豪と なる の 類であって、 國；^ に 取って は此 上な き 幸な 事 

である やうに 思 はれる。 

然れ ども 永く か \ つて 出来し もの は 容易に 減ぶ る もので なくして、 短き 時 H の 問に 作り上げられ しも 

V し 

のは^*1だ脆きものなることは云ふまでもなぃ、 二者 の^は 槲と 牡丹との やうで ある、 木材の 堅き は槲 

の 特性であって、 花の 美しき は 牡丹の 長所で ある、 基礎の 堅固なる は 西洋 的國 家であって、 見の 壯 

躍なる に關は らす其 構造 の甚 はだ 脆弱なる は 東洋 的國. 冢 である、 自由の 爲 めに 鬪 はすして 自出 制度 を 

採用す る こと は 出来ない じ はない、 然れ ども 自由 其 物は戰 はすして は 得らるべき もので はない、 英 

雄に. 賴る國 は 革 花の 如き ものである、 其 榮華は 一朝の 夢であった、 英雄 沒 すると 共に 消え 失する もの 

である、 英雄の 顯出 を渴^ する 間 は 東洋に 大國家 の 舆る害 はな い 。 

バビ 口 ン文 明の 具體 者たり し ネブカ ドネ ザルは 東洋 的 英雄の 好 標本で ある、 彼 は 亞細亞 的壓制 家の 總 

ての 特性 を 具へ た 者であった、 彼 は 決して 惡 人ではなかった、 彼 は 能く  2^ の 爲めを 5 心 ひ、 國利 民福 を 

深く 心に 留めた 者であった、 彼が 農業 獎勵の 目的 を 以て 貯水池 を 掘り、 满漑河 を 整ち し 事 は 前 囘已に 

述べし 通りで ある、 彼に 依て 巴 比倫の 城市 は 時の 文明 世界の 商業の 中心 點と 成った、 バビ u 1 ーャの M 

產 興業なる もの は 彼の 指導に 依て 其 盛大の 極に 達した、 彼 は アツ シリ ャのサ ルゴ ン、 セネケ リブの 如 
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き 殺伐 を こと、 する 暴虐の 君ではなかった、 彼 は 二た び 埃 及を征 し、 叉 タイヤ、 エルサレムの 城 を 

毀ちし も、 彼の 主權が 彼の 領土 內に行 はれし^り は 他國に 侵入して 其 民 を ii^ しめる が 如き 事を爲 さな 

かった、 彼 は 亦た 非常の 宗敎 家であって、 圃中 到る 處に祌 殿 を 改築し 又は 新造した 事 は 前に も 述べし 

通りで ある、 彼が 彼の 保護 神た る ネボの 神の 宮殿の 階段に 彫み し 語に 左の 如き ものが ある。 

我はバ ビ 口 ン王 ナボボ ラサ ー の 長子に して サ ギリの 宮 並に チダ の宮を 改築せ しバビ 口 ン王 ネブカ 

ドネ ザル なり、 諸 神 を 主宰し 我が 治^の： n を 長から しむる ネボの 神の 爲 めに 我 は 新たに ボル シッ 

パ に 於け る チダの 宮殿 を 築け り、 

彼が 义 慈悲の 神なる メ  P ダッヒ を 深く 尊 3 お せし 事に 依ても 彼が 忍 暴虐の 君でなかった 事が 能く 分る- 

彼が 古今 稀に 見る 所の 建設者であった 事 は 何れの 歷 史家 もる むことの 出来ない 所で ある。 

然れ ども 彼 は 大の壓 制 家であった、 彼 は 彼 以外の 人の 意思の 動作 を 許さなかった、 彼れ は 彼れ の廣き 

領土 を 彼 一人の 屬と思 ひ、 普 天の下 卒 土の 濱を 悉く 彼の 私有物の 如くに 思 ふた、 故に 彼 は 自づと 彼の 

宗敎を 彼の 臣民の 上に 强 ひた、 舊 記の 記載す る 所に 依れば 

玆に ネブカ ドネ ザル王 一箇の 金の 像 を 造れり、 其 高さ 六十 キュ ビット (九十 尺) 其 横の 廣 さは 六 

十キュ ビットな りき、 卽ち之 を バビロン 州の ドラの 平野に 立てたり、 而 して ネブカ ドネ ザ ル王は 

州牧、 將軍、 方 伯、 刑官、 庫官、 法官、 士師 及び 州 郡の 諸 有司 を 召集め、 其 ネブカ ドネ ザル 王の 

立た る 吿成禮 に 臨まし めんと せり、 是に 於て 其 州牧、 將軍、 方 伯、 刑官、 庫官、 法官、 士師 及び 

州 郡の 諸 有司 等 は ネブカ ドネ ザル 王の 立た る 像の 吿成禮 に 臨み 其 像の 前に 立てり、 時に 傅 令者大 

聲に呼 はりて 言 ふ、 諸 民 諸 族よ、 汝等 は斯く 命ぜら る、 汝等 喇叭、 蕭、 琵琶、 琴、 瑟、 筆 葉な ど 


の 諸の 樂 器の 音 を 聞く 時 は 俯伏して ネブカ ドネ ザ ル 王の 立 給へ る 金 像を拜 すべ し、 凡て 俯伏して 

拜 せざる 者は卽 時に 火の 燃 ゆる 爐の 中に 投げ込まる べしと、 是を以 て 諸 民 等樂器 の 音 を 聞く や 直 

に告 俯伏し ネブカ ドネ ザル 王の 立た る 金 像を拜 したり (但 以理書 第三萃 )、 

彼は此 命に 從は ざり し 三人の 猶太 人 を 火 爐の屮 に 投じた との 事で ある。 

斯う 云 ふ 人に 依て 建てられし バビ II 二 ャ王國 でありし 故に 其 陸離 燥 爛たる 榮華は 僅々 八十 八 年間 績き 

しのみ であった、 ネブカ ドネ ザル 死して 後に バビロ 一一  ャの歷 5;- に 何も 見るべき 事 はない、 彼の 子 アミ 

ル マル ダック (Amil-Marduk) は 其 姉の 婿なる ネ リグ リサ ー (Nel-iglissalo の 殺す 所と なり、 ネ リグ 

リサ ー 叉 幾千 もな くして ナボ 1 一 ダス ( NalKmiaus) なる 者に 王^ を 奪 はれた、 ナボ 一一 ダス ^命中 に 彼 

斯王 サイ ラス は 彼の 世界 併呑 的の 運動 を 始め、 ナボ 一一 ダスの 子 ペルシャ ザル (Bolshgzar) の 時に 當 

て ネブカ ドネ ザル の 王統 は 全く 絕 ゆるに 至った、 一 時 は 千代 八千代にまで 永 綾 せんと 思 はれし 新バ ビ 

口- ャ王國 も 瞬く  に 過去の 物語と 成って 消えて 了った。  ， 、 、 

きん、 i い ハー やの 興った 理由 は ネブカ ドネ i ルの 人物に 在て、 其 短き 榮 華の 後に 脆く も 消え失せし 理由 

は^!ハ國I^^の中に個人的生命の少しもなかった故でぁる、 其 帝都に は 丈け 九十 尺の 純金 製の ベ ル の紳の 

像 はありし も 自由 民 權を唱 へる 者 は 一 人 もなかった、 大王 は 其 王妃 を：^ ばす 爲 めに {„ ^一中に 樓閣を 築い 

て 天下の 耳目 を 驚かせし も國中 に は 「花嫁 賣買」 なる ものが 公然と 行 は れ て 女子 は商賣 品と し て 取扱 

はれた、 國王 は， 叨論 生殺與 奪の 植を 有して 民に は 反抗し 得る 灌 利はなかった、 卽ちバ ビ 一一  ャ 文明な 

る 者 は 全く 獸慾的 文明であって、 實利實 益の 增進を 取 除いて は 一 つの 取るべき 所の ない 文明であった. 
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是れ實 に 文明の 名 を 下す に 足らざる 者であって 其 曾て 在りし 事な きが 如くに 地球の 表面より 拭 ひ 去ら 
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界國 史談  七 二 四 
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れしを 見ても、 人 は 心 靈 的實在 物であって、 金と 銀と を 以ての み 息し 得る 者で ない 事が 分る と 思 ふ- 

今 バビロ  - ャの歷 を 猶太； 亞の歷 に比べて 見る と 甚だ 面お い、 一 っは當 代の 大國 であって、 其 富 其 

强 世界に 匹敵すべき ものはなかった、 他の もの は 僻隅の 微々 たる 小國 であって、 其 地に 沙漠 多く、 其 

海濱に 港な く、 誇るべき の 工業な く、 他の 國 ni^ の 羨望 を惹 くの 商業はなかった、 ネブカ ドネ ザ ル王は 

二度まで 此小國 を 攻め 終に は 其 國王を 虞に し、 其 民 を 根 こそぎ にバビ 口  I ーャに 移した、 然れ ども 此小 

國は建 國以來 の 平 國 であった、 生命 は ffi んぜ られ、 貧者 は 敬せられ、 正義 は 天の 神の 聖旨と して 贵 

ばれた、 斯くて 此小國 には大 なる バビ a 一一  ャに 無った ものが 澤 山あった、 其 内に 詩人が あった、 天の 

地よりも 高き が 如き 神の愛と、 東の 西より 遠き が 如き 其 慈悲と を 讚美す るの 詩人が あった、 其 €： に 平 

お 的大 政治家が あった、 モ ー ゼ、 ョ シ ュ ァ、 ギヂヲ ン の 如き 愛國 者が あった、 或は 遠大なる 法律 的 思 

想 を 以て、 或は 鋭利なる 戈 を 以て、 民の 爲 めに K し 民の 爲 めに 戰 ふの 愛 國者 があった、 共 内に は大文 

學者 があった、 約 百 記の 如き 模範的 戲曲を 綴り 得し 文人が あった、 又豫言 者と 稱 へられし 最も 高潔な 

る憂國 者が あった、 ネブカ ドネ ザルと 同時代の 豫 一一 一日 者で ェ レ ミヤが あった、 ォバ ディ ャ ー があった、 

エゼキエル があった、 卽ち大 なる バビ 口  -ーャ に 富と 兵と が ありし に比べて 小なる ユダヤに は 大人物が 

あった、 夫れ 故に 國家 是れ 1； 王な りし バビ 口 一一  ャは 王の 死と 共に 滅し、 國家を 民衆の 良心の 上に 据え 

し ユダヤ は 紀元後 千 九 百年の 今 尙ほ 未だ 其 國民的 生命 を 失 はない、 國 富んで 兵强 くさへ あれば 國家 

は 長久に 榮 ゆべき ものな りと 信す る 人 は 能く 臉を 開いて バビ 口 一一  ャ歷 史を讀 むが {且 い。 

又 ネブカ ドネ ザルと 同時代の 人で 希 臘の雅 典に ソ ロンと 云 ふ 人が あった、 彼 は 平民に 政 權を頒 つに あ 

ら ざれば 國家を 泰山の 安き に 置く ことが 出来ない との 非常なる 考を 懐いた 人で 有た、 故に 彼は雅 典の 


巿民 の爲 めに 憲法な る もの を 編ん で國 王と 貴族との 權を 殺いで 平民の 權 カを增 した、 彼 は ネブ 力 ド ネ 

ザ ルとは 正 反對の 人であった、 然れ ども 小なる 雅 典はソ 0 ン ありし が爲 めに 未来の 人類 を 感化す るの 

大國 民と なった、 バビ 口 ンは 消えて 過去の 物語と 爲 りし 頃 雅典は 文化の 泉 源と なって 萬 國の民 を 導く 

の 模範と なった。 

バビ n ン 文明、 禽獸的 文明、 文明の 名 を 下すべからざる 文明、 主義の なき 文明、 富 國强兵 的 文明、 個 

人的 發達を 計ら ざり し 文明  是れ實 に 死 的 文明の 好檫 本であって、 是に 類す るの 文明 は、 鐵道、 

電信、 電話 あるに もせよ、 然りソ ：t ンの 憲法 を眞 似て 國會を 開設せ しに もせよ、 肉體の 快樂を 目的と 

する 文明 は皆バ ビ ン 文明と 運 を 共に すべき ものであって、 我等 はバ ビ -ー ャ史 を讀む 毎に 我等 直接 

の 事物に 思 ひ當ら ない 事 はない。 


第十囘 フィ 一一 シャ (上) 


支那 的 思想 を 以て 養 はれ 來 つた 日本人に 取て は 世に 國 ほど 大切なる もの はない、 愛 國心は 彼等の 宗敎 

であって、 彼等の 道德も 哲學も 皆な 國威 宣揚の 爲 めに 用 ねられる、 彼等に 取て は國 さへ 起れば それで 

人生の 最大 目的 は 達せられ たので ある、 英雄と は 國威を 海外に 揚げし 者の 名稱 であって、 國を 富まし 

兵を强 ふして 萬國を 足下に 蹂み附 けんとす る 事が 今日で も 日本人の 唯 一 の 欲望で ある やうに 見える。 

第 十 罔 フィ ュシャ (上)  七 二 五 


勿論 s は 非常に 大切な ものであるに 相違ない、 然し 较も 大切な も ひで はない、 世に は國 よりも 大切な 
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ものが ある、 それ は卽ち 正義で ある、 理 である、 仁 は 身 を 殺しても 爲 すべき ものである 如く、 正義 

000000000000  ---00000, 0  0000  0OO0OO00000  OO00OOO000 

は國の 存在 を 犠牲に 供しても 貨 徹すべ きもので ある、 國家 存在の 理由 も 單に此 一 事に 止まる ので ある、 

所 IS 國 威穴揚 なる ものが 人生 唯 一 の 目的で あると ならば：： Ili^ を資 行す る こと は 左程 困難な 事で はない、 

^も 〔象 を 興し 身 を 富ます 事 は餘り 難事で ない と M 一  である、 ぼに は 利 慾 一方で E 萬の 富 を 積んだ もの 

が澤山 ある、 今日 我 邦に 於て 紳士 豪商と 持て 離 やさる k 人 は 重 もに 此 類の 人で ある、 卽ち 人情に 構 は 

す、 義理 を 省みす、 財産 製作 を 唯一 の 目的と して 鋤いた 人で 財界の 大概 を 握って 居る 人 は の 日本に 

は淨山 ある、 若し 〔尿 を宮 ます 事が 人た る 者の 爲 すべき 唯一 の 職務で あるならば 雨宮敬 次郞、 岩 谷 松 平、 

濱野 茂な ど とお ふ 人々 は實に 人生の 最大 HI 的 を 達した ものであって、 靑年 子弟の 模範と して 崇めら る 

べき 大人物で ある、 是と 同じ様に 世に は 利 慾 一方で 興った 園が ある、 卽ち其 內にー つの 高尙 なる 现想 

なく、 一  つの 純潔なる 天職 を感 する ことなく、 唯 だ 萬 國の富 を自國 に吸牧 して、 そうして 奢侈 榮 華に 

誇りし 國が ある、 卽ち與 つたに は 相違ない が 甚だ 下劣な 方法と 精神と を 以て 興った 國が ある、 然し 云 

ま でもな く斯ん な國は 甚だ 劣等な 國で あって、 理想な き 我國の 貴顯 紳商 の やうに 富む が 故に 尊 か らす、 

强 きが 故に 敬すべからざる ものである。 

國は 起さん ければ ならない、 然し 君子が 身 を 立つ る やうに 起して、 決して 奸 商が 家 產を 作る やうに 起 

しで はならない、 米國 人の 諺に 『人 若し 蓄財 を 唯一の 目的と なし、 彼の 總 ての 方針 を此 一方に 傾く る 

ならば 何人と 雖も其 一 生の 終りに は ミリ ォネャ (百 萬 弗 以上の 富 を 有する 者) と爲る ことが 出来る』 

と 云 ふ 事が ある、 それと 同じ様に 一 阈を 擧げて 兵と なし、 其 民と 產と を國威 宣揚の 一 方に 注ぐならば 


何 れ の 國と雖 も 世界に 雄飛す る 事 は 出来な い 事で はない、 然し 百 萬 弗の 富 を 有し たれば とて 人の 人た 
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る 道 を 解せ ざれば 何の 役に も 立たぬ やうに、 縱令ひ 支那 ra 百 餘州を 我が 領土と 爲 したら ばと て、 我の 

盡 すべき 天職 を盡 さぬ 以上 は國 として 存在した 甲斐 はない、 日本人 は 支那 を 呼んで 尨大 帝國と 云って、 

何の 意味 もない 國の やうに 考へ て 居る が、 日本人 自身 は 日本 國は 何の 意味あって 東洋の 一 方に 國を成 

して 居る 乎と 云 ふ 事 を 自認して 居る や 否や は 余輩に 取て は大 疑問で ある。 

て玆 にフィ 一一 シャと 云ふ國 があった、 是は 太古 時代の 商業 國 であった、 實 に蕞爾 たる 小國 であった、 

其 位 は- 亞細亞 大陸の 西 端に 當り、 脊に レバノン 山脈 を 負 ひ、 前 は 地中海の 水に 臨み、 長さ は 二百 哩、 

幅 は 廣き處 にて 三十 五哩、 狹き處 にて は 僅に ー哩、 面積 は 合せて 四千 方哩 なる、 殆んど 國と稱 すべ か 

ら ざる 程の 小國 であった、 故に^に 耕地と て澤山 あるで なく、 山 は 高く して 流 は 急に、 所々 に 山 嘴 は 

海中に 突出して 海 角 をな し、 陸路 は 甚だ 艱難であって 内地 へ の 交通 は殆ん ど遮斷 されて 居る 有様で あ 

る、 但し 氣候は 實に溫 和であって、 能く 棕榈の 類 を 生す と 云 ひ、 フィ- 丁 ンャの 名 は希臘 語の phoinix 

(海 棘) より 來り しものと 一般に 信ぜられる、 川 は 短 かけれ ども 其內に 有名の ものが ある、 レオン テ 

ス (Leontes) 一名 リタ  一一，' (Litiy) は シリャ より 流れ 來る ものであって 太古 歴史に 著名な もので 

ある。 アド  一 I ス (Adonis) は 戀愛的 神話の 伴 ふて 居る 川であって 紅 額の 美少年 アド 一一 スが其 情婦 ヴィ 

ナスの 言 を用ゐ す、 レバノン 山に 人て 野猪 を獵 し、 過って 其 長 牙に 摇り、 非業の死 を 遂げし かば、 其 

血 は 流れて 川と なり、 春 三月 融雪と 共に 河水 漲って 稍 や 紅色 を帶 びる 頃 はフィ 一一 シャの 少女 は 流に 臨 

んで 佳人の 薄命 を 傷み 併せて 情婦の 歎 を 思 ふと かや、 ヴィ ナス 悲歎 遣る 方な く、 屍骸に 對 いて 其 美 花 

第 十 罔 フィ 一一 シャ (上〕  七 二 七 


となりて 彼女 終生の 慰藉た らんこと を 乞 ひければ、 戀 夫の 軀は イチ ゲ草 (Anemone) と 化し、 春來る 

毎 に 岸邊 に 沿 ふて へ き 今尙ほ 孤獨を 1： つ 戀婦 の 心情 を 慰む ると か傳 ふ。 

溪 流の 滑 かなる と共に 港灣 亦た た 良く、 南 は 力 ー メル 海 角より 北はバ ルギ ラス 山 (Mt.  Bargylus) 

の 麓に 至る まで 良港 好 灣相續 き、 到る 處に 船舶 繁留の 便は備 はって 居った、 其 主 もなる もの を 指せ 

ば、 南より して 先づ 第一 に 有名なる ッ 0 があった、 英語で は 之 を タイヤ (Tyre) と 云 ふけれ ども ッ 口 

(Tsur) 叉はッ オル (Tsor) が 本當の 名であった やうに 見える、 ッ 口の 北 二十 二 哩の處 にシ. トン (si— 

don) があった、 是れ はフィ  一丁 ンャの 最も 古い 市であって、 一時 は 全國の 首府であった、 ッ 口 とシド 

ン の 間に サ レプタ (sal.epta) があった、 聖書の 記事に 度々 引出さる、 場所で ある、 シド ンの北 十五 哩 

の堪に ベリ タス (werytus) があった、 今 は Beirut と稱し ダマスカスに 達する 鐵 道の 起 點 であって、 

シリャ 地方の 唯一 の II 港 場で ある、 北に 進む こと 尙ほト 七 八 きにして アド 一一 ス 川 を 越 へ て ビ ブ ラ ス 

(Byblus) があった、 ；： だ も 亦た 古い 市であって フィニ シャ國 の大廟 のあった 處 である、 ビブ ラスの 北 

二十 哩 にして トリポリス (Tripolio 「三 市」 があった、 ッロ、 シ ドン、 アラタス 三 市よりの 殖民に 

依て 建てられし ものなる が 故に 斯く 名附 けられし と 云 ふ、 トリポリスの 北に エレ ュ ー セ ラス (E1U- 

thenls) 川 沿岸の 平原 ありて 國內 屈指の 麥 田の 有る 處 である、 平原の 北に 終る 處が 有名なる ァ ラダス 

(Aradus) の ありし 處 であって、 は 島の 上に 建てられし 市であって、 ッロ、 シ ドンと 權カを (きふた 

慮であった、 北 三十 哩 にして ガバ ラ (Galxlla) あり、 其 北十哩 にして ラオ ディ シャ (IJaodicia) が あ 

つた、 斯くて 南より 北まで 國の 海岸に 沿 ふて 二十 哩 乃至 三十 哩 毎に 必すー つの 良き 港灣 があった、 恰 

も我國 の. e: 海に 在て 祌戶 より 赤間關 まで 到る 處に 良港の 存在して 居る が 如き 狀態 である。 斯 くも 港灣 


に 富みし フィ 一一 シャ はまた 其 背後の 山脈に 於て 世界 無比の 森林 を 有して 居った、 『レバ / ン 山の 香 柏』 

と 云へば ダビデ、 ソ&モ ンの 詩歌 文章に も 見えて 其 名 聲は宇 內に嘖 々たる ものであった、 香 柏と は 樅 

の 一種であって 船材 には此 上な き 良材で ある、 昔 は V 、ハノン 山 は 到る 處に此 良材 を 以て 蔽 はれ、 フィ 

シャ國 富 源の 最も 畳 かたる もの \ 一  であった。 

此の 數 多の 港灣と 良好 無比の 船材を 有った フィ 一一 シャ は實に 太古 時代の 貿易の 中心 點に 位して 居った、 

先づ 其の 附近の 國々 を 擧げて 見れば 海岸 續き にて 南に 隣す る 國はパ レ スチナ であった、 其キ シ ヨンの 

平原 は 葡萄園 を 以て 名高く、 力 ー メル 海 角 を 廻れば シャ ンの 平野に して 其蓄 薇と 稱 せらる k もの は 

秋 牡丹の 一種であって 優にして 麗 はしき もの は 皆 其 名 を 以て 呼ばれし 程であった、 尙も 南に 下れば ゴ 

ライヤの 本國 なりし フィリス チヤであって、 恰も 我の 攝、 河、 泉の 地に 似て 一 面の 田園であった、 フ 

ィ -ー シャの 東に 隣れ る國は シリャ であった、 シリャ の 名 其 物が ッ 口の 國 (THUria) であると 云 ふ 位 ひ 

である、 卽ち 有名なる ダマ ス コ の 市 は 此國の 首府であって 亞拉比 亜 地方の 貨物の 悉く 輻辏 する 處 であ 

る、 古代に 有て はュ ー フラ テス 河岸の 力 ー ケミ シュは 地中海 沿岸より アツ シリ ャ、 バビロ  -ーャ に 至る 

通路の 衝に當 て 居りし との 事 は 前に も 述べた 通りであって、 フィ 一一 シ ャのァ ラダスが 力 ー ケミ シ ュ の 

港 を 務めし 事 は 地理 學上 當然の 事で ある。 

ァ ラダスの 東 百哩の 沖に シ プラス 島が 有る、 是は 銅の 地であって、 シ プラスの 名 其 物が 銅 (Cupr21s) 

と 云 ふ 語より 来った ものである、 そうして 此 著名の 銅山 を 開 整し、 之 を 時の 文明 諸 邦へ 輸途 した もの 

はフィ 一一 シャ 人であった、 ァ ラダスより 岸に 沿 ふて 北へ 進み 西に 曲れば 使徒 保羅の 生れし キリ キヤの 

タル ソ があった、 尙も 西に 進めば 史聖へ B ド ー タスの 生れし ハ リカ ー ナサ ス があった、 斯くて 小亞細 
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亜 の 沿岸 諸 港に 寄港し つ k 西に 進み 北に 廻れば 今の ボス ボラ スを 通過して 黑 海に 達する 事が 出來 る、 

斯くて 地中海の 北岸に 於て は 希臘、 伊太利、 西班牙 は 悉く フィ- 一 シャ 人の 航海 域內 にあった、 其 南 

岸に 於て は ナイル 吐 口より リ ビヤ を 經てチ H  - ース、 アル ゼリ ャ、 モ" ッコと 悉く 彼等の 貿易 市場たら 

ざるはなかった、 フィ 一一 シャに 國を爲 して 航海の 術に 長 じたる 民が 東西 一 一千 三百 哩に涉 る 地中海の 海 

上權を 握る に 至った 事 は 自然の 勢の 然ら しめし 所であった。 

此地 化と 此 地形と を 有して 居った フ ィ 一一 シャは 叉 一 種 特训の 物產を 有って 居った、 それ は 何であった 

かと 云 ふに ッ マラない 一 一種の 介 類であった、 軟體 動物が 與！： の 一 大 原因で あつたと 云へば 何んだ か變 

である けれども、 然し フィ 一一 シャに 在て は 之が 事實 であった、 太平洋 中の 布 哇國は 硬骨漢 缺乏の 故 を 

以て 亡びた との 事であって、 同一 の 缺乏は 我が 島 帝國を 亡す の危險 ありと は 我等の 曾て 述べし 處 なる 

が、 然し フィ 一一 シャ國 は 確かに 軟體 動物の 庇 蔭で 與 つた 國 である、 其 動物 は 何であった かと 云 ふに、 

勿論 國會 議員ではなかった、 叉文學 博士で もなかった、 フィ  一丁 ンャを 興した 軟體 動物 は 人で はなく し 

て眞 の軟體 動物であった、 卽ち和 蘭 は鲱の 骨の 上に 建てられた 國 であると 云 ふ 事で あるが、 フ ィ二シ 

ャはー 一種の 軟體 動物に 依て 建てられし 國 であった と 云 ふ 事が 出来る。 

此貴 たる 軟體 動物と は 其 腹 歩 類に 屬 する ものであって、 ーを學 名に て B ョ lullm  lapUlus と 呼び- 

他の もの を Mlm-X  fri 一 ミヨ 1--S と稱 ふ、 二者 共に 海 蝶の 類であって、 我 國の產 にも 之に 似た もの は 

大分 ある、 自然 は是等 二種の 腹 歩軟體 動物に 奇態なる 特有 物 を 授けた、 其 頭部の 後 邊に當 て 一 つの 小 

さき 液囊が 有って 其內に d 色 3. ^酷の 如き 液が ある、 之 を 取 出して 羊毛 叉 は 綿絲を 染めて 日光に 曝せば 

先づ綠 色を呈 し、 後ち 靑色 となり、 赤色と 變じ、 また 濃紫と なり、 而 して 終に 石 齢 を 以て 洗へば 血 紅 


色と なり 然る 後は變 色す る 事 はない、 是ぞ卽 ち 有名なる 『ッ 口 の 紫』 Tyrian  purple であつ て ホ ー 

マ ル 時代より 染料の 王と して 古代の 人の 非常に 珍重した 所の ものであって、 園に 王た る 者 は 頂に 冠 を 

Is- くと 共に 身に 『ッ & の 紫』 を 著く るに あら ざれば 王者た るの 威厳 を彰 はす 事が 出來 なかった 程で あ 

つた、 斯の 如き 次第で あつたから 古代 萬 邦の 王侯貴族 は 皆な 其 被服 をフィ 一一 シャ より 仰がなければ な 

ら ない 様になった、 それが 爲に 一大 工業 は此 國に舆 つて 莫大の 富が 此小國 に 流れ込む に 至った、 ，M 論 

是 等の 介領 はフィ 二 シャの 海岸に 限って 栖息す る もので はなく して 地中海 到る 處に產 する ものである 

けれども、 然し 色 料の 製造 井に 織物 染 出の 枝 術に 至て は 萬 國フィ -ー シャに 及ぶ ものがなかった から 此 

利益 ある 工業 は 終に フィ 一一 シャ 人の 專有 となった ので ある。 

其 外フィ 一一 シャ產 の ，2 砂 は 最も 優等なる ものであって 夫が 爲 めに 玻璃の 製作が 此國に 始まった、 又 金 

釵 象牙の 彫刻 も 此國に 於て 妙 域に 達した、 總て肉 體に關 する^、 外装 虚飾に 關 する 事の 發逹は 此國に 

於て 非常の 發 達を爲 した。 


第 十 一 囘フィ ニシャ (中) ， 

フィ 一一 シャ人 は 何人 種に 屬 せし 者で あつたか は 歴史. ik^ 間に^す る 一 の大 疑問で ある、 或は ハ ム 人種で 

あって 埃 及 人と 祖先 を 同 ふす る 者な りとの 說を なす 者が ある、 此 種の 論者の 說に 依れば フィ 一一 シャ人 
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はもと 波斯湾 rt、  -perl 拉比 ；亞 の 東岸に 沿 ふたる バ —ライン 群島 (Bahrein  Is.) に 居 をい：： めし 2!^ であって- 

ァ ブラ 、ノ ムが カル デャの ウル を 去て ハ ラ ン の 地に 向 ひし 前旣に 西の方 地中海の 沿岸にまで 移住せ しお 

で^るとの 事で ある、 是 はへ ロド ー タス 其 他 希 職の 歷 史家の 維持せ し說 であって、 今日で も 古典 學に 

軍； きを 置く 歷 史家の 一般に 赞 成す る說 である、 然し フィ 一一 シャ 人の 一一 一一 n 語の 性質より 推して 見ても、 又 

彼等の 商賣的 技量より 考 へて 見ても、 將た文 彼等の 占領せ し國 土の 地位より 考 へて 見ても、 フィ  一丁 ン 

ャ人を 以て 波 斯灣， z: の 無名の 群島より 上り 来りし 者と なす は 少しく 牽强附 會の說 の やうに 忍 はれる、 

夫れ 故に 歷史家 トロ ー ゴス (Trogus) の說 にして フィ  一丁 ンャ人 は 矢張り 力 ナン 人の 一種であって、 猶 

太 人、 フィリス チヤ 人、 モア ブ人、 エブ ス人 等と 均しく シュム 人種に 腸すべき ものであるとの 說が穩 

當の ものである やう. に 思 はれる。 

然し ハム 人種であった にせよ、 シ H ム人 種であった にせよ、 (ハムと シェム と は 善く 相似 寄た る 人種 

である)、 フィ  一丁 ンャ 人が 一種 異様 特色の 民であった 事 丈け はるむべからざる 蔡赏 である、 彼等 は 

多くの 點に 於て 彼等の 隣國の le- たりし 希 伯來人 又は 猶太 人に 似て 居った、 彼等が 利 を 見る に敏き 事、 

彼等が 物に 熟 心なり し 事、 彼等が 宗敎 心に 篤が りし 事、 彼等が 實際 的に して 空现空 論 を 疎ん ぜし事 等 

の點に 於て は 彼等 は紛 ふべき なき 猶太 人の 兄弟であった、 唯 だ 彼等が 猶太 人と 異なりし は 猶.^ 人は甚 

だ 精神的な りしに 比べて フィ 一一 シャ人 はきく 物質的であった、 同一 の 熱心が 猶太に 有て は 形而上 的の 

み55 達を來 し、 フ，^  ニシャ 人に ずって は 形而下 的の 發達. li 爲 した、 猶太 人 は 深く i: に 省み 高く 神に 接し 

た かど、 フィ 一丁 ンャ人 は 唯 だ 單に廣 く 外に 向て 擴 がった 丈け であった、 古代の 人民に して 最も 多く 人 

類 全體を 感化した 民 は此ー ー國民 であった が、 彼等 は 全く 正 反對の 方面に 於て 後世 を 益した。 


フィ- ーシャ 人の 商寶は 何時頃 始まりし ものである 乎 は 確と 定め 難 けれども、 其 猶太 以前、 希臘 以前に 

始まりし 事 丈け は^かで ある、 ァ ブラ ハムが パレ スチナ の 地に 移り 来りし 時 は 力 ナン 人 旣に其 處に在 

りしとの 事 なれば フィ 一一 シャ人 は 其 頃旣に レバ ノ ン 山の 西 麓 を 占領し 居りし に 相違ない、 而 かして ァ 

ブラ ハ ム の 移住 は 紀元前 一 一千 年頃の 事であった から フィ 一一 シャの 建 國は遲 くと も是 より 百年 か 一 一 百年 

前の 事であった らふと 思 ふ、 叉 詩人 ホ ー マ ー の 詩に もト 0 ィの 婦人が シ ドンの 處 女の 編みし 衣類 を 着 

；チ V；！ のぬ ひも^  ^  , 、 

け 居りし との 事が 書いて ある を 見れば 細布繍 物の 製造 貿易が 紀元前 干 八 九 百年 頃に フィ 一一 シャ人 t 依 

て 盛んに 行 はれし 事が 分る、 卽 ち歷史 あって 以 來商賫 のなかった 時代 はない が、 商賣 らしき 商 賫がぁ 

つで 以來フ イラン ャ 人の 知られない 時代 なかった、 フィ 一一 シャ人 は實に 貿易の 始祖で ある、 今は殆 

んど 利益 一 方の 國民 となり 終らん としつ k ある 英國 人が 『十九 世紀の フ ィ 一一 シャ 人』 を 以て 自 から 任 

する を 見ても、 商賣 とフィ 一一 シャ 人と は 如何に 緻密なる 關係を 持つ ものなる 乎が 分る。 

执 てフィ 一一 シャ 人の 貿易 區 域 は ドレ 丈け で 有った かと 云 ふに、 之 を 知る 事 は實に 古代の 地理 學を 知り 

悉す 事で ある、 古代史に 記載 せらる、 場所に して フィ 一一 シャ 人の 至ら ざり し 場所と て はな かりし のみ 

ならす、 古代の 地理 學 なる もの は 多く はフィ I 一  シャ 人が 編成せ しもので ある、 地中海の 事 を 『フィ -I 

シャ 海』 と稱 へし は 之れ フィ 一一 シ ャ人獨 占の 海であった からで ある、 ジブ 口 ル タルの 海峽を メルカ ー 

ス 叉はハ ー キ ユリ ー スの柱 (pillars  of  Hercules) と名附 けし は フ ィ 一一 シァ 人が 始め て £ つて、 ッ 

P の 商人が 大膽 にも 其 輕舸に 投じて 大西洋に 乘 出せし 時に 兩 岸に 絕壁を 形造た る ジブ £1 ル タル、 チュ 

1 タのニ 山 を 見て 之に 彼等の 1W の 名 を 奉り、 メルカ ー スの 柱と 呼んだ ので ある、 古代の 人が 大船 を稱 

して 『フィ 一一 シャ 船』 と 云 ひ、 航海 家の 目星と 稱 せらる & 北極星 を 『フィ 一一 シャ 星』 と 云 ひし を 見て 
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も 航海と 地现 學的發 見と はフィ -ー シャ 人の 尊お 物であった 事が 分る。 

地中海 沿岸の 地 は到處 として フィ 一一 シ ャ 人の 貿 a? 範園內 であった 事 は 前に も 述べた 通りで ある、 地屮 

海と 云へば 何んだ か 小さい 海の やうに 思 はれる けれども 是れ實 に *1 界 的の 内海であって、 長さ 一 一 干 三 

百哩に 冗り、 幅 は 廣きは 五 ki: 哩 乃至 八 百哩に 達し、 其內に 殆んど 日本 國大の 伊太利 半島 は 突出し、 シ 

シリ I と サルヂ 一一 ャ は^ん ど 九州 大 であって、 コル シカ、 タリ— ト等は 國大 である、 其 他 佐 渡大、 

淡 路大の 小 嶼は数 知れぬ 程 ある、 其 北岸に 於て 希獵、 太 利、 佛蘭 西、 西班牙 等の 諸 邦 あり、 南岸に 

は 埃 及、 リ ビヤ、 チュニス、 アル ゼリ ャ、 モロッコ 等の 國々 が ある、 若し 义希腦 多島海 を 北に 航 して 

へ レス ボンドより マ ー モ ラ海を 通過して 黑 海に 人れば 叉 一 大 異域に 臨む 事が 屮 I 來る、 地中海 を 占領す 

る 貿易 國は實 に 偉大なる 固で ある、 是は 日本海 を 占領す ると か 又は 支那 海に 跋 S すると か稱 すると は 

全く^ 物で ある、 フィ 一一 シャ の大を 知らん と 欲せば 地中海の 大と其 沿岸の 富と を 能く 辨へ なければ な 

らたい。 

然れ ども シ プラス 島に 銅 を 採掘し、 クリ— ト 島に 海螺を 漁し、 埃 及の 麥と 織物と を 希獵、 西班牙に 送 

り、 力 ルセ ー ジ、 マルセ ー ュ、 カヂ ー ズに贸 易 的 新航ぉ 地 を 設けし フィ 一丁 ンャ人 は 決して 一 地中海 を 

以て 滿 足せなん だ、 彼等 は大膽 にも 大西洋の 波 清 を 俊し、 北の方 今の 葡萄牙の 岸に 沿 ふて 怫の 北岸、 

或は 英の 南岸に 達し、 シリ ー 島 (sculy  I.) に、 コル ンゥ オルに 錫 を. §k め、 之 を 東方の バ ビ c ン、 -I 

ネベに 輸送して 莫大の 利 を 占めた、 然し 彼等 はま だ 其れでも 滿 足せなん だ、 彼等 は 尙ほ遙 か 西に 向て 

進んだ、 彼等 は 荒波 を 以て 有名なる 『北海』 を橫斷 し、 危險を 以て 稱 せらる、、 那 威と 丁抹の 間なる 

スカガ ラック を 通過し、 露と 瑞 との 間にある バル チック 海に 入り、 其 南岸に 於て 好 良 無比の 琥珀 を 求 


め、 之 を冉び 遠路 ナイル 及び ュ ー フ ラチス 河岸に 送りて 其 文 布、 彫刻物 等と 交換した、 或は 海路の 難 

を 避けん 爲 めに 彼等 は 人跡 絶へ てな き獨 逸の 森林 を 通過し、 或は 1 ン河を 下りて 佛蘭 西の 南に 出で" 

或は ダ 一一 ュ ー ブ 流域 を經て アド リャ チック 海に 出で、 夫れ より レバノン 山麓なる 彼等の 故 鄕に歸 つた" 

是が 北方に 於け る 彼等の 通路の 大略で ある。 

南方に 於て は 阿 非 利 加 大陸の 北岸に フィ -ー シャ 商人の 影 を 見ない 處 はなかった、 埃 及の ナイル 河口 一 

帶の地 を カフ トル (caphtol.) と稱 へた、 Caphtor は Kaft-ur であって 『大 フィ  一丁 ンャ』 の 意で ある 

と 云 ふ、 シシリ ー 島の 對 岸なる チュー ース、 コン スタン チンの 地 は麥の 生育 を 以て 有名なる 處 であるが 

早くより フィ 一一 、ンャ 人の 注意 を惹 き、 紀元前 一 千 百年 頃に ュ チカ (utica) の巿は 彼等に 依て 建てられ- 

繼 いて 同 八 百 十 K 年と 云 ふに ッ 口 の 移住 民に 依て 有名なる 力 ルセ ー ジ (cartlmj^e) の 市が 建てられ た- 

^ほ 其 西に 當 りて  『メルカ ー スの 柱』 に 至る まで 幾ケ 所と なく フィ 一一 シャ 人の 貨物 堆積 地が あった、 

而 して 彼等が 海峡 以西の 沿岸 並に カナリ ー 島にまで 彼等の 冒險を 進めし 事 は 十分に 歷 史的に 證明 せら 

る、 事實 である。 

フ ィ 一一 シ ャ 人が 今 の 波斯灣 にして 古代の H リス リウ ム海 (Erythmeum  Mare) に 船 を 浮べ しこと は- 

アツ シリャ 人の 記錄に して 見ても 明かで ある、 叉 紅海 も 彼等の 帆を廣 げし 水面であって 所謂 『ォ フ 

ルの 金』 と稱 して 古代人の 非常に 珍重せ しもの は 重に フィ 一一 シャ 商人の 手を經 てァラ ビヤ 半島の 西南 

隅 並に 今の アビ シ 一一 ャ、 ソマ リラ ンド 地方より 持 来られし ものである。 

然れ ども フィ 一一 シャ 人の 航海 的 冒險は 紀元前 六 百 十一 年に 至て 其 極度に 達した、 卽ち此 時 埃 及 王ネッ 

コ ー の 補助 を 得て 彼等の 或 者 は 阿 非 利 加 大陸 週 航の途 に 就いた、 彼等 は 朝 i 、を 日々 右手に 拜 しつ、 進 
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むこと 一 一年 餘 にして 終に 之 を 左手に 拜す るに 至りし との 事で ある、 ソ して 五 年 を經て 彼等 は 西方より 

『メルカ ー スの 柱』 の 下 を 帆走し、 多くの 奇話異 談を裔 らして 埃 及 王に 復命せ しとの 事で ある、 是れ 

實にバ ス コダガ マが 喜 峰 を週航 して 印度洋に 達せし 時より 尙ほニ 干 四百 餘年も 前の 事であって、 フ 

ィ 一一 シャ 人の 大膽と 航海術の 熟練と に 就て は 實に窺 ひ 知るべからざる 處が ある、 是 に比べて 見れば 信 

長 時代に 山 W 長 政の 逼鉱 行の 行き は 3： の 事で もない。 

北はバ ル チック 海より 南 は 喜 峰まで、 東 は 印度洋より 西 は 大西洋まで、 是れ がフィ 一一 シャ 人の 航海 

1?!; 域であった、 我の 四國 丁お にも 足らざる 小國の 民に して 斯 くも 廣く 世界 を^ 涉し、 危險を 冒して 商 

利 を. 求めし 事 は、 利益の 外に 何 物 をも需 むる 所の ない 斯 民の 行爲 としても 贊稱の 外に 評し やうがない 3 

世界的^ 易に 從事 せし フィ 一一 シャの 富 は 非常な もので あつたに 相違ない、 中古 時代に あって は 伊太利 

のべ 一一 スが 歐洲の 東洋 貿易 を 占有せ しの 故 を 以て 莊麗 華美 を 極めし 事 は 人の 能く 知る 處 である、 其 後 

また 和 蘭の 小國 すら 支那 口 本に 航路 を 問いて より 英吉利、 佛蘭西 も 及ばぬ 程の 繁昌 をな せし 事 も 明，：： 

の事實 である、 はに 一 手 專寳權 程 利益 ある もの はない、 然るに フィ _ー  シャは 太古 時代の 貿易 を 殆んど 

一 手に 引受けし 國 である、 其 富と 勢力と が 如何 計りで ありし か は 殆んど 想像 以外で ある、 同時代の 記 

事に して 能く フィニ シャの 富 を吿げ 知らす もの は 預言者 以西 結の ッ 口の 描. Ji,^ である、 甚だ 有名の もの 

であるから 玆に其 一 部を揭 げやう、 

ッ 口よ 汝は 一一 一一 口 ふ 我の 美 は 極れ りと、 汝の國 は 海の 中に あり、 汝セ- 一 ルの樅 を もて 船板 を 作り、 レ 

バ ノンより 檜 を 取り 汝 のために 穡を 作り、 バシャンの 樫 を もて 汝の齊 を 作り、 キッテムの 島 (シ 

プラス 島) より 至れる 黄揚に 象牙 を 嵌めて 汝の坐 板 を 作れり、 汝の帆 は M ジプト より 至れる 文航 


にして 旗に 用 ゆべ し、 汝の 天！！ は H リシ ャの 島より 至れる 藍と 紫の 布な り、  その 

諸の 貨物に 富める がた めに タルシシ (西班牙) 汝と商 ひ をな し、 銀、 鐵、 錫 及び 紛を もて 汝と交 

易を爲 せり、 ャ ワン、 ト バル、 及び メセク (希臘 群島 丼に 小 亞細亞 諸 邦) は汝 の商贤 にして 人の 

身 (奴 隸) と 銅器 を もて 汝と 貿易 を 行 ふ、 ト ガル マ (ァ ルメー ーャ) の 族、 馬と 驟とを 以て 汝と交 

易し、 デ ダン (nl ズ島) の 人々 汝と商 をな せり、 衆の 島々 汝の 手に ありて 交易し、 象牙と 黑擅 

を もて 汝と 貿易せ り、 汝の 製造 物 多 きがため に スリャ 汝と商 をな し、 赤 玉、 紫、 繡、 細 布、 珊瑚 

及び 瑪琐を もて 汝と 交易す、 ュダと イスラ H ルの地 汝と商 ひ をな し、 麥と菓 實と密 と 油と 5^ 香と 

を もて 汝と 交易す、 ダ マス コは 酒と 曝 \ ^を 以て、 ャ ワン は 鍊鐵を 以て 汝と 交易す、 肉桂と 菖蒲 は 

汝の巿 にあり、 ァ ラビ ャは羔 羊と 牡羊と 牡 山羊 を 以て 汝と 交易す、 シ バとラ マ (亞 拉比亞 西南 部) 

の 商人 は 諸の 責き 香料と 寶石 と金と を 以て 汝と 交易せ り、 ハ ラ ンと アツ シリャ は 華美なる ％ と 紫 

色なる 繍の 衣服と を 以て 汝の巿 にあり  汝は 多くの 國民を 飽かしめ、 汝の 多くの js; 

寶と 貨物と を もて 世の 王 等 を 富ましめ たり。 (以西 結 書 第一 一十 七 章) 

； して 立派なる 文章で はない が、 能く 之 を 阻 嚼 して 見 給へ、 古代 商業史の 粹は 其內に 籠って 吾る。 


. 第 十 5 フィ 二 シャ (中)  七三 七 


典 S! 史 ¥S  七 一一； 八 


第 十一 ー囘 フィ 一一 シャ (下) 

ブイ-一 シャは 純然たる 商齊 1： であった、 卽ち 商業 を K ん にして 富 を 得る の 外に フィ- 一 シャ 人に 取て は 

3： ん にも 目的はなかった、 彼等の 制度、 文物、 軍 _5r 宗敎は 一 に 皆な 商資を 目的と して 定められた、 

普 右 も 我！； で 近 江 商人 や、 越 中の 寶藥商 や 大阪の 赘六共 をして 日本 國を 組織せ しむるならば、 丁度 フィ 

一一 、ンャ の やうな 國を 造る であら ふ、 卽ち敎 育の 主義 は 商寶を 主たる 目的と する ので あるから 文學、 哲 

學、 道學の 類に して 少しも 金に 成る 目的の ない 學科は 全く 魔せられ て、 經^ 學、 銀行 學、 簿記 學のゃ 

ふな、 會 社の 役人 や、 銀行の 番頭 を 養成す るに 直接の 利益 ある 學科 のみが 敎 へられる に 至る であら ふ、 

外 國^_|1 は 研究され るに 相違 あるまい が、 到底 ダン テゃシ H ク ス ピャ を 彼等の 匿 はしい 原語に 於て 讀ま 

ん とする や ふな 高尙な 目的 を 以てせられ すして、 伊太利に 組を賫 込ま ふと か、 英吉利より 鐵を 輸入せ 

よふと か 云 ふ 様に 凡て 下劣なる 商賣 根性 を 以て 盛んに 研究せられ るで あら ふ、 軍備 も贺易 保護 を 主と 

して 擴 張せられ るで あら ふ、 亦た 法律 は 商法が 第一 であって、 祌 g^, なる 人 横の 如何 は 扨て おき 贵 直な 

る財產 にの み嚴篾 なる 保護 を與 ふるに 至る であら ふ、 宗敎は 身 を 修め、 靈魂を 救ふ爲 めの もので はな 

くして 只々 身 を 富まし、 〔糸 を 興す に 最も 適切なる ものが 採用せられ るで あら ふ、 夫れ であるから 彼等 

の 现想的 政治家なる もの はリ ンコ ルン ゃグラ ッ ドス トン の や ふに 國家を 以て 正義 實 行の 大勢 力と 爲さ 


ん とする が 如き 預曾者 的の 希望 を懷 抱す る 人で はなく して、 日本 帝 國をー 大 商社の や ふに 見做す 人に 

彼等 は 天下の 事 を 住 かせる に 相違ない、 斯くて 世 は 凡て 金の 世の中と なって、 愛國は 金の ために 唱へ 

>^^,  學.^ 金の 爲に 講究せられ、 商人が 實 際の 覇者と なり、 國體其 ものまで が 彼等の 爲 めに 利用せ 

らる、 に 至る であら ふ、 實に 恐るべき 次第で ある。 

然し 商賣は 全く 惡 い 事で はない、 商賣國 となる は 贵族國 とな るより 宜しい 、 贲挨國 た る は卽ち 瀬族國 

たる ことであって、 それ こそ 滅亡 國 となる ので ある、 埃 及 は 僧侶 國 となって 亡びた、 アツ シリ ャ、 バ 

ビ 口 一一  ャ は贵挨 國と爲 つて 滅亡 を 早めた、 然るに フィ 一一 シャが 二 干有餘 年と 云 ふ 永き 國；： 八 的 生ん 叩を繼 

緩した 理由 は 其 商賫國 であった 故 だと 云 はなければ ならない、 商 賣其も の は 人生 終局の 目的で はない、 

かし 遠大なる 世界的 思想 や、 自由なる 政治的 觀念は 常に 商 賣に伴 ふて 來る ものである、 乎廣く 商賫に 

從事 すれば 決して 偏屈なる 國家 主義な ど を 懐く 患 はない、 フィ 一一 シャの 他に 優った 點は 全く 此 一事に 

あつたと 斷 一一 K する ことが 出来る。 

商昏 は正當 なる 職業で ある、 故に 此 業に 從 事して 永く 成功 せんと 欲せば 正直で なければ ならない、 虚 

言 を 吐かなければ 商賣が 出来ない など X は、 今日の 日本の 商人 計りが 曾 ふ 所の 勝手な 申し分であって、 

フィ 一一 シャは 云 ふまで もな く、 其 他 和 蘭、 英國 等の 商業 を 以て 國を 起した 國々 の 商人の 決して 言 ふた 

厶厶厶  <1<1A<:A<I<3<3<1<1A 厶厶厶 △△<!<: 厶 A 厶  厶厶厶 A 厶厶厶 △<!<-<:△△<" 

事で はない、 元來 正直と 商 賫とは 二者 相 離る 可らざる ものであって、 商 寶とは 正直の 適用と 稱へ 可き 

位の ものである。 

太古 一 一 干 年間 世界の 商權を 握りし フィ 一一 シャ人 は商賣 的に は嚴肅 過る 程 正直の 民であった、 今日 尙ほ 

遺って 居 る 彼等 の 製作 品 は 品質 もよ く 技量 も 精巧 で兩 つながら，、， 人の 服 を 驚かす 程で ある、 彼等の 商 
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品に 偽物はなかった と 云 ふ、 亦た 彼等 は 原料 精 撰の 爲 めに は 如何なる 勞カを も 惜しまなかった、 彼等 

は 金を亞 非 利 加の 西岸より、 銀 を 西班牙より、 錫 を英國 より、 琥站を バル チック 海の 沿岸より 輸入し 

た、 彼等 は 紫色の 染料た る 海螺を 得ん が爲 めに 自國 の產を 漁し 盡 した 後 は 地中海 到る 處に 之を搜 索し 

て 永く その 良好 無比の 品質 を 毀損し なかった、 丁度 今の 日本人が 和製 を 卑しんで 舶来品 を 貴ぶ や ふに 

太古の 民 は 孰れ もフィ 一一 シャ 製と して 言へば 其 品質 を钆す ことなしに 優等 品なる 事 を 疑 はなんだ、 彼 

等 は 亦た 多く 掛引 を爲 さない 民であって、 歷 史家へ "ド ー タスの 記載に 係る 力 ルセ ー ジ (フィ 一一 シャ 

の 殖民 地) 商人の 『啞 者の 商業』 なる もの は 其 一 例と して 見る 事が 出来る。 

彼等の 海岸に 達する や、 彼等 は 直に 其積來 りし 貨物 を 卸し、 之 を 砂上に 排列し 而 して 後 船に 歸て 

锋火を 揚げて 土人 を 招く、 村人 之 を 見て 海岸に 下り 来り、 整列せ る 貨物 をー覽 し、 其 價格を 估し、 

彼等が 適當と 思へ る 金の 量 を 砂上に 積んで 其 場 を 去る、 玆に 於て 力 ルセ ー ジ人は 再び 岸に 來り、 

村人の 遺し 置きし 金を箅 し、 若し 其 心に 充 たざる 所 あれば 金に 手 を 觸れす 再び 船に 歸る、 村人 ま 

た 出で 來り、 其 金の 持ち去られざる を 見る や、 更に 其 量を增 して 又 去りて 身を隱 す、 斯くて カル 

セ ー ジの 商人の 意を滿 たす に 至り、 彼等が 金 を 持ち去る に 及んで、 村人 は 始めて 貨物 を 運び去る 

なり、 雙方 未だ 曾て 其 相手 を 欺きし 事な し、 盖はカ ルセ ー ジ人は 貨物 正 當の價 格に 達せざる 問 は 

村人の 金に 手 を觸れ しこと なく、 村人 も 亦た 金の 持ち去られざる 迄 は 力 ルセ ー ジ 人の 貨物 を 持ち 

去りし 事なければ たり。 

小 說.； M ジョ ー ジ、 マクドナルドの 描け ると 云 ふ 『天國 に 於け る 買物』 の 一 段 も 是には 優るまい と 思 ふ。 

前に も 述べた 通り、 商業 國 であった から フィ- 一 シャ人 は實に 自由の 民であった、 隣邦の 埃 及、 アツ シ 


リャ、 バビ。 ン 等に 於て は、 壓制 家相 踵いで 起り、 帝王 は 卽ち國 家であって、 民 は 草木 同然の 有様で 

あった 時に フィ 一一 シャ人 は 自由 獨 立の 民であった、 僅々 四千 方哩 に過ぎない 小 邦であった けれども フ 

ィ -ー シャは 一 國 ではなく して 小國の 集合 體 であった、 其シ ドンが 覇を 全國に 布き しとの 事 は 極く の 昔 

のこと であって- 歷史 面に 現 はれた るフィ 一一 シャ國 は 常に 合 衆 國の體 をな して 居った、 ッ 口、 シ ドン、 

ザ レツ パ、 アラダ ス等は 各 皆な 獨立國 であって、 彼等 は 各 夫々 の 政體を 有し、 殖民 地 を 有し、 議會の 

如き もの を 有し、 一 は 決して 他の 者の 屬國 ではなかった、 殊に ッ n の 如きに 至て は 其 王なる もの、 權 

力 は 甚だ 微弱なる ものであって、 長老 議きは 王の 不在 中と 雖も外 國に對 して 戰爭を 宣告す る 事が 出來 

た 程であった、 亦シ ドンに 於て は 長老 議會 はッ の それに 勝って 更に 一 暦の 權カを 有し、 其 一 百の 議 

員 は多數 決に 依て は國 王の 意向に 逆いても 外國と 平和 を媾 じ、 叉 之に 向って 戰爭 を宣吿 する 事が 出來 

た 程で ある、 ッ 口の 殖民 地た る 力 ルセ ー ジの 如き は 其 建設の 當時は 正式の 共和 國 であって、 ァリ ヤン 

人種 以外の 民で 此政體 を 採用した もの は 多分 力 ルセ ー ジが 始めて であった らふ。 

フィ 一一 シャ 人が 實際 的の 民であった 事 は旣に 前段に も 述べた 通りで ある、 彼等 は 勿論 獨創的 叉 は 論理 

的の 民ではなかった、 彼等の 文明なる もの は 大抵 は 埃 及、 バビ tl ン 等より 輸入した ものであった、 然 

し 彼等 は 只の 模倣者ではなかった、 彼等 は 物 を 簡略に する の 非常の 才能 を 有して 居った、 吾人が 今 

日 有する A、  B、  c 文字と て 人類の 發 見に 係る 最  も.^  に L て 最も 有益な る もの は實に フィ 一一 シ ヤノ 

の發 明に 成った ものである、 其 如何に 便益なる もので あるか は 之 を 支那 文字 叉 は 日本の 假名に 比べ て 

見ても 能く 解る、 アル ハべ ット發 明 以前の 文字なる もの は 埃 及 人の 象形文字 にあら ざれば バ ビ 口 一一  ャ 

人の 楔狀 文字であった、 其 拙劣で 不便なる 事 は 吾人が 今用ゐ つ、 ある 支那 文字に も 多く 劣なかった、 
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るに フィ 一一 シャ人 は 意義 文字の 短雜 にして 實 用に 堪 へざる を 見て 單昔的 文字なる もの を 作った、 セ 

ミ チック 語の ァ レフ (牛) を 以て A を 代表せ しめ、 べス (家) を 以て B を 示し、 ギ メル 駝) を 以て 

G を 云 ひ 現 はした、 斯くて 彼等 は 一 一十 有 二の 單昔的 文字 を 作った、 そして 彼等の 意義深き 言語に して 

此 等の 二十 一 一音 を 以て 言 ひ 現 はされ ざる ものはなかった、 彼等の 發 明に 係りし 此 文字 組織 は 直に 隣邦 

諸 民の 採用す る處 となった、 希伯來 人、 亞 拉比亞 人、 シリャ 人 等フィ 一一 シャ 人と 同 語 的 民挨は 勿論、 

其 頃旣に 地中海の 東北 岸に 於て 特種の 文明 を發 達しつ- - ありし 希 職 民族の 之 を 採用す るに 至って、 

アル ハ ベットなる フィ- 一 シャ 文字が 後世 四千 年間 世界 文明 國の 共有物と なって 人智の 發育を 助く るに 

此上 なき 利器と なる の發 端が 玆に 開かれた ので ある、 フィ  一丁 ンャ 文字 は實に ソクラテスの we 學、 ィ H 

ス、 キリストの 福 昔と 同じ や ふに 改善 進歩に 必要なる 具で、 これ を 採用せ ざる 國民は 進歩の 背後に 落 

ちなければ ならない 程の ものである、 亦た 彼等の 發 明で 文字に 次ぐ もの は 玻璃であった、 是は 彼等の 

或 者が 埃 及より 曹達 を 輸入し 其 一 片を 火に 投ぜ しに 海濱の 砂と 混じて 透明 體 となりし を 見て 發 明した 

ものであるとの 事で ある、 天然 的 水晶 は 彼等が 早くより 装飾品と して 用ひ來 りし もの なれ ども 玻璃な 

る 人造 的 水晶の 發 明され てより フィー 1 シャ 人の 製造と 貿易と は 更に 一 層の 盛大 を 加へ たに 相違ない。 

然れ ども 商賣は 人生 最終の 目的 はない、 商 賫は唯 だ 之に 達する の 方法で ある、 それ をフィ 一一 シャ人 

は 目的と したので ある、 卽ち 本末 を颜 倒した ものであると 云 はなければ ならない、 フィ 一一 シャの 勢力 

は 實にニ 千年の 永き に 互った、 然し 目的 を 誤りし 其 文明 は 主義の ない 文明であった、 彼等 は廣く 世界 

を 感化した、 然 ども 其 之 を爲す や、 歷 史家 モム センの 曰 ひしゃ ふに、 彼等 は 鳥が 種物 を傳播 する や ふ 

に爲 したの みで ある、 卽ち 彼等 自身の 主義 信仰 を 以て 他 國の民 を 感化した ので はなく して、 唯 だー國 


の 文明 を 他の 國に 輸送した まで^あった、 彼等が 人類の 爲 めに 爲 した 事 は 主義の ない 鹦^ 的敎育 家が 

耳に 開いた 事 を：！ を 以て 直に 學 生に 傳 ふるや ふであって、 傳 達者 其 もの K 感化 カは殆 んど告 無で あつ 

た、 希隨人 は哲學 と美 術と を 作り、 希 伯 來人は 宗敎を 作り、 バビロン 人と 埃 及 人と は 數學と 文 學を作 

りしに 比べて、 フィ 一一 シャ人 は 唯 だ 廣く之 を 世界の 表面に 散布した まで f ある、 散布 者、 ロ傳 者、 共 

に 全く 用の ない もので はない、 然し 其 地位 は 至て 低い ものであって、 此 職分に 當 つた 人 も 國民も 決し 

て 羨むべき もので はない。 

此の 主義の ない フィ- 一 シャ人 は 可成 丈け 戰爭を 避けた、 彼等 は 金力で 平和 を 買 ひ 得る 場合に は 大金 を 

支拂 ふに 禱路 しなかった、 紀元前 八 百 八十 年頃に アツ シリ ャ王ァ シ ュル *ナ チヤ.。 ハルが 地中海の 沿岸 

諸 邦 を 征服せ し 時に フィ 一一 シャは 大王と 兵 を 交えす して 金、 銀、 錫、 羊毛、 綿絲の 衣服、 木材、 潘檀 

の 類の 貢 を 納れて 平和 を 乞 ふた、 後 叉 紀元前 五 百 三十 年頃べ ルシャ 王 カム ビシ ー スが父 サイ ラスの 後 

を 承け て西亞 征服の 途に 上りし 時、 フィ 一一 シャの 詣巿は 彼を迎 へ、 彼の 爲 めに 艦隊 を 供して、 埃及征 

討の 擧を 補け た、 ^に 死 を 以て 固守す る 程の 主義 を 有た ざり し 故に 彼等 は 自由 を 自由 其 もの \ 爲 めに 

求めなん だ、 彼等 は 一時 は 埃 及に 屬し、 叉 アツ シリャ に 降り、 バビ a  -ーャ に服從 し、 波斯に 事へ、 能 

く 彼等の 財産 を 保護して、 之に 服從 した、 此點に 於て は 彼等 は實に 今日の 支那 人の 如き 民であって、 

希隨 人、 X 布伯來 人が 常に 彼等 を 卑しめた の も 全く 彼等の 此商賣 人 根性に 由り しので ある。 

斯く 云へば とて 彼等 は 決して 戰 はなんだ と 一 W ふので はない、 若し 戰爭の 利益が 平和の それに 勝る と 見 

る 時 は 彼等 は 頑固なる 抵抗 を爲 した、 パ ビ 口 ン王 ネブカ ドネ ザ ルはッ II の 市 を 十三 年間 園んで 漸く 之 

を 取る ことが 出来た、 叉 ァレキ サン ドル の 雄 略 を 以てしても 七 ヶ月 問の 激烈なる 攻擊を 綾け て 始めて 
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之 を 下す ことが 出來 た、 力 ルセ ー ジが 前後 一 百年に 涉る三 囘の大 戰爭を 緩け て羅馬 人の 亡ぼす 所と な 

つた 事 は 人の 能く 知る 所で ある、 フィニ シャ 人が 努めて 戰爭を 避けた の は 彼等に 戰 ふの 勇 氣が なかつ 

た 故で はなく して 彼等 は冷箅 的に 其 損失 を 知った からで ある。 

然れ ども 此有爲 なる 民な りと 雖も 世界の 競 爭場裡 に希臘 人と 羅馬 人との ァリ ヤン 人種の 顯 はれて より 

は 到底 何時までも 其 全盛 を 維持す る 事が 出来なかった、 主義な きの 商業 國は 主義 あるの 智能 國と 政治 

國 との 替 はる 所と なった、 而 して 主義な きの 國の仆 る \ や、 共 アル ハ ベ ッ ト 文字と 一 一三の 製造業との 

外に 後世への 遣 物と て はなく して、 唯 だ 僅かの 遣 跡 を 地中海の 東岸に 留め、 猶太の 預言者が 曾て 預言 

せ しゃふに、 三千 年の 昔 世界の 貨物の 輻湊 せし ッ & の 市街 は 今 は 空しく 漁夫の 網 干 場と 化し 寒月 一 輪 

レバ ノ ン山 頭に 懸る 時な ど は 過去の 榮華も 忍ばれて、 一 服 悲愴の 感を 惹起 さしむ るとの 事で ある。 


第 十三 1^ ユダヤ (上) 


地中海の 周 圍に三 箇の大 睦 が ある、 卽ち其 東に 亞細亞 大陸が あって、 其 北 を 包む の は 欧羅巴 大陸で あ 

つて、 其 南 を 限る のが 阿弗利加 大陸で ある、 一海 水で 三 大陸の 岸 を 洗 ふて 居る もの は 地球 面.^ 唯だ此 

海ば かりで ある。 

能く 考 へて 見る と 世界 歷史と は 別の 義 でない、 約 一一 一一 〔すれば 是 は歐、 ^1、 弗 三 大陸の 相互 的關 係で あつ 
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て、 一名 之 を 地中海 歷史 とも 稱 すべき ものである。 

亞細亞 は 起源 的 大陸で ある、 其 中心 點は喜 麻 剌亞、 天 山、 ス リマン、 ヒンド クシ ュの諸 山脈が 相 交叉 

する 邊 にあって、 其 北と 南に はニ大 平原が あり、 東と 西と に はニ大 高原が あって 是れ叉 豊饒なる 平原 

に 終て 居る、 >s ち 北なる は 西 比利亞 で、 南なる は 印度、 東なる は 支那で、 西なる はチ グリス、 ュ ー フ 

ラ テスの 平原で ある、 故に 亞細亞 を 一名 平原 大陸 (歐、 弗 二 大陸に 比し) とも 云 ふ 事が 出来る。 

阿弗利加 は 高原 的 大陸であって、 其 多分 は 砂漠で ある、 亞細亞 大陸より 其 平原と 周 園の 島嶼と 半島と 

を 取 除 ひた ものが 阿弗利加 大陸で ある。 

歐雜巴 は 半島 的 大陸で ある、 1S1 細 亜大陸より 其內 地の 大 高原と 大平 原と を 取り除いて 残る 半島と 島 敵ハ 

と を 集めて 組立た ものが 歐羅巴 大陸な ので ある。 

大 平原 は 亞細亞 の 特有で あるから、 露 西亞は 地理 學上 並に 史學上 亜 細亞大 11 に屬 すべき ものである、 

亦た 同じ や ふに 亞剌比 亜と 西班牙と は 阿弗利加に 馬すべき ものなる 事 は 其 地勢と 歷史 とが 充分に 證據 

立てる 處 である、 阿弗利加 も 其 北と 南の 兩 端に 於て は 甚だ 歐羅巴 的で ある、 叉 其 埃 及 は ナイル 河口の 

三角形 冲積脣 地に 於て は 全く 亞細亜 的で ある。 

断 ふ 云 ふ 様に 三 大陸 各 その 特質 を 具へ て 居る けれども、 亦た 各 幾分 か 他の 大 ii の 性 を も 有して 居る， - 

爾 ふして 三 大陸が 相互 接して 一 つの 共有 的 地域と も稱 すべき もの を 形造って 居る 處は 我等が 是 まで 幾 

度と なく 此 講壇に 於て 述べし 所の 西 亜卽ち 西方 亞細亞 (western  Asia) である、 是 は歐、 亞、 弗 孰 

れの 大陸へ もド ツチ 附 かすの 地域であって、 三 大陸の 中立 的區 域と でも 稱 すべき ものである、 今の 亞 

細 亞土耳 古の 一 部分で 小亞細 亞と稱 せらる k 部分 は、 其 西方の 希隨 と相對 する 邊に 於て は 土地の 構造 
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に 於て 全く 歐羅巴 的で ある、 有名なる 希 隨の歷 史家 タルシ ウスが 此 地方 を 評して 『歐羅 巴が 亞細亞 に 

縫附 けられし 處 である』 と 云 ふた、 其 南部なる アレッポ ー、 ダマ ス コの邊 は 全く 阿 非 利 加 的で ある、 

亞 拉比亞 半島 は 其 地形 並に 構造より 觀察を 下せば 小 阿弗利加と 稱 して 可なる ものであって、 其 砂漠 は 

深く 小- 亞細亜 地方まで 侵 人して 其處に 阿弗利加 的 容貌 を 留めて si5 る。  、 

西方^^細亞が歐、 亞、 弗 三 大陸の 共有 性 を i へたる 地域な りと すれば ユダヤ は 其 小 邦內に 於て 三 大陸 

の 性質 を K に 一 層 明お に 且つ 純粹に 受けて 居る 國 であると 言 はなければ ならない、 其 地理 學 上の 位置 

其 物が 三 大陸の 互 接點に 位して 居る、 今 ナイル 沿岸より 歐、 ；亞、 孰れの 地に 至らん とする も必 す此國 

を 終 過し なければ ならない、 故に 埃 及 王に して 勒岡を 西方 亜 細亞に 布かん とせし もの は先づ ユダヤ の 

地 を 略した、 亦た アツ、 ン リャ、 バビ a 一一  ャ、 ペルシャの 王に して 埃 及 を 襲 ひし 者 も 必す途 を 此國に 取 

ら なければ ならなかった、 彼の 歷山 王の 亞、 弗兩 大陸の 征伐 も 先 づフィ 二 シ ャのッ "を 降し、 ユダヤ 

を マ セド 一一 ャ 0 領土と なして 然る 後に 始まった 事で ある、 古代に 在て 海路の 甚だ 危險 なりし 時 は 世界 

各 國を制 伏す るに は必 す先づ ュ ダャを 取る の 必要が あった。 

然し 今 地现學 上の 位置 を 離れて 其 地形と 地 的 構造と を 攻究 すれば ユダヤ 國の三 大陸 的で ある 事 は 更に 

一 翳 能く 解かる。 

ユダヤ 國を 一名 パレスチナ (palaestiua) と 云 ふ、 是は羅 Hit 人が 命名した 名であって、 其 西南 部の 地 

なる フィリス チヤ (phuiHtia) の 名の 轉 訛した ものである、 ユダヤなる 名 は 大王 ソロモンの 子 レホ， -、 

ァ ム の 時 彼の 王國が 南北 一 一圃に 分れし 時に 其 南部の もの を 呼びし 名であって、 歷 史的に は 全 國が此 名 

を 以て 唱 へられし 事はなかった、 或は r 聖 地」 と 云 ひ、 或は 「カナ ー ンの 土地」 と 云 ひ、 或は パレ 


スチナ と 云 ひて、 此 有名なる 國が 一定した 名 を 有たない と は 稀代な 事で は あるが、 然し 夫れ は 事實で 

ある、 故に 玆に 我々 が ユダヤと 呼ぶ は 「猶太 人の 國」 と 云 ふ 意であって、 一 つの 明，：" なる 歷史を 有す 

る 或 る 區域 €： の 邦土 を 指して 云 ふので ある。 

抑 も ユダヤと は 極々 小國 であって、 北 はフィ 一一 シ ャの國 境より 南 は 埃 及の 國 境まで 直 徑橋か -巧 五十 哩 

餘 に過ぎない、 其 東西の 幅 は 一定す る 事が 出来ない が、 先づ ヨルダン 河 を 其 東の 境と 假 定めて 狭き は 

二十 三哩、 廣きは 八十 哩で ある、 故に ユダヤ 本部と も稱 すべき ヨルダン 河 以西の 地 は、 其 面積 大凡 六 

千方哩 であって 殆んど 我國の w 國大 である、 然し ヨルダン 河 以東の 地に して ユダヤ 史の 密接の 關係ぁ 

る アモン、 ギリ アデの 地 を 加 ふれば 八 千 方哩餘 となりて 大凡 我の 新 潟縣大 となる、 摩 西に 依て 建^せ 

られ、 ダビデの 如き 詩人 を 出し、 ィ ザャ、 M レ ミヤ、 H ゼキ エルの 如き 大政 治.； ISA を 出し、 終に ィ エス、 

キリ ス トを 出して 全世界 を 感化した ュ ダャは 僅に 我の， 越後 國 一 國 に過ぎない 小國 であると 云 へ ば阈運 

丄ム<:厶厶.1厶<3<ュ<3<3<！ ハ〕 <3厶<： 厶厶厶 厶厶厶 <}△ 

の 進 長 は 强ち其 邦土の 廣 狹に關 はる もので ない 事が 解る。 

然し 此 越後 犬の 小 園が 三 大陸の 性質 を 具へ て 居る と 云へば 更に  一 & 驚くべき ではない か、 是は我 の 

私 言で ない、 多くの 有名なる 地理 學 者が 認めた 事實 である、 近世 地理 學の 始祖と も稱 すべき 力 ー ル、 

リッテル 氏が 彼の 畢生の 精力 を盡 して 此國の 地理 を 研究し、 『パ レ スチナ の 地理』 なる 大部 五 冊 もの > - 

著述 を爲 したの も 全く 其 世界的 性質 を備 ふる 爲 であった、 我 W が 之 を 言 ふ は 何も 我 W の 宗敎が 此國か 

ら 起った ものであるから ではない、 一?!： 々たる 宗敎的 偏頗 心より 全く 離れて パ レス チナの 地理の 研究 は 

非常に 面 {Z い 趣味 ある 事業で ある。 

北部に ある ガリ ラャは 全く 溫帶 的で 其 風土 産物 は 殆んど 歐羅巴 的で ある、 其 極北 部に 達すれば レバ / 
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内 五十 五 種が 北溫 帶產、 三十 四が 阿弗利加 產、 十六が 印度 產、 十三が 岡^の 土產 である、 鳥類 は 三百 

四十 八 種であって、 內 二百 七十 一が 欧羅巴 産の もの、 gl 十が 阿弗利加 產、 七が 印度 產、 三十が 土産で 

ある、 パレスチナ 產の 淡水魚 類 は 殊に 注意 を惹 くべき ものであって、 ガリ ラャの 湖水 其 他の 淡水に 樓 

息す る 魚類 は總て 四十 三種な りと 云 ふ、 內八 種の ナイル 產の ものと 一 一種の 印度 產の ものと は 確かに 此 

地域の 熱帶 的なる を 示す ものである。 

斯ふ 一， ラか 風に 歐、 亞， 弗の 三.^ ti は 其 風土、 氣候、 植生、 動物に 於て 使々 此へハ 千 かゆ-か 4- き 

されて： るが、 又 奇態に も此三 大陸 的卽 ち^ 界 的の 小 國は其 物 其れ 自身に て 一 小 世界 を 形って 居る、 

两 は 地中海であって 其 海岸に 此ぞと 云 ふ 良き 港灣 がない から 此！； 民 はフィ  一丁 ンャ 人の や ふに 海に 航し 

て廣 く^ 界と 交通す る 事が 出来ない、 東に はョ ル ダン の谿 谷が あって 交通の 大 妨害 をして 居る 故に 大 

軍 を 率 ゐて之 を橫斷 する が 如き は殆ん ど爲し 得べ からざる 事で ある、 又 北 は レバ ノン 山脈 ありて 繊 に 

ハ マスの 一通 路を存 する のみで あり、 南 は 有名なる シ ュ ー ルの 砂漠であって 之 を 通過す るの 困難 は 埃 

及 役に 於け るナボ レ オン 大帝の 經驗を 以てしても 解かる、 g: 境 g 塞せ る此 小！ 1 にして リ M に 世界的の 性 

1^ を 具へ て 居る、 此_* を 能く 知りて ユダヤの 歷史を 解す る は 甚だ 易い 事で ある。 
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三大 睦 の 互 接點に 位い する パ レ スチナ の 地に 居 を.. {! めた 人民 は义 一 種 特^の 民であった、 彼等 を ュダ 

人 又は イスラ ヱ ル人叉 は へ ブル 人と も 云った、 ュダ 人と は 前に も 述べた ュダ 王国の 民の 名稱 であって 

後に は此パ レス チナの 民 一 般に附 けられた 名で ある、 今日で も 彼等の 子孫 は此 名を存 して 世界 到る 處 

にジュ ー ス (Jews) の 居らない 處 はない、 イスラ H ル 人と は イスラ H ル卽ち ヤコ ブの 子孫の 名で ある 

事 は 誰も 知って 居る、 彼等の 一名 をへ ブル 人と 云 ふた は H ブ ル (El)elo 叉 はへ ブル (Hel)er) なる 人 

の 子孫であった 故に 斯く 呼ばれし とも 云 ひ、 或は：！： (ュ ー フラ テス) の 彼. R  (  H ベルなる 語の意味) 

より 來 りし 者なる が 故に 此名を 命ぜられし とも 云 ふ、 パ レ スチ ナの阈 名が  一 { 疋 せざる やうに 其 住民の 

名稱も 幾箇も ある。 

ュダ 人はシ H ム 人種に 屬 する である、 卽ち 今の ァラ ビヤ 人、 昔時の アツ シリャ 人と 同種 族の 民で あ 

る、 シ H ム人 極の 特性に 就て は 後で 充分に 述べる 積り であるから 玆 では 言 はない、 然し 其 古代 歷 史上 

に 於て 如何に 有爲の 人種で あつたか は 今まで 述べた 事で 能く 解る、 バビ 口 一一  ャの骨 ともなった 者は此 

人種であった、 亦ァ ッ シリャ 王國を 作って 八 百年の 長き 問 文明 世界の 爾-權 を 握った 者も此 人種で あつ 

た、 そして フィ 一一 シャ 人が 矢張り シ H ム 人種であった とならば 古代 一 一千 年間の 世界の 商權は 一 に此人 

種の 手に 在った ので ある、 太 古史 は 卽ちシ H ム 人種の 舞臺 であって、 今兹に 述べん とする ユダヤ人 も 

亦： ハ獨特 の 才能と 技倆と を 以て 更に 一 層の 光輝 を此 人種の 上に 加へ た 民で ある。 

ュダ 人はシ H ム 人種の 特性 を 最も 善く 代表した 民で ある、 其 物事に 熱心なる 所謂 善に 强 ければ 惡 にも 

强く、 そして 感情的であって 事を爲 すに 多く は 彼等の 直覺に 依て 理屈に 訴 へなかった、 去りと て 彼等 

の 感情 は 黄色人種の それの やうに 淺 薄な る ものではなかった、 彼等 は感 する 時には 全身 全力 を 以て 感 
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じた、 彼等 は 日本 今日の 經綸 家と 稱 する もの &樣に 心に 一 物 を 感じて 頭腦 に他亊 を計畫 する やうな 半 

信 半 疑の 偽善者ではなかった、 彼等の 感情と 思想と は 常に 一致して 居った、 卽ち 彼等の 感情 は 思想 を 

融 解す る ものであって 其 現 はれて 文學 となり、 宗敎 となった 時には 能く 天然の 至 理に叶 ひ、 科學 的の 

探究 を 積ま ざる も 能く 中心的 眞理に 達した ものであった。 

其 性質が 感情的で あつたから 亦た KM 的であった、 彼等 は 希 職人と は 全く 異なって、 事物の 複雑 を 避 

けて 其 單純を 求めた、 卽ち 彼等の 文物、 制度、 殖產、 工業 等 は 皆な 單 純であった、 是 れュダ 人の 文明 

の 今日に 至る も t^l だ 解し 易い 理由で ある、 彼等の 宗敎は ー祌敎 であって、 彼等の 制度 は祌 政で あつ 

た、 彼等の 文學 なる もの は 簡易 明白なる 年代記の 類に あら ざれば 單語單 調の 牧羊 歌の 如き もので あつ 

た、 训に込 入った 哲理の 彼等の 間に 唱 へられし 事な く、 彼等の 美術と しても 唯 だ 生活の 必要 を充 たす 

に 足る の 便益に 止まって 美 その物の 爲 めに 耕された ものではなかった。 

物事に 熱心で、 其 趣好が 單ー であった から 彼等 は自 づと狹 隙の 民であった、 彼等 は 度量 江 海 を 吞む底 

の 東洋の 英雄 を悅 ばす の 民ではなかった、 彼等 は 唯 だ 一事 を 解す る を 得て、 ニ攀三 事 を 同時に 彼等の 

胸中に 藏す事 は出來 なかった、 彼等 は 自己の 確信 を 以て 最大 眞理 なりと 信じた から 他人の 信仰 は 凡て 

誤謬な りと 信じた、 彼等 は 其 全心 を滿 足せし むる 眞理 でなければ 決して 之 を 信じなかった、 然し 一度 

び 之 を 信じた 以上 は 他の 眞理 が來て その 許諾 を 彼等に 要求す る 事 ある も 彼等 は斷 然担絕 して 之 を容れ 

なかった、 祌 一 つ、 眞理ー つ、 正義 一つ、 國 一つ、 王 一 つの 觀念は 深く 彼等の 心理に 刻み 込まれし も 

のであった" 

狭^で あつたから 勿論 彼等 は 執念深く あった、 岡 執 は 彼等の 特質であって、 彼等 を 改宗せ しむる の 困 


難 は 彼等の 間に 働く 宣敎師 の 凡て 感 する 慮で ある、 彼等が 今日 世界 到る 處に嫌 はる X 理由 も 全く 是が 

爲め である、 ュダ人 は何處 まで もュダ 人で ある、 彼等に 特^なる 宗敎が あり、 特刖 なる 習慣が あり、 

特別なる 趣好が ある、 そして 是は 彼等が 三 四千 年 以前の 彼等の 祖先より 承け 繼ぃ だもので ある、 日 新 

の 今日 彼等が 文明 画に 居住して 少しも 之 を 改め やうと も爲 ない、 此點に 於て は 彼等 は 酷 だ 支那 人に 似 

て 居る、 但し ュダ 人の 顽固は 支那 人の 夫れ と は 異なって、 重 もに 主義の 爲 めの 頑 同で ある、 彼等 は 何 

も 祖先の 遺風な りと て 外形 を 改めない ので はなく して、 外形 は 內容を 代表す る ものであって、 外形 を 

更 ふれば 亦た 內容を 改めねば ならぬ と 云ふ祀 憂から 何處 まで も 彼等の 因襲 を持續 する ので ある。 

ュグ 人が 斯ふ云 ふ 性質 を 養 ふに 至った の は 抑 も 何に 因て あるか は 之 を 知る に 別に 六ケ 敷く はない と 

思 ふ、 卽ち是 等はシ H ム 人種 全 體の 特性で ある 事 は 之 を アツ シリャ 人、 フィ  一丁 ンャ 人の 歷史に 照して 

見ても 解る、 一 位の 祌を 尊崇して 他の 神 を 排斥す るの 風はァ ッ シリャ /、が ァ ッ シ ュ ー ルの 神に 事へ、 

ッ a の 市民が メルカ— スの祌 を 奉ぜし と 同じ 事で ある、 事物に 熱心なる 點は アツ シリャ 人が 軍事に 熱 

心なり しと フィ 一一 シャ 人が 貿易に 熱心たり しと、 ュダ 人が 宗敎に 熱心な りしと 別に 異なる 處 はない、 

唯 だ 其 熱心 を 傾注す る 目的物に 差が ある 丈け である、 後世に 至て 亞刺 比亞 人が 同々 敎の 傳播に 熱心な 

りし も、 亦た 近年 ナイルの 上流 ォム ダル マ ンに 於て 蘇 丹 王 マ ー ヂが 長く 英軍 を惱 ませし も其シ H ム人 

種の 熱心の 性に 至りて は 今 も 古へ も 同じ 事で ある。 

然れ ども 若し 熱心が 彼等 を 一 神敎に 導きし もの なれば 一 祌敎其 物 は 亦 之 を 信奉す る 民の 熱心 を 養成す 

るに 最も 力 ある ものである、 凡て 何人と 雖も其 奉 事す る處の 者が 一 つに ならざる 以上 は 熟 心なる 事の 

出来ない ものである、 忠 ならん と 欲せば 孝なら す、 孝な らんと 欲せば 忠 ならす、 臣の 進退 維れ 谷 まる 
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と 云 ふが 如き は 奉 信の 目的物が 一定せ ざるより 出る 嘆聲 である、 國 民の 人び S も 博せ ねばならす、 自家 

の 利益 を も 顧みざる を 得す、 君に も忠 なりたし、 W を も 愛した しと まふ 我國 今日の 政治家の 如き 者に 

熱心なる もの、 あり やう 害 はない、 然るに 一 神敎は 人の 目的 を 一定す る ものである、 國も君 も、 親 も 

兄弟 も、 名譽 も財產 も、 將た 吾人の 生命 其 物 も、 總て獨 一 無二の 神の 爲 めに 愛すべき ものと 成て、 始 

めて 吾人の 思想 は 統一 せらる k ので ある、 多 神敎の 直接の 害 は 吾人の 注意 を 分つ 事で ある、 一つの 神 

を 認めて 縱令 それ は 完全なる 神に は あらざる にもせ よ、 夫れ が爲 めに 吾人の 目的が 一 つと なって 隨っ 

て 吾人の 熱心が 非常に 其 度 を 高む るに 至る 事 は 疑 ふべ からざる 事で ある。 

然しながら ュダ 人に 取て は 彼等の 人種的 特性と 遣 傅 的宗敎 とに 加へ て、 彼等の 國民的 常 性 を 養成す る 

に 最も カ强 きものが あった、 是は卽 ち 彼等が 居 を 定めし パレスチナの 天然であった、 其 四方 閉塞して 

一 小天地 を 成して 居る 國 である 事 は前囘 にも 述べた 通りで ある、 南と 東と は 砂漠 を 以て 限られ、 西 は 

大海に 濱し、 北に 大嶺 を帶 びて、 ュダ人 は 他 邦人との 交際 を 天然 的に 禁ぜられた 民で あつたと 云 ふ 事 

が 出来る、 殊に 其 土地の 多分 は沃饒 であった から 彼等 は刖 K 糧を他 邦に 仰ぐ の 必要 を 感じなかった、 

外に 出る に 難く、 內に 足る の 易い 民であって 異様 獨特の 性格 を 養成し 得ない 理由 はない。 

パ レ スチナ の 土地 氣 候の 激變 はュダ 人の 感情 を 高む るの 一 大 原因であった 事 も 確かで ある、 感情 は 其 

四 園の 單 調なる に 依て 鈍る ものである、 赤道 直下の 人民と 北極 圈>2： に 住する 民と に 智覺の 鈍き もの \ 

多き は 全く 之が 爲め である、 我々 溫帶に 住する 者に 取て 四季の 循環が 何れ 程 感情の 發育を 助く るか は 

我々 の 推測す る 事の 出来ない 處 である、 然るに パ レ スチナ に 在て は 其 住民 は 坐ながら にして 殆んど 同 

時に 夏 秋 冬の 變化 を目擊 しつ & ある、 朝た に 「ュダ の 山地」 に S 寒の 冬を感 する 時 ヨルダン 河畔に 


下れば 半日なら すして 印度 地方の 暑 熟に 苦しまねば ならない、 若し エルサレム の 南十哩 なる テ コ ァ の 

丘上に 立てば 四季の 景物 を 一 眸の 中に 牧 むる 事が 出来る、 西の方 洋々 たる は 地中海に して ョ ツバ の 港 

は 其 白浪に 蔽 はる.^ かと 疑 はれ、 眼を轉 じて 北に 向へば 天氣 晴朗 一 片の 霞な き 日に は遙に ヘル モンの 

皓嶽を tlK む を 得べ く、 更に^ を 间 へして 東に 向へば 斷崖 直下 百 三十 丈、 「死海」 の 水面 は 紺色 を帶 

び、 其 西岸なる H ンゲ、 デの里 は楼橺 と齒朶 との 林に 匿れ て iss 忍 恰も 中 夏の 熟に 眠れる が 如し、 更にへ 

ボ n ンを經 て 南 を 望めば 亞 剌比亞 砂漠の 灼々 として 天日の 下に 燬く あり、 是ぞ實 に ユダヤの 天眞 詩人 

にして 預言者な りし ァ モス を 養成せ し 地であって、 彼の 感情 深き 辭に徴 すれば 如何に 彼の 周 園が 彼 を 

感化せ し 乎 を 察する 事が 出来る、 

昴 宿 及び 參宿を 造り (晴夜 天上 を 望みし 時の 景)、 死の 蔭を變 じて 朝と なし (厳冬 去りて 春草萌 

出る の 狀〕、 晝を 暗く して 夜と なし (附近の 岩窟の 闇黑を 形容して 云 ひし か)、 海の 水 を 呼びて 

地に 溢れさす る (西方の地中海をび1^.:んでノァの洪水を聯想して云ひしならん) 者 を 求めよ、 その 

名 は M ホバ と 云 ふ。 

印度人の 高 想 妙 思はヒ マラ ャ 山の 雪と 恆 河の 水と を 同時 に^みし 者の 心に 湧きし ものな りと は 余が 嘗 

て 拙著 『地 人 論』 に 於て 述べし 處 であるが、 ュダ 人の 感激 憂憤 は 三 大陸の 景色 を 一 處に集 かし パ レ ，ス 

チナの 天然の 藤 造せ しもの い 云 ふこと が 出来る。 

殊に 注意すべき は 其 東南 方の 風土で ある、 ユダヤの 山地より 東の 方 「死海」 に 向て 急傾斜 をな して F 

る邊を H シ モン (Jeshimon) 叉 は 「 ュ ダの 荒野」 と稱 へた、 南 はシュ ー ル の 砂漠に 接し、 東 は 「死海」 

の 熱 地に 隣し、 溪流 深く 石灰 質の 岩石 を 刻み 去て 到る 處に深 罅を存 し、 土地 は 薄く して 耕耘の 用に 堪 
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へす、 唯 だ 機に 春 草の 春雨と 共に 萌え出で k 炎 夏の 到來 と共に 敢 なく 枯死す る を 見る のみで ある、 パ 

レ スチナ の 小國を 以てして 斯 かる 無用の 地の ある は 天の 配劑 の其宜 きを 得ざる ものである など k 咎む 

る 者 も あるで あらう。 

然しながら H シ モ ン の 曠野が 無かった ならば ュダ人 は ュダ 人た る を 得なかった らうと 思 ふ、 是 はュグ 

ャ の憂國 者、 豫 言 者、 詩人 達の 修養 地であった、 彼等 は禪 堂に 立籠って 禪を修 する 替 りに 此 南北 四十 

哩 東西 一 一十 哩餘の 曠野に 逍遙して 宇宙と 人生との 奥義 を考 へた、 靑々 たる 春 草の 砂漠より 吹き 来る 南 

風に 湖む を 見て は 彼等 は 神の 震 怒に 觸れて 消え 失する 惡 人の 末路 を 思 ふた。 

富者 は 草の 花の 如く 逝かん、 それ 日出で 熱し 草 を 枯らせば 其 花落ち 其 美 はしき 容消 ゆ、 富める 者 

も 亦 かくの 如く 其 爲す所 半に して 己れ 先づ 亡びん。 

ダビデが 彼の 詩 腸 を 養 ひし も 重に 此喊 野に 於け る 七 年 問の 彼の 流浪 中の 事であった、 ョ ハネが 彼の 正 

義の福 昔を宣 ベる 前に 天火の 洗禮を 受けた も叉此 無人 寂寞の 境に 在た 時で ある、 而 して ィ H ス キリス 

トの 四十 日 g: 十 夜の 艱苦 斷食 も此 處で爲 されし ものであって、 釋继の 悟道が 雪山に 於て ありし 如くに 

キリストの 自覺は r ュダの 荒野」 に 於て あった ことで ある、 單 に荒漠 なる のみなら す 亦 甚だ 幽凄 であ 

つて、 『死海』 の 濱にソ ドム、 ゴ モラの 舊積を 望み、 朝 暾のモ アブ 山頂より 出で i 陰 谷より 闇夜 を驅 

遂す るの 狀を 見、 身 を 砂漠より 吹來る 熱風に 曝して、 獨り 神と 共に 在て 天然の 事物 を 其 最も 悲搶 なる 

現象に 於て 感得す る、 かう 云 ふ、 一 種の 修練 所があった ゆ ゑに ュダ人 は 遂に 激感 激動の 民たら ざる を 得 

なかった。 

斯 くも 感じ 易き 民が 斯 くも 感動 を與へ 易き 國に 住みし 事 なれば、 若し 其國の 天然が 一 方に のみ IS し 


たもので あるたら ば 其 民 は 偏狂の 民と 化し 去った であらう、 彼の 同一 人種なる 亜 拉比亞 人が 廣袤ー 百 

^方哩 に 亙る 半島 砂漠の 中に 徨 ひしが 故に 狂信の 外に 別に 取る 所な きの 民と なりし も 全く 之が 爲 めで 

ある、 然るに 幸に して ユダヤの 天地 は 多面的の ものである、 亞剌比 亜 風の 砂漠 も あれば 伊太利 風の 葡 

萄園も ある、 地獄の 谷に 均しき 「死海」 の 窪地 も あれば 亦た 美人の 眸 にも 似た るメ  II ムの 湖水 も あ 

る、 H シモ ン の 乾燥して 炎 夏の 候 は 一 莖の靑 草 を も 留めざる に對 して シャ P ンの 平地に は 薔薇の 馥郁 

たるが ある、 ユダヤの 天地 は 實に三 大陸の 精華 を i めしもので あるから、 其ュダ 人に 及ぼした 感化 は 

實に 世界的の ものであった。 

殊に 埃 及 を 南方に 控へ、 チ グリス、 ュ ー フラ テス 河畔 を 東方に 擁して 居った から パレスチナ は 貿易 交 

通の 要衝に 當 つて 居った、 故に ュグ人 は 坐ながら にして 宇內の 形勢 を 知る 事が 出来る 地位に 居った、 

彼等 は 單に 思想 を自國 の 天然に 養った のみなら す、 時として は ナイルの 氾濫に ノアの 洪水 の 小 模範 を 

目撃し、 ダ マスコ、 力 ー ケミシ の 貿易 市場に 萬國の 民族と 接した、 彼等の 本國は 島國の 體を爲 して 居 

つて 動もすれば 排外 孤立の 精神 を 醸し 易かった、 けれども 彼等 は 大國の 間に 介 立せ し 故に 決して 世界 

的の 精神 を 失はなかった、 ュダ 人は感 する に 深く 信す るに 篤き と 同時に、 亦 彼等の 感情と 信仰と を 養 

おに 三 大陸の 物 を 以てせし 事 は 彼等 取て 非常に 幸 一 i な 事であった。 
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懂々 八 干 方 哩の國 に 住み、 三百 萬餘 りの 人口 を 有する 位で、 ュダ人 は 何 を 以て 國を爲 した 乎、 彼等の 

闽產 とて 別に は界に 向て 誇る に 足るべき もの は 無かった、 彼等の 山地に は 橄攪樹 が 能く 成長した、 彼 

の 平地と 小山と は 能く 小麥と 葡萄との 生育に 適した、 バ シャンの 牧牛と 稱 して ヨルダン 河 以東の 地 は 

其 家畜の 肥大なる の を 以て 有名であった、 ガリ ラャの 湖水の 魚類と 云へば 今 も 古 へ も 人の 稱贊 する 處 

である、 然し 是 等の 產 物は國 内の 需要 を充 たして 尙ほ餘 り ありと 云 ふ 程の もので は 無かった、 亦た 國 

€： に 一個の 鑛山も 無かった、 其築材 さへ 多く は 隣邦の フィ 一一 シャに 仰がなければ ならなかった、 ュダ 

ャ國の 興隆 は 其 物産の 豊富に 由らなかった 事 は 明白で ある。 

然れば 此國の 商業 上の 便利 は 如何で あつたかと 云 ふに、 是 れ亦箅 ふるに 足らない ものであった、 北 は 

フィ- 一 シ ャの國 境より 南 は ナイル 河口に 至る まで 地中海の 沿岸に 是れぞ と 云 ふ 良港 はない、 其 北方に 

當てァ ー クル 湾 (Bay  of  Acre) は あるに もせよ、 是れ とても ッ ロゃシ ドンの やうな 完全なる 船舶の 

Jg^s 田 場で はない、 ョッパ (Joppa) は 今日に 至る も 海路より パレスチナに 人る の 唯一の 港口で ある、 

然し 其 碇泊の 險惡 なる 事 は 彼 地に 旅行す る 者の 何人も 實驗 する 所で ある、 亦た 紅海に 瀕して は H ギオ 

ゾ y に パク 0 お ion-Geber) の 有名なる 港 は あれ ども 其ュダ 人の 手に 在りし は 僅に ソ 口 乇 ン王 治世の 


間 丈け であった、 縱 し叉酪 能の 背 を 借りて、 埃 及 バビロ 一一  ャ 問の 取 繼 貿易に 從事 せんとす る も、 北方 

に はヒッ タイト (Hittite) 人が あり、 南方に は H ドム (Edom) 人 ありて ュダ 人の 到底 敵對し 難き 競爭 

者であった、 斯く 海に 於ても 陸に 於ても 古代の ュグ人 は 商業 を 以て 國を 興す の 地位に は 居らなかった „ 

然 らば 彼等の 製造業 は 如何にと 云 ふに、 是れ 亦フィ 一一 シャ 人. ギリシャ 人の それに 比べて 見る に 足る 

もの は 無かった、 ュダ 人が 美術 装飾の 民でなかった 事 は 前に も 述べた 通りで ある、 大王 ソ モンが 全 

國の 富を竭 して M ルサ レムに 神の 拜殿を 造りし 時に、 彼 は 築材、 装飾品 は 勿論、 技師 工匠に 至る まで 

一 切 之をッ £1 に 仰がなければ ならなかった、 若し 其 趣好より 云へば 昔時の ュダ人 ほど 淡白の 民 はな か 

つた、 彼等 は 自身 修飾 を 嫌った 民であった から、 之 を 製造して 外國に 輸出す るが 如き は 彼等 は 勿論 爲 

さなかった。 

蕞雨 たる 小國の 民で あるから、 彼等 は武を 以て 鳴る 事 能 は ざり し は 勿論で ある、 『或 人 は 車を賴 み、 

或 人 は 馬 を 頼みと する も、 我 は 我が H ホバの 神に 頓 らん』 と は、 ュダ 人が 自身 埃 及 人と アツ シリャ 人 

とに 比べて、 彼等の 武備に 到底 及ぶ 能 はざる を斷 念した 言辭 である、 ュダ 人が 彼等の 武に 頼りし 時 は 

彼等が 毎に 失敗せ し 時であって、 彼等が 終に 祖先の 國を喪 ふに 至りし も 亦た 此 時であった。 

農業で なく、 商業で なく、 工業で もな く、 將た 武術で もない とすれば ュダ人 は 抑 も 何に 依て 彼等の 國 

を 興した か、 國は實 際 腕力と 黄金と に 依らす して 與し 得る もので あるか、 若し 然 らんに はュダ の與り 

し 理由 は 一 つと して 發見 する 事が 出来ない。 

然し 人 は パンの み を 以て 生活す る もので はない、 亦た 國； 3^ も 兵と 富と 計りで 與る もので はない、 人 は 

精神的 動物であって、 國 民と は 此靈妙 不可思議の 動物の 組織した 集合 體 である、 若し 立つべき の 主義 
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が あれば 砂漠の 上 にても 大國家 を 造る 事が 出來 る、 ュダ 人に は資に 一大 信仰が あった、 爾 うして 彼等 

の 此の 信仰た る や、 彼等に 取て は 全世界 を 有する にも 勝る 勢力の 泉 源であった、 此 信仰が あつたから 

彼等の 中に 偉人 は 絞々 と W 屮 Z し、 大文畢 は 耕さす して 彼等の 中に 起り、 富と 兵と に缺 乏した けれども 

彼等 は 萬國の 間に^ 然として 彼等の 威嚴を 維持した、 主義 や 信仰 を 空氣か 風の やうに 有っても 無い も 

の k やうに 思 ふて 居る 人 .>/ は 能く ュ ダャ史 を 研究す るが 宜しい。 

然 らば ュダ 人の 信仰 なる もの は 如何 ふ 云 ふ もので あつたかと 云 ふに 

( 一 ) 彼等 は祌は 一 なりと 信じた、 そして 此神は 宇 {€ 萬 物の 上に 絕對 至上の 權カを 有する ものである 

と 信じた、 彼等に 取て は此 神に 比べて 他に 祌と稱 すべき ものはなかった、 一 神敎を 信じた もの はュダ 

人に 限らない、 アツ シリャ 人 も、 ペルシャ 人 も、 ァラ ビヤ 人 も、 フィ  一丁 ンァ人 も、 叉 或る 意味に 於て 

は エジプト 人 も 一 祌敎の 信者であった、 然し ュダ 人の 一 神敎 は他國 人の 夫れ と は 大に趣 を 異にして 居 

つた、 他 國 人 は獨ー の祌を 信す ると 稱 して 實は 他の 神々 の 存在 を 許した、 彼等 は 所謂 度量の 寬き 民で 

あった、 然し ュダ人 は 神なる 名 稱を獨 一 無二の 神より 外の ものに は與 へなかった、 彼等の 一 神 敎は實 

に！^ も 始終 一徹した ものであった。 

(一 一) ュ ダ人は 彼等の 祌を エホバ (Jehovah) と 呼んだ (或は ャ ー ベ ー Jahveh と)、 此 ェ ホバ なる 

詞の根 原に 就て は隨 分六ケ 敷い 議論が ある、 或る 學者は 之 を yehi  (在らん) hove  (在る) liahyali (在 

りし) なる 三 個の 希 伯 來語を 合せて 成りし 詞で 有て、 過去、 現在、 未來、 卽ち 永遠より 永遠まで 存在 

する 者の 意で あると 云 ふた、 或は 充様 かも 知れん、 祌はモ ー ゼに現 はれて 「我 は 在て 在る 者」 aam 

that  I  am) と 云った、 卽 ちュダ 人の 拜 せし 神 は 惟一 の 存在者と 稱 すべき ものであった、 啻に 萬 物の 


創造者で ある 計りで はなく、 其 維持 者で、 叉 其 完結 者と 認められし 者であった、 爾 ふして 斯ふ云 ふ 神 

であった から 彼 は 常に 人々 の行爲 に關涉 し、 其惡を 矯め、 善を勵 ます は 勿論、 深く 其 將來を 慮りて、 

丁度 牝 鶴が 其 雛を兩 翼の 下に 掩 ふやう に 人類 を 庇 保 ふ 者と して 信ぜられた、 ュダ 人の 祌は 直接に 人類 

と關 係の ある 神であった、 夫 故に 彼等 も 亦 神に 事 ふるに 彼等の 父母 や 叉は國 王に 事 ふるの 心 を 以てし 

た、 凡そ 世界 各國 民の 內に ュダ人 程祌に 親しき！^ はなく、 祌 なくして は、 或は 神の 爲 めなら では、 彼 

等 は 何事 をも爲 さなかった。 

(三) ュダ 人の 祌は叉 正義 公道の 神であった、 勿論 神と 云へば 孰れの 國の祌 でも 正義と 公道と を唱へ 

たに 相違ない、 然し ュダ 人の 神の 如く、 純正 純潔の 者 は 未だ て 人類の 思想に 上った 事 はない、 『汝 

は汝 自身の 如く 汝の 隣人 を 愛すべし』 と 言て 人倫の 基礎 をお め、 『穀物 を碾す 牛に 口籠 を かく 可ら す』 

と 言 ひて、 獸 類に 對 する までの 同情 を敎 へ、 亦た 『汝 他國の 人を惱 ますべ からす 又 之を虐 ぐべ から 

す、 汝等も 一時 は 他國の 人たり しなり』 と 言 ひて は 外人 優待の 禮 儀を敎 へた、 勿論 是 等の 敎訓を 二十 

i 紀 今日の 道德の 標準より 見れば、 能く 解り 切った 事で 別に 驚く に 足ぬ 者の やうに 思れ る、 然し 今 を 

距る g: 干 年の 往時に 遡て 當 時の 狀 勢を考 ふれば、 排外の 精神 は 世界 到る 處に 美德 として 讚 賞せられ 

(日本の 如き は 今日 猶ほ然 り)、 他 國人を 見 る 事禽獸 も啻な ら ざる 時代に 當て此 人情 的敎 訓の唱 へら 

れし事 は實に 驚く より 外 はない、 殊に ュダ 人の 神が 毫末 程 も 卑猥 的 分子 を 留めなかった 事 は、 實に著 

犬なる 事實 であって、 彼が 偽善、 貪婪 を 憎みし と 同時に 人情の 最大 弱點 たる 放肆 淫行 を些 しも 假 借し 

なかった 事 は、 是 亦た 他國の 神に 於て 決して 見る 事の 出来ない 點 である。 

(四) ュダ人 は 叉 世界 統一の 大 希望 を懷 抱して 居った、 此點に 付て は 彼等 は アツ シリャ 人、 ペルシャ 
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人、 羅 -il 人、 叉 は 令の 露西亞 人、 英吉利 人に も 優る 確信 を 有って 居った、 H ホバの 神 は 彼等の 祖先な 

る アブラハムに 斯く曰 ふた、 『我 大に汝 を 恩み 又 大に汝 の 子孫 を增 して 天の 星の 如く、 濱の 砂の 如く 

ならしむべし、 汝の 子孫 は 其 敵の 門 を 遊ん、 又汝の 子孫に よりて 天下の 民 皆 福祉 を 得べ し』 と、 叉預 

一一 目 者米迦 もュダ 人の 未来の 王に 就て 預言して 曰 ふた、 『彼 は エホバ の 力に 由り、 其祌 H ホバ の 威光に 

依りて 立ち、 その 群 を 牧し人 をして 安然に 居らし めん、 又 彼は大 なる 者と なりて 地の 極にまで およば 

ん』、 此 他ュダ 人が 終に 全世界 を 統轄す るに 至らん との 預言 は 彼等の 聖書の 中に 幾 ケ所も 書いて ある、 

此大希 を 抱いて 居った から 彼等 は 如何なる 困難に 出會 つても 決して 失 §lf ー落膽 しなかった、 彼等 は 一 

度 は H ジ ブトに 三百 年間 流浪の民と なった、 又幾囘 かバビ 口 ンゃ アツ シリャ の 王の 爲 めに 掠奪せられ、 

又 一 度 は 全 國民舉 て ュ ー フラテ ス河邊 に 七十 年間の 奴隸的 生涯 を 送った、 而 して 紀元後 七十 年に は 彼 

等 は 全く 羅馬 人の 滅す處 となった、 以來 一 千 九 百年 間と 云 ふ もの は 彼等 は 世界の 各 慮に 散亂 して 彼等 

が國 として 呼ぶべき 邦土 を 有たない、 然し 斯 くも 流離 困難 を 嘗めながら 彼等 は 未だ 世界 統一 の 希望 を 

失 はない、 彼等 は 今 尙 ほ 世界 は 終に 彼等の 支配 を受 くるに 至るべし と 確かに 信じて 居る。 

此の 如き 偉大なる 信仰 を 懐抱して 居る ので あるから 彼等 は 自然と 偉大なる 國 民たら ざる を 得なかった、 

紀元前 二 千年 頃 アブラハムが 始めて パレスチナの 地に 移住して から、 イサク、 ヤコ ブ、 ヨセフの 時代 

を 過ぎ 一」、 千 三百 二 わ 年頃 モ ー ゼが埃 及の 地より 彼等の 種族 を 救 ひ 出せし 時分に は、 彼等 は 旣に百 萬 

人 以上の 國 民であった、 其 後 三百 年 計り は ユダヤ は純粹 なる 共和 國 であった が、 紀元前 一千 年頃 サゥ 

ル 王の 下に 王國 となり、 詩人 的 政治.； M ダビデの 下に 其 隆盛の 極度に 達し、 ダビデの 子ソ a モ ン 大王の 

時に 至りて 外形の 莊麗は 內部衰 凋の 徵を 示し、 其 子レホ *、 アム の 時に 於て 國は 南北の 二 園に 分れて、 


南なる は ュ ダの 王國と 呼ばれて ダビデより 來 りし 正統の 王 を 戴き、 北方の もの は イス ラ H ルの 王國と 

呼ばれて 紛亂の 常に 絕 えざる 國 であった、 そして 北なる は 紀元前 七 百 一 一十一 一年に アツ シリ ャ王サ ルゴ 

ンの 亡す 所と なり、 南方 は 暫く 其 存在 を 維持して 同じく 五 百 八十 六 年に 至り バビ 口 ン王 ネブカ ドネ ザ 

ル の 亡す 所と なった、 亦た 同 五 百 三十 七 年に ベ ル シャ王 サイ ラスの 愛顧に 依て 彼等 は 再び パ レス チナ 

に國を 建つ る 事 を 得た が、 後一 度 は シリャ 王の 配下に 屬し、 又 一度 は獨 立して、 終に は 紀元前 六十 m 

年に ボ ンぺ ー の 征服す る 所と なって 羅 馬の 屬國 となった、 羅馬 帝ァゥ ガス タス シ ー ザ ー の 時に ィ H ス 

キリスト は 生れ、 後 七十 年 を 經てヴ ヱスパ シャン 帝の 時に 其の 子 タイタスの 全く 亡す 所と なった、 是 

が先づ ユダヤ 歷史の 極々 の 大略 で あ る。 

今 熟々 ュダ 人の i 敗の 原因 を 尋ねて 見る 1? 其 一盛 一 衰はー に 彼等が 其當 時に 懍 いた 居た 信仰の 度の 

高低 强弱 にあった 事が 歷 然として 解る、 斯く 云へば とて 何も 必 しも 神の 厳罰が 覿面に 彼等の 上に 現 は 

れて爾 ふなった と 云 ふので はない、 前に も 述べた 通り、 ュダ 人の 如き 精神的 國 民に 取て は 彼等の 信仰 

△  <!<:△△ 厶厶  <1厶<3<1<3<"<3厶<3<3 厶 厶厶厶 △△<!  <!△△△△ 厶<3 厶  <厶<1<1^< ：厶厶 <3厶<1<3 

の 外に^に 國家を 維持す るに 足る ものが 無かった から 彼等の 信仰の 衰微 は 直に 國 運に 於て 現 はれた、 

エジプトの やうな 豐 富な 國 では 道德の 衰顏は 容易に 國の 破滅 を來 さない、 其沃饒 なる 田園と 其 巧妙な 

る ェ 藝 品と は 永く 萬國 の 信用 を繁 ぐに 足 つて、 縦し 民心 は 禽獣の 夫にまで 墮 落して も 画家 の 體面は 何 

ふか 斯う か 維持して 行く 事が 出来る、 然るに ユダヤ は 全く 之と 反對 であって、 ュダ 人に 道德 なければ 

彼等に； El つ 取り所がなかった、 國は 至って 小さし、 產物は 乏しい、 故に 彼等が 精神的に 死せ し 時 は 

亦た 國家 的に 亡びし 時で 有った、 丁度 志士と か 文士と か 云 ふ 人達が 黄白の 爲に 節を賣 つた やうな もの 

で、 其 時の 彼等の 憐れ さは 實に 物の 譬へ やうが 無かった、 然し 又 反對に 一度び 彼等の 心中の 信仰が 復 
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興 するとき は 彼等 は 恰も M  、ン モン の 荒野に 赛 雨の 降りし 時の やうに 忽然と して 雄 匿 偉大の 民と なった、 

高想は滾々たる流水の^:水源ょり溢れ出る如くに彼等の屮ょり流れ出でた、 忽 にして ィ ザャ、 H レ ミヤ 

の 如き 詩人 的大 政治家が 起り て國 家の 理想と 人類の 希望と を 歌 ふた、 マカビ ー スが 一 たび 起て は全國 

民 は 失意の 假陲 より 覺 めて >1  布 望勇壯 の 民と なった、 ュダ人 ほど 失 し 易い 民はなかった が、 叉 彼等 ほ 

ど 希筌を 囘復し 易い 民はなかった、 彼等の 唯一 の 所有 品と て は 彼等の 感激し 易き 心 腸の みで あつたか 

ら、 感慨の 有無と 强弱 とに 依て 彼等 は 全く^ 種の 民と 變 じた。 

斯く 彼等 は 1 一千 年 問 彼等の 國 li- 的 生涯 を模 けた、 雨 ふして 彼等が 羅馬 人に 隸屬 する やうに なって 彼等 

の 中に 一 個 奇異なる 人物が 突然と して 現 はれた、 彼 は 北方 ガリ ラャの 山地 ナザレの 僻村に 大工 を營み 

し ヨセフと 云 ふ 者の 子であった、 或 人 は 彼 を 預言者 H リャ の再來 であると 云 ふた、 又 或 者 は 彼 は惡魔 

に 魅 かれし 者で あると 云 ひ、 衆評 紛々 たる 有様であった が、 然し 彼 自身 は 神の 子で 人類の 救 主で ある 

と 曰った、 此を 聞いた ュダ人 全體は 彼の 此言を 聞いて 非常に 激昂し、 彼等 は 「彼 は祌を 辱める 者 だ」 

と 叫んだ、 然し 彼が 他に 何等の 罪 を 犯さなかった 事 は 彼の 敏も 承知して 居った、 彼は實 に謙遞 なる 事 

小羊の 如き 者であった、 然し ュダ人 は 党に 彼を赦 さなかった、 彼等 は 終に 無謀に も 彼 を 大逆 無道の 人 

と斷 じて 彼 を 十字架 上に 釘け た、 彼 は 斯くて 三十 三 歳 を 一 期と して 恥辱の 横死 を 遂げた、 然し 彼は實 

に ュダ 人の 中に 傑出した 最も 大 なる 者であった。 

先づ 一 考 して 見 給へ、 彼の 今日に 及ぼせる 勢力 は 如何で ある 乎、 微々 たる 大工の 子に して、 十字架に 

釘 けられし 此ュダ 人 は 今 は 世界の 王の 王で ある、 英國の 女皇も 彼の 名 を 口に 唱 へる、 唱 へなければ 國 

民 Q 信用 を 失 ふて 仕舞 ふ、 露國の 皇帝 も 彼の 前に は 奴 僕で ある、 彼の 戴く 冠 冕に は 十字架の 徽章が 附 


いて 居る、 獨 逸の 皇帝 も 彼の 宗敎の 保護者 を 以て 自任して 居る、 ィ H スの 信者 は 今 は 三 億 九 千 一 百 萬 

を 以て 算 へられる、 是は 世界の 總 人口の 二割 八 分で あるが、 然し 其 最も 開けた 進歩した 部分であって、 

智識 も、 道德 も、 富 も、 兵力 も 今 は 全く 彼の 信徒の 掌中に 歸 して 居る、 勿論 彼等 イエ スの 弟子と 稱す 

る 者の 中の 最大 多數は 彼の 眞 意の 那邊に あるか を 知らない 者で ある、 隨て 彼等の 行動の 多く は 彼の 敎 

訓に展 つて 居る、 然し 彼等の 理想と する 所 は 皆な 彼の 如き 公平無私、 純潔 謙遜の 生涯に あ < ^事 は 確か 

»  ,  ,  f-ooc-oooooc)ooc>〇OOGOOOOOO  oooooocooooooo  CO 

である、 故に 若し 其 人の 握れる 實灌の 多寡 を 以て 計るならば、 今日 世界の 王と も稱 すべき 者 は、 英吉 

0  0000  OOOOOOCOOC  00  cooocooocoooooooooccoo〇o  oo 

利の 女 皇ゃ露 西亞の 皇帝で はたく して、 彼等が 師 として 仰ぐ 所の ュダ 人な りし ナザレの ィ H ス、 キリ 

0  0  0  C  0 

ストで ある。 

、. へ つ，、 り  おやい し 

『工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり』、 ュダ 人の 殺せし ュダ 人が 實際 はュダ 人の 王と なって、 

亦 世界の 王と 成りつ、 あるので ある、 世界 は 矢張り ュダ 人に 依て 統一 せらる-もの.^ 樣に 見える、 然 

れば 往時の 預言者の 言 辭 は眞理 であって、 ュダ國 存在の 理由 はィ H ス キリストなる 大人物 を 人類に 供 

給す る爲 めであった、 此 人物が 生れて、 彼 は 彼の 天職 を 了へ て 人類 救〕 t の途を 開いた 後 は、 ユダヤ は 

其 存在の 理由 を 失 ふて 國 として は 消失せ て 仕舞 ふた、 恰も 草が 實を 結んで 枯れて 了 ふたと 同一 である、 

然し 其 結びし 實は 亦た 新ら しき 生命の 樹を 生じ、 其 蕃茂は 綿々 として 永遠に 及ぶ も盡 くる 期な く、  iiC 

葉 は 萬國の 民を醫 し、 其 果實は 凡て 痛める 者の 心 を 慰む る やうに 爲 つた。 


第 十五 罔 ュ ダ ャ (下)  七 六 五 


興 M  *  a  七 六 六 


第 十六 囘 歷 史的 人種 (上) 


歷. は 人類 進歩の 記錄 である、 故に 進歩に 關係 のない 人種 は 歴史的と 稱 する 事 は 出来ない、 彼の 北海 

道の アイヌ 人種 や、 泰灣の 生蕃 族、 或は 南洋の 食 人々 種 等 は 人類の 一部分た るに は 相違ない が 歴史的 

人 極と 云 ふ 事 は 出来ない、 彼等 も 何時か 一 度 は 人類 進歩の 爲 めに 何に か貢獻 する 所があって 歷 史的 人 

極と なる 事が あるか も 知れない、 然し 夫れ まで は 彼等 は 博物 學 的に のみ 攻究 さる、 に 止まって、 歷史 

家の 筆端に 上る 價値 のない ものである。 

艾 過去の 記錄を 有する 人稷 であると して 必 しも 歷 史的の もので はない、 南亞米 利 加の ペル ー 人 や、 北 

アメリカの メキシ コ人は 共に 多くの 過去の 記錄を 有する 民で あるが、 歷 史的 人種で あると 云 ふ 事 は 出 

來 ない、 叉 支那 人の やうに、 朝鮮人の やうに、 彼等 も 遠から すして 歷 史的 人種と なる のか も 知れぬ が、 

八， 日の 處 では 未だ 其 名譽の 地位に 立て 居る 者と は 云へ ない、 人類 全體の 進歩に 大 影響を及ぼした 事の 

ない 民 は 如何に 老大圃 の 民で あっても 歷 史的の 民と 云 ふ 事 は 出来ない。 

扭 て進步 にも 種々 種類が ある、 ェ藝 上の 進步も あれば、 政治 上の 進歩 も あり、 文學 上の 進歩 も あれば、 

宗敎 上の 進步も ある、 文明と は元來 合成 的の ものであるから、 人類 は 一方に のみ 發 達して 居れば とて 

決して 全體に 於て 進歩す る 事の 出來る もので はない、 丁度 兹に 一 社會 があって 其 發達を 遂げん が爲に 


は 種々 の 人物 を 要する やうに、 人類 も 其 完全の 域に 達せん が 爲には 亦た 種々 の 人種と 國 民と を 要する 

ものである、 今 ま 人類 總體 を大 川に 譬 へて 見れば 人種 は 其 主なる 支流であって、 國民は 支流の 更に 分 

支した ものである、 i して 歷. i 的 人種と は、 或は ェ藝を 以て、 或は 文學を 以て、 或は 政治 思想 を 以て、 

或は 宗敎的 觀念を 以て 旣に 今日までに 文明と 云 ふ 幹流に 進步の 水分 を 注入した る もの を 指して 云 ふの 

である。 

斯く觀 じて 來 ると 歷 史的 人種なる もの は 今日の 處 では 世界の 總 人口の 一 小 部分なる 事が 解る、 褐色 或 

は 黒色人種 とも 稱 して、 南洋諸島 や、 阿弗利加の 內 地に 棲息して 居る 一億 五 千 萬餘の 民族 は 未だ 是ぞ 

と 云 ふて 人類 進 步の爲 に 功 を 奏した 事 はない、 彼等の 內で 米國に 移住した もの は 今 は 稍々 進歩 歷史に 

關係を 有する やうに なった けれども、 未だ 人種と して 大國家 を 組織す るに も 至らす、 亦た 新 文明 を 造 

るに も 至らない、 西 印度の ハ イチ、 サン ドミンゴの 二 國は黑 人の 建設した 共和 國 では あるが、 彼等 は 

黑人 の 西班牙 化 又 は 佛蘭西 化されし 者で あ つ て 、 黑 人種 固有 の 性質 を發 揮して 國を 成した も の ではな 

、 0 

次 は 人口 六 傥ニ千 萬餘を 有する 黄色人種 であるが、 是は其 一部分 丈け は歷 史的 人種で ある、 歐羅 巴の 

中心に 攻め入て 白色人種の 間に 一 種 獨特の 文明 を 作った 洪牙利 人 は 粉ら ふべき なき 黄色人種であって、 

亦た 歷 史的 人種で ある、 若し 彼等の 中に ハ ン 一一 ァヂ なる 英雄が 出て、 土 耳 古人の 侵入 を 喰 ひ 止めな か 

つたなら ば、 歐羅巴 大陸 は 決して 今日の やうな ものに 成らなかった に 相違ない、 ルイ コス —ト、 バッ 

ティア-一、 ゴ ルゴ ィの やうな 人物 は 皆な 立派なる 歷史 上の 人物で ある、 洪牙利 人 あるが 爲に 我等 黃色 

人稀に屬して居る民は！！界に向って我等の人種の爲に誇.^ 叉 其 未来の 希望 を 述べる 事が 出かる。 紛 
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蘭 土人 も 叉 黄色人種であって、 其 最も 進歩した ものである、 バル チック 海 北岸 一 帶の地 を 占め、 露 西 

亞と瑞 典との 問に 位して 能く 國家的 尊厳 を 維持し、 名 は 露 西 亞帝國 の 一 領土で ある けれども 實は 厳然 

たる 獨立國 である、 土 •  耳 古人 も歐洲 に阈を 成して 居る 黄色人種の 一 つで あるが、 彼 は 文明 進歩の 雷 助 

者と 云 はんよりも 寧ろ 其 妨害 者と 稱 すべき 者で ある、 昔し のハ ン人 (Huns)、 ス キト 人 (scytMans」 

等 も 若し 黄色人種であった ならば、 彼等 も 土. 耳 古人と 均しく 進歩の 障礙 者の 中に ii^ へらるべき もので 

ある、 又 太古 時代の H ラム 人 (Elam) が 黄色人種に 屬 した 者なら ばバビ II -1 ャ 文明 創設の 功 は 正に 此 

ん 種に 歸 すべき ものである、 支那 人 は 洪水 以前の 文明 を 今日まで 保存し 来った 外 は、 別に 人類 全體の 

爲に盡 した 事がない 故に、 歷史 的國 民と なる には尙 ほ^に 偉功 を樹 つる 處 なくて はならない、 日本人 

が 若し 其 天職 を 難す 事 を 得て 東亞 四 億 萬の 民衆に 新 文明 を 注入す るの 媒介た る 事が 出来れば、 X 布臘人 

にも あらぬ 歷 史的 人民と なって、 永く 其 芳名 を 世界 歷史 面に 留める を 得る に 至る であらう、 黄色人種 

は黑色 人種の やうに 歷史 以外に 立つ の 人種で ない 事 は 明瞭で ある。 

然し 世界 歷史に 最も 關 係の 深い 人種 は 白色人種 である、 斯く云 ふ は 決して 余輩の 偏見で ない 事 は 少し 

く 世界 今 n: の 大勢 を觀 察して 見れば 解かる、 世界 睦 面の 大部分 は實に 白色人種の 領土で ある、 文明の 

利器と して 用 ゐられ る 機械 は 大方 皆ん な 白色人種の 發 明に 成った ものである、 或は 政治と 云 ひ、 法律 

と 云 ひ 白色人種の 手に 成らざる もので 能く 文明 國に 適用すべき もの は 無い、 C 色 人種 以外に 美術な し 

と は 少しく 過大の 言 の やうで あれ ども、 然 らばと て 黄色人種 の 美術な る もの は 其 實は唯 だ 美藝と 云 ふ 

に過ぎないと 云 ふ も 全く 理由の 無い 言で はない、 文 學に於 も 矢張り 同然であって、 支那 人 や 朝鮮人 等 

黄色人種の 作った 文 學は實 は 文 藝と云 ふべき ものであって 文學 (Literature) ではない、 文 學とは 思 


惟 (Thought) の發 表であって 思惟の 無い 慮に 文學の あり やう 害 はない、 司 馬 遷の事 を 東洋の プル タ 

1 クと云 ふが， 然し プル タ ー ク司 馬遷の 問に は 根本的の 差異が ある、 一 は 推理 (思惟) の 人で 他 は 知 

覺 (sense  perception) の 人で ある、 英語の ソ ー ト、 獨逸 語の ゲ ダン ゲンな ど. ふ 歐羅巴 語 を 東洋 

語に 譯 する は 甚だ 困難で あると 思 ふ。 

人 極と 云 へ ば其數 も； 類 も 非常に 多い 人種で ある、 數に 於て は 黄色人種の 夫れ に 超 へて 六 億 七 千 

萬 ある、 其 種類に 至て は 印度 土着の 民で ドラ ビディ アン (Dl-avklian) 人種と 稱 する 者 は 外貌 こそ 黑 

人に 類して 居る が、 人類 學 上の地位で はお 色 人種に 屬 すべき 者で あるとの 事で ある、 阿弗利加に 於て 

も 一一 ュ ビヤ 人、 アビシ 一一 ャ人、 H ジプト 人な ど は 其 外皮の 濃褐色な るに 係 はらす 矢張り {U 色 人種と し 

て 種別 さるべき 者で ある、 又は ァラ ビヤ 人、 ュダ 人、 ヱシォ ピャ 人、 アビシ 一一 ャ人等 も 其 毛 髮は黑 色 

で 其 皮膚 は 淡黄色 を帶 びて 居る けれども、 是 亦た 粉 ひない， III 色 人種の 一派で ある、 其 他 印度人、 ペル 

シャ 人、 ァ ルメー ーャ 人、 ァ ルバ 一一 ャ人、 セル ビヤ 人 等 は 彼等の 文明が 餘り 高くない 故に 我々 は 時と し 

て は 彼等の. R 色 人種なる 事 を 疑 ふ 事 も あるが、 然し 彼等 は殆ん ど純粹 なる，：： 色 人種であって、 伊太利 

人、 獨 逸人、 佛蘭西 人 等と 祖先 を 同一 にす る 人種で ある、 所謂 「地中 诲 人種」 と稱 して 曾て は 地中海 

の 周 園に 本據を 定めし 民 種 は 今では 六 億 二 干 五百餘 萬の 多き に 達して、 世界 到る 處に居 を 移し、 文明 

進歩の 保護者 且つ は開發 者と して 人類の 最上 位 を 占めて 居る 所の 者で ある。 

以上 は^ 界 現在の 人種に 就て 述べた 所で あるが、 然し 今より 三千 年の 昔に 溯り、 人類 活動の iHi! 域 は 世 

界の 一 局部に 限られし 頃 は 隨て歷 史的 人種 も 今日の 如く 多くはなかった、 太 古史の 舞臺 とも 稱 すべき 

もの は 重に 西方 亞細亞 であって 之に 阿弗利加 の 東北 隅と 歐羅巴 の 東南 隅と を. 泖 へし ものに 過ぎな かつ 
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た、 西 はパミ ー ル 高原 を 以て 限られ、 束 は 伊太利 半島 を 越へ す、 北 は 黑海コ ー カサス 山 を 以て 境と し- 

南 は ペルシャ 灣、 ァラ ビヤ 砂漠 幷に 紅海 を 以て 終って 居った、 其 而橫は 大凡 二百 五十 方哩 程で あつ 

て、 歐羅巴 大陸の 殆んど 四 分の 三位に 過ぎなかった、 ペルシャ 王 ダリ ヤスの 時代に 於て 此區域 =2： に 住 

ひし 人民の 數は 大凡 二 千 五 百 萬 位であった らふとの 事で ある、 其 ^ に 支那 人の ありし 事な く、 印度人 

は 傲に 其 西北 隅ィ ン ダス 河の 流域に 住みし 者の み 知られし なるべく、 又 阿弗利加の 黑 奴の 如き は單に 

ェ ジ ブト、 バ ビ a ン 等の 扠隸 市場に 現 はれた 位 ひの 者であった らふ。 

斯く 西方 亜 細亞の 151! 域 は廣大 ではなかった が 人類の 進 步歷史 は 實に此 小 15!: 域內に 於て 始っ たもので あ 

る、 エジプト、 バビ ロー ーャ、 アツ シリ ャ、 フィ 一一 シャ、 ユダヤ は 勿論、 リ ディ ャと稱 して 今の 小 亜 細 

IS! の 西北 部に 一 時 は 強大なる 王國と 成って 現 はれた もの も、 へ タ叉は ケタの 國と稱 へて 一 時 は H ジブ 

トと 賴を爭 ひし もの も、 メ ディ ャも、 ペルシャ も 皆ん な此 一!il 域 內に現 はれし 國 である、 人類の 歷史と 

云 ふ もの は 今より 一 萬 年 以前に 始まりし ものと 假 おして 見れば 其 八千年 問 は 大抵 此小" m 域 に 於 一 ^ 演 

ぜられ しもので ある、 故に 世界 歷史の 五分の gl は 西方 亞細 亞.^ - であると 云 ふても 训に差 支 はない と 田 あ 

ケ 

拔て此 lEi: 域内に 如何なる 人種が 住って 居った か、 之 は 古代史 を 研究す るに 當 つて 最も 大切なる 問題で 

ある、 雨う して 此點に 於て は 西方 亞細亞 は 東方 亞細亞 と は， 犬に 其 趣 を 異にして 居る、 葱嶺 以東 太平洋 

に 至る まで は 唯 だ 一 つの 人種が 住って 居った のみで ある、 戈 壁 砂漠の 蒙古 人と 云 ひ、 途東 滿洲の 山野 

に 天幕 を 張りし と 云 ふ 肅愼、 勿吉、 珠鞮と 云 ひ、 渤 海と 云 ひ、 契 丹と 云 ひ、 女3^:〈と云ひ、 匈奴と 云 ひ- 

北 狄と云 ひ、 鐵勒と 云 ひ、 西 蔵の 民たり し 西 笼と云 ひ、 西 戎と云 ひ、 其 名 こそ 異なれ、 姓 こそ 遠へ、 


皆な 黄色人種の 種族であって、 人類 學上 では 同じく 一種 一様の 人種であった、 上下 五 千年に 涉 ると 云 

ふ 泰東史 なる もの は實に 一人 種の 歷史で 外ない、 勿論 其. s: に 多少 異ん 種の 雜 つて 居らない 事 はな かつ 

たに 相違 あるまい、 然し 白色人種 又は 視色 人種が 曾て 禹域を 横領した など. -云ふ 事 は 支那 歴史に 於て 

決して 見る 事の 出来ない 所で、 然 かも 之 は 支那 人が 世 i に 向って 非常に 誇る 所 1 ある。 

然し 西方 foj ,i 亞に 至って は 是とは 全く 違って 居る、 其 内に 歷史 に關係 ある 人種と 云 ふ 人種で 代表され 

て 居らない もの はない、 其 内に は 勿論 黄色人種が 居った、 パミ ー ル 高原の 西 麓に はサカ (sacio 人が 

あって、 是はぺ ル シ ャ帝國 が其最 盛の 極に 達した 頃 は 帝國に 供す るに 最も 勇敢なる 兵卒 を 以てした 蒙 

古人 種の 一派であった、 又は マザガ ティ ー と稱 して 八.' の 土： 斗 其 斯丹を 占領して 居った 民 も 確かに 黄色 

人種であった、 唯 だ 夫れ 計りで はない、 前に も 述べた 通り バビ U  -ーャ 文明の 基礎 を据 へしな らんと 云 

ふ ェ ラム 人 も 多分 黄色人種であった らふとの 事で ある、 又 スクト 人と 云って 黑 海の 南北 兩 岸に 住し、 

小亞 細： 亞 地方 を 掠奪し、 預 、言 者 H レ ミヤ をして 彼の 悲痛なる 警 吿を發 せしめし：^ は 大方 は 黄色人種で 

あつたで あら ふ、 又 或る人の 說に 依れば へタ人 (所謂 ヒッ タイト 人に して 日本人の 祖先な りとの 說ぁ 

る もの) は 紀元前 八 九 百年 頃まで 西方 亞細亞 に 迹を絕 た ざり し 黄色人種の 殘 類であった との 事で ある- 

若し 夫れ C 色 人 極に 至って は 其 支 派 末派に 至る まで 悉く 西方 亞細 亜に 於て 代表され て 居らなかった 者 

は 稀で ある、 今 こそ は 一概に，：！： 色 人種 を歐羅 巴人 種と 稱へ、 黄色 人 極 を 亜細亜 人種と 稱 へて、 歐亞兩 

大陸に 白 黄 の^が ある やうに 世人 は 思 ふけれ ども、 白色人種 とて 元は 始めて 亞細亞 に 起った 民で あつ 

て、 1SI 細 亜 は實に 彼等 を 養育せ し 彼等の ホ ー ム である、 只 黄色人種 は 重に 其 東半 部に 於て し、 白 哲人 

種 は 共 西部に 於て 發 達せし 故、 令 日の 如く 二者 東西に 相别れ るに 至った ので ある、 或る學者の！^^にョ 
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1 口 ツバ (Europa) なる 名稱 はフィ 一一 シャ 語の ゥ ラッパ (urappa) より 來り しもので あって、 「白色」 

の 意で あると 云 ひ、 叉ゲ ベリン (Gebelin) 氏なる 佛 國の學 者の 說に 依れば 同じ フィ  一丁 ンャ 語の ゥラ 

ブ (urab) 「西」 なる 詞 より 來り しもので あると 云 ふが、 何れに しろ 白色人種 は 西方に 住 ひし 者で あ 

るとの 事 は 太古 時代より 人の 一 般 に？？ へし もの & やうに 見 人る。 

歴史と 稱 すべき 歷史 は實は 西方 亜 細亞に 於て. H 色 人穩を 以て 始っ たもので ある， 美の 何たる 乎、 想の 

何たる 乎、 宗教の 何たる 乎 は 白色人種が 歐、 亜、 弗 三 大陸の 互 接する 邊に 於て 略 ぼ 決定せ し 問題で あ 

る、 爾 うして 之を爲 すに 當 つて 彼等 は 異人 種卽ち 重に 黄色人種との 接觸を 要した 計りで はなく、 亦た 

白色人種 中 各派の 劇烈なる 折衝と 競爭 とを耍 した、 太古 四千 年間の 歷 おは 主として 白色人種の 歷史で 

あって、 其三大 派が 西亞の 天地に 相次いで 進歩の 上に 進歩 を 加へ し記錄 である。 

n 人種の 三大 派と はシ H ム、 ハム、 ャべテ の 三人 種で ある、 之 は ノアの 子より 出し 名であって 勿論 舊 

約聚 書より 出し ものである、 三人の 中 孰れが 長子で、 孰れが 末子で ありし か は 能く 分らない が、 然し 

彼等が 兄弟で ありし 事 は 聖書の 示す 通りで ある、 是に 依て 見る と ノアなる 人 は 洪水 以後の 人類の 始祖 

ではなく して 白人種の 始祖であった 事が 分る。 

洪水の 話、 ノアと 彼の 子孫との 話 は 何れ ほど 歷 史的の 價値 ある もの か は 玆に斷 する 事 は 出来ない、 

或 人 は 之 は 皆な 譬喩で あると 云 ひ、 叉 或 人 は 之 は 一地 方に 於て 起り し 出来事の 記錄 であると 云 ふ、 然 

し 兹に歷 お.； M の 非難す る 事の 出来ない 事が 一 つ ある、 夫れ は 卽ち歷 史的 人種に 三種あって、 三者 相互 

問の 類似 點と 差違 點 とが 略 ぼ 聖書の 示す 通りで あるとの 事で ある、 或 人 は 聖書の 示す 名で ある 故に 宗 

敎奧 しとて 之 を 忌が る 人が ある、 雨う 云 ふ 人 は 何も 必 しも 此名を 用 ゆるに は 及ばない、 只 古代の 白人 


種に 聖書が 記載す る やうな 明ね たる^が あって、 太 古史なる もの は是等 三者の 相互 的 動作で あると 云 

ふ 事 丈け を 承知して 居れば 立 しい。 

故に 古代史に 四 大人 種が あつたと 云 ふ 事が 出来る、 實は 一 大人 種と 三 支族より 成る ものであるが、 然 

し 四 者 の^^の 餘り 明，： n なる より 之 を 四 大人 種と 稱 する 方が 甚だ 便利で ある、 卽ち 第一 がシ ヱム 人種、 

第一 一が ハ ム 人種、 第三が ャぺ テ人 極で、 第 四 がッラ ン (T 一 Irallian) 人種で ある、 第 四 は 前 一二 者 卽ち白 

色 人種 以外の 民を總 括す る名稱 である。 


第 卜七囘 歷 史的 人種 (中) 


ッ ラン 人種と は 白色人種 以外の 民の 總稱 である、 ッ ラン (Turall) なる 詞は 素と 波斯 語に 出し もので 

あって 「イラン 人 以外の 民」 (no-Imn) と 云ふ義 であるとの 事で ある、 至って 漠然たる 名稱 であって、 

人類 學 的に は 殆んど 用の ない 詞 であるが 然も 歷 史的に は 甚だ 便利な 名であって、 ッ ラン 人種 叉 はッラ 

ン 文明と 云 へば 一 種 特別の 意味 を 通す る詞 である。 

白色人種 以外の 民と 云 へ ば黑 人種 も 褐色 人種 もッ ラ ン 人種の 中に 含まる ベ き 者で あるが、 然し 實際は 

然ら すして、 古代史に i 、てッ ラン 人種と 云へば 重に 黄色人種 を 指して 呼ぶ 名稱 である、 人類の 歷史な 

る もの は實は 黄色人種 を 以て 始まりし ものであって、 夫れ 以前の 事項 は 重に 考古學 の 領分に 屬 すべき 
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もの である。 

若し 進化論の 方から 言 ふなら ば 黄色 人 狐 は視色 人種と， H 色 人種との 問に 立つ 者であって、 黑 人種、 銅 

色 人種 等が 進化して 稍 や 文明 的 生 雜に耐 ゆるに 至りし 者で あると 云 ふ 事が 出来る、 そして 序に 述べて 

置く が 白色人種の 中で も ハム 人種 は 其 最も 劣等なる ものであって、 黄色人種に 最も 近い 者で あり、 シ 

ェ ム 人種 は ハ ム 人種と ャぺ テ 人種との 間に 來 るべき ものであって、 ャぺ テ 人種 は，：！： 色 人種の 中 最も 優 

等の 民で ある、 故に 進化の 順序から n つて ッ ラン 人種 は必す s 色 人種の 前に 來 るべき 者で ある、 後者 

ュ實に 前者の 後 を 襲 ふた 者で あって、 ，：n 色 人 極 の 到りし 所に は必す ッ ラ ン ん 極が ^以て 旣に 住って 居 

つた やうに 見 へ る" 

ra: 大人 觀が 能く 其 順序 を逐 ふて 歷史 面に 顯 はれし 處は バビ 一一 ャの 平原で あるが、 其 最古の 民 は エラ 

ム 人を稱 して ッラ ン 人種の 一 派で ありし 事 はバビ „1 -ー ャ 史を談 する 時に 旣に 述べし 通りで ある、 バ ビ 

B 一一  ャの 原始的 文明と 今日の 支那 文明との 問に 近い 關 係の ある 事 は 我等の 殊に 注意すべき 事で ある、 

一 一 者 共に 現實 主義 を 基と する 文明で あり、 其. H 色 人種の 感化 を 受けし 者が 西洋文明の 基礎と なりし バ 

ビ a 一一  ャ 文明であって、 其 原始的 形狀 を持鑌 して 今日に 至りし ものが 支那 文明で ある、 サ ルゴ ン 第一 

世の 下に シ H ム 人種の 王國の 起ら ざり し 前に、 「夫の 權カ ある 獵夫 一一 ム B. デ」 が クシ 人 (cushite) と 

稱 する ハムん 種の 一派 を 率いて 亜 拉比亞 半島の 南部より 此 地に 移住し 来りて、 づ、 ぺ H レック、 ァ 

力、、 テ 等の 城市 を 築きし 前に ッ ラン 人 械は旣 に數百 千年の 長き 問此 地に 在りし 者で ある。 

埃 及に 於ても 亦问じ 事で ある、 所 IS 埃 及 人なる 者 はね 色 人種の 一 派であって 決して ナイル 河途 土着の 

民でなかった 事 は 令は學 者の 一 般に 承認す る 所で ある、 彼等 は亞拉 比亞の 西南 部义は 阿弗利加の 東部 


大西洋の 海岸より、 サハラ、 埃 及 を 通じて、 亞拉 比亞、 波斯、 トル キス タン、 蒙古、 滿洲 まで、 二 六 

陸に 跨る 一 帶の 砂漠 國に 於て 行 はれつ- - ある を 知て 亞拉 比亞の 世界的 勢力が 如何に 廣大 であるか^ 分 

る、 亜 拉比亜 は 優美なる 文學を 出した、 又 一丁 不べ、 バグダッド、 コル ドバに 於て 莊大 なる 美術 を 造つ 

た、 其 精神的 感化 力に 至て は I 界各國 多分 亞拉 比亞に 及ぶ もの は あるまい。 

何時の 顷かは 分らない が、 何でも 極く 早い" 頃に 相違ない、 C 哲人 種の 一 派が 北方の 或る 國 より 來 つて 

此 半島 內に居 を 定めた、 そして 土地と 氣 候との 感化に 於て 彼等 は 追々 と 彼等の 持來 りし 其 同 有の 性 を 

脫 却した、 彼等の 皮膚 は 其 赤 白色 を 失 ふて 薄黑 色と なった、 彼等の 毛 髮は其 黄金色 を脫 して 黑 色に 變- 

じた、 彼等の 骨格 は 細り、 彼等の 全體の 容貌 は暖國 的に 爲 つた、 白皙 人種の 亜拉 比- 亞 化されし ものが： 

卽ち ハム、 シ H ムのニ 大人 種であった。 

ハ ムは 半島の 南部に 於て 發 達し、 後ち 海 を 渡って、 東せ し 者 は 波斯灣 頭に 一一 ム デの 王國を 建設し、 

ッ ラン 人種の 後 を 承け て白晳 人種の 創めし 最始の 文明 を 造った、 西せ し 者 は 阿弗利加に 入り、 ナイル 

河 邊に埃 及國を 建設した 事 は 前 囘旣に 述べた 通りで ある、 ハムと シェム と は 素と 同一 の；：^ であって、 

一 度 は 半島の €： 部に 於て 同 一 の言語を使用し居りし者ならんとの5^^は鞔近の人種學者ゃ言語學者の1^, 

厲唱 ふる 所で ある。 

ハ ムは 南に 向て 仲び、 シ H ムは 北に 向て 廣 がった、 其 一 派 はメソ ボタ ミヤに 下って 此處 にバビ ン、 

アツ シリャ の 强國を 築いた、 ュ ー フ ラテ ス 河岸 一 帶の 地はシ H ム 人種の 殆 んど獨 占す る 所と なった、 

バビ P ン人の 多.^、 アツ シリャ 人の おんど 全部、 ァ ラム 人と 稱 してん 「の シリャ 人、 ヱ ドム 人と 稱 して 

ュゲ國 の 南方に 住みし 民、 モ アブ 人と 稱 して 「死海」 の 東に 在りし IT 其 北に ありし アモン 人、 ュグ 
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人 は 勿論、 多分 フィ  一丁 ンャは 皆な シ H ム人 種に 腸す る 民であった、 彼等の 地理 學的 地位 は ハム 人と ャ 

ぺテ 人との 間にあって、 其 ihc 域 は 甚だ 廣 から ざり しも、 古代史の 大部分 は此 域內に 生じた 事柄で あ 

る。 シ H ム人 種の 特性に 就て 博士 セ イス 氏 は 彼の 「奮 約 聖書 人種 論」 に 於て 斯う 曰 ふて 居る、 少し 哲 

學的 であるが 彼の 語 其 儘 を直譯 しゃう 

シ H ム人は 性怜悧 にして 器用な り、 彼 は 殊に 理財の 術に 長す、 彼の 記 臆 力 は好留 的な り、 彼の 探 

究法 は歸納 的なる より は 寧ろ 演 II 的な り、 彼 は 或ろ 歸納的 結論に 達せん が 爲に證 據の輕 重 を 粋ら 

ん とする より は 寧 ろ 或 る 前提より 推斷 を演鐸 して 以て 直に 反對 論者 の 弱點を E^.- 露 せんとす るの 倾 

向 あり、 彼 は 夫 故に 歸納 的なる 科學に 於て する より は演鐸 的なる 數 理の學 又は 昔樂の 術に 於て 高 

名 を 博す るに；；^ し 

シ H ム 人が 議論 的で なくして 實際 的で あり、 政： m 的で なくして 宗敎 的で あり、 智識 的で なくして 感情 

的で あるの は 全く 彼等の 此演 IS 的 本性に 依る ので ある、 彼等 は 此點に 於て はャぺ テ 人種と は 正 反對で 

あって、 彼等の 此 特性 を 善く 心に 留めて 彼等の 歷史と 文明と を 解す るに 難くない、 近世に 至って スピ 

ノ ザの やうな 哲學 者、 メンデル ゾ —ンの やうな 音樂 者、 口， I トシ ルト、 ゴ ー ルド シュ ミットの やうな 

大 理財家が 彼等の 中より 出し を 見ても シ H ム 人の 演 It 的 傾向の 今に 尙ほ 變ら ない 事が 分る。 

ャぺ テは 北方の 白皙 人種で ある、 彼 は 始めて 何處に 起った 人種で ある 乎 は 人種 學 上の 大 問題で ある" 

印度人と 波斯 人と が ャべテ 人種で あるから 其 起原 は 中央 亞細亞 にあった であらう との 說は 今は學 者の 

一般に 棄 てる 所と なった、 獨 逸の 學 者で 博士べ ー シ H  (Dr.  poeschc) なる 人が、 ほ 哲人 種 は 露 西 S=i 

の 南方 沼澤の 中に 起った 異ぉ 人で あると 見た の は 最も 奇妙なる 說 である、 然し 白皙 人種 素々 歐羅 G 


にして 今の ソ マリ ランド (Ss01il;§;l) 地方より 來 りし 者であって、 埃 及 土着の 民と は 全く 別人 種で 

あった、 或は 黑人 種で あつたか、 叉 は 黄色人種であった 乎、 夫れ は 能く 分らない が、 然.^ 埃 及 人に i.- 

ん じて ナイル 河の 沿岸 を 占有して 居った 民 は 白色人種 以外の 民であった 事 丈け は 今 は 何人も 疑 はない 

所で ある。 

ぺ ル シャ人 幷にメ ヂャ人 は 立派なる {" 色 人種で あるが、 彼等に 先んじて 伊 蘭 高原の 西部 を 占領して 居 

つた： は亦ッ ラン 人種であった、 所謂 マ ガス (Mag.ns) と稱 して 拜火宗 をべ ルシャ 人の 中に 注入して 

其 アリア ン的 品性 を 汚した 者 は 矢張り ッラ ン 人種であった。 

其 他幾囘 となく 西方 亞細亞 に 掠奪 を 極めし ス キト 人 (scytMansy 曾て 埃 及に 侵 人して 五 百年 間 其 文 

化の 進步を 阻害せ しヒク ソス人 (Kyksos) 、 シリ ャのハ マス (Hallmtll) に 都して 一 時 は 埃 及 人と 西 

亞の 天下 を爭 ひし へ タ人 (Hittite) 等 は 多分 皆 黄色人種であった らうとの 事で ある。 

斯くて ッ ラン 人種 は歷 史的 最下 Ha の 民で ある。 彼等 は 白色人種の 文明に 物質的 基礎 を 供した 者で ある、 

彼等 は 僅に 事物の 利 を 見る 事が 出来る 丈け であって、 其理を 透察す るの 力に 缺 乏して 居った、 故に 彼 

等の 文明なる もの は 農工 業の 初歩、 音字の 發見 位に 止まり、 科學 だと か、 思想 だと か、 權利 だと か、 

自由 だと か 云 ふ 純 眞理の 領分に 羼 する ものに 及ばなかった、 其 政治 は壓 制と 定 つて 居った、 其 文學は 

文藝 で、 其 美術 は 装飾の 一種た るに 過ぎなかった、 ッ ラン i 代 は 人類の， 小兒 時代であって、 ハ肉體 ゆ 

發 育の 時代であった、 {u 色 人種の 出現 を 以て 人類 は 進歩の 新紀元に 入った ので ある。 

ノアの 洪水なる もの は 如何なる 天變 地異で ありし 乎 は 能く 判然せ ざれ ども、 然し 其歷 史的 大事 實 であ 

りし 事 は 明かで ある、 ノアの 洪水 は實に 人類 社會の 改築であった、 洪水に 依て 剿滅され しと 云 ふ 民 は 
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實は人 稀 全體 ではなく して ッラ ン 人並であった、 ノアと 共に 救 はれし と 云 ふ 彼の 三人の 子 は 實はシ ェ- 

ム、 ハム、 ャぺテ の a 色 人種であった、 洪水 は 實にッ ラン 人種の 世界的 勢力に 終焉 を吿 げんが 爲 めの 

大 i 災で あった、 曾て 支那 文明の 事 を 洪水 以前の 文明と 云 ひし は 其 純 粹のッ ラン 人種の 文明で ある 故 

である。 

洪水に 依て 掃蕩され し 西亞の 天地に 先 づ最始 に 現 はれし， S 色 人種 はハ ム 人種であった、 其 本 據の地 は 

}0J 拉比亞 半島の 南部であって、 彼等 は此處 より 東西 二 派に 分れ、 東なる は 波 斯灣の 西南 岸 を 沿 ふて チ 

グリ ス、 ュ ー フラテ ス 河口に 抵り、 夫れ より 河岸に 沿 ふて チグリ ス 河 以東 ザグ n ス 山脈に 至る までの 

ー帶の 地 を l;: めた やうに 見へ る、 (創^記 十 章 七 節より 十二 節まで 參考 )、 西なる は 紅海 を 渡り、 今の 

ソ マリ ランド、 一一 ュ ビヤ、 アビシ 一一 ャ 等の 地 を經て 後、 終に ナイル 河岸に 出て 地中海に 至る までの 其 

兩 岸の 地 を 占領した、 埃 及 人はハ ム人極 中 最も 著名なる 者であって、 ハ ム (H;§) 又は カム (Klli> 

なる 名稱は 多分 埃 及國の 古名なる ケム (Khem 「 黑土」 の 意) より 來り しもの ならん との 事で ある、 

埃 &人は 實！^ ハ ム人 i の 代表者であって、 ハ ム的 思想 は 最も 善く 埃 及 文明に 於て 表 はれて 居る。 前に 

も 述べた 通り ハム 人種 は 白色 人 稲の 巾で ッ ラン 人種に 最も 近い ものである、 其 理性に 富み、 莊大 なる 

建築 術に 長 じ、 冥想 的に して 哲理 的なる 點に 於て は 彼等 は紛 ふべき なき 白色人種 であるが、 然し 稼穣 

の 道に 長 じ、 平和 を 愛し、 實 利の 爲 めに は 屈辱に 甘ん する 點に 於て は 彼等 は 善く ッラ ン 人種に 似て る、 

博士 セ イス の 筆に 成れ る 埃 及 人 に關 する 左 の 記事 を讀ん で 我等 は 亦た 支那 人 を 聯想せ ざる を 得な い 、 

埃 及 人 は 平和の n!^ にして 戰爭の ni- にあら す、 文明の 先導者に して 一時 は 據昧の 闇夜に 在て 光 を 放 

っ^ 明臺の 如き ものたり しと 雖も、 第 十一 一王 朝 以後の 埃 及國は 常に 諸强 國の扠 たる を 免 がれ ざ. 


りき、 埃 及 人 は 他 國人を 感化せ り、 而 して 粗暴 ヒク ソス 人の 如き も 終に は 埃 及 人の 習慣 を 採用し- 

其 制度に 則らざる を 得ざる に 至りき、 然れ ども 埃 及 人に 傚 ふ も 彼等の 征服者 は 埃 及 人の 上に 立て 

其 下に 降ら ざり き、 埃 及 人 は 自治の 性を缺 けり、 國 家の 首腦 たる 者 は 埃 及 人の 有せざる 能力 を 具 

倫せ ざるべ からす、 武的 精神に 缺 乏して 埃 及 人 は 政治的 指導の 器 能 を 失へ り。 

埃 及 人の 外に ハ ム 人種の 中に 算入 せらる.^ 者 は クシ 人 又は H シォピ ャ 人と 稱 して ナイルの 上流、 今の 

-ーュ ビヤ 邊に 住せし 民、 リ ビヤ 人と 稱 して 埃 及の 西に 住みし 、其 他力 ナン 人、 マイ-了 ンャ 人の 一部 

であった、 然し 埃 及 人 を 除いて 彼等 は 之 ぞとー K ふ歷. 的 民族ではなかった。 
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亞 拉比亞 半島と 云へば 廣袤ー 百 萬 方 哩に涉 り、 日本 帝國を 五倍す るの 大 邦土で あるが、 其 土地の 荒漠 

なる が 故に、 往昔より 今日に 至る まで 其內に 大帝 國の 興った 例し はない、 其 内地の 模様 は 知る に 由な 

いが、 其 海岸の 土 性より 察する に 半島 到る 處に 沃原膏 野の 有ら ふと は 思 はれない、 其物產 とて は 護設、 

5^ 香、 馬の 類に 止って、 其 他刖に 大國を 興す に 足る の 富 源 は 今日の 所 半島 內に發 見す る 事が 出来ない。 ■ 

然し 天が 此大 半島 を 造りし に は 何に か 他に 目的が あつたに 相違ない、 其東隣の印^：：^？は殆んど同じ大さ 

の华 島で あるが、 其 富饒謦 ：沃は 世界 無比で ある、 亦た 歐洲の 西 端なる 西班牙 半島 は 其 地形 構 遣に 於て 
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能く 亞拉 比亞 に似て 居る が、 其 水銀. 1、 其 綿羊、 叉 其 南部に 產 する 穀類の 富 は 決して 亞拉 比亞の 比で 

はない、 世に 半島 は 幾 個 も あるが 亞 拉比亞 半島の やうに 大 にして つ 不毛なる もの はない、 其 生産力 

より 云へば 亜 拉比亜 は 朝鮮半島に 劣り、 遍羅、 安 南、 ぺ ナンの 東印度 半島に も 及ばない、 百 萬 方哩の 

大國は 僅に 五 百 萬 足らす の 人口 を 支える のみで ある。 

馬は亞 拉比亞 の名產 である こと は 誰も 能く 知って 居る、 然し； 大 は 此大 半島 を 牧場と しての み 造った と 

は 思 はれない、 然 らば 亞拉 比亞は 人類の 進 步歷史 に 何の 關係 もない 國 である 乎と 云 ふに、 夫れ は 決し 

て爾 うで はない。 

草木の 繁茂し ない 處、 田園の 相 連らない 國、 是れ必 しも 無用の 國 ではない、 亞拉比 亜 半島 はパミ ー ル 

高原、 ス カン ダナ ビヤ 半島の やうに 高貴なる 人種の 成 所であった、 其 曇りな き天氣 と、 其 香 はしき 

藶蕃、 肉桂、 乳香、 沒藥の 類と、 其 暑き 晝と 寒き 夜と、 其 熱風と 砂煙と、 其 獅子と 駝鳥と 駭駝と は 能 

く 人を毅 練す るに 適して 居る と 見 へる。 

亞拉比 亜の 特産 は强健 偉大なる 人種であった、 卽 ち，： n 哲人 種の 砂漠 國に 於け る發 達に 適した る もので 

あった、 我等 は 叉 ュダ敎 の 始祖なる 摩 西 は 或る 意味に 於て は 亜 拉比亞 人で ありし 事 を 忘れて はなら な 

い、 ュダ敎 は 實は亞 拉比亞 の 西北 部なる シ ナイ 半島に 於て 起った ものであって 矢張り 亞拉 比亞敎 であ 

る、 約 百 は 疑 もな く亞 拉比亞 人であって、 彼の 宗敎的 實驗が 何れ 程 後世 を 益し たかを 知る 者 は 亞拉比 

亜 の 感化 力の 永久 的なる に 驚かざる を 得ない、 保 羅も亦 改宗して 後の 三ケ年 を亞拉 比亞に 於て 過した 

との 事で あれば、 文明 國は彼 を 透して 亜 拉比亞 砂漠の 薰陶カ を 感じ つ k あるので ある、 爾 うして 第 七 

世紀の 中頃に 其 メッカに 於て 起った モ ハ メッ ト敎 が今尙 一 億 五 千 五 百 萬 人の 信仰す る 所と なり、 西 は 


產の 民で ある こと 丈け は 先づ疑 を納れ 難い 事の やうに 思 はれる、 或は ス 力 ン ダナ ビヤの 山中に 始めて 

起った 人種で あるとの 說が 終に は 勝 を 占める に 至る ので あるか も 知れない。 

其 起原 は 何 慮に 於て あつたに せよ、 彼等が 夙く より 亞細亞 大陸の 西部に 來 つて 居りし 事 は 確かで ある、 

今の ァフガ 一一 スタン 邊が其 一 派なる ァリ ヤン 種族の 本場であって、 それより 彼等 は 東 は 印度 平原に 下 

り、 西 は メ、. ティ ャ、 ペルシャ 地方にまで 居 を 移した、 古代史に 現 はれた る 最も 著名なる ャぺテ 人種 は 

ァ ッ シリャ の 東に 當て、 終に はシ H ム 人種の 手より 世界の 霸權 をャべ テ 人種の 手に ひし メ ディ ャ人 

があった、 メ ディ ャ 人に 綾いて 起り し 民が 彼斯 人であって、 彼等 は ネブカ ドネ ザ ルの巴 比倫 亞國を 減 

し 二百 二十 五 年の 間 文明 世界の 主權 者と なった" アツ シリャ の 北に ミタ 一一なる 國 があって、 其 民 は 多 

分 今の アル メ 一一  ャ 人の 祖先であって、 是 又純粹 なる ャぺ テ 人種であった、 ミタ 一一 の 西に フリ ギヤ 人 

(Phrygians) リ ディ ャ (Lydiaps) が 有って、 是 叉ャぺ テの支 派であった、 リ ディ ャ 人の 西に 住して 

重に 海岸に 在て 航海に 熟練した 民が ャバ ン人 (J55n  loldg) 卽 ち希臘 人であった。 

ャぺテ 人種の 特性に 就て は 今 玆に述 る 事 は出來 ない、 彼等 は 推现の 民であって、 政治 並に 科學 なる も 

の は赏は 彼等 を以 て 始まった もので ある 事 は 前に も 述べ た 通り である、 所謂 歐羅巴 文明なる もの は ャ 

ぺ テ 人種の 勃興と 共に 始まった ものであって、 ャぺ テは ノアの 三人の 子供の 中で 最終に 興った 者で 亦 

最も 秀でた る 者であった、 若し ッラ ン 人種の 隱 退と ハ ム 人種の 現出と を 以て 世界 歷史 なる ものが 始ま 

つたと ならば、 シ ヱ ム 人種の 衰退と ャべ テ 人種の 振起と を 以て 近世 文明 史 なる もの は 始まった と 云 ふ 

事が 出來 ると 思 ふ。 

斯くて 其歷史 面に 現 はれた る 順序より 云 へば ッラ ンが 第一 であって、 其 次はハ ム、 其 叉 次はシ H ム、 

第 十八 SI 歴史的 人種 (卞)  七 八 一 


興 國 史 0  七 八 一一 

そ して 終りに 現 はれし ものが ャぺ テ であった、 叉 其 地 现學的 分配より 云 へば ッ ラン は 原始的 人種で あ 

つて、， 哲人 種の 現出 以 は歐 £i 何れの 地に も 在りし 者の やうに 見え、 ハム は 西 の 南部 を 占め、 シ 

H ムは其 北に 在て 中 問の 地位 を 占め、 ャべ テはシ H ム の 東北 西 一 帶の 地に 住して 其 雄飛の 時機 を 待ち 

つあった リ 
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ス リマン 山脈 (suliman  Mts.) より 西へ 千 七 百 哩ザグ n ス 山脈 (zagl.os  Mts.) まで、 裘 海より 南 へ 

七 百 哩波斯 湾までの 問の 地 を^ 蘭 高原 (Iran) と 云 ふ、 東 は 直に パ ミ ー ル 高原 幷にヒ マラ ャ 山脈に 接 

し、 北 は トル キス タンの 高原に 連り、 西はチ グリス、 ュ ー フラ テスの 二流 を經て 亞拉比 £儿. 高原に 緩い 

て 居る、 j5i 細亞 大陸の 大 高原の 一 つであって、 然 かも 世界 歷史 には關 係の：： 取 も 深い ものである。 

^蘭 高原 は 略 ぼ 並行 四邊 形の 形を爲 して 居る、 三 大山 脈 は 其 四方 を 塞ぎ、 ra 大河と 一大 海と は 其四邊 

を 洗 ふて 居る、 北なる は 有名の H ル ブル ズ 山脈 (Elbss  Mts.) であって、 之は歐 ：5| の 境界 をな せる 

カウ カサス 山脈が 裹 海の 南岸 を 沿 ふて 折れて^ 蘭 高原の 北方の 牆壁と なって 居る ものである、 ヱ ルブ 

ルズの 東に 盡る處 がャガ タイ 山 (Jagatai  Mts.) であって、 其义 東に 延びた ものが^ 名なる パ 口 パ £ 

サス山 {Tarcr-amisufo である、 パロ パ ミサ ス はヒン ドク. -シュ (Hindu  Kusli) に 綾き、 ヒン ドク 


1 シュ， H パ ミ ー ル 高15^ の 南 境 に 於て カラ コ ー ラム (wara  Kol.am)、  i 見 51™  に 綾き i 

5|£ は 支那に 入って より 我 日本にまで 延びて 居る、 H ル ブル ズは其 南 麓に 於て 高原 を 擁し、 其 北面に 於 

て は 直に 裏 海の 窪地に 瞰んで 居る、 其 北 麓に 沿 ふて 西より 裏 海に 入る ものが ァ ラキシ ー 河 (一 Igss 

S であって 東より 其 東南 隅に 注ぐ ものが エト レック (Attrek 幷に ダル ガン (Gm-gan  K し の 

二流で ある、 前者 はメ ヂィャ に 於て、 後 二者 はパ ー シャ史 に 於て 肝要なる 河で ある、 叉パ 口。 ハ ミサ 

スの北 麓に 沿 ふて ォク ザス河 (CX き R) が ある、 之 は 前に は 裏 海に 入りし 河で あつたが、 な.' は 方向 

を轉 じて アラル海に 人る、 其 古代よりの 名 河であって、 成吉 汗、 タマ ー レンの 事 踏に 深い 關 係の ある 

河で ある 事 は 少しく 蒙古人種の 歷史に 通じて 居る 者の 何人も 知って 居る 所で ある。 

叉 高原の 東 壁なる スリ マ ン 脈はヒ マ ラャ 山脈の 支 派であって、 斡 脈と 正直 灼を爲 して 南の 方 印度洋に 

まで 延びて 居る、 至って 低い 山脈で あるが、 然し 印度 半島と^ 蘭 高原との 境界線と して 南方 _亞 細 亜の 

歷 史に關 係の 甚だ 深い ものである、 其 カイ ベ ル ( Khyhclo  、 ゴ ー マル ( Gomul )、 朴にボ ー ラン 

(B11CLU0 の 三 峽路は 高原より 半島に 達する 通路であって、 半島の 大患なる もの は 常に 此峽路 に 依て 

其 地に 臨んだ ものである (『地 人 論』 第 八 隶參考 )、 スリ マ ンの西 麓 を 沿 ふて イン ダス 河 (Indus  wo 

が 流れて 居る、 ハイ ダス ぺス (Hydaspes) は 其 支流であって、 歷山王 東征の 終局 點 であった。 

^蘭 高原の 南に 盡 きる 所 は 亞拉比 亜海と 其 延長した る ものなる 波斯灣 とで ある、 ュ ー フラ テス； I：  口よ 

り 束の 方 イン ダス 河口に 至る まで 海岸線 は 千 if 以上 も ある、 岸に 沿 ふて 低地が あるが、 然し 之 は 至て 

幅の 狹き ものであって 其 最も 廣 きもの も 一 一十 哩を 越へ ない、 低地と て は 僅かに 海に 沿 ふて 高原の 緣を 

取る までにあって、 其歷お 上の 關係は 皆無と 云 ふても 宜ぃ 程で ある、 波斯 湾に 於け る 港灣 の缺乏 は 今 
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曰の 波 斯帝國 の 發達を 碍げる 一大 原因で ある、 其 ブシャ 港 (Bushire) を 除く の 外に 稱す るに 足る の 

良港 を灣の 北岸に 於て 一 つも 認める i5Sf が出來 ない。 

5： 萌 高原の 西に 終る 處は ザグ ロス 山脈で ある、 之はァ ルメー ーャ諸 山の 績き であって、 東南の 方向 を 取 

て波斯 湾に 達し、 お. れ より 少しく 東へ 折れて 波斯と ベルチ スタンとの 境界の 邊 にまで 達して 居る、 其 

西 麓はチ グリス 河の 水域に 馬し、 バビロン、 アツ シリャ の 舊國は 雨つ とも 直に 此 山脈に 接して 居った、 

アル メ-ー  ャ諸 脈が 湊 合して ザ グ 口 ス脈 となる 處がバ ピロ 一一  ャ の 神話に 於て 有名なる 口 ヮ ン ディ ゾ (RO— 

wandiz) の 峰であって、 ノアの 函 船が 洪水の 後 始めて 地點に 達せし 處は 多分 此 峰であった であらう と 

の 事で ある、 口 ワン， ティ ヅ より 東南 二百 五十 哩餘 にして H ルゥ H ンド (Elwflncl) の峯が ある、 此處は 

メ ディ ャ、 ペルシャ、 エラム、 アツ シリャ の TO: 國の 互に 相 接する 點 であって、 ベ ヒス タン (Bellistan) 

の峽 路と稱 へて 伊 蘭 高原より バビ a ン、 アツ シリャ に 達する 唯一 の捷 路は此 の 南 麓に 於て ある、 其 

西 面より 流る、 河はチ ョ ァスピ ー ス (clsaspes) と 云 ふて、 之 は エラム の 河と 稱 して 其國都 であって 

後に 波斯 大帝 國の 首府と なりし ス ー ザ (susa) の 城市 は 其 左岸に あった ものである、 其 東面より 流る 

る 河はハ マダン (Hanlslan) で あって 其 水 源 近くに エタ バタ ナ (Ecbatalro なる メ ディ ャ國の 舊 都が 

あった、 H ルゥェ ンド の峯を 中心として 此 地方の 地理 を 記憶す るに 甚だ 便利で ある。 

以上が 伊 蘭 高原の 四 境の 大略で ある、 高原と 云へば 孰れ も荒漠 不毛の地であって、 -亞 拉比亞 高原、 蒙 

古 高原 等 皆な 然ら ざる はない、 び 蘭 は 其 地質に 於て 多く サハラ、 戈 壁の 砂漠に 異ならない、 共 二 大陸 

に 亙る 大 砂漠 帶の 一連 鎖で ある は 前に も 述べた 通りで ある、 然し 幸に して^ 蘭 は 方向 を 異にする 山 

脈に 富んで 居る、 而 して 山 は 1;:^ を 招き、 雲 は 雨 を 作る、 卽ち 山の 庇 蔭に 依て^ 蘭 は 全くの 荒野た る を 


免 がれた、 ザグ 口 ス 山中に 於て、 ヱ ル ブル ズ 山の 南 麓に 於て、 ャガ タイと パ ロバ ミサ ス との 間に 於て、 

砂漠 は 流水の 感化 を 受けて、 燒 土は變 じて 田園と なった。 

高原 の 西北 隅に ァゼ ルビ ザン ( Azerbiz ョ 0 地方が ある、 ザグ o スを 西に 受け、 H ル ブル ズ を 東に 望 

み、 ァラキ シ ス其北 を 洗 ひ、 キジ ルゥ ゼン河 (Ki/il  ds3 其 東南に 起り、 ゥ ル ミ ャ诲 (urllmiah) 

は 其 西方に 偏して 獨特の 水域 を 作って 居る、 ァゼ ル ビザ ン は 高原 內で 最も 水利に 富んだ る 地方で ある、 

昔時 は 之 を メ.、 テ ィャ アト n パテ ネ (Media  Atl.opltomo と稱 し、 ャ ぺ テ 人種が 始めて 强 力なる 國家を 

作った のは此 地方に 於て にあつ た。 

ァゼ ルビ ザ ン の 南に ハ マダン 地方が あった、 H ルゥヱ ンド山 を 中心として 、ノ マダン 河 は 東に 流れて 砂 

漠の 中に 消え、 チヨ ァスピ ー ス は 南に 流れて チグリ ス に 合して 诲に 達し、 セ ン デル ー ドは叉 東に 流れ、 

イス パンの 舊巿を 港 救して 是れ亦 砂漠の 吸牧 する 所と なる、 此三 流域あって、 ハ マダン は 百年 間に 涉 

るメデ ィ ャ帝國 本據の 地た る を 得た。 

ハ マダンの 南に ペルシャ 木 土が あった、 是は 今の フ ハリス クン (F;u.isr る 地方であって、 波斯 人の 

起った 處 である、 此處 にバ クチ ガン (B!lldlf.so と 云 ふ 鹹水の 湖水が あって 之に ベンダ ミ ー ル なる 

小 流が 注いで 居る、 波 斯の舊 都 ペルセポリス (persepouH) は此 流に 沿 ふて 建てられし 者で ある、 又 

之 より 程遠から ぬ處 にパサ ー ガ デ 1 ( 1 )；5argadaco なる 更に 舊 き 都市 があった、 シ ラ ッ (shh-g) は 

此國の文學上の首^^でぁって、 是 亦た 一 細流の 水 を 利用して 起った る 市に 過ぎない。 

高原の 中央 は 所謂 砂の 海で ある、 其 北部 を コラ サン (Khonsalo と 云 ひ、 南部 をケ ル マ ン (Korm;=o 

、と稱 し、 地勢 稍々 周圍の 山地に 比して 低く、 其 水流の 悉く 吸牧 せらる、 處 である、 コラ サンの 北、 ェ 
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ル ブル ヅ 山に 妾す る $i ^に 有名なる カス ビヤ 門 (I^ylae  caspiae) が ある、 此處は 高原 を 東西に 横斷す 

. る 唯一 の 通路であって、 之を扼 する は 高原の 霸權を 握る 上に 最も 大切なる 處 であった。 

义 高原の 東北 部に ヒル 力 一一 ャ (Hyrcslia) 地方が あった、 H トレック、 グル ガン 二流の 流域であって、 

古代より 豊沃 を以 て 名が ある、 ヒル 力 二 ャの東 隣はパ 1 シャ (parthia) であった、 波斯 人に 代つ て 一 

睡は 高原の 霸權を 握りし 民の 起り し處 であった、 彼等 はテ ゼンド (Te jend)、 一一  シュ プル (Nispm.) 

等の 流に 據て 國を爲 した、 パ ー シャの 東、 パ 口。 ハミ サスの 北 麓に パク トリ ャ (Bactl.ia) 地方が ある、 

此處に ムルグ アブ (Murg-ab) なる 河が あって、 此 流に 據て 起った 市が メルブ Qlerlo である、 周圍 

1 二百 ii 餘の 砂漠の 中の 肥沃の 地は此 一流の 賜物で ある、 メルブの 東に バルタ (Balldl) があって、 是 

れ亦 同名の 河の 濯漑に 依る ものである、 河 ありて 巿 あり、 市 ありて 文明が 有る と は 卽ち此 地方の 謂で 

ある。 

パ ロパ ミサ スの南 麓に は 東に カブ ー ル 河の 岸に カブ ー ル (cabul) が ある、 西に はへ リル ー ド (Hel-i 

Kud) の 岸に ヘラ ット (Herat) が ある、 共に 印度の 關 門であって、 之 を 敵 人の 手に 渡せば 英人は 永 

く 印度 を 有つ 事 は出來 ない、 ヘラ タトの 南に セィ スタン (seistan) 地方が ある、 カン ダハ ー (Kanda- 

Ixar) は 其 首" 时 にして、 ヘルム ンド (welmlmd) 河 は 之に 膏腴を 供す る ものである、 其 他べ ル チスタ 

ン (B(a-ldlisti)、 ラリス タン (L:ll-ist;u こ 地方の 事に 就て は^に 必要がない から 兹には 一一 一一 II はない。 

以上 は^ 蘭 高原の 地理の 大略で ある、 實に其 砂漠の 砂 を嚙む やうな 味の 無い 事柄で あるが、 然し 之 を 

知って かなけれ ば 其 味 の 有る 歷 史が 分らない から 我慢し て 能く 之 を 心に 留めて 置かねば ならない。 


第二 十囘 ァリ ヤン 人種の 勃興 


自由と か民權 とか 云へば 何やら 近頃 此 世に 現 はれた もの \ やうに 思 ふ 人が あるが、 夫れ は 決して さう 

ではない、 自由 は 人類の 現出と 共に 世に 現 はれた ものであって、 民 權とは 彼の 靈 魂に 附 いたる 特權で 

1 »  0  wi  0  - や 0-0  〔，.0-q  0000000  0000  0  0000  0  00000000000 

ある 人類の 歷史は 實は其 自由 史 であって、 進步と は實は 自由の 發 達より 外の もので はない。 

A  A  A  A  A  A  u'  .A  A  ^  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAAAAAAAAAAAA-AAA 

最も 自由なる 画 民 か 最も 進步 したる 國 民であって、 自由 を 愛する こと 最も 厚き 人種が 最も 優れたる 人 

種で ある、 人類に あって は 優勝劣敗 は 自由の 多寡 を 以て 決せられる 問題で ある、 西洋人が 東洋人に 擾 

るの も、 同じ 西洋人 中で 佛蘭西 人が 露西亞 人に 優る の も、 英吉利 人が 佛蘭西 人に 優る の も、 亞米利 加 

人が 英吉利 人に 優る の も、 皆 其 民の 有する 自由の 多少に 由る ので ある、 同じ 白色人種 でも、 其 自由 を 

壓 すれば 印度人の やうな 奴 隸的國 民と なり、 また 之 を 仲 長 すれば 英吉利 人、 和 蘭人の やうな 自尊 的國 

民と なる、 國 民の 進 步と云 ひ、 退歩と 云 ひ、 興隆と 云 ひ、 滅亡と 云 55、 是れ きな 其享を する.！ i.^^  ノか 

寡に 依て 定まる 問題で ある。 

歷 史的 人種 の 中で 自由 の 觀念 に 最も 缺乏 して 居る もの はッ ラン 人種 卽ち 黄色人種 である、 彼等 は 王者 

ある を 知て 自己 ある を 知らない、 彼等 は服從 する を 知て 自立す る を 知らない、 忠孝と は 彼等の 唯一 の 

道德 であって、 彼等 は 長者に 頼る にあら ざれば、 人々 相 信 住して 社會 を組綠 する の途を 知らない、 彼 
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等の 社會に 在て は 個人 は單位 ではなく して 分子で ある、 自主 自立の イン ディ ヴィ ヂュ アル (一個人〕 

ではなく して 無意 無識 の物體 である、 ッ ラン 人種に 取て は 王 は 萬 有であって 民 は 虚無で ある、 王は祌 

の 如き ものであって、 民 は 草の 如き ものである、 彼等の 國 家なる もの は 人類の 群築體 たるに 止って、 

意思 を備 へたる 個人の 紙 織す る 有機的 W 體 で はない。 

黄色人種の 多 數はー 一十 世紀の 今日に 至る も 尙ほ此 程度に 居る ものである、 露西亜の 北方に 住む サ モ ィ 

、デス 人、 西 比 利亞の 西部に 住む ォ スト ャック 人、 裏 海の 北岸に 住む キル ギス 人、 其 他 縫 s: 人、 蒙古 人、 

^洲 人、 雨う して 亦 朝 人、 支那 人 等 其 外觀的 文明 は M んで あるに せよ、 其 根本的 人生 觀に 至て は 彼 

等 は 矢張り バビ 口 一一  ャ 文明 以前の ッ ラン 人種で ある、 彼等 は歷 史的に は 最も 劣等の 民であって、 殆ん 

ど 自由の 幼芽 だも備 へざる 者で ある。 

埃 及 人 を 以て 代表され し 尸 ム 人種が 支那 人に よく 似て 居った 事 は 前に も旣に 述べた 通りで ある、 然し 

ハ ムは 多くの 點に 於て ッ ランに 優って 居った、 彼等 は 人に 永遠 不滅の 靈魂 ある を 信じ、 未来の 裁判 を 

信じ、 人命の 非常に 貴重なる 事 を 認めて 居った、 埃 及 文明 は 支那 文明の やうな 全く 實益 的の もので は 

なかった、 ハ ムがッ ランに 代って 起った の は 人類の 進歩 上 正當の 順序に 因た ものである。 

シェ ムが 判然と 獨ー 無二の 神の 存在 を 認め、 義務 責任の 何たる 乎 を 解した の は 確に 彼が ハ ムに 優って 

Sis つた 證據 である、 アツ シリャ 人と 云 ひ、 ュダ 人と 云 ひ、 疑 もな く强き 意志の 國 民であった、 彼等 は 

ッ ラン 人種の やうな 恐怖の 民ではなかった、 叉 ハム 人種の やうな 迷信の 民で もなかった、 自由なる も 

の は シヱム 人種に 依て 始めて 人類に 供せられ たもので ある、 罪悪の 竊 粋より 免が る& の途、 在天の 父 

に 依て 心靈的 自立に 達する の 法 は ュダ 人、 ァラ ビヤ 人 を 以て シ H ム 人種が 世界に 傳へ たもので ある。 


然し 自由 は心靈 的に のみ 自覺 すべ きもので はなく して、 亦 制度と して 社會 的に 制定す ベ きもので ある、 

シ H ム 人種 は 人類に 供す るに 自由の 實體を 以てした けれども、 之 を 制度に 現 はして 社會の 共有物と 爲 

した 者はシ H ム 以外の 人種であった、 文明の 原理 は ハ ムとシ H ム とに 依て 人類に 供せられ た、 然し 之 

を開發 し、 應 用し、 以て 新 社會を 組織した 者 は ャぺテ 人種で ある、 ャぺテ が 史的 表面に 現 はれし 時 は 

人類が 其發 達の 最終 時機に 人り し 時であって、 之 は 今 を 距るニ 千 五 百年 前 頃、 歷史 ありて より 以來 凡 

そ 七 八千年 後の 事であった。 

ャぺ テ 人種と は 希伯來 人の 聖書の 傳 へし 名であって、 之 は ハム、 シェム の 雨 名に 對 して 用 ゐられ し 名 

である、 然し ャぺテ の 名 は 今は殆 んど學 者の 棄 てる 所と なった、 或は 之 を 印度 歐羅 巴人 種と 稱へ、 或 

は 重に 地中海の 周 園に 住する； ii- であるの 故 を 以て 地中海 人種と も稱 へる、 然し 此等 二つの 名 稱は餘 り 

長過ぎる のと、 又 地理 的に 制限 せらる K との 故 を 以て 未だ 一般に 學 者の 贊同を 得る に は 至らない、 然 

るに 玆に 宗敎的 偏見 を 離れて、 地理 的 制限の 外に 立ち、 然も 簡單 にして 歷 史的 意義に 富める 一 つの 名 

稱が ある、 夫れ は卽ち ァリャ (Aryfo であって、 此 簡潔に して 意味深長なる 名稱に 就て は 誰も 不同意 

を唱 へ る 者 は 無い やうに 見える。 

ァリャ と 云 ふ 名稱の 意味に 就て は 種々 の 異說が ある、 之 は ゲルト 語の H ル (2.) と 同じく 「高貴」 を 

意味す るの 詞 であると は 普通 一般に 唱 へられる 所で あるが、 然し マックス、 ムラ ー 氏の 如き 東洋 學者 

は 此說に は反對 して 居る、 ムラ ー 氏の 說に 依れば ァリャ は アル 0U.) なる 根詞 より 来りし 名であって、 

アル は 地 を 意味し、 ァリャ は 地 を 耕す 者の 意で あるとの 事で ある、 說の當 否 を 決する は 余輩の 學識以 

外に ある ことなれ ども、 然し ム ラ ー 氏の 此說明 はァリ ヤン 人種の 特性に 就て 多く 吿 ぐる 所 ある もの > - 
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やうに &ょ ，にる。 

ァリャ 人種 は 特別に 耕耘の K であった、 ッ ラン 人種が 多く は 遊牧の 民で あるに 比べ、 シ H ム 人種が 製 

造 商 賫に從 事せ しに 較べて、 ァリャ 人種 は 特^に 農業の 民で あつたと 云 ふ 事が 屮： 来る、 勿論 埃 及 人 も 

此 業に 長け て 居った、 兩 大河の 沿岸に 於け るバビ a  -ーャ 人の 農業 は 古代より 有名の ものであった、 然 

しながら 農業の 外 別に 賴る 所の 無かった 人種と は ァリャ 人種 を 除いて は 他に は 無い、 英語で あれ、 獨 

逸 語で あれ、 希臘 語で あれ、 梵語で あれ、 ァリャ 派に 屬 する 言語で 其 中 最も 古き 詞は 農業に 關 する 詞 

である、 前に も 述べし アル (alo なる 根詞 より 耕 耘に關 する 多くの 詞が 出た、 伊太利 語の arareC 耕 

す)、 スラ ー ブ詞の al-ati (鋤く y 英語の amble (耕耘 に 適した る)、 拉典 語の arvum (耕されし 田 

鬧)、 等 は 皆な ァリャ 人種 固有の 詞 である、 叉 牝牛 は 農家に 取て は 最も 大切なる 畜類であって、 之 を 

養 ひし 民 は 遊牧の 定めな き 生涯 を棄 て、 農事の 恆產に 就いた 者で ある、 「遊牧の 民 は 羊 を 養 ひ、 農業 

の 11;:^ は 牝を畜 ふ」 と は 二種の 民 を 1?!:^ する 爲 めに 最も 適切なる 語で ある、 故に 羊 は 特^に ッ ラン 人種 

の 畜類であって、 牛 は 特^に ァリャ 人種の 動物で あると 云 ふ、 羊 を 去て 牛 を 飼 ふに 至りし 時に 人類 は 

一 大進 步を爲 したので ある。 

夫れ であるから 牝 なる 詞は ァリャ 人種に 取て は 甚だ 大切なる 詞 である、 梵語で は 牝の事 を と 云 ひ、 

共 複數を t^.ilvg と 云 ふた、 g.o は獨逸 語に て は 】£11 に變 し、 英語に て は cow と 成った、 古き ス 

ラ —ブ 語で 家畜 全體を ivyado と 云 ひし も、 露西亞 語で 牛肉の 事 を s.ovya(li.i と 云 ふの も 皆な 古 

き ァリャ 語の J^-o より 傳 はりし 者で あるとの 事で ある。 

此 農業 的 人種 は 始め 何處に 起った か、 夫れ は 吾人の 知る 所ではない、 然し 彼等 は ァリャ 人種と して 始 


めて 伊 蘭 高原の 東部 ォクザ ス 河の 流域の 邊に 於て 現 はれし 者で ある 事 丈け は歷 史的 事實 として 受取る- 

事が 出来る。 

i ち 

今の ァ フガ 一一 スタ ン の 西部に 當てパ ロパ ミサ ス 山の 南 麓に ヘラ ット (Herat) なる 有名の 巿が ある、 

之 は へ リル ー ド (HeriKud) と 云 ふ 河の 岸に 建てられし 極く 古い 市で ある、 へ ラ ッ トは 元と 河の 名と. 

同じく 矢張り ヘリ ー と稱 へられし ものであった、 ヘリ、 或は ハ & ュ (Haroyu) とも 云 ひ、 叉ハ リグ 

(Hal.iva) とも 云 ふて ァリャ と 曰 ふと 同じで ある、 故に ヘラ ット布 は ァリャ の 市と 云 ふ 意であって、 

へ リル ー ドとは ァリャ の 河と 云ふ義 である、 叉 波 斯帝國 旺盛の 時代に 此邊 にァリ ー (Al.ii) と稱 ばれ 

し： 1!^ が 住って 居った、 地名 は 其國を 占領せ る 古代の：^ の 遺物で あるから、 吾人 は ヘラ ット、 へ リル ー 

ド 等の 名に 依て ァリャ 人種が 早き 頃より 此邊に 住 ひ 居りし 事 を 知る 事が 出來 る。 

今へ ラッ卜 地方の 地勢 を 能く 考 へて 見る に ァリャ 人種の 本職たり し 農業 の發 達に 最も 善く 適し て 居つ 

た 事が 分る、 前囘の 講談に 於て 述べし やうに 5^ 蘭 高原 は ー體に 乾燥 不毛の地 であるが、 然し 山麓に 沿 

ふて 灌 救の 便の ある 處は义 非常に 沃饒 である、 ペルシャ 本土に 於け るシラ ー ッ 市の 附近の 如き、 又ォ 

クサ ス 河の 上流なる バ ルク 地方の 如き は 共に 「世界の 樂園」 を 以て 稱 へらる & 程の 地域で ある、 故に 

高原 到る 處、 流水の 燒土を 滋す處 は 高度の 耕耘に 適し、 隨て其 地方に 進步 せる 社會が 起った、 今 其 主 

なる もの を擧 ぐれば へ リル ー トの 沿岸に へ ラ ッ トが 起り、 其 東に 方て 力 ブル 河の 岸に 力 ブルが 起り、 

力 ブルの 西南 グズ  一一 (fnulzni) 河の 邊に 同名の 舊 都が 築かれ、 夫れ より 西南に 方て ヘルム ンド (Hel- 

m..m「l) 河の 左岸に セィ スタン 地方の 首府な る 著名なる カン ダハ ー が 起った、 ァリャ 河 (へ リル ー ド) 

の 一 支に して ャガ クイ 山脈の 北 麓 を 洗 ふて 居る テゼ ンド (Tejend) 流域に メシ H ッ ド (Meshed) の 古. 
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市が ある、 山 を 越へ て 其 南 麓 を 下れば 一 1 シプ ー ル (Nishpur) 河の 水源 近くに 有名なる 波斯 詩人 ォ ー 

マ ル カイヤム を 出せし 二 シプ ー ルの舊 S が ある、 ム ルグ アブの 一 流 を 以て 養 はる、 砂漠の 中の 城 S は 

メル ヴ である、 ォク ザスの 大河 は 共の 下流に 近く キグ (Khiva) の 府城を 擁し、 ポク ハラ (Bockhamy 

サ マルカン ド (samal.cand) の 一 一 舊都は コ ー ヒック (Kollik) なる 山より 出て 砂に 消 ゆる 一水 條の邊 

に 立つ ものである、 鄕は 河に 依りて 起り、 各鄕 各々 其 首府 を 有った、 伊 蘭の 地 は 一面の 高原で あるが、 

然し 一 つの 地方が 他の 地方より 孤立して 居る 狀態は 宛然 島嶼が 海中に 散布す る 如き ものである、 蘭 

と 希 職と は 其の 地質に 於て は 正反對 であるが、 然し 其歷^ 的 感化 力に 至りて は 一 は 他の ものに 甚だよ 

く 似て 居る、 卽ち自.£獨立の£^だ養成する爲めには5-蘭は；{布腦と同じ效カを有っ て居る。 

ァリャ 人種 は 始めて 此邊に 於て 發 達した である、 ノ卽ち 今の ァフガ 一一 ス タン 地方 幷に コ ラサ ン (Khc- 

rasan) と稱 して 波斯 と露領 トル キス タ ン との 境界の 邊 が此歷 史的 人種の 搖藍 とも 稱 すべ き處 である、 

其 氣候は 乾燥で、 天空に 雲少 く、 地 は 多くの 勞働 を與へ ざれば 果 穀を產 せす、 各鄕は 砂漠の 海に 園 ま 

れて小 獨立國 の 持續に 適して、 大帝 國の 建^に は ^ だ 不便であった、 奢侈の 料 を 得る に 難く して 其 民 

は 常に {4! 乏に 安ん する の 術を學 ねばならなかった。 

斯う 云 ふ 處に此 高貴なる 人種 は 養成され た、 天 1、 一の 此 城砦に 據て 彼等 は 人類の 進歩が 彼等の 活動 を耍 

求す る 時を俟 つて 居った、 爾 うして 期滿 ちて 彼等が 山 を 出で し 時 は 彼等 は 彼等の 體 格に 於て、 彼等の 

{十{£ 觀と 人生 觀 とに 於て、 彼等の 宗敎に 於て、 彼等 は周圍 の， おに 比べて 遙に 勝れた る 民であった、 紀- 

1 兀前ー 一 干 年と 一 干 年との 問に 彼等の 一 派 は 東の 方 印度 パ ンジャ ー ブ (Punjab) 河の 平野に 下り、 此 虚- 

に毗陀 時代の ァリャ 的 文明 を 作った、 他の 一派 は 西の方 コラ サン、 ケ ルマンの 砂漠 を橫斷 して カス ピ 


ャ門 以西 メ ディ ャ、 ベ ル シャの 山地に 515 を 移して、 ザグ 口 ス の 西 麓に 國を爲 したる シ H ム 人種の 衰亡 

を 待ちつ、 あった、 彼等の 薰陶 時代 は-がかった、 彼等 は 人種と して はヒュ 、マ - ーチ！ の 末子であった、 

i し 彼等 は 前 三大か 種の 造り上げし i< 明の 5.^ 合と 其 開 發とを 本職と しで 世に 現 はれた、 前に も 旣に述 

ベた 通り ァリャ (ャ ぺテ) 人種の 現出 を 以て 現代史なる もの は 始まった、 ん r の 歐羅巴 文明なる もの は 

遠く 其 源を究 むれば ザグ a ス、 。ハ n パ ミサ ス の 麓に 在て ァリャ 人が 養成せ し 一 種の 生 氣の發 達せし も 

のに 過ぎない、 自主 獨 立の 觀念、 法 を 重ん する の 習慣、 形而上 的 傾向、 等 今日 尙ほ ァリャ 人種の 特性 

として 認めら る 、もの は 彼等が 未だ 伊 蘭 高原 に 棲息せ し 頃 彼等が 學び 得し 所の ものである、 ァリャ 人 

種を彼等の原始的ホ—ムにへー；^^ねて、 我等 は 三千 年後の 彼等の 今日 を豫 察する 事が 出来る。 
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ァリャ 人種が 今日 世界に 於て 有する 勢力の 絶大なる 事 は 何人も 疑 ふ 事 は 出来ない、 一 時 は 伊 蘭 高原の 

山 流の 邊に 足ら はぬ 生計 を 求めつ \ ありし 人種 は 今 は 世界の 主人公と なりつ & ある、 歐羅巴 大陸が 其， 

僅少 部分 を 除く の 外は此 人種の 本據の 地で ある は 勿論、 南北 兩亞米 利 加 は 今 は 全く 彼等の 新鄕 土と 化 

し、 賴體形 をな せる 阿弗利加 は 殆んど 全く 彼等の 間に 分割され、 南洋の 新 大陸 は 一英 民族の 移住 地た 

るに 過ぎたい、 總 ての 人種の 起原 地なる 亞細亞 大陸で すら、 其 北方 三分 一は ァリャ 人種の 支配 を 受け、 
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其 南方 の 印度 半島 は 其 東な ると 西なる と共に 貢物 を 歐洲の ァリャ 人種に 納 る.^ やうに 至った、 世界 圖 

を展 ベて 見て 我等 は 其 中に ハム 人 極の 建てし 國をー つ だ も 見出す 事 は 出来ない、 シ H ム人 種と 云へば 

今はサ ハ ラゃァ ラビ ャ の 砂漠に 彼等の 族長 政治 を繼 綾す るの 外、 凡そ 國 として 一 地域 を 占領して 居る 

もの は 無い、 ッ ラン は 其數の 多大なる 丈け あって 未だ 全く 政治的^ 在 を 失 ふに 至らないで、 支那に 朝- 

鮮に  西 藏に土  耳 古に 獨立 國 の 體面を 維持し て は 居る が、 然し 是 等と て も 常に ァリャ 人種の 抑壓を 受け 

て、 何時 その 統治 を 仰ぐ に 至る かも 知れない 甚だ 危殆の 地位に 在る、 今日の 大勢より 察すれば ァリャ 

人種の， 界 占領 は 遠き 来.^ の 事で は 無い や う に 見える。 

抑々 ァリャ 人種が 此 至大の 權カを 有つ に 至りし 现由は 何で あるか、 彼等 は 何が 故に 斯 くも 他の 人種に 

代 はって、 宇 €： を 其 領土と なすに 至りし か、 是は 實に歷 史上の 大 問題であって、 或 人 は是は ァリャ 人. 

種の 科學的 才能に 因る ので あると 云 ふが、 成程 今日の 所謂 科學 たる ものが 希 職人に 依て 始 つたの を 見 

て も 科 學的倾 向 は 始めより ァリャ 人種の 特性の 一 でありし 事が 分る、 然しながら 科學的 才能の 有る の 

は此 人種に のみ 限らない、 埃 及 人の 科學的 進步は 今人 も尙ほ 及ばない 所であった、 亦た 中古 時代に 於 

ける ァラ ビヤ 人の 枓學的 進步は 到底 歐洲人 の 比で は 無 か つ た、 實際的 の アツ シリ ャ 人が 科學的 の バ ビ 

n  -ーャ 人に 勝り、 政治的の 羅馬 人が 哲理 的の 希 臘人を 征服せ しの を 見ても 科 學は必 しも 勢力の 大 原動. 

力で ない 事 は 明白で ある。 

又 或 人 は ァリャ 人種の 强大は 其 信奉せ し * 督敎に 依る ものであると 云 ふが、 然し 是れ亦 其 十分なる 說. 

明と して 受取る 事 は出來 ない、 基督 敎が 社會的 大勢 力であって、 之 を 信す るに 依て 國 民に 大 希望と 大 

企業心との 起る は 疑の ない 事實 であるが、 然しながら 他人 種より 此開發 的 宗敎を 受け て 我が 有と なせ- 


し ァリャ 人種の 特性に 基督 敎が 附與せ ざり し 根本的 長所が あつたに 相違ない、 樹の善 惡は之 を 生ぜし 

種子の 良否に 依ての み 定まる もので は 無くして、 亦た 種子 を 受ける 土地の 良否に も關 係す る もので あ 

る、 基督 敎を 受けし 人種 は ァリャ 以外に も ありし なれ ども、 之 を 信じ 其 精神 を牧容 して 能く 己が 精神 

と爲 せし 者 は ァリャ 人種 以外に 多く は 無い、 基督 敎と ァリャ 人種との 關係は 極く 緻密なる ものである- 

基督 敎はシ H ム 人種の 中に 起った 宗敎 であった が 其 理想 はシ ヱ ム の曉得 以上であった、 聖書に 錄 され 

たる 『匠 人の 棄 る石是 こそ 屋 隅の 首 石と なれ』 との 語はシ H ム 人種の 棄て たる 宗教が ャぺテ (ァリ 

ャ) 人の 組織した る社會 の 首 石と ならん と の 意 で あると 思 ふ。 

ァリャ 人が 事を爲 すに 秩序 的で あるの が 其 强大を 致した 大 理由で あるとの 或 人の 說は旣 に 前に 述べた 

彼等の 腦髓 が科學 的で あると 云 ふ 說と其 根本に 於て は 毫も 差違 は 無い、 秩序 は 科 學の實 際 的 方面で あ 

るから 科學 的なる 者 は 自づと 秩序 的なる は 曾 ふまで もない。 

然し 科學 的な りしと 云 ひ、 叉 基督 敎を 信す るに 因りし と 云 ひ、 叉 秩序 的な りしと 云 ふ も、 是れ 皆な ァ 

リ ャ 人種が 强大を 致せし 結果で あ つ て 原因で はな い、 ァリャ 人種 は 歷史の 活舞臺 に 上 らぬ 前に 早ゃ旣 

に. A 明 的 生涯に 耐 ゆる 品性 を 作り上げた、 單 に冷算 的た る 計りで 科學 的た る 事 は 出来ない、 政治的 思 

想に 富めば と て 必 しも 秩序 の nj^ た る 事 は 35 來な い 、 基督 敎を 信す るに 至る に は前以 て 之を受 くる に 足 

るの 素養が 必要で ある、 ァリ， ^人種 は 彼等が 猶ほ伊 蘭 高原に 止まりし 頃 業に 旣に 人類 進歩の 先驅 とな 

つて 終に 全世界 を 占有す るに 至る の 氣品を 養生した ものである。 

ァリャ 人種 は 素と 人生 を 如何に 觀ぜ しか、 今是を 有名なる 東洋 學 者の 說 明に 照して 考察 すれば 大略 左 

の 如き ものであると 思 ふ。 
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(一) ァリャ 人種 は 希望の 民であった、 彼等 はッ ラン 人種と は 正反對 であって、 人生 を懼れ すして 之 

を ま 水んだ、 ッ ラン は 神に 祈る に 危害より 免が れん is^F を 以てした るに 比べて、 ァリャ は 彼の 祈禱に 於て 

is 祉と 援助と を 求めた、 ッ ラン は 神の 怒 を 宥めん と L、 ァリャ は 其 德を讚 めんと した、 ッ ラン 人の宗 

敎に伏 魔法なる ものが あって、 ァリャ 人の 宗敎に は 讚美歌なる ものが あった、 玆に 二者の 例 を 示さん 

ため、 先 づバビ n  -ーャ 人の 保存に 係る 古代の ッ ラン 人種の 作りし 咒詛 文を揭 げやう、 

民 を 苦しむ る 疫病と 熱病 

國を 荒らす 凡ての 疾病 

肉 を 損じ、 臟赂を 害する 者 

惡 むべ き 魔物、 ァ ラル、 ギ -、、 ル の 類 

彼等 我が 體を 去らん 事 を 

彼等 我が 俯より 出 でん 事 を 

彼等 は 決して 我が 肉に 取り 附 かざるべし 

彼等 は 決して 我が家に 入り 来らざる べし 

彼等 は 決して 我が家の 梁に 觸れ ざるべし 

ゥ  * 

天の 靈ょ、 魔を詛 へよ 

地の "il およ、 魔を詛 へよ 


萬 邦 の 神なる ムルゲの 靈ょ、 魔を詛 へ よ  - 

ム ル ゲの 長子なる H ン ズ ナの靈 よ、 魔を詛 へ よ 

萬 軍の 女神 チス クの靈 よ、 魔を詛 へよ 

正義の 王なる ゥ ヅの靈 よ、 魔を詛 へよ 

之に 引き 換 へて ァリャ 人が 其 神 婆 樓那を 讚へ る 歌の 一 節 は 左の 如き ものであった 

王 婆 樓那の 意に 適 ふ 讚美の 歌を唱 へよ、 彼は革師が鹿の皮^^廣げて之を日光に曝すが如くに地を 

g: 方に 仲ば したり、 彼 は 森 を 通して 涼しき 風 を 送り、 馬に 精氣を 注ぎ、 牝牛に 乳 を 供し、 人の 心 

に 智慧 を附 し、 雲に 電光 を蓄 へ、 天空に 太陽 を 置き、 山に 蘇 摩の 靈草を 生ぜり、 彼 は 天と地と を 

潤し、 彼の 意に 適 ふや、 彼 は 直に 雲霓 をして 其抱藏 する 水 を 放出せ しめ、 山は爲 めに 雷雲 を 以て 

. 一 ほまれ、 健脚 者も爲 めに 疲勞 を感 する に 至る 

ヴ， リ ，， が 同じ 婆 樓那の 神に 捧げし 祈禱に 左の 如き ものが ある。 

ォ ー 婆樓那 よ、 我等 日々 我等の 弱き が 故に 汝の 法則 を 犯す と雖 も、 我等 を 死滅に 導くな く、 叉强 

者の 壓 迫と 暴 者の 憤怒と に附す 勿れ、 鳥が 其 具に 還る が 如く、 牝牛が 牧場に 行く が 如く、 我の 讚 

. 美 は汝に 達せん、 

艾 ッ ラ ンが 死に 臨む に戰々 競 々 として 陰」 おに 下つ て 妖魔と 居を俱 にす るの 思 を 以てせし に比べ てァリ 

ャは 死後 天上に 於て 父祖の 靈と 無盡の 快樂を 共に する と 思 ふた、 ァリャ が 蘇 摩の 神 を 祭りし 辭に左 

の 如き ものが あった 

夫の 幸福と 喜悅の ある 處、 歡 喜と 快樂 との 宿る 處、 我等の 總 ての 願 Slf 一の 成就す る處に 我に 永久の 
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0  K 史談  七 九 八 

生 を 給へ。 

ブリャ に 取て は 死 は 凡ての もの k 終りで は 無かった、 彼等 は 死後に 尙 ほ喜樂 純潔の 生涯の ある を 信じ 

た、 彼等の 祖先の 靈は 死して 尙ほ此 地 を 去らす、 或は ヒ マラ ャ 山中 マ ナサ &ヮ， I  (Manasarowar) の 

湖水が 其 鏡面に 暴り なき 天日 を 映す る邊に 於て、 或は ヱ ル ブル ズ 山の 最高 點 なる デ マべ ンド (Dema- 

vend) の 峯が其 白 頂に 朝敏. 夕陽 を 受けて 永久の 光輝 を 下界の 人に 示す 處に 於て、 彼等 死者の 靈は 他界 

め 王なる ャマ王 (閣摩 天) と共に 滿 福の 生. 淮を 送る ものと 信じた。 

(二) 希 の 民であった から ァリャ は 自づと 快濶の とおであった、 彼等 は 一 身の 不幸 を 何時までも 案じ 

暮す やうな 憂 |^) の 民ではなかった、 ッラ ンゃハ ムゃシ H ムが 親戚 友人の 死 を 何時までも 悲しむ を 以て 

人た る 者の 義務で ある やうに 考 へたに 比べて、 ァリャ は 一 日 も 早く 斷 腸の 念 を 去て 日常の 業務に 復す 

る を 以て 反って 死者に 對 して 彼等が 有つ 责任 であると 考 へた、 死者 を 葬りし 後に 會葬 者に 向て ァリャ 

の 祭主が 演 べし 勸 吿の詞 は 左の 如き ものである 

未だ 尙ほ此 地に 生 を 有し、 財貨と 子孫との 寶に 富みて、 此處に 死者の 後に 從 ふて 来り 合せし 者よ、 

汝等淸 くして 正し かれ。 、 

生者 は 死者と 境 を 異にす、 今日 吾人が 死者の 爲 めに 此處に 執行せ し 奉 祭 は 死者の 靈を 安ん する に 

足れり、 故に 吾人 は 宜しく 此處を 去り、 家に 歸 りて 喜び a っ樂 しむべき なり、 そ は 生命 は 尙ほ吾 

人の 有 なれば なり。 

余 は 此處に 境界の 標を 立たり、 (墓石 を 指して 曰 ふならん) 是れ 生者が 自 から 急いで 之 を 越え ざ 

らんが 爲 めたり、 彼等 は尙ほ 百た びの 秋に 會し、 其謦： 熟 を 祝 せんこと を 1 而 して 此石標 が 永く 死 


を 彼等より 遠 けん 事 を。 

日 は 日に 繼ぎ 季節 は 季節に 綾き 曾て 其顚 倒せし ことなき が 如く、 願く ば 彼等の 生涯 を 導け よ、 我 

が 造物主よ。 

汝等此 處に集 ひし 者 は 皆な 天の 命 を 全 ふし、 白髮の 高壽に 達し、 死す るに 老若 順 を 違へ す、 而し 

て 巧みなる 造物主 ッグ シタ ー ル (Tvashtiuo の 神は汝 等に 長き 齢 を 給 はん 事 を。 

乏 をュダ 人が 死者 を 弔 ふが 爲 めに 衣 を 裂き、 頭に 灰 を 振り掛け、 數 月の 間 悲哀に 沈みし に比べ、 支那 

人が 三年 死者の 喪に 居る とか 稱 して 髮 を梳ら す、 衣を更 めすして 愁傷の 情 を 外に 現 はせ しに 稽 へて 見 

て實に 雲泥の差が あつたと 云 はなければ ならない、 他の 人種 は 死 をして 事實 よりも 更に 數"^ 曰 悲しく 爲 

んと 努めし に ァリャ のみ は 死より 其 不快なる 記 臆 を 取 去らん とした、 ァリャ は何處 まで も 生 を 好んで 

死 を 嫌 ふの 民であった、 彼等 は 凡ての 方法 を盡 して 死 を 忘れて 生 を 思 はんとした、 彼等 は餘 りに 快濶 

の 民であった から 死 を事實 として 視 るに 忍びなん だ、 叉 彼等が 喜樂の 神と して 蘇 摩 を 祭りし 事 や、 光 

明の 神なる ii? 多羅 を 崇めし 事 を 以て 見ても 彼等が 如何に * 樂を 愛し、 光明 を 求む る 民で ありし か^ 分 

る 0 

(三〕 リャ はか 正直なる 民であった、 彼等の 快濶 なる は 彼等 をして 決して 放肆 淫縱 柔弱の 民たら し 

めなかった、 彼等 は甚 しく 虛僞を 憎み、 事物の 犟純を 求めて 複雑 を 避け、 正邪 を 判別し、 暗黑と 光明 

との 別 を 明かに し、 神秘的 玄奥 的なる を 厭 ひて、 明瞭に して 單 純なる を 喜んだ、 若し 現代の 歐洲 人の 

. 中に 古代の ァリャ 人種の 實例を 求めん と 欲へば 那 威の イブセン、 露 西亞の トルストイ、 英吉利の 力 ー 

- ライルの 如き 者で あらう と 思 ふ、 左に 揭 ぐる ゼンド アベスタ 經の 一節 を 讀んで 其 中に 明. H なる 力 ー ラ 
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興 H 史談  八 0〇 

ィル 主義 を 認めぬ 人 は あるまい  ， 

ゲぎ を僞は りし 者の ある 側に は密 多羅 は 怒 を 含んで 起たん、 而 して 彼の 憤怒 は 愈 ゆるに 退し、 

密 多羅に 對て 虚 一一 IR を 吐きし 者 は 彼れ 走る こと 如何に 早き も密 多羅 は 直に 彼に 逐附 くべ し、 彼れ 馬 

に乘 つて 走る も， お 多羅の 追 捕 を 免が る、 能 はす、 彼れ 車を驅 つて 遞 れんと する も密 多羅 は 直に 彼 

に 及ばん、  憐れむべし、 密 多羅 を 偽 はりし 者の 住む 家に は兒 童の 戲れ 遊ぶ ことな か 

らん 0 

古代の ァリャ 人に 取 て は 虚偽 は 惡 の 首であった、 虚言 は 彼等の 神 のお も 嫌 ひし もので あつ て 、 虚雷 

を 吐いて 彼等 は 天に も 地に も 身を隱 すの 所な き 者で あると 思 ふた、 彼等 は 鱧 儀の 民ではなかった、 又 

飲 を 禁じ 舞 樂を廢 する やうな 嚴 格なる 民で もなかった、 然し 彼等が 約束 を 重んじ、 彼等の 行爲が 彼等 

の 一一 一一 E 語に 伴 ひし 事 は 彼等の 人種的 特性と して 吾人の 特に 注意すべき 事で ある。 、 

ァリャ 人の 特性 は 之 を 以て 悉 したと は 云へ ない、 然し 以上 は 彼等 をして 今日の 強大 を 致さし めし 重な 

る理. E で. ^"ると 思 ふ、 X 布^に 滿 ちて、 快澗 であって、 正直であって、 人の 此 世に 於て 爲し 得ない 事 は 

^^んどなぃ、 科學 とか、 秩序と か、 法律と か、 商業と か 云 ふて、 今日の 文明 人が 最も 貴 首： する もの は 

能く 其 源 を 尋ねて 見れば ァリャ 人の 有った 此 特性より 出た ものである 事が 分る。 


第二 十二 1^  メデャ (IVIEJ)EA) 


一 國の與 るの は 決して 一朝一夕の 事で はない、 阈 は其國 民の 無意識の 間に 起る ものであって、 與 さう 

-^〜 、.5 て 決して 興る もので はない、 國 民が 國を舆 さう.： ぁハき^^ま.0^^きひ；^^,.^^4.ー 

である -」 ポ敎は 何う 云 ふ 宗敎を 信ぜねば ならぬ とか、 道德は 何う 云 ふ 道 德が國 家の 發 達に 利益が ある 

と 力 云. -て、 評議員 を選& して 其 取調に 從 事せ しむる 時 は、 旣に 其國の 宗敎も 道德も 全く 生藏を 失つ 

て 其 國民は 精神的 死滅の 境に 臨んだ 時で ある、 國の與 るの は 小兒の 成長す るのと じであって、 お 

.,,,^ら すと 與る ものである、 健康の 事 を 最も 多く 心配す る 者 は 老人と 病人と である、 國.， 豕首ー i こ關す 

る 議論の 最も 盛なる 國は、 衰亡に 近き つ、 ある 國 である。  ， 

ァリャ 人種 は 無意 無識 の 中に 彼等の 人種的 特性 を 養成した、 彼等が パ ロパ ミサ ス 山の 麓に 棲 ひし 頃 は、 

彼等 は ハム 人シ H ム人に 代って、 西亞の 覇植を 握らん など、 は 夢にも 相 J はなかった、 彼等 ま 山 nfl の 文 

郷に 在て 河醉の 田圃 を 以て 滿 足して 居った、 彼等 は 人生 を樂 み、 隣人に 向て 春 を 吐かす、 死し 5 

ほ，， え を まらざる の 希望 を 以て、 愉快に 彼等の 生涯 を 送って 居った、 歷史 以前の ァリャ 人種の も活こ 

. ^兒 的の 無 邪 菊なる 所があった、 彼等 は 寡愁で 淡白で 篤實で 最も 愛すべき であつ」 こ。 

此應の 民、 與國を 口にせす、 亡國 を懼れ す、 單に淸 き 心 を 以て 地 を 耕して 居りし f、 天の 時の 到 
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染 せし 時には、 彼等の 意志に 逆いても 世界の 主人公と ならねば ならぬ 境遇に 立 至った、 興らん として 
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悠る國 民 は 興らす して 返て 亡び、 與 らんと せす して 唯 能く 天の 命に 安ん する 民 は 返て 興る、 余輩が 曾 

0  0-0  0  * 參 ^ 參参 Aoldd© 鲁 3 參 o©od&?*oa  0-0000000000 

て 述べし 「與國 と は 謙の 賜物で 有て 亡 國とは 傲の 結 架で ある」 と は 此事を 云 ふので ある。 

. 紀元前 六 百 三 四十 年頃 西亞の 天下に 一 大變 動が 始 つた、 それ は 紀元後 三 四百 年頃 歐洲 大陸に も 有った 

- 事であって、 其 結果 は歐亞 孰れに 於け る も 同 一 であった、 それ は 卽ち歷 史家の 所謂 國 民の 移動 (volks- 

wanjerung) であった、 それが 爲に 大帝 國は 亡びて、 其迹 に新國 民が 起る に 至った、 羅 馬帝國 滅亡の 

迹に獨 逸民 族が 新 國家を 建設す るに 至りし 同一の 理由に 依て、 アツ シリャ 帝國に 代って、 ァリャ 人種 

の 組成せ し メ，、 テャ、 ベ ル シャの 二 大國が 相 繼で西 -亞 の 天地に 現 はれた。 

カウ カサス 山の 北、 ドン、 ドー 11 ペル、 ヴ オルガの 河畔、 褒海、 黑 海の 北岸に 沿 ふて、 サカ人 (saka) 

一名 ス キト 人 (Scythians) が 住って 居った、 彼等 は 多分 ッ ラン 人種の 一派であって、 匈奴、 突 厥に 

似て 甚だ 剽悍なる 民であった、 彼等 は 能く 弓を蠻 き、 巧に 馬に 乘り、 馬肉 を 食と し、 牝馬 の^を 飮み、 

艱難に 耐へ、 死 を 怖れない、 最も 怖るべき 民であった、 彼等の 襲擊は 南方の 民の 最も 恐怖す る 所で あ 

つて、 彼等が 起て 群を爲 して 南せ し 時に、 西亞の 天下に 大擾亂 を惹き 起した。 

llls^ より 先に パ II パ ミサ スの 山麓に 平穏なる 生涯 を 送りし ァリャ 人の 中に、 一 大宗 敎的 內訌が 始まった、 

彼等の 內に 一大 改革者が 起り、 犬に 革 進、 進歩 を唱 へし 結果と して、 ァリャ 種族の 內に 保守 進歩の 二 

大派を 生じ、 保守派 は進步 派の 跳梁に 耐へ すして、 竞に 彼等の 故 地 を 去て 東の 方 印度の 西北 部なる ィ 

ン ダス 河の 畔に 下り、 其處に 彼等の 一 新 郷土 を拓 いた、 後に 殘 りし 進歩 派 は尙ほ 久しく 父祖の 國に留 

まりし やう なれ ども、 或は 北方の ス キト 人の 强 迫に 遭 ふて か、 或は 新 思想 實 行の 地 を 求めん 爲 にか、 


被 等 は、 バ ルク、 へ リル ー ドの畔 を 去て 西の方 ェ ル ブル ズ 山の 南 麓 を 沿 ひ、 名に し 負 ふ カス ビヤ 門 を 

經て、 ザグ tl ス 山の 東面に して ハマ ダン、 ゼン デル ー ドの諸 川が 沃饒を 砂漠の 附近に 呈 する 遷 まで 移 

住した、 彼等 は 此處に 彼等の 故鄕に 能く 似寄りた る國 土を發 見した、 野に 桃 あり、 山に 胡桃 あり、 土 

地 は 豊饒と は 云 ひ 兼 ぬれ ども、 然し 砂漠の 海の 東なる 故山の それに 劣る ことなく、 彼等 は此處 に故國 

-の舊 習と 故 俗と より 免 かれて、 自由に 彼等の 新 理想 を實 行した と 見える、 時 こそ 異なれ、 彼等より 二 

千 一 一 百年 後、 彼等と 同人 積なる 英 人の 一 派に して ピ ュ ー リ タンと 稱 せし 進歩 派が 砂なら ぬ靑 海原 を 越 

えて 西の方 新 大陸に 自由の ホ ー ムを 求めし を 見ても、 西 は ァリャ 人に 取て は 好運の 方角で あると 見え 

る 0 

昔の メデャ は 今の 波 斯國の 西北 部に あった 國 である、 北 は ァラキ シス (Araxes) 河に 接し、 東 は カウ 

カサス 脈の 甫麓を 沿 ふて カス ピャ 門に 迨び、 西 は 深く ザグ ロス 山中に 入り、 チ グリス 河の 水域に 達し、 

南 は 今の フ ハリス タン (Faristan) 卽ち 昔時の ベ ルシャ 本土に 接し、 北緯 三十 二度の 邊に 至りし なら 

んと 信ぜら る、 卽ちメ デャ國 なる もの は、 東西 二百 十哩、 南北 六 百 哩餘、 面積 大凡 十五 萬 方哩、 卽 

ち 略 ぼ 我 日本 帝國 大の國 であって、 國家を 組成す るに は 最も 恰好なる 國 柄であった。 

土地 は 高燥で 其 氣候は 神經を 1^ ふるに 適し、 其 物 產は溫 § 的で、 其 山は嶮 しく ある、 此 地に 植！^ に 高 

貴なる ァリャ 人種 を 以てした 事 なれば、 時 到て 一大 强國の 起らない 譯 はない、 さう して 今 其 西南に 隣 

せる バビ ロン、 アツ シリャ の 平原 國を 望み 見れば、 土地の 沃饒 なる に 伴 ふて 氣候 は濕氣 多くして 心 志 

を壓 し、 其 物産 は 稍々 熱帶 的であって、 民の 惰氣を 促し、 地 は 一 面の 平野であって、 眼 を 喜ばす 爲め 

め 峰. 情なく、 獨立心 を 養 ふに 足る の天險 はない、 此處に 國を爲 せる アツ シリャ は 四 圍を壓 し 武威 を 振 
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ふこと 兹に七 百年、 殊に サ ルゴ ン. 冢 (slu お oilvlae) の ra 大王と 稱し、 サ ルゴ ン、 セネケ リブ、 エサ ル 

ハドン、 アッシュ ルバ 一一 パ ー ルの ra: 英雄 相繼 いで 其 王位に 上りし ことなれば、 紀元前 七 世紀の 中頃に 

至て 國は其 強大の 極に 達し、 其 版圖は 北は黑 海より 南 は波斯 湾にまで、 東 はザグ ロスの 東 麓より 西 は 

块及を 經てリ ビヤの 砂漠にまで 達した、 西 亜の 天地に 今 は アツ シリャ と 覇を爭 ふ 者 はなく、 大王の ベ 叩 

は 時の 全文 明 世界の 法律であって、 之に 逆 ふ 者の 如き は 天が下に 一 人 も ありと は 思 はれたかった" 

然し 此大國 も 潰れる 時が 到れば 潰れて 了った、 そして 三つの 源 因に 依て アツ シリ ャ國は 亡びた、 其 一 

は 内部の 道德的 腐敗であった、 富と 共に 奢侈が 來り、 奢侈に 伴 ふて 娃 風が 盛に なった、 王 は 正 妃の外 

に 多くの 婢 妾を蓄 ふるに 至った、 人倫 旣に 王室 の^に 破れて 臣民 爭 でか 嚴肅 なる を 得ん や、 大 ほ 腐り _ 

將軍 腐り、 下 庶民に 至る まで 悉く 腐て、 アツ シリャ の 武備 は 八紘 を壓 する に 足りし も、 其國. 冢 はー擊 

の 下に 破碎 せらる、 の 危機に 迫った、 人倫の 破 壌 を 以て 國家的 生命に 關係 なきな ど 思 ふ 人 は、 宜しく 

ァ ッシリ ャ史の 供す る 敎訓を 味 ふべき である。 

而 して 外部より する 打擊は 北方より 來 つた、 是れ アツ シリャ を 亡せ し 第二の 源 因であった、 ス キト 人 

は 彼等の 北方の 棲 家 を 出で た、 彼等 は ダゲスタン (Daghestan) の邊に 於て カウ カサス 山を橫 ぎり、 

クル (Km-) ァラキ シスの 水に 彼等の 馬 を 飲ませ、 ァラ、 ット 山の 邊に 於て 東西の 二 派に 分れ、 東な 

る 者 はメ. チヤに 俊 入し、 ウル メャの 湖畔に 息 ひ、 ヱ クバ タナの 舊都を 犯し、 到る 堪に 掠奪 を 擅に し 無 

辜 をして 苦楚 辛酸に 泣かしめ た。 

然しながら两部の荒魔は東部のそれに比して數^13其しかった、 ス キト 人 は先づ 今の 小 亞細亞 に 入り、 

プル メ- ーャ、 カパド キヤ、 フリ ジャ、 キリ キヤ 等 を 荒らし、 進んで シリャ に 出で、 パ レ スチナ を 犯し 


て 埃 及の 境に 到り、 是 より 東に 向て 折れ、 ュ ー フラテ 河 を 下り、 メ. チヤより 來 りし 彼等の 同類と 合し、 

アツ シリャ 本土に 入り、 宮殿 を 燒き、 祌 殿を瀆 し、 到る 處に 狼藉 を 極めた、 藤 史家へ ロド， 'タスの 記 

事に 依れば、 ス キト 人の 掠奪 は 一 ート八 年の 長き に涉 りしとの 事で ある、 其ァ ッ シリャ 帝國に 及ぼせし 

害 は、 後年 北 歐の蠻 人が 羅馬 帝國に 及ぼせし 害に 等しく、 蠻人 去て 後に 南方の 大帝 國は 再び 起つ 能 は 

ざるに 至った、 內に 天の 命に 逆 ふて 淫 縦に 耽ける の 民が 外より 此大打 擊を加 へらる、 は、 人類 全體を 

潔 めんが 爲の 必要と 言 はなければ ならない。 

然れ ども 若し 此 時に 方て 新 强國の 其 附近の 地に 在て、 舊帝國 に 代って 起ん とする 者が 無かった ならば、 

舊は. 猶ほ餘 命 を 存じて、 數十 百年の 間 霸權を 其 手より 脫 しなかった かも 知れない、 然れ ども 紀元前 七 

阯紀の 中つ 頃に 至て、 メデャ は旣に 侮るべからざる 强 力であった、 其 人種の 主なる 部分 は 強健なる ァ 

リャ 人種であった、 殊に 近頃 砂漠の 東部より 新 移住者の 加勢 を 得て、 國民 自ら 活氣を 帶び來 つた、 彼 

等 旣に脾 肉の 歎に 耐へ ざり し 頃、 一 時はス キト 人の 侵入に 遭 ふて 其 勃々 たる 野心 を 抑 ふるに 至りし も、 

蠻人 去りて 後 は 彼等 は 再び 眼 を ザ グロ ス山ド の 長袖 頻挨の 上に 注ぎ、 機會 あれば 山 を 下て 一 撃の 下に 

彼等に 取て 代らん と 常に 翹， ば A の 念に 堪 へ なかった、 さう して 如斯 きの 機會は 彼等が 思 ひしよりも 早く 

到來 した、 紀元前 六 百 一 一十 七 年と 云 ふに ァ ッ シ リャ國 最後の 英主なる ァ ッ シ ュ ルバ 一一 パ ー ルは 此^ を 

去った、 彼に 代って 王： M に 上りし 者 は アツ 、ン ュ ー ル H ミツ ドィ リン (A.ssm--2nid-ilia) 一  名サ ラカス 

(s;ll-acus) と稱 し、 到底 父の 志を繼 ぐに 足る の 人物ではなかった、 國は赞 人の 掠奪 を 被りし 後で あつ 

て、 國 民の 道 德は救 ふべ からざる 程までに 腐敗し、 搗て 加へ て强 健なる ァリャ 民族 は國の 東北なる 山 

壑-の 中に 潜んで 囘 天の 好機 を 待ちつ X あった、 八， はシ H ム 人が^ 界の 主人公た る 時期 は滿 ちて、 其 描 
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柄 は ァ.. リ ャ 人に 渡さるべき 時であった、 天 は 數百干 年の 永き に涉 り、 此 大任 を 負 はせん 爲 めに 伊 蘭 高 

原 の 西部 峰 I 山 高く 天 に 接する の邊に 於て i 民 を 訓育した、 紀元前 六 百 二十 五 年と 云 ふ 歳 は 世界 歴史に 

於て 甚だ 大切なる 時で ある、 何故と なれば、 此 歳に 於て シ H ム人 種の 世界的 王國は 失せて、 ァリャ 人 

は メ デ ャ王 キヤ クザ レ ス (wyaxares) の 下に 最初 の ァリャ 的 大强國 を 建てた、 メデャ 人の アツ シリャ 

侵 人 は ァリャ 人種の 初陣で あって、 是 より 二 千 六 百年 後の んマ 曰 に 至る ま で 人類の 歷史は 重に ァリャ 人 

種の 歷史 である。 

然し キヤ クザ レ ス は單獨 にして 此大 事業に 當ら なかった、 彼 は 先づ南 隣の H ラム 國の王 を 招きて 彼と 

同時に 一一 ネベ 城に 攻め上ら しめた、 アツ シリ ャ王サ ラカス 是を 聞て 兵 を 二つに 分ち、 自身 は 東より 來 

るメ. チヤ 人に 當り、 彼の 肱の 將 なる ナボボ ラサル (Ntlbopolassar) なる 者 をして 南の 方バビ ロンに 

下り 其處に H ラム 人 を 防がし めた、 然るに ナボボ ラサル 途 にて 反し、 使 を キヤ クザ レスに 遣して 協同 

相 和して 一一 ネベ を 攻めん 事 を 申込み たれば、 玆に アツ シリ ャ國 全滅の 機運 は 益々 迫り、 城砦に 賴り、 

11- 車に 頼り、 弓箭 飛 蛇に 賴 りし 此 大帝 國は殆 んど迹 形な きまでに 亡びて 了 ふた。 

マ ッ 、ン リャ 亡びて 後に 西亞の 天下 は キヤ クザ レ スと ナボボ ラサルとの 間に 二分され た、 メデャ 王 は 其 

北方 を 取り、 彼の 王 國は今 は アツ シリャ 本土、 ァ ルメー ーャ、 カパド キヤ 諸 邦 を 含み、 東 は カス ピャ 門. 

より 西 は ハリス (HalyH) 河の 畔 にまで 達した、 彼 は 終に 彼の 西 隣の リ ディ ャ 王と S を 開き、 自 から 

兵 を 進めて 其 首都なる サ ー デ イス (saraes) に 迫りし が、 バビ 口 ン王 ナボボ ラサ ー の 中 裁に 依て ニ國 

和を講 する に 至り、 西亞の 天下 は玆に 一 先 づ爭奪 を 中止す るに 至った。 

然し メ ギヤ 國は 永く は！^ かなかった、 建 W 以來 僅々 七十 餘年 にして キヤ クザレ スの 子ァス タヤ ゲ ス 


(Astyages) の 時に 當て 同じ ァリャ 族なる ぺ ルシャ 人の 合併す る處 となった、 メ、、 テャは ァリャ 人の 建、 

設 せし 最初の 王國 であって 其 組織に 多くの 弱點 があった、 メヂャ 人 は大國 の主權 者と なって 永く 其ァ 

リャ 主義 を 維持す る ことが 出来なかった、 彼等 は アツ シリャ 人の 奢侈 榮耀を 習 ひ、 彼等 本来の 淡白に 

し て 高潔な る 生涯 を 忘却した、 彼等 は 亞細亞 化 卽ちッ ラン 化せられて 忽 にして 其 國民的 生命 を 失 ふた、 
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王 は 王と 成て 人民より 遠 かり、 九重の 裡に 人爲的 神聖 を 守らん とする に 當て國 家の 滅亡 は 決して 遠く 

はない、 アツ シリャ の 亡びた るの は此爲 めであって、 メデャ 又 其 轍 を 履んで 亡び、 ペルシャ 叉 之が 爲 

めに 亡び、 支那 土 耳 古 は 今 叉 同一 の 原因 を 以て 同一 の 運命に 陷 らんと しつ、 ある、 世に 怖るべき もの 

< "厶 厶厶  <:."<;<<1<1<1<1 

は 實に此 亞細亞 主義で ある。  . 


第一 一十三 囘 ペルシャ (PERSIA) (上) 


ベ ル シャと 云へば 今 は 甚だ 詰らない 國 である、 其 面積 こそ 六十 四 萬方哩 もあって 殆ど 日本 國の四 倍大 • 

の國 であるが 其 人口 は 八 百 萬に 充 たす、 殊に 年々 減少の 倾き ありと 云 ひ、 國に 一條の 鐵道 あるな く、 

其 商業と 財政と は 重に 歐洲 人の 手に 存し、 名 こそ 獨立國 なれ 其實は 支那 朝鮮に も 多く 優る 所の ない 至 

て憐 なる 國 である。 

^•fF う 云ふ國 柄で あるから 日本人が 此國の 事物に 注意す る 事 は 至て 掛 い、 余輩の 開く 所に 依れば 嘗て 亞 ： 
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興 w 史 談  八し 八 

細 協 # なる ものが 東京に 設立 せられし 時に 口 本の 愛 阈；！ 1^ 等 はべ ル シャも 亜 細亞の 一 獨立國 であると- 

の 故 を 以て、  特に 書 を 其 政府に 發 して 其 贊同を 仰ぎし との 事で あるが、 然し， す 日に 至る も 未だ 日本 國 

が ペル シャ 岡と 通商 條約を 締結した とま ふ^を 間かない の を 見れば、 口 本人の 亞細亞 熱なる もの は 其 

愛闽 心と M じく 當て にならぬ ものであると 見える、 唯 近頃 察灣が 我が 版圖 に：，^ りて より 其 十： 人に 阿片 

を 吸 はすの 必 15- が あるより、 日本 政」 时は此 毒物 を波斯 より 仰ぐ に 至りし との 事で ある、 日本と 波斯と 

の關係 は實は 先づ此 位の ものであって、 ニ國は 殆んど 全く 無關 係の 國 であると 云 ふても 可い 程で ある リ 

然しながら 少しく 波斯の 歷史、 宗敎、 風俗、 人情 等 を 調べて 見る と 彼我の 關 係は斯 くも 淺 少なる もの 

ではない 攀が 分る、 口 本人の 中に ァリャ 人 極の 血が 泥って 居る との 事 は 我々 が 度々 聞きし 所であって、 

其 血と は波斯 人の 血で あると は 或る 識者が 1? へ し說 である、 勿論 此說を 確め るに 足る 或る 充分なる 證 

據が あると 云 ふので はない、 我が 日本人 か純粹 なる ッ ラン (黄色) 人種で あれば とて 何にも 決して 恥 

るに は 足らない、 ッ ラン 人種の 中には 洪牙利 人 も あれば 芬 蘭人 も ある、 我々 はッ ラン 人の 根性 さへ 

拔 いて 仕舞へば. 冗い ので ある、 余 は n 本人 非 蒙古人種 論を唱 へて 其 隨を掩 はんとす る 或 人の 愚に 傲 

はんと は爲 ない。 

然しな がら 波斯人 の 特性 を 調べ て 見て 余輩 は 能く も 日本人に 似た る國 民が 他に も ある もの かなと 獨り 

自ら 驚く 者で ある、 美觀を 愛し、 禮儀を 重んじ、 情に 脆く して 现に 練く、 婦人 を 愛し、 奢侈 娃縱に 耽 

り 易く、 物の 精緻 を 貴んで 其 理想に 達し 得す、 文 を 好んで 想に 乏しき 事 等に 於て は 日波 刚國人 は 同穴 

の 兄弟で は あらぬ かと 疑 はる、 計りで ある、 若し 亦兩國 人の 美的 半面 を 窺へば、 二者 共に 武を尙 び、 

正直に して 潔，：：： である (八，' 日の 日本人 は然ら す)、 歷 史家へ a ド ー タスの 言に 依れば 彼の 時代の 波斯 


人の 敎 育なる もの は、 馬に 騎る 事と 弓 を 射る 事と 正直 を 語る 事であった との 事で あるが、 是は r 度 日 

本國に 於ても 鎌倉時代の 武者な どの 受けた 唯一 の敎 有であった、 かの 關東 武士と 稱 して、 畿内 西 1： の 

武者に 勝て、 質素で、 正直で、 强 力であった 者 は 能くへ ti ド— タスの 此言に 合 ひし 者で ある、 佐々 木 

高 綱、 熊 谷 直實、 奈須與 市の 如き は 波斯に 於ても 日本に 於け るが 如くに 人類の 精華と して 仰がる k 者 

であるに 相違ない、 若し 波斯 詩人 フ ィルヅ ー シ をして 宇治川 先陣 を 歌 はしめ しなら ば 必すゃ 北 條早雲 

をして 搏び 讚嘆 鳴 咽せ しめたで あらう。 

神代の 事に 關 する 自由 討究 は 日本 國の 法律の 許さない 所で あれば、 余輩 は此 處に此 趣味 多き 問題に 就 

て 余輩の 意見 を 述べる 事 は a-H 来ない、 然しな. がら 何人も 昔時の 波斯 人の 宗敎を 研究して 日本 W の 神代 

を 聯想せ ざる を 得 ま い 、 波斯敎 の 祖師なる ゾ & ァスタ T  (Zoroaster,  zariltlmsil.a) の 生涯と 教訓と 

は 高潔なる 日本人 を滿 足す るに 足る ものである、 彼 は 支那の 人と は 異なり、 虚禮を 嫌い、 多言 を 忌 

み、 率直に して 佯 りなき 一一 H を 好んだ、 彼の 說敎 なる もの は 意味 明瞭に して 少しも 委婉の 辭を雜 へない、 

正 は 正、 邪 は 邪、 偽善者 は國 王で も 大臣で も 偽善者、 人 は 馬 r でも 牧牛 者で も 人、 虚偽 を惡 むこ 

と 蛇蝎 を 憎む よりも 茶 だしく、 人類 を 分つ に 正直なる 者と 偽言 を 吐く 者との 二種と し、 前者 を 天地の 

祌な るァ フ ラマ ッダ (Allura-Mazda) の 子と なし、 後者 をァ ングラ マイニ ュ ー (Ansl.il-Mainyu) 卽 

ち 「黑き 心の 祌」 の 子と なした、 彼 は その 國 人に 敎 へて 曰 ふた。 

原始に ニ靈 あり、 二者 其 本質 を 異にす、 善惡の ニ靈は 我等 を 支配し、 各 其 本性に 從て 我等 をして 

思 ひ、 語り、 行 はしむ、 ニ靈 孰れ か を 汝等は 今日 此處に 搾ばざる ベから す、 故に 善 なれよ 而 して 

惡 なる 勿れ。 
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虛を 語る 者の 生涯 は 罪惡 なり、 正直なる 者の 生涯 は 彼 を 救濟に 導く の 門と ならん。 

汝等は 同時に 二者に 事 ふる 能 はす、 懷疑 者の 背後に は 響 敵の 潜む ありて 常に 彼に 耳語して H ふ 

r 惡を擇 ベ」 と、 而 して 惡靈の 群 は 彼を繞 園し、 彼 をして 聖人が 彼に 敎 へし 聖 き行爲 を 遂げ 得 ざ- 

ら  しむ。 

波斯 人の 主なる 崇拜 物をミ テラ (Mithra)  0M 出 「密多 罹」 —編者) と稱 へた、 是は 光明の 神であった、 

ミ テラ は 太陽 を 祭った 者で はない、 太陽の 事 を 波 斯人は 「ミ テラの 眼」 と 呼んだ、 ミ テラ は 亦 蒼 空の 

祌 でもない、 蒼 空の 神 は 別に 有つ て 之をヮ ルナ o^alvuna) と 呼んだ、 ミ テラと ヮ ルナと は 勿論 極く 親 

しい 神であった。 故に 波 斯人は 二 神に 禱吿 する にミ テラ ヮ ルナなる 合成 的 名稱を 以てした、 日光 崇拜 

は 物質 崇拜の 最も 高尙 なる ものである 事 は 前に 埃 及史を 論す る 時に 述べた 通りで あるが、 然し 太陽 を 

拜せ すして 單に光 を 崇めし 波 斯人は 埃 及 人に 優て 一 層 精神的の 民で ありし 事が 分る、 彼等の 物質 崇拜 

なる もの は 精神 崇拜に 最も 近い ものであって、 步 一歩 を 進 むれば 直に 希伯來 人の 聖靈 崇拜 にまで 達す 

る 事の 出来る ものであった。 

ミテ ラ の 神と ァ マ テラ スォホ ミカ ミ、 余輩 は 此外國 の 神 を 取り 來て我 雨の 神と 比對 しゃう とは爲 ない、 

然し ジ ヨセフ、 H ド キン (Joseph  Edkin) なる 東洋 學 者が A- ョ aternsu と Mithms と は 同 一 の a! 音 

より 成る 名稱 であると 云 ひて、 日本の 神道と 波 斯のゾ 口 ァ スタ ー 敎 との 關係を 付け やうと 爲 たの は、 

他 に 亦賴る 所が 無かった から で は 無 いと 思 はれる。 

波斯語 は 立派な る ァリャ 語 で あって、 日本語 は紛ふ ベ ^^もな き ッ ラン 語で ある 故に 二者の 雷 語 的關係 

を發 見せ ん事は 到底 出來 る 事で はない、 然しながら 國 民の 性質 は 其國語 の 文法的 組織に 於て する より. 


も、 反て 其發 音の 調子、 母音 子音の 配列 等に 於て 顯 はる k ものである、 今の 日本人と 西班牙 人と は 其 

人種に 於て は洋の 東端と 西 端との 別が あるが、 然し 其 虚名 を 好む 點に 於て、 其 細事に 激し 易く して 大 

事に 冷淡なる 點に 於て、 其 遊戲を 愛し、 東なる 者が 相撲に 熱心なる に比べて 西なる 者が 牛 鬪に餘 念な. 

き點に 於て 日本人と 西班牙 人と は 能く 相似た る 民で ある 事 は 一 一 者 を 知る 者の 均しく 唱 へ る 所で ある、 

而 して 馬 德里、 セ ビル、 バル セ&ナ 等に 遊びし 人 は 皆な、 西班牙 語の 發音法 は 日本語 其 儘で ある を稱 

へ、 二者 を 知らざる 者に 取て は 孰れが 何れと 殆んど 別ち 難いとの 事 を 語る、 伊太利 語に 於ても 亦 同じ 

事で ある、 余輩の 伊太利 語の 敎師は 余輩に 告げて 曰 ふ 「君 若し 正格に 伊太利 語 を發音 せんと 欲せば 可 

及 丈け 日本語の 如くに せよ」 と、 卽ち 伊太利 語に 於て は北歐 語に 於け るが 如き 舌 昔 喉 聲の難 音な きの 

みならす、 强聲 なる 者 殆んど 無き が爲 め、 之を發 音す るに は 可成 丈け 日本 流の 流暢 主義 を 取なければ 

ならない、 而 して 同一 の 發音法 は 同一 の 國民的 常 性を顯 はす ものである 箏は 伊、 日、 兩國 今日の 政治と- 

社會 と、 財政と を 見て 明かで ある、 余輩の 波斯 語の 智識 は 殆んど 皆無と いふても 宜ぃ 程で あるから、 

是を 以 て 日本人と 波斯 人との 類似 を述 ベ る 事 は 出来な い、 然し 余輩の 知る 兩國民 常 性 の 類似よ り 推し 

て 見て、 一 面の 一一 百 語の 其發音 法の 同じ からん 事 を 察する 事が 出来る、 卽 ち波斯 語なる もの は 流暢で、 

風雅で、 貴族的で、 朝廷の 士女が 相互の 戀想を 述べる に 適して、 田野の 預言者が 其 偉 想を發 表する に 

適しない 言語で あらう と 思 ふ、 此事は 誰も 知る 波 斯國の 地名に 照して 見ても 能く 分る、 テ へ ランと 云 

ひ、 イス パハ ンと云 ひ、 ハ マダンと 云 ひ、 決して キヨ ッ ペン ハ ー ゲ ンと云 ひ、 ド 口 ン タイムと 云 ふが 

如き 北歐の 地名の 如き 難 音の もので はない、 波斯 人の 人名に して 歷史 に傳 はりし もの は 大抵 希臘 人の 

變 更を經 しもの なれば 之 を 以て 其 本名と 見 傚して はならない、 サイ ラス (Cyrus) と は クロス (KU- 
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res) なる 希臘 昔の 英昔 であって、 波 斯人は 多分 之 を クル シ ュ (Km.l  一  s】l) と 言 ふた 5^ らうとの 事で あ 

る、 英 昔の ダリ ァ ス (Ixu-ius) は X 布臘昔 の ダラ ィォス (Dareios) で 波斯昔 の ダラ ャブッ シ ュ (Dilm- 

yavush) である、 ゼル キゼス (Xerxes) と は 甚だ 發音し 難き 名であって、 其 波斯的 固有名詞 でない 

事 は 一 聞して 瞭然で ある、 希 職に 攻 人て 恥辱の 退却 を爲 した 此 大帝の 名はゼ ルキゼ ス ではなく して 、ノ 

シ ャャル シ ャ (Khshayarshio であった、 叉 サイ ラスより ダ リア ス 三世に 至る まで 十 一 代の 王 を アキ 

メ  -ー  ス 〔.^  (A<.haem21i(lae) の 王と い ふが、 是 は波斯 音で は ハカ マ-丁 ンュ (Hilkhanlauisll) と 響く ベ 

きもので あると いふ、 以上の 例 を 日本語に 較べて 見る に、 ァ昔 (a) の 比較 外に 多き 1* は 日本語の 特 

質の 一であって、 ヤマダ (Ytslada) と 云 ひ、 アサ ダ (Asada) と 云 ひ、 ァ ラカヮ (Ar-llcilwa) と 云 

ひ、 日本 國の 地名 人名に ァ昔 (=0 の多き_5^-は波斯語に能く似て居る。 

余莆 の淺學 なる 是 より 以上の 關係 を波斯 語と 日本語との 問に 見る こと は出來 ない、 然し 兩國 民の 他の 

類似 點に 合せて 見て 此 ー點も 充分に 一 顧の 價 値の ある ものであると 思 ふ。 

其 I® 人 観 に 於て は 日波 兩國 の 民 は 殆ど 符號を 合すが 如くに 能く 似 て 居る。 波斯 婦人 の 美麗な る 事 は 世 

界に 有名であって、 此名 聲に與 かる 圏 は 世界 萬國を 通して 他に 日 東の 君子 國 あるの みで あらう、 波靳 

婦人に して 國 を W けし もの は 一 人 や 一 一人で はない、 ダリ ヤス 一 一世の 心 思 を 奪 ひ 去りし パリ サチ ス (pa- 

ri さ  tis)、  マセ ドン の 大王 ァ レキサ ン ドル をして 東征して 印度に 入て 後 W び 故鄕を 見る こと 能 は ざら 

しめし スタ チラ 女 (sru=o マセ ドンの 貌楙ー 萬 人、 大王の 例に 傚 ふて 波斯 婦人 を娶て 妻と たす、 幾 

許 もた くして 彼等 は 悉く 東洋 化せられて、 勇士の 鐵心も 鎔けて 徵の 如く、 人 をして 當 年の 志氣今 何處 

にある 乎 を嘆ぜ しむ. ダラ 一一 カス、 ィ サス、 ァ ー ベラの 戰 場に 於て 波斯 軍に 被らす におん ど鎏滅 の， 肽 


を 以てせし マセ ドンの 軍人 も、 波斯據 人の 捕虜と なりてより は 亦 一手 を揚 るの 勇氣 なく、 玆に マセド 

ンの 滅亡 は 兆して 一 百年 を 出す して パ ー シャ 人の 取て 代る 所と なった、 世に 怖るべき 者 は實に 波斯婦 

人で ある。 

波斯 婦人で ある、 亦 日本 it 人で ある、 美 福 門院、 勾當 内侍、 其 他 明治の 昭代に 於け る 幾多の 婢妾、 淸 

國に 懲戒 を 加へ て 自ら は大責 罰を受 くべき の 行爲に 耽り、 子弟に 忠君 愛 圃を强 いて、 自身 は 娼婦 を娶 

て 妻と なす、 而 して 或は 位 人臣 を 極めて 國政 を處理 い、 或は 釋 尊の 代表者 を 以て 骨に せ- ら る"： 

波 斯人は 一人の 正當 なる 妻 を 認めた、 サイ ラスに 力 サン ダ ネ，' (wassandane) が あり、 ダリアス 一 

^に アト ー サ (Atosa) があった、 波斯 んはヶ でも：：： 本ん と 均しく 多^の 尺た るの 名稱を 担む さう だ、 

然しながら、 彼等 は 名義 上 一 夫 一 婦の ni- であつ て、 實際 h 多^,: お >>甚 い 者で ある、 上 は 王侯より 下 

^氏に 至る まで 富者と 稱 すべき ものにして、 正室の 外に 數 多の 妾を蓄 へない 者 はない との 事で ある、 

娃 風の 最も 盛なる 波斯 は亦隱 謀の 最も 盛なる 國 であって、 波斯歷 史が始 より 終りまで 多く は閨 門の 歷 

史 である 事 は 全く 波斯 人の 奇異なる 婦人 觀に 依る の である。 

波斯 人の 道德は 純粹の 忠孝 道德 であった、 明君 を 得ん こと は 彼等の 唯一 の 政治的 希 ェ であった、 彼等 

は^と 共に 起ち 君と 共に 亡び、 君の 指導に 依る にあら ざれば 臣民 は 自身 起て 國を 興す の勇氣 なく、 君 

の 衰亡 を 見 て 臣は自 か ら身を 全 ふして 國を救 はんとす るが 如 き 冷 智を具 へな か つ た 、 波 斯人は 熱情 の 

W であった から 彼等の 君臣の 間柄に 膠漆 も 管なら ざ る 所が あった、 是れ 波斯人 の 美 所で あつ て 、 亦 其 

一 大 £5 點 であった 事 は 波斯史 を讀む 者の 何人も 感 する 所で ある、 ァ レキ サン ドル 大王の 如き は 能く 波 

斯 人の 此弱點 を 認め たれば、 彼 は 彼の 軍略 をお むる に 方て 常に 中堅 突撃の 方針 を 執り、 波斯人 をして 
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芏を救 ふに 遑 なから しめて 最後の 勝利 を 全 ふす る こと 能 は ざら しめた。 

細亞 大陸の 西に 位 ひして、 其 國民的 常 性に 於て 斯 くも 日本人に 似た る波斯 人の 歷史は 我等に 取りて 

甚だ 趣味 多き 歷史 であるに 相違ない、 余 W は此 史談 を 終る 前に 波斯國 興亡の 事跡の 大略 を 述べて、 我 

國人 と共に 大に自 から 省みる 所 あらんと 欲 ふ。 (總 稿な し、 『肖 序』 參照！ 編 *」 


第 一 卷內容 年譜 

基督 信徒の 慰め 明治-一 十六 年 (K 九 三年) . 一 一月 初版 

求安錄 明治 二十 六 年 (一八 九 三年) 八月 初版 

翻 f 路得記 明治 二十 六 年 (一八 九 三年) 十二月 初版 

專直の 精： p- 明治 二十 七 年 (一八 九 四 年) 二月 初版 

傳苴の 精神 明治 二十 七 〔牛 (一八 九 四 年〕 二月 

理想的 傳道師 某： 督敎 新聞 年 S 及， ビ號數 不詳 

如何にして 宗敎界 今日の 亂 麻に 處 せん 乎 (不詳) 

^1 ( の 最大 遺；^ 明治 二 ヒ七年 ( 一 八 九 四 年：) 七月. 相 州 箱 T.^ に 於け る 基督 敎徒第 六 夏期 學 校に 於け 

第； ss^ 內ぉ 年譜  八 一 五 


第； 卷 内容 年譜  八 一六 

る 講演 明：^ 二十 年 (一 八 九 七 年) 六月 初版 

宗% ：绝談 明治 三十 三年 ( 一 九 00 年) 四月 初版 

コ 口 ム ブスと 彼の 功績 (IJ コ 口 ム ブス 功績 改題) 明治 二十 六 年 (一八 九 三年) 二月 初版 

コ ロム ブス 傳 明治 二十 六 年 (一八 九 三た や) 二お 

コ ロム ブス の 功績 六合 雜誌 第一 四ニ號 明治 二十 五た 牛 (一 八 九 二た 牛〕 十お 「コ 。ム ブス の 行績」 ト 題シテ 

米國發 見事 業の 事務官 ピ ンゾン 兄弟 六合 雜誌 第一 四三號 明治 二十 五 年 十 一お 「米 國發 見事 業の 事務官」 

ト題シ テ 

池 人ム鋪 (地 里學考 改題) 明治 二十 七た 牛 (一八 九 四た や) 五月 初版 『地理 學考』 トシ テ 明治 三十 年 (一八 九 

七 S  二お 『地 人 論』 ト 改題 再版 

g ハ國史 ま； K 明治 三十 三年 CI 九 〇〇 ハ+〕 十月 初版 

第一 囘 與 圏と 亡國 東京 獨立雜 誌 第 四十 三號 明治 三十 二 年 (一八 九九 年) 九月 十五 日 

第二 囘 興國の 要素 同 第 四四號 明治 三十 二 年 「一八 九九 年〕 九月 二十 五日 

第三 囘 埃 及 同 第 四五號 明治 三十 二 年 (一八 九九 年) 十月 五日 


第四囘 埃 及. 人と 埃 及 文明 同 第 四六號 明治 三十 二 年 (一八 九九 年) 十お 十五 a 

第五 1： 0^^.^^ 同 第 四七號 明治 一一 一十 二 年 (一八 九九 年〕 十 ガー 一十 五 H 

第 六 a. アツ シリャ 上 同 第 四八號 明治 三十 二 年 a 八 九九 年) 十一月 五日 

第七囘 アツ シリャ 下 同 第 四九號 明治 三十 二 年 (一八 九九 年) 十一 十五 日 

第八囘 新 バビロ  ニヤ 上 同 第五 〇 號 明治 三十 二 年 (一八 九九 年) 十一月 二十 五.^ 

第 九 fH? 新バビ 口-一  ャ下 同 第五 ー號 明治 三十 二 年 (一八 九九 年〕 十二 刀 五日 

第 十 『 フィニ シャ上 同 第五 六號 明治 三十 三年 (一九 〇0 年〕 一力 二十 五日 

第 卜 ー囘 フィ  一丁 ンャ中 同 第五 七號 明治 三十 三年 (一九 0〇 年〕 二 刀 五 H 

第 十二 問 フィ- シャ下 同 第五 八號 明治 三十 三 (や (一九 〇〇 年) 二月 十五 日 

第 十三 囘 ユダヤ 上 间 第五 九號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年) 二月 二十 五 H 

第 十四 囘 ユダヤ 中 同 第 六 〇 號 明治 三十 一一 一年 (一九 〇〇^) 一一 一月 五 口 

第 十五 同 ユダヤ 下 同 第 六ー號 明治 三十 一一 一年 (一九 00 年) 三月 十五 日 

十六 囘 歷 史的 人種 上 同笫 六四號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年〕 四月 十五 日 

第 卜 ヒ囘 歷 史的 人種 中 同 第 六五號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年) 四月 二十 五 a 

第 十八 囘 感 史的 人種 下 同 第 六六號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年) 五月 五日 

第 十九 囘 高原 同 第 六七號 明治 三十 一一 一年 (一九 〇〇 年) 五月 十五 日 

第一 卷 内容 年譜 


八 
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第一 f  S  {ぉ 年 八 一八 

第二 十囘 ァリ ヤン 人種の 勃興 東京 獨立 雜誌笫 六八號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年〕 五月 二十 五日 

第二 十一 囘 ァリ ヤン 人種の 特性 同笫 六九號 明治 三十 三年 a 九 〇〇 年) 六月 五 曰 

第一 一十一 ー囘 メ 、チヤ (MElgAO 同 第 七 〇 號 明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇ハ 牛) 六月 十五 H 

第二 十三 囘 ペルシャ (PERSIA) 上 同 第 七ー號 明治 三十 三年 (一九 〇〇 年) 六月 二十 五日 
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昭和 七^ 十月 十 日印 刷 

昭和 七 Ji;- 十月 十五 H 發 行 
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